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本卷 は、 「柿 本ん 麿 評 釋篇」 の 下半 をな し、 萬 葉 集中、 柿 本 朝臣 人 麿 歌集に 出づ 等と 左 注せら 

れた 歌、 柿 本 朝臣 人 麿 之 集 歌、 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 歌 曰 等と いふ 題の 附 けられた 歌、 その 全部 を 

評釋 した ものである。 -. 

さう して、 一般の 學 說に據 る歌數 は、 長歌 二 首、 短歌 三百 三十 三 首、 旋頭歌 三十 五 首で ある 

が、 それに、 石 井 • 武 田 氏 等の 考說 に據 つて 增補 すると、 總計、 長歌 二 首、 短歌 三百 五十 三 首 

旋頭耿 三十 五 首と なる。 . 

本 卷評釋 の はじめの 意閘 は、 契 沖. 眞淵 以來の 說に從 つて、 人 麿 歌集に は、 人 麿 作 以外の 歌 

を 多分に 含有 して ゐる と 看做し、 先づ その 中から 人 麿 作 だ ら う と 想像し 得 る もの を 引拔 いて 評 

釋 しょうと したので あった。 そして 約 二百 首 あまりの 短歌 及び 旋頭歌 を 選出して、 それ を評釋 


しもった の は、 昭和 九 年 四月であった。 然るに その後、 土屋 文明 氏の 獎勵 により、 人 麿 歌集の 

歌 全部 を評釋 する ことと なった ので、 閑暇 を 得つつ 增 補して 行き、 その 全部の 評釋を 終へ たの 

は 昭和 十 一 年 八月であった。 さう して その 評釋 した 1 首 一 首 を 萬 葉 集の 卷 によって 配列した の 

が卽 ち本卷 であるから、 形式の 不同、 繁簡の 錯落 はおの づ から 免れ 得ない ところであった。 ま 

た、 或る 歌の 評釋 が簡單 であるから、 その 歌を輕 く評價 したと いふ わけで もな く、 却って 最初 

選んだ 歌の 方に 簡單な 評釋が 多い とい ふ 傾向 も あつ-た ほどで ある。 それ は 1 首 1 首讀 まれる 時 

は 明かに なるとお も ふが、 念のために 1 言 を 添へ た。 

、：- 本卷の 歌の 評釋 は、 一見 容易なる がごと くにして、 實際は なかなか そんな ものではなかった- 

私の 學カを 以てして は 奈何と も爲 しがたい もの は 幾 首 もあった。 けれども 終身 未定の 慨を 保ち 

つつ 到頭 評 釋の稿 を 終 はった。 而 して 分からぬ もの は 分からぬ として、 先進の 諸說を 揭げ、 不 

明 をば 强 ひて 糊塗せ なかった つもりで ある。 

人窿 歌集の 歌 は、 明かに 他人の 名の 署 せられて ゐる もの は それ を 取 除け ると して、 槪ね人 麿 


の 作 だら うと 考へ るの は、 近時 學界の 傾向の やうに 見える" つまり、 契 沖. 眞淵 等が 考 へたよ 

り も、 まだまだ 多く、 人 麿の 作が 含有 せられて ゐ ると 考 へる ので あり、 或は 殆ど 總て (取の け 

たもの 以外： 一 が 人 麿の^ だら うと 考 へる、 と 謂った 方が 寧ろい いか も 知れない。 さう いふ 說の 

やうに 見える。 けれども、 實 際に 人 麿 歌集の 歌の 二 つ 一 つに 當 つて、 考へ 且つ 味へ るに 及んで- 

自分 は必 すし も 最近の 學界の 傾向に 直ちに 贊同 する こと を 躊躇す る ものである。 契 沖 . a ハ淵等 

よりも、 なほ 積： li 的に 人 麿 作 を 認容す る 過程 を步 んで來 たので あるが、 それでも 本卷に 於て は 

自分 は どちら かとい へば 契 沖 • 眞 淵の 考 の方嚮 にむ かって 還元しつつ ある 結論 を 得た ので はな 

i  J  、  、  0 

力、. I う 力  • 

本卷 は、 昭和 十一 年 九月、 原稿 を 印刷所に 交附 してから、 昭和 十三 年 十月 校正 を 終へ たまで 

滿ニケ 年の 歲ガを 費した" その あ ひだ、 原稿 校閱 及び 印刷 校正に は、 柴生田 捻. 佐 藤 佐太郞 * 

^nln  -鈴木 三郞の 諸氏の 力 を ゎづら はした こと は 上卷の ごとくで あるし、 資料に ついて、 

渡 部 信.：^ 形鶴士  n  . 藤 森朋夫 諸氏の 助力 を あ ふぎ、 また、 現下の 事變 時に 際して、 かく 立派に 

三  - 


發 行の 出 來 たの は、 岩波 書店 主 岩波 茂 雄 氏の 厚意に 本づ くので あって， ともに 私の 甚だ 深く 感 

謝する ところで ある。  . 

なほ、 解釋 について 諸 先生の 敎をぁ ふぎ、 また、 私の 原稿の 出來 たのち、 印刷 屮、 種々 の 有 

益な 研究論文が 公に せられた が、 それ 等の こと は 終卷の 「雜 幕篇」 に 於て 明かに したいと おもつ 

てゐ る。  . .  * 

なほ、 本卷 に、 宮內省 圖書寮 御藏の、 「柿 本人 麼集」 を 全部 附 載し 得る ことの 御 許 fH- にあ づか 

つたこと は、 私の 謹み 感謝す ると ころであって、 柿 本人 麿の 歌が 或る時 代に、 かくの 如き 體裁 

に 取扱 はれ、 和歌の 世界に いかなる 位置 を 占めつ つあった か を 知る うへ の 貴重なる 資料で ある 

昭和 十三 年 十 一 月。 齋 藤茂吉 IT 
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〔卷十 . 一 八 九 四〕 春 相 P (五)  三 五六 

〔卷十 • 一  八 九 五〕 春 相 聞 (六)：：  三 五八 

〔卷十 . 一 八 九 六〕 春 相 聞 (七，  •  一一 一山 ハ 〇 

〔卷十 • 一  九九 六〕 七夕 (一)  •  一一 一六 二 

〔卷十 • 一  九九 七〕 七夕 ニー)  一一 一六 五 

〔卷十 . 一 九九 八〕 七夕 (三)  三 六ん 

〔卷十 . 一 九九 九〕 七夕 (四)  三 七 〇 

〔卷 十二 一 〇〇〇〕 七夕 (五)  一一 一七 二 

〔卷 十二 loo 一〕 七夕 (六)   一！ 一七 四 

〔卷十 . 二 〇〇 二〕 . 七夕 (七)  三 七 五 

〔卷 十二 一〇〇 三〕 七夕 (八)  11 一七 九 

〔卷 十. 二 〇〇 四〕 七夕 (九)  Ill 八 0 


〔卷 十二 一 〇〇 五〕 七夕 (十)：：   一！； 八 二 

〔卷 十二 一 〇〇 六〕 七夕 (十一)  一一 一八 EI 

〔卷 十二 一 〇〇 七〕 七夕 (十二)  三 八 五 

〔卷 十二 一 〇〇 八〕 七夕 (十三)  ； 二八 八 

〔卷 十二； 〇〇 九〕 七夕 (十四)  一一 一九 一 

〔卷 十二 一 〇 一 〇〕 七夕 (十五)  ；ー 一九 1!！ 

〔卷 十二 一 〇 一 一〕 七夕 (十六)  ：：： 一一 一九 五 

〔卷 十. 二 〇  一 二.〕 七夕 (十七)  一一 一九 七 

〔卷十 ニー 〇 一 三〕 七夕 (ナ 八)  一一 一九 九 

f 卷 十二 一 〇 一四〕 七夕 (十九)  四〇 一 

〔卷十 •  ニ〇  一 K〕 七夕 f 二十)  四 〇 四 

〔卷十 ニー 〇 一 六〕 七夕 ニー 十 一)  四 〇 五 

〔卷十 ニー 〇ー 七〕 七夕 (二十 二)  四 0 七 

〔卷 十. 二 〇 一八〕 七ダ (二十 三)  四 GT 九 

〔卷 十二 一 〇 一九〕 七夕 (二十 四)  -  en 1 


1 1 


1 二 


〔卷十 •  二 〇 二 〇〕 七夕- (二十 五)  ，：•：--  四  一 一二 

〔卷 十二 一 0 ニー〕 七夕 (二十. K)  四  一. a 

〔卷 十. 二  0  ニニ〕 七夕 (二十 七)  S  ニハ 

〔卷 十-二 〇 二三〕 七夕 (二十 八)  四 一七 

〔卷十 . 一 一 〇 二 四〕 七夕 (二十 九)  つ.：. 四 一 九 

〔卷 十. 二 〇 二 五〕 七夕 (三十)  四 二 〇 

.〔 卷十 •  二 〇 二 六〕 七夕 (一一 一十一)  ,  四 ニニ 

〔卷十 -  一 一 0 一 一七〕 七夕 ニー！ 十二)  四 二 四 

〔卷十 •  一  一 0 一 一八〕 七夕 (三十 三)  四 1 一 五 

〔卷 十二 一 〇 二 九〕 七夕 (三十 四)  に  四 二八 

〔卷 十二 ー〇 三 〇〕 七夕 (三十 五)  四 二 九 

〔卷十 -  一 一 0 三 一〕 七夕 (主 十六)  „  四 j! 一 〇 

〔卷十 • 一  lO 三 二〕 七夕 (三十 七)  四！ 一三 

〔卷 十. 二 〇 三 三〕 七夕 (三十 八. 庚 辰年 作)  四 一一 一一 11 

〔卷 十. 二 〇 九 四〕 詠 花 (一)  四 三 七 


〔卷 十. 二 〇 九 五〕 詠 花 (二) い …：  - 四-一九 

〔卷十 ニニ 七 八〕 詠 黄葉 (一.)  • ：： 四 四 一 

〔卷 十二 二 七 九〕 詠 黄葉 (二)  四 四 三 

〔卷 十. ニニ 三 四〕 詠 雨  四 四 四 

〔卷 十. ニニ 三 九〕 秋 相 聞 (一)  四 四 六 

〔卷 十. ニニ 四 〇〕 秋 相 M(l 一)  ，  四 四 八 

〔卷 十. ニニ 四 一〕 秋 相 聞 (一一 一)  四 五 0 

〔卷 十. ニニ 四 二〕 秋 相 聞 (四)  四 五 二 

〔卷 十. 一三 四 三〕 秋 相 聞 (五)  ：  四 五一 一一 

〔卷 十二； 三  一 二〕 冬雜歌 (一)  ；  四 五 五 

〔卷 十二 一三 ニニ〕 冬雜歌 (二)  四 五六 

〔卷十 ニー 三 一四〕 冬雜歌 (三)  四 五八 

〔卷卞 二三 一 五〕 冬 雑歌 (四)  四 S 

〔卷 十. 二三 三 三〕 冬 相 聞 (一)  四 六 二 

〔卷 十. 二三 三 四〕 冬 相 聞 (一一)  •  、： 四 六 四 


1 一 11 


萬 葉 集卷十 一 所 出 歌  " :::  四 六 六 

〔卷 十一 ニー 三 五一〕 「新 室. 壁 草^ 邇」 (旋頭 欲)  四 六 六 

〔卷 十一 ニー 三 五 二〕 「新 室 踏靜子 之」 (旋 頭耿)  四 六 九 

〔卷 十一 ニー  三 五三〕 「長 谷 弓 .概 下」 (旋頭 欲)  ；  四 七 二 

〔卷 十一. 二三 五 四〕 「健 男 之 念 亂而」 (旋頭 缺)  ん  …；. 四 七 五 

〔卷 十一 ニー 三 五 五〕 「惠得 吾 念 妹 者」 (旋 頭耿)  四 七 八 

〔卷 十一 ニー 三 五六〕 r 拍 錦紐片 叙」 (旋頭 欲)  四 八 一 

〔卷 十一. 二三 五 七〕 「朝 戶出公 足 結 乎」 (旋頭 歌)  四 八 三 

• 〔卷 十一 ニー 1 二 五八〕 「何爲 命 本名」 (旋頭 歌)  四 八 五 

〔卷十  一 . 二三 五 九〕 「息 緒吾雖 念」 (旋頭 欲)  四 八 七 

〔卷 十一. 二三 六 〇〕 「人祖 未通女 兒居」 (旋 頭歜)  四 八 八 

〔卷 十一 ニニ 二 六 一〕 「天 在 一 棚 橋」 (旋頭 歌)  四 九 0 

〔卷 十一 ニー 三 六 二〕 「開 木 优來背 若 if 」 (旋頭 欺)  四 九 一一 一 

〔卷 十一. 二三 六 八〕 「垂 5?- 根 乃 母 之 手放」：.  四 九 五 


〔卷 十一 ニニ 二 六 九〕 「人 所 寐味宿 不寐」   S 九 七 

〔卷 十一 ニー 三 七 〇〕 「戀 死戀 死耶」   S 九九 

〔卷 十一 ニー 三 七 一〕 「心 千遍雖 念」  五 00 

〔卷十  一 . 二三 七 二〕 • 「是 量戀 物」  五 〇 二 

〔卷十  一 . 二三 七三〕 「何時 不戀 時」  五 〇 三 

〔卷 十一 二. 一三 七 in  r 是耳戀 度」  ：  五 〇 五 

〔卷 十一 ニー 三 七 五〕 「吾 以後 所 生 人」  五 〇 七 

〔卷 十一. 二三 七 六〕 「健 男 現 心」  五 〇 八 

〔卷十 ； . 二三 七 七〕 「何 爲 命繼」  五  一 0 

〔卷. r;.  二三 七 八〕 「吉惠 哉 不來座 公」 ：.：：  五一 一 

〔卷十 . . . :0 七 九〕 「見渡 近 渡 乎」 ：  五 一 三 

〔径 十： .：；！ニ八〇〕 「早 敷 哉 誰 障 鴨」  五一 五 

〔卷十  一 •  二三 八 一〕 「公 目 見 欲」  五 一 七 

〔卷 十一 •  二三 八 二〕 「打 日 刺宮道 人」  五一 八 

〔卷十 一 ニー 三 八 三〕 「世 中 常 如」  五 二 〇 

1 五 


〔卷 十一 ニニ 二八 四〕 「我 勢 古 波 幸 座」  ：：： ,  五 ニニ 

〔卷 十一 ニニ 二八 五〕 r 麁玉五 年 雖經」  五 二 四 

〔卷 十一 ニニ 二八 六〕 「石 尙行應 通」  •.  五 二 五 

〔卷十  一 . 二三 八 七〕 「日 促 人 可 知」  五二七 

〔卷十  一 ニー 三 八 八〕 「立 座 態 不知」  五一 一一 〇 

〔卷 十一 ニー 三 八 九〕 「烏 玉 是夜莫 一明」  五三 一 

〔卷十  一 ニー 三 九 〇〕 r 戀 爲死爲 物」  h  五三 三 

〔卷 十一 ニー 三 九 一〕 「玉 響 昨夕」  ，  五三 五 

〔卷 十一 ニー 三 九 二〕 「中中 不見 有從」  五三 七 

〔卷 十一 ニー 三 九 三〕 「玉 梓道不 行爲」  • …： 五三 八 

〔卷 十一 ニー 三 九 四〕 「朝 影 吾 身 成」  五 四 〇 

〔卷 十一 ニー 三 九 五〕. 「行 行 不相妹 故」  • 五 四 二 

〔卷 十一 ニー 三 九 六〕 「玉 坂 吾見 人」  五 四 五 

〔卷十  一 ニー 三 九 七〕 r 暫不 見戀」  五 四 六 

〔卷 十一 ニー 三 九 八〕 「年 切 及 世定」  五 四 七 


〔卷 十一. 二三 九九〕 「朱 引秦 不經」   五 五 〇 

〔卷 十一 ニー 四 〇〇〕 「伊田 何 極 太甚」   五 五一 一一 

广卷十 一 ニー 匹 〇ー〕 「戀 死戀死 哉」  五 五 五 

〔卷 十一 . 二 四 〇 二〕 「妹 當遠 見者」  五 五 七 

〔卷 十一 ニー. 四 〇 三〕 「玉 久 * 淸 河原」  …… 五 五 九 

〔卷 十一 ニー 四 〇 四〕 「思 依 見 依 物」  五六 二 

〔卷 十一 ニー 四 〇 五〕 「垣廬 鳴人雖 云」  五六 四 

〔卷 十一 ニー 四 〇 六〕 r 拍錦 紐.^ 開」  .：：. 五六 六 

〔卷 十一. 二 四 〇 七〕 「百 積 船 潜 (漕) 納」  五六 八 

〔卷 十一. 二 四 〇 八〕 「眉 根 削 鼻 鳴 紐 解」  五 七 一二 

〔卷 十一 . 二 四 〇 九〕 「君 戀浦經 居」  五 七 五 

〔卷 十一 . 二 四 ー〇〕 「续之 年 者 竟杼」  五 七 七 

〔卷 十一 ニー 四 一. 一〕 「白 細 布 袖 小 端〕  五 七 九 

〔卷 十一 た 一四  一二〕 「我 妹戀 無乏」  五八 一 

〔卷十  一 •  二 四  一 一-二〕 「故 無吾裹 紐」  五八 三 

.  一 七 


〔卷 十一 ニー 四 一四〕 「戀事 意追不 得」  "  五八 四 

〔卷 十一 ニー 四 一 五〕 「， 處女等 乎 袖 振 山」  五八 六 

〔卷 十一-二 四 一六〕 「千 早 振 神 持 在，.  五八 九 

〔卷 十一 •  二 四 一七〕 「石 上 振 神 杉」 ：… ■  五 九 一 

〔卷十  一 ニー 四 一八〕 「何 名 負 神」  五 九 三 

〔卷十  一 ニー 四 一九〕 「天地 言 名絕」  五 九 六 

〔卷 十  一 . 二 四 二 〇〕 「月見 國同」  五 九 七 

〔卷 十一 ニー 四 ニー〕 「睡路 者 石 踏 山」  -  … .一 ハ 00 

〔卷十  一 •  二 四 ニニ〕 「石 根 踏 重 成 山」  六 0  二 

〔卷 十一 ニー 四 二三〕 r 路 後深津 島山」  •  六 〇 四 

〔卷 十一 ニー 四 二 四〕 r 紋鏡能 登 香 山」  」ハ0 六 

〔a^ 十  一 ニー 四 二 五〕 「山 科强田 山」  六 〇 八 

〔卷十  一 ニー 四 二 六〕 「遠山 霞 被」  ：  六ー〇 

〔卷 十一 ニー 四 二 七〕 「是 川瀨瀨 敷浪」  六 ニー 

〔卷 十一 ニー 四 二八〕 「千 早 人 宇治 度」  二 ハー 五 


〔^卜-. 二 四 二 九〕 「早 敷哉不 相子 故」   ： • ナ 、一七 

〔tea 十-. 二 四三0〕 「是川 水 阿 和 逆 纏」  六 一九 

〔卷十  一 • 一 一四 三 一〕 「鴨 川 後 瀨靜」  六 ニニ 

〔卷 十一 . 二 四 三 二〕 「言 出 云 忌 忌」  ナ、 ニー 一一 

〔卷 十一 ニー 四 三 三〕 「水上 如數 書」  ナ、 二 五 

〔卷卞 一二 一四 三 四〕 「荒 議越 外往波 乃」  ナ 、二八 

〔卷 十一 ニー 四 三 五〕 「淡 海 海 奥 白浪」  ナ、 一一 一 ◦ 

〔卷十 一 ニー 四 三 六〕 「大船 香 取 海」  丄ハ三 二 

〔^ト 1 四 三 七〕 「輿 藻隱 障浪」  六 三 四 

〔卷 十一 ニー 四 三 八〕 「人事 暫 吾妹」  カー 一二 ハ 

〔卷 十一 四 三 九〕 「淡 海 奥 島山」  六 三 八 

〔卷 十- -ニ 四 四 〇〕 「近 江 海奥滂 船」  六 三 九 

〔卷 十一 ニー 四 四  一〕 r 隱沼 從裏戀 者」  六 四 二 

〔卷十  一 . 二 四 四 二〕 「大土 株 雖盡」  ナ、 四 四 

〔卷 十一 ニー 四 四 三〕 r 隱處澤 泉 在」  -  六 四 六 


二。 

〔卷 十一 ニー 四 四 四〕 「白檀 石邊 山」  •  六 四 八 

〔卷 十一 ニー 四 四 五〕 「淡 海 海 沈 白玉」  丄ハ五 0 

〔卷十  一 . 二 四 四 六〕 「白玉 纏 持」  丄ハ 五三 

〔卷 十一 ニー 四 四 七〕 「白玉 從手 纏」  .一 ハ五五 

〔卷 十一 ニー 四 四 八〕 「烏 玉 間 開 乍」  ：  六 五六 

〔卷 十一 ニー 四 四 九〕 「香 山 雨雲 位 析曳」  六 五八 

〔卷 十一. 二 四 五 〇〕 「雲間 從狹徑 月 乃」  六 五 九 

〔卷十  一 ニー 四 五一〕 「天雲 依 相 遠」  六 六 〇 

〔卷十  一 . 二 四 五 二〕 「雲 谷 灼發」  •  六 六 二 

〔卷十  一 . 二 四 五三〕 「春 揚葛 山」  六 六 四 

〔卷 十一 ニー 四 五 四〕 「春 日 山 雲 座隱」  六 六 五 

〔卷 十一 ニー 四 五 五〕 「我 故 所 云 妹」  い.  六 六 七 

〔卷 十一 ニー 四 五六〕 「烏 玉黑髮 山」  f  に： 六 六 九 

〔卷 十一 ニー 四 五 七〕 「大野 小 li 被 敷」  六 七 〇 

〔卷十  一 •  二 四 五八〕 「朝 霜 消 消」  ノ  六 七 二 


c 卷 十一 ニー 四 五 九〕 「吾 背 兒我演 行 風」  .一 ハ七ョ 

〔卷 十  一 . 二 四 六 〇〕 「遠 妹 振 仰 見」  丄ハ七 五 

〔卷 十一. 二 四 六 一〕 「山 葉 追 (進) 出 月」  六 七 六 

〔卷 十一 •  二 四 六 二〕 「我 妹 吾矣念 者」  六 七 八 

〔卷 十一 ニー 四 六 三〕 「久 -.^ 天 光 月」  六 八 〇 

〔卷 十一 ニー 四 六 四〕 「若 月淸不 見」  六 八 二 

〔卷 十； ニー 四 六 五〕 「我 背兒爾 吾戀居 者」  六 八 三 

〔卷 十： ニー 四 六 六〕 「朝 茅 原 小 野 印」  六 八 七 

〔卷 十： ニー 四 六 七〕 「路邊 草深 百合 之」  六 八 九 

〔卷十 一 . 一 一四 六 八〕 「潮 湖) 萆交在 草」  六 九 i 

〔巷 十； ニー 四 六 九〕 「山 高宜 白露 重」  六 九 三 

〔卷 十一 ニー 四 七 〇〕 「潮 (湖) 核延 子菅」  六 九 £ 

〔卷 十一 . 二 四 七 一〕 「山 代 泉 小菅」 .，  六 九 六 

〔卷 十」 •  二 四 七 二〕 「見渡 三 室 山」  ハ九七 

〔卷 十一 ニー 四 七三〕 「营 根惻隱 君」  七 c〇 


二 一 


〔卷 十一 ニー 四 七 四〕 「山 菅亂戀 耳」  い  七 〇 一 

〔卷 十一 ニー 四 七 五〕 「我 屋戶甍 子 太 草， i  七 〇 三 

〔卷 十一 ニー 四 七 六〕 「打 田稗數 多」  七 0 五 

〔卷 十一 ニー 四 七 七〕 「足 引 名 負 山菅」 ：…  七 〇 七 

〔卷 十一 ニー 四 七 八〕 「秋 柏 潤 和 川邊」  … 七 0 九 

〔卷 十一 ニー 四 七 九〕 「核 葛 後 相」  .：  七 一 一 

〔卷 十一 ニー 四 八 〇〕 r 路 邊壹師 花」  ：  七 一三 

〔卷 十一 ニー 四 八 一〕 「大野 跡狀 不知」  .• 七 一 五 

〔卷 十一 ニー 四 八 二〕， 「水底 生 玉藻」  ，  ； 七 一七 

〔卷 十一. 二 四 八 三〕 「敷栲 之 衣手 離 而」.  七！ 九 

〔卷 十一. 二 四 八 四〕 「君 不來者 形見 爲等」  七 二  0 

〔卷 十一 ニー 四 八 五〕 「袖 振 可 見限」  七 ニー 

〔卷 十一 ニー 四 八 六〕 「珍 海 濱邊小 松」  七 二三 

〔卷 十一. 二 四 八 六 或〕 「血 沼 之 海 之 塩 干 能 小 松」  七 二 四 

〔卷 十一 ニー 四 八 七〕 「平 山 子 松 末」  ：  七 二 五 


〔卷十  一 •  二 四 八 八〕 

〔卷十 ： . 二 四 八 九〕 

〔卷十 ： . • 一四 九 〇〕 

〔卷 十一 •  二 四 九 一〕 

〔卷十  一 • 一 一四 九 一 一〕 

〔卷 十一 •  二 四 九 ニー〕 

〔卷十  一 •  二 四 九 四〕 

〔卷 十一 •  二 四 九 五〕 

〔卷 十一 •  二 四 九 六〕 

十  一 . 二 四 九 七〕 

〔卷十  一 . 二  ffl 九 八 ii 

SB 十一 . 二 四 九九〕 

〔卷十  一 •  二 五 〇〇〕 

〔卷 十一 •  二 五 〇 一〕 

〔卷 十 一 •  二 五 〇 二〕 


「礒上 立 回番瀧 (樹 )」 

「橘 本 我 立」  

「天雲 爾翼打 附而」 

「、妹 戀不寐 朝 明」 ； 

「念 餘者」  

「高山 3^, 行完」 …… 

「大船 眞檝 繁拔」 … 

「足 常 母 養子」 …… 

「肥 人 額髮結 在」 ... 

「Inf '人名 負 夜 音」 … 

r 劍刀睹 刃 利」 …… 

「我 妹戀度 ，>  

「朝 月日 向 黄楊 櫛」 

「里 遠眷 浦經」 …… 

「眞鏡 手 取以」 …… 


七 七 七 
五. 五 五 
九 七 五 


七 七 七 七 七 七 七 
五 四 四 四 三 三 三 
一七 四一 八 六 五 


七 七 


モ 七 
九 七 


二 四 


t 卷 十一 ニー 五 〇 三〕 「夕 去 床重不 去」  七 六 〇 

〔卷 十一 ニー 五 〇 四〕 「解 衣戀亂 乍」  七 六 二 

〔卷 十一 ニー 五 〇 五〕， 「梓弓 引不 許」  七 六 五 

〔卷 十一 ニー 五 〇 六〕 「事 靈 八十 衢」  ：： 七 六 六 

〔卷 十一 ニー 五 〇 七〕 「玉 梓路往 占」  七 六 八 

〔卷 十一 ニー 五 〇 八〕 「皇祖 乃 神 御門 乎」  七 七 〇 

〔卷 十一. 二 五 〇 九〕 「眞祖 鏡 雖見言 哉」  七 七 二 

〔卷 十一. 二 五一 〇〕 「赤 駒 之 足 我枳速 者」  七 七三 

〔卷 十一. 二 五一 二〕 「隱ロ 乃 璺泊瀨 道 者」  ■  七 七 六 

〔卷 十一. 二 五一 二〕 「味 酒 之 三毛 侶 乃 山爾」  七 七 八 

〔卷十 一 ニー 五一 三〕 「雷神 小 動」  七 七 九 

〔卷十  一 ニー 五一 四〕 「雷神 小 動」.，  ：  七 八 二 

〔卷 十一. 二 五一 五〕 「布 細 布 枕 動」  七 八 一一 一 

〔卷 十 丁  二 五一 六〕 「敷 細 布 枕 人」  七 八 五 

〔卷 十一 . 二 六 三 四〕 「里 遠戀和 備爾家 里」  七 八 七 


〔卷 十一. 一一 八 〇 八〕 「眉 根搔 鼻大統 解」  七，^ 八 

萬 葉集卷 4- 二 所 出 歌  七 八 九 

〔卷 十二  ニー 八 四 一〕 「我 背 子 之 朝 明 形」  七 八 九 

〔卷 十二  ニー 八 四 二〕 「我心 等 望 使 念」  七 九 一 

〔卷 十二.  二八 四 三〕 r 與愛我 念 妹」  七 九 四 

〔卷 十二.  二八 四 四〕 「比日 寢之 不寢」  七 九 六 

〔卷 十二  •  二八 四 五〕 「忘 哉 語」  七 九 七 

〔卷 十二.  二八 四 六〕 「夜 不 寢安不 有」 ：…  七 九 八 

〔卷 十二.  二八 四 七〕 「後 相 吾 莫戀」 ：.：： 、  八 〇◦ 

〔卷 十二.  二八 四 八〕 「直 不相 有諾」  八 〇 一 

〔卷 十ス ニー 八 四 九〕 「烏 玉 彼 夢」  八 〇 三 

〔卷 十二  •  二八 五 〇〕 「現 直 不相」  八 0 五 

〔卷 十二. 二八 五一〕 「人 所見 表 結」  八 〇 六 

〔卷 十二  .  二八 五 二〕 「人 言 繁時」  …… •  八 〇 八 


二 五 


二 六 • 


〔卷 十二.  二八 五三〕 r 眞珠服 遠 兼」  八 一一 

〔卷 十二.  二八 五 四〕 「白 細 布 我 紐緖」 ：  八 一三 

〔卷 十二.  二八 五 五〕 「新 治 今 作路」  八 一 五 

〔卷 十二.  二八 五六〕 「山 代 石 田 社」  一  -. • 八 一七 

〔卷 十二  ニー 八 五 七〕 「菅根 之惻隱 惻隱」  -  八 一九 

〔卷 十二.  二八 五八〕 「妹 戀不 18」  力  八 二 〇 

〔卷 十二.  二八 五 九〕 「飛鳥 河 高 河 避 紫」  ：  八 ニニ 

〔卷 十二.  二八 六 〇〕. 「八 釣 河水 底 不絕」  八. 二 四 

〔卷 十二  •  二八 六 一〕 r 礒上生 小 松」. •：：  八 二 五 

〔卷 十二.  二八 六 一 或〕 r 巖上爾 立 小 松」  ：  八 二 七 

〔卷 十二  .  二八 六 二〕 一山 河水 陰 生」  八 二八 

〔卷 十二.  二八 六 三〕 「淺葉 野 立 神 古 (占)」  、  八 二 九 

〔卷 十二. ニー 九 四 七〕 「念 西餘西 鹿齒」  八 三 二 

〔. 卷 十二  ニニ 〇 六 三〕 r 淺茅原 小 野爾標 結」  ：  八 一一 一三 

〔卷 十二  ニニ  一  二 七〕 「度會 大河. 邊」  八 三 四 


〔卷 十二. 三 一二 八〕 「吾妹 子 夢見 來」   八ュ七 

〔卷 十二  . 三  一 二 九〕 「樱花 開 哉 散」  八 三 九 

〔卷 十二  二  11 ニニ 〇〕 「璺州 聞濱. 松」  、  八 四 0 

m 葉 卷 卜-二 所 出 歌  •  -.  八 四 一一 

〔卷 十三. 三 二 五三〕 「葦原 水穗國 者」 (長 欲，)  八 ™ ^二 

〔卷 十三. 三 二 五 四〕 「志 貴 島倭國 者」 〈反 耿)  八 W 六 

〔卷 十三 ニニ 三 〇 九〕 「物 不念路 行 去 裳」 (長 欲)  八 W 八 

葉棠卷 十四 所 出 歌  八 五八 

〔卷 十四 ニニ 四 一七〕 「可 美 都氣奴 伊奈 良能 奴 麻 能」  人 五八 

〔卷 十四 ニニ 四 四 一〕 「麻 等 保 久能久 毛 爲雨見 由 流」  八 六 〇 

〔^十 三 四 七 〇〕 「安比 見 波 千 等 世 夜 5- 奴 流」  八丄 ハー 

〔卷 十四. 三 四 八 一〕 「安利 伎 奴 乃 佐 惠佐惠 之 豆 美」  八 六 三 

〔卷 十四 ニニ 四 九 o〕 「安 都 佐 由 美 須惠波 余 里 禰牟」  八 六 I 

.  . 二 七 


一一 八 


 … 八 六 七 

〔卷 九. 一六 六 七〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (一)  八 六 八 

〔卷 九. 一六 六 八〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (二)  八 七 0 

〔卷九 • 一  六 六 九〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (三)  一  -,  八 七 一 

〔卷 九. 一六 七 〇〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (四)  八 七三 

〔卷九 • 一 六 七 一〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (五〕  八 七 五 

〔卷 九. 一六 七 二〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (六)  八 七 六 

〔卷 九. 一六 七三〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (七)  一  八 七 七 

〔卷 九. 一六 七 四〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (八)  八 七 九 

〔卷 九. 二 六 七 五〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時， 歌 (九)  八 八 一 

、 

〔卷 九. 一六 七. 六〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (十)…  八 八 二 

〔卷 九. 一六 七 七〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (十一)  八 八 s 

〔卷 九. 一六 七 八〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (十二)  八 八 五 

〔卷九 • 一 六 七 九〕 大寶 元年 幸 紀伊國 時 歌 (十三)  八 八 七 


〔卷九 • 一  六 八 〇〕 後人 歌 (一)  ，  

〔卷 九. 一六 八 一〕 後人 歌-二)  八 八 九 

〔卷 九. 一七 一 五 〕 槐本歌  八 九 0 

〔卷 九. 一 七 ヱ ハ〕 山上 歌  •  八 九コー 

〔卷 九- 一七 一七〕 春 日 歌  八 九 五 

〔卷九 . 一七 一八〕 高巿歌 ：… "  八 九 六 

〔卷九 • 一七 一九〕 春 日藏歌  八 九 七 

〔卷九 . 一七 一二〕 登 筑波山 詠 月  八 九九 

〔卷九 • 一七 一三〕 幸芳野 離宮 時 歌 二)  八 九九 

〔卷 九. 一七 一四〕 幸芳野 離宮 時 歌 (二)  八 九九 

附錄 i^^lffi 本人 麿 集  ,  九 0 一. 
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揷圖 圖書寮 本 柿 本人 麿 集 


人 麿 歌集 評釋 


林 本朝 K 人 麿 歌集 


I 

葉 棠の耿 の 中で、 右 柿 本朝 ぼ人麼 歌集 出 等と ある 左 注と、 なほ、， 題詞 として、 称 本朝 ほ 人 磨 歌 

：^^曰 等と ある、 その 書き方の 有様 は 次の 如き ものである。 

右 X 首 林 本 朝臣 人 麿 (麻き 之 歌 S) 集 出 

• 右 柿 木 朝 ぼ 人 麿 之 歌集 中 出 

右 X 首 if 木 朝 •£ ^人 磨 歌集 出 

以；！ 1 一 ぼ 四十 九 首 柿 木 朝臣 人 麿 之 歌集 出 

右、 柿 本 朝臣 人 麿 (麻 S) 之 歌集 出 

右 柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 所 出 

.  I 一！ 


四 

右 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出  , 

右 柿 本朝 ぼ 人 麿 之 歌集 出 也但件 一 首 或 本 云 三方 沙彌作  _ ,- 

柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 中 出 也 

it 本 朝臣 人 麿 (麻 呂) 歌集 所 出 也  .  - 

柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 中 出 見 上巳 記 也  - 

右 一 首 上 見 柿 本 朝臣 人 磨 之 歌 中 也但以 句句 相換故 載於玆 

右上 見 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌 中但以 問答 故累载 於玆也  ， 

it 本 朝臣 人 麿 歌集 云 (曰，)、 云々  .  . 

又 見 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 然落句 少異耳  . 

柿 本 朝臣 人 麿 之 集 歌 a)  .  - 

柿 本 朝臣 人 麿 歌集 歌 曰 (題)  . 

この 中の 左 注 は 萬 葉 集の 編纂 當 時に、 同時にな された もの か、 或は 時 を 置いて なされた もの か、 い 

づれ かで ある。 そして、 左 注 は連繽 的に 一人 のみでな された のでな く、 その 左 注の あると ころ は 家 

持の 筆と 想像せられ ると ころも ある (眞 淵) から、 人 麿 歌集 は 萬 葉 集よりも 先に 出 來てゐ たこと、 古 


歌集 • 笠 金 村 集 . 々.2 橋 蟲麻呂 集 • 顿聚歌 林な どと 同樣 だと へられて ゐる (S 昭. 契 沖，. .awM 等 )o それ 

から、 人 麿 歌集に は、 人 磨の 作で ない 歌も雜 つて 居り、 宴席の 歌な ど を、 恐らく 人 磨が 備忘の ため 

に 記入した やうな もの も あるし、 或は 人 麿より 後の 人が 增 補した もの も雜 つて 居て、 同一人の 筆錄 

ではない やう だと も考 へられて ゐる (長 流 • 契 沖. 眞 湖等ヾ そして 人 麿 歌集 はもと は 一 本であった の だ 

らうが、 isi: 葉 集の 左 注 をした 頃に 參考 とした 人 麿 歌集 は單に 一本 のみでな く、 數 種の 人 麿 歌 =1^^ が あ 

つた ものの 如く、 奈良 朝の 人に よって 增 補され、 書き ざまな ども その 時 樣の唐 風に なった- f の も あ 

る だら うと も 考察され た (奥 沖. 眞沏 • 折 口  〕。 併し、 必 すし もさう でな く、 さう 數木 を假定 しなく もい 

いと へ、 また 奈良 朝の 補訂 を 否 {ル しょうと する 論者 も あ. 0  (武田 • 石 井)。 そして. 人 麿歌槃 は、 入 

磨の 歌 を 多く その 内容と し、 特に 人 麿 初期の 作 を 含んで ゐ ると 考へ てゐる (纏 S い 5 相.. 錢被〕 11^)0 

また 人 磨^: ffi- の假 字の 具合が 萬 葉 集の その他の 歌の 場合と 違って ゐる こと を 夙に 注意した。 そして- 

助辭 を^いて 文字 を 少^ .-I - たの は、 寧ろ 唐様で 人 麿の 本心で ない とした (契 沖. 眞淵。 併し 其に あま 

り 前き を 置かない. 否定 論者 も ある (《^涫-武 田. 石 井 )0 それから、 人 麿 歌集 は 人 麿 或は 其 近親の 者が 

編 慕して、 ある 機 會に其 擁護 者なる 皇族 貴族に 上った ものら しいと も考へ てゐる 學說も あ.^ (折 U)， 

また 人 .M 歌集の 歌の.^ に は 人 麿 作が 欒 形しても 傳 はり、 或は 人 麿で ない 作者の 歌が 人 磨 作と して 言 


-  六 

ひ傳 へられ、 又は 人 麿 作で ない 民謠 的な 多くの 歌 を も 含んで ゐる やうに おも はれる (土 屋、 折 ロ等ヾ 

萬 葉 集 年表 (土 屋) の 頭注に は 一々 その 部分的 變 化を來 した 歌を揭 げてゐ る。 

耍す るに、 人 麿 歌集 中には、 從來眞 淵 等が 寧ろ 否定的に 考 へて 居った よりも、 もっと 多く 人麿自 

身の 作 を 含んで 居る らしい と考 へる 傾向に なった。 そして、 人 麿 歌集に ある 人 麿の 作 は 寧ろ 人麿靑 

年期の 作が 多い ので は あるまい か と 想像 さ れてゐ る。 そ. れ か ら人麿 以外の 歌で 人麼 歌集 中 にある も 

の は、 人 麿に 關係 のあった 人々、 親しんだ 女、 宴席の 歌 等 を 含んで ゐる だら うと 考 へられた。 また、 

民謠 風な 歌と 雖も、 人 麿が さう いふ 作歌 態度で 作った もの だと 考 へ る こと もまた 不可能で はない。 

人 麿 歌集の 地理 的 分布 は 大和が 一番 多く^ 城 近 江 等が これに 次ぎ (石 井)、 年代 は 飛鳥 藤 原 朝の も 

のの 如くで ある (眞- 湖 • 石 井)" 卷 十一 (二  SI 四 0) に、 『近 江 海』 と あるので、 眞淵 は、 『人 麻 呂は和 銅 元 

年 の 頃 藤原宮 の 時 身 まかりし かば、 その後の 人の 筆なる 事是. に て 明らけ し』 (考) と 云った のに 對し、 

石 井 氏 は 單に此 一例の みで は必 すし もさう 斷定 は出來 す、 『和 銅 六 年 五月から 公に 近 江と いふ 字面 . 

が 用 ひられた にしても、 それより 以前に も 私に は 近 江と いふ 字面が 用 ひられて ゐ たの かも 知れな 

い』 (人 麻呂 集考) と 云って 居る。 石 井 氏に 據 ると 必 すし も 後人の 筆 だと は 謂へ ない とい ふこと. になる 

ので あるが、 武田祐 古 博士の 說に從 つて、 卷九 (一六 六 七、 以下 十一 一 一 首〕 の 歌 も 人 麿 歌集の 歌と せば、 その 


i. 『大寶 元年 辛 丑 冬 十月 太 上天 皇大行 天皇 幸紀 伊^ 時 歌 卜 三 首』 とい ふの は. 元 明 天皇の 御代の 

い ザに. 記した ものと 考 へられる から、 人縻 歌集の 歌 は 比」 " 人 麿の 記した ものと は 謂へ ない ので あるが、 

大體 から 見て 飛鳥 藤 原 時代に 出來 たものと 考へ ていいの である。  - 

さう いふ 具合に 考 へて 来れば、 人 麿 歌集と 人 麿との 關係 は、 契 沖. 眞淵 時代の 考 よりも もっと 密 

接と な h -、 離るべからざる 關係 となつ だ。 そこで 人 麿 歌集の 歌 をば 大體 人磨自 なの 作と し、 それに、 

或 人々 の說の 如く、 人 麿が 代作した の だら うとい はれて ゐる 一群の 歌 を も 考慮に 入れて、 人 麿 作歌 

の範闻 をば 一 着慷 大して 見る こと も 亦 人 麿 研 討の 一 態度 だとい ふこと になる ので ある J 

人膽歌 m に 出づと 注された 萬 葉の 歌 は、 S  二〕 短歌 一首" 【卷 三】 短歌 一 首。 〔卷ヒ 〕 短歌 三. HI.! 

首、 旋頭歌 二十 三 首。 【卷 九】 短歌 四十 四 首。 A 卷十】 短歌 六十 八 首。 【卷 十一】 旋頭歌 十二 首、 

短歌 ぼ £.1' 一首。 【卷 十二】 短歌 二十 九 首。 【卷 十三】 畏歌ニ 首、 短歌 一首。 【卷 十四】 短歌 五 首 

として、 合計 長歌 二 首、 短歌 三百 三十 三 首、 旋頭歌 三十 五 首で あ、 るが、 それに 石井庄 司氏考 證の卷 

んのー ヒー 五 (Ml 氏)、 一七 一六、 一七 二 七、 一七 一八、 一七 一 九の 短歌 五 首、 武 田祐吉 氏考諧 の^ 

九の 一 六 六し .： 一 六 八 一 の 十五 首 を 加 へ る ユー 次の 總數 となる。 

總計 短歌 三百 五十 三 首、 長歌 二 首、 旋頭歌 三十 五 首で ある。 
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次に 念のため 諸家の 說を 二た び錄 して 參考 とする。 

【顯 昭】 顯昭の 人 麿 勘 文、 家集 事の 條に、 『萬 葉目錄 云。 柿 本 朝臣 人 麿 歌。 入， 一八 十三 首"？ 此外家 

集中 出 之 歌 三百 餘首 云々。 然者人 丸 家集 者 萬 葉 以前 之 書歟。 萬 葉 所， 入 之 歌。 何 皆不. 付， 1 作者， 而限こ 

八十 餘首ー 乎』 云々 と 書いて ゐる。 なほ、 『諸家 集 者、 或 作者 自書； i 集 之つ 或沒 後書 一一 集 之； 然者人 丸 

集 勝 寳五年 以後 他人 集レ 之歟、 或 叉 人 丸自雖 二 書 集？ 於， 序 者 後人 追 書 加歟、 是 書籍 常事 也』 とも 云 

つて ゐる。 後の方 は、 天平 勝 寳五年 春 二月、 左大臣 橘 卿 之 東 家で 諸 卿大夫 等が 相會 したと き、 人 麿 

歌集の 歌の 問答の 事に 關聯 して ゐ るの だが、 萬 葉 集に はこの 事柄が 無い。 ただ 前の 方の、 『人 丸 家集 

は 萬 葉 P ぶ 1 の 書か』 とい ふ觀察 は、 有， 益な 結論 だとお も ふので ある。 

【下 河邊長 流〕 『誰の 家集に 出た， 9 と ある は、 かなら すし も その 一 人の 哥 にあら す。 後の 家集の や 

うに は あらで、 當時 見き く 人の 哥、 或 宴席に て 其 座に つらなれる 人. の哥 など、 みな 書づら ねても を 

け， るなる べし。 人 丸 家集に 出たり とて 七夕 哥 一所に 百 幾 十 首 を载、 東哥の 下に 人 丸 家集に 出たり と 

注せる、 これら に准じて 餘をも 知るべし。 たしかに 其 人の よめる をば 誰が 哥 とて 载 たり. I  ( 萬 葉 集鈔) 


【愤契 沖】 『先、 人 麿 家集に 付て 云 は、：^、 比 白 糙に人 麿の 歌なら ば 第一 より 第 四までの 如く 名 を- 朋 

はして 载べ し。 何 ぞ第七 第 十よ 6. 下 四卷の 如く 作^の 名 を 擧ぬ卷 に 歌 後に 右 若干 首 人 麿橥に 出た. 0 

と 言 はむ や。 ぉト 四に 人 麿 集 出と 注せる 歌 五 首 あり。 人 麿何ぞ 東歌 をよ まるべき や。 第 六 云、 神龜 

五 年 戊. ：： ^幸，， 于難波 宮ー膽 作歌 四 首、 後 注 云、 右 笠 朝臣 金 村 之 歌 中 出 也、 或 云 車 持 朝臣 千年 作つ Z 也. 

是金村 集に 他人の 歌 ある 證 なれば 是に 准ら ふるに、 人 麿 歌集と 云 はみ づ からの 集に は あらす して、 

廣く 諸人の 歌を槳 めら れた るな.^。 然るに 此に 依て 然 なりと 言 はむ とすれば 又然ら ざる 事 あり。 其 

故 は， 第 四に、 . ^通 女 等 之 袖 振 山 乃と 讀れ たる 人 麿の 歌 を 第 十一 人 磨 家集 出と 云 中に 載たり。 又 里 HI 

戀和備 ：附家 眞卜錢 面影： 小 去 夢 所見 社、 此注 云、 右一 首 上 見 n 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌 中 1 也、 但以， 1 句句 

相 換-故 藏，， 於玆ー 乂同卷 問答 歌 云、 根 搔鼻火 紐 解 待八ガ 何時 毛 i 見 跡 戀來吾 乎、 此注 云、 右上 

見 n 柿 本朝 ほ 人 麼之歌 中： to 以 U 問答， 故、 累载， 一 於 fwl, 也。 此 等に 依れば 人 麿 歌と 見えたり。 人 麿の 

歌なら むに 付て は 一首 を 兩處に たる も 不審な り、 再た び 载る事 あれば、 比-:: 其 由 を 注せられ たる を、 

さもな きは荜 案 故に 第ナ 1 に は 誤て 載られた る歟。 後の 問答に 載た るに も 不一 港 殘る事 あり。 人麼 集. 

にも 問答 あれば、 問答の 故と 云 は..^ 彼處 にも 载 すべき. を、 いかで 後の 問答に は 置かれけ む。 若人 磨 

集に は 答 歌なければ 答 歌 ある 本に 依て 再た び载て 注せられ たる 歟。 人 麿 集 かくの 如く 不審 なれば 他 
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み 集此に 准ら へて 知べ し』 (代 匠 s 精 璁釋)  - 

『十五 卷に、 新羅 使の 當所誦 詠 古歌と ある は、 多べ人丸の歌な，.^。 此事 天平 八 年に て 古歌と いへ 

ば、 明らかに 人 丸 は それより 先なる に、 彼 新羅 使が よめる 歌 を 三 首まで 人 丸の 歌と 載られ、 剩 もろ 

こしに てよ まれた る 由 さへ あるに て 其 餘をも 准ら へ 知べ し。 是をも 信すべく ば、 何 を か 信せ ざら 

む』 (代 匠 記 精 總釋) 

『淡 海の 海 沈 著く 白玉 知らす して 戀せ しょり はん 「ぞ 益され る』 (卷 十一。 二 四 四 五) の、 解釋 で、 『第 

一 第三 - 一人 丸ノ近 江-二 ァゾ 歌、 近 江 ヨリ 歸リ上 ラル、 時ノ 歌ァレ バ 、 近 江 守ノ屬 官ナド 一一 テ彼國 一一 

■ 有テ 見聞-一任 テ シ y サレ タツ 一一 ャ』 (代 匠？" 精) と 云って ゐ るが、 契 沖 は 人 麿 歌集 中 出の この 歌 を 人 麿 

作と 想像し、 なほ 近 江 守の 屬官で あった 時に 作つ たの だら うとまで 想像して ゐ るの である。 

【賀 茂眞 淵】 『I 然るに 其 人麻呂 歌集-に 標 せる、 正 述心緖 . 寄 物陳思 • 問答な ど は此卷 にも 皆 あり。 

是ー っ卷 ならば 重ねて 標 すべから や。 叉 其 人麻呂 歌集に 旣に 出た る 同 歌の 末に 再出た るも少 からす。 

これら 別の 集なる 事し るし。 其 上、 人麻呂 歌集 は 歌の 助 辭を皆 略き て、 此 集と は甚 異なる 書體 なり。 

同時 一筆に あらぬ 事 明かな り。 然れ ば、 人 麻 呂集は 後に 此卷へ 加 はれる 事し るかれば、 本卷は 除き 

て 末に 附 たり。 〇 古歌 集、 人 麻呂集 は、 この 萬 葉 を 撰 集 あられし より 先の 事に あれ ど、 此集を 撰 ま 


るる 時 はい まだ 世に 聞え ざり し 故に is? 葉に は とられぬ なろ べし。 【麵 たまたま 此萬 葉に、 この 紫の 

歌 を载し は、 かっかつ 世の 人の 唱 へしが 人し なり。 此萬葉 どもに 人麻呂 歌の 出た る にても 此 薬の 時 

いまだ ii えぎ りし 事し るし】 此 ニ集旣 あらば、 取 もらす ベから ぬ 歌 ども 多き を、 撰に も わたるに て 

しるし。 人 麻 呂は和 銅の 初めに 身 まかりし こと、. 是 一 の 別記に いへ るが 如し。 此 集の 撰 は 天平の な 

かばの 比な らんと お ぼ ゆる 事、 此卷の 歌に よし 有、 かかれば 其 間 三十 年ば か. 0 まで ほどなければ な 

り。 古歌： ffi- は乂 かたへの 人 集めし にて、 いと 後に こそ 顯 はれつら め。 かかれば その物 古しと いへ ど 

も、 此 紫の 上に 出す ベから ねば、 ことに 先此集 をた てて いふから に、 かの かたへ なる をば 未に 付て 

^に 遺せ，. -』 『： 止述 心緒、 寄 物陳 思、 問答 等 は、 かの 人 麻 R 集 を 後に 私に 書し 人、 から 歌め きて 

眷、 且其 歌體を 分て、 右の 標をも 書し ものな， o。 然 れば此 人麻呂 集に は 在が 如く 標題 を も擧 た. o。 

八-木 此集 にも 此標有 は 後に かの 人麻呂 集に なら ひし わざなる 事旣 にもい へ る 如く なれば 除つ。 人 

^Mle 集の 本 は、 かくの 如く 助辭を 略き て 詩體 になら ふさ まに 書べき にあら す。 人 麻 呂 は 大き 力なる 

人と 兑 ゆるに、 其 歌に I 事 もから 言 を用ゐ ざ. 0. しなり。 かかる 心に て 歌 は 詩體を まねん 事必 有べ か 

らす。 た、. -奈 良人の 屮 にも、 ひとへ にか かる 好みす る 人の わざと こそ 見 ゆれ。 其よ し は 下の々； P 物陳 

思て ふ 屮に近 江國と 書た-り。 "： 疋は和 銅 六 年 五月 詔し. て、 諸 國郡鄉 の 名、 好 字 を 用よ と 有し 時より、 
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一 二 

淡 海 を 近 江に 改めし なり * 人 麻 呂は和 銅 元年の 比、 藤 原 宮の時 # まかりし かば、 その後の 人の 筆な • 

る事是 にて 明らけ し。 【！ g 人 まろ 集の 書體、 人 麻呂の 心に あらす。 まして 標題 もし かり。 本 集 を も 

て奈 良人の 私に かく 様に 書し ものな り ：！』 (I 鉢錢 き瞻呂) • 

處女等 を 袖 振 山の の 歌 (卷 十一。 二 SM 五) の條 に、 『此歌 は 人 麻呂の 歌の 調 まが ふ 事な し。 然れば £ 

十 15 に、 柿 本朝 ほ 人庥呂 とて 载 たる 如く、 ここ も 人 麻 呂の自 歌な ど を 家集に 古歌と 書 まじへ て 書し 

ものな り。 後の 家 持な ど は、 各 其 名 を 注せし を、 古 はさ もせ ざり けん。 然 らば 此 人麻呂 集と いふ 中 

に 自歌も 多 かりなん。 心 をつ けて 見るべき 事な り。 【麵 書體に 依る に是は 人麻呂 集の 一本な り】』 〇 

垂乳 根の 母が 手放れ の 歌 (卷十  一 0 三 一一 六 八) の 前に、 『是 より 下 百 五十 一 首 は 人麻呂 歌集の 歌な. o。 此歌 

集の 歌、 ここと 次の 卷 七れ、 八 t にも 多し。 其 書體助 辭を不 書して、 字 數甚少 く 書な せし と、 又 常 

體に助 辭をも 書し と 交りて あり。 然れば 同人 麻呂 歌集 二 本 有し を、 ここに は 其 助 辭不窖 を擧 たるに、 

後人 一本の 常 さまなる 中に、 ここと 異なる 歌 ある を 見出て、 是へ書 加へ しも あるな り。 仍 てこの 中 

に助辭 かきし 歌 十八 首 交れり。 卷七卷 八に は 右二 體を擧 て、 共に 同 歌集 出と 注せし にて 知るべし』 

へ 怖 本 朝臣 人痲ノ 

パ呂耿 集 之 歌考)  , 

眞淵 は、 なほ 萬 葉 新 採 百 首 解 . 萬葉考 等に 於て 折に. 觸れて 人 麿 歌集に 言及して 居る から その 一 部. 


を杪 する。 〇 卷之 十^ 雜 欲のと こみで、 『歌の 左に いはく、 右 柿 本人 麻呂 歌集に 出と 書て、 A の 家 ひ 

築て ふ は、 ト：： 今の 人の 歌を番 集めた るが 中に、 自分の を も 書ぐ はへ けるな りけ.^。 且みづ からよ め 

るに は 多くお もてに 名 をし るし、 古歌 はたよ み 人の しられた るに は、 表に しるせし なるべし。 よ h 

て 人麻呂 のよ める としる したる 歌なら ぬ は、 他人の 歌な り。 されば 此歌は 人 庥呂の 歌なら ぬ を もお 

も ふべ し。 且歌の左に書たる詞はたまたま家持卿の筆と見ゅるもぁ>.^。 また 憶良大 夫な どの 家集. £ 

交り つれば 作者の 自註 も ありけ り』 云々。 〇 久方の 天の 香具 山此 夕の 歌 s 十。 一八 ニー) の條 に、 『さ 

て 人 麻 呂の誊 つめお かる こと、 歌の すがた、 此山 をし も 見た るな ど を 思 ふに、 飛鳥 藤 原の みやこの 

頃に よめる 歌な り』 云弋 〇 卷之 九、 獻二弓 削 皇子-歌 三 首 (一七 01 二 七 0 二 • 一 七 0 一一  1 一) の 中の 條に. 『此 

F にも この 皇子に 奉る て ふ 歌 あ. o。 それが 左に、 人 麻 aj 家集に 出と 註せ り。 然れば 今 は讀人 しられ 

すと 書る も、 猶歌. のさ ま は 人 麻呂歌 紫め きた. o。 弓 削 皇子 は天武 天皇の 皇子に て、 舍人 皇子の 異母 

の 御 兄に てお はせ り。 然ば其 御 時に ある 人の 家集に、 かぐ 獻 歌と 書た る しるべし。 是萬 葉に 撰し も 

カキ  やたぬ  あさ ぢ 

めなら ぬ 書 ざまな り』 〇 卷之 十、 詠 二 黄葉 八 田の 野の 淺茅 いろづく の 歌 (二三 三 一-の 條に、 『此歌 を 

人麻呂 のよ め，.^ と定 たる 人 あ， 9。 此 十の 卷は 皆讀人 しらぬ を 類と せる を 見ざる にや。 され ど 所々 に 

人 丸 家集に 出と 註せ る も 侍れ ど、 上下の 歌 を參考 るに、 此歌は 左と もみえ す、 家集に いでた b とも 

1 三 


• 


そ は 人 丸の 自詠 とも 定めが たきこと 前にい へ るが ごとし〗 〇 卷之十 一 、 寄， X 物陳 X 思の、 足曳の 山鳥 

の 尾の の 歌 (子へ 〇 一一) の 前に、 『かく 題を擧 て、 數十 首の 後に 此歌 あ、 リ。 さて 此卷是 より 上に 人 丸 家 

集中に 出て ふこと 二 所 注して 後に あれば、 其 家集の 歌に あらざる 家集に 出と 有 語々、 其 人の よめ 

るに も あらぬ を、 ましてん 丸のと おもへ る は 萬 葉 を 見ぬ 人の わざな り』 (以上 新 採 百 首 解) 

萬 葉卷四 f 十 考め相 見て は千歲 やい ぬ るの 歌 (二 五三九) の條 に、 『此歌 (卷六 gjr). 東歌の 末に 有 

て、 其 所の 左の 古注に、 柿 本 朝臣 人麻呂 歌集に 出 也と 云り。 かくて 歌の 體 東歌な り。 人麻呂 集に も 

此 上下の 卷 にも、 東歌なる べきが 侍りし も 間々 あり。 然る を ここ をば いはで、 人麻呂 集に 出と 注せ 

し は 見落せし か。 叉 本 ここに は 無 かりし を、 人麻呂 集より まぎれ 入し にや』 〇 萬 葉卷四 f 十 考の序 

に、 『ニ卷 の 初めに、 今 本に は 柿 本人 麻呂 歌集の 歌、 古歌 集中の 歌 ある は、 いと 後に 加へ し 事し る 

ァ ダ シ 

ければ、 除て 別卷 として 下の 他 歌集 どもの 初めに 置け り。 かく 爲は 三つ-の 據 あり。 1 つに は 人麻呂 

歌集の 書 體助辭 を 皆 略き 文字 甚少 くして、 から 歌 ざまに なし たれば、 惣て萬 葉の 體と 異にて、 此卷 

の 同筆に あらざる なり。 二つに は 其 人麻呂 集に 擧 たる 歌 此四 五の 卷に再 のれる あり。 同卷 ならば か 

からん や。 三つに は、 集中に 古歌の 異を 註せ るに 他 書 はもと よ 6. 此 前後の 歌 を も 或 云 一 云な ど 書し 

. を、 人 麻呂集 をば 皆 柿 本 云云と 註せ しは此 集の 中なら ぬ ゆ ゑな， o。 かかれば 此卷 七よ.. >  下の 歌集 ど 


もよ. o もい と 後に 得て 此 作者な き卷に 添し ものな b J 『此 上下の 卷の今 本に 正述 心緒 寄 物陬思 問答 

^旅 譬喩な どの 標 ある は、 人麻呂 集の 加 は， 9 て 後の 人 彼 集に よりて 註せ し 物な.^。 故 今み な 除つ. - 

♦ 凡此^^の歌甚多故に其類を以てのせし樣は人麻呂集と相似たれば好事の此上下卷にも標を加へしな 

む。 卜：： 今 歌集 もこと に 懸部は 類 を あつめし に その 所々 に標 なき は 公の 御 集に て やまとぶ..^ な，.^。 彼 

人 麻 i>n 猿 も 本 さる 標は なか. りけん を奈 良人のから 歌め きて 書な せし 歌ぞ書 けん。 人 麻 呂の歌 はから 

天竺の 事 を もてせ す、 今の 古事 古言の みして 世に 及ぶ 人な くと りなし し 心 高き 才の たくまし さに て" 

歌粜 をば 他 M ぶむ を まねぶ 如き ひくく 戲 けなる 事 を せんや。 いよよ さか しら 人の わざと 知べ し』 (以 

【岸 本 由 豆 流】 大寶 元年 辛 丑 幸 一一 于紀 伊國， 時 見 二 結 松 1 歌 1 首 (卷 二。 一四 六) にっき、 『もとより 作者 

不， 知耿 にても あるべし。 元曆 本、 こゝに 小字に て 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 中 出.^ の 十一 字 あり。 集中の 

, 例、 左 注に あぐべき なれば、 こ、 に はとら す』 (放 證). とい ひ、 三 吉野之 御船 乃山爾 (卷 三。 二 四 5 の 

左 注、 『右一 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 について、 『この 左 注 は 非 也。 右. の 御 歌の やう を考 ふるに、 

ト -M 野せ：： にあ そび 給 ひしに て、 春 日 王と 贈答の さまな ど 思 ふ、 皇子の 御 歌なら で、 人 麿の 歌なる べき 

いはれ なし』 (孜證 ) と， 云 つて 罟 る。 
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二八 

〔武田 祐吉氏 〕 『人 麻呂 集から 出た 歌に 萬 葉 集の 編者が 假字を 補った 形跡 は 認められる にしても、 

題詞 ある 部分 は 人 麻呂の 稿本で、 題詞 なき 部分 は 後人の 集成 分類と 見られる から、 別の 二 本で ある 

かも 知れす、 また 正編と 補 遣との 關係 であ. るか も 知れない』 (上代 國文學 の 研究) 

〔石 井庄司 氏】 『現存 萬 葉 集に 現 はれて ゐる 人麻呂 集の 種々 な 狀態を 以て 直ちに 人麻呂 集に 種々 な 

る 異本の あった こと を 推定す るの は 早計で あらう と 思 ふ。 人麻呂 集め かやうな 狀 態の 相違 は、 むし 

ろ 萬 葉 集に 採錄 される 際に 生じた もので はなから うか。 萬 葉 集を統 一 ある 成 書と 考へ ない.. 1 般の 

意見に 從へ ば この 方が 一 層 無理の ない 考へ 方で はなから うか』 『尤も 年代の 知 ひ 得る 僅かの ものに 

ついて だけで あるが、 人麻呂 集の 包含す る 歌の 年代が、 飛鳥 藤 原 時代 だけに 限られて ゐ ると いふ 

こと は 注目す ベ きこと である』 『人 麻呂 集に 現 はれた 地理 的 分布 は、 大和 國が 最も 多く 三十 箇所に 

及び、 山 や 近 江、 紀 伊が 比較， I 多く、 次 は 攝津、 和 痕等ー ケ所 のみで ある。 g さすれば 地理 的 分 

布の 上から 見て *f、 人 麻呂集 は大體 飛鳥 藤 原 時代 を 中心とする ものである ことが 分る と 思 ふ』 『ん 

麻呂 集の 助齚を 略した 書法 を、 唐 好みと 云 はば 云 はるべき 事 ども は、 あながち 天平 人を俟 つまで も 


なく、 遙か 以前から あった こと を 思 ふ 時、 人麻呂 集の 漢語の 字面、 或は 助辭を 略して 簡 古に 記され 

てゐる ことが、 底ち に 天平 人の しわざと 斷 する こと は 早計で あらう と 思 ふ』 『吾々 は、 人 麻： >n 紫の. 

耿が ほば 人麻呂 作歌と 時代 を 同じく し、 且つ 多くの 點に 於いて 密接な 關 係の ある こと を 知.^ 特 たの- - 

である。 しかしん i 呂 集の 中には、 恐らく 多くの 他人の 作 を もま じへ てゐる ことで あらう。 例へば 

人-麻 Iw^ 屮、 「^」、 「公」、 「伎 «」 等 を 用 ひ、 一 首の 上から 見ても、 女性の 作と 思 はれる ものが、 總數 

三十 七 首 ある。 尙、 「背 兒」 等の 言葉 を 用 ひ 又： ば 歌の 材料 等に 女性の 作と 思 はれる ものが 若干 ある。 

之 等 は 古歌 か 或は 人 麻呂關 係の 女性の 作と 見られる。 まだ この 外に も、 人 麻呂に 直接 間接 影 饗を與 

へ た 先 ii^ 或は 同時代の 人々 の 作 も 入って ゐ よう。 また 人 麻呂が 影響 を與へ た 同時代の 人の 作 も 入つ 

てな よう。 -3： 叉、 人 麻 リ：： 自身の 作の 習作 或は 傳誦 された もの も 入って ゐ よう。 之 は旣に 先人の 言 ひ 

したと ころで ある。 さも あれ、 吾々 はこの 人麻呂 集に 於いて、 人 庥呂の 先輩、 後輩の 姿と 人庇呂 

.E 身の 自由なる 歌の 姿と を 見る ことが 出來 ると 思 ふ。 これ、 人 麻呂の 本質 を 究めん とする 時、 最も 

耍 なる^ 料と する ことの 出来る 所以で ある。 しかし この 事 は 無批判に 人 麻呂集 をと.^ 入れて 人 麻 

呂作 とする ことと は 全然 異る 立場で ある こと を 明言して おかねば ならない』 (Ml???? 鮮、 i 難 請) 

【澤 瀉久孝 氏】 『要するに この 集 二十 卷を まとめた 人 は 家 持で あると 思 ふが、 その 家 持が 旣成 未成 
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の 撰 集 家集な ど を 二十 卷 によせ 集めた 時、 すべて は 出 來る丈 原本の 體裁を 尊重した ので はない かと 

考 へられる。 それ は卷 七、 十、 十一、 十二な どに 散在して ゐる 人麻呂 集の 書式が、 多少の 相 異はぁ 

るに しても、 同じ 卷の 他の 歌と は 全然 異 つた 書式で ある 事 や、 また 卷 十六の 竹 取 翁の 歌が 特に 目に 

立つ 用字 法に よって ゐる 事な ど を 以て も 推し 得られる と 思 ふ』 『作者の 明な 作に は、 筆錄 者の たは 

むれが 加 はって ゐな いとい ふ 例に 卷ー 二 を擧げ よう。 この 卷は 古い 撰で は あるが、 戲書 はた、./ 一  種 

「祌 樂」 とその 略 「樂」 が あるの みで ある。 しかも そのうち 「樂」 の 使用者 は 人 麻 呂と黑 人と であ 

つて、 この 二人の 作に は假 字書 或は 「樂」 の 字 以外に は、 「神 樂聲」 も、 「神 樂」 も 用ゐら れてゐ ない 

事 は、 や は. - 原作者の 用字 法 を その ま、 傳へ たもので はなから うか』 (魏 ft 作 一つ li- て昭糊 f 一一 M^SJ 

【土屋 文明 氏】 土屋氏 は、 人 麿 歌集の 歌に ついて 考察し、 人 麿の 作と 人 麿 歌集の 作との 辭 句の 異同 

にも 細心の 用意 を拂 つて ゐる。 今 その 主要の 文 を 抽出す る。 天平 八 年 夏 六月 新羅 國 派遣の 使 等が 歌 

つた 歌が あり、 その 中に 當所誦 詠の 古歌と いふの が あり、 その 中の 五 首 は 人 麿の 歌と 若干の 異同が 

ある ものの みで ある。 『笥 飯の 海 を 武庫の 海に かへ た 如き は 誤と いふより は 寧、 遠い 地名 を 詠み こ 

んだ歌 をば、 地名 を か へる ことによ つ て 現前の 景色に 適合 させよう とする 傳誦 者の 意圖が 明に 見え 

て 居る といへ よう。 いはば 誦詠 者の 心に は 極く 微 では あるが 創作者と しての 心意が 動いて 居る ので 


ある』 r 人 麿 作の 歌の 若干が 變形を 受けて 人 麿 歌 葉と 稱 する ものの う^に 人って おた こと を 推測す 

ろ こと は 出来る やうに^ ふ。 その 變形は 何に よって 生じた か。 これ は 恐ら ズは 前述 天平 八 年に 遣 新 

雜使人等が所に當って人麿の歌を誦詠した場合に生じた詞句の異同に準じて考へ てょぃ.^>のではぁ 

るまい か。 卷ー卷 二等に 载 せられた 人 麿 作の 歌に、 1 云 又は 或 本 歌 等の 形式で 示された 詞 句の 異同 

の 甚だ 多い こと も、 ：： 十く から 有名， になった 人 麿の 歌が 傳 誦される 機會 多く、 從て詞 句の 異傳も 多く 

なった と 解して よい やうに 思. 5。 尙 推測 を 許されるならば、. 多くの 人々 の 云 ふ 如くに、 人 麿 歌集に 

は 人 麿 作の 歌の 若干が 含まれて 居る としても、 それ 等の 人 麿 作と いふ もの は 多少 は 前述の 如き 變形 

を 受けて 人 麼歌橥 巾に 存す るので は あるまい か』 ， 『人 麿 歌集の 歌の 大部分 はや はり 原作者と いふ も 

の を 認め難い 民謠の 額で、 その 點 では 他の 古今 相 聞往來 歌と 餘. 9 變 つて 居ない。 ただ 人 麿 歌集 所 出 

の 方 は 比較的 佳作が 多い 位の もので でも あらう か。 この 佳作の 多い とい ふこと も、 人 麿が 有名で あ 

つたから、 民謠中 割合に 感銘 强 いものが 次第 次第に 人 麿 作に 歸せ しめられ たと 考へ れば考 へ られる 

と 思 ふ』 『人 麿 歌集 所 出の 歌のう ちで 人 麿の 作に 由來 する もの は 可な りの 程度に 人 麿 原作の 風貌 を 

保お してお る もの も あると 推測して もい、 ので は あるまい か』 云. <。 (5^ 輔 勢、 欲 昭糊ー ぼ 報 tf ぎ 

【武田 祐吉 氏】 武田 博士の 「称 本人 麻呂の 作品の 傳來」 (5^"u ほ 一一 _ -勰 &i，SPK) に 人 磨 
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、  二  o 

歌集に ついて 言及 せられて ゐ るから、 その 主要部 分 を 次に 抽出す る。 『題詞 に 人麻呂 作歌と ある も 

のが、 いかなる 資料に よって 萬 葉 集に 編入 せられて ゐ るか は 問題で ある。 まづ 第一 に 注意 せられる 

こと は、 これらの 歌が 或る 本に よる 詞 句の 相違 を 有する ものの 多い ことで ある。 すな はち 數 個の 傳 

來を 有して ゐ たと 認められる ことで ある』 『而 して 實に考 ふべき こと は、 單に 或る 本の 歌の みに 止 

ヽ  - 

まらす、 題詞に 人麻呂 作歌と ある もの 自身 も、 或は 人麻呂 歌集 を 資料と して ゐる ものが あり はしな 

いかと いふ 問題で ある。 人麻呂 歌集 を 或る 本と して 极 つて ゐ るのに よれば、 主文 を 成して ゐる歌 は、 

人麻呂 歌集なら ぬ 資料より 採取せられ たかとも 考へ られ る。 しかし 吾人 はな ほよく 調査して 見ねば 

ならぬ』 『これ =默8$、 契 沖の 云へ る 如く、 人麻呂 歌集 所 出の 歌 を、 人 麻呂が 歌と 云へ る もので、 

萬 葉 集の 編者 は、 人麻呂 歌集の 歌 を、 人 麻呂の 作と 解して ゐ たと 見なすべき 機會 である』 『しかる 

に、 題詞に 人麻呂 作歌と ある もののう ちに も、 女子の 作訓 と認 むべき ものが あ 6 とすれば、 題 

詞に 人麻呂 作歌と ある ものと、 人麻呂 歌集 所 出の 歌と は、 この 點に 於いて 同じ 性質の ものと 見なす 

べきで はない か』 『題詞 に 人麻呂 作歌と ある もの は、 いづ れ 何ら かの 資料に 依った に は 違 あるまい 

が、 その 资料 としての 素質 は、 人麻呂 歌集の 資料と しての 素質よりも 確實 であると 見なして よい。 

しかし その 1 部分が 人麻呂 歌集 を 資料と して ゐ なかった と は "斷 せられない』 『人 麻呂 歌集 所 出の 歌 


が、 少ぃ字 數で寄 かれて ゐる こと は、 旣に契 沖眞淵 等の 古人の 注意す ると ころであった。 しかも そ 

の 字 數は卷 によって 必 しも 一致し ない。』 『以上 二 氏， 耻の 研究に よって 確め られ たこと は、 題 

詞に 人麻呂 の 作と ある ものと、 人 麻 呂 集 所 出の 歌と に は * 通した しかも 他に は 見えない 特殊の 用字 

法が あると いふ ことで ある』 云々。 

【久松 潜 I 氏】 『萬 葉 集の 中から 人 麿に 關 する 材料 を さぐる に當 つて、 人 麿の 歌と しての つ て： W る 

のと、 人 磨 歌 梨と して 藏る ものと が ある。 更に 分ければ 人 麿の 歌と いふ ものに も 種 々のお 载 法が 

あるが、 大きく わければ 以上の 二で ある。 さう して 人 麿 歌集の 歌 を 人 麿の 歌と して， 認める か 如何 か 

は、 人麼耿 紫た る ものの 殿密な 考察 を經 なければ ならない。 I 人 麿 歌集の 歌が 卷ー、 二の 人 麿め 耿 

に 比して、 熱烈で あ .0、 同じ 戀愛 をうた つても、 はばかった 追憶 的な 戀で なく、 積極的な 戀愛 をう 

たって 居る •  の は、 その 若い 時代の 作で あるた めと 思、 弋 I その 强ぃ 若々 しい 熱情が その まゝに 現れ 

て る 所から： H 儿て， 《、 人 磨 ^初期の 歌と. - るに ふさ はしい ので ある』 、人瞻 、和 I 顿賴 Is) 

【澤 瀉久孝 氏』 『これらの 作品 をす ベ て 人麻呂 の 作と 斷 する 事 は 出來な いが、 旣に本 講座 人窳 呂^ 

:sf? 巾に 久认ム v^:^ 述べられて ゐる やうに、 その 多く は 人麻呂 自身の 作と aj^ てよ いかと 思 ふ』 

I- 耿講 ゆ^ 六卷、 ノ 

昭和 七^ 一：；"  } 
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【森 本治吉 氏】 森 本 氏 は、 人 麿 歌集 はもと 人麿自 撰の 集で、 自作 以外に 周 圍の作 並びに 民 謠の額 ま 

で を も 集めて 置いた ものら しく、 これに 武田說 の 如く 後人の 增補を も 認め 得る、 さう すれば 人 麿 歌 

集に 二 本の 存在 を考へ る 必要 を 見ない とい.. ひ、 人 麿 作と 明記した ものに 長歌が 多い のに 人 麿 歌集に 

は 長歌が 三 首し かない こと、 人 麿 作と 明記した ものに 旋頭 歌がない のに 人 麿 歌集に は旋頭 歌が 三十 

五 首 も ある. こと 等 を、 人 麿の みの 作と 思 はれぬ 理由の 中に 擧げ てゐ る.。 ま liwr ハ脾 文) 

【折 口 信 夫 氏】 * 『大體 において、 定本と 見るべき 一種が あって 其 他に 尙幾 種類 か 異本が あつたと 考 

へ る 方が 穩當 らしく 思 はれる。 つまり 諸家 探 集す る 所の 歌數は 勿論、 一 部の 詞 句の 出入りが あった 

ものと 見る 方が よい』。 『確かに 言 ふ 事の 出來 るの は、 人 麻呂の 作物 以外の もの を も 含んで ゐる こと 

である。 誤解 .. 錯亂を 除けば、 恐らく 人 麻呂と 多少の 交渉の あった 人々 の 作 を 含んだ ので あらう。 

作者未詳の 作物 • 民謠 (東 欲 . 異體歌 (旋頭 欲な ど) . 物 題 歌 (寄 物. 詠 物. 七 タ耿) • 作者 旣知 (卷 丸、 凝 旅 5 

等の 種類 を 含んだ ところから 見れば、 人麻呂 集の 外の、 笠 金 村 集 丄咼橋 蟲麻呂 集. 田邊 福麻呂 集な 

どに も、 共通の 事實 として さう した ことが 考 へられる』 (St き磷 S 和 5«! 靖 座、) 


諸說の 大體は 右の 如くで あろ。 人麿耿 集に 對 する 觀點に 就いて *  土星 文明 氏 は、 『少 くと も 人麿耿 

集 は 人 麿の 作耿 のみでな いこと だけ は 明かなる 現在に 於て は、 人 麿 歌集 をば、 むしろ 人 麿の 作品と 

は S 離して 215^ へる のが 便利 且 安全で あらう と 思 ふ。 人 麿 歌集 中から 人 麿の 作らし き 歌 を引拔 くと い 

ふこと も 可能で あり、 典 味 ある 1 つの 仕事で は あらう。 しかしながら これよ..^ は、 確 實に人 麿と 傅 

へ られて 居る 作に 對 する 十分なる 研究と 理解と が 先決問題 として 必要で あらう。 また 人 麿 歌 衆 巾に 

在って、 人 麿の 作歌が いかに 轉 訛され て 居る かとい ふこと も與味 ある 問題で は あるが、 これ は 作者 

として， の 人 麿 そのものの 研究に は緣 がう すい。 また 人 麿 歌集が 他の 民謠、 作者未詳の 歌に いかに M 

係す るかと いふ こと も 人 麿 研究と は緣の 遠い ことで あらう。 それらの 點を考 へる と、 人鹰 研究と ゾ 

麼 歌集 研究と は 是非共 別個な ものと して 考 へざる を 得 なくなって 來る』 (llfl) と 云つ て^る。 

私 は土屋 氏の この 說に從 ひ、 先 づ人麿 作と 明記され て 居る 歌 を 一纏めに しても の 萍釋を 作り、 人 

麼歌槳 出と いふ ものと 別にした ので あるが、 私 は引續 き、 人 麿 歌集 中の 注意すべき 歌 若干 首 を拔ぃ 

て、 その 評釋を 作った。 拔 いた 歌の 中には 人 麿 作と 看做して 疑の 起らぬ やうな もの も あり、 また 人 

麼乍 として は 疑 はしい やうな もの も ある。 人 麿 作らし くない ものの 中には、 前賢が 旣に人 麿の 作で 

ない と 喝破した もの も驗 つか ある 箬 である。 さう いふ こと は 1 首 1 首の 中に 簡單. に 述べ て 置いた。 • 


私の 人 麿に 關 する 敍 述は旣 に 大分、 の 想像 を 交 へて ゐ るの だから、 この 人 麿 歌集の 選鈔の 如き も 時に- 

放肆な 想像の 混入す る ことがある かも 知れない。 これ は 厳格な 學 者の 態度で は 許す ベ からざる こと 

だけ. r- ども、 資料 根據の 悉皆 無な 歌に 對 する この 恣な 想像 も、 時に 許されるべき ものが ある 力と 思 

次いで 私 は 選鈔に 漏れた 人 齊耿集 出の 欲 全部 を評釋 

^ し、 萬 葉 所載の 順序に 配列 整理した のであった。  .  . 

私 等の 人 磨 歌集に 對 する 攝 取した 學說 として は、 眞淵 等の、 『いたく 亂 りたる』 歌集 だとい ふの が 

脫 却し 得ぬ ので、 縱ひ、 眞 淵の 文中に、 『然 らば 人麻呂 集と いふ 中に 自歌も 多 か... なん』 とい ふの が 

あっても、 や は， 0 夾雜 物の 多い ものの やうな 氣 がして、 學說 として は 人 麿 歌集の 歌 は 人 麿 作が 大部 

分 だとい ふこと は 云 ひ 得ない のであった。 . 

然るに、 人 麿 歌集 出と いふ 萬 葉の 歌 を 讀んで 見る と、 ほかの 人 麿 作と 明記され てゐる ものに 彷彿 

する もの も あり、 ， よって 内心で は 其 等 を 人 麿 作と して 鑑賞し つ っ來 つた もので あり、 中には 思 切つ 
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て、 人 麿 作と して 公表した こと もあった。 例へば、 卷七ニ 〇 八 八) の、 足 引 之 山河 之瀨之 響苗爾 弓 

^ガ irir 立 渡 b 如き は、 先師 は 人 磨 歌集 出 だが、 作者 不詳の ものと して 私 等に 傳 へた 秀歌な ので あ 

つたが、 大正 二 年 七月に、 雜誌ァ ララ ギ (I 一一 I) に 萬 葉 短歌 鈔を 作った とき、 私は此 歌と、 同卷 (一 

一 0 こ の、 里ー ヨ之夜 去來貧 t 向 之 川 昔 高 之 母 荒 足 鴨/ 疾とを 書いて、 柿 本人 麿の 歌と して 愚見 を 書い 


て 居る。 その 頃の 葉 集に 關 する 知識 は 極めて 覺 束ない ものであった が、 人 麿 歌集の 歌に ついては 

その ころから 人麼 作と し て^ふ 傾向 を 持って ゐた。 それが 跡 を 引いて 現在に 及んで ゐ るので あらう。 

ゆ ゑに 評釋 中に もこの 傾，！： が 暴露 せられて 居る に 相違ない とお も ふが、 其が、 武田 • 石片. 澤滅諸 

氏の 舉問的 結論と 合致す る なら 甚だ 幸 だと おも ふの で あ る 。 

それから、 總論篇 で 人 麿の 歌 を 論じた とき、 人 麿の 歌に は、 年齡 的に、 變 化と 進步の 跡が 瞭然と 

しないの は、 そのころ に は旣に 力量が 圓 熟して しまったた めであった だら うとい ふこと を 云って 置 

いた。 そして また、 人 麿 歌集 中には 人 麿の 初期の 作が 多く あるので は あるまい かとい ふこと も 云つ 

た。 そんなら、 その 人麼 歌集 中に ある やうな、 人 麿 初期の 作と 考 へられる ものと、 人 麿 作と 明お さ 

わて ある 比較的 後期の 作との 間に どうい-ふ 差別が 認め 得られる かとい ふこと は 典 味 ある 問題で も あ 

d, また 大切な 問題で も あるが、 さて 人 麿 歌集の 歌に 一首 一首 當 つて 見る と、 なかなか 巧妙な もの 

が f、 決して たどたどしい 初學の 作の やうな もので ない ことが 分かる。 ただ、 人 麿 作と 明. 記せ. り 

わて ゐる 歌に 較べて、 全體 として 輕く、 沈痛 切實の 度が 尠 いので ある。 こわが 人 麿 作なら、 どうし 

て 人 磨が か う い ふ 輕く安 易な もの を 作 つた だら うかと 思 はしめ る ものが 多い ので ある。 そこで、 前 

に 人 麿の 歌の 實 質と いふ ものに 就いて 少しく 體 得した 私 等 は、 さう いふ 輕 いもの をば 人 麿 作と して 
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認容す る こと を 好まない ので ある。 如上の 言 はた だ 主 觀に淫 して 放肆 至極の やう だが、 或は 却って 

客觀 的に 當 つて 居る かも 知れない ので ある。 .  - 

それから、 人 麿の 比較的 初期の 作と 想像 せられる 人 麿 歌集 出の 歌で も、 旣 にかく 巧妙で 達者の 風 

格 を 示して ゐ るの だから、 人 麿 作と 明記され て 居る 一 群の 歌との 間に、 一 見. 『變化 . 進步』 の 過程 

が 瞭然と して ゐ ないやう に 見える にも 拘 はらす、 私 は、 人 麿 歌集 中の 多くの 歌と、 人 麿 作と 明記 さ 

れ たものと の 間に 1 つの 『變 化』 を 認め、 『進 步』 を 認めよう として ゐる ものである。 

. 若い 人 麿 は旣に 天分 を發 揮して、 樂々 と 種々 の 歌 を 作った。 その 中には 戀愛を 基調と した 民謠風 

の 歌 も あらう し、 牽牛 織女 を 題材と した 一 群の 歌 も あらう し、 なほ 心の 働きの 細かい ものに は 寄， 物 

とい ふ 一 群の 民 謠的戀 愛 歌 も あり、 材料 的に 智慧の 働 を 示した 旋頭 歌の やうな もの も ある わけで あ 

る。 さう いふ 人 麿 歌集 中の もの を 人 麿の 比較的 早期の 作 だと 極めれば、 人 麿 作と 明記され て ゐる比 

較的 後期の 歌 は、 さう いふ 人 麿 歌集の 歌に 比して、 . 重厚で 切實 でカ强 いもので ある。 そして この 差 

別 は何處 から 來 るかと いふに、 作歌の 態度から 來る、 心 構へから 來 ると 私 は解釋 する ので ある。 そ 

して この 差別 は、 實は 非常な 差別で あるから、 つま， 9 は 歌風の 『變 化』 とい ふこと になり、 私 はこ 

れを 一 つの 大きい 『進 步』 だと 解釋 する ので ある。 よって、 人 麿 生涯の 歌風 を通觀 して、 人 麿 歌集 


を も 勘定に 入れれば、 多くの 偉大な 藝術 家に 見る と 同様、 ； 止しき 變 化と、 大きい 進步 をして 居た と 

いふ 結論に 達する ので ある。 

また、 右の 結論と 關聯 して、 人 麿 作と 明記し ある 歌で も、 日 並 皇子 尊 殯宮 之 時 作歌の 如き は、 入 

麼 二十し 歲 位の 時の 作と 私が 想像した ほどで、 決して 晚 期の 作で はない。 過 二 近 江 荒 都， 時の 歌で も、 

天皇 御， 一遊 雷 11}5 一之 時の 歌で も、 幸 二子 吉野宮 一之 時の 歌で もまた さう である。 然るに 此 等の 比較的 初 

期の 人 麿 作歌と、 人 麿 歌集 出の 歌と を 比較す るに、 やはり 大觀 して、 人 磨 歌集の 歌の 方が 輕 易に 響 

くので ある。 そして 此は その 作歌の 態度、 表現の 態度に よって 違 ひ、 卽ち 全力 的 態度と、 安揚的 態 

度と によって 違 ふ ものと すれば、 必す しも 年齢 的 年次. 的で なく、 その 作歌 時に 於け る 態度と して 同 

時 的に も 考察の 出來る 問題で ある。 ゆ ゑに 若し 人 磨 歌集 中の さう いふ 安易 的な 歌 も 等しく 人 麿 作 だ 

とせば、 作歌の 態度に つ いて 顧慮しょう として ゐる私 等に とって 却つ て 有益なる 资料 だとい ふこと 

にもなる ので ある。 
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人 麼耿. ^の^ 體に 特色が あって、 助， _ ^を^ 略して、 極めて 簡 軍に 書いた のが 可な.. > ある。 そこで 

5U. 『人 麻；； C 歌集 は 歌の 助 辭を比 C 職き て此 集と は甚 異なる 書體 な. 0. 同時 一 iKu あらぬ 举 明かな 

り。』 『人 まろ 集の fll 體、 人 麻呂の 心に あらす、 まして 標題 もし か， o。 本槃をもて.；^ポ^5-人の 私にかく 

に窨 しもの なり』 (扉 »^聽 執 腕 a) といって、 かう いふ 書體は As 人の 後 |# に 成った ものと したが、 

その 以前に、 契 沖 は、 『叉 第 十  一 ノ人麿 家集 ノ歌百 四十 九 首 ぐ簡古 一一 力、 レ マリ。：；： え ハ 彼集ノ マ 、 一一 

{Bl サレ タリ ケダ 一一 ャ』 (代 匠 S 精) と 云って、 ：5§ 本の 書 體を 認容す る 口吻 を 漏らして ゐ るが、 近時、 澤 

：:^  • 石 井. 武 ffl 氏 等諸學 者の 考察に よって、 この 書體 も、 19- 作者 (人 麿、 -の 用字 法を傳 へた もので は 

なから うかと いふ やうに なった。 

Bj^ して さうならば、 なせ 斯う 助詞 等 を^いて 簡潔に 番 いたかと いふに、 これ は 作者 (人 麿) 自％ の 

覺 えの ための、 早控の 如き ものであった ために、 簡單に 漢字 だけ 並べても 役に ぶった ものと 晃 える。 

そして その 巾に、 助詞 を 書いた の も あ. o、 また 卷 九の 他人の 歌な どに は 相當に 助詞 を 加へ て あるの 

は、 自分の 歌よりも 他人の 歌の 方 は 備忘の ために は 稍 丁寧に 取扱 ふ 傾が ある ので あらう。 


人 麿 作と 明記 ある もので、 獻 つた 歌 は 相當に 助詞 を 書いて あるの は、 作者 一人の ため のみでな く、 

他の 人々 に 示す ので あるから、 讀み 易から しめむ がた めの 用意が あった もの かも 知れす、 或は 他人 

が 幾らか 直した ところな ども あるの かも 知れない。 卷ー (四 八：) にある、 東 野 炎 立 i-Iif- 而 
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爲者月 西 渡の 書體の 簡潔な の は、 前の 傾向が 殘留 して ゐる こと を 認め 得べ く、 寧ろ 人 麿 歌集 的な 書 

體 である こと は、 夙く 關谷眞 可 細 氏の 云った ごとくで ある (人 麿 考)。 さすれば、 人藝 作と 明記 さ た 

歌と、 人 麿 歌集に ある 歌と が、 同一 作者の もの だとい ふ聯 鎖が なほ 密接す る ことと なつ.^ わけで あ 


る 


是量 戀物 知者 遠 可 見. 有 物 (卷十 一。 二三 七 二) 

見 度 近 渡 乎 囘 今 哉來座 戀居 (卷 十一。 三 一一 七 九) 

年 切 及世定 恃 公 依 事繁  <卷 十一。 ニー 一一 九 八) 

玉久世 淸 河原 身拔爲 齋命 妹爲 (卷 十一。 二 四 0 三) 

思 依 見 依 物 有. 一日 間 忘 念 (卷 十一。 二 四 0S0 

遠山 霞 被 益遐 妹目不 見 吾戀 (卷 十一。 二 四 二 六) 

白玉 從手纏 不忘 念 M: 畢 (卷 十一。 二 四 四 七) 


春 楊 葛 山，. 發雲 立 座 . 妹 念 (卷 十一。 1 一四 五三) 

久方 天 光 月 隱去 何 名 副 妹 n  S 十一。 二 SI 六 三) 

玉拌 路往占 々相 妹 逢 我 謂 (卷 十一。 二 五 〇 七) 

敷 細 布 枕 人 事 問 哉 其 枕 苦 生負爲 (卷 十一。 ビ五 一六) 

豊州 聞濱松 心哀 何 妹 相云始 (卷 十二。  一一 二三 0) 

かう いふ 簡潔な 書體の もので も、 これ はこれ で 大體訓 める ものが 多い から、 作者 自身なら ばな ほ更 

^める 訣 である。 そして 訓 むのに 少し 注意 を 要する 箇處に は 矢張り、 『哉』 とか、 『者』 の 如き 助詞 

を 加へ て，、 比較的. HI 由な 態度な のに 注意 すれば、 やはり 原作者の 書 體を傳 へた もので 手控 のた めの 

ものであった だら うとい ふ 推測 もまた 成立つ ので ある。 

• そのほか、 用字に 就いて、 露霜、 灼然、 三更、 金 風、 ~ 白 風、 懇穀、 惻隱 などが あるから、 後人が 

窨 きかへ たの だら うとい ふ 想像 も あるので あるが、 人 麿の 歌に は、 旣 に評釋 した ごとく、 溝悒、 光 

儀、 ノ鬆、 侍 侯、 遣悶、 猶豫、 迷惑 等の 用字 も あるので あり、 人 麿 自身が 旣 にさう 用ゐ ただら うと 

いふ こと は 推す るに 難く はない。 そこで 人 麿が 斯く 漢文が 出來 たから、 歸化 族と 關 係が なから うか 

等と 聯想す るので あるが、 此は當 時旣に 常識 化せられつつ ある 漢字 使用の 雰圍氣 內に人 麿 も 居た と 

•  一一 二 


•、  13. 

解釋 すれば、 聯想が 其處 まで 奔 逸しな くと も擠 むこと になる ので ある。 

人 麿 歌集の 歌 は、 皆、 原作 その 儘で あるか 否かと いふ 問題、 また 人 麿 作と 明記され たものと、 人 

麿 歌集の 歌との 相違 はどう 解釋 すべ きか 等の 問題 も ある。 

ィニシ へ 二 ァリ ケムヒ トモ ヮ ガゴ トカ ィモニ  n ヒッ ツイ. K ガテズ ケ ム 

古 爾 有 兼 人 毛 如吾歟 妹爾戀 乍宿不 勝家牟 (卷 a。 四 九 七。 人 麿) 

ィニシ へ 二 ァリ ケムヒ トモ ヮ ガゴ ト 力.： ヮノヒ ハラ 二 カザ シ チリ ケム 

古 爾 有 險人母 如 吾等 架 彌和乃 檜 原 爾揷頭 折 兼 (卷 七。 ニー  A。 人 麿 欺 集)  - 

チト メラ ガ リ テフ) ャ マ/ ミ. ；；• ザキゾ ヒサ シ キト キュす モヒキ ヮレハ 

未通女 等 之 袖 振 山 乃 水 垣之久 時 從 憶 寸吾者 s『 五 0 1 。 人 麿) 

チ トメ ラ チ ゾ. デフ ルャ マ/… ヅガ キノ じサシ キト キエ ォモヒ ケリヮ レ ハ 

處女等 乎 袖 振 山 水 垣 久 時 由念來 吾等 者 (卷 十一。 二 四 一 五。 人麿跌 集) 

はじめの 卷 四の 歌 は、 感情が 自然 だが 平凡で あり、 卷 七の は具體 的に 云って ゐて 細かい。 歌と し 

ては卷 七の 方が 面白い けれども、 どれが 原作 か 不明で あり、 兩方 とも 人 麿 作で ある こと もまた 絕待 

に 否定す る ことが 出來 ない。 『三輪の 檜 原』 も 人 麿に 關係 ある 處 であり、 從 つて 人 麿 作で ある こと 

も 可能で あり、 また 卷四は 後の 歌が 多い から、 却って 卷 四の 歌の 方が 卷 七の 歌の 變形 でも あり 得る 

ので ある。 よって 人 麿 歌集の 歌の 方が 原作で ある こと もまた 絕 待に は 否定し 得ない。 その 次の 二 首 


i 卷 十一の 方の 結句 は. 一音 餘 つて ゐ るが、 卷四ひ 方 は 一音 赊ら や， 口調が 好い。 そこで 歌と して 

味 ふ 時には、 自分 は卷 四の 方 を 好む けれども、 前に も 云った 如く、 卷 四の 歌 は 時代 的に は 後 だから" 

或は 卷十 一 の 方が 原 歌で あるの かも 知れない。 そして 人 麿 歌集の 方 は此處 では 二つと も 吾に 『等』 

の 字が あり、 卷 四の 方 は 二つと も 『等』 の 字が 無い の を 顧慮 すれば、 卷 四の 方 は 却って 手 を 加へ た 

ので は あるまい かな どと いふ 想像 もまた 成立つ ので ある。 

ァチゴ マノ ァ ザキチ ハヤ ミクモ ヰ-一， ゾ ィ モガ アタリ チ スギテ キ ニケル 

靑駒之 足 扱 乎 速 雲お 曾 妹 之 當 乎 過 而來計 類 (卷 二。 一 一一 一六。 人 麿) , 

ァカゴ マノ ァ ガ キ 〔ャケ パク 七 ヰ 二 モカ クリエ カム ゾ リ， テマ ケヮ ギモ 

赤 駒 之 足 我 枳速者 雲 Ei5 爾 毛隱往 序袖卷 吾妹 (卷十 一。 二 五一 〇。 人麿耿 集) 

ァチ ノ ァ ザ fc- テ ハヤ ミクモ ヰニゾ ィモ ガ ァ タリハ カク リ キー； ケ ル . 

靑駒之 足 扱 乎 速 雲居 曾 妹 之 當者隱 來計留 (卷 一一。 ニー 一六。 一 云) 

卷 二の 歌 は、 人麼 ので 間違 はなから う。 そして 卷 十一の は それに 似て ゐ るが、 これ は 同一 歌の 異傳 

ではなぐ て、 別々 に 作った もので あらう。 そして 似て ゐ るの は、 同一 作者で あるから、 その 手法の 

『傾，：！：』 の連績 性が あって 似る ものと 解釋 すべく、 それ ゆ ゑ、 卷 二の 一 云の、 『妹が あたり は隱. 9 來 

にけ る』 の 句 も、 出齬 目の 異傳 ではなくて、 卷 十一 の、 『雲居に も隱り ゆかむ ぞ』 の 句 を參考 すれば • 

1. 度 は 或は 人 麿-." さう い ふ 句と して 作った のか も 知れない などと も 想像し 得る ので ある。 

さう いふ こと を 種々 考へ 合せれば、 萬 葉 集で、 『1 云』 と 云って 1 々書いて 吳 れてゐ るの は、 誠に 

一一 一 三 


精到な 態度と 云 はねば ならぬ。 『隱り 来に ける』 は、 句の 價値 として 甚だ 劣る けれども それ カ鑑 

賞 上 却 つてい い 参考と なる ので ある。 卷 十四 0ーー SI 四 一 ^ の 場合で も、 『麻 等保久 能』 と， 『等 保久之 氏』 

との 差、 『？ 女^ f 買ぎ！^ だ^』 と、 『^14? 買ク久 古 麻』 との 差と いふ ことにな つて、 好參考 となる の だ 

が、 それ は 佳句の 方 を 採って、 他 を從屬 的參^ 句と し、 その 方が 流傳の 際の 惡ぃ 意味の 變 化と 考へ 

れ f いいので ある。. もっとも その 善い 意味、 惡ぃ 意味と いふ こと は、 主観的な 判 斷に屬 し、 眞 淵の 

如き 眼力 を 有して ゐる もので も、 『 一 云』 の 方 を 採用して 鑑賞した 場合が 可な， 9 ある こと は評釋 中に 

明かで あるから、 一概に は 云へ ぬが、 大體に 於て 鑑賞 上の 修練 を 積めば、 それが 可能 だと 謂 ふこと 

が出來 る。  " . ，  . 

、：^ 上の 如くで あるから、 人 麿の 原作が 盡く正 當に傳 へられた と は 限らす、 人 麿 作と いふのに も、 

『一 云』 とい ふの があって 變 化して 居り、 また、 人 麿 作と いふの よりも 人 麿 歌集の 方が 原作に 近いだ 

らうと 想像せ しめる もの も あるので ある。 併し、 一般から 云って、 『1 云』 の 方が 劣って ゐる。 此は 

巽 者の 艮カ によって、 從屬 的に したので >  これ は 尊敬して いいだら うとお も，. I 


人麼 歌集 は 大體飛 cll 藤 原 時代 を 中心として ゐる こと は旣 に云ク たが、 人 麿 歌集の 歌 は、 大作 家 持 

さ 代 あたりの 後進に よって 模倣 せられて ゐ るの を 見る と、 其 等の 後進 は 人 麿 歌集の 歌 を 大體人 麿 作 

と， 故して；^ 敬して ゐた だら うと 推測す るに 難く はない。 その 模倣の 有樣 は評釋 中に 述べ て 置いた 

が、 此^に も その 大體の 有樣を 示さう と 思 ふ。 

マキ ムク / アナ シ / ガハュ ュ クミ ヅノ タュル n トナ クマ タ 力 ヘリ ミム ヽ fe^ ご 0 1 1 ru 

、 卷向之 病 足 之 川， 由 往水之 絕事無 又 反將見 (，人 iis) 

ミレド ァ カス ヨシ ヌ / カハノ トコ ナメ  / なュル 「• トナ： ク、 な 力 〈リパ ム- -  0 三.； J0  ノ 

雖見飽 奴 吉野乃 河 之 常 滑 乃絕事 無久復 還見牟 (Mi  ) 

^^ぎ や.^^ k ぎぎ^ i^K^vig^ 多^ 流 許 登奈久 安里 我欲 比見牟 (？? 叶お 伴 細 §0) 

マ ヅガへ リシ ヒ テ  > 'レャ ： ；-ッ ダリ/十 力 ニノ ボリ n ヌ マロ ト ィフ ャッ』 コ /feJllLO 1 ヒ 

松 反 四 臂而有 八 羽 三 栗 中 上 不來麻 呂等言 八 子 (^ つ 人 igi^) 

ぎき气里；^^^まぎ气可モ气佐&ぎ¥乃ぞが|^曰 一 ) 

T リ ユキ ハチ へ-; ，リシ々. r ヒシ ク， ケ ナガ， キヮル ハミ" ッシ いム /&,.14|0  二三 ニーン 

沫 雪 千 重 零 敷 戀爲來 食 永 我 見 促 (，人 iiK) 

t ぎ^^ k チ知 ki, 布が. ど^^ 非 之， 久^^ 保 加 流 和 禮波美 都 都 之 努波牟 顏セ ). 

，ヒシ 十 バコヒ モシ ネト ャなマ ホ.' /  i ユキ ビト 二，； r モッ >  屮ク  -  0  二 1 二 ヒ\ 

戀死 戀死耶 玉袢路 行 人事 告兼 〔無〕 (§ 吁 iifcin 

だぎ；/ 奈 114.:: ぎ 也 i ず i^. ぎぎ、" 毛^" 毛ぎ is 爾伎 奈吉等 余牟流 (S 吁 おいお 1  れん) 

カク，、 カリ n じム や.， トシ シ>  マセ ぺトホ クミ ウベ ケア リ ケルモ / チ /fea-t-.lo  ニー 二  4J\ 

是 i 戀 物. 知 者 遠 可 見 有 物 (tf"J< 麿 龢モ) 

.  三 五 


三 六 

力 可 ク久！ ^力 可 S ^だぎ 寺 甲ぎ v^ykv 世ぎ きゾ曾 女ぎ k5 汁 rjr) 

^女ヒ比1^_がぎチ千ずセ世1^^奴^^,"奈ぞカ加モ母？女¥也ぎカ加！；^^^_5^美末知我ま>^  セ) 

n  ノ ゴロ  〔チ トセ ャ ユキ モ スギ ヌル トワレ ャ -ン ガモフ ミマ クホレ カモ、 も，； 1 tuTO 1、 乂." ヽ 0  Z 

比 者千歲 A 往裳過 與吾哉 然念欲 見 鴨 (讀 ri- まサ ) 

また、 ず IV おぎ^^ぎ^ 久 ずぎ里 夜 麻 許 曾 波 伎 美 我 安多 里 乎 敝太且 多 里家禮 。四 0 さ 一つと い 

ッ キミ レバ ク 二 ハオ ナジ チヤ マ へナ リウ ッ クシ ィモハ へナ リタ ルカ モ 、.JJ^ 

ふ 歌 は、 『古人 云』 とい ふ題詞 ある ものであるが、 これ は、 月見 國同 山隔 愛 妹 隔有鴨 (f 

に 1 二 0。) とい ふ 歌と 似て 居り、 恐らく 同一 歌が 流 俥の 際に 變 形した ものと 思 はれ、 『國は 同じ 

を』 が、 『同じ 國 なり』 とい ふ 具合に 通俗化 されて 變 つて ゐる點 も 興味が あるが、 それよりも 與 味の 

あるの は、 有名な 人 麿 歌集の 歌 も、 この 時には 旣 に、 『古人 云』 として 傳 はって ゐる點 にある。 

卷 十五の、 遣 新羅 使 人 等の 當所誦 詠 之 古謌の 中に ある 五 首な ども、 人 麿の 歌で あるの が、 旣に、 

『古歌』 として 誦 詠せられ、 個の 作者が 沒 してし まって ゐる點 とこの 場合 も 類似して ゐ るので ある。 

卷 十四の、 五 首の 如き も、 個の 作者の 名が 沒 してし まって、 東國 地方に 傳 はって ゐ たものに 相違 

ない。 そして 東歌の 書體 は、 一字 一音で 書いて ゐ るので さう 書いた ので あるが、 やはり 人 麿 歌集が 

本で、 東歌の 方が 第二次 的で あり，、 契 沖が 人 麿 歌集 を 疑って， 『第 十四 -ー 人 麿 集 出 ト注セ ダ歌 五首ァ 

リ。 人 丸何ゾ 東歌 ヲョ マ 产ぺ キヤ』 (代 匠 記 精) と 云った の や、 眞 淵が、 『人 麻呂 歌集 も旣言 如く 此撰 


よ.^ 後に 願 はれし 物 なれば、 此卷に 東歌に 载しを 本と す。 かの 人麻呂 集に もお 歌 を も 取し 頼 有 こと 

なり。』 (考) と 云って ゐる. のと は、 反對 だとお も ふので ある。 

w 女す るに、 人 麿 は 個人 作家と して、 なかなかに 多い 數の歌 を 作 6、 生前 旣に 有名で あ. „ -、 歿後 も 

入. 麿め 作 及び 人 麿 歌集の 歌 は 歌人の あ ひだに^ 敬せられ て、 その 作 に 影響 を與 へ、 一部 は 有名な 

人 磨の 作 だからと 云って 地方にまで 流傳 せられ、 個の 作者と しての 名が 無くなって 民謠 的な 歌と し 

て殘 つた もの も あると いふ こと に 落 著く の である。 

人^ 作と 明お せられた ものに は 長歌が 多く、 特に 長い 力作で、 それが 二 首も聯 接して あり、 廣義 

の 作と も li^ 做す ベ きものが あるのに、 人 麿 歌集の 方に は 長歌 は 短い のが 三 首 あるの みで ある。 

こ，；； も.：.！： 來諸舉 者の 目 をつ けたと ころで あらう が、 人 麿と 明記され た 歌 は、 應詔獻 歌の 公的な も 

のが y ノく、 また 望 大事 件 を取极 つた ものが 多い。 縱ひ 儀容 的に 發 表せす とも 濟む 場合、 ち 獨咏的 

な. s: 容の もので も、 審の死 を 悼む とか、 愛 に 別れて 上來 すると か、 近 江宮懷 古と か、 或は 半ば 公 

的と も考へ 得る もので も、 士 ロ備 朵 女の 死と か、 狹岑島 石 中 死人と か を 取扱った のが 多い。 從 つて 

1 一！ セ 
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人 麿 は 作歌に 際して せい 一 ばいの 力 を 傾けて ゐる。 この 諸 要素が 人 麿 作と いふのに 長歌の 多い 原因 

をな して ゐ ると おも ふので ある。 

これに 反して、 人 麿 歌集の 方 は、 私的の ものが 多く、 獨 味 的の もの、 縱 ひ依賴 によって 作った だ 

らうと 思 はれる もので も、 民 謠的發 想の ものが 多い。 大部分 は戀愛 歌で、 その 中には 男女の 問答 體 

が あり、 牽牛 織女の 支那 傳來的 新 材料に 與を おぼえて 作った もの、 旅 中の 地名 を機緣 として それ を 

序詞に した もの 等で あるから、 大體に 於て 樂に 作った ものが 多い。 また 稀に 獻歌も あり、 從駕の 時 

に 作った もの も あるら しいが、 長歌に して 儀容 を 作る 必要 を 感じなかった ものと もお もへ るので あ 

る 0 

右の 如き 私見で あるが、 人 麿 歌集に 長歌の 殆ど 無い とい ふこと は、 右の 如くお のづ から 作歌 態度 

こも 影響し、 安易に 作歌して しま ふとい ふ 結果 を 生じて ゐ るので ある。 吾等 は 或 時には 作歌の 眞情 

流露 を强 調して ゐる ものであるが、 自然 流露と 全力 的 全身 的 活動と を どう 調和せ しむべ きで ある 力- 

これ は 計らす も 人 麿 作と 人 麿 歌集 中 出の 作との 間に 提出 せられた 問題と なった のであった。 

次に、 人 麿 作と 明記され てゐる ものに は 旋頭歌 は 一首 もない のに、 人 麿 歌集に は 三十 五 首 も ある _ 

そして 卷 七の 二十 三 首の 前に は旋頭 歌と いふ 小見出しが あり、 卷 十一 の 十二 首 も 亦 さう である。 そ 


こで 森 本 治吉氏 は， 『人 麿 歌集に すでに この 様式が あって、 旋頭歌 は 短歌と 別に 一 かために して あつ 

たものと 思 ふ』 (日本 文學大 辭典) と 云って ゐる。 なほ 森 本 氏 はこの 旋頭 歌に ついて 次の 如くに 云って 

ゐる。 

旋頭歌 は、 その 歌 形から 見ても 今日 殘存 して ゐる實 物から 考 へても、 當 時の 民謠歌 口誦 歌であった らしい。 勘 

くと も旋頭 歌の 歌 形 や 氣分は 民讅歌 的で ある。 從 つて 當 時の 著名 歌人 中、 旋頭歌 を 作って ゐ るの は、 藤 原 八 

束 • 紀鹿人 . 高 橋 蟲麻呂 • 山上 憶 良 • 坂上郞 女. 大伴家 持の 六 家が、 各人 一 首づ つで ある。 ただ 慰み に こんな 

歌體も あるから、 と 云 ふ 位 ゐの氣 持で 作って みた ものと 見える。 然るに 人 磨 だけが 果して 三十 五 首 もの 旋頭歌 

を 作った と 云 ふ 事が 信ぜられよ うか。 殊に そのうちに は、 卷 七の 四 首 及び 卷 十一 の 四 首の 如く 明かに 女の 作で- 

人 麿 作と は 見られな いもの すら 混じて ゐる。 (日本 文學大 辭典) 

さう して 旋頭 歌に 限らす、 人 麿 歌集 中に 民謠 風の 歌が 多 いのは 『人 麿が そんな 民謠 風の 作 を 作つ 

た、 と 見る よ， o、 人 麿が 人 麿 歌集のう ちに、 作者 不明. の 民謠を 書きと どめて おいた のが ここに 採ら 

れ たの だ、 と 見る 方が よ.^ 合理的で ある』 と 云 ふので ある。 

右の 如く、 人 麿歌槳 中の 旋頭歌 は 純粋に 人 麿の みの 作で なく、 問答な ども あるら しいので あるが、 

短歌の 方に も 隨分樂 に 作った 民謠 風の もの も 多い ので あるから、 人 麿 歌集の 歌 は 大體人 麿 作 だとい 

三 九 
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ふ 結論に 卞づ いて、 逆に その 作物に 接する 場合に は、 これ 等の 旋頭歌 も 大體は 人 麿 自身の 作 だとい 

ふこと こなる ので あらう。 また 實際 一首 一首に 當 つて 見る に、 縱 ひ民謠 風の 內容の もので も 技法の 

立派な ものが 多く、 人 麿 作と 考察しても 敢て 不自然で ない ものが 多い。 また 旋頭 歌の 發生は 奈何の 

徑路を 取った にしろ、 1 たび 形式が 定まれば、 人 麿ぐ らゐの 力量の ある もの は、 少しく 興に 乘じ、 

或は 周圍の 刺戟に 應 すれば、 この くら ゐの數 は 作り 得る とお も ふから.、 諸氏の 說を參 放して 大體人 

麿 作：；； 多いだら うとい ふ ことにして 置く ので ある。 

そんなら なせ 人 麿 歌集の みに 旋頭 歌が あって、 人 麿 作と 明記 せられた 歌の 中に 旋頭 歌が 無い かと 

いふに、 人 麿 作と 明記 せられた 歌 は、 自發 的獨咏 的な ものよりも、 儀容 的、 公的、 或は 應詔. 獻歌" 

或は 依賴 によって 作った ものが 多い やうで あるから、 結果 は 長歌、 短歌の 形式の みで、 旋頭歌 は 無 

いとい ふこと になった ので あらう。 そして この結果 は、 旋頭 歌の 形式 は榮 えす にし まふ 原因 を もな 

して ゐ るので はなから うか。 私 等の 軍なる 主觀 からい へば、 旋頭 歌の 形式 は大に 面白い ものである 

が、 人麿當 時に あって 旣に、 公的 儀容 的の 場合に 調和が 取れ 難 かつおと いふ ことになるの ^ はな か 

らう か。.  , 


萬 葉 集卷ー 一. 三 所 出 歌 


〇 

【港ニ  •  I 四 六】 

のら み  きみ  むす  いは し. C  こ まつ  うれ  また み 

後 党む と か 結べ る 磐 代の 子 松が 末 を 又 見け むか も 

後 將見跡 君 之 結 有 磐 代 乃 子 松 之 宇禮乎 又 將見香 聞 

『大寶 元年 辛 丑 幸 一一 于紀 伊國 一時 見 二 結 松 一 歌 一首』 とい ふ 題が ある。 流布本に、 『大 實』、 『若 之』 

と あるの を 他の 古寫 本に 據 つて 『大 寶』、 『君 之』 と 訂正した。 なほ 古寫 本の 大部分に は、 怖 本朝 ほ 

人 麻：：.：： 歌 巣屮出 也と いふ 注が ある」 〇 後 將見跡 舊訓ノ チミ ムト。 竟蒙 抄スュ ミント。 〇 子 松 之 宇 

禮乎 舊訓コ マツ ガウ レヲ。 古寫本 中、 コマ ッノ クレヲ (元 • 金. 神) の訓も ある。 〇 又 將見香 聞 舊 
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調 マ タミ ケム カモ。 古寫 本の 中、 マタ モミ ムカモ (元. 古-神. 額 )o マ タミ ツルカ モ (金) 等の 訓がぁ 

る。 

紀伊國 の 行幸 は、 續 日本 紀に" 大寳 元年 九月 (庚 午朔) 丁亥 天皇 幸-一紀 伊國ー 冬 十月 (庚 子朔) 丁 未 車 

駕至ー 一武 漏溫泉 一と ある その 時 だとい ふこと になって ゐる。 一首の 意 は、 有 間 皇子が 自ら 傷みて 松が 

まさ *i 

枝 を 結べる 歌 二 首の 第一 首に、 『磐 代の 濱 松が 枝 を 引き 結び 眞 幸く あらば 亦 かへ. 9 見む』 (卷 二。 一四 

1) -と 詠まれた のに 關聯 して 作って ゐ るので、 命が 全く あらば 後日 かへ り 見ようと 仰せら- れ たが、 

その 小 松の 枝 をば、 皇子 は 二た び御覽 になった ことで あらう か、 いやさう ではなく、 御 命 をお とさ 

れ たのであった とい ふので ある。. この 歌の 小 松は必 すし も 小さい 松で ない ことが 1=^ かり、 『卷 向の 檜 

原 もい まだ 雲居ねば 子 松が うれ ゅ沫 雪な がる』 S 十。 三 一二 四； >。 『夕され ば 小せ が うれに 里人の 聞き 

こふる 迄に 山 彥の答 ふるまでに』 (卷 十二 九 三 七) などの 例が ある。 - - 

ながの いみき お き まろ  きし 

これと 類 想の 歌 は、 長 忌 寸意吉 麿 結 松 を 見て 哀咽 せる 歌 二 首、 『磐 代の 崖の 松が 枝 結びけ む 人 は 

むすび ま つ こころ 

かへ りて 亦 見け むか も』 一。 一四き。 『磐 代の 野中に 立てる 結 松 情 も 解けす いにしへ 思 ほ ゆ』 (卷 二。 

一四 四 J が ある。 この はじめの 歌に 似て ゐ るので、 眞 淵の 考 では 人 麿 歌集の 歌 は 長 意 吉麻呂 の 歌の 異 

偉に 過ぎぬ と 云って、 『後人 みだりに 書 加 へし もの 也、 仍 てこ  >  に 除て 別記に い へ ，9』 と 結論して ゐ 


る (おは：； J? 等)。 併し 孜證 では それ を 否定して、 『本より 別の 歌と こそき こ ゆれ』 とし、 美 夫君 志 も、 

rjss なり』 と 云 ひ、 新考に は、 『彼 歌 を かくは 唱へ 誤る ベから や。 おそらく は 同時 別人の 作なら む』 

と 云 ひ、 講義で は、 『而 して この 歌 は 上の 元曆本 等に 記せる 如く 古き 人麻呂 集中に あ，. - しなる ベ けれ 

ば、 それより 摘出せ しもの ならむ も 知られす。 いづれ にしても 意 寸麻呂 の 歌と は 異なる ものなる は 

明かな り』 と 云って 居る の"， f.- ある。 意 吉麻呂 は 殆ど 人 麿と 同時代と 看做され るから、 眞 淵の 說も 1 

應 はうな づ かれる が、 同時代で ある だけ、 別な 歌 だとい ふ 可能性が あ. 9 得る ので ある。 

なほ、 大齊 元年 辛 丑 秋 九月 太 上天 皇紀 伊國に 幸せる 時に、 坂 門人 足の 歌、 『巨 勢 山の つらつら 捲つ 

こ せ  つ ざのお びと あ ふみ  あさら  き ひとと も  まつ.： や i 

ら つらに 見つつ 思 ふな 巨 勢の 春 野 を』 (卷 一。 五 四) と、 調 首 淡 海の 歌、 『麻 裳よ し 紀人羡 しも 亦 打 山 

行きが と 見ら む紀 人ぎ-しも』 (卷 一。 五 五) とい ふの が あるから、 この 人 麿 歌集の 歌と 同時に 出來 たも 

ので あろ。 つま 6 供奉の 人々 がいろい ろ 作歌した ものと 見え、 その 一部が 傳 はって ゐ るので ある。 ， 

この 時人 麿 も 供舉 したと いふ 記錄は 無い が、 人 麿 歌集に この 歌が あ . り、 なほ その他に も 人 磨 歌集に 

紀 伊で 作った 5 首 (f^rji 七) など もあって 紀 伊と 關 係が あるから、 ひょっとしたら 人 麿 も 供奉した 

かも 知れない ので ある。 つまり 太 上 天皇 (持 統) に 供奉した の だから、 その 想像 は 全くの 無稽と いふ 

1^  — I  }  n  J/  ？ \ 
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併し、 この 人 麿 歌集 中 出と いふに つき、 孜證 では、 『さて この 端辭、 時の 字の 下、 作者の 姓名 あり 

しを悅 せし か。 又は もとより. 作者 不， 知 歌 にても あるべし。 元曆本 ここに 小字に て 柿 本 朝臣 人麼歌 

集中 出 也の 十一 字 あ， o。 集中の 例、 左 注に あぐべき なれば ここに はとら す』 と 云って ゐる。 これ も 

一見識であった。 けれども 現今の 校本 萬 葉の 如く 多く 古 寫本を 集めて 見れば、 題詞の 下に 小字で、 

柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 中 出 也 (1:1:1.) と ある ほかに、 元曆 本で は 題 詞の次 行に 小字で 書いて あり、 • 

神 田 本で は 題 詞の次 行に 大字で 書いて あり、 ば It で 殆ど 盡 くさう あるの だから、 相當に 重く 

見て いい ものである。 それから 袖 中抄に は、 『大寶 元年 一一 文武 天皇 紀伊國 一一 幸 之 給 御 共 一一 候テ， 結松ヲ 

ミテ、 人 丸 カヨ メ产 哥、 ノチ ミム トキ ミカ ムスへ〃 ィハシ 0  ノコ マツ カク レヲマ タミ ケム カモ』 と 

あって、 人 麿 作と して あ-る。 ただ. 一首の 歌 柄から 見て、 これ を 人 麿 作と せねば ならぬ 特徵は 見つか 

ら ない 程度の ものである。 それにして もこの 時の 行幸と 人 麿と 何 かの 關 係が 無かった だら うかと 思 

よしめ る だけで も、 この 歌の 憒値は あると 思 ふので ある。 なほこの 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して 載り 

結句 『叉 も 見む かも』 と あり、 また 和歌 童 蒙抄第 七に、 『ノチ ミム トキ ミカ ムスへ〃 ィハシ ノコ マ 

ッノ ウレ ヲマ タモ ミム 力 モ萬葉 一一 ァリ』 として 載り、 玉 葉 集に、 人 麿 作 『紀 伊國 にみ ゆき 侍りけ る 

時む すび 松 を 見て よみ itl: りけ る』 と 題し 結句 『また 見つ るかな』 となって 出て 居る 


【« 三. 二 四 四】  わ も 

みまの 一？ ラざ山 ざ i のず あらむ と 我が 思 はなく に 

三 I 之 御船 乃山爾 立 雲 之 常 將在跡 a 

ザぎ 皇子 i に 遊び 給 ひて、 f ぎ is に ぼき は.：；.： f さ； むい； P 

それ： 對 して、 f3 みが、 5g.i に まさむ 白雲 も 三 船の 山に 絕 ゆる 日 あ 

:r や： と： 

人 麿 之 I 出』 とい ふ轰が あ， る ものである。 それ ゆ II 子の 御 歌と いふ ことになるの ナカ 

やよ 义麿 歌集に あると いふ 左 注が あるから 此 處に抄 したので ある。 .  『に？， 

削 uutil ところ は、 『f 上の』 が、 『三 寡の』 ！  5 る 雲の』 が I 

の r:rh だけで、 一首の 形が 殆ど 同じで ある。 i 一首の 意 は、 三 船の山| て X 

HHK  llil とい 倉 こもって 
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ゐる。 實 朝の 『世の中 は 常に もが もな』 などと 似た 點も ある。 この 歌の 『立つ 雲』 とい ふの は 特殊 

でお もしろ いが、 やはり 『ゐる 雲』 の 方が 素直で ある。 そして 『瀧の 上の』 の 方が 實際 的、 且つ 具 

象 的で、 『み吉 野の』 よりも 好い。 

それから、 この 歌が. ん麿 歌集 中に あるの は、 弓 削 皇子の 御 一行の 中に ひょっとせば 人 麿もゐ て、 

そのと きの 歌 を 備忘の ために 書きつ け、 その  一二 句 を 違へ て 記した のか も 知れす、 さう でな く 供奉 

せす にゐて あとで 聞いて 記して 置いた ものと もお も はれる。 直接 間接の 差別 は あるが、 いづれ にし 

て も人警 こ關 系が あるら しく ®a 像す る ことの 出來る 歌で ある。 放證 では、 左 注 を 否定し、 『 この 左 注 

(マ 、： > 

よ 也。 .1 口の 御 歌の やう を考 ふるに、 吉野宮 にあ そび 給 ひしに て、 春 日 王と 贈答の さまな ど 届. 1 

皇子の 御 歌なら で、 人 麿の 歌なる べきい はれな し』 と 云って ゐる。 


葉 维卷七 所 出 歌 


〇 

【港 七 . 1 0 六 八 〕 


S 七.  一 0 六 八】  it  ： 

ず？ g の？ ちかぶ § の I 林に 榜 I る 見 ゆ 

5 丹 S 波立 月 船 星 之 林 丹 榜隱 所見 


、 I.  f、 . 『右 一 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 左注 力 あ； 

雑歌の 部に あって、 『養』 とい ふ 題 力 t  11 結句、 コ 

に は、 初 句、 ァ了カ 二 神 i) 。アマ ニラ (類) ソラノ  、 

ギカ クサ レ ヌ (祌) 等の 訓が あつ..^  t  M<^:e、， てゐ るの を 波と 見 

P き 命で！^ よして ゐる。 夜の 天空 を 海と 見た て 雲の 動，^ 

g の 天界の あ.... さま を譬 ゆて 表 は  四 七 
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たて、 群 星 を 星の 林と 云 ひ、 月 をば 船と 見た てて、 月が 出たり 入った.^ する の を 船が 榜ぎ隱 ると 云 

つて 居る ので ある。 天空 を 見て ゐ ると ただ その 儘で は 物足りなく、 何 か 譬喩と して 云 ひ あら はした 

、ぃ氣 持と なる もので、 現代の 如く 嚴 格に 短歌の 表現 を考 へて ゐ ない 場合に は、 かう いふ 表現 を 取り 

たくなる の も 一 つの 自然 的な 衝動と 看做して いい。 

こ  つ. *7 ひと をと こ 

それ だから、 萬 葉に も、 『天の 海に 月の 船う け桂梶 かけて 榜ぐ見 ゆ 月 人壯子 卷十。 二三 ニー じ。 『^ 

風の 淸きゅ ふべ に. 5^1 はふね 榜ぎ 渡る 月人壯 子』 (卷 十。 二 0 四 三、。 『春 日なる 三 笠の 山に 月の 船出 づ遊 

おの 飮む i 析に 影に 見えつつ』 (卷 七。 一二 九 5 などが あ も、 懷風 藻に は 文武 天皇の 御製に、 『月 舟 移 二 

霧 渚 „; 楓檝泛 二 霞濱ー 臺上澄 流耀。 酒 中 沈 去 輪。 水下斜 陰碎。 樹落秋 光 新。 獨以： 一星 間 鏡 一 還 浮-一 雲. 

漢津ご などと も あり、 懷風 藻の 序に も、 これ を 引いて、 『天皇 泛 二月 舟 於霧潘 一』 云々 と 云って ゐる 

ま  * 

、 詩句で ある。 つま. 0 支那 文學の 一種の 表現 法で、 『月 舟が 還た 雲 漢の津 に 浮ぶ』 とい ふあたり は こ 

の 人 麿 歌集の 歌の 表現に 似て 居る から、 ひょっとせば 人 麿が この 御製の やうな 趣 を 和歌に 翻して 作 

つたと も 想像 せられる。 直接 漢詩からの 直譯 ではない 樣 であるが、 この頃に は 自然 兩 者の 交流が あ 

つたと 看做して いい。 

考に * 『歌の 書體 人麻呂 集の 如く なれに、 集の 時 書る なるべし とお も はる』 と 云って ゐ るの は、 こ 


の 歌 を 人 磨 作と 認容した， 訣 ではない が、 人 麿 歌集の 書き ざまの 特徴 を 云って ゐ るので ある。 童蒙抄 

では、 『如. 此 あるよ， o、 集に 皆 人 麻呂の 歌に して 被. 载し 也。 然れ ども 惜に人 麻呂の 歌と 作者 を不 

記ば 決し 難き こと 也。 さわ ど 先 此左注 をより 處 にして 人 麿と 云 ひ傳る 也』 と ニムって ゐる。 人 麿 作と 

して は不惜 だとい ふ 意見で ある。 『大船に 11 具 構繁 貫き 海原 を榜ぎ 出て 渡る 月人壯 子』 f 卷 十五。 三 六- 

1) の 左 注に 『右 肺 本朝 は 人 磨 歌』 と あるから 人 麿 作と 認められて ゐ るが、 この 左 注 は、 どうい ふ资 

料に 本づ いた もの か、 或は 人 磨 歌集の やうな ものに 據っ たもの かも 知れぬ。 そして 若し この 卷 十五 

の 歌 を人麼 作と せば、 卷 七の 此の 歌 も 人 麿 作と していいだら うか。 併し それ は 想像で ある。 

かう いふ 譬喩の 歌 は、 現在の 寫 生の 說 から ゆけば、 聯想が 幼稚で 感心 出來 ない ものであるが、 一 

首の 調子が 流石に 立派な ものである。 いろいろな 物 を 詰め込み、 こせこせして しま ふところ を これ 

まで 爲 上げた 點は やはり ie? 葉 歌人の 力量 だとお も ふ。 人 麿 は元來 もっと 大きい 波動 的な 歌 調 を 好む 

が、 時には かう いふ 歌 調 を も 作った のか も 知れない。 萬 葉 佳作 選に は 現在の 標準から ゆけば 漏れる 

か- - 知れぬ が、 問題 を 含む 歌と して、 抽出して 論議すべき ものである。 

この 歌 は 拾 造 集 及び it 本 集に、 『空の 海に… こぎ かへ る 見 ゆ』。 和歌 童蒙抄 に、 『あまの が は… こ 

ぎかく さ；； ぬ. T 六帖 にも 天の原の 題で 初 句 『あまの が は』 として 載り、 共に 人 麿 作と して ゐる。 
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【卷七 •  I  o 八 七】 

5  V かよ なみ た  まき むく  ゆ つき  たけ  くも ゐ た 

幫足河 浪 立ちぬ 卷目 の 由 槻が嶽 に 雲居 立て るら し 

痛 足 河 河 浪立奴 卷目之 由 槻我高 仁 _ 雲居 立 有 良 志 

『詠 雲』 とい ふ 題の ある 二 首 中の 第一 首で ある。 第二 首の 次に、 『右二 首 梳 本朝 E 人 麿 之 

歌集 出』 と 注されて ある。  . 

0 痛 足 河 アナ シガハ で、 大和 國 磯城 郡 纏 向村に あり、 源を卷 向山 一纏 向山) と 三輪 山と 

から 發し、 二 山の 間 を 西 流して 檜 原の 裾邊 をな がれて 居り、 今は卷 向川と 云って ゐる 流で、 一部 

は 纏 向 穴師の 方に 流れて 穴師 川と いふが、 古へ は 今の 卷 向川 を 痛 足 河と も 云った ので あらう。 そ 

して、 當時は 密林の 間 を 流れ 水量 も 多かった ものに 相違ない (喊 S 翻 政 那參默 )。 0 河！ 浪古| 奴 カハナ 

ミタチ ヌと訓 む。 作歌 時 現に 痛 足 河の 川浪の 立つ の を 見て 居る ところで ある。 同時に、 風の 强 いこ 

と を 含めた のか も 知れぬ が、 風の こと は あからさまに は 云って ゐ ない。 〇 卷目之 マ キム クノと 1!^ 


む。 奮訓 マキ モク ノで あつたの を， 考 から マキ ムク ノと訓 じ、 諸學者 それに 從 つた。 『卷目 ハ ス ナ 

ハ チ痛足 m ナソ。 古今 顯昭祕 注、 マキ モク ノア ナシ ノ 山ノ- 山人 ト 、 ョ メ  y 神 樂歌ノ 注 一一、. 卷向ノ 山 

トモ 云、 穴 師ノ山 トモ 云。 サ-テ カク 卷向ノ 穴師ト 詠ッ. >  クグ ナリ』 (代 匠 記 精： >0 『古事記、 麻 岐ホ久 

能 比 志 呂能荬 夜と 書り。 其 外 まきむ くと 訓 べき 證 多し』 (略解 ヾ 『卷 向と も、 纏 向と も 書り、 (此に 

目 字 を 書る に 依て、 マキ モクと 訓は 非な り、) 神 名 帳に、 大和 國城上 郡 卷向坐 若 御 魂 神社と ある 其處 

な.^』 (古き。 『ここ は マ キ モ ク とよみて 可な， o』 g 考) 等の 諸說が ある。 それから 卷 向山と 痛 足 山 

と 同 一 の やうに 契 沖の 文に あるが、 卷 向山の 方 は廣ぃ 總稱で その 一 部に 痛 足 山が あると して 好い。 

〇 由 槻我高 仁 ュ ツキ ガ タケ-一 と訓 む。 考 • 略解な どで は ュ ダキと 濁り、 他の 注釋 書の 多く は ュ ッ 

キと 淸んで 訓んだ やうで ある。 由 槻嶽は 古來卷 向山の 高峰と いふ 說が あつたが、 大體展 巳 氏 等に よ 

つて それが 確め られた ごとくで ある (i^ 巳 氏、 前揭 書)。 『由槻 パ 弓 機 ナリ。 槻 ハ 弓ノ 良材 ナ レ バ 弓槻ト 

云、 槻ノ木 タノ キ. E 一一  テ、 此名ヲ 負歟。 …… 泊瀨 一一 モ 弓機ヲ ョミ タレ ド、 弓 機 、ノ 何處 一一 モ似ッ カハシ 

キ處ュ 、ノ ョミヌ ベ シ 。 「り 槻カ高 トイ へ \  、ノ 卷 向山 ュ 取テ 最高 頂 ヲ云ナ \ ベ シ 』 (代 匠. 記精ヽ 『則 卷. 向 

山の 高嶺 を 云なる べし。 …… 高 は、 高嶺の 縮 言』 C 古き。 OS 居 立 有 頁 志 ク モヰタ テグ ラシと 訓 

む。 『有』 字 は 細 井本. 無訓 本に は 無い。 諸 本 及び 注釋 書の 訓は、 ，ク モ ヰ タ ッ ラ シ *(き ： &^^雜|ト略)0 


五 二 

クモヰ タ テ ラ シ (神)。 クモ タタ ^ ラシ (西 • 钿)。 クモタ テク ラシ (矢 丄尕 • 附 • 寬永 本ズ クモヰ タ^ラ 

シ (代 匠 記 初)。 クモヰ タテ, ラシ (代 匠 記 精)。 ク モク テ, ラシ、 クモヰ タグ-フシ (童 蒙 抄)。 ク モ ゾ タ ッ 

ラシ (考) 等で ある。 諸 說を抄 すると、 『立の 字 は 而の字 を あやまれる にや。 而の 字なら ば、 雲ゐた 

るら しと よむべし』 (代 匠 記 初 3。 『雲居 立 有 良 志ハ、 校本/如 ク、 クモヰ タテ, ラシ ト讀 べシ。 字 一一 

叶へ レノ上 一一、 景行紀 一一 思 邦 ノ御歌 一一、 和 藝弊能 伽 多 由 區毛位 多 知區暮 トヨ マセ 給へ グヲ證 トスべ シ。 

ソ レ 一一 取テ 雲居 トツ -； ク ベ キ 力。 雲ト云 ヒ テ居立 だ トツ .-、 ク ベ キ歟。 雲, 居 ダ物ナ レ バ 震 ヲ 雲居 ト 

云 ヒ馴タ ^ ペケ レバ、 下" 立 有 ラシ ト讀 ぺシ』 (代 匠 記 精)。 『これ を 雲た てるらん とよ ませ たれ ど 心 

得難し。 立の 字 は 出の 字、 而の 字な どの 誤りた るか。 又 有の 字、 都の 字 を 誤れる か。 下にな みくら 

山に 雲居 者 ともよめ. 9。 然れば 出而の 誤りなら ば雲ゐ たるら し 也』 (窒蒙 抄)。 『雲井た な 引と よめる 

あれ ど、 居の 字な き方ぞ よしと せん。 一本に 居の 字な し。 活 本に 有の 字な し。 雲ぞ たつら しぞ よき。 

一 本活 本に よ.. て 居 有の 二字 をす てつ』 sfo。 『雲 ヰ は 古事記， 和 岐弊能 迦多由 久毛韋 多知久 母と 有 

りて、 唯 だ 雲の 事 を 言へ り。 今 本、 雲居 立の 下、 有の 字 有り。 活本 有の 字 無き を 善しと す』、， 略解 ヾ 

以上の 如くで あるが、 『有』 字の ある 諸 本が 多い から、 さう すると、 クモ ヰ. タク だ ラシと 訓む 方が 

順當 であらう と 思 はれる。 そして ク モヰは 先進の 考 澄の ごとくに 雲の ことと 解す るので ある。 
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な-、 痛 足 河 を 見ろ と 河浪が 立って 居る 。河 浪が强 くな つた。 恐らく 卷 向山の 一峰で ある 

.E 概が嶽 に 雲が 起って ゐ る と 見- る。 と-: ム ふぐら ゐの 意味で あ る 。 

作者 は 痛 足 河の ほと..^ を步 いて ゐる やうな 趣で、 近く 痛 足 河の 河浪を 見て ゐ るの だと 思 

つてい いだら う。 そして 由 槻が嶽 の 雨雲の 方 は、 『らし』 とい ふ 推量の 語 を 使って ゐ るから、 これ は 

離が 遠くに ある 趣で、 推量で も當の ある 推量 だから、 もう 雲霧の 去來が 見える ところと 解して. f 

いい _の である。 

• それから， 『河浪 立ちぬ』 と 言 ひ 切った の も 目前の さまに 觀 人した 句で おもしろく、 この 語の 货後 

に はや はり 風が 吹き わたる こと を 暗 指して ゐ るので ある。 また、 水量の 增 した 氣 持で あるから、 そ 

のころ- 响が 降つ たとい ふこと も 籠らせて ゐ ると 解して いい。 『纏 向の 痛 足の 山に 雲居つつ 雨 は 零れ • 

ど ..^ii れつつ ぞ來 し』 (卷 十二。 一 一二  二 六) などの 歌 も あるから である。 ただ 字面に は、 風の こと も 雨の 

こ. とも 無い から、 味 ふに は 字面 を 飽くまで 主にし、 風、 雨の こと は從屬 としなければ ならない。 さ 

うでない と、 作者の 自然観 入の 眞髓を 見 免が すお それが ある。 『秋風に 河浪 立ちぬ 暫く は 八十の 舟 

津に 御舟と どめよ』 (卷 十。 二 0 四 六 ：>。 『風 吹きて 河浪 立ちぬ 引 船に 渡り も來 ませ 夜の 更けぬ 間に』 (卷 

上 そ 

fo  一； 0 五 四」。 『年に 魅 ふ 吾が 舟榜 がむ 天の河 風 は 吹く とも 浪 立つな ゆめ』 5 十。 二 0 五八) などの 用例 


.  五 四 

を 見る と 風と 河浪の 立つ 關 係が 分かる し、 或はその ころ雨降，.^^、 今 も 雨 降らむ とする 氣化^ あら は 

す氣 象の 欝勃 たる 銳 さに、 作者が 參 加して ゐる とも 考 へる ことが 出來 るので ある。 幸 田 露 伴 翁の 文 

中、 『やがて、 風 ざわざわと 吹き 下し、 雨 どっと 落ち かか-.^ 來 るなら ひに て、 あらしめ きたる 空 合に 

此 雲の 出で たる、 また 無く 物 すさまじく』 云々 (雲の いろく) と あるの は、 夕立 まへの さまで あるが、 

やはり 風 一陣の こと を 云って なる ので ある。 併し、 人 麿 歌集の この 歌 は、 盛夏の 夕立で はなく、 初 

夏 或は 初秋 ごろの 雨 ふるまへの 趣の やうに もお もへ る。 歌の 季 のこと は 次の 歌の 條に 再說 する つも . 

り である 。- 

. この 風の こと、 雨の. ことに 就き 先進 も說 いて ゐる。 『河浪 ノ立ト ニー ッノ 意侍ダ べシ。 一 ツー ーハ 

雲 一一 依 テ風ノ 吹 故 ナリ。 古事記 中 神武 天皇 段 一一、 伊須 氣余理 比 1 買ノ歌 曰、 佐 韋賀波 用 久毛多 知 和 多 , 

理宇泥 備夜麻 許 能 波 佐夜藝 奴加是 布加牟 I 須、 叉 歌 曰、 宇 泥 備夜麻 比 流 被久毛 登韋由 布佐禮 波加是 

フカ ムトゾ コノ、 メサャ ゲル  ナミ クー；' ャマ クモヰ 

布 加 牟登曾 許 能 波 佐 夜 牙 流。 二 ツー 一 、へ 雲 一一 ヨリ テ雨ノ 降 ナリ。 此卷下 一一、 ササ 浪ノ連 庫山 一一 雲居 

テ" 雨 ゾ零チ フカへ リコ 吾 背、 トヨ メグ 一一 准ラへ テ思フ べシ』 (代 匠 記 精)。 『夕立 時雨 杯に て 水 まし 

て浪の 立と 云 意 か。 下の 雲居た るら しと は、 由 機が たけに 雲の ゐれ ば、 雨な ど 降た めし 有 を もて か 

くよ めるな らん。 今 も そこの 峰に 雲 かゝれ ば、 必す雨 降 風 立事钚 有に 同じ 理 りならん』 (童 蒙抄： *" 


-  お こ 

『右二 首 共に 雨 降る と 言 はすして 知らせたり』 C 略解： 『雨 降む とする 時、 風發 りて 浪の立 さわぐ も 

の なれば、 河浪の 鳴動く を 聞て、 雲の 立 を 思 ひやれ るな り』 (古義) 等で ある。 

强ぃ莊 i な 歌で、 然 かも 寫 生が 行きと どいて 誤魔化しがない。 風 も 雨 も 背景に 潜めて、 河 浪を眼 

前に 彷彿せ しめ、 雨雲 を それに 配して ゐる その 單 純化の 手腕 は實に 驚くべき である。 さう いふ 觀入 

の 順 直に 徹して ゐ ながら、 一首の 中に 地名の 固有名詞 三つ も 入れて ゐる。 これな ども 技法の 方面 か 

ら 云へば 非常な 大膽 なわ ざで あるが、 作者 は 平然として それ を 行って ゐる。 そして 一首の 聲 調は渾 

然として いささかの 破 錠 もな く、 却って 一種の ひびきと して 受取る ことが 出來、 後世の 歌の 如く こ 

せこせ した 事物 を 詰め込ん だの.. i.b も すっとい ぃ效果 を收め て 居る。 それから 第一 一句で 切って 結句 

で 切. o、 『卷 向の 由 機が 嶽に』 のと ころの のがに の關 係な ど は實に 及びが たい 味 ひで ある。 結句 はク 

モヰタ テル ラシと 大きく 字餘 りに して 大に いいが、 クモヰ >  ッ ラシと しても 亦い ぃ聲 調で、 訓話 考 

證の點 を 措いて 歌 を 味 ふ 上から いへば、 クモヰ タツ ラシ も 實に棄 て 難い。 私 は 二つと も 愛惜して 1 

っを棄 てようと はしない。 . 

作者の 分かって ゐる 歌の 方が、 讀人 不知の 歌よりも 安心して 鑑賞 出来る と 思 ふの が 人情と 見え、 

人麼耿 集の 歌 は、 人 麿 作と 明記され てゐる ものよりも、 評價 上から も 不安な やうに 思 ふので あるが、 

五 五 


いい 歌に なてば 固 人の 作者の 名な どの 問題 を 超越して かま はない ので ある。 併し、 入 磨 歌集 中には 

人 麿の 作が 多分に 含まれて 居る と考へ 得べ き だとせば、 此處の 二 首な ど はや は.^ 人 麿の 作な ので は 

あるまい か。 讀人 不知と して は 物 足らす、 一定の 作者が 欲しい とせば、 や は h 入 麿 作と 想像したい 

ので、 私 は 以前から 祕か にさう 思って 味って 来た。 無論 讀人 不知の 作で、 この やうな 聲 調の 大きさ 

を 持った 歌が 幾つ も あり、 現に、 『大海に 島 も あらな ぐに』 の 伊勢 從駕の 歌な ど は 人 麿 作 を 彷彿せ し 

める けれども、 大體 この 二 首の 聲調は 人 磨の 聲 調と 相 通す る こと を感 やる ので ある。 

この 歌 は 和歌 童蒙抄 に、 『アナ シカ ハカ" ナミ タチヌ マキ モク ノュ月 力 タケ 一一 クモ タテ ダ ラ シ萬 

葉 第 七 一： ァリ』 と あり、 續 古今 雜 下に も 載って 居る。 . 

〇 

【卷七 .  一 0 八 八】 

,  やまが. I  さ  M  ゆ づき  たけ  くも た • 

あし ひきの 山 1^ の瀨の 響るな べに 弓 月が 嶽に雲 立ち わたる 

足 引 之 . ^河 之 瀨之 響苗爾 弓 月 高 雲 立 渡  . 
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H 『；，t 雲』 の 第二 首で ある。 別々 に 作って 此處 に. 類題した もの か、 或は 同時に 作った も 

のか。 二 首 は 同じ 趣の 歌で あるから 同時に 作った ものと し、 二 首 連作と 看做す こと も 出来る。 

〇 足 引 之 ァシヒ キノと 訓む。 暫く 宣 長に 從ひ淸 音に 訓んで 置く。 山に 冠ら せた 枕詞で * 

ァシ ヒキキ  ァシ  ァシ t キ 

その 語意に は諸說 があって 未解決で あるが、 本居宣 長の 足 引 城說、 卽ち. 『足 は 山の 脚 r.r' は 長くリ 

y たる を. ぶ。 城と は 凡て 一 構なる 地 を 云て、 此は卽 山の 平なる 處を 云』 (古事記 傳」 とする 說、 それと 

同 系統の、 高橋殘 夢. 加 茂，^ 魔 等の 說が 一番 無理が 無い やうに 思 ふが、 どうい. ふ もので あらう か。 

ァシ を" ci_^ と 做す にっき、 新^ 字 鏡、 爾雅 注、 伊呂波 字類抄 等に、 ァシ タカ グモが あり、 萬 葉卷五 

(九 0S0 に 須 が あり、 新撰 字 鏡に 足 須留が ある。 以て 參考 とすべき である。 次に、 宣長 は、 『=^ 

よ 清音な り。 此首、 書紀萬 葉な どに も 多く ある、 皆 比に は淸 音の 假字. を 書， 5。 濁り は 非な，^』 (古事 

.ぉ 傳) とい ひ、 宣長 門の 石 《 ^龍 麿 も， 『こ は 萬 葉に は、 猶 いとお ほく ある、 ー處も 比に 濁音の 力な を 

用ゾ N るよ なし。 、め i^H: 音な.^。  しょみ ならへ る は 誤 也』 (古 一 百涛？ S 考) と 云って ゐ るが、 萬 葉で は- 

『4^』 は すし も淸 音の みで はなく、 『毗』 に 通 はせ て ビと發 音した 形跡が ある。 卽ち、 阿蘇 比。 安 

が f_k^。  ？ケ t.iir 妒 k,iir  ぎ^^。 ■  t 計努 比。 於 保 也 比 等。 伎 倍 比 等。 鸟 之 奴 比 

がピ。 牟領 比。 比。 毛呂比 登。 奈良比 等。 波 流 比 等 は、 ビと 濁って 訓んだ やうで あるから、 宣 


五ん 

畏龍 麿に も 一ぎ には從 はれない * 卷 十五 (三 六 八 七) の、 安， 思必寄 能は淸 音で 訓 むとして、 『必』 は淸 

音の ヒ だと 龍 麿 は 分類して ゐ るが、 卷 十五 (一一 一七 一言、 一 云) の 左必之 佐の 例が ある。 また、 大槻 氏の 

言海で は、 ァシビ キノと 濁って 訓 ませて ゐる。 そこで、 古事記ぁた-^^で使った時には淸音でぁった 

かも 知れない が、 それが 萬 葉で は絕 待と いふ わけに は 行くまい と 思 はれる し、 この 人 麿 歌集の 場合 

に は、 ァシビ キノと 濁音に 訓む 方が 一首の 調べのう へから 私の 好む ところで あるので、 私は祕 かに 

さう いふ 發 音で 吟誦し 來 つて 居る。 併し、 今 は 一般的 解釋 であるから、 暫く 宣長 訓に從 ふので ある 

が、 この 淸 濁の 問題 は、 萬 葉 集の 範圍 中に あって 旣に 時代 的變 化が あつたの かも 知れない。 毛 美 知 

婆な ども、 龍 麿 等 は モ ミ チ バ と淸 音に 訓む やうに 主張す るの だが、. 集中に あって 旣に モ 三 デ バ と發 

音した 部分が 必 すあった と 看做して 好い ので は あるまい か。 天人 は、 ァ メヒト であるべき 笞 なのに- 

ァメ ビトと 云って ゐる。 以て 一 般を 類推す ベ きで ある。 次に、 この ァシヒ キノ とい ふ 枕詞 はた だ 枕 

詞 として 音調 上使った ので あるが、 代 匠 記に、 『今 按、 此足引 之 山河 ト 云へ, ハ、 若 足 引 ト云詞 r 

アナ シ山 ヨリ 起レ 〃事ノ 由ナド 有テ、 今 アナ シ ノ 山川 ト云 ベ キ所ヲ 其 意 二 足 引 ノト 云 へ ダ歟。 カク 

云 故 ハ足引 ヲ第四 一一 ハ 足疾ト 書、 此卷下 一一 "足， 病トカ ケリ。 叉 アナ シ "穴師 トモ 力 キ痛背 ナドモ 云 

ヘリ。 次 上 一一 "痛 足 トカキ 下 一一 ハ 足 トカケ グハ、 足 病ト云 一一 同ジケ レバ 驚 カシオ クュ 侍リ』 (代 匠 


と 云って ゐ るが、 これ は笑談 であるら しい。 〇 山河 之瀨之 ャ マガ ハノ 七ノ で、 これ は 耶麻鵝 

播の例 も ある 如くに ガ ハと 濁， つて， む。 山河の 急流が 水嵩が I？ して 幾つ もの 瀨を 作って ゐ る、. 卽も 

ヨシ ヌザ； -ュ クセノ ハヤ-い 

濑々 である。 卷ニ  (一 ！九) に、 芳野河 逝瀨之 早見と ある を 始め、 用語 例が 多い。 〇 響苗爾 ナ ダナ 

ぺ 一一と 訓む。 これ をナ〃 ナヘ 二と 淸ん で訓ん だが、 古義で、 『奈 戶は奈 倍と 濁るべし』 (き ヒー II) と 

云った。 この ナベ 一一 は、 眞 淵が、 『こ の 歌 ども 皆 一 一つの 事 をむ かへ て奈 倍と い へ れば、 並ぶ 意なる よ 

し 明らけ し、 共と 書し にて いよ ゝ しらる』 (考別 S) と ある 如く、 と 並んで、 と共に、 に 連れて、 と 同 

時に、 などの 意が あり、 原因結果の やうな ところ も あるが、 語原 はさう ではない。 眞 淵の. 『故 は ゆ 

ゑ f。 なへ は 六 $ 倍 なり』 (考 別記) で 決して 同 一 ではない。. なほこの 語の 用例 は 下に 書記して 置いた。 

この 歌の 場 < 口 は、 一一 ッレテ ぐら ゐに 解せば いい。 〇 弓 月 高 ュ ツキ、 ガ タケ 一一と 訓む。 弓 月嶽は 前に 

. も 云った ごとく、 卷 向山のう ちの 高峰で ある。 辰 巳 利 文 氏 云、 『まきむ く 山の 最高峰が あたかも 半 r:^ 

形. に ながめられ るので あ 6 ます。 私 はこの 半月形に ながめられる まきむ く 山の 最高峰 を靜 かにな が 

め つ つ 無意識に それが 卽 ちまき むぐ の 弓 月ケ嶽 ではないだら うかと 考 へ たの で ぁ..^ ます』 (大和 萬 葉 地 

现 研究： >。 oil! 立 渡 ク モタチ ワタルと 訓む。 雲が 立ち 亂れ て廣 がる 様で ある ^ ワタル は、 鶴 鳴き 渡 

ろな どと も 用ゐ、 視覺的 (空間 的) にも 聽覺的 (時間 釣) にも 廣 がる 意味 を以 つて 用. Q てゐ る。 

五 九 


、  六 〇 

m 一首の 意 は、 いま 眼前の 山河 (《き 師 頻，； ^ty の 急流が 高く # つ てゐ る〕 つま 6 瀨の 音が 

高く 聞こえて ゐる。 或は、 風 吹き 瀨の 音が 高まった とい ふ 意味 を 奥に 含めても いい。 さう すると、 

向う の卷 向山の 弓月嶽 あたりに 雲が 湧いて 盛に ひろがる のが 見える とい ふので、 この 二つ を ナベ 一一 

つ 一連 レテ) とい ふ 語で 聯 結して ゐ るので ある。 この 歌の 上の句 は、 ただ 重く 鋭い 川瀨の 音が 聞こえる 

趣の やうにば かり 受取る こと も出來 るが、 ここ は單 に聽覺 のみでな く、 やはり 川瀨 (穴師 川の 瀬の 浪) 

を 見て r& ると ころな ので あらう。 つまり 視覺 が實は 主な ので あるが、 それ を 響るな べに- 4 覺的 

にいった ところに 單 純化が ある。 そして 距離から いへば、 川浪の 方が 近くて 弓 月嶽の 雲の 方が 遠い 

趣で ある。 そして この 二つの 天然 現象 を ナベ 一一 で續 けた ものである。 

この 一首 は、 聲 調が 鋭く 大きく、 響の 勇猛な 歌と も 謂っても いいくら ゐ强ぃ 響 を 持った 

歌で ある。 そして それ は 天然 現象が さう いふ 荒々 しい 强ぃ 相と して 現出して ゐ るの を、 その 儘 さな 

がらに 表現した のが、. 寫 生の 極致と もい ふべ き 優れた 歌 を 成就して ゐ るので ある。 當 時の 歌人 等 は 

寫生 論と か 象徴 論と か 意識した 歌論 を 云はなかった が、 かう いふ 天然 現象 を機緣 として 動いた 心の 

,  せい 

儘 を、 そのまま 言語に あら はした のが この 歌で、 そして 結果から いへば 自然. 自己 一元の 生が こ 

こに 表現せられ た. と 謂 ふべき である。 短歌に 於け る象徵 などい ふこと も、 この 歌の 場合の 如き 意味 


内容と 慇 謂との 悟入 以外に は 無い と 思って いい。 それ 以外に 出れば 最：： 十 邪道に 踏 人る ので ある。 

この 歌 は、 分析す ると 上の句で 『の』 の 音 を繽 けて、 連續 的. 流動的. 直線 的に あら はして、 下 

の.^ で 屈折せ しめて、 結句で は 四 三 調 (ニニ 三 調) で 止めて ゐる。 これな ども 誠に 自然であって、 一 

首 は その やうな 關 係で 動的に 銳く なって ゐ るので ある。 それから、 若し 私 等の やうに ァ シ ビ キ ノ。 

ナベ 一一。 ュヅキ とい ふ 具合に 濁音 を 入れて 吟誦 すれば、 渦 昔の 多い 歌で、 歌 柄 を 大きく 太く して ゐ 

る。 濁音の 效 杲は實 にかう いふと ころに 存じて ゐ るので ある。 それから、 『の』 のこと は 前言の 如く 

だが、 『足 引の 山河の 瀨の』 と^^線的に 一 氣に押して來て、 第三 句で、 『なべに』 で 第 四 句に 績 けた 

の はや はりお 然で、 そして 第 四 句の、 『弓 月： Ml に』 で、 『の』 とい はすに、 『が』 の 入って ゐ るの は 

ー轉 化した 微妙な 調和で あり、 また、 『に』 音が 二つ 其處 にある の も、 潜 勢 を もって 押して ゆく 調子 

である。 それから、 阿 列の 開 n 音が 多く、 その 間に 伊 列の 銳ぃ音 を 混じて 一首の 響 を 大きく して、 

加れ 多 行の 音の 強いのと、 ヮタダ などの 運動 を あら はす 昔で 一首が 構成され て c;^ り、 二 首の 響が す 

ベ すべ しないで^々 しく 原始的で 渾沌の 有 樣を聽 くこと が 出来る 程の 不思議な 歌で ある。 

つまり 此ー首 は 萬 葉 集の 短歌で は 若し 選ぶ とせば 選ばねば ならぬ 歌で あり、 萬 葉 傑作の 一 つ だと 

謂 はねば ならぬ ものである。 萬 葉に はこの 歌よ 6 もい い 歌が 幾つか あるが、 それ は 作歌 機 緣が違 ふ 

,  ,  六 一 


な 

ので、 かう いふ 天然 現象の 歌と して はや はり 傑作と 稱 すべき だとお も ふので ある。 この 『響る』 と 

なろ さは なろ と  な， 0 かみ  _ 

いふ 語な ども、 注意すべき 古代語で、 鳴澤、 鳴門、 鳴 神な どと 共に おもしろい 言 方で ある 『そよ 

と 鳴る まで 歎きつ るか も』、 『この 床の ひしと 鳴る まで 歎きつ るか も』 などの 用例 もあって 參考 とす 

る ことが 出 來る。 

この 歌で ナベ 一一と 用ゐ たの は、 川 浪の激 つのと 雨雲の 動いて ゐる さまと を、 原因結果の 關係 でな 

しに 二つ を 接近せ しめ， て觀 入して ゐる 態度であって、 作歌 務 古上から い へ ば餘程 有益なる もので あ 

る。 どちらが 原因 どちらが 結果と いふ わけで はない が、 二. つと も 分離の 出来ざる、 その 不卽 不離の 

ところが おもしろ いので ある。 つまり 現代語な ど は 分化に 分化 を經來 つて、 詩語と しても 餘 程進步 

した ものの やうに おも ふが、 却って ナベ -ー を かう いふ 場合に 使 ふ 古代人の 方が 言語 感覺 が銳敏 であ 

つた だら うと 思へ る 程で あろ。 次に ナベ 一一の 用例 を 拾って 見た。 

我 背 子 を 何時 ぞ今 かと 待つな ベ に 面 や は 見えむ 秋の 風 吹く  (卷 八。 一 五三 五) 

もみお 葉 を 散らす 時雨の 零るな べに 夜 さへ ぞ 寒き 一. 人し 寐れば ■ (卷 十。 ニニ 一一 一七) 

春霞 流る るな ベ に靑 柳の 枝啄ひ 持ちて 鷥鳴 くも (卷 十。 一八 ニー) 

雁が ねの， 聲 聞くな べに 明日よ，.^ は 春 日の 山 はもみ お始めな む (卷十  一二 九 5 


草枕 旅の 悲しく あろな ベ に 妹 を 相 見て 後欒 ひむ かも (卷 十二。 三 一四 一) 

橘立の^^！^^に立てる白雲見まく欲り我がするなべ に立てる白雲 (卷 セ。 ニー 八 二. 一 


萩の 花 きたる 野べ に ひぐ らしの 鳴くなる なべ に 秋の 風 吹，、 「卷十 

虹 神ながら 思 ほすな、！ に 天地 も 依りて あれ こそ 磐 走る £  (卷 一。 五 S 


1) 


g 蒸の 散りぬ るな ぺ に 玉 梓の 使 を 見れば 逢 ひし 日 念 ほ ゆ (卷 二。  二  0 九) 

鴛の S きくな ベ に 梅， の 花 吾 家の 苑に きて 散る 見 ゆ (卷, ^。 八 四し 

si?^ なる 获の葉 さやぎ 秋風. の 吹き 來る なべ に 雁 鳴き 渡る S 十。 ニニ 一一  5 

§ が ねの 今朝 鳴くな ベ に 雁が ね は何處 さして か雲隱 るら む (卷 ナ。 二 一  三 6 

雁が音 を閜 きつるな ベ に 高 松の 野の 上の 草ぞ色 づきに ける (卷 十。 ニー  九 一) 

CI^ まく 欲り 思 ひしな ベ に竊 掛け かぐ はし 君 を 相 見つ るか も (卷 十八。 四 ニー  0) 

.4* こ. *  0  0  0  なげき  し 

我が 兄 子が 琴 取るな ベ に 常人の 云 ふ 歎し もい や 重き 益す も (卷 十八。 四 一 三 5 

つま. e  、時 問 的 關係も あ， り、 事象 も あ り、 心の 關係 もあって ー樣 でな くして、 必す しも 原因結果の 

こと. を 云 つ てゐ ない が、 中には さう. い ふ 傾向， の もの も 交つ てゐ る。 『思 ひしな ベ に』 とか、 『琴と る 

なべに』 などの 用例が さう である。 併し それ を、 『からに』 とか 『ゆ ゑに』 とか 『にし かば』 とせす 

六 三.  . 


六 K 

に * 『なべ に』 とつ づけた ところに、 當 時の 人々 の 語^ をラ かが ふことの 出來る 微妙の 點が 存じて ゐ 

るので ある。 次に 參考 のために、 『なべ』 の 用例 を 拾 ひ 置く。 

'み なし  .V とも  よろ  0  0 

耳 無の 靑 すが 山 は 背面の 大 御門に 宜しな ベ 神 さび 立てり (卷 一。 五一 一) 

宜しな ベ 吾 背の 君が 負ひ來 にし 此の 勢の 山 を 妹と は 喚ば じ (卷 三。 二八 六) 

夕され ば 蝦 鳴くな ベ 紐 解か ぬ 旅に しあれば 吾の みして (卷 六。 九 一 三) 

. 神 さびて 見れば 貴く 宜しな ベ 見れば 淸け しこの 山の 盡 きばの みこ そ (卷 六。 一 00 五) 

今朝の 朝 明 雁が音 寒く 聞きし なべ 野 邊の淺 茅ぞ色 づきに ける (卷 八。 一 五 四 0) 

雲の上に 鳴きつ る 雁の 寒き なべ 萩の 下葉 は黃變 はむか も (卷- <。 一 五 七 5 

とよ  0  0 

秋風に 山吹の 瀨の 響むな ベ 天雲 翔る 雁に 逢へ るか も (卷 丸" 一七 00) 

秋風の 寒く 吹くな ベ 吾が 屋 前の 淺 茅が もとに 蟋蛑 鳴く も (卷 十。 ニー 五八 リ 

柔田津 に舟乘 りせ むと 聞きし なべ 何ぞも 君が 見え 來 ざるら む (卷 十二。 一一 三 01 一) 

卯の花の 共に し 鳴けば ほととぎす いやめ づ らし も名吿 h.- 鳴くな ベ (卷 十八。 四 0 九 一) 

櫻 花 今 さ か-^ な 難 波の 海 押 照る 宮に 聞し めすな ベ (卷 二十。 四 三 六 n 

次に、 この 一首 は、 河の 瀨の 鳴る 音と、 山に 雲の 起り 動いて ゐる 現象 を咏 んでゐ るから、 その 時 


は 風が 强か つたに 相違ない と 解し、 または 雨が 降って ゐ たの だと 解して ゐる のが 普通で ある。 それ 

は、 赏際 は風强 く、 雨 も 降った かも 知れぬ が、 一首の. 字面に は、 風の こと も 雨. のこと も 云って ゐな 

い。 ゆ ゑに 讀者は 主として 川 浪の音 のこ と^の 雲の こと を寫 象して 味 ふ 方が よく、 風の こと 雨の こ 

と は 意識の 奥の 方に 置いて 味 ふべ き だとお も ふ。 さぅでなくて餘，.^15^議立てをすると 一 首の 氣勢を 

害する ので ある。 つまり 一 首の 情景 は 雨 降らむ とする 前の 趣で 無論 風の 吹き 渡つ たので あらう が 

(，J の， 珊 1 ね 议)、 風强 しと 云 はやに 山河の 瀨の 鳴るな べにと 云った ところに 妙味が あるので ある。 次 

に參 i|5? のた め 先進の 解釋を 手抄す る。 『第 九 宇治 河 作歌 云。 秋風 ノ 山吹 ノ瀨/ ナレ/ ナヘ - 天雲 翔レ/ 

雁 一一 相 ルカ モニ 七 00)0 此歌 ュ ョ. レバ 瀨ノナ ^ ハ風 一一 依 ナリ。 叉 此卷下 ュ モ卷 向/川 音高シ ァラ シ 

カモ トキ (一  一 ol) トヨ メリ』 (代 匠 記 精)。 『此歌 も、 水上 雨 ふ. 9 て 山河の 瀨 音の すろ は理. 0 かな。 う 

ベ .^-.T::;: がた けに 雲 こそ 立 渡る と 也。 たけに 雲の 立 渡る は 水上 雨ふりた ると 云の 意 也』 (童 蒙 杪)。 

『風の 吹來 て- m たち： E 瀨 のなる 並に 弓 月嶽に 雲の たっと 也』 (考 )。 『雨 降と いはす して しらせたり』 

(格 解)。 『山河の 懒の 鳴る は 風の 强き爲 な， り。 前の 歌と おなじく 夕立の 趣な り。 略解に 右二 首と もに 

降と いはす して 知らせた むと いへ る は 非な ケ。 雨 はい まだ 降らぬな h^J  (井上 新 考)。 

次に、 この 耿は季 は 何時 だら うかと いふ 問題で ある。 井上 氏 は 夕立 前の 光景と したから 夏季と 慼 
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六 六 

じたの だが、 この 歌 は 雲 解 時に しても 味. へる し、 秋の 出水 ごろの 天氣 定まらぬ 頃と しても 味へ るし、 

私の 如き はもつ と 寒い 頃の 歌と して 味った 時 も ある。 實際 初冬に 上 高地に. 行き 梓川の 流の 音 を 聞き 

德 高に 雲の ただならぬ さま を 見て ゐ ると 直ち に こ の 歌 を 聯想す る のであった。 また こ の 一 首に 雷の 

ことが 無い から、 その 邊 のこと は 想像 もむ づ かしい。 これ は 鑑賞 者が 銘々 に季を 想像して 味 ふ ほど 

の 餘裕が あるので、 その 點が 歌の 特徵 であるの かも 知れない。 併し こ の 歌 は 盛夏で も嚴 冬で もない 

ことと し、 初夏 初秋 あた、 り、 初冬 あたりの ものと して 味 ふの が 穩當の 如くで ある。 嘗て、 俳人 側の 

虛子 • 碧 梧桐 氏 等と 歌人 側の 節. 左 千 夫 等との 間に、 歌の 季に 就いて 問答した ことがある (雜 誌馬醉 

木)。 つまり 和歌に は 俳句 ほど 細かい 季の 上の 約束が 成立して ゐ ない、 その 得失の 論であった。 

この 一 首 は 古 來萬葉 集中の 秀歌と して は餘り 論せられ てゐ なかった。 契 沖 も眞淵 も宣長 もこの 歌 

に餘ケ 注目して ゐ ない。 選出に もこの 歌を拔 いて ゐな いの を 見ても 分かる。 明治に なって 萬 葉 集が 

流行し 出してから でも また さう である。 試に 佐. 佐 木 氏、 窪 田 氏 等の 選抄を 見れば 極めて 明かに 分か 

るので あるが、 近 ごろで は 萬 葉から 秀歌 を拔く 場合に は 殆どす ベ てが 此歌を 見落さぬ やうに なつ て 

ゐる。 佐 佐 木 博士 も選釋 改訂版で この 歌を增 補す るに 至った。 そして その 源 は、 伊藤左千夫が こ 

歌の 特色に 就いて 門人に ロ傳 し、 門人 等が 大正の 初年 ごろから 雜 誌ァラ ラギを 中心として 此歌を Sfj 


譚 したのに 本づ くので ある。 私が この 事 をい ふたび に、 或 人 は、 あが 佛 尊し と感ゃ ると いふが" こ 

れは敢 て 歌の 方ば かりで はない、 自然 科學 などの 場合で も 同じで あるが、 學 問の 發展は これに 額 似 

の 原因に 本づ く 場合が 多い ので あり、 學問界 に 於て。 フ リオ リテ H トを lia^ ん じて 明記す るの は そのた 

めで ある。 私が 祕 かに 學界を 見渡す に、 學 者と 自稱 する、 ものが、 左 千 夫の 左の 字 も 云 はな いのは ど 

うい ふわけ であるか。 私の 知る ところでは、 寡聞の せい も あらう が、 萬葉抄 (宗 祗抄) に、 『あなし 川 

かは很 立ちぬ』， 『足曳 の 山川の 瀨の』 の 二 首を抄 し、 前者に は、 『あなし 川、 ゆつ きがたけ 同所 なれ 

ば、 河 波 を 見て 雲 もた つらし とよめ る歟。 义 移る、 かに もい へる にや』 と 注し、 後者に は、 『是 はた だ 

眼^に みる 當代 をよ めり』 と 注して ゐる のが 目についた だけで、 これ とても 秀歌と して 抽 いたので 

ない ことが 分かる。 それから 井上 博士の 新考 で、 『二 首と もに 雄渾に して めでたし』， と 評して ゐ るの 

は、 新 'に は 批評 の 言葉 の 妙い のに この 二 首に 對 して 如是の 評言 を 書い てゐ るの も 珍 らしく、 また 

い： Gf 見 だと 思 ふけれ ども、 新 卷七 上の 發行 になった の は 大正 七 年 十二月で あるから、 左 千 夫 門の 諸 

家が 此歌 を-ぶ々 してから、 だいぶ 年 H! が經 ち、 この 歌 も餘程 大衆化して しまった 頃な ので ある。 

なほ、 亡友. お 木赤彥 は、 「歌道 小 見」 に 於て、 「萬 葉 集の 鑑賞 及び 其 批評」 に 於て、 精細に 剖析 批評 

してお るから、 ； 讀せら れんこと を 希望す る。 
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【卷 七. 10 九 二】 

i かみ おと  き  まき；！ 1 く ははら やま  J> ふみ. - >  , 

鳴る 神の 音の み 聞きし 卷 向の^ 6§ の 山 を 今 曰 見つ る 力 も  - 

. 動 神 之 音 耳 聞 卷向之 檜 原 山 乎 今日 見 鶴 鴨 

以下 三 首， 『詠 山』 の 歌の 初に あり、 第三 首の 後に 『右三 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 注されて あ 

る。 〇 動 神 之 ナ ダカ ミノと 訓む。 ナ\ 力 ミは萬 葉で は、 雷神、 鳴 神、 響 神と も 書いた。 動 神と 書 

いたの も、 『雷鳴 すれば 響き 動く もの なれば 義を もて 書け り』 (童 蒙抄) で 大體が 分かる。 第三 句舊訓 

オト  一一 ノミ キク を考で オト ノ ミキ 、 シ と訓ん だ。 『鳴る 神の』 は 『音』 にかけ た 枕詞の 格で ある。 

これまで 話にば かり 聞いて ゐた卷 向の 檜 原の 山 を實に 今日 はじめて 見た が、 いい. H であると いふぐ 

らゐの 歌で ある。 檜 原 は、 集中に は、. 卷 向の 槽原、 三輪の 檜 原、 始瀨の 檜 原、 丹 生の 格 山 等と 咏ま 

れて、 檜の 森林の あった ことが 分かる。 『音に 閜き 巨に は 未だ 見ぬ 吉野河 六 田の 淀 をけ ふ 見つ る. 力 

も』 S 七。 一 一 0 五)。 『音に きき 目に は， いまだ 見す 佐 用 姬が領 巾 ふりきと ふ 君 まつ 浦 山』 八 八 一一 一)。 


『鳴 神の 音の み 聞きし み芳 野の 莫 木立つ 山 ゆ 見お ろせば』 (卷 六。 九 ニー 一)。 『天雲め 八重雲 隱.^ 暍 神の 

音の みに や， £閒 き 渡. 0 なむ』 (卷十 一。 二 六 五八) などの 歌が あるから、 當時 かう いふ 云 方が 通用 的で あ 

つたこと が， 分かり、 そして 厭味が 無く 一般化し 得る 傾向 を 持って 居る もので あらう。 この 一首の^ 

調 は、 電 厚で 亂れ す、 結句に 威慨を 籠め た あたり は棄て 難い ものである。 この 歌 を 人 麿 作と し、 人 

麼 を石见 あた. 0 の 出 a- として、 大和 へ 上って 來た時 此歌を 作った の だら うと 考へ る 學者も るが、 

かう いふ 種類の 歌 は遙々 石 見から 上って 來 なくと も、 同じ 大和の 人間で も、 『鳴 神の 音の み 聞きし』 

と 云 ひ 得る ので あるから、 必す しも 人 麿 を 石 見の 人 だと 斷 する 材料に この 歌 はな，.^ 得ない。 ただ 人 

麼 歌集に は、 卷 向山 を 中心とした 歌が 隨分 多い から、 人 麿が 或 期間 この 邊に 住んで 居た だら うと 想 

像す る こと は 決して 無理で はない。 そして その 住み はじめ ごろの 作と この 歌 を 想像す るの は、 こわ 

も 亦 そんなに 無稽の 想像で は あるまい。  , 

この 歌 は、 拾遺 集 卷八雜 上に 人 麿 作と して、 『なる 神の 音に のみき くまき もく の 檜 原の 山 をけ ふ 

みつる かな』 と あり >  なほ 同様の 形の ものが 柿 本 集に も载 り、 六帖 第二 山の 部に は、 『詠 人 しらす』 

として 載って ゐる。  , 
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【卷七 •  一  0 九 一二】 

み もろ  やま なみ  こら  て  まき むく やま  つぎ 

三 諸の その 山 並に 子等が 手を卷 向山 は繼 のよ ろし も  ， 

三毛 侶 之 其 山 奈美爾 兒等手 乎 卷 向山 者 繼之宜 霜 

み もろ  み わ や *< 

三 諸 は卽ち 三輪 山で ある。 『兒 等が 手 を』 は 『まく』 に續 けた 枕詞で ある。 一首の 意 は、 三 諸 山 

の 山つ づきに 卷 向山が 連なって ゐ るの はいかに も 具合よ く、 佳景 だとい ふので、 『繼 のよ ろし も』 は 

此處は 空間 的關 係に 云った が、 すべて 連績 的の 場合に 『繼 ぐ』 とい ふの は、 誠に 好い 用法で ある。 

『かりがね も繼 ぎて 來 鳴けば』 (卷 十五。 三 六 九 一)。 『秋風 はつぎて な 吹き そ』 (卷 七。 ニー 三 七 )0 『鹿 まち 

に繼 ぎて 行か まし を』 (卷 三。 四 0 五) などの 例が 澤山 ある。 この 歌 は 山川の 光景 を 云って ゐ るの だが、 

何 か 生きて ゐる ものに 云って ゐる やうな 親しみ を烕 する ことが 出來 る。 それ は、 山嶽 をい ふに、 兒 

等が 手 を 纏くな どの 聯想 語 を 使って ゐる ため も あるが、 さう でな くと も 一 首の 聲調 にさう い ふ 親し 

み を 以て 歌って ゐる ところがあって おもしろ いと 思 ふので ある" この 歌、 舊訓 『み もろの 其. E なみ 


に兒 等が 手を卷 も，.、 山 は 職ぎ てし よし も』 であった の を、 ツギ ノョ & シモ と考 は訓ん だ。 童 蒙抄で 

は 春 滿の按 として、 ツギ クシ ゲシ モと訓 んでゐ る。 繁 しもの 義 であらう か。 そして、 『よろしき 事 

は不， 顯 して 詞 にこめたり』 といった が、 いかがで あらう か。 新考 では ッグガ ヨロ シ モと訓 み、 ッヅ 

ケ ^ ガメデ クシと 解して ゐ るが、 この 訓は餘 り 感心し ない。 第一 調 を 成さない。 

この 歌 は、 六帖 山の 部に、 『みむろの やその 山中に 子ら が 手 を まきむ く 山 はつぎて よろし も』 と 

して 截 つて ゐる。  ， 

〇 

【卷七 •  I  0 九 四】 

わ  きぬ  いろ V？ ぬ -て  6i だ-け みむ. C  I もみ 

我が 衣 も 色 服に 染めむ 味 酒 三 室の 山 は 黄葉し にけ り 

我 衣 色服染 味 酒 三 室 山 黄葉 爲在  . 

きぬ ぃム. J  e  うま さか み むろ 

この 歌 は、 舊 ^、『わが 衣の 色 服 染めたり 味 酒の 三 室の 山の もみ ぢ したる に』 であった イロ-一  ソ 

ミ タ リ (代 R..^ 初 害 入 )o イロ  ニソメ タリ (代 匠 記 精)。 フガ キヌ モイ ti ヅキ ソメヌ (童 蒙 抄)。 ヮガ キヌ ノィ 
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七 二 

口， ツキ ソメッ (考 )o フガコ 口 モイ" 一一 ソメ ナム (略解)。 ァガコ 口 モイ ロニ シメ ナム (古義)。 イロ 一一  シ 

メ テム S 考)。 ィ ギヌ 一一 シメム (新 訓)。 アデ サケノ (拾 穗抄 )。 クマ サケノ  (童 蒙 抄〕。 ゥ マサ ケ (考 )。 

クマ サケヲ ミム" ノヤ マ" (略解)。 モミ デシ 一一 ケリ (略解 宣長訓 )。 一首の 意味 は、 三 室の 山 は 今や 黄 

きした。 あの 色 を 以て 我が 衣 を 染めよう。 この 山に 入って 美しい 黄葉の 中に 浸らう とい ふ ほどの 歌 

である。 これ も滿 山の 美しい 黄葉の 色 を 見る ときには さう いふ 氣持 にもな b 得る ので あらう L 當 

時の 染色の 方法な どの こと を聯 結して 味へば これ も 極めて 自然の 表現の やうに おもへ るので ある。 

そして、 この 歌で は 矢張り 結句の、 『黄葉し にけ り』 とい ふ、 沁々 とした 咏 嘆に 留意すべき である。 

. 〇 

〔卷 七. I  I  00】 

i^i: の K!^ の i: ゆ Si く 水の 絕 ゆる こ と 無く また 反り 見む 

卷向之 病 足 之 川 由 往水之 絕事無 又 反將見 

『詠 河』 と 題した 二 首 中の 第一 首で、 第二 首の 左 注に 『右二 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と ある • 


『4W:0^』 は 古寫本 中、 『痛 足』 (教 • 古. 神) となって 居る の も ある。 『川 由』 の 訳 も、 カハ 一 一 (元)。 力 

. ヨリ (頻. 古) などと いふの が ある。 『卷 向』 は、 舊訓 マキ モクで あるが、 今 マ キム クと訓 むこと 

まきむ く あなし が は 

前の 歌の 處で旣 に 云った。 この 卷 向の 痛 足 川 も旣に 云った が なほ 重複 を 厭 はすい ふなら は こ 

の 川 は、 卷^ 山と 三輪 山との 間 を 檜 原の 裾 を 西へ 流れて ゐる もので、 卽ち 現在 卷 向川と いって ゐる 

川で あろ。 現在 は 支流が 纏 向村 穴師の 方に 流れて ゐて其 を穴師 川と いって ゐ るら しいが、 これ は 後 

世に 水 を 分けた ものである。 この 卷 向川 (卽ち 痛 足 川) は 現在 は 水量 は 減って 居る が、 決して 平凡 

でな く、 往昔 は 水量 も 多く 激しつつ 流れて 居た ものの 如くで、 『卷 向の 川 音 高し も 嵐 かも 疾き』 (二 

01) とい ふこの 歌の 次の 歌 を 理解す るのに 充分で ある。 昭和 十 年 十一 月、 藤 森朋夫 氏と 二人で 踏査 

した。 

この 一首 は、 ゼ 句はド 句の 序詞の 形態に なって ゐ るが、 ただ 音調 上の 序詞で なく、 實 地の 風 E 京に 

卽 して： lig るので、 作者 は 痛 足 川に のぞんで、 その 痛 足 川に 就いて 斯く 云って ゐ るので ある。 そこで 

ま  >1 むく  あなし 

一 ぼの 意 は、 卷. w の 痛 足 川 を 流れ 行く 水が、 斯く絕 ゆる こと 無き ごとく、 絕 えす？ 巾に この 淸き" を 

ば 忘れす に來て 見よう。 とい ふのに 落 著く ので ある。 

よしね  とこ 

こめ-、 『絕 ゆる ことなく また かへ b 見む』 とい ふやうな 思想の 歌 は、 『見れ ど 飽かぬ 吉 野の 河の  < せ 

さーー 


あきつ  よろ づょ た 

滑の 絕 ゆる ことなく また か へり 見む』 (卷 一。 三 七)。 『み吉 野の 秋津の 河の 萬 世に 斷 ゆる ことなく また 

はっせ しら ゆ ふ はな 

還り 見む』 (卷 六。 九 二) などに よっても 知り 得べ く、 また この 歌の 近くに ある 『泊瀨 川 白木 綿花に 

落ちた ぎつ 瀬を淸 けみ と 見に 來し吾 を』 (一  一 0 七： >。 『吾が 紐 を 妹が 手 もちて 結 八 川 また 還.. > 見む 萬 

,  ゆ ふや が. は 

代までに』 (一 一 一四) など、 皆 河の 瀨の 景色に ついて 歌って ゐ るから、 この 歌の 意味と 作歌 動機と を 

理解す る ことが 出來 ると おも ふ。 この 動機の 中に、 特別の 人事 的 • 行事 的な 意味が あるか どうか 私 

は 知らない。 

『痛 足の 川 ゆ』 の 『ゆ』 も、 『往く 水の』 とい ふ 運動の 語に 績 けて、 通過す る 意 を あら はして 居る 

の に 注意す ベ く、 この 『ゆ』 をば、 『より』 などに 置換へ すに、 直ちに 『ゆ』 として 理會 すべ きで あ 

る。 この 一首 は、 鑑賞 上 取 立てて いふ 程の もので はない が、 その 聲 調に は、 その 次の 歌な どと 同樣 

に、 緊張して ゐて何 處か人 麿 的な ところが あると 謂って よく、 若し この 歌が 實 際に 人 麿の 作 だとせ 

ば. 『常 滑の 絕 ゆる ことなく また かへ り 見む』 の 歌 も、 この 邊の 素質の 連續 とも 考へ， 得べ く、 かたが 

た與味 ある 1 首で ある。 


よろ  く  まさ むく  か i と たい  ちらし  と 

ぬ はた まの 夜 さり 来れば 卷 向の 川 音 高 しも 嵐 かも 疾き 

患 玉 之 夜去來 者， 卷向之 川 音 高 之 母 荒 足鴨疾 

『詠 河』 第一 一首で ある。  _ 

〇 黑玉之 ヌバ タマノで、 射 干 玉と いふ 意から 夜に 係る 枕詞で ある こと は 旣に說 いた。 

A 訓 では クバ タマ、 ム バタ マ 等と 訓ん でゐ る。 〇 夜 去來者 ョルサ リク レ バと訓 み、 夜に なって 來 

れ ばと いふ 意味で、 ョだサ レバと いはす ヨ^ サ リク レバと 云った の は、 聲 調の 上の みならす、 時 問 

的 經過を 含ませて ゐる ものと 見える。 代 匠 記 精に、 『ョ クサ リ r ョサ リト 云-一同 ジ。 伊勢 勿 語 -ー 、 

ョサリ 、此有 ッだ人 袷へ ト、 ァ \ ジ 一一 云ケ レバ 云々』 と 云って ゐる。 〇 卷向之 マキ ムクノ と， む。 

諸古寫 本の 訓 及び 舊訓 マキ モク ノ であった こと は旣に 云った。 略解 . 古義 等 皆 マ キム タノで、 これ 

よきむ く かよ 

は 具 淵の 考が 源であった やうで ある。 卷 向の 川と いふの は、 卷 向山と 三輪 山から 發 して れる W (我 


せ, 


七 六 

きさく あなし 

在の 卷 向川) のこと であるべ く、 前の、 『卷 向の 痛 足の 川 ゆ 柱く 水の 絕 ゆる ことなく また かへ り 見む』 

( 一 一 00) で わかる。 〇 川 音 高 之 母 カカト タカシ モ と訓 む。 カハ オト タカシ モ (舊 き。 力 ハオ トタ 

カシ (古葉 略 類聚 抄) 等の 訓 があった の を、 童蒙抄 から、 力" ト タカシ モと訓 み、 考. 略解 • 古義-新 

ックョ ヨシカ ハトサ ャケシ  アマ ノガ ハカ ハトサ ャケシ 

考等も 同じ 訓 である。 卷四 (五 七 一) に、 月夜 吉河 音淸 之。 卷十 (二  0 四 七) に、 天漢 川聲淸 之の 例が あ 

る。 0 荒 足鴨疾 ァ ラシカ VV トキと 訓む。 嵐が 疾 いかと 推量した ので、 『川 音の 高き は 嵐の はげし 

き-かと 也』 (考 )。 『山の 嵐の はやければ にや， 卷 向川の 川 音の 高く 聞 ゆるなら む、 さても 高き よ。 と 

なり』 (古義) 等で その 趣が 分かる。 

^^^^  上ろ  i きむ く あなしが は 

BBa 一首の 意 は大體 右で わかる ごとく、 夜に なって 來た ところが、 卷 向の 痛 足 河の 音が 高く 

聞こえる。 多分 山風が 強く 吹いて ゐる かも 知れん。 とい ふので ある。 

それ だから この 一首 は、 作者 は 痛 足 河の 河浪を 眼前に 見て 居る ので は あるまい。 その 河 

音の 聞こえろ あたりの 家に ゐて 作って ゐる やうで ある。 それ だから 『嵐 かも 疾き』 といっても、 現 

に 嵐の 音 を 近くに 聞いて ゐ るので はない らしい ので ある。 一 首で は 川の 音の 高まった の を 耳で 聞い 

たのが 主にな つて ゐる。 

現に 川 音の 髙く なった の を 注意して、 それに カ點を 置いて 歌って ゐ るの も 面白く、 それに 夜に な 


つたこと を 云 ひ、 それ も、 『夜され ば』 と 云 はすに、 『夜 さり くれば』 と 云って ゐる のな ども、 軍に 

聲 剥 を 延ばす 意味ば かりで なく、 時間 的 經過を 暗 指して ゐる やうに 思へ る。 それから、 川の 音が 變 

化しつ つ 高まって 聞こえる の を、 『嵐 かも 疾き』 と 疑って 一 首 を 結んで ゐる 歌で あるが、 かう いふ 天 

然 現象に 鋭敏に 參 加し 力 を 籠め て 歌った から、 一首の 聲 調が 非常に 緊張して 居る。 これ も 作歌 货む 

の點 からい へば 容易なら ぬ ことで、 特に、 結句の、 『嵐 かも』 といって、 『疾 き』 と 二 音の 語で.^ め 

た あた. 0 の 力量 は實に 驚くべき である。 また、 初 句に、 『ぬば たまの』 とい ふ 枕詞 を 置き、 第三 句に 

f 卷，： 1: の』 とい ふ 固有名詞 を 置いて ゐ るの も、 中味が 單純 になり、 却って そのため 聲 調のう へで は 

^市. とい ふ a(A 口にな つて ゐ るので ある。 初 句の 『の』、 第三 句の 『の』 は 弛む と 先師が 敎 へ られ 

たが、 この  一： iH の 弛まぬ は、 『卷 向の 川 音』 と連績 する ためで あらう か。 何せよ、 一首 は 夜の 暗黑と 

山： E の 河 浪の音 と 山風の 襲来と 相 交錯し、 流動的、 立體 的で、 不思議に 厚みの ある 歌で ある。 

この 歌の 季は、 何時 顷 かと 想像した ことがあ つたので、 嵐の 用例 を 拾へば 次の 如くで ある。 

み 士：！ 野の 山の 下風の 寒け くに はたや 今夜 も 我が ひと， 9 寝む (卷 一。 七 5 

あらし  ゐ な 

大海に 荒な 吹き そしなが 鳥 猪 名の 湊に舟 泊 つるまで (卷 七。 二八 あ  ♦ 

饅 立つ 春 日の 里の 梅の はな 山の 下風に 散り こすな ゆめ (卷 八。 一四 三ち 

七 七 


七 八 

梅の 花 散らす 冬 風の 音の みに 聞きし 吾妹 を 見 ら，. く しょし も (きへ。 一 六 六 0) 

やまおろし 

君が 見む その 日まで に は 山 下の. 風な 吹き そとうち 越えて . (卷 九。 一七 五一) 

あし ひきの 山の 下風 は 吹かね ども 君な き 夕 は豫て 寒し も (卷 十。 一 一 三 五 0,) 

あらしの かぜ 

佐 保の 內ゅ 下風の. 吹き ぬれば 還り は 知らに 歎く 夜ぞ 多き (卷 十一。 二 六 七 七) 

窓越しに 月お し 照りて あし ひきの 下風 吹く 夜 は 君 をし ぞ念ふ (卷 十一。 二 六 七 九) . 

さ 夜 ふけて 荒 風の 吹けば 立ちと まり 待つ わが 袖に ふる 雪 は 凍り わたりぬ . (卷 十三。 三 二八 0) 

さ 夜 深く と 阿下の 吹けば 立ち 待つ にわが 衣手に 置く 霜 も 氷に 冴え渡り (卷 十一 一 一。 三 二八 一) 

衣手に 山 下の 吹きて 寒き 夜 を君來 たらす は獨 かも 寢む (卷士 一一。 三 二八 二) 

右の ごとく、 嵐の 季は必 すし も 冬季と 限って はゐ ない が、 後世の 用法の ごとくに やさしい 風で な 

いこと が 分かる。 そこで この 歌の 場合 も、 何とな し、 『寒く 荒い 風』 の やうな 氣 がして、 さう 解して 

來た。 まへ に評釋 した 『雲居た てるら し』、 『雲た ちわた る』 は、 IS 勃と した、 淸澄 でない 趣 だが、 

この 方 はどう も 塞く 鋭い 氣持 がして ならない。 


ひと  わ  ごこ  み わ  はら  かざし 

いにし へ にあり けむ 人 も 吾が 如か 三輪の 搶 原に 揷頭 折りけ む 

古爾 有 險人母 如 吾等 架 彌和乃 搶原爾 揷頭 S  〔折」 兼 

『r,.Jt 葉』 二 首の 第一 首で ある。 二 首の 後に 『右二 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と ある。 『：^』 は、 

諸 本 (§〕§〕赠〕隨ゾ„,-じ に、 『折』 に 作って 居る。 『檜 原^』 は、 舊訓ヒ ノク 一一。 古寫本 等み なヒ ハ 

ラ 一一 。 代 ぼ 記 も 校本 ヒ 、ノ ラ 一一 を 記載し、 童 蒙抄ヒ ハ ラ 一一 (古義 同訓)。 考ヒ バ ラ -ー (略解 同訓)。 

かざし 

一首の 意 は、 の 人々 も 現在の 吾の する 如くに か、 この 三輪の 檜 原に 來て その 葉 を 折って 揷 頭に 

したで あらう とい ふので ある。 揷頭 は、 『春べ は 花 折り 揷 頭し 秋た てば 黄葉 歃 頭し』 (卷 二。 一九 六) な 

どの 如くに、 男で も 女で も揷 頭に したと 見える。 この 歌 は、 葉 を 咏んだ 歌 だ 4 から、 小さい 槍の 枝の 

葉の つもりで あらう。 つま. 0 さう して 蹄 頭に するとい ふこと は、 一種 親愛の 情で、 相聞戀 愛の 心に 

かよ ふので あるから、 親しんだ 女な ど を 心中に 持って かう いふ こと を 云って ゐ るの だか も 知れな い 


八 o 

^し 先づ 表面の 字 ど ほ ，0- に 解して それから、 奥に こもって ゐる 情調 を 味 ふべ きで ある。 

近 江の 海湊は 八十 あり いづく にか 君が 船 泊て 草 結びけ む (卷 七。 一 ニハ 九) 

よ ひ  あしたお 6  な はり  け  いほ ゥ 

暮に逢 ひて 朝 面 無み 名 張に か 曰な がき 妹が 魔せ、 りけ む. (卷 一。 六 〇)  - 

眞 木の葉の 撓ふ 勢の. H 忍ばす て 吾が 越え ゆけば 木の葉 知りけ む (卷 三。 二 九 一) 

う も こなぎ.  え 

春霞 春 日の 里の 殖子水 葱 苗な、 りと い ひし 枝 はさし にけ む 「卷 一一 一。 四 0 七) 

是 等の 歌 は 皆、 結句に 『けむ』 の ある ものであって 參考 となる。 それから、 この 一首に は、 『けむ』 

が 二つ 咏み 込んで ある。 これな ども、 留^！^して氣にすれば、 氣 になり 邪魔になる の だが、 さう いふ 

こと を 餘り氣 にせす に 味へば、 そんなに 氣 にならない ものである。 併し、 若し この 二つの 『けむ』 

をば 特に 技巧が 旨い などと いって 褒める 批評家が 居たら、 その 人 は §1$ 械 的な 批評家で ある だら う。 * 

いにしへ  ごと  い 

次に、 この 歌は旣 に評釋 した、 『古に あ b けむ 人 も 吾が 如か 妹に 戀 ひっつ 宿ね がて すけむ』 (卷 BI。 

四 九 七) とい ふ 人 麿の 歌と、 その 形も大 に似て ゐ るから、 元は 一つで 少し 違って 傳 はって ゐる のか も 

知れない。 そして、 卷 四の 方 は、 意味 も 明快で、 合理的に 出來 て. Q るが、 この 方 はもつ と 素樸で 民 

謠 的に 出 來てゐ る。 どちらが 原作 だか 不明で、 或は 卷 四の 方が 原 歌で、 この 方が 稍民謠 化した もの 

かも 知れない が、 歌と して 味 ふ ときには、 この 歌の 方が 寧ろ 感が 深い やうで ある。 


此耿、 -: ハ帖 及び 拾 逍集雜 上に、 人 麿 作 『古へ にあり けむ 人 も わが 如" や』 と あ. o、  ； W 木 集に も 載 

ir^: 有；？ 抄に、 7 一一  シ へ ノア リケ ムヒ トモ ワカ コトャ ミワ ノヒ ハラー 一 カサ シヲリ ケム』 と ある。 

【卷 七. I  I 一九】 

往く 川の 過ぎ ゆく 人の 手 折らねば うら ぶれ 立てり 三輪の 槍！^ は 

. 件 川 之 過去 人 之 手 不折者 裏觸立 三 和 之 检原者 

li: じ 題の 歌で ある。 〇 過去 人 之 舊訓ス ギュク ヒトノ 。古 寫本中 スキコ シヒト 八 (元)。 スキー ーシ 

ヒトノ  s.ic. 神 J0 代 匠 記 精ス、 ギ-ー シ ヒトノ  (g:K)。 童 蒙抄ス ギュク ヒトノ  (新 考. 新訓 同訓)。 

『^几 ノト ハ ドー； ミソノ ヒ パ ラトー； ム 一一 コ ^ 一一、 ミワ 川ヲカ クイ ヒテ、 孔子 ノ逝川 ノ歎ヲ 兼テ、 過去 

人 トイ ハ ム爲 ナゾ。 今 桉ス. ギニ シ人 トモ 讀べ シ。 第 九 一一 此モ人 丸 集ノ歌 一一、 往水、 ノ 過去 妹 ガト ョメ 

， 一一 同ジ。 過.^ 人ト ハ 上ノ 歌-一、 古-一有 ケム 人ト云 へ ル人 ナリ』 (代 匠 記 精 )0 『案す るに なほ スギ ュ 

ク とよむべし。 此處 をす ぎ 行く 人な. o』 (新 考)。 


•  八 二 

初 句の 『往く 川の』 は 枕詞の 格に 使って ゐる。 其處を 過ぎ ゆく 人が 誰も 檜 原の 葉 を 手 折って 揷頭 

にしない から、 悲しげ な樣 子で 榕 原が 見える とい ふので ある。 これ も 自然 を 一 つの 戀愛 情調に して 

見て ゐ るので ある。 第二 句、 代 匠 記で、 『今 按ス. す ュ シ人ト モ讀べ シ』 と 云った ので 諸抄 それに 從っ 

てゐ るの は、 つまり、 『古人』 の 意味に どって ゐる。 『是ハ 、昔 ノ人ノ 又 モ來テ タヲラ ヌヲ戀 グサマ 

一一 云 ヘリ。 此歌 ヲ以テ 上ノ歌 ヲ見ク 一一、 古有ケ ム人モ 今 我 カザ シ折 如クコ ソ折ケ ムヲ、 叉モ タヲラ 

ヌヲ、 檜原ノ クラブ レテ戀 レバ、 イツ 力 叉 我 モタヲ ラズナ リテ、 檜 原 1 ー戀ラ レム トナリ 。初 ノ歌ハ 

本意 ヲ略 シテ云 ヒテ、 後 ノ歌ハ 委シク 云 ヘリ。 古歌 ハカ 力 グ事ォ ホシ』 (代 匠 記 精) とい ふので 大體ゎ 

かる。 童蒙抄 では 人が 死に 行いての 意に 解して 居り、 考 では 問答 體 とし、 古義 も その 氣 持で この 二 

首 を 解して 居る。 併し、 この 第二 首 目 は 寧ろ 眼前の 景 として 解釋 する 方が いいので はなから うか。 

『過ぎに し 人の 手 折らねば』 とい ふのに 少し 無理、 感情 上の 無理が あるので はなから うかと 思 ふの 

である。 新 考も新 訓も舊 訓に從 ひ、 新考 では、 『此處 をす ぎ 行く 人な り』 と 云った こと、 前記のと ほ 

りで あるが、 武田 博士の 新 解で は、 『前の 歌に 對 して、 みづ から 答へ たやうな 内容の 歌で ある。 この 

三輪の 檜 原 は、 昔 人 もや はり 自分の やうに 手 折って もてはやした であらう かとい ひ、 いや/、 昔 人 

は 手 祈らないで、 相手に されす に 立って ゐ ると、 これ を說 明して、 三輪の 檜 原 を 憐んだ やうな il^ 分 


が ある』 と 論じて ゐ るが、 どうい ふ もので あらう か" また、 新考 では、 『當時 はやく 人心 あだめきて 

花 もな き 常 葉 木 を をり かざす 事な ど はせ ざり しなり。 作者 は 古風なる 人に て 三輪の 檜 原に かざし を 

折る とて 人 を び乂檜 原の 今 は 人に 折られぬ を憐 めるな り』 と 云って ゐる。 それから この 二 首 を 

問答 歌の 如く、 連作の ごとくに 古 來取极 つて ゐ るが、 縱ひ 同じ 時に 咏んだ 歌 だと 假定 しても、 意味 

の 上の 連作で はない ので ある。 前の 歌で 質問して 後の 歌で 答へ てゐ るので は 無い。 その 關係を はつ 

きりして 置けば 解釋 はむ づ かしぐな い。 

前の 歌に は 所謂 扑情 詩耍 素が 多分に あり、 從 つて 傳 誦され、 一般化され、 民謠 化される 傾向 を も 

つて ゐる ものである。 此の 歌 もまた 同様で ある。 

ゥ ラブ, は心觸 で、 憂 ls、 怏々、 悄然、 などの 意が あり、. 心 屈して 萎え、 し をし をと して ゐるこ 

とで ある。 『人^の. りら ぶれ 居る， に』 (卷 五。 八 七 七)。 『秋 山の 黄葉 あはれ とうら ぶれて』 S 七。 一 九 )0 

『君に 戀ひ蒌 え うら ぶれ 吾が 居れば』 (卷 十。 ニニ 丸 •<) 等 用例が 多い。 此處 は、 槍の 森林が 悄然と して 

ゐる 趣の 耿で、 且つ 意圆 とした 譬喻も 目立た や に渾 然として ゐる ところに 注意 を拂 つて いい。 

こ の 歌 は、 和歌 帝; おが 抄 に、 『ュク カタ ノス キー 了シヒ トノタ ヲラネ ハウラ フレタ テリ ミワ ノヒ ハラ 

ご として 戴って 居る。 
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【卷七 •  一  I  < 七】  ,  / 

あびき  あま  み  あく  5 ら  きょ  あ ft  み  こ  われ 

網 引す る 海 子と や 見ら む飽 浦の 淸き 荒磯 を 見に 來し吾 を 

網引爲 海 子 哉 見 飽浦 淸荒礒 見來吾 

鶴 旅 作の 中に あって、 『右一 首 柿 本朝 ぼ 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 左 注が ある。 〇 海 子 哉 見 アマ トャ 

ミ ェ ム 0 兀丄 5。 アマ トャ ミツ ^(古 • 神) などと 訓んだ 古 鈔本も ある。 また 考で アマ トカモ ミム と訓 

んだ。 0 荒礒 舊 訓ァラ イソ。 考で ァソソ と訓ん だ。 〇 飽浦 舊訓 アキノ ゥラ。 童蒙抄 アコ ノウ ラ" 

Jsif ァカ ノウ ラ。 略解 アクラ。 古鈔本 中古 葉 略 類聚 抄に ァク クラと あり、 新考. 新訓. 全釋等 さう 訓 

んでゐ る。 或は ァク ノウ ラと 訓ん でもい いか も 知れない。 

あ，、 うら  き  あくら  わすれが ひ  ふ  あくら 

飽 浦は卷 十一 (二 七 九 五) に、 『紀の 國の飽 等の 濱の忘 貝 我 は 忘れす 年 は經れ ども』 と ある 飽 等と 同 

かいさう .5 だ  たくら 

じ處 だら うと 云 はれて ゐる。 さすれば 和歌 山縣 海草 郡 加 太 町の 南方 田倉琦 とい ふ邊 だら うと 云-ふ。 

略解に、 『今、 加 太庄加 太衬の 西に ありと ぞ』 C 玉 勝間畴 uiss 國に、 『飽 等濱 は^  士郡 賀田ノ 浦の 南 


の 方に 田 食 崎と いふ 所 ある ="疋 なりと 里人の いひ 傳 へた. りと ぞ』 と ある。 然るに、 備 前；： 儿 .il? 郡に 飽浦 

が あ. o、 『八 -s- 浦 村の 大字に してせ ii 浦の W: とす』 (地名 辭 きと あるが、 鴻蔡 氏の 全釋に は、 『成 は其處 

か.^ 知れない』。 『左 註の やうに 人 麿 歌集に 出て ゐ るから、 卷 三の 藤 江の 浦の 歌と 同人の 作と すわば、 

飽 浦を備 前と ％. 'へ る 方が よい かも 知れない』 と 云って ゐる。 

あくら  あり， て  あ ま  あみ ひ 

I 首の 意 は、 この 飽 浦の 淸ぃ 荒磯の 景色に 憧憬して 見に 來た私 をば、 漁業 をす る 海人が 網 引いて 

ゐ るの だと 見る であらう と. いふので ある。 

この 歌 は、 旣 に評釋 した、 『荒 拷の藤 江の 浦に 鱸 釣る 白水 郞 とか 見ら む 旅 ゆく 吾 を』 8 三。 二 五 二) 

とい ふ 歌に 似て 居る ので、 この 卷 三の 方が 原 歌で、 卷 七の 方 は 流傳の 際に 變 化し、 一般化し、 民謠 

化した ものと も 想像す る こと も出來 るし- 或は 卷 七のと 卷 三のと は 共に 人 麿の 作で、 時と 處とを 違 

へて 作った 同一 傾，： r 同一 手法の 歌 だか も 知れない が、 卷 三の 方は實 質的で 優れてお り、 卷 七の 方 

は 稍輕く 稀薄に なって 居る ので 比較 上 有益 だとお も ふ。  _ 

r 潮：： 卜み 磯 il に れば あさりす る 海人と や 見ら む 旅行く 我 を』 (卷 七。 ニニ 一一 50 『濱淸 み 磯に： 五：： が 

おれば 見む 者 は 白水 郞 とか 見ら む 釣 もせな くに』 (卷 七。 ニー 0 四)。 『藤 浪を假 魔に 造り 海 廻す る 人と 

は 知らに 海人と か 見ら む』 (卷 十九。 四 二 〇 二) など は 周 じ やうな 表現め 傾向 を 有つ， た 歌で、 或は 人 麿の 
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卷 三の 歌が 原動力と なった とも 想像せられ るし、 海人の 職業な.^ 部族な りが、 特に かう いふ 表現 を 

取らし めた 原因と なった もの， SJ も 想像 せられる。 いづれ にしても 1 つの 傾向と 看做して 味 ふことの 

出來る 歌で ある。 

〇  、 . 

【港 七 •  一  二 四 七】 

お ほな む ち すくな みかみ  つ，、  いも *-  やま  み 

大穴 牟遲少 御 神の 作らし し 妹 背の 山 を 見ら くしょし も 

大穴 道 少御神 作 妹 勢 能 山 見吉 

霜 旅 作 中に あ b.、 以下 四 首の 終に、 『右 四 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 注が ある。 

0 作 流布本 ック リタ だ。 古寫 本中ッ クリケ ， ル。 ッ クリケ ム 等の 訓 もあった。 考で、 ッ ク ラ シ シ 

と訓ん で、 『今 本つ くりた ると 訓しは ひが 事な b -。 さしもの 御 神 なれば 崇て こそよ まめ』 (考) と 云つ 

てゐ る。 併し 此處は ック リタ ダ でも 調べ をな して ゐ ると おも ふ。 〇 見吉 流布本 ミ レ バ シ TT1 シモ。 

古 寫本中 ミ レバ ウレ シキ (神 • 古リ。 ミ 产ぐシ ヨシ モ (西-細) の訓が あり、 代 匠 記 精で ミ ラ クショ シ 


モと 訓ん： こ" 『ル银 句ハ拾 fi?^  - ー乂 ミ だゾク レシ キ、 人 丸 集  一一 r ミて ガウ レシ サ。 袖 中お  一一 ノ ミ 

レ バ シ产 シモ。 此等ノ ョ 三 ャゥ 字-一 叶ハ ネ バ改タ レ/ 歟。 六 帖-, 一 、へ ミ ルハシ モヨ シ。 幽齋木 一一 、へ 

-ニ ハ ショ. シ モナ リ。 或 本 一一 ハ毛ヲ 加へ タリ。 今 按第六 坂 上郞女 詠， 一元 與寺 M 一 歌、 幷 一一 第 八 尾 張 連 

狄 /ifr 句 一：， 准 ジテ、 ミラ クシ ヨシ モト 讀べ シ』 (代 匠 記 精)。 次に、 『山』 をば、 從來ャ マ ヲと訓 んでゐ 

たの を 古義で ャマ ハ と訓， み 新 訓等も それに 從 つたが、 新考 では 舊訓 に復 せしめ. て、 『卷 六に ナラノ 

明；！： 香乎ミ ラク シ ヨシ モ、 また 卷 八に オト ノ  -、、 一一  キ キ シ 吾妹 乎ミ ラ クシ ヨシ モ と あれ^ 契れ 千 蔭 

の 如く 山ヲ とよむ ベ し』 と 云った。 用例の 方から 行けば ャ マ ヲ であらう か。 

ォホ. k ムナ スク ナ.， -カ お ほな む，- のみこ i お ほ，、 にぬしの みに と くな こな P み" と.，'  ,  0  I  C  2^.c§  -  -  fJyfT,- 

『大穴 道少御 神』 は 大己貴 命 (大國 主命) と少 彥名 命の 二； 1： をい ふ n: 本紀 ：！： 代 あに 『大己 

^命 與， 少彥名 命 ー戮， カー ふ經 一一 營 天下一』 云々 と あ. -、 - 古事記 上卷 に、 『大穴 牟遲與 一一 少名鬼 古 f 

二 柱 神、 «t.«^ 作.；  一 ST?" 此國 一』 云々 と あり、 出 雲 風土記に、 『飯 石 郡 多 漏鄉、 所-一造 天下 一大 神、 

大 -：：< 持 命、 與 ニ須久 A 小 比 古 命 一巡 一一 行 天下一 時、 稻種墮 二 此處ー 故 一て プ種』 云々 と あるに よって， ッ クラシ 

シの 語意 も 明かで ある。 卷三 つ 一一 丑 五) に、 『大 汝少 彥 名の 座し けむ 志 都の 石屋 は 幾代經 ぬらむ』 

全ハ (丸 六 5 に、 『が 汝少 彥 名の 神 こそ は 名 づけ 始めけ め 名のみ を名兒 山と 負 ひて 吾が 戀の 1 重の- 

ー i も 慰めな くに』 とい ふの が ある。 * 
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『妹 勢 能 山』 は 妹 山 • 背 山で、 從來 諸說が あるが 大體、 背 山 は 紀伊國 伊都 郡 笠 田 村 字 背 山に あり、 

妹 山 は それと 相對 して 紀の 川の 北岸に あ. ると 云 はれて 居る。 大和に も あると いはれ、 また 玉 勝 間の 

やうに 普通名詞の 如くに 取扱 ふ說 もあって、 それが また 不合理で はない ので あるが、 この 歌の 場合 

は 大和との 交通 も あ つて 人 麿な ども 旅して ゐる紀 伊の 實 在の 山と 見立てて 鑑賞して かま はない と 思 

ふ。 『後れ 居て 戀 ひっつ あらす は 紀の國 の 妹 背の 山に あらまし もの を』 (卷 • 四 。五 四 四)。 『紀 道に こそ 

妹 山 あ， 0 と 云へ 櫛 上の 二 上 山 も 妹 こそ あ 6, けれ』 f 卷七。 一 0 九 八 )o 『背の 山に 直に 向へ る 妹の 出； m 許 

せ や も 打 橋 わたす』 (卷 七。 一 一 丸一 一一，)。 『人なら ば 母の 最愛 子ぞ あさ もよ し紀の 川の ベの 妹と 背の 山』 

ハ卷 七。 ニー 〇 さ。 『吾妹 子に 吾が 戀 ひゆけば 美しく も 並び 居る かも 妹 も 背の 山』 (卷 七。 ニニ 〇)。 『r^ 

こん も ナ  いも -lu  . 

衣 著れば なつかし 紀の國 の 妹 背の 山に 麻薛く 吾妹』 (卷 七。 一 一九 五、。 『紀の 國の濱 に 寄る とん ゆ ff;^ 

はむ とい ひて 妹の 山背の. E 越えて 行きし 君』 (卷 十三。 三 三 一 八) などの 例が 參考 になる" 

一首の 意 は、 大己黢 神と 少彥名 神と. が 協力して 天下 を經縈 なされた ときに お作りに なった、 この 

妹 背の 二 つの 山 は、 幾ら 見ても 飽 くこと を 知らぬ よい 山で. ある。 

この 歌は紀 伊に 旅して 妹 山と 背 山と を 前にして 作った 趣の もので、 それに 神代の 事柄 を 以て この 

の 形容と して ゐる。 この 神代 說 話に 對 する 信仰 は 現代の 吾等の ひ 持と 大に違 ふから、 かう いふ 無 


™f のない， ini 然の 調子が 出て 來 るの だとお もへ る。 何等の 奇 のない 樂々 と 咏んだ 歌で、 この 材料なら 

ば人麼 が咏ん でも 載が 咏ん でも 先づ このく らゐな もの だとい ふ氣 がして ゐる。 つまれた いした 歌で 

はない ので ある。 

次に、 『妹 背の 山 を』 とする か、 『妹 背の 山 は』 とする かとい ふ 問題で あるが、 『山 は』 とすると， 

そこに 感動 を 籠め て 瞬間の 休止が ある。 その 用法と 類似の もの は、 多少 づ つの 變化を 以て、 『わが 

欲り し は 見せつ』 (卷 一。 二！)。 『瀧の 都 は 見れ ど 飽かぬ かも』 (同 卷。 三 六)。 『いる 附 か 見る に 

淸 けし』 (S 卷。 六 一)。 『我 妹 子に 猪 名 野 は 見せつ』 S 三。 二 七 丸)。 『不盡 の 高峯か 見れ ど 飽かぬ かも』 

as 。一； 二 丸)。 『味-: の宮は 見れ ど 飽か、 ぬか も』 S 六。 10 六 二)。 『奈 良の 都 忘れ かねつ も』 S 十五。 

I1H ハー 八 )0 『久方の 天 照る パは見 つれ ども』 (同 卷。 三 六 五 0)0 『妹が 心 は 忘れせ ぬか も』 i  二  4-。  sns 四 )0 

i  0  つままつ  0 ふ も ひ. 0 

『おもかげに 見えつつ 妹 は 忘れ かねつ も』 (卷 八。 二 ハー 一一 〇)。 『蠕 待の 木 はせ 人 見け む』 S 九。 一七 九 五 )0 

大艚 さう いふ やうな 用例で、 『は』 と用ゐ て、 『を』 と 云って ゐ ない。 

次に、 『見ら. ^1 -ょ しも』 の 例 は 殆ど 比-； II、 『を』 から 續け てお. o.、 また、 『山の端の ささらえ 壯户天 

の- 5^ 門 渡る 光見ら くしょし も』 S 六。 九 八 一一 一 ：>。 『泰山のさきのををりにil^!菜っ む 妹が in 紐 見ら くしょ 

しも』 (卷 八。 一 £ 一二) の 如くに 助詞 を 略した ので は、 『を』 を 補充 すれば よいの が 多い。 また、 『淸き 
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ル原を 見ら くし 惜し も』 (卷 六。 九 ニー 一) の 如き 例 も あるの だから、 ミラ クシ ヨシ モ との 連 绩ょ、 『を』 

の 方が 自然で あるの かも 知れない。 併し、 この 歌の 場合 は、 『妹 背の 山 は 見ら くしょし も』 として 味 

へない こと はない。 現に 古義で はさう 訓んで 居る ので ある。 

この 歌、 拾遺 集、 古今 六帖、 柿 本 集、 和歌 童 蒙抄、 袖中抄 等に 載って 居る。 訓の違 ふところ は、 

ックレ リシ、 ミ^ ゾク レシ キ (拾 遣 集 )0 スクナ ヒコナ ノック リタ^、 ミグ" シモ ヨシ (六帖 )o ッ ク 

レ リシ、 ミグ ガク レシ サ (柿 本 集 )0 ック リタべ ミレ バシ グシモ (袖 中抄) 等で、 和歌 童 蒙抄に は、 

『ォホ ナム チ、 ヒサ ミカ ミ ノック リタ^ ィモセ ノヤ マヲ ミ^カ ナック モ』 となって &n る。 

【卷 七.  一 二 四 八】 

わざ 6  二  み  しぬ  お VJ  6  よな さ  われつ 

吾妹 子と 見つ つ はむ 沖つ 藻の 花 咬き たらば 我に 吿げ こ そ 

吾妹 子 見 1^ 奥 藻 花 開 在 我吿與  ， 

自分 の 愛す る 女と て そ れを傯 ぶ緣 として 沖 つ 藻の 花 を 見た い か ら 若し 花が^い たら 云って 吳 


れ よと いふ 意の 歌で、 これ は 略解 ひ說 である。 この 方が 古歌ら しくて いい。 それから、 愛す. る 女と 

一 しょに 玩赏 する から 若し 沖つ 藻の 花が いたら 云って くれよ とい ふやう にも 解して なる。 これ は 

. ^義 などの 說 である。 この 解 は 普通で 誰に でも 分かる 解釋 だが、 この場合 は、 『其 花 を だに 妹と 思 ひ 

て 1^ ばんの 意な り。 I 故 鄉に妹 を殘し 置きて 詠めるな るべ し。 吿コ ソは、 海人な どに 言 ひ 懸けた る 

さまな り』 (略解) に從ふ 方が いいと 思 ふ。 新考も 略解に 從 つたが、 今次に 少しく 理由 を 記さう。 

ただ あ ひ  おもがた  し：：： 

『直の 逄は逢 ひかつ まし じ 石 川に 雲 立ち わたれ 見つつ IT はむ』 (卷 二。  ニニ 五」。 『面 形の 忘れむ 時 は 

大野ろ にたな びく 雲 を 見つつ 傲ば む』 (卷 十四。 三 五 二 〇) の やうな 場合に、 雲 を 見つつ 傲ぶ ので あるが、 

雲 を 見つつ 何 を 傲ぶ か *と いふに、 相愛の 男な b 女な り を！！ ぶので ある。 そこで この 歌の 如き 場 介に、 

沖つ 藻の 花 を 見つ つ II ぶの なら 何を傯 ぶかと いふ ことになると、 相愛の 者卽ち ここで は 吾妹 子 を 

,  しろ  こころ 

ぶと いふ ことになる。 それに は 略解の やうに 解せ ねば 意味が とれない。 『雲 だに も 著く したたば 意 

遣. 0 見つ つし をら む 直に 逢 ふまでに』 (卷 十一。 二 四 五 二) は 稍 趣が 違 ふが、 これ も 何を當 にして：^ るか 

あまて 

とい ふに 妹を當 にして ゐ るので、 その 點は 同樣 である。 『ひさかたの 天 光る 片 の隱. ^なば 何に なぞ 

へて 妹 を！^ ばむ』 (卷 十一。 二 四 六 三) は、 明らかに 『妹 を』 と 云って 居る。 ほかの 歌で は その 『妹 を』 

或は 『^を』 とい ふの を 略して 居る ので ある。 この 意味に 於て 古義の、 『妹と 共に 見つつ 愛む の 意な 

九 1 
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,9』 とい ふ 解釋に 不満の 點が あるので ある。 それなら、 『と』 の 用法に 『として』、 『と 見立てて』 と 

いふ やう に 使つ た 用例が あるかと いふ に 次の 如きが ある。 

あら を  よ すが  0  0  0  0  0  -  L- - 

志賀の 山いた くな 伐り そ 荒 雄ら が 所緣の 山と 見つつ 傯 ばむ (卷 十六 一一 一ん 亡 一) 

足 柄の 八重 山越えて いまし なば 誰 を か 君と 見つつ 您 ばむ § 一十。 四 四 四 0) 

この場合に は、 『山と して』。 『山と 思って』。 『君と して』。 『君と 思って』 の義 で、 『と共に』 の義で 

よ. 親い。 そんなら ば、 『と』 に 『と共に』 とい ふ 用例が 無い かとい ふに、 これ は 叉 あるので ある。 

吾 背 子と 二人 見. ませば 幾許 かこの 零る 雪の うれし からまし (卷 A。 一六 五 A3 

わ 吾"：！ ぞ と 二人 我が 見し うち ii? する 駿 河の 嶺 らは戀 しくめ あるか (卷 二十。 §§ 

吾 背 子と 二人し れば山 高み 里に は 月 は 照らす ともよし (卷 六。 一 0 三 九) 

人 もな き國も あらぬ か 吾妹 子と 携 ひゆき て 副 ひて 居らむ (卷 七 二ん) 

その他、 『吾妹 子と 二人 わがね し』 どか、 一" 吾妹 子と さねし 妻屋 に』 などの 例が あ.^、 皆- 『と共に』 

の 意味で ある。 併し、 『fi ばむ』 の 場合に は應 用出來 ない。 もっとも、 古義の 如く、 『IT はむ』 をば、 

『& ばむ』 と 書 直せば 解釋 のっかない ことがない が、 さう； > ふ 面倒 をす る 必要 を 見ない ので ある 

この 歌 は、 舊訓 は， 5- 我 妹 子が 見つつ 11 ばむ 奥つ 藻の 花 咬き たらば 我に ii 口げ 來ょ』 とい ふので、 大 


みと ほり  . 

體そ で 解釋 して ゐた。 初 句 ヮギモ r. トと 訓ん だの は 童蒙抄 で、 同耆には三通の^^をぁげ その 一. 

つに， 『我 妹 子と 見つつ しのばむ I われに のら まく』 とい ふの が.？ つた。 それから 結句 は眞 淵が 與は 

乞の 誤 だとして、 『^^：: げこ そ』 と訓ん だが、 これ は與 のままで さう 訓め るので ある . 

〇 

【卷 七. I  二 四 九】 

まがた め i£ ^の » の！^ & むと 我が 染めし 袖 ぬれに たる かも 

JSG  沼 池 _^^採 我染袖 沾在哉 ， 

舊訓 -『き1 がた め 沼の M の ると わがぎ めし 袖 ぬれに ける かな』 であった の を、 アガシ メ コ . 

モ r 古義 >。 ソ ガシメ シ ソデ (新き。 ヒシ ツム ト (代お 記. お。 ヌレ 一一 タレ/力 モ (考) 等の 經過 を經て 居る。 

古寫本 中ィケ 二  (古)。 ワカ ソメソ 、デノ  0 兀 .類* 古-細)。 フカ ソメ だソテ S) 等の 訓が ある 古義。 i 

は、 『袖』 は、 『衣』 の誤寫 だとした ものであった。  ， 

フ  そ  ■ ころも そで  ノ 

一首の 意 は、 のために 浮 沼の 池に 入って 菱の實 を 採んだ とこ バ りが わが 染 f- た 衣の 利 力 添ォナ 
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しめ ごろ も  e き  しめ ごろ も 

とい ふ 意味の 歌で ある。 染衣は 古事記 上に、 『染め 木が 汁に 斯米許 呂母を まつ ふさに 取りよ そ ひ』 と 

あるので、 『染 む』 の 用例 は 明..^ かで ある。 浮 沼の 池 は 古義に、 『未 ダ考 得す、 八 雲御抄 に、 石 見と 载 

させた まへ る は、 いかが あらむ』 と 云った が、 石見國 名跡 考に佐 比賣山 S- の 池と して ゐる。 卽ち 

さしべ  * 

現在. の 三 瓶 山麓の 池で、 大日 本 地名 辭 書に もさう 記載して ゐ るが. 萬 葉の 浮 沼 池が 此處だ 力 どうか 

不明と して ある。 併し、 石見國 名跡 考の 著者 はこの 前の 歌の 中の 妹 背 山 をも紀 伊ではなくて、 石 見、 

だとし、 やはり 佐比賣 山の 一部と 考 へて ゐる。 

この 歌 は、 東歌な どに 流れて ゐる 情調に 似、 素朴 單 純で、 民謠 的の いい 味 ひ を 持って ゐる もので 

ある。 EK に 浮 沼 也 を 石 見 だとし、 人 麿と 關 係が あると しても、 人 麿と 佐比賣 山との 關係は 不明で あ 

るから、 或は 人 麿 作と せす に 古歌 をば. <  麿 歌集に 書きと めた ものと 想像す る こと も 亦 可能で ある。 

ゑぐ つ  ゆきげ 

いづれ にしても、 菱の實 云々 がお もしろ いので ある。 『君が ため 山 田の 澤に ま-具 採む と 雪 消の 水に 

やま さは ゑ ぐ 

裳の 裾 ぬれぬ』 (卷 十。 一八 三九ヾ 『あし ひきの 山 澤囘具 を 採み に ゆかむ 日 だに も 逢 はせ 母は賓 むと も』 

S 十一。 二 七 六 so 『豊國 の 企， かの 池なる 菱の末 を 採む とや 妹が 御 袖 ぬれけ む』 (卷 十六。 一一 一八 七 力； > 等の 

例が ある。 

この 歌、 六帖 に、 『君が ため 浮 沼の 池に 菱 とる とわが そめし 袖の ぬれに. ける かも』 と ある。 


【卷 七. I  二 五 0】 

嫩が ため^の， & りに ハげ きし 吾 山路に まど ひこの 日 暮らしつ 

妹爲 菅實採 行 吾 山路 惑 此日 暮、. 

霍、 『妹が ため S 實 f て 行く 吾 を中路 まど ひて この 日 暮らしつ』 であった。 スガノ ミトレ ノト、 

ズガノ ミトリ 一一 (代 i 精)。 スグ ミトリ 一一 ュク ヮレハ (霞 抄)。 さ ノミヲ トリ ュク ヮレヲ (考 )。 ュ 

キ シァレ ャマデ 一一 マドヒ (古義)。 スガノ ミトリ 一一 又ス. 、カノ ミツ ミ 一一 (新 考) 等の 窗カぁ 

スガノ 1、 f 說 文に 菅、 茅 也と t、 古事記 S 上) に、 - S 貝 多多 美。 萬 葉 (？ s。is 

こ、 ffrft 和名き に、 ず、 和き ゲ計。 新撰 字 鏡に、 爹、 須 介と ある。 管に は 種類が 

あって、 白茅、 I、 黄 茅、 香 I、 禾本科と 蒙 科の 中に 出入し S 似の ものの 總稱 であらう。 

そして- i の實』 をば、 『菅 茅の 實』 と 解せば、 穂に 結ぶ 細實 であるから、 食用と 1 る こと も困冀 

であり、 鑑赏 おと 解しても 亦 無理で ある。 然るに、 一方に は、 『菅 の實』 は、 『山 管の 實』 だとす る 


, 九 六 

—  バク モン トウ  ャ マス ゲ 

解 釋は代 匠 記 あたりから すっと ある。 ャ マス グは、 和名 鈔に、 本草 云、 麥門 冬。 和名 夜末須 介と あ 

る もので、 ジ ヤノ ヒゲ、 ジ ョクガ ヒゲ、 ソ ュクノ ヒゲ、 ophiol:>og.cn  japoniciis と稱へ る 百合 科の 

常綠 草で ある。 これ を 小 葉麥門 冬と も稱 へる。 なほ、 大葉麥 門 冬、 ォホ \ ジャ/ ヒゲ、 Ophiopo を n 

planiscapus が あり、 紫 藍色の 實が 生る。 なほ、 ャ プラン、 Liricpe  g.raminifclia が あり、 お £ 银ほ 

"5^1^^ぉ称|;;2讀き なほ、 ヒメ ャ ブラン、 Liriope  minor が あ， り、 共に 黑 紫色の 杲實を 結ぶ から、 

古代に 此 等を總 ベて 一名で 稱 へて ゐ たと せば、 ス. ガ\ ミ。 ャ マス ゲノミ は 此等數 種の 實を 含めた と 

も 解し 得る であらう。 また、 ジ ヤノ ヒゲ、 ャ ブラン 等の 根 は、 滋補、 祛痰、 止 嗽、 瀉熱、 明 目 等の 

藥用 にす るが、 この 歌の 場合 は その 目的で は あるまい。 そこで、 實驗 する に、 麥門 冬の 實 (特に ャ 

ブランの 實) の黑 紫の 皮質 も、 彈 力の ある 白 質の 部も嚙 めば 甘い 味が ある。 卽ち 甘味の 調理に 用ゐ 

たものと も考 へ る ことが 出來 る。 なほ 黑 紫の 皮質の 部 はこれ を 白 布に 摺れば 紫の 色に 染まり 容易に 

褪めない。 卽ち衣 を摺染 乃至 浸染に する 料に 用ゐ たこと が 分かる。 歌の 『妹が ため』 とい ふの は、 

主として この 爲め ではなから うか。 そして この場合の 『菅 の實』 は、 『ャ ブランの 實』 であらう。 萬 

葉 sel。 五六 四) に、 『山 菅の實 ならぬ こと を 吾に 依せ 言 はれし 君 は 誰と か 宿らむ』 が あり、 その ャマ 

スゲ の實を も、 ジ ヤノ ヒゲの 實、 ャ ブランの 實卽 ち麥門 冬の 實と 普通 解して 居る やうで ある。 


そこで 一 首の 意味 は、 吾妹 子の ために (；g ；^」 ^"15 山 菅の實 を 採. -に 行った ところが 道 を 迷って 1 

日す ごした とい ふので ある。 * 

これ， も 一種の 相 聞 情調で、 古代の 人々 は、 かう いふ こと を 云 ひながら 勞働 などに つれて 歌った や 

うに もお も はれる。 それほど 素朴で も あり、 民謠 的で も ある。 而 して 何等の 思 はせ ぶりがなくて、 

何ともい へぬ いい 氣持 である。 ここの 三 首な ど は 人 磨の 歌 かも 知れない が、 或は さう でなくて 人饔 

以前の 作 かも 知れない。 つまり その 頃旣に 古歌と いふ 部類であった かも 知れない。 『妹が ため 玉 を 

み さき 

拾ふと紀の國の.5,:^!-の岬にこの日暮らしっ』 (卷七。 二三 0」。 『春の 雨に ありけ る も 0 を-立ち 隱り妹 

が 家 道に この 日 慕ら しつ』 (卷 十。 一 八 七 七)。 『明日 香 河 行く 瀨を 早み はやけ むと 待 つらむ 妹 を 此の 日， 

幕ら しつ』 S 十一 。二 七 一三) 等の 例が ある。  ， 

この 歌六帖 に、 『妹が ためす がの 實と ると ゆく われ は 山路 まよ ひて 此日 くらしつ』 と ある。 

〇 

【き 七.  一 二 六 八】 
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n ら  て  よ、、 むく やま  つね  す，  ひ，^  ^  i:  k  >  > 

s 等が 手を卷 向山 は 常 なれ ど 過ぎに し 人に 行き 纒 かめ や も 

兒等手 乎 卷 向山 者 常 在 常 過 往人爾 往卷目 八方 

以下 二 首 『就 所發 思』 の 題で、 『右二 首 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出』 と 左 注が ある。 〇 兒等手 乎 コ ラダ 

テ ヲと訓 む。 女の手 を 枕に する ので、 同音の マ クに續 けた。 0 常 在 常 ツネ ナ レ ドと訓 む。 古寫本 

中 ツネ 一一 ァレド (元)。 ツネ ァレド (類) の訓も ある。 〇 過 往人爾 スギ 一一 シヒト 一一 と訓 む。 jil 訓 ス ギ 

ュクヒ トー 一で あつ • たの を、 童 蒙抄で スギ- 一 シヒト 一一 と訓ん だ。 〇 往卷目 八方 ユキ マ カメ ャ モと訓 

み、 往き 逢うて 共に 寢る ことがあら うか、 ない。 と 反語になる ので ある。  . 

一首の 意 は、 愛人の 手 を まくと いふのに 似た 名の 卷 向山 は、 この やうに 變 なく ある けれども、 死 

んだ 愛人に 二た び往き 逢うて、 手 を 枕に して 共に 寢る こと はも はや 出來 ない。 

この 歌 を 人 麿の 作 だとせば、 ただの 空想的な 作で なく、 實 際に 戀 人の 死んだ 時の 歌の やうに 受取 

れる。 そして 一 首の 哀 韻に 人 麿 的な ところがあって 棄 てがたい。 『發句 ハ此卷 上 一一 モ有シ 如ク、 卷 

向 トツ V ケ ム爲 ナガ ラ、 是ハ入 丸集ノ 歌ナレ バ、 妻ノ 死去 ノ後ョ マ 〃、欺。 サ レバ コラガ 手 ヲ卷向 

ト云 山" 動ナク テ常ナ レド、 ソレハ 唯名ノ ミ - ーテ、 過 ティ- シ人ノ モト-一 我ュ キテ又 手枕 ス 〃事ァ 


，ムャ ハト、 山 ヲ見テ 名-一成 ジテ ョ マレ タ^べ シ』 (代 匠 記 精) と あるの は、 やま、 妻の 死んだ 時の 

歌 だら うと 想像して ゐ るので あるが、 さて、 妻の 死と いふの は、 輕の 里に ゐた 妻の ことで あらう か 

否か、 その 憑の ことになると^ 想像 を 以て 補充し なければ ならない。 

この 歌の 次に、 『卷 向の 山邊 響み て往く 水の 水沫の ごとし 世の 人 われ は』 2  二 六 九) が あるので、 

その 歌に ついて、 契 沖 は. 『人 磨の 哥に、 惣 じて 無常 を觀 じたる 哥ぉ ほし。 大權の 聖者に て 和 光 同座 

せる なるべし』 (代 e 記 初)。 『サ キノ 歌 (一 二 六 八) ハ他ノ 上ヲ云 ヒテ、 此歌 「一 二 六 九) ク ZI ノ上ヲ お^ ナ 

リ。 人 丸ハョ ク 無常 ヲ觀ジ タ 〃人 ナリ』 (代 匠 記 精」 と 云って ゐる。 實 際此處 にある 二 首 も、 宇治川の 

網 代 木の 白浪の 歌 も 無常 觀には 相違ない が、 それ を 以て 直ぐに 佛敎の 無常観の 影響 だと 決めて しま 

ふの はどう かと 私 はお も ふ もので、 そのこと は旣 に、 宇治川の 歌のと ころで 說 明して 置いた 箬 であ 

る。 愚兑 では、 沙彌滿 誓の、 『世間 を 何に 譬へ む 朝 びら き榜ぎ 去に し 船の 跡な きごと し』 (卷 一一 一。 三 五 コ 

とい ふ耿 と、 人 麿の 宇治川の 歌、 乃至 此處の 人 麿 歌集の 二 首と は その 內容も 作歌 動 梭も大 に 違 ふ も 

の， --爲 して ゐ るので ある。 


1 00 

【卷七 •  一  二 六 九】  ，  . 

まき むく やまべ  S  みづ みな. C  よ  ひと われ 

卷 向の 山邊 とよみて 行く 水の 水泡の ごとし 世の 人 吾 は 

卷向之 山 邊響而 往水之 三 名沫如 世人 吾等 者 

■  ^i 〇 卷向之 マキ ムクノ で、 卷 向山で ある。 〇 山 邊響而 ャ マべ トヨミ テと訓 む。 卷 向山 

の 近く を 流れる 河、 多分 痛 足 河で でも あらう か、 水の 音が 高く 響きつつ 行く 趣で ある。 舊訓ャ マべ 

ヒへ、 キ - スと訓 み、 代 匠 記 • 考 これに 從ふ。 元曆 校本 ャ マ へ トヨミ テと訓 み、 ヒ 、 キ テ とも 注して ゐ 

る。 類聚 古 集はャ マへ ヒ、 キ テと訓 み、 右に ャ マノへ ヒ、 キと 記し ある。 神 田本ャ マへ トヨミ テ、 

童蒙抄 . 略解 • 古義 等 多ぐ さう 訓ん でゐ る。 古義で はャ マ へ と淸 んで發 音せ しめて ゐ るの は モ 三 チ 

流 だが、 この 淸 濁に 餘， 9  くどくど 云 ふの はこちたい，， ^ャ マ ベと 獨 つて 訓んで いい。 トヨ ムは、 登 余 

牟、 等 豫牟、 等 餘毛之 だから トヨ ムと淸 んで訓 むの が 普通 だら うか。 〇 往水之 ュ クミ ヅ ノと訓 む。 

痛 足 川 (卷 向川) の 流れ ゆく 水のと いふ 義 である。 .〇 三 名沫如 ミナ ヮノゴ トシで、 水泡の 如しの 

義 である。 消え 易い 無常 を 歎す る 心で 斯う 云った ので ある。 古來 ミナ ァハ ノコ トシ (古葉 略 類聚 抄)。 

ミナ ヮ / コ トク (細 井本 *祌 田 本〕 等の 訓 もあった。 『水の あはの ごとしな 6』 (代 匠 記 初) と 注されて ゐ 


る。 〇 世人 吾等 者 ョノヒ トワレ ハと訓 む。 世に 生 きゐる 吾 は、 現 身の 吾 はとい ふ 意味で ある。 iii 

訓 ョノヒ トソレ ハ。 古寫本 ョヒ トワレ ラハ (類 • 元 • 神リ。 ョノヒ トコ ト" (古. 細-? ヒ。 童蒙抄 ョ ヒ 

トワレ ト"。 『吾ハ 世 ゾ人ナ レバ トー 一 ャ。 世 ノ人ト 我ト" ト 云へ 〃力。 初 ノ義ナ 〃ベ シ。 サ キノ 歌 

(丄ー ハー，^) ハ他ノ 上ヲ云 ヒテ、 此 歌ハ自 /上 ヲ省グ ナリ』 (代 匠 記 精)。 『世の 人 も 吾 もとい ふに は あらで、 

吾 はと ことわ. 0 て、 吾 は 世に 在 人 ゆ ゑと いふ 也』 (考 )。 

一首の 意 は、 人間 は 無常で、 恰も 卷 向の 山に 響きつつ 流れ ゆく 川の、 水泡の やうに 消え 

易く、 吾 とても 亦 その 通 b である。 とい ふ ほどの 意味の 歌で あき 

E@ 作者 は卷 向. H、 痛 足 川 を 中心として いろいろ 歌 を 作って 居り.、 その 風景に 親しみつつ、 

觀を も，： n: 然の 巾に 溶かし 込んで ゐ るので ある。 調子 も 延び、 眞 面目に 詠んで ゐて相 當の强 さ を 

0^ 持し つ つ 進んで ゐる聲 調に はや はり、 人 麿 を 思 はしめ ると ころが ある。 

人 磨の 作に は 近 江から 上來 時の、 『いさよ ふ浪の ゆく へ 知らす も』 とい ふの が あり、 人に よって は 

佛敎 思想 を 聯想して 居る ので あるが、 當 時の 佛敎 興隆の ありさま を考 へれば、 佛敎 思想 を 聯想した 

とて 何の 不思議 は 無い。 けれども 縱 しんば 佛敎觀 念が 沁みて ゐる にしても 人 麿 は 印度支那 あた りの 

地 i> ^など を 詠み こます に、 『宇治川の 網 代 木に いさよ ふ 波の』 といって ゐ るので ある。 それに 留 ほせ 
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ねばならない。 この 歌に しても 亦 同じで ある。 『卷 向の 山べ 響み て ゆく 水の 水泡』 と 云って ゐ るの 

であって、 決して 佛典 語の 露骨なる 翻譯 などで は 無い ので ある。 よって、 この 歌 を 人 麿 作と 想像し 

て、 二つと も 直ぐ 佛敎 思想 云々 と 云って しま はれない ところ を 有って ゐ るので ある。 佛敎の 無常 思 

想な ど を 超えた もっと 人間 本來の 無常 思想 を 有って ゐる こと を 看破せ ねばなら ぬので ある。 沙彌滿 

誓の、 『世間 を 何に 譬へ む 朝 びら き 漕ぎ 去に し 舟の あとな きごと し』 (卷 三。 三 五 一 ) も 類似の 思想の 歌 

だが、 滿 誓の、 『あとな きごと し』 に は 旣に槪 念 化された、 大づ かみのと ころが ある。 つまり 佛典翻 

譯 傾向の 表現で あるが、 この 歌の、 『水泡の 如し』 は、 もっと 自然現象に 卽 して 居り、 もっと 寫生的 

である。 そこ を 看破せ ねばならぬ。  ン  -, 

『本 は 序 也。 世の 人なる 吾 なれば 水の 泡の 如しと 也』 (略解)。 『卷 向の 山邊に とどろきて 流行 穴師 

川の 水の 泡沫の 如く、 有に かひな く はかなき 世間 なれば、 いかで か 吾 身の 行末 を、 たのみに 思 ふべ 

き、 といへ るな り。 無常の 歌な り』 (古義) と 解して 居り、 なほ、 『人 麿の 哥に、 惣 じて 無常 を觀 じた 

る哥 おほし。 大權の 聖者に て 和 光 同 塵せ るなる べし』 (代 匠 記 初 )0 『人 丸 ，ノ ョ ク 無常 ヲ觀ジ タグ 人ナ 

リ』 (代 匠 記 精) 等の 契 沖の 解を讀 めば、 契 沖 はこの 歌 を 人 麿 作と 感じて ゐ たこと が 分かる。 また 契 沖 

は 潜 侶で その 方の 經 典に 親しんで ゐ るので、 かう いふ 歌の 奥の 方 を 流れて ゐる いまだ 槪念 化されな 


い 新鮮な、 萬 有 的 無常観と も 謂って いい 笋の もの を 感じ 得た ので ある。 また、 童 蒙 抄には 。左 注に 

人 麿 歌 架 出と あれ ど、 此左注 を 證據に 人 麿の 歌と も 決し 難き 也。』 と 云って 居る。 

この 歌の 直ぐ 前に は、 『兒 等が 手を卷 向山 は 常 なれ ど 過ぎに し 人に 行き 纏 かめ や も』 とい ふの が あ 

る Q, これ も 悲しい 歌 だから、 人 麿の 亡くなった 妻の 事 を 詠 じた もの だら うと 想像す る 向 も ある。 い 

づれ 想像 だが、 全然の 架空で ない、 可能性 を 保留しつつ あ，^ 得る ところが、 人 麿 歌集に 出 づと左 注 

が あるた めで、 從 つて 典 味 も 亦 多い ので ある。 

この 歌、 袷 遣 集 哀傷 部に、 『めの しに 侍て 後 かなしび てよ める。 人 麿。 まき もく の 山べ ひびきて 

行く 水の みな わの 如く 世 をば わが 見る』 と ある。 柿 本 集に も 同様に 载 つて 居る。  • 

〇 
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i)  くも ゐ  み  い 6  S へ はや  あゆ くろ-は 

遠く ありて 雲居に 見 ゆる 妹が 家に 早くい たらむ 歩め 黑駒 

雲居 爾 所見 妹家爾 早將至 步黑駒 
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『行路』 とい ふ 題が ある。 童蒙抄 では 第 1 句 を へ ダ タリ テと訓 み、 考 • 略解. 古義で は 第三 句 を 

ィ モガへ 一一 と訓ん だ。 雲居 は單に 雲の ことに も用ゐ るが、 雲の ゐる 天の あた，.^ とい ふ 意に もな り、 

此處 はさう いふ 遠い ところと いふ 風に 使って ゐる。 この 歌に は、 『右 一 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 

いふ 左 注が ある。 然るに、 卷 十四の、 『間遠く の 雲井. に 見 ゆる 妹が 家に いっか 至らむ 步め あが 駒』 

(三 esl) に は、 この 歌との 異同 を 注して ゐ るから、 當時旣 にこの 歌の 注意され てゐ たこと が 分かる „ 

感情の 表現が 順當で 印象 も 明瞭で あ， 9、 稍民謠 的な 抒情 歌で あるから、 いっか 廣 がって 東歌の 中に 

編まれた ものと も 思 ふし、 その 反對 とも 考 へられる が、 歌 調 は 分か， 9 易くて 他の 東歌と ちが ふと こ 

ろが ある。 なほ 古義で は  一二 九 五の 次に この 歌 を 移して 居る。 この 歌 は六帖 第二 馬 部 及び 拾遺 集戀 

部に 人 麿 作と して 載り、 拾遺 集で は 第一 句 『よそに ありて』 になって ゐる。 また 柿 本 集に も 入り 第 

一 句 『よそに して』 である。 

〇  - 
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、に？  しり さや  いり ぬ  く. f ひ  わぎも i そで  言  なつ くさ か 

劍の後 li に納 野に S 引く 吾妹 眞袖 もち 著せ てむ とか も 夏草 刘るも 

劎後 靴 納^ 邇 葛 引 吾妹 眞袖以 著 點等鴨 夏草 莉母 


『旋頒 歌』 とい ふ 題が あり、 『右二 十三 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 左 注せられ てゐる そ 

ある。 

0 劍後 . 稱 納野邇 タ チノ シリ. サ ヤノ 一  イリ ヌュ と訓 む。 『劎 後』 は、 流布 木タチ シ え 

古寫 木小タ チノ シリ (^： は： 誘： 巧) と訓ん だのが あり. 拾 穗抄で それ を 採った。 『鞘納 野邇』 は 流布 

仁 サ ャ ユイ ルノー 一、 古 寫 本中サ ャィ〃 ノへ -ー (元. 古)。 サャ イダ、 ノー 一 (祌) と 訓んだ の も ある。 考で 

ち  しり  さき  い 

サャ 一一 イリ ス 一一 と訓ん だ。 太刀の 後、 卽ち 刀の 尖 をば 鞘に 納れ ると いふので イリ ヌ に續 けた 序詞 

f  *^ カノ ィルノ 

である。 納野 は、 代 匠 記 初に、 『和名 集 云。 丹 後國竹 野郡納 野。 この 納野 にや』 と あ， 9- 考に 『， 

野 は 式に 山城 國? J 訓郡入 野 神社と 有に 同く 委は冠 辭考に 見 ゆ』 と ある.。 若し 後者 だとせば、 ^城國 

ひ k, 邯ガ 原野 村 大字 ビ-羽 だとい ふこと になる。 〇 葛 引 吾妹 クズヒ クヮギ モと訓 む。 葛 を 刈って ni5 

る戀 人よ、 わが 妻よ とい ふ 意で ある。 この 葛の 纖 維で 衣 を 織った ので、 この 卷に、 『をみ なへ し 生 ふ 

よく ャ. 1 らいつ  く  きぬき  I  、 

る 澤邊の 其 田 ic?i§ 何時か も 絡- 9 て 我が 衣に 著む』 (一三 四 六) とい ふので 分力る。 C 眞袖以 マソ デモ 
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チと訓 む。 雨の 袖 を 持っての 意で、 『著せる』 に續 ける ので あらう。 卽ち 織って 出來 た、 或は 出来る 

喾の 衣の 兩袖を 以て、 私に 著せよう としての 意で あらう。 從來、 『眞手 もて 夏 葛 引く と 言 ふなり。 左 

ま そで  ナツ クサ カルモ 

右の 手を眞 手と 言 ひ、 眞 手を眞 袖と 言へ、 り』 (略解) の 如く、 この 句 を、 結句の、 『夏草 莉母』 に績 

くものと 解して ゐ たが、 さう 面倒に せす に、 直ぐ その 次の 句に 績く ものと 解して いいだら う。 全釋 

に、！ 『兩 手で 葛蔓を 引く の を、 長い 袖 を 著て ゐ るから、 袖で 引く やうに 言った ので ある』 と 解して ゐ 

るの は 從來の 解釋に 同じ. く、 新考 に、 『眞袖 以は衣 一一 縫ヒ などい ふ 意なら ざるべ からす。 以は 作な ど 

の 誤に て マソ デヌヒ とよむ にあらざる か』 と 云った の は、 從來の 解 釋に滿 足せぬ 點に 就いて 云って 

居ろ ので ある。 〇 著 點等鴨 キセ テム トカ モと訓 む。 流布本 キ テム ト テカモ であった の を、 代 匠 記 

初 稿本で 右の 如く 訓ん だ。 『ま そで もてき せて むと かも 夏草 かる も。 きてんと て かもと よめる はわ 

ろし』 (代 匠 記 初)。 私に 著せよう として かの 意。 『眞鳥 住む 卯 名手の 神社の 菅の根 を 衣に かき 著け 著 

せむ 子 もが も』 (卷 七。 ニー 一四 四) などが ある。 〇 夏草 莉母 ナツ クサ 力〃 モと訓 む。 流布本の 訓 ナック 

ズカ〃 モ であるの を 代 匠 記 精 撰 本で ナツ クサ 力〃 モと した。 これ は 古寫本 中、 ナツ クサ カル. モ (元 • 

古-神-細). と訓ん だのが ある。 わが 女が 复草を 刈って ゐる。 卽ち この 夏草 は 葛の ことで、 旋頭 歌で 

あるから、 前の 語と 幾らか 變 化せし めて 繰返して ゐ るので ある。 略解で、 『草 は 葛の 字の 誤な り。 


古 p クズ とせり。 宣長 云、 莉は 引の 誤な り』 と 云 ひ、 古義な ども 其に 從 つて ゐ るが、 此處 はさう 無 

理 せす ともよく、 『草』 はカャ にも クズ にも 用ゐた 字と すれば いいので、 また 赏際當 時 はさう 細かぐ 

分化して ゐな いので ある。 美 草 を ヲバナ とも 訓んだ 例が あるので、 自立つ 草 をば 草 を 以て あら はし 

たと I！；；： 做して いい。 そこで 前に 葛の 文字が あるの だから、 此處の 草 はつ まり 葛に 該當. する 草 を も 含 

むので ある。 この 點全釋 も 見と 同一で ある。 

BSl あの 納 野に 葛 づるを 引き取って ゐる 愛すべき 妻よ。 織った 衣の 兩 方の 袖 を 持って 私に 著 

せようと て か、 ああして 夏草の 葛 を 刈って ゐ るよ。  - 

あ ひだ 

『與袖 もち』 は、 『眞袖 もち 床う ち 拂ひ君 待つ と 居りし 間に 月 かたぶきぬ』 (卷 十一。 二 六 六 

の ご  こと どひ 

七)。 『み 袖 もち 床う ち拂 ひ』 (卷 十三。 三 二八 0)。 『眞袖 持ち 淚を拭 ひ 咽びつつ 言語 すれば』 (卷 二十。 四 三 

九 八) などの 例の 如く、 兩手を 以ての 意で あるが、 直ぐ 次の 句に 續 いて ゐ るので あるから、 この 歌 

の 場合 も， 『異袖 もち 著せむ』 卽ち、 兩手を もって 衣 を 著せて 吳れ ようとと 續 くやう に 解す るので あ 

る。 さう すれば、 『織る』 とい ふこと はお 略されて ゐ るの だが、 それ は、 『葛 引く』 或は、 『草 刈る』 

に 含まって ゐ るので、 『直さ 麻 を 裳に は 織 b 著て』 (卷 九。 一八 0 七) の 例の 如く 織 服而と 一語と したの 

も あるから、 それ をな ほ^ 略 すれば、 この 歌の やうになる ので ある。 特に 作歌 動機 は、 眼前の 葛 を 
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刈って ゐる女 を 見. て 起った の だから、 衣 を 織る とい ふ 動作 は 自然に 省略せられ るので ある。 

この  一 t 全體 は民謠 風の 色調 を 持って ゐ るから、 輕く 明朗に その リズ ムが 流れて ゐる。 個人 獨詠 

とい はむ より は、 社 食發生 的と 考 へられる し、 作者 不明の 歌で、 かう いふ 種類の 歌が 多い から、 假 

に此 等の 歌 を 人 麿の 作った もの だとせば、 人 麿 はや はり さう いふ 民謠 作者 風な 心の 据ゑ 方で 此 等の 

歌 を 作った に 相違ない。 古義で は、 『納 野に 葛 引 婦女 は、 己が 夫に 令， 著て むと て か、 兩袖 もて 引ら 

む。 さても あはれ の 婦女 や、 となり。 此は 婦女の 葛 引 をみ て、 かれが 夫に 織て 令， 著て むと て か 引ら 

f  二、 ょ.，ごょ，0.,3^匸ょり る よる ヾ ノ。 略解に、 我に 緣 てきせむ とて か、 眞手 もて 夏 葛 引と 云な り、 といへ る は、 妹 

もと J そ J,.on- てよ めるな ズ. 一し と あるに 泥め るなる べし。 古へ は 人の 妻 を も 女 を も 親み て 吾妹と いへ る こと 常 

slt』 と 云って ゐ るの は、 解釋 として は 無理で ある けれども、 なせ かう いふ 解釋 が出來 るかと いふ 

に、 此 歌が 民謠 風で、 その 儘に 一般化すべき 傾向 を 有って ゐ るからで ある。 さう いふ 點で、 古義の 

如き 解釋 もまた 看 免して はならぬ ので ある。  ，  - . 

この 歌 六帖第 四旋頭 歌の 部に 載り、 四 五 句 『眞袖 もてき てむ とて かも』 である。 

ここより 以下 廿三首 は 卽ち旋 頭 歌で 六 句から 成って 居， o、 句 を 繰返して 居る のが 多い が、 必 すし 

AP さう でな く 句 を 繰 返さす に暱當 に咏み 下して ゐ るの も ある。 この 旋頭歌 は 形式 上 時に よって は 短 

歌よりも 內容の 簡單な ことがある。 ただ 短歌よりも 形式が 少し 長いので、 一 氣に咏 み 得る やうな 感 


情の 場合に 成功し、 人廣の 如く 呼吸： 总 吹の 大きい 者の 得意と する 場合が 多い やうで ある。 後世の 

纖 巧な 歌風になる に從 つて 長歌が 衰へ旋 頭 歌が 衰 へたの は そのため である。 それ だから 旋頭歌 もさ 

うい ふ 悟 を 以て 咏 めば 相當 にいい ものが 出來る ベ き 可能性 を 有って ゐ るが、 我等 はい まだ そこ ま 

での 餘裕を 得すに 居る。 人 麿と 明らかに 名の 記された ものに は 旋頭歌 は 無かった が、 人 麿 は 必すこ 

の 旋頭歌 を 作って ゐる ものと 愚考して 居り、 人 麿 歌集 中の 旋頭 歌の 中には 人 麿 自身の も あ， < ^友人 等 

の 作 も 或は 手控 にした 古い 旋頭歌 も 含んで 居る わけで ある。 

■  0 

【卷七 •  一  二 七三】 

すみの え  はづま  きみ  うま のり ごろ も  あやめ  す  ぬ  ころも 

住 古の 波 豆 麻の 君が 馬乘衣 さひづ らふ 漢女を 坐 ゑて 縫へ る衣ぞ 

住 古 波 豆 麻 IS 之 馬乘衣 雜豆臘 漢女 乎座而 縫 衣 叙 

0 住吉. 波 豆 窳君之 ス ミノ ュノ. ハヅ マノ キミ ガで、 波 豆 麻 は 住吉の 地名で あらう。 

其處 におる 『F^』 で、 古 寫本中 『公』 と 書いた のが ある (一 S ビ |^:§.)。 代 匠 記で は ナミ ヅ マキ ミガと 

一 〇 九 


一 一 〇 

訓み、 『波 妻君ト 、ノ、 波ハ花 トモ 見ュ テゥッ クシ ム物ナ レバ、 クック シ妻ノ 意 ナリ。 第 十三 一一 . 浪雲 

/ゥッ クシ 妻ト 云へ-ルー 一 テ 知べ シ。 住吉 、ノ 住 吉ノ岸 一一 ヨス, 浪 ト云ノ ミー ーァ ラズ、 以下 ノニ 首モ住 

吉 ト讀タ レバ、 ャガテ 夫君 モス メ 〃處ナ リ』 (代 匠 記 精)。 『すむ 地 を さして 云に 疑 ひなし』 (考 )。 『宣 

長 云、 波 豆 麻 君 は、 波 里 摩 着の 誤、 乘は垂 の 誤に て、 ハリス リツ ケシ、 マ ダラ ノコ モと訓 むべ し』 

<: 略解 ：>。 〇 馬泰衣 舊訓 マソ コ "モ。 古寫 本で は、 マ/. リ キヌ (元. 古. 祌」 と訓ん だの も ある。 マノ 

リ 衣 (童 蒙抄) ゥ マノリ キヌ (代 匠 記 初)。 ヮ キア ケ コロモ (考 )o マ ダラ ノコ 0 モ (略解 宣長訓 )。 クマ ノリ 

ゴ 0 モ (略解〕。 『馬乘 衣 ，ノ、 今 ノ俗雨 衣ノセ ヌヒ ノス ソヲ 縫合 セヌ ヲ、 馬乘ヲ 開ト云 ヒテ、 馬 ニ騎時 

便ョ カラム 爲 一一 ス レバ、 昔モサ  <  體ノ衣 ナドヲ 馬 乘衣ト テャ侍 ケム』 (代 匠 記 精 ：-。 『义こ をう まの， 9 

衣と 訓む說 も あれ ど、 馬の む 衣て ふ訓 ものに 見えす。 こ は 義訓に わき あけ ごろ もとよむべし。 則 膠 

ェキ  マッハ シ  ケ ッァケ 

膝 袍は圓 領の胡 服 武官の 衣 なれば なり。 縫腋は 馬に 乘に 便り あしければ 膶腋を 造れり。 馬乘 衣と い 

はん 物必此 ものの 外な し』 (考 )。 〇 雜豆臘 サヒヅ ラフで、 囀ら ふ、 卽ち 分からぬ 音で 喋 舌す る こ- 

n トサ へ グ  カラ ノメ  力 ラサへ ヅリ 

とで ある。 言 左敝久 などと， >  ふ 枕詞の 如く、 喧擾の 煮 味で、 日本 紀に韓 婦用ニ 韓語言 一と あるの が參 

サ t ヅルャ  カラ ウス 二 ツキ  .  •  * 

考 になる。 また、 佐 比豆留 夜、 辛碓爾 春の 例 も、 同様の 枕詞で ある この 句 は 舊訓サ 一一 ヅ ラフで 

ラ トメ の冠辭 としたの は、 漢 女をヲ トメと 訓ん だからであった。 サ ヒヅラ フは 略解 補正 (正 辭) の 割 


である。 追記。 右 は 校本 萬 葉に 據 つて 正 辭の訓 としたが、 後、 井上 博士の 新考を 見る に、 關政 がの 

あやめ  すゑ 

储字^ の i としてお る。 0 漢女 乎座而 アヤメ ヲス H- ズと訓 み、 漢女 をば 座ての 意、 すわらせ 使役 

する 意。 漢女は 從來ヲ トメと 訓み、 『漢女 、ノ 毛 詩 一一 モ漢之 有 女ト云 ヒテ、 美女 ァ だ處ナ レバ、 彼處 一一 

准 ジテ， ナリ』 (代 精： >。 『こゝ の をと めに 漢 女の 字 を かりたる は、 紀 (應祌 ) に 三十 七 年 戈 午朔、 

泣 阿知 使 主 都 加 使 主、 於 令 求 縫工 女 云云。 四十 一 年 二月 云云。 是月 阿知 使 主 自„^|< 至 筑紫時 胸形大 

モノ ヌヒ. -チ n ハス 力 レエ ヒメ テム ナ. カタ ノォホ カミュ マ. ス  ス デニ シテゾ ノミタ リノ ハタ ヤメ チ イサナ ヒ テツ ノ クニ  ニイ タレ 

, 紳乞ェ 女 等 故以兄 媛舉智 形大神 云云。 旣而率 其 三 婦女 以至津 國と 有る 吳女を さして 漢女 

と |$1 たるな り。 きて 紅花 を韓 藍と も吳 藍と も 書て、 くれな ゐ とよめ る 如く、 漢吳を 通じ 窨 たるた は 

むれな b-』 (考 )。 これ を アヤメと 訓ん だの は 童蒙抄 で、 『漢 女、 をと めと 訓 する 事の 義未， 詳。 女 功 

女工の もの を あやはと りな どい へる なれば、 こ、 も 女工の 事 を專と 云た. る ことなれば、 あやめな ど 

よむべき 歟。 追而 可， 考。』 と 云って 居る。 また、 略解に、 『漢女 は、 按す るに 雄 略紀、 ^^！？^狹村主靑 

テビト  アヤ ハ トリ クレハ トリ キヌ ヌヒ  ゝ 

等 共-一 國使ー 將ニ„4< 所， 獻手末 才伎漢 織 吳織及 衣 縫 兄 緩 弟 嫂 等 一泊 一一 於住士 C 津, 云云 と 有る に據. 0 て 

訓 める なれば、 アヤメと 訓め， と 云って ゐる 中に 漢織、 吳 織の 語が ある。 借りて かぐ 訓ん でい い 

とお も ふ。 古事記 傳卷ー 一十 七に、 こ の 歌 句 を アヤ メ ヲマセ テと訓 み、 『此 をヲト メ ヲスェ テと訓 る は 

鼷 なり。 漢女は 漢國の 女 を 云』 とい ひ、 なほ 卷三 十三に、 『漢を 阿 夜と 云 ことい かなる 由に か詳 なら 


.  一 一 二 

アヤ ハ トリ  アナ？ リ  I 

す。 漢織を 書 紀に穴 織と も ある を 以て 思へば、 阿那と 云と 同く 此も阿 夜と 歎く 聲 より 出た るか』 と 

云った が、 新考に は、 『漢を アヤと いふ は 漢人が 緩 を 織る に 巧な りしより 云 ふなら む』 と ある。 新考 

ニシ キア ヤノ ナカ 二 ッッ メル 

の說 がいい。 錦 綾 之 中 丹裹有 (卷 九。 一 八 0 七) の 例が ある。 座の 字 は、 舊訓ス へ テ。 略解 宣長訓 マ セ 

テ。 『マ セテは 俗言に 招待して と 言 ふ 意な り』 (II レバ f)。 併し 此は 招待す る 意で なく、 呼んで 來 て. 

使 ふ 意で ある。 

すみの え はづ ま- きみ  うまの ゥ ごろ も  さ ひ づ らふ あやはと り  ころも 

住 吉の波 豆 麻の 君の あの 立派な 馬乘衣 は、 〔維 豆臘〕 漢 織の 女達 を 使って、 織，. > 縫うた 衣 

であ. o- ます ぞ よ。 

全體 が民謠 風の もので、 特に 勞 働に 連れて 歌っても いいやう に 出來て 居る。 そ. れが必 す 

し 1 漢 織の 女 等の ために 作った 歌で はなから うが、 住 吉の波 豆 麻 あたりに も 渡 來の漢 織女が 住んで 

居り、 それに 豪家の 若， い 男 を 配合し、 その 馬乘服 をば 技術の 上手な 多勢の 漢 織女が 織った ので ある 

とい ふ、 その かげに は 男女 戀愛 歌に かよ ふ 情調 も あ， 5、 多勢の 男女が 何 か爲事 をしながら 歌 ふのに 

ふさ はしい ものに 出 來てゐ る やうに 思 はれる。 さう いふ 關 係からで も旋頭 歌の 形式に なって ゐ るの 

は 面白く、 男女 合唱しても よく、 上 を 女が 歌 ひ、 下 を 男が 歌っても いい 訣 である。 

この 一 聯の旋 頭 歌 を 人 麿が 作った と 想像しても、 別に 不合理で はなく、 あれ だけの 力量 ある 歌人 


であるから、 人 磨 作と 明記され た 歌 以外に もな ほ 多くの 作が あるべき 害 だとす ると、 かう いふ 歌、 

つまり 勞働 歌と も 看做す ベ き 歌 を も 或る 機會に 作った と 想像しても 別に 不合理で はない とい ふので 

ある。 

この 歌 はさう いふ 興味 も あり、 また 文化史 的、 風俗 史的に 觀 察しても 興味 ある ものである。 馬乘 

衣をゥ マノリ ゴロ モと訓 むにつ いて、 さう いふ 名稱の ものが 當時 無い と 云って 眞 淵はヮ キア ケゴ 口 

モ などと 訓んだ 6、 また マソ ゴロ モ 7^ か、 マ. ダラ ノコ ロモ などと い ふ訓も あるの だが この ゥマ ノ 

リ ゴロ モは 通 名詞 的に 取扱って かま はぬ ものである。 

J^r- に- 『こ はなみ づ まの 君が 衣 をめ でて かくよ めるな， 9。 前後の歌.^^みな見るものをょめる歌な 

h -』 と-: ムひ， .W 義に、 『此は 大方の 衣な， らす、 愛しき 漢女を 招待して ぬ へ る衣ぞ と， 衣 をした てて 人に 

t ると て戯 二よ みて やれるな るべ し』 と 云 つて ゐ るの は、 幾分 足， 9 ない ところが ある。 考に、 『み；：？. 見 

る もの をよ める』 と 云って ゐ るの は 確で あるが、 それが 民謠 的に 1 般 化する 傾向の ものな ので ある 

〇 

【卷 七.  一 二 七 四】 

1 一 三 


す. 5 のえ  いで み  はま  し は  か  をと めら  あか 6  すそ  ぬ  ，  み 

住 吉の出 見の .濱 の 柴な刘 り そね 未通女 等が 赤 裳の 裾の 濡れて ゆかむ 見む 

住吉 出見濱 柴莫莉 曾 尼 未通女 等 赤 裳 下 閏將往 見 

〇 住吉 舊 訓スミ / ュ ノ。 古寫 本の 多く は ス ミ-ョ シ ノ と訓ん だ。 その他、 第三 句 ナノ リソ カリ 

1 一 (考 )。 、ノ マナカラ サネ つ 古義)。 結句 ヌレテ ユカ ムミュ (舊訓 )。 ヌレテ ュ カム ミム (代 匠 記 精 )。 ヌ ラ シ 

ュク ミム (考 )。 ァカ モス ソ ヒデ ユカ マクモ ミム (古義) 等の 諸訓 があった。 

出 の濱 は、 大日 本 地名 辭 書に、 『住 吉 森の 西に 松林 あり、 細 江 淺澤の 水 林 際 を 過ぎ 海に 入る。 此 

邊を出 見濱と 呼ぶ』 云々 と ある。  . 

一首 は、" 此の 出 見の 濱の柴 を つてし ま はすに 吳れ。 柴を に來る 未通女 等の 赤 裳の 裾の 濡れ 

ながら 群れる の を 見たい から、 とい ふので ある。 

氣持 もと ほり、 印象 も鮮 かな 歌で ある。 勞 働に 連れてうた ふ 1 種の 民謠 風と 考へ る こと も出來 る- 

若い 女 等の， 『赤 裳の すそ』 が 心を牽 いた ものであった こと は、 その他の 歌 を 見ても 分かる。 『吾妹 

子が 赤 裳の 据の 染め 濕ぢ む』 (卷 七。 10 九 0)。 『赤 裳の 裾に 潮滿 つらむ か』 (卷 十五。 一一 一六 10)。 『くれ 

な ゐの赤 裳の 裾の 春雨に に ほひ ひづ ちて』 (卷 十七。 一一 一九 六 九) 等の 用例が ある。 - 


m 


この 歌 は、 六帖第 四旋頭 歌の 部に、 『すみよし の 出 見の 濱に柴 なか， 9 そね をと め ごが 赤 裳 たれ ひ 

き 瀰れて ゆかむ 見む』 として 載って ゐる。  、 

0  . 

【卷 七.  一二 七 五】 

すみの え を だ か  こやつ こ  な やっこ  い， f  -ij た^ わた y し Si  ^ 

住 士：： の 小 田 を 莉らす 子 奴 かも 無き 奴 あれ ど 妹が 御 爲と私 田刘る 

住士  n 小 田 莉爲子 賤鴨無 奴雖在 妹御爲 私 田刘. 

〇 小 田 1^ 爲子 ヲダヲ カラス コ と訓 む。 舊訓ヲ タカ ラス〃 コ。 代 匠 記 初ヲタ カラスコ V 

衆 农抄ヲ タヲ カルス コ。 考ヲ タカ ラス コ。 古義 ヲダ ヲ カラス コ。 住吉の 田の 稻 を^って 居る 人よ と 

ぃふ^！^で、 い^ ラス は 敬語に 使って ゐる。 この 『子』 とい ふの は、 客觀 的に 觀てゐ るの だから、 男の 

V 一一む かっても コと いふので ある。 0 賤鴨無 ャッ コカモ ナ キと訓 む。 舊訓ィ ヤシ 力 モナ シ。 代 匠 

記^ ャッコ 力 モナ キ。 あ シヅカ モナ キ。 ャッ コは卽 ち 奴婢で 賤民で あるから、 賤を 以て ャッ コと義 

訓 し^るの である。 奴婢 は宫に K 役せられ る ものと 私人に 使役 せられる ものと あるが、 此處は 私人 


,  一 一 六 

に 使役 せられる ものの 場合で ある。 大寶月 令に は 公私 奴婢の 語が あり、 賤民が 良民に なり 得る 倐々 

等 も 記載 せられて ある。 その 奴 (下男) が 居ない ので あらう か。 と 疑って^ だ， 一人で 稻を莉 つて ゐる 

男に 對 する 氣 持で ある。 〇 妹御爲 ィ モガ ミ タメトと 訓む。 舊訓ィ モガ ミ タメ 一一。 童蒙抄 ィ乇. ガ. ミ 

タメト。 愛する 妻の ために、 ためだと して、 ためだと いってぐ らゐの 意で、 丁寧に 物言って ゐる趣 

は、 ラスの 敬語と 同樣 である。 〇 私田莉 フタ クシ ダカ〃 と訓 む。 舊訓シ ノビ タヲ 力. だ。 代 匠 記 

精で ヮタ クシ タカ 〃と 訓ん だ。 なほ 考 では ォ ノレ ダカ ラス と訓 み、 略解 ァ キノ タカ ラス。 『或說 に 

私 は 秋の 誤な らんと 言へ り。 さも 有べ し』 (略解)。 古義 アキノ タカ グモ 。新考 アキ ノタ ヲカダ 等の 

訓が ある。 しかし 此處は フタ クシ ダと いふから 面白い ので、 秋の 田で は 平凡に なって しま ふので あ 

る。 私 田 は 公田に 對 した 語で あるが、 大寶令 ごろ は、 全國が 官有で. あって、 個人の 私有 土地と いふ 

し でん く ぶん でん 

ものがなかった ので、 朝廷から 給 はる ことにな つて、 それ は 位田 職 田. 賜 田 • 口分田. 墾田 等で 

郎ち私 田で ある。 その 剩餘 田が 公田で あるから、 公田の こと を 一 に乘 田と も 云って、 田 令 第 十 一條 

に諸國 公田 條が ある。 こ" の 歌の 私 田 は、 私 田 中の 僅かば かりの 墾田と いふ 意味で あらう。 

EHa 住 吉の秋 田に 稻を つて 御いで になる 方に はー體 奴婢が 居ない のか 知らん。 いやさう で 

"あ  みヒか 

はない、 あの方 は可哀 いい 細君の 御た めだと いって、 自ら 僅かば かりの 私有の 田の 稻を 1^ つて 居ら 


赏 


れ るので す。  . 

この It も、 眼前の 光景 を 歌に 作って ゐ るので あるが、 贳 いて ゐる氣 持 は民謠 風で あり * 

稻 を^.^ ながらうた ふ勞働 歌と しても 役立 づ種 額の ものである。 さう いふ 關 係から、 敬語な ど を 使 

つ て ゐ ると 解釋 する こと も出來 る。 

1 うい ふ t 類の 歌 は、 自由 民の 間に は 行 はれて ゐた とも 考 へられる から、 何 かの 機 會に人 麿 

がお つた ものと S5 きしても 好く、 或は 人 麿が 一 般的 民謠を 書きと めて 置いた と 想像して もい いぐら 

ゐり 状で、 成 5 ^カー ぱいと いふ 稱頻の 歌で はない。 なほこの 歌 は 下に 見える  一二 八 五の 歌 をもュ  1. 一考 

とすると い い。  、 

義に、 『歌，. 意、 本 句 は 問に て、 末 句 は 答な， 9。 住 吉の小 田 を 刈 賜 ふ 君 は、 令， 刈べき 奴隸 なくて 

手 自^. リ偶 ふらむ かと 問た るに、 いなさに あらす、 からすべき 奴隸は あれ ども、 奴隸に 令せ て 刈し め 

ば、 Si にも ぞ なる。 i 耽に おも ふ 妹が 御爲の 故に かる 稻 なれば、 大切に と， 9 まかな ひて、 手づか 

ら秋 田ん i かる ぞ、 さても からき 業ぞ、 とこと わ， れる なり』 と 云って お？ - 


【卷 七.  一 二 七 六】 

C ナ  ベ  をつ き  もと  しぬ  か  きみ  かた 1^  しぬ 

^の邊 の 小槻が 下の 細 竹な 莉り そね 其 を だに. 君が 形見に 見つ っ傯 ばむ 

池邊 小槻下 細 竹 〔莫〕 刘嫌 其 谷. 君 形見 爾 監 乍將^ 

0 池邊 ィケノ ベ ノと訓 む。 舊訓ィ ケノべ 一一で あるが、 校本 萬 葉古寫 本の 訓 はすべ て ィケノ へ ノ 

となって 居る。 代 匠 記で はィケ ノ へ ノ を 採った。 0 小概下 ヲ ツキ-、 カモ ト ノと訓 む。 舊訓ヲ ツキ ガ 

シ タノで あるが、 古寫 本中モ ト 一一 (古)。 乇トノ  (神) の 訓が旣 にある。 考でヲ ツキ ガモ トノ と 訓んだ 

〇 細 竹 莫莉錄 シヌ ナカ リソ ネと訓 む。 原文、 『莫』 の 無い の を 代 匠 記で 補った。 また 結句の 『監 

乍』 を 代 匠 記で 『覽 乍』 の 誤 だら うと 云った が、 監に ミ^の 訓が ある やうで， ある。 〇 其 谷 ソレヲ 

ダ 一一と 訓む。 舊訓ど ほりで あるが、 新訓に ソヲダ 一一と 訓ん だ。 

つき けやき  しぬ  m 

一 首の 意 は、 池の ほとりの 槻 (櫸) の樹の もとに 生えて 居る 細 竹 (篠) をば 莉ら すに おいてく たさ 

きみ  ゆか ゥ  し ぬ  力た み 

い。 其處は あの 君との. 緣の 深いと ころ だから、， せめて その 細 竹 をで. も、 戀 しい あの 君の 形見と して 


見つ つ 傲ば うとお も ふので す。 大體 そんな 意^の 歌の やうに おも へ る。 

この 旋頭歌 も、 實際を 歌って ゐる やうで ゐて、 民謠 風で ある。 それ ゆ ゑ、 若し この 歌が 人 麼作だ 

とせば、 人 麿 はかう いふ 種類の 歌謠 作者と して 此處に 明かに 現出して ゐ るので、 また かう いふ こと 

は あ- 5 符 ると 考 へねば ならぬ ので ある。 この 一首 は 女の 歌で あるから、 人 麿の 歌で ない と 最初から 

極め-て しま へ ば 至極 簡^で あるが、 人 麿 歌集と いふ ものと 人 麿との 關 係を從 來の考 よりも もっと 密 

接な ものと して 考へ ると、 この 歌 も 人 麿が 或る 機緣に 觸れて 作った ものと 想像しても かま はぬ こと 

となる ので ある。 若し それ を も 全然 否定す る ことにすると、 讀人 不知の 萬 葉 集の 歌 をー體 誰が、 ど 

うい ふ 人が 作った かとい ふ 解釋が 却って 面倒に なって 來 るので ある。 

この 『見つつ |i ばむ』 とい ふやうな 表現の こと はもう 旣に 用例 を擧 げたと 思 ふが、 なほ 少しく 引 

ぐなら ば、 『否が 形見 見つつ i ばせ あらたまの 年の 緒 長く 吾 も 思ば む』 (卷 四。 五八 七)。 『住吉 の 岸に 

おさ へ  しぬ  あわゆき  ふし  け なが 

家 もが 沖に 邊に 寄す る 白浪 見つつ 思ば む』 (卷 七。 一 一 五 〇)。 『沫雪 は 千 重に 零. 9 敷け 戀 しくの 口 長き 

しぬ  おもがた  しだ お ほぬ  しぬ  ， 

我 は 兄つ っ徳 ばむ』 (卷 十。 二 11 一三 5。 『面 形の 忘れむ 時 は 大野ろ にたな びく 雲 を 見つつ 傯 ばむ』 (卷十 

や ち くさ  しぬ 

四。 三 五 二 〇)。 『八 千稷に 草木 を植 ゑて 時 每に咬 かむ 花 をし 見つ つ 思ば な』 (卷 二十。 四 三 一 四) などの 例 

が ある。 これ も 始めて 作った 人の 歌 は 緊密で あるが 段々 に槪念 化し、 稀薄に なって 來て 申訣に 響く 


1 二  o 

をつ き  しぬ 

やうに なって 來 るが、 さう いふ 點 では、 此處の 人 麿 歌集の 歌 は、 小 機と いひ、 小 竹と 云って ゐるぁ 

た， 0 は眞實 から 脫 却して ゐな いので、 眞 面目な 鑑賞に 堪へ 得る ので ある。 

この 歌 は、 續千载 集 卷七雜 体の 部に、 人 麿 作 『池の ベの をつ きが 下に 笹 なかり そそれ を だに 君が 

形見に 見つつ しのばむ』 として 載って ゐる。  ， 

〇 

【卷 七- I  二 七 七】 

あめ  ひめ すが はら くさ  か  みな  わた  ぐろ  かみ あくた つ 

夭. る姬菅 原の 草な 莉り そね 蜷の腸 か 黑き髮 に芥し 著く も 

夭 在 日 寳菅原 草 莫莉嫌 彌那綿 香烏髮 飽田志 付 勿 

0 天 在 ァ メナ グと訓 む。 日に 係る 枕詞 だから 同音の ヒメの ヒに續 けた もので、 天傳日 

ガサ ノウ ラ  ァ メナ ルャ ササラ ノチヌ ニチ ガヤ カリ 

笠 浦 (卷 七。 一 一 セ 6 などの 用法と 同じで ある。 天爾有 哉神樂 良能 小野爾 茅草莉 (卷 十六。 一一 一八 4) の 

如くに ァ メナ, ャ とも 績 けて ゐる。 0 日 賨菅原 ヒ メス ガ " ラ ノと訓 む。 卽ち姬 昔 原で、 前後の 關 

係から 地名ら しくお もへ るが 明かで ない。 冠辭考 に、 『譬 ば、 天 香 山と 天の河 は あめに もこ ゝ にも 有 


が 如/、、 かの野-；！？-^^もむかしは有っらんを， 今は聞ぇぬならん。 これに よれば、 上の 日め すが； W も" 

の バ WH 

， 

天に も ある a? へ のせへ は あ，^ てつ けしに やと もお もへ ど、 上に は 見え わたる っ^^けにょ6てぃ へ 

ろの み』 と 云って ゐる。 略解に、 『宣長 は 天ナ〃 は 天上に 有る ひめす が 原な， 0。 然ら ざれば.^ に 

の 付く と 一一 n ふこと. H 無し。 =1^- れは 天なる ささらの を 野の 頻ひ にて、 唯 だ 設けて 言 ふの みな，^ と 言 へ 

.9。 此 說に據 るべ し』 と 云った が、 これ は 天上の 原で は 意味 をな さない。 ゃはり住小Hぁたりの地^C 

と？ 一;: 做す 方が いいやう である。 新考 に、 『いづく にか 知られす。 上代より 名高き 美 濃 國可兒 郡久々 利 

の 近傍に 姬と いふ 處 あり。 是か』 と 云つ 一て ゐる。 〇 草 莫莉嫌 クサ ナカ リソ ネと訓 む。 義 では、 

『草 は菅の 草書 を 誤れる なるべし。 集中 外に も 例 有リ。 スゲ ナカ リソ ネと訓 べし』 と 云 ひ、 新 考もそ 

すが はら 

れに從 つた。 これ は 上に^ 原と あるから、 スゲと 類音で 續 けたので あらう とする 說 らしい が、 必す 

しも さう せす に クサと した 方が 却って 調が. にらす にいい。 〇 彌那綿 、、、ナノ フタと 訓む。 蝶の 腸で" 

ナノ ヮ タカ グ n キカ ゾリ 二  ミナ/ ヮ タカ グロ キ刀 ミニ  ミ ナノ ヮ タカ グロ シ 力 ミチ 

美 奈乃和 多迦且 § 伎 可美爾 (卷 五。 八 0 四)。 蠛腸香 黑髮丹 (卷 十三。 一一 三 九 五)。 三 名 之 綿 蚊 黑爲髮 ：：^ (卷 t 

サケノ セヮタ  . 

六。 一一 一七 九 一) の 如く カグ n キに續 けて ゐる。 その 理由に ついては 冠辭考 で、 年魚^ 腸 (美奈 和 多) の 

ig が 赤黑ぃ 故に かと 云 ひ、 或は、 和名 鈔の、 河 貝 子 (美 奈)、 殼上黑 小 狹長 似， 1 人身， 者 也 を 引い 

て、 『腸 もい と黑 ければ 幾に たと へ たる 歟、 猶 おぼつかなし』 と 云って ゐる。 I」 れ は大體 契， 沖の 說を 

1 二 一 


大 

意 


一二 二 

踏襲して， Q る ものである。 蜷 は海產 では あるまい と 想像 すれば や は， 9 蜷貝、 川蜷 で、 大和の 小. 川に 

は 今でも 澤山 住み、 往時 は 賤民が それ を 食った の だから、 自然力 グ P とい ふやうな 觀察も 出来た わ 

けで ある。 烏賊の 墨 かと も はじめ 想像した が、 和名 鈔 にも 字 鏡に も 伊加と あって、 暸 然として ゐる 

から、 烏賊の. 腸で はない。 〇 番烏髮 力 グロ キカ ミー 一と 訓む。 か 黑き髮 にで、 力 は 接頭語で ある。 

萬 葉の カグ tl シの 例. は 皆、 髮 につけて 云って 居る。 〇 飽田志 付 勿 ァ クタ シック モと訓 む。 舊訓も 

古寫 本もァ クタ シ ックナ である。 童蒙抄 に、 『芥 の髮 につく 程に、 草な 刈， 9 そと 云 意と 聞 ゆる 也。 此 

勿の 字 兩樣に 聞 ゆれば 也。 意 は-同じ 樣 なれ ど、 あくた しっくな と 下知の 詞 にも 聞え、 又 草 を 刈らば 

あくた のつ く 程に と 云 意と も 聞 ゆる 也。 よりて つくもと 云點も あるべし』 と 云って ックモ と 訓み諸 

書 それに 從 つた。 『勿』 は吳 音モチ で、 そのため モと訓 ませた。 宇 豆 都 仁 波 安 布 余 志 勿 奈子奴 波 多 

麻 能 用 流 能 伊 眛仁越 都 伎 提美延 許 曾 (卷 五。 八 0 七)。 多 都 能 馬 母 伊 麻 勿 愛 且 之 可 阿 遠 爾與志 奈良乃 SK 

夜 古 爾由吉 帝 己 牟丹米 (卷 五。 八 0 六) の 例で 明かで ある。 髮に 芥が附 くよ とい ふ 意に 落 著く ので ある。 

あめなる  ひ め すが はら  み なの わた 

一首の 意 は、 〔天 在〕 この 日賣菅 原の 草 は 刈るな よ。 〔彌那 綿〕 折角の 美し. いお 前の 黑髮 

に 塵芥が 掛かって、 惜しぃで^4なぃか、 とい ふぐら ゐの 意で、 先づ 女が 草 を 刈る の を 男が 見て 言 ふ 

趣に 解す るので ある。 


t 


さの 歌に 就い. て、 考に は、 『こ は 妹が あた， 9 の 草 刈 を 見て 男の かくよ めるな らん』 と あり" 

童 蒙抄に は、 『此 歌の 全 體のバ お 何 を 趣向に よめ，.^ とも 未 二 聞 得 一也。 何と ぞ よせの 意 あるべき 也" 字 

面 一通 はた だ 黑き髮 にち，.^ あくた のっかん 程に、 すが はらに 入りて 草な 刈り そと 云 意の 歌 也』 とい 

ひ、 古義に は、 『歌の 意. は、 # 原に 立 入て 菅を刈 女 を 見て、 しか 菅を かる ことな かれ、 汝 がうる はし 

き S;J„- に、 芥 のっきて 檢れ むは、 さても をし き 事ぞ、 と 云るな り』 と あ， 5、 新考に は、 『此歌 は 若き 男 

の サれを 刈る を兑て 女の よめるな り』 と ある。  , 

先進の 解 釋も斯 く 違 ふので あるが、 草 をば 男が 刈る と解釋 する、 の は、 男の 方 は 多く 勞 働に 堪 へる 

とい ふ觀 念から 來て. おる。 併し 女の 勞 働して 居る こと は 萬 葉 集 を 見ても 明かな ことで、 この 前の、 

『納 野に 葛 引く 五" 妹』 の 歌 を はじめ、 

わ y もこ  なり  わさ ほ 

我 妹 子が 業と つくれる 秋の 田の 早 穂の かづら 見れ ど 飽かぬ かも 「卷 ル。 二 ハー 一 五) 

すそ み  もみ ぢたを 

筑波 嶺の据 廻の 田 井に 秋 田莉る 妹が b 遣らむ 黄葉 手 折らな S 丸。 一. 5A) 

稻眷 けば i る 我が 手 を 今宵 も か 殿の 稚 子が 取りて 嘆かむ (卷 十四。 三 四 五え) 

かう いふ 例が あるから、 を 刈る のは必 すし も 男と 限った こと はない。 男が 草 を 刈る 例になる と、 

わら は  ,., 

前^、 『小 m をい 刈らす 子』 の 歌 を はじめ、 後に 出る、 『この 岡に 草 莉る小 子』 (卷 七。 一二 九 一)0-  f 湊の 

<1 二三 


,  一 二  H 

や 葦が なかなる 小营 莉り來 わが 背 子 床の 隔に』 (卷 十四。 一一 一四 四 五. 5 などが あって 別に 不思議で ない が- 

女が 草 を 刈る ことにして もまた そんなに 不思議で はない。 次に、 『蜷の わた か黑 き髮』 と 使った 黑髮 

の 例が、 女の 髮の 場合 か 男の 髮の 場合 かとい ふに、 次の 三 首と も 女の 髮の 場合で ある。 『少女 等が 

» らニま た も，」 ま  よち こら て たづ さ  とど  すく や  , た 

少女 さびす と 唐 Si を 手本に 纏 かし 同輩 兒と 手携 はりて 遊びけ む 時の 盛 を 止み かね 過し 遣りつ れ嵴の 

1 か 黑き髮 に^, の 間 か 霜の 降. りけ む』 slfr 八 0 四ヽ 『螺 の 腸 か黑き 髮に眞 木綿 もちあ ささ 結ひ垂 

- 大和の Sai の 小 櫛 を嫩へ i す 刺 細の 子 は それ ぞ 吾が 妻』 (卷 十一 一一。 一一 三 九 五)。 『蛲の 腸 か 黑し髮 を 具 

樹 もち 肩に 搔 垂れ 取り 束ね』 (卷 十六。 三 七 九 一) で 明かで ある。 

さう して 見れば、 この 歌の 場合の、 - 『草な 刈り そね』 とい ふ 草 を 刈って 居る の は 女と 看做して 差 支 

ないやう である。 また、 女が 男に 對 つて、 『か 黑き髮 に 芥し附 くも』 とい ふやうな 言 方 をす るの は、 

餘程 £ 代 的で あり， 西洋 的 だと 謂 ふべ きで ある。 もっとも、 『夕 閽は路 たづ たづし 月 待ちて 行かせ 吾 

背 子 その 間に も 見む』 (.卷 四。 七 0 九) などと いふ 能 働 的な 西洋 映畫 風の も あるが、 大體に 於て は、 女 

が 男に むかって * 『か 黑き髮 に 芥し附 くも』 などと 云 ふの は 除外例と 看做して いい。 さう いふ 點で、 

考. 古義の 看 方の 方が 新考 よ. も 確で ある。 なほ、 宣 長が、 ひめ 菅原を 天上の 原と して 空想 歌の や 

. うに， 叹极 つたの は擧者 的に 鑑賞 眼が 鈍い。 


【卷 七.  一 二 七 八】 

なつか.：； ね や  6 ときぬ た  わぎ 6  5 ら i  わ  た  おはた 

S 影の 12$ の 下に 衣 裁つ 吾妹 裏 設けて 吾が ため 裁た ば やや 大に 裁て 

； OS 影 房 之下邇 衣 裁 吾妹 裏 儲 吾 爲裁者 差大裁 

〇 夏 影 ナ ッ カゲ ノと訓 む。 神 田 本に は ナツ カゲ -ー と あるが カゲ 一一 では 調 をな さない。 

これ は閨 にかけ た 枕詞の 格で、 S の 日蔭の 涼しい 處と いふ 意味から 續け たもので あらう か。 『夏 ハ 

木 一一 モアレ 何 一一 モアレ、 陰ノ涼 シキ處 一一 臥 スヲ、 女 ハ北ノ 方- 1 深ク住 モノ ナ レバ、 夏影ノ ネャト 云 

ナ^べ シ』 (代^ S 糨 )o 〇 房 之 下 通 ネ ヤノ モト-一と 訓む。 舊 本の 『庭』 を 古寫本 (元 .古. 祌) によつ 

て 『邇』 と 改めた。 ^訓ネ ヤノ シ タ 一一 テ。 代 匠 記精ネ ヤノ モ ト 一一 テ。 略解 ネ ヤノ シ タ 一一.。 新考 マ ド 

ノ モト 一一 新訓ネ ヤノ モト 一！。 寢 部屋に すわっての 意。 〇 衣 裁 吾妹 キヌ タツ フギ モと訓 

む。 ぉ訓コ 0 モ タツ ヮギモ であった のを考 でさう 訓ん だ。 衣 を 裁縫して る 妻と いふ 意で ある。 其 

E は、. これ は 秋の 衣 を 裁つ の だとい つて ゐる。 〇 裏 儲 クラ マ ケ テと訓 む。 衣 物の ー袭を 用意す る 意 


大 

意 


.  ニー 六 

化  *  -ゥラ  ヮガセ n  二 ゥラ コヒチ レバ 

と、 心 を 設けて 熱心に なって とい ふ 意 を兩方 含んで 居る。 心 を 裏と 書く の は 吾 世子 爾裹戀 居 者 (卷 十。 

ヲブ. K テマ ケテ 

二 01 五) の 例が あり、 小舟 儲 s 九。 一七 八 〇) の 例の あるの が參考 となる であらう。 『裏 儲 ハ衣ノ 

裏ヲ儲 置-アト 云 へ ダカ。 叉裏ハ 心- テ 用意 シ- アト 云 一一 ャ。 二 ッヲ兼 テ見グ ぺシ』 (代 匠 記 精 )0 童蒙抄 

で これ をゥ ラカケ テと訓 み、 『この 言葉 も 難 レ濟。 まづは うら を ま うけてと 云 意と 諸抄に 注せり。 う 

ら かけて と 云 意 か。 然れば うらと もに と云義 なるべし。 宗師點 に は うら かけて とよめ り。 まう ける 

は兩方 かけての 意なる から、 かけて ともよむべき 也』 (童 蒙 抄)。 然るに 新考 では アキ マ ケテと 調み、 

『裏 儲 は 金 儲の 誤に て アキ マケテ なるべし。 集中に 秋 儲而、 春 儲而、 春設而 など あり、 マ ケテは 力 

タマ ケーズ と 同意に て、 秋 マ ケテは 秋 近 ヅキテ とい ふこと、 おも はる』 (新 考) と 云った が、 どうか 知 

らん。 0 吾 爲裁者 . 差大裁 ヮガ タメ タタ バ • ャ ャォホ 一一 タ テと訓 む。 舊 訓ャォ ホキ 一一 タテ。 代 匠 

記精ャ 、ォホ -ー タテ。 童 蒙抄ャ 、ヒロ クタ テ。 古義 ィャ ヒ & 1 一 タク。 少しく 大き 目に 裁て、 ゆった 

りと 作れと いふ 意になる。 『第 四-一紀 女 郞ガ歌 一一、 ャ、 ォホハ ト有シ r ャ、 ォホク ハト云 意ナレ 

ド、 摩 訶ト云 梵語 ノ大、 多、 勝 一二 旦产 如ク、 大 ト多ト 和語 モ通 ゼリ。 我 タメ 一一 裁トナ ラバ、 ャ、 ォ 

ホキ 一一 ユタカ 一一 タ テ.^ ナソ。 ャ、 ト 云へ グハ キハ メ テ大キ 一一 ト S 云 、ノ ヌ意 ナリ』 (代 匠 S 精)。 

た  うらち 

夏の 日の 木蔭の 涼しい 部屋に すわって 著 物 を 裁って 居る 妻よ。 衣 裏地 を 用意し、 心 こめ 


き 


て 裁 つんなら、 少し 大き 目に 裁って 5^れ。 

 ； J 可哀 いい 妻が 自分の ために 著 物 を 裁って 居る の を、， ま 近く 見て ゐて 夫の 男が こんな こと 

を 云って ゐる 趣で、 短篇 小說の 一 斷片 ともい ふべ き 味 ひの する 歌で ある。 特に その 言 ひ 方の 細かい 

點こ 注意す べきで、 『裹 設けて』 とい ひ、 『やや 大に 裁て』 と 云って ゐる あた，.^ が、 ただの！^；：情戀愛 

の狄 とちに ハふ點 である。 萬 葉なら 卷 十四の 東歌に かう いふ 言 ひ 方の 歌が 間々 あるが、 ，やはり 民謠的 

に 一般化す る 質 を 有って 居る。 つまり この 歌なら ば 農夫の 若い 夫婦 間の 情調で あるから、 織物 或 

は 染色な どの 作業に 連れで うた ネ ことの 出來る 性ー资 になって る。 

次に この 歌 は 人事 を 歌った もので、 その 言 ひ 方 も 小說會 話の 一片の 如き 觀を呈 する が、 實際 はこ 

の 歌 はこれ で 統一して 居る ので、 小說會 話の 一片で はない ので ある。. さう いふ 點は、 正 岡 子規が、 

『敖 細なる 處に 妙味の 存在な くば 短歌 や 俳句 や は 長い 詩の 一 句に 過ぎざる べし』 (墨汁 一滴) と 云った 

のと 合致す るので ある。 なほ 少しく いふなら ば、 この 歌 は 人事 歌で あるが、 明治 新派 和歌の 籾沏ご 

ろ こャら e たやうな、 大づ かみな 人事 歌と も 違 ふので、 中味に 入って 居り 個に 入って 居る ので ある- 

その 點 にっき、 やはり 子规 が、 『此 種の 歌 所謂 新派の 作に 多し。 趣向の 小說 的なる 者 を 捕へ て 之 を 歌 

こ^！みこなす事は^^も難きゎざなるに、 只.' 歷史を 叙す る 如き 筆法に 叙し 去りて 中心 も 無く 統一 も 

、  _  ニー 七 


1 二八 

無き 無趣味の 三十 一文字と なし 自ら 得たり とする 事 初心の 弊な り。』 (墨汁 一滴) と 云った のが 参考に 

なる だら う。 また さう いふ 點で、 この 歌の. 『ゃゝ お ほに 裁て』 とい ふ 句 は、 個の 語氣 まで を も傳へ 

て ゐて槪 念 的に 上ヒ りして ゐな いので ある。 

また、 この 歌 は 旋頭歌 だから、 上から 讀 下しても よく、 下たら 云っても 意味が 通じ 得る ので ある。 

〇 

【卷 七， I 二 七 九】 

あづさ ゆみ ひき つ  ベ  なのり そ  はな つ  あ  なの n' ，で  はな 

梓弓 引 津の邊 なる 莫吿 藻、 の 花 採む ま に 逢 は ざらめ や. も莫吿 藻の 花 

梓弓 津邊在 莫謂 花， ■ 及 採 不相有 目 八方 勿 謂 花 

第一 一句 舊訓ヒ キッノ へ ケル。 ヒキッ へ ユア〃 (元 • 古* 祌)。 ヒキッ ノノへ 一一 ナグ (細 リ。 ヒキ ッノへ 

ナ, (西 i. ，京) などの 訓 があった。 代 匠 記に ヒキ ッノ へナダ と訓ん だ。 第 四 句舊訓 ツム マテ ハ。 

ツム マテ 一一 (元)。 トグ マテ-  (古 • 神) 等の 訓も あり、 諳注 は、 カグ マデハ (童 蒙 抄)。 ツム マデ -ー (略解. 

ひきつ 

古義)。 サ クマ デ 一一 (新 考) 等と 訓ん だ。 引 津は筑 前 國志摩 郡 (今の 糸 島 郡) にある。 大日 本 地名 辭 書に 


き 五 

釋 


は、 船 越の 古名 だら うかと いって ゐる。 一首の 意 は、 濱藻を 採む までに はまた 逄 はう ぞ。 それ だか 

ら さう 心痛す るな とい ふので、 繰返し は 調子の ためで. ある。 戀愛^ 情と して 非常に I 般 化する 傾向 

ひきつべ  なのり 亡 

の 歌で ある。 『梓弓 引 津の邊 なる 莫吿 藻の 花^く までに 逢 はぬ 君 かも』 (卷 十。 一 丸 I 一一  0) は、 この 歌に 

似て ゐる。 結句 は 名 を吿ら すに 居よ とい ぷ奧 意の 有無 はどう か 知らん。 

こ の 歌 は 六帖に 載り、 『あづさ ゆみ ひきつべ にあるな の b その 花と るまで にあ はす あら め やなの 

,0 その 花』 となって ゐる。  • 

〔巷 七.  一 二八 0〕  ， 

5 ち ひ  みや； s-  ゆ  わが も  や  たま  を  おも ひみ だ  いへ  あ 

內 H さす {呂路 を 行く に 吾 裳 は 破れぬ 玉の緒の 念 亂れて 家に 在ら まし を 

擊日刺 宮路行 丹 吾 裳 破 玉 緒 念委 家在矣 

一  ゥチじ サス 

〇 擎日刺 ゥチ ヒサ スと訓 む，^ 童蒙抄 でゥッ ヒサ ス とも 訓ん だ。 この 內日 刺と いふ 枕詞 

うま  うつ  ひ 

は、 宮. 京. 都な どに 係る もので、 內に 日の 差す。 美し 日の 差す。 現し： 0 の 差す。 うつくしき 檢を 

！  一  二 九 


,  一 三 〇 

立つ 等の 諸說が ある。 『內 一一 日ノ サス宮 トツ，、 ケタ, ナ リ。』 (代 匠 記 精 )o 『麗き 日の さす 宮 とつ、 V- 

けしな りけ. 9』 (冠 辭考 )。 『現しく 日光の 指 か、； - やく 宮 とい ふなるべし』 (古義) 等で あるが、 大體代 

匠 記 說に從 つて 置いた。 〇 宮路行 丹 ミヤ デヲュ クー 一と 訓む。 宮 (御所) へ 通 ふ 道、 宮へ 行く 道、 ま 

ヮレ： コトゴ ト：、 ャ デニ ゾスル  ゥチヒ サ ス ？ャヂ 二 ァヒシ ヒトヅ マユ 7  一二 

た萄の 道と も 取れる。 吾 者 皆悉宮 道叙爲 (卷 二。 一. 丸一 5。 內日左 須宮道 爾相之 人妻 妮 卷 十一。 二三 六 五 )0 

ゥチじ サス ミヤ ギチヒ トハ？ チ ュケド  • 

打 日 刺 宮道人 雖滿行 (卷 十一。 二三 八 二) 等の 用例が ある。 〇 玉 緒 タ マ ノヲ ノと訓 む。 此處は ミグ ル 

に 係った ものの やうで ある。 玉緖 とい ふ 枕詞 は、 他に 長、 絕、 間な どに 係け て をり、 この 歌と 同じ 用 

I .  /  . タマノ  1^  ノ， ォモ ti ダレ テ ヌル ョ シ ゾ ォホキ  力 タイ トモ チヌキ タル タマノ チ テ ョ ヮ；， ，，，*- レャ 

例と して は、 玉 緖之念 亂而宿 夜 四 曾多寸 (卷 十一。 二三 六 五) が あるが、 片絲用 貫 有 玉 之緖乎 弱亂哉 

シ ナム ヒトノ シ-; V へク  タマ/チノ タエ テ ミダ レナ シラパ シル トモ  タマノ チノ タ エタ レ n ヒノミ ダレ 

爲南人 之 可 知 (卷十 一。 一一 七 九 一)。 玉 緖乃絕 天亂名 知者 知友 (卷 十一。 二 七 八 八)。 玉緖之 絕而有 戀之亂 者， (卷 

十 一 。 二 七 八. P の 例に ミグ〃 が ある ごとく、 此 處もォ モ ヒ ミ ダ \ に續 けた ものと もお も？ T 〇 念委 

おも ひみ だ 

ォ モヒミ ダレ テと 節む。 念亂れ てで ある。 舊訓ォ モ ヒス テテ モ。 古寫本 中二 種の 訓が あり、 ォモヒ 

ミ ダ レテ (元. 古 • 神 及び 細 • 京の 一訓)。 ォモ ヒス テープ モ (細 • 西， 矢 丄尕. 溫) である。 その ま こ ag 古堂 本 

に は 漢字の 左に ォ 乇フ 一一 マ カセと ある さう である。 代 匠 記精ォ モ ヒッミ テモ。 童 蒙抄ォ モヒモ ユタ 

一 1。 考ォ モヒシ ナヘ テ。 略解-古義 ォ モヒミ ダレ テ f  ，亂。 新訓 ォモヒ ュダ ネテ。 おも ふに 委の 字に 

气タ ルの訓 はお ぼっかな いから、 若し この 儘に 訓む とせば、 ォモヒ マ カセテ であらう か。 取委物 


大 

意- 


之 無 者 (き 一。 一一 一 1 一一) が や は. 9 人 麿の 作 だから、 マ カスと 使った のか も 知れない。 併し 全體の 調子 か 

ら 見て、 ォ モ ヒミダ レテの 方が 好い。 0 家在芙 ィへ 一一 アラマ シヲ で、 家に あらまし を。 家に 居る 

方が よいと いふ 意で ある。 ィへ -ーァ 〃の 例 は、 家爾 阿利 51 波 波 何 刀 利 美 婆 (卷 五。 八 八 九)。 伊 敝爾安 

流 伊毛 之 於 母 比 我 奈思母 (卷 十五。 三 六 八 六) などで ある。  、 

T ち ひ さす  ゆきき 

〔雜日 刺〕 御所に 通す る 道 をば、 戀 しい 君に 出逢 ふかと 幾た びも往 反した ので、 わが 衣 

もす. V  たまの をの 

の裳榭 は、 かくの ごとく 破れて しまった。 斯く 難儀 をす るく らゐ ならば、 いっそ 〔玉 緒〕 おも ひ亂 

れ ながら 家のう ちに 居た 方が 好かった もの を。  ,  , 

みや；..'  ■ み 

これ は. 宮に往 反する 男を戀 した 女の 歌の 趣で 『うち 日 さす 宮道を 人は滿 ちゆけ ど 吾が 

念 ふ 公 はた だ 一 入の み』 (卷 十一。 ニー 一一 八 二) などと 似通って 居る。 また 女の 歌と して は、 『よしゑ やし 來 

まさぬ お を 何せむ に 厭 はす 吾 は 機 ひっつ 居らむ』 (卷 十一。 ニー 一一 七 八) とい ふの も ある パ 『念 委』 につい 

て、 契 沖 は， 『今 桉、 ォモヒ ッミテ モト 讀ぺ シ。 第 九 一一 登 筑波山 歌ノ終 一一、 長キ氣 一一 念 積來シ 爱ハ 

ヌ トイ ヘリ。 委ノ字 ハ揚雄 廿泉賦 云。 瑞穰々 兮 委 如， 山。 何晏贵 福殿賦 云。 叢集委 積。 此^ 第 

ク ,t  ッミ シテミ ッ、 

十ヒ 云。 和 我 世 卜：； 我 都 美 之 乎 見 都 追 云々。 此モ委 緖見乍 ナリ。 ツム ト ハ 結へ ハ重ナ ダヲ云 へ リ。 ソ 

レヲ 思ヒヲ つ フシ ャ ラデ、 心 -ー 積置ュ ョ ソ へ テ云 へ 〃ナ リ』 (代 匠 記 精) とい ひ、 そのほかの 訓も 前に 

1 一 1 一し 


.  一三 二  、 

記した とほり であるが、 皆 少し 難解の 點が あるの が 無理な ので はなから うか。 契 沖の、 『思 ひ 積み 

て も』 も考證 として は 確かな やうで ゐて、 何處 かしつく りせ ない。 舊 訓のォ モ ヒス テテ モ もまた さ 

うで あ.^、 新 訓のォ モヒュ ダネテ も、 字面の 考證 よりも 心理的に 何 か 無理が ある やうに 思へ る。 i!, 杲 

淵の ォモ ヒシ ナヘ テは委 を 萎に 改めた だけで、 相當に 好い 訓と おも ふが、 これ も 力が 少し 弱くない 

であらう か。 そして、 古寫 本の 多くが、 ォ モヒミ ダレ テと 訓んで 居る ところ を 見れば、 この 訓に何 

みや ぢ  ，.  ゆ ゑ  ォモヒ 

處か 自然な ところが あるの かも 知れない。 そして、 『うち 日 さす 宮 道に 逢 ひし 人妻 故に 玉の緒の 念 

g|g 寢る 夜し ぞ 多き』 (卷 十一。 二三 六 五 ：>  とい ふ 類似の 歌 を參考 すれば、 やはり ォ モ ヒ ミグ レ テ であつ 

たの かも 知れない ので ある。  . 

新考 に、 『案す る に、 此歌 は卷十 一 なる、 うち ひさす 宮道 にあ ひし 人妻 ゆ ゑに 玉の緒の 念亂れ てぬ 

る 夜し ぞぉ ほき、 とい ふ 歌と、 もと 二 首 ー聯の 歌に て、 ゥチ ヒサ ス宮デ 一一 ァヒ シ. クチ ヒサ ス宮路 

ヲ ュ ク 一一と つづけた りしに 相 離れて 一 は 人 麿 歌集 中に 入り 一 は 古歌 集中に 傳 はりて 本 集に も 卷を異 

にし て^めら れた るに あらざる か』 と あるの は、 用意周到 である。 二と も旋頭 歌で あるから 或は 

ォ モヒミ ダレ テ  、 

二 首 は 問答 體の ものであった かも 知れない。 若し さうなら、 念 亂 而を繰 返さす に 女の 方で は 

念 委而と 云った のか も 知れない。 そして 問答 體 とせば、 女の 方が 先き の 趣 かも 知れない。 


さて この 歌 は、 女が 咏んだ 歌の 趣で 人 麿 歌集 中に あるの は、 人 麿 歌集 を 目して 純粹 に人麼 作の み 

、 

を树錄 した もので ない とい ふ 結論に 導く 一  つの 證據 ともなる ので あるが、 若し 想像 を， 逞 うするなら、 

人 麿 は 或る 期間に は、 前 出の やうな 民謠 風の 歌 も 作り、 或は かう いふ 問答 體の ごとき 戀歌を も 作つ 

たか も 知れない ので ある。 私自身で は，、 人 麿 作と して はかう いふ 歌 は 否定した いので あるが、 それ 

も絕 待に 强く 否定す る こと もまた 出來 ない ので ある。  ， 

後記。 某：：！ 幸 m 露 作 先生に、 與 淵が 『委』 をば 『萎』 の 誤と して シ ナヘと 訓んだ こと を 私が 話した 

ところが、 先生 は、 昔 は 蒌を委 と 書いた ことがあ. る。 其が つまり 假 借の 例で、 委 は委レ 地な どと もい 

つて ミグ〃 とい ふ 意の 無い こと もない が、 委に は旣に 萎と 同じ 意味が あると 云 はれた。 それから 家 

に歸 つて 調 ベる と 果して さう である。 また、 委. 照な どと いふ 熟 字 もあって、 ミ ダルと 訓 むよりも シ 

+ッ クサ ノォ モヒシ ナ ェ ナ 

ナ ュと 訓んだ 方が よい やうに 思 はれた から、 改めて 眞淵 訓に從 つてよ いと 思 ふ。 夏草 之 念 之 奈耍而 

シ * ブ ラム  キ ミニ コヒシ ナ ェ ゥ ラブレ ヮガチ レバ  . ゥ チ +, ^キク. h  .ェ：- ゥ- ラ， プ： ir- シ -ヌ. 

志 怒 布良武 (卷 二。  ニー 二)。 於 君 戀之奈 耍浦觸 吾 居 者 (卷 十。 ニニ 九 6。 宇 知 歎 之 奈延宇 良 夫 禮之努 比^ 

追 (卷 十九。 四ニハ 六) などに よって この 訓を 支持し 得る。 また 書 紀には 『委』 をュダ ヌと訓 ませた 例が 

あり. そのほか 委付、 付、 付矚 など を ュダヌ と訓 ませて ゐ るが、 萬 葉の ォ モヒ. ュダヌ の 例 は 他に な 

く. また この 歌の 場合 はォ モヒ • ュダ ヌ よ- 0 もォ モヒ. シナュ の 方が 自然で 無理が 無い やうで ある。 


f 五 

no 


〔卷七 ニニ 八 二  / 

-,; み  た ぢ から つか  おきぬ  はる  いろす  よ 

君が ため 手 力 疲れ 織りた る 衣ぞ春 さらば いかなる 色に 摺 りてば 好け む 

君爲 手カ勞 織 在 衣服 斜 〔叙〕 春 去 何何 〔色〕 招 者吉 

〇 君爲 キミ ガ タメと 訓む。 愛して 居る 男の 爲 めに である。 古 寫本中 『君』 を、 『公』 と 

書いた のが ある (l:j^:l.)。 童蒙抄 では セ コガ タメと 訓ん だ。 〇 手カ勞 タデカ ラッカ レと訓 む。 

舊 訓テヅ カラであった の を、 代 匠 記 精で タデ カラ ッ カレと 訓み、 略解 も 其に 據 つた。 考でテ ダュク 

テ- ダュ， ク  ィハト ヮ ルタヂ カラ モ ガモ  チリ テ カザ サム タヂ 

(手 カ勞) と訓ん だ。 卷三 S1 九) に、 石 月 破 手 力 毛 欲得。 卷 十七 (三 九 六 五) に、 乎 里 底 加 射 佐 武多治 

可 良 毛 我 母の 例が ある。 0辯 在 衣服 斜 〔叙〕 オリ タグ キヌ ゾと訓 む。 舊訓ヲ レダコ P モキ ナ、 メ。 

代 匠 記初ヲ レグコ & モク ダチ ヌ。 代 匠 記精ォ レ だ キヌ クダ ッ。 童 蒙抄ォ レグ キヌ ナメ 一一.。 考 ォレダ 

キヌ キセナ 、メ。 略解 宣長 訓ォ リク ^キヌ ヲ (古義. 新考等 同訓) これ は斜は 料の 誤と した ものである。 

新訓 オリ タル キヌ ゾ。 この 新 訓の訓 は斜を 叙の 誤寫 とした もので あらう か。 此處 の訓は 古來學 者が 


1^ 々いぢった ところで、 『衣の くだつ と は、 色 もさめ、 や、 やぶれなん とする ほどな り』 (代 お 初」。 

『なめ はう ベと 云詞な h -。 なべと 云詞の 事前に く はしく 注せ， 5。 苗 はなめ にて、 なめ はう ベと 云義。 

尤もと 云 字、 諾の 字の.. 也。 おりたる きぬ なれば うべ と 云 意 也』 (童 蒙 抄)。 『きぬき せな、 ん といへ 

るな り』 (考〕 等の 解釋を 見れば、 學 者が 皆 相當に 骨折って 居る が、 何處 かに 無理が 存じて 居る。 そ 

れを宣 長訓の やうに ォ リタ ^キヌ ヲ とせば 平凡 だが 心理に 無理が 無い。 それ をキ ヌゾ といへ ばな ほ 

フ ジ ザハト ヒトノ ヮ タルモ ゾ ノヤ マ/ ミヅノ タ ギチゾ 

よいので ある。 この種 類の ゾの例 は、 卷三 (一一 二 九) に、 不靈河 跡 人 乃 渡. 毛 其 山 之 水乃當 烏。 卷 i: 

ィ モガ タメ ゾ， テサ へ ヌレテ カレル タマ モゾ  キ n シ 子スク ニノ マ ホラ ゾ 

<： 七 All) に、 爲妹袖 左 倍 所 沾而刈 流 玉藻 烏。 卷五 (八 00) に、 企 許 斯遠周 久爾能 麻 保 良 叙。 卷六 (1 

チチギ ミニ ヮレハ マ ナゴゾ ハ ハトジ 二 ヮレハ マナ ゴゾ  ハシ リ.. チノ ヨロ シ キヤ マノ  .1 ヂタ チノ 

0 ニー D に、 父 公 爾吾者 具 名 子叙妣 刀自 爾吾 者愛兒 叙。 卷 十三 (一一 ニー 一一 一二) に、 走 出 之 宜 山 之 出立 之 

ク ^ シ キヤ マゾ  ー . 

妙 山 叙な どが ある。 〇 何何 〔色〕 • 摺者吉 イカ ナダイ ロー 一. ス リテバ ョケム と 節む どうい ふ 色 

に摺 つた らば 好から うかと いふので ある。 この 何何 は古來 イカ 一一 ャ イカ ュと訓 んで來 たが、 童 蒙 

抄で、 『この 恭 さらばと いひて、 下の 何々 の 二字 上に つ、. -く 緣の詞 ならでは 不， 叶 也。 いかに やい か 

にと よみて は 歌詞に あらす。 泰 にな. 0 たらば とい ふて、 いかに やい かにと は緣 なき 詞也。 よ-. ^て宗 

イヴ， チ  ハナす  >  ,. 

師 案に は 花と 云詞を 入て 義 にかな ふ 樣 によむ 也』 といって、 『何處 の 花に 措り なば よけむ』 としたか 

花 を 持って 來る など は 後世ぶ， 0 である。 それ を 略解で、 『宣長 云、 斜は 料の 誤、 何何 は 何 色の 誤な り。 


一 三 六 

織，. > たる 〔，1 は、 衣服の 科 なれば、 斯く 書きて キヌと 訓 ませたり。 何 色 を、 何何と 誤れる は、 何ぎ と 

書け る を 何々 と 見た るな， 9 と 言へ り。 此說然 り。 スリープ パ ョケム は、 ス リタ ラバ ョカ ラムな り』 と 

云った。 次に、 此處の 『摺』 は、 『鴨 頭 草に 衣 は 摺らむ 朝露に ぬれて 後に は變 ひぬ とも』 2?。  ニー 一 五 

C などの 如くに 原始的に は 色 を 衣に 摺 つけて 染めた もので、 これ は鑛 物質の 土の 類です る 土 摺も， 

同樣 であるが、 後技 術が 進步 して、 染汁を 以てする 浸染 法に なっても、 歌 言葉と して はや は.： > スグ 

と 云った。 これ は藍摺 でも、 榛摺 でも さう で、 『思 ふ 子が ころも 措ら むにに ほひ こせ 島の 溱原 秋た 

たす とも』 (卷 十。 一 九 六 五) など は 上 村. 辰 巳 二 氏 (萬 葉 染色 考) に據 ると 木實の 黑灰褶 らしい：？，、 これ も 

秦 人の 歸 化以來 浸染 法に なった ものである。 この 歌の 場合 は、 春の 季を 云って ゐ るから、 何 か 春の 

草 を £^ て 措る もの を 聯想せ しめる。 春と いっても 今の 晚春 初夏で いいから、 かきつ ばた、 藍、 山 藍、 

紫 草、 鴨 頭 草、 子 水 葱な どの 色が この 女の 念 中に あった もので あらう か。 

あなたに お 著せし ようと 思つ て、 手 力 も 勞れる ほど 精 を 出して 織った 著 物で ございます。 、 

春に なったら、 どうい ふ 色に 摺っ てあげたら よろしう ございませう。 

SB この 歌 も 女が 歌った 趣 だから、 人 麿 自身の 氣 持で 無い こと 無論で ある。 併し 前に も 云つ . 

た ごとく、 人 麿が 民謠 作家と して 製作した の だとす ると 解釋の 付かぬ こと はない。 現在の 自分 はな 


るべ くさう 解釋 したくない 態度に あ ふが、 人 麿 歌集 中に あるかう いふ 歌を當 時の 人々 はどう 解釋し 

てゐ たもの か、 例へば 家 持が 人 麿 歌集 を 見た ときに どう 思って ゐ たか 知，.^ たい ものである . 

『^？^^叛れ』 の 句 は 流石に 自然で 旨い し、 『いかなる 色に 措り てば 好け む』 も 情味が こまやか だし. 

女らしい 言 方で ある。 『何何』 の 字が、 古寫本 中、 『何々』 と 書いた のが 可な り あるから、 さう すれ 

『t?n』 の誤寫 とば かり は 謂 はれない。 されば といって イカ 一一 ャ イカ 一一で も、 童 蒙抄で 云った ごと 

く、 調 をな さぬ から 致 方がない。 自分 等の 願望から いふと、 かう いふ 場合に、 『々』 を 『色』 と 改め 

る ことが！：： 險 だと 知っても、 その 方が 歌と して 自然なら ば さう したいの である。 特に、 『いかなる や 

人の子 ゆ ゑぞ通 はす •  も I5n ぞ i (卷 十三。 三 二 九五ヽ 『福の いかなる 人 か』 (卷 七。 一四 二 )o 『いかなる 人 

か 勿お も は ざら む』 (卷 十一。 二 sni 一六)。 『面 わすれい かなる 人の する も のぞ』 (卷 十一。 二 五三 一一 一) などに ィ 

カナ〃 とい ふ 例が あるから、 イカ-と いふ 用例 もまた 多い に拘ら す、 その 方 を 採用した のであった- 

〇 

【港 七 . I  二八 二】 

ニー 一七 


*  ニニ  A 

** し  > 一て  くら i し やま  た  しら くも みほ  わ  た  しら く  6 

撟 立の 倉椅 山に 立 てる 白雲 見 まく 欲り 我がす るな ベ に 立 てる 白雲 

橋 立 倉椅山 立 白雲 見 欲 我爲苗 立 白雲 

第三 句 タタ^と も訓ん だ。 叉 第 四 句 ミマホ シミ。 ミマホ リャ。 ミテ シカト とも 訓み ミテシ カバ 

と訓ん だの も ある。 倉 椅山は 大和 磯城 郡に あり 多武 峰の 東口に 當る。 『橋 立の』 は 枕詞に 使って 居 

、 ン  くらはし くら はし 

り、 『こ は 高き 倉に は梯を 立ての ぼる 故にし かいひ かけたり』 (冠 辭考) .^-ぁるごとく、. 庫梯は庫の梯 

i-c  t しだて くらはし  あまの .*i しだて 

立で あるから、 梯. 1：? の 庫 梯と續 けたので ある。 ふ シダテ は 天能梯 建な どの ハ シ ダーズ とも 同じ 語原で 

ある。 古事記に、 『梯 立の 倉 椅山を さかし みと 巖 かき かねて 我 手 取らす も』。 『梯 立の 倉椅 山は險 しけ 

ど 妹との ぼれば 險し くも あらす』 とい ふ 歌が あり、 用例 上の 好參考 である。 それから、 第五 句の、 

『わがす るな べに』 は 前に も抄 したが、 に 連れて、 さう 思って ゐ ると、 ぐら ゐの 意で なかなか 旨い- 

一首の 意 は、 倉椅 山に 立つ 白雲 を 見たい と 思って ゐ ると 白雲が 立って ゐ ると いふので、 單純 素朴 

で大に 愛すべき 歌で ある。 そして 全體は 山の 白雲の 歌 だが、 何とな し 抒情 的で 愛情が こもって ゐ る- 

や は， 9 一  種の 民謠 として 味って いい。 新考 では、 動詞の 關 係から、 『はし だての 倉梯 山に 立つ や 白雲 

みまく ほり わがす るな べに 立つ や 白雲』 と訓 んでゐ る。 これ も 一見識 だが、 タテ〃 の 強く 大きなる 


釋 


を 私 は 好む。 

〇  . 

【港 七 •  I  二八 三】 

は t だて くら はし が は  いはの はし  を ざ か， - 9 われ わた  いはの はし 

橋 立の 倉椅 川の 石 走 はも 壯子 時に 我 は 渡りし 石 走 はも ，  - 

、 

K 立 倉椅川 石 走者 裳 壯子 時」 我度爲 石 走者 裳 

〇 橋 立. 倉椅川 ハシダ テノ. クラ ハシ ガハノ で、 これ は 旣に說 明した が、 倉梯 山は大 

和 碟城郡 (元 十 市 郡〕 多武 峰の つづきの 山で、 倉梯川 は其處 (熊ケ 岳、 鹿路 山) を發 して 音 羽 . 多武ニ 山の 

• 谿を北 流し、 多武， 峰 村 大字 <q 橋 を 過ぎ、 櫻 井町の 南端から 西に ま はり、 忍 坂 川 を 加へ て 寺 川と なる 

川で ある (辰 已. 奧 野)。 〇 石 走者 裳 ィ、 ノノ、 ノシ、 ノ モと訓 む。 川の 中に ある 飛石 卽ち 石橋の ことで あ 

る。 蒋訓ィ シ ノハシ ハモ。 童 毅抄ィ シバシ ハモ。 考 ィハ， ッハシ ハモ。 古義 ィハ ノハシ ハモ (新考 同訓)。 

新訓ィ 、ノ バ シリ。 ィ" バ シ のこと は 旣に人 麿 長歌 (卷 二。 一 九 S の 時に 說 明した が、 卷七 2  一  二 六) に、 

T スカ ガ (セ ゼ ュ ヮタ シシィ ハバシ モナ シ  ィ ハバシ ノマ マユ ォヒ タルカ ホバナ ノ 

明日 香、 河 湍瀬由 渡 之 石 走 無。 卷十 (ニニ  A 八) に、 石 走 間間 生 有貌花 乃な どの 例が あり、 走 を ハシと 

ニー 一九 


,  一 四 〇 

訓 ませて ゐ るから 此 處もィ 、ノ  ノ  、ノ シと訓 んで石 橘の 意と していい とお も ふ。 〇 壯子時 ヲザ カリ ュ 

と訓 み、 男 ざ か，.^ 卽ち壯 年 時代に の 意で ある。 舊訓 ミサ カリ -ー。 童蒙抄 フカ キト キ。 考ヲサ カリー 一。 

諸 書考の 訓に從 つた。 『ミサ カリ" 眞盛 一一 テ男盛 ナリ』 (代 匠 記 精)。 『老 てむかし を 思 ひ 出て よめる 

ならん。 今 本の 訓 いさ ゝ か 誤れ- 9。 しか 訓べ からねば 改』 (考 )。 ヲザ カリと いふ 語 は 面白い 語 だが、 

萬 葉に はこの 一例し かない。 壯士  (餘 一」 I  一一 一？  1i^.^)。  丁子 (卷 丸。 一 AOIDO  遠刀古佐備(卷^tr 八 0 四)。 雄 

自毛能 (卷 三。 四 八 一) などの 例が ある。 そこで、 ヲ トコ 一一 シ と訓ん でも かま はぬ だら う。 登 時の^に 

據 つて 時 をシ と訓ん だ。 或は ヲト コ 一一 テ とは訓 めない だら うか。 併し ヲザ カリの 訓は よい。 吾盛復 

將變 八方 (卷 三。 三 三 一)。 和 我 佐 可 理伊多 久久 多 知 奴 (卷 五。 八 四 七〕。 等 伎能 佐 迦利乎 等等 i 迦綱 (同 卷。 

八 〇 四)。 〇 我度爲 ヮ レ 、ノ ヮタ リシと 訓ん だ。 わが 渡りし の 意。 舊訓フ ガワ タ シ タリ。 古寫 本中フ 

ガワ タシ タル (元 • 西.？ 』• 矢)。 代 匠 記精ヮ ガワ タリ テシ。 童 蒙 抄ヮガ フタ シ タグ。 フ ガワ 久リ タグ 

(新訓 同訓)。 考フ ガワ タシ タリ。 略解 ヮ ガワ タ リシ。 古義 ァガ ヮタセ リシ。 新考ヮ ガ フタ リセ シ。 こ 

こ は、 代 匠 記 精の、 『爲ヲ 下 一一 置 テタ〃 トヨ メグ 例 ナシ』 と 略解 訓と を參 照して、 フレノ フタ リシと 

訓んで 見た。 然るに 他の 用例 を檢 する に、 『ヮレ ハ』 が あるが、 『ヮ レノ』 として さう いふ 動詞に 績 

けたの はない。 そこで、 フガ フタ ソ シと 略解に 從 つても いいが、 一 昔 不足す るので、 ヮ レ 、ノ ワク. リ 


大 
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拜、 


シ と訓ん だのであった d 

はし だて C  くらはしが は  いはお し と？ S いし ，  を. 0 こ  i  つま 

〔橘 立〕 倉椅 川に ある あの 石橋 (飛石) よ。 自分の 男 ざ か. 9 のころ に、 蠕のと ころへ 行く 

いは はし  - 

ために しばしば 渡， つた あの 石橋 (飛石) よ。 

食椅 川の 川の 中の 飛石に ついて 囘顧 的に なつかしむ 歌で あるが、 どうして 懐かしむ かと 

いふに、 戀人 をば 機綠 として 居る からであって、 そ ひ點が 後世の 叙景 歌、 或は 支那 山水 畫 的な 静観 

の 趣と ちが ふ、 人 m 的な 素朴 性 を 有って ゐ るので ある。 旣に 引用した この 卷の、 『年月 もい まだ 經な 

くに 明日ず 河 瑞 瀨ゅ 渡しし 石 走 もな し』 (卷 七。 一 ニー 六) とい ふ 歌 は、 明日 香 河の 瀨の 變遷を 歌って ゐ 

ろが、 その^ 後に はや はり その 石橋 を 渡って かよった とい ふこと が晴 指せられ てゐ るので ある。 

〇  ，  , 

【卷 七. I  二八 四〕 

はし だて  くら はし が は  か は  すげ わ  か  かさ  あ  か は  すげ 

橋 立の 倉椅 川の 河の しづ 菅 我が 莉 りて 笠に 編まな く 川の しづ 菅，' 

. 橘 立 八 尸： 椅川 河靜菅 余刘 笠 裳 不編， 川靜菅 ， 

.  1 四 1  . 
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しづ すげ  すげ  ，  じゅ 中 すげ 

靜菅 とい ふの は菅の 一 種で、 笠に 編んだ もの だから、 ヒ tl ハ ノヤ ハラス ゲ (數 珠菅， )、 或 

ひろ はの や はら すげ 

は コ ジ ュズ スゲ あたりで はなから うか。 川邊 にあって、 シヅの 形容の 附 くの だから、 廣葉軟 菅はそ 

し づき すげ 

れを 示して ゐる やうに おも ふ。 或は 古義で 石 著菅と 云って ゐる やうに、 『石に 生 ふる』 意で 菅の 種類 

の 名で ない のか も 知れない。 併し 原文 は 靜の字 を 書いて あるから その 氣 持が あると もお もへ る。 略 

しづ すげ  し づ  しま 

解で は 下菅の 意で 菅の 小さい の をい ふかと いひ、 新考 では、 倭 文 菅の義 で、 縞の ある 菅だ らうと 云 

かやつ h- ぐ さ  = すげ  ま すげ  なな ふ すげ 

つて ゐる。 菅は 莎 草 科の 草で 種類が なかなか ある。 併し 古 は小菅 とか 眞菅 とか 七相菅 とか、 或は 

地名 を 入れて 三島营 とかい ふ 言 ひ あら はし 方が あっても、 大體皆 スゲと 云 つて ゐ たものと 見える。 

すが ね  すが ごも すがが さ すが だた み すが まくら 

音 通で スゲ とも スガ とも 云った。 菅の 根、 菅薦、 、菅笠、 菅疊、 菅枕 などの 語 も其處 から 出て ゐる。 

和名 鈔に、 唐 韻 云、 管、 音 紆字亦 作， 簡、 須計。 爾雅 に、 臺、 夫須、 註、 鄭箋 詩 云、 車 か-可 ョ以 爲ニ禦 

, 雨笠 一 云々 と ある。 古事記に、 夜 多能 比 登 母 登 須宜波 古 母 多受。 また、 須賀 多多 美 伊 夜 佐 夜斯岐 31 

などと ある を はじめ、 萬 葉に も 用例が 多い。 古來實 生活に 用途の 多かった もので、 それが 後世 は 栽 

培まで した。 大和 本草に、 『スゲ ハ 水草、， 葉, 一 力 ドア リーア 香 附子ノ 葉ノ如  一一 メ長シ C 笠 一一 ヌフ。 近 江 

, 伊勢 多ク 水田 一一 ゥ へ テ利ト ス 。 他 州 一一 モ多ク クフ』 と ある。 なほ、 この シヅ スゲ について、 代 匠 記 

シ ヅスゲ  [11 

精に、、 『靜菅 ハ下枝 ヲシヅ ュト讀 如ク、 水隱ナ ダヲ下 菅ト云 一一、 靜 /字" 借テ カケ. ルー ーャ トモ 意得ッ 


負' 
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、ぺ キヲ、 上 一一 古事記 ヲ引シ 如ク、 仁德 天皇 ノ御歌 一一 モ矢田 皇女 ヲ矢 田. ノ 一本 哲ト云 ヒテ、 ァ タラス 

ガシ女 トヨ ソ へサセ 給ヒ、 此集第 十 一一 ーハ、 靜子ガ 手玉 ナラ ス モト ョメ ダモ 沈靜ナ グ人ヲ 云ナグ ベ 

ケ レバ、 今モ靜 字ノマ 、ノ意 - ーテ、 菅原 ハコ ト 草木 ノヤ クー 一風 一一 モサ" ガ デシ ナヒテ タテ， ルヲ靜 子 

-ー ョソへ タ 力。 神 樂ノ小 前 張 一一、 シヅャ 小菅、 鎌 モテ刈 ラバ、 生ヒ ムャ小 菅ト云 へ 严" 今ト 同， ジ 

キカ、 M  (ナ^カ、 イマ ダシ ラズ』 と 云って ゐる。 

一首の 意 は、 倉椅 川の 水邊に 生えて 居る しづ 菅ょ。 折角 われ は 刈った けれども、 笠に 編 

すに しまった、 そのし づ菅 よ。 とい ふくら ゐの 意で ある。 

表面 は 水 逸の K„ "ぐ さに ついて 咏 歎し てゐ るの が、 實は 寄， 菅の 戀愛 情調 の 歌で ある。 代 匠 

記 精に， 『刈 ハ刈テ 笠 一一 ハイ. マダ アマ ズト 云へ 产歟。 叉 カラ ヌサ キー 一 刈テ モア マズト 云へ 产歟。 第 十 

一 一一 編ナク 一一 刈ノ ミカ リテ、 第 十三 二 アマ ナク 一一 伊刈 持來ト ョミ タレ バ 初ノ義 ナリ。 刈ヲ バ 契約 I 一 

善へ、 アマ ヌヲ バマダ 逢見 ヌ 一一 譬フ。 或 ハ刈ヲ 相 見 グー 一 タトへ、 笠-一 アマ ヌヲ 妻ト ェセヌ 一一 タトへ 

々 ル 一一 モ 有べ シ』 と： K づてゐ るの は、 考察が 細かで よい。 これ は 矢張り 第 一 の 方の 意味で、 『折角 刈 

つたが』 とい ふ 意で あり、 『^^として思を遂げることが得なぃ』とぃふ意でぁらぅとぉもふ。 契 沖が 

旣に 云った が、 なほ 念のために 歌 を 書くならば 次の 如くで ある。 

霧 
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if します. ァ  き  み します が 力 さ 

三 sll^^cnn いまだ 苗な り 時 待おば 著す やなりな む 三 島 菅笠 (卷 十一。 二  S さ 

み吉 野の 水 隈が菅 を 編まな くに 刈りの み 莉，. ^て亂 りなむ とや (卷十  一。 二八 一一 一七) 

しなた  つく まさ- Q かたお きな.？ X  をち  こ すげ あ  き 

階 立 つ 筑摩狭 額 田 息 長の 遠智 の小菅 編まな くに い^り 持ち 來 敷かな くにい 莉り持 

しぬ  *  、 

■ ち來て 置きて 吾 を！^ ばす 息 長の 遠智 の小菅 (卷十 三 。 三 三 ニョ)  • 

あり ま すげ 

人 皆 の 笠に 逢 ふと ふ 有 間菅在 り て 後に も 逢 はむ と ぞ思ふ (卷 十二。 三 ◦ 六 四) 

つくまぬ  むらさき きぬ し  き 

託 馬 野に 生 ふる 紫 草 衣に 染めい まだ 著す して 色に 出で にけ り (卷 一一 一。 三 九 五) 

〇 

【卷 七-  一 二八 五】 

はろ び  たたつ か  きみ  かな  .C か くさ  つま な  きみ  たたつ か 

春 日 すら 田に 立ち 疲る君 は 哀し も 若草の 嫕 無き 君が 田に 立ち 疲る 

春日尙 田 立 羸 公哀 若草 ノ纜無 公 田 立 羸 

〇 春日尙 舊訓 "〃ヒス ラ。 古 寫本中 ハグ ヒナ ヲ (元) の訓も あり、 童 蒙 i では ハ〃 ヒ 

フ〃 と訓ん だ。 スラは 一事 を 示して 他 も同樣 であらう と 類推せ しめる ので あるから、 『春 日』 が 重 


犬 
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く 川ゐら れてゐ る。 泰の和 かな HI に すらと いふ ことと なる" 〇 田立康 舊訓 タ-ー タチッ カル。. い；： 寫 

本 巾 ター 一 クチ ヤス だ (古. 神-元 3 の訓も ある。 この 羸 羸 は 通用せられ たもの か。 類聚 名義 抄に は、 ^ 

蔬にッ 力 だ、 ヤス 二つと も訓が ある。 併し、 この 歌の 場合 はッ カクの 方が 適切で ある だら う。 〇 公 

哀 ^訓キ ミハァ ハレ。 寫 本屮、 キミ ヲァ ハレ (古 • 神 )o キミ ヲァ ハレ ャ (元) 等の 訓も ある。 代 匠 

記精キ ミハ カナシ モ (諸 注 釋窨從 之)。 〇 田 立 羸 結句の、 . 『田 立 羸』 も 古寫本 中、 タ ユタ チヤ セ ム (古 )0 

キミ ザ タメ タヂカ ラッカ レ オリ タル キ ヌ 

タ 一一 クチャ セ ヌ (神. 元) 等の 訓が ある。 ッカグ の 用例 は、 卷七 (一 二八 一) に、 ！！； ？爲手 力 勞織在 衣服 

ゾ  タマ ボ n ノ ミチ ユキ ッ カレ 

斜。 卷 十一 (二 六 四 三) に、 玉 戈 之 道行 疲が ある。 

一首の 意 は、 この 和 かな 春の 日に すら、 終日 田に 働き 疲れる 君 は 悲しい。 妻. も 持た、 やた 

だ獨 りで 田に 働く；^ は 疲れる とい ふ 意で ある。 

この 歌 も、 田で 男女 相 連れて 働く 時な. どに 歌 ふのに 適する 歌の やうで ある。 特に、 『田に 

立ち 疲る』 を 二度 繰返して 調子 を 取って 居る の は、 古代 歌謠 のい いところ で 誠に 棄て 難い 味 ひが あ 

ろ。 そして 誰も この 歌 を 人 麿 作と は 想像 もしない だら うと 思 ふが、 また 人 麿 作と する の を 否定し 得 

る反證 もない やうで ある。 それ だから、 人 麿が ある 機會 に、 かう いふ 歌謠 風な もの を 作る 氣 持で 作 

つたと も 想像し 得る ので ある。 それほど 此の 歌に は 好い ところが ある。 第二 句の、 『疲 る』 のと ころ 
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の續き は、 自動詞 下 二 段の 終止形 だとお も ふが、 連體 形と して 使った の だとす る說 (新 考) が ある。 

併し、 この 第二 句 は 小休止 を 置いて 味 ふこと が出來 るの だから、 普通 終止形と して 論じて かま はぬ 

とお も ふ。 

.  0  . . . 

【卷七 •  一  二八 六】 

. やま しろ  く ぜ  やしろ くさ  たお  わと きたさ か  くさ  た e  • 

山城の 久 世の 社の 草な 手 折り そ 己が 時と 立ち 榮ゅ とも 草な 手 折り そ - 

開 木 代 來背社 草 勿 手 折 己 時 立雖榮 草 勿 手 折 

〇 開 木 代 ャ マシ" ノと訓 む。 山城 國 のこと である。 開 木をャ マ と訓 ませる ことに 就て 

代 匠 記 精に、 『開 木 "第 六 一一 モ百木 成山ト ョ メ 产如ク 良材 ヲ出ス 故ナ〃 ぺ シ』 とい ひ、 代をシ "と訓 

むにつ き、 代 匠 記に は、 『山背 ヲ今 ノ如ク カケ〃 ハ代" 背 一一 假テカ ケリ』 とい ひ、 考に は、 『代と 云 

は 地 をなら す を 云。 異國に 代 を 田地の 事と す、 しかれば 代 は 地 を 平すな り。 紀 (聖武 ) 天-平 七年遷 

新 京 代 出 開 地以造 室と ある 是 なり。 かく 字 を 借て 書る も紀の 文の 意に や』 と あり、 古義に、 『按に 代 


I 


は、 網 代、 W 代な どの 代に て、 その 設に する 地 をい ふこと なれば、 木 を 伐. 9 出す 設に する 地 を、 ャ 

マ シ 口と いひし より、 開.，' 木 代と 書るなら むか。 されば 代 字に 連ねて 意 をと る べき か』 と あるのに 據 

つて 大體が 分かる とお も ふ。 この 『代』 は 『伐』 (細. 無) と 書いた の も ある。 また 此處 の訓 も、 せ寫 

水屮、 サキ カハリ (元 • 祌 • 古) と あるの も あれば、 ャマシ P  ノ  (西. 細 京) と あるの も ある。 〇 來 

背 社 クゼ ノ ヤシ tl ノと訓 む。 久 世の 神社と いふ 意。 久世社 は 山城 國久世 郡 久津川 村 大字 久世 にあ 

ろ" 久ゅ川 は 和名 鈔に久 世郡久 世と あると ころで、 久世 • 津屋. 平 川の 三 村の 三 字 をと つ， て 新に 造 

つた 村 名で ある。 代：^ 記 精に、 『今桉 クゼ ノ ヤシ ノト 讀べ シ。 延喜式 祌名帳 一一 山城 國久世 郡 一一 大社 

十一 座 小社 十三 座ヲ 截ス。 大社 十一 座 ハ石田 神社 一座、 水 主神 社 十 座 ナリ。 石 田 神社 ハ此 紫-一別-一 

名ヲ 出シタ レ バ、 水 主神 社ヲ來 背社ト ハ云ナ 〃ぺ シ』 と 云って ゐる。 舊訓 ヤシ 口 一一で あつたの を 代 

匠 記 精で ヤシ &  ノ と訓ん だ。 0 草 勿 手 折 クサ ナタ ヲリ ソと訓 む。 草な 手 折り そで ある。 卷五 (.< 八 

ミ, 1/ ノク マミ 二 クサ タ チリ  ツマ ナシ ノキチ タ チリ 力 ザ サム 

六) に、 逍乃久 麻！：^ 爾久 佐太袁 利。 卷十 (ニー  八 0 に、 妻 梨 木 乎 手 折 可 佐 寒。 卷 十八 (四 一 1 一) に、 

ハツ ハ十 チェ ダニ，  ft  n 'リナ  ヮガ シメシ ヌべノ ゃマブ キクレ 力 夂. チリ シ 

波 都 婆な 乎 延太附 多 乎 理且。 卷 十九 (四 一九 七) に、 吾標之 野邊之 山吹 誰 可 手 乎 里 之。 〇 己 時 ヮ. ガト 

キトと 訓む。 己が 時と、 卽ち 自分の 時 を 得ての 意。 舊訓 オノ ガ トキであった の を、 古事記 傳で ヮガ 

ト キトと 訓ん だ。 新考 に、 『己 時は眞 淵、 宣長 (記 傳卷 三十 六 lflfi;3 の 說に從 ひて ヮガ とよむべし。 
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オノ、 ガと いふべき をフガ といへ る例少 からす。 草 ガオ ノ ガ時ト 立榮ュ トモと いへ るな り』 と 云った- 

、ンガ  ゥッ クシ クシ ガカ タラへ. パ  . ッ ガゾ ガハノ  そ 

こ の 古事記 傳 の說 とい ふの は、 斯賀 (萬 葉卷五 の 愛 久志我 可 多 良 倍 婆 等) は曾賀 (曾賀 波 能卽ち 其が 

葉の) とい ふ 意味で あるの を、 契 沖が 己 之と 同じ 意味 だとした の は 誤で、 己 之 は オノ ガ、 フガ とい 

ふ 意 だとい ふので ある。 『己 之 は 皆^も 云れ たる 如く、 和賀と 訓て宜 きを、 いかなる 由に てサガ 

とは訓 けむ。 いと 心得す。 且 右の、 己 之 は 皆 字の 如く、 おのが と 云 意、 我 之と 云 意 なれば、 斯賀と 

云と はい さ、 か 意 異なる を や』 とい ふので ある。 然るに 古義で はや はり シ、 ガと訓 み、 『舊 訓にォ ノ、 ガ 

トキと ある はわろ し』。 『シガ は、 それが と 云 意に も、 叉汝 がと 云 意に も かよ ひて 聞 ゆる 言な り』 と 

云った。 〇 立雖榮 タ チサ カュ トモと 訓む。 草が 立ち 榮ゅ ともで、 その 別に 掛 想した 女が 時 を 得て 

カム サ ビ 夂チテ サカ エタ ルチ ョ マツ ノ キノ 

榮ゅ ともと 云った もので あらう。 卷六 (九九 0) に、 神 佐備立 而榮有 千代 松樹 乃。 卷 十八， (四 一 一 一) 

ォじタ チサ カェ ハル サレパ  マッカへ ノサカ エイ マサ ネ 

に、 於 非 多 知 左 加 延波流 左 鱧 婆。 卷 十九 (四 一六 九) に、 松柏 乃 佐 賀延伊 麻 佐斓。 卷 十九 (四 二 四 一) に、 

ウメノ ハ ナサ カエテ アリマ テカ ヘリ クル マ "テ  ハル ハナ ノ  二 ホ エサ カエテ アキ/ ハ ノ- ーホヒ 二 テレル 

梅花 榮而在 待 還來麻 泥。 卷 十九 (四 ニニ) に、 春 花 乃 爾太要 盛 而秋葉 之爾保 比爾照 有な どの 例が 

あ： る 如く、 草が 立派に 茂る こと を 示して 居る。 

やましろ く ぜ  やしろ  た を 

las 山城の 久 世の 社の 草 をば 手 折りなさい ますな。 縱ひ時 を 得が ほに 美しく 生 茂って.， Lis らう 

とも、 その 草 を 手 折って はなり ませぬ。 この 歌に は 上の 如き 表面の 意味 以外に 寓意が あって、 恐ら 


く 人妻に 彼此 觸れて はならぬ とい ふので あらう か。 略解に、 『社 を もて 言 ふ を 思へば、 主 有る 女に 

係ぎ すると も、 あながちなる 行なせ そと 言 ふなるべし』 と 解して 居る。 

意 は大體 さう であらう が、 一首の 氣持 は民謠 的で あり、 或は 祭な どの 時に 共に 歌 ひ、 

大歌な どの 如く^ 用 的であった もの かも 知れない。 次に この 歌で、 『な 手 折り そ』 とい ふの は、 一般 

からさう いふの か、 或は、 或る 一人の 女で も ゐて嫉 ましく 思って さう いふの か。 民謠的 だとす ると、 

一， 人の 女が いふので はない ことと なる。 契 沖 はこの 歌 を 次の 如くに 解して ゐる。 『此 歌ノ意 ハ久世 

郡ノ 大倾ナ ドノ 時 ヲ得タ 〃ガ、 郡ノ クチ 一一 賤シキ 者/顔 ヨキ 妻 ヲ乇テ 〃ヲ犯 サム ト 謀〃 時、 彼 夫ノ、 

主ァだ 女ヲ社 ノ草ュ タトへ テ罪 ナ犯シ ソト 云コト ヲ草ナ 手折ソ トヨノ〃 一一  ャ。 木 ヲ云ハ ズシテ t 十ヲ 

ニムへ だハ賤 シキヲ 臂フ, ナリ。 一 モシ ハ、 此歌ハ 彼賤 シキ 者ノ妻 ノ節ヲ 守テ、 ミヅ カラ ノ身ヲ 社/ 

をつ と 

i?-.-^ へテ 人ヲサ トセ だ 鰍』 と 云って ゐる。 つまり 契 沖の 考 では、 この 人妻の 夫： が 歌った もの か、 

わがと き 

或は その 人 _ ^自^が 歌った もの かと 考 へて 居り、 己 時 を 得て 榮 えたと いふの は 大領か 何 かで、 革が 

榮 えたので は 無い ことになる。 また 古義で は、 『歌. i 思 は、 山城の 來背" 社の 草 は、 神の 領賜ふ 地の 草 

にて、. その 恐 あれば、 設に手 折る ことな かれ、 たと ひ己ガ 時と、 時 を 待 得て 立榮ュ のびて、 折 まほし 

く とも、 忍びて 手 折る ことな かれ、 と反複 ひい ひて 戒 たるなる べし。 此は社 を もてい へる を 

一 四 九 


1 五 〇 

思 ふに、 主 ある 女に 思 ひ を かくる 人 あるに、 しかけさう はする とも、 あながちなる わざな せ そ、. た 

とひし がと きと 女の みさか. 0 の 時 を 待 得て 榮 ゆる を 愛しく は 思 ふと も、 主 ある 女 なれば、 あながち 

なる わざ をす る ことな かれ、 と 深く 戒めた るか』 と 云って 居る のが 大體 よい やうで ある。 ただ 古義 

では 己 時 を シガ ト キと 訓んで ゐ る こと 前記のと ほりで ある。 

己 時と いふ 表現 も 特色が ある。 トキと いふ 語の 入った 寓 葉の 用例 は、 卷ニ  (一九 丸- に、 木綿 乃 

サ カュル トキ 1 一  チリ ナム トキ 二  n トハ サ ダメム  ィャヒ ケニサ カュル トキ 二 

榮 時爾。 卷三 (一一 一九 八) に、 將成時 爾事者 將定。 同卷 (四 七 五) に、 彌日異 榮 時爾。 卷九 (一七 〇 五) 

ゥ ヱシキ /ミエ ナル トキ チ カタ マツ ヮ レゾ 

に、 殖木實 成 時片待 吾等 叙な どで ある。 但し、 ヮガ トキ、 オノ-、 力 トキと 續け たもの はない。 

やましろ く ぜ  わく ご  わ 

なほ、 卷十 一 (二三 六 二) に、 『山城の 久 世の 若 子が 欲しと いふ 余 を あ ふさ わに 吾 を 欲しと いふ 山城 

の久 世』 とい ふの があって、 似た ところが あるので、 . 契 沖 は、 『此歌 ヲ思フ 一一 人 丸ノ歌  一一 、ノ  T ラデ、 

今 ノ歌ト 共 一一 同ジ 女ノョ メル-一 ャ』 と 云って ゐる。 ひょっとせば 對歌 であるか も 知れない。 人 麿が 

民謠 風に 作った もの か、 或は ある 女の 作った ものが 人 麿 歌集に 收錄 された もの か、 斷定 はむ づ かし、 

r  0 

神樹に も 手 は觸る とふ をう つたへ に 人妻と いへば 觸れぬ もの かも (卷 so 五 一 七) 

君に 似る 草と 見し より 我が 標 めし 野 山の 淺茅 ひとな II り そね (卷 七。 一三 七) 


^城の 高 間の 箪野 はや 領.. りて 標指 さまし を今ぞ 悔しき (卷 七。 一 三 三 七) 

i た i  を ら  すが はら 

與珠 つく 越の 原 吾が 莉らす 人の t 刈ら まく 惜しき 菅原 (卷 七。 ニー H 一) 

かう いふ 歌 は、 i^nl 革に 寄せて おも ひを抒 ベた 歌で、 女と 婚 する こと を、 草 を^る ことにして ゐる。 

これ は 當時は 箪を莉 る ことが 常に 行 はれて ゐ た證據 であり、 歌の 趣 は 宮廷 的で なく、 平民 的 野趣 的 

である。 民謠 的效朵 は其處 に本づ くので ある。 

迫 K。 井上通泰 博士 云。 『鹿 葉集卷 七なる 來背社 は、 今の 久世郡 久津川 村 大字 久 世の 鄉社久 世 神社で は 無くて、 山城 志 及：：： 本 地 

理志 料に iK へる 如く、 今の 久世郡 寺 S 村 大字 寺 田の 府社水 度 神社で あらう。 又 ャマシ 。ノ 來背肚 ナタヲ リツの 第二 句 は、 六 一 百 

にク ^- ノモ リノと 訓 むべき であらう』 云々。 (ァ ララ ギニ 十九の 七。 昭和 十一 年 七 H) 

〇 

【《 七 •  一  二八 七】  f 

あ をみ づら よさみ  はら  ひと  あ  いは はし  あ ふ み あがた もの 

靑 髮依 網の 原に 人 も 逢 はぬ かも 石 走る 淡 海縣の 物が たりせ む 

奇^^髮 依 網 原 人相 鴨 石 走 淡海縣 物語 爲 

一 五一 


一 五 二 

初句ァ ヲカヅ ラ (代 匠 記 初)。 第二 句 ョサ、 、、ノ ハラ ノ  (舊訓 )0 ョ サ ミ ガ ハラ ノ  (管 見)。 ョサ ミノ ハラ 一一 

(代 匠 記 精)。 第三 句ヒ トー ーァ へ〃 カモ (舊訓 )。 ヒト モアへ カモ (代 匠 記 精)。 ヒト 1 一 ァ ハン 力 乇 (考 ：」。 ヒ 

ト モア" ヌカモ (略解 宜長訓 )。. 第 四句ィ グ、 ノヅ, (舊訓 )。 くノ、 ノグ \  (代 匠 記 精)。 ィ 、ノ バ シ (考 )。 ィ 、ノ バ 

あ をみ づら 

シノ  (略. 解； T 第五 句ァ フミノ 力 タノ  (舊訓 )。 ァフ ミア ガ タノ  (代 匠 記 初) 等の 訓 があった。 靑角髮 は 枕 

詞 であるが、 元は 地名から 來てゐ る こと 『サ サナ ミノ』 などと 同じで ある。 童蒙抄 に、 『靑 角髮。 靑 

海面と いふ 義 にて 參 河の 地名 也。 碧 海 郡の 依 網の 地名 をよ みたる 也』 とい ひ、 古義に、 『さて ここに 

リ  ョサミ  ノ  ァ チミ ヅラ ョサミ  .  ノ 

角髮と 書る は 借 字に て、 依 網 は 碧 海 郡 なれば、 碧 海面 依 網と いへ るなる べし、 と 門人 南部 嚴男 いへ 

り。 さも あるべし』 と 云って ゐ るので その 大體 がわ かる。 依 網 原 は 前言の ごとく 參河國 碧 海 郡に あ 

ケ 和名 鈔に 見えて ゐる。 考 では 河 內國丹 比 郡の 依羅 として ゐ るが、 さう ではない。 『人に 逢 はぬ か 

も』 は 人に 逢 はぬ ことかな、 逢 ひたい ものであると いふ 使 ひざまで ある。 

よさみ 

一首の 意 は、 參河國 の 依 網の 原を步 きつつ ある、 恐らく 親しんで 居た 近 江 を 去って 東 國へ向 ひ、 

下りつつ あるので あった だら う。 然るに 知った 人に 誰 一 人 逢 はない ことで ある。 誰かに 逢 ひたい も 

の だ。 さう すると 任國 であった 親しい 近江縣 の. 事で も いろいろ 物語って 心 を 遣りたい もの だとい ふ 

ので ある。 略解で は. 『ァガ タは官 人の 任 所 を 言へ， 5。 此歌 は、 近 江國の 司、 下る 道， 參 河の よさみ 


の鄉 にて 詠めるな， と 言へ， り』 云々 といって ゐ るのに 大體從 ふべき か。 淡海縣 はや は.. -近 江縣と 1^ 

てよ く、 それから、 25 上 は 任に あった 縣 (郡) の 役人の 歌と して 解した が、 必 やし も國司 など の^ん 

の耿 とせす に 旅人の 歌と しても 解釋 がっくので はなから うか。 假り にこの 歌 を 人 麿に 閥 係 ある もの 

とせば、 入 は 近 江に 關 係が あるから、 近 江 を 去， 9 東國の 方へ 行きつつ あって、 近 江を戀 しく 思つ 

てゐた 時の 歌と 111;^ 做しても いいので ある。 古義で はこの 淡 海 縣を遠 江縣と 解し、 任 はてて 京へ 上る 

道 巾 自分の 任國 であった 遠 江の こと を 物語らう とい ふの だと 解して ゐる。 併し これ は 近 江と しても 

解釋 が出來 るから や は その 方が よから う。 ただ 古義で、 『實は 思 ふ 人に 逢 まほし きを、 さと はい は 

ふづ ま. T た 

で、 ただお ほよ そに いへ るな り』 と 云って ゐ るの は、 この 歌に は何處 かに さう いふ 打 情 詩 な束耿 

などに 通す る やうな 調べが あるた めで ある。 さう して 見れば、 任國 云々 とむ づ かしく いはす に、 旅 

人な どの 共通の 心理から 咏 まれた ものと 解して いいので ある。 ただ 地名が 二つ も 明らかに 記さ わて 

ゐ るから 必す 其處を 通， 0 つつ 咏ん だものと 解して いいだら う。 代； 記 精 撰 本に、 『歌ノ 意 r ョサミ 

ノ  .5- ヲ； 仃 一一、. ァ 、ノ レ Jtii 人 モガ ナ、 我 戀シキ 人 ノ住碧 海郡ノ 物語 ヲダ 一一 セ ムトナ 〃ベ シ。 前後 ノ歌 比- 3 

戀ナ ル ヲ以テ ミ 产 ぺシ。 定家 卿ノ歌 一一、 思 ヒ餘リ 其 里人 一一 事 間 ム同ジ 岡部ノ 松" 見ュ ャト。 此」 は- ト 

あ ふみ あがた あ をみ のこ ほり 

同ジ カルべ キ I ーャ』 と 云って ゐ るの は、 契 沖 は 淡 海 縣を碧 海 郡と 解して ゐ るので 其點は 具合が 惡ぃ 

一 五三 


一 五 四 

が、 この 歌を戀 歌と して 抒情詩 的の 動， 機から 咏ん だと 解した の は 流石に いい。 

この 歌 を、 近 江 を 去って 東國へ 行きつつ、 そ. の 近 江 を 忘れが たく、 人に 逢って 近 江の 事 を 物語ら 、 

うとい ふやう に 解した。 そして 少し 不自然な 感じの やうに も 思った が、 『物語せ む』 とい ふ 句 は 能 働 

■ こころ や 

的な 云 ひ 方 だから どうしても 右の やうに 解せ ねばならす， また 萬 葉に は、 『忘る やと 物語して 意 遣 

hs 過ぐ せど 過ぎす 猶戀 ひに けり』 (卷 十二。  二八 四 五) とい ふの が あり、 これ はや はり 自分から 物語し よ 

うとい ふ 能 働 的な 云 ひかた である。 若し 近江縣 のこと を いろいろ 聽 きたいと いふ ことになると 所 働 

的に な， 5、 例へば、 『この頃 は寐 ての みぞ まつ 郭公し ばし 都の ものがたり せよ』 (後 拾遺)。 『昔 見し あ 

じ 顔に も 梅が えの 花 だに われに 物語せ よ』 (金 葉) などの 氣 持になる ので ある。 若し この 所 働 的な 

云 ひ 方 だとせば、 しばらく 東國の 方に 行って ゐて 京の 方へ 上りつつ あり、 今 依 網が 原 を 寂しく 通つ . 

て戀 しい 近 江の 樣子を いろいろと 聽 きたいと いふ ことに もなる が、 この 歌 はや はり 能 働 的ない ひ 方 

で、 物語って、 『心 を 遣る』 方に 解釋 しても 說明 がっくから 以上の ごとくに 解釋 したので ある。 新考 

もさう 解釋 して ゐる こと を 知った が、 やはり 任國 云々 として 居る から、 愚按 では もづと 素朴に 解し 

たいので ある。  .  . 


【巷 七 •  I  二八 八】  > 

みな と  あし  うら は  たれ  た を  わがせ こ  ふ  て  み  われ  た を 

水 1: なる， S の 末葉 を 誰か 手 折りし 吾 背 子が 振る 手 を 見む と 我ぞ手 折りし 

水門 葦 末葉 誰 手 折 吾 背 子 振 手 見 我 手 折 

〇 水門 ミナト ナ〃 と訓 む。. 舊訓 ミナト ナダ。 代 匠 記 精に、 『初ノ 句 r 今按 ミナト ノア 

シ ノゥラ " ヲ トモ 請べ シ』 とい ひ、 略解 以下 古義 等の 諸 書 殆ど 其に 從 つた。 私 も 1 たび 其に 從 つて 

訓ん だが、 二た び考 へて、 舊訓の 儘 にして置く ことと した。 いづれ でもい いやうな ものの、 この あ 

か はぐち 

たりの 歌 はなるべく 定型に して 訓む 方が いいやう である。 河口の こと を ミナトと 云った。 〇 葦 末葉 

アシノ ゥラハ ヲと訓 む。 舊訓ァ シ ノス ェ ハヲ であった の を、 代 匠 記 精で アシノ ゥラ" ヲ と訓ん だ。 

〇 振 手 見 ノ  丫ァ ヲ ミ ム トと訓 む。 これ は舊訓 である。 略解で は、 『桉 する に、 振の 下 衣の 字 を脫せ 

しか。 ソ デフ ^ ミ ム トと 有る ベ し』 とい ひ、 古義 . 新 考等も それに 從 つた。 實 際ソデ フグ ミム トと 

訓む 方が 歌が 好くなる が、 この 隨 でも 理會 の出來 ない ことが ないから その 陵に して 置いた。 或は 當 


大 


,  . 一 五六 

時の 言語で は、 振 手で ソ デフ ダと訓 ませようと したの かも 知れない。 併し、 フグテ でも 素朴で 却つ 

て 民謠的 だと 謂 ふこと も出來 る。 〇 我 手 折 ヮレ ゾタヲ リシと 訓む。 古義で、 『手 折.^ のけし なり』 

と 云った ごとく、 見える の を妨礙 するめで 葦 を 手 折る 意味で ある。 , 

わたくし をつ と 

一首の 意 は、 河口に 生えて ゐた葦 をば 誰が 折った のです か。 實は あれ は 私の 夫が 別れの 

ときに 振る 手が、 葦が 邪魔 をして 見えない ものです から、 夫の 振る 手 を 見ようと おもって、 わたく 

しが 折った のです。 とい ふぐら ゐの 意で、 上が 問、 下が 答と いふ 具合に なって、 旋頭 歌の 特色 を 出 

して 居る ので ある。 

この 歌 もまた 民謠 的で、 動作が 細かく、 情味 を やどして 居る 點が 一般化す る 傾 を 持って 

居る ので ある。 こ、 の 歌 もまた 下の句が 女が 答へ た 趣の 歌 だから、 表面 は 人 麿の 歌で ない ことと なる 

の. P あるが、 民謠 風な 歌 を 作る 歌人と して 人 麿 を 認容す るなら、 人 麿が この 歌 を 作った とて あへ て 

•  らく 

不思議で はない。 ただ 是 等の 歌 は、 人 麿と 署名され て， ゐる 歌から 見れば、 作歌 衝動が 樂な だけに そ 

の 歌の 價値も 下る ので あ. C -。  .  1 

『袖 ふる』 とい ふ 例 は 萬 葉に 多く あるが、 『振る 手』、 『手 振る』 とい ふ 例 は 見つからぬ やうで ある 

r てぶり』 の 例が あり、 Sk 夜 故ぎ 提夫利 和 周 良 延爾家 利 (卷 五。 八 八 〇) などが あるが、 これ は戀 愛、 


別離のと きに 手 を 振る のと はちが 、ナ。 そこで、 略解の ソ デフ〃 說も相 當に活 きて 來 るので あるが、 

今はフ ^ テヲ ミム トを 活かして、 一 つぐら ゐ かう いふ 使用法が あっても いいこと を 示す ので ある。 

うら. i 

この場合の、 『葦の 末葉 を 手 折る』 とい ふの は、 邪魔になる 部分 を 折った 趣 だから 適切な ので ある- 

ゥラハ の 用語 例に は、 ^中に なほ、 波 流 敝左久 布 治ぎ 宇 良 葉 乃 宇 良夜 須爾 へ卷 十ち 一一 一 五 05。 池邊乃 

マ プノ  /M プ、 二 フレ ユキ、  ヮガカ ドノ アサ ヂ ゲ ゥ-: 'ハ ィ ロイ- キニ ケリ  I 

松 之. 葉 爾窖雪 者 (卷  <。 一六 五 0)。 吾 門 乃 淺茅何 浦 葉 色付 爾家里 (卷 十。 ニー  八 六) の 三 例が ある 

この 歌 は、 六帖 に、 『湊 なる 蔵の 若葉 を たれ 折りし 我が 背 子が 振る 袖 を 見む と 我ぞた 折りし』 とし 

て载 つて ゐる。 

費 

【卷 七. I  二八 九】 

",0 こ  いぬよ  こ  と が BS  きみ あ を やま  やま ベ  うま やす  きみ 

坦^ ゆる 犬 呼び 越して 鳥獵 する 君靑 山と しげき 山 邊に馬 寧 ^ め 君 

お 一越 大召越 鳥 獵爲公 靑山等 茂山邊 馬 安 君 

〇 垣 越 葡 訓カキ コ シ 一一であった の を、， 略解で カキ コ ュ ダ と訓ん だ。 『宣長 云、 垣コ ュ 

一 五 七 


1 五八 

^は、 唯 だ 犬と 言 はん 枕詞な り。 歌の 意に 關 はらす。』 (略解)。 〇 犬 召 越 ィヌョ ビコ シ テと訓 む。 

略解で、 『(宣 長 云) ョ ビコ シテ は、 呼 令ン來 てな りと 言へ， 9』 と 云って 居る。 また 古義で はィ ヌョビ 

コセ テと訓 み、 『犬 をよ び 令：' 來而 なり』 とい ひ、 新考 では ィヌ ョビタ テテと 訓み、 『案す るに 越 は 垣 

越の 越の 字のう つれる にて もとは ョビタ テテと ありし ならむ。 ョビタ テテ は喚ビ 催シテ とい ふ 事に 

て、 上に も妻ョ ビ タ テーア 邊 一一 チ カヅ ク モと あり』 と 云 つて ゐる。 或は こ の コ ス は 佐 行 下 一 一段の 動詞 

ツマ ヨシコ セネ  ァ リコ セ ヌカモ  ツギ コセ ヌカモ 

で、 都 麻 余 之 許西禰 (卷十 ST 晋五 5。 阿利 己 世 奴 加 毛 (卷 五。 八 一六)。 績巨勢 奴 鴨 (卷 十。 二  0 五 七) など 

の コ スと 同義で あらう か。 さすれば、 ォ コ スの 原意と なる 〈3 糊^ 法 ®o  0 鳥 獵爲公 ト ガリス ^キ 

トリ カリ  ァヅサ ユミ スヱノ ハラス 二 ト ガリ スルキ -t ガ ュヅラ ノ 

ミと訓 む。 鳥獵 をす る 君で ある。 卷 十一 (二 六 一一 一八) に、 梓 弓 末 之 腹 野 爾鷹田 爲君之 弓 食 之。 卷 十四 

(一一 一四 三 八) に、 可 牟思太 能 等 能 乃奈可 知師登 我里須 良" 思 母。 卷 十七 (四 01 1) に、 等 乃 具 母 利 安 米 能 布 

流 日 乎 等 我理煩 等な どの 例が ある。 鳥 獵には 弓で 獵り、 鳥 奈美波 里、 鳥網 張の 語が ある やうに 網で 

獵、 り、 その他 和 奈をも 使った かも 知れない。 大 はこの 歌に ある やうに 使った ことが 明かで ある。 0 

青山 等. 茂 山 達 ァヲャ マト. シグ キヤ マべ 一一と 訓む。 『等』 は 流布本 『葉』 だが、 古本 (西. 細-き 

に 『等』 と ある。 舊訓 ァヲャ マノ. "シゲ キヤ マべ 一一 であった の を、 略解 補正に、 葉 は 等の 誤と し" 

ァヲャ マト. シ ゲル ャ マべ, 一 と訓ん だ。 童蒙抄 ァヲャ マノ. ハシ キヤ マべ 一一。 考 ァヲャ マノ  • シゲ 


レ ノヤ マべ-一。 新 考は邊 は邇の 誤と し、 ァヲャ マノニ シゲ キヤ マー 一 と訓ん だ。 新訓 ァヲャ マト. シ 

.  ハル ャマ トシ ミナ ビタ テリ 

ケ キヤ マへ 一一 この 『ト』 は、 春 山 跡 之 美 佐 備立有 (卷ー 。五一 一) などの 『ト』 であらう。 古寫本 中、 

ハコ キヤ マへ-! (元)。 ハモ キヤ マへ 一一 (古) などの 訓 もあった。 〇 馬 安 君 ゥ マヤ スメ キミと 調む。 

訓ゥ マヤ スメョ キミ。 童 蒙抄ク マイ コへ セコ。 略解 ゥ マヤ スメ キミ。 古寫本 (元) ム マ ヤス メ キ 

ミと， ん だのが ある。 

RVSKr  かきこ ゆる 

一首の 意 は 〔垣 越〕 犬 を 呼びよ こして、 鳥の 獵を なさる 君よ。 靑々 と 木の 茂って 0^ る 山 

べに； ii:T を 休めなさい まし。 

この 歌 も民謠 的の もので、 妻が 男 ましく 立派な 夫の 獵に 出づる さま を 見て 居る 趣で、 ま 

た、 少し 御 休息なさい ましとい ふやう に勞 はる 心 持 も あ.^、 そのほか にも 見える やうに、 勞作 (農 

業. 狩玀 等) の 動作 を あら はしつつ、 戀愛 情調 を 漂 はせ ゐる もので、 それが やがて 一人の！^ 占で よ 

く！ 謠情 剥に ひろがる 特徵を 有つ に 至る ので ある。 

自分の 愛して ゐる男 を 見て 居る 女の 心 持の 出て ゐる 歌で、 これに 類す る 歌が 萬 葉に も 間々 ある こ. 

と は旣に 手抄した 如くで ある。 『つぎて 見 まくの 欲しき 君 かも』 (卷 十一。 二 五 五 四) など も その 一 列で、 

女子 懐 恭の情 を 純眞に 露骨に 出した ものから、 いろいろの 色調 を 以て 作歌 せられて ゐる わけで ある。 

1 五 九 


, .  一 六 o 

この 歌 は、 六帖 に、 『垣 ごしに 犬 よびこして とが，.^ する 君靑 山の 葉繁き 山べ に 馬 やすめよ 君』 とし 

て载 つて ゐる。  ， 

〇 

【卷七 •  一  二 九 0】 

£ た そこ おき たまも  なの ゥも  はない 6 われ  ここ  なの 9 も. はな 

海の 底 沖つ 玉藻の 莫吿 藻の 花 妹と 吾と 此處 にあり と莫吿 藻の 花 - 

海底 奥 玉藻 之 名 乘曾花 妹與吾 此何有 跡 莫語之 花 

〇 海底 • 奧 玉藻 之 ヮ タノ ソコ • ォキッ タマ モ ノ と訓ん だが、 舊訓 フタ グー：/  • ォキッ 

タマ モノ。 古寫本 中には フタ ノソ コ • ォ キノと 訓ん だのが 旣 にある (元 神)。 〇 妹與吾 ィ モト 

フ レ トと訓 む。 舊訓ィ モ. トァ レト。 代 匠 記 • 考 • 略解 等舊 訓に從 つたが、 古義で ィモ ト ァ レと訓 み 

新 考でィ モト フレ と訓ん だ。 然るに 校本 萬 葉で は 代 匠 記 初 稿本に ィ モト ァ レと 訓んだ やうに 記して 

あるの は 誤で、 校本 萬 葉の 「諸 說」 とい ふ 部に は 間々 この 誤謬の ある こと はこれ まで 一 々記入し な 

かった が、 今一 言 記して 置く。 今は舊 訓に從 つて ィモ トワレ トとト を 入れて 訓んで 置く  C 〇 此何有 


跡 ココュ ァリト と 裏む。 傳訓コ コし ーァリ トナ。 代 匠 記で 何 は 荷の 誤で ココ -ーァ リト。 3. 何 ハ荷ト 

通ズ レド 唯荷ノ 字ナル ベ シ』 と 云った。 新訓 では、 ココ 一一 イカ-一 ァリト と 九 音に 訓ん だ。 古 寫本中 

に は ココ 一一 カァ〃 ト (元. 古)。 ココ 一一 ゾァ〃 ト (神) 等の 訓が ある。 ここ は 何 は 荷に 通す るか， 成 は 荷 

め 誤と して コ コ -ー ァリト と 素直に 訓んで 置く。 〇 莫語之 花 ナノ リソノ  、ノ ナで、 旣に 出た とお も ふ 

が、 和名 鈔^ 菜 類に、 神馬 藻、 奈乃利^|»1、 祌馬、 莫 騎之義 也と ある。 ほ だはら ともい ふ。 

  わたの. V こ  な のり そ 

BKSS 一  首の 意 は、 〔海底〕 沖の 玉藻で ある 莫吿 藻の 花よ。 戀 人と 己と が、 此處に 一 しょに 居る 

といぶ こと を 云って はならぬ ぞ、 莫吿 藻の 花よ。 

つづめて 云へば、 『妹と 吾と 此處に 有りと 名のり そ』 とい ふこと になる ので あるが、 莫吿 

藻 に^する 歌で あるから、 かう いふ 表現と なる ので、 外面 は莫吿 藻が 主にな つて、 『妹と 吾と 此處に 

あ. T と』 などと いふ， こと は、 莫告 藻と 云 はむ ための 誘導 敍法 であ. 5- やうに 見える が、 內心 では、 其 

處が 主で 莫齿 藻が 從屬 なので ある。 かう いふ 戀 歌の 表現 は 脈 を ひいて 近世にまで 及んだ。 單 純で 無 

駄 のない aw いもの だが、 人 麿が 作った とせば、 やはり 民謠 的な 氣 分で 作って ゐる もので、 それだけ 

輕 いわけで ある。  ， 

次に、 『妹と 吾と』 と 『と』 を 入れて 訓 ませた の も、 相當 にいい 訓で、 古今 集卷 二十の 大歌 所 御 歌 

ニハ1 


,  . 一六 二 

に、 『水莖 の 岡の 館に 妹と あれと ねての 朝け の ゆきの ふ， 9 はも』 と あるの はこの 調べ を 偉へ たもので 

ィ モト ヮレ タ-ッ サハラ ヒ チア シタ ニハ  ィ モト ヮレト シ タヅ サハ リネパ  /- モト マ レナ-一 

ある。 そこで、 妹與吾 手携拂 而旦者 (卷 八。 一六 二 丸)。 妹與吾 (師) 携宿者 (卷 十。 一九 A 三)。 妹 與吾何 

ゴト ァレゾ ヒ モト カザ ラム  ィ モト ヮレ 、ト) ヌル ョ ハ ナクテ  - 

事 在 曾紐不 解在牟 (卷 十。 二  0 三 六)。 妹與吾 寐夜 者無而 (卷 十一。 二 六 一 五) 等 は 同じ 書き方で あるが 

普通 ィ モ トワレ と訓ん だのが 多い。 併し この 邊の ところ は聲 調に 應 じて 稍 自由 性が あるので はな か 

ft グャ マト ミミナ シャ マト  ハ ル ノヤ ナ ギトヮ ガヤ ドノ ウメノ ハナ ト, 1^  -, 二； 」 ， -、 ノ，' ヲ. 

らう か。 高山 與耳 梨山與 (卷 一。 一四 ヾ 波 流 能 也 奈宜等 和 家 夜 度 能 烏 梅 能 波 奈等遠 (卷五 A  二 六、 乎 

クサ チトチ グサス ケチト  ォホト モト サへキ ノウ デ：； •  \  f 

久佐乎 等 乎 具 佐 受家乎 等 (卷十 st。 晋五 〇) など は、 『ト』 を 二つ もって 繽 けたが、 大伴等 佐 伯 氏 者 (卷 

ヮガセ コ ト プ タリ シ チレ パ  フ ルイへ 二 ィモ 

十八。 四 0 九 四) など は 下の 『ト』 を 略して 居る。 また、 吾 背子與 二人 之 居 者 (卷 六。 101 一一 丸)。 古家 1^ 妹 

トヮ ガミシ  ヒ コボシ トタナ パ タツノ トコ ョヒ アフラ シモ 

等 吾見 (卷 九。 一七 九 八) など は、 『ト』 の 必要の 無い 場合で あり、 また、 孫 星與織 女 今夕 相 霜 (卷 十。 

ヒコ ボシ トタナ パ タツ メ トコ ョ ヒア ハム  ァメ ツチ ト ヒッ キト トモ 二 ヨロ ヅョ 二 モガ 

二 〇 二 九)。 牽牛與 織. 女 今夜 相 (卷 十。 二 0 四 〇)。 天地 與 日月 共 萬 代 爾母我 (卷 十三。 三 二三 5 など は、 

『與』 を 一 つ 書いて、 調子のう へで、 『ト』 を 二つ 訓ん でゐ るので ある。 

次に、 『妹と 吾と 此處 にあり と』 と、 『妹と 吾と 此處に 何に ありと』 と いづれ かとい ふに、 第一 の 

方が 素直で 自然の やうに おもへ る。 また 萬 葉の 例で も、 多く 疑問の 場合に イカ-一と 續け、 四 惠也吾 

セ n ォクモ イカ 一一 ァ ラメ  * 

背 子 奧裳何 如 荒海 藻 (卷 『 六 五 九) などが 幾らか この 第二の 訓 の參考 になる、 くら ゐ に過ぎない。 また- 

妹と 二人 居て、 それが 『いかに あり • と』 とい ふと 少しく くどい 感を 起さし める。 


釋 


大 
意 


【港 七.  一二 九 一】 

や-か  くさ か  わら は しか  か  み  V- み . き  みま く  3 

こ の 1： に 草 莉る小 子然な り そね 在り つ つも 君が 來 まさむ 御馬 十に せむ 

此 -n  tns. 刘小子 勿然莉 有 乍 君來座 御馬 草爲 ノ 

〇 小 子 古寫本 中、 子が 童 (古) になって ゐ るの も ある。 古寫 本の 多くが ワラ" と訓 み、 

流布本の 訓も亦 さう である。 代 匠 記で は、 拾 遣 集で ヲ ノコと して ゐ るの を 否と したが、 考 では その 

ヲ ノ コ の M に從 つた。 咯解 では、 ワラ ハ、 ヲ ノコ 兩方を 書き、 古義で は コ ド モ と訓 んでゐ る。 小兒 

.  ワク ゴ 

ドモ クサ ハ 十 カリ ソ  ク ビッキ ノ ワラ ハ ガミ ュハ  ォ イビ トモ チミ ナ ワラ ハモ シ ガ ネガ フ nnp タラ ヒ 二 

等 _Gf. 者 勿 (卷 十六。 一一 一 Asn 一)。 頸 著 之畫子 蚊. 見 庭 (卷 十六。 1 一一 七 九 一)。 老人 毛 女 童 兒毛之 我 願 心太 良比爾 

ドモ 

(^十八。 so 九 5 などの 例が ある。 〇 勿然 f 刈 シ カナ カリ ソ ネと訓 む。 元 曆本神 田 本に 勿然 と ある 

了 リツ ツモ キ ミチ バ マタ. t 

によって、 『勿』 を^ 補した。 0 有 乍 ァ リツ ツモと 訓む。 その 儘での 意。 在 管 裳 君 乎 者將待 (卷 一。 

八 七)。 4^ 管 裳 不止將 通 (卷 三。 一 一三 四) などの 例で わかる。 

1 首の 意 は、 この 岡で 草 を 刈って ゐる 童子よ。 さう みだりに 草 を 刈って. はなり ませぬ。 


一 六 四 

あの方が 通って おいでになる 時、 その 馬に 食べさせ るので すから。 とい ふぐら ゐの 意で ある。 

この 歌 も民謠 風の もので、 誰が 作っても よく、 誰が. 吟誦して. もい いもの だが、 場面が 宮 

廷を 中心とせ すに、 農民の 若い 男女 間の 戀愛 を意圖 して ゐる。 . ^して 女の 歌の 趣で あるから、 人麼 

が縱ひ 作っても、 自分の 作と 署名し ない 性質の ものである。 そして この 程度の 歌なら ば、 人 麿 歌集 

ワラ ハ 

以外の ものに も 幾つ も 拾 ふこと が 出来る。. 小 子 は 單數に 云って ゐ るが、 複數の 童子 等と して 味って 

かま はぬ。 なほ 參考 歌と して は 次の 如き ものが ある。 

佐 保 河の 岸の つかさ の柴な I 刈 そね 在り つつ も 春し 來 らば 立ち 隱る がね (卷 51。 五 二. fO 

上き みち 

崗ざ きのた みたる 道 を 人な 通 ひそ 在りつつ も 君が 來 まさむ 避 道に せむ (卷十 一 。 二三 六 一一 一) 

この 歌 は、 拾遺 集 維 下に 人 丸 作と し、 『かの を かに 草 かる をの こし かな 刈り そ』 云々 と ある。 

/  〇 

ft 

【卷 七- I 二 九 一一】 

大 ば やし  やど  し し  もと  しろ たへ  そで ま  あ  しし ま  わ せ 

江 林に 宿る 猪 鹿 や も 求む るに よき 白妙の 袖 纏き 上げて « 鹿 待つ 我 背 


江 林 次 完也物 求吉 白栲 袖 纏. 上 完待我 背 

〇 江 林 ュ， ハヤシと 訓む。 『江 林、 名所なる べし。 未， 勘 fe』 (代 匠 記 初)。 『江 林 ハ八雲 一一 モ 

載 サセ給 ヒナ ガラ、 何ノ國 ノ注シ タマ ハズ』 (代 匠 記 精)。 童蒙抄 .考* 略解 等 同様の 考 であるが、 ト：： 義 

では、 『淺ぃ 林』 の義 とし * 『中 山嚴 水、 我 土佐國 にて、 麓 は 海に ほとり、 上 は 平にして 畠な ど 有， 其 

涯け はしくて 林と なれる 所 を、 俗にえ みと 云， 9。 若 古言なら ば、 江 林の 江 は、 このえみ と 同 言に や、 

/  ォ モ 

此 えみに やどる しゝ は、 取 やすければ、 求る によき と 云 か、 と 云り。 按 ふに， 江 は、 いへば えに、 

或はえ ならぬな どい ふえ は、 淺き 意な り。 されば 江 林と 云 も、 奠 深から ぬ 林の 義 なる， べし』 と 云 ひ、 

新考 は、 『おそらく は 江 は 誤字なる べし』 と 云った。 併し、 これ は、 『江』 は 入江な ぶの 江で、 和名 

鈔に、 古雙 反、 和名 衣で、 塞 注に、 說文を 引いて 則 知 江 本 所， 出：， 自 U 嵴山 1 之 水 名、 轉爲  >1 江 海 字-と 

ある。 その 河 海の 水の 入-^ 込んだ ところ、 湖水で も 同様で、 それ を 江と いふから、 その 水邊 にある 

林 を ：5 林と いふので あらう。 支那に は、 河 林 • 谷 林 • 豁 林. 田 林な どの ほかに 湖 林と いふ 熟語が あ 

.^、 江 林と いふ 熟語 も ある。 張 九齡の 詩句に、 江 林 皆 秀發、 雲 日 復相鮮 の 句が ある。 さう いふ 具合 

に 1 方 は 水に 面した 林で あるから、 捕へ 易い とい ふので、 その 說明は 古義のと ほ b でい い。 〇 次完 

.  一 六 五 


一 六 六 

也 物 ャドダ シ シ ャ モで 宿る 猪 鹿 や もの 意。 舊 訓ャド 〃シシ ャモ。 代 匠 記 初で は、 『{ 六 を 完に作 は 誤 

なり。 さきに も 注せし ごとく、 日本 紀に は、 獸の字 をし ゝ とよめ り。 宍の字 はかりて かきたれ ど、 

獸も、 猪 鹿と かきたる も、 宍 によりての 名な， 9』 と 云った。 併し、 古義に、 『完は 古書に {六 と 通用 

たり』 とい ひ、 新考 もさう 證 明した の をお もへば、 必す しも 完を宍 に 改める 必要がない わけで ある。 

略解で、 『宣長 云、 次 は 伏の 誤』 と 云って フセ ダン シャモ の訓を あげた。 『次』 は、 支那で ャド グの， 

義 であり、 王 次 二 于河朔 1 などと あり、 旅次 は 宿 舍の義 であるから それ を我國 でも 使って、 E 京行紀 に、 

かし は を  やど 

『天皇 將に賊 を 討た むとして 柏峽の 大野に 次り たま ふ』 と あり、 そのほか にも 數例 ある。 〇 求吉 

舊訓モ トメ ョ キ。 代 匠 記 精 モト ムル- 一 ヨキ。 童 蒙 抄ネラ ヒ ヨキ。 略解 宣長訓 (求吉 は來吿 Q 誤〕 キヌ ト 

ィモチ モト メムャ マヂ シラズ モ 

ッゲ ケム。 そのうちで 代 匠 記の 訓は 一 番 好い。 卷ニ  (二 0  6 に、 妹 乎將求 山道 不知 母。 卷三 (二 六 七) 

に、 牟佐 佐婢波 木末 求 跡。 卷十 (一八 二 六) に、 春 之 在 者 妻 乎 求 等。 卷 十四 (三 四 一 五) に、 多 輔物得 米 

家武 などの 例が ある。 〇 袖 纏 上 . ソデ マ キア ゲテ と訓 む。 代 匠 記 精に、 『袖 マキ 上テト r マ クリ手 

シテ待 意 ナリ。 第 十三 云、 峯 ノタヲ リニ 射：：： タテ、 シ、 待 カコト 云々。 孟子 曰。 晋人 有ニ馮 婦 袁； 善 • 

搏レ 虎、 有， Z 衆逐， 虎、 望 二見 馮婦， 趁而迎 之、 馮 婦攘， 臂下. 車』 と あるに よって 大體 わかる。 

あの 江に のぞむ 林の 中に 宿って ゐる猪 鹿 は 捕へ るに 都合よ いの か。 〔白妙〕 袖 を まくり 


あげて、 化 鹿の 出る の を 待つ 私の 夫よ。 勇ましくて よい。 

この 歌 もまた 民謠 的で、 民衆と 云っても 大宮の ある やうな 都會の 情調で なく、 山林で 働 

き、 狩獵 など をす る 民衆の 男女 間の 一種の 戀愛 歌で ある。 そし. て、 『白 栲の袖 まきあげて』 などと、 

男の 行動 を 叙して 寫 的で あるが、 或は かう いふ 種類の ものが 却って 都會 人の 宴會の 座な どに 歌 は 

れる やうに なった もの かも 知れない。 そして この 歌 は 女の 作った 趣の 歌 だが、 この 歌を假 りに 人 麿 

が 作った ものと せば、 や は， 9 民謠的 歌と して 旋頭 歌の 一 聯を 作つ だもので あらう か。 或は 實用 的な 

求^に 應じ てこの 一 聯を 作った もので あらう か。 その へ んの 事になる と 全く 想像の 範圍 になって し 

まふ。 

甯蒙抄 に、 『： 卜の 心 は 白妙の 袖 を まきあげて、 妹 を 待 わがせ ことよめ る 歌なる べし』 とい ひ、 古義 

に， 『.；| の 意 は、 女の なびきよ. 0 來む ほど をう か、. - ひて、 いまだ 言 出 を もせす して、 下 待 居る 男 を、 

かたはらよ b 见 ていへ るに や』 と 云って ゐ るが、 前言の ごとく 此歌は 1 つの 民 謠的歌 だから、 必す 

しも 〔s? 意 は耍ら すに、 ひろがり 得る 特徵を 有って ゐ るので ある。  、 

.  1 六 七 


【卷 七， I 二 九 =1】 

あられ ふ  とほつ あ ふみ あ ど か はやな ぎ か  お  あど か はやな ぎ 

霰 降り 遠 江の 阿 渡 川 楊 刘れれ ども またも 生 ふと ふ 阿 渡 川 楊 

丸 雪 降 遠 江 吾 跡 川 楊 雖莉 亦 生 云 余 跡 川 楊 

〇 丸 雪 降 ァラ レフ リと訓 み、 遠つ に 係る 枕詞で ある。 舊 訓ァラ レフ〃。 考ァラ レフ リ。 

丸 雪をァ ラレと 訓 むの は、 白氣、 火氣、 重石、 戀水 などの 書き方と 同じく 義訓の 一 つで ある。 次に 

ァラ レフ リを. - ホに續 けたの は、 代 匠 記で は、 初 稿本に、 『音 4d と、 のみよ む 其 例、 浪 のおと を浪の 

と、 いひ、 梓弓つ まひく 夜 音な どい へ， 9』 と 云 ひ、 精 撰 本に は、 『今 按發 句ヲァ ラレ ノト 讀テ、 次ヲ 

フ ダトホ ツエ ノト 讀べ シ』 と 云った。 つま- 9 代 匠 記 初 稿本の 說 では オトの トに績 けた ものと 解して 

居る。 冠 辭考に は、 『こ は 古事記に、 (允恭の 大御 歌) 佐々 婆爾、 宇都 夜 阿良 鱧 能、 多志陀 志爾、 韋泥 

旦牟能 知 波て ふ は、 霰の 狡 葉う つ 音 は、 たした しと も、 てし くと も、 はし/^ とも 聞 ゆる を、 女 

ぎみと たしかに 相寢 する 事に、 いひよ せ 給へ， o。 是に に、 今 は 霞 ふりた しとい ふ 意に て、 遠つ と 


はい ひかけ しと：：：^ ゆ。 とほし とたし と、 おの づ から 一 |！ 曰の 通 ふな. o』 と 云った。 なほ 古義で は、 『强て ー 

フ  ァ ラレ フリ トビ ゥッ 

考 るに、 霈" 審飛 打と いふ 意に つ V けたる なるべし』 と 云って ゐる。 諸說が あるが、 霰 降る 音 饗を以 

て說 明しょう とする 意嚮 は 共通して 居ん。 そして、 この 枕詞 は、 ト ホッ。 キ シミ。 カシ マな どに 冠 

ら せて， Q るから、 やはり 音響で 說明 する のが 一番よ く、 トホの 場合 はト とい ふのに 賴け たものと 见 

ていいで あらう。 〇遠 江 舊訓ト ホ ツユ ュ アル。 拾 穂抄ト ヲ ッ ァ. フ ミ ノ。 代 匠 記 初 書入ト ホ ッァフ 

ミノ。 帝； 蒙抄ト ホッァ フミノ  (考. 略解. 古義 等 同訓)。 さて 此處 は何處 かとい ふに、 童蒙抄 では、 遠 江 

チ カツ  ァ ト 

の國 だとして ゐる。 然るに 冠辭考 に、 『遠 律 淡 海の 國の 事に は あらで、. 近 津淡海 國/; 咼島 郡の 阿 度 河 

なり。 卷 九に (高 島ノ 作) 髙島 之、 阿 度 河 波 者と よみ、 三代 實錄 その外に も、 た、. -近 江の 國 にあと 川 

は 見えたり。 さて この 遠 江 は、 或說に 同じ 湖ながら、 京より 遠き 方 を、 とほつ あ ふみと もい ふとい 

へる によるべし』 と 一ぶ ひ、 久老の 信 濃漫錄 に、 『遠 江に あど 河 をよ み 合せた る いかに ぞ やお ぼ ゆるに、、 

門人 御 M<:e がいはく、 日本 靈異 記に 近 江 坂 田 郡 遠 江の 里と ある を 見れば 坂 田 郡と 高 島 郡と はもと 

隣れ る 郡に て あど 川は兩 郡に 跨る 川に て や ありけ む。 故に 遠 江の あと 川と も 竹 島の あと 川と もよ 

ト ホッァ フミ  ノ ト ホッァ フミ 

める なるべし といへ， o』 と 云 ひ、 古義 も、 『遠 江 は、 中. 5 厳 水が、 近江國 にも 遠 江と 云 地 あ. 9. そこ 

なりと.： ム るが 如し』 といった が、 高岛 郡と 坂 田 郡の 點で 解決が つかす、 『彼國 の 地理 知たら む 人に 尋 

1 六 九 
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I 十〇 

ねて、 重に 正すべし』 と 云った。 なほ 新考 では、 縱ひ坂 田 郡に 遠 江の 里と いふの が あると しても、 

『吾 跡 川と は 風馬牛な り』 とし、 『近 江國 のうち、 奈 良より 遠き 地方 を その かみ トホ ッァ フミと いひ 

なら ひしなら む』 と 云って ゐる。 そこで、 高 島 郡の 遠 江の 方が、 靈異 記の 坂 田 郡 遠 江よりも 確實性 

が 稍 大きい とい ふこと になる だら うか。 〇 吾 跡 川 楊 アド 力" ャナギ で、 吾 跡 川 は卷九 (一六 九 0) 

クカシ マノ ァ ド 力 ハナミ ハサ ヮゲ ドモ ヮレハ ィへォ モフャ ドリ 力 ナ シ ？.  . 

に、 高 島 之 阿 渡河 波 驟 辆吾者 家 思 宿 加 奈之彌 とい ふの が あるから、 琵琶湖の 西、 高 島 郡の 南部 

にあ， 9、 安曇川と も 書く。 その 川邊に 生えて ゐる 川柳 をい ふので ある。 和名 鈔に、 水 楊、 本草 云、 

水 楊、 加 波 夜 那岐と ある ものである。 〇 雖莉 カレ レド モと訓 む。 舊訓カ リツ トモ。 考カ レリ トモ。 

略解 カレ レドモ (古義 同訓)。 新考カ  >  ド、 カレ ドモ (新訓 同訓)、 力 リツ レド。 〇 亦 生 云 マタモ オフ ト 

フ と訓 む。 舊訓 マタモ オフ テフ。 考 マタモ オフ チフ (略解 • 古義 • 新考 同訓)。 新訓 マタモ オフ トフ。 代 

匠 記に、 『戰國 策 云。 今 夫 楊 横樹， 之 則 生、 倒樹， 之 則 生、 折 而樹， 之 叉 生 云云』 を 引用した。 『を 山 田 

の 池の 堤に さす 楊 成り も 成らす も汝と 二人 はも』 (卷 十四。 三 四 丸 二) が ある。 , 

 .  あられ ふり  あど  か はやな. き 

 1 〔丸 雪 降〕 都から 遠い 近 江の 國の高 島 郡の 吾 跡 川べ りに 生えて ゐる川 楊。 莉れ ども また 

あ ど  か はやな ぎ 

あとからあとから 生えて くると いふ 吾 跡 川の 川 楊。 戀 しい 心が 繼 からつ ぎと 湧いて くる の に譬へ て 

想へ た 趣の 歌で ある。 


鑑 


此の 歌の 水 楊 は、 かつらに するとい ふ渡來 植物の 楊柳 樹を 指す ので はなく、 本邦 原 違 や 

ものである。 『楊 こそ 伐れば 生え すれ 世の 人の 戀に 死なむ を 如何に 爲 よと ぞ』 (卷 十四。 三 四 九 一」 など 

とい ふ 歌 も ある 如く、 寓意 を 持た しめる のに 使って ゐる。 この 歌 もさう いふ 寓意が あるので、 代 匠 

記 初 稿 木に、 『柳の かれ ども またお ふる を いふ は、 下の 心、 おも ひす てても またお も はるる にたと へ 

たる 歟。 しばし いひた ゆれ ど、、 又お も ひかね て、 いひ か はすに たと ふるなる べし』 とい ふの. で大體 

分かる とお も ふ。 やはり 民謠 的で ある。 なほ、 『このごろの 戀の繁 けく 夏草の 莉，. ^掃へ ども 生 ひしく 

如し』 (巷 十。 一 九 八 四)。 『吾 背 子に 吾が 懸ふ らく は 夏草の 莉り除 くれ ども 生 ひ 及く 如し』 (卷十 一。 二 七 

六 九) などの 參考 歌が ある。  ， 

〇 

【卷 七-  一 二 九 四】 

h  ^  ひ むか  やま  つきた  み  とほ づ ま  6  .  ひと  み.  し §  、 

W づく 日. 1： ひの 山に 月 立てり 見 ゆ 遠 妻 を 持ちた る 人し 見つ つ 倨ば む 

朝 月 H  .1: 山 月 立 所見 遠 妻 持 在 人 看 乍 傲 

1七一 
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〇 向山 ムカヒ ノヤ マ 一一 と訓 む。 舊訓 ムカヒ ノヤ マノ。 古 寫本中 ム カヒノ ヤマニ  (元. 神. 西.？， o。 

童蒙抄 ムカ ヒノ. ャマ 二  (考. 略解 以下 同訓)。 〇 月 立 所見 舊訓 ツキ タチテ ミュ。 古 寫本中 ツキ タテ〃 ミ 

ュ (元)。 ツキ タテ カミュ (神 )0 ツキ タチ テミュ (細 • 溫 • 矢丄 f 西 )o 考 (立 は 出の 誤) ツキ ノィヅ 〃ミ 

ュ。 略解 ツキ タテダ ミュ。 古義 ツキ タ テリ ミュ。 〇 持 在 人 舊訓 モク ラム ヒ トャ。 童蒙抄 モ チタ〃 

ヒトャ 。考 モク ラム ヒト ゾ。 略解 モ チタ^ ヒ トシ。 

『朝づ く 日』 は、 朝の 日、 朝日の ことで、 『向』 に 係る 枕詞で、 實 景實感 に本づ くもので あらう。 

『月 立て， 9 見 ゆ』 は、 月が 向 ひの 山の 際の 空に のぼって 見えて ゐる 趣で ある。 白雲な どの場合にも- 

『立てる 白雲』 とい ひ、 霞に 『立てる 春霞』 とい ひ、 樹木な どに 『立てる 室の 木』、 『立てる 桃の 木』 

とい ひ、 現在に さう 見えて 居る のに タ テグと 使って ゐる。 なほ、 『見渡せば 向つ 峯の 上の 花に ほひ 

照， 0 て 立てる は 愛しき 誰が 妻』 (卷 二十。 四 一一 一九 七) は 人に 使って 居り、 現に 立って 見えて ゐる趣 だから" 

の. a 

この場合 も 月が のぼって 居る 趣で ある。 『立ト ハ出^ ナリ』 (代 匠 "記 精、。 『月 立 は 月の 山の端 を 立ち上 

へ  ゥ マサ ケノミ モロ  ノヤ マユ タツ ツキ ノ 

る を 言 ひて』 (略解)。 『古 は 月の出る を 立と 云り。 十一 に、 味 酒 之 三毛 侶 乃 山 爾立月 之 云々、 十四に" 

乎 豆 久波乃 禰呂爾 都久多 思、 などよ めり』 (古義) 等の 解が あるが、 ツキ タツ、 タツ ツキでなくて、 

、ゾキ タテダ だから 其處を 注意せ ねばならぬ。 寧ろ、 『向山に 月の出て 見 ゆれば』 (童 蒙抄) の穩當 なる 


を収 るべき. である。 

一首の 意 は、 向の 山際の i 仝に 月が のぼった。 淸ぃ月 だ。 遠く 妻に 離れて ゐる男 等 は、 あの 月 を 見 

ながら 妻の こと を！^ ぶで あらう。 あの 月 を 妻と して |1 ぶで あらう とい ふ、 萬 葉に 多い 聯想 を あら は 

す卩段でぁる。 ^^後に、 吾に 妻な くして 寂しい とい ふ 意が あるの かも 知れない が、 そこ は あっさ-.^ 

と 背後に 潜めて しまって 解釋の 上に は 云 はぬ 方が いいやう である。 この 歌の 場合 も、 前に も 觸れた 

如く、  "：！^ つ つ II ばむ』 と い ふ 句が ある 時に、 『何 を』 傯 ぶかと いふに、 月光 を機綠 として、 『遠 妻 

を』 似ぶ とい ふので ある。 

こわ も 誠に 快い 歌で、 ほ謠 的な 一種の 戀 歌と 看做して いい。 この あたりに ある 雜歌 にせよ 譬^ 歌 

にせよ 一般化し 得る 傾向の 戀愛 歌つ まり 民謠 風の もの. が 多い ので ある。 そして 皆 相當に 旨く、 實際 

の 事物 を 取 入れ、 枕詞 乃至 序 歌の 形式 を用ゐ るに しても、 實際 的な もの を 取 入れる 能力 を 持って ゐ 

る もの， が 多い こと を 注意す ベ きで ある。 そして この 旋頭歌 あたりの 歌風 はや は， 9 人 麿 時代 か 或は 人 

齊 以前の 風の やうに おもへ る もので、 その 單 純な ところな ど はどうしても 萬 葉の 末期と はちが ふの 

である。  .  , 

、お- 丄で， 『右の 二十 三 首 は 柿 本 朝臣 人 麿の 歌集に 出づ』 とい ふの を 全部 評釋 した 訣 である。 そして 
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同じ 旋頭 歌で も、 少しづつ 變化 があって 興味が あ， -、 第三 句と 結句 (第 六 句) で 繰返した の も あ， 9、 

、；^ すし も 繰 返さな いのも あり、 少し 變 へて 繰返した の も あ.^、 順 當に績 けて 行った の も ある。 その 

へ ん のこと は 自然にして 且つ 自由で、 さう 規則 づ くめの やうに 窮屈で はない。 

- それから、 此處の 二十 三 首の 旋頭歌 は 殆ど 全部 一般 歌謠的 色調 を 持った ものである。 これ も 亦 典 

味 ある ことで あり、 卷ー、 二、 三の 人 麿と 明かに 署名され た 歌に は、 旋頭歌 は 一首 もない のに、 人 

麿 歌集 中には かくの 如く 旋頭 歌が あるの みならす、 卷十 一 の 方に も 多い ので ある。 人 麿は斯 る歌謠 

として 意 園して 作った か、 或は ー聯 として 頼まれた か、 或は 同時代の 誰々 と 共同 製作 をした のか。 

.1 ^は 人 麿と は無關 係で あるの か。  ， 

〇 

【卷七 •  I  二 九 六〕 、 

おつく る 斑の 衣目に つきて 吾に 念 ほ ゆいま だ 著ね ども 

. 今 造 斑 衣服 面 就 吾 爾所念 未 服 友 


I..: ま 歌。 『寄， 衣』 とい ふ 題の ある 歌で ある。 以下 十五 首の 歌に 就き、 『右 十五 首沛 本朝 E 人 磨 之 

耿狼 出』 と (ニー 二  0) の 歌の 後に 左 注が ある。 〇 今 造 ィ マ ッ クルと 訓ん だが、 葡訓ィ マヌ ヘレ。 

六帖ィ マック だ。 仙^の 一訓 ァ クラシクス レグ。 童 蒙抄ァ タラ シキ。 代 匠 記初ィ マツ クル。 も窝本 

巾 イマ. ハ， ヌへッ (元)。 〇 斑 衣服 舊訓マ ダラ コ & モ"。 童蒙抄 ハダ レゴ 0 モノ。 略解 マ ダラ ノコ。 

乇 〇 面 就 ^！^訓メ  -1 ッ クト。 仙覺 一訓 メ 一一  ツキ テ。 代 匠 記初メ 一一  ツキ テ。 略解 宣長 訓ォ モ ヅキテ 

古寫 木け メ  二 ッケド (類 • 古) も ある。 六帖 マ ダラ ノ キヌ ノォ モッキー 一。 〇 吾 爾所念 舊訓ヮ レ 一一 ォ 

乇 ホュ。 iii,.' ソレ ハオ モホ ュ。 古義 ァ レ ハオ モ ホュ、 ツネ 一一 ォモ ホュ。 

つく まだら すり ご ろ も 

, 首の 意 は 今 造る 斑の 措 衣 は、 まだ 著ない けれども、 いつも 目 に ちらついて 忘れる ことが 出來 

ない。 その. 2： の 意味 は、 あの 美しい 處女 は、 まだ 1 しょに は 寝ない が、 E について 爲 方がない、 戀 

しくて 溜まらな いとい ふので ある。 

f  .rj  11  /,  ••  •  \  ■  へゾ ガ タノ ハヤシ， サ キノ サ ヌ (リノ キ 3  二 ック ナス メ  ニック ヮガセ 

而 就をメ 一一  ックと P んたの は、 卷 一 (一九) に、 綜麻形 乃 林 始乃狹 野 榛能衣 爾著成 目 爾都久 和 我 勢. 

が あるの を * 参考と した ものと もお も ふが、 古寫 本に 旣にメ 11 ックと 訓んで 居り、 また、 佐 用 ま 面、 

美 奴 面の 如き 訓 例が あるの だから、 それが もはや 確定 的な 訓方 かも 知れない。 また ォモ ヅク とい ふ 

訓例は 葉に ほかに 無い ので 困る が、 六 帖にォ モヅキ と訓ん だとせば、 ォ モヅク とい ふ訓 もあって 
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-  す モナ. -t  矛モ ゾク 

いいやう にもお もへ る。 面羞 とい ふ 4 ら はし 方 も あるから、 面 就と いふ 語 もあって 面前に ちらつ 

いて 致 方の ない 趣の 表現に なると 都合が いいと も 思 ふので ある。 併し こ- れ はわた く，， -事 である。 

この 事物に 寄す る 抒情 歌 は、 民謠 的で も あるが、 或は 問答、 贈答と して 發 達して 行った もの かも 

いろごのみ 

知れない。 卒安 朝に 入って からの 好色の 媒介 云々 とい ふの は、 多く は 贈答の 戀 歌で、 二人の 間柄で 

あるから、 民謠 ほどに 一般化す る 傾向がない。 この 歌の心 持 は それほど 狹く はなく、 やはり 民謠の 

特質 を備へ てゐる 點が單 なる 男女 間の 贈答 歌と ちが ふ點 である。 

『しらぬひ 筑 紫の 綿 は 身に つけて いまだ は 著ね ど暖 けく 見 ゆ』 (卷 三。 三 一一 一六) とい ふ 歌 も 似た とこ 

ろが あるが、 この 歌 ほど 譬喩 的で なく、 もっと 實 際に 卽 して、 ほのかに 意を寓 して ゐる 程度で ある 

から、 其處が 鑑賞のう へ からい ふと 根本の 相違になる のか も 知れない。 

なほ、 『鴨 頭 草に 衣ぞ染 むる 君が ため 線 色 ごろ も摺ら むと 念 ひて』 (卷 七。 ニー 五 五)。 『時なら ぬ 斑 

t ま  ょゥ よら  すり ごろ もけ  いめ  たれ 

のころ も著欽 しき か 島の Ki§ 時 にあら ね ども』 S 卷。 11H ハ 0:>。 『摺衣 著り と 夢見つ うつつに は 誰し 

の 人の 言か繁 けむ』 (卷 十一。 二 六 二  n などの 歌 は參考 となる だら う。 

この 歌 は、 六帖 第五 「ころも」 の 部に 入り、 訓み 方の 異同 は 先に 示した ごとくで ある。 


【卷 七.  一二 九 七〕 

ころも し  ほ  しる  ひと  レ 

くれな ゐに衣 染め まく 欲しけ ども 著く に ほ はばか 人の 知る ベ き 

紅 衣染 雖欲 著 丹穗哉 人 可 知 

臂 ^歌。 寄レ衣 歌で ある。 〇 衣 染雖欲 舊訓コ P モヲ ソメテ • ホシケ レド。 代 匠 記精コ 。モ ソメ 

ャ クホシ ケドモ (略解 S 訓)。 童蒙抄 キス ハソ メマク ホシケ レド。 コ モソ メマク ホシケ レド。 考コ 口 

乇ハ ソメマ ホシケ レド。 コ ロモ、 ジソメ テホシ カレ ド。 古 寫本中 キホ シキヲ (元. 類. 古)。 キホシ キー 一 

(神)。 ホシ ケムト (細) 等の 訓が ある。 古義 コ U モシ メマ クホシ ケドモ (新 考* 新訓 同訓)。 〇 著 丹穗哉 

蒋 訓キテ 一一 ホハ バヤ。 仙覺 一訓 ュホ ヒャ イデ ン。 童 蒙抄キ バ ァカ ホー ーャ。 考キ ナパ 一一 ゾ ホヤ。 古義. 

キテ 一一 ホハ バ ャ 或は キテ 一一 ホ セ バ ャ。 『桉 に、 羽 者の 二字な どを脫 せる か。 さらば キテ 一一 ホ 、ノ バ ャ 

なり。 又は 瀨 者の 一 一字 を脫せ るに も ある ベ し。 さらば キ テ 一一 ホセ バヤ と訓べ し。 一一 ホセ は 一一 ホ ハセ 

と 云が 如し』 (古義)。 新訓シ ルクー ーホ" バ. 力。 全釋 一訓 ツキ 一一 ホ 、ノ バ ャ。 今、 新 訓に從 つたが、 シ 产 

,  1 七 七 


一 七 八 

ク- ーホへ ャ ではならぬ にや。 〇 人 可 知 舊訓 ヒトノ シ, ぺ キ。 古 寫本ヒ トノシ V ぺク (元 .古. 祌)。 

仙覺 一訓 ヒトノ シグぺ ク。 

紅に 衣を染 むと は、 紅の 花卽ち 紅花から 採った 染料で 染めた もので、 紅花 はべ 一一 パナ、 クレナ ヰ、 

ス M ツム ハナ、 紅 藍 花、 末 摘 花 等と いふ 菊 料 植物で 和名 鈔に、 釋名 云、 輕粉、 SE 通と ある もので あ 

くちべ に 

る。 なほ、 IiK 巳 • 上 村 氏 (萬 葉 染色 考〕 に據 るに、 『口紅と か はこの 染料の 部分 を 酢 を 加へ て 沈澱 させ 

9 

て 採った ものである。 近世の 緋と云 ふ 色 はこの 紅花とう こんと 云 ぷ黄染 の 染料と で 染めた もので あ 

つて 所謂 紅棑 である』。 『實驗 に 依れば 赤 莧も鶴 冠 花 も 葉鷄頭 もみな 同じ 種類の 色 料で ある。 そして 

これ 等が 衣服の 染料と して は 飛鳥時代 あた，. ^ に實 用され なかった こと は 明かで ある』 等と ある。 

くれな ゐ 

なほこの 染 衣の 參考 歌に は、 『紅の 花に しあら ば 衣手に 染めつ け 持ちて 行く ベ く、 おも ほ ゆ』 (卷 十一。 

こ ぞめ きぬ  き 

1K1 一七)" 『くれな ゐの濃 染の衣 を 下に 著ば 人の 見ら くにに ほひ 出で むか も』 (同。 二八 二八)。 『くれ 

や しほ ころも あさ さな  こ ぞめ ころも 

な ゐの八 入の 衣 朝な 且な穢 ると はすれ どい やめ づら しも』 (同。 二 六 二三 P 『くれな ゐの濃 染の衣 色 深 

し  うす ぞめ ごろ も 

く 染めに しかば か 忘れ かねつる』 (同。 二 六 二 四)。 『くれな ゐ の薄染 衣淺ら かに 相 見し 人に 戀 ふる 頃 か 

つる はみ  きぬ  し 

も』 (卷 十二。  二 九 六 六)。 『くれな ゐは うつろ ふ もの ぞ橡の なれに し 衣に なほ 若 かめ や も』 (卷 十八。^ 1 

0 九) などが ある。 


くれな ゐ  ちじる 

一首の 意 は、 紅の 染料 を もって 衣 を 染めたい の だけれ ども、 餘..^^^しく染めたならば、 人に 知れ 

て n: ハ A 口が 惡ぃ であらう とい ふ 意。 あの 兒に 親しみた いの だが、 nl だっと 困る と t 媽意が ある こと 無論 

である。 

この-一 ホフと いふの は、 染める ことと なる の だが、 種々 の 色調に 使つ. てゐ る。 『紅の 八 入に：^ め 

さきた が は 

てお こせた る 衣の 据も徹 .0 て濕れ ぬ』 (卷 十九。 四 一 五六) の 反歌、 『くれな ゐの 衣に ほ はし 辟 田 河絕ゅ 

われ  V-  より はら 

る ことなく 吾 かへ b みむ』 (同。 SI 一  五 七) も 染める、 しみ 込ます の 意で ある。 『引 馬 野に に ほふ 擦 1^ 

み だ  すみの 大  はりに ほ  I  , 

入り 亂 りころ もに ほ はせ 旅の しるしに』 (卷 一。 五 七 )。 『住 吉の岸 野の 榛に染 ふれ どに ほ はぬ 我 やに ほ 

ひて： ^5 らむ』 (卷 十六。 一一！ 八 01) などの 例が ある。 

この 歌 は 女に 親しむ こと を 紅花 を 以て 染める に譬 へた もので、 民謠 的の 歌で ある。 それが 人に 知 

れて闲 ると いふ やうな 心 持の 歌 は 相當に 多く 萬 葉に あって、 取 b たてて いふべき 歌で はない が、 無 

哩 なく 顺 なに狄 はれて &る。  ， 
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〔卷七 •  一  二 九 八〕 

、と  つ  、わ  はた もの  しろ あさごろも 

かに かくに 人 はいふと も 織り 次がむ 我が 織物の 白 麻衣 

千 各 人雖云 織 次 我 二十 物 白 麻衣  、 

譬喩 歌。 寄 X 衣。 〇 干 各 カー 一力 クー 一 と訓 む。 原 字 『千 名』 で、 舊 訓チナ 一一 " モ。 童 蒙抄チ 、 ュ ナ 

- 一。. (千 各と して) トモ カク， -。 考チ ->  ノナ- 一。 古義、 ハ干各 として) 力-一力 クー 一。 新考、 (左右 S とせば.) 力 

一一 カク 一一。 古寫本 中、 名が 各に なって ゐる ものが ある から (古 • 神)、 干 各と 考へ ることが出來グ- 

干にカーーの訓がぁ-^  (^ク i 力 H^)、 各に カクの 訓が ある (力 ぁノ 意味 は、 『いろいろに 鬼に 角』 とい 

ふこと になる が、 古 來訓が 一定して 居ない ので 解釋も 種々 であった。 『ちな に はも。 第 四卷に は、 

の f 五 in 各と よみ、 第 十二に は、 Si に 千に 人 はいふと もとよめ り。 さま く に 名の 立 ことなり』 

(代 匠 記 初 )0 『一本 千 各と あり。 然 らば 鬼 も 角と も讀 まん か。 十 を 百 は 千 也。 よりて ともとよ む。 各 

よいく の 音せ.？ 也』 (童 蒙 抄)。 古寫 本の 訓は、 ト 一一 カク 一一 (元. 類. 古)。 チ. >  ノナ  一一 £ -、 訓ノ 右) 等で ある。 


〇織 次 ォ リツ ガム と訓 む。 舊訓ヲ リツ ガム。 童 蒙抄ォ リ ヤス キ 又は オリ ナ メャ。 代 匠 記精ォ リ ッ 

ガム。 『人 ハイ 力 1ー  云 トモ 織 ソメシ 布ヲ、 ハシ クー ーテ ャマズ シテ、 ォ リツ，、 ケテ、 機ョ リオ 0 ス如 

ク、 見 ソメシ 人 一一 志ヲ 遂ムト ナリ』 (代 匠， S 精)。 〇 我 二十 物 ヮガ 、ノ タ モ /  ノと訓 む。 舊 訓ソガ ハ タ 

モノ  ノ。 古寫 本ヮガ ハタ モノ  、ノ  (類. 古. 祌)。 わが 織物の の 意で ある。 〇 白 麻衣 シ 0 アサ ゴ ：！ モと 

訓む。 * 舊訓 シ 0 アサ ゴ P モ。 拾穗抄 シ 口 キヶサ ギヌ。 古 寫本中 シロキ アサ キヌ (類 • 古. 祌ヽ シ ロア 

サゴ 口 モの； €訓 が ある。  . 

一首の 意。 人 はいろ いろと 云 はう とも、 この 私の 織物の 白い 麻衣 をば 織り 續け ようとお も ふ。 人 

等が 彼此^ 立てて いひ ふらす とも、 この 方との 戀は つづけねば ならぬ。  . 

しろ あ？ ご. C も 

戀人 をば 白 麻衣に 譬へ、 戀を つづける こと を 織り 續 ける ことと したの は、 何 か 作者の 女の 特 と 

關聯が ある やうな 氣 がして 心 を牽く 歌で ある。 同じく 民謠 的で あっても、 なかなか 細かく 心が 働き、 

且つ 田阅に 生活す る ものの 間の 戀を 歌って ゐる點 がお もしろ い。 

契 沖 は、 これ を 男の 歌と して 『何ク レ ノ紹 ナド、 名 ノ數ヲ 盡シテ 云 如ク、 コナタ カナ ター 一 クハシ 

メアリ ト人ハ 云 ヒマド ハ サム トス トモ、 白 キ布ノ 如ク事 モナ キ人ノ 見 ソメテ 久シキ 1 一 逢 ハテム ト 

ャ』 〈代 5yM 糖) とい ふ 具合に 解釋 して ゐ るが、 併し この 歌 は. 白い 麻衣 を 織 次ぐ こと を 歌って ゐ るの 


I 八 二 

だから. 田園 處 女の 心 持で ある やうで ある。 鴻奥 氏の 全釋 にも、 『譬へ 方から いふと 女の 歌ら しい』 

と 云って ゐる。  • 

わかさ ぢ  あ 

參考 歌と して、 『かに かくに 人 はいふと も若狹 道の 後瀨の 山の 後も會 はむ 君』 SSI 。七三 七)。 『か 

おも  ひだ と  すみな は 

にかくに 物 は 念 はす 飛 驊 人の 打つ 墨繩の ただ 一道に』 (卷 十一。 二 六 四八ヾ 『かに かくに 物 は 念 はじ 朝 

露の 吾が 身一つ は 君が まに まに』 (卷 十一。 二 六 九 一) などが ある。  -、 

次に この 歌 は、 代 匠 記 精に、 『發 句ヲ 拾遺 1^ 一一 人 丸 集 一一 r チ、 フク 一一 改 タリ。 腰ノ句 拾遺-一 ハオ 

リ テキ ムト改 ラ^。 家集 ハ改 メズ』 と 注意した 如く、 拾遺 集に 『ち、 わくに 人 はいふと も 織， りてき 

む わが はた ものに 白き 麻衣』 になって 居る。 源實 朝の、 『お ほ 君の 勅 を かしこみ ちち わくに 心 はわく 

とも ひとに いはめ や も』 とい ふ 歌 は、 貞享本 • 定 家所傳 本に よって、 『ちゝ わくに』 が 定まった ので 

あるが、 この 句 は、 拾遺 集の この 歌 を 模倣した ものである。 そして、 萬 葉古寫 本の 訓 がー つも、 『ち 

ちわく に』 と訓 んでゐ ない ところ を 見れば、 實 朝の 萬 葉 調の 歌 は、 - 萬 葉 集 以外の 歌集よりの 影響で" 

定 家が 實 朝に 萬 葉 を 贈った 建 保 元年 以前に は、 萬 葉の 完本 を實 朝が 所持して ゐ なかった だら うとい 

ふ、 私の 想像 を 支持す る 一 つの 實例 にこの 歌が なって 居る ので ある。 なほ、 前 出の やうに 契 沖 は 柿 

本 集に も 初 句 『ち、 わくに』 と ある 如くに 記して ゐ るが、 類 從本柿 本 集に は、 『ち、 はくに 人 はい へ 


き 五 

釋 


音 


ども』。 流布. it  (歌. H 本) 柿 本 集に は、 『ちちに 人 はいふと も 人 はお， 5 つがむ わが はた もの に 白き あ 

さぎ、 ぬ』 と あり、 一本 第一 二 句 『ちちに はも 人 は 言 ふと も』 と ある。 

この 秋よ また 六帖 に、 『あさごろも』 の 題で 入，^、 初 句 『ちな に はも』、 結句 『白き あさぎぬ』 で 

ある。 それから 夫 木 和歌 抄雜 十五 衣の 部に は 上の句 『とにかくに 人 はいふと もお. - わかん』 となつ 

てゐ る。  - 

/  〇 

〔卷七 •  一  二 九九】 

ひら  よ  うみ  ふね ラ  しらたま と  ひと  し 

ぁぢ 群のと を 寄る 海に 船 浮け て 白玉 採る と 人に 知ら ゆな 

安治 村 十 依 海 船 浮 .nl 玉 採 人 所 知 勿 

臂^ 歌。 寄， 玉。 以下 五 首 同様で ある。  . 

〇 安治 村 アデ ムラ 卽ち味 鴨の 群で、 味 鴨 は 雁 鴨 科に 屬し巴 鴨と もい ふ。 その 群れて ゐ 

ろ？ ま をい ふ。 〇 十 依 海 ト ヲョレ ノウ ミで、 味 鴨 等が 海の 一方に 靡き 群がり 浮ぶ さま をい つたので 

> 1 八 三 


.  .  一 八 四 

ナョ タケ ノト チヨ ルコ ラハ  ナュ タケ 

しなへ 撓み 寄る 原意から 來て 居る。 卷ニ (ニー 七) に、 奈用竹 乃騰遠 依子 等 者。 卷三 (ョー 〇) に、 名湯 竹 

/ トヲョ ルミ n 

乃十緣 皇子の 例が ある。 舊 訓ナヲ ョ 严。 仙 覺トヲ ョ ,。 代 匠 記トヲ ョ ル。 童 蒙 抄トヲ ョル。 考 ムレ 

タっ 略解 トヲ ョル。 古義 ムレ ョだ。 古 寫本ト ヲョ^  (繊〕 ，：颜 i*)。 トホョ ジお。 『十ヲ ナヲト 

點ゼ ルハ 書生 ノ誤 ナリ。 十ハ遠 一一 借テ 遠奧ノ 方へ サ カリ 行ヲ云 へ〃 力。 上 一一 朝コグ 舟モ奧 一一 ヨ^ 見 

ュ トヨ メグ ハト思 フー 一、 此集ノ 假名 ノ例、 遠 、ノ 登 保、 十 、ノ 登乎ナ レ バ右ノ 意 一一 ァ ラズ。 アデ 村ノ ァ 

マ タョ〃 海ト云 ナソ』 (代 匠 記精ヾ 『遠よ るの 義不， 被， 用。 よ，.^ て 地名 にゃあ らんと 見る 也』 (童 蒙 抄> - 

『十 は 千の 誤に て、 ち， よるな らん、 さらば むれた ると 訓 べし』 (考) 。『ト ヲョ产 は、 卷ニ、 な ゆ 竹の 

騰遠 依子ら、 卷三、 なゆたけ の十緣 みこな ど 言 ひて、 ト ヲヲ、 タ フフな ど 言 ふに 同じく、 撓 みしな 

ふさ まな， 5。 水鳥の 群れ 飛ぶ もた わみ よる 如く 見 ゆる もの なれば、 あおむら の 群れ 飛ぶ 列 を 斯く言 

へり』 (略解)。 『或 人の 考に、 十 は 群 字の 畫の滅 失た るに て、 ムレ ョルゥ ミー 一なる べしと いへ， り』 (古 

義)。 『海上に 浮べ る あおの 村 鳥の 浪 風に すま はすして 一 方に 靡き 寄る 事と すれば トヲ ョ 〃にて 通せ 

ざるに あらす。 略解に 「あおむら の 群 飛ぶ 列 を かくい へ， 9」 といへ るは從 はれす』 C 新考〕 等の 諸說が 

あった。 新 考の說 が 一 番 いい。 〇 船 浮 フネ クケ テと訓 む。 舊訓 フネ ク- ケテ。 古 寫本中 フネ ヲクケ 

+ カノ ミ十 ト ュ フ本 ゥケテ  アマ ノガ ハヤ スノヮ タリ 二 フ木 ゥケテ 

テ r 元)。 卷ニ  2  二  0) に、 中 乃 水門 從船 浮而。 卷十 (二  000) に、 天漢 安渡 丹 船 浮而。 同 a 一 〇 七 


i'm 
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犬 


アマ ノカ 0 ヅニ フ木ゥ ケア  I 

0) に、 天 河 ^附. 船泛 -r^ 等が ある。 〇 白玉 採 . 人 所 知 勿 シ ラタ マト， ト. ヒト  一 I シ ラ ュナと 節む- 

シラク マト ラム. ヒ 卜-丁 ゾラス ナ。 代 匠 記 精 シラ タマ トルト. ヒト 11 シラ 〃ナ。 略解 ヒ ト -I シ 

一 フユ ナ 0 

あ； f が も  しらたま 

一 せの 意 は、 味 鴨の 群が 一 方に 靡き 寄る 海に 船 を 浮べ て 白玉 を 取らう とする こと は A. に 

知られるな。 難儀して 親しまう とする こ の 佳い 女の こと は 誰に も 分からす に獨 占したい とい ふ 心 持 

が あり、 そこで、 寄， 玉戀 になる ので ある。— 

は  あおむら 

この 歌に、 ァ デム ラと 出した の は、 『山の端に 味 鳧群騷 ぎ 行く なれ ど 吾 はさぶ し ゑお にし 

あ ぢ むら f>? 

あらねば』 (想 £ 。四 八 六) とい ふ 岳 本 天皇の 御製が あり、 その 長歌の 方に も、 『味 梟 群の 去来 は 行け ど 

き はみ 

吾が 戀 ふる^にし あらねば 螯は 日の 暮 るるまで 夜 は 夜の 明くる 極お も ひつ つ』 (同。 R 八 五) と あるの 

について、 契 も、 『アデ 村ノ アマ タョ ダ海ト 云 ナリ。 此ヲ 以前 モ アデ 村 サヮ. V ト有 シ如ク 一一 他 一一 一一：： ノ 

云 ヒサ ヮグ世 一一 喩ノ。 白 玉採ヲ バ 潛 一一 逢-一 喩フ。 海ノ底 一一 力 ヅキ入 テ取レ バ ナリ』 (代 精) と ある 

如くに、 純な；； お 物で なく、 意味 を も 含めた、 象徵 詩的に ほひの ある 歌で ある。 さう 思って 味 ふと- 

『あ； T 舴 のと を 寄る 海』 とい ふ あら はし 方 は なかなか 旨く 且つ 確. かで あ， るし 感味も 深い。 

へ  こ  しまみ  こ ぬれ 

なほ 『あな むら』 は、 『沖邊 漕ぎ 邊に 漕ぎ 見れ ば^に は あおむら 騷ぎ 廻に は 木末 花 き』 C 翁 十セ。 

.  1 八 五 


ノ  .  一  八 六 

. き ほ 

三 九九 一)。 『あお 群の 騷ぎ競 ひて 濱に 出で て 海原 見れば』 (卷 二十。 四 三 六 0) などの 例の 如く、 何か骚 

騷 しく 群が， 0 さわぐ 心 持で 使って 居る ので ある。  . 

しらたま  なご  あま  かづ  しらたま 

白玉と いふ 語 も 誠に 威 じの よい 語で、 普通 は. 『J- 吳の海 部の 體 きとる ち ふ 眞珠の 見が ほしみ おも 

わ』 (卷十 丸。 四 一六 丸) の ごとく 眞珠 のこと であるが、 そのほか 美しい 小石 もい ふし、 白い 珠石 のこと 

にも 用ゐ る。 そのこと は 追. 次の 歌の 時に 記す つもりで ある。 

〇 

〔卷 七. ーミ 00】 

をら こち  いそ  なか  しら たま  ひと  し  み 

遠近の 磯の 中なる 白玉 を 人に 知らえず 見む よし もが も 

遠近 礒中在 白玉 人 不知 見 依 鴨  . 

〇 遠近 ヲ チコ チノ と訓 む。 舊訓ヲ チコ チノ。 古寫 本中ヮ タツ ゥ ミノ  (元ヾ トヲ タウ ミ 

(神) 等の 訓 もあった。 〇 礒中在 イソ ノナ カナ グと訓 む。 舊訓ィ ソノナ カナダ。 イソ ナ カニア〃 

考 

(元. 類)。 〇 人 不知 ヒ、 ト 一一 シ ラ H ズと訓 む。 舊訓ヒ ト 一一 シ ラセ デ。 童 蒙抄ヒ ト 二 シ ラ レデ。 略解 ヒ 


ト 一一 シ ラ ュ ズ 。 〇 見 依 鴨 三 ム ヨシ モガ モ と訓 む。 舊訓ミ ル ヨシ モガ モ。 赂解ミ ン ヨシ モガ 乇。 

1 首の^2:は、 あちらこちらの 海 磯 14- ある 白玉 をば 人に 知られないで 見たい ものである。 

多くの 人な かの、 この 戀 しい 女に 人に 知られな いやう にして 逢 ひたい ものである。 

『遠近 ハ 此. 1^ 彼方 ナリ 。 遠近 トカケ 〃一一 ヨリ テ，、 ッョ クミ〃 ベ カラ ズ 。 玉/. 絡ノヲ チコ 

チカ ネテ結 ツル ト第四 一一 有シ 一一 意 得べ シ。 誰 妻 トモ マダ定 マラ ヌ 意知べ シ.』 (代 sl^ 記 精」。 『あちこち 

の 機の 見る： ni 多き を 人め の繁 きに たと へ、 か 、 る 中 は 逢 事 かたき を なげけ るな り』 (考 )。 『イソ は 石 

な 6。 此處彼 返の 石に 交りて 有る 玉と 言 ひて、 是れも 女 を 玉に 譬 へて、 多 かる 人の 中に て、 人に 知 

ら， -ャ、 扣 見ん 由 も 有れ かしと 言 ふなり』 (略解)" 『集中に ヲ チコ チ といへ るに は 遠 及 近 (卽 今の 世に 

いふ 所) と 遠 或 近との 二種 あり、 ここ は 俗語に ソコラ とい ふ 意に て、 遠近 數處の 謂に あらす』 C 新 老リ 

等の 諸 先進の 說が ある。  . 

ヲ チコ チは、 所^^！^諸說が同 一 に歸著するので、 一つの 定まった 場處 でな く、 稍 ひ^い 範圍 を. - 小す 

ために ソノ アタリ 一一と いふ 意味で ヲ チコ チ とい ふの だから、 契 沖說も 井上 博士 說も 同じ ことと なる- 

ただ 井上 博士の 疑 問 を 起された の は、 白玉が 幾つ も ある やうに 意味 を 取る と 具合が 惡 いからで あら 

うが、 これ はヲ チコ チを、 あちこちと 解しても 白玉が 一 つであって かま はぬ ので ある e 井上 博士の 引 

一 八 七 


,  ,  一 八 八 

用せられ た、 『宇治 河 は淀瀨 無から し 網 代人 舟 呼ば ふ聲 をち こち 聞 ゆ』 (卷 七。 一 ニー 一 五) も、 音響の 發源 

地は必 すし も 一 點 として は 聞こえす、 ぼん や.^ する ことがある もの だから ヲチ コ チと 云った もので 

ある。 そして 複數 になる か單數 になる か は、 その 主體に 依る ので、 前後の 關 係で 極まる ので あらう- 

この ヲ チコ チは、 旣に人 麿の 狹岑 島の 長歌 (卷 二。 三 ー〇) の 時に も解釋 したが、 なほ 二た び 引用す 

マ タ マック ヲチ n チカ ネテ ィヒハ ィ へ ド  ォホ くャビ トモ ヲ チコ チニ シ ジ 二 

るなら ば、 卷四 (六 七 SO に、 眞玉付 彼此 兼 而言齒 五十 月。 卷六 (丸 二 〇) に、 大宮人 毛 越 乞 爾思自 仁 

シ ァ レバ  マ 々マツ クチ チコ チカ 木テ ムス ビ ツル ヮガシ タヒ モノ ト クル ヒ ァ ラメ ャ 

思 有 者。 卷 十二  (二 九 七三) に、 眞玉就 越 乞 翁 而結鶴 言下 紐 之 所 解 日 有 米 也。 卷 十七 ai 一九 六 二〕 に、 

ゥカキ コドモ ハチ チコ チ二 サ ワギナ クラム  .1 ハセ ヌニゥ マダキ ユキ テテ チコ チニ 

和 可 伎 兒等毛 波 乎 知 許 知 爾佐和 吉奈久 良牟。 卷 十九 (四 一 五 四) に、 石 瀨野爾 馬 太 伎 由 吉攻乎 知 許知爾 

トリ ソ ：、 タテ  ワカ クサ ノ ツマ モコド モモ ヲ チコ チニ サハ 二 カク ：- ヰ 

鳥 布 美 立。 卷 二十 (四 四 0 八) に、 若草 之 都 麻 母 古 騰母毛 乎 知己 知爾左 波爾可 久美爲 などが ある。 それ 

だから、 ヲ チコ チは 空間 的の 語原から 出發 して、 必 すし もさう でない までに 至って ゐる。 

次に、 新考 に、 『イソ は大 石な り。 古書に 石と 書きて イソと よませた， 9。 ナ カナダ は其大 石/間 ナ 

•  ミワ タセ 

グ となり。 g 此 歌の シ ラタ マ は 美しき 小石な り。 鳆珠 にあら す』 と あるが、 卷六 C 丸 五一) に、 見渡 

パ チカ キ モノ 力 ラ イリ ガク リカ ガョフ タ マチ トラ ズ ハヤ マジ 

者 近 物 可 良 石 隱 加 我欲 布 珠平术 取不已 とい ふ 歌な どが 參考 となると おも ふが、 この イソ の 語 も 時 

には必 すし も 一 つの 大 石の 意で なく、 磯の 意に 解すべき 場合 も あり、 この 歌の 場合 も、 磯の 中に 交 

ィ セ ノウく ノ イソ モ トド ロニ ヨス ル ナミ 

つて ゐる 白玉と 解したなら どうで あらう か。 卷四 (六 〇o) に、 伊勢 海 之礒毛 動爾因 流浪な ど は 磯の 


^^味で問違はなく、 卷三 (一二 五 九) に、 阿倍乃^：^宇乃住石爾依浪問無比來日本師所念とぁ る の は石で 

ァカ ツキ/ ィメニ ミエ： ッ カヂシ マノ 1 り， スナ i 

あるが、 これ も必 すし も 一 つの 石で なくと もい い。 卷九 (一七 二 九) に、 曉 之 夢 所見 柅岛乃 石越浪 

ノ シキテ シ ォ モホュ ィゾ 

乃 敷 且 志 所 念 も 石で あるが、 これ も 一つの 石で なく 數個 あっても かま はぬ ので、 その 邊の自 .S を 保 

持しつつ 鑑賞す るので ある。 

〇  . 

【卷 七. ニニ 0  1〕 

わたつみ  て  i  も  た ま  い ，て うら み  かづき  • 

海神の 手に 纏き 持た る 玉 ゆ ゑに 磯の 浦 廻に 潜す るか も 

_ 梅 神 手 纏 持 在 玉 故 石 浦 廻 潜爲鴨  . 

同じく 寄， 玉 歌で、 海神 は 舊訓ヮ タツ ミノ、 元曆 校本 フタ ッゥ ミノ。 ヮ タツ、、、 は 此處は 海神の こ 

とで、 特に 海神の 手に 纏き 持って ゐる 玉と いったの は、 海神の 居る 宮に は珍寶 珠玉が 多い からで あ 

ヮ タツ ミ ノ テ 二 マカシ タ ル タマ ダス キ カケテ シ ヌ ビ ツヤ マト シ マネ チ  ヮ 

ろ。 卷三 (三 六 六) に、 綿 维見乃 手 二 卷四而 有珠手 次懸而 之努櫃 日本 島根 乎。 卷 十五 (一一 一六 二 七) に、 和 

多 都 美 能 多 麻 伎能 多. M 乎が 敝都 刀爾 伊毛 爾也良 i 等。 卷 十九 (四 ニニ 0) に、 和 多 都民 能 可 味 能 美 許 

.  1 八 九 
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等 乃 美 久之宜 爾多久 波 比 於 伎 s 伊都 久等布 多 麻爾末 佐里& などの 例が ある。 

一首の 意 は、 奥深い ところに 居る 海神が 手に 纏いて 持って ゐる玉 を 得たい と 思うて、 かな はぬ 心 

ながらた だ 磯の 浦 あたりに 水に 潜って 居る ので ある。 この 海神の 持って ゐる珠 とい ふの は、 仙 覺* 

契 沖 等が、 母に 喩 へたの だとい ふの が 自然の 解釋 であらう か。 つまり まだ 母が かりの 娘で、 母に 護 

られ てゐる 趣で あらう か。 

或は こ の 歌 は、 人妻 を戀 ふる 歌 だとす る說、 『やん ごとな き 人 14 愛でら る 、女な ど を. い たづ か は 

しく 戀 ふる を 譬ふ』 (略解)。 『ぬし ある 女なる を、 それにな ほ 思 ひ はなつ こと をえ せす して、 心 を か 

けて、 いかでと おも ひ をつ くす よしなり』 (古義) など も ある。 併し、 さう 穿鑿せ すに、 單に 『思 ふ 

人 をた やすく 手に入る 、 ことのな り 難き と 云 ことに 喩へ た， ゥ』 (童 蒙抄〕 ぐら ゐに 解釋 する 方が いいの 

かも 知れない。 

ヒトヅ マ ュ ヱ-一 

ここの ユエ-一は カヅ クに續 くので、 一一 ョッ テ、 ノ タメ-一  などの 意で、 人 襦故爾 (卷 一。 ニー) は戀に 

係る ので ある。 この 歌の 場合の ュ M も、 その 玉 を 得ようと して そのために 潜す ると 續 くので ある。 

fH^ 故に は、 玉なる もの を、 とい はむ がごと し』 (古義) とい ふの は 少し 無理で ある。 

との 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して 入 h^、 四 五 句 『いその うらわ を かっきつ るかな』 と ある。 


. 【卷 七. 一三 0 二〕 

.  わたつみ  も  しら たま み  ほ  ちた SS  の  かづき  あ ま 

海神の 持た る 白玉 見 まく 欲り 千 遍ぞ吿 りし 潜す る 海人 

海神 持 在. m 玉 見 欲 千遍吿 潜 爲海子 

これ も 寄， 玉と いふ 題の ある 歌で ある。 〇 見 欲 ミ マ ク ホ ソと訓 む。 古寫 本の 訓にミ マ ホ シ ミ (元 • 

祌：： 50 とい ふの が ある。 舊訓ミ マク ホリ。 〇 千逼吿 チタ ビゾ ノ リ シと訓 む。 舊 訓チガ へ リツ ゲ ッ- 

代： 記 精 チ タ ビ ゾ ッ ゲ シ (古義！ ra 訓)。 童蒙抄 チタ ピノ リッツ。 考 チタ ビゾノ リシ (略解 同訓 )0 

か. & じん  しらたよ  せんた び  ぜんす ゐ あ 

一； の 意 は、 海祌の 持って 居る 白玉 を 見ようと 欲して、 千度 も 云った ことであった。 潜水す る 海 

人 は。 近づき 難い 女に おも ひこ がれて、 海に 潜る やうな 思 をして 幾た び も 戀心を 想へ る 心 持を寓 し 

たもので ある。 海人と 云って 客 看 的に 云って ゐ るが、 作歌の 動機 は、 自分 を 海人に 喩へ たものに 相 

違ない。  、 

代 K 記 初に、 『ちか へ り吿っ は、 おも ふよし をた び-/^ 人に いふな >.„^。 かづ きする あま は 我な り。 


.  一九二 

なかだち を もい ふべ けれど、 右の 哥に かづきす るか もといへ る、 すな はち わがこと なれば、 に はか 

にな か！. こちと はいふべ からす。 下に、 そこき よみ しづめ る 玉 をみ まく ほ， りちた びぞ吿 しか づきす る 

あま (卷 七。 ニー 二八)』 と あるが、 代 匠 記 精に、 『千 遍吿ト ハ媒ス 〃人 一一 我吿 〃歟。 媒ノ 彼方- 1 吿 だ歟。 

次 下 ノ歌ヲ 以テ見 〃一一 彼 處へ媒 ノ告〃 ナリ』 とい ひ、 考も、 『かづきする海人は媒の意な，.^。 此 海人 

に 見 まく ほる 事 をた び/^ おふしつ げしと いふなり』 とい ひ、 略解 も 古義 も大體 その 說に從 うて ゐ 

の  •  5 つた 

るが、 これ はさう 面倒に 解釋 すべきで はなく、 海人 は 自分の こと、 『吿 る』 は 心中 を 想 ふること であ 

る。 その 想 ふる 相手 は媒 人な どで なく ともよく、 もっと ひろく 解すべき である。 或は 直接 その 女に 

むかって 想 ふる 心 持で も かま はない。 

ゐ  あり そ  なの ？ て  のお や  しかも 

『みさ ご 居る 荒磯に 生 ふる 名吿 藻の 縱し名 は 吿らじ 父母 は 知る とも』 (卷 十二 三 0 七 七)。 『志 珂の海 

人の 磯に 莉り 干す 名吿 藻の 名は告 りて し を い か に 逢 ひ 難き』 (同 卷。 三 一 七 七) 等 も參考 にな.^、 また 

ちたび の  かづき  あ ま 

代 匠 記で 旣に抄 した、 『底淸 みし づける 玉 を 見 まく ほり 千 遍ぞ吿 りし 潜す る 白水 郞』 (卷 七。 ニー 二八) 

は、 人 麿 歌集の 歌で はない が、 大 に似て 居る. ところ を 見る と、 人 麿 作の 流 轉民謠 化か、 或は 人 麿 歌 

集の この 歌 は 人 麿 作で 無い か、 いづれ かで あらう。 そして 共にたい した もので ない こと 勿論で ある。 

み ふねお ろ  やそかぬ  ッゲ n ソ 

『難 波 律に 御船 下す ゑ 八十 楫 貫き 今 は榜 ぎぬ と 妹に 都氣許 曾』 (卷 二十。 四 一一 一六 一 5 等に ついて、 ,\ 


tj ッグ との 語 威 を 知る こと を 得ば 幸で ある。 この 歌 は、 六 帖に载 り、 第三 四 句 『みまく ほし もがへ 

6 つげつ』 となって 居る。 

〇  ,  • 

j: 卷七. I  一二 OI 二】 

いづき  あまの  わたつみ  3 ころ  え  み 

游 する； g 人は吿 ると も 海神の 心し 得ねば 見 ゆと いはな くに 

游爲 海人 雖吿 海神 心 不 得 所見 不云  • 

0 海人 雖吿 アマ "ノット モ と訓 む。 傳訓ァ マ "ッグ トモ。 -望 蒙抄ァ マ ハ ノレ ドモ (略解 同訓 )o 考 

アマ 一一 ハノ- レド。 古義 アマ ハツ グレ ド。 新訓ァ マ ハ ノル トモ。 〇 心不得 ココ ロシェ ネバ と訓 む。 

擊  - 

舊訓 ココ 0 ヲ H ズテ。 童 蒙抄タ マヲシ ュネ、 パ。 考ココ ロシュ ネ バ (略解 • 古義 同訓)。 〇 所見 不云 ミ ュ 

トイ ハナ クー 一 と訓 む。 舊訓 ミグ トイ ハナ ク _1 。 考ミュ トイ ハナ クー 一 (略解 同訓)。 古義 ミエ ムト モイ ハ 

ズ 。 新考 -、、 ュ ム トイ ハナ ク。 

： 首の 意 は、 たと ひぎす る 海人が 幾た び 告げ 想 へても、 海神の 心 を 知..^ 得す、 心 を 計，.^ かねる か 

.  ,  1 九 三 
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らして、 相 見る とはい はれない。 つまり、 海神の 御 ゆるしがなければ、 お 逢 ひする と は 申され ませ 

ぬと い ふ 意になる。 

『見 ゆ』 とい ふやうな 用法 は、 旣 に評釋 した 人 磨の、 『ほのかに だに も 見えぬ おもへば』 (卷 二。  二 

一 0)。 『春 日 野の 山 邊の道 を 恐な く 通 ひし 君が 見えぬ 頃 かも』 (卷 四。 五一 八)。 『水 室の 岡の くす 葉 を 

おもし  *  さき さは 

吹き かへ し 面 知る 兒 等が 見えぬ 頃 かも』 (卷 十二。 三 0 六 八 )。 『かきつ ばた 佐 紀澤に 生 ふる 菅の 根の 絕ゅ 

かや はら 

とや 君が 見えぬ 此の頃』 (卷 十二。 三 0 五 11)。 『睦 奥の 眞 野の 草原 遠け ども 面影に して 見 ゆと ふ もの を』 

<卷 三。 11 一丸 六)。 『袖 振る が 見 ゆべき かぎり 吾 は あれ ど 其の 松が 枝に 隱， 5 たりけ り』 (卷 十一。 二 四 八 五) 等 

が參考 となる だら う。 『見 ゆ』 とい ふ 語が 種々 の 語感の 色調 を 以て 用ゐら れてゐ るからで ある。 

代 匠 記 初に、 『わたつみの 心 を 得すて と は、 領 したる 人の 心 を しらで は、 あ ひみる こと 有と いはぬ 

もの をと なり』。 代 匠 記 精に、 『海神 ノ心ヲ 取得 ネバ 白玉 ヲ得 ヌゴ トク、 母ノ心 許サヌ 一一、 娘 一一 相 見 

〃事ヲ 得 トハ世 一一 モ云" ズ ト柁 ダ意ナ リ』。 考に、 『こ は 右の 答 歌に て、 媒が よめるな り。 ち、；^ に 

らんと すれ ど、 其お やな ど 守りつ よく、 しかも 心 をし もし， 0 得ねば、 媒 のな しがて にて、 其 女に 見 

えよ ともい はすと 云を譬 よみし ならん』 と あり、 略解. 古義 等 も 大體考 の說に 同じい。 

この 歌 は 諸說の ごとく、 前の 歌と 共に 味 ふべき もので、 答 歌の心 持で あるが、 中に 媒介 者な ど を 


™R かやに、 お ほ まかに、 白玉の 答へ たうた、 つまり 戀 して ゐる 女の 答へ た 歌と して 味へば いい。 ま 

だ 逢 ふこと も出來 ない、 心さへ 通せぬ 女が 答へ る笞 はない とい ふの は ー應の 理論で あるた めに、 考 

以下の 媒介 者が あら. はれて 來 たもので あるが、 ここ は 代 匠 記の 解釋の やうに、 大まかに 素直に 解釋 

する 方が よく、 それが 歌の 解釋の 常道で ある。 ただ 代 匠 記の 說は、 自分で 佗び 歎く やうな 氣持 であ 

ろが、 これ はや はり、 娘が 答へ る氣 持と して 解釋 していい やうで ある。 

この 耿も、 その 前の 歌 も、 海神の 持った 玉に つき、 母に 守られて ゐる娘 か、 主 ある 人妻 かとい ふ 

說 があった が、 母に-:!.' られ てゐる 娘と いふ 說は、 仙覺杪 に、 『ヮ タツミ ヲバ、 母 一一 タト フ。 母 ノ恩ヲ 

蒼海 一一 タト フル ュ へ 也。 毋 ノ手ヲ メナ タズ シテ 深窓 ノ內 一一 カシ ヅキヲ キテ、 玉ノゴ トク 一一 クック シ 

ムュへ 也』 と あるのに 本づ くらしい。 

人. 朥耿站 の^, 玉 歌 は 以上の 如くで あるが、 人 磨 歌集で ない 寄， 玉 歌が 載って ゐ るから、 參考 のた 

め 救甘拔 くこと とする。 訓は ^^.31 新 訓に璩 つたの は 前と 同じで ある。 

ぎの 底：.^ iiC く .w 玉 風 吹きて 海 は 荒る とも 取らす は 止ま じ (卷 七。 ニー 二 七). 

あ i  あはび た i  . 

伊勢の 海の 白水 郞の岛 街が 鯉 玉 取りて 後 も か 戀の繁 けむ (卷 七。 ニー 三 『一) 

海の 底お きつ 白玉 綠を 無み 常 かくの みや 戀 ひわたり なむ (卷 七。 ニー 三 三) 

»  1 九 五 
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1^ の 根の ね もころ やむ ひて 結びて し 玉の緒と いはば 人 解かめ や も S セ。 一一 二 li) 

たま なげ 

白玉 を 手に は 纏 かなく に 箱の みに 置け し 人 ぞ玉詠 かする (卷 七。 一三 二 五) 

^^il 一つ 0- が 手に 纏き ¥ す 玉 もが も その 緒 は！" へ て 吾が 玉に せむ (卷 七。 ニー 三 5  _ 

などで、 5 白 相 當に讀 むに 堪 へる もので あな。 民謠 風の ものであるから、 調子 はおの づ 力ら 一般化 1 

る 傾向 を 持って ゐる けれども、 其處の ー聯の 何々 に 寄す とい ふ 歌 は、 なかなか 凝った ものであるが、 

奈 li! なる 個人に よ， 9、 奈何なる 集團 によって 作 もれた もの か、 興味 ある ことで あるが、 私の 考は其 

處 までに は 及び 得ない。 また、 人 麿 歌集の 其 等の 歌 を 人 麿 作と 假定 すると、 人 麿 歌集で ない 歌との  - 

差別 は 容易に つき 難いの みならす、 私に は 不可能の ものが 多い ので ある。  • 

、 . 〇  . 
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ifi の 難 化く. i の ii りたる S  口が- ごころ おの 葉 知 るら む  . 

夭 雲 棚引 山 隱在 吾 忘 〔下心〕 木 葉 知 


歌、^, 木と いふ 題が ある。 〇 隱在 舊訓 カク レ タグ。 代 匠 記 精力 クシ タル。 代 ぼ 記 初蒈入 

.11 コ モリ タ^。  "：！m 蒙抄 カクラ クモ。 考コ モ リタ〃 (略解. 古義 等 同訓 )。 古 寫本中 力 クル レド r 元 r カク 

レ〃 ト (類) 等の 訓が ある。 〇 吾 忘 舊 訓フレ フス レ メャ。 古寫本 中ヮガ ヮス レメャ (細； T 代^ 記 初、 

忘 は 志の 誤。 代 匠 記 精ヮガ コ コ ロザ シ。 童 蒙抄、 己 心の 誤で ァガ カル コ コ el。 又は 力 リカ, コ コ 口。 

考、 忘 は 志の 誤で ヮガコ コ P ヲパ。 略解 宣長 訓、 忘 は 下心の 誤で、 ヮガシ タゴコ (財 ほ § 釘 15-)。 

この 忘の 字 はせ 寫本中 (元 *類* 矢) 忌と なって ゐる のみで、 他 は 忘で あるから、 一 つも 下 ひと jii い-こ 

のが 無い が、 これ は 確かに 誤寫 とい ふこと が出來 ると おも ふから、 誤寫 說を絕 待に 否定し 得ない 1 

つの 好 料で ある。 0 木 葉 知 舊訓コ ノハシ グラム。 童 蒙抄、 知の 下に 良 武の脫 漏と して n ナバシ 

ゲフム と訓 む" 考コノ ハシ〃 ラム (略解 同訓)。 古義 コノ ハシリ ケム。 

一 甘の ま は、 天雲が 棚引いて ゐる奧 山の やうに 隱 つて ゐる、 外に あら はさぬ 苦しい 戀心 をば、 木 

の が 知って 1  えれ るで あらう。 寄， 木 歌で あるから、 木の葉と 女と を關聯 せしめて ゐる 趣で ある。 

『天雲の 棚 W く 山の』 まで は、 『隱 る』 にか かる 序詞， の 形式に なって ゐ るが、 それが 隱微の あ ひだ 

に關聯 があって おもしろ いので ある。 

この 『木の葉』 をば、 契 沖 は、 『此モ 紅葉 ノ色 ヨキ ヲ以 テ喩』 といった が、 これ はさう 瞭然と 紅葉 

I  1 九 七 
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つ はさ  が 上 

としな い 方が いいで あらう。， 集中、 『鳥 翔な す 在り 通 ひつ つ 見ら めど も 人 こそ 知らね 松 は 知 るら む』 

(卷 二。 一四 五)。 『眞 木の葉の 撓ふ 勢の 山 忍ばす て 吾が 越え ゆけば 木の葉 知りけ. む』 (卷 三。 二 九 一) の 例 

ある。 なほ、 シタの 例で は、 『隱 沼の 從裏戀 ふれば すべ を 無み 妹、 が名吿 りつ 忌むべき もの を』 (卷ナ 

み.， £ヒ あし、 まじ  しりく さ  シタ ォモヒ 

1。 二 四 s 一)。 『湖 葦 に 交れる 草の 知 草の 人み な 知りぬ 吾が 裏 念』 (卷 十一。 二 四 六 八) などが ある。 

童 蒙 抄の訓 にっき、 『然れ ば 吾 己の 字、 皆 かりと も かると も讀む なれば、 かり かると は、 もとめえ 

る こと を 云。 こ ゝも妹 を もとめえ るの 心なれば、 あがかる 心と か、 か， 9 かる 心と かよむべし』 (童 蒙 

抄) と說 明して ゐる。 

〇 

【卷七 ノー  三 0 五〕 

み  .5  , ひと く-一  やま  こ  は  わ  こころ  なつ  ォ 

見れ ど 飽かぬ 人國 山の 木の葉 をレ 己が 心から 懷カ しみ 念 ふ 

雖 見不飽 人國山 木 葉 己 心 名著 念 

同じく、 寄い 木と いふ 題が あろ。 0 木 葉 コノ ハヲシ と訓ん だ。 舊訓 コノハ ヲゾ。 童蒙抄 コナバ 


ヲ ゾ 。 ^ コノ ハヲシ 、略解 • 古義 等 同訓)。 〇 己 心 ヮ. ガコ コ 口 カラ と訓 む。 舊訓ォ / . ガコ、 ロー 一。 窜ル if 

抄 カルコ 、 C1 カラ。 考ヮ ガコ 、口 カラ。 略解 宣長 訓、 己 は 下の 誤で シタ ノコ、 口-一 (古^^！？訓」。 〇 名 

著 念 ナツ カシ ミオ モフ と訓 む。 舊訓ナ ッカシ クオモ フ。 代 匠 記精ナ ッカシ ミオ モフ (鬼 ssi 同訓)。 

考ナ ッカシ ミ乇ソ (略解 • 古義 同訓〕。  、 . 

ひ i くに やま  ひ i くに やま あきつ ぬ かきつ ばた  いめ 

人國山 は、 『《=e ならぬ 人國 山の 秋津 野の 杜若 をし 夢に 見し かも』 (卷 七。 一三 四 五) で 秋 掛野を 前の 人 

磨の 長耿 (卷ー 。一一 一六) の 秋^ 乃野遍 と同處 だとす ると、 大和に ある ことと な， 0  ( 代 ilys. 考. 略解 W 

邯ぉ蔬 附近、 い- = 野 川兩 岸の 平地と いふ ことになるが、 地名 辭 書に は紀 伊西 牟^ 郡 田邊町 北方の 地 

だとし、 全釋 では、 『吉 野に その 山が なく、 却て 紀 伊の 田邊 附近に それが ある やうに、 三十三所^ 會 

に 見えて ゐる。 しかし 遽 かに 信じ 難い やうに 思 はれる』 と 云って ゐる。 意味 は ヒ トク 一一 ャ マの-; か 

ら、 卽も 人妻に 臂 へた ものの やうで ある。 『他 妻 をお のが 心よ， 0 おも. ^一な り』 (考 )。 

ひ とく にや ま 

一 首の 意 は しみじみ 見ても 飽 くことの ない 人國 山の 木の葉 をば 自分の 心からな つ かしく おも ふ 

ので ある。 ひとくに. E の 名に 因む ひと 妻の ために 獨り戀 ひお もうて 居る とい ふ 意で ある。 

いは はし た. 0 み  は  こころ  こころ 

『石 走る 幽 水の 水の 愛しき やし 君に 戀 ふらく 吾が 情から』 (卷十 11。 三 01 一 五 ；}0 『わが 情燒 くも 吾な 

.0 愛しき やし；^ に戀 ふる も わが 心から』 (卷 十ョ。 三 二 七 一) 等で、 コ コ 口 カラの用法を額推すること：^> 

一 し し 

1 7>  .TV 


二 〇〇 

出來 る。  ,  , 

この 歌 は、 譬喩 歌で あるが、 不卽 不離の 融合の 具合が 旨い ので、 强 ひて 譬喻に したやうな ところ 

が 目 だた す、 人國山 を機緣 にした 點が 常套手段と 謂へば 謂 はれる けれども、 現代の 吾等に は 旣に所 

在 も 知れぬ 山と なって ゐる ほど 朦朧と なって 居る の だから、 もはや 厭味で なくなって ゐる。 民謠的 

に輕 いが 可憐な 歌で ある。  - 

ナツ カシ とい ふ 語 も、 現代人 も 使 ひ、 その 語感 も 生々 として 繼 承して 居る。 『鳴く 鳥の こ ゑ 夏 可 

-す吉 愛し.^ 妻の 兒』 8SI 。空 ハー 一 Do 『いや 那都 可子岐 うめの 花 かも』 (卷 五。 八 四六ヾ 『いま 見れば 山 

, -ソ カン モ  ナツ 力- ンキ 

1 香 思 母 かせ 吹くな ゆめ』 (卷 七。 ニー 一三 一一 一)。 『喚 子 どり こ ゑ 奈都炊 時にはな， 9 ぬ』 (卷 八。 一四 四 七)。 『ほ 

ととぎ す 夜 ご ゑ 奈都可 思 あみ ささば』 (卷 十七。 三 九 一七) などに よって、 その 語感 を 知るべき である。 

ナツ カシ ミオ 乇フ とい ふ 結句 は 萬 葉に ただ 一 つし か 無い やうで ある。 『野 を 奈都可 之 美 ひと 夜寐に 

ける』 C 卷八。 一四 二  5 とい ふ 赤 人の 歌な どもあって、 共に 味 ふこと が出來 る。 


〔《七* 一  三 0 六】 

やよ  もみ ぢ  した  はな  わ  み  さら  二 ひ 

こ の 山の 黄葉の 下の 花 を 我が はつ はつに 見て 更に 戀 しも 

,是 山 黄葉 下， 花矣我 小 端 見 反戀 

寄， 花と いふ 題が ある。 〇 黃葉下 モミ デノシ タノと 訓む。 舊訓 モミ デ / シ タノ。 意 蒙 抄コ/ 「 

ガク レノ。 略解 宣長訓 乇 ミ デ ノ， シ タ -I  。 〇 花矣我 ハナ ヲフガ と訓 む。 舊訓パ ナ ヲヮ. ガ。 略解 宣ぉ 

訓、 矣は 咬、 咬 花の 誤で サク ハナ ヲ、 ヮレ。 せ義、 右に 從ひ サク ハナ ヲ、 ァレ。 〇 小 端 見 • 反戀 

ハツ ハツ 1 丁、、 テ • サ ラー ーコ ヒシモ と訓 む。 舊訓 J- ッ" ツー 了、、 テ- 力へ〃 コヒ シモ。 代 匠 記 精 、ノ ッ 、ノ 

ツー 了、、 テ. 力へ リテコ ヒシ。 童蒙抄 ホノ カー 了、、 ッッ • サラ -1 コヒ シキ。 考 ハツ ハツ  一 了、 、テ. カヘ^ 

ヮビ シモ。 略解 宣長 訓、 反 は 乍の 誤で ハツ、 ジッ 一一 . ミツ ッコ匕 シモ。 古義 ハツ ハツ 二  . ミツ ッコフ 

产 乇 。 十：： 寫本屮 ハツ ハツ 一一 ミテ • サラ 一一 コ ヒシキ (神) が ある？ 代 E 記 精で 、 『今 按官本 ノ 叉ノ點 一一、 

サ， フー 一 コ ヒ シ キト ァレ ドモ、 力へ リテコ ヒ シト 請テ』 云々 とい ひ 採用し な かった ものである。 今 新 

訓に從 ふ。 

1 首の 意 は、 この 山の 黄葉の 下に いて ゐる花 を かりそめに 見た が 却って 心戀 しくな つてた まら 

二 〇 一 


ぬ。 こ の 美しい 女 を 僅かに 見た ために 却って 戀 しいお も ひ をす るの だとい ふ 寓意 か ある。 

この 歌の. 『黄葉の 下の 花』 とい ふの は、 どうい ふ 花 か 等と 細かに 詮議し なくと もい いの かも 知れ 

す、 美しい 女 を 暗 指す るた めに、 黄葉の 美し さに まお 何 かの 秋の 花 を 配合して、 その 心 持を强 めた 

手法で あらう か。 その 秋の 花と いふの を强 ひて 寫象 として 考 へるならば、 龍膽の やうな もので あつ 

て も かま はぬ が、 代 匠 記 精に， 『黄葉 下花ト r 此" 小春 ノ比 暖氣 一一 催 サレテ 梨、 櫻、 躑躅、 山吹 ナ 

ドノ メヅラ シク 一 枝-^ コ ト ノア〃 一一 寄タ シ』 と 云って ある、 その 反 きの 花の ことか も 知 

れ ないし (新 考同說 )、 其處 まで 氣を 週した のでな く、 ただ 漠然と 紅葉と 花と を 配して 艷麗を 示す 手段 

とした ものと もお もへ る。 略解 を讀 むに、 『小春の-頃 歸， 花と て、 春 きし 花のと もしく く 事 有る 

を 言 ふか。 叉 はりう たんの 花な ど を 言へ るか。 何れに も あれ、 はっかに 見し 女に 譬 ふるな， 9』 と 云 

つて、 寵膽の 如き 秋の 花を考 へたの はお もしろ い。  ， 

この 歌 も 譬喩 歌 だから 民謠 的で あっさりして 居る。 また、 かう いふ 思想 を 歌った もの は 萬 葉に も 

可な， 9 あり、 古今 以後に も 多い。  . 

はつ はつに 人 を 相 見て いかなら む 何れの 日に か 又 外に 見む (卷 0。 七 〇 一 ) 

白 細 布の 袖 を はつ はつ 見し からに 斯 かる 戀をも 吾 はする かも (卷十 一 。 二 四 一 一) 


山の端に さし 出づ る 月の は つ は つ に 妹をぞ 見つ る戀 しきまで. に. (卷十 一 。 二 四 六 一 ) 

垣 越しに 麥 食む こうまの はつ はつに 相 見し 子ら しあ やに 愛し も (卷 十四。 三 五三 七) 

しまし く  な 

相 見て は 須臾 戀は 和ぎ むかと 思へ どい よよ 戀ひ まさりけ， 0  (卷 四。 七五三) 

なかなかに 见ざ りしより は 相 見て は戀 しき 心まして 念 ほ ゆ (卷十 一 。 二三 九 二) 

相 兄て は戀 慰む と 人 は  一一 一一 n へど 見て 後に ぞも戀 ひま さりけ る (卷十 一 。 二 五六 七) 

次に、 この 歌 謂 は、 『黄葉の 下の、 花 を 我が』 のと ころで 句 割にな つて ゐる。 併し、 人 麿の 歌に は、 

『ひむ がしの、 野に かぎろ ひの』、 卷ー。 四 八) などの 如くに 句 割の 歌 も あるの だから、 此處 にあって 

もさう 不思議で はなく、 この 歌 を も 人 麿の 作 だと 想像す るなら、 人 麿 は 割合に 自由に かう いふ 句 割 

をも敢 てしたの だった かも 知れない ので ある。 次に この 歌の 結句 は、 力へ リテコ ヒシ。 サ ラー ーコヒ 

シモで いづれ が 好い かとい ふに、 歌 調と して はサラ 一一 コ ヒ シモの 方が 好い。 『反』 の 文字 は 萬 葉に 

ヒトハ カへリテマ^^ミケム カモ  ィゾノ ゥラニ キヨ^ シ ラナ ミカへ リッツ 

力へ リテ とい ふ訓が 多く、 人 者 反 而復將 見 鴨 (#.  二。 一四 三)。 礒之浦 爾來依 白浪 反 乍 (卷 七。 一三 八 九) な 

どの 如くで あるが、 古寫 木で サラ - 一と 訓ん だのが あるから、 サ ラー 一 と訓み 得れば その 方が 歌 柄が よ 

くなる から、 更の^^^-體が反に寫されたものとも想像することも出來、 或は 反の 義訓で サラ 一一と 訓ん 

だ ことと もなる ので ある。 

一 

二 0111 
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【卷七 • 一  三 0 七】 

か はふね  ゆ  わたせ  6  ひと 

この 川 ゆ 船 は 行くべく ありと い へど 渡り 瀨 ごとに 守る 人 ある を 

從此川 船 可 行， 雖在 渡瀨別 守 人 有 

寄. 川と いふ 題が ある。 0 從此川 コノ 力、 1 と訓 む。 舊訓コ /力- 1 。 代 匠 記 初窨入 gJI コノ 

力" ュ。 考コノ 力 ハュ。 古義 コノカ ハョ。 この 從は ヨリの 意 だが、 行く とい ふ 運動の 語に 續 いて ゐ 

るた めで、 ヲ でもな く ヨリで もない が、 舟で 渡って 向う へ 行く ので ュと いふので ある。 現代語なら、 

ヲ バと譯 していい であらう。 0 船 可 行 フネ ハ ュクぺ クと訓 む。 舊訓 フネ モ ュ クべ ク。 童蒙抄 フネ 

ノ フタ シハ。 考 フネ ユタべ クハ。 略解 フネ" ュ クぺク (古義 • 新訓 同訓)。 〇 雖在 ァリ トイ へド と訓 

む。 舊 訓ァリ トイ へド。 考 ァリト へド (略解 同訓)。 0 渡瀨別 ヮタ. リセ ゴ 卜-一 と訓 む。 舊訓ヮ タグ セ 

ゴ ト 一一 。 略解 ヮタ リセ ゴ ト 11 (古義 以下 同訓)。 〇{.!? 人 有 モル ヒトァ 产 ヲと訓 む。 舊訓 マ モル ヒトァ 

リ (代 匠 記 -考 同訓)。 童 蒙抄モ 〃ヒト ゾアル。 略解 モダ ヒト ァ产ヲ (古義 同訓.)。 新考モ y ヒトァ リテ。 


一首の 意。 この 川 をば 舟で 渡って 行く ことが 出來 ると いふが、 その 渡 舟 場 ご. とに 番人が 居る とい 

ふで はない か。 あの 女の 許へ 通うても もう 好い の だが、 親な どが 一し よに るので さう おも ふやう 

こ はいかな いとい ふので、 女が すで に 心 を 許した こと を、 『船 は 行くべく あ b とい へ ど』 と あら は 

した。 

逢 はむ と は 千 § おもへ ど 在り 通. ふ 人目 を 多み 戀 ひっつ ぞ 居る (卷 十二。 三  一 03 

人 言の 繁き間 守る と 逢 はす あらば 終に 奴等 面忘れな む (卷十 二。  二 五 九 一) 

"4^tf- の g ひ. 賜 ふと やん Mi; す.？ ずると ふ 山に 入らす はや 止ま じ (卷 六。 九 五 S 

ここ だく も わが 守る もの を 慨きゃ 醜 ほととぎす 曉の (卷 八。 一 五 〇 七) 

あし ひきの 山 田作る 子 秀です とも 繩 だに 延. へよ 守る と 知る がね S 十 ニニ 一 リ、 

Sr^».a4 ひ& 4 まの. る 山の お^れまき ドょ？ にもが も 8 十き 一一 一四 一一 一六) 

など ある。 この 歌 は、 臂喩 だから、 稍 理に陷 ちた やう だが、 何 か 諧調 音の 傳 はって 來る ものが あつ 

て棄 てがたい。 また 今の 訓 になる までに 種々 の徑路 があって それ を 討尋す ると、 この 歌 を 鑑賞す る 

う へ にも また 有益で ある。 

一一 〇 五 
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0  -  ノ 

【卷 七. 一 三 0 八〕 

お ほ うみ  まも  みなと  こと  いづへ  きみ  わ  ゐ しぬ 

大海の 候る 水門に 事し あらば 何方 ゆ 君が 吾 を 率 凌がむ 

大海 候 水門 事 有 從 何方 君 吾 率 陵 

寄， 海と いふ 題が ある。  .  I 

〇 大海 ォホ クミ ノと訓 む。 舊訓ォ ホク ミノ  (拾 穗抄. 代 匠 S  , 全^ 同訓)。 童蒙抄 アラウ ミ ノ。 

考ォホ クミ ヲ (略解 • 新考 同訓)。 略解 宣長 訓ォ ホウ ミ 、ノ  (古義 同訓) 等の 訓が あるが、 元曆 校本に 『海』 

が 『船』 となって 居る のに 據， 9、 新訓は 『大船』 に 改め ォホ フネ ノと 訓ん だ。 然るに 古寫本 中た だ 

一 つ 『船』 になって ゐ るに 過ぎす、 また、 その 『船』 の 右 肩に 赭で 『s#』 と 書いて あり、 題 も 寄， 海 

であるので、 全釋 で、 『これ を さう 改めて は. 寄 海と いふ 題に 添 はぬ ことになるから、 海が よい。 元 

磨 校本に も 右に 赭で 海と あるの は、 後で 正した ので あらう』 ，^J 云った の は 道理で あるから、 暫く も 

との 儘に して 舊訓 に從 ふこと とした。 〇 候 水門 マ モル ミナト 一一 と訓 む。 舊訓マ モ グミナ トノ。 童 


池が 抄カ ミノ ミナト ハ。 考マ モル ミ ナ ト ュ 略解 • 新 考 同訓) パ 略解 宣長 訓ミ ナトヲ マモグ (古義 S 訓)" 新 

訓サモ ラフ ミナト。 『候』 を マ モルと 訓む例 は、 皇極天 皇紀の、 候 一一 皮 鞋隨， 毪脫 落， 取， 置 掌 巾" の 候 

をば マモ リ テと訓 ませて おる。 拾德抄 では 護に 改めて ゐ るが、 古寫 本に は その 字 は 無い。 新 訓でサ 

,  ト /へ 二 タ チサ モラ ヒ  ィモニ ァ T. トキ サモ- ソフト 

乇 ラフと 訓ん だの は、 萬 葉の 慣訓 に據 つた もので、 外 重爾立 候 (卷 三。 四 四 三 )o 妹爾相 時候 跡 (卷ナ。 

二 0 九 二) などで あり、 初 句 を、 『大船の』 といへ ば此處 はサモ ラフと なる ので あるが、 初.：？ を 『大 

海の』 といへば、 や はむ マ モ ^であらう か。 〇 事 有 コ ト シ アラバと 訓む。 若 もの 事が あったなら 

ばと い ふ 意。 舊訓 コト アル-一。 代 匠 記 精 コトァ だ， 。 考コト アラバ。 き 解 コ トシ ァラ バ (古義 . 新考同 

so 略解 宣長 訓コ トシ ァレ -、 ハ。 〇 從 何方 君 ィヅ へ ユキ ミガ と訓 む。 何の 方から あなたが とい ふ 意。 

^^ィ ヅ ク 一一 キミ 力。 代！！^ 記精ィ カサマ 一一 キミ。 童 蒙抄ィ カサマ 1 ーセ バ 。 考ィヅ クュ キミ ガ (略解 同 

訓 )o せ 義ィヅ へ ョ キ ミ ガ。 新 考ィヅ ク ユキ ミヲ。 新 訓ィヅ へ ュ .キ ミ ガ。 〇 吾 率 陵 ヮヲ ヰシヌ ガム 

と訓 む。 私 を 述れて 難 を 免れ ませう かとい ふ 意。 『陵』 の 字 は 京都 大學本 『凌』 に 作る。 舊 訓ヮレ 

ヰシノ  .ガ ム 。 拾 德抄ヮ レヰテ シノ. 、カン。 童蒙抄 (陵 は 凌の 誤) ァレ ヰシノ ガン。 考 (陵 は隱の m) ァヲヰ 力 

ク サン。 略解 は ヮヲヰ シノ. ガム、 ヮヲヰ カク サム。 略解 宣長訓 ヮヲ ヰテュ カム。 古義 ァヲヰ カク レ 

ム 。 新 Jil? ソ， 力 ヰ カク レム。 新訓ヮ ヲ ヰシヌ ガム。 『陵ハ 凌 ト通ズ 』 (代 記 精)。 

.  二 〇 七 


,  二 o 八 

この 港の ぐる， 9 に は. 大海が 取卷 いて 候って、 番をして ゐ るのに、 若しも 事件で も 起った 

なら、 何處の 方から 私 を 連れて 避難 させて 下さる でせ うか。 かう して 逢 瀨を樂 しんで 居る けれど、 

苦し も 親 達 に 知れた 時には、 どうして 下さいます か、 とい ふぐら ゐな 意で、 恐らく 女が 男に 向って 

云って ゐ るので あらう。 

. この 歌 もまた 民謠 風で、 女が 男に 向って 想へ る 趣に して 歌って 居る。 そして 港の 勃發事 

件の ことな ど を 云って、 『君が 吾 を 率 まがむ』 と 云って ゐ るの は、 情感が 強く 濃くて なかなか 旨い と 

ころが ある。 大海 や 港 や 事件の ことな ど は、 こ の. 結句に よって 統 一 せられて ゐる やうに 思 へ る。 

この 歌 は 私見の 樣 に解釋 すれば 極めて 平易で むづ かしくな いの だが、 古來諸 前賢が 種々 訓 にも 骨 

折り、 その 訓に應 じて 解釋 をした ので、 典 味 も あり 有益で あるから 此 處に抄 記す る ことにする。 

『舟お ほく 出入 湊は 守護 有て 其 事の しげき を、 思 ふ 人に 守りめ 有リ、 事出來 などせ しによ せいひ 

一一 ゴリ 

て、 かく あるに いづく に 君 を か 我ゐて かくしし のかん と 也。 ゐては ひ きゐ さそ ふ 心 也。 又 君が と 潤 

て は 我 を いづく にかくし しのがん と 也』 (拾 穗抄 )。 『此 "親 ノ守レ ダ 娘ナド 二 男ノ通 ヒテ、 事 出來テ 

後、 彼 娘 ノ讀テ 男 一一 贈レ \  -ー  ャ。 湊" アマ タノ 舟ノ 出入 處ナレ バ、 官家 ヨリ 守グ人 ヲ置ダ 、ナ リ。 

三四ノ 句"、 コ トァ, ヲィ カサマ 一一 キミ トモ 讀べ シ』 (代 匠 記 精)。 『防人な どの 守湊 に異國 人な どの 


\ 


來 りて 事 あらん 如に たと へ たる. なり』。 『こ は宮 女 などの しのび 夫 もた るが、 あら はれなん すろ を 

かしこみ て かく 譬 よめるな らん』 (考 )。 『大海 ヲマモ 云 は、 太 宰の津 は、 西蕃を 候るな-;; ば、 斯 

く 一一  ni へ るな らん。 陵、 恐らく は隱の 誤なる べし。 然 らば ヰ カク サムと 訓む べし。 是れは 父^な どに 

觅颜 はさる る • を、 其 みなとに 事 有る に訾 へて、 斯か. る 時 は、 何方に 吾 を ひき ゐ隱 さんやと 言 ふな 

ォ ホウ ミ  ノ  チ ォホヮ タツ ミノ  3  ノ  ミナト 

,0』 r 略解)。 『大海 は 大海 神 をい ふべ し。 卽大 綿津見 神な り。 ^大海 神 は 水門 ごとに 目を離した ま は 

す. {寸 護り ましまして、 人の 船出 をし らした まへば、 しのびて みだりに 船 を 出す ことのなら ぬが ごと 

タチヰ 

く- 父母な どの 心 をつ けて、 起 1^ おきふし にわれ を きびしく 守りた まふ ことなれば、 事 あ. 0, とてた 

やすくし のびて 門出 せらるべき やうな し。 されば もし、 吾 二人の 中に 事 あらば、 いづく ぞへ 五" を竊 

み 出て 率て 行た ま はむ と、 君 はお ぼした まふ めれ ど、 率て 行た まふべき てだてなければ、 其 時 はい 

かなる 方に、 吾 を 率 行て かくれた ま はむ にやと 云なる べし』 (古義)。 『結句 は ヮガヰ カク レムと よむ 

べし。 ぉヲ 率テソ ガ隱レ ム とい へ るな り』 (新 考〕。 - 

拾秘抄 で旣に 勘づいて ゐた ごとく、 この 歌の 結句 は、 ヮヲ ヰシノ ガム か、 ヮ. ガヰ； ンノ ガム かで 意 

1^ が 違って 來 るので、 諸家の のまち まちな の は そのため である。 併し 無理の ない 點は 互に 共通し 

てゐ る。 古義の 訓は 稍ち がふが、 海神 說は のぞいて、 大體が 穩當で 愚見と 相 通す る ものである。 

二 〇 九 


,  ニー 〇 

〇 

【卷 七. I 三 0 九】 

かぜ ふ  うみ  あ  あすい  ひさ  きみ. 

風 吹きて 海 は 荒る とも 明日と 一一 一 曰 はば 久し かるべ し 君が まに まに 

風 吹 海 荒 明日 言 應久 君隨 

これ も 寄. 海 歌で ある。 『君』 の 字 を 『公』 に 作った 古寫 本. 刺 •) が ある。 結句の 訓、 童 

蒙抄 ヒサ シ カルべ キ. ィモ ガマ-一 マー 一。 

一首の 意 は、 風が 吹き 海が 荒れても、 それの 和ぐ 明日 を 待つ ので は、 待 遠し く、 久しい 思 をな さ 

る ことで せう。 ですから あなたの 御隨 意に なさい まし。 け ふで も 結構で ございます。 

風浪の 靜 まると い. ふ 語 を 略して、 直ぐ、 『明日』 t. 續 けて ゐ るの は 簡潔で いい。 また 『久し かるべ 

ぬ  さっき 

し』 とい ふ 言 方 も、 簡潔で 意味の 深い 表現で ある。 『時なら す 玉をぞ 貫け る 卯の花の 五月 を 待た ば 

久し かるべ み』 (卷 十。 一九 七 五) とい ふの が ある。 『君が まに まに』 の 用例 は、 

いなだき きす  \ 

頂に 著統 める 玉 は 二つ 無し こなた かなた も 君が まに まに (卷 三。 四 ニー) 


赛 風の 聲 にし 出な ば 在， 9 さ，^ て 今なら すと も 君が まに まに (卷 a。 七 九 0) 

たまき はる 吾が. E の 上に 立つ 霞 立つ とも 坐と も 君が まに まに (卷 十。 一 九 *1 二) 

等と、 この 語の 上が、 對 句の やうな のが 多い が、 さう いふ 點で、 『依り 合 ふ 未通女 は 君が まに まに』 

(卷 十一。 二 11  一 wl) とか、 『我が身 一 つ は 君が まに まに』 (卷 十一。 二 六 九 一)。 『吾が 持た る 心 は よしゑ； が 

まに まに』 (卷 十一。 二 五三 七 )o 『惜しき 我が身 は 君が まに まに』 (卷 二十。 四 五 0 五) などの 方が もっと 自 

然 である.。. そして この 語調 は、 親しく 媚を帶 びた 言 方に な，.^ 易い ので、 稍と も すれば 輕佻廿 滑に な 

ろと ころ を、 この 歌で は、 『久し かるべし』 と 云って、 それから、 『君が まに まに』 と 結んだ ので、 

媚態 を 失 はすに 落 著 を 得て ゐる やうに おも ふので ある。 

〇 

〔«七 •  I 三 I  0〕 

くもが く  こ じ ま  かみ  め  へだ  こころへ だ 

雲隱る 小島の 神の かしこけば 目は隔 つれ ど 心 隔て め や 

雲隱 小島 神 之 恐 者 目 間 心 間 哉. 


.  .  二  一  二 

この 歌 も、 寄：' 海 歌で ある。 〇 雲隱 クモ、 ガク 〃と訓 む？ 舊訓ク モガ クン。 古 寫本ク モ カク 0兀> 

クモ カカ^  §o ク モカ クシ (細) 等。 童 蒙抄ク モガ クダ («  ：  贿)。 古義 ク モ ガタリ。 0 小島 神 

之 コジ マノ 力 ミノ と訓 む。 舊訓ヲ シ マノ 力 ミノ。 拾徳抄 コ シ マノ 力 ミシ。 代 匠 記 精 コ シ マノ 力 ミ 

/  (略解 同訓 リ。 古義 ヒカ リナ〃 カミ ノ  (き2絲ー， )。 〇 恐 者 力 シコケ バ と 狐む。 舊訓 カシ， コ クハ- 。代 

匠 記 初カシ コケ レバ (童 蒙抄 同訓 リ。 又は 力 シコサ 1 一。 略解 カシコ グメ  (财？ 新)。 0 目 間 . 心 間 

哉 ヌハへ ダッレ ド • ココ 口へ ダテ メャ と訓 む。 舊訓メ ハ へ ダット モ • コ コ 口 へダ ツナ。 代 Ils 記 初 

メ、 ジ へダッ レド. ココ 口へ ダ ツヤ (童蒙 抄 • 略解 • 古義 同ぎ。 代 匠 記 初 書 入 II  メコ ソへダ ッレ。 考メハ 

へ ダット モ - コ コ 口 へダテ ノヤ。 新考 メハ へナだ トモ. ココ p へナ レャ。 新訓 メ" へダッ ノ：. t  . コ 

コ 口へ； ダテ メャ。 

一首の 意 は、 雲が くれの 彼の 小島に 祀 つて ある 神の 恐ろし さに、 眼 をば そむけて こそ 居れ、 心 ま 

で そむける こと はない。 島の 神の やうに お前 を 守って 居る 親た ちが 恐ろしい ので、 逢 はすに 居る の 

だが、 心まで 疎遠に なった ので はない といぶ 意で ある。  I 

『小岛 ハコ ジマ ト讀べ シ。 小岛 ト書タ レド、 此 ハ備前ノ兒^：：^カ。 第 八 一一 笠 金村ノ  w§ 使 二 贈ラ \ 

〃歌ノ 反歌-一、 波上從 所見 兒 は？ 之雲隱 云々。 此ハ兒 島ト書 タレ パ、 備前 ノ兒. お ナダぺ キー 一、 雲靈ト 


云 詞モ： 1： ジケ レバ 彼 ヲ以テ 此ヲ云 ナリ。 神ト 云へ〃 ハ 舊事紀 云、 兄 士ロ備 -ws 謂 ュ建日 方別プ 古事記 

ノ說 同ジ。 小.：； S ヲバ女 一一 譬へ、 神 ヲバ守 〃親 一一 譬フ』 (代 匠 記 精)。 『コ岛 と 言 はんとて、 雲隱 ると 言 

/\ さてここの小^:^、 ：li 中吉備 ノコ iiS とも 詠みた る 所 か、 いづこに も 有れ、 其 所の 神に 守 人を譬 

へた 』 (略解)。 

つへ  おき  かむ づま うし は いま もろもろ お ほみ かみ  、\ な <11  .  - まお - ヽ. f  -」 0  J  .U  Jr  ノ。  tpl, メゾ 

『髓 の にも にも 神 留り領 き 坐す 諸の 大御 神た ち 船の 舳に 導き 申し』 8 丑 八 S ノ 『在 根 

I  あらつ  われぬ さ まつ いよ  か 7 

よし git の ゎきり% なかに S 収り 向けて 早 還り 來ね』 S 一。 ハー a。 『荒津 の 海吾幣 奉り 齋ひ てむ 單 還り ま 

せ りせ す』 (卷 十二。 111 二 140 など を 見れば、 海中の は？ の 神に 幣を泰 つて 航海の 安全 をい のった こ 

とが 分かる。  . 
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題 
意 


萬 葉 集 卷九所 出 歌 

〇  - 

〔卷 九. 一六 八 二】 

なつ ふゆ ゆ  か はごろも あ ふ * き はな  やま  す. ひ-^ 

とこし へ に 夏 冬 行け や 裘 扇 放たぬ 山に 住む 人 

. 常 之 陪爾、 夏 冬往哉 裘 扇不放 山 住人. 

この 歌 以下 卷九 (一七 0 九) の 『獻弓 削 皇子 歌 一 首』 に 至る 二十 八 首 を、 (一 七 0 九) の 歌の 後 

に 『右 柿 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 所 出』 と 注せられ たのに 該當 する ものと 考へ る ことが 出來る (II) 

この 歌 は 『yislv に 獻れる 歌 一首』 とい ふ 題が あり、 『仙 入-の 形 を 詠める』 とい ふ 注が ある。 忍 壁 

皇キ は天武 天皇の 皇子で、 慶雲ニ 年 五月 薨 じた。 書紀 に、 『天武 天皇 二 年、 云々、 次宍 人臣 大麻 呂 女- 

徵嫒 娘、 生，， 二 男 二 女： 其 一 曰-; 忍 壁 皇子-云. -、 十 年 三月 庚 午朔丙 戌、 詔 二 云々 忍 壁 皇子 云々 ハ令こ P 


5 五 


定」： w 紀及 上お 詣事？ 十四 年 正月 丁 未 朔丁卯 授，， 云々 忍 壁 皇子 淨大參 位： 朱 鳥 元年 八月 己已朔 辛：： r 

1; ム々 忍 壁 皇子 加 二 各百戶 I』。 績紀 に、 『文武 天皇 四 年 六月 甲 午 勅 二 淨大參 刑 部 親王 云々？  B 、二 定律 令 T 

大寶 元年 八月^ 卯、 遣， J 一一 口 P 刑 部 親王 云. -撰ニ 定律 令ー始 成、 三年 正月 壬 午、 詔， 一三 品 刑 部 親王 一知， 一太 

政 宵 事； 慶雲 元年 正月 丁 西、 1K 々三 品 刑 部 親王 益， 一封 二百 戶： 二 年 四月 庚申、 賜」 二 品 刑 部 親王 越" 1^ 

野 町； 五月 丙 戌、 三 品 忍 壁 親王 薨、 云々 天武 天皇 之 第 九 皇子 也』 と ある」 文武 天皇の 慶雲ニ 年 五 

月：^ 前の 作 だとせば、 大寶 元年 あたりの、 人 麿の 作と 想像しても いいが、 その 顷の A, 磨の 歌詞に 似 

ない ところが ある。 契 沖 云、 『此 、ノ 忍 壁 親王 家ノ 屏風 ノ繪 ナドヲ 見テ、 ソレー ーョセ テ祝 ヒ米レ グナ产 

ぺ シ。 釋名 云。 老 而不レ 死曰レ 仙。 仙遷 也。 遷入ン 扎也。 故 其制レ 字 人 傍 出 也』 (代 匠 記 綺)。 

ソフ + リニ  . 

_ 〇 夏 冬往哉 ナツ フユ ュケャ と訓 む。 舊訓ナ ッ フユ ュケ. ャ (諸 書 同訓 )o 童 蒙抄ナ ッ フユ ュ 

クャ。 『夏 冬 ゆけ や』 の 『や』 は 疑問で、 『ばに や』 の 意で ある。 『朝ゐ でに 來 鳴く 貌鳥汝 だに も 君 

0  0  0  0  も. &し き  0  0  力 ャ-  つど 

に戀 ふれ や 時 終へ す 鳴く』 (卷 十。 一八 三 一一)。 『百礒 城 Q 大宮人 は 暇 あれ や 梅を揷 頭して ここに 奥へ る』 

うつ そ  をみ のお ほきみ あ ま 0  0  0 いらご  たまも  いにしへ 

(卷 十。 一八 八 三)。 『打 麻 を 麻績王 白水 郞 なれ や 伊 良 虞が 島の 珠藻莉 ります』 (卷 一。 三 一一)。 『.w の. < にわ 

0  0  0  .ク0 みやこ  あしがり  ね  にこぐ さ  0 

れ あれ やさ さなみ の 故き 京 を 見れば 悲しき』 (卷 一。 三 二)。 『足 柄の 箱 根の 嶺 ろの 和 草の はなつつ まな 

0  -  しまし  う  0  0  0  むろ  き 

れゃ絲 解かす 寐む』 (卷 十， 四。 5! 七 〇)。 『暫く も獨 あり 得る ものに あれ や 島の 室の 木 離れて あるら む』 

ニー 五 


(卷 十五。 11 一六 0 一) 等 を參考 すれば 分かる。 また、 『往 く』 は、 古事記の 『常 夜往 く』。 『來經 ゆく』 など 

の 『ゆく』 で、 經過 する ことで ある。 寒暑 往來は 順序 を 以てする の だが、， 此處は 一し よに 經 行く 趣 

である。 萬 葉に、 『往く 影の 月 も經往 けば 玉 かぎる 日も累 り』 (卷 十三。 三 二 五 0〕 云々 と あ， o、 なほ、 

お 6  ふた ゆき  1 1 IE  - 

『吾が 君 はわけ をば 死ねと 念へ かも 逢 ふ 夜 逢 はぬ 夜 二 去 ぬらむ 诚る』 (卷 a。 五 ffnoo 『あらたまの 年 

往き 返， 9 春 花のう つろ ふまでに』 (卷 十七。 三 九 七 八)。 『あらたまの 年往き 還り 月 かさね 見ぬ 日 さ數多 

み』 (卷 十八。 四 一 一六 )o 『玉の緒の しま 心に や 年月の 行き 易る まで 妹に 逢 は ざら む』 (卷 十一。 二 七 九 10。 

『冬 過ぎて 春し 來れば 年月 は 新た なれ ども. < は舊り ゆく』 (卷 十。 一八 八 四) などの 例が ある。 〇 裘 力 

か は ごろ ft,  い やひ こ  か  こや  カハ 

" ゴ ti モと訓 む。 皮衣 卽ち 毛皮で 造った 衣で ある。 『伊 夜彥の 神の 麓に 今日ら も か 鹿の 伏 すらむ 皮 

ゴロ モ キア つぬ  ケ ゴロ モチ  かたま  いで ま  うだ  k 

服 著 而角附 きながら』 (卷 十六。 三 八 八 20。 『毛 許 呂裳遠 春冬片 設けて 幸し し 宇陀の 大野 は 思 ほえむ か 

も』 (卷 二。 一九 一) の 用例が あ， 9、 和名 鈔に、 說文 云、 裘、 音. 求、 加 波 古路 毛、 俗 云 加波岐 奴。 新撰， 

トラ チ フカ ミチ  マ/力 ハチ タ タ 

字 鏡に、 ST 加 波己呂 毛、 加 波 古路 毛と あり、 萬葉卷 十六 (一一 K£) に、 虎 云 神 乎 …… 其 皮 乎 多多 

彌爾 刺な どと ある。 0 扇不放 ァフギ ハナ タヌ と訓 む。 舊訓 ハナ タズ (掀 赚 蒙)。 略解 ハナ タヌ 

『扇』 は、 和名 鈔に、 四 聲字苑 云、 扇、 式戰 反、 玉篇作 ，篇、 在-, 竹 部： 阿 布岐、 所- 

以 取  風 也 云々 と ある。 


J'iUL 
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一首の 意 は、 いつも 常久に 夏と 冬と がーし よに 經過 する のか、 この 仙. < は 冬の 皮衣と， i«{ 

の と を兩方 放た すに 持って ゐる。 なる ほ ど 仙 現 は 人 の 世間と は 違 つた もの だと いふぐ らゐの 意で 

ある。 

仙人 は卽 ち" 您 人で 神權 . 神" < は 性 命の 眞を 保って 不饑不 寒 不老不死 であ る。 老 而不， 死 

曰レ 仙、 仙，！^ 也、 遷入， 出 也と あるの は それで、 和語に して ャ マ ビト。 ヤマニ スムヒ ト 等と 云った。 

やま-ひとつみ のえ  , 

卷三 (三- < 五) の 題に、 仙 祐 枝の 歌 三 首が あり、 神樂 歌に も、 『逢坂 をけ さ 越え くれば 山. < の 千歳つ 

けと てきれ る； K なり』 と あり、 仙， < のこと である。 

當時 すでに 神仙の 思想が 支那から 渡來 してな て、 吸 二 ^濯 1 殆ニ 朝霞-とか、 或は 畫圆 にしても、 風 

祭き： 松. M 一 雲 臥 恣ニ天 行 一と か、 圆ニ 仙人 之 形ー體 生， 毛、 臂 變爲， 翼と か 謂って ゐ たものと 見える。 螭 

衣と か、 靴. M 綠髮 とかい ふ 例 も ある。 それ を 一首の 歌に したの が 珍ら しいので ある。 また 言葉 も自 

在で、 現代の 吾等から 見れば、 これ だけの 事柄 を かく 簡潔に あら はし 得た 點に 敬服す るので あるが" 

人 磨の 力： _ ^を 標準、 として 論す るなら ば、 さう 骨折った もので ない ことが 分かる。 歌詞に も. < 麿 的な 

ものが 少く、 辛うじて ュ、 の 部分に 微かに. それ を 感じ 得る に過ぎない やうで ある。 

この 神仙 想の 歌と して は、 大伴 旅人の、 『我が 盛いた く 降ち ぬ 雲に 飛ぶ 藥は むと もまた 變 若め 

二  一  4J 
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や も』 (卷 w。 八 四. p)。 『雲に 飛ぶ 藥 はむ よは 都 見ば いやしき 吾が 身 また 變 若ぬべし』 (同。 八 四 6 が あ 

る。 なほ、 六 踏に、 『冬 は裘を 服せ す 夏ば 扇 を 操らす』 の 句が ある。 * 

この 歌 は、 六帖 及び 夫 木 和歌 抄に、 『扇 はなた す』 として 载 つて ゐる。 

〔卷 九.： 六 八 三】  V 

妹が 手 をず りて 引き 攀ぢ うち 手 折り 吾が 挿す ベ き 花^ける ■ かも 

、.• 妹 手 取 而引舆 治 拔手折 吾 剌可花 開 鴨  . 

『獻 ニ舍. <皇1^ 一 歌 二 首』 とい ふ 題が ある。 舍人 皇子 は天武 天皇の 皇子、 御 母 は 新田 部 皇女 

. (が、 武 人 SK1f)。 養老 四 年に 成った 日本書紀 撰修の 總 裁で、 持 統九年 春 正月 庚 辰朔甲 申、 淨廣 

貳を 授けられ、. 養老 二 年 正月に、. 一品と なり、 養老 四 年 八月に は、 官、 知 太 政 官事に 至り、 天平 七 

、年 十一月 壬 子朔乙 丑薨。 太 政 大臣 を 贈られ、 淳. 仁 天皇の 天平 寳字 三年 六月に、 崇道盡 敬 皇帝の 追號 

を 贈られた。 なほ 聖武紀 に は 『親王 天武帝 第三 皇子 也』 と あるが、 別に 持 統紀に は 大^ 皇子 を 『天 


巾 5- 湿眞人 天皇 第三 子 也』 と 記して あ ，0.、 すべて この 書紀、 賴紀 記載の 天武 天皇 諸 皇子の 御. 戰序 

に 就いては 疑問の 點が 多い。 公卿 補任に よれば、 舍. < 皇子 は 天平 七 年 六十 ニ歲、 天武 三年の 御 誕生 

で 和 銅 二 年に 三十 六歲に なられて ゐる。 この 舍. < 皇子に 獻じ たもので あるが、 この 歌の 作者 は 不明 

だと 謂 ふべき である。 

〇 妹 手 ィ モガ テ ヲと訓 む。 枕詞で、 『取る』 に 係って ゐる。 〇 取 而引與 治 トリ テヒキ 

「チ と訓 む。 取って 引く ことで、 『徒らに 地に 散らせば 術 をな み 攀ぢて 手 折りつ 見 ませ 吾妹 子』 (卷 八。 

It^io 七)。 『靑 柳の 秀っ 枝攀ぢ 執り 緩く は 君が 星戶 にし 千年 舊 ぐと ぞ』 (卷 十九。 四 二八な 等の 例に よつ 

て 明かで ある。 〇 梂手折 クチ タヲ リと訓 む。 ゥチは 接頭語で 手 折る 意になる。 葡訓 ゥッタ ヲリ。 

代" ほ 記 初 書 入 及び 精 ナガ タヲ リ。 童 蒙抄ゥ チタ ヲリ。 古寫 本の 多くが クチ タヲリ と 訓んで 居る。 據 

きう  もつ こ 

は 類聚 集に 械と ある。 嫁 は 土 を裡に 盛る。 かき あつむ §o すく ふ (救)。 とどまる。 まもる 等の 

.  ゥ チタ チ リタ ム ノヤ マ. ギリ シゲミ ガ モ 

意で クッの 意がない が、 萬 葉で はク ッと訓 ませて 居る やうで ある。 球 手 折多武 山霧 茂 鴨 (卷 九。 一七 

ヒ キヨ ヂチ エダ モ ト ヲ チ 二 ゥ チタ チリ 

〇5。 引攀而 3t 文 十 遠 仁 梂手折 (卷 十三。 三 三 一三)。 この 訓に 就き 代 匠 記で、 『今 按、 字書- 1 依-一 梂- 

+ ガキ 

打ノ義 ナシ。 韻 會尤韻 云。 渠尤 切、 長貌。 詩 有 ニ據棘 匕- 叉渠幽 切、 長 也。 叉虡 韻、 恭于 切。 說 文- 

鄉； Tf 權屮 1 也 云々。 此 後ノ義 ハ今ノ 所用-一 ァラズ 。長 也ト注 セル  一一 fe- ァ、 ナガ タヲ リト讀 ベジ』 と 


大 
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云って ゐる。 この 字に ついては なほ 先輩の 說を聽 くべき である (II 追記)。 〇 吾剌可 • 花 開 鴨 ヮガ 

力. ザス べキ. ハナ サケ〃 カモ と訓 む。 これ は舊訓 のままで ある。 考に、 『今 本 吾 下 刺の 上に 頭 を脫せ 

,  ヮガ 力 ザ スべキ 

り， 刺 を かざす とは訓 がた し。 次の 二 首め の 歌の 例 を もて 頭 を 補へ り』 とい ひ， 吾 頭 刺 可とした" 

略解、 『宣長 云、 吾 は 君の 誤に て、 キミ-、 カサスべ キと訓 むべ し。 サ スは卽 ちか ざす 事な り。. 然か訓 ま 

ざれば、 皇子に 獻 ると 言 ふに 當ら すと 言へ り』 と あり、 古義 も 其に 從 つて 居る。 

いもが て を  た を  かざ 

一首の 意。 〔妹 手〕 取って 引つ ばり、 うち 手 折って 自分の 頭に 揷す ことの 出來る やうに 

もう 花が 開いた。 • 

右の 如き 歌で あるから、 合. < 皇子に 獻っ たもので も、 必す しも 頌歌で なく、 皇子 を 躞 へ 

た 寓意の 歌で は あるまい。 若し 寓意が あろなら、 初 句に、 『妹が 手 を』 と あるから、 さう いふ 女に 關 

した ことがある といへ ば あり 得る わけで ある。 代 匠 記 精に、 『下句 、ノ 此 皇子 ノ御薩 ュ隱レ 申 スぺキ 程 

- 一成 給へ グヲ 悅ブ意 ナリ』 と 云って ゐ るの は、 頌歌と しての 寓意 を考へ たので ある。 童蒙抄 では 必 

すし もさう いふ 寓意 を考 へす、 『この 歌 は 花の 盛なる を 告げ 奉りて、 皇子 を 請 じ 奉らん の 意と 閒 ゆる 

-  ノ  チリ  かざし  シ 

也』 と 云 ひ、 古義で は、 略解の 宣長訓 を 採用した から、 『歌 意 は、 取て 引 攀折賜 ひて、 君が 頭 刺に 刺 

賜 ふべき 花の さける 哉、 さてもう つくしの 花やと な. y』 となった ので ある。 . 


この 歌 は、 舍. < 皇子が 幾歲 ぐら ゐ にあら せられた 時の 歌で あるか、 人 麿の 持統 三年の 作が あの 如 

くに 堂々 たる もの だとす ると、. この 歌の 如き を 人 麿 作と する-の は 寧ろ 不合理に おもへ る。 或は 皇子 

の從 者の 作に. <  磨が 幾らか 手 を 入れな どして 斯く傳 はった もので でも あらう か。 

『梂』 に 就いて 少しく 追記す るに、 玉篇 に、 梂 切と あり、 蘂 _レ％ は 土 を； 地ぶ 籠で、 

フゴ、 モッコ のた ぐ ひで あるが、 一面、 藻 はず, に 通じ、 蕋は 植物の カヅラ (藤) でも あり、 i^. 

攀 而 上が あり、 i- にヒク の訓も あるから、 それ 等からの 關聯で タグ 〃意に もなる だら うか。 また 

一方、 梂は 持に 通じ、 捋は 取. 采に 通じ、 指先 を 以てつ まみ 取る 意が あり、 詩、 周 南に、 采. -ー采 IK- 

苢 1 薄 言 持， 之と ある。 また 額聚 名義 抄に は、 ァ ツムの 訓も ある。 さう すれば、 抹手折 をば、 じキ. 

や"" 或はい" • """と 訓ん では どうで あらう か。 . または、 卷八 (一 五 〇 七) の 攀而手 折 都 a^, 末世 吾 

妹 W 儿の攀 に は ト 〃の 意 も あるから、 卷八 の 歌 も トリ テタヲ リツ と訓 めない こと もない 

.1 モガ テチ トリ テヒ キヨ ヂ 

ゆし、 據手折 は 古 本の 殆ど 盡 くが クチ タヲ リと訓 んでゐ るし、 妹 手 取 而引與 治と いって トル. も 

ヒクも 含まって ゐ るので 具合が 惡ぃ。 さう すれば 矢張り クッ とい ふ訓 でなければ ならぬ のに、 球に 

ゥッの 意がない とせば、 縱ひ萬 葉に 用例が 三つ あっても、 誤字で はなから うかと 想像す る こと も 出 

來る。 若し 誤字 だとす ると、 天 治 本 新撰 字鏡卷 十に、 捭、 辞、 枠、 とい ふ 字が あって、 三 形 同^ 沒 

.  ニニ 一 


1^ 手 持頭髮 也。 擊也。 极同 也と 注し、 玉篇 にも、 存兀 切、 擊 也と ある。 そして この 摔は、 モッ、 ト 

ラヘ^、 テ 一一 モッ、 ヌ キト〃 とい ふやうな 意が あり、 注の 擊也 はク ッ であるから、 拔は捽 の 誤で、 

古來ク チタ ヲリ とい ふ訓を その 儘 偉へ てゐ たので はなから うか。 なほ 先輩に 敎を乞 ふ べきで ある。 

次いで、 山 田 孝 雄 博士の 敎示を あ ふいだ。 博士 は、 クチ タヲ 〃が 不適切なら、 或は フサ タヲク と 

訓ん では どうか。 この場合の フサ は-一 ギ^ 意で ある、 と 云 はれた。 その 根據 は大體 次の 如くで ある。 

球の 支那の 用例 は、 詩の 大雅、 文王縣 に、 梂. 之 i -々 (箋に 梂梓 也〕。 小雅、 大 東に、 有 n 球 棘 七- 

ツチ モル コト.  ，  マ カレル 

(箋に 傳梂長 15。 周頌、 良耜 に、 有， 1 梂、 其 角 一 (箋 に梂 角完) などで あ. るが、 この場合 マ ガレルの 訓は 適切 

マ カヘル 

でない。 そのうち、 據は掙 也 は 奈何と いふに、 は 引 聚也ァ ツム〃 で、 この場合 直ぐ 應 用が 出來な 

い。 次に、 梂の訓 に は、 ツチ モダ、 ミグ レノ、 一一  ギダ、 ナ、 ガシ、 マガ〃 等が あるが、. 爾雅釋 木の 注に、 

椒茱英 皆 有 球々 實也 とあって、 『掠々』 は 一 に 『i 求々』 に 作って ある。 i 求 は、 蜀椒 で、 不佐波 之 加 美 

と 云って ゐる。 この 不佐は 一一 ギ〃 意 (據々 ) であらう。 そこで、 『梂手 折』 をば、 フサ タヲ グと訓 み、 

-ーギ リタ ヲルの 意と したならば どうで あらう か、 とい ふので ある。 博士の この 新 訓を學 3^ に 提供す 

る ことと した。  . 

この ■ 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して 載り、 第二 句 『取りて 引き寄せ』 となって ゐる。 


き 五 


〔港 九. 一六 < 四】 

やよ，：  す  み わ やま  ふ ふ  きみ ** 

赛山は 散り 過 ぐれ ども 三輪 山 は いまだ 含めり. 君 待ちが て に 

春 山^ 散 過去 辆 三 和 山 者 未 含 君 待勝爾  , 

前の つづきで、 舍人 皇子に 獻 つた 第二 首で ある。  - 

はろ や i  . 

〇 春 山 者 ハル ヤマハ と訓 む。 大方の 春 山で はとい ふ 意で ある。 童 蒙抄に * 『春 山。 惣^;: 

にあら す。 一. H の 地名と： K 証明 此歌 にても 明 也。』 と あ， 9、 考 でも、 『地名なる べし』 と 云った が、 

略解. 古義 等 は 普通名詞に 解釋 した。 『春 山 は 地名に 有らす、 ここ は 大方の 春の 山 を 言へ り』 (略解 > 

井上 博士 は、 『おそらく は 春 日 山と ありし日の 字 をお とせる ならむ』 (新 考) とい ひ、 春 日出と して ゐ 

る けれども、 古寫 本に 一 もさう 書いた ものが 無い やうで ある。 〇 散 過去 辆 舊訓 チリ スグレ ドモ。 

代 匠 記 精 『今按 去 ノ字ノ 點應ゼ ズ、 チリ スギ ヌレ ドモ、 或 チリ スギ ュケド モト 讀べ シ』。 考チ リス 

ダレ ドモ。 童蒙抄 チリ スギヌ レド。 略解 チ リス ギュケ ドモ。 古義 チリ スギ ヌレ ドモ。 此處は 舊訓の 


ニニ 四 

儘 チリ スグ レドモ と訓 み-' 花が 散 過ぎた けれどもの 意に 取って い い。 0 三 和 山 者 ミワ ャマ ハと訓 

む。 三輪. £ は 現在 大和 磯城 郡 三輪 町の 東方に ある 山で、 三輪. H、 三輪 乃 山、 三 和 山な どと も 書き、， 

お ほみ わ . 

三 諸 山、 神南備 山、 神 山と もい ひ、 神 名 帳に 大神 大物 主神 社、 現在 官幣 大社 大神 神社で ある。 『三 

輪 山 をし かも 隱 すか 雲 だに も 情 あらな む隱さ ふべ しゃ』 (卷  一。 了へ) が ある。 〇 未 含. 君 待勝爾 ィ 

マダ フフ メリ. キミ マチ ガ テ 一一 と訓 む。 舊訓ィ マ ダッ、 ポ メリ . キミ マ ッガテ 一一であった の を 代 K 記 

精で さう 訓ん だ。 古寫 本の 大部分の 訓 もまた さう である？ . 

お ほかた はる やま  つ ほみ 

一首の 意 は、 大方の 春 山の 花 はも はや 散 過ぎた けれども、 三輸山 はま だ荅 である。 あな 

たの 御いで になる の を 待ち かねて。 とい ふ 意で ある。  - 

この 『君 待ちが てに』 とい ふの は、 『含む』 に 係る ので ある。 『吾 背 子が 古家の 里の 明日 

香に は 千鳥 鳴くな り 君 待ち かねて』 (卷 三。 二 六 八 >。 『卷 されば 我家の 里の 河 門に は 年魚 兒さ 走る 5??^ 待 

ちがて に』 (卷 五。 八 五九ヾ 『己が 夫 乏しむ 子等 は 泊て む雞の 荒磯 枕き て 寢む君 待ちが てに』 St  二 0 

ら とせい  しかも  、  ふ 

0 四 )0 『相 見て は 千歲ゃ 去ぬ る 否 を かも 我 や 然念ふ 君 待ちが てに』 (卷 十一。 二 五三九 ；}。 『藤 原の 古り 

さと 

にし 鄉の秋 萩 は 咬き て 散りに き 君 待ち かねて』 (卷 十。 ニニ 八 九) などの 似た 用語 例が ある。 そして、 

『君特 ちがて に』 は、 君が 來な いとい ふ 打消に よる 感慨が あるので あって、 本來 からい へば、 大方 


の 1!^ 山 は旣に 花が 散って しまった といへば、 含む とい. ふの は 後れて 殘る 感じ. であるのに、 用例の い 

づれ もが、 待ちが たいから して、 といって 先へ 進む 感じに あら はして 居る。 此 歌の 場合 は、 そこが 

前後 統一が！ 01- く、 つまり まづ いので、 決して. < 麿の 力量で ない とい ふこと が 分かる。 

す ホ：、 ヮ 

さう いふ 不統 一 が あるので、 却って 寓意 說も 出る ので、 『此 、ノ 大 祌氏ノ 人ノ、 時 一一 ァハ ズ 沈お テ、 

比 人 ハ榮華 ノ盛ノ 身 一一 過レ/ マ デナ〃 一 1、 我 ニー 一 和山ノ 山陰 ノ花ノ 如 クー 一、 ！ ガ 恩光ュ 因テ愁 BS ヲ開 

力. ム$ヲ 待 力 ヌだ トヨ メル 一一 ャ。 皇子 一一 愁 へ 申テ吹 擧ヲ仰 グ意ァ ダ歟』 (代 匠 記 精) とい ふの は卽 ちそ 

れ である。 い：： 義 もこれ を 踏 喪して おる が、 童蒙抄 では、 『この 歌 も 皇子 を 請 じ 奉，.^ 度と 願 ふ 意 をよ め 

る 歌と 閒 ゆる 也。 港 山 は 皇子 御座所 近所なる か。 そなたの 泰山 は 花 散り 過ぬ 共、 こなたの み わ 山 は 

お を 待ちが てに 未だ^だ にもせ ぬとの 義也』 (童 蒙抄) と 云って 居り、 この 方が 却って 眞 意に 近い やう 

にお もへ る。 つまり、 以上の 二 首 は、 赛 山の 花の 歌 を 作って 皇子に 獻 つたので、 その歌にはー，^5^上 

などの寓意は先づ無ぃと！！；^！：る方が自然ではぁるまぃ か。 

それにしても、 "1 の 歌の、 『妹が 手 を』 とい ふ 枕詞の 使 ひざ まも、 この 歌の 上の句と 下の句との 關 

係 も、 決して 巧 だと 謂 ふこと は出來 ないだら う。 また 一首 一首から 放射して 來る 感動と いふ もの も 

toi めて 稀^で、 .< 麿の ほかの 歌の、 豊潤に して 切實な ものと は 比較に ならぬ ので ある。 

ニニ 五 


ニニ， -ノ 

この 歌 は、 家 持 集に 载り、 第 四 句 『いまだ つぼめる』 になって ゐる。  V 

【卷九 • 一六 八 五〕 

かよ  せ  た ざ  みたま  ちみ だ  か は  つね . 

河の 瀨の激 つ を 見れば 玉 を かも 散り 亂 したる ガの常 力 も 

河 獺 激乎 見者 玉 鴨 散 亂而在 河 常 鴨 

•  かざし 

H 『泉 河の «Ii て^ Ml ，視の 作歌 二 首』 の 第一で、 もう 一 つ は、 次に 評釋 する 『彥 星の 揷頭 

の 玉の ii に亂れ にけ らし この 河の 瀨に』 とい ふので ある。 この 二 首 は、 《< 麿 歌集に 出づ とい ふ 中 

に 明かに 作者の 明記され てゐる 例で あり、 その他に も 女の 作が あったり する ので、 人 麿 作と 看做さ 

れな、 -歌を も JSD 含して ゐ る證據 とな. -、 人 麿 歌集の 性質 を 考察す るのに ためにな るので ある。 間 人 

ハ シヒト ノス ク木ォ ホウ ラノ ミカ ヅキ 

宿 禰 は 名 は 不明で あるが、 代 E 記に、 『大 浦歟』 として あるの は、 卷 三に、 『間. < 宿 禰大浦 初 月 歌 二 

首』 0K 九 ニー 九 0) をい ふので ある。 間 人 は 天武天 皇紀に、 十三 年 十二月 己 卯、 間 人 連 賜 U 姓 宿禰ー 

云々。 こり 乍 者 は 恐らく. <蠻 よりも 後で あらう か。 なほ 間 人を考 では" シ ウドと 酽. だ 力 古ぎ で 


條 


さ.！' らく  つっき  /ゝせ 

、ノ シ ヒト と訓ん だ。 泉 河 は 一 名山 背 河。 今の 木津 川で、 山城の 相樂 • 綴 喜 . 久 世の 諸 郡 を 流れて つ 

ひに 淀川に 入る 川で ある。 これで 見ても 人 麿 歌集 は 地理 的に も範圍 ひろく、 .< 麿 も處々 に 於て 相 共 

に 作歌した ものと 想像して 大きい 誤がない やうで あ. る。 

0 河瀨 . 激乎 見者 カハ ノセノ  • タギッ ヲミレ バ と訓 む。 舊訓カ ハ ノセノ  . タギ ダヲミ 

レ バ 0 古寫本 の訓 は、 カハノ セヲ. クヅマ クミ レバ (藍. 壬-類-神 )o 力、 ノノセ 一一 . ク ヅマク ミ レ バ 

§o 考カ カノ セノ. タギッ ヲミレ バ (き麵 4 赌 『)0  0 玉 鴨 . 散 亂而在 タマ ヲ カモ. チリ ミ， タシタ 

^と訓 む。 此は新 訓萬葉 集に 從 つた。 寬永 本に は 『玉藻 鴨』 になって 居る が、 藍 紙 本. 傳壬 生降祐 

筆 本 . 類聚. fc 集 • も 葉 略 類聚 鈔 等に は、 この 『藻』 の 字がない。 舊訓タ マ モカ モ. チリ ミ ダレ テア 

\  0 古寫本 に は、 タマ モカ モ • チリ ミダ レタ^  (藍. 壬. 類. 神)。 タマ ヲ カモ. チリ ミダ レタ^  (古)。 

『在』 を 第五 句に 送って、 タマ モカ モ • チリ シミダ レテ. アツ (西. 溫. 細〕 等の 諸訓が ある。 考はチ 

リミダ レ タ レ/ と訓 み、 『藻』 を 助詞と 解し、 略解-古義. 新 考等も それに 從 つた。 新 訓萬葉 集 は 藻 字 

なき 紙 萬 葉に 從 つた。 〇 河 常 鴨 カハノ ツネ 力 モと訓 む。 寬永 本に は 『此： E 常 鴨』 になって ゐる 

が、 古寫 本の 多くに 『此』 の 字が なく、 力 、ノ  / ツネ カモ 類-神. 古； r 上の 『在』 からつ づけ 

て、 ァ产 力" トカモ (西 細) の 二と ほりに 訓んで ゐ る。 新訓は その カハノ ツネ カモ を 採った。 

ニニ 七 


ニニ 八 

舊訓コ ノカハ トカ乇 であるから、 契 沖 も それに 從 つて 說を 出して ゐる。 『か はとは、 みなとせ とな 

どい ふごと く、 川の 瀨々 の 水の ひとつに なりて、 せば き 所 を 過る をい へり』 (代 匠 記 初 3。 『此 歌、 拾 

遺 二  、ノ  、 藻ヲ ョ メグ ト テ、 人 丸 ノ歌ト シテ、 川 ノセノ クヅ マ ク見レ バ 玉藻 力 モ 散亂タ k 川, フネ 力 

モト ァリ。 人 丸 集 同 之。 六帖  一一 、ノ  、 川 ノ歌ト シテ、 河ノセ 一一 ナビ クヲ 見レ バ 玉藻 力 モ 散亂タ , 力 、ノ 

. ノ ツネ 力 モト ァリ。 此 一一 依テ 拾遺 ノ歌 ヲ見ル 一一、 フネ カモ" ツネ カモ ヲ誤レ ダ歟。 六帖ト 拾遺 ト 一一 

:M テ今ノ 歌 ヲ按ズ レバ、 此ノ字 衍文 歟。 今 ノ本ニ 付テ注 セバ、 河 常 ハ河門 ナリ。 タ ギリ テ落 ダ水ノ 

白絲ヲ 、ノ へ タル ャク 一一 見ュ ルヲ 綺テホ ム ルト テ、. 玉藻 ノ散亂 タグ 歟、 若ハ此 河門ノ 水歟ト 迷へ ^サ 

マ ュ ョ メリ。 若 落 句 ヲ カハノ ツネ 力 モト 云 一一 ョ ラ バ 、 玉藻 / 散亂タ グー 一 "ァ ラ デ、 カャ ウー 一見 ュ〃 

ハ此泉 河 ノョノ ツネ ノ事 カト云 意ナリ jK 代 ぼ 記 精)。 『此河 常 は 水間瀨 間の 事 也。 歌の 意 は 河の 瀬の た 

ぎり 流る、、 水の 白玉な どの 散亂れ たる を、 すぐに 玉藻の 如くなる と 見た てた る 也』. (童 蒙 抄)。 『此 

一 一首 (次の 一 六 八 六 も) 合 見れば うつくしき 小石な どの 色 あるが、 速き 瀨に 流ち りて 多し と 見えたり』 

(考 )。 『河 瀨の激 り 落る は、 玉の 散 亂れて あるか、 もし は此河 門の 水 か、 さても いぶかし やと、 兩方 

に 疑 ひて よめるな り』 (古義)。 『鴨 は爾の 誤に て コノカ ハドコ 二 とぞ よむ ベ からむ』 (新 考) などの 諸說 

が ある。 卽ちカ 、ノ ト をば、 『KS:』 と 解して ゐ るの は、 代 匠 記 . 童蒙抄 . 考 • 略解. .ic 義等皆 さう で 


ある。 そして 代； iki おで 六帖の 力" ノ ツネ 力 乇と いふ 歌から 暗 指 を 得て. 『河の 常 かも 4 の 一 訓を i^J じ 

これ は古寫 本の 字面と 訓 とに 合致して ゐて、 新訓も それに 從 つたので ある。 また 新^で は 一 按を立 

か は どこ 

て、 『この 川床に』 と訓 じて、 『此』 字 を 活かして 居る。 私 もしば らく 『河の 常 かも』 說に從 つた。 

さう すれば、 一首の 意 は、 いま 河の 瀨が 音を立て 白浪が 躍りつつ 流れて ゐ る。！^ も 白玉 

を 故り 亂 した ごとき 光景で、 佳い 眺めで ある。 ー體 この 泉 河 は 普段から いつも かう いふ 佳い ところ 

か 知...， ん。 と 褒め 讚へ たので ある。 從來 の解釋 では、 前に 記した やうに いろいろに 云って ゐ るが 結 

：? かう 解釋 する のが 一番 無理が 無く、 代 匠 記が 旣 にさう 云って ゐ るので ある。 また 從來 の解釋 は、 

『藻』 の 字と、 『此』 の 字と で 難 漉して ゐ るの だが、 これ を 無い ものと せば、 樂 に解釋 が出來 るので 

ある。 i^c の 小石-ぶ々。 新考の 『川床に』 說も、 さう まで 云 はすと も濟む やうで ある。 

それにしても、 此歌も その 次の 歌 も 決，， 5 て 上手で はない。 第三 句に 『かも』 といって、 

結^に、 『かも』 と 云った のな ども 巧で はない。 .<  麿の 作に も 一首 中に 二つ. 『かも』 を 使った のが あ 

るが、 この 歌よりも 旨い。 また 新考の 如く、 『この 川床に』 と訓 むにしても 餘り 旨く はない。 ただこ 

の耿 で與. ^を 引いた の は、 『川の 常 かも』 とい ふ 結句の 云 ひ 方に あつたの である。 この 云 ひざ ま は， 

やなぎ  お，、  つね もの  しぐれ  つね 

『港-雨に 萌 えし 楊 か 梅の 花と もに 後れぬ 常の 物 かも』 (卷 十七。 一一 一九 0 三)。 『かみなづき 時雨の 常 か 吾 

, ニニ ネ 


が， 子が 星戶の もみ ぢ葉 ちりぬべく 見 ゆ』 (卷 十九。 四 二 五 丸) などの 用例と 似た ところが ある。 併しい 

づれ にしても、 特に 賞玩すべき ほどの 歌で はない。 

人 麿 歌集の 歌に は、 かう いふ 程度の 歌 も 交 ■ ってゐ るので あり、 作者の 分かって 居る この 歌 は その 

好い 實 例になる ので あるが、 純 粹に人 麿の 作-では 無論な/、、 また 八-麿が 作歌 上の 手本と した， m 錄で 

もな く、 或る 意味で は 一種の 備忘 錄の やうな 點も ある やうで もる； さう いふ 不純 粹な ために、 人 麿 

歌 i 全體 として は 評價が 下げられる 傾向 を 持つ の は！ lil^ 方ない ことで ある けれども、 さう い ふ 雜物を 

ば 常に 顧慮しつつ 味へば、 相當 にいい 歌 を 拾 ふこと も 出來、 人 麿 作と おも はれる ものに 逢 著す る こ 

とも^ 來 るので ある。 

この 歌 は、 先に 引いた 代 匠 記に あげた 如く 拾遺 集 維 上に 人 丸 作と して 載り、 『川の 獺の うづ まく 見 

れば玉 も かる ちりみだれ たる 川の 舟 かも』。 又 柿 本 集に、 『河の 瀨に渦 まく 見れば 玉藻 かる 散り 亂れ 

たる か はの 舟 かな』。 六帖 に、 『川の 瀨 になび く を 見れば 玉 も かも 散りみ だれた る 川の 常 かも』 とな 

つて 载 つて ゐる。 


意 


〔《 九- 一穴 八 六 】 

ひ _ はし  か ざ し  た i  つ i ご ひ  み. た  . ^は  せ 

S 星の 挿 頭の 玉の 蠕戀 に亂れ にけ らし； の 河の 瀨に 

彥星 頭 刺 玉 之 蠕戀 亂祁良 志 此 河瀨爾 

『泉 河邊間 < ；宿禰 作歌 二 首』 の 第二で ある。  ， 

〇 彥星 • 頭 剌玉之 ヒコボ シノ. 力、 ザシノ タマ ノと訓 む。 彥 星が 頭に 揷 頭した 珠玉 をい 

ふので ある。 支那 畫圆 あたりからの 想像で， 鬉、 髻華、 鈿 などの 玉 を 想像した もので あらう か。 こ 

の 『かざしの 玉』 の 語 は、 萬 葉に はこの 一例の みで、 他 は 平安朝 以後の 勅撰集に 見えて ゐる。 『た 

まの かざし』 の 語 も 亦 さう である。 〇 蠕戀， • 亂祁茛 志 ツマ ゴヒ 一一 . ミ ダレ ニケ ラシと 訓む。 古寫 

本に ィモコ ストと 訓ん だの も ある。 彥 星が 相隔 つての 戀 のために、 澳惱 して 揷 頭の 珠 が亂れ たもの 

であらう と、 河瀨の 有様 を 見つつ さう 聯想した ものである。 〇 此 河瀨爾 天の河の 河瀨に 水玉が 激 

ち^れて ゐ るの をば、 彥 星の 揷 頭の 玉と 見た てた ものである。 

mas! この：！： の瀨 の水珠 は、 彥 星の 揷 頭の珠 が亂れ 落ちた ものである だら う。 彥 星が 織女 を戀 

うて ゐ るが、 大河 を 隔てて なかなか 逢 ふこと が 叶 はない。 その 懊惱 のために 揷 頭の 珠 の亂れ た^に 

二三 1 


なって 居る。 代 匠 記に、 『河 瀨ノ浪 ノ玉ノ 如 ク見ュ グヲ、 彥星モ 銀河 ヲ隔テ 妻戀ス レ ；、 ノ  メヅ ラシ ク 

思ヒ ョセ タリ』 と 云 つて 居る。  . 

この 歌 は 七夕に 關聯 し、 從 つて 銀河と も寫 象が つながる から、 譬^ 的に 現在の 光景 をば 

斯 くの ごとく 表現す るに 至った ので あるが、 古今 集 以後の 聯想 的 譬^ 歌と いふ もの はこの 邊に旣 に 

見當 るので ある.。 ただこの 邊の 歌は聲 調が いまだ 古樸 だから 輕 薄に 響かない だけで ある。 代 匠 記に 

淸輔 の、 『立 田姬, 頭の 玉の緒 を 弱. み亂れ にけ りと 見 ゆる 白露』 はこの 歌 を 本 歌と したの だら うと 云 

つて ゐ るが、 或は さう かも 知れない。 

この 歌 は、 新 千載 及び 六 帖に载 .9、 六帖 では 第二 三 句 『かざしの 玉 はつ こふと』 と訓 んでゐ る。 

又 41- 木 和歌 抄に は、 秋の 部 七夕に 六帖 から、 雜の部 河に 萬 葉から、 二箇所に この 歌 を 採り、 前者で 

は 『かざしの 花 はつ まこ ふと』 となって ゐる。 

【卷 九. 一六 八 七】  . 


題 
意 


..Hsi の S 坂 山の 松^に おり て 行かな 夜 も 深. け 行く を 

鷺坂山 松 影 {S 而往奈 夜 毛深 往乎 

坂 作歌 一首』 とい ふ 題が ある。 

〇 白鳥 シラ トリノと 訓む。 鷺に かかる 枕詞で、 鷺の 羽毛の 白い ところに 本づ いて ゐる „ 

isl^ に はな ほ、 "白鳥の 飛 羽 山 松の 待ちつ っぞ 吾が 戀 ひわた る この H-is- を』 (卷 四。 五八 八) とい ふ 例が 

にあり、 後世の 劾 撰 集に も 踏襲され てゐ る。 〇 鷺坂山 サギ サカャ マで、 山城 久世 郡久 世に ある 小山 

で、 今久 4： 神社 を 祭って ゐる。 後に 見える、 『細；. W 巾の 鷺坂 山の 白躑， 磡』 (卷 九。 一」 ハ. -四、 『山城の 久 

世の 體坂』 (M 卷。 一七 ◦ 七) 共に、 人 磨 歌集 中に ある ものである。 〇 松 影-宿 而往奈 マッカ ゲ-ー • ャ 

ドリ- ァュ カナで、 傳訓 ャ ドリ テュ クナ。 代 匠 記 精 ャ ドリ テ ュ カナ。 古 寫本中 ャ ドリ テュ カム (古 • 

C  .  v^)。 ュケナ (M)。 ュ カナ (神 • 西) 等の 訓がぁ る。 〇 夜 毛深 往乎 ョモフ ケュク ヲと訓 む。 深 

ユキ ナイ 七-; ァ へ；？ カモ  コヒ モス ギ，： ^"ョ ：フケ ュクモ  ヒコ ボシ/ カヂ， -トキ r ユョ ノフケ ュケ」 

去 妹 相 鴨 (卷 十。 一 八 九 3)。 戀毛： 小過 者 夜 深 往久毛 C 卷十。 二  0 三 二 ：}。 牽牛 之檝音 所^ 夜深朴 sio 11 

〇四 四) 等の 用例が ある。 其 他 『夜 は 更けに つ つ』 (卷 三。 二八 二  .卷 七。 一 0 八 s)。 『夜 は 更けぬ とも』 (卷 

寸。 ニニ  51 •  ニニ  ff? 七) 等の 結句 も あ るが、 ョ *v フケュ クヲと 用 ゐた句 は 萬 葉に この 歌の みで あ る。 


大 
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し.. i- と 

出城に ある 〔白鳥〕 鷺坂 山の 松の 樹 かげに、 一夜 宿って ゆかう か、 夜 も 段々 更けて 行く 

から。 

大和から 山城 を 經て近 江 あたりに ゆく、 奈良 街道、 久 世の 鷺坂山 を 越える ときの 歌で、 

別に 奇 がない 平易で 素直な 歌で ある。 當 時の 旅の 有樣も わかって なつかしい 感 もす るし、 寂しい 烕 

をさせる ものである。 結句の、 『夜 も ふけ ゆく を に は 感慨が こもって ゐて、 深夜の 旅づ かれ を 暗 指 

して ゐる點 で、 結句と しての 力量 を 持って ゐ るので ある。 旅の 卽事 であるから、 取- 9 たてて いふべ 

き 程の 歌で はない が、 萬 葉の 歌 はか かる 卽 事の 歌で も棄 てがたい ので ある。 

この 歌 は、 績 古今に 人 麿 作と して 载り、 四 五 句 『やどりて ゆかむ 夜 も 更けに けり』 となって ゐる。 

〇 

【卷 九- 一六 < 八〕  . 

あぶ  ほ  ひと  ぬれ * きぬ  いへ  や  たび 

炙り 干す 人 も あれ や も 沾衣を 家に は 遣らな 旅の しるしに 

■ 焱干. 人 母 在 八方 沾衣乎 家 者 夜良奈 覉印 


棒 


n 『> ；-木 河 作歌 二 首』 とい ふ 題が ある。 名木 川 は、 和名 抄に、 山城 1! 久世郡 那紀と あり、 

地名 辭番に は、 今の 小 倉 村 伊勢田の 邊 らしい から、 名木 河 は 仁德. 推 古の 兩 朝に 開鑿せられ た、 栗 

-隈 溝で あらう と 云 つて ゐ るが、 この 栗隈溝 の 所在地 も 現在 明 かで ない。 

0 焱干 アブリ ホ スと訓 む。 舊訓 アブリ ホ ス。 古 寫本ヒ ノヒ ノー 一 (古) が ある。 火に あて 

て-痛れ た 衣 を 乾かす 意で ある。 天武紀 に、 『於 是寒之 雷雨 已甚。 從， 駕者 衣裳、 濕 以不， 堪：^ 寒。 及 

X 到 一一 三重 郡 家つ 焚ニ屋 一間 一而 令.， 媪ニ塞 者 一 云々』。 また、 拾遺 集に も、 『足 引の 山 下水に 沾に けり 其 火 

まづ たけ 衣 あぶらむ』 とい ふの が ある。 0 人 母 在 八方 ヒト モアレ ャ モと訓 む。 舊訓ヒ ト モアレ ャ 

モ 。 古寫 木ァラ ムャ" (類 • 古)。 ァ リャト (神)。 『在 八方 ハ 願フ詞  一一 、ノ 非ズ。 旅ナ レ バ アブリ ホシ テ得 

サス^ 人ァ ラム ャモ ナリ』 (代 匠 記 精)。 『ァ レャ モのャ はャハ の 意な り』 C 略解)。 つまり 反語になる 句法 

である。 この 歌の こど は旣に 評 釋篇卷 之 上で も 云った が、 『まされる 寶 子に 斯迦米 夜 母』 (卷 五。 八 05 

の 如くに メャ モと いふ 反語の 例が 多い。 そのほか、 『こと 許せ 屋毛打 橋 わたす』 (卷 七。 一 1 九 三) の や 

うに バ ニヤの 如く 疑問の 强 いのも あり、 また、 『世の なかの 人の 歎 は 相思 はぬ 君に 安禮也 母』 (卷 十五 _ 

一一 一六 九 一) の 如くに やはり 疑問の 强 いのも ある。 そして 疑問. 感歎 • 反語. 願望と いふ 心的 過程 は 相 

交錯す る もので、 その 強度と 色調と によって 極まる もの だとい ふこと は、 これらの 少數の 例 を 見て 

二  II 一 五 
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ノ  二三 六 

も わ 4 るので ある。 〇 沾衣 乎. 家 者 夜 良奈， 覉印 ヌレギ ヌヲ. ィへュ ハヤ ラナ. タビ / シ レノシ 一一 

と訓 む。 古寫 本中ィ へへ ハヤ ラナ (類)。 イエ-一" ョ ラナ (神) の訓も ある。 濡れた 旅の 衣 をば、 家に 

た ^  しろし 

おくって やらう、 覉 旅の 印に とい ふ 意で ある。  . 

名木 川の 水で 沾れ た、 この 旅 衣 を、 火で あぶって 乾かして 吳れる 者 も 居ない。 この 沾れ 

た 衣 をば 苦しい 旅の 記念に このまま 家に 送って やらう。 とい ふ 意で ある。 、 

山城の 名木 河 邊を步 くので も、 種々 難儀した ことが 分かって 有益な 歌で ある。 特に、 ィ 

へと いふ 語感 は當 時に あって は 家族で あるが、 主に 妻 を 主と した ものであった かも 知れない 彫 柄 

は 素直に 言葉 を 運んで ゐて 無理の ない 點 がいい。 無論たい した 歌で はなく、 人 麿 作 かどう か 決定し 

ぶこ r  0 

カナし 

一  .  - 

〇 

〔卷 九. 一六 八 九〕 

h  n  r  つ  二  から ひと  はま  す  こお  . 

サ ：1  叱 機邊に 著き て榜 がさね 杏 人の 濱を過 ぐれば 戀 しく あるな り 


no 

釋' 


i 意 


在衣邊 著 而榜足 杏 人 濱過者 戀 布在奈 1：  , 

や は. 0 『V；： 木 河 作歌 二 首』. と ある 第二 首で あるが、 歌の 內容を 見る と 恐らくお 木 河の 耿 

では あるまい。 『今 按、 次 ノ歌ハ 名木 河 一一 シ テョ メだ歌 一一 ァ ラズ。 推量 ス \ 一一  名木 河 作歌 一 は、 水：： 

人. M 作歌 一首 ト別 一一 題 ノ有ケ ムヲ、 後ノ題 落テ歌 ニー 首 ァダ故 一一、 後人 歌ノ カナ ヒ カナ r ス ヲモ考 

へ ズ、 此處ノ 一首 ヲニ首 ト改ケ ダナ だべ シ。 第 十 一一 モカ、 グ例 ァリ』 (代 匠 記 精) と ある。 

0 在衣邊 . 著 而榜尼 ァリソ ベー 一. ツキ テコ ガサ ネと訓 む。 舊訓 ツキ テコグ アマ。 略解 

官： お 訓 ツキ テコ ガサ ネ。 荒磯べ に 接近しつつ 榜 ぎなさい とい ふ 意。 『尼』 は アマと 訓 めば， 『海人』 

の 意になる が、 略解 こ， * 『尼 を 海人に 借りて 書け る は 心得難し』 と 云って ゐる。 尼 は  一一 • ネ の 一 W に 用 

ゐ たが、 卷七 (ニー 七 四) に、 住吉出 見濱柴 莉曾 尼。 卷 二十 (四 三 八. fO に、 志保不 cH  (厄) 乃 弊古祖 

シラ ナミ  ッ クハネ  チフリ サケ ミツ ッ  タキ/ヤノ ァゴ 

志良奈 美。 同卷 S 三 六 40 に、 都久波 CH  (尼) 乎 布 利 佐 氣美都 都。 卷 十三 (1 一二 ニー 一六) に、 瀧 屋之 阿後 

ネ  ノ ハ ヲ  いさな  さ  ， 

S  (尼) 之 原 尾 等の 例が ある。 また、 岸に 添うて 舟 を 榜ぐ例 は、 『鯀魚 取り 淡 海の 海 を 沖 放け て榜ぎ 

來る 船邊附 きて 榜ぎ來 る 船 沖つ 亂甚， 、な 撥ね そ 邊っ權 甚くな 撥ね そ』 C 卷 一一。 一 五一 『海の 底 沖 漕ぐ 

舟 を邊に 寄せむ 風 も 吹かぬ か 波立てす して』 (卷 七。 ニー 二三. >。 『わが 舟 は 明 石のう みに 榜ぎ 泊て む 沖 

三 二 七 
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へ な 放り さ 夜深けに けり』 (同 卷。 一 ニニ 九) などで ある。 〇 杏 人 . 濱過者 カラ ヒトノ  . ハ マヲス グレ 

バと訓 む。 考 では 杏 は 唐の 誤 かとする。 略解で は、 『杏 人、 力 ラビ トと訓 むべ くも 無し。 字の 誤 有ら 

ん。 宣長 云、 杏 は 京の 誤に て、 ツキ テ n ガサ ネ、 ミ ヤコビ ト なるべし と 言へ り』 と あり、 古義 も 其 

に從 つた。 併し 代 匠 記 精に、 『杏 人濱 、ノ 何レ ノ國 一一 在ト云 コ ト ヲ シ ラズ。 今按、 杏、 ノ カラ モ 、ナダ ヲ- 

カラ トノミ ョ マ ム事モ オボ ッ カナシ。 人" 藥 一一 杏仁 桃 仁ナド 、テ 用产 類、 仁ト 人トヲ 通" シ テ用レ 

バ , 今 ノ 杏 人 モ 杏仁 一一 テ 杏仁 ノ 和名 別 ユア リテ、 ソレヲ 名ュ負 へ 产濱ニ モャァ ラム』 と 云って ゐる 

按ふ にこの 杏の 字 は 借 字で、 杏子 は 加 良 毛々、 また 今の 俗に、 安无受 とも 言 ひ、 杏子 は 杏 核と も 書 

くので、 杏一 字 をば カラに 借りた ので あらう か。 〇 戀布 在奈利 コホ シクァ ルナ リと訓 む。 舊訓コ 

ヒシク アンナ リ。 略解 コホ シクァ グナリ (古義 以下 同訓)。 名殘 惜しく 戀 しいと い ふ 意で あらう。 

つ  か ら ひと 

荒磯に 著いて 接近して 榜 いでく ださい。 杏 人の 濱を 通.^ 過ぎる と、 もうお 舟が 見えな く 

なって、 戀 しく 名殘 惜しい のです から、 とい ふ 意で、 沖を榜 ぐと 直ぐ 通過して しま ふので、 磯に 添 

うて ゆるゆる 榜ぐ 趣と 解せられ る。  - 

la この 歌 は大體 さう いふ 意味 だから、 『榜 がさね』 とい ふの は、 船に 乘 つて ゐる 知人と 共に 

舟 子に むかって 耍 求して ゐる やうに おもへ る C つまり この 歌 は、 誰かが 舟で 出發 する の を 見お くる 


時の 耿の やうに おもへ るので、 さう. おも ふと、 結句の * 『戀 しく あるな，.^』 とい ふの は なかなか 佳句 

である。 また、 『な.^』 止めの 結句で も 珍ら しい もので、 自分 は 以前から この 結句に 注意して ゐた。 

この 歌の 解釋 について は 古來必 すし も、 一定して ゐ ない。 『磯邊 一一 附テ 榜行 5k 人 ノ 小船 ノ 面白 キ / 

跑レヌ 一一、 見 ダマ、 1 一過 行 ケバ、 名 殘ノ惜 キヲ、 戀シク ァクナ リトハ 云 ヘリ』 (代 S 記 精) は 客 看 的 光 

景に 見た てて ゐ るが、 面白い 光景と して ゐる。 『歌の 意 は、 ^磯邊に つきて 漕 まふ あま 船の、 から 

人の.；^ を 過來れ ば、 その あま 船の 戀 しきと 一 lii 意なる べし。 あまの 釣す る を 見つつ 過來 るに、 杏 人の 

を 過來れ ば、 隔たりて 不， 見 故、 その あま 船の 戀 しきとの 歌と 見るべし。 全體の 意し かと は 聞え 

難し。 先 一通 はから 人の 濱を 過て、 名木 河へ 渡る 時の 歌と 見 置 也』 抄) もや はり 客 看 的で あまの 

釣す る 小舟が 見えなくなる の を名殘 惜しく おも ふので ある。 『歌 意 は、 京人が. M を 通り 過れば 戀し 

く- c、 その 人に 相 見 まほし く 思 はる ゝ なり。 沖の 方へ は 漕 出さす して 荒磯の 方に 著て 船 を 漕て よと 

概取 などに 令す るな り』 (古義) は、 略解 宣長 訓に從 つて かう いふ 解釋 をした ものである。 つま..^ 撖 

みやこび i 

取に- ム つて ゐる やう だが、 主體は 京人に あるので ある。 井上 博士 は、 、ノ マヲス ギナバ . コヒ シクァ 

リ ナムと 訓み、 『元 來此歌 は 陸上の 人が 舟 中の 人に いひ かけた るに は あらで， 舟に 乘れる 人が 舟 子に 

いひ かけた る， ならむ。 而 して 結句の 奈利は 奈武の 誤なら む』 (新 考) と 云った。 

二三 九 
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以上の 通-. > であるが、 大體 私の 解釋の 方が よい やうで ある。 みして この 歌 は 前言の ごとく、 『こ ほ 

とと 

しく あるな り』 とい ふ 結句に よって 特色 を與 へられて 居る ものである。 『行く 船 を 振り 留 みかね 如 

こ ほ  まつら さよ ひめ 

何ば かり 謹し く ありけ む 松 浦 佐 用 比賣』 (卷 五。 八 七 五)。 『あらたまの 年の 緒 長く あ ひ 見す は戀 しく あ 

ことと 

るべ し 今日 だに も 言 問 ひせむ と 惜しみつつ』 (卷 二十。 四 四 0 八) などに も、 類 H が あるが、 結句と して 

ではない。  -  ノ.， 

、  〇 . 

〔卷九 . 一 六 九 0〕 

たかし ま  あど か は なみ  さわ  われ  いへ おも  やどり かな 

高 島の 阿 渡河 波 は 騒げ ども 吾 は 家 思 ふ 宿 悲しみ 

高 島 之 阿 渡河 波 者 驟辆 吾 者 家 思 宿 加 奈之彌 ； 

fflH^ 『高 島 作歌 二 首』 とい ふ 題が ある。 高 島の 阿 渡 川の こと は卷七 (ニー 九 一 5 の 歌の 解のと き 

に旣に 云った。 

nsn 近 江 高 島 郡の 阿 渡 川の 川 浪が騷 ぐが、 吾 はた だ ひたすらに 家^ 思うて ゐる。 この 旅の や 


どり の 物悲し さに。 とい ふ 意で ある" -  . 

これ は 近 江 あた.^ の 旅次の 作の やうに おも へ る。 それから * 『阿 渡河 浪は 骚げ ども 吾 は 家 

おも ふ』 と緣 けたと ころ は、 人 麿が 石 見から 上來の 時の、 『小 竹の 葉 はみ 山 もさ やに 亂れ ども 吾 は 妹 

おも ふ 別れ 來 ぬれば』 (卷 一一。 一三 一一 一) の 歌に 似て ゐる。 そこで、 若し この 歌 を 人 麿 初期の 作で でも あ 

りと せば、 同じ 心の 傾向に よって 出來 たものと 考察す る ことが 出來 る。 また さう すれば、 卷 二の、 

『亂. ^』 もサ ソゲド モと訓 ませる のか も 知れない。 併し、 この 歌 を 人 麿 作と 斷 (此も 出來 す、 却って 

後世 的な 點も あるから 一 槪には 云へ ない ので あるが、 ただ 何處 かに 人 麿 的な もの を 感じ 得る とい ふ 

ので ある。  . 

この 1 首に、 『家』 と、 『宿』 と 二つ ス つて 1^5 り、 區 別して あるので 有益で ある。 家の こと は旣に 

やど リ  ぁづ よち て こ  よびさか  ね  やどり 

.: ム つた。 について なほ 少しく 例 をい ふなら ば、 『東路 の 手兒の 呼坂 越え かねて 山に か 宿む もお は 

.  ふ な びと  やどり 

無しに』 (卷 十四。 三 四 四 二)。 『沖邊 より 船人の ぼる 呼び寄せ ていざ 吿 げやら む 旅の 宿 を』 (卷 十五。 11 一六 

St 三) などが ある。 

々カシ マノ ァ ト -ヒ： ' +  ： 人 トヨ メドモ ヮぃハ ィへォ モフィ ホ リ 力 十シミ 

次に この 歌 は、 卷七 2  ニー 一一 八) の、 竹 .31^ 乃阿戶 白波 者 動 友 吾 者 家 思 五 百 入錄染 とい ふ 歌と 殆ど 全 

サヮ ドモ 

く 同 1 である。 そして こ.. の 歌 は. W 歌集に あった ものである ところ を 見る と、 傳來は si- に 一つで ない 

.  二 四 一 


二 四 二 

ことが 分かる。 そして、 古歌 集の 『いほり かなしみ』 の 方が 古體の やうに も 思へ るし、 或は、 『やど 

りかな しみ』 のかが 自然の やうに もお もへ るから、 どちら かが 原 歌で、 他 は異傳 とすると どうなる 

い。 古歌 集の 方 を 原 歌と すると、 人 麿 歌集 は必 すし も 人 麿の 作で はない ことと なる し、 この 歌 を 原 

歌と せ r、 占 歌集の 方 は異傳 とい ふこと になる。 第三 句の、 『さわげ ども』 を 人 麿 的と して 歌人 生 

涯を 通じての 手法の 傾向と 看做せば、 人 磨 歌集の 方が 原 歌 だ. らうと 想像す る ことになる。 

訓 について、 『驟 辆』 は 舊訓サ ヮゲド モ ノ 古寫 本に はサ r グト乇 (壬 *類 • 祌)。 サフグ トモ (藍)。 サ 

ヮ ゲドモ oe. 細 二！ -矢* 京) 等の 訓が ある。 『宿 加奈 之彌』 は、 舊訓タ ビネ カナ クミ。 代 匠 記 精ャド 

リ カナシ ミ。 考、 宿 は 別の 誤、 フ カレ カナシ ミ。 略解、 宿 は 旅字脫 にて、 タ ビネ カナシ ミ。 古寫本 

中、 ャ ドリ カナ シ ミ (藍. 類) も ある。  * 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に 採られ、 第 四 句 『我 は 物 思 ふ』 となって ゐる。 

〇  - 

〔卷九 . 二八 九 二 


旅 なれば 三更 を 指して 照る 月の 高 島山に 隱 らく 措し も 

^在 者 三更 剌而 照 月 高 島山 隱惜 vfl^  , 

前の 歌の 續で、 第二 首で ある。 

〇 客 在 者 舊訓タ ビ ニァレ バ 。 代 匠 記 初 書入タ ビナレ バ 。 覉旅 にある 身で あるか. - つの 意 

で、 『客 有 者 1^ か 思ば む 言 はむ 術せ む 術 知らに』 (卷 十三。 一一 三 九 一，)。 『多 婢奈禮 婆 思 ひ絕 えても あ， りつ 

れど 家に 在る 妹し 思 ひがな しも， fi  (卷 十五。 一一 一六 A 六) が ある。 〇 三更 刺而 . 照 月 ョ ナカ ヲ サシテ . テ 

，ッ キノと 訓む。 卷九二 七 一一； 九) に、 夜中 母 身 f 田 菜 不知 出 曾 相來。 卷 十四 (三 四 一九) に、 伊加 保 加 世 

ョ，. ^り- - / クニ  サ ョフケ テョ + カノ 力な 二す ホホ シクョ ビジ r トビ ト  十. ョトカ 

欲 人、 W 加爾 吹爾。 卷七 (ニー 一一 五) に、 狹 夜深而 夜中 乃 方 爾欝之 苦 呼 之 舟人。 卷三 (六 了 ひ に、 狹 夜中 

爾友 f 入 千鳥。 卷九 (一七 0  n の 人 麿 歌集 出に、 佐 宵 中等 夜 者 深 去 良 t。 卷 十九、 四 了へ 0) に、. 左 夜 巾 

ニ+ケ ホトト ギス 

鲥^ 霍公鳥 等が ある。 ョ ナカ は紀に 夜半. 半夜 等と 書いて あるが、 三更 は 丙 夜、 三 鼓な どと.， ^ いひ 

夜の 卜-二 時に 當る。 風 燈照ン 夜 欲 二 三更， 8 さその 他 支那に は 用例が 多い。 〇 高 島山. 隱惜毛 タカ 

シ マヤ マ 二  . カクラ クヲシ モと訓 む。 高岛山 は 高 島 郡の 西部に つらなる 山で、 ただ 一 つの 山で ない。 

つ. a  つぬ やよ 

角の^ にあ る 巾 を 角. E とい ふ のと 同じで ある。 

二 四 三 
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的な 聲調 を感 する ことが 出來. る。 『あかね さす 日 は 照らせれ どぬ ばた まの 夜 渡る 月の 隱 らく 惜し も』 

sir 一六 i とい ふ 人 麿の 聲 調に 何處か 類似の 點が ある やうで ある。 なほ、 『沖つ 楫 しばしば 漉ぶ を 

見 まく 欲り 吾が する 里の 隱 らく 惜し も』 (卷 七。 ニー 0 五) とい ふ 古歌 集 出の 例 も あるが、 この 歌 ほどの 

哀調 餘 韻が 無い。 ： . 

ョ ナカ チサ シテ  ョ ナカ トキ  ヒ 

古義に、 ョ ナカ 地名 說を 出して 云。 『三更 刺而 は、 夜半の 刻に 向て、 と 云 意と はき こ ゆれ ども、 

凡て 指 而と云 こと は、 下に 證歌を 載た る ごとく、 某 地 を さしてと 云 事に いふ ことなれば、 快から す 

ョ ナカ  ノ  /  ノ  /  サ ョフケ テョ ナ カノ カタ 

思 ひしに、 近き 頃江戶 人の 說に、 夜中 は 近 江 國高島 郡に ある 地名に て、 七卷 に、 狹 夜深而 夜中 乃 方 

二方 ホホシ クョビ シフナ ヒトハ テニケ ，1 カモ  ョ ナカ ガタ 

爾欝之 苦 呼 之 舟人 泊 兼 鴨と ある も 同じく、 共に 夜中 潟と 云處 なりと いへ り』 云々。 

此歌 は、 和歌 童蒙抄 に、 『タヒ 一一 ァレ 、ノ ョ中ヲ サシテ 、 ルツ キノ タカシ マヤ マ 一一 カクラ クヲ シモ』 


意 


, と あ. 央木 和歌 抄も J? 樣 である。 六帖に は、 『旅なればょひに立ち出て照る月の高^：^山 に か く る 

る をし も』 として 载 つて ゐる。 

、- 

〔卷九 • 一六 九 二】 

わ  こ  いも  あ  たま  5 ら  ころも かたし  ひ とり  ね  - 

M" が戀 ふる 妹 は 逢 はさず 玉の 浦に 衣片 敷き 一 人 かも 寐む 

•  ！^：：戀 妹 相佐受 玉 浦 丹 衣片敷 一 鴨將寐 

『紀 伊國 作歌 二 首』 とい ふ 題が ある。 

〇 吾戀 . 妹 相佐受 ヮガコ フル- ィモ" ァハ サ ズと訓 む。 舊訓ィ モー ーァ ハサ ズ。 略解 ィ 

モ" ァハ サ ズ ,0 古寫 本屮、 京. 西. 細. 溫. 矢 は 舊訓と 同じく、 他に ィモ 一一 ァ ヒサ ス (祌. 籃. 壬 •  9 

スクナ キヨ -t チニ ァ ハサ パイ p ケ セル ス ガザ サ 

と訓ん だの も ある。 ァ ハス は ァフの 敬語で、 卷 十六 (三 八 七 五) に、 少寸四 道 爾相佐 婆 伊 呂雅世 流 菅笠 

ザ ガサ  ハナ ヱミ-一-一 フブニ ヱミ テア ハシ タル 

小 笠。 卷ト八 (3  一  二 ハ) に、 花 唉爾爾 布 夫 爾惠美 天 阿波 之 多 流の 例が ある。 この 敬語 は 親愛の 情から 

も用ゐ るし、 語調のう へに も本づ くやう である。 この 卷 十六の 歌な どに は 同じ 歌で、 一 つ は 普通に 

. 二 四 五 
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二 四 六 

道 爾相奴 鴨と も 使って ゐる。 〇 玉 浦 丹 タ マノ ウラー 一で、 紀 伊東 牟婁郡 下 里 町 大字 粉 白の 海岸で あ 

あり そ  タ7  ノ ウソ  を じ ま いめ 

る。 『荒磯よ もまして 思へ や 玉 之 浦 離れ 小島の 夢に し 見 ゆる』 (卷 七。 一二 0 二)。 『ぬば たまの 夜 は 明 

マ / ゥ -r  二  たづ  タマ ノウ-マノ  しら；，： ひり 

けぬ らし 多 麻 能 宇良爾 あさりす る 鶴 鳴き わたるな り』 (卷 十五。 三 五 九 八 )。 『多 麻 能 宇 良能 沖つ 白珠抬 

へ れ どまた ぞ 置きつ る 見る 人 を 無み』 0^ 卷。 一 一二 ハー K) の 例が ある。 〇 衣片敷 . 一 鴨將寐 コ 。モ カタ 

シキ . ヒト リカ モネ ムと訓 む。 旅 衣を片 敷いて ただ ひとり 丸寐 する であらう かとい ふので ある。 

自分の 戀 しくお も ふ あの 女 は 逢って くれない、 爲 方がない から 今.， 夜^ 旅 衣 を： 敷いて た 

だ ひとり 丸寐 をす る ことで あらう。 とい ふ 意で ある。 家に 殘 して 來た妻 のこと でも、 旅で 知った 女 

でも いづれ でも 當 嵌める ことが 出來 る。  , 

旅 中. の 寂しい 心 持 を あら はした 歌で、 無理な く あら はして ゐる點 が 好い。 『わが 戀 ふる 

妹 は あは さす』 の 句が この 歌 をして、 稍 跪く 重厚に して ゐる。 『衣 かたしき ひとり かも 寐む』 とい 

ふ 句 は、 佳句で 一般 し 得る 傾向が あるので、 隨分 模倣され てゐ るかと おも ふと 必 すし もさう でな 

はっせ か， ぜ  よ ひ  ころも かたし  ね 

く- 『泊瀨 風 か，、 吹，、 三更 は 何時まで か衣片 敷き 吾が ひとり 宿む』 (卷 十。 ニー 一六 一)。 『妹が 袖 別れし 日 

より 白妙の 衣片 敷き 戀 ひっつ，. ぞ寐 る』 (卷 ヤー。 二 六 C 八) が ある」 併し， 『ひとり かも 寐む』 とい ふ 結句 

だけなら ば 可な り あると いふ ことになる。 


この 歌 は 六 帖に人 h^、 第二 句 『妹に 逢 はさす』 となって ゐる。 

【港 九 • 一六 九 三】 

たよく し. r  を  よ  ころもで か  ひとり  n 

玉 lii 明け まく 惜しき あたら 夜 を 袖 離れて 一 人 かも 寐む  ， 

玉 医 開卷惜 恡夜矣 袖 可禮而 一 鴨將寐  - 

『紀 伊！： 作歌 二 首』 の 第二 首。 『玉 医』 の 『医』 は la と 同じで ある。 『恡』 は 萬 葉で は、 ァ タラ、 

ヲシ、 ヲシケ クと訓 んで！ i5 る。 恡は惜 貪 也、 鄙 也、 惯 也と も あり、 ィ ヤシ、 ヲ シム、 ャブサ 力、 ム 

シヱャ 1/ チノ 子 シ亇ク モ+シ  ョヮ * ルツ キノ ィ> マク 

サボ ル 等と 訓 んでゐ る。 卷十  一 0 一六 六 一) に、 四 惠也壽 之 核 無。 卷九 (一七 一 二) に、 宵 度 月 乃人卷 

5^ 毛と いふ 例が ある。 そして、 ァ タラに は惜の 字を當 てるから、 この 字 をもァ タラと 訓ん でよ いの 

である。 • 

たまく しげ 

一首の 意 は、 〔玉 III〕  と 一 しょなら ば、 明ける の も 惜しい 樂 しい 夜で あるの を、 惜しい ことに 

《41; しく 妻の 袖 を 離れて、 ただ 一人 寐る ことで あるの か.。 とい ふ 意で ある。 

•  ,  二 四 七 


二 四 八 

前の 歌と 似て ゐ るから、 題詞の 通り やはり 紀 伊で 咏ん だもので あらう か。 『鳥總 立て 足 柄 山に 船 

き き  ふなき 

木 伐り 樹に 伐， or 行きつ あたら 船材 を』 S 三。 一一 一丸 一)。 『秋の 野に 露 負へ る 萩 を 手 折らす て あたら 盛 を 

しきた へ  か 

過ぐ してむ， とか』 (卷 二十。 四 三 一八) の 例が ある。 また、 コ" モデ カレ テの 例に は、 『敷 妙の 衣手 離れ 

て 玉藻な す 靡き か 寢らむ 吾 を 待ちが てに』 (卷十 一。 二 四 八き。 『敷 妙の 衣手 離れて 吾 を 待つ と 在 るら 

む 子ら は 面影に 見. ゆ』 (卷十 一。 二 六 〇 七) が ある。 

この 歌 は 平易に 分かりよ く咏 まれ、 民謠 までに は ひろがら すに、 やはり 個人の 咏 歎の 域 を 保って 

ゐる點 が ある ノ  .  I  . 

此歌、 六帖 に、 『ひと. りね』 の 部に 入り、 人 麿の 歌と し、 第二 句 『明け まく 惜しみ』 となって をり- 

又 新い：： 今戀 五、 よみ 人 不知と なって 萬 葉と 同じ 形で 出て ゐる。 

〇  . 

【卷九 . I 六 九 四〕  、 

たく ひれ  さぎさか やま  しら つつじ われ  に ま  いも  しめ 

細領 巾の 鷺坂 山の 白 躑躅 吾に 染 はね 妹に 示さむ 


細 比禮乃 鷺坂山 白管自 吾 爾尼保 波 尼 妹爾示 

『骘坂 作歌 一 首』 とい ふ 題が.^ る。 『細 比禮』 は タク ヒレと もホソ ヒレ (六 帖. 代 匠 記) タ へ ヒ レ ん仙覺 

ゥ チノへ ノ タへナ ルトノ 二  タク t レ 

抄) とも 訓む。 奮訓 タク ヒ レ。 細 は 內隔之 細 有殿爾 (卷 九。 一 七 四 0) などの 如く タ へ で、 柃領 巾の 柊 は 

ゃは.^^タ へ であるから、 借 b 七 細 領巾を 以て クク ヒ レ と訓 ませた もので あらう か。 また、 ホソ ヒレ 

とい ふ 假名 害の 例 は 萬 葉に. は 無い。 

しろつつ じ  * 

一首の 意 は、 山城 久 世の 鷺坂 山に いて ゐる白 躑躅よ、 われに 薰染 せよ。 それ を しるしに 笈 する 

^に；. 小さう とお も ふ。 とい ふ 程の 意で ある。  、 

二 ホフ、 一一 ホ ハス は 染色に 關 する のが 大部分で あるが、 さう いふ 色彩 感 から、 ただ 薰染 する 意味 

にも 用ゐる やうに なった。 この 歌の 場合 は 白で あるから、 それ を 以て 衣 を 染める わけで はなく、 白 

し  すり ぞめ 

い a 感が 移. 0 染む感 である。 卷 1 (五 七) の 『ころもに ほ はせ 旅の しるしに』 も必 すし も 染色、 . 擦染 

の 實行を 意味 するめで は あるまい。 

タク  シラ t レ  タク t レ 

初 句 を 代 ぼ 記で ホソ ヒレ と訓 むにつ き、 『古語 二 白キヲ 栲ト云 ヒケ レバ 白領巾 ヲ栲領 巾ト云 へ ド 

モ、 細 ノ字ヲ タク ト和ス ベ キー 一 ァ ラズ。 但白タ へ ト云詞 一一 白栲ト モ 白細ト モカ ケ 〃事 ァリ。 此 、ノ ク 

二 四 九 


.  一一 五 o 

へ ト云ハ 白 キー 一 ッケ, 詞ナダ 故 一一、 義ヲ以 テ栲ノ 字 ハカ ケリ。 又タへ ハタへ ナリト 云 詞ナグ 故 一一、 

細 妙 ノ故ヲ 以テ白 細トカ ケリ。 サ リトテ タク ト云時 ハ通ゼ ズ。， 仙覺ノ タへ ヒレ ノ點 モ亦ョ カラ ズ。 

第三 第 十 一 一一 モ タク ヒレ トコ ソョミ タレ、 タへ ヒレ トヨ メグ 例 ナシ。 鷺ノ頭 二 ハ立ァ ガリ タグ 長キ 

毛 ノア V ガ細 キ領巾 一一 似タ レバ カク" オケ リ』 と 云って ゐる。 私 は タク ヒ レを 採った の だが 參考の 

ために 記し 置く ので ある。 

此歌、 六 帖に人 磨 作と して 入， り、 第一 句 『ほそ ひれの』。 又 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して 採 

られ、 四 五 句 『我に に ほ はてい もに しるさん』 となって ゐる。 

0 

〔卷九 • 一六 九 五 1 

いも  かど い  いづみ- it は  とこ なめ  ゆき のこ  ふゆ 

妹が 門 入り 泉 河の 常 滑に み 雪殘れ りい まだ 冬 かも 

一 

妹 門 人出 見 河 乃 _ 床 奈馬爾 三 雪 遺 未 冬 鴨 

『泉 河 作歌 一首』 と-いふ 題が ある。 


-き五 
釋 


〇 妹 門 • 入 出 見 河 乃 ィモ. 、力 カド • イリ ィヅ ミ ガ ハ ノ と^%む。 古寫 本に は、 ィ リ デ 三 / 

ハ /と 訓ん だの も ある。 これ は、 が 門 を 入 リ出ヅ だから、 それから 同音の ィヅミ 河へ 綾け たもの 

である- j 考 . 略解 •  .^義等は妹門を枕詞と解してゐるが、. 新考 では、 『妹ガ 門 イリまで が枕辭 なり』 

といって ゐる。 枕詞の 長い もの、 序の 短い ものと 思へば よく、 かう いふ 句 割の 如くに 使った 例の あ 

るの も 面白い ので ある。 『入 出 見 河 は、 泉 川なる を、 上よりの つ.；/ きに よりて、 入の 詞 をい へる は- 

處女等 之袖报 山と いへ る 額な，^』 (古義) と ある ごとく、 枕詞と 序詞との 移行 型の やうな もので、 こ 

リ ギフ ルャマ 

の變化 もさう 時 を 置かす に 行 はれた ものであった だら う。 それから、 句 割の 形式 は、 袖 振 山の 場合 

とこな め 

にも やはり さうな つて： jJ5 る。 〇 床 奈馬爾 トコ ナノ-一と 訓 む。 常 滑の 義で、 河 又は 河原に ある 石な 

i こなめ  ぞ こなめ 

どが つるつるして 晃ぇ るの を 常 滑と 直感した ので ある。 苔が 附 いて ゐ るた めと か、 底 滑の 義 とか、 

i 石 並の 義 とかい ふ說も ある こと、 旣に 論じた とほり である。 『川屮 にある 石な り。 水のに ご.. - のし 

みつきて 常に 滑 かなりと いふ 心に て 名 付るな り』 (代 匠 記 初) は穩當 である。 『床奈 馬 は、 底 滑な. o』 

トコ ナメ  , -, 

(古義)。 『岩 並に て、 河 を 渡る 料に？ お をなら ベお きたる にて ィ ハバシ ィ" ノ" シ といへ る も 同 物な 

つ i 

-.^ 』 (新 考) 等の 說が ある。 『常 滑の 絕 ゆる ことなく』 (卷 一。 三 七) と續 けたの は、. 『常』 であるから、 

『絕 ゆる ことなく』 なので、 これ は 音で 續 けたので なく 義 によって 績 けたので、 決して 解釋は 無理 

二 五 1 


大 

音 


鑑 
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二 五 二 

では 無い *  , 

一首の 意味 は、 泉 河に 来て 見る と、 まだ 雪が 殘 つて ゐる。 ^；水河の水に近き河原の石のぅ 

へに まだ 雪が 殘 つて ゐる。 さう して 見れば まだ 冬で あらう か。 とい ふので ある。 

 _ この 殘 雪の 歌 は 萬 葉に は その他に もあって、 當 時の 人々 は 相當に 興味 を もった ものと 見 

える。 それ は必 すし も 風流の ためで なく、， ただ 心を牽 いた もので、 歌 を 咏む氣 になった もので あら 

う。 特に、 泉 河 は 後、 恭 仁の 宮の ある 處で、 『山 並の 宜しき 國と川 次の 立ち合 ふ鄉 と』 (卷 六。 一 0 五 〇> 

『山 高く  U の瀬淸 し』 (卷 六。 一 0 五 亍。 『百樹 成す 山 は 木 高し 落ちた ぎつ 瀨の 音も淸 し』 六。 一 〇 五ョ) „ 

などと 形容して ゐる ごとく、 佳景であった ことが 分かる。 結句の. 『いまだ 冬 かも』 も、 稚ぃ言 ひ 方 

で、 なかなか 素朴で 簡潔で ある。 そして 旅 中の， 装 さ を もこの 一 句に 籠め てゐ るので ある。 併し 一 步 

出れば 理に墮 ちる 言 ひ 方で、 古今 集の 歌の 理窟 は、 かう いふ ものが もう ー步 邪道に 入った もので あ 

る。 一首の 調べの 張り切って ゐ ない 樂な歌 だが、 序 歌の 手法 を用ゐ たのな ど は 人 麿の 好みで も あ. る 

から、 人 麿 作と 想像しても 別に 邪魔に はならぬ が、 恐らく はさう では あるまい 

古來 この 歌の、 『み 雪殘れ り』 を！ 5 實際 雪が 殘 つて ゐ るので なく、 川の 白浪 を殘 雪に 見立てた の だ 

と解舉 したの が 多い。 『雪 ト云ぺ 賀 一一 "ァ ラジ。 上 一一 彥星ノ カザ シノ玉 トヨノ〃 如ク、 白 沫ノ巖 


ノ許 一一 積レ产 ヲ綺テ まへ ダナ ダぺ シ』 (代 ss- 精)。 『沫 波な ど を 見て、 春まで 雪の 殘れ るかと 疑へ る 

也』 (哝解 )。 『底 滑の 生 著た る 砂 石に、 白沫 などの 溜れる を 見て、 春まで 雪の 殘た と 思へ る 意なら 

む』 (古義)。 『まことに 雪の 殘れる を 見て イマ > ；-冬 力 乇と疑 はむ は 迂遠な り。 されば 波の 床な めに か 

かる を 雪の 殘れ るに 見た てた るなる べし。 I 但白沫 とい へる £| はいかが。 浪 のうち かくる を 遠く 

より 見 ばげ に 雪と も 見えぬべし』 (新 考) 等の 諸 說が卽 て？ ぐれで ある。 そして、 この 說を 導いた の は _ 

を 水中に ある 石と 解す ると 殘 雪が を かしく、 そこで 川 水の 沫 波と か白沫 とかの 錯覺 だら うとい 

ふ說 にもなる ので あるが、 こ 0. 常 滑 は、 川原のお を も 含めて 考 へて 毫も 差 支が 無， - ので、 水中に^ 

とよ はっせ；；'  とこな めかし こ  _. 

れてゐ なくと もい いので ある。 『隱 口の 豐泊瀨 道 は 常 滑の 恐き 道ぞ』 (卷 十一。 二 五一 一) の 用例 を 見れ 

とこな め 

ば、 水屮 になく ともい いので ある。 それから、 新 考說の 如く、 岩並說 だが、 人の 往來 のために 並べ 

た 石 並の 義 とすると、 さう いふと ころ は n 十く 雪の 消える のが 常で、 殘雪 はもつ と 自然な 處 にある も 

の だから、 新考說 もい かがと 思 はれる。 また、 結句の、 『いまだ 冬 かも』 も實 際の 殘雪を 見て かくい 

ぶ は 迂遠 だとい ふ 新 考の說 も、 平凡な 常識で 律して ゐる らしく 見える。 ここ は戚 情の 自然で 解釋す 

べきで、 かう いふ 歌の 技法 を も、 散文的 寧ろ 論文 的な^ 議で 破壊す るの はどう かとお も ふ。 寧ろ、 

『これにて 思へば いまだ 冬-にて あるか。 さても 寒き ことかな。 旅 宿の 床の 夜ごとに 冱る は、 げ にも 

二 五三 


二 五 四 

ことわり ぞ となり』 (古義) とい ふ 解釋の 方が、 少しく どい が、 增 しだと おも ふので ある。 

私 はこれ まで この 邊の 歌の 參考書 を 殆ど 讀ま すに 自分 だけの 解釋 をして 來 たので あつたが、 先進 

の說 にも 種々 ある こと を 知って 少しく 驚いた ので、 煩琪 一し は あるが 愚桉 をも附 加した のであった。 

〇 

〔卷九 • 一六 九 六〕 

ころ * で  なぎ  か はべ  はろ さめ  われた  ぬ  ぃハ おも >  . 

衣手の 名木の 河邊を 春雨に 吾 立ち 沾 ると 家 念 ふらむ 力 

• 衣手 乃 ， 名木 之 河邊乎 春雨 吾 立沾等 家 念 良武可 

『名木 河 作歌 三 首』 とい ふ 題が ある。 『河邊 乎』 を 略解で は 乎 は 之の 誤と して、 力 、ノ .:,  ノと訓 ま 

せた が、 古義で は それ を 否と した。 『家 念良武 可』 は、 舊訓ィ へォ乇 フラム 力で あつたの を、 考で 

ィべモ フラム 力と した。 『衣手 乃』 は 名木に 續く 枕詞で あるが、 諸說が ある。 『衣手 ノナ キノ 河ト 

グ.. 、グ \  、ノ、 泣 時 袖 ヲ掩フ 意 ナリ』 (代 K 記)。 『衣手の なる ゝと 云、 なの 一語に うけた る賴き 也』 (童 

蒙 抄)。 『名木の 川 云々、 これ も 長き とい ひかけ たる か。 がきの 反ぎ なれば、 約め てな ぎと いふべ J- 


义袖 はこと になれ てな ゆろ もの なれば 和と いべ るか』 (冠 辭考 ^ 大體冠 辭％, -の說 を 参考して 追 *? す？ 

きで ある。 略解で は、 『衣手が 卷 雨に 儒 るるとい ふ續 きな.^』 とい ひ、 古義で も それ を 踏 蟹して、 『第 

I 句の 上に うつして 心得？ し』 と 云って ゐ るが、 これ は 矢 張 ，o 枕詞の 格で ある。 

一首の 意 は、 名木の 河邊 を旅來 つつ、 春の 雨に こんなに 濡れて 難儀して なること を、 家人 等 はお 

ク ゃシサ 

も ふで あらう か、 おぼつかな いとい ふ 意が <KI まって ゐる。 『この 患 苦 は 得 知 まじと 云るな り』 (古 w、 

を 含めて ゐ るので ある。 

この 結句の こと は旣 に、 上 卷の人 磨 短歌 評 釋< ^卷 三。 四 二 六の 倏) のと ころで も 一 言して 置いた。 なほ 

少し 參 赛を抄 記す るなら ば、 『我 、ノ 此河邊 一一 淚ヲ 拭ヒテ 立ッヲ * 家人 ノサ 、ノ 知 ラダ 雨  一一 ノ ミコソ 

立沾 ラメ ト思 ヒォコ サム カトナ リ』 (代 匠 記 精)。 『家に 思 ふらん を、 に を 略て 家 も ふといへ り』 (考 )。 

『家モ フラム 力と は、 家人の 思 ふらん かと 言 ふ 意に て、 家 爾の爾 を 略け るな り』 (略解) 等で ある。 こ 

れは、 旅に ある 自分 をば 家人が、 家に ゐる 妻ら がお も ふとい ふので、 主格 は 『家』 なので ある。 

この あた..^ にある 一 聯の歌 は、 實 際の 吟 であるら しく、 また、 何 か 人 麿 歌集に 收錄 される やうな 

一 おの 因緣の ある 一 團の 作者の 作の やうに おも はれる。 卽ち 作者 は 實際は 人 麿で ないか も 知れす、 

或は 人 麿 かも 知れす、 そこ は 不明で も、 先づ人 麿で ないやう にお もへ る 然 かも 作者が 一人でな く 

二 五 五 


\ 


,  二 五六 

て、 その あ ひだに 一定の 關聯 を持づ てるる ものである やうな 氣 がする ので あるが、 この 三 首 は 同 1 

作者で 同時に 作った もので あらう。 

〇 

-C 卷 九- 一六 九 七〕 

いへ •  ひと つか ひ  はる さ * 上  i れぬ  おも 

家人の 使なる らし 春雨の 避 くれ ど 吾 を 沾らす 念 へ ば • 

家人 使 在 之 春雨 乃 與久列 抒吾乎 沾念者 

前の 緩き である。 0 使 在 之 舊訓ッ 力 ヒナ ダラ シ。 代 匠 記精ッ 力 ヒ 一一 ァラ シ。 0 沾念者 舊訓ヌ 

ラスト ォモ へパ。 代 匠 記 精 ヌ ラス ォモ へバ、 又は ヌ ラス ヲォモ へバ。 ョクと い ふ 動詞 は 避く の 意で 

加 行 上 二 段に 活用す る。 卷 十五 a 一一 六 八 三) に、 伎 Sk 乎 於 毛 比 安 我 古 非 萬久波 安良 多 麻が；. 夕ぎ 追奇其 

等 爾與久 流 日 毛 安良 自の 例が ある •  M 

一首の 意 は、 春雨に 沾れ まいとして 避く るが、 なほこの やうに 沽ら すの は、 この 春雨 は 家人から 

の 使で あるから であらう。 はやぐ 歸 つて 欲しい とい ふ 心 持で でも あらう とい ふ 意が きまって r& る。 


こ^ 沽ら すは淚 でぬ るる 意味 はない。 それ は 後世ぶ りで ある" 

先進の 解 釋を杪 すれば 次の 如くで ある。 『家人 は 故鄕人 也。 故鄕 はなつ かし さに 故 鄉の使 あれば 

H にぬ るる.^』 (お 秘抄 )。 『使 、ノ 能 此方 彼方 ノ心ヲ 通 ズ \ ヲ ヨシ トス グー 一、 雨ヲ ヨキ テ沾ジ トス レド 

强テ ス， ラス ，へ 故鄉ノ 人ノ使 二 ォコセ タ ダナ ラム トナ リ。 風、 雲ナド ク使ト 云ヲ、 雨 ヲ使ト 云 、ノ、 

t^- 一一  収テ 、い  一一 iH テョ メ产 一一 ャ』 (代 精)。 『よ/、 れ共 かく 儒る ゝ港雨 は、 家人の 使なる らん。 よき 

て も かく 迄蔬 ひぬ るゝ はと 云 意 也』 (si 抄〕。 『歌 意 は、 吾 を はや も かへ りね とも ふ 家なる 人の つか 

ひなら め。 かく "：^ を さけよ くれ ども、 ぬらしぬ るよ と 思 ふとな り』 (考 )。 

この 心 は 鬼 に^^雨に 沾れて 難儀して 居る 場合に、 その 濡れた 春雨 をば、 家に ゐる妻 などの 使 だ 

と 聯想した のが この 歌の 特色で も あり、 一寸 腑に 落ちない やうに する 所以で も あるが、 どうして か 

うい ふこと を： ぶった かとい へば、 拾 德抄の 說は稍 後代ぶ りで あり、 童蒙抄 の， 『f!jl ひぬ るゝ』 も 稍い 

ひ 過ぎで あり、 の說が 1 番 自然で 無理がない やうに おもへ る。 

リ秋 る 衣手 搖ぐ なり 白！^ は 置く 穗田 なしと 吿 げに來 ぬらし』 (卷 十。 二 一  七 六) とい ふ 例 も あり、 

かう いふ 聯想な， o.^ 現な りが、 古今 集 以後に 多くな つて 行った。 それから、 この 歌に ついて 拾德抄 

の 說を稍 後佌的 だと 前言した が >  萬 葉に も、 『ひさかたの 雨に は 著ぬ を 怖し くも 吾が 衣手 は 干る 時な 

二 五 七 ♦ 


、  二 五八 

三 七 一) とい ふの が あ.^、 淚 のこと を 云って ゐ るが、 この 歌に 直ぐ 應 用す るの はどう か 

〇  , 

【卷九 • 一六 九 八〕 

J  y  ま  トと  いへ びと  はろ さめ  ま づカひ 

炙り 千す 人 も あれ や も 家人の 春雨 すら を 間 使に する 

焱千， 人 母 在 八方 家人 春雨 須良乎 間 使爾爲 

前の 歌の 續き である。 〇 人 母 在 八方 舊訓 もヒト モア レ ャモ。 古寫 本中ヒ トモ ァリャ ハ (祌) が あ 

る。 〇 間 使爾爲 マヅカ ヒー ース レ ノと訓 む。 神 田 本に マッカ ヒー ーセ ム と訓ん だ。 間 使は兩 方の 間 を 行 

き 通 ふ 使者で、 『賴 名吿 藻の 己が 名 惜しみ 間 使 も 遣らす て 吾 は 生け， 9 とも 無し』 (卷 六。 九 四六ヾ 『梅 

の 花 それとも 見えす 零る 雪の いちじろ けむな 間 使 遣らば』 8 十。 二三 ™ISO。 『立ちて 坐て たどき も 知 

らこ ® へ ども 妹 こ 告げね V6 間. y も來 す』 (卷十  一。 二三 八 八) などの 例が ある。 

あ * ぞら  ワレス ラ 

ス ラ とい ふ 助詞 は、 一 事 を あげて 例示し 他 を 類推せ しめる もので、 『蒼天 ゆ 通 ふ 吾等 褒良妆 かゆ ゑ 


きか』 「卷 七。 

とお も ふ。 


- »4>^t^  二し  ますら ワレ A  - ァ 

に 天漢 路 をな づ みて ぞ來 し』 -. 卷十。 二 0〇 一)。 『越 を 治めに 出で て來し 丈夫 和 禮-須 良よ の 中の 常し 無 

や ス-. 'ぁぢ さん.； 'ムと ら  ねり むらと  あざむ 

ければ』 (卷 十七 J 一一 一九 六 九；。 『一一 一； C 問 はぬ 木尙 紫陽花 諸 弟 等が 練の 村 戶に詐 かえけ， o』 r 卷 七 七 II 一)。 『言 

問 はぬ 木尙 妹と 兄 あ.^ とふ をた だ獨 子に あるが 苦し さ』 (卷 六。 一 00 七) 等の 例によって その 用法 を 知 

b 得る。 

1 首の 意 は、 旅 衣の 濡れた の を 火に あぶって 乾かして 吳れる もの も 居ない のに、 家人ら は 春雨 ま 

で 態々 使に よこして また 私 の 衣 を 儒ら すと は ひ どい。 とい ふぐら ゐの 意で ある。 

この ャモは 疑問で、 反語 的の 意味に 落 著く こと は、 人 麿 短歌 評釋の 折に (卷 『四 九 丸) も 言及した。 

それから この 歌で なせ かう いふ こと を 云った かとい ふに、 覉 旅の 苦しい なかに あって、 幾らか フ乇 

I ルの 語. 綱が ある やうで も ある。 そして これ は 親愛に 本づ くと せば、 この 三 首の 相手 は 或は 妻卽 

家人で あつたの かも 知れない。 

いづれ にしても、 この ー聯は 空想の 作で ない らしく、 覉 旅の 實 地を咏 じて ゐ ると おもって 間 速が 

ない らしぐ、 大體 が獨咏 歌の 趣で あるが、 やはり 對 者の 豫 想の ある こと は、 家人 を 云々 して ゐるを 

以て 見ても 分かる ので ある。  、. 

前の 『炙り 干す 人 も あれ や も 沾衣を 家に は 遣らな 旅の しるしに』 (二 六-八 6 とい ふ 歌に 類似して ゐ 

,  二 五 九 


二 六 〇 

るが、 傳誦の 間に 變化 した もので でも あらう 力。 

【卷 九. 一六 九九〕 

K 観の i^^iii むなり^^ M の 伏 見が 田 井に 應 渡る らし  - 

巨椋 乃. 入江 響奈理 射 目 人 乃 伏 見 何 田井爾 .臈 渡 良 之 

『宇治 河 作歌 二 首』 とい ふの の 第一 首で ある。  . 

0 巨椋乃 入江 ォホ クラ ノ イリ ュで、 延喜式 神 名に は、. 山城 國紀伊 郡大椋 神社、 久世郡 

旦椋 神社が あって、 代 匠 記で は、 この 巨椋 入江 は紀伊 郡の 方 だら うと 考 へて ゐ るが、 童 蒙抄. 考. 

略解 等 は久世 郡の 方と 考へ、 近 ごろの 調査で は、 矢 張 b 久世 郡の 方に して ある。 『出城 國久世 郡の 

北部に 在， o。 南北 四十 町、 東西 五十 町に 及び、 霖 雨の 頃 は、 宇， 治 川の 水 を 容れ、 浩渺 たる 江灣 をな 

す。 通稱 おぐらの いけ』 (萬 葉 地理 考 )。 古い 訓に は、 ォホ クラ ノ。 ォ モク ラノ。 ォム クラノ^ 力； -っ 

^。 〇 響奈理 トヨ ムナ リと訓 す。 舊 訓ヒビ クナリ で、 これ は 袖中抄 などに， - もさう 訓 んでゐ る。 和 


歌 帝- j?^ 抄に は、 ナ ダナ リと ri んで居 眞 淵の 考 がそれ を 踏襲した のか さう 訓ん でゐる 。代-ほ. お 精 

に、 『響 はト ョ ム とも 讀べ し』 といった のが 原で、 略解 • 古義 • 新 考 • 新^ 等 皆 それに 從 つた。 考の 

ナ产ナ リ訓は 少し 輕ぃ。 ヒビ クナリ とい ふ 訓も棄 てがたい が、 やはり トヨ ムナリ の 方が 顺當 かも 知 

とよ 

れ ない。 さて この- 『響むな- り』 とい ふの は、 雁が 群れて 飛び立つ、 その 羽音と 啼聲 をい ふので ある。 

『響 トハ鹏 ノ立羽 昔ヲ云 ヘリ』 (代 K 記 精 )o 『巨 掠の 入江の 浪が 響み わたるな b.、 今や 伏 見の 田 面に、 

ヒビキ  ，  ■ 

瞧が 渡る らし、 その 鳴の 聲の 響に、 この 入江が 鳴なら むと なり』 (古義〕 等が 參考 になる。 〇 射 目 人 

乃 イノ ビト ノと訓 す。 夢 人と いふ 說と、 射 部 人と いふ 說と 兩說が ある。 射 部 人 は 殆ど 通說 で、 『い 

か"  しし  おちゆく  • 

め 人 は、 獵 する に 鹿 猪の 通 ひ來、 或は 落 行かた を 見せしめむ ために、 節 所に まぶしな ど さして、 

うかが  あとみ  ま ぶし 

ぬ はれ 伏して 窺 はしむ る もの をい へり。 …… 卽ち、 跡 見と もい へり』 (代 記 初)。 『目 伏 を さして、 

あ 也み  いめ 

伏し 隱れ © て ねら ひ 射る ゆ ゑに 伏 見に はつ づけし 也』 (冠 辭考) 等で、 冠辭考 では 跡 見と 射 部 人 は 違 ふ 

と： ム つて ゐる。 なほ 古義で は 大神景 井が 說を 引いて 目 伏說を 否定して ゐ るが 大體が 同じで、 鳥獣 を 

射る 役割の 人々 を 云 ふので ある。 射 部の 用例 は、 『み 山に は 射 部 立て 渡し 朝 獵に鹿 猪 ふみ 起し』 (卷 

六。 九 1H ハ)。 『射 部 立てて 跡 見のお 邊の gss 花總手 折り 吾 は 持ち去な む寧樂 人の 爲』 (卷 A。 一  五 550 

『高山の の たをりに 射 部 立てて 猪 鹿 待つ， 如』 (卷 十ョ。 一一 三 七 八) 等で、 射 部と いふ 一 種の 役割が ある 

.  二 六 一 
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二 六 二  - 

以上、 この 說が 有力で ある。 ただ、 『伏す， f に續 けた 例が 他に 無い のが 殘念 なので ある。 次に、 第二 

いめび と  ふしみ  う つ  ひむ がし やま 

の 夢人說 は、 愚 庵 和尙の 歌に、 『いめ ひとの 伏 水の 里 を 美く しみ 東 山 を 住み 棄 てて 來っ』 とい ふの 

を 讀んだ 時に、 愚按を 立てて、 『いめ ひとは 夢 人』 と 注して 置いた。 其 は 犬-止 三年 十二月の 事で あつ 

たが * 拾穗抄 に、 『いめ 人 は 夢 人 か。 扱 伏 見と つ-. - くるなる や。 見 安 云、 射 目 人 は 夢に 見る 人 也』 と 

あり、 代 匠 記 は それに 對 して 『此集 一一 夢 ヲ伊米 トモ 云 へ \ 一一  依テ 夢人ト 云說ァ レド、 伏 見ト云 *, ム 

一一 ハ 人ト云 、ノ ズ，， ト モ 唯 夢 一一 テ足ヌ ベ シ 。 何 ノ夢カ 伏 テ見ザ ラ ム 。 其 上 射 目トカ ケ , 文字ノ ャク、 第 

六 第 八 第 十三 皆 一 同 ナリ』 (精) とい ひ、 荷 田 春 滿の說 に、 『いめ 人 は、 いめ 立てて とみの 岡邊 などよ 

める と、 同じき と 云說も あれ ど、 これ は 夢の 義 なるべし。 夢 は 伏して 見る ものから、 伏 見が 田 井 を 

云 はんとて、 いめ 人と は 詠 出た る 也。 これらが 歌の 續き がらの 至極の 義也。 き 宗師說 は 夢 を 人の 伏 

し 見る と 云う けに 見る 也 J  (童 蒙抄) と 云つ. てゐ る。 今と なって は兩說 中、 『射 部 人』 說に從 ふべき で 

あらう。 0 伏 見 何 田井爾 フシ ミガタ ヰ-一と 訓む。 伏 見の 田 井に で、 伏 見 は 山城 紀伊 郡で 今の 伏 見 

と 同じで ある。 タヰは 田 居、 田 井で 田の ことで ある。 一面の 水田が あ.. y、 其處に 雁が 屯して ゐ たの 

であった だら う。  ， 

一首の 意 は、 いま 巨 掠の 入江 を 群 をな して 飛び立つ 雁の 羽音と 啼聲が 聞こえ、 驟 然とし 


て饗 いて：；；？ ろ。 これ は 紀伊邶 にある 伏 見の 水田の 方に 渡って 行く らしい。 現にさぅ ぃふ方^-を取.^' 

つつ ある。 とい ふ 歌で ある。 

それ だから、 この 『田 井に』 の 『に』 は 方嚮を あら はして ゐ ると 解したい ので ある。 嘗て ァ ララ 

ギで _EI: 紫；；^, 妞歌 輪講 をした とき、 『^田 渾 に舟乘 せむ と 月 待てば 潮 も 叶 ひぬ 今 は 潜ぎ いでな』 S-0 

八) の 歌に -キ，.9、 偶 その 時ァ ララ ギで橘 守 部の 檜 蠕 手 を 覆刻して 讚んで ゐた時 だった ので、 守 部說 

に從 つて、 『^田， m へ 向って』 と 解した ことがあった。 それ も 輪講の 形式と して さう いふ 說を 提出し 

て論識 する の もい いとし、 『に』 を 『へ 向って』 とした 他の 用例 を さがす やうに 提出した のであった 

が、 赤彥も 千慳も それに 應 じなかった らしい。 元來 は、 『へ 向って』 と 解して ゐ たので なく、 守 部の 

新說を 5^ 出した のであった から、 私 は 其 後、 『舟乘 せむ と』 の 用例 を 拾って 元の 說に 復歸 したので あ 

つたが、 其 後 萬 葉に 遠ざかる こと 十數 年に わたり、 さう いふ ことな ど は 忘却が ちで. 3- た。 さう い 

ふこと を 想起した の は ある 機 綠を與 へ られ たつ い 近頃の ことで ある。 さて、 『に』 の 用法に 方 嚮をぁ 

r> はす もの は、 此 歌の 場合 もさう だが、 なほ、 『粟島に 漕ぎ 渡らむ と 思へ ども 明 石の 門浪 いまだ 騷げ 

いはくら を ぬ  ぁキ J つ 

6』 (卷 七。 ニー 〇 七)。 『石 倉の 小 野 ゆ 秋津に 立ち 渡る 雲に しも あれ や 時 をし 待た む』 8 七。 二 ーーナ、 八」。 

『山の 邊 にい；；；： く 獵夫は 多 かれ ど 山に も 野に もさ を 鹿 鳴く も』 S1。 二 一  四 七： >。 『京方に 立つ n 近づ， 

. 二 六 一 一一 
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. 二 六 四. 

く 飽くまでに 相 見て 行かな 戀 ふる 日 多け む』 (卷 十七。 三 九九 丸) 等の なかに ある、 『に』 は に場處 のみ 

の 意味で なく、 方 嚮をも 示して ゐ るので ある。 それ だから 田津の 歌の 場合 は、 『船 乘』 とい ふ 語と、 

『に』 とい ふ 語と 相俟って、 『場 處』 を 指す とい ふこと になる ので ある。 輪講の 折に も 其處を 極めて 

貰 ひたかった ので ある。 

さて 此 一首 は、 今 味 はって 見る に なかなかい いところ が あり、 調べ も 大きく、 そしてす 

ベす ベと 滑に 失せす に、 何處 かに 鋭い 響 を 持って 居る。 それ だから ひょっとせば これ は 人 麿の 作な 

のか も 知れない とい ふ 氣持を 起させる。 第三 句で、 射 部 人のと いふ 枕詞 を用ゐ たのな ども 人 麿の 好 

む 技法の 一 つと 考 へる ことが 出來 る。 この 枕詞 は此處 で餘り 意味 を强く 取る と 鑑賞 上の 邪魔 をす る 

が、 當時 にあって はや は 6 相當に 意味 を 持たせ、 そこが 作歌 上の 樂 しみで も あ， り、 人 も 感心した 點 

. であった だら うと 想像す る こと も出來 る。 けれども 現在に 於て 味 ふに、 一 首全體 として これ だけの 

ものが 眼前に 現存して ゐ るの だから、 その 作歌 能力に 感心して いいので ある。 

ォホ クラ ノ イリエ  ィ メ ヒト フシ？. 

この 歌 は、 袖中抄 に、 『巨椋 乃 入江 ヒ 、クナ リ射目 人 ノ伏見 力 田 ヰ 一一 カリ ワタル ラシ』。 和歌 童 蒙 

抄に、 『ヲホ クラ ノ イリエ ナグナ リイ メヒ トノ フシ ミカ. タヰ 一一 カソ ワタル ラシ』 と载 つて ゐる。 また 

夫 木 和歌 抄 にも 載り、 『入江 ひひくな りい め 人の ふしみ のた ゐに』 となって ゐる。 
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【巷 九- I 七 00〕 

J? カぜ  や ** ぶき  せ  とよ  あま ぐ も がけ  か，  あ 

秋風に 山吹の 瀨の 響むな ベ 天雲 翔る 腸に 逢 へ るか も 

金 風 山吹 瀨乃 響 苗 夭 雲 翔 膘相鴨 

『宇治： E 作歌. 二 首』 の 第二 首で ある。 

0 金 風 舊訓 アキ カゼ ノ  (抓, ぎ M 抄 • )。 六帖 アキ カゼ 一一。 略解 アキ カゼ 一一 (新 I ぎ。 

< ^風 は： g-- 兀帝篑 要に、 秋風 曰： 一 金 風 一と あり、 歲 華紀麗 に、 玉 帝規. 時 金 風 屈， 序と ある。 五 方向 を 五 

行に 配す ると 秋 は 金に 當 るからで ある。 唐詩に は 單に金 吹と 使った の も ある。 萬 葉で は數例 あり、 

. あ i のが は  アキ カゼ 二 ナビ 力 フミ レバ 

白 風と も 善いた。 『天^ 水 陰 草の 金 風 靡 見者 時來 るら し』 C 卷十。 二 0  ニー 一)。 『よしゑ やし 戀 ひじと 

アキ カゼ/サム クフ々 ョ：  、- 

すれ ど 金 風 之^ 吹 夜 者 F!;^ をし ぞ念 ふ』 (卷十 q  ニー 一一 0 一) などが ある。 〇 響 苗 舊 訓ナ, ナヘ 一一。 仙资 

ャマ フク， セ セノナ ルナへ-一。 或本ャ マフ キノ セノ ヒヒク ナヘ。 代 匠 記 精 トヨ ム ナヘ。 〇 腾相 鴨— 

¥訓 カリ -1 ァへ〃 力 モ。 -童 豪；^ リ - ーァフ fs^T 又 カリ ヲミ ^ カモ (新訓 同訓)。 . ^解宣 長訓、 相 は 百 一 


.  , 二 六 六 

の 誤で、 カリ ワクが カモ C 新考， 之)。 相をミ ダと訓 ませた 例が ほかに 微 いので、 カリー ーァへ ダカ モ 

とい ふ舊 訓に從 ふ。 もっとも 支那で は 相 をミ〃 義に 借り 得る し、 伊呂波 字類抄 では 相 を ミグと 訓ま 

ヽ 

せて ゐ るが、 相をァ フと訓 ませた 例の 方が 多い から それに 從 ふので ある。 なほ 後に 補充す る。 

首の 意 は、 秋風に 宇治 河の. E 吹の 瀨の 水が 鳴り ひびいて 居る。 と 見る と 空の 雲に は 雁 

群が 飛び 過ぎる.。 とい ふので、 それ をば、 『雁に 逢った』 とい ふやう にあら はした。 

此處の 『なべ』 も、. につれ て、 と 同時に、 ふと 見る と、 ぐら ゐの心 持で、 旣 に評釋 した、 

ゆ つき 

『あし ひきの 山河の 瀨の 鳴るな べに 弓 月が 嶽に 雲た ちわた る』！： 卷七。 10 八 5 の ほかに、 『雲の上に 

うつろ  をぎ 

鳴きつ る 雁の 塞きな ベ 萩の 下葉 は黃變 はむか も』 (卷 八。 一 五 七 五)。 『葦邊 なる 荻の 葉 さやぎ 秋風の 吹 

き來 るな べに 應鳴 きわたる』 (卷 十。 ニニ 一一  四) など を參考 とすべき である。， 

次に、 『雁に 逢へ るか も』 と、 『雁 を 見る かも』 と いづれ かとい ふに、 『雁 を 見る かも』 は 童 蒙抄の 

一 訓で、 新訓が 其に 從 つたので あらう が、， 童蒙抄 でも カリ 一一 ァ フ カモと 訓んで 居り、 『あ ふか も は 時 

節の 來 りたる こと を 嘆息して、 春 過 夏 も 去. 0 て、 今 はた 秋風 起って 天 を かけりて 己が 來る 時ぞ とて、 

はるん、 越路の 雁に あ ふ 事 かなと、 時節の 過 行 來れる を 感嘆して 宇治川の 地名に よせてよ める 也。 

雁 を 見る かも 共讀 むべ し。 いづ. れ にても 意 同じき 也』 と 云って ゐ るので ある。 併し この カリ ヲ ミ ダ 


力 モ の-^；^は人の注意をひカす、 新訓 によって はじめて 認められた のであった。 

この カリ ヲミ ダカ モと いふ 表現 は 後世 的、 寧ろ 近代的 表現であって、 古 調で ない のが 不滿 である 

し、 萬 菜に も頓 例が 無い やうで ある。 之に1^-して、 ァへ ダカ モ^ 方 は、 卷四 (冗 一三) に、 吾 念妹爾 

今夜 相 有 香 同卷 (五 五 九) に、 如 此戀于 毛 吾 者 遇 流 香 聞。 卷六  九 丸 1  一一？ に、 氣長戀 之？ 1;;^ 爾 4 ず i。 

. カス ミ タツ ハルノ ナガ ヒヲ n ヒ クラ ジ 3  -. フ ケ ユキ ティモ エアへ ルカ モ 

卷十 (一八 九 a) に、 霞發春 永日 戀 暮夜 深 去 妹 相 鴨な どが あるので、 舊訓の 方が 自然で あらう と 

おも ふので ある。  - 

次に 初 句、 舊鋼 アキ カゼ ノと 訓ん だので. 『折節 ノ 秋風 ヲ、 ャガテ 山 ュ吹ト 云 意ュ、 宇 令-一 ァ， 

山吹 ノ瀨ノ 諷詞 トセ リ。 六帖 二 アキ カゼ 二 トァだ 時"、 ソへテ 云 意 一一 ァラ ズ、 今ノ  is? ャ マサ リ ま 

ム』 (代 粘 〕0 『宣長 云、 秋風 ノと訓 みて 山吹 クの 意の 枕詞な り』 S 解宣長 き。 併し 略解 は アキ カゼ 

-1 と訓 ませて ゐる ので ある。 

キ カゼ 二  しまし  ふなつ  み ふね  アキ 

『；^ 屈爾； 狼 立ちぬ 暫く は 八 寸の舟 $f: に 御舟と どめよ』 (卷 十。 二  0 四 六)。 『新 治の 鳥^の 淡^も 秋 

- 力，.^  二  アキ カゼ 二  く 

li^ 爾白狼 立ちぬ』 S 丸。 一七 五 七)。 『秋風 爾^ 飛び越 ゆる 鳴が ねの 聲 遠ざかる 雲隱 るら し』. r 卷十 ニニ 

アキ カゼ -ー 

一一 一六)。 『秋風 爾 大和へ 越 ゆる 應 がね はい や 遠ざかる 雲が くりつ つ』 (同 卷。 二  ！  二. 0 等の 例が あるから、 

この 場 会 も、 アキ カゼ ノ とい ふ 枕詞に せす ともい いとお も ふ。 

二 六 七 


題 

库: 


二 1 ぺん 

この^の 聲調は 伸びて きびしい ところが あり.^ ひょっとせば 人 麿の 作で はない かと & 5 像せ しめ 

る。 同一の 作者 は 生涯 を 通じて、 一種の 傾き を 持って ゐる ものであるから、 この 歌が， あって、 また 

人 麿 作と 認められる 弓 月嶽ヵ 歌の ある こと は、 却って この 歌 を 人 麿 作と 想像せ しめる 一 つの 根 M と 

もな り 得る ので ある。 

この 歌 は 六帖に 入り、 『秋風に 山吹の 瀨の饗 くな ベ 空なる 雲の さわぎ あ へる かも』 となって ゐる。 

〇 

〔卷 九- - 七。 I  〕 

さ 夜中と 夜 は 深け ぬらし 膘が ねの 聞 ゆる { あに る 1^ ゆ ， 

佐 宵 中等 夜 者 深 去良斯 膘音 所 聞 空 月 渡 見 

『靡 弓 削 皇子 歌 三 首 ，11. 中の 第一 首で ある。 弓 削 皇子 は、 天武 天皇の 皇子で、 天武紀 こ、 

『次 妃大江 皇女 生， -, 長 皇子 與二弓 削 皇子，』。 持統紀 に. 『七 年 春 正月 辛卯朔 壬^ 云々 以，， 淨廣武 -授， -, 皇子 

長 與-ー 皇子 弓 削-』。 文武 紀に、 『三年 秋 七月 癸丑 朔癸 酉淨廣 ts^ 弓 削 皇子 薨〕 云. <  皇子 天 武帝第 六 皇子 


き と ある。 御 年齡の 正確な こと は 不明で あるが、 人 麿よ 6 は 可な. 0 御 年若であった と 推定され る ひ 

文武 三年 七月 t:: 死去で あるから この 歌が それ 以前の 作で ある べき こと も考 へ られ るので ある。 

一首の 意 は、 もはや 夜中ぐ らゐに 夜が 更けた と 見える。 そして 雁の 群が 聲 たてて 啼 きな 

がら 遠ざかる 方に、 も 低くな， 9 かかって ゐる。 とい ふぐら ゐの 歌で あらう か。 この 歌で 特殊な の 

い ひかた  あま づた 

は * 『：c;! 渡る 見 ゆ』 とい ふ 言 方で あるが、 これ も 念な 運動 を あら はすので なく、 天傳 ふな どの 語と ill; 

じく、 動く 氣持 だが、 それが 主でなくて 眼前に は、 月な り 日な りが 照って 見えて ゐ るの を、 かう い 

ふ 言 方で あら はして ゐ るので ある。 そんなら、 『月 照り 渡る』 とか、 『月 かがやきぬ』 などと 云った 

ら 奈何と いふに、 祚者 として は それで は满 足しない ので、 雁な どの 飛翔と 共に 移動す る 氣持を 月に. 

對 しても 持たせた いので あらう。 そこで かう いふ 言 方 をして ゐ るので ある。 『月の 傾ける 方に、 ^ 

しろ 

の 鳴 わたる、 げに物 しづかに、 あはれ もこと にて、 且 夜の 更けた る こと も 著き 空の さまなる を もて 

かくよ める なるべし』 (考) によって 大體が 分かる。 古義の 解釋は 稍く どい。 

この 一首 も、 淀ます 巧ます に 云って ゐて、 相當の 重量 を 持たせて ゐる のが 好く、 雁の 群 

に を 配した だけ だが、. その 聲 調の ゆらぎに ょづ て、 現實を 再現せ しめる 效果を 有って ゐる。 ただ 

この 歌 は 皇子に 獻 じた 歌 だから 相 當に骨 を 折って ゐ るが、 やはり おとなしい 歌の 部 額に 屬 する もの 

.  二 六 九  I. 


二 七 〇 

であらう。 そして、 『ひさかたの 天の 香具 山 この ゆ ふべ 霞 棚引く 春た つらし も』 (卷 十。 一八 ニコと か、 

- 、： i た.；' みや ふ A 

『ぬ r たまの 夜 はふけ ぬらし 玉く しげ 二 上 山に 月 かたぶきぬ』 (卷 十七。 三 九 五 五) とかい ふ 歌 を 聯想し 

つつ 味 ふべき、 上品の 歌で、 沈痛 切實の 歌と いふ 訣 合の 歌で はない。 何 か 品の 高い 重厚の 點を 鑑賞 

すべ きで ある。 新考 では、 『何の 巧 もなくて しかもい とめで たき 歌な b-。 天衣無縫 とや 評すべ き』 と 

褒めて 居る。 なほ 卷十 a ニニ i) に、 『この 夜ら はさ 夜 ふけぬ らし 應が 音の 聞 ゆる 空 ゆ 月 立ち 渡る』 

とい ふの が ある。 

次に 此歌は 弓 削 皇子に 獻 するとい ふ 題が あるので、 代 匠 記 初に、 『此三 首、 弓 削 皇子に たてまつる 

歌 なれば、 をの をの ふくめる 心 あるべし』 と 云 ひ、 童蒙抄 でも. 『皇子 を 待 員て、 夜の 更行 を惜 みて 

よめる か。 何と ぞ よせる 處 あるべ けれ 共、 其 意 は 知れ 難し』 とい ひ、 古義で は 稍 委しくな つて、 『今 

按に、 今 は 其 時節に 至りたり と覺 えて、 皇子の 御蔭 をた のみに したる 世人の、 多くな り 登れる が 見 

ゆるに、 吾身ばか^^：^は、 なほ しづみ 居て、 いまだな にの さ だ もな きに、 かくて は 空しく 時節 過な む 

を、 いかで 早く 御 恩澤を 下した まへ かし、 と 身の ほど を 下心に 訴 るなら む。 あはれ 今年の 秋 も 去め 

りの 意 あるなる べし』 と 云って ゐ るが、 かう いふ 解釋 はどう か 知らん。 寓意 寓意と いふが、 これ だ 

. けの 實 際の 天然 觀照 をし ズゐ るのに、 自身の 官位の 事な どの 混入が 出來 るの か、 この 歌 は 天然 觀照 


の 歌と して、 卽ち 一 首の 歌と して 獻じ C ゐ るの 一；」、 奥齒に 物の はさまつ たやうな 一 種の 謎 を 桁、 て 

皇子に 訴 へて など ゐ るので は 無い。 この 時分に はこれ ぐら ゐの 風流、 つま ケ 天然 觀 照の^ が 積ま 

わて. Q たこと を 知らねば ならない。 守 部の 說も 大體 さう いふ 傾が あるが、 i^c 意 寓意と 云云す るの は 

少しく 耳 觸 である。  ， 

- てれから、 意蒙抄 で、 『誰ん の 奉れ. るか 難， 知。 奥の 袖 書を證 として 注せば、 此歌共 も i^:: ん 九の^ 

るか』 と： ム つて ゐる。 卽ち人 麿の 作 かも 知れない と 想像して ゐ るので ある。 この 一 首 は 或はん. 磨 

作 かも 知れない。 ただ 三 首 中の、 『妹が あたり 茂き 雁が ね 夕霧に 來 鳴きて 過ぎぬ 羨し きまでに』 『雲 

隱り應 ^く 時 は 秋 山の 黄葉 片 待つ 時 は 過ぎね ど』 の 二つ は此 歌よりも 劣る。 おもしろい 處も あるが" 

辭が くどく、  ^純化が 充分で ない。 人 磨の 同道の もの か 誰かの 作らし くお もべ る。 

此歌、 7^: 今 =1^ 秋 上、 讀人 不知に 人った。 『此歌 T;! 今 集 二 誤- グ入 タリ』 (代 匠 記 精」。 

【卷 九. 一七 0 二〕 
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が あたり 茂き 牺 がね 夕霧に 來 鳴きて 過ぎぬ 羨 わきまでに 

妹當 茂刘音 夕霧 來鳴而 過去 及乏  ，： • 

『獻弓 削 皇子 歌 三 首』 の 第二 首で ある。 

一首の 意 は、 窭の 居る 彼方の 空へ、 澤 山の 雁 どもが、 夕霧 Q かかって ゐる中 を 鳴きながら 來て、 

飛， I で亍 つてし まった。 - きしい ものである。 自分と 審と 離れて ゐ るのに、 雁 ども は 妻の ゐる 方に 行 

つたから かう いふ 言 方 をした ものである。 

.  +ミ/ トノ シゲ千 ハマべ チ シキタ へ/ マ クラ ニナ シテ 

この 歌で、 『g きかり がね』 の 語 は 注意すべく、 『波音 乃 茂 濱邊乎 敷 妙 乃枕爾 爲而』 (卷 二。  ニニ 〇) . 

はや はり 人 麿の 作で あり、 『引 放箭繁 計久』 (同 卷。 一九 九) も 人 麿の 作で ある。 トモ シキ マデ 一一と い 

ふ 結句 も棄 てがたく. 『ひさかたの 天漢 原に ぬえ 鳥 9 うら 歎き ましつ 羨し きまでに』 (卷づ 一九 九 七) 

と 〔いふの：？？ あり、 なほ、 『ぎ 名 張の 猪 養の 山に 伏す 鹿の 蠕 呼ぶ 聲を 聞く がと もし さ』 (きへ。 一 五 1 ハ n。 

『武庫の 浦を& ぎ^む 小舟 粟島 を 背 向に 見つつ ともしき 小舟』 卷 一一つ 三 五八) 等 を參考 とすべき であ 

る。  ，  -  ： 

此 等の 歌 は 弓 削 皇子に 獻っ たもので も、 皇子 を 讚美す る 寓意な ど を 含んで ゐ るので はなく、 景に 


して その 儘咏ん だもの を獻 つた ものの やうで ある。 歌 は 取り.？ ていふ 程の もので ない が. 手法 

も 確かで、 徵調 もまた 礙 縮に^つ てゐ ない。 

〇  , 

【卷九 • 一七 0 三〕 

くも が， *  か リ た  とき  あきやま  も みぢかた ま  とき  す 

雲 隱り膈 it  く 昨 は 秋 山の 黄葉 片 待つ 時 は 過ぎね ど 

00 鳩 鳴 e- 秋 山 黃葉片 待 時者雖 (不〕 過  , 

同 第三 首で ある。 〇 雪隱 傳訓ク モガ クレ。 童 蒙抄ク モガ クグ。 略解 ク モガ クリ。 〇 雖過 舊訓 

\决 。代 K;:.^^ ス グレド (荣蒙 抄. 考. 古義 同訓」。 略解 宣長 訓、 不を 補って スギ ネド。 古寫 本に、 スグト 

モ 神) の訓が ある。 

. 一首の 意。 雲に かくれて 遠く 雁の 鳴く ころに なると、 まだ 季節で はない が、 秋 山の 黄葉す るの が 

待 たれる。，  . 

代 K 記^に 『蹈 鳴時ノ 長月 一一 至テ、 時 ハ過レ ドモ、 猶秋 山/色付 カネバ、 黄葉 ヲ片待 テア グトナ 

、  二 七 一一 一 
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リ n と 解し、 sSiD に 、『黄葉 を かた、 づに まつな り。 片は借 字 正しく は 方な り。 さて 今 則 秋の 時 なれば、 

もみ ぢの， 趣き をい ふなり』 と 云った が、 略解で は、 『宣長 云、 過の 上、 不の 字を脫 せ. り。 スギ ネドと 

W む..、 し。 の聲を 聞けば、 時 は 過ぎね ども、 紅葉 を 待つな りと 言へ り。 過 グレド として は 聞えぬ 

歌な り』 と 云って ゐ るが、 大體 略解の 說で いい。 ただこの 落字說 はどう かとい ふので あるが、 古寫 

本 中に スギ ネド (西. 細. 溫. 矢， 京」 とい ふ訓を 書いた のが あるから、 無根 據と いふかけ ではない。 

.,パ そ はや 

『櫻 f な 寺 は 過ぎね ど 見る 人の 戀の 盛と 今し 散 るら む』 (卷 十。 I 八 五 五)。 『遲速 も 君 をし 待た む 向 

つお の 唯の！^ おの 時 は 過ぐ とも』 (卷 十四。 三 四 九 三 或 本 欲」 の 二 例が あり， いづれ にも 參考 になる が、 ス 

ダレ ドの訓 では 無理が ある やうで ある。  、 

〇  . -.. 

【卷 九. 一七 0 四 〕 

I  V  やま 1?9  ほ. V か は せ、 なみ- う. I わ， 

うちた をり 多武の 山霧し げきか も 細 川の 瀨に 波の 騒げる  、 

抹手折 多武 山霧 茂 鴨 細 川獺. 波驟？ f 智 


'意 


獻，^ ；: 人皇 子 歌 二 旨』 中の 第一 首で ある？  . 

〇梂 手 折 ウ チタ ヲリ と訓 む。 ゥ チタ ヲダ (，^^£訓.、。- ナカ タヲダ r 代； KSJ。 ゥ チタ ヲソ (考) 

等 の^^が あ，..、. 現在の 訓は 考に從 つて ゐる。 多武に 係る 枕詞に 使って ゐる。 『打 手折撓 める』 と 

い ふ 意で 總け てゐ るので ある。 『- タム、 ノ 魍ルト 云詞ナ レ バ 、 此ガ 彼方 肱 折 テ 山路 ヲ 廻ルト 云 意 一一 ソ 

へ タリ』 (代-ゆ 糨)。 『枝 を 折る に は 何に て. もた わめて 折る なれば、 如， 此續 けたり。 これ" の 線け が， 

ら上 v:^ の _p けなり。 た をる、 たと 受けた る 詞の續 きを 甘心すべし』 (童 蒙抄) つ 『この 抹は言 をお こす 

ことば、 手 折 は をれ た わめる をい ふ。 卷 十九に 山の手 乎 里爾、 垂仁紀 に 山 多 和な どい へる 卽 これに 

て、 多武の 山の 多 和 を、 た わむ こころに つづけた るな り』 S 辭考 ：} 等に 據 つて その 大體の 意味が 分か 

る。 なほ、 この 『據』 の訓 について は、 卷 九- 一 六. へ 三) を參 照。 〇 多武 山霧 タム ノヤ マ ギリで、 多 

武5^^は大和國」咼巿^にぁる。 そこに 立つ 霧と いふ ことで ある。 『たむ の 山 は 多武峯 なり。 大和！： ト 

V ムノ  *- ケニ シムル 二 ス 乂クレ ルカ +ひ 田 身 山 名 比  .  ， 

. ^邯に 有。 齊明紀 云。 於 一一 田 身 嶺ー冠 以ー 一周 垣， 云 二 太 一  』 C 代- &記 初)。 〇 茂 鴨 シゲ キカモ とま 

む。 諸訓を あぐれば、 シ ゲ シカモ (類聚 古き。 シゲ キカモ (難 細. I 林)。 ス ゴ キカモ (春 s。 フカ キカモ 

(童 蒙 抄)。 、ンゲ ミカ モ r 略解) 等で、 代 匠 記. 考は舊 訓に從 ひ、 古義. 新 考-新 訓等は 略解に 從 つたが- 

私 は 二た び舊 訓に從 つた。 シゲ- 、、力 モの 方が 疑問と して は順當 とお も ふが、 調子の 上から- ンゲキ 力 

. 二 七 五 
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モ に從 つて 見た ので ある。 童蒙抄 では、 『印本 諸 抄物に はしげ きと 讀 ませ たれ ど、 霧の しげきと 云 事 

有べ き や。 何と ぞ別訓 あるべ し』 と 云って 如上の 訓を あげて ゐ るので ある。 〇 細 川瀬 ホソカ カノ 

セ 一一と 訓む。 細 川 は、 『細 川 ハ多武 峰ノ西 ナリ』 (代 匠 記 精) と ある 如く、 多武 峰から 出る 谿 流が 西に 

向って 細 川と なって、 細 川と いふ 村と 南 淵と いふ 村の 間 を 過ぎて 飛鳥 川に 注いで ゐ るので ある (萬 葉 

地理 考)。 細 川 村の 前の 冬 野 川が 卽ち細 川に <s るので ある (萬 葉 大和 志 考)。 かくの 如く 固有名詞 だが、 普 

通 名詞に して、 細い 川と 取っても 味 はれる 歌で ある。 〇 波 驟祁留 ナミ ノサ ヮゲ y と訓 む。 舊訓ナ 

ミサ ヮギケ て ナミ サソ ギケソ (藍. 類リ。 ナミ サヮ ギケ〃 (續. ： 巧)。 ナミ/ サ ヮゲ产 (西. 溫 • 京の 

一訓)。 ナミ ハサ フゲ, (考) 等で ある。 略解 • 古義. 新考. 新訓 等皆ナ ミノ サヮゲ 〃を 採って. Q る。， 

し f-  - 

一首 は、 多 武峯に 今や 霧が 繁く 立ち わたり、 風 も 起って ゐる のか、， 多武峯 から 流れて く 

る 細 川の 瀨に浪 が 立って 音が 高い とい ふ ほどの 歌で、、 前に 抄 した、 『痛 足 河河浪 たちぬ』 云々 の 歌の 

如く、 雲霧 雨風と 河浪 との 關係を 歌った ものである。  、 

當時 にあって は、 かう いふ 種類の. 觀照 乃至 表現に は餘程 鋭敏で も あり 興味 もあった と 見 

えて、 殆ど 頒型 的と なる までに 頷 似の 歌が あるので ある。 そして 其 等の 歌 は、 額 似して ゐても 皆 相 

當 にいい 歌で ある。 この 歌な ども 何處か 調子 に 緊張した ところがあって、 默 つて 萬 葉 を 讀んで 行. れ 


ば、 足 をと どめて 一顧すべき 歌に 屬 して ゐる。 

これ も亦舍 人皇 子に 獻 じた 歌な ので、 諸注釋 書が 宵 後に 寓意 を考 へて ゐる。 『此耿 上句 ハ 侫人ナ 

ドノ、 お 一一 在テ君 ノ明ヲ クラ マ シテ恩 光 ヲ隔〃 一一 險へ、 下句 ハ ソ レ 一一 依テ 細民/所 ヲ得ザ ダヲ； ^フ 

^锨』 (代 精) とい ひ、 古義 も 寓意 說を 踏襲して、 『多武 山霧の 潤の した.. -,. ^あつまる 如くに、 皇子 

の 卸 恩澤の 普くし げき 故に、 細微 身の上にまで 及びて、 ほど/ \ になり 出 さわげる ならむ、 吾 ひ 

とりのこさるべき 由なければ、 いかで 御 心した まへ かしと なるべし』 と 言って ゐる。 前言の ごとく 

.>5： 总は赏 際 は あるの かも 知れぬ が、 現在の 我等の 鑑賞 は それ を强 調し ない。 

^では、 山霧 をば 霧雨なら むと いひ、 『高山に は 霧雨い といと 強く 里の 大雨の 如しと。 さらば ハ.^ 

川な どの 細き は激 つべ し』 とい ひ、 固有名詞の 細 川の 因って 來る、 細い 川と いふ： と を-暗 指して ゐ 

る。 また 略解 も、 『霧 深く 雨 降 をい ふなるべし』 として、 寓意 を 云々 して ゐな いのは 穩當 だとお も 

ふ。 

〇 

【« 九 • 一七 0 五〕 
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ふゆ  はも  こ  V  き  み  ときかた ま  われ 

冬 ごもり 春べ を戀 ひて 植 ゑし 木の 實 になる 時を片 待つ 吾ぞ 

冬 木 成 ■ 春 部戀而 殖木 實成時 片待 吾等 叙  > 

『獻舍 人皇 子 歌 二 首』 の 第二 首で ある。 舍人 皇子の 傳は 先に 卷九 2 六 八 三) の 歌の 條に のべた。 

一首の 意 は、 〔冬 木 成〕 泰の來 るの を 待って、 その 花 を ながめようと 思って 栴 ゑた 木が、 今度 は 花 

が實 になる の を 待って t5 ります る。 とい ふので、 この 歌に は 寓意が あるら しく、 1 身上の 出世 か 何 

かのこと らしい。  . 

結句の、 『吾 ぞ』 とい ふやうな 言 方 は、 獻 歌の 場合で もい ふので あらう か、 よぐ 分からない。 『春 

べを戀 ひて』 とい ふ 言 方 も 特殊で あるが、 萬 菜に は、 人 麿の 『夷の 長 道ゅ戀 ひくれば』 (卷 三。 二 五 5 

を はじめ、 『吾妹 子が 星 前の， 秋 萩 花よ 6 は實 になり てこ そ戀 ひま さり けれ』 (卷 七。 一三 六 五)。 『見 まく 

欲り 戀 ひっつ 待ちし 秋 萩 は 花の み唉 きて 成らす かも あらむ』 (同。 ニー 一六 5。 『皆 人の 戀 ふるみ 吉野今 

ぅパ，  .  けなら 

、 日 見れば 諾も戀 ひけり 山川 淸み』 (同。 二三 一； >。 『あし ひきの 山 櫻 花日竝 ベて 斯く  きたら はいと 戀 

ひめ や も』 (卷 八。 一四 二 五) などの 似た 例の ない こと はない。  、 

カタ マツと いふ 用法 も、 dz: 寄り 待つ から、 ひたすら、 偏に 待つ とい ふ 意に なった もので、 『吾が 舟 


は 沖 ゆな 離り 迎へ 舟片 待ちが てり 浦 ゆ 榜ぎ會 はむ』 (卷 七。 一 二 3r 『倉 橋の. H を 高み か 夜隱に 出で 

力 */  、あまの か ♦* ら 

來る = -の片 待ち 難き』 (卷 九。 一七 六三ゝ 『妹に 逢 ふ時片 待つ とひさ かたの 天漢 原に：^ ぞ經 にけ る』 (卷 

十。 二 0 九 lioo 『うぐ ひす は 今 は 鳴かむ と片 待てば 霞た なびき 月は經 につつ』 c: 卷 十七。 四 〇 三 0)0 『梅の 

花^き 散る Hi にわれ 行かむ 君， が 使を片 待ちが てら』 (卷 十八。 四 〇 四；) 等の 例 を 以て、 その 語感 を も 

る ベ きで あるが、 現代に あって は 旨く 用 ゐられ るか 奈何 は旣に 疑問で ある。. 

代-ぬ 記 初 稿 木に、 『これ はさきに も此舍 人皇 子に 獻 ける 哥に、 わが かざす ベ き 花 さける かもと いひ、 

みゎ山は いまだ っぼめり！？；^まちがて にとょめり、 それと おなじ 心の 人の 奉け るなる べし』。 精 撰 本 

に、 『皇， ノ御 年モ壯 一一 成 給 パ ..、 、繁キ 木 ノ如ク ナダ 御蔭， 一一 隱レ ムト 待參ラ ス 吾ナレ バ、 メ グ ミ 一一 モ 

ラシ 給フナ トノ意 ヲ喻フ ルナ ルべシ J と 云って ゐる。 

この 歌 は 六帖に 入り、 作者 不明、 第一 句 『冬 なれば』、 第 四 句 『實 になる までに』 fj なって ゐる。 

\ 〇 

【卷 九- 一七 0 六】 
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き 五 
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二八 〇 

よ ざ 9 た  ころもで  たか や  え  たなび 

ぬば. たまの 夜霧 は 立ちぬ 衣手 を 高 尾 の 上に 棚引く， までに 

黑玉 夜霧 立 衣手 高屋於 霏霍 麻夭爾 

『舍 人皇 子 御 歌 一 首.』 と 題して ゐる。 卽ち人 麿 歌集に あって 作者の 明記され てゐる 一 つ 

とね ケ のみ こ 

の 作例で ある。 舍人 皇子に 就いては 旣に (一六 八 三) の 評釋に 於ての ベ た。 

〇 夜霧 立 ョ ギリ ハタ チヌ と訓 む。 舊訓 ョ キリ ハタ チヌ。 ョ ダキリ タチヌ (類 • 藍. 壬)。 

ョグ キリー 一 タチヌ (神)。 ョ キリ" タチヌ (西. 細 •  a  • 矢. 京. 代 匠 記 • 童蒙抄 • 新 訓)。 ヨギ リゾ タテ〃 (略 

解 • 古義. 新 考)。 卽ち 今の 訓は舊 訓に從 つたので ある。 0 衣手 コ モデ ヲと訓 む。 舊訓コ モデノ 

とあった の を、 考でコ モデ ヲと訓 み、 爾來 それに 從ふ ものが 多い。 この 『衣手 を』 は、 『た』 に 係 

る 枕詞と して 使って ゐる。 『袖 をた ぐると 續 けしなる べし。 具 利の 約妓 なれば、 約め てた ぎと 云り。 

さて ここ は 其 幾 を 加に 通じて、 . 多 加と 績 けたる は、 例の 冠辭 のい ひかけ 也と 見 ゆ。 偖是を ころも 

でのと 訓て は、 次の 語の ことわりなければ、 ころもで をと 訓 みつ』 (冠 辭考 )。 『衣手 ヲ タクと かかれ 

るな り。 タク はか かぐる 事な り』 (新 考) 等の 說が ある。 衣手 ヲ、 クク (力 カグ) と繽け 得れば 解 は 明 

快で ある。 さすれば 加 行 四 段 活用の 將然 形と なる だら う。 〇 高屋於 タカ ヤノ クへ 一一と 訓む。 於 を 


大 


.ゥ へと 訓んだ 例 は、 卷ニ  2 六大し に、 ィ％ 之ゥも マ 乎。 卷三 Q  一. g に、 鴨- M 爾 玉藻 乃め ほ 

t 甄リ？ ち 名 一一。 その他 用例が 多い。 古 來髙屋 を 地名と し、 或は 大和 十 市 郡 SMi3 とし、 或は 河內 

古市^  (考) とし、 或は 大和 城 上 郡 (略解. 古義) として ゐ るが、 い：：： 田 氏の 地名 辭書 は大， W 碳城邯 樱.^ 

衬 大字 谷 だら うと 云った のに 對し、 漳瀉氏 は 大和 磯城 郡 阿部 村 高 家 だら うとい ふ說を 出して ゐる。 

rs.lj よ 也 であるが、 井上 氏の 新考 では、 『地名に は あらで 高殿の 事なら む。 さて 一 首の 趣 は 殿の 

内 こてよ み 給 ひしに は あらで、 外より 殿 を 仰ぎて よみ 給 ひしなる べし』 とい ふ說を 出して ゐる 私 

も 高 尾と いふ 處の ある 事 を 知らなかった 時には 高殿と して 解して ゐ たので あつ， が、 參.^ 書 を 見る 

と、 地名と して あるので、 さすれば さう いふ 高臺の 地 を 聯想して いいと 思 ふやう になった。 〇 霏 

麻天瀰 タ ナビ ク マデ 一一と 訓む。 li は 神 田 本に は 霧に なって ほる。 霧と 露が 夜に なつ そ 棚引いた あ 

B;!^ である。 『今^、 もやと いふ もの をよ み 給へ るなる. べし』 (略解) といって ゐる。 

この 御 歌 は 外に ゐて咏 まれた もので も 内に ゐて咏 まれた もので もい いが、. 光景が 廣 いと 

"ャ する，：：' ら、 i  二 ゐて永 まれた と 解：， 3 ていい。 高い 土地に 位置 を 占めて ゐる 向う. の 高屋の 地に、 夜 

が更 くるに 從 つて 霧. 藤が ケ- つて、 あの 高 尾の あたりに 棚引いた。 とい ふので ある。 

1» 御 歌で 見る と、 靄が 懸かって 來て、 いつの 間に か 棚引いた ので あるが、 そわ を 棚引く ま 
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でに 夜霧 は 立ちぬ と 云った ので ある * この 御 歌の 場合 は、 第三 句 はや はり ョ ギリ ゾタテ ダ では 强過 

ぎて 具合が い。 素直に ョ ギリ" タチヌ とい ふところで、 これ は 佳い, 訓 である。 夜 ふけて、 高 尾の 

土地 一 帶.. に 靄の 棚引いて 居る 光景 を 聯想した 方が、 高殿の 上に 棚引く と 限 局せ しめる よりも、 敬 柄 

がよくなる やうで ある。 そして この 一 首 も 萬 葉 集 を讀み つつ 來れば やはり 一 瞥 して 過ぎねば ならぬ 

いいと ころ の ある 御 歌で あ る 。 素直で 伸び伸び として 品の 高 いところ が あ る 。 

この 御 歌 は 右の 如く、 敍景の 歌と して 味 ふべき だが、 古來 寓意 說 もあった。 『此 御歌モ 亦、 讒侫 

ノ臣ァ ソテ、 君 ノ明智 ヲ掩フ 事 ヲ惡ミ テョ マセ タマへ グ歟ト オボ シク ャ』 (代 匠 記 精) とい ふたぐ ひで 

ある。 また 寓意で なくと も， 『いかで この いぶせき 霧の， 夜の 間に 淸く 暗ゆき て あけむ 朝 は 明らけ 

き 空に なれ かしとの 御 心なるべし』 (古義) とまで 詮議す るので あるが、 當 時の 人 は、 さ 霧 はさ 霧と 

して その 儘 受納れ られ たのではなかった だら うか。 . つまり さ 霧 を も 賞し 給うた のではなかった だら 

うか。 さう 思へ るので ある。 

この 御 歌 は 六帖に 入， り、 作者 不明、 第二 三 句 『よるよ る絕 えぬ ころもでの』 となって ゐる。 


〔卷 九. I 七 0 七〕 

山城の 久 の！：？ 坂：^ 代より 春 は 張り つつ 秋 は 散りけ り 

山 代 久世 乃豫坂 自 神代 春 者 張 乍 秋 者散來 

『麓 坂 作歌 一首』 とい ふ 題が ある。 

一首の 意 は、 山城の 久 世の 鷺坂山 は、 神の 御代から、 春に なれば 木の芽が 萌ぇ張 6、 秋に なれば 

それが 黄葉して 散った、 とい ふので ある。 

ル1 にもあった やうに、 は 往還に 當 るし、 祌社も あり、 人の E につく ので、 かう いふ 讚美 的な 

耿も殘 つて ゐ るので ある。 代 匠 記に、 『神代-ヨリ ト云 ハ、 山 ヲホム ル意 ァリ』 と 云って 居る。 

木の芽の 萌 える こと を" レズと いふの は、 『うら もな ぐ 我が 行ぐ 道に i 円 の i^"0 て 立てれば もの^ 

ひ， つも』 (卷 十四。 三 四 sniD とい ふ 例で も 分かる が、 後世に なると 多くな つた。 『霞た ち 木の芽 も か 

るの 雪 ふれば 花な き 里 も 花 一て 散.^ ける』 (古今。 貫之ヾ 『このめはか^#の山阳を打返し思ひゃみにし人 

ぞこ ひしき』 (後き。 『おしなべて 木の も はろ の淺綠 松に ぞ r 此の 色 はこ もれる』  < 新 古今) 等の 例 

が ある。 

二八 一 一一 


『春 は 張り クっ秋 は 散りけ り』 とい ふやうな 分かり易い 素朴な の は、 萬 葉に も 割合に 徴ぃ。 この 

歌が 新 勅撰 築卷 十九に、 『山城のくせの鷺坂神代ょり春は.^ぇっ っ秋はちりけ.り』(：题不知、 讀人 不知) と 

して 载 せられた の は、 分か. OH 勿い からであった だら う。 また、 かう いふ ケリに 似た 例 は、 『咬く 花 は 

うつろ ふ 時 あ ，o あし ひきの 山菅の 根し 長く はありけ り』 (卷 二十。 四 四 八 四)。 『不盡 の嶺に 零り 置け る 雪 

は 六月の 十五 日に 消 ぬれば その 夜 降， りけ り』 (卷 一一 一。 三 二  0)0 『あ をに よし 奈 良の 大路 は 行きよ けど こ 

の 山道 は 行き 惡 しか-りけ，.^，  r 「卷 十五。 三 七  一一 6。 『待ちが てに 吾が する 月 は 妹が 著る 三 笠の 山に 隱.： >  て 

ありけ り D 「卷 六。 九 八 七) などで ある。 

〇  -. 

【卷 九- 一七 0 八】 

春 草 を 馬 咋山ゅ 越え 来なる 腸の 使 は 宿 過ぐな り 

春 草 馬 昨山自 越 來奈流 膘 使者 宿 過奈利 

『，！！： 水河邊 作歌 一首』 とい ふ 題が ある.。 


大 
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〇 春 草 、ノ ダ クサ ヲと訓 む。 枕^で、 『馬咋 山』 にか かって ゐる。 冠辭考 に、 『こ は咋山 

ナ-マ  フル コロ モキ 

て ふ 山 を、 ^くひと いひ かけし なるべし。 榷山 を舊衣 著なら の 山、 振 山 を 袖 ふる 山な どい ひ 下せし 

額 ひなり。 |ー咋 山 は、 神 名 式に、 .H 城 國綏喜 郡に 咋岡 神社と 有に 同じ 處歟』 と ある 如く、 現在 級 喜 

卜 内 村 飯！： で、 木： £ 川の 西の方に ある 丘陵で ある。 『奈 良鐡 道の 玉 水 驛と奈 良 電車の 三 山 木驛と 

の屮 問、 木^川の 西方に 見える 丘、 その 麓に この 咋岡 神社が 祀ら れてゐ る』 (鴻巢 、全釋 ：^。 〇 馬 昨 山 

自 クマ クヒャ マユ と訓 む。 舊訓ゥ マ クヒャ マヲ。 代 匠 記 初 書入ク マ ハ ミ ャ マユ。 代 匠 記精ク マ ク 

じャマ ュ。 『自" ュト讀 べシ。 從ノ字 ヲヲト nli メグ 例、 ノア レ ド、 此字 ハイ マ ダ例ヲ 見ズ』 (代 匠 記 精)。 

章-蒙 抄 マクじャマョリ。5f!^rマクヒzャマュ。 古義 ゥ マクヒ ャマョ (新訓 訓)。 〇 臈 使者 カリ ノッカ 

ヒ ハ と^む。 『"船 ノ使 は、 蘇武が 故事より 言 ひ 馴れて、 唯 だ應を 言へ り』 (略解 ヾ 〇 宿 過奈利 ャド 

リス グナリ と^む。 藿 訓ャド スギ ヌナリ (代 匠 記 • 考 同訓)。 童蒙抄 ャ ドリス グナリ (略解 • 古義 • 新訓 同訓 P 

新 考ャド ヲ スグ ナリ。 

はるく さをラ i  くひ やよ  たびの やどり  . 

〔港 草 馬〕 咋 山の 方から 飛越え てく る應 は、 私の 旅 宿 のうへ を 行き過ぎる。 家鄉 から 

の 昔 信 を も 俥へ すに 空しく 飛び去 つてし まふと いふ 意が ある。 

Bwa  . この 歌 は、 『應の 使』 を用ゐ たの は、 當時 にあって は 稍 新 趣味で あつたの かも 知れぬ. が、 
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取りた てて いふ 程の 歌で はない。 ただ 枕詞 を 使った L て、. 單 純に 素朴に 歌って ゐて、 弛まない と 

ころ を學 ぶべ きで ある。 

『あし ひきの 山 飛び越 ゆる 雁が ね は 都に 行かば 妹に 逢 ひて 來ね』 (卷 十五。 三 六 八ち とい ふ 歌が あり、 

『天 飛ぶ や 雁 を 使に 得て しかも 奈 良の 都に 一 i 一一 n1 口げ I せらむ』 (卷卞^-。 三六セ 5 とい ふ 歌が ある。 この 第 

二の 歌 は、 拾 遣 集に は、 『もろこし にて、 柿 本人 麿。 あまとぶ や 雁の 使に いつしか も奈 良の 都に 言傳 

て やらむ』 と，， ふ 歌に なって 居る。 、 

ャ ドリ は 旅 宿の ことで、 や は. 0 人 麿 作に、 『草枕 旅の 宿 に 誰が 夫か國 おれた る 家 待た なくに』 (卷三 

四 二 六) とい ふの があった。 そのほか、 『見れ ど 飽かぬ ま-り ふの 浦に 也杼 里せ まし を』 (卷 十五。 三 六 三 s_ 

1 東路 の手兒 のよ i« 越え かねて 山に か I？ む- ¥4:リ里^^ 尔 .kki 十.！。 三 四 四 5。 『みかの 原 客 之屋取 

；^. こま ほこの 道の ゆき あ ひに』 (卷 四。 五 四 六) 等の 例 を 参考せ よ。 

此 歌よ、 六 帖こ人 まろと して 載り、 第二 三 句 『馬く ひ 山 を 越えて くる』 となって ゐる。 一 if 咋山は 

八 雲御抄 に、 マ クヒ ノヤ マ と ある。 

〇- .  . 
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【卷 九. 一七 0 九 一  1. 

難ん 平  1 ふぎ 淵 山の 厳に は 落れ る 斑 雪 か 消え 殘り た る 

御< 平 1： 南 淵 山 之 巖者 落 波 太 列 可 削 遺 有 

  r 獻 一.： r 削， M 子 一 歌 一首』 とい ふ 題が あり、 『右 柿 本人 麻呂之 歌集 所 出』 とい ふ 左 注が ある。 

この 左 注 を、 、獻 忍. 壁 皇子 歌 一 首』 2 力 入 5 以下の 二十 八 首 を 指す ものと して、 評釋 して 來 たので あ 

る。 -り 皇 f に ，4^、 二し は旣に (一七 0 一) の 歌に 於て 述べ た 如くであって、 文武 天皇の 三年 七 に^せ 

ら れてゐ るから、 この 歌 は それ：^ 前の 作 だと 考 へられる。 どうい ふ 場合に 獻じ たもの か、 その 想像 

等 は 鑑赏の 部に 見えて ゐる。  、 

 _ 〇 御 貪 向 ミケム カフと 訓む。 この 歌の 場合 は ミナに 係った 枕詞で あるが、 衆 中の 例で 

つ、  みけ む 力 あは ぢ  ただ * 

よ、 J ぎ ふが 麻のお を 常せ"と- 冗め 給 ひて』 (卷 一一。 一九 さ。 『御 貪 向 ふ 淡路の 島に 直 向 ふ』 卷ン プ 

SHOO 『御 食， 1： ふ US 宮は 見れ ど 飽かぬ かも』 (卷 力。 一 〇 六 5。 それに この 歌の、 『御 食，：^ ふ 南 淵 

MO= 等で あるが、 その 解釋に 就いては 冠辭 おに 委しい。 今 それ を 略記 すれば 次の 如くになる。 第 

ところ  し 上く 

一の 說は、 ぎ， 食の 机に 向 ふが 如く 底ち に 前に 向か はるる 地 を 云 ふ。. 代 匠 記の 說は卽 ちそれ で 食に 
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向 ふ 如く 眞 近に 打 向 ひて 見渡す ところで、 特定の 枕詞で は 無い とい ふ 意見で ある。 第二の 說は、 御 

食に 供ゲ 物の 名に 一般に 冠ら せた 詞で、 前の 歌の 例で は、 木 逾は酒 之 避、 淡 路の淡 は 粟、 味 原は惣 

う/、 しもの  あ ぢがも ぁぢ -i 'を  にへ  みな 力 O  ま な 

じて 美味の 名で 味 鴨、 味 魚な どの 贄の 意. 南 淵 は 赔貝か 或は 眞魚 かで ある。 そして 眞淵は 『吾 友た 

ち 多く は此 かたに よりぬ』 と 注して 居る。 そして 此 第二の 說 は春滿 系統の 學說 である。 ^ち、 『み 

をし もの  . をし もの  s: 

な 食物の 冠 辭と見 ゆる 也. 「一 『みな 食物 なれば 廣 くわたり て 四 首の 歌に つか ゆる 所な き 也』 『みな は 御 

と受 たる 義 なるべし。 諸 抄の說 は眞向 ふこと に 注せり。 食物の 膳に 向 ふ 如く、 相 對し向 ふ 義に釋 

せり。 當 流に は 不二 信用 一也』 (童 蒙抄) とい ふの を 見れば 分かる。 つまり 御 食 向と いふ 枕詞 は 食物に 冠 

する もの だとい ふの が 有力で ある。 古義 も その 說を 納れて 居る が、 南 淵の 場合 はミの 一音に 係. り、 

ミは 肉の 意 だとして ゐる。 併し 此處 はや はり 御 魚 か 或は 蜷 貝と 解 釋 していい とお も ふ。 南 淵 は蜷の 

多い ところで、 ミナブ チ の 名 も それに 本づ くと いふ 說も あるぐ らゐ である。 この ミケム カフと いふ 

語 は 音調が いいので、 言語の 音感に 鋭敏な 者に 用 ゐられ たものと 考へ ていい。 そして 當時 にあって 

も、 意味の 方 は 背後に 後退して ゐて 音感が 主だった と 解して 差 支ない。 卽ち御 食 向 ふ淡路 といへば 

淡路が 先き に 意識に 再現され て來 る。 御 食 向 ふ 味原宮 といへ ば その 宮殿が 先づ 意識に 再現され て來 

る。 同様に 御 食 向 ふ 南 淵 山と いへば 南 淵 山が 視覺 的に 再現され て來 て、 御 魚 或は 蜷貝 などの 味覺な 


どは^〃 の〃 にかす かに 殘留 して^る に 過ぎす、 歌 を 味 ふうちに その 氣轉の 利いた 點を 納^す るん、 

らゐな ものである。 〇 南 淵 山 之 ミナブ チヤ マノで、 南 淵 山 は 大和萵 巿 郡で、 今の 髙市衬 字 冬 野 か 

ら字^ 淵に かけた. E で 飛鳥 川 は その 南 淵 山から 出て ゐ ろので ある。 皇極天 皇紀に， 『天皇 幸 南 淵 河 上 

跪拜 ム. r 天武 天皇 紀に、 『勒禁 南 淵 山 細 川 出並莫 II； 薪』 と ある 山で ある 〇 落 波 太 列 可，. 削 遣 有 

A お 本 及宽永 本の 訓は、 チル ナミ タレ 力. ケヅ リノ コ セ ル籠 SMf;^ と訓ん だ。 代 匠 記. - それに 從っ 

たが、 .ic に. つて 『削』 は 『消』 の誤寫 だとな し、 フレ^" ダレ 力. キエ ノコ リタ， ル 辦" き と 

訓ん だ。 つと も^に は、 『こ は 橘の 千 薩が考 也』 とこと わって あ..^、 宣 長に 答へ た、 萬 葉 架 卷九疑 

條に も、 『吾 門に 橘 千 降と いふ 人の 末 を、 ふれる はだれ か、 消の こりた ると、 訓 みし ぞ よく 力なへ 

.9』 と あるから、 そこで 略解 も 無論 さう 訓み、 古義， 新 考 • 鑑賞 及び 其 批評 等 皆 それに 從 つたが、 

武 丄 及新訓 は、 チリ シハ ダレ 力と 訓ん だ。 私も眞 淵の 訓に從 ふ もので、 チ リグで は 歌が 小さく 

なる し、 また、. 『落』 をフ だと 訓 t る 例 は 萬 葉に も 幾つか あるから である。 例へば、 『庭 も 斑ら にみ 

' V  クレ  フリキ 

雪 i 外 有』 S 十。 三 一二 八；。 『天 霧し 落來 雪の 消ぬ. ベく 思 ほ ゆ』 (卷 十。 三 5 一)。 『とのぐ もり 雨 は落來 

奴』 r?-l 一一。 三 二 六 5。 『時 じく ぞ雪者 落 家留』 (卷 三。 三 一七)。 『時な く ぞ雪者 落 家留』 (卷 一。 二き。 

『^雪 者.：；^^ 爾勿 落』 (き 一。 二 〇 一 5 等の 用例が あるの だから、 どちらで もい い 場合に は、 フレ〃 、ノ 

二八 九 


二 九 〇 

ダ レ 力と 訓む 方が よ/、、 眞淵 は、 『今 本 消 を 削に 誤て 末の 句 を、 ちるな みたれ かけ づ.. ^のこせる と訓 

し はわら ふべ し。 よて 字 を改、 訓を改 む』 と 云って ゐる， Q は その 語調に よって 稍 得意であった こと 

がわ かる。 なほ 萬 葉 集 訓義 辨證に は、 『此 歌舊訓 はいたく 誤れ ，り>  略解に かくよ める に從 ふべ し、 但 

し 注に 创は 消の 字の 誤なる 事し るし 云々、 南 淵 山の 花 を 見て よめる なるべし といへ る はわろ し、 こ 

は 殘雪を 見て よめるな， り、 似し はだれ は いささか. 降た る 雪. をい へる ことにて、 歌の 意 は 降れる はだ 

れか、 叉 は 消の こ， りたる 雪 かと、 疑 ひたるな り、 さて 削 字 は いづれ の 本 も 同じくて， 消と かける 本 

は ある ことなし、 故按 ふに.' 古へ 削 消 通じ 用ゐ しならん、 其 は 易の 剝 注に、 剝猶， 削 也と ある、 釋 

文に、 削が 略 反 或 作， 消、 此從 一一 严 W 本 一. 也、 下 皆然、 とみえ、 釋名釋 言語に、 消 削 也、 言 減 削 也， とも 

あれば なり』 と ある。  \ 

一 首の 意 は、 南 淵. 5 の 巖を今 見る と 白くな つて 雪が 殘 つて ゐる。 多分 近く 降った 泰の斑 

雪が 消え 殘 つて ゐ るので あらう か。 靜嚴の 景色で はない かとい ふ 意 を 籠め て 居り、 南 淵 山に 御 食 向 

ふとい ふ 枕詞 を 使 ひたかった 氣持も 無論 ある わけで ある。 かう いふ 靜 かな 風 eic- の 歌 を * 風 i の 歌と 

して 骨折って 咏んで 皇子に 獻 じて 居る ので あらう。 

この 歌 は、 しっと. りと 落 著いて 重厚で 單純 であるから、 淸嚴 とも 謂 ふべき 一首の 姿で、 


また 象徴的と も 謂 ふべき 一 つの 態 を 持って ゐる 歌で ある * そして 第一 聲 調の ひびきが いい。 -鍰に は 

の 『に は』 と-ぶって、 降れる 斑 雪 かの 『か』 と 息 を 休めて、 結句、 『のこりた る』 で 止めた 具合の そ 

の 諧調 昔 を^ ふべき である。 これ 凡手の 決して 能 ふところで はない。 それから 白き 殘雪を 見て、 

"降れる 斑 雪 か 消え 殘 りたる』 と 素朴に 云 つたこ の 高. 單 純な 感慨に 至って は 愈 凡 の 企て 及ぶ と 

ころで はない から、 これ は 人 磨 自身の 作と 想像して いい もので あらう。 なほ、 萬 葉に は殘 雪の 歌が 

かど  いづみ. か は IJ こなめ 

幾つか あり、 前に 引いた、 『妹が門入り^^河の常、滑にみ雪のこれりぃまだ冬かも』 (卷 九。 一六 九 五) も 

さう だし、 『あし ひきの 山に 白き は 我が 屋戶に 昨日の 暮 ふりし 雪 かも』 (卷 ト。 ニー 一三 四) など も殘 雪で 

はない が、 似： 血って ゐ るし、 そのほか 譬喩の 歌な ども 交って ゐ るが、 『瞿麥は秋^^くものを！^；^が家の 

fit のぎに^ けりけ るか も』 (卷 十九。 四 二三 ーヾ 『高山の 巖に生 ふる 营の 根の ね もころ ごろに 降り く 

白雪. (卷 二十。 四 四 五 a」 などに も氣 持の. 通った ところが あり、 この 歌を殘 雪に 觀 入して 歌った ものと 

解釋 しても 毫も 不思議で 無い も の で ある。 

妹 n.? にこの 歌 を^ 來變な 其 合に 解して ゐた。 例へ ば 代返 記 初 稿本で は， 『南 淵 山 は、 すでに 飛驟の 

ェ がけ づ" なせる ごとくな るに、 いづく に 足らぬ 所 あ，. M し、 巖に ちり かかる 波の、 姉と 見 ゆるなら 

んとの心にゃ。 山海經0:。 太華之山削^^而四方其高五千伋。 左 太 沖 魏都賦 ：！：、 擬ニ華 山 之 ^成べ こ 
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れを ふみて、 けづ ると はいへ るなる べし。 そのうへ、 皇子の 御名の 弓 削 は、 弓 をけ づる なれば そ 

れ 二よ て、 ことばの^：れのゎきながる ゝ ごとくなるを、 ちるな みに たと へて、 ほめ 奉る にこ そ』 と 

云って ゐる。 ュ、 れ から、 略解で は、 『さて、 はだれ かと 云へ る を 思へば、 南 淵 山の 花 を 見て よめるな 

るべ し』 と 云って ゐる。 眞 淵の 改訓は 千 蔭の 創見と して 眞 淵が 喜んで 明記し、 眞 淵は殘 雪の 歌と し 

て 解して ゐ るら しいのに、 千 蔭 自身 は 南 淵 山の 落花の 歌と して ゐ るの は を かしい。 そして 井上 氏の 

新考が やはり 略解の 說を 踏襲して ゐ るので ある。 なほ 古義で は、 『歌 意 は、 南 淵 山の 石秀に は、 去 

冬 ふれる 雪の はだれ の、 春まで 消 遺り たるなら むかと なり。 これ は浪の 白く 散 を、 雪と 見なして よ 

める 表の 意な り。 さて これ も、 弓 削 皇子に 獻れる 歌 なれば、 下心 あるべし。 普き 寿 日の 光に もれし 

地 もな しと 見 ゆるに、 なほ 南 淵 山の 3^ にの みは、 去 冬の 雪の その ま、 遺れ りと 見 ゆる は、 いかなる 

ゆ ゑなら むと、 皇子の 御 恩 光に もれし を、 訴る やうに よみて 獻れ るに や。 さて この 作者、 南 淵 氏の 

人な どに て あ.^ しに や』 云々 と 云って ゐる。 折角 殘 雪の 歌と して 解した かと 思 ふと、 白浪 を 雪と 見 

なして 咏ん だと 云った， 9、 下心 あるべし と 云った， 0 する の は、 どうい ふつ も， 0 か 知らん" それから 

この 一. 首の 何處に 落花の ことな どが あるの か、 覺 束ない 次第で ある。 なるほど 萬 葉に は、 『吾が 園 

の_^の花か庭に落るはだれのぃまだ殘りたるかも』 (卷 十九。 四 一四 0) とい ふ 歌が あるが、 この 歌に は 


李花の 散って ぬる.. J いふ こと を 明かに 云って ゐ るので、 同一 の 筆法で 解釋 する こと は出來 ない ので 

ある U  - 

.11? 木赤彥 が、 この 歌 を 評して、 『作者が 明日 香より 遠く 南 淵 山 を 望み 見て， そこに 消え 殘れる 淡 雷 

の 光 を 寂しみつつ 詠んだ のであって、 特に、 巖を捉 へたる 所、 寫 生の 機微に 入れる 心地が し、 古き 

南 畫の秀 品に 接する 如き 烕が ある』 (鑑赏 及び 其 批評) と 褒めて ゐ るが、 大正 十四 年の 比 叙山ァ ララ ギ安 

居會で 赤彥が この 歌 を 歐 じ、 長らく 萬 葉から 遠ざかって ゐた 私の 如き も、 ために 醒覺 した 如き 思が 

したので ある。 越えて 昭和 五 年 八月 高野山 ァ ララ ギ 安居 會の歸 途に中 村憲吉 • 森 山 汀 川の 二君と 大 

和に 來、 飛鳥に 1 泊し 翌 H この 南 淵 山 を 見に 行った。 さう して 見れば、 この 歌 は 赤 彥の考 へて ゐる 

のよ 6 ももつ と 近くに 見て 咏ん だものの 如くであった。 いづれ にしても 此歌を 注意す る やうに なつ 

たの は 赤彥の 賜物で ある。  -. 

、  鼻 

、 .〇 
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うよな  む  こ  きい まみ  よしね  か は  かへ  み 

馬！ H めて うち 群れ 越え 來今 見つ る芳 野の 川 を いつ 反り 見む 

馬屯而 打 集越來 今 見 鶴 芳野之 川 乎 何時 將顧 

『元 仁 歌 三 首』 とい ふ 題が ある。 作者 は 僧侶の 如き 名で あるが、 不明で ある。 『こ は 名なる にや。 

さらば 法師 か』 (考 )。 『作者 考へ 難し。 元 仁 は 名と 聞 ゆる 也』 (童 蒙 抄)。 卽ち、 人 麿で な：， 他人の 名 

の 明記され て 居る 例が 此處 にも あるので ある。 そして 芳野 川の ことが 歌って あり、 その 數首 前に も」 

芳野 離宮 行幸 時の 歌な どが あ， 9、 何 か 人 麿と 關 係の ある 人物の やうに もお もへ るが、 全く 想像 以外 

證據が 無い。 後に、 (一七 二 五〕 の 『麻呂 歌 一首』 の 左 注に、 『右 柿 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 出』 と あり、 こ 

の 『元 仁 歌 三 首』 以下の 六 首 を 指した ものと されて ゐる。 

一首の 意 は、 馬 を 並べて、 多勢 打 群れ、 € を 越えて 來て、 ぃま見且っ遊んだこの芳！：^川の佳景を" 

何時 二た び來て 見る ことで あらう か。  グ  , 

〇 馬屯而 舊訓ゥ マ ナ ベ テ 。 童蒙抄 コ マナべ テ。. 考 クマナ メ テ (略解 以下 同訓. >。 〇 今 見 鶴 流布本 

は 『今日 見 鶴』 になって ゐるが - 古 寫本中 G: 鳩： 巧 神.) に は H が 無い のに 據 つて 改めた。. 

クマナ メテ は、 .『 馬な めて 御獵 たたし し 時 は來向 ふ』 (卷ー C 四な とい ふ 八， 麿の 歌 も. あり、 この 歌ば 


左程 の もの で はない が、 無理 が な，、 確實な 點を認 めねば ならぬ。 そして この 元 仁と いふ ものの 歌 一 

聯が人 磨 歌集の 巾に 入り込んで ゐる ところ を 見る と、 此 等の 歌 も 亦 人 麿の 手が 幾分 入つ そ 居る ので 

はない かと も 想像し 得る ので ある。 

あきつべ  たれよ ぶこ ど ゥ  - V. 

さう いふ 點で、 『瀧の 上の 三 船の 山 ゆ 秋津邊 に來嗚 きわたる は 誰 喚 子 鳥』 i 九。 一七 一三、。 『落-ち 激 

ら流 るる 水の 磐に 觸り 淀める 淀に 月の 影 見 ゆ』 (同。 一七 一 5 の 二 首が、 作者 不詳に なって なて、 歌 

枘 がよく、 確 實な點 から 推して、 これな ども ひょっとすると、 人 麿の 息吹の かかった、 供奉の 誰か 

の 歌で、 その 名が 消えて しまったの ではない かな どと もお も はしめ るので ある。 

.〇 

【卷 九- I 七 二  I】 

くろ  ：  ひ  よしぬ ゲは きょ  か はらみ  あ 

苦しく も晚れ ぬる 日 かも 吉野 川淸き 河原 を 見れ ど 飽かな くに 

辛苦 晚 去：：： 鴨. 古野 川 淸 河原 乎 雖見 不飽君  1 

『元 仁 歌 一二 首』 中の 第二 首で ある，) 〇 辛苦 . 晚去日 鴨 クル、 ン クモ. クレヌ y ヒカモ と訓 む。 舊 

•  二 九 五 


二 九 六 

訓クレ /シ クモ. クレ ュクヒ カモ。 童 蒙抄ァ マナ クモ。 略解の 一訓 カラク モ。 古義 ク ^シ クモ？ クレ 

ヌ^ ヒ カモ。 古寫本 中ヮビ シ クモ. クレ ヌル 匕カモ (類)。 ヮ. ビシ クモ. ク レュク ヒカモ (壬- 古〕。 

一首の 意 は、 芳野 川の 淸ぃ 河原の 佳境 をい まだ 見 飽かす、 去.^ 轉 いのに、 はやく も 日 か 暮れる と 

よ 可と も、： b ぐるし い、 殘 念な ことで あると い 丄 ぐら ゐの 意で あらう。 

つ き くさ ころも  I  * クノ 

この ク グシも 種々 の 語感に 使って なる が、 『鴨 頭 草に 衣 色 どり 褶ら めどもう つろ ふ 色と い 力 苦 

M= 卷七。 ニー 一三 丸)。 『夢の 逢 は 苦 有 家里覺 きて かき 探れ ども 手に も觸れ ねば』 (卷 H 。七 四 一り など も 

や は、 り、 殘念 であると いふ 意味が あって 共通で ある。  •  . 

〇 

〔卷九 • 一七 ニニ〕  、 

よしぬ が はか はなみた か  た ざ  うら  み； - -  -  一 is-  ^  ,  ■ 

吉野 川河浪 高み 瀧 の 浦 を 見す かなりな む， しけ まくに 

吉野川 河浪 高見 多 寸能浦 乎 不視 歟成甞 戀 布眞國 

『元 仁 歌 三 首』 中の 第三 首で ある。 Q 多 寸能浦 乎 タギ ノウ ラヲ と訓 む。 卽ち、 滴- 激) 川の 浦 を 


ゆ 嵐 川の 岸 をと いふ 意になる。 『多寸 能浦ハ 瀧/. 浦ナリ 。 瀧ノ當 リノ 人 江ノ ャゥナ ル處 ナリ。 1,,^^ 一一 

浦 ノ字ヲ 釋シテ 大川ノ 旁ノ曲 港ト云 へ \ 一一  テ意 得べ シ』 (代 匠， 記 精) と あるに よって 大體 推し 得べ ベ、 さ 

ヮガ タタ ミミ へ ノ 力 ハ- マノ ィ： 'ノウ-フニ  マツ-マ v- ハタ マ シ マ . .L ノ  -r 一： "力 

九 セ I 一一 5 に. 吾 疊三篾 乃 河原 之礒ー 舞爾。 卷五 0 八 六 三) に、 麻 都.：^ 河， 波 多 麻 斯麻能 有 良 附和町 由 

ソ レ 

都 流と あるに よって 類推し 得る。 〇 戀 布眞國 コホ シケマ クー 一 と訓 む。 舊訓 コヒ シキマ ク 一一 。 考 コ 

ヒシケ マ ク 一一 。 古義 コホ シケマ クー 一。 この 眞國 をば 代 匠 記で は 名詞と して、 『眞國 、ノ 眞 、ノ 褒美 ノ詞、 

^へ r 卜-;: 野國ト ョ メ タ國 ナリ』 などと 云った が、 考に、 『具 久約牟 にて、 戀 しけんに な.^』 とい ひ、 

カガ ミヤ マ ミズ ヒサ ナ ラベ n ヒ シケム カモ 

占義 に、 『戀 しからむ ことなる をの 意な. り』 と 云った。 卷三 (一一 二 一) に、 鏡 山 不見久 有者戀 敷.； i;- 鴨。 

ヮギモ n ガミレ ドミヌ ゴト十 ホコヒ シケム  ミヌ ヒサ マ 木 ミ.' に， ンケム 力 

卷 (七 a 五) に- 吾妹 之雖見 如不見 由戀四 家武。 卷 十七 (三 九九 五) に、 見 奴 日 佐 麻： 糊 美 孤悲思 家武， 

母。 卷 二十 (S 四 一 九) に、 都 久之爾 伊 多 里^. W 布 志 氣毛波 母。 卷五 (八 一一 一四) に、 毛 毛 iils 能 己 ま を さ 

保志枳 t 流岐ぶ 流良斯 等の 例が ある。 

一首 は、 今： C は士 I： 野 川の 川浪 高く して、 舟 を 出す ことが 出来す、 景色の 佳い 彼の 瀧の 浦 を も、 も. 

はや 見る ことが 出来ないで 此處を 去って しま ふので あらう。 物戀 しく 心が 牽 かれて ならない のに" 

とい ふ 意で ある。 

前に も 一 K つたと ほり、 句々 が 割合に 緊張して ゐて 確かな ところが ある e 結句の、 コホシ ケマク -I 

ニ九士 
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など も 堅く 强ぃ音 だが、 そのために 却って 結句と しての 役目 を 果して ゐる とい ふこと にもなる ので 

ある。 

0 

【卷 九. I 七 二三〕 

か はづな  むつ だ  か" か はやぎ  み.， あ メ  >  -  t は. - 

河 蝦 鳴く 六 田の 河の 川 楊の ね もころ 見れ ど飽 力ぬ 河 力 も 

河 蝦 鳴 六 田 乃 河 之 川 楊 乃 根毛 居 侶雖見 不飽河 鴨 

^-鍋歌ー首』 とい ふ 題が ある。 銷と いふの は 恐らく 女の 名で. あらう。 そして、 代 匠 記 初 稿本」， 

『親王 大臣な どの 御供に て かくは よせてよ めるな る ベ し」 一 と ある のが 參考 になる やうで ある。 

六 田の 河 は、 吉野 川の 六 田 附近で ある。 『音に 聞き 目に はい まだ 見ぬ 吉野河 六 田の 淀 を 今日 見つ 

.  か はやぎ  , . ゝ 

るか も』 (卷 七。 一 一 0 五) とい ふ 歌が ある。 『川 楊の』 まで は、 『根』 と 『ね もころ』 と 同音た 力ら 

序詞と して 續け たもので ある。 然 かも その 序詞 は 同じ 河で 材料 を 取 つて ゐ るの だから、 意味 の ある 

序詞で ある。 結句 は、 流布本. 『不飽 君 鴨』 であるが、 古寫 本つ Hi- 古-神) に は 『君』 が 『河】 に 


なって，. ：5 り、 (to も 緒く 河ィと 書いて あるから、 さう 改めた。  / 

.13 「に  V, リ  ヶは やぎ 

一 首 は、 野 川の 六 田の あた. りに に 河 蝦 も 鳴き 川 楊も萌 えてなる。 その 川揚の 根に かよ ふお も ご 

ろに 見ても、 丁寧に、 しみじみ 見ても、 飽くことを知らない 佳い 1^ である、 この 野の 六 田の 河 は „ 

と い ふぐら ゐの 意で ある。 

ネモコ .3 は 種々 に 使 はれて： ig"、 戀 ふ、. 念 ふな どに 續 ける ほかに、 この 歌の やうに、 見る に賴け 

たの も あ-り、 結ぶ とい ふやうな 行 爲に續 けたの も あり、 天然 現象の 雪の 降るな どに 續 けたの も ある- 

ス了 ノネ ノネ モコロ キミ ガムス ビテシ  ミム 口  ノヤ マ/ ィハホ ス ゲ术モ n  3 ゥ L ハ 力お モヒ ゾス ル 

卷卜  一 (二 21 七 10 に、 ^ 根 剛隱君 結 爲。 同卷 oi 七 二〕 に、 三 室 山 石穗 菅惻隱 yr: 片 念 爲 同卷 

ス /ノネ ノト、 モコ ロイ モ ニコ ソル ニシ  アシノ ネノ ネモ n  E1 モヒ テム スビテ ：- 

01七-,^£,0に、 昔 根 之 慰 妹附戀 西。 卷七 (ニー ニー so に、 葦 根 之懲念 而結義 之。 卷四 (五八 0〕 に 

ス メ  -、. >; ノス ン トキ E カ乇  スガ ノネ ノネ モコ In ゴ d し 一 マリオ ク. ヒリ ユキ 

サ^«根乃懸^3-卷欲_君可聞。 卷 二十 (四 S 五き に、 須我乃 根 能 漏 母 許呂其 呂爾布 里於久 白雪。 卷 十二 

(二八 i 七) に、 奢 根 之 惻隱惻 隱照日 乾 哉 吾 袖 於 妹 不相爲 等が ある。 

こ. の耿 が、 御 伴 をした 女の 歌で、 それが 人 麿 歌集に 载 つた 由 緣を おも ふと、 或は これ も 人 磨の 手 

が 幾分 人って ゐ るので はなから うかな どと 想像す るに 至る ので ある。 

この 歌 は、 作者 不明で 六帖に 入"、 第三 句 以下 『河 柳ね むごろ 見れ ど あかぬ 君 かな』 となって ゐ 

る、。 また 夫 木 和歌 抄に は、 人 丸 作と し、 『むった の 淀の 河 やなぎね もこ. ろ 見れ ど あかぬ 君 かも』 とな 

.  ,  二 九九 


1 二 〇Q 

つて ゐ る。 

〇 

〔卷九 • 一七 二 四〕 

見 まく 欲り 來し くもし るく 吉野川 音の 淸 けさ 見る にと もしき 

. 欲 見 來之久 毛知久 吉野川 音淸左 見 二 友 敷 

, 『島 足 歌 一首』 とい ふ 題が ある。 これ も 不明 だが 御供に つらなった 男の 名で あらう。 〇 欲 見 ミ 

マ クホリ と訓 む。 舊訓 ミ マク ホリ。 古 寫本中 ミ マ ホシク (古 • 壬 • 類)。 ミマ クホリ ： 西 •  ffi . 矢. 京レ。 ミ 

マ ホシミ 細)。 六帖ミ マ ホ シ ミ。 代 匠 記 精で は、 『發句 "今 ノ點 ヨシ』 と 舊訓を 認めて ゐる。 〇 來之 

久 毛知久 コ シクモ シ〃 クと訓 む。 舊訓コ シク モシ ラク。 代 匠 記 精に 六 帖及幽 齋本を 肯定して コ シ 

ク モ シ^ク。 古 寫本中 n シクモ シ^ク S: 纏： f しく も^く、 來し 甲斐 ありて、 案に たが は 

ザな どの 意が ある。 『秋の 野の 草花が 末 をお しなべ て來 しく もしる く 逢へ る 君 かも』 (^i.- 蟲 ^is 七)" 

『天漢 渡瀨 ごとに © ひ つ っ來 しく もしる し 逢 へ らく 念へ ば』 (卷 十。 二 0 七 四) などの 例 か ある。 


一首 は、 見たい 見たい と 思って 來 たの だが、 さて 來て 見る と、 誠に 來た 甲斐が あって、 音の 淸ぃ 

- 佳い. ft 野 川で ある。 實に 愛すべきと ころで ある。 とい ふ ほどの 意で ある。 

結句の 『見； 一友 敷』 は 舊訓ミ 〃一一 トモ シキ。 古寫 本屮ミ だ 一一 トモ シク (古)。 代 E 記 精で -- k  -ー  ト 

モシ ク を" E 定 したが、 •  ％ フ. 略解. 古義 等はミ ルー 一 トモ シキ に從 つて ゐる。 聲 調の 常識から 行く と、 

ノ 第 §： 句で 切って あるから、 結句で 切らす に 上に かへ る 句法に すべく、 從 つて トモ シクと 綱む ことに 

なる ので あらう が、 人 麿な どに も、 第 四 句で 切って、 結句で 切る 例が あ..^、 『をち 野に 過ぎぬ。 また 

も 逢 はめ や も』 (き 一。 一九 五) の 如くに 却って 感慨 を こもらせ 得る 效果の 場合 も あるの だから、 この 

耿の場 A ロは舊 訓に從 ふこと とした。 トモ シキ は連體 形で あるが、 かくの 如く 係りがなくて 連體 形で 

4- めた 萬 葉の 例と して は、 天地 與相左 町延牟 等大， K 乎 都 可 倍 麻 I 禮婆貴 久宇醴 之 伎 十 丸。 四 一一 七 5 

の 如きが ある。 ただ トモ シキと 止めた 例の 無い のが 稍 具合が 惡ぃ。 

のとせ が は  お ほきみ み かさ 

『さ ざれ 波 磯 巨 勢 道なる 能 登 湍河音 のさ やけさた ぎつ 瀨 ごとに』 (卷 三。 三  一 5。 『大王の 三 笠の 山 

ほ. V た-一が は  さや  は ね かづら  す  わか  いざか は  さや 

の i:^ にせる 細ハ仑 川の 音の 淸 けさ』 (卷 七。 一 10  5。 『葉 根耰 いま 爲る妹 を うら 若み いざ 率 川の 背の 淸 

, けさ』 (卷 七。 一 1 ニー〕 などが ある。 第 1 の 例に 從 ふと、 第 四 句で 切って、 結. 句で は 切らぬ 句法に なつ 

てゐ る。 

三 01 


三 〇 二 

此歌、 六帖に 作者 不明、 『見 まほし み來 しく もしる く 吉野川 音の さやけ さ 見る にと もしく』 とし 

て 載って ゐる。  *  . 

〇  . 

【卷 九. 一七 一一 五】  \ 

いにしへ. ^.7^  ひと  あ- V  よしぬ  か はら み  あ 

古の 賢し き 人の 遊びけ む吉 野の 川原 見れ ど 飽かぬ かも  ；  . 

古 之 賢人 之 遊 兼 吉野 川原 ，雖 見 不飽鴨 

一 

『麻呂 歌 一首』 とい ふ 題が ある。 麻呂は 男の 名で あらう が、 誰で あるか 不明で ある。 或は 右の 一 

聯は 皆吉野 川の 歌で あるから、 ー處 にして 考察すべき もの だとす ると、 これ も 或は 人 麿と 關 係が あ 

るの かも 知れない。 現に、 この 『麻 呂』 は、 『人 麻呂』 だら うと 考 へて 居る 學者も 居る。 併し 代： 記 

精で は、 左 注の 『右； i 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 出， 5 にっき、 r 右 柿 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 出。 此ハ人 丸 歌集 

一一 他人 ノ歌 ヲ载 タル 證ナ リ』 と； K つて 居る。 この 左 注の 『右』 は (一 七 二  下の 六 首 を 指す と考 

へる こと は旣に 述べた。 - 


〇 賢人 之 サカシ キヒト ノと訓 む。 舊訓サ 力 シキヒ トノ。 古 寫本中 力 シコキ じ トメ-壬 • 古 • 西 • 細) 

と訓ん だの も あり、 管 見で 力 シコキ を^った が (略解 同訓)、 代 匠 記. 考* 古義 等 は昝サ カシキ の訓に 

=^ つた。 この ITM は、 『いにしへ の の しき 人 等 も 欲り せし もの は 酒に しある らし』 (直。 一一 一 ™§ 

とい ふ大伴 旅人の 酒 を 讚す る 歌が あって、 これ は 支那の 賢人の 事で あるが、 此處の 『賢人』 は、 前 

代の 天皇. 親王 等 を 指し 奉った ものと 大體考 へ ていいで あらう。 それ だから、 『み吉 野の 耳 我の 嶺に 

上き ひと  Z ：  *  J  - 

時.， *  くぞ 雪よ 洚り ける』 (卷  一。 二 五) や、 『淑. <  の よしと よく 見て よしと 言 ひし 芳野 よく  Iwi よよき 人よ 

く见 つ』 (11 40 などい ふ天武 天皇の 御製な ども 考の 中に 入る ベ く、 縱 ひ天武 天皇の 八 年 己 卯 五月 庚 辛 

朔巾申 幸， 一子 吉野宮 一はた だの 御遊 覽で なく、 天神地祇に 盟 はれた 行幸であった にせよ. 後から いへ 

«i 遊びで かま はな い。 また 持統 天皇に なれば 多く 三十 餘度も 遊ばれ 離宮の あった こと は旣に 評釋し 

た ごとくで ある。 それから、 それ 以前、 應 神. 雄 略 .齊 明の 諸 帝も吉 野お 行幸 あつたの だから， さう 

い ふ 御 事柄 を 統べ て、 『いにしへ の しき 人』 と 云 つ たものと 看做して いい。 童蒙抄 に、 『吉野 は 上代 

より 明！；；； 賢臣の 住み もし 給 ひ、 遊び もし 袷 ふ 萬國に 勝て 佳景 勝地と 云傳 へたる 如く、 旣に此 時分の 

耿 にも かい 詠 置たり』 と 云って ゐ るの は その 通，.^ である。 井上 博士の 新考 に、 『さて その サカ シキ人 

と は 誰ぞ。 おそらく は 史上の- <  に は あらで 當 時外來 思想に 甚 づきて 起.^. た し 傳說の 中の 半 仙 的 人 

■  111 


.  11ー〇 四 

物なら む』 と 云って ゐ るの は、 懷風藻 あ. たりの 詩句から 暗 指 を 得た 說 ともお も ふが、 今は從 はない。 

, 一 首 は、 古へ の 明君 賢臣 等が たびたび 遊ばれた とい ふこの 吉 野の 川原に 來て 覽れば この 佳い 景色 

ば 幾ら 居っても 飽きる とい ふこと がない.。 とい ふ 意味で ある。 . 

毫も^ 滯 せす、 すばやば 一と 言 ひ あら はし、 單純 明快のう ちに、 相當の 重量感 を 保持して. 9 る點に 

注意すべき である。 『見れ ど 飽かぬ かも』 とい ふ 結句 も、 上卷に 類歌 を抄記 Q 一七 八 頁) した ごとく 

萬 葉に 用例が 可な， 5 あり、 萬 葉 調と して 現代まで 滅びす に 居る ものであるが、 その 愛すべき 特色 は 

この 歌の 場合に 於ても また 味 ふこと が出來 る。  . 

此歌、 六帖に 作者 不明、 『いにしへ のかし こき ひとの 遊びけ む吉 野の 川 は 見れ ど 飽かぬ かも』 と あ 

る。 叉 夫 木 和歌 抄に 採られ、 i 人 しらす、 『かしこき ひとの 渡りけ む吉 野の 川 は』 となって ゐる。 

【«九* 一七 さ 一一】  • 

か， i- . な ^  かみ よ. 9 いた すす v» おも  す  こ ひ 

神 南 備の神 依 板に 爲る 杉の 念 ひも 過ぎず 戀の しげきに 


神南備 神 依板爾 爲杉乃 念 母不過 戀之 茂爾， 

『獻： 1? 削 皇子 歌 一首』 とい ふ 題が ある。 次， の 『獻舍 人皇 子 歌 二 首』 の 後に 『右三 首 柿 本 朝臣 人 麻 

呂 之歌棠 出』 と 注せられ てゐ る。 〇 祌 依板爾 舊 訓カミ ヨリ イタ 一一 (代 考.. 略解)。 古義 カミ コ セ 

ィ タ 一一 。 〇 爲杉乃 皙訓ス ダス ギノ  (代 匠 記 • 考 • 略解 • 古き。 童 蒙抄ナ ダス ギノ。 

k 南 倫の 杉 は、 此處は 雷 山で なく、 三輪の 神南備 であらう。 『味 酒 を 三輪の 祝が 忌 ふ 杉手觸 りし 

罪 か に 遇 ひがたき』 (卷 四。 七 二 ごとい ふの が ある。 『神 依 板』 とい ふの は、 往古、 杉の 板 を 打 叩い 

て 神 を 請 招した ものである。 略解に、 『宣長 云、 杉 を 神より 板に すると 言 ふ 事 は、 琴の 板と て、 杉の 

板 を 叩きて、 神 を 請 招す る 事 あり。 今 も 伊勢の 祭禮に は此事 あり。 琴 頭に 神の 御影の 降り 給 ふなり 

と 言へ り。 某 俊 集に、 はふり 子が 神より 板に ひくまき の くれ 行から にしげ き戀 哉と も 詠めり。 神 功 

紀 に，、 琴 頭 ！w„! に 千 総高 總 を 置きて 請 ひ 給 ふに、 神 降り ま^し 事な ど 思 ふべ し』 と あるが、 新考で 

は、 足代 弘訓、 作 信 友の 說を 參考 しつつ、 『信 友 は、 神 依 板と 所謂 琴の 板と を 別と せるな り。 此 説に 

從ふ べし。 ともかくも、 いにしへ 杉の 板 を 用 ひて 神 を 招き 奉る わざ あ.^ て 其 板 を 神 依 板と 稱せ しな 

b』 と說叨 した。 .  . 
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この 一首 は、 『神 南 備の神 依 板に する すぎの』 まで は、 『思 ひも 過ぎす』 の 『過ぎ』 へ つづく 序詞 

であるから、 一首の 中味 は 『思 ひも 過ぎす 戀 のしげ きに』 だけで ある。 卽ち、 思 ひと どまる 事 は 出 

來 ない？ 餘り 戀の强 いため. にと いふので ある。 それ をば、 神 依 板の ことな ど を 持って 來 て勿體 をつ 

けて 居る ことが 分かる。 

ォモ ヒス グは ォモ ヒの經 過す る こと、 ォモヒ の 無くなる こと、 つま 力 思 ひ 忘れる、 思 ひと どまる 

事と なる ので ある，。 『あすか 川 か は 淀 さらす 立つ 霧のお も ひ 過ぐ ベ き 謹に あらな くに』 C 卷 三。 三 二 五 y- 

いその かみ ふる  す-き むら  け  - 

『石 上布 留の 山なる 杉 群の 思 ひ、 過ぐ ベ き 君に あらな くに』 (同。 四 ニニ)。 『朝に 日に 色づく 山の 白雲の 

よろ づょ たづ さ 

思 ひ 過ぐ ベ き 君 こ. あらな くに』 (卷 四。 六 六 5。 『萬 世に 携 はり 居て 相 見と も 思 ひ 過ぐ ベ き戀 にあら な 

こすげ  あすす かな  すご  / 

くに』 (卷十 3  二 〇lm)o 『小菅 ろの 浦 吹く 風の 何 ど爲々 か 愛しけ 兒ろを 思 ひ 過 さむ』 (卷 十四。 三 五六 so 

などの 例が ある。 

■ この 歌に つき、 童蒙抄 に、 『此歌 は 弓 前の 皇子 を 戀慕ひ 奉る 意 を 表して 奉りた る 歌 也。 男子 か 女子 

か不， 知。 袖 書に" < 丸の 歌集 中 出と あれば、 先 は 人 丸の 歌と すべき や。 然れ共 歌集 中 出と 云 注！^ レ合 

事 多ければ、 左 注 は 証明に 成 難し』 とい ひ、 古義に、 『歌，， 意 は、 皇子 を戀 した ひ 奉る 心の 茂き に， より 

て、 思 を はるけ なぐさむ かた もな しとな り』 といって ゐ るが、 これ は必 すし もさう いふ 意味で 皇子 


に關係 ある 歌で はない。 ただ、 かう いふ 技巧の 歌が 出來 たからして 子に 獻. 9 お：：^ せまう した もの 

と 解すべき である。 

なほ、 神 依 板に ついて 童蒙抄 の， 説明が あるから 轉 載し 置く。 『これ は 神 を 移し 奉る 板 を 神よ， C 板 

とい ふ 也。 依と は 神 を 天降し. まつる 義也。 今 も 祈禱^ など 佛 家の 法に より を 立る と 云 事 有" 尤 陰陽 

家 立-一一 一； 2 家な どに 此事 有。 上古 は 本朝の 法に も 有て、 神 功 皇后の 卷に 出た る 儀、 佛 家に 云、 i 八-と 

同じく、 祌 のか、 り 給と 云 義有も 同じ 事 也。 今 湯 神 子な どの 神託 を 述べる 義も此 事 也。 然るに 此神 

依 板と 云 はいか 様の も のぞと 云 時、 その 制 は不， 被， 傳共、 只 板 を 立 置て か、 持て か 叩た る こと、 見 

ゆる 也。 發動 させて 神 を 降す の 道理に て、 物の 音 を 響かして 騒々 敷す る 事と 見えた，.^。 今 も 其 造 風 

は 神事に 大太鈹 を 叩き 立る 事、 叉田舍 にて 神殿.^ 叩く 事 有。 曰  1^- 古實の 遣れる 也。 こ、 の 祌依板 も 其 

板に て、 卽 ちなる 板と 讀 みて、 ^の 字 を 兼た ると 聞 ゆ。 神 依 板 は 叩く 板なる べし』 云々。 

此耿、 袖屮抄 に、 『カミナ ヒ ノカミ ヨリ イタ-一 スグス キノ ォモヒ モス キス コヒノ シケキ 1 一』 と ある „ 

叉 六 帖に人 磨 作と して 載って をり、 訓には 相違がない。 
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. 〇  ： 

【卷 九. I 七 七 四】 

たら ち ね  はは  みこと こと  とし  を-; がた のす  i 

• 垂乳 根の 母の 命の 言に あれば 年の 緒 長く 憑み 過ぎむ や 

垂乳 根， 乃 母 之 命 乃 言 爾有者 年 緒 長 憑 過武也 

『獻舍 人皇 子 歌 二 首』 と ある、 その 第一 首で ある。 〇 母 之 命 乃 古寫 本に ォ ヤノ， イノ チノ  (元 • 神) 

と訓ん だの も ある。 舊訓 、ノ ハ ノミコ トノ。 〇 言 爾有者 舊訓 コ ト  一一 1.^フ \  (代 匠 記 . 古義 同訓)。 考 コ ト 

, すラ バ 。 童蒙抄 コト ナレ バ (略解 同訓)。 新考 コト 一一 ァラ ズ バ 。 新訓 コト 一一 ァレパ (全釋 同訓)。 

みこと こと 

『母の 命の 言に あれば』 は 母のお 言葉で ある から， とい ふ 意で ある。 

一首 は、 わたくしども 二- < を お許し 下さった の. は、 お 母 さまの 御言 葉で ございま すから、 長く こ 

のお 言葉に 賴 つて 居り ませう。 ただ 空しく 過ぐ ると いふ こと はありますまい。 とい ふぐら ゐの 意で 

あらう か。 略解に、 『女の 歌なる べし。 言 ナ レバ は、 此 女の 母の 終に 末 はと 許せる 詞を閜 きし かば、 

末 を賴み 過ぎん かと 言 ふ 意と 聞 こ ゆ』 と あるのに 大體從 つてい いで あらう。 ャは 反語で ある。 


この 歌 は 右の 如き 織 歌で あるから、 皇子に 關聯 した 寓意な ど は 無い ので あるが. 諸 抄には * 『此歌 

ハ 替フ〃 意 有 べシ。 フタ オヤ ノ中 一一 母ハ殊 一一 クック シ ミノ マメャ カナ だ物ナ レバ、 皇子 ノ週 モシ ゥ 

ノ タ マ フ 御言 ヲ母ノ 言 ュ ^へ テ、 御 詞ノミ ヲ年ノ 緖長ク 憑 テ過サ ムャ。 今 其 シグシ ヲ見セ 給 フべシ 

ト ョ メ ル歟. r  (代 精て 『此歌 諸 抄の說 は、 皇子 を 恨み 奉りて 母の みことの 云け る 詞の樣 ならば、 

わが 願 こと を も 叶へ させ 給へ。 かく 年月 經る迄 は、 打捨 置かれ まじき にと 云 意と 釋 せり。 當 家の 流 

とは裹 表との 違 也。 宗師 見様 は、 皇子 を 奉，， 賴歌 也。 次の 歌 も 同意に て、 みこ を賴母 敷思ぷ 歌と 見る 

也。 母の 如くな 、& いかで 年月 長く 過ん や。 皇子の 仁德 ませば、 我 母親の 如く. < を 憐み惠 み 給へば、 

長く は 過ぎ まじ。 やがての うちに 賴み 奉れる 事 も 叶 ふべき との 意と 見る 也』 (童 蒙抄ヽ 古義， CD 

ゥク クシ シタシ 

『^"意 は、 吾 を 深く 慈み 親み 賜 ふ 母君の 言なら ば、 偽の あるべき 理 はなければ、 數 年長く 賴." に 思 

ひての み、 その かひ もな く、 むなしく 月 口 を 過 さまし や は、 然は ある まじき を、 まことの 母親なら 

ぬは賴 みがた きも のぞと なり』 と 言って、 契 沖の 寓意 說 (初 稿本) を 引用して ゐる。 
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【卷 九. 一七 七 五】 

はつ せ ゲはゅ ふわた 、き  わざ も こいへ  かな どち か 

泊 瀨川夕 渡り 来て 我 妹 子が 家の 金 門に 近づきに けり 

. 泊瀨河 夕 渡来 i 我 妹兒何 家門 近 春 二 家 里 

舍人 皇子に 獻 つな 一首の 中の 第二 首で ある。 第 四 句 舊訓ィ へ / ミ カド 、ノ  。 童 蒙抄ィ へノカ ドー 一 モ。 

略解 ィへノ カナ ドー 一。 一首の 意 は、 泊瀨川 0^ 、和魏 は娜耻 I ば 2 おい) をば 夕が た 渡って 來 て戀. <の^ に 

近づいた とい ふので ある。 カナ ドは金 門から 來て單 に 門の ことに 用ゐ る。 『さ を 鹿の 伏す やくさむ 

ら 見えす とも 兒ろ がかな ど ゆ 行かく し I- しも』 (卷十 gl。 三 五三 0;}0 『金 門に し- <の來 立てば 夜中に も 身 

はたな しらす 出で てぞぁ ひける』 (卷 九。 一 七三. lO などの 例が ある。 門 は 門の 近くの 田の 義に 使って 

ゐる。 夕が たに 渡る こと を、 『夕 渡る』 と 使った の は 自由で 簡潔で 旨い。 調子が 伸び、 こせこせし 

ない 點がス 麿め 歌 調に 似て 居り、 ^^當にぃぃ歌でぁる。 ただ 民謠 風に 歌った ところが ある。 

.  みこと こと  たの 

前に 評釋 した 獻舍 人皇 子 歌の 第一 首 『垂乳 根の 母の 命の 言に あれば 年の 緒 長く 憑み 過ぎむ や』 と 


いふの もや は. o 戀歌 であるから、 歌のお 相手と して この 二 首 を 示し 奉った ので ある。 それ を 何 か 底 

意の ある やうに 解し がちで、 例へば， 『此 歌モ亦 下意 ァ〃 歟。 君、 ガ恩惠 ヲ近ク 蒙 ダべキ 事 r  t}B へ バ 

チギ 

人ノ 夕去バ 必ラ ズ逢ハ ム ト契リ タラ ム 一一、 泊 瀨河ノ 早 キ瀨ヲ カラ ウジ テ渡リ 來テ其 家 近 ク成タ ，ガ 

如. シ トヨ メ〃 歟』 (代 匠 記^) などと いひ、 古義な ども 踏襲して ゐ るが、 略解で は その 下意に 餘り 重き 

を 置かない。 『按 する に 右の 弓 削 皇子に 奉れる 歌 も、 此舍 人皇 子に 奉れる も、 如何なる 下心 有りて 

奉れる にか 知る ベから す。 强ひて言はば如何にとも言はる ベ きな，.^。 是等は 歌 物語せ させ 給 ふ 時、 

閉傳 へ たるま まに 打 出で たる も 知られす。 獻 ると 言 ふに さの み 泥む まじく お ぼ ゆ』 と 云って ゐ るの 

は、 i€ 菜の 歌 を解釋 する 態度と して は 正しい 道の 上に， 立って 居る。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 四 五 句 『家の みかと に 近くき にけ り』 となって ゐる。 

以上 三 首の 歌に つき、 『右三 首 柿 本 朝臣 人麻呂 之歌蘖 出』 と 左 注が ある。 

【恭九 •  I 七 八 二〕 
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三  一 二 

ゆき  はろ び き  こころ  き  5  こと  かよ 

雪 こそ は 春 日 消 ゆらめ 心さ へ 消え失せ たれ や， 言 も 通 はぬ 

雪 己 曾 波 春 日 消 良 米 心佐閉 消失 多 列 夜 言 母 不往來  , , 

『與妻 歌 一 首』 とい ふ 題が あり、 次の 『妻 和歌 一 首』 と 併せて 『右二 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 中 出』 

とい ふ 左 注が ある。 『言 母不 往來』 はコ トモ カヨ ハヌ であるが、 古寫本 中には、 カヨ ハメ、 カヨ ハ 

ム、 カヨ ハズ と讀ん だの も ある。. 

一首の 意 は、 雪 は 春の 日に あたって 消える であらう 一 か、 お前の 私に 對 する 心 え 失せた のか、 

こ の ごろち つと も 音沙汰が 無 いで はない かとい ふので ある。  - 

ことかよ  ただ  こと かよ ひ 

『言 通 ふ』 とい ふやうな 言 方 も 注意して いいが、 『吾 背 子に 直に 逢 はば こそ 名 は 立た め 言の 通に 何 

そこ5ゑ，  こころ  まね  か  こと 

か 其 故』 S 十 一。 二 五一 一 5。 『夢 かと 情 惑 ひぬ 月數 多く 離れに し 君が 言の 通へば』 (卷 十二。  二 九 五 五 r 

とへ た ほみ しる は  にへ 

『思 ほしき 言 も 通 はすた まき はる 命 惜しけ ど』 C 卷 十七。 一一 一九 六 九)。 『遠 江 白羽の 機と 贄の 浦と あ ひて 

しあら ば 言 も 通 はむ』 (卷 二十。 四 三 二  E0 等の 例が ある。 . 

サ へと いふ 助詞 は、 『一事 を擧げ て、 そが 元來存 する ものの 上に 增加 せる こと を 示す』 (山 田孝难 氏) 

ので、 更に そのうべ、 あるが 上に またとい ふ 意が あるから、 此處は 雪が 涫 える とい ふこと を 云った 


から、 そのうへ に、 然 のみなら すと いふ 意が ある ものと 見える。 『我^ 子に わが 蟻 ひ を. れば わが— fei 

ビ  こころ  まつ  いい 

戶の草 さ へ おも ひ うら 枯れに けり』 (卷十 一 。 二 四 六 五)。 『情 さ へ 奉れる 君に 何 を かも 言 はす 一一 f ひ：^, と 五 

/lit- ま  を み なゝし 

が 食言 はむ』 S 十一。 二 五 七三)。 『手に 取れば 袖 さへ 匂 ふ 女郎花 この 白露に 散ら まく 惜し も』 8 十。 二！ 

TA- たク  とよ  い  いづし  > 

1 五)。 『减 竹の 木 さへ 響み 出で. て 去な ば 何方 向きて か 妹が 嘆かむ』 (卷 十四。 一一 i 七 20 等の 例が ある。 

、  /  , 

〔港 九 • 一七 八 三】  ノ  . 

まつが へ  し  -  みつ ぐ ゥ  なかの はこ  まろ  い  やつ- > 

松 反り 瘦 ひて あれ や は 三 栗の 中に 上り 來ぬ麻 呂と云 ふ 奴 

. 松 反 四 特而有 八 羽 三 栗 中 上不來 麻 呂等言 八 子 

『審 和歌 一首』 とい ふ 題が ある。. 

〇 松 反 葡^ マッカ ヘリ。 古 寫本中 マッカ ヘシ (元)。 マッカへ (祌 )。 マツ モカへ (溫) 等 

の訓 もあった。 この マツ ガ ヘリと いふ 語 は、 卷 十七 30 15 の 家 持の 歌に、 ぎ 追 我， 弊 里 之 比 爾底安 

母 佐 夜. 麻 太 乃 乎が I 其 U 爾母等 米 安波 受家牟 と あるから、 これ は、 『しひ』 にか かる 枕詞と して 

.  H 一 一一 一 


使って 居る やうで、 この こと は大體 間違 はない とお も ふ。 ただな せ 『しひ』 に績 けた かとい ふ 段に 

なると 諸說 があって 定まらない。 『松 反ト r 色 モカ、 ノラ ヌ松ヲ 力、 ノ〃 ト 云ヒ， ナス ク誣 タ〃 詞ナリ P 

シ フ  ァザ ム 

依 テ誣ト 云 ハム 爲 一一 松反ト 、ノ 云歟。 第 十七 一一 家 持 モ此ッ 、キ ヲョ マレ タリ。 誣トハ 人 ヲ欺ク ナリ。 

一一 、ノ 助 語 ナリ。 シ ヒテト モ讀べ シ。 但家 持ノ歌 一一 モ 之比爾 底トァ レバ、 今  一一 ヲ 加へ タ〃 歟。 サテ 

シヒ 1ー テア レャハ トハ、 思、 ンヌ ヲ思フ ト欺ム キ テ申ッ 产ニァ ラム ャハ ナリ』 (代 匠 記 精)。 『待に 晚く來 

る をし ひに て あれ や はとよ めり。 急ぎ 來ん ともせで、 心 緩 かに 有 を、 しひに てと 云と 也』 (童 蒙 抄)。 

『またば、 かへ， 9 こんと いひた る は、 强言 にて、 其 時 も 通て きまさぬ から は、 まつと いふ 事 はい は 

シ ヒゴト ■ 

じ も のぞと うらめるな， o』 (考 )。 『月の 半 も 過ぐ るまで 來ぬ. <  なれば、 待て はかへ りて 强言 にて こそ 

有れ、 今更 待つ と 言 ひやらん 物 か はと 言 ふ 意 か。 松 は 借 字な b -』 (略解 眞淵說 )。 『中 山嚴水 云け らく、 

今 世の 俗に、 を さなき 子等 を おどしい さむる とて、 人に 物 あたへ おきて、 其 を 叉 此方へ 取 かへ せば、， 

その 代に、 背中に 松の木 生る ぞ とい ふこと あり。 思 ふに、 さる 事 は、 上代より ありし 諺に て、 たと- 

へば 有 もの を 無と いひ、 なき 物 を あ， 9 と 云な ど、 しひ 付る こと を すれば、 その 反 報に、 身に 松 木 生 

ふ も のぞと 云し こと あ ゲ しにて、 やがて その 松 反と 云 を、 强言 する 名目に 云し ならむ か。 されば 强 

の 言 をい ひ 起さむ とて、 枕詞の ごとくに、 おける にも あらむ か、 といへ り』 (古義 ：>。 自分 は、 松 反 は、 


松 事 遠 (， 卷士 一一。 1  一二 一 五八) の 松 は 待で あるし、 また 鍵 待 木ず 1 七 九 5 は 松と 待と 言 掛けて ゐるご 

とく、 松と 待と 何か關 係が あるら しく、 また、 か へ り は加敝 良末爾 (卷十 一 。- 二八 三 一一) などと 通す る 語 か、 

シ I 一力へ^ 

或は 死 反 (怨 十一。 二三 九 0) の 力 へ ダと 通す る 語 かな どと 思ったり したので あった。 或は 家 の 例よ、 

イな 老い 

應の事 を咏ん だので あるから、 『とや みれば 我 夏 かひの かた かへ り秋來 にけ りと 尾羽 ぞ 萎へ る』 とい 

ふ 曾 根 好忠の 歌と、 やはり 家 持の ー聯 中、 二 上 能 乎 底 母 許 能 母爾安 i< 佐 之 底 安 我 i 都 多 可 乎 ^%爾 

都 氣追母 8 十セ。 SO 1 5 の 麻 都 (待) と 何か關 係が なから うか。 さう いふ 事 を 思って ゐた ところ 偶武 

m 博. H の 新 解 を 見たところが、 家 持の 歌の、 『. 麻 追 我 弊 里. 之 此爾底 安禮可 母』 の解釋 のと ころ， で、 

『.H: 來！^ 說の あると ころで ある。 魔の、 鳥屋に 居て、 夏め 末から 冬の 初に かけて、 羽毛の 拔けか は 

と や 

るの を. 鳥屋が へ， 0 とい ひ、 山に ゐ てこれ をす る を 山が へりと いふから、 松に 居て 羽毛の 拔け 代-り 

をす るの を、 松が へりと：； ふので あらう。 シヒ は、 目し ひ、 耳し ひの シヒに 同じで、 故障の あるの 

意で あらう。 f 橋 本 進 吉氏談 )o シヒ- 一 テア レカモ は、 故障が 起って あれば にやの 意』 と 解して 居る。 

これは新說でぁるのみ^^らす、 なかなかの 善 說と思 ふので、 試に 夫 木 和歌 抄を 見る に、 『足 引の 山 か 

へ. 0 ぬる はし 魔の さも 見えが たき 戀 もす るかな』 (顯季 )。 『山 かへ る あかげの 鷹の て なれても 心お か 

るる ^にも あるかな』 (爲 家)。 『素 鷹 わたる は ゝ こが 崎 をうた が ひて 狼 木. にかへ る 山 かへ， 9 かな』 (西 

三 1 五 
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0  0  0  0  しらふ  a 

行)。 『ひきす ゑよ いらごの 鷹の 山が へ り まだ 口 は 高し 心 そらな り』 (家 隆)。 『み 、 か たき 白斑の 鷹の 山 

が へ り 心 ゆるさす か-り 渡る かな』 (通き。 『をし きかな 人 もてが けぬ はし 鷹のと か へる 山に ころもへ 

にけ り』 S 經)。 『あはれ 浮世 を 捨て やらで 鳥屋 か へりぬ る』 (待 賢 門院 安藝) などの 例が あり、 『とや か 

へ る 手 なれの 鷹 を 手に すゑて 雉子 鳴くなる 片 野べ ぞ ゆく』 (權曾 正 永緣) などが ある。 此等 を參考 すれ 

ば、 マツ.. 力 ヘリ は 待 反. でな く、 字 ど ほりに、 松 反 だか も 知れない。 そして 當時 は、 松樹を 以て 留る 

鳥屋 を 作って ゐた かも 知れない。 そこで、 マツ ガ ヘリ は トャガ へ リと 同じ 意味で あるの かも 知れす- 

定 家の 歌に、 『降る 雪に さても とま. らぬ みかり 野 を 花の 衣の まっか へ るら む.』 とい ふの が あるが、 こ 

の、 『まっかへ るら む』 は ひょっとせば 家 持 あたりの 歌の 句から 來てゐ るので は あるまい か。 〇 ぽ臂 

而有八 羽 シ ヒ テア レ ャ 、ノ と訓 む。 舊訓シ ヒー 一 テア レャ ハ。 代 匠記シ ヒ テア レャ "。 略解、 羽 は 母 

などの 誤に て、 シヒ 二 テア レャモ か。 古義、 羽 は 物な どの 誤に て、 シヒ 一一 テア レャ モ。 シヒ の 事 は 

旣に 前項に 云った 如く、 從來 多く 誣、 强と 解し だが、 さう でな く 目 シヒ、 耳 シヒの シヒの 意 (樯本 進 

吉氏) である。 せく は 『イソ ギカへ ラン トモ セデ、 心缓怠 ス グヲ、 シヒ タ^ト ィフ 也』 (仙 覺抄) と い 

ふ說 もあって、 先に 引いた 童蒙抄 はこれ に從 つたので ある。 なほ、 新訓 では、 『^びて あり や は』 と 

訓み、 『溢ぶ』 の 動詞と 解し だ (一 ^』版3,^^ 改 威ら 『お)。 然して 從來 この ャ ハ をば 反語と して 解せ よう 


とする から、 『凡て、 云々 夜 毛、 云々 可 毛な どい ふべき 所 を 夜 波、 可 波と 云 は、 今京已 降のに のみ あ 

る ことにて、 集の 現の 歌に は】 も ある ことなし』 (古義) などと 云って、 ャモ としたの であるが、 

これ は 疑 ii: として、 ァレ ャに咏 歎の ハの添 はった ものと せば、、 痠物 になった のです か。 呆けて でも 

ゐ るので すか。 ぐら ゐに 解釋 が出來 るので ある。 普通 は 反語に 解し、 『強た る. ことにて あ 《 や も、 

^乎强 J.J る ことにて はなし、 意な， 0』 (古義) 等と 云って ゐ るので ある。 或は * 『按 する に、 ァレ 

ャハと 言 ふ 時 は、 ャハは 返 語 なれば、 しひに て は 有らぬ と 言 ふ 意に なりて、 いよよ 解き 難し』 (略せ. - 

等と いひ、 難 漉して ゐ たもので ある。 (聽 I、 と ひ を)。 0 三 栗 ミツ グ リノで、 ナカに 

係る 枕詞で ある。 古事記 應神 天皇の 條に、 美 都 具 理能曾 能 那迦都 1 袁。 また、 美 都 具 理能那 迦都延 

f 本 都 毛理と ある。 一二つ 栗 あるう ちの 中間の ものと いふ 心 持で 係らし めた。 萬 葉卷九 (一七 四 ちに、 

i ヅグ リノ ナカ 二 ム カヘル サ ラシ ヰ ノ  ェズ カヨ ハム ゾ コ 二 ツマ モ ザ  ？  C. 

三 栗 乃 中 爾向有 瞻井之 不絕將 通 彼 所 爾妻毛 我と あるに よって 明かで ある 〇 中 上不來 ナカ  一一 ノ 

メグ レル 

ボリ コス と訓ん だ。 晳訓ナ カー 一 ヰ コヌ。 古 寫本中 ナカ ッ 力へ コス (元ヾ ナカへ ッ カコス (神)。 ナ 力 

一一 ヰ テ-コ ヌ (S . 矢- -; W  .  so ナカ-一 ヰ テコズ (細) 等が ある。 拾 徳抄ナ カー ーヰテ コズ。 代 匠 記初ナ 力 

ゥへコ ヌヲ。 童 蒙抄ナ 一一  モ出 キデ。 考 ナカ スギテ コ ズ (略解. 古義 ヽ 略解 補正 ナカ タ ェテ コズ。 新 

考 ナカ， タ ェテ コヌ。 新解ナ カノ ボリ n ヌ 。 新訓 ナカ  一一 ノボ リコ ズ。 『中 上 は、 たと へば 一 月 をみ つ 

,  一一 一 一 七 
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にわかち て、 中の 十日 を 中と すれば、 上旬 下旬み なう へな， 9。 第五に は、 うへ とい ふに、 表の 字 を 

かけり。 今 も その 心なり』 (代 IlM 記 初)。 『中 上 不來を 眞淵は ナカ スギ テコズ とよみて、 その ナカ を 月 

の 半の 意と し、 古義 は 之 を 是認せ り。 案す るに 月の 半 をた だ ナカと はいふべ からす。 されば ナカ は 

他の 意と せざる ベから す。 試に いはば、 中 上 を 中止の 誤と して ナカ ダ H テ とよみて 中絕の 意と すべ 

きか 。一中 絕の 意なる ベく 男女の 中の 絕 ゆる 意に は あら じ』 (新 考)。 『ナカ は、 半途、. 中途の 意で、 

男が 地方に 赴いて、 それき， 9 中に 上って 來な いとい ふので あらう』 (武 田、 新 g。 〇 麻 呂等言 八 子 

マロ トイ フ. ャッ コと訓 む。 麻 呂と云 ふ 奴の 意で ある。 舊訓 マロ トイ ハ ハコ。 代 E 記 初 マ トイへ 

ャ コ 。 童蒙抄 マ 。トイ フャセ 。考 マツ トイ ハム ャ モ." ぉ隱? ー⑨ 藤" (略解 同訓)。 古義 マツ トイへ ャ n  (新 

考 同訓)。 略解 補正 マット ィハ ，ノ コ。 然る に武. 田祐吉 博士 はこれ を、 マ C1 トイ フャ ッコ と 訓んだ  新 解 

下 卷八七 二. 頁 )o 新訓 それに 據 つた。 男に 對 つて 戯れ 親しんで、 奴 (奴 隸) と 云った もので、 後段に も 例 

を 引いた。  >  / 

まつが へ.：'  すたれ もの  ほ， 

〔松 反〕 鷹が 働け なくなった やうに、 あなた も 癒 物に なった のではありません か。 或は 呆 

みつぐ ゥ の  の ほ  まろ 

けて でも 居る のです か。 〔三 栗〕 それつ きり、、 こちらへ 上って 來 ないで はありません か。 麻呂 とい ふ 

やっこ 

奴さん。  、  . 


81 この 歌 は， 麻呂 とい ふ 男が に 向って、 『雪 こそ は 赛日消 ゆらめ 心さ へ^え うせ たれ や 言 

も 通 はぬ』 と 言って やった のに 對 して 答へ た 歌で、 なかなか 鋭く 反撥して ゐ るが、 戲れ 親しんで：： i5 

るので ある。 そこで 古 來の諸 前賢の 說を 種々 參考 して 見た が、 面倒で 何處 かに 無理が あ. o、 歌と し 

ての 解釋. 鑑賞に は 未だしい 點が 多かった が、 幸に 武田 博士の 考說を 得、 に てれが 1 番 自然の やうで 

あるから 大體 それに 從 ふこと にした。 

武 W 憐士 のロ譯 に， 『應の 松 反， り やうに， 通じない ことがあ、 り ませう や、 途中に 上って 來 ない、 

麻；：， " とい ふ 奴さん』 と あるが、 博士 はァレ ャハを 反語と したから、 かう いふ 解釋 になる の だが、 こ 

こは戯 語で 强く 云って ゐ るの だから、 疑問 • 咏 歎と する 方が いい。 

此處の シヒテ は、 解釋 するとせば、 どうしても 家 持の 用例 を 是非 參考 にせねば ならす、 さすれば- 

橘 本. 武田說 がー 番肯當 では あるまい かとお も はれる。 シ フは大 言海に 癀の 字を當 てて あり、 死 を 

活^せし めた もので、 機能 を 失 ふ。 感覺ト マ ダと 解し、 字 鏡 集の、 瞎、 力 タメ シ ヒ、 シヒ タリ。 新 

撰 字 鋭の、 ^、  It 志此を 引き、 なほ 延慶本 平家物語の、 『頸コ ソ少シ しひて オボ ユレ ト云 フ』 を 引い 

てゐ る。 この 平家物語の 例な ど は 特に この 歌の 解釋 の參考 になる ので、 妻に むかって、 『心さへ f 川え 

うせ たれ や』 と 云った から、 妻の 方で、 『病 ひて あれ や は』 と 返した ので ある。 それ ゆ ゑ、 此處は 反 

, 三 一 九 
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語で はない ので ある。 今の 口語で いへば、 もうあな たも 廢 物です かと か、 やくざ 者に なった のです 

かと か、 呆けな すった のではありません かと か、 さう いふ 心 持 を 示して ゐる言 方で ある。 この 點か 

らい ふと、 從來 の、 强ふ、 誣ふ、 偽る、 と解釋 する のに は 無理が あり、 また 假名の 研究から 云って 

も、 强の 假名 は乙頻 であるのに、 四 臂-之 比. 痠の 假名 は 甲 類で あるのに よっても その 區別を 明か 

にす る ことが 出來 る。 また、 此 處のァ レ ャ 、ノ を 反語と する 說に もまた 無理が あって、 どうしても 心 

理 上の よい 解釋 は出來 ない。 武田 博士 は、 ャ 、ノ を 反語と したから、 『妻に 對 して 雪 は泰 日に 消える だ 

らうが、 お前 は 心まで も 消えて しまって か、 手紙 もよ こさない と 云った に對 し、 妻から、 盲 ゃ聲で 

もない のに、 上京 もして こない。 この 奴 はと 云って 答へ たので あらう』 と解釋 して ゐ^ が 『盲 や 聾 

でもない のに』 と 云 はうよ り は、 『肓か 聾の やうな 癒 物に でもな つたので すか』 と解釋 する 方が 感情 

に 直接の やうで ある。 

次に、 ャ ッ コと いふ 使 ひ 方 は、 坂上郞 女が 家 持に、 『常人の 戀 ふと 云 ふよ，.^ は餘 りに て 我 は 死ぬ ベ 

ひな やっこ あめび と 

くな， 0 にたら す や』 (卷 十八。 四 0 八 0) と 云って やった のに、 家 持 は、 『天 ざ かる 鄙の 奴に 天. <  し 斯く戀 

ひすら ば 生ける しるし あり』 (同。 四 0 八 二) と 答へ て 居る。 また、 これに 類似した ものと して は. 紀女 

郞が家 持に 贈った 歌に、 『戲 奴が ため 吾 手 もす まに 春の 野に 拔 ける 茅花ぞ 食して 肥え ませ』 (卷 八。 一 


s 六 0)。 『&は 咬き 夜 は戀ひ 招る 合 歡の花 君の み 見め ゃ戲奴 さへ に 見よ』 (間。 一四 六 丄) とい ふの が あ 

b, それに 答へ た 家 持の 歌に、 『吾が 君に 戲奴 は戀 ふらし 給， 9 たる 茅 花 を 喫め どい ゃ瘦 せに 瘦す』 

30  j 四 六 二) とい ふの が ある。 

次に この 一 首 は， 武田 博士 は、 『今 問題と して ゐる歌 は 柿 本. < 麻呂の 歌集から 出て ゐ るので あるか 

ら、 た V- 麻呂と 言っても、 直に 柿 本人， 麻呂の 事になる であらう』 とい ひ、 この 前の 歌に ついても、 

『人 麻！：，； 1^ 所 出で、 或は 人 麻呂の 作で でも あらう か』 (新 解) と 云って 居る が、 童蒙抄 では、 『此 注に 

て 袖 赛 の 注に、 何の 歌集 中に 出と 有ても、 其. <  の 歌と 決し 難き 證明 明か 也。 旣に審 和歌と 有から は、 

人 磨に て 無き 歌 も 歌集 中に 入た ると 見えたり。 然れ ば. <麿 妻との 問答の 歌と 見て、 前の 雪 こそ はの 

歌、 人 の 歌と すべきと 云べ けれど、 口 風 逸た る 事 を 知るべし。 凡て 左 注の 義は後 の 筆 相 混じた 

れば、 難 二 信用 一事 有。 又 可. 取 事 も あ， 9 て 取， 捨 ある 事 也』 と 云って ゐる。 古寫本 中、 元 *藍. 神に は 

『^』 がな く、 拾秘抄 では、 歌の 前に、 柿 本 朝臣 人 麻呂。 梳 本 朝臣 人麻呂 妻と 明記して ある。 近時、 

人， 膺歌槳 を 論す る學者 は、 大部分 を. <  麿 作と する 傾向に なって ゐる (武田 • 佐 佐 木. 石 井) やうで あるが" 

この 二 首 は、 特に 第一 首 は" <  麿 の聲 調に 似ない。 また. <  麿の 妻 だとす ると、 どの 妻に 當る のか、 疑 

問 の^が 幾つ も殘 つて：； is る。  . 

三 ニー 


人 麿の 歌で は あるまい と 思 ふ 1 說に 傾ぐ ものであるが、 この 二 f f 角も問答 歌で あ 

b 感情 も活々 として 居， -、 諧謔 裏に 親愛の 情 を 溢れさせて ゐる點 は 同！, すべく、 民^ 七し ごしま 

はない ところに 注意すべき である。. 私の 想像で は、 これ 1 麿に 環あった 一群の 人の 中の 5 の 

男女の 贈答 歌 だら うとお も ふので ある。 それ：、 家 持 は A 麿 を I すると 周 時に、 4 歌集 を も 

常に 注意して ゐ たから， 自然 この 歌 を も 模倣して、 卷 十七 gls の 歌 を 作った ものと t  、るの 


〇  . 

〔卷九 • 一  七 九 五】 

妹らぁル？^の3|に^§1^ っ縮彬の.^はぉ：^^けむ 

妹 等 許、 今 木乃嶺 茂 立 襦待木 者 古人 見祁牟 

1 挽歌と いふ 見出が？、  4 き Irs: 《呂ャ f 一首』 とい ふ 題が 附 いて ゐる。 叉 これ-, 續 

『紀 伊國 作歌 四 首』 の 後に 『右 五 首 称 本 匿 人 麻呂之 歌集 出』 と 注して ある。 宇治 若郞子 は卽ち 


き 五 

釋 


應神 天皇の 皇子で， 應神紀 に 云。 次 妃和科 臣祖日 觸使主 之 女 宮主宅 嫁、 生 二菟道 稚郞子 皇子. 矢田皇 

女. 雌.： a 皇女 一 IK々。 仁德紀 *K。 四十 一年 赛 二月、 譽田 天皇 崩。 時 太子 菟道稚 郞子讓 -1 位于大 

未： 帝位 ^ 仍諮 U 大鹪 鶴， IK 々。旣 而典， 一宮 室 於菟道 一而 居 之 一 12。 この 皇子の せ 2 は 今 木の 邊 にあつ 

たので、 これ は 现在、 山城 久他郡 宇治 町の 離宮 址 だとい ふこと になって ゐる。 それが 此歌を 咏んだ 

時には 旣に廢 れてゐ たもので あった。 延喜式 第二 十一、 諸 陵 式 云。 宇治 墓觀 If 稿 好 B. 、二 在 ゃ山賴 p;ff 

町、 .V 

戸三烟  , 

si  6 と 

〇 妹 等 許 ィ モラ. ガリと 訓む。 『妹が 許へ 今來 ると いふ 心に つづけた， 9』 (代 匠 記 初) と あ 

.S まき 

ろ 如く、 次の 『今 來』 に 係る 枕詞と して 用ゐ たもので ある。 新考 では、 ィ モラ-カリ イマまで を 枕詞 

とし、 キに 係る ものと した。 〇 今 木乃嶺 イマ キノ ミネで、 代 匠 記に， 『今 木 バ嶺ハ 大和 國高 巿郡ナ 

リ。 齊叨紀 云、 I 欽明紀 一 K、 七 年 秋 七お 倭 國今來 郡 言 云々。 此外雄 略紀. 皇 極紀. 孝 德紀. 天武紀 

等 一一 見 ュ タリ。 新ノ 一字 ヲ モイ マキ トヨ メリ。 昔 三韓 ノ. <  ノ德化 ヲ慕ヒ テ 渡リ來 ケダヲ ォカセ 給へ 

〃故 一一 此名 ァリ。 1 說- 一紀 伊 國 ト云說 ァダ故 一一、 今糙 I 一 和 州ナ产 證ヲ出 セリ』 と 云った ので、 童 蒙 

杪 •  ie. 略解. せ 蕤等も 皆 それに 從ひ、 宣長も 古事記 傳卷 三十 三に て、 『今 木嶺疑 はし。 もしくは 宇 

治お S 外に 今 木に もせ ii あ， しに やき 然るに、 山城 志に、 今 木嶺在 11 宇治 彼方 町 東南？ 今 曰 二 離お^, 

.  三 二三 


,  . .  三 二 四 

と 云る は、 此萬 葉の 歌に 依ての おしあて ごとなる べし。 姓氏 錄に 山城 國に今 木 連 叉 今 木な ど 云 姓 は 

あれ ども 宇治の あた， 0 に此 地名 古書に 見えた る ことなし』 と、 山城 說を 寧ろ 否定して ゐる。 然るに 

井上 博士の 新考 に、 『案す るに、 山城 風土記に 謂 宇治 者、 , 、本名 曰 二 許 之 國ー矣 と あ， 9。 許 は 杵の誤 

なるべし。 杵の名 は 今 も 郡 名に 殘れ， 5。 和名 抄 山城 國郡 名に 紀伊岐 と ある 是 なり。 宇治 は 後の世に 

は久世 郡に 屬 すれ ども、 いにしへ は紀伊 郡に 屬せ しなる ベ し。 否 宇治 を 中心とせる 一 區域を キノ 國 

と 稱し而 して 宇治山 を キノ 嶺と稱 せし なる ベ し。 さらば 今の 歌 は 妹 等 ガリィ マ まで を キノ ミ ネ にか 

ゝれ る枕辭 とすべし』 云々 と 云って ゐる。 この 新說は 極めて 明快で あるが、 イマ キは必 すし も 大和 

ニ處 でな くと もい いわけで あり、 この 歌で はどうしても 山城 宇治の 近くで ある 害で あるから、 t:  く 

イマ キノ ミネ をば 固有名詞 として、 味 ふこと とする。 0 茂 立 シゲリ タツと 訓む。 茂り 立つ である。 

舊訓ナ ミタ テル。 代 匠 記 精 シゲリ タツ 叉 は シゲク タツ。 考シ ミ クテル。 〇 蠕 待 木 者 ツマ マツ ノキ 

ハと訓 む。 妻 を 待つ と、 松の木と 同音な ので 續 けた。 言掛の 一 種で、 古今 以下の 言掛 技法 は 萬 葉に 

旣. にあった。 『大和なる 吾松棬 吹かざる な ゆめ』 (卷 一。 七き も 同じ 技法で ある。 『蠕 待木ト r 松 

ノ木ト ノミ云 ヒテハ 字 ノ足ラ ネバ、 カク， ご-ヘリ。 石 上 袖 振 川 ト云類 ナリ』 (代 匠 S 綺)。 『ヲ』 と 云 

はすに、 『ハ』 と 云って 居る。 0 古人 見 羊 フル ヒ トミ ケ ムと訓 む。 古義で は、 古 は吉の 誤で、 ョ 


いに レ 

キヒ トミ ケム。 古 {a| 本で は ムカシ Z ヒ トミ ケム と訓ん だの もフ 〃ヒ トミ ケム と^んだ の も ある。 古 

へ M が 見た であらう。 古  <； と いふの は 宇治 若郞子 を大體 指す ので、 或はな ほ 複數の 人々 を考 へても 

かま はぬ ところで ある。 『せ. < 見 祁牟ト ハ稚郞 子 皇子 ノ宮所 r 唯 跡 ヲノミ 申傳フ グー 一、 今木^？ノ 

松ハ、 北：： ノ人 モカ クコ ソ見ケ ムヲ、 今乇替 ラズシ テ茂リ テ立〃 ョ ト烕慨 ヲ起ス ナリ。 乂 皇子 ノ {M: ノ 

中 ヨリ 御 gS, ゼ ラレ ケムト 云 意-一 ャ』 (代 E 記 精)。 『古人 は 誰 を 指す か 知られす』 ハ 略解り。 『布诏 人と は、 

今 世に 存る人 をい ふ稱 にて、 過去し 昔の 人 を 云 ことに あらす I 俗に 云古參 のこと なり ー今桉 に、 い H 

ノ  pi キ ヒトノ  3 シト 3 クミ テ 3 シ トイ ヒシ ヨシ ヌ 3 クミ ョ 3 キヒ トヨ クミ 

は +H 字の 誤に て ヨキ ヒ トミ ケム なり。 叔人乃^！^跡吉見而好常言師芳野吉見與良人^：來三、 と ある を 

も べし。 さて 今の 古人 は、 稚郞子 皇子 を 指 奉れるな，.^』 (古義)。 『案す るに 平安朝 時代の 物語 

などに 兄え たる フ \ ビ ト、 はげに フ リタ , 人 とい ふこと なれ ど 言語の 意義に は變遷 あれば お ル良朝 時代 

に はせ の 人をフ だ ヒ ト とい ひけむ も 知る ベ からす。 或は 漢語の 古人 を直譯 して フ〃 ヒ ト とい ひもし 

けむ。 舒明 天皇の 御子 古人 皇子 も ふりた る 人の 意に よれる 御名に は あらで、 いにしへ の 人の 意に よ 

れる 御名なら む。 ともかくも 今 は 字の ま、 に舊 訓に從 ひて フ〃 ヒト とよむべし。 さて フ〃 トとは 

無論 若郞子 をさせる なり。 略解に、 古人 は 誰 を さす か 知られす といへ る は 迂遠な り』 (新 考)。 この フ 

^ヒト の 語 は、 井上 博士の いはれ た 如く、 ，支那の 古人の 直譯 であらう。 

1 一一 一 一 五 


三 二 六 

s もら が り いまき 

山城 宇治の 近くの、 〔妹 等 許〕 今 木の 山の頂に 繁， 9 立って 居る、 あの 松の 樹は、 嘗て 昔の 

5  V- のわきい らっこ 

宇治 若郞 子の 皇子 も御覽 になった ことで あらう が、 今 は その 宮址も 荒れて しまって 居る。 とい ふぐ 

らゐの 意で あらう。  . 

^@ この 歌 を 挽歌に 分類した の は、 皇子の 宮址 に來て 追懐した ので あるから、 同時に 皇子 を 

つま 

も 追慕す る ことと なる ためで あらう。 初 句に、 『妹ら がり』 とい ひ、 第 四 句に、 また、 『燸 まつの 木』 

と 云ったり、 現， 在の 私 等の 考 から 行けば、 要らざる 技巧で あるが、 當 時の 人 は眞 面目に なって かう 

いふ こと をして ゐ るので ある。 

(こし  しづ はた  と  か  ふせや  ひじ 9 

『.f5 へに 在りけ む 人の 倭 文 幡の帶 解き 交へ て廬屋 立て 妻 問し けむ』 (卷 一一 一。 四 一-二)。 『酒の 名 を聖と 

いこしへ  ひじ 9 こと  いにし  さか 

お ほせし 古昔の 大き 聖の 言の よろし さ』 (卷 三。 三 三 九 }。 『古 へ の 賢し き 人 も 後の世の かたみにせ むと 

1^ 人 を 送， りし 享持ち 還り 來し』 (卷 十六。 三 七 九 n 等の 歌 も參考 となり 得る し、 佛足石 歌に、 『よき 人 

みあと  i- は ゑ  ゑ 

のま さめに 見け む 御 跡 すら を 吾 は 得 見す て 石に 彫りつ く 玉に 彫り 付く』 と ある. その 『よき ス』 は 

諸佛 菩薩の 意 だが、 過去 世. のこと を 云って ゐる點 は同樣 である。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して 採られ、 第三 句 『なみた てる』 となって ゐる。 


【卷九 • 一  七 九 六〕 

t^r'i  f  こら  たづ さ  あそ  い.， V- み， ■  .  ^ -^^  . 

黄 _g の 過ぎに し 子等と 携 はり 遊びし 磯 を 見れば 悲し も 

黄葉 之 過去 子等 携 遊礒麻 見者 悲裳  . - 

もみ xf-t 

『紀. ^^作歌 四 首』 中の 第 一 首で ある。 初 句の 『黄葉の』 は 『過ぐ』 に 係る 枕詞の 格に 使って ゐ 

る。 葡 訓スギ ュ ク コ ラトであった の を 代 匠 記 精で スギ 一一 シ コ ラトと 訓み、 舊訓 タヅ サヒ テ であった 

の を考で タヅ サ 、ノ リ と訓ん だ。 もっとも 古寫 本に は タヅ サ ハ リの訓 があった (き. 顏 ：|  )。  ^訓 

ァ ソビシ イソ マ を 童 蒙抄. 古義で ァ ソビシ イソ ヲと 訓ん だが、 類聚 古 集で はさう 訓 んでゐ る。 

一首の 意 は、 嘗て 愛する 等は單 数-と共に 此處の 海 邊に來 たこと があった が、 今 は その 妹が 死 

んで 一人 來て 見れば いかにも 悲しい とい ふので、 四 首 連作の ごとく、 歌 調が 浮いて ゐ すしつ と-.^ と 

虽、， ところ を 見れ ど、 人 麿の 作と 想像 レて もい い 歌で ある。 さう すれば その 妻と いふの は 人 f ジ 

長歌に ある 妻と 想像 すれば、 依羅娘 子の 前の 妻で、 この 歌 も大寶 元年の 作で は あるまい かと 想像し 


三 二八 

たのであった。 『遊びし』 などい ふ 語 も、 いかにも 自然で、 現在 讀ん でも 新鮮な 感じの する 歌で あ 

る。 伊 列の 音で 續 けた 點が 多い が、 不思議に 調和して 哀 韻が ある。 

〇 

【卷九 •  I 七 九 七〕 

しほけ  あり， そ  ゆ. みづす  い 6 かた み 

鹽氣 たつ 荒磯に は あれ ど 行く 水の 過ぎに し 妹が 形見と ぞ來し 

塩氣立 荒礒丹 者雖在 往水之 過去 妹 之 方 見 等曾來 

第二 首で ある。 第二 句舊訓 ァラソ -ー 、ノ アトであった の を 代 匠 記 初で、 ァリソ 一一 ハァレ ドと訓 み、 

四 五 句舊訓 スギュ クイ モガ . カタ ミト ゾク〃 であった の を考で スギュ シィ モガ . カタ ミト ゾコ シと 

しほけ  しほけ  か を 

訓ん だ。 鹽氣は 潮け むりで、 『神風の 伊勢の 國は奧 つ 藻 も 靡み たる 波に 鹽氣 のみ 香れる 國に』 (お 一一。 

二 ハー 一) などの 例 も ある。 『行く 水の』 は 枕詞に 使って ゐる。 潮の 飛沫 を こめた 潮煙の 立つ 荒磯に 來 

たの は、 この 荒寥と して 銳ぃ 風光 を 愛する とい ふので はなく、 亡くなった 妻を傯 ばんがため だとい 

ふので、 句々 緊張して ゐて然 かも 哀 IE 切々 として 瞎は つてく る 力量 はや はり 人 麿の 作 だと 想像せ し 


める に 足る 歌で ある。 初 句の シホケ タツと いふので さへ、 旣に 旨い ところが あり、 第三 句の 枕詞な 

ども 寧ろ 人 麿の 常套手段と 謂っても いいくら ゐ である。 卷ー の 人 麿 作、 『眞草 刈る 荒野に は あれ ど 

もみ ぢ. f*  かたみ 

黄葉の 過ぎに し 君が 形見と ぞ來 し』 (卷 一。 四 七) と大 に似て 居り、 この 人 麿 歌集の 歌が 署名が 無いだ 

け 割が 惡 いとお も ふが、 翻って 思 ふに、 これ は 同一の 作者が 別々 に 作った ものと 解釋 して 差 支ない 

同一 の 作者 だから、 同じ やうな 感じ 同じ やうな 手法になる の も 極めて 自然 だからで ある。 それの み 

でな く、 此歌は 安騎 野で 作った 歌に 比して 優る とも 劣って はゐ ない と 思 ふので ある。 また 私の 想像 

では、 この 卷 九の 歌の 方が 卷ー の 歌よりも 後で 作った ものと 想像して ゐ るので ある。 

此歌、 六帖 に、 『潮け たち 荒磯に 有れ ど 行く 水の 過 ざに し 妹が 形 兑とぞ 見る』 となって ゐる。 

〇  - 

【卷九 • 一七 九 八】 

いこしへ いも  わ  み  くろ うしが た  み 

古に 妹と 吾が 見し ぬば たまの 黑牛潟 を 見れば さぶ しも 

家 丹 妹 等 吾見 黑玉之 久 牛 方 乎 見 佐 府下  , 

II 三 九 


三  一二 〇 

一 二 句 舊訓フ クイへ 一一 . ィ モト フガァ シ。 拾 穗抄ィ 一一 シへ ♦ 一。 代 匠 記精ィ モト ヮガ ミ シ。 古寫本 

中ィ- シへ -ー (西. 細.？ > ィ モト ヮ ガミシ 古 •)。 黑牛潟 は 紀伊名 草 郡 (今 海草 郡) の黑江 

である- 『黑 牛の 海 くれな ゐに ほふ 百 敷の 大宮人し あさりす らし も』 (卷 七。 ニー  了 o。 『黑 牛が，， こ 潮 

干の 浦 を くれな ゐの玉 裳裾び き 行く は 誰が 妻』 s 丸。 一 六 七 一一) などの 歌 も あり， 大和から も來て 遊ん 

だ 所であった。 サブ シは 不樂、 不怜と 書き、 何となく 憂 はしく、 心の なぐさまぬ、 悲哀の 蟠 結して 

ゐる氣 持で ある。 妻に 死なれて 嘗て 二人で 遊んだ ことの ある 黑牛 潟に 來 ると 何 か 心に わ だか まる 悲 

哀が ある 氣 持で、 後世 幽玄 體の、 『淋し さは その 色と しもな か， りけ り』 と は 違 ふので ある。 もっと 現 

實 的で 且つ 肉體 的な 氣持を あら はして ゐ るので あな。 - 

- 『ささな みの 志賀： Is 子ら が罷 道の 川 瀨の道 を 見れば 不怜 しも』 (卷 一一。 二 一  八)。 『碑 遮の l^lf の- S 

み しらつつ じ  さぶ  き  さ ： 

廻の 白離躅 見れ ども 不怜し 亡き人 思へば』 C 卷ー 一一。 四 三 四 )0 『今よ， 9 は 城の 山道 は 下 身し けむ 吾が 通 ま 

むと おも ひし もの を』 (卷 四。 五 七 六 }。 『家に 行きて 如何に か 吾が せむ 枕づく 屋さ ぶしく 思 ほ ゆべ し 

も』 (卷 五。 七 九 五 )0 『秋 萩 を 散 b 過ぎぬ ベみ 手 折り 持ち 見れ ども 不怜し 君に しあらねば』 (卷 十。 ニニ 九 

〇) などの 用例が 參考 になる。 

この 歌 も頫當 にあら はされ てゐ て、 少しも 無理がない ので、 稍 平凡 過ぎる やうに 評價 する 人々 も 


居る だら うが、 この 無理の ない 境界が よく 分からなかった ので、 古今 集の 歌の やうに 理に墮 ち、 新 

古今 集の 歌の やうに 幽玄に 墮 ちて しまったの である。 .扑 情 詩 は 無理の ない 當然の 中に 妙味の ある も 

のでなければ ならない。 

〇 

【卷 九. 一七 九九】  \ 

たま つし まいそうら み  まな ご  に ほ  ゆ  レ； f  k  IP  - 

玉 St 島 機の 浦 廻の 露 砂に も染 ひて 行かな 妹が 觸り けむ 

玉 律 島 確 之 裏 未 之 . ほ 〈名 仁 文 爾保比 去 名 妹觸險 

玉 もや は，^ 海草 郡に あり、 八 「の 玉律嶋 神社の 柬方奠 供 山の 地 だと せられて ゐる。 昔 は その *1 

は 機であった ので あらう。 舊訓 は、 『玉|3;^15磯の浦まの眞名.にもにほひて行かな妹も觸れけむ』 であ 

つた。 ィモ 一一 フレ ケム (代： iM 記 精)。 ィモ. 、カフ レケ、 ム (略解)。 ィモ ガフリ ケム (古義)" ィ モノ フ リケム 

(新 考) 等の 訓が ある。 第 四 句 一一 ホヒ テュ カナ は 特殊の 用法で、 『岸の 植生に に ほひて 行かな』 ハ卷 力。 

九 II； 二) などの 例と 同じく、 そこの 眞 砂で 衣 を 色 づけて 行かう。 この 眞 砂に は 亡き _ ^も 嘗て は 觸れて 

1  一二 一一  1 


らうと いふので、 極めて 覺官 的、 官能的、 感覺 的と も 謂 ふべき、 氣 

持の いい 歌で ある。 この 結句 は、 萬 葉 歌人の 烕覺 だと 謂っても、 さう 誰も 彼 もに 出来る 句で はない。 

餘程眞 率で 生々 した 神經を 持って ゐる 歌人で なければ 出來 ない 句で ある。 や は，.^ この 四 首 は 何とな 

し 人 麿 を 想像せ しめる ものと 看做して い い。 

『wsrl- にに ほふ 入り 獻り おもに ほ はせ 旅の しるしに』 (卷 一。 五 七リ。 『草枕 旅行く 君と 知ら ませ 

： こ、  すみの 大 .  はに ふ 

V6 岸の 衝^に に ほ はさまし を』 (卷 一。 六。。 『白浪の 千 重に 來寄 する 住吉の 岸の 埴生に に ほひて 行 力 

な』 (卷 六。 九 三 一一)。 『馬の 步み おさへ 駐 めよ 住ま 口の 岸の 黄土に に ほひて 行かむ』 (卷 六。 一 00  二)。 『吾が 

待ちし 秋 萩 きぬ 今 だに も 1 ひに 行かな 遠方 人に』 (卷 十。 二  0 一四； >o 『殊更に 衣 は 摺らじ をみ なへ し 

きしぬ  in- に ほ  に ほ  を 

l^iil? の 萩に に ほひて 居らむ』 (S -。  ニー  〇 さ。 『住 吉の岸 野の 樣に染 ふれ ど染 はぬ 我 やに ほひて 居 

らむ』 (卷 十六。 三 八 0 一)。 『春の 野の 下草 靡き 我 も 依， 9 に ほひ 依りな む 友の まに まに』 (卷 十六。 三 八 0  二) 

等の 用例が 參考 となる。 いろいろ 使 ひざ まの 一一 ュ アンスが あるから、 それ を 千篇一律 にしない 方 力 


意 


き 五 

釋 


萬 葉 無 卷十所 出 歌 一 


ろ 


〇 

【卷十 二八 ニニ 

ひさかたの 天 の 香具 山 この ゆ ふ ベ 霞た なび く 春 立 つらし も 

久方 之 夭芳山 此夕 霞霏霍 春 立 下 

J 『箱 維 歌』 とい ふ 題の ある 歌で ある。 以下 七 首 『右 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出』 と 注せられ て 力 


 _ 古寫本 等で は、 アマ ノカ グャ マと 云って ゐ たの を、 考 から ァメノ カグャ マと P んだ。 ま 

た 第三 句 を コノ クレー 一 (元-類) と訓 み、 第五 句 を ハダ ハ キヌ ラシ (元) と訓ん だの も ある。 タ ナビ ク 

は、 梨屮 ii 引、 棚曳、 棚引、 桁 引、 蒙、 被な どと も 書いて ある。 

    ； 1:  f  ！  r に： ト； 111  1111  一 i  .n  iL 


大 


鑑 


.  三 三 四 

一首の 意 は、 この 夕方む かう の 天の 香具 山 を 眺める に： まが 棚引いて ゐる。 して 見る とも 

う 恭が來 たらしい とい ふので ある。 

これ はた だの 實景で 『立春』 などの 理論から 來てゐ ない 歌で あらう。 眞淵 は評釋 して * 

『彭" んを 望めば、 此夕 さり、 のどかに 霞の 棚引つ る は、 春の たちた るな らんて ふ 意の、 みがく こと 

もな くうる はしく 姿 高く 調ぶ るが、 かたきな り』 (考) と 云って ゐる。 明朗で 洞 濁な く 眺めの 儘に 流 

露した もので、 集中で も 注意して いい 歌で ある。 

右に 云った 如く この 歌 は、 明快、 素直 且つ 自然で ある。 それ だから これ を 古今 集の 歌な どに 較べ 

らく 

るなら、 その 重厚な 聲調を 感得す る ことが 出來る けれども、 それでも 人 麿の 歌と すると 少しく 樂す 

ぎて 切實の 響が 足らない。 又大. ^い 波動 をも感 する ことが 少ぃ。 そこで 賀茂眞 淵 も、 『されば 此歌 

は 人 麻呂の 歌なら ぬ を もお も ふべ し』 (新 採 百 首 解) と 云 ひ、 人 麿が 他人の 歌を輯 めた ものの 一 つと し 

て、 『人 麻呂の 書つ めお かる こと、 歌の すがた、 此山 をし も 見た るな ど を 思 ふに、 飛鳥 藤 原の みや 

この頃に よめる 歌な り』 (新 採 百 首 解) と 解して ゐ るので ある。 併し、 想像 するならば 或は これ も 人 麿 

自身の 作で、 存外 樂に 作った 手控の やうな ものであるの かも 知れぬ。 持統 天皇の 御製な ど を も 聯想 

しつつ、 に 此處に 書きと どめ 置く ので ある。 


立泰は 一 年での 記念す ベ き 事柄で あるから、 萬 葉に あっても、 『正月た つ 春の はじめに 斯 く I > つ つ 

相し 笑みてば 時 じけ め や も』 (卷 十八。 四 一三 七)。 『冬 過ぎて 春し 來れば 年月 は 新た なれ ども 人 は傻り 

ゆく』 (卷 十。 一八 八 四) 等が ある けれども、 特に 立春の 歌と 看做すべき 歌は微 い。 この 一 首 は朗々 と 

した 調子 だから、 一般化され く 且つ 民謠 的な 特色 を も 持って 居る ので、 も 今 集 以後 今日に S る ま 

で、 立恭の 歌と いふ ものが 形式的に 必す附 物と して 添 へられる に 至って ゐる。 なほこの 歌 は 新 勅撰 

ま 上に 讀人 不知と して 載り、 夫 木 抄に人 丸 作、 第二 句 『あまの かこ やま』、 結句 ィ 『春 は來 ぬらし』 

として 採られ、 また 赤 人 集に は、 『ひさかたの あまの はやまに この ゆ ふべ 霞片 靡く 赛. たちく らし』 

(W 林 願)、 『霞た なびく 恭 立ちに け-り』 (相 布) とい ふの が あり、 更に 家 持 集に も 流布本 赤 人 集と 同じ 形 

の ものが 載せられて ゐ るの は、 この 歌の 異傳 であらう。 さう いふ 具合に 吟誦 的に 傳 へられる 素質の 

ある 歌 だが、 . ^ふと やはり なかなか 大きい ところがあって 棄 てがたい。 

〇  . 

§•  • 一八 I 三〕 

三 三 五 


まき むく  ひ はら  た  はろ がすみ お ほ  も  こ 

卷 向の 檢 原に 立てる 春霞 曾に し 思 はばな づみ來 め や も 

卷向之 檢原丹 立 流 春霞 欝之思 者 名 積 米 八方 

卷 向の 檜 原は卷 向山 續 きの 檜 原で、 その 顷は 檜の 木立が 繁 つて ゐ たものと 見え、 普通名詞から 地 

名 ともなった。 卷 向の 檜 原、 三輪の 椅原は 未だ 眞に 地名に ならなかった 頃の 云 ひ あら はしであった 

だら うか。 

お ほよ そ 

一首の 意 は、. 君の こと をば、 ただ 大凡に 簡單に 思って ゐる のなら、 こんなに 難儀して 來 るので は 

ない。 深く 思へば こそ かう して 難儀しながら 山路 をも來 るの だとい ふので、 上の句 は 序で、 春霞が 

薄く かかって ゐ るの を、 『お ほに し』 に續 けたので ある。 品の いい 戀愛歌 (相 聞) で、 これ も 吟誦に 適 

する いい 聲調を 持って ゐ るから、 從っ てまた 形式 化され 易い 素質の ある ものである。 然し 作者 は 貰 

際 この 邊に 住んで ゐ たこと が 分. かり、 親しんで ゐた女 を も 想像す る ことが 出來 るから、 ただ 空漠と 

した 歌謠 的な もので ない ことが 分か. る。 そして これ も 人 麿の 或 時期の 作と して 見立てる と、 記錄に 

ある 人 麿の 妻の 誰か、 或は さう いふ ものに 關 係ない もの か 等 いろいろと 聯想が 向く けれども、 事實 

を 尊重す る學 者に とって はさう いふ 恣な 聯想 はた だの 心の 戲 として 映す るで あらう。 


この 歌の 訓に は、 第 句、 、ン レヌォ モヒハ (元. 類. 祌 )o ク ヒシォ モヒハ (£)。 ク レシオ モ ヒハ 

(細 • 溫 • 矢-京 • 附 •  *^ 永 本) 等の 訓も あり、 ォホ -ーシ ォモ" バ (ss)。 ォ ホー 了 シモハ バ (考. 略解. 古義) 

の 經過を 經てゐ る。 結句 も、 ナ グサメ ツヤ ハ (元. 類-神)。 ナツ ミケ メャモ (爾餘 お、 宽永本 ：>。 ナヅ ミ 

コ メャモ (ま 抄. 考. 略解 • 古義) 等の 經過 である。 

それから 解釋 も、 契 沖 は 『卷. ノ椅原 ハ、 サラ ヌダー 一繁 キー 一、 春 ノ來ヌ レバ、 イト、 >  霞 一一 クレテ la 

白 ク见ュ ルヲ、 ^；^ョリサキ此窗ム バ カリ 心 ノクレ ツル 思ヒ. I 一  "煩 ケメ ャト、 今 ノ霞テ 面白 キ 一一 對シ 

テ忘タ 〃ャ ウー 一 ョメ〃 歟』 (代 匠 記 精). などの 如く 面倒に 解して ゐ るが、 『檜 原 を 霞みて 覆 ひたる と 云 

義 にて、 そのお ほの 詞を 凡の 字の ことに 惜， 0. て、 大凡に 思 はば、 はるばるの 處を も、 なづ みっつ 來 

め や も、 不，. 練 思へば こそ、 震に 立 かくした る處を も、 なづ みて 來た， 9 と 云 意と 聞 ゆる 也』 OSS- 抄)。 

また、 『大方に 思 はばな づ みいた づき 來らめ やとい ふ 也。 泰 霞より 欝と つづく は、 霞みて おぼろな 

るより 續 けたり。 此 哥は雜 歌のう ちながら、 相 聞の 意 あるか、 又した しき 友を訪 へる 類な らん か』 

c 考) とい ふ解釋 があって、 いかにも 穏當 である。 - 

この 歌 は、 赤 人^に、 『まき もく かひ はらに たてる はるかす み』 (I 林-^)、 『卷 向の 檜 原に 立てる 卷 

霞 暗れ ぬ 思 ひに 若菜つ まめ や』 (I 布) と载 り、 SI 今雜 上に、 『霞 をよ める、 人 丸』 と 題し、 『卷， M の 

li! 三 七 


搶 原に 立てる 泰 がすみ 暗れ ぬお も ひ はなぐ さまる や は』 として 載って ほる。 

〇 

， 

ヽ 

〔卷 十： 八 一四〕 

いにしへ ひと  う  すぎ  え  かすみた な •  ひ  はろ  き 

古の 人の 植ゑ けむ 杉が 枝に 霞 棚引く 春は來 ぬらし 

古， 人 之殖兼 杉 枝 霞霏纖 春 者 來良之 

この 歌 は、 杉の 大木が 立って ゐ るの を 稍 遠い ところから 見て ゐる 趣の 歌で、 代 匠 記 初 稿； 14 に 云 ふ 

如く、 卷 向山の 杉林で あらう か。 その 杉林 は、 歲月 を經て 高く 繁 つて ゐ るので、 古の 人の 植ゑ けむ 

と 云った ものである。 その 杉 枝に 霞が 棚引く の は、 もう 泰が來 たらしい とい ふので、 前の 香具 出の 

歌と 趣が 同じで ある。.  * 

巧 を 弄しない、 素直な 歌で あるが、 『杉の 枝』 を 見て ゐ るの は 特殊で 且つ 具象的で ある。 併し これ 

も 有りの 儘に 杉の 木立 を 見て 作歌して ゐる のが 好い ので、 萬 葉の 歌の 正道 は實 に其處 にある ので あ 

る。 それ だから 解釋に 際して は、 『古への 人のう ゑけ むと は、 只年經 たる をい ふの み』 (略解) だけで 


いいので ある。 『同じ 赛は 來らめ 共、 人 ふり 行て 過し 代と なれる と、 歎の 意 を 含めて、 過に しこと 

を 云 はんとて 杉 を 詠め る 也』 (童 蒙抄) とい ふの も^ち 過ぎて 居り、 『今按 に、 卷，： 1： 山に、 昔時 人 あ ，0、 て、 

杉 を ま 生し しと 云 故事 ありて、 よめる なるべし』 (古義) とい ふの も 奈何と おも ふ。 これ は 故事に 據 

つたと いふよ.^ も、 かろい ふ 懐古 的の 聯想 は 人間の 自然の 心理な ので あるから、 故事に 本づ かなく 

ともい いので ある。 次に 新お では、 『杉 枝』 は、 『杉 村』 の誤寫 だら うと 考 へて る。 そして、 『もし 

天然 林なら ばた とひ 年經 たりと もィ 一一 シ へ ノ人 ノウ- ケム と は 云 ふべ からす。 林の はやく 神代よ 

り；：；： はれし • は： ：！ 本紀 に：！^ えた わ-』 と 注して ゐる。 杉 は 神代から 11： 林した とい ふこと が 分かれば • 

杉 は， W 林す ろ もの だとい ふこと になな から、 この 歌の 上の句 も 自然に 理解の 出來る わけで ある。 な 

ほ、 杉に 關 係した ものに 次の 如きが ある。  . 

三 諸の 神の i 杉 巳 具 耳矣 自得 見監乍 共い ねぬ 夜ぞ 多き (卷 二。 一 五六)  . 

C  T-  まこ すぎ  一 Jt:- 

何時の まも 神 さびけ るか 香具 山の 鉢 杉が 本に 薜 むすまでに (卷三。 一一 五 九) 

が酒を1"ニ輪の祝，が总ふ杉手觸りし罪か5!?^に遇ひがたき (卷 0。 七  一二) 

i い 1 備の神 依 板に 爲る 杉の 念 ひも 過ぎす 戀 のしげ きに (卷 丸。 一七 七 一 5 

いその かみ 矿 ずの 慰 さ びに し 吾 やさら さら 戀に逢 ひに ける (卷 十。」 丸一 ーセ) 

三 三 九 
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吾 背 子 を 大和へ 遣 り て 松し 立す 足 柄 山の 杉の. の 間 か (卷 十四。 三 三 55 

かう いふ 種類 だが、 足 柄 山の 歌 をの ぞいて は 杉の 大 森林で はなく、 存外 數の 少ぃ氣 持で ある。 今 も 

神社な どに ある、 あの 程度の ものの やうな 氣 がする から、 この 歌の 杉の 枝 も、 杉が さう 廣々 と廣が 

つて ゐ たので はない 杉の 森の やうに 想像され るので ある。 

この 歌、 赤 人 集 M 林 願 に 入-^， 『いにしへ の ひとの ゲへ けむす きのはに かすみた な ひく はる はき 

にけ.^』 (霞) となって ゐる。 又、 家 持 集に も、 『古の 人の 植えけ む 杉の 葉に 霞た なびく 赛ぞ來 ぬ 

らし』 として 载 つて ゐる。  , 

〇 

【卷十 二八 I 五】 

こ ら  て  まきむ く やま  は， 0  こ  は しぬ  かすみ 

子等が 手を卷 向山に 春され ば 木の葉 凌ぎて 霞た なびく、 ， 

. 子等 我 手 乎 卷 向山 丹 春 去 者 木 葉凌而 霞霏霍 ■ 

ま  ま *i 

この 歌 は、 初 句 は 枕詞で、 『手 を 纏く  • 卷 向山』 と 同音に よって 續け たもので ある 今卷 向. H を 見 


れば枪 や 杉な どの 木 やゑ を も 凌いで 一而に 渡が 棚引いて ゐる。 もぅ^|^.になったからだとぃふの でぁ 

この 歌で 特徴 は、 『木の葉し ぬぎて』 とい ふ 句に あるが、 かう いふ 表 はし 方の ものが 萬笼に 幾つか 

あるので ある。 . 『奥山の 普の 葉 凌ぎ 零る 雪の 消な ば 惜しけ む 雨な 零り そね』 8 三。 二 九九)。 『奥山の 

具 木の葉 凌ぎ 零る 雪の 零.^ は 益す とも 地に 落ちめ や も』 (卷 六。 一 0 一  〇)。 『高山 の^の 紫 凌ぎ 審る ir 

けい  あつ， 

の^ぬ とか IH はも 戀の繁 けく』 (卷 八。 二ハ五 五) などの 例で ある。 押し 凌いで、 壓 して、 押し分け てと 

いふ やうな 意^が ある。 『いはせ 野に 秋 萩 凌ぎ 馬竝 めて 始臞 i だに 爲すゃ 別れむ』 (卷十 丸。 ョ 一 5： 九)。 

『をみ なへ し 秋 萩 ぎ さ を 鹿の 露 分け 鳴かむ 高圆の 野ぞ』 (卷 二十。 四 二 九 七) の 如き は、 秋 荻の 間 を 分 

け つ つな どと いふぐ らゐの 意味 を もって ゐる。 これ 等の 用例のう ち、 『木の葉 凌ぎて 鼈た なびく』 の 

句 はや はり 何處 か眞赏 のと ころがあって 好い。 

上の句 S 枕詞の 使 ひざ まな ど は 人 麿ら しいと ころも あり、 人 麿が 若し、 卷€; の 穴師の m あた，^ に 

ゐた とせば、 かう いふ 樂な種 頻の歌 を 幾つか 作った と考 へても 差 支 は 無い わけで ある。 つまり 全力 

を 礎がない 歌が 幾つか あり 得る だら うとい ふこと になる。 どんな 優れた 歌人で も 一 首 一 首 盡 く 優秀 

とい ふわけ に は； 打かない。 そこが またお もしろ いところ なので ある。 併し これ も、 人 麿 作と いふ 假 

一一！ 四！ 
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定の 上に 云へ る ことなので、 或は 人 麿 作で 無い のか も 知れない ので ある。 この 歌、 袖 中 抄に载 り、 

第二 句 マキ モク ャマ。 第 四 句、 コノ ハシノ キテと あり、 赤 人 集に は、 『としか マネ を まき もく 山に 春 

され はこの はるし きて かすみた な ひく』 (I 林 願)、 『子ら が 手を卷 もく 山に 泰 くれば 木の葉 凌ぎて 霞 

たなびく』 (相 布) として 载り、 風雅 集 春 上に 人 丸と して (5に：5 山 ま) 載って ゐる。 

〇 

C 卷 十- 一八 一 六】 

ゆ ふ  く  さつ ひと S つき たけ かすみ 

玉 かぎる 夕 さり 来れば 獵 人の 弓 月が 嶽に 霞た なびく 

玉蜻 タ去來 者. 佐 豆 人 之 弓 月 我 高 荷 霞霏霍 

〇 玉蜻 タ マカギ 产と訓 む。 舊 訓カゲ 0 フ / と訓 んでゐ たの を、 考 でカギ ロヒノ と訓ん だ。 そし 

て 古義 は、 この 歌に 於て は 考に從 つて ゐ るが、 卷 十一 に 至って タマ 力 ギルと いふ 訓を 出し、 『可 藝留 

は、 • 可 藝呂 比、 可藝呂 布な ど 云と 同 言に て、 光耀 くこと なり』 (^j と 言 ひ、 更に 「玉 蜻考」 に 於て 

この 說を 完成した。 それで この 雅 澄の 說に從 つて、 ここ も タマ カギ〃 と訓 むので ある。 この 言葉に 


就いては、 旣に人 麿の 安騎 野の 長歌 (卷 一。 四 五-及び 妻の 死 を 悲しむ 長歌 (卷 二"  二  3 七) の 評！^ 

1^ 嶋 f ハ, i) に 於て 述べて 置いた。 0 佐 豆 人 之. 弓 月 我 高 荷 サッヒ トノ. ュ ツキ ガ タケ 一一と 湖む。 獵 

ゆみ ゆ 

.= ^の 弓 月 にで、 弓 と：？ とで 續 けて ゐ るので ある。 『薩人 は 上に も 注す る猶 人な り。 よりて 弓と は 

つづけたり』 (代^. 記.. お。 『さつ 人 は、 も はら 弓矢 もて 鳥 獸を獵 ゆ ゑ、 さつ 人の 取 持 弓 束と いふ 意に、 

？り^ とい ふ 地に 云 かけた るなる べし。 •：•： ただに 弓と いふに のみ かかれる に は あら じ』、 (古義) 等で 

大體 分かる。 そして 此處の 枕詞の 係 は、 やはり、 ユミ 卽ち ュに續 けた ものである。 この サッ ヒトノ 

とい ふ 使 ひざ ま は 葉 集に なほ 多く あるかと 思った が、 實際は 一 つし か 無い らしい。 それから、 獵 

パと讀 ませる の も 1 つし か 無. いらし い。 他の 例 は、 『あし ひきの 山の 獵夫 にあ ひに ける かも』 (卷 三。 

二 六 七)。 『出の ベ にい ゆく 獵夫は 多 かれ ど』 8 十。 二 一  四 七) 等で あ. る。 

この 耿は^ 一句で 枕詞 を 用ゐ、 また 第三 句で 枕詞 を用ゐ て、 ほか は單 純に 樂々 と 歌って ゐる もの 

である。 つま 6 中味 內容の 非常に 少ない 歌 だが、 これで も 一首 獨 立して ゐ るので ある。 明治 新派 和 

歌の 典った 常時、 子规 など も はじめは 內容 の複雜 性を說 いたのであった が、 漸次 必 すし もさう は 行 

かぬ こと を 悟入した ものである。  . 

サ ッヒト ュ ツキ 

この 歌 は 袖 中抄に * 『カケ フノ" ダサ リク レハ 佐 豆 人 ノ弓月 力 タケ 一一 カス ミタナ ヒク』 として 氣 

三 四 三 
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り， ^人 集に- 『かけろふのゅふさ，0くれはかりひとのゅめみぇかたにかすみ^?なひく』(麵林願)、 『ゆ 

つきがた けに』 (械 布) として 载り、 六帖 に、 『かげろ ふの 夕 さり くれば さと 人. のつ ゆお きかたに 観た 

なびく』 として 载 つて ゐる。 叉 夫 木 和歌 抄に は、 『かげろ ふの』 『さと 人の ゆつ きのた けに』 となつ 

てゐ る。  . . 

〔卷 十二 八 一七】 

ゲき i: きて は^なむ と 云ひ寢 しに 翰 妻 山に 霞た なびく 

今朝 去而 明日 者 來牟等 云 子 鹿 丹 旦妻山 丹 霞霏霍 ， 

• 初句ケ フユ キテ。 ケサ ユキ テ。 古來 この ニ訓 があった。 拾德抄 はケサ ユキ テを 採用した。 第二 句 

第三 句 は 種々 の訓が あ， o、 ァス" コム トイ フコ カー 一。 - ァスハ コム トイ フシ カス.、 力-一。 ァス， "キ ナム 

トイ フ コ 力 二な どで ある。 ァス へキ ナム トイ フ (代 匠 記 精 )0 ァス ハコ ムチフ (古義)。 『子 鹿 丹』 の訓は 

まちまちで、 シ カス ガー 一 (： 拾稳 抄リ。 ハシキ ヤシ、 サ 一一 ヅ ラフ (古義) 等の 說も あるが、 新 考はァ スハキ 


いひね し に 

ナム ト. ィ ヒテュ クと訓 み、 森 本治吉 氏はァ スハキ ナム ト. ィヒ ネシ- と んだ。 卽ち云 子 鹿 丹と 

その 儘 よんだ ので ある。 併し これで は 稍 古 調から 遠い やうで ある。 朝 妻 山 は 大和 南 城 郡 ie? 城 村に 

あろ 朝^で、 天武天 皇紀に、 幸 一一 于朝 嬌ーーボ 々と あると ころで ある。 そんなに 高い 山で ない ことが 分 

かる。 

一首 は、 ただ 朝^ 山に 霞た なびく といんだ けの 歌と 看る 方が いいとお も ふ。 つま..^ その上 は 序詞 

の 形式と なる ので ある。 この 上の句に 意味が 相當 にあ， 9、 績 きも 相當 にいい ので 古來 Sf なる 序詞と 

せす に解釋 したが、 ここ は餘り 意味 を 持たせす に解釋 する 方が よく、 さすれば、 『云 ひ寢 しに』 と訓 

んだ、 稍く だけた やうな 調子 も 生き 得る ので ある。 併し それでも 若し 第三 句が、 、ノ シキ ヤシと かサ 

-ーヅ ラフと かに 訓み 得るなら、 歌と して は その 方が よくなる から、 これまでの 訓 では、 古義の 訓に 

從 つた 歌が ー桥 いい。 ただ、 今 はなるべく 文字 を 改めす に訓 まう としてし ばらく この 訓に從 つたの 

である。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 上句 『けさ 行て あす はこしと いふし かすかに』 となって 

ゐる。 

1 一 一 四 五 
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o 

【卷 十. I 八 I 八】 

こらな  か  よろ  あさ づま  かた やま  かすみ 

子等が 名に 懸けの 宜しき 朝 妻の 片山 ぎしに 霞た なびく  - 

子等 名 丹 關之宜 朝 妻 之 片山 木之爾 霞 多奈引 

この 歌 も 第三 句 以下が 中味で その上 は 序詞 的 装飾で ある。 愛する 妻と いふ 語の 入って ゐる、 朝 妻 

山と いふので、 關聯 せしめる のに 具合の いいと いふ 意味で ある。 唱 ふるさへ 氣持 よいと いふ 意味で- 

萬 葉 集に は その他に も 用例が 幾つか ある。 この 一首 を 吟誦して ゐ ると、 いかにも 朗らかに 淸 潔な 感 

じがす る だら う。 これが 不思議な ぐら ゐな もの だが、 當 時の 作者 は 心 もせい せいしながら、 餘程氣 

乘 して 作った ものと 見える。 民謠 的で も ある けれども、 『久方の あめの 香具 出 この ゆ ふべ 』 などと 共 

に、 棄 てがたい 人 麿 歌集 中の 歌の 1 つで ある。 そして 其. 處に 並んで ゐる七 首 は 大體に 於て 皆 同じ 調 

子で あり、 ひょっとせば 人 麿の 作 かも 知れない。 眞淵 はじめ これ 等 を 人 磨 作と して は 認めな いのは- 

餘り 朗らかで 樂 だからで あらう。 それから、 是 等の 歌に 繽く讀 人 不知の 歌と 著しい 差別 を 見出し 待 


ない とい ふ點も ある だら う。 赏際、 その 讀人 不知の 歌 は 民謠的 だが 大體に 於て なかなか ほい。 それ 

ご 尸ら、 當 ^s- の 人々 はこれ ぐら ゐの歌 は 作， 9 得た と 解して よく、 いい 時代であった と考 へねば なら 

ない。 また 人 磨の みが 力量-あって、 ^代作 をして しまった などと 結論して しま はれない ところが あ 

ると おも ふので ある。 

この：^ ュ、 .i^ 人 雜ほ布 及び 六帖に 入り、 第二 句 『つけの よろしき』 となって ゐる。 又 夫 木 和歌 抄 

こ 人 九 乍と し、 やはり 『つげの』 と訓ん でゐる  . 

〇 

【港 十 • 一八 九 0】 

ぎ：11ゅに友麓の.ぬき別れ歸ります間も田.？ほせ_^£  - 

友 鷲 鳴 別 卷益間 思 御 吾 , 

『布目 聞』 の 部の 最初に 出て 居り、 以下 七 首の 後に 『右 柿 本 朝臣 人 麿 歌 築 出』 と 注せられ てぬる 

〇 友緊 流布本 『犬 鷺』 となって ゐ るが、 寫本 (類) に據 つて 訂 した。 舊訓ィ ヌレ/ ゥク ヒス。 そこ 

.  三 四 七 
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で 代 匠 記で は、 『犬ノ 下-一類 留等ノ 字 落タ〃 ベ シ』 と 云った。 また 考 では ナケ 〃ゥグ ヒ スと訓 み、 

『今 本， 哭を 犬と する は畫の 消しな り』 とし、 略解で 犬 は 去の 誤と し、 宣長說 の 犬 は 友の 誤と いふの 

を 記入した。 古義 は 考に從 つて 略解の 宣長說 を 否定した が、 現在 は 類聚 古 集に よって、 宣長說 が 確 

めら れ るに 至った。 〇 眷益間 舊訓カ ヘリ マス ホド。 考カ ヘリ マス マモ。 『眷』 を カヘルと 訓む例 

アマ ノッ リ， フネ ハマ 二 力へ リヌ 

は、 卷三 (二 九 四) に、 海人 釣船 濱卷 奴が あり、 字 額 抄に卷 ！-レ M リが あるから、 眷 顧の 意から その 音 

を 借りた ものである。 〇 思 御 吾 舊訓ォ モヒマ スフレ。 代 匠 記初ォ モヒ マセフ レヲ。 又は ォ ホシノ 

セフ レヲ。 代 記 精 一 訓 (否 は 君の 誤で) ォ乇ヒ マセ キミ。 考 (御 は樂の 誤と し) ォモ ヘラ クヮ レ。 略解 ォ 

乇 ホセ ヮ レヲ。 古義 ォ モ ホセ ァ レヲ。 

一首の 意 は、 春 日 野で 友鶯が 別れて ゆく やうに、 ただいま あなたが ぉ歸 りに ならう とする、 その 

ほんの 僅かの 時に も どうぞ 私の こと を 思って ください。 とい ふので、 朝、 男の 歸り ゆく とき 女の 歌 

つた やうな 心 持に なって ゐる 歌で ある。 

『歸 ります 間 も 思 ほせ 吾 を』 だけで 上 は 序で あるが、 その 序詞が なかなか 意味 を 持たせて ゐ るの 

である。 この 邊の 序詞 を 味 ふと、 皆 相當に 骨折り、 技巧 を 凝らして ゐる のが 多い。 この 傾向 は 後世 

の生氣 なき 技巧に 移行す るので あらう が、 この 邊の. もの は 未だ 淸 新で 反感な しに 攝取 する ことが 出 


來る ものの みで ある。 『友鷺 の 鳴き 別れ』 は稍纖 巧の 氣 味が あるが、 この 歌の 近處 にも これく ら^ 

の もの は 幾つ も ある わけで ある。 この 『友 鴛』 の 語 は 面白い とお もった ので あるが、 懷風 に釋赞 

藏の、 忽 値，； 竹林 風： 求， 友 驚媳. 樹、 含 X 香 花 笑， 叢と いふの があった。 

この 歌 は、 赤 人 集 I 林 願 に、 『はるを あ ひきく。 はる 山に いるう くひす の あ ひわ かれ かへ- 9 ます ま 

のお も ひする かも』 SSB^k^ として 載って ゐる。 叉 夫 木 和歌 抄には 人 丸 作と し、 0 

訓の 通りで 载 せて ゐる。  . 

■〇  - 

【卷 十- 一八 九 一】 

. おご もり 赛 く 花 を 手 折り 持ち 千遍 の限戀 ひわた るか も  - 

冬 隠 赛 開花 手折以 千遍限 戀渡鴨 

おなじく、 『卷相 聞』 人 麿 歌集 出の 中に 分 額せられ て 載って ゐる。 『手』 が、 古 寫本巾 (矢. 京) に 

『乎』， になって おる のが ある。 そこで、 舊訓 では、 『手， 以』 を、 『乎 折以』 の 如くに して、 "ナヲ 
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ヲリ モチテ と訓ん だが、 古寫本 中タヲ リモテ (類. 神)。 タ オリ 乇テ (西. 細) と訓ん だの も あ. 9、 諸抄 

では、 拾 穗抄" ナヲ タヲソ モテ。 代 匠 記、 或は ハナ ヲヲリ モチテ か。 童蒙抄 ハナ ヲタヲ ソモテ (考 P 

訓)。 略解 ハナ ヲタヲ リモチ (古義 . 新考等 同訓 )0 

『冬 ごもり』 は 『春』 にか かる 枕詞で、 時の 經っ 意味の 分かる ものである。 卷ー 2 六) に、 冬 木 

も..'、 レサ.^ タレ.；  フユ ゴ モリ ハルノ ォホヌ チ ャク ヒトハ  ： 

ぁ41^4^來^«?。 卷七 2 一一 一一 ー工 G に、 冬 隱春乃 大野 乎 燒人者 等の 例が ある 

一首の 意 は、 〔お if 春に なって 斯く 美しく  いた 花 を 手 折り 持って、 幾た び も 幾た び も、 戀 しく 

おもうて 居る。 この美し い 花に 暮 せて お前が 戀 しくて ならない。 とい ふ 意で、 恐ら. く相對 歌で、 女， 

に 示す 心 持が ある もので あらう。 

考こ、 『こよ 春の 花 を 幾度 も 手 折て はめ づ る ものから に、 そのごと く 君 をお も ふとい ふなり』 とレ 

ひ、 略解に、 『花の 幾た び も 飽かす めでら るる 如く、 君を戀 ふると 言 ふな，^』 とい.^ その 花 は 普通 

一般の 春の 花の やうに 聞こえる が、 この 歌の 場合 は、 眼前に いて 居る 花の ことで なければ ならな 

い。 其處 を、 『冬ごもり春^^、花を』 と 一 般的なゃぅにぁらはしたから、 解釋 に動搖 したので. あるが- 

此處の 花 は 定冠詞の 附 くべき 特 《ふの 花の ことで、 萬 葉に はかう いふ 表 はし 方 もあった。 また、 考ゃ 

各 の 釋 では 序 歌の やうに も 聞こえる が、 この 歌 はさう ばか. ^にもない。 次に、 古義で. 『^花 を 


折 持て、 或は 女に 見せた く 思 ひ、 或は 共に 頭 刺した く 思 ひな どして、 際 しられす 嫌し く 思 ひて、 

1::を^;..^1る；^^-、 となり。 花に 烕て戀 情 を 催すな り』 と あるが、 上半の 解釋 まで 立 入らぬ 方が 好く た 

ご、 『i 匕に 感て 戀靑を 催すな り』 だけで 好い とお も ふ。 次に、 代 匠 記 精に、 『冬 隱泰 開花 トハ、 待々 

テ ョ キ程 一一 ナレル. <  一一 喩フ。 手折以 、ノ ソ レヲ云 ヒ靡ケ テ我手 一一 入ル 、 一一 喩フ。 蟻 渡ルト 、ノ、 上 一一 モ 

注セシ 如ク、 飽ズ思 フヲ戀 渡ト云 ナリ』 と あるの も 稍 立 入り 過ぎて おもしろくない 

この 歌 は、 分か く、 何の 不思議の ない 寧ろ 平凡な 歌で あるが、 『千遍 の 限り』 とい ふい ひ 方に 

特色が ある。 卷四 (五 九 五〕 に、 吾ィ 命， 之 將全幸 限 忘 目 八。 卷 二十 (四 四 四 一) に、 與能可 藝里爾 夜 故 

, , _  コ n  口  二 ハチ タビ ォモ へド t トニイ ハズ ヮガ n ヒヅ マチ ミム ヨシ モガ モ 

ぎ ％ 多 s がポ i とい ふの が あり、 なほ、 卷 十一 2 一一 ーセ0 に、 心 千遍雖 念. <不 云 吾 戀耀見 依 鴨。 卷 

上 一 0 一九 on に、 起,^ ぃハ Ns 去^ 爲便乎 無 ii 一千 遍嘆而 戀乍曾 居が ある。 前者 はや は.^ 人 麿 歌 架に 

ある もの だが、 『チタ ビ/ 力 ギチ』 とい ふ 言 方 は 葉 にもた だ 一 例 あるの みの やうで ある。 - 

この 耿は、 和歌 责蒙抄 第 七に、 『フユ コ モリ ハグ ヒサ ク花ヲ タヲリ モティへ ノカ キリ モコヒ ワタル 

カナ 万 葉 1^ 十一 一 ァリ』 と ある。 ィへ は誤寫 であらう が、 r ル ヒサ ク 花と したの は 稍 注意して いい。 

夫 木 和歌 抄に は、 人 丸 作と し、 第 四 句 『ち へ のかぎ り も』 となって ゐる。 
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【卷十 •  |< 九 二】 

はろ やま  きり  まど  われ  .& のお 6 

春 山の 霧に 惑へ るう ぐ ひす も 我に まさりて 物 思 はめ や  、  . 

春 山 霧 惑 在 鷲 我 益 ■ 物 念 哉  . 

やはり 『春 相 聞』 の 歌で ある。 〇 霧 惑 在 舊訓 キリ 一一 マド へダ。 代 匠 記 精 キリ 一一 ヮビタ 童 蒙 

抄 カス ミヲ フク^。 考 キリー 一 てト P  (略解 • 古義 . 新考 同訓 )o 

一首の 意 は、 春 山に 立ち こめた 霧に 困 迷して ゐる 鷲で さへ、 我が 戀に 迷惑して 苦しんで ゐ るよ， 9, 

は 何程の こと も 無い。 とい ふぐら ゐの 意で あらう か。 

考に、 『こゝ にい.^ 霧は卽 かすみな， 5。 又き. 0 と 云に くもり あるな り』 とい ひ、 略解に. 『古へ 霧 も 

霞 も 通 はし 言へ り』 と 云って 大體解 釋が附 くので あるが、 童蒙抄 では 其處に 氣が附 かす、 『春の 霧と 

云 は、 霞の 棚引 こめた る 空 は、 霧の 降た つに よく 似た る ものから、 義を もて 書きた る 共 見 ゆる 也。 

霞と 云 W "のゝ あるに、 霧 を わざと 詠むべき 事に も あらねば、 此義疑 はしき 也。 霧に まどへ ると 云詞 


より、 體を わくる と 云 方 聞よ からん か』 と 云った。 代 匠 記に は、 朗詠の、 『咽， 霧 出^ 啼 尙少』 を 引 

き、 _前 蒙抄も 同じく それ を 引いて、 『霧 霞 深き 山路 を わけく る鶯 も、 戀路に まど ふわれ に は 及ば じと 

云 意 也』 と 云って ゐる。 併し、 キリ は キダと 同 語で、 旣 に評釋 した. < 麿の、 卷ー 2 九) にある、 赛 

日 之 霧 流 もさう であるし、 卷五 (八 一一 一九) に、 波 流 能 努爾紀 利 多 知 和 多 利 布 流 由岐得 云えと あるの は、 

づ恭の 霞と 1^ 做して いい もめで ある。 また、 卷ニ  (八 八) の、 秋 之 田 德上爾 霧 相 朝 鍵 は、 キリで あ 

るが カス ミと 云って ゐる。 

この 歌の、 『恭 山の 霧に 惑へ る鶯』 といった 表現 は 非 空非實 のうちに、 切 實な響 を傳へ てゐて 好く、 

一 首が マの 感情 態で 統 一 されて ゐる ところが ある。 樂 につく つた やうに 見えて、 苦^の 痕を とどめ 

ないから、 左程と もお も はすに 過し がちで あるが、 一 たび は 顧慮して いい 歌 だとお も ふ。 似た 情 

調の 歌と して は、 『九 H: の 時雨の 雨の 山霧の いぶせき 吾が 胸 誰 を 見ば 息 まむ』 (卷 十。 ニニ 六 三)。 『秋 さ 

らば 扣； む もの を 何し かも 霧に 立つ ベ く 嘆し まさむ』 (卷 十五。 三 五八 一) などが ある。 この 歌.^ 直ち」 

人- M 作と 斷定 し^ゃ、 他の 萬 葉 歌 八， にも これ くら ゐの聲 調 を 出し 得る ものが 幾ら も ra5 らうが、 は謠 

風の 境界まで 行って なほ 個に 卽す 點の ある こと を 見 免した くないので ある。 

この 耿は、 六帖に 霧の 部に 八， 丸 作、 『赛 山の 霧に まがへ る鶯も 我に まさりて もの 思 ふらむ や』 とし 
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て 載り、 又 夫 木 和歌；^ に 人 丸 作と して 採られて ゐる。 

〔卷十 • 一  八 九 三：！ 

い  みむか  を か  6 と しげ  さ  はな  .t-  や 

出で て 見る 向 ひの 岡に 本繁く きたる 花の 成らず は 止ま じ 

出 見 向崗 本繁 開 在 花 不成不 止  ， 

〇 向岗 ムカ ヒノヲ カー 一 と訓ん だ。 舊訓ム 力 ヒノヲ カノ。 代 匠 記 精 (S1 の 下 桃の 字脫 とし) ム カツ ヲノ 

乇 モ 。 略解 ムカ ヒノヲ カー 一。 

この 歌 は、 ただ、 『成らす はやま じ』 とい ふのに 主眼が あるので、 その上 は 序詞で ある。 その 序詞 

も 比較的 自然 だし、 本繁く きたる 花の など も 實物を 看て ゐて、 心 を 暗 指せし めて ゐる點 が 特殊で 

ある。 この 結句 は 流石に 强 くて 旨い とお も ふ。 人に よって はこれ を 序詞と せす に、 すうつ と 通った 

意味の 歌と して 解釋 する 向 も あるか も 知れない。 

先に 引いた やうに、 代 匠 記で は 第二 句 を、 ム カツ- ヲノ モモと 訓み、 『今 按，， 崗ノ下 一一 桃ノ字 有テ- 


ヽ  ムカ" ヲ ユタ テ^  V. に、 ノキ 

ム カツ ヲノモ 、一一 テ 有べ キヲ、 桃ヲ落 セ.〃 歟。 第 七ュ向 峯爾立 有桃樹 IK々。 此レ 傍^ ナリ。 ，：i;-:2 ヲ 

ム カツ： ノ ワカ カツ-マノ キ 

ム カツ ヲ トヨ ム傍 證ハ、 同 第 七 一一 向 岡 之 若楓木 云々。 腰 句 以下" 第 七 一一、 "シキ ヤシ 吾 家 ノ毛桃 

本繁花 ノ ミ開テ 成う ザ ラメ ャモ。 第 十 一 一一、 ャ マト ノ 室原ノ 毛 祧本繁 ソカ キミ 物ヲ 成ラズ 、ノ ャ マ ジ « 

此等ヲ 引 < "ス〃 一 一彌 祧ノ字 アルべ キ事知 ラレ タリ。 但 古本 ヨリ 落 タリ ケ产 一一 ャ』 (代 精)。 また、 

ヮギ へ 

略解で は、 第 四 句をサ キタ〃 モ モノと 訓み、 『さて 花 は 桃の 字の 誤な り。 卷七、 はしき やし 吾 家の 毛 

桃 本繁み 花の みさきて なら ざらめ や も。 卷十 一 。 やまとの 室 原の 毛 祧本繁 みい ひて しもの をなら す 

はやま じと い. へ るに 大かた 同じと 宣長 云へ， 5。 濱臣 云。 在 は 毛の 誤に て、 サキタ ルケ モ モ なるべし 

と 言へ b』 (略解)。 二つと も 『桃』 を 聯想して 居る 點が おもしろい。 

此 歌，： ハ帖に 二三 句 『向 ひの 岡の 本繁 み』 として 載り、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作、 第二 句 『むかひの 岡 

の』 として 载 つて ゐる。 

、  & 

【卷 十， 一 八 九 四】 
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三 五六 

かすみた  はる  な が ひこく  よふ  ゆ  い. 0 あ 

霞 立つ 春の 永日 を戀ひ 暮らし 夜の 深け 行きて 妹に 逢 へる かも 

霞發 舂 永日 戀暮 夜 深 去 妹 相 鴨 

『春 相 聞』。 0 春 永日 舊訓 ハ \  ノナ 、、力 ヒ ヲ (代 ©記* 新考 同訓)。 拾德抄 一訓 ハルノ ナガ キ ヒス 童 蒙抄. 

考. 略解 同訓 ^ 古義 ナガ キ"〃 ヒヲ。 古寫本 中、 、ノ  ^ノ ナガ キヒ (類ヾ 0 夜 深 去 舊訓 ョ / フ ケュケ 

バ 。 童 蒙抄ョ ノスケ ュ カバ。 考ョ ノスケ ユキ テ (略解 • 古義. 新考 同訓)。 考の， f は、 代 匠 記 官本又 云、 

ョ ノスケ ユキ テと あるのに 據っ たもので あらう。 〇 妹 相 鴨 舊訓ィ モー ーァ ヘル カモ (諸 書從 之)。 童 蒙 

抄ィ モニァ ハム カモ。  - V 

かすみた つ  ，  --  1 

一首の 意 は、 〔霞 發〕 永い 春の 日 をば、 妹に 戀 ひて、 やう やく 暮れても まだ 逢 ふこと が出來 す、 夜 

に. なって、 その 夜 も 更けて、 妹に 逢 ふこと が出來 た。 ああ 妹に 逢った。 とい ふので ある。 

『霞た つ』 は 枕詞で も、 意味の ある 形容詞 風の 枕詞と 考へ ていい。 この 歌の 情調 は、 『此句 今ノ點 

ノ 意ハ、 永キ 日ヲ戀 クラシ テ 猶夜ノ 深 行 マ デ 戀テ イネ ザ リシ カバ、 其 カヒ有 テ妹ー I ァ へ グカ モト ナ 

リ』 (代 匠 記 精) とい ふのに あるに 相違ない が、 代 匠 記で はョ ノスケ ュ ケパ と訓ん でかう 解釋 したので、 

若し ョ ノスケ ユキ テと訓 むと せ ば、 『官本 又 點ノ意 、ノ . 永日 ヲ戀 暮ラ スダ I 一  ア^ヲ、 夜サ へ 深-アト 


\ 


逢 コトノ ハカ ナキヲ 云 ナリ』 (代 IlMS 精) となる ので ある。 然るに 考 では、 ョノ フケュ キテと 謝んで、 

『歌の 意 は、 あ ふ を うれしめ るな り』 (考) とや ふので あり、 大體 それで 間違 はない とお も ふ。 意 蒙 

抄の訓 は 別な 情調に なって しま ふやう である。 

卷十  一 (二 六 一四 或 本) に、 『眉 根 搔き誰 を か 見む と 思 ひっつ 日長く 戀 ひし 妹に 逢へ るか も』 と あるの 

き  ひ はら 

も、 ゃはり媳しぃ滿足の氣持でぁ..^、 卷七 (一 0 九 二) に、 『鳴る 神の 昔. のみ 聞きし 卷 向の 檜 .0 の. H を 

八-::: 兄つ るか も』 とい ふの も 同様の 心 持で ある， から、 この 歌 も そ， れに 相違 あるまい。 ただこの 歌に 

は、 さう いふ 伸々 とした 調べが あって、 結句の 感動 をば 導く やうに なって 居る ところに 注意すべく、 

『を』、 『し』、 『て』 あたりで、 弛む やうに して 弛まぬ 微妙な 點も 作歌 修練 上必 す參考 になる とお も 

ふ。 無論 一首 は樂な 歌で あるが、 萬 葉の 歌 ほ 皆 さう いふ 特^ を 持って 居て 好い。 

この 歌 は、 六帖に は、 『打來 て あへ る』 の 部に 入.^、 第二 句 『ながき 春 日 を』、 第三 句 『夜の 更けむ 

けば， となって Cin る。  ,  \ 
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【卷 十. 一八 九 五】 

は fO  t  さきく ささき  のち  あ  な こ  わ 一? も 

. 春され ば 先づ三 枝の 幸く あらば 後に も 逢 はむ 莫戀 ひそ 我 妹 

春 去 先 三 枝 幸 命 在 後 相 莫戀 Mrf 妹 

おなじく、 『春 相 聞』 の 歌で ある。 0 三 枝 サキ クサ ノと訓 む。 舊訓サ キク サノ。 古寫 本中サ イク 

サノ  (神)。 童蒙抄 サイ グサ ノ。 略解 宣長說 (先 は 花の 誤) ハナ サキ クサ ノ。 〇 幸 命 在 サ キク アラバと 

訓む。 舊訓サ キク アラバ (龍 哮？ き赚， i 财義 •)。 古寫 本中サ チア ラバ (神、 イノ チア ラバ (細 、童 蒙 

抄サキ カラバ (考 同訓)。 0 後 相 ノチ 一一 モア ハムと 訓む。 舊 訓ノチ モア ヒ ミム。 代 匠 記 精ノチ 一一 モ 

ァ 、ノ ム (略解 • 古義. 新考 等)。 童 蒙 抄ノチ 一一 ゾァ クム。 考ノチ モア 匕 ナム。 〇 莫戀 吾妹 舊訓ナ コ ヒ ソ 

ヮギモ コ。 古 寫本中 ナ コヒソ フギモ (西 *矢. 京 )0 ナコ ヒソヮ ガイ モ (細)。 コフ ナワガイ モ (祌 )。 

代 匠 記初ナ コ ヒソヮ 、ギモ (童 蒙抄 以下 同訓)。. 

泰 になれば * 『先づ 咬く、 さきく さの』 で、 これが 序詞で、 『さきく』 以下に 續 けて ゐ るので ある。 


サキ クサ は 種々 の說. が ある。 山 百合、 三椏、 苍朮、 靈芝、 沈丁花、 福 轉 草、 三 葉 芹 等で ある。 或は、 

サキ クサ (幸^) の烕が あれば よいので、 一 種で ない のか も 知れす、 また、 特に 『幸 草』 と 感じた と 

せば、 外^ 渡來の であった かも 知れない。 さう すれば、 沈丁花、 三椏な どで あ、 らう か。 結句の. 

『な戀 ひそ 我 妹』 は、 餘 b 歎くな、 くよくよ するな と いふ 意味に 使って ゐ るが、 それに、 ：. な戀ひ 

そ』 とい ふの が 今から 見れば 珍ら しいので、 その 點で 注目に 價す るので ある。 一首 は 民^的で、 左 

な  おもな こ  わぎも  を は" 

程の もので はない。 『草枕 旅に 久しくな り ぬれば 汝を こそ 念へ 莫戀 ひそ 吾妹』 (卷 四。 .一 ハ三； )" 『小懇 

田の 板 田の 橘の 壊れな ば 桁よ. 9 行かむな 戀 ひそ 我 妹』 (卷 十一。 二 六 四 5 などの 例 も あるから、 ：！？；：！ 通さ 

、う 云ったら しいが、 はじめは 誰かが 用ゐ て、 具合が いいので 普通の 歌 言葉に なった ものと おもへ る。 

この 耿、 六帖の 『あつら ふ』 の 處に人 丸 作と して 入り、 『赛 來れ ばまづ さき 草の 幸 ありし 後 も あ 

ひ 見む 戀ふ なわぎ もこ』 となって ゐる。 

〇、 

C 卷十 • 一  八 九 六】  ， 
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三 六 〇 

、 t ろ  やなぎ  い 6 こころ W  . 

春され ばし だり 柳のと を をに も 妹が、.^ に乘 りに ける 力 も 

春 去 爲垂柳 十 緒， 妹， 心. 乘在鴨 

〇 爲垂柳 舊訓シ ダリヤ ナギノ 。古義 シダ〃 ャナギ /。〇 十 緒 舊訓 トヲヲ 一一 モで あるが、 古寫 

本 中トヲ ヲナ〃 (類. 元) と訓ん だのが ある。 〇 乗 在 鴨 舊訓 ノリ-一 ケ〃 カモ。 古寫本 中、 ノリ 一一 タ 

ル-^ 乇 (頻. 元) とい ふの も ある。 代 匠 記 初 ノリ-一 タ〃 カモ (*s 豕抄 同訓)。 考 . 略解 • 古義 ノリ I ーケ〃 

カ乇。 古義で シダ〃 ャナギ と訓ん で、 『春に なれば、 しだる ゝ 柳のと 云 意な， 9』 と 云った が、 和名 

鈔に、 兼名苑 云、 掷 § 、久」 名 小 楊、 之 太 利 夜奈岐 とあって、 シ ダリヤ ナギ とい ふ 名詞が 旣に出 來て居 

るの だから、 さう 訓ん でい いとお も ふ。 

一首 は、 春に なれば 茂って し 垂れる、 しだ，.^ 柳の やうに 靡き 撓 ひて、 私の 心のう へに 戀 しい 妹が 

乘 つてし まって 居る。 私の 心に 妹が 乘 つて 離れない。 妹の ことで 一ば いで あると いふので ある。 

この、 『乘 る』 とい ふ 如き 表現に ついて、 『吾心の なよ，./^ と 妹が 心に の， 9 しのぶに たと ふなり』 

(考) とい ふの は 不穩當 で、 『妹.、 力 心 -  ノ 〃と は、 妹ガ 此方 ノ心 一一 乘グ となり』 ス 新考) とい ふので あ 

る。 新考 のこの 解 は、 『妹が 事の 常に 我心の 上に 在る を 言へ，^』 (略解) と 同じで ある。 語 を轉倒 すれ 


ば、 r ソガ心 ノウへ -1 、 妹ガ 乘ル』 とい ふこと になる ので ある。 卷ニ  (一  00)  二、 東 八 之 荷 遂乃 

ニノ. S  モ f モガ ココ； ：  一！  ノリ 二 ケル" モ  ゥヂガ i  ノ七 セ/ シキ .Ki, ン クシ クー ーィモ だ n  r  a  - 一- リ 1- レ a  t 

荷 之 ^WH^ 妹 情 爾乘爾 家留香 問。 卷十  一 am 二 七) に、 是川 瀨瀨敷 Is 布 布 妹心乘 ：^,ir。 1:^ 

、 •  ォ. ホス 木 二 ァ.； カリ.： ミシ ミ i  二 モ ィ モガ コ Tin  二  /リュケ ルカ モ  ゥ マヤ ギニ ヒ キフ *t- ヮな， 二， ゲリ 

(二 七 に 大^ 爾^ 荷 刈 積 四 美 見 似 裳 妹 心 爾乘來 鴨。 同卷 (二 七 四 丸) に、 驛路附 引 舟 渡 乘附 

ィ モガ n「c  ニノ リュケ ルカ モ  .1 ザ リス ルァ マ / カヂ ノト ュ クラ 力 ニイ モガ nnp  二/リニ ケ ルカ t 

妹 情 爾乘來 鴨。 卷 十二  (一一 二 七 5 に、 射 去 爲海部 之 娥昔湯 鞍 干 妹 心 乘 來鴨 などの 例が ある。 

元來、 コ コ 口  一一  ノ〃  とい ふ 表現 は、 卷十四 (三五 一 七) に、 思良久毛能多要爾之伊毛乎阿；：1^-西；；，：：等許 

nu  ニノ リテ nn パ カナシ ケ  モ モシ キノ ォホ ミヤ ビト： ォホ カレ ド nnw  二/リナ V- 七 ホ r- レ 1 モ 

己 呂爾能 里^ 許 己 婆 可那之 家。 卷四 (六 九 一) に、 fai 磯城 之 大宮人 者雖多 有情 爾乘而 所 念 妹と ある 

如く、 『妹ガ 否 ガ心ノ ゥへ 一一 乘产』 やうに 使って 居る。 この、 『コ コ 口  一一  ノル』 とい ふ 語の^ 現 は、 

初 は^ 歌 あたりの 赏 際から 來て、 馬に 乘 るの 乘 ると 同じと ころから 來 たもので あらう が、 氣 の-利 

いた. H 方な ので、 かくの 如くに 數 例が あり、 稍 諧諕を 交へ た 機知 3 的 分子 を も 交.^ るに 至った ので あ 

るが、 常時の. < 々はかう いふ 言 方に ついても 興味 を 持ち、 共鳴し 理會し 得た こと はお もしろ いこと 

である" 此歌、 六帖に 入り、 『养 くれば しだ，.^ 柳のと を をに も 妹が 心に よりにけ るか も』 と ある。 

io 佐 们梅友 氏 C 「1^ 葉 ffis 助 飼 二種」 (國 語國文 QW 究 第二 十二 號) に、 『かも』 で 文の 終る 場合に 主語が 『…が』 の 形 

となる こと は^ 葉 集中に 例 がない かち、 『\ モガ n  n  n  I 一  ノリ II ケ ルカ モ』 は 誤で 『ィ モハ』 と訓 むべき であると 論じて 

ゐ る-, 
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〔卷 十. 一九 九 六】 

あまの が は みなそこ  て  ふね は  ふなびと いも  み 

天漢 水底 さへ に 照らす 舟竟 てし 舟人 妹と 見えき や 

夭漢 水 〔底〕 左閉而 照 舟 竟 舟人 妹 等 所見 寸哉 

『秋雜 歌』、 『七夕』 の 部の 始め を 占める、 『右 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出』 とだ 注せられ た 三十 八 首の 第 

1 首で ある。 〇 水 左閉而 照舟竟 舟人 舊訓ミ ヅサへ 一一 テ〃. フ ナフタリ • フネ コグヒ トー 一。 代 匠-記 

精 ミナ ソコサ へ 一 一 • テラス フネ. "ツル フナ ビト。 童蒙抄 ミヅサ へ ナガ ラ- テラ セ^ー 一  • ワタル フ 

ナビ ト。 又 ミヅサ へ 一一 テ^  • フナ ョソヒ . カデ トル ヒ トモ。 又 ミヅサ ヘシ カ乇 . テル フネ ヲ - コグ 

フ ナビ トヲ。 考ミ ヅサへ 一一 テル. フナ ョソヒ . フネ コグヒ トノ。 略解 ミナ ソコサ へ -ー . テル フネ 

ノ. ハテ テフ ナビ ト。 古義 ミナ ソコサ へ 一一 . ヒカル フネ. ハー アシフ ナビ ト。 新考 ミナ ゾコサ へ -ー • 

テラス フネ • ぐ アシフ ナビ ト (全釋 同訓)。 新訓ミ ヅサ へ テテん • フナ ギホヒ . フネ コグ ヒト ぐ。 0 

妹 等 所見 寸哉 舊訓ィ モト ミ ュ ズャ。 代 匠 記初ク モ ト ミ ュ キヤ。 代 m 記 精 (は S1) ィ モラ ミユキ 


ャ c 

少しく 文獻を 引用す るに、、 『但 赤. < 集-一天 河 永 底マデ 一一 照 ス舟ッ ヰ 一一 舟人 妹 ト見ュ ス ソトァ レバ、 

今ノ に、 . ^ノ下 一一 底/字 ヲ脫セ 〃力。 然 ラバ ミナ ソ コサへ 一一. テラス フネ •  、ノ ッ レノフ ナビ トト 讀テ 

落 句，.，^ ト 咽見ェ キヤ ト意 得べ キ歟』 (代 i 精)。 『今 本章 を竟 として ふな わたりと 訓 たれ ど、 意と 

ほらす。 字 を 誤る よりて 考 るに、 船竟 二字 は艤の 一字に て、 ふなよ そ ひかと おも へれ ど 字の ち 力 

ければ sg: 章と してよ そ ひと 訓む。 一本 竟を 競に 作りて きそ ひとよめ り、 され ど 水 左閉而 照と いへば 

よそ ひの 方つ.^ きてき こ ゆ』 (考 )。 『古本、 水の 下 底の 字 有り。 然れば 二三 四の 句、 ミナ ソコサ へ 一一、 

テル フネ ノ、 っァ テフ ナビ トと訓 むべ し』 (略解)。 『照 舟 は、 ヒ カレ ノ フネと 訓 べし。 艤の 美麗き をい へ 

.0 ス 古義 )。 『竟は 溫故堂 本に 競に 作って ゐ るので、 新 訓には 上に つづけて、 フ ナギホ ヒと訓 んでゐ 

5  .  ハ テテ サモ -1 ナー， * 

るが、 他 本 は 皆竟と あるの だから、 竟 としてよ む 方が よい やうに 思 ふ。 竟は竟 而佐守 布 (二 七 こ 

^^^£(ニ^ー0)など、 ハツと よむべき 文字で ある。 ハ テシフ ナビ トは對 岸へ 到 著した 舟" <、 卽ち 

牽牛 a のこと である』 (全 释)。 右の 諸說 のうち、 大體に 於て 全釋の 綜合 說に從 ふこと にした。 

一 首の 意 は、 『天の川の 水の 底まで も 照らす 程の 美しい 舟に 乘 つて、 對 岸に 着いた 牽牛虽 とい ふ 舟 

人 は、，^ の 織女星と 今夜 一年ぶ りで 逢った であらう か。 どうで あらう』 (全 釋)。 
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三. K 四 

諸說 があって も、 大體 右の 解釋で 無理が さう 無い やうで ある。 そして この 解釋の 根源 は 代 匠 記 ま 

で 溯る ことが 出來 る。 一 首 は 七夕 傳說 の牽牛 . 織女 をば 現 身 世界の 戀 愛の やうに 見立てて 歌って ゐ 

み  あ ひ まみ 

ると ころに 妙味が あ，.：^、 結句の、 『妹と 見えき や』、 卽ち、 『妹と 相 見えき や』 と 云って ゐる ところに 

妙味が あるので ある。 ただ、 この 如き 用例 は 萬 葉に 他に あるか どうか 未だ 知らない。 相 見ム、 相 見 

-Z マ クホシ キテミ ェ ヌ キ -,、 .P 

シ、 相 見 ッグ等 は あるが、 相 見 ュの例 はどうで あらう か。 卷 十一 0ー八0ー) に、 見卷 欲乎不 所見 公 可 

モ  ィメ  ニダ ニヤ マズ ミエコ？  ヒ トヨ 二 ハ フタ タビ- に ェ ヌ チチハ ハヲ 

聞。 卷 十二  (二 九 五八) に、 夢谷不 止見與 等が あ， 9、 卷五 (八 九 一) に、 一世 爾波ニ 遍美延 農 知 知 波波袁 

と あるので も、 二人が 相 見る ことに は 使って ゐ ない。 

七夕の 歌の 中に、 『さ 丹 塗の 小船 もが も 玉 纏の 眞擢 もが も』 (きへ。 一 五 二 〇 ヾ 『上つ 瀨に珠 橋渡し 下 

ふなよ， V ま かぢ しじ. a 

つ 瀨に船 浮け すゑ』 (卷 九。 ー主ハ 50 『そ ほ 船の 艫に も舳 にも 船 艤ひ眞 根繁贳 き』 C 卷十。 二 0 八 九) など 

の 句が あ， 9、 懷風 藻の 山田史 三方の 七夕 一首に は、 金 漢星楡 冷、 銀河 月桂 秋、 靈姿理 ，1 雲鬂 r 仙駕 

度 二 横 流 マ 窃雜鳴 二 衣玉ハ 玲瓏 映 n 彩 舟： 所， 悲明 日夜、 誰 慰 二 別 i 憂 一とい ふ 五 言 詩が ある。 

此歌 赤. <集 IM 願 に、 『あきの さ ふのうた。 あまの か は みなそこ まてに てらす ふねつ ひに ふな ひと 

いも， こみえ す や』 (5?^^^|』『妹)とぁる。 


【卷十 •  I 九九 七〕 _ 

ひさかた の 天漢 原に 鶴 鳥の うら 歎き まし つ 羨し きまでに 

なげ 

久方 之 天漢 原 丹 奴 延鳥之 襄 歎座津 乏 諸手 丹 

^.m.  0 奴延鳥 和名 鈔に鶴 II" 藤 §。 新撰 字 鏡に 鵝、 鵾奴 江で、 卽 ち虎賴 である。 この 鳥の 夜 

都 は 痛切で 心の中で 泣く 如くに 聞こえる ので 枕詞に した。 『かれが 聲 の.^ なしう うらめ しげなる を、 

<;の哭泣に譬てぉけ，.^』 (冠 辭考 )。 卷ー (五) に、 奴 耍子鳥 卜 歎 居 者。 卷十 (二  011 二) に、 奴 延鳥浦 嘆 

ナケキ  .f ゲキ 

cw。 卷 十七 (一一 一丸 七 八) に、 奴 耍鳥能 宇 良 奈氣之 都 追 等の 例が ある。 〇 裏 歎座津 舊訓ゥ ラナ キマ シッ。 

古寫 木に はゥ ラナ ゲキ シ ッ (元 .截* 神) とい ふ訓も あり、 神 田 本の 書 入に ゥ ラナ ケ マ シ ッ或 本と ある。 

i::!^ 記で ゥ ラナ ゲ マシッ と訓ん だ。 童蒙抄 クラ ナキヲ リツ。 さて、 若し ナゲを 動詞の 連用 言と せば 

どうい ふ 活用で あるか 不明で あり、 ナゲク とい ふ 加 行 四 段の 動詞と せば、 ナゲは 語幹で あるか、 さ 

わば 詔 幹 から^ぐ マスと いふ 動詞に は續 かない。 ナゲは 或は 名詞 か、 卷 十七の 宇 良奈， 鲮は 名詞 
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として 左行變 格の 爲と いふ 動詞に 績 けて ゐる。 併し ナゲ とい ふ 名詞から 直ぐ マ スと いふ 動詞に 續け 

得る か 疑問で ある。 そこで、 差 向き 舊訓の 如く ゥ ラナ. キマシ ッと訓 むこと とした。 古事記の、 阿袁 

夜 麻爾奴 延波那 伎が 好參考 例と なり、 從 つて 他の 用例 も、 クラ ナゲ でな く、 ゥ ラナ キと訓 むので あ 

る。 ただ 萬 葉で は ナクの 場合に は哭 又は 泣の 文字 を 使って 居， 9、 嗟. 歎. 嘆 はナゲ クと訓 ませて ゐ 

るし、 紀. 新撰 字 鏡-伊呂波 字類抄 等で もさう であるから、 さう すれば クラ ナゲキ マシッ と字餘 り 

に訓ん でもよ い。 井上 博士の 新考 では さう 訓んで 居る (新考 一一 〇 ニー 頁)。 卷ー の 卜 歎 を 玉の 小琴 ゥ ラナ 

ケ。 略解 クラ ナケ。 燈ゥ ラナ ゲ であるが、 新考 では それに 贊 成して ゐ ない。 〇 乏 諸手 丹 舊訓の 如 

ぐ トモ シキマ デニと 訓む。 トモ シは、 羨し、 珍ら し、 稀な， 9、 愛すべし などの 意の ある こと 旣に評 

うらや i 

釋 した.：、」 とくで あるが、 此處 も、 羨し い 程に とい ふ 意から、 身に つまされる 程と いふのに 落 著く と 

ころで ある。 卽ち 羨む 心理 は、 切に 心 を 投入して 起る. ので あるから、 互に 相 通す る點が あると 见ぇ 

とも 

る。 用例 を參考 すれば、 『妹が あたり 茂き 雁が ね 夕霧に 來 鳴きて 過ぎぬ 羨し きまでに』 (卷 九。. 一七 〇 

二) が あり、 旣 に評釋 した。 

先進の 說 を此處 に 書く と、 『落 句 、ノ，  メヅ ラシ キマ デ - ーナリ C 織女 ノ欺ク ヲメヅ ラシ ト云ハ ム ハ本 

意ナ ラヌ ャゥナ レド、 佳. <  モ痛ク M ミサ カュテ ホコリ カナた. ヨリ ハ、 少シゥ ラ. ブ レ タ グ樣ナ \  -ー  ^ 


ナ ル所ハ 添ヒヌ べシ。 マデ 一一 ト云詞 ベ 乏シ ト云ヒ ハツ. ルー 一 アラス 意 ナリ』 (代 5^ 記 糨)" 『此 欲に て 

は寂しき意也』 (^^??^抄)。 『外に 居て 見やる 人の、 うらやましく 思 はる ゝ までに、 天河 原に 出立て、 

ウレ  シ ノビ ナゲキ 

^が-の 來 まさむ を、 心に 喜し く 下 待て、 棚 機 女の 裏に 歎美 座つ るよ、 と 云なら むか』 (古義；^。 

一首の 意 は、 大體 右で 分かる が、 なほ 試に いふなら ば、 天上の 天の河 原で は、 織女が、 牽^^の來 

な f 

るの を 待 わびて、 鶴 鳥の 聲の やうに 切に、 歎 かれた、 よそ 目に も 身に つまされる ほどに。 である。 

新^で、 カナシ キマデ 一一と 訓み、 乏は哀 などの 誤寫 としたのに は從 ひがたい が、 心に は 私 解と 相 

通す る ものが ある。 また、 トモ シは、 代 匠 記で 織女の 容子を 客 看した やうに 解釋 したが、 さう すれ 

ば、 『 心なき 雨に も あ る か 人目 守 乏しき 妹に 今日 だに 逢 はむ を』 (卷 十二。 11 ニニ  二) などの 意になる 

ゅふづ くよ 

が、 此處 はもつ と，；^ に卽 しお 主觀 的な 句で あらう。 卽ち、 『夕月夜 影 立ち寄， 9 あ ひ 天の河 こぐ 舟人 を 

, 見る がと もし さ』 (卷 十五。 三 六 五八) とい ふの も あるの だから、 やはり、 クラ ャマシ とい ふ 意から 導か 

れて、 ミー ーッ マサ レ^、 ミー 了ゾム ぐら ゐの 意味が あるので はなから うか。 

此歌、 袖屮抄 に、 『ヒサ カタ ノア マノ 力 ワラ-一 ヌ エト リノ ゥ ラナ ケキッ 、z トモ シキ マテ ュ』。 赤， < 

0  に、 『ひさかたの あまの か はらに ぬると， 9 のうら ひ を つくる しきまて に』 (315 赠 Sf /う) 

として 載って ゐる。 
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一一 一六 八 

【卷十 • I 九九 八 】 

b  二 つま  し  ゆ  ふ 2  す  く  こと  つ 

吾が 霽を夫 は 知れる を 行く 船の 過ぎて 來べ しゃ 言 も 告げな む 

吾戀 燸者知 遠 往船乃 過 而應來 哉 事 毛吿火 

〇 吾戀 舊 訓ヮガ コ ヒヲ であるが、 古寫 本に ヮガ コ フ 氷 (元. 神〕 と あり、 略解で もヮガ コ フ 〃と 

訓ん だ。 併し 此は 舊訓の 儘が 好い。 〇 蠕 者 知 遠 舊 訓ィモ 、ノ シ レ レ ノヲ。 代 匠 記精ッ マ、 ノシレ ルヲ。 

略解、 知 は彌の 誤、 ツマ ハイ ャト ホク。 この 略解の 訓は、 古寫 本に 『弥ィ 本』 (京) と あり、 ツマ ハ 

ィ ャトホ (ヲ) などと 訓ん だのが ある (元-神) のに據ったのでぁ^；^^ぅ。 〇 過 而應來 哉 スギ テクべ シ 

ャと訓 み、 過ぎて 行くべし やの 意で ある。 この 行 • 來 は 同じ 場合に 使って 居り、 文字 もまた 今と は 

ャマ トニ ハ .1 キテ カク ラム ヨブ n ドリ キサノ ナカ. 7 マ ョビゾ ti ユア 

違って 行と 歸を 混合して 使って ゐる。 卷ー (七 ◦) に、 倭 爾者鳴 而歟來 良 武呼兒 鳥 象 乃 中 山 呼 曾越奈 

V  .  ィザ nn 二 ュクモ ユカ ヌ モ ァ ゾビテ ユカ； t 

^ は啼 いてに 丁く 意で あり、 卷四 (五 七 一) に、 率 此間行 毛 不去毛 遊 而將歸 と ある 歸は 行の 意味て あ 

る。 〇 事 毛吿火 舊訓コ トモ ッゲ ラヒ (代 匠 記 同訓)。 童 蒙抄、 火 は哭の 誤、 コ トモ ッ ゲナク (略解 • 古義 


同訓)。 考コト モノ ラナ ク。 略解 補正 コ トモ ッケ ナム。 この 補正の 著者が 訓義 辨證に それ を 論じ- 『按 

に、 火 は 南の 意に 借た るに て、 ッゲ ナムと 訓 べきな り。』 と 云って 居る。 この 訓は、 卷 十三 ri 一三 九 

ヨシヱ ャ シ シ ナム 3 ヮギモ 

八) に、 縱^ 八師 ニニ 火 四 吾妹と ある、 『火』 を 舊訓旣 に ナムと 訓み、 代 匠 記に、 『火 は 五行 ヲ以テ 

五 方 一一 配スル 時、 南方 は 火ナ〃 故 一一、 火 ヲ南ノ 字 ノ音ユ ナシテ カレ 〃歟』 と說 明して 居る のに 據 つた 

ものである。  、 

一首の 意 は、 織女の 心 持で 咏んだ 歌で ある？ 私の 戀 をば 牽 牛が 知って おいでで ある 箬 なのに、 彼 

方を濟 いで 行く 船が、 私に 言傳 もな く、 行 過ぎて しま ふので せう か。 とい ふので ある。 

それ ゆ ゑ- 『蠕』 は、 『夫』 の 借 字で あるべく、 ベ シャは 強くな じる やうな 語氣を 持って ゐて、 反 

n no 十クク モノ カク サフべ シ ャ  こと 

語に なって ゐる。 卷 一 (一七) に、 情無 雲 乃 隱障倍 之 也と 同じで ある。 『こと も 告げな む』 は、 言 だ 

にも：^ げる であらう のにの 意になる だら う。 

此歌 は、 赤ス巢 IJts に、 『わかこ ふるい も は、 るかに ゆく ふねの すきて くへ しゃと もっけな む J 

へ 流布本 結句 『言 とつる。 

I も つげな く』 j と ある 
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〔卷十 • 一  九九 九】 

あか  しきた へ  こ  し は み  ひ とづ i  われ こ 

朱ら ひく 色 妙の 子を屢 見れば 人妻 ゆ ゑに 吾戀 ひぬ ベ し 

_ 朱羅引 色 妙 子 數 見者 人妻 故 吾 可戀奴 

ァ カラ ヒクヒ  ァ カラ ヒ クテサ  n 

〇 朱羅引 舊訓ァ カラ ヒク。 普通 赤羅引 日、 朱 引 朝 等の 如き 枕詞と して 用ゐ るが、 此處は 子に 係 ■ 

ら せた。 また、 膚に 係らせた 用法 も あるの も 同じ やうな 氣持 である。 ァ カラ ヒ クはァ カリ ヒク だと 

いふ 冠 辭考の 說に從 ふと、 日. 朝に 係る の は 直ちに 理 會出來 るが、 その 光の 差す 如くに 美しい とい 

ふ 意味で 膚ゃ 子に 冠ら せた もので あらう。 〇 色 妙 子 シキタ へ ノコ ヲと訓 む。 古寫本 中には ィ S タ 

シキタ へ 

へ ノ コ ノ と訓ん だのが 多い。 また、 童蒙抄 クック シキ 叉ゥだ 、ノ シキ 叉マグ ハ シキ。 敷 妙 は 細 布の 意 

ナゴ 

で、 此處 は、 『女のう っ^ -く 和やかな るに 譬 へたる 語な，.^』 (冠 辭考) と ある 如くで ある。 〇 數 見者 

舊訓シ \ ミ レ バ 。 古 寫本中 カズ ミ レ バ (元-? 神リ の訓も ある。 魔 見れば とい ふ 意で、 數 鳴の シ バ と 

同じ 用ゐ樣 である。 〇 人妻 故 ヒ トヅ マユ ユー 一 と訓 む。 .<  妻に 因っての 意。 人妻が 由緣 になって ま 


しくなる 意の ュ M 一一で あ 5-。  . ^ち、 『人妻に 緣 つて』、 『人妻に 對 して』， 『人妻 をば』 とい ふのに 落 

著く ので、 ここの 『ゆ ゑに』 は戀 心の 起る 因緣を 『人妻』 とい ふ 名詞に 歸 著せし めて 居る 用法で あ 

むらさき  みや ぢ 

る。 『紫萆 のに ほへ る 妹 を 憎く あらば 人嬌ゅ ゑに 吾戀. ひめ や も』 (卷ー 。ニー： >o 『うち：：： さす {ほ 道に 逢 

ゆ ゑ  しぬ  >  ゐ 

ひし 人妻 故に 玉の緒の 念 ひ亂れ て寢る 夜し ぞ 多き！ (卷 十一。 ニー 一一 六 五)。 『小 竹の 上に 來 おて-^ く 鳥 

目 を 安み 人妻 ゆ ゑに 吾 戀 ひに けり』 (卷 十二。  一一！ 0 九 三) などの 例が ある。 『なる にも 係ら- 卞』 の底总 は、 

『人.^』. とい ふのに 關聯 して はじめて 可能な ので、 『ゆ ゑに』 それ， HI 身に その 底意が あるので はな 

、 0 

し はしば 

1 首の 意 は、 この 容 麗しい 女 をば 展見て おれば. < 妻に 對 してで も 私は戀 しくお も ふやう になる だ 

らう。 とい ふので ある。  ， . 

しきた へ こ  ノ 

この 歌 は 七夕の 歌と して は 尋常で ない が、 赤羅 ひく 色 妙の 子 をば 織女と 見た てて、 作者が 三者 

の I 砜持 になって 咏ん だものと せば 腑に 落ちない こと もない 歌で ある。 代 匠 記 精に、 『紅顏ノ^^-フ色 

ノ妙 ナル子 ト 織女 ヲ云ナ リ。 き 杜牧ガ 詩-一、 臥 見牽牛 織女星 ト 作ゲガ 如シ。 織女 ハ牽 牛ノ麥 一一 テ我 

思 ヒ懸べ キュア ラヌ 物故 一一 、 シ バ シ バ 見 レ バ 戀 ヌ ベ シト ナリ』 と あるに よ つ て その 大槪を 知る こ と 

が出來 る。 右の 如く 七夕の 歌で あるが、 現赏の 美しい 女に 對 して 居る やうな、 身に 卽 して ni5 る點を 
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,  三 七 二 

注意すべき である。  ， 

此歌、 六 帖に载 り、 第二 三 句 『いろた へ のこの 數 見れば』 になって ゐる。 また、 赤. <集 に 

は、 『おほそらに たな ひく あ， やめ かすみれ は ひとの つま ゆ ゑい もに あ ひぬ へし』 となって ゐる。 同流 

布 本 は、 本文の 訓 と同樣 である。 

【卷 十二 1000〕 

あまの が はやす わたり ふねう  あ *- た  J  5 もつ 

天漢 安の 渡に 船 浮け て 秋 立つ 待つ と 妹に 告げ こそ 

天漢 安渡 丹 船浮而 秋 立 待 等 妹 吿與具 〔其〕 

〇 秋 立 待 等 舊訓 アキ タチ マ ット。 眞淵 アキ タツ マ ット (ili 新)。 略解 宣長 訓、 『宣長 云、 秋 は 

我の 誤な り。 ヮ.、 カタ チ マットな，.^ と 言へ るぞ 善き』。 今、 眞淵 訓に從 つた。 秋の 立つ の を 待って ゐ 

ると とい ふ 意で ある。 〇 妹 吿與具 舊訓ィ モー ーッゲ ョク。 代 匠 記 それに 從 つて、 『好ク 妹 一一 吿ョト 

ナ \バ シ』 とい つた。 童蒙抄 では、 與は眞 の 誤で ィ モー 一 ノラ マ ク とした。 考 では 與具を 乞の 誤と し 


た。 略解で は、 『與具 は 乞 其の 誤なる ベ し。 ：^!: コ ソは：5^ロゲ ョ 力 シと 腐ふ詞 なり。 卷 十三、 其 福 在與具 

と 有る も、 在 乞 其の 誤なる 事し るければ、 共に 誤れるな り-』 と 云った。 併し、 古義で は、 與 具を必 

すし も 誤と しがたい と 注意した。 新考 では 與具 は與 其の 誤 だとし、 與 だけで コ ソと訓 める が、 それ 

ゾ  力 クシ ヅ" ァヮ ピノ ミコゾ クサ キ ス ラハル ハ サ キッッ アキ ハ チリ ュク 

に 其 を 添へ たこと を 注意した。 卷六 (九九 五) に、 如是 爲乍 遊飮與 草木 尙春者 生 管 秋 者 落 去。 卷七 

ォキッ モノ ハチ サキ タラ パヮ レニ ッ ゲコゾ  .  ォモフ n ガコ II モス ラム 二  ニホヒ コリ  I 

(11;四八)に、. 奧藻花 開 在 我 吿與。 卷十 (一九 六 五) に、 思 子 之衣將 招爾爾 保比與 等が ある。 また、 

ゥ 力べ ナガ セ レツ 子 トルト サ ヮグミ * ミモ  子 トメ つ ガ 

其 を ソと訓 む 例 は、 卷ー (五 0) に、 浮 倍 流 醴其乎 取 登 散 和 久御民 毛。 卷 十三 (三 二 五 五) に、 處女等 之 

心 乎 胡 粉 其 將知因 之 無 者 等が ある。 この 例 は 怪しむ に 足， 0 ない が、 卷 S  (七 〇 六) に、 何 妹 其 幾許 

コ ヒなル  * ダヂ カラ ヮレ ハキッ レドョ ゾフケ ニケル 

戀 多額。 卷 十一 (二 六 一八) に、 直 道 柄 吾 雖來夜 其 深 去來と あるな ど は、 其 を ゾと訓 ませて ゐる。 な 

ほ、 『與 具』 は、 與， 具で あるから、 願望の 意に 借りて コ ソと訓 ませた のかと も 思って、 支那の 熟語 

を 2- たが 見つからなかった。 

一首の 意 は、 天の河の 安の 渡に 船 を 浮べて、 秋の 來 るの を 待って 1^ る、 七夕に は 逢 ふこと が出來 

ると 待ち こがれて 居る と、 妹に 告げて sK れょ。 とい ふ 意で、 牽 牛の つも，.^ になって 歌って 居る ので 

ある。.  - 

歌 は #： 通の もので、 さう 取りた てて 一 K 々すべ き 程の もので はない。 代 匠 記 精に， 『安渡 モ 天河 ノ名 
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三 七 四 

ノ カム タチ  //力 ハラ 二 

ナリ。 神代 紀云。 于， 時 八十 萬 神 會合， 一 於 天 安河 邊； 計，： 其 可 ，禱 之 方，』 云々。 考に、 『古事記に 天 安 

川原と ある は、 都の 地名な り。 かく 云 は 古事記の 考 にく はしく 云。 此歌 にて 安渡と いふ は、 天錄 if 

河の 事な り。 それ を 彼 地名の 安川 原に とりなして よめるな り』 とも ある。 神々 の 神 集した ところ は 

天の 安川 原で あるから、 棚 機の ことに も 天の河 原 だから 移して 安の 河と 云 つた もので あらう か。 

Sfc-H  を (流布 木) 

此歌、 赤 人 集 ®g に、 『あまの か はやす のか はらに ふねう けて 秋に まつと はい もに つけよ とて』 

と ある。  . 

〇 

【卷 十-二  001〕 

お ほ ぞら  かよ  われ  な  あまの か は ぢ  こ 

蒼天 ゆ 通 ふ 吾 すら 汝がゅ ゑに 天漢 路 をな づ みて ぞ來し 

, 從蒼夭 往来 吾等 須良 汝故 天漢 道 名 積 而叙來 

〇 從 蒼天 舊 訓ォホ ゾラ-一であった の を、 代 匠 記 精で ォホ ゾラ ュと 訓ん だ。 〇 汝故 舊訓 ナレュ 

^ 一一 。 略解 ナガ ュ H 一一。 〇 天漢 路 舊訓ァ マノ 力 r チヲ。 卷 十四 (三 四 0 五) に、 可 美 都 氣乃乎 度 能 多 


杵 我 可 波 治 附毛兒 波 安波 奈 毛と あるから、 力 、ノ デ と訓ん でい い。 古寫 本に はァ マノ カハ ラ ヲと 

訓ん だのが ある、 元 • 祌)。 〇 名 積 而叙來 舊 訓ナヅ ミテゾ クル。 考ナヅ ミテゾ コシ。 

： 首の 意 は、 天空 を 飛行 自在に 出來る 吾で あるが、 お前 を戀 しくお もうて、 天の河の 河原 路を雛 

儀しながら 來 たの だ。 とい ふぐら ゐの 意で、 - 牽 牛の 心 持に なって 咏んで 居る。 

『空 天 を 通 ふ 通力 自在の 身 なれ 共、 戀路に は 惱み嫌 ふ もの 故、 天の河 路に 今夜 汝に逢 はんとて な 

づ みこしと 也』 (童 蒙 抄)。  . 

此歌、 赤. <棠 I 林 劇に、 『そらよ. も かよ ふわれ すら たれ ゆ ゑに あまの か はみ ちな けき て そぐ る ir 

(P 本 『睛归 ひ £ 。る J) として 载り、 六帖に は、 『おほそら を かよ ふ 我 すらな に ゆ.^ に 天の河 原 を 

なづ みて ぞ來 る』 になって ゐる。  . 

〇  . 

【卷 十二 IOO  二】 

や v:i こ  かみ  みよ  と 6  づ i ひと し  つ  おも 

八 千 戈の 神の 御世より 乏し 欐人 知りに けり 繼ぎ てし 田.？ へ は 


三 七 六 

八 千 戈 祌自 御世 乏續 人知 爾來 吿思者  ，- 

ォホナ ム チノ カミ 

〇 八 千 戈 神 ャチホ コ 〃カミ で、 大穴 牟遲 神、 大己貴 命) の 御 事で、 三輪の 大神 である。 古事記 上 

卷に、 天 之 冬 衣 神、 此神娶 n 刺 國大神 之 女、 名刺 國若 比賣 T 生 子大國 主神、 亦 名 謂 二 大穴 牟遲 神： 亦 

名 謂 一一 葦原 色 許 男 神； 亦 名 謂 二八 千 矛 神： 亦 名 謂 二 宇都 志國 玉神ハ 幷有， 一 五名-云々。 この 神と 少彥名 

神で 國を 堅め 給うた ことがあ るから、 神 世の 遠い 古へから とい ふために かう 云った ものである。 卷 

ャ チホコ ノカミ /ミヨ ヨリ モモ フ木 ノハ ウル トマリ ト  -Is 

六 (一 0 六 五) に、 八 千 祥之神 乃 御世 自百船 之 泊 停 跡 云々 と あるの も 同樣の 表現で ある。 ，0 乏耀 ト モ 

• シヅ マで、 愛すべき、 珍ら しき 妻卽ち 織女の こと をい ふので ある。 この ト モシと 同じ 語感の 例 は、 

シホケ ノ  -I 力 チ レ ^ クニ  二 ゥマ ゴリ アヤ 二 トモ シキ タカ テラス じ ノ  -t 

旣に前 出で あるが、 なほ 云 はば、 卷ニ  (ニハ in に、 鹽氣能 味 香 乎 禮流國 爾味凝 文 爾乏寸 髙照日 之 御 

コ  ミ マクホ リコ ンク モ シルク ヨシ ヌ ザ ハオ トノサ ャケサ £ル 二 トモ シク  ヰルタ 

子。 卷九 二 七 二 四) に、 欲 見 來之久 毛 知 久吉野 川 音 淸左見 二 友 敷。 卷 十四 (三 五三 一一) に、 爲流多 

豆 乃 in- 毛 思吉伎 iK 波 安須 左 倍 母 我 毛。 卷ー 一十 (四 三 六 0) に、 夜 麻 美 鱧 婆 見 能 等 母 之 久可波 美 鰕 婆 見 乃 

佐 夜 氣久と あるた ぐ ひで ある。 童蒙抄 に， 『珍しき つめ 戀 わびる 妻と 云ふ義 也。 乏しき もの は 珍しき 

意 を もて、. ともし 妻 共 云へ る 也。 孃、 一 本に 孃と あ， 9。 然るべ し。 叉 一 本 儷に 作る 心得難し。 嬢 は 

少女の 通稱 也』 とい ひ、 略解に. 『トモ シヅマ は、 たまたま 逢 ひて 珍しみ 思 ふ 意。 嬡は 文選 左 太 沖 


詩に、 伉僩不 安宅、 張 銑が 註に、 伉僵謂 Z 妻と 有.^、 儷、 灑同 韻に て、 古へ 通じ 用 ひしな らんと 

iT£i は 言へ.. -』。 〇 吿思者 ツギ テシ ォモ へ バと訓 み、 繼ぎ てし 思へば の 意で ある。 代 ぼ 記で、 『^ 

句 ハ 、 ッゲ テシモ へ \ ト讀べ シ。 シハ助 語 ナリ。 或 ハツ ゲ テオ モへ バ トモ 讀べ シ』 とい ひ、 考は、 

ネ乇ゴ U モ へ バと訓 み、 『せ は 苦の 誤し るかれば 字 も 訓も改 む』 と 云った が、 略解で、 『.11门 ギ は^れ 

ィヒ ツギ ユカ ム  ， _  、 

ろに て、 ^は繼 ぎな り。 卷三、 長歌、 語吿言 繼將往 も、 力 タリ ツギと P むべ けれ は ここ も ツギと 

訓 めり』 と： ぶった。 

： 首の 意 は、 八 千 戈 神 (大 己責 神) の 遠い昔の 御世から、 絕 えす 戀し續 けて ゐる もの だから、 いと 

しい 私の 妻との 事 は、 も， う 皆. <が 知って しまった。 とい ふので ある。 

牽 牛と 織女の 戀は旣 に 周知の こと だとい ふこと >H ^目に して、 內證の 秘めた 麥も、 あら はれた と 

いふ ことと 關聯 せしめた ものである。 『色に 出て 人知り ぬべ み』 とか、 『人に 知ら ゆな』 などと いふ 

の は. 泌 め^に 對 する 心理で も あるが、 また、 卷十 raQ 一四 一四) の， 多 都 脊自能 安良^ 路萬 代母 佐鑭乎 

5^11^^ とい ふァラ 、ノ ルと いふの も 自然 的 心理で ある。 そこで， 『人知り にけ り』 とい ふ 句 も に 落 

C 'ちし  いら じろ 

つるので あって、 萬 葉の 額 似の 歌 をい ふなら ば、 『路 のべの 壹師の 花の 灼然 ぐ. <皆 知りぬ 我 カ懸妻 

は』 (卷 十一。 二 四 八 0) はや はり. < 麿 歌集の もので、 下の句に つき、 『或 本の 歌に 云。 いちじろ く 人知 
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.o: け b.ll ぎて し 念へば』 とい ふ 注が あるから、 混入 か 或は 同じ 作者 だとせば、 同一 手法の 歸 結で 

i  C  おも 

あらう。 なほ、 『山河の 瀧に 益れ る戀 すと ぞ. < 知りに け！？ 問 無く 念へば』 (卷 十二。 三 ◦ 一六) とい、 ュの 

が ある。  ， 

この あたり は、 七夕に 關聯 した もの を 集めて ゐ るが、 取り わけ 優れて ゐる とい ふわけ ではない。 

た ご、 調べに 緊暖 なと ころの あるの を見棄 てがたい ので ある。 また、 支那 傳來の 話 を 日本 流に 混合 

せしめて 歌って ゐる のが おもしろい 點 でも ある。 

お 歌、 和歌 童蒙抄 第一 一に、 『ャ チトセ ノカ ミノ ミヨ 、リト モシ ツマ ヒ トシ リー ーケ リツ ケテ シヲモ 一， 

i  „ . 司 第. |ヽ こ、 『ャチ ホコノ 力 ミノ ミヨ 、リト モシへ ノヒ トシ リ- ーケリ ツキ テヲ乇 へ ジ』 と あり 赤 

^集 1;^ 願 に、 『やち をし のかみ のみよ ゝり いも、 なきひと ゝ しらせし きたりつ け、 む』 として ある 

同 流布本に は、 『八 千 矛の 神の 御代より 乏し 妻. < 知，.^. にけ り 告げし 思へば』 となって ゐる。 

【卷十 ニ|00| 二〕 


わ  こ  に  おもわ こよ ひ  あまの か はら  いは i くら ま  、 S 

吾が 戀 ふる 丹の ほの 面 今夕 も か 天漢 原に 石 枕 纏く 

吾等 戀 丹穗面 今夕 母 可 天漢 原 石枕卷 

〇 吾等 戀 訓ソ. ガコ フグ。 竟蒙抄 ヮレコ フ〃。 〇 丹穗面 古寫 本に 一一 ホへ ダイ モハ (元. 神) と 

訓ん だの も ある。 仙覺抄 に古點 ニホ ヘルイ モハ。 新點  一一 ノホ ノォモ 、ノ と あるから、 流布 木舊訓  一一 \ 

ホノ ォモハ は 仙覺訓 である。 代 匠 記 初 -ー ノホ/ ォモフ (I 贿 i 古)。 考  一一 ノ ホノォ モト。 〇 今 タ母可 

舊訓コ ョヒ モカ モ。 代 匠 記 精 コョヒ モカ。 〇 石枕卷 舊訓ィ ソマ クラ マク。 代 匠 記精ィ ハ マ クラ マ 

ク。 JjC ィハ マ クラ カム。 古義 イソ マ クラ マ カム。 

I 首の 意 は、 自分の 戀 しくお も ふ あの 織女の 美しく に ほふ 顔が、 今夜 こそ 天の河 原に 石 を 枕に し 

て、 む 分と. M なので ある。 とい ふので、 これ は牽 牛の つも，^ になって 咏んで 居る。 

「丹の ほの 面』 は、 面よ といって 顏 のこと を 云って ゐ るが、 これ は 織女 を 指す こと は 無論で ある。 

-1/ ホ ナス ォモテ ノウへ ニイ ヅク ユカ シ ワカ キク. リン  アキ ヅケ 

卷五 (八 0 四) に、 ，能 保 奈酒意 母提乃 宇倍爾 伊豆 久由可 斯和何 伎 多 利斯。 卷 十三 (一一 三 六. K) に、 秋 付 

者 丹 之德爾 色と いふ 例が ある。 支那. < の 謂 ふ 紅顔に あたる ので、 覺官 的な 感じの 好い 語で ある。 

ォ モヮで 代表せ しめたの は、 『君が 目 を 欲り』 (卷 四。 七 六 六)。 『君が 目 見ねば』 (卷 十一。 二 sn 一一 一一) など 
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と 同一 表現で ある。 

ォモヮ とい ふ 語 も、 卷九 C 一八 040 に、 望月 之满有 面輪 二 如 花 tffi 立 省 奢。 卷 十九 (四 一丸 ID に、 

___^1ノ  ，„\パク^'.*;ヰィび.1,1. ,!i ホ： ヒ， -タ ル ォモヮ ノウ チ-ー ァ チヤ ギ/ ホリキ マ ヨネ ヲ Hi マ ガ リ 

桃花 紅 色 爾爾保 此多流 面輪 能 宇 知 爾靑柳 乃 細 眉 根 乎 麻 我理と あるな ど、 美人の 面 を 骨折って 

形容して ゐる點 が なかなか よい。 この 歌 も、 單に槪 今や 的に 牽牛 織女の 年中行事 的戀愛 をい はすに、 

現 身 的、 肉體^ に 歌って ゐる點 がいいの である。 

此歌 和歌 童蒙抄 に、 『ワカ コフダ 一一 ホへ ツイ モ、 コョヒ 力 モア マノ 力 ハラー 一 イソ マ クラ マク』 と 

あり、 赤 人 集 額 林 ® に- 『わかこ ひに ほひ あ ひて みむ はこよ ひわ か あまの つ はしの いは かしまつ とコ。 

同 流布本に、 『わが 戀に ほに あけて 見む こよ ひか も 天の川 原に いそ まくら まく』 と ある。 

,  〇  、 

【卷 十二 100 四〕  ； 

あの  つま とも  こら  は  つ  あ ゥ ぞま  3  きみ ； 

己が 夫 乏レむ 子等 は 泊て む津の 荒磯 枕き て 寢む君 待ちが て に 

己鱺 乏 子等 者 竟津 • 荒礒 卷而寐 君 待 難 


〇 己邇 舊訓 オノ ガッ マ。 代 匠 記 精 オノ ッ マ ノ。 童蒙抄 ナガ ヲ トメ。 叉 は ナガ ッ マ。 略解、 ンガ ッ 

つま 

マ ノ。 新せ. 'オノ ヅ マ ヲ。 今傳 訓に從 つた。 自分の 夫 をば の 意で、 織女が 牽牛 のこと を 指して いふの 

で、 それ を 第三者が 客 して ゐる やうに あら はして ゐる。 〇 乏 子等 者 舊訓 トモ シキコ ラハ。 略解 

宣長訓 トモ シムコ ラハ。 つまり 織女 を 指す ので、 ラは 添へ た詞、 單數 である。 〇 竟津 暂訓 ァ-ラ ソ 

ヒ ッ。 代 E 記 初、 党の 上に 舟を脫 かとし フネ 、ノ テツ。 代-匠 記精ッ  一一 、ノ テツ。 童 蒙 抄ァラ ソッノ 。考 

•  ,  ハテム ッ 

は、 覚は 立见の 誤と して タチテ ミツ。 略解 宣長訓 ハツ〃 ゾノ。 古義" テム ッノ。 『竟 律と は、. 彥星 

の 舟の 將， 莧天ノ 河の 渾と 云なる べし』 (古義)。 0 荒 礒卷而 寐君待 難 舊 訓ァラ イソ マキ テ • ネ マ クマ 

チ カネ。 代；！ M 記 初 ァリソ マキ テネム • キミ マチ カネ シ。 代 匠 記 精 ァリソ マキ テ ネム. キミ マチ、 ガテ 

一一 。 帝; 蒙抄 ァラソ マキ テヌ • セコ ヲマタ ナン、 叉 はセコ マチ.、 カタ-!。 略解 宣長訓 ァ ソ マキ テヌ 

(古義 S 訓)。 今、 代 匠 記 訓に從 つた。 

をつ と 

二 首の 意 は、 自分の 夫の 牽牛 をい としい とお も ふ 織女が、 夫の 船の 著く 害の 船 著 場のと ころの 荒 

機 を 枕と して 寢る ことで あらう。 まだ到著し^^ぃ夫をば待ちかねて。 とい ふぐらゐの歌でぁらぅ。 

この 歌 は 第三者が 織女の こと を 想像して 作った 歌の 趣で ある。 

此處 に. は 七夕の 歌が いろいろ 並んで ゐ るが、 かう いふ 內容 もまた 珍ら しく、 その 想像 も 何となく 
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現實 的で あるし、 心の 働き も 相當に 細かに して 且つ 自然で ある。 また、 調べ も、 『己が 孀 ともしむ 子 

らは』 あた. 9 を はじめ、 しっか， 0 したと ころが あ， o、 ひょっとせば- <  麿の 或 時期の 作で はなから う 

かとお も はしめ る 特色が ある。  、 

此歌赤 人 集 I 林 願 に、 『おの かい もな しと はき 、 つ てに まきて またき てね よきみ さまに とかな し』 

同 流布本に、 『己が 紐 長し と は 聞きつ 手に 卷き てまた きて 寢ょ君 まさにと かなし』 と ある。 

〇  , - 

【卷十 こ 100 五】 

あめ つら  わか  とき  つ i しか  て  あ  あき ** 

天地と 別れし 時 ゆお のが 躧然ぞ 手に 在る 秋 待つ われ は 

> 天地 等 別 之時從 自欐 然叙 手而在 金 待 吾 者 

〇 別 之時從 舊訓 ワカ レシト キュ。 童蒙抄 ワカ レシ ョ ヨリ。 〇 自欐 舊訓 オノ ガ ツマ。 童 蒙抄ナ 

ガヲ トメ 又は ナ. ガ ッ マ。 〇 然叙 手而在 舊訓シ カゾテ 一一 アル。 童蒙抄 カク ゾ トシ ナル。 考シ カチ. ギ 

リ タル。 〇 金 待 吾 者 舊訓 アキ マツ ヮレ ハ。 童蒙抄 アキ マ ッ、 ガリ 、ノ。 代 匠 記 • 古義 等は舊 訓に從 ひ、 


新考は オノ ヅ マト • シカゾ タノ ミテと Sli んでゐ る— 

. 一 首の 意 は、 天と地と 別れた 時から して、 私の 妻と して 織女 は斯 くの 如く 手中に あるの だか. ら、 

樂 しく 逢へ る 秋の 來 るの を 私 は 待って 居る の だ。 とい ふぐら ゐの 歌で、 牽 牛の 獨 語の やうな 趣で あ 

る 0 

代： 1^:?^ 初に、 f しか ぞ手 にある は，、 天地す でに 剖 判せ しょり. 織女 はおの がつ まと さだま，. = ^て、 か 

くぞ我 手に あるな 6。 妻 を 手 子と いふ は、 我 手に入た る 女 なれば なり。 今 も そ G 心なれ。 秋 待 われ 

はとは、 昔よ b 化 まれる 事 なれば、 七日の 夜 は あはむ と 待な り』 と あるに よって 大體の 解釋は 付く 

ので ある。  、 

『然ぞ 手に 在る』 とい ふ訓 にっき、 略解で 、『四み 句 誤字 有らん。 解き 難し』 と 云った の は、 この 

では 古， 谰に 響かない とい ふ 意味で あらう。 また 實際 同じ やうな 用例 は 萬 葉に 無い。 併し、 用例 は 

なでしこ.  あさな さな 

他に 無くと もこの 儘で 解釋 の出來 ない こと はない。 なほ、 『石竹の その 花に もが 朝旦 手に 取.^ 狩ち 

て戀 ひぬ H 無け む』 (卷 三。 四 0 八) など は 幾らか 參考 となる であらう。. 

ァメッ チノ  "力 レシ トキ ユカ ムサ ビ テ  tn ホシ ハタ 十.. ハタ ッメト ァメッ チノ ワカ レシト キュイ ナ-ゥ シ， 

卷三 (一一 二ち に、 天地. 之 分時從 神左備 手。 卷八 (一 五一 一 0) に、 牽牛者 織女 等 天地 之 別時 由 伊奈 宇 之 

0 力 〔 ニム + 

呂河. .M 立と ある。 
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fc 歌よ、 赤 人-集 Mit 願 に、 『あめつちと わけし ときよと わかい もと そ ひて あれ はかね てまつ われ』 

と ある。 同 流布本 は、 第二 句 『分れし 時より』 と ある 外 は、 此處で 訓んだ 萬 葉の 訓と同 一 である。 

〇  ，  . 

【卷十 •  二  00 六】 

ひ,, ，**  >  なダ  つよ  こと  の  き  み  くろ 

彥星は 嘆かす 躧に言 だに も吿 りに ぞ來っ る 見れば 苦しみ 

• 彦星 嘆須灑 事 谷 毛 吿爾 叙來鶴 見者 苦彌 

〇 彥星 舊訓 ヒコボ シゾ。 代 匠 記 初 ヒコボ シハ。 〇 嘆須耀 舊 訓ナゲ カス ィ モガ。 代 E 記 初ナゲ 

カス ィモ 一一。 童 蒙 抄ナゲ キス ィモ 一一。 略解 ナゲ カス ツマ-一。 〇吿 爾叙來 鶴 舊本 『爾』 が 『余』 とな 

つて を り、 訓 はッゲ 一一 ゾキッ \。 代 匠 記 精、 余 は  < 小の 誤と し、 『氽ト 爾ト 同字 ナ レ バ別 校本 ョ シ』 と 

云った。 古寫 4.1 中、 爾 0 兀 -類- 神 矢 二 ほ) に 作った ものが 多い から、 それに 相違 はなから う。 童 

豪抄 ノレ トゾキ ツル。 新考 ノラ ムト ゾキ ッグ。 新訓 ノリ-一 ゾキ ッグ。 

一首の 意 は、 彥星 (牽 は、 自分 を 慕 ひ 嘆く 妻 (織女) の、 樣子を るの が 苦しく 可哀相な ので、 


言葉 だけで も 慰めよう として 便， り をよ こした ので ある。 とい ふので * これ も 第三者の 觀察 忖度の や 

う に 出來て 居る。 代 匠 記 精に、 『牛 女ノ間 一一 使ス〃 者ァ リテ、 ソ レガ詞 ノヤ ウー 一 聞ュ， 一一 ャ。 ^ャ. ガ 

テ ドニ 妹俾速 4" 與 トヨ メル モ、 上-一秋 立 待 等 妹 吿與具 トヨ メル モ、 使ノ意 ナリ。 二：： ル： ノ事ハ 風情， 

寄來ル 一一 任セ テ 讀習ナ レ \ サ モ 有べ キ 一一 ャ』 と あるの は 好い 疑問で ありまた 好い 解釋 である。 もつ 

ともこれ は、 俱訓ど ほ..^ ヒコボ シノ. ナゲカ スィモ ガと訓 むとしての 解釋 であるが、 訓をか へ て も 

常て はめる ことが 出來 る。 ただの 字面で は、 彥 星が 自分で やって 來 たやう に 取れる が、 赏は 便り を 

寄越した， ことと 解釋 して い い ので ある。 

この 歌 は 流布本. ^人 集に、 『彥！：^^が恨むる妹がことだにも吿げにぞ來っる今日は苦しも』 となって 

出て ゐる。  、 

〇 , 

〔卷 十. 二 00 七 1 

あよ  しらし みなしが はへ.； し  P  かみよ  うら、 

ひさかたの 夭つ 印と 水 無 河 隔てて 置きし 神代し 恨めし 
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-  三 八 六 

久方 天 印 等 水 無 河 隔而置 之 神 世 之 恨 

、• 

0 天 印 等 舊訓ァ マノ シ产 シト。 代 匠記ァ マノ シ クシ ト" 童蒙抄 ァノノ シ ダシト 。考 アマ ツシ^ 

ァメ ゥチト ヮリ レシト キュ ヒサ 力 タノ, マツ シルシ トサダ メナ- ン ァ マノ 力？ - 

シト C 略解 • 古義. 新 考從之 }。 本卷 (.ニ〇 丸 二) の 長歌に、 天地 跡 別 之時從 久方 乃 天 驗常定 大王 天 之 河原 

二 アラダ マノ ツキ チカ サ木テ 

爾璞 月 累 而と ある 『天 驗』 と 同じ で あらう。 古寫 本の 訓は、 ァメノ シルシ (元)、 ァメノ ヲシテ 

(類 • 祌) 等で あるが、 代 匠 記 精に、 『八 雲御抄 一一 天 印ヲ、 ア マノ オシ テ トヨ マセ 給ヒタ , ハ 古點ナ ル 

ベ ケ レ ド、 下ィ 長歌 一一 久方 乃 天 驗常氐 云々。 此今 ト同ジ キヲ、 印" シルシ トモ オシ テト モヨ メド、 

驗" オシ テ トヨ マネ バ、 彼 ヲ以テ 此ヲ證 ス产- ー今ノ 點當 レ ルー ーャ』 と 云つ て. シ ル シ 說に贊 成して ゐ 

一 

る。 校本 萬 葉に オシ テ 說に贊 成して ゐる やうに 云 つて ゐ るの は、 初 稿本に、 『あまの をして ともよむ 

ベ けれど』 と あるの だけ を 見た ので あらう か。 なほ 新考を 見る に、 『ァ マツ シルシ のシグ シは畫 な-り。 

莊子 人間 世に 畫 一地 而趨と あり、 孫子 虛實 に雖 ニ畫， 地而 守，^ 之 云々 と あり、 文選の 西京賦 に畫. 地 成 

ン 川と ある シ产シ なり。 こ、 に 天 印と かき 下なる 長歌に 天驗 とかけ る は 共に 借 字な り。 後世の 歌に ァ 

マ ノ ォ シデ とよめ る はこの 天 印 を誤讀 せるな りと、 契 沖 及濱臣 (答 問雜 稿) おどろかせり』 と 云って 居 

る。 書紀 その他で シレ/ シと訓 ませて 居る もの は、 驗、 表、 苻、 印、 徵表、 徵、 兆、 節、 相、 櫞、 表 


%v 標、 ^、 稱等 であるが V 此處は 印、 徵、 標 V 相な どの 文字に 宛てて その 大體を 知る ことが 出來 

る 。 卽ち この シ〃 シと いふ 語 は、 實際 に 下界 から 河の 如くに 見える とい ふこと か ら出來 た 語 だとい 

ふこと を 知らねば ならない。 〇 水 無 河 舊訓 ミナ セガ ハ。 管 見 ミナ シ，、 力 ハ (諸 抄從 之)。 古寫本 中、 一-一 

ナシ 力、 (元. 祌) と訓ん だのが ある。 『水 無 河 、ノ ミナ シカハ トヨ メ  \、 然^ ベ キ歟。 .但 津國ノ 水 無 

瀬： E ヲ モ、 第 十一 一一 ハ水無 河トカ ケリ。 河內ノ 天河 ノ名モ 空 一一 通へ バ、 水 無. 瀨河モ 亦， お 一一 通ハ シテ 

名付タ 〃一一 ャァ ラム。 知べ カラ ネ バ 左右 ナウ 定. ガ タシ。 一年 ヲヒト 、セト 云 如 キノ 例ァ レバ 讀ガタ 

キー 一 モア ラズ。 古事記 云。 且其 天お 羽 張 神 者 逆 塞 TT 上天 安河 之 水 一而 塞" 道 居、 故花神不，得；^;- 云々。 

一； 依レ バ 水 無 河 トハ云 ヒガタ カルペ キヲ、 神變 、ノ 測ガ タケ レ バ 下界 ノ水ノ 如クナ A 水ノ ナキ實 一一 

^^：付タ 〃 一一 ャ』 (代 は 5,- 精) IK 々と ある。 語義から いへ ば 水の 無い 河と いふ ことで、 下界から 見. て も 水 

の 流れて ゐる のが 分からな いので 斯く 云った もので あらう か。 そして、 古事記 神話 等と 結 付き、 天 

コ匕ニ モ ゾ に ト ( シ 一-入 ル 

の 河の 異名と もな- シタ， に 係る 枕詞 ともなつ たもので あらう。 卷四 (五 九- <) に、 戀爾毛 il^ 人 者死爲 

^^i^Ri4^^"ids^is。 卷 十一 0 ーセ 15 に、 す 騰益水 無 河絕跡 云， 事 乎 有 超 名湯 目が 

十- え 

ある。 

1 首の 意 は、 fl^&ii ^の!： しとして 存在して ゐる水 無 河卽ち 天の河 は 神代の 昔から 二人の 間 を 隔て 
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三 八 八 

うら 

ろた めに 置かれて あるの だが、 ，でれ ゆ ゑ その 神代が 恨めしい。 とい ふので ある。 

天の河をばこの地上から見ると幽遠に光っ てゐるのみで水の流のゃぅではなぃ^-ら、 この 水 無 河 

の 名 は視覺 上に 本づ いた もの だとお も ふが、 それと 誠に 大きい 天の河と、 常に は 逢 ひ 難いと いふ 牽 

牛 織女の 傳說と を 織. H 父せ て、 現實の 人の 嗟歎す るが ごとくに 歌って ゐる點 は、 前の 歌と 軌を 一に 

して ゐ るので ある。 

此歌、 八 雲御抄 に、 『ひさかたの あまの をして とみな しか はへ たて ゝ おきし 神代の うらみ』 と ある 一 

叉 六帖に 入り、 『ひさかたの 天の しるしと みなし 川 隔てて おきし 神代の うらめし』 となって ゐる。 

〇  、 

【卷 十二 IOO 八〕 , .  , 

.  よ ぎり がく  とほ  い 6  つて ごと はや  つ 

ぬば たま の 夜霧 隱 りて 遠くと も 妹が 傳言 早く 吿げ こ そ 

黑玉 宵霧隱 遠辆 妹傳 速吿與  ； 

0 脊霧隱 舊訓 ヨギ リゴ モリ テ 萝 略 r 童 蒙抄ョ キリコ メッツ。 新考に ヨギ リガ クリープと 


^み， ノ 解. t 義に ヨギ リゴ モリ テ とよ み たれ ど "卜なる ヌ バ タ マ / 夜霧 隱ト ホヅマ N 手 ヲはョ ギリ 

ガクリ テ とよまざる ベ からねば こゝも ヨギ リガ ク リ テ とよむ ベ し。 道ガ 夜霧 一一 隱レテ とい ふ 意な- 00 

とい ふこと を 略せるな り。 さて 霧に 隱れ た.^ とも 道の 遠近 はか はるべ からね ど、 霧た てば 道た ど 

たどし くて 八 口 道の 遠き が 如くに 時费 ゆれば しばらく 借りて ト ホク トモと いへ るな. り』 と 云った。 い：： 

寫 本屮、 ョル キリ ガクレ (元 *類. 祌等 } と訓ん だのが ある。 〇 妹傳 舊訓 ィモ、 ンッタ へバ。 代" は 記 初 

ィ モガ ッカヒ つ 童 蒙抄ィ モガ カシ ヅキ。 考ィ モガ ッタへ ハ (峪解 同訓)。 古義 ィ モガ ッテ ゴト。 『妹 

ォモ ホシキ n ト》 テム や 

傳言の 言ノ 字、 舊本 になき は、 脫 たるなる べし』 00 きと 云った。 卷 十三 (三 三 三 六) に、 思 布 言 傳パ 

ぎお i^^。 卷 十七 ai 一丸 六 二) に. 於 母 保 之 伎 許 登 都 底 夜 良受孤 布流爾 思と あるの はコト ヅテの 例で あ 

屮 ニノ ソテ ゴト； 'ダニ シ エケ ム  ミチ クル ヒトノ ッテゴ トニ ワ レニ 力な 一， ク 

り、 卷 十二  (三 0 六 九) に、 何傳 言直將 古。 卷 十九 「gn 二  5 に、 道來. < 之 傳言爾 吾 爾語 良久と ある 

の は、 ッテ ゴトの 例で ある。 この いづれ を も 選んで 好い。 〇 速吿與 舊訓 ハヤ クッゲ コョ。 代-皮 記 

精 ハヤ クッ ゲコソ (古義. 新考 同訓 )。 考 ハヤ クッゲ コセ。 與は 乞の 誤と した (略解 阅 訓〕。 新訓、 與 のま 

まで ッゲ コセ〕 

一 首の 意 は、 たと ひ 夜霧に 蔽 はれて 遠く 隔 つて 居ようと も 妻の 言 傳は 速く 告げて 欲しい もの だ。 

とい， ふので、 待ちわびて 居る 牽 牛の つもりに なって 咏んだ 歌で ある。 

三 八 九 


三 九 0  • 

解よ 右の 如くで、 使者の 便 を 待って なる 氣持も あるので ある。 そこで 童蒙抄 で. 『宗師 案、 傅の 字 

にて、 かし づきと 讀む べしと 也。 夜霧 こめて 遠く 共、 かし づきの もの、 妹に 早く 出 ませと 告げよ と 

の 意に 見る 也。 速 は 疾と讀 みて、 早く 出立よ と、 とく 告げよ と 願 ふ 意と 也。 愚意 未. 妹 力た よ 

り、 つ 手 はと 云 方 然るべ からん。 とくと 告げよ と は、 とく 出立よ と 告げよ との 義と云 ひて は、 言葉 

を 入れて、 とくと 告げよ と 云 ふ 義と釋 せねば 成 難し。 便りつ 手と 見れば、 妹の 方よりの 偉 ふる 事、 

便 を 早く 滯ら せす、 こなたに 告げよ と 見る 也。 尙後案 を 待つ のみ』 と 云って ゐる。 理窟で 面倒に す 

ると 如是になる の だが、 この 歌 は 感情の 自然 を 以て 解けば 直ちに 腑に 落ちる ものである。 ® は 勿論 

さうたい した もので はない。  - 

お 歌、 赤 人集顿 f 願に、 『むまた まの よるひるく もりく らくと もい も かこと はゝ やくつ けて よ』 同 

流布本：、 『むはた まの よる 雲く もり 暗く とも 妹が こと をば 早く 告げて よ』 と ある 

、  〇  ： • 

〔« 十 •  二  00 九】 


Is が^ふる 嫩の は 飽き 足りに 袖 振る 見えつ 雲隱る まて 

汝戀 妹 命^ 飽足爾 袖 振 所見 都 及雲隱  . 

〇 妹 命 者 舊訓ィ モノ ミコ トメ。 古寫本 ィモ ガイ/ チハ (元 *類. 神. 京)。 この-、、 コトは 尊び 親しむ 

成 情が 含まって ゐ るので、 此處 は、 牽 牛に 對 つて、 その 妻の 織女の こと を 云 ふの だから、 幾分 敬語 

を K つて ゐ るので ある。 卷ニ  (一九 四) に、 靡 相 之 爐乃命 乃 は 夫の君の 意 だが、 十：： 事 記 上 卷の八 千 矛 

. 神の 御 歌に、 ^力 加ク久 il ギ おぎ 矿ギ牝 と あり、 これ は鑰 のこと であり、、 卷 十七 Q  一  i ハ 5 に. 波 之士ロ 

ぎ ぎ； 化 美ぎ まも 亦 さう である。 なほ、 卷三 SSI 一一 D に、 帶乳 % 乃 母 命 者 齋总戶 乎 前 坐 置 而- 

卷九 (一七 七 四) に、 垂乳根 乃 母 之 命 乃 言 爾有者 等の 例が ある。 〇 飽足爾 舊訓ァ クマ デ 一一 いお. 蒙抄ァ 

キ タリ， 一。 『《- -小^ 案、 たりに と讀 べし。 あきた b なしと 云 義.^  。 なしと 云 詞を約 すれば に 也。 なれ 

ば跑 t£ ら ぬから 雲隱 る、 迄 見送る 意と 見るべし と 也。 諸抄の 說も惡 しきに は不. 可. 有 か。 心に 飽か 

3  ^^ら飽k^に見るの意也』(童蒙抄)。 代 匠 記 • 考 • 古義. 新考ァ クマ デ 一一。 略解. 新訓 アキ タリ-一 

ここ は、 『足』 の 文字が あるから どうしても、 『アキ タリー 一』 の訓 が穩當 であり、 意 は 略^ ク，？ く 

『アキ タリ はァ クマ デの 意な，^』 とい ふのに 落 著く ので ある。 

. 1 一一 九 1 


. ■ 一一 一九二 

一首の 意 は、 あなた 牽 牛の 妻の 君が、 あなたと 別離 を 惜しんで 飽くまで も 袖 を 振る のが 見える、 

あなたが 雲に 隱れ てし まふまで 袖 を 振る のが 見える。 とい ふ 意で、 作者が 牽 牛に むかって 言って 

る 趣で あるが、 一方、 牽牛 織女の 戀を客 看して 居る 趣で も ある。  . 

七夕の 歌 は傳說 に本づ いて、 いろいろと 工夫して 作って ゐ るが、 この 歌 も 亦、 趣向 を こらして、 

人間 同志の 戀の 如くに 取极 つて 居る 點が 前の 歌同樣 である。 

アキ タリ 二  -  シホ t  ノ ナ ゴ リア クマ 

一首のう ちで、 飽足爾 の 句 は 注意すべき であるが、 萬 葉に は、 卷四 (五三 三) に、 鹽干之 名 凝飽左 

右二 人 之見兒 乎。 卷 十七 (. 三 九九 九) に、 安久 麻 底 爾安此 見 而由町 奈故布 流 比 於 保家牟 などと あるが、 

アキ タリ 1 一とい ふ 例が 無い やうで ある。 その 點が この 訓の 弱味で も あるが、 併し アキ タリー 一と 訓ん 

でも 決して 不道理で はない。 

る (ig 布 本) 

此歌 は、 赤 人 集 15® に、 『なかこ ふるい も かすかた はあく まてに そて ふりみ えつく も かくる ま 

て』 と ある。  -. . 

〇 

ニー 0  10】 


ゆ ふづっ  かよ  あ i  ;t  つ  ^ふ  よ  つき ひと を と こ 

夕 早-も 通 ふ.；： <  道 を 何時まで か 仰ぎ て 待 たむ 月人壯 ,4- 

夕歷 V;- 往來 天道 及 何時 鹿 仰 而將待 月人壯 ， 

〇 タ星毛 舊訓 ュフヅ ツモ。 古義 ュフヅ ッノ。 夕 星 は 和名 鈔に、 兼名苑 云、 大白：：！ 一  名 長 庚、 此 

閥.. ム、 .5 布 都々 と あるので、 卽ち金 3C 宵の 明： Sil のこと である。  - 

一首の 意 は、 宵の 金： も 通 ふ 頃と なった 天の 道に、 いつまで 私は牽 牛の 來られ るの を 仰いで 待つ 

ことで せう。 パ 人壯 子よ。 とい ふので 織女の 氣持 になって 咏んで 居り、 同じ 天空の 夕 づっを 配し、 

=：： にむ かって 呼びかけて おる 趣の 歌で ある。 

この 歌 は、 初 句に、 『夕づ つも』 と あり、 結句に、 『川 人壯 子』 などと あるので、 七夕の 歌と して 

は^ 直に 解 釋の出 來ぬ點 も あ h、 稍 趣が 欒 つて：； 5 るので、 代" 陀記 精に， 『ガ 人壯 r. 此 ドー ーモニ 首ョ 

ミ、 第 十五 二 モ t タノ 歌 一一 ョ メリ。 牽牛ノ^^s:ト聞ュ。 パヲ讀 一一 ハ替レ 〃鳅。 未^ 得』 とい ひ、 ，卢ノ 

も， 『月 人： H は 下に も彥 31^ を かく 譬し 有。 こ はみ かほし むと いふ ほどの たと へな， o』 とい ひ、 略解 も 

その 如くに 解して ゐ るが、 義 では、 『中 山嚴水 云、 月 人 壯は彥 ^の 異名に やと、 奥 沖が 說るは 誤^ 

もむ" 集中、 =^のことを、 月人壯 子と よみ たれば、 此歌は 月 を 待 歌なる が、 まざ わて 七夕の 歌屮に 

！  ,^    ,  ；  ：   ,  :  ： に！ 」11 九 一亍 . EI 
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一一 一九 si 

人た るなら む』 と 云って ゐ るので ある * 

考 で， 月を牽 牛に 譬へ て、 『歌の 意 は、 夕 星 すらと ゆきかく. ゆく にいつ まで か 遠くむ かひた ちて 彥 

タ ナパ タツ メ 

星 を あ ふぎて またん やと 織女の 、るな り』 と 言って ゐ るの は、 大體 よいが、 ただ、 彥星卽 ち 

Q ふづ つ 

月に して ゐる。 若し さう だとす ると、 夕 星 をば 何 かに 譬 へねば、 調和が とれない ことと もなる ので 

ある。 

ォ ホフ 木 二 マ カヂシ ジヌキ ゥ十パ ラ 子 コ ギ，  テテ ヮ タ ル ツキ ヒトチ ト n 

卷 十五 (三 六 一 一) に， 於 保 夫 賴爾麻 可 治 之 自奴伎 宇 奈波良 乎許藝 nt- 天 和 多 流 月 人 乎登祐 とあって、 

七夕 歌 一首と あるの を 見れば、 月 人 乎 登 祐は牽 牛の ことと して 歌って ある やうに もお も はれる。 併 

し 月の 献 としても 解釋が 出来る やうに 思 ふ。 そこで 古義の 說の やうに、 月の 歌が 七夕の 歌に 紛れ 入 

つたの だとい ふ 想像 も 成り立たぬ こと. もない が 私 はこ の 歌 を やはり 七夕の 歌と して 解す るから、 右 

の やうな 一. 首の 意味に なった ので ある。  . 

此歌 は、 袖中抄 に、 『ュ フッ、 モ ユキ カフ ソラ ノイツ マテ 力 ァフキ テマ タム ツキ 匕トォ トコ』 と あ 

I3t  S  て (»s 布 木)  , 

り、 赤 人 集 1:^ 願に、 『ゆ ふつ、 も かよ ふそら まて いっとき か あ ふきて またむ 月 人 をと こ』 と ある。 

叉 六帖に 入り、 『ゆ ふづ つも 通 ふ 天路の いつしかと 仰ぎて 待た む 月 人 を ふこ』 となって ゐる。 


【？ -ニ0  二】  *  . 

f-"*i の -.^ か、 た，  に  -) と  つ  つまど 

rK 淡い， s: ひ 立ちて 戀 ふるとに 言 だに 告げむ 躧問 ふまで は 

天漢 已向 立而 戀 等爾， 事 谷將吿 躧 言及 者. 

〇 已 向立而 舊本 『已』 が 『巳』 となって を， o、 訓 コム 力 ヒタ チテ。 古寫 本に ヮ レム キクチ テ (元 

• 神 .3。 ヰ ムカヒ タチテ (京 一訓 リ。 代 匠 記 初に 『いむ かひた ちて。 いは 發語 のことば』 と あるが、 代 

k 記 精に は 『已， 立而 ハ 來 向立而 ナリ』 となって ゐる。 古義 ィム カヒタ チテ。 舊 本の 巳 は已の 通用 

であらう。 もっとも、 卷 十八 (四 一二 七) に、 夜 須能河 波 許 牟可此 太 知且と あるが、 これ も 許 は 已の誤 

か。 澤：？ I 久孝氏 は、 卷 十八の 『許 牟可比 太 知 且』 は、 人 麿 歌集の 『il 向 立而』 を 作者 家 持が 誤讁し 

て模敝 し. ので あらう と 一一：  一 n つて 53 るへ 「誤寫 誤 讚の 問題 を 中心とした 與葉 作品 0  ノ。  Dtc-FI  In^  r  ， 

ネ仿 /ジ * ォレ i:u\ てヌス I 時代 的 考察」 昭和 七 年 一月 號國語 リ國文 〇 戀等爾 舊節コ フラク 

一一 "iM 記 精 コ フルト-一。 童蒙抄 一訓 コフ カラ-一。 考 コフラ クニ  r 等 は樂の ISO 古義 コじ ムョハ $0 

は從 者の 認ヾ 新考コ フラム- 1 (戀 等六爾 ；}0 〇 事 谷將吿 舊 訓コト ダニ ッゲム 。童 蒙 抄コト ダュッ ゲメ。 


新考コ トダ 一一 ッゲ ナム 〇 耀 言及 者 舊訓ッ マ トフ マデ ハ。 略解 ッ マ トイ フ マデ ハ。 『誠の 妻と 言 

ふまでに の 意 か』。 古義 ツマ ヨス マデハ (言 は 寄の ISO 新考 ツマ トイ フカ ラ" (及 は 柄の 誤)。 いま 舊訓に 

從 つた。 

あまの が は  •  ことづて 

二 首の 意 は、 天漢に 隔てられ 互に 向 ひ 立って 戀 ふる 時に、 せめて 言傳 だけで も 遣. 9 たい もので あ 

つまど ひ 

る。 七夕の 夜が 來て 親しく 妻 問の 出來 るまで は。 とい ふので あらう。  - 

キミ ョビ 力へ セ ョ Z フケ スト 一一 

この コ フルト 一一の トー 一は トキ, 一 の 意で ある こと は、 卷十 (一 八 ニニ) に、 君 喚 變瀨夜 之不深 刀爾。 卷 

十五 (三 七 四 七) に. 波 夜 可 反 里 麻 世 古 非 之奈奴 刀爾。 卷 十九 (四 二 ハー 一一) に、 河 湍爾霧 多 知 和 多 鱧 左 欲 

布氣奴 刀爾と あるに よって 分かる。  .  • 

• 第三 句， の コトダ 一一 ッゲム といへば、 牽 牛が 自ら 告げようと いふの だが、 新考 でッゲ ナムと 訓んだ 

の は、 『牽 牛に 對 して、 便ダ 一一 シテャ レと勸 むるな り』 と 解す るので あるが、 さう 解して はま づ いや 

うで ある。  ゝ  ， 

結句の 耀言 をッ マド. フと訓 むのに 從 つたが、 卷九 (一七 九 〇) に、. 秋 芽 子 乎 審問 鹿 許 曾 一 子 二子 持 有 

ト ィ  へ  コマ-一 シキ い-一-トキ 力 ハジ ァメ ビト. V ッ ド フヨ ヒゾ ヮ レモ シヌ バム  すク V- マ 二 スム 

跡 五十 戶。 卷十 (二 〇 九 C) に、 拍錦紐 解 易之 天人 乃^ 問 夕 叙 吾 裳 將^。 同卷 (二 〇 九 八) に、 奧山爾 住 

-云男 鹿 之 初夜 不去麥 問 I 牙 子 之 散 久惜裳 等の 例が あるから、 舊訓 のままで よく、 必す しも 略解 ゃ新考 


などの 面倒な 訓に從 はすと もい いとお も ふので ある。 

此歌、 . ^人槃 |は 願に、 『あまの か はむか. ひたちて こふる ときこと たにつ けよ いも ゝとゝ はし』、 

同 流布本に、 『天の河 わがむ き 立ちて 議 ふらく にこと だに 告げむ 妻と いふ. まで は』、 と ある。 

〇 .  - 

【巷 十. 二  0  一二】  - 

白玉の 五 百つ を 解き も 見ず 吾 は 干しが たぬ 逢 はむ 日 待つ に 

水 良 玉 五 百 都； 乎 解 \ ^不見 吾 者 干 可 太 奴 相 日待爾 

〇 水 I 艮玉 舊訓シ ラタ マノ。 『發 句ノカ キヤウ 一一 兩義 アルべ シ。 一 ツー ーハ 水良ノ 二字 ハ昔ヲ 假ダ。 

水 ハ第九 ノ水畏 鳥 安房 トツ.，、 キタ ダヲ、 仙覺發 句ヲシ ナガ ドリ ト讀べ キ由注 セラ レタ ルガ 如シ。 二 

ツユ ハ 眞珠ハ 水中 ノ  玉ト云 意-一 テ 義訓 セ \ 一一  ャ』 ("代 匠 記 精」。 〇 五 百 都 集 乎 舊訓ィ ホ ッッド ヒヲ。 

みすま， 0  チ  ャサ 力-; ノ ズ-ホ ッノ ミス マル？ 

玉の 五-白 箇 集で、 首 飾に した 御統の 玉の ことで ある。 神代 紀 上に、 便以 一一 八 坂 疆之五 ぼ 筒 御統、 纏 一一 

其辦鬣 及 腕 I 云々。 萬葉卷 十八 (四  一 0 五) に、 思 良 多 麻 能 伊保 都 都度 比 乎 手爾ホ 須妣と あるの.^ 同じ 

、  三 九 七 
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三 九 八 

ものである。 〇 吾 者 干 可 太 奴 舊 訓フレ ハカ カタ ヌ。 代 匠 記. では、 力 は 香靑、 香黑 などの-力で 添詞 

であり、 カタ ヌは 結ぶ ことで あると し、 江 次第の、 被.. 結を證 とした。 童 蒙 抄フレ "ヲ カタ ヌ。 緖 

結の 意で、 『玉の緒 を 結 置と 也。 かたぬ ると は 結と 云 字 を讀む 也』。 考ヮガ ァリ. 、カタ ヌ。 吾 在 哥太奴 

で、 在，„^難ぬの意とした。 略解 フレ ハホシ 、、カタ ヌ。 『泪を 干し 難き なり』 の 意と した。 或は 干 は 在 

の 誤で、 ァリ、 、カタ ヌ かとした。 古義 は 眞淵說 として、 干 は 在の 脫畫、 ァ" アリカ タヌ。 略解 補正 フ 

レ、 ンカコ チヌ。 新考フ レ 、ノ ァ リガ テヌ。 干 は 在の 誤、 太 は テと訓 む。 

，  ぬ  みすまる  をつ と かた 

一 首の 意 は、 白玉 を澤 山に 貫いた 御 統の頸 飾 を も 解かす に 夫の 方 (彥 星) の來 るの をお 待ち 申す に、 

泪で 濡れた 袖 を 干す こと も出來 すに 居ります。 お 逢 ひ 申す 日まで は。 とい ふので、 織女が 牽牛を 待 

ち こがれて 居る 趣の 歌で ある。  . 

この 『干す』 とい ふ 語 は餘. り 突然 だから、 これ を 誤字と する 考の說 は 無理がない やうに 思 ふので 

ほす  ^ 

あるが、 なるべく 誤字 說を 以て 强 ひぬ 方針と せば やはり 干と せねば ならす、 卷 十五 (一一 一七 二  D に、 奴 

波 多 麻 能 伊毛 我 保 湏倍久 安良 奈久爾 和 我 許呂母 且 乎奴禮 且 伊 可 爾勢牟 とい ふの が あり、 卷四 (六 九 0) 

ナク ナミ ダコ ロモヌ ラシ ッ ホス じト ナン-一  ヌバ タマノ カノ ョノ ゃメニ ミエ ッゲ ャゾ， テ ホス ヒ ナ クヮレ ハコ フルチ 

に、 哭淚衣 沾津干 人 無二。 卷 十二  (二八 四 九) に、 烏 玉 彼. 夢 見 繼哉袖 乾 日 無 吾戀矣 等と あるか 

ら、 解釋 のっかぬ こと はない。 併し 何處 かに 餘り 突然で 無理が ある やうで ある。 


【« 十二 一 0  1  一二】  ， 

あまの が はみ づがげ ぐ さ あきかぜ なび  み  ときき た  r..f,rc ミノ 

天漢 水 陰 草の 秋風に 靡か ふ 見れば 時 来る らし 〔fgs〕  , 

天漢 水 陰 草 金 風 靡 見者 時來之 〔来々〕 

同じく 『七夕』 の 歌で、 水 陰 草 をば 考 では ミヅク マグ サと訓 み、 『今 本 水 陰 草と よみ たれ ど 唐に て 

も隈の 意に 陰 を 用 ふ。 此朝 庭に もく ま- J いふに 隈の 字を充 たり。 こ を もて 見れば 水 陰 をみ づ くまと 

訓て、 水 ざ はの 草なる を 知る』 と 云って ゐ るが、 略解に 引く 眞淵說 では、 陰 を隱の 誤と して ミ コ モ 

リグ サと訓 ませて ゐる。 古義 はこの 略解 眞淵說 を 引用し ミ コ モリ クサの 訓に從 ひ、 新考も それに 倣 

つた。 元 來舊訓 が ミヅカ ググサ であるが、 古 寫本も ほとんど 皆ミヅ カゲグ サと訓 んでゐ たし、 それ 

ャ マガ ハノミ ヅカゲ 二 オフ ャ マス ゲ ノヤ マズ モイ モガ ォモ ホュ ルカ モ  みづ.^;*7 

で 眞淵說 にも 引いた 山河 水 陰 生 山 草 不止妹 所 念 鴨 (卷 十二。  二八 六 二) の 用例と 共に、 此處は 水^ 

草で いいと 思 ふ。 ただ 略解 眞淵說 は、 京都 大學 本. 大矢 本に 隱の 字に なって 居る の を 見れば、 絕待 

に 否定 は出來 ない が、 同時に 陰 字 を も 否定 は出來 ない ので ある。 この ミヅカ ゲグサ は 水の 中に 4r え 

♦  三 九九 


四 〇〇 

て， Q る 水草の 一 種 をい ふので 山菅 などに も 通じさせ ていいと 思 ふ。 それが 靡く を 3^ れ ばいよ いよ 秋 

が來、 彥 星の i たづね て來 るべき 時が 來 るら しいと、 織女の 氣持 になって 咏んだ 歌で ある。 結句 は 

『 來々』 と元曆 校本に ある によ h-. 新訓は トキ" キー ーケ リ と訓ん だが、 トキ ハ キヌ ラシ (舊 『こ。 ト キ 

キタ \ ラ シ (略解) 等と も訓 んでゐ る。 古義 • 新 考等は 略解に 從 つて ゐる。 實 はこの 結句 は舊訓 でも 

略解の 訓 でも どちらで もたいした 差別 は 無い。 ただ、 古寫本 (元-類 に、 『來 力』 となって！^ るの 

に從 へば、 トキ ハ キー ーケリ であ り、 流布本の 『來 之』 に從 へば トキ キタ^ ラシと なる ので あらう。 

『靡 見者』 は、 舊訓ナ ビクヲ ミ レ バ であるの を、 古義で ナビ カフ ミレ バ と訓ん だ。 

天漢の 草の 靡く さまで、 現實 的で 無い 害で あるが、 一首 を 通じて は 何 か 現實の 水草の 靡く のに 相 

みづ 

對 して ゐる やうに 聞こえる 歌で ある。 調.^-萎縮せすに生々としてゐて い い。 また 前言の ごとく 水 

陰 草な どと いふ 語 も淸々 しい 感 をお こさし める 大切な もの を 持って 居る。 

この 歌 は、 袖 中抄第 十六に、 『アマ ノカハ 水 陰草ノ アキ カセ ニナ ヒク ヲミレ ハ トキ や キヌ ラシ』 と 

あ り、 また、 赤 人 集 I 林 顔に、 『あまの か はみ つくも ，0 く ゝさ ふく かせに な ひくと みれ は 秋 はきに 

けり』 (？ 5 畔 wyf 『み) として 載って ゐ. る。 續 古今 集气 やはり 赤 人 作と して、 『天の河 水 かげ 草の 

秋風に なびく を 見れば 時は來 にけ り』 と 訓んで 居り、 古今 六帖 は、 人 麿 作と し、 袖 中抄と 同じに 訓 


んでゐ る。 

〇 

【卷十 ニ|0 一四】 

0 が 待ちし 秋 狭へ』 き ぬ 今 だに も染ひ に 行かな 遠方 人に  ， 

吾等 待 之 芽 子 開 奴 今 谷 毛 爾寳比 爾往奈 越 方人邇 

〇 白 芽 子 .fc{al 本シ ラハギ と訓ん だが、 袖 中抄に アキ r ギと訓 むべき よし 云 ひ、 赤 人 奥に も アキ 

メギサ キヌと ある。 五色 を 五 方に 配す と 白色 は 西に 當 るから、 アキに 借りた ものである。 〇 爾^ 比 

爾往奈 一- ホヒ ュュ カナと 訓む。 この 一一 ホヒを 名詞と せば、 卷 十八ん 四 二 四) の、 奈泥 之： 花見^ 

其 等爾！ ^登 女 良 我 jsu 比 能爾保 於 母 保 由 流 可 母。 卷十0ニ八6の、|^|^;^^まぃぉま。 问卷 (二三 

〇 七) の、 於 黄葉 置 白露 之 色 葉 二 毛な どの 如く、 一一  ホヒ とい ふ ものに の 意になる。 さう すれば、 結句 

の * 『遠方 人』 と：^ 格に な"、 重複した ことになる。 つまり 萩の 花からの 聯想で、 萩の-一 ホフ 如き： 

その美し い 一一 ホ ヒ に 行かう。 卽ち 遠方 人の 織女のと ころに 行かう とい ふこと になる ので ある。 併し、 

四 0 1 


、  四 〇 二 

この 重複 は何處 かに 不自然な ところがあって、 未だしつ く. 9 せない ところが ある。 次に この 一一 ホ ヒ 

ツマ ゴ モル ャ ヌノカ £ャ マ ッ ュ ジ モニ  二 ホ ヒリ メ タリ チラ マク チ シ モ 

を 動詞と せば どうかと いふに、 此處の ュ ホフ は、 妻 隱矢野 神 山 露霜 爾爾寶 比 始 散卷惜 (卷 十。 二 一 

タビ ュクヒ トモ ユキ フレ バニ ホヒヌ ベ クモサ ケルハ ギカ モ  ナ キ 

七 0 などと、 意味が 少し 違って、 客 行人 毛 往觸者 爾保比 奴 倍 久毛開 流 芽 子 香 聞 (卷 八。 一 五一 一三)。 咬 

ヌ/ ハギ 二-二 ホ t テ チ ラム  ハルノ ヌノ シタ クサ ナビ キヮ レモ  一 n リニ ホ ヒ ヨリ 十ムト モノ マ 二 マ 二 

野 之 芽 子 爾丹穗 日 而將居 (卷 十。 -io 七)。 春 之 野 乃 下草 靡 我 藻 依 丹 穂 氷 因將友 之隨意 (卷 十六。 三- <0 

ス ミノ ェ ノ キ シス ノ ハ リニ  二 ホ フ レ ド. U ホ ハ ヌ ヮレャ 二 ホ ヒ テ テ ラム 

二)。 墨 之 江 之 岸 野 之 榛丹丹 穗所經 迹丹穗 葉 寐我八 丹穗水 而將居 (卷 土ハ。 一一 一八 01) などの 一一 ホ ヒの ご 

とくに、 染む、 ： あむ、 竃 染、 同化と いふ やうな 意味の ものである。 さう すれば、 此處 も、 秋 萩に 浸 

り染む やうに、 織女に 染みに 行かう とい ふ 意に する 方： a 順當 であると おも ふが、 一一 ホヒ 一一 ュ ク とい 

ふと、 能 働 的に なり、 一一 ホフ タメ-一  ュクの 意になる。 鹿 狩， りに 行く。 草莉 りに 行く。 などの 場合、 

' i  >  ：  .  \  -  •  J,  サ タノ チカべ 二 卜/ヰ シ ニュク  ァス カノ カハニ ミツギ シ 二 ュク 

それから 卷ニ  (一七 九) に、 佐 田 乃 岡 邊爾侍 宿爲爾 柱。 卷四 (六 三ハ) に、 明日 香 乃 河爾潔 身爲爾 去。 

卷 十四 (11 一三 六 六) に、 麻 可 奈思美 佐 漏 爾和波 由久と ある、 一一 ュクの 場合と 同じで あらう か。 ただ 一一 ホ 

ヒ 一一 ュ クと いふ 如き 能 働 的の 意味が あるか どうかが 疑問で あつたの だが、 尼 保 ^ 尼 (卷 九。 二ハ九 5 の 

如きが あるから、 冰釋 したわけ である。 

さう すれば 一首の 意 は、 吾が 待ちに 待って ゐた 秋が 來て 萩の 花 も 咬く やうに なった、 その 萩の 花 

に 浸り 染む やうに、 戀 しい 遠 妻の 織女のと ころに 行って 浸り 染みたい。 とい ふので あらう か。 『そ 


c はぎに 入" 交 "て、 色に 染る 如くに、 織女に 往 て相觸 む』 (古義) とい ふこと になる ので あらう。 

考に、 『歌の 意 は、 吾 まちし 萩の 咬 たれば、 彼 ころもに ほ はせ とよみし 如く、 今 荻 はらに 入た ち、 

衣に ほ はし 織女の がり ゆかんて ふ を、 かくよ めり とせん か、 さはと りが たし。 萩に 衣に ほ はせ、 

なまめ き ゆかんと よめる 相 聞の 歌の ここに まぎれた る ものな， 0 と 見 ゆれば』 云々 とあって、 略解 も 

古義 もこれ に 影響され， 『一一 ホ ヒニュ カナと は、 卷 十三に、 艷の字 を 1 一 ホ ヒ と訓 みし 心に て、 後の 詞 

にて 言 はば、 ナマメ キー 一 ュ カンと 言 ふ 意な らん』 (略解)。 『織女に 相觸 て、 媚 きに 往 むと 云 意 を帶た 

ろなる べし』 (古義) と 云って ゐ るが、 ナマメ キー 一 ュ カンと いふの はどうい ふ もので あらう か。 

初 句の、 『吾等』 と 複數に 書いた の は、 織女 を も 含めて 二人で 待った 意味で あらう か、 或は 一般の， 

人々 とい ふ 意味で あらう か、 多分 二人で 待った 方に 取る 方が いい かも 知れない。 この 一首に は何處 

をち かたび と 

かに 心を牽 くもの があって 愛誦して 來 たが、 其 は、 『に ほひに 行かな 遠方 人に』 の 句に いいと ころが 

ある 爲 めであった。 而 して、 この 句 は、 七夕な どと いふ こと を 念頭に 置かす に、 現世 人間の 戀 愛と 

して 味 ふこと が出來 るた めであった。 そして かう いふ 眞實 の寫生 句と いふ もの は 古今 集 以後に は漸 

く 減じて しまって 居る。  ， 

シラ ハ キ 

此, は 祉中抄 に、 『ワカ マチ シ白芽 子サキ ヌ イマ ター 一 モー ーホ ヒー ーュ カナ ヲチ カタ ヒト 一一』 と あり- 

アキ ハキ 
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赤 人 集 |it 頤 に、 『わか まちし 秋 はき さきぬ いまたに もに ほひに ゆかむなら しかたみ に』、 同 流布本 

に、 『わが 待たぬ 秋 はぎ きぬ 今 だに もに ほひ かゆ かむ をち かたび とに』 と ある。 

〇 

【卷 十： lOI 五】 

わが せこ  こ  を  あま .51 は 上 ぶね こ  と 上  かぢ  と きこ 

吾 背 子に うら 戀ひ 居れば 天の河 夜船 榜ぎ 動む 揖の音 聞 ゆ  - 

吾 世子 爾 裏 戀居者 天河 二 仪船榜 動 梶音所 聞 

〇 夜船 榜齡 舊訓 ヨブ ネコ ギ トヨ ミ 。 略解 ヨブ ネコ ギト ョム。 古寫本 に は コギク ゴキ、 コグ ナ^ 

(元 }。 コ グナリ (類)。 コギ ゥゴキ (神)。 コギ トヨミ (西 -細- 溫. 矢 丄尕) 等の 訓 があった。 〇 梶音所 聞 

舊訓 カデォ トキ コュ。 考 カデノ トキ コュ。 

をつ と 

一 t3 の 意 は、 私の 夫の 牽牛 をば 心に 戀 しく 思って 居ます と、 天の河 を 漕いで 來る 夜船の 音が 活澄 

に 聞こえます。 いよいよ 夫が 來 るので せう。 とい ふぐら ゐの 歌で ある" 

この 歌 は 織女の つもりに なって 咏んだ 歌 だが、 これまでの 歌の やうに 面倒で なく、 單 純に あっさ 


,o と..^ んでゐ ろ だけ 成功して 居る。 ゥ ラコフと いふ 語 も 注意して よく、 卷 十七 (一一： 丸 七三) に. 伎 美 魔 

都 等 宇 良 悲 IS 奈里。 同卷 (a〇 一 〇) に 、宇 良 故 非 之 和 贺勢能 伎 美 波 等が ある。 ゥ ラガナ. ン、 ゥ ラグ 

、ノシ などなら 吾々 の： Hr に 熟して ci5 るが、 ゥ ラゴス は 左程で もない やう だが、 旨く 使へば 相當の 感じ 

の 出る いい 語で ある。 

此耿 は、 赤 人 集 M 林 S に、 『わかせ こに うら ひれ をれ は あまの か はふね こきいた すかち こ ゑき こ 

ゆ』、 M 流布本に、 『わが 背 子に うら 戀ひ をれば 天の河 舟 こぎ わたす 音き こ ゆな.^』 と ある。 

〇 

〔卷 十， 二 0  1 六】  ，  、 

J なが  Z  こころ あき かビ  T  おと きこ  ひも I 

ま 日長く 戀 ふる 心よ 秋風に 妹が 音 聞ゅ掛 解き ゆかな  • 

S 氣長 戀心 e 白 風 妹 音 所 聽 紐 解往名 

，なが  マ ケ ナガ ケカハ ニム キケチ 

〇 眞氣長 マ ケ ナガ クと訓 む。 ま 日長く の 意で ある。 卷十 (二 0 七三) に、 眞氣長 河 向 立。 卷十 一 

,  四 〇 五 
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マ ケ ナザ グイ メェ モミ ェズテ トシ ✓ へ X レ パ 

(二八 一四) に、 眞氣 長夢不 所見 而年之 經去禮 者と いふの が あり、 マ は添詞 (接頭語) で、 卷ニ  (，<5 

キミ ガ ユキ ケ 十ガク ナリヌ  サ ヌル ョ/ ケ ナガ クァレ ふ  I  .  -, 

に、 君 之行氣 長久 成 奴。 卷六 (九 四 0) に、 左 宿 夜 之 氣長在 者と ある ケナ -カシ である。 0 戀心自 舊 

訓コフ 〃ココ p シ。 代 匠 記 精 コフ グココ 。ュ (略解. 新考 同訓： >。 童蒙抄 コフ ココロ カラ。 考コフ 产ココ 

！ー。 古義 コフ ごコ tl ヨス 新訓 同訓、 0 紐 解往名 舊訓ヒ モト キュ カナ (1 赚？ i 襲瞻 i 考 •)。 略解 

宣 長訓、 往は 待の 誤で ヒ モ トキ マ タナ。 古義、 往は枉 の 誤で ヒ モ トキ マケナ (新考 同訓 )0 いま 舊訓に 

アマ ノガ ハァ ヒムキ タチテ ヮザ コヒシ キ ミキ マス 十， リ ヒモ トキ マケナ  アマ ノガ ハカ ハ トニ 

從ふ。 卷八 (一 五一 八) に、 天漢 相 向 立 而吾戀 之 君 來益奈 利 紐 解 設奈。 卷十 (二  0 四 八) に、 天漢 川 門 

タチ テヮザ n ヒシ キ ミキ マス ナ リヒ モト キマタ -1  -', 

立 吾 戀之君 來奈里 紐 解 待な どと あるので、 略解 宣長 訓、 古 義訓の 如きが あるの たが 文字 を 改め 

すに 訓 まば、 や は- 9 舊訓に 落 著く ので はなから うか。 

一首の 意 は、 隨分 長い 月日 戀ひ 思うて 來た 私の 心から か、 秋風に つれて 妻の 聲が 聞こえて 來た。 

著 物の 紐 を 解いて いざ 逢 ひに 行かう か。 とい ふので ある。 牽牛 になって 咏んだ 心 持の 歌で ある。 

『心 ョ』 とい ふ 表現 は 注意して 好く、 やはり ヨリに 通す る やうに して 味 ふ 方が 好い。 それから、 

『秋風 一一』 の 一一な ども 旣に 評釋 したが、 後世の 歌の 一一と 幾分 違 ふと もお も ふから、 それ を 調べる、 

また、 『紐 解き』 から、 直ぐ 『往 かな』 に續 けた 點は 奈何 かと もお もへ るふし も あり、 いろいろ にし 

て 鑑賞して いいわけ である。 


アキ 力. V  0 

„g 歌、 袖中抄 に. 『マケ ナカ クコ フル 、コ コ tl ，ノ 白 風 ニイ モカ オト キコ ュ匕 モト キュ カナ』 と ある 

〇  • 

【卷十 •  二  0  I 七】 

ぎしく は H 長き もの を 今 だに も 乏しむ ベ しゃ 逢 ふべ き 夜 だに 

、 戀敷者 氣 長物 乎 今 谷 乏牟可 哉 可 相 夜 谷  . 

一首の 意 は、 戀し いこと は隨分 長い間であった もの を、 今にな つて 不足な 思 ひ を させろ とい ふこ 

と はないで せう。 逢 ふべき 今夜 こそ 充分な 思 ひ を 遂げさせて 欲しい ものです。 とい ふので この 歌 は 

牽 牛の 心の 趣の 歌で ある。 

〇 戀敷者 舊訓コ ヒ ンケバ であった の を、 代 匠 記に、 『發 句ヲ コ ヒシケ バ ト 點ゼ- \  、ノ  、 戀シ ケ レ 

バ ナリ。 今按コ ヒ シクハ トモ 讀べ シ。 コ ヒ シキ 、ノ  ノ意 ナリ』 と 云った。 卷十 (ニー 一九) に、 慰之久 

^^ル ぎぎぎ ifeiK ぞ& ぎ々 £ 芽 子 花 ts 家 里。 1! 卷 oili) に、 沫雪チ 重 零 敷 戀 爲來食 永 我 

一  卷 十六 一  1) に、 i お. 久爾痛 吾^ 曾 i 知 白 苦 i 爾染登 保 里。 卷ー干 に、 故 非 

四 〇 七 
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之 久能於 保 加 流 和 禮波美 都 都 之 努波牟 等の 例が ある。 〇 乏牟可 哉 トモ シムべ シャ で、 ベ シャは 反 

語で、 『雲の 隱さ ふべ しゃ』 などと 同じ 格で ある。 『今 あ ふべき 夜 とだにな り ぬれば、 しばしば かり 

もと もしむ まじと なり』 (考， -。 『逢 はんと 契， 0 し 今夜な りと も、 せめて、 語り 盡さ ざらん やの 意な， 0.』 

(略解)。 『歌义 思 は、 戀 しく 思 ひたる こと は、 年月日 長/、 て ありし もの を、 逢べき 今夜 なれば、 乏し 

タ-マ ヒ  ダニ  ッ  コ フル 

むべき に 非す。 今な， 9 とも、 心 足に 速く 相 見む、 となるべし。 谷の 言 二 あ， 0 ていかが。 此 下に、 戀 

ヒ 〔 ケ 4 ガキ モノ チ コ ョヒ ダニ トモ シム べシャ ァ フべキ モノ ヲ  マ タイ. テ 

日者氣 長物 乎 今夜 谷 令 乏應哉 可 相 物 乎、 と ある は 今の 歌の 重出た る ものと きこ ゆ。 彼 ノ方理 かなへ 

るか』 (古義 リ。 『トモ； ンムぺ シ ャ は飽ク バ カリ モノ セザ ラム ャ となり。 第三 句 を 從來ィ マ ダニ モ とよ 

みたれ ど、 こ は 今夜 谷と あ h し 夜 をお とせる にて、 コョヒ ダニと よむべし。 結句 は 第三 句 を 反復せ 

るな り』 (新 考)。 

この トモ シム は、 前に も 云った 如く、 羨む、 珍ら しく 思 ふ- 愛しむ 等から、 現在の 語感の 如く、 

しくす る、 不足 するとい ふ 意に も用ゐ たこと は これらの 例 を 見ても 分かる ので ある。 古義に、 ダ 

一一が 二つあって を かしい とい ふが、 これ は 井上 博士が 云 はれた やうに、 第三 句と 結句で 繰返した も 

ので ある。 それ ゆ ゑ、 第三 句はィ マダ 一一 モで かま はぬ ので ある。 

„ ^歌、 赤 人 集 §ls に、 『こびし き はけな かきもの をい またに もみし かく も かな あ ひみる よたに』、 


同流 布 木に、 『戀 ふる 日 はけ 長き もの を 今 だに もや』 しむべし ゃ逄 ふべき もの を』 と ある。 

〇  . 

【港 十 ニ|0| 八】 

お の 渡で 遷ろ へ ば 河瀨を 踏む に夜ぞ 深け にけ る 

天漢 去 歳 渡 代 遷閉者 河 瀨於踏 夜 深 去来 

0 去 歳 渡 代 『代』 は、 舊木 『伐』 であるが、 .W 寫本 等で 『代』 (翅： 霸： 麵. 溫 •) になつ. て. 0 るので 

其に 從 つた」 舊訓コ ゾノソ タリハ。 代 匠 記 初 コ ゾ ノソタ リバ。 『渡 伐 、ノ 渡 者ト云  一 I  、ノ ァ ラズ。 渡 場 

ナリ。 獨： ほ ノ伐ノ 字ヲカ ケダ、 此意 ナリ』 (代-匠 記 精)。 童 蒙抄コ ゾノソ タリ" 。考. 略解 は 代 匠 記に 

：^^った。 ト.. 義コ ゾノヮ タリ、 デ。 『戈 は代ズ 子の 誤に て、 フタ リデ ならむ。 代をテ とよむ こと は、 to^  く 

:H るが 如し。 ソ タリ デは、 應仁天 皇紀 歌に、 知 波 椰臂等 于泥能 和 多 利 珥和多 利 5は 爾 云々、 と あるに 

. ^じく、 -ぼ 5^ にて、 卽 渡の 水門 を云詞 な-り』 (古義)。 新 考コゾ ノヮタ リノ。 『和 多 利 爾と ある を 例 

におき たれ ど此歌 古事記に は 和 多理是 通と ありて 紀の Si は して 誤字なら ざる か、 卽 果して ヮ タノ 
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ダと いふ 語 あ.^ やい まだ 確なら ぬ 事 なれば 之に 據 りて 今 を 定めむ は頗危 し。 案す るに 伐 を 代の 誤と 

し 代 遷閉者 をクッ 口 へ バ とよみ、 渡に ノを よみ 添 ふべ し』 C 新 考)。 古寫本 中旣に フタ リノと 訓ん だの 

が ある (I: 飾 •)。 今暫 らく 古義に 從ふ。 〇 遷閉者 舊 訓クッ 口へ. バ。 童蒙抄 では 伐 は 代の 誤で、 

代遷閉 者で クッ 口 へ バと訓 ませ、 新考も それに 據 つた 如くで あるが、 これ はどう かとお も ふ。 クッ 

ルは 位置の 變 化した こと をい ふので ある。  、 

一 首の 意 は、 天の河の 去年 徒渉した 場 處の岸 際 (代) が 今年 は變 化して しまって 分からぬ ので あち 

こちと さがして 河瀨を 踏んで ゐる うちにもう 夜が 更けて しまった。 牽 牛の つもりに なって 作って 居 

り、 織女に 未だ 逢 ふことの 出來 ない の を 歎じて 居る ところで ある。 

應神紀 の 歌の、 渡 Si にっき 古事記 傳. 一一 一十に、 『涅 は、 萬 葉に、 走 出の 堤、 出立の 淸き なぎさな ど あ 

ヮ タリ テ  ヮ. c*  J- ゼニ 

る 出の 意なる べし。 契冲、 渡 出と は 岩 際 を 云べ しと 云り』 とい ひ、 古事記の 和 多 理是邇 をば、 渡り 

瀨 にと 解し、 稜威言 別 等 も それに 從 つて 居る。  -. 

この 歌 は、 七夕の 歌で あるが、 天の河 をば 人間 世界の 山河の やうに して その 人間の 戀愛 そのまま 

の 行動に して 咏ん でゐる ものであるぎ それ ゆ ゑ 取り わけ 奇拔 ではない が、 眞 率な 點 があって いい。 

此歌、 拾遺 集 秋 部に 人 麿 作と して 載り、 『天の川 こぞの 渡の うつろへ ば淺瀨 ふむ まに 荧ぞ 更け こけ 


る』 と あり、 柿 本 集に は その 『淺 瀬』 を 『河 瀨』 として 载 つて ゐる。 又、 赤 人 集 に、 『あま 

のか は そこの わお りのうつ ろへ はか はら を ゆく によ そふけ にけ る』、 同 流布本に、 『天の川 こぞの 渡 

.^^の.っ っろ へ ば 川瀨を ゆきて 夜ぞ 更けに ける』 と あり、 和歌 童蒙抄 に、 『ァ マノ 力、 ン コ ソノ ヮタ リノ 

ゥッ 3 へ "力、 ン セフム マ 一一 ョソ タケ 一一 ケ^』 と ある。 

S 十二 一 0  1 九】  . 

いこしへ あ  はた  かへ 9  あま  か は つ  と 化  へ, 

• 古よ 擧げ てし 機 も 顧みず 夭の 河津に 年ぞ經 にけ る 

自古 擧而之 服 不顧 天河 津爾 年 序 經去來 

〇 自古 舊訓ム カシ ヨリ (童 蒙抄 同訓 ：>。 代 E 記精ィ -ー シへュ (略解. 新考 同訓)。 考ィ 一一 シ へ-一。 古義 ィ 

- シへョ (新訓 • 全释 同訓)。 〇 擧而之 服 舊 訓ァゲ テシコ 。モ。 童 蒙 抄ァゲ テ. シ" タモ (新訓 同訓)。 考ァ 

ゲテシ キヌ ヲ。 略解 ァゲ テシ 、ノ タヲ (古義. 新考 同訓)。 『服。 はたと 讀む べし。 I 服の 字 を 書きた る は- 

ミを 機に あげ 置し と 云 ふ 意 を 助けて 書きた ると 見 ゆる 也』 (童 蒙抄ヽ この 外に、 『服』 を 、ノ タと i も^ 

四 一 一 


は、 『織 服 白拷 衣』 (卷 十。 二 0  二八」 の 如きが あるが、 、ノ タ をァグ とい ふ 具合に 用 ゐた例 は 見出せな 

ノ 

、 0  > 

一 首の 意 は、 『織女が 布 おらむ とて、 往古より 機に は あげお きたれ ども、 彥星を こ ひしく 思 ふ 心の 

切なる 故に、 天， 河津 にの み 立 出て、 其 ノ機物 を かへ りみ すして、 年ぞ經 にけ る、 となり』 (古き に 

よって 明かで ある。 

この 歌 は、 織女の つもりで 歌って ゐ るから、 『古へ よ』 等と 云った ので あるが、 併し 全體が 人間ら 

しく 歌って ゐ るから、 機の こと をい ひ、 『擧げ てし』 などと いって、 なかなか 細かい 感情 を 出して ゐ 

るので ある。 

古詩に、 『迅々 牽牛星、 皎々 河漢 女、 纖々 擢 素手、 札々 弄 機杼、 終日 不成 章、 泣淚零 如 雨』 云々 と 

ある。 

此歌赤 人 集 賴林願 に、 『むかし あけて ころも を かさね は あまの か は あまの か はふね うか ひ あけぬ 

とも』、 同 流布本に、 『むかし わが あけて 衣 を かへ さねば 天の河 原に 年ぞへ にけ る』 と ある。 


【卷十 -ニ0ニ0】 

あ. t のが は よ ぶね  こ  * ハ  h.  も  上 ，でで 力 

1K 漢 夜船 を榜 ぎて 明けぬ とも 逢 はむ と 念 ふ 夜 袖 交へ ず あれ や 

天漢 ノ 夜船 榜而 雖明 將相等 念 夜 袖 i:;^ 受將有 

〇 將相等 念 夜 袖 易 受將有 舊訓 は、 ァ； ムトォ モフ. ョソデ 力へ ズァレ ャ であった やうで ある。 

それ を 代 匠 記に ォ モ フ ョと訓 み、 『落 句ノ終 一一 哉ノ字 有べ シ。 落タ \ ュ ャ。 袖 力 、ノ サズ ァラ ム ャ、 力 

ハサ， スバァ ラジト ナリ』 といった。 考 も哉脫 とし、 ソ デ 力へ ズァ ラメ ャ と訓 み、 略解 ソ デ 力へ ズァ 

ラン。 W 義は 考に從 ひ、 新考 . 新 訓等は 代 匠 記に 從 つた。 また 考 以下 モ フ ョ とした。 

一首の 意 は、 ^の もとへ 行かう と、 天の河に 夜船 を榜 いで、 時が 經 つて 縱ひ 夜が 明ける にしても 

逢 はう と 思 ふ 今夜 はどうしても 袖 を 交して 一 處に寢 すに は 置かない。 とい ふので ある 

『袖！ 3^- 受』 は、 袖 力へ ズで、 ソデ カフ は 旣に人 麿の 歌に、 敷 妙 乃 袖 易之 君 (卷 二。 一九 五) が あり， 

：： 々へ/  ,.  一- r サ シカ へ テ ナビ キネ ジ 

なほ、 卷， 一 二  (四 八 一) に、 白 細 之 袖 指 可 倍 旦 靡寢の 例が ある。 結句の ァ レ ャは 後世の ァラ ムャ Z とい 
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ィ ヤシ キ ヮガュ ヱ マス ラ チノ ァラゾ フミ レパ ィ ケリト モア フべク ァレャ 

ふ 等に 相當 する ので、 卷九 (一八 〇 九) に、 賤吾之 故 丈夫 之荒爭 見者 雖生應 合 有 哉と あるのと 同じて 

あ v^。 

この 歌 も、 人間 同志ら しく 歌って 居り、 特に、 結句の、 『袖 かへ す あれ や』 に 力が 籠って 居る。 

この 歌 は、 流布本 赤 人 集に、 『天の川 夜 舟う かびて 明け ぬれ ども 逢 はむ と 思 ふた もと か へさむ』 と 

あるが、 西本願寺 本に は 無い。 

〇 

【港 十二 10 ニー〕 

とほ づま i> まくら か  • ね  よと ゥ  ねとよ  あ  あ 

遠 妻と 手枕 交 へ て寐 たる 夜 は鷄が 音な 動み 明け は 明く とも 

遙嫫等 手枕 易 寐夜 雞音莫 動 明 者雖明 

〇 遙嫫等 原文 遙嫫 等に 作る。 娯は 醜の 意で 此處に ふさ はし/、 ない が、 西本願寺 本に 嬉、 溫故堂 

本. 大矢 本に 摸に 作って 居り、 拾穗抄 は嫫。 代 匠 記 精 は嫫、 考は 媛、 略解 は襦の 誤と した。 代 匠 記 

精に、 『嫫 ク說文 云。 姨母鄙 醜 也。 力 、レバ 今ノ義 一一 非ズ。 玉篇 云。 嫫 が、 い 女 若 此字ヲ 書誤レ レ， 


一一 ャ』 と あ， o- なほ 新考 に， 『姨は 異本に 嫫と あり。 姨は 醜婦、 嫫は老 嫗の貌 にて 共に 穩なら す、 0 

又は 姨の誤 か』 と 云って &る。 鬼に 角 古來ッ マと 訓ん でゐ るから さう して 置く。 〇 雞音莫 動 舊訓 

トリガ ネナ クナ。 代 匠 記 初 書 入 トリ 力 ネト ョ ムナ。 考 トリガ ネナ キソ。 略解 トリガ ネ ナナ キ (古義 同 

訓)。 新考 トリ， カネ ナ トヨミ (新 訓. . 全釋 同訓)。 

一首の 意 は、 今まで 遠く 隔 つて ゐた 妻の 織女と やう やく 逢って 手枕 を 交 はして 寐た夜 は、 夜が 縱 

ひ 明けても、 雞 は^かないで 吳れ。 曉 になった こと を 知らせす に 吳れ。 とい ふぐら ゐの 意で ある。 

此歌 は、 玉 葉集戀 部に 入り、 『題 しらす。 讀人 しらす。 とほつ まと 枕 か はして ねたる 夜 は 鳥の 音 鳴 

vA;? あけ はあくと も』 と. ある。 また、 和歌 童蒙抄 に、 『ト ヲッ マト タマ クラ ァ ケテネ タだョ "トリノ 

ネナク ナァケ ハ ァク トモ』 と あり、 赤 人 集 辆林願 に、 『と をき いもとた まくら やすらね ぬるよ はに は 

と， 0 なくな あけ はあくと も』 (ほ』 钸本結 第ち f あ 『けた はます くぐらと や もす』) と あり、 六帖 に、 『遠 妻と たま くら か へ て寢 

たる 夜 は 鳥の 音な くに 明け は 明く とも』 と あり、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 『とほつ まと 手枕 か は 

しねた る 夜 は 鳥の ねな くな あけ はあくと も il と ある。 


【卷 十二 10 ニニ〕  . 

あ ひみ  あた  も  ゆ、  ふなで  ヌ 

. 相 見ら く 飽き 足らね どもい な. のめ の 明け 行きに けり 船出せ む躧 

相見久 馱雖 不足 稻目 明 去來理 ， 舟 出 爲牟續 

〇 相見久 舊訓 ァヒミ マク。 古寫 本の 多く は (神 • 西 • 細. 元 • 類.？ ヒア ヒ ミラ ク。 〇 滔目 ィ ナノ 

f  チチホ -メニ アケチ 

メノ で、 明に 係った 枕詞で ある。 『稻 目トハ シノ、  メ 一一  同ジ。 神代 紀上 云. 乃以ニ 御手 一 細 二 開磐戶 1 

窺 之。 此シノ 、メノ 明〃 事ノ 本ナ产 べシ。 眠 タル 人 ノ目ヲ 少シ開 ニナ ズラ へテ細 開ヲホ ソメー 「ァ 

ケト ハ點ゼ グ歟。 S 俗 一一 目ノ 細キヲ 薄-一 テ切 タラ ム程ト 云モ、 シ ノス 、キト 云へ バ、 シノ、  メ 一一  近 

アサ メ  3 ク  ァシ タノ メョク 

シ。 稻葉モ 細 キ物ナ レバ、 ィ ナノ  メモ 亦 シノ、  メノ意 二 同ジ』 (代 匠 記精ヽ 『阿佐 米 余^ は、 旦目吉 な 

り。 ^さて 阿 志 多の 阿 志 を 反せば 伊と なる。 多と 奈は韻 通へ り。 然れば 伊奈の めの 明 ゆく とき は、 

あしたの 目の 明 ゆくて ふこと な， 5。 故に 此語を 夜の 明る ことに 冠ら せた. o』 (冠 辭考 )。 『此 は稻目 は、 

稻之 群と 云なる べし。 目と は、 集中に 小 竹 之 目と よめる 目に 同じくて、 群の 意な り。 牟鱧切 米。 ^ 


さて 明と かゝる は、 熟ら むと 云 意に いひ かけた るなる ベ し。 稻の 熟する を あからむ と 云 は 古言に て、 

ノ  ナ リア カラム  ノ  二  テ ホ <  - マ / 力 * マシナ ァ 力- r  メリ 

皇極天 皇紀に、 ， 九穀 登 熟。 天智天 皇紀に、 一 之 問稻生 而德、 其旦 重穎而 熟 など あり』 (古義)。 

一首の 意。 かう して 折角 逢うて、 相 見る ことに 飽き 足. < ^ない の だけれ どももう 夜 も 明けて しまう 

た。 爲 方がない から 船出して 歸途 にっかう、 妻の 織女よ。 

此歌 は、 六 帖に人 麿 作と し、 『あ ひ 見 まく 秋た たやえ もしの のめの 明け はてに け..^ 舟 出せむ か は』 

イナ ノメ  , -ゝ 

と あ. o、  . ^中抄 に、 『ァ ヒミ マク アキ タラス トモ 稻目 ノア ケュ キー" -ケリ フナテ セム. 1 モ』 と あ-り ォ 

人^  I1t 願に、 『あ ひみ まく あれと も あかす しの ゝ めの あけに けらし な ふなら せんい も』、 同 流布本 

に は、 『あ ひ 見ら く あきたら ね ども しののめの 明けに けらし な 舟 出せむ 妹』 と ある。 

〇、  、 

【卷十 •：。 二三】  1 

i  いく だ  しろた へ  お • ひこ  二 ひ 

さ 招 そめて 幾何 も あらねば 白妙の 帶乞 ふべ しゃ 戀も すぎれ は 

左 Em 始而 何 太 不在 者 ぬ 栲 帶可乞 哉 戀毛不 過 者  . 
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第二 句、 考 では イク パク モア ラネ バ。 『サ は發 語な， 9。 イク ダは イク バクの 略な り。 ココ ダクを 

コヒモ ツキ ネ -パ 

コ コダと 言 ふに 同じ』 C 略解) と あり、 結句 は舊本 『戀 毛不遏 者』 とあって 此 にっき、 代 匠 記 精に、 

『落 句 ノ遏ヲ 校本 一一 過 一一 作リ、 紀州ノ 本ノ點 一一 ス ギネバ ト ァ レ， ド、 下 一一 モ 此句ァ グ歌ァ グー 一、 五 字 

共 一一 今ト 同ジケ レバ 異ヲ取 ラズ』 と ある。 古寫本 等の-多くに 『過』 と あり (元. 類. • 神. 細 • 無)、 スギ 

ネバ と訓ん だの も あるから (元. 神)、 今 は それに 從 つた。 

一首の 意。, 久しぶり でお 逢 ひして、 未だい くらに もな り ませぬ のに、 そして 二人の 戀 おも ふ 心 も 

まだまだで ございま すのに、 もうあな たは 白妙の 帶を よこせと 仰っしゃ るので すか、 そんなに 慌し 

くお 歸-. ^になら なくと もい いで は ございませ ぬか。  . 

『帶を 乞 ふ』 は、 『彥 星の 帶を 解て、 織女の 取お きたる を、 それと りて 給 はれと、 別に 臨て、 彥星 

シヅ ハタ/オビ トキ 力へ 

の 乞 ふるま、 に、 織女の よめるな り』 (古義.) と ある 如くで あるが、 卷三 S 三 一) に、 倭 文幡乃 解替 

テ フセャ タテノ マ ドヒシ ケ ム  ム ラサ キノ オビ/ ムス ビモ トキ モ >1 ズ モト ナ ャ ィモニ コヒヮ タリ ナム 

而廬星 立 妻問爲 家武。 卷 十一- 1 0 一九 七 四). に、 紫 帶之結 毛 解毛不 見本 名 也 妹 爾戀度 南。 卷 二十 (四 四 11 

二) に、 宇都 久之美 於 妣波等 可奈奈 阿也 爾加 母禰 毛と ある 等、 皆、 帶を 解く ことに 關 係して ゐ るが、 

『fw を 乞 ふ』 とい ふこと は 他に 無い。 それだけ この 歌 は 行動 は 細かい も^である。 


【港 十 •  二  o  二 四】 

よろ づょ  たづ さ  ゐ  あ ひ み  おも  す  こ ひ * 

^世に 携 はり 居て 相 見と も 思 ひ 過ぐべき 戀 にあら なくに 

萬 世 携. 手居而 相見辆 念 可 過 、戀爾 有莫國 

〇 携 手居而 舊訓テ タツ サヰ ヰテ。 代 匠 記初テ タヅ サ ヒヰテ 又は タヅ サへ ヰテ。 童蒙抄 タヅ サヰ 

ヲ リテ。 i|s? タヅ サ ハ リ ヰテ。 a 戀爾 有莫國 舊本 『戀奈 有 莫國』 で コ ヒナ ラナ ク ュと訓 む。 考コ ヒ 

一一 ァ ラナ クー 一 (奈 は爾の 「き。 古寫 本、 奈は尔 (元. 類) に 作る。 そこで 訓も 考に從 つた。 

一首の 意 は、 萬 年まで も 一し よに 相 逢うて ゐても それで 澤山 だとい ふ 私 等の 戀 ではない。 だから 

た-だ 1 夜 だけの 歡會で 別れる の はつらい とい ふ 意 を 含ませて ある。 

『思 ひ 過ぐ』 はこの 前の 歌に、 『戀も 過ぎねば』 と あるのと 同樣 である。 『明日 香 河川 淀 さらす 立 

つ 霧の 思 ひ 過ぐべき 戀 にあら なくに』 (卷兰 。三 一一 S は.^ 部 赤 人の 作 だが、 形が 似て ゐ るから、 ひンょ 

いその かみ ふろ  . す y むら 

つと せば この 歌の 影響が あるので でも あらう か。 なほ、 『石 上布 留の 山なる 杉 群の 思 ひ 過ぐべき fis 


四 二 〇 

• こ b ら なくに』 (卷 三 。四 ニニ )0 『朝に 日に 色づく 山の 白雲の 思 ひ 過ぐべき 君に あらな くに』 (卷 四。 六 六 

do 『維ぎ ぎの fifi の 山に 截ふ 杉お も ひ 過ぎめ ゃ蘿 生す までに』 S 士ー 「 三 二… C 等の 用例が ある。 • 

此歌、 ^人 集牺林 顔に、 『よろ つよ を たっさ はり ゐてぁ ひみむ とお も ふへ しゃ はこ ひ あらな くに』 

流布本 こ、 『よろ づょを たづ さはり ゐてぁ ひ 見と も 思 ひすぐべき 戀 ならな くに』 と ある 

〇 

【卷 十-二  0 二 五】 

よ S, づ t  て  つき  くもが く  くろ  、 、 

萬 世に 照る ベ き 月 も 雲隱り 苦しき も のぞ 逢 はむ と 念 へ ど、 

萬 世 可 照 月 毛 雲隱 苦 物 叙 將相 登雖念 

0 可 照 月 毛 舊 訓テレ /ベ キ ツキ モ。 童 蒙抄テ ラセ， ルッキ モ。 〇 雲隱 舊訓ク モガ タレ" 童 蒙抄ク 

. モガ クル。 略解 ク モガ タリ。 〇 苦 物 叙 舊訓ク 〃シキ モノ ゾ。 古寫本 中ク〃 シキ モノ ヲ (細 一訓 ヽ 

〇 將相 登雖念 舊訓ァ ハム トォモ へド。 代 匠 記精ァ ハム トモへ ド。 

第三 句まで は 序の やうに 使って 居り、 主な 內容 は、 『苦しき も のぞ 逢 はむ と 念へ ど』 にある いつ 


も. f-,o なく 照る はすの 月 も 雲に 隱れる ことがある。 その やうに いつも 逢 はう とお も ふの だが、 ^ゝ 

ない ことの. ある の は 苦し い と いぶ.^ である。 七夕の 戀、 をば 人間ら しく 同情して 歌つ てゐ るの で あ る- 

義 では、 『吾等が 中 も その 如く、 萬 世に 永く 久しく 相 見む と は 思 ども、 年に ただ 一 夜の 逢瀨 なれば 

別に 臨て は、 かの 月の 雲が くれたる を 見る 如くに、 せむ 方な く 心 も くれて、 苦しき も のぞ、 と 云な 

らむ』 と 解し ゐ るが、 この 歌 は 別れの 時の 歌で なく、 まだ 逢 はぬ 時の 氣 持で、 そこが 人間ら しくて 

おもしろ いので ある。 且つ 『逢 はむ と 念へ ど』 が 利く ので ある。 『萬 世に』 は 月の 照る に 係る ので、 

に i ふとい ふこと などに 係る ので はない。 これ は、 歌と して は 取りた てて いふ ほどの もので はな 

いが、 やはり、 『苦、 しきもの ぞ』 とい ふ 切實な 句に 心を牽 かれる ので ある。 萬 葉に は、 

しほ ひ  すがた  くる 

難波^ 潮干な あり そね 沈みに し 妹が 光儀 を 見 まく 苦し も (卷 二。  ニニ 力) 

うち = さす 宮に 行く 兒を まがな しみ 留 むる は. 苦し 遣る はすべ なし (卷 『 五 一 一三) 

思 ひ絕ぇ 佗びに しもの を なかなかに 何 か 苦しく 相 見 始め， けむ ssf。  0) . 

I ^  こと はかり 

外に て戀ふ る は 苦し 吾妹-子 を繼 ぎて 相 見む 事 計せ よ (卷 ™I。 七 五六) 

^公 1^^ 無 かる 國 にも 行きて しか その 鳴く 聲を 聞けば 苦し も (卷 A。 一四 六 40 

なかなかに 死なば 安け む 出づる 0« の 入る 別 知らぬ 吾し 苦し も (卷 十二。  二 九 四 0) ， 

,  四 ニー 


四 ニニ 

.  *c ら i  $, か 

i りの み戀 ふれば 苦し 山の端 ゆ 出で 來る 月の 顯 さば 如何に (卷十 ュハ。 三 八 25 

等、 その他 クレ ノシの 用例が 多い。 そして 場合によって 少しづつ 意味 も 違って ゐ るから、 さう いふ 方 

面に も 注意 すれば、 この 語 を 現代的に 活かす こと も 亦 さう 困難で はないだ らう。 -  , 

4;- 歌よ、 赤 VJfl 林 願に、 『よろ つよ をへ たつる つき かく も かくれ くるしき もの そ あはむ とお も.." 

よ』、 n;? お I 布 本に、 『よろ づ よに 照らすべき 月く もが くれ くるしき も のぞ 逢 はむ と 思 〈は』 と ある 

〇 

-  .  .  一 

【卷 十. 二 01 一穴】 

Sir の！？ llslt.i りて i きけ ども おらず 見む 妹が 邊は 

白雲 五 百遍隱 雖遠 夜 不去將 見 妹當者 一  . 

〇 五 百 遍隱. 雖遠 舊 訓ィホ へ カク シテ. トホケ ドモ。 童 蒙 抄ィホ へ-一力 クレ. トホク トモ。 考 

ィホ へガク リテ. トホケ ド乇。 古寫 本ィホ へガ クレテ . トホク トモ (元. 類. 西. 細. 祌.. 溫)。 ィ ホへガ 

ク レテ. トハ； ；〕 ケドモ (矢丄 3。 〇 夜 14 去將見 舊訓ョ カレ セズ ミム。 代 匠 記精ョ ヒサ ラズ ミム。 ョ 


ヒサ ラズ とは每 皮と い ふ ことで 下に も 見えて, Q る。 

一首の 意 は、 麥の 織女の 居る あたり は 白雲が 幾重 も 重なって、 その 奥に 隱れて 遠い の だけれ ども- 

それでも 毎夜 ながめて 居よう。 妻の居るぁた，.^は。 とい ふので ある。 

しかよ ひさつ i ど  * 

ョ ヒサ ラズは * 『奥山に 住む とふ 鹿の 初夜 去らす 妻 問 ふ 萩の 散ら まく 惜し も』 (卷 十。 二 0 九 八)。 『三 

.^-i どヮ ■  i  し は  i  いはれ  あさ さ 

笠の 山に 朝 さらす 雲居た なびき 容 鳥の 間な く數 鳴く』 S 一一 一。 一一 一七 二 )o 『つぬ さは ふ 磐 余の 道 を 朝 離ら 

かせ  こ だち  T ぐ ひす  • 

す 行きけ む 人の』 (同。 四 二  5。 『鹿 背の 山 樹立 を しげみ 朝 去らす 來 鳴きと よもす 鷺 のこ ゑ』 (卷 六。 一 

かはづ  さや  つくよ み 

0 五 七 ：>o 『今日 も かも 明日 香の 河の 夕 さらす 蝦な く 瀨の淸 け かるらむ』 (卷 一一 一。 三 五六)。 『み 空 ゆく 月讀 

壯士夕 去らす 目に は 見れ ども 寄る 緣も なし』 (卷 七。 一三 七 二〕。 『夕 さらす 河 蝦 鳴くなる 三輪 河の 淸き 

濑の音 を 聞かく し 宜し も』 (卷 十。 ニニ ニニ) 等の 例が.^ る。 なほ、 『明日 香 河川 淀 さらす 立つ 霧の』 (卷 

三。 111 二 五： >0 『里 遠み 戀 ひ^びに け b ま そ 鏡面^ 去らす 夢に 見え こそ』 (卷十 一。 二 六 三 四) とい ふ 例も參 

i^- となる であ ら う。  ノ 

らく 

この 歌 は、 事件 本位で なく、 單 純に 歌った ために、 聲調も 豊かに 莊重 になった。 ただ 稍樂に 作つ 

て 沈痛の 餘 響に 乏しい が、 これ は 題咏の 如き もの だから 爲 方がない ので ある。 

此歌、 和歌 童蒙抄 に、 『シ ラク モノ ィォ へ、 タテ、 ト ヲクト モヨ カレ スヲ ミム ィ モカ アタリ ハ』、 

w  二三  - 


四 二 四 

と あり、 赤 人 集 Jit 顔に、 『しらくも をい ろ/、 たてしと ほくと もよ ふさ、 ろ をみ むい も か あたり 

を』、 同 流布本に、 『白雲 をい くへ へだてて 遠くと もよ ひさら す 見む きみが あた b を』 と ある。 

〇 

【卷 十. 二 011 七】 

わ  たな はたつ め  やどお  しろた へお 

我がた めと 織女の その 屋戶に 織る 白妙 は 織りて けむ かも 

ノ爲我 登 織女 之 其 屋戶爾 織 白 布 織 nrl 兼 鴨 

〇 織女 之 タナバ タ ッメは 棚機津 女で 機 織る 女で あるの が牽牛 織女の 織女に 使 ふやう になった こ 

と旣に 云った 如くで ある。 0 織 白 布 舊訓ヲ ルシ ラヌノ  "0 略解 ォ \ シ P タへ 、ノ  (新考 同訓)。 古義 ォ 

レ クシ ロタへ。 〇 織 51 褰鴨 舊訓ヲ リテケ ムカモ 。古義 ヌヒ テケム カモ。  、 

しろた へ 

一 首の 意。 わが 爲 めに、 妻の 織女が 彼女の 家で 織る 白妙 (白い 布) は、 もう 織れた であら、. か，、 

ど うだらう か。 

この 歌も牽 牛の つもりに なって 咏んで 居る が、 同じ 空想で もや は， り 人間 同志の やうな 心 持が あら 


はれて ゐる。 特に、 機 を 織る 戀 人に 見た て、 親愛の 情 を 籠め て ゐる點 が 珍しく * 『織.^ て むか も』 

とい ふ 表 はし 力 も 簡潔、 素朴で 好い やうで ある。 童蒙抄 に、 『彥 星に なりて 詠める 歌 也。 只 織女 我 を 

慕 ひ 思 ふから、 なす 業の 事 も： P, 何に ぞ やと、 思 ひやれ る處 に、 自ら 戀 慕の 情 こもれる 歌 也』 と ある 

の は耍を 得て 居る。 

たな はた いほ は れ  ごろ も 

『棚 機の 五 百 機 立てて 織る 布の 秋 さり 衣 誰か 取り 見む』 (卷 十。 二  0 三 四 )。 『いにしへ に 織. 9 てし 機 

ころも  あし-たま て たま  はた  み けし 

を この ゆ ふべ 衣に 縫 ひて 5??? 待つ 吾 を』 (同。 二  0六 四)。 『足 玉 も 手珠も ゆらに 織る 機 を！ I；； が 御衣に 縫 ひ 

堪 へむ かも』 ®  。二 〇 六 五) 等の 歌 を參考 としてい い。  . 

此歌、 集 I 林 願 に、 『わかた めと たな はたつ めの その やとに おる しらぬ の はお ひと かう かも』 

へ 流布本 初 句 『わがた めに』 ジ— ： . つろ 0 

i 『おりて けむ かも』 ) と オズ 

【《 十. 二 0 二八】 

み  J  ひさ  とき  お  はた  しろ  ころも あか 

君に 逢 はず 久しき 時 ゆ 織る 機の 白た へ 衣垢づ くまで に 

,  四 二 五  - 


ノ 

.  四 二 六 

君不相 久時 織 服 白栲衣 垢附 麻豆爾  、 

0 君不相 舊訓 キミ-一 ァ r テ (職 隠 ！•)。 神 田 本に？： ーァ" ズ 〈纏德 義 •)。 〇久 時， 霍 ヒサ 

シキ トキ 一一。 童 蒙 抄フリ ュショ ヨリ。 略解 ヒサ シ キト キュ。 古義 ヒサ シ キト キヨ。 新考 ヒサ シクナ 

リヌ。 いま、. 略解 訓に從 ふ。 0 織 服 舊 訓ヲリ キタレ ノ  (代 匠 記 間訓) 。童 蒙抄ォ レノ" タノ  (lli 古)。 考 

オリ テキ シ。 新考 オリ キセ シ。 

一首の 意。 あなたに お 逢 (交 會) ひする こと も 出 來す、 遠い昔から あなたの 爲 めに 織って 置いた 白 

布の 衣服 も、 もう 垢づ くまでに な ，5 ました。 そんなに 久しくお 逢 ひ出來 すに 居る のです， 

この 初 句 は、 『逢 はすして』 と 第二 句へ 續 くので ある。 また、 結句の、 『lir つく.^ でに』 は 餘響を 

持たせた ので、 『な- 9 ぬ』 などと いふ 語 を 補充して 味へば 好い。 若し 强 ひて 關聯せ しめる とすると. 

『久しき』 に關聯 せしめても かま はぬ。 併し、 結句 は 結句と して 獨立 せしめて 考察す る 方が いいの 

である。 

この 歌 は 無論 織女の 心 持に なって 脉ん だもの だが、 新考 に、 『略解に 織女に なりてよ めり とい ひ、 

古義に 織女の いへ る 意に やといへ る も 非な..。 無論牽牛の語^？り』 と 云って ゐ るの は 間違で ある。 


すリ キセシ 

なせ 新考 でかう 間違った かとい ふに、 『君に あはす 久しくな、 0 ぬ 織 服し ろた へ ごろ も iJT つくまでに J 

と訓ん だからで ある。 西本願寺 本 赤 人 集に、 『きみに あはで 久しくな りぬ おびに せし 白妙 ごろ も あか 

づく までに』 と あるの も牽牛 的に なって ゐ るが、 これ も 原作から は 遠い。 この 歌 は、 『織女に 成.^ て 

詠めり。 服 を 上に も 、ノ タと訓 めり』 (略解) で解釋 がっくと おも ふので あるが、 『ii? づ くまでに』 を、 

牽 牛の 衣服ら しく 感す るので 間違って しま ふので あらう か。 童蒙抄 で、 『歌の 意 は、 七夕の 逢 ふ事久 

敷 月日 を 隔て ゝ、 著た る 衣 も 坂づく 迄にな. 5 しと 云義 也。 印本 諸抄の 通りに、 久しき 時に と讀 みて 

は、 歌の 意 少し 濟み 難き 也。 君に 逢 はで 久しければ と 云 ふ 意に あら ざれば 聞え 難き 也』 云々 と 云つ 

てゐ るの も そのためで、 少しのと ころに 引褂 るので ある / 

此歌、 前に 引く ごとく 赤 人 集 |林 願 に、 『きみに あはて ひさしくな ぬお ひに せし、 ろた へ ころ 

も あかつ くまて に』 と あるが、 同 流布本に は、 三 四 句 『織る はたの 白妙. 衣 は』 となって ゐる。 又 夫 

木 和歌 抄に人 丸 作と して、 『君に あはす ひさしき とき はおりき たるし ろた へ 衣 あかつ くまでに』 と 

载 つて ゐ る。 • 

四 二 七 


【卷十 •  二 o 二 九】 

あまの が はか ぢ  と  ひこ はし たな たつめ こ 上 ひ あ 

夭 漢楫の 音き こ ゅ彥 星と 織女と 今夕 逢 ふらし も 

天漢， 捤音聞 孫 星 與 織女 今夕 相 霜 . ， 

(チ) 

0 捤音聞 舊訓 カデ ノオト キス ュ。 古 寫本中 カデ オト キコュ (元. 類 • 神 • 京)。 考カデ ノト キコュ 

(略解 . 古義 等 同訓)。 

一首の 意 は、 いま 夭の 河に 船 こ. 4 擢の 音が 聞こえる。 今夜 は彥 星と 織女と が交會 する の だ。 とい 

ふぐら ゐの 意で、 -フ シは 現在に 本づ く 推量 だから、 いよいよ 二. つの 星が 逢 ふところら しいなと いふ. 

ことになる。 

これ は 第三者が、 天の河 を あ ふいで、 想像して ゐる 趣の 歌で、 內 容も單 純で あるから、 一 つの 調 

和が とれて 破 淀を來 さない。 その か はり 一首 は餘り 安易で 物足りな いが、 歡 喜の 感情 を傳 へて ゐる 

點を 取るべき である。  一 


此歌、 ^人 集 願に、 『あまの か はかちお ときこ ゆ ひこ ほしの たな はたつ めと け ふや あ ふらし. 5 

(S 赠林 511』 こ) と ある。 又 夫 木 和歌 抄に、 人 丸 作と して 本文と 同じ 訓で载 つて ゐる。 

【卷十 .ニ0 三 0】 

あき  . か は  き  あま .^u か は  むゐこ  よお ほ 

秋され ば河ぞ 霧ら へ る 天の川 河に 向き 居て 戀 ふる 夜 ぞ 多き 

秋 去 者 河 霧 天. 川 河 向居 而 戀夜多 

〇 河 霧 舊訓カ 、ノ キリ タチ テ。 代 匠 記、 發 • 立 等の 脫 とし 力 、ノ キリ タチ テ。 渡の 脫 として 力 ，ノ キ 

リソタ V 。考 力". ギリ タチ ッ。 略解 力 ハ ギリ ワタル。 古義 カハ、 ギリ タ テグ。 新考カ "ギリ キ ラス。 

又は カハ ギリ キラ フ。 新訓カ "ゾ キラへ ,0 溫故堂 本に、 霧の 下に 立の 文字が あるから、 さすれば 

力 力 ギリ タテ ルと 古義の 訓が 好い ことになる。 〇 河 向居 而 舊訓カ 、ノ 一一  ムカ ヒテ。 代 匠 記 精力 、ノ 一一 

ムカヒ ヰ テ。 童 蒙抄カ ムカヒ ヲリテ 。考カ ハー ーム キヰテ (古義. 新考 同訓 )o 略解 力 、ノ 一一  ムキ ヰテ- 叉 は 

力 力-一 ムカヒ ヰ。 〇 戀夜多 舊訓 n フル ョゾォ ホキ。 新訓 コフ 产ョォ ホシ。 

四 二 九 
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さら 

一首の 意 は、 秋になる と、 もう 天の河に は 霧が 立ち そめる、 その 遠く 霧 ひ 居る 河に 向かって 逢 ふ 

^も 近づく のでが を 待ち 思 ふ 夜が 多くな つた。 とい ふぐら ゐの 意で、 考に、 『織女に 成て よめるな 

り』 と あるの がよ い。  * 

此歌、 赤 人 集 願 に、 『秋 立て 河 霧 わたる あまの か は』、 同 流布本に、 下句 『川に む きゐて 戀ふ 

る夜ぞ 多き』 と ある。 叉 後 撰 集に、 讀人 しらすと して 『秋 くれば 川霧 渡る 天の川 か はかみ 見つつ こ 

ふる 日の 多き』 と载 つて ゐる。 

〇 

【卷 十二 10 三 1】 

*- だ  とり  なき をつ  こ 

よしゑ to^ し 直なら ずと もぬ え dlw のうら 奠 居りと 告げむ 子 もが も 

一  なげき 

吉哉 雖不直 奴延鳥 浦 嘆 居 吿子 鴨， _ 

〇 浦 嘆 居 舊訓 クラ ナキヲ グト。 古寫 本で も クラ ナキ ヲダト (西-細 矢丄 50 クラ ナゲ キヲ^ 

(元 .類. 神 } の訓 で、 ナ ゲの訓 がない。 併し、 これ は 前の 歌のと ころで 言及した やうに、 ナゲが 認容 


されれば 調べ が 一番よ いが、 さもなければ 一 字餘 して ゥ ラナ ゲキヲ リト と訓ん でよ い。 新考 では 現 

に、 ウー フナ ゲキヲ リトと 訓んで 居る。 

ぬ えどり の 

； 首の 意 は、 たと ひ 直接で なくと も、 こんなにして 〔奴延 鳥〕 心に 歎いて 戀 しく 思うて ゐ ると いふ 

こと を 知らせて =乂 れる 人で も 居れば よい。 とい ふので あらう。 これ は 織女の 心に なって 咏ん でお る。 

『：iill げむ子 もが も』 をば、 略解で、 『子に もが もとい ふ 意な り。 子 は 妹 を 桁す』 と 云った のに 就い 

て、 十 ：！ 義で 反對し 新考も 採用して 居ない。 『子 は 使の 童に て、 かくと 告 ゆかむ 使 もがな あれ かしの 

意な り』 (古義 リ。 『吿ゲ ム人 モアレ カシ といへ るな り』 (新 考) と ある。 

一首の 聲 調が 順 當で、 意味 もむ づ かしくない。 ここの ー聯の 七夕の 歌のう ちで は 相當な 歌と 謂つ 

ていいだ らう。  . 

3 シヱ ヤシ 

此歌は 袖中抄 に. 『吉 哉タ、 ナラ ネト モヌュ トリノ クラ ナケ キヲ ルツ ケムコ モカ モ』 と ある。 

〇 - 

【« 十-二  0 三 二】 
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6 と とせ なぬか S よ  あ  ひとこ ひす  よ  ふ  一 云。 奮き ねば さ 

. 一 年に 七夕の み 逢 ふ 人の 戀も 過ぎねば 夜 は 更け ゆく も^ ぞぁ" にけ る 

一年 邇 七夕 耳 相 人 之 戀毛 If 過 者 夜 深 往久毛 iKfe 醒棘 

一 首の 意 は、 一 年のう ちで ただ 七日の 夜 だけ 逢 ふことの 出 來る牽 牛 • 織女の 戀は いつまでも 盡き 

ない のに、 もはや 夜 も 更けて 行く。 誠に 惜しくて ならない とい ふので、 一に 云 ふの 方 は、 夜 はもう 

明けて しまったと いふ ことになる。 

ツキ ネ パ 

『過ぎねば』 とい ふ 語の 使 ひざ まに ついては 旣に 前に 云った。 此ー處 も 舊本は 『不退 者』 となって 

ゐる. が、 古寫本 中には 『不過 者』 と 書き 0 兀. 類 *秭)、 スギ ネバと 訓んだ (神) のが ある。 この 歌 は 第 

三者が 二 星の 戀に 同情して 咏んで 居る 趣で ある。 

代 匠 記 精 撰 本に 云。 『不遏 者 ヲ-赤 人 集 ユア ハネ" トマ〃 ハ： 推量 ス \ 一一  遏ヲ遇 - 一見 マ 力. へ タ \ 歟。 

或ハ 古本 誤テ遇 一一 作リケ レノ ナグぺ シ』。 『一 云 不盡者 佐 宵 曾 明 爾來。 此 一一 疑 ァリ。 集中 異本 ヲ注ス \ 

例、 句-一 異ァだ ヲ注シ 載テ、 異ナキ ヲ注ス だ 事 ナシ。 此事ハ 仙覺モ 申サレ タリ。 今不 盡者ト ニ小遏 

者ノ 異歟。 共 -ー ツキ ネパ， トヨ メ バ異ナ シ。 假令 不遏者 、ノ ャ マ ネバ ト讀 トモ、 一 云戀 毛不盡 者等ト 云 

ベ シ。 何ゾ 1 句ノ半 ヲ出ナ ム。 此、 撰者 ノ注 一一 、ノ ァラズ シテ 後人 ノ所 爲歟。 若 撰者 ノ注ナ ラバ 不^ 

-し H. 


天 天; 


者 ハヤ マ ネ バ 一一 テ、 今ノ注 一一 戀毛 ノ  二字 落 タ ダナ〃 ベ シ 』。 

此歌、 ぶ 人 架 f 布 に、 『 一 年に 七日の 夜の み 逢 ふ 人の 戀も盡 きねば 夜更 打く かも』 と あり ノ又 1 本 

に、 第 四 句 『こよ ひも あはねば』 ともなって ゐる。 西本願寺 本に は 無い。 

〇 

【卷十 •  二  oil】 

のパ. i や I.,.  いよら  さ だ  かむ つつ どひ  とき ま  . 

漢 安の 川 1^ に 定まりて 祌競は 時 待た なくに 

_漢 安川 原 定而 神 競 者 磨 待 無 

〇 安川 原 二疋而 舊訓 ヤス ノカ ハラ ノ. サダ マリ テ (i 艇, か考 . )。 童 蒙抄宗 師案ャ ス/ 力 ハラー 一， 

， \ リッツ、 ： み案ャ スノカ ハラー 一 • チギ リオ キシ。 略解 宣長說 > 『或 人說 に、 而は 西の 字の 誤』 で、 

ヤス ノ 力つ フー 一 • サダメ 一 了シ。 古義 ヤス ノカ ハラー 一 • サ ダマ リテ 。-新 考ャ スノカ ハラ" • サダ マリ 

テ 。 〇 祌競者 • 磨 待 無 き訓コ コロ クラ-ベ 、ノ  • トキ マツ ナク 一一。 代 匠 記 力 ガ ミ クラべ ハ. トグモ マ 

ク , 童 蒙抄宗 師案タ マ ノア リソハ 二、、 ガキ テマ タナ。 愚案 コ コ ク ラ ベ バ • トキ モマタ ナノ ノ 
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考カ ミツ ッ， トヒ、 ノ  • トキ マタナ クー 一。 略解 力 ムッッ ドヒハ • トキ マ タナ クー 一。 略解、 宣長或 人說、 

競 は 鏡の 誤で. 力 ミノ カガミ 、ノ . トグ マ タナク 一一。 古義、 磨 待は禁 時の 誤で. 力 ミノ ッドヒ ハ • ィム 

トキ ナキ ヲ。 新考、 磨 待 は 度 時の 誤、 力 ミノ キホ へ ス • フク〃 トキ ナシ。 全釋は 略解 訓に從 つた。 

私 も それに 從ふ。 

あま D- す  かむ つど ひ  き 

一首の 意。 天漢の 安の 河原で 神 集した まふ 諸 神の 時 はこれ と 云って 定まって 居す、 時 さへ あれば 

何時でも 會 合が 出來ま すのに、 私達 (牽牛 • 織女の 二 星 神) 二人の 會 ふことの 出來 るの は、 一年に た 

だの 一夜に 過ぎな いのは、 恨めしい ことで ある。 とい ふ 意で、 『天の 安川の 神 集 は、 いっと 定ら すた 

びく あへ りし を、 此星 合の 事 は 安川の 定り てより、 一年に 一度と したる はいかに とうらみ を ふぐ 

める 意 を、 ここに 其 神 集 は 時 またな くにとの み；：， ひ、 二 星の 心に な，. >  て よめるな り』 (考) •。 『諸 神の 

天 安河 原に 集 ひ^ふ は、 時に 臨みて ある を、 二 星の 集 ひ は、 1 歲に唯 だ 一夜の みと 定まれる を 恨む 

なり』 (略解)。 

この 歌 は、 難解だった と 見えて、 諳注釋 書が 種々 に解釋 して ゐる こと は、 旣に その 訓 のまち まち 

なのに よっても 分かる が、 今參考 のために 少しく 抄出して 置かう. とお も ふ。 『今 試 一一 此ヲ 釋セバ 

先 下句 ヲ和シ 力へ テ、 力 -., ミ ク ラ ベ ハト グモマ タナク ト讀べ キ歟。 日本 紀 一一 明神ヲ ァ ラ 力 .V ミ ト點 


ビ レ バ祌ヲ 鏡 一一 ナシテ in マ ム I！ 無理 ナラ ズ。 神道 家カミ 、ノ 力 -, ミ ノ略 語ト云 へ リ。 後撰棠 一一 共鋭ト 

力く ミク ラ ベ 

ョメ グハ 互 一一 見合 ス ル意ナ レバ 鏡. 競 トモ -fr 、へキ -1 ャ。 カク テノ 意ハ、 牛 女 ノ互 一一 相思 フ心 ノ明ラ 

カー 一^ キ事ハ 鋭 一一 鏡 ヲ，： 1； へ テク ラブ ケ 一一、 此方 彼方 tu 事 ナキガ 如シ。 サレド モ其鋭 ハ狼磨 ヲ待テ 

然 だヲ、 此ニ  wij.*  " 淵 瀬 變ラヌ 天河 ノ 神代 ヨリ 定マ〃 如 クシ テ、 心ヲ勵 シテ淨 カラム ト思ハ ネド、 ォ 

ノヅ カク 淨キヲ 應モマ タナク トヨノ〃 一一  ャ』 (代 E. 記 精)。 『天河 安川 原と 重ねて 云 ひて、 天河に 年に 

一度.^ はんと 契り 置きて、 今夜 逢 ふ 夜 なれば、 玉の 荒磯 を 城ひ淸 めて、 みがきて 待た なんと 云 ふ 意 

に 見る 也』 (衆 蒙抄. ：- 小 M 案)。 『此已 下. 夕の 歌に 時 を 待つ 待て， ぬと 詠める 類歌 數多 あれば、 相 ふ戀し 

さの 心 は 何時 を.. - わかす、 初秋. の 時 を も 待たぬ と 云 意に 詠める 欺』 (童 蒙抄 思案)。 『神代よ.^ 天， 安河 

ァラ： 'アツ マ  イミ  -ナヌ カノ ョ 

に 神の 兢ひ 集. h- 給 ふこと は、 いっと 定まりて 禁 さくる 時な きもの を、 かく七夕とのみ^！-^^りて、 他 時 

にあ ふことの ならぬ が 恨めし、 と 云なら むか、 猶考 べし』 (古義) などで、 種々 面倒に 解釋 して ゐろ - 

併し この 歌 も、 さう むづ かしくな く解釋 して 意味の 通す る 歌 だとお も ふから、 考* 略解め 解に 大體 

從 つたので あった。 

耿は、 七夕の 歌で、 取た てて いふ ほどの もので ない。 ただ 一首に は 七夕と いふ こと を 云 はすに、 

暗に それ を 示す とい ふ 具合に なって 居る。 

. 四 1 一一 五  " 
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この 歌の 左 注に、 『此歌 一首 庚 辰年 作 之』 とあって、 別行に して、 『右 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出』 と あ 

る。 右 云々 とい ふの は 右三 十八 首 を 指す ので ある。 庚 辰 は天武 天皇の 白 鳳 九 年 か、 聖武 天皇の ik 平 

十二 年 か いづれ かで あるが、 天平 十二 年の 方 は 除去し 得る として、 持統 元年に 人 麿の 年齡を 二十 五 

歲 とせば、 天武 天皇の 白 鳳 九 年 (f^ ま K?K;o し S ま！ S?) に は、 人 麿の 年き は 4- 八歲 となる わけ 

である。 そこで さう 若い 人 麿が 斯る歌 を 作り 得る か 否かと いふ ことにな づて、 疑 ふ 學者も あ ，9、 私 

も 疑 ふ 側に ゐた ので あつたが、 今では この くら ゐの歌 を 十八 歲の人 麿が 作っても 毫も 差 支 はない と 

思 ふやう になった。 二十 七歲 ごろの 人 麿が 近 江の 荒 都 を 過ぎて、 あれ だけの 長歌 を 作って ゐる のか 

ら 推して、 その 發 育史 中に、 十八 歲の人 麿が これぐ らゐ の、.^ 歌 は 作り 得る と 做す ので ある。 『此丄 

首 は 石 見に てよ まれた る歟』 (代 # 記 初_ ^とい ふの は、 契 沖 は 人 麿 をば 石 見 人と 考へ てゐ るからで ある 

『庚 辰年 " 次 一一 人 丸 歌集 出トァ レバ、 人丸ノ 歌-一 モアレ、 別人 ノ歌 一一 モアレ、 天武 天皇 白 鳳 九年ノ 

作ナ だ. べシ』 (代 匠 記 精) とい ふのに なると、 必す しも 石 見での 怅だ らうと は 云って 居ない。 

人 麿 歌集の 歌の 書き方 は 筒 で 助詞 等 を 省略した のが 多い が、 此歌も その 特徴が 存じて ゐる。 そ 

して、 人麼 歌集 を 全部 或は 一部、 人 麿 自身の 手控 になった もの だと すれば、 『： ^歌 一首 廣 辰年 作 之』 

とい ふ ことわり 書の やうな ものが、 自記の 語氣 である 點をも 理會し 得る ので はなから うか。 . 


この 歌 ま、 和歌」 ュ が-蒙 f  - に、 『ァ マノ 力 ハヤ スノカ ハラ/ サ タマリテ コ 、口 クラへ ハ トキ マ々 ナク 

一一』 と あ. o.、 赤 人 架に、 『あまの か はやす のか はらに さな まりて かゝる わかれ はとく とまた なむ』 

{| 沐 .8 寺 本 •) となって 载 つて 居る。 また 夫 木 和歌 抄に、 『よみびと しらす』 とし ズ 载，. -、 和歌 童蘩抄 

と 同じ 訓で あ る ， 

•  、 

0 

【卷 十. 二 0 九 四】 

- しか  あ ひ ^6 あき は * き  しぐれ  ふ-  ^  ^ 

さ を 鹿の こ ころ 相 念 ふ 秋获の 時雨の 零る に 散らく し 惜し も 

竿 志 鹿 之 心 相 念 秋 芽 子 之 鐘 禮零丹 落 僧惜毛 

『詠. 花』 とい ふ 題で、 『右二 首 柿 本 朝臣 人 麿 之謌集 出』 と 左 注せられ た その 第一 首で ある。 〇 落 

僧 昔 毛 舊訓チ リソフ ヲシモ (代 匠 記 同訓)。 童 蒙抄チ ラマ クヲシ モ。. チ, ラシ ヲ シモ。 チカ ヒ シ ヲ シ 

乇。 考 チラ マクヲ シモ (一本 ヲ チマ ク ヲシモ )o 略解 チ ラマ クヲ シモ (僧 は 俱の設 ：>。 古義 チ ラ クシ ヲ シ 

ジ ルシ モ +シト 

モ (潜 は 信の fs.>。 宣長 チラ マク ヲシモ (僧 は漠 Qm)o 字音 辨證に 僧に シ の 音 あ 6 とし 知惯裳 無 跡 (卷 四， 

Pll 一一 七 
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六 五. 0 を證 とし、 新考も それに 從ひ、 『但師 と 書くべき を 僧と 書け るに て 一種の 義訓なる べし』 と 

i:K つた。 

一首の 意 は、 小男 鹿の 戀ひ おも ふ 秋 萩の 花が、 この 時雨に 散る の は 奈何に も殘 念な ことで ある。 

鹿の 臥處 としても 滿 足せし めたい 心 持 を 含めて 居る。 

この 萩と 鹿との 關係 は、 『奥山、 に 住む とふ 鹿の 初夜 去らす 妻 問 ふ 萩の 散ら まぐ 惜し も』 (卷 十。 二 0  - 

を. 2-  さ 含 はぎ はな づま どひ 

九 5。 『わが 岳に さ を鹿來 鳴く 先 芽の 花 蠕 問に 來鳴 くさ 牡鹿』 (卷 八。 一 五 四 一)。 『三 垣の 山に 秋 萩の 

妻 を まかむ と』 (卷 九，， 一七 j ハ o。 『秋 萩 を 妻 問 ふ 鹿 こそ 一子に 子 持たり といへ 鹿兒じ もの 吾が 獨 子の』 、 . 

(卷 九。 一 七 九 0) などの 例によって 知る ことが 出來 る。 『萩ヲ バ鹿 ノ妻ト モ云 へ バ相 念ト云 へ リ』 (代 匠 

記 精) と 注して ある。  、t 

シグレ は、 後に は、 晩秋 初冬に かけ. て 降る 雨で あるが、 元來は 小雨の 義 であった。 『和名 云、 暴 

雨、 孫湎 曰、 霰 雨 小雨 也" 音與終 同。 漢語 抄云、 き。 久 力、 レバ シグレ "小雨 ナ ダヲ、 イット ナク摁 

名ヲ 別名 トナ シ テ 秋冬ノ ァハ ヒー 一 降 見 降- クズ 見定メ ナキ雨 -ー 名付タ レ ド、 昔 、ノ 猶廣ク ョメ， 一一  ャ』 

(代 匠 記 精)。 

常套手段で 咏んで ゐる歌 だが、 何 か 可憐な 聲調 があって 好い。 それ は、 かう いふ 内容 は當 時に あ 


つて は 新鮮な 戚 じ を 持って ゐた ためだった かも 知れない、。 そこで * 『散らく し 惜し も』 の 如き 常套手 

もとは  もん ち 

段で も、 相 當のカ を 有って ゐる とい ふこと になる。 『さ夜ふけて時雨な零，.^そ秋萩の本葉の黄衆散 

らまく 惜し も』 (卷 十。 ニニ 一  五) 等 その他が ある。  . 

この 歌、 人 麿 作と して 六 帖に入 b 、結句 『散る は 惜しく. も』 となって ゐる。 又夫木和歌抄に，^ん 

丸 作と し、 結句 『ちら まくお しも』 である。 • 

〇 

. 〔港 十. 二 0 九 五】 

g ふ  .5 ベ  あき にぎ  わか  つゆ  か  あき i  がた 

夕 れ ば野邊 の秋获 うら 若み 露に 枯れつつ 秋 待ち 難し 

夕 去 野 邊秋芽 子 末 若 露枯 金 待 難  ， 

，； ^花』 第二 首で ある。 〇 末 若 古 寫本も 舊訓も スェ. フカ ミ であった の を、 代 匠 記 初 If 本で ゥラ 

ワカ ミと 訓ん だ。 下の句の 訓 はいろ いろで、 ツユ 一一 シ カレ テ. アキ マチ. ガタシ (舊訓 )0 ツユ-一 カレ 

ッッ • アキ マチ ガ タシ。 六帖を とれば ツユ-一力^ カネ. キミ マチ カネ ッか (代 K 記 精)。 ツユ 一一 ャ カレ 

四 一 二 九 
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ン. アキ マチ ガープ 一一 (童 蒙 抄)。 ツユ 一一 シヲ レテ (考 )o ツユ ニヌ レッツ (略解 宣畏訓 )。 ツユ 二 シヲレ テ • 

アキ マ チガ テヌ (略解〕。 ツユ 一一 力 レッツ • アキ マチ ガタ シ- (古義)。 ツユ 一一 ゾヲ グダ-アキ マチ. ガ. テニ 

うら.  こと 

(新 考) 等で あるが、 暫く 代 匠 記に 從 つた。 クラ クカ ミは、 『末 わかみ 花 tue がた き 梅を植 ゑて 人の 言 

繁み 思ひぞ 吾が 爲る』 (卷 四。 七 八 八)。 『葉 根縵 いま 爲る妹 を うら 若み いざ 率 川の 音の 淸 けさ』 (卷 七。 

t でし こ  カづら 

1 1 111)。 『高 圓の秋 野の 上の 瞿麥の 花 うら 若み 人の かざしし 瞿麥の 花』 S 八。 二 ハー 0)。 『はね 錢今 

する 妹が うら 若み みみ d ケみ 著け し 紐 解く』 S 十 一。 二 六 二ち などの 例が ある。 また ノ 伊勢 物語に 

は、 『うら 若み ね よげ に 見 ゆる 若草 を 人の 結ばむ 事 をし ぞ おも ふ』 とい ふの か ある。  , 

一首の 意 は、 夕が たになる と 露が 重く おくので、 获が まだ 若く その 露に 堪へ かねてし をれ、 來る 

ベ Mt^ 秋に くの も かすに しま ふ。 とい ふ ほどの 歌で あらう か。 秋 待ちが たし は 秋 を 待ち かねる と 

いふ ことで 卽ち 秋まで は 保たない とい ふ 意が あるので ある。 この 歌の 『枯』 の 字が 腑に 落ちない 云 

I  し を 

方な ので 種々 の異訓 が出來 たので.^ らうが、 これ は、 花t^きかねるほどに萎れる心持だとぉもふ。 

つま. 0 感じで 咏ん でゐ るの だから、 是非 『折れる， 一一 と 理論的に 云 ふ 必要 も 無い やうに 思へ る。. 

此歌、 六帖 『 またす』 の 部に 入り、 下句 『麗 にかれ かねき みまち かねつ』 と ある。 


【港 十， 二 一七 八】 

tyT こもる 矢 野 の 神 山 露霜 にに ほひ そめたり 散ら まく 惜し も 

^0 矢 野 神 山 露霜 爾 爾 寶比始 散卷惜 

『詠 一一^ 葉 一』 とい ふ 題で、. 『右一 一首 柿 本 朝臣 人 麿 之  >謌 集 出』 と 左 注された 第一 首で ある。 〇 妻隱 

舊 i ッ マコ モレ。 古寫 本中ッ マコ モ〃 (西. 矢 ；で 細 .5。 ッ マ カク ス (元 神) の ニ訓 があった。 

ャに 系る 枕詞で、 ッ マ が 居る 『1^』 とい ふ 意味から ャヌ に 係った。 卷ニ  二三 五) に、 媚 隱有 屋上 乃 

山 乃と いふ 人 麿 の 用例の あるの も 同様な 用法 で あ る 。 

ダ Is ま"』 は 何 處の山 か 不明で あるが、 和名 鈔に は、 備後甲 奴 郡に 矢 野が あり、 伊豫 喜 多 郡に 矢 

野； S が あ. r、 播 磨赤秘 郡に 八ぎ が あり、 出 雲 神 門 郡に 八 野が ある。 また、 大 H 本 地名 辭 書に は 伊勢 

度會 矢 野に 當 てて 居る。 新考 に、 『人 磨謌 集に 出で たる 歌 なれば 出 雲 國！： 門 郡の ならむ』 とい ひ、 

全 S ギに は、 『左 註に、！ ii 本朝 Hi 人 麿 之謌集 出と あるから、 人 麿の 旅行 範圍と 見るべき であらう が、 そ- 


れ にしても 出 雲. 備後. 播磨 など 彼の 足跡 を 印した ところら しいので、 いづれ とも 判じが たい』 と 

ある。 若し この 歌 を 人 麿の 歌と し、 實 地の 歌と せば、 備後甲 奴 郡の 矢 野と 考 へる こと も出來 る。 此 

は旣に 總論篇 (五 五 頁) にも 論じた 如く、 當 時の 國府は 今の 府中に あった 箬 だから、 其處に 寄る やう 

な ことがあり とせば 矢 野 近く を 通っても かま はない ので ある。 これ はな ほ 後孜を 待つ が、 若し この 

歌が、 人 麿 初期の もので、 大和に ゐ たころ に 作った とせば、 大日 本 地名 辭 書の 說の 如くに 伊勢と す 

る 方が 無理がない やうで ある。 私 は 現在 は 伊勢 說に 傾いて ゐる。 この 歌 は、 石 見から 上 來の砖 の 歌 

の やうな 氣持 はしない からで ある。 

, 一首の 意 は、 〔妻 隱〕 矢 野の 神 山 は、 露霜 (寒 露) が 降つ で、 色 づき そめた。 この美し く 神々 しい 黄 

葉の 散って しま ふの は 惜しい ものである。 とい ふので ある。  Z  • 

この 歌 は、 神 山と いふの だから、 地名 辭書 b 、『今 矢 野の 南に 大字 山 神の 名 あり』 とい ふの は當っ 

てゐ るか も 知れない。 また、 『爾寶 比 始』 とい ふ 語 もなかな か 好い 語で あ. るから、. 次の 歌の 處. で少 

しく 用例 を 拾って 置いた。  / 

此歌 は、 六帖 に、 『妻 かくす やの の 神 山 露霜に に ほひ そむら し 散ら まく 惜しみ JT 玉 葉 集 秋の 部に * 

人 丸 作. 『審 かくす やの の 神. E 露霜に に ほひ そめたり 散ら まく も をし』 として 入って 居る。 


【卷 十二 一 一七 九 J 

. 衡 I まに に ほひ そめた る 称 山に 時雨な 零り そ 在り、 渡る がね 

朝露 爾 染始 秋 山. 爾 鐘 鱧莫零 在 渡 金  . 

『詠 黄葉』 人 麿 歌集 出 第二 首で ある。 〇 染始 舊 訓ソメ ハジメ タレ ノ (载零 i き)。 童 蒙抄ソ メゾメ 一一 

ケリ。 一  ホヒソ メタ レノ  (I 雜 il)。  0 在 渡 金 舊訓ァ リヮタ レノガ ネ (ま 難？^ )。 童 蒙抄ァ レ. 

ユカ 一一。 この 意味 は、 『散 ラズ シテ有 ハツ レノ 欺 一一 ナリ』 (代 匿 精) とい ふこと である。 

一首の 意 は、 朝々 降る 露に やう やく 色 づき 始めた この 秋 山に 時雨 は 降るな。 いつまでも 散らす に 

mo る やうに。 とい ふので ある。 

この 歌 も 明快で 毫もむ づ かしくない •  ので、 その 點 では 却って 成功して 居り、 歌 調 も i 風に 平凡 

としてゐなぃ^ぃところがなほ^^じてゐるし、 前の 歌と 共に、 或は 人 麿 作の 歌で はない か，.. おも は 

しめる ものである ノ 特に 結句に 好い 饗を特 つて 居り、 注意すべき 響の やうで ある。  、 

gsl 一一 
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この アシフ タ^と. いふ 語 も 顧慮すべき もので、 卷 十八 (四 0九0) に、 ^且ハ I ぎが? l-il ヮ和 モ毛 If 

等 登 藝須奈 枳之和 多 良 婆 可 久夜思 努波牟 とい ふの が あ， 9、 なほ、 參考 になる の は、 卷 二十 (四 三 三 一) 

の 長歌に、 麻 須良男 乃 許 己 呂乎母 知 ntH 女 里 米 具 里 事 之 乎 波 良 t とい ふの が ある。 

なほ 一一 ホフと いふ 語の 入って 1^5 る 歌で 參考 となる ものに は、 卷 十七 0ー 一九 0 七〕 に、 jl^Jyl ぞい 

乎 乎理秋 佐禮婆 黄葉 爾保 卷 十九 C 四 1 六 S に、 ？ I- おお？ 可^ ャ』 ノ之 1^ おず «?k レ Ii4 き酽キ がと ある。 

この 歌、 六帖に 入り、 『しらつゆに 染 始めた る 秋 山に 時雨な 降り そ あり わたるが ね』 とな-つて ゐ る。 

〇  . 

【卷 十， 二三 三 四〕 

1 日に は 千 重し くしく に 我が 戀 ふる 妹が あたりに 時雨 ふれ む 

. 一. 日 千 重 敷布 我戀 妹當 爲暮 零禮， 見 

『詠 雨』 とい ふ 題が あ. >  、『右」 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 左 注が ある。 0 一  日 舊 訓ヒト 

ヒ -ー；。 古義 \トヒ 一一 モ。 〇 千 重 敷布 舊訓チ へ 一一 シキ シキ。 童 蒙抄チ へ シ クシ ク -10. 〇 爲 薯零禮 


見 舊 訓シグ レフ レ ミム。 童 蒙 抄シグ レ 7 ダ ミム。 略解 シグ レフ ダミ ュ ( 禮は 所の 課〕。 字 昔辩^ に 

は 臁にレ ノの音 ありと し、 新撰 字 鏡の 驗 舰歷、 禰讀 ftM も、 卞ニ段 活用 だから t レ， レ， だら うとして、 

この 歌に 當 嵌め、 略解の 如くに、 シグ レフ ルミ ュと訓 んでゐ る。 

一首の 意 は、 一日に 千度 も 重ね重ねて 戀 しくお も ふ 妹の 家の あたりに 時雨が 降れよ。 その 雨 を 見 

つつ 戀 しい 妹を傯 ばう。 とい ふので ある。 これ は 詠， 雨で. 雨 を 主として 歌って ゐ るので、 それ を 妹 

にたぐ へて n;5 る 心 持で ある。 この 結句の 『ミム』 は 句 割で、 つまって 居る が、 集中に 例の 無い こと 

アキ ヤマニ チ ラフ モミ ヂ， ハシマ シクハ ナ チリ ミ ダレ：' ィ モガ アタリ；、 ム 

はない。 卷ニ  (ニー 一七) に、 秋 山爾落 黄葉 琪臾者 勿 散 亂曾妹 之 當將見 は、 やはり 人 麿の 歌で あり 

ゥ ッ ゾ i  ノ ヒトナ ル ヮレャ ァス ヨリ ハ フタ 力 ミヤ マチ イロ セ ト ヮガミ ム 

その他、 卷ニ  (一六 五) に、 宇都せ 見 乃 人爾有 吾哉從 明日 者 二 上 山 乎 弟 世 登吾將 見。 卷三 (ョ 一一 一一) の 

カヨ ヒケム キミ テ バァス ュョゾ 二 力 モ ミム  ハツ ハツ 二  t トヲ ァヒ -.、 テ. ィ カナ ラム ィヅ レノヒ 二 

長歌に、 將通君 乎 婆 明日 從外爾 可 聞 見牟。 卷四 (七 0 一) に、 波 都 波 都 爾人乎 相 見 而何將 有 何日 二 

• 力 マ々 ョゾ -I- .< ム  ュフャ ミ" ミ チタ ヅ タヅシ ツキ マチ テ ユカ セヮ ガセ n プ/ マ ニモ ミム 

筒乂 外ニ將 見。 同卷 (七 0 九) に、 夕闇 者 路多豆 多 頭 四 待 月 而行吾 背 子 其 間 爾母將 見 等で ある。 

ヒトヒ 二 ハチ-々 ビマ ヰリ シ t ム がシノ ォホキ ミ カドチ イリ ガテヌ カモ 

次に、 ヒト ヒー ーハ とい ふ 用例 も、 卷ニ  (一八 六) に、 一日 者 千 遍參入 之 東-乃 大寸御 門 乎 入不勝 鴨。 

ヒトヒ 二 ハチへ ナミ シキニ ォ モへド モナ ゾ リノ タマノ テ -ー マキ タキ  _  .  *、 、 

卷三 (so 九) に、 一日 爾波千 重浪敷 爾雖念 奈何 其 玉 之 手 二 卷難寸 等が ある。 卷 三の 家 持の 歌， は こ 

の人麼 歌集の 歌を眞 似て ゐ るの かも 知れない。 

この 1 首 は、 雨を咏 じた 歌と，^ て、 特徵が あり、 結句の シグ レフ レ • ミ ムと いふ 調べ も 保存ん て 

四 四 五 


四 四 六 

置きたい とお も ふので ある。 シグ レフ \ ミュ でも かま はす、 却って 平凡 素朴で 好い とい ふ 人 も ある 

の だが、 たまに はさう でない もの を も 保存して 鑑賞して 好い ので ある" 特に 人 麿が 或る 機に 作った 

ものと 想像せば、 人 麿 は 種々 工夫す る 歌人 だから、 これ くら ゐの變 化 を 試みた としても， いいので あ 

る 0  .  . 

この 歌、 . 六帖に 入り、 第二 句 『千 重に しきしき』 と ある。 


〇 


【卷十 こ 一二 一一 一九】 

あき や 


秋 山の したびが 下に 鳴く 鳥の 聲 だに 聞かば 何 か 嘆かむ 

金山. 舌 日 下 鳴 鳥 音 谷 聞 何 嘆  ， 

『秋 相 聞』 とい ふ 中に 分類 せられて 居る。 『右 肺 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 左 注の ある 五 首 中の 第 

アキ ャ マノ 

一首で ある。 0 舌 日 下 シタ ビガ シク 一一で、 シタビ は 評 釋篇卷 之 上に 於-て、 卷ニ  (ニー  七) の、 秋 山 

の條で 旣に說 明した 如くで あるが、 『黄葉 ノヒ カ产意 歟』 (代 匠 記精ヾ 『諸 木の 變 紅した る 秋 


山の 色 を 云』 (古事. ぉ傳) ぐら ゐの ところに 解して いいで あらう。 兎に角、 美しい 形容に 使って 居る。 

〇 音 谷 聞 宽永. 本 『音 聞』 であるが、 古寫本 (一 1^. 類. 神) によって 『谷』 を 補った。 

： 首の 意 は、 秋 山に 美しく かがやいて る 黄葉に 入り 交って 囀る 鳥の その 聲 にかよ ふ (以上」 &詞、 

戀ん の！^ だけで も 聞く ことが 出來 るなら、 こんなに 嘆く ことがない ので あるが、 それ も出來 すに 嘆 

いて る。 とい ふので ある。 

アサ ガス.，， 力 ビヤ ガシタ ニナ クカ ハヅコ ヱゲ ニキ 力 パヮレ nt  メャモ  ，> 

この 卷 (ニニ 六 五) に， 朝霞 鹿 火屋 之 下爾鳴 暇 聲谷聞 者 吾將戀 八方と あるのと 類似して ゐ るか 鹿 

火屋の 解釋 がい まだ. 一定して ゐ ない。  . 

『何 か 欺かむ』 とい ふ 結句に ついても 旣に 類例 を 抄出した 箬 であるが、 此處に 一 首 引かば、 卷 S 

力 ビラ ダ 二 コフ， ？ パ ト モシ カゼ チ ダニ  n ム ト シ マタ： ナニカ ナ： t カム  1 

(四 八 九) に、 風 乎 太 爾懸流 波 乏之風 小 谷 將來登 時 待 者 何香將 嘆と い. ふ 鏡 王女の 作の 如きが あ， る 

この 歌 は、 秋 相 聞と して、 民謠 的に 傾いた、 槪念 的な 咏 みぶりの やうで あるが、 一首と してな か 

なか 俊れ た 聲調を もって 居る。 序詞 を 使つ， て、 中味 はた だ、 『聲 だに 聞かば 何 か 嘆かむ』 だけで ある 

が、 この 序詞 も 或る 融合 性 を 有って ゐて、 單 純な 技巧の ための 技巧と いふ ことが 出來 ない。 また 浮 

かすに、 ： かむ ものが あって 吟誦に 堪 ふるので ある。 かう いふの はや は， 9 人 麿が ある 折に 作った もの 

と 想像して^ つても かま はぬ であらう。 

gs 七 


四 四 八 

この 歌 は、 袖中抄 に、 『アキ 山の 舌 曰 下 一一 ナク トソ \ コ エタ 一一 キケ ハナ トナケ 力〃 、』 として 載つ 

てゐ る。 又 六帖に は、 人 まろと して、 上句 『かね 山の したびが したに 鳴く 畦』 となって ゐる。 

0 

〔卷十 •  ニニ 四 0】 

たかれ  われ  と  な • か つき  つゆ  きみ ま  われ 

誰 そ 彼と 我 をな 問 ひそ 九月の 露に ぬれつ つ 君 待つ 吾 を 

誰彼 我莫問 九月. 露沾乍 君 待 吾 

『秋 相 聞』 人 麿 歌集 出 第二 首で ある。 〇 誰彼 舊訓 タレ カレ ト。 拾德 抄クソ カレ ト (略解. 古義. 新 

考 同訓 )o 童 蒙 抄タソ カレ，, 一。 『紙 曰、 た そかれ 時と いふに はか はれ. 9。 誰 そかれ はと 我 をな とひ そと 

いふ 心 也』 (拾 穗抄 ；}。 『すべて タソ カレと 言 ふ は、 彼 は 誰れ ぞと云 ふ 意な り。 こゝも 人の 見と がめ 

て、 彼 は 誰れ ぞと問 ふなと 言 ふなり』 (略解)。 〇 君 待 吾 舊訓 キミ マツ ヮレヲ 。古義 キミ マツ ァレ 

ヲ。  . 

一首の 意 は、 あれ は 誰 だな どと 私 をお 問 ひなさい ますな。 九月の 夜露に ぬれながら 戀 しい 人.^ 待 


ひて： る 私です。 とい ふので あらう。 女の 心 持の 歌で ある _* 

代-匠 記で は薔 訓に從 ひ、 『發句 ヲ幽齋 本 一一 r タソ カレ ト、 ァ レド、 人 丸梨モ 六帖モ 今ノ點 ト同ジ 

ケ レ バ， 彼ヲ取 ラズ。 是ハ 他人 一一 對ヒテ 云 一一 ァ ラズ。 下/君 ト指 人-一 云 ナリ。 男ノ問 來テ閣 キ夜ナ 

レバ、 女 一一 タゾ ャト問 時、 タレ カレ ト オボ ッ カナ ゲ 一一 ナ問ヒ 給 ヒソ。 長月 ノ露 一一 立 沾テ夜 深 y マ 、デ 

誰 力 アーノ ム。 ？ 待 吾 一一 テア^ ゾ トヨ， メ^ 意ナ リ』 といって ゐ るが、 その 『オボ ッ カナ ゲ 一一』 ：； ふ々 と 

いふの は 好い。 この 歌は旣 に民謠 化して 居る 戀歌 だから、 ただ 一人の 男に むかって 云って ゐ るより 

も、 もっと 範圍が ひろい やうに 自然にな つて 居る。 それが かう いふ 戀歌 をして 廿 いけれ ども 氣樂に 

してし まふ 所以で も あるので ある。 

ィ 二 シへニ オリ テ シ ハ な チ コ /エフべ コ II モニヌ ヒナ キミ マツ ヮレチ  キミ ガラ イノ， ハイ ロニ 

卷十 (1ー〇 六 §0 に. 古 織 義之八 多 乎此暮 衣 縫而！！；^待吾乎。 卷 十三 (一一 三 七 六) に、 ^ 名 曰 者 色 

デ テ ヒ トシ リヌべ ミア シヒ キ / ャマ ヨリ ィヅ ルッキ マット ヒ トニ ハイ ヒテ キミ マツ ヮレチ  . ： - • ヽ L  - - IX  9 

出 人^ 知 足 01 木 能 山 從出月 待 跡 人 者 云 而君待 吾 乎が ある。 これに 似た ので、 卷 十二  (1  一一 0〇 二) に 

足 日 木 乃從山 k 流 月 待 登 人 爾波言 而妹待 吾 乎と いふの も ある。 民謠 風の 特色が あるので、 『？ 1;^』 を 

『妹』 と 置換 へても 役に たつので ある。 

此 歌、 六 帖に人 丸 作と して 『誰彼と 我.^ な 問 ひそ 長月の 時雨に ぬれて 君 待つ 人 を』、 柿 本 集に 『誰 

彼と 我 をな 問 ひそ 畏 月の 時雨に ぬれて 君 待つ 我 を』、 玉 葉 集に、 題 しらす、 人 丸、 『誰かれ と 我 をな 
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とひ そ 長月の 露に ぬれつつ 君 待つ われ ぞ』 として 入った。 

〇  ， 

.  ^  ス 

【卷 十二 三 四 一】 

秋の 夜 は 霧 立ち わたりお ぼ ほしく 夢に ぞ見 つる 妹が すがた を  、 

秋 夜， 霧發渡 夙 夙 〔凡 凡〕 夢見 妹形矣 、 

『秋 相 聞』 人 麿 歌集 出 第三 首で ある。 〇 秋 夜 舊訓 アキノ ョ ノ。 新考 アキノ ョ ュ。 新訓 アキノ ョ 

"0 〇 霧發渡 舊訓 キリ タチヮ タ,。 神 田 本 キリ タチヮ タリ。 ^匠 記 初 キリ タチ フク リ。 〇 夙 夙 夢 

見 舊訓 アサ ナサ ナ- ュ メノゴ トミ、 \  。 代 匠 記 初 シ クシ ク-  . ュメ 一一  モミ バヤ。 叉 は ホノホ ノー 一  • 

ュメ 一一  モ ミ バ ャ 。 代 匠 記 精 ホノボ ノー 一  • ュ メカ トゾ ミ^。 童蒙抄 ホノカ 1 一 モ叉は オボ ッ カナ 又は ホ 

ノ. ポ ノト. ュメ 一一  ゾ ミツ〃。 考ォホ 、シク • イノー ーゾ ミツル * 夙 夙 は 凡 凡の 誤。 『お ほ、 の ほ は を 

の 如く 唱』。 『今 本 三の 句 を 夙 夙と して あさな さなと 訓り。 さて 四 句 を ゆめの 如 見る と あれ どい とか 

け 合 や C 初 句 を 秋の 夜と いひ 腰 句 を あさな さなと いふ も あま， 0 なり。 朝な/^ ゆめの 如く 見る と：^ 


いと /、かけあ はす。 よ， 0 て 'るに、 凡 凡の 字 を 好事の 夙 夙と なして 訓を みだりにせ しなり』 >  ^ 

解. 古義. 新 は 考に從 つた。 〇 妹 形 笑 舊訓ィ モガ スガ タヲ。  • 

一首の 意。 秋の 夜に は 夜霧が たちわた つて 模糊と して ゐる (序詞)。 その やうに ほのぼのと 夢に 視 

た、 戀 しいき のす がた をば。 とい ふぐら ゐの 意味で あらう。 

この 歌 も民謠 化して ゐ るが、 如何にも 感じの 好い、 可憐な ところが あり、 抒情 民謠 としても 佳作 

の 部に 位する ものと 謂って いいで あらう。 また、 前に も屢 云った 如く、 人 麿 はかう いふ 民謠的 作者 

でも あ つた だら うと 想像す る こと も出來 る。 

f ルガ ス ミヤ マ 二 々 ビキォボホシ 々 ィ モ1^ ァヒ ミチ /チ nt ムカモ  .  オボ ホシク キミ 

オボ ホ シは、 卷十 (一九 0 九) に、 春霞 山 棚引 欝 妹 乎 相 見 後 戀毳。 同卷 (一九二 一) に、 不 明 公 

t ァじミ テス ガ /水 /十！ t- キ： ゃビ 子 n ヒヮ々 ルカ モ  ュフ- ックョ ァカ トキ ャミ /. オボ ホシ クミ シ t トュヱ ニコ ヒリな ルカ t 

乎 相 見 而管根 乃 長 春 日 乎 孤戀渡 鴨。 卷 十二  (三 001 一一) に、 夕月夜 五更 闇 之 不明 見 之 人 故 戀渡鴨 等 

の 例が ある。  ， 

ヮ ガヤ ド / アキ Z ハ ギ サクュ フカ ：1- 二  .1 マモ ir 

ィ モガ ス ガタヲ とい ふ 句 も 集中に なほ あり、 卷八 (一六 ニニ) に、 吾 屋戶乃 秋 之 芽 子 開 夕 影 爾今毛 見 

シ 力 ィ モガ スガタ チ  ィサ サメニ  < マモ ミ ザホシ アキ ハギノ シ 十ヒニ ァ ラム ィ モガ スザタ チ 

師香妹 之 光儀 乎。 卷十 (ニニ 八 5 に、 率爾 今 毛 欲 見 秋 芽 之 四 搓ニ將 有 妹 之 光儀 乎と ある 如くで ある。 

新考 で、 初 句 を アキノ ョ 一一と 訓ん だの は 1 見識で、 その 方が 調べと して は 却って 好い。 ただ 萬 葉 

に 假名 書の 例がない やうで ある。  ， 
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〇 

C 卷十 二 三 四 二〕  ， 

あき  ぬ  を はな、 うれ  お  な！ b こころ いも  よ 

秋の 野の 尾花が 末の 生 ひ 靡き 心 は 妹に 依り にけ るか も 

秋 野 尾花 末 生 靡 心 妹 依 鴨 . 

同じく 『秋 相 聞』 人 麿 歌集 出の 第 四 首で ある。 〇 秋 野 舊訓 アキノ \ ノ。 b 尾花 末 舊講 ヲパナ 

ガス ュノ。 童 il^ 抄ヲ バナ. 、カウ レ ノ。 〇 生 靡 舊訓 オト ナビ ク。 代 匠 記初ォ ヒナ ビキ" ^i^,-クチナビ キ 

生 は 打の 誤 (略解 • 古義. 新考 同訓)。  , 

一 首の 意。 秋の 野の 尾花の 枝が 生ひ繁 つてな びいて ゐる (序詞)。 私の 心 は 靡いて 妻の 方に 寄って 

しまった。. 妻の ことで 心 は 一ば いで ある。 

この 歌 は 上半 を 序詞に した、 民謠 風の 常套手段で 纏めた もので あ. 9、 氣樂に 作った 歌で ある。 併 

、  よ. V  *  m  .G ざ も こ 

し、 調子に 幾ら-か 棄 てがたい ところが あ..^、 かう いふ 結句の 歌 は， 『天雲の 外に 見し より 吾妹 子に 心 

も 身 さへ 緣 りに しもの を』 (卷 四。 五 四 七)。 『あづさ 弓 末 はし 知らす 然れ ども まさか は 1??^ に緣 にし も 


の を |「 卷 十二。 1 一九 八き。 『明日 香河瀨 瀨の珠 藻のう ち 靡き 情 は 妹に 依 6 にけ るか も. rs-l!!。 ョ 1H ハさ 0 

『^G が 身 ，-3 そ關 山越えて 此處 にあら め 心 は 妹に 依りに しもの を』 (卷 十五。 一一 一七 五 七) などの 例が ある。 

^十三の 歌と この 歌 LJ は 類似して ゐ るから、 この結句はひろが，.=^得る特色がぁるものと見ぇる。 

この 歌、 家 特集に 入り、 『秋の 野の 尾花が 末の 打な びき 心 は 妹に よりにし もの を』 となって ゐる。 

,  〇 

【港 十. ニニ 四 三〕 

pi  し ft-  お！ n  このは ち  とし  4  われ わす 

^^に 霜 ふり 1^ ひ 木 葉 散り 歳 は 行く とも 我 忘れめ や 

秋 山 霜 零 覆 木 葉 落. 歲雖行 我 忘 八 ，  - 

『秋 相 聞』 人 麿歌篥 出の 第五 首で ある。 〇 霜 零 覆 . 木 葉 落 舊訓シ モフ リヲ、 じ. コス ハチ〃。 

代 匠 E シ モ フリオ ホヒ. コノハ チリ。 〇 歳雖行 . 我 忘 八 舊訓ト シ" ュク トモ. ヮ レフ スレメ ャ。 

i^f シ ハュケ ドモ. ワレフス^  V ャ。 古義 ト シ ハュク トモ. ァレ フス， レ メャ。 

一哲の 意 は、 黄葉して ゐる秋 山に 霜が きびしく 降って、 木の葉 も 皆 散り、 年 もつ ひに 暮れて ゆく 

四 五一 一一 
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さう 時の 推移が あらう とも、 戀 しい 人 をば 決して 忘れ はぜぬ。 とい ふので ある。 

この 歌 は 上の句まで は 意味の 聯關が あるが、 序詞の 如くに なって ゐ るので ある。 それ ゆ ゑ、 時の 

推移が あっても とい ふのに カ點が あるので、 木の葉 散り 云々 とい ふのに カ點が あるので はない。， 代 

匠 記 精に、 『秋 山ハ 紅葉/. 意 一一 テ女 ノ盛リ 一一 譬へ タ レバ、 霜 ノ零如 ク髮シ ラケ、 木 葉 ノ落ダ 如 ク髮落 

齒 落テ、 歲ノ行 如 ク老杲 タリ ト. モ 我忘レ ノヤ。 忘 レジ ト云 意ナレ バ ナリ』 と あるの は稍考 過ぎた 解 

釋の やうで ある。 

この 歌 も 上半に 序詞の 如き 技法 を 以てつ づけ、 民謠的 傾向の ある、 やや 樂な 歌で あるが、 調子の 

いいと ころ は、 細 味が あって、 伸びて ゐる點 にある。 『ひ』、 『り』、 『とも』 のと ころ は 稍た るみか 

かって 居る。 『秋 山に 霜 ふりお ほひ』 とい ふ 表現 は、 新 古今 調な どに ない、 おほどかで 且つ 確實な 

ものである。  , 

此歌、 六帖 に、 『秋 山の 霜 ふりお ほひ 木 葉 散る 年 はへ 行け ど 我 わすれめ や』、 家 持 集に、 『秋 山に 霜 

ふりお ほひ 木 葉 散る 共に 行く とも 我 忘れめ や』 として 載って ゐる。 又、 夫 木 和歌 抄に、 人 丸 作と し 

て、 『あき 山に しもふりお ほひ 木 葉 散 としは ふれと も われ わすれめ や』 となって ゐろ。 


【« 十 •  二-一  一  二】 

我が 袖に 霞た ばし る 卷き隱 し 消たず てあらむ 妹が 見む ため 

我 袖 .财 雹 手 走 卷隱 .不 消 有 妹爲見 

以下 四 首、 『冬雜 歌』 の 中に 分類せられ、 『右 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出 也』 と 左 注せられ てゐ る。 〇 

霍手走 舊訓ァ ラレ クバ シリ。 代 匠 記初ァ ラレ. タバ シ〃。 〇 不消有 舊訓 ケズト モアレ ャ。 代 匠 記 

初ケ タズャ アラマ シ。 代 匠 記 精 ケタズ テア ラム。 考ケ. サズ テ アラモ。 略解 ケタズ モア ラン。 古寫本 

中 ケズカ モアレ ャ (元-神 • 西 • 細. 溫)。 

一首の 意 は、 私の 袖に 霰が たばし，. > 降って 來た。 これ をば 袖で 卷き隱 して、 消えない (解けない) 

やうに して 匿 かう。 愛する 妹に 見せむ ために。 とい ふので、 冬雜 歌で、 霰 を. 主にして 咏んだ 歌 だか 

ら、 霰 を 美化し、 それに カ點を 置いて 居る ので ある。 

『我が 袖に 霰た ばし る』 と 現在の 事 實を初 句 か， らい ふの は、 極めて 順 直な 表現で ある。 それから 
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すうつ と 結句まで、 心の 動く 儘に 表現して ゐ るの も、 橘 守 部 等が 旣に 注意した ごとく (短歌 撰 格) 自然 

で 無 現が 無？。 それから、 『消た やて あらむ』 とい ふ 句 も 、簡潔で 中味 多き、 古 調の 特質 を 示して ゐ 

る。 全 體は戀 愛の 粘 著 甘美 を 示して."^, てよ いが、 やはり 民謠： ^で 取 立てて いふ ほどの もので はない。 

此歌、 六帖 に、 『わが 袖に 霰おば しる 卷 きか へ しけた すて あらむ 妹が 見/もた め』 として 入って ゐ る。 

〇  . 

【卷 十， 二三 一三】 

やま  たか まきむ く きし . - まつ  ^  ^ 

あし ひきの 山 かも 高き 卷 向の 岸の 小 松に み 雪降り 來る  - 

足曳之 山 鴨 高 卷向之 木 志 乃 子 松 二 三 雪落來  ， 

第 四 句 コズ M  ノ マツ-一 と訓ん だ古寫 本が ある (元. 類 丄乐の 一訓)。 結句 舊訓ミ ユキ フリ ケリ。 元曆校 

本 ミユキ フ リクが.。 考に ミユキ フル ナリ。 新考 では 第二 句、 ャ マカモ サム キと訓 んでゐ る。 理 から 

行. ば サム キの 方が 順當 である。 卽ち高 字が 寒 字で さへ あらば 無論 さうな るの だが、 高 字で あるか 

ら暫く 高 字で 味 はねば ならぬ。 そして 此處 は、 古義の 如く、 『山の 高き が 故に， 甚 寒くて』 と 解せば 


解釋 が出來 るので ある。 小 松は必 すし も 小さい 松で なくと もよ ぐ、 卷 向の 岸は卷 向の 山 岸か卷 向川 

の 岸 か、 考 では 卷 向の 穴師乃 川の 岸 をい ふ歟 とい ひ、 新 考も卷 向川の 岸と 解して ゐ るが、 前 出 『朝 

^!5|-の；1^山ぎしに饅たなびく』 (卷 十。 一八 一 八) の 歌に 見る 如く、 ここ は 山 岸で あらう。 童 蒙抄に 『髙出 

は 常に 雪 降る もの なれば、 卷 向山の きしの 小 松に 雪降りた る を 見て、 山 高き かもと は 詠める 迄の 歌 

也』 と 解して ゐ るの はよ く、 山の 腹 叉 は 山麓の きしで あらう。 そこで 『高き』 が 利く ので ある。 

一首の 意 は、 卷 向山 は 高く 寒いだら う。 今卷 向山の 山 岸に ある 松の木に 盛に 雪が 降って ゐる とい 

ふので ある。  . 

人麼歌 維に は 卷，： 1: 山 を 中心として 咏んだ 歌が なかなか 多く、 その 中には 緊張した 大きい 歌 調の 歌 

が 交って ゐ るから、 人 麿 は その 邊にゐ ただら うと 想像しても そんなに 妄想で はない ところが ある。 

そして 此 土地に 來 はじめの ころ 咏んだ 歌と せば、 『山 かも 高き』 の 句が 毫も 不思議で はない. - 前に 抄 

した、 『卷 ，：！； の栴 原の 山 を 今日 見つ るか も』 (卷 七。 一〇 九 二) の 歌な ども、 土地に 來 はじめの ころの 歌 

とお もへば 說明 がつ， くので あり、 人 麿の 作 だとい ふ 假定が 成立てば、 其處 にいろい ろの 與^ ある 想 

像が： ^§1 し來 るので、 私は祕 かに この 歌 を 人 麿 作と して 想像して ゐ るので ある。 この 前の 歌 もさう 

だが， 『あし ひきの 山 かも 高き』 と 第二 句で 切って ゐる。 これ は 文法的に 切って ゐ るの だが、 聲 調の 

四 五 七 


上で は. 休止が 小さくて 連續 せしめて 味 ふこと が 出來气 そこに 人 麿 的な 流動 聲 調が あるので はな 

いだら うか" 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して 探られ、 霊 句 以下 『まき もく の 木 I のまつ にみ 

ゆき ふ， 5 けり』 となって ゐる 

〇  . 

【卷十 •  二 三 一四】 

b  こ i つ 5 れ あわ S き なが 

t 幕 1 の^^も いまだ 雲居ねば 子 松が 末 ゅ沫雪 流る 

- 卷向之 檜 原毛 未 雲居 者 子 松 之 末 由 ^雪 流 

. 〇未置 者 霍 イマ ダ. クモヰ ネバ。 古寫 本中ク モラ ネバ と訓ん だの も ある (元 一訓き。 童蒙抄 

はクモ ラヌー 一 と訓ん だ。 〇 子 松 之 末 由 舊訓コ マツ ガス エー 一 で. あり、 童蒙抄 コマ ッノ クレュ と 節み 

考 コマ ッガ ウレ ュと訓 み、 略解. 古義 以下 それに 從 つた。 〇| 流 舊訓二 ユキ ゾフ レノ。 代 匠き" 

ァ ハ ユキ ナガ レへ 童 蒙 抄ァソ ユキノ フ レノ。 古義 ァヮュ キ ナガ レノ。 これで 現在に 及んで ゐる。 代 一 I 


精に， 『i 浙句ノ 點誤レ リ。 ァ ハ ュ キ ナガ \ ト讃べ シ。 雪ノ降 ヲ流ル トヨ メか 事 集中 多シ』 とい ひ，^ 

に、 『五の 句 あわゆき ぞ ふる はい まだし』 と 云って ゐる。 校本 萬 葉に はァ 、ノ ュ キナ. ガ 〃を 代 眩 記 精の 

初訓 として あるが、 代 匠 記の 訓は初 稿本に 旣 にさう であった。 檜 原 は 檜 林の ことで、 卷七 (一 0 九 五」 

に、 始瀬之 檜 原。 同卷 2 1 一八) に、 彌和乃 檜 原が ある。 子 松は必 すし も 小さい 松でなくて 相 當の大 

きさの もので もい い。 

ひ はら 

一 首の 意 は、 卷 向山の 槍 原に 未だ 雲 も かからぬ のに 此處に 近い 松の梢から その あた..^ にかけ て沫 

雪が 碰に 降って ゆた。 とい ふ 意味で ある。 

雪の 降る 光 I 一 で 運動 を あら はし、 松の木ば かりで なく、 その あたり 1 帶に 降る 雪の 趣 だから、 

『ゆ』 の 助辭を 使って ほる。 この 歌 も 自然の 現象 さながらの 聲調を 持って 居り、 然 かも、 『ゐ ねば J 

とい ひ、 『うれ ゆ』 と 云って ゐる あたり、 重厚で 緊張して 居り、 謂 はば 漉い 手堅い ところが あってな 

かな かの 力量 を 示して 居る。 先 づ人麿 歌集 中に あって は 人 麿 作と 想像 せられる 部類に 屬 する もので 

あらう か。 人 磨の 聲調は 重厚 緊張のう ちに 淸爽 なる もの を 持って ゐる •。 これ も旣に 云った が、 此歌 

によっても 其 を 知る ことが 出來 る。 それから、 なせ 『雲ゐ ねば』 と 強調した かにつ いても 注意して 

妹 はねば ならぬ ので ある。 

. -  四 五 九  , 


i  w 六。 

I  ミ マツリ テ イマ ダ トキ ダ 二 力 ハラ 木パ トシ ッ キノ 

この 『雲居ねば』 の 如くに バを 用ゐた 例と して は、 卷四 (五 七 九) に、 奉 見 而未時 太 爾不更 者 如 年 

ゴトォ モホュ ルキ， t  ゥ ノ  ：4 モイ マ ダサ カネバ ホト トギス サホ / ャ マべ テキ 十キ トヨ モス 

月 所 念 君。 卷八 2 四 七 七) に、 宇 能 花 毛 未開 者 霍公鳥 佐 保 乃 山 邊來鳴 令 響な どが ある。 

きィ  -- 

この 歌、 新 古今 集に 家 持 作と して 入り、 『まき もく の 檜 原 もい まだく もらねば 小 松が はらに あわ ゆ 

きぞ ふる』 となって ゐる。 又、 家 持 集に 同 樣に訓 んで载 り、 夫 木 和歌 抄 にも 家 持 作と して、 第三 句 

以下 『くもらぬ に 小 松 か 末に あは 雪 そふる』 と訓 んでゐ る。 なほ 六 帖には 作者 を 記さす に载 せ、 『曇 

ら ねば 小 松が 末に 泡雪ぞ ふる』 である。 

〇 

【卷 十丄 i 一  五】 

やま ぢ  し  しら かし え-た  ゆき ふ  ，-c50  ^  J 

あし ひきの 山道 も 知らず 白檀の 枝 もと を をに 雲の 降れれば SILS.^ 

足 引 山道 不知 白杜找 枝 母 等 乎乎爾 雪 I 者 ノ截毛 

0 白杜找 シ ラカシ と訓ん だ。 代 匠 記 精に、 『不知 白 杜找ト ッ  >  キ タグ r 白 カシノ シラズ トツ ,， 

ケタ ラム - 一同 キ歟。 叉 古歌 ナ い パ サ^ 意 " ナク テオ ノヅ カラ 然产 歟。 白 カシハ 叉" クマ カシト モ云 


ヒ、 义ハ アマ カシ トモ 云歟』 と 云. ひ、 初 稿本に、 『白 かし はか しの木の 中の 一 種な-. >』 とい ひ、 巧に. 

『找！ I： は授 木な り 舟の 器に て かしと 訓 りよて 借し なり。 今本杜 找と ある は 誤な り』 と 云って ゐる。 

しら か し 

卽ち 常綠樹 の白欞 〈白 杜找) である。 漢名で は躬櫧 とも 書く。 喬木 だから、 S の 盛に 降って、 枝 も 挽 

むば か h に 降る 形容に ふさ はしい ので ある。 白欞の大木の枝も撓むばか，.^に雪が降って、 山 近 も 分 

からぬ までにな つたと いふので ある。 或 本に 結句が 『枝 モタヮ タヮ』 と ある 方 は 歌 はおる。 

この 歌 も 自然で 且つ 强く 相當 にいい 歌で ある。 聲 調が 流動的で 毫も 窒滯を 見ない。 この 歌で も、 

第二 句で 『山道 も 知らす』 と 文法的に ほ 切れて ゐ るが、 聲調 的に はや はり 連續 して ゐる。 この こと 

,  -  やま ぢ 

は旣. に 前言した が、 ■ ここで も 繰返して 置く。 なほ、 『山道 も 知らす』 とい ふ 言 ひ 方は簡 にして 充足し 

て り、 必す 作歌 上の 手本と な- 9 得る ものである。 〇 雪 落 者 ユキノ フレ レバと 訓ん だ。 この 歌の 

左 注に、 以上の 四 首に 就き 『右 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出 也』 と あるのに 績 けて、 『但件 一首 或 本 云 三方 

沙彌 作』 と ある。 (gss.M?-?ifJi ほ。. 矢 •) それ は 編輯 者 は 主観の 放恣 を 避けて 忠實に 注した の 

で、 歌 柄から いへば ここ 三 首 は大體 一し よに して 味って いいから、 必す しも 三方 沙彌の 作と せす と 

もい いとお も ふので ある。 卷 十七 (三 九 二 5 に、. 天平 十八 年 正月、 紀 朝臣 男根の 應詔歌 『山の 峽 そこ 

とも 兑 えす 1 昨日 も 昨日 も 今日 も 雪の 降れれば』 とい ふの が あるの は、 この 人 麿 歌集の 歌から 來て 
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ゐ るので あら ラ。  、  . 

この 歌、 柿 本 集に、 『枝 もた わ わに』 と ある。 叉、 拾遺 集 及び 六帖 に、 『枝に も 葉に も』 として 載 

り、 拾 遣 集で は 人 麿 作と、 して ゐる。 なほ， 柿 本 集に は、 『山の 峽そ こと も 草え す 白徑の 枝に も 葉に も 

雪の 降れれば』 とい ふの も ある。 

, 〇 

都 

〔卷 十二  |ーー一ーニ 三】 

:\  f4  そら  けこ. あ  づきへ 

零る 雪の 空に 消ぬべく 戀 ふれ ども 逢 ふよし なくて 月ぞ經 にたる 

零 雪 虚空 可 消 雖戀 相 依 無 月經在 

『冬 相 聞』 の 最初に 出て をり、 次の 歌の 後に 『右 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 注して ある。 0 相 依 

無 舊 訓ァフ ヨシ， ヲ ナミ (き？ 細き 襲)。 類聚 古 集ァフ ヨシ モナ ク (古義 同訓 ；>。 考ァフ ヨシ ナクテ 。新 

考、 新 訓等は 考に從 つて ゐる。 〇 月輕在 舊訓ッ キゾ へ 11 ケル。 類聚 古集ッ キゾ へヌ ラシ。 代 匠 記 


一首の 意 は、 降る 雪が. 半 空に 消 ゆる ごとく  (序詞)、 心 も 消えん ばかりに 戀 うた けれども、 逢 ふ 術 

もな く、 徒らに 歲 月を經 たとい ふ 歌で ある。 

序 歌 も 意味の ある 序 歌 だが、 『消ぬべく』 までの 音調が いいので、 さう 耳觸 りに ならす * 快い い 

感じの する 歌で ある。 然 かも、 寫象 として 浮んで 來る 雪の 光景 は 比較的 鮮明であって、 それ をも鑑 

賞 者 は 注意すべき である。  、 

. 第 四 句 考に從 つて 置いた が、 舊 訓も棄 てがたい ものである。 ナクテ と 績けた 例 は、 卷三 (二 五 七) 

力 や サ子モ 十クテ サブ シ モ n グ ヒトナ シ -ー  サ チカヂ モ ナクテ サ ブ シ モ n ガム トモへ ド 

に、 梶掉毛 無 而不樂 毛 己 具 人奈四 二。 卷三 (二 六 〇) に、 竿 梶母無 而佐夫 之 毛 榜與雖 思。 卷十 (ニニ 三〕 

マス ラ チノ ココ ロハ 十クテ アキ ハ ギ ノ  シキ タへノ マ クラ チマ キプ .1 モ トワレ ト ヌル ョ ハ +クテ トシ ゾ へニケ V 

に、 丈夫 之 心 者 無 而秋芽 子 之。 卷十 一 (二 六 一 五) に、 敷 拷乃枕 卷而妹 與吾寐 夜 者 無而年 曾經來 等が 

ココ n  二 ハオ モヒヮ タレ ド ョ -.7 十， ミ 

ある。 ただ、 舊 訓のァ フ ョ シヲ ナミめ 類例 は、 卷四 (七 15 に、 情 爾者思 渡 跡 緣乎無 三。 卷四 (七 

六 一) に、 早 河 之 爾居 鳥之緣 乎奈彌 等が あるのに、 ヨシ ナクテ の 類例が 無い。 

(ふる) 

• この 歌 は、 it 本 集に、 『ふる 雪の 空に 消ぬ. ベく 思へ ども あ ふよし もな く年ぞ へに ける』 及び 『あわ 

(そらに 消ぬべく)  ,  (を) (Dp) . 

雪の 降る に 消えぬ ベ く 思 へ ども あ ふよし もな み 程ぞ經 にけ る』 として 载 つて ゐる。 

、 
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【卷十 •  二三 三 四】 

あわゆき  らへ  ふ  し  こ ひ  け な. か  われ  み  し：^ 

沫雪は 千 重に 零り 敷け 戀 しくの 日長き 我 は 見つつ はむ .  - 

沫雪 千 重 零 敷 戀爲來 食 永 我 見傯 

『冬 相 聞』 として、 (二三 一一 一三) が あり、 その 次に この 歌が あるから、 左 注の 『右 柿 本朝 臣 人 麿 之 歌 

；; 架 出』 とい ふの は、 この 二 首の こと だと 代 匠 記で 注意して ゐる 如くで あらう。 0 沫 雪. 千 重 零 數 

舊本 『千里』 と あり、 ァハ ユキノ  • チサ トフ リシ キ。 代 匠 記初ァ ハ ユキ". チサ トフ リシ ケ。 考ァ 

ハ ユキノ.. チへ 一一 フ リシ ク、 里 は 重の 誤。 これ は 旣に童 蒙 抄も呈 案して ゐる。 略解 ァヮ ユキ ハ • チ 

へ - フ リシ ケ (古義 • 新考 同訓 )0 古寫本 中元 曆 校本に は 『千 重』 と あり、 チ へ 一一 フ リシ キと訓 んでゐ る 

〇 戀爲來 . 貪 永 我 舊訓 コヒ シクハ • ケ ナガ クフ レャ。 代 E 記 初 コヒシ クー 一. ケ ナガ キフ レモ。 童 

蒙抄 コ ヒシキ I 一  .ケ ナガ クフ レャ。 考コ ヒ シケク .ケ ナガ クヮレ ハ。 略解 コ ヒ シクノ  • ケ ナガ キフ 

\ ハ 、古義 • 新 考* 新訓同 ノ。 

I  ノ ク訓、 但 古義ァ レハ」  ,  . 


一首の 意 は、 沫雪は 千 重に もさかん に 降り 積れ よ。 もう 人を戀 して 長い 月日 を經て 居る 私 は、 そ 

れを 見つつ せ^て 戀人 を^ば う。 とい ふので ある。 

卷 二十 (四 四 七 五) に、 波 都 由 伎 波 知敝爾 ■ 布 里 之 家 故 非 之 久能於 保 加 流 和 1 波 美 都 都 之努波 率と いふ 

のが ある。 恐らく 人 麿 歌：^ の此 歌の 影響で あらう。 そして、 この 歌の 方が 卷 二十の 歌よりも、 調が 

伸びて 淸爽 の氣が あり、 立 優って ゐ るが、 それでも やはり 何處か {AG? に 作って ゐる點 が ある。 た： t ；、 

降-ま 1! を 見て、 その 聯想から 戀人 をお も ふとい ふ單 純な 解釋 でな しに、 表現が 斯く 直接に 云って ゐる 

の だから、 鑑賞 者が、 過程の くだく だしい 事は拔 きにして、 象徴的と して 理會 する ことが 必要で あ， 

,  二、 ハニ フル ユキ ハチ、 ヘシ ク  フル ユキノ チ 

る。 なほ、 參考 として、 卷 十七 (三 九 六 0) に、 庭-雷 敷 流 雪 波知敝 之久。 卷 十九 S 二三 5 に、 落 罄之千 

i ー舰 稷許贫 吾等 立 可氏爾 等の あるの を あげて 置く。 

コヒ シクノ とい ふ あら はし 方 も 現代の 吾等に は 珍ら しいが、 萬 葉に もこの 二 例の みで あり、 類似 

コヒシ ク ハ 力 タミ 二 セョト ヮザセ n ガ ゥヱシ アキ ハ ギ ハナ サキニ ケ リ 

の ものに は、 卷十 a  二 一 九) に、 戀之久 者 形見 爾爲與 登 吾 背 子 我 殖之秋 芽 子 花 爾家 里。 卷 十六 (一一 1 

B ヒシ <J ^ニイ タキ ヮ V ミゾ イチ ジロ クミ ニシ ミト ホリ 

All) に、 態 之 久爾痛 吾 身せ 伊知 白 苦 身爾染 〔等〕 保 利な どが ある。 
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萬 葉 集卷十 一 所 出 歌 ， 


〇 

【卷十  一 •  二三 五一】 

^ひ t，^  力べ くさ 力  いよた ま  くさ  ごと よ  あ  をと め  き， JS 

新 室の 壁 草 t 刈りに 坐し 給 はね 草の 如 依り 合 ふ 未通女 は 君が まに まに 

新 室 壁 草刘通 御座 給 根 草 如 依 逢 未通女 者 + 公隨 

旋頭 歌と いふ 題の もとに 整理され た 一群 十七 首の 歌の 始の もので、 以下 十二 首に、 『右 十 

二 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 左 注が ある。 萬 葉 集の 目次に は、 『古今 相 閒往來 歌 類 之 上』。 『旋 

頭 歌 十七 首』 と あり、 その 目次 を 代 匠 記 精 撰 本に は、 『柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出 旋頭歌 十二 首、 古歌 集中 

出 旋頭歌 五 首』 に 改めて D15 る。  ., 


O 新 室 一一 ヒム 0  ノと訓 む。 新しく 造クた 家のと いふ 意" この.^ の 歌に も 新 室 路靜子 

之が あ..^、 卷 十四 5 一, ^〇5 にも： 爾比牟 路能許 騰伎爾 伊 多禮^ とい^ 例が ある。 なほ、 古事記 3;:^ 行 

天皇の 條に、 於是言 n, 動 爲，， 御 〔k〕 室 樂 r 設； ー備 食物 1 故 遊 二  11； 其 傍， 待，， 其 f 曰- 云- -。 淸寧 天皇の 條に、 

到， -其國 之 人：^ 名 志 自牟之 新 室 1 樂云々 と あり、 日本 紀淸寧 天皇の 卷 に- 忍 海 部 造 細目き 室 1K. -。 顯宗 

天皇の 卷に、 適 會ニ縮 見 屯 倉 首 縱賞新 室以， 夜 繼.， 晝云々 と ある。 0 璧草莉 通 力べ クサ カリ-一と 訓 

力べ クサ 

む。 壁 草 は、 『力へ 草 r 新 ラシ ク造 レグ 屋"、 先 壁 ヲモ草 ヲ刈テ カコフ ナリ。 今 モ田舍 一一 ハ 柴ナド 

\-_ テ カコヒ テ壁ノ 力 ハリ- 一 スダ故 一一 ャ』 (代 匠 記 精) と あるに よって 大體を 推察す る ことが 出來 る。 延 

喜 式の、 g.- 都以， 草 はこの 壁 草と 同じ だら うとい ふの は 黑川盛 隆の說 である (略解 追加)。 そして、 こ 

V 、さ すす >J 

の 草は簿 であらう。 〇 御座 給 根 イマ シ タマ ハ ネと訓 む。 舊訓ミ マシ タマ ハ ネ。 代 匠 記初ォ 、ノ シ 

マ 、ノ ネ。 古義 ィ マシ タマ ハネ。 御いで 下さい、 とい ふ 敬語に 使って ゐる。 〇 草 如 . 依 逢 クサ ノ ゴ 

ト • ョ リアスと 訓む。 草の 寄り あ ふやう に 依り 錄 ふで、 やはり 靡き 體を 依せ て從ふ 意に もなる。 古 

義に、 『多く 女の 依 相 をい ふに は あらで、 これ は 一人の 女のう へに て、 草のより 合 e 靡く ごとく、 容 

儀 しなやかに してうる はしき をい ふなるべし』 と あるが、 字面で は、 なびき 寄り 從ふ 意が 主で あら 
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くさ すすき  をと め 

どうぞ 新しい 家の 壁草莉 りに お出かけ ください。 草 (薄) の やうに 靡き 從ふ 美しい 未通女 

は、 あ. lb たの 御 自由です。 

旋頭 歌で 二 段から 成立ち、 第一 は、 新しい 家 を 作った その 家の 壁 草 を^.^ においで なさ 

い。 第二 は、 その る 草の 靡く やうに 靡き 從ふ 未通女た ち も 思 ひの 儘で せう。 ！！？^に任せませぅとぃ 

ふの， である。 短歌なら ば 第一 段が 序詞の やうな 形式になる ところ だが、 旋頭歌 だから、 第三 句で 休 

止と なって 序詞ら しくなくなる 特色 を 有って ゐる。 勞 働に 伴うて 歌 ふやうな、 謂 ゆる 民謠 的な 勞働 

歌の 一種の やうな 味 ひが あり、 素朴な 感情 愛す. べきで、 新築の 樂 などに 歌った ものと もお もへ る。 

調べ もまた 確實の 中に 甘美 を 保持し、 學 ばねば ならぬ 點が 多い。 

この 歌に 就き、 『此ハ 人 ノ娘ノ 許へ ヨキ 男ノ忍 ビテ通 ヒ來〃 ヲ、 親ノ許 サム ト思ヒ テョ メ〃 ナルべ 

シ』 (代 匠 記 精 ：>。 『此 歌と 次なる と 二 首 は、 女 持た る 人の もとへ、 心 あ， 9 て 通 ふ 男の ある を、 おやの 

ゆるして、 聲 にせむ と 思 ふ 意を吿 てよ める なるべし。 さて その 折から、 此人新 室つ くりた る 故に、 

託 て 云る なるべし』 (古義) 等と 解釋 して ゐ るの は、 此歌 を民謠 的に 解釋 しなかった からで ある。 

つま， o、 此歌 はさう いふ 個人的の 事柄よ. り も、 誰に でも 當 嵌まる やうに なって ゐる ところに その 特 

色が 存じて 居る ので ある。 


【卷十  一 . 二三 五 二】 

に ひ むろ  ふ  しづ  こ  た だま な  たよ  ごと て  きみ  5* つ  i を 

新 室 を 踏み 鎭む 子し 手玉 おらす も 玉の 如 照りた る 君を內 へと 白せ 

新 室 踏 靜子之 手玉 鳴 裳 玉 如 所 照 公 乎 內等白 世 

〇 踏 靜子之 フミ シヅ  < 'コシ と訓 む。 新築の 時、 地鎮祭 を 行 ひ 地 を 踏む の をい ふので、 

『子」 とい ふの は 古義に、 『何に まれ、 その 業 をす る 伴 をい ふ』 と あるが、 此處 では、 未通女 或は 巫 

女の たぐ ひ をい ふので あらう か。 舊訓フ ム シヅノ コ シ (仙 覺新點 )。 古點フ ム シヅケ コ、 ガ。 古寫 本屮、 

フ ミ シ ヅ ガ コ ガ (細： *。 フ ムシ ヅ ケコガ (嘉. 古)。 フム シ ヅ ガ コ シ (西)。 代 匠 記 は 古點を 採り、 童蒙抄 

ホ ムシ ヅ ノコ ノ。 考ク ミシヅ ノコ ガ。 古義 フ ミ シヅム コガ。 今、 フ ミ シ ヅ ム コ と 古義 の 訓に從 つた 

が、 フミ シヅム 〃コと いふ 意味で ある。 連體 言の 意味で 終止 言 を用ゐ たもので ある。 書紀顯 〈-: 小の 卷 

ツキ タツ ルヮ カム p ッ十ネ ツキ タツ ルハ シラ ハ コノィ へノキ ミノ？  n  n  ロノ シヅ メナ リ  Jl.r ャ.^ r- ゥチ 

室 毒の 御 ，澗 に、 築立稚 室お 根 築 立 桂 椴 者此家 長 御 心之镇 也と あり、 出 雲國神 賀詞に 大 宮能內 

ト ，.、 力 ドノ ハシ ラ， ゥ ハツ ィ； ネ 二 フミ 力 タメ  -ンタ ：- ィハネ テ フミコ-フシ 

外 御門 桂 乎 上 f& 石 根 爾踏堅 米 下 石 根 爾踏凝 之 云. <と あり、 威觀 儀式 踐舴 大嘗 祭儀に、 鎮- -稻實 殿- 
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云々 と あり、 止 由氣宮 儀式 帳に、 新造 正殿 地 鎮 料 云々 と あるに よって、 地 を 踏んだ こと を 知り 得 

るので ある。 0 手玉 鳴 裳 タグ マ チラ ス モと訓 む。 手の 飾に した 玉が、 體を 動かす につれ て 鳴る の 

をい ふ。 舊訓 タグ マナ ラシ モ。 代 匠 記 初タダ マナ ラス モ。 古寫本 中、 テ タマナ^ モ (嘉 .古* 細)。 タ 

タ マナ ラシ モ (西. 文. 溫 .古. 矢 丄る 等の 訓が ある。 卷十 (一一 〇 六 五 ：>  に、 足 玉 母 手 珠毛由 良爾。 卷 ニニ 

タ マナ ラバ テ 二 マキ モ. r ァ  . 

五 0) に、 玉 有 者手爾 卷持而 等と ある。 〇 玉 如 . 所 照 公 乎 タマノ ゴト • ーグリ タル キミ ヲと訓 む。 玉 

の やうに 立派な 御 方と いふ 意で、 前の 『玉』 からの 聯想で、 『玉』 とつ づけて ゐる。 舊訓テ リタ〃 キ 

ミ ヲ。 代 匠. 記 初 テラ セ^ キミ ヲ。 略解 補正 テ レ〃 キミ ヲ。 〇 內等白 世 クチへ トマ ヲ セと訓 む。 ど 

ぅぞ おは ひりく ださいと 申せと い ふ 意。 舊訓ゥ チ-ー トマ ヲセ。 . 童 蒙抄ク ッヒ トシ ラセ 又は ゥチ 一一 ト 

ァカセ 。考 クチへ トマ ヲセ (辆？ 新)。  . 

をと め 

新しく 家 を 造る ために、 地 堅め をしつつ ゐる 大勢の 少女 等が、 運動に つれて 手 飾の 玉 を 

鳴らして 居る のが 聞こえる。 あの 玉の やうに 美しく 立派な お 方 をば、 家の 中へ おは ひりに なるやう 

に 御 案内 申せ。 とい ふので ある。  ノ 

この 歌 も、 二 段から 成り、 『新 室 を 踏み 錄む 子し 手玉 鳴らす も』 までが 一段、 『玉の ごと 

照..^ たる 君を內 へと 申せ』 が 二 § じある。 そして、 この 二つが、 『玉』 とい ふ 語で 連接して ゐ るの だ 


が、 それが 誠に 巧で、 卽 いて ゐ るが卽 過ぎて ゐ すに 旨い 具合に 調和 を 取って. Q るので ある。 第二 段 

は、 第一 段 を 受けて、 その 玉の 如くに 照る やうな 好い 男の 公 をば 家の 中へ お 入、 0  ください といへ と 

いふ、 女の 氣持 になって 云って 居る。 すべてが 民謠風 だから、 何處の 誰と か、 どうい ふ 男女と かの 

, 詮議 を 要しない、 氣 分で 歌 ひ あげて ゐ るので ある。 此 歌と 前の 歌と は 恐らく 連作 的の ものである だ 

らう。 そして 共に 家の 新築のと きに 歌 ひ 且つ 踊った ものである だら う。 續 日本 紀 所載、 齊龜 元年の 

歌お 一の 歌に、 乎 止 資良爾 乎 止 古 多 智蘇比 布 iK 奈良湏 爾詩乃 Sk 夜 古 波 與呂豆 與乃美 夜と あるの も、 男 

女が 共に 相 群れて 踊る 趣の 歌で ある。  I 

全體が 豊かで 潤 ひが あり、 男女 間の 情味 を 歌 ひ あげて 居て 毫も 輕 浮に 墮 ちて ゐな いの を^ ふべ き 

である。 この 歌 は、 大勢の 若い 女の 心 持が 全 體を領 して ゐ さので あるが、 そこに 一人の 美しい 男 を 

點 出して、 それが 中心と なって 大勢の 女の 體も心 も， 循環して ゐる ところで ある。 全體が 具象的で、 

寧ろ 肉體 的と 謂 ひ 得る 程で.^. る にも 拘 はらす： 下等な 厭な ところがない。 

『玉の 如 照る』 などと 男 を 形容して ゐ るが、 萬 葉に は、 卷 二十 S 三 九 七) に、 見 和 多 世 婆 牟加都 乎 

能倍乃^な：小附保比；11|里\±^多且流&す之伎多我都麻とぃふ.のもぁって參考になる。 男から い へ ば 美し 

い 女 は： 玉の 如 照る ともい 丄が、 女から いへば 好い 男 はや は h -、 玉の 如 照る とい ふこと になる ので 
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あらう。 

シゾ/  n  シズャ 力 

代 匠 記で は、 靜 子と 訓み、 『靜 子ト ハ沈 靜ナ〃 男 ナソ。 新 室ヲ作 テョ ク治ム ル沈 靜ナダ 人トホ ム \ 

意 ナリ。 或ハ 新室ノ 主人 ハ此 男ノ親 一一 テ親ノ 道 ヲ踏ト 云 へ 产歟』 とい ひ、 考 にも、 『地に は 踏 平し、 

家に に踏靜 むて ふ哥 うた ひて を どり などす る 事 ある ベ し。 かくて その 男の 名 を靜の 子と いひし に 踏 

靜 とい ひかけ たる 也』 などと あって、 個人的に 且つ 固有名詞 的に 取扱って ゐ るが、 さう 解釋 して は 

無理になる ので ある。 

かう いふ 民謠 風な 歌が 人 麿、：^ 前から あって、 人 麿 歌集 中に 收錄 された もの か、 或は 人 麿 も ある 機 

會 にかう い ふ民謠 風の もの を も 作った か、 兎に角 皆相當 にお もしろ いものば かりで ある。 

〇  「  , 

〔卷十 I  •  二三 五三】 

はっせ  ゆ つき  もと  わ  かく  つま あかね  て  つくよ  ひとみ 

長 谷の 五 百槻が 下に. 吾 隱 せ る 妻 茜 さし 照れる 月 夜 に 人 見て むか も 

ひとみ 

1 云、 人 見 

つちむ か 


長 谷 「シ槻 下 吾隱， 在 妻 赤根剌 所 光 0: 夜邇 人 見點鴨 ife;^, 私. - 

〇 長 谷 、ノ ッセ ノと訓 む。 現今の 大和 磯城 郡 初 瀨町を 中心とする 土地で ある。 古寫本 巾、 

ゆ つき 

ハッセ ノヤ Gii. 細) と 訓ん だの も ある。 〇 弓槻下 ュ ツキ ガ モト 一一と i む。 ュ ツキ は- 五 百槻の # 

味で、 大木で 五 Kn 枝も澤 山の 枝の ある 极の 木と いふ 意味で あらう 解 •)。 『玉 ぼ を約轉 して. S 

とい ふ は 神代 紀の湯 5 &桂、 湯津爪 蹄の 類な り。 初瀨に 五百枝 繁き 大槻の 有て そこ を かくいへ るなる 

べし』 (考 )。 .w 事 記 雄 略 天皇 條に、 又 天皇 坐- 1 長 谷 之 百 枝槻下 1 爲 -1 豊樂- 之 時 云々。 爾其ぼ 枝 槻葉ー I 

浮 一一 於大御 一  IK々。 三重 姝の 歌に、 毛 毛 跑流都 紀賀延 波 云々 と あるの も參考 となるべく、 また 考で 

.  いよつ A つら  ゆつ かつら  S ほざ さ  ゆ ざ さ 

言った 如く、 五 ぼ 筒 桂の こと を湯维 桂と いひ、 また、 五 百 小 竹の こと を Fjg 小 竹と いふ Q に 擦っても、 

この 解釋の 根據を 知る ことが 出来る。 併し 以上の 解釋の ほかに、 弓 機 は、 齋槻の 意 ^ 新訓) とし、 「.？ 

作る 槻の意 < ^代 とし、 或は 弓 槻が嶽 のこと だら う (考 Q 頭注) とする 說も ある。 若し 4 棵が嶽 だ 

とすると， その 山の 麓の 村 あたりと いふ 意味になる だら うと 思 ふが、 それで は 歌 は 面白くなくなる 

から、 此處 はや は.. -大槻 の 木め 下と いふ 意味で あらう。 〇 吾 隱在妻 フガ カク セ \グ マと 訓む。 考 

ヮガ カク セシッ マ。 in 寫本 中、 力 クシ タル ツマ (嘉 )。 フガタ クシ クルツ マ (細) 等の 訓が ある。 こ の 
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. ^の 歌に も、 隱在其 妻の 句が ある。 〇 所 光 月夜 邇 テ W ックョ 二 と訓 む。 舊訓テ レ クッキ ョ 一一。 

ァ力. K  一  シ テ ン ，レ ゥク ョ 二 タ. タニアへ， ノ トモ 

代 匠 記 初 書 入 P テレダ ックョ 一一。 卷四 (五六 五) に、 赤 根 指 照 有 月夜 爾直相 在 登 聞め 例が ある。 〇 

人 見 點鴨ー Ife 牟 1^ 見 ヒ トミ テム カモ Ji ハフ"：^ と訓 む。 テム は 助動詞 『つ』 の將然 形に 助 動 1^ 『む』 

が接績 した 形で、 『つ』 は 下 二 段 活用の 如く テ、 ク、 ッ、 ッグ、 ッレと 活用し 、『主観的に は 陳述 を 確 

むる 意 を あら はし、 客觀 的に は その 事の 完く 了れ る を 示す』 (山 田 氏) ものである。 卷ニ  (ニー  丸) に、 

シヌビ 力.？ ァ ムタヮ -1- ；： ノ ゴト  キミ ガッ カヒチ マ チヤ 力 ".^テ- ム  ， . ， vt^^  /二  ^r^  -hjti 

忍 金 手 武多和 郞波乃 如。 卷四 2 ハー 九) に、 君 之 使 乎 待 八 兼 手 六。 卷六 (九 五 七) に 袖 左 倍 所 沾而朝 

菜 採 手 六。 卷 十八 (四 0 四 三) に、 知 良 之 底 牟可母 等の 例が ある。 

よつ せ  あかね さ， し 

長 谷 (泊 瀨) にある 枝の 澤山繁 つた 親の 木の下に 隱 して 置いた 妻。 〔赤 根 刺〕 明るい 月夜に 

は、 ひょっとせば 他の 男が その 隱し妻 を 見つける ので は あるまい か。 不安で ならない。 とい ふぐら 

ゐの 歌で ある。 

. この 歌 も 古. M 素朴で 誠に 具合の いい ものである。 一人の 男の 氣 持で 歌って ゐる けれども- 

獨咏 的な 戀 歌と いふよ. 9 も 寧ろ 民謠 的と いふ ことが 出來 る。 そして、 『あかね さし 照れる 月夜に』 と 

いふ あたり は 自然に その 當 時の 民俗 を 暗 指して ゐ るので、 都市 風で ない ところ もお もしろ く、 『機が 

もとに』 妻を隱 すと いふ こ丄 も、 一般 謠の 特色 を發 揮す るのに 充分で ある。 そして、 さう いふ 田園 


的で ありながら、 一 首の 聲調は 古雅で 後世ぶ-りと 大に違 ふと こんが ある。 私 等が 古 調の 歌 を 云々 す 

るの は、 かう いふ 好い ところが あるた めであって、 ただ 徒らに 古色に 淫 して ゐ るので はない，。 

此歌 は、 縝千截 集に、 題 しらす 讀人 しらすと して、 『泊 瀬の や 弓槻が 下に 我が 隱 したる 麥 t: さし 照 

れ る：^ 夜 II ひと 見け むか も』 と あ b -、 叉 夫 木 和歌 抄 に、. 人 丸 作と して、 『初瀨 の やゆ 機が 下に 隱れた 

る 妻 あかね さし 照る 月夜に 人み てむか も』 と ある。 

y 〇 

【巷 十  一 . 二三 五 四〕  、 

J すら を お 6 みだ  かく  つま あめ つら， - ひ ほ て、  <^ は .^  _  3 

健 男の 念ひ亂 れて隱 せる その 妻 天地に 徹り 照る とも 顯れめ や も 

1 云、 ます も を の 

おも ひたけ びて 

健 男 之 念亂而 隱在其 妻 天地 通雖光 所顯目八方 J^SIfi^" 

  ますら を  IJ し  * 

^piq 〇 健 男 之-念 亂而 マス ラ ヲノ. ォ モヒミ ダレ テと訓 む。 丈夫の 心 も ^に i れ ての 

ますら を 

,ぐ して 七 は 前の 歌に 和した 趣で あるから、 女が 斯う 云って ゐ るので、 この 丈夫と いふの は 『丈夫で 
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ある あなたが』 と 二人 稱の 意味になる。 〇 隱在其 妻 カク セダ ソノッ マと 訓む。 舊訓 カク セグ ソノ 

ツマ, 古寫本 中、 カク レタ^ ソノ ツマ (古：)。 力 クシ タ^ツ マ (i;> 等の 訓も ある。 隱 したる 麥 と客觀 

的に 云って ゐ るが、 『あなたのお 隱 しにな つた 妻の わたくしが』 とい ふ 意味が 籠って ゐ るので ある。 

0 天地. 逼雖光 ァメ ツチ  一一 • トホ リテル トモと 訓む。 此は 月光が 照って 天地に 通る と， もとい ふの 

で、 前の 歌 を 受けて ゐ るので ある。 舊訓カ ョヒ テグ トモであった の を、 代 匠 記で ト ホ リテ^ トモと 

n  n  二  ニゥミ マツリ ヌ ノ テ  ォホ ヒル メん ムチ. r 

訓ん だ。 『通 雖光ハ 今按ト ホリテ A トモ ト讀 べシ。 神代 紀上 云、 於是 共生， 一 日 神ー號 一一 大日 雲 貴,。 

此子 光華 明 彩 照 ニ徹於 六合 之內 一。 此照徹 ノ字ノ 意 ナリ。 但今ハ 上-一所 光 月夜 ト云ヲ 踏テ、 大 カタ 

ノ 月明 キ夜ヲ バ猶深 ク此マ スラヲ ガ樣々 一一 思ヒ廻 ラシ- ァ隱セ 〃妻 ナレ バ、. 假令此 月 ノ光ノ 天地 ヲト 

ホ シ テ 照ラ スト モ顯" レ ノヤ、 顯ハ レジ トナ リ』 (代 匠 記 精) とい ふのに 從 つてい い。 然るに、 眞 淵が- 

『日の 光は隱 ると いふよ， 9 譬る のみに ていかなる 大事に ありと もて ふ 意な， 0』 (考) とい ひ、 略解 も 

それに 從 つて、 『日の 光の 天地 を 照らして、 隱れ なき 如く 有と も』 と解釋 したの は 誤で ある。 それ を 

古義で、 『よの 常の 月光 はさる ものに て. たと ひ 天地の かぎり、 て， 0 とほる こと あ， りと も』 としたの 

は、 契 沖の 說に 復歸 したので 正解で ある。 〇 所顥目 八方 ァラハ レメャ モと訓 む。 『たは やすく あ 

ゥモ レギノ 

ら はれむ や は、 あら はれ はせ じと な- 9』 (古義) とい ふので 大體 がわ かる。 卷七 (ニー 一八 五) に、 埋木之 
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ァ ラハル マジ キ ュトト ァ ラナ クニ  タヅ ヌジ ノア- ブ ハ n マテ モナ. K チサ 本 ナベ 

不可 顯事 等不有 1!:^ 卷 十四 C 一 1  一 SM 四) に- 多都脊 自能 安良 波路 萬 代母：！ ji:! 彌乎； 婆の 例が ある。 

〇 I  一， w、 大夫乃 思 多 鷄備氐 マス ラヲノ ォモヒ タケ ビテ と訓. む。 この 句が ある もの だから、 舆淵 は- 

『亂』 は 『武』 の 誤 だとし、 ォモヒ タケ ビテを 正 僂と し、 『健 男の 武き心 を 以てよ ろ づの事 をき とか 

まへ て隱 せし とい ふ 也』 (考) とい ひ、 古義で も. 『大夫 乃 思 多鷄備 S と ある ぞ现 協へ，^ とお ぼ ゆる』 

と 云った が、 『おも ひ亂れ て』 の 方が 寧ろ 自然で あらう。  - 

そんなに 御 心が 戀に 亂れ て、 ぉ隱 しにな つた 妻、 その 妻の 私です もの 

、 明るい 月夜で も、 決して 他の 男に 見つかる やうな こと はあり ませぬ- 

はっせ  ゆ つき 1ft- と  かく  あかね  つくよ 

『長 谷の 五 百 機が 下に 吾が 隱 せる 妻 茜 さし 照れる 月夜に 人 見て むか も』 

もの だから、 女の歌と！^^做してぃぃ。 それ だから、 個人の 作者 を 聯想 

をみ なご ころ 

、 誰と いふ ことなく、 一般の 女心 を 代表した ものと して 味 ふこと も 

看做す こと も出來 る。 それ は、 この 歌に は、 何 か客觀 的な ところが あ 

て は、 稍 一般的 過ぎる からで ある。 

强ぐ、 特に， 『天地に 徹， 9 照る とも 顯れめ や も』 は、 强 くて 自然で ある _ 

ほど 細かく 分化せ すに、 根本の 調べ をな して 居る 點に 注意す ベ きで あ 

四 七 七 


四 七 八 

る—  ,  アサ ザ ミノ 

『思 ひみ だれて』 とい ふやうな 云 ひ 方 も 誠に 旨い もの だが、 萬 葉に は、 卷四 (セ きに、 朝髮 之 

ぉヒ, IV 如 鎖 V 姉ガ之 i すゾき f ケ 家ぎ。 卷 t 一一 。きに、 解 衣 思亂, 卷卡ま i 一二.) に-乎 

fky^ モ气比 iKtfii ぎ だき f リ理等 が あるが、 この 歌の * 合 は 簡潔で なかなかお 

い 例で ある。 

身 

〇  . 

【卷十 了  一一  I  一 i 五】  わよ  ひと 

うつくし ときが は * 與も ^ ね や も 生けり とも 吾に 依る ベ レと人 

の  一一 一一 n はなく に  ， 

惠得 吾， 念 妹 者.， 早 裳死耶 雖生. 吾 適應依 人 云名國 

I  0 惠得 クック シ トと訓 む。 舊訓ノ グマム ひ。 代 匠 記 初 クック シト 略解 同 S  。略解 

宣^  (惠得は息 緒き ィ キノ ヲ 一一 (古義 観)。 新考 メグ シト (全釋 同訓 )。 『案す るに もとの ま、 にて メ 


グ シ ト と 四 一一 re によむ ベ し。 メ グ シ を體 言に して メ グ ミと いふ はな ほ カナ シ を體 首にして カナシ ミ と 

いふが 如し。 而 して 悲の字 を カナ シ ミ とも カナ シ ともよむ ベ きが 如く 惠の 字はメ グ ミ とも メ グ シ と 

も よむべし。 メグ シはカ ハュシ とい. ふこと なり』 (新考 )o  メグ シの例 は、 卷五 (八 00) に、 妻子 美 鱧 

婆 米 丑ハ斯 宇都 久志。 卷 十八 (四 一 〇 六) に、 泰子見 波 可 奈之久 米 具 之が ある。 古寫本 中、 オシ M ヤシ、 

エシュ ヤシ、 メ クマ ム ト 等の 訓 があった。 〇 早 裳死耶 、ジャ モシ ネャ モと訓 む。 舊訓 ハヤ ク モシ ネ 

ャ。 考 ハヤ モス ギネャ (略解 32 訓)。 『須伎 を 約して 志と もい へ り。 仍て 集中に は 死の 事： 偵 伎と い へ る 

/  ナ ルカ ミノ ヒ カリ トヨミ ナサ ニク モリア メモ フレ ャモ 

多し』 (考 )。 古義 ハヤ モシ ネャ モ。 『耶 字ャ モと よませた る 例 は、 下に. W 神少 動 刺 雲 雨零耶 

？;: ？將 §3 と 見え だり』 (古義)。 新考" ャ乇 シネャ (全 釋： S 訓)。 併し、 此處 は旋頭 歌の 調 だから、 .fe 義の 

訓に從 つた。 さう すれば 『死ね』 とい ふ 命令形に、 ャモ とい ふ咏 歎の 助詞の 添 はった ものと 解す る 

ので ある。 〇 雖 生. 吾 邇應依 人 云名國 ィケリ トモ. ヮレュ ョ产べ シト. ヒ トノィ ハナ クー 一と 訓 

む。 ィケル トモと 訓 むか ィケリ トモと 訓 むか は、 旣に人 麿の 歌の 評釋 のと ころで 云った。 

愛しく (きは：；、 ) 自分の 思 ふ あの 女 は、 いっその こと 死んで しま はない か。 早く 死ねば 好 

い。 縱ひ 生きて 居ようと も、 自分に 靡き 依る と は 誰も 云 はす、 到底 見込， が 無い の だから。 

iis この 歌 も、 これ だけ 複雜 した 氣持を 好く も 表 はし 得た と 思 ふ 程であって、 强く 愛して： 

.  四 七 九 


四 八 〇 

る 女を獨 占したい 氣 持の 極、 かう いふ 表現になる ので、 失戀 などと いふ 熟語 は 無くと も 自然に それ 

が あら はれて ゐて おもしろ いので ある。 自分が 死ぬ 程戀 するとい ふ 歌 は 集中に も ある。 例へば、 『お 

ひとしに  ひ  け 

のが じし 人 死す らし 妹に 戀ひ 日に日に 瘦 せぬ 人に 知らえ す』 (卷 十二。  二 九 二 •<)。 『今 は 吾 は 死 f:* むよ 

わざ も  おも 

吾妹 逢 はすして 念 ひわ たれば 安け くもなし』 (卷 十二。  二八 六 九) 等で あるが、 相手が 死ぬ 方が 好い とい 

ふの は 强ぃ云 ひ 方で ある。 

いま  まが 

結句の、 『人の 云 はなく に』 とい ふの は、 『吾が 戀 ふる 妹 は 坐す と 人の 言へば 卷 一一。 二 一 0)0 『枉 

ごと 

言 や 人 の 言 ひつる 玉の緒の 長く と 君 は 言 ひて しもの を』 (卷 十三 。 三 一 1 二 1ー 20 などの 云 ひ 方と 似て 居る。 

この 表 はし 方 も 現代の 表 はし 方な どと 違 ふところで、 周圍の 人々 の 心と いふ ものが 何 かの 形で 支配 

して 居る 氣持 である。 . 

それから 此歌 は、 個人の 作者が 獨咏 的に 歌った ものの やうで あるが、 や は. ^ 一般化し 得る 傾向 を 

持って 居り、 讀人 不知 的、 民謠的 傾向の 歌と して 味って 却ってい いので はなから うか。 

それから、 私 は、 自分の 好みから、 初 句 を、 クック シト、 第三 句 を シネャ モと訓 む 說に從 ひ、 こ 

の 場合の 字 不足 を餘り 好まない ので あるが どうで あらう か。 第三 句の、 『早， も 死ね や も』 の 句 は、 直 

接で 強い 句で ありながら、 情味の 潤 ひがあって 注意せ ねばならぬ 句で ある。 <  ゥッ クシの 例 は、 旣出 


の卷 五の ほかに、 お 十四 0 一一 W 九 六) に-己 許片 宇都 久志伊 \s 女 禮波伊 町奈。 卷 二十 S 三 さ 一： >  に* 有 都 

波 波. ぎぎ 多 己 |_寸 刀 波牟が あり、 書 紀孝德 天皇 卷に、 于都俱 之 伊 母 我 磨 陀左枳 Si 榘 農。 明 天皇 

卷に、 于都供 之 枳阿餓 倭柯枳 古弘が ある。 . 

〇 

【卷十  一 •  二三 五六〕 

■ 高麗 錦 紐の だ方ぞ 床に 落ちに ける 明日の 夜し 來 なむと 言 はば 取り 置 

き 待た む 

； S 錦 紐ル叙 床 落 邇祁留 明 夜 志 將來得 云 者 取 置 待 

0 柏 錦 コマ-了 シキ卽 ち 高麗から 渡來 した 錦 U 和名 鈔、 錦の 注に、 本朝 式 有 二 綱 錦、 

高麗 錦、 軟錦、 -幽而 錦 等 之 名- 云々。 此處は その 意味が 薄らいで 紐に かかる 枕詞 化して 居る。 卷十 

010 九 0) の、 粕錦紐 解： 之 天人 乃 麥問夕 叙 吾裳將 傯の處 を參考 すべきで ある。 『紐と. 1- 冠辭に 詠みた 

る 也』 (童 蒙抄： >。 0 絲片叙 ヒ モノ カタ へ ゾと訓 む。 紐の 1 方 (片方の ft- がと いふ 意。 紐に は 雄 1^ 雌 紐 

四 八 一 
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四 八 二 

が ある、 その 片方の ことで ある。 『さきに ひける 仲ッ 皇子の、 黑嫒が もとに 手の 鈴 を わすれて 歸 りた 

まへ るた ぐ ひなり。 古今 集に いはく、 五せ ちの あしたにかん ざしの 玉のお ちたり ける を、 たがなら 

んと とぶら ひて よめる』 (代 匠 S 初)。 書紀 允恭 天皇 卷の 御製に、 佐 達 羅餓多 邇之枳 能 臂毛弘 等 积舍氣 

帝 阿 麻 多 雜泥受 邁多優 此等用 能 未と いふの が ある。 〇 床 落 邇祁留 トコ - ーォチ 一一 ケル。 紐が 床に 落 

ちて 居た の 意。 〇 將來得 云 者 キ ナム トイ" バと訓 む。 若し 來 ると いふなら ばの 意。 舊訓キ ナム ト 

ィ 、ノ バ。 古寫本 中、 コム トイ ヒセ バ (慕-古. 細) の訓が ある。 〇 取 匱 待 トリオ キマタ ムと訓 む。 取 

つて 置いて 待た うの 意。 舊訓 トリオ キテ マタム。 代 匠 記 • 考. 略解 • 古義 等舊 訓に從 ひ、 童 蒙抄ト 

リオ キ マタム。 新考. 新訓等 それに 從 つた。 古寫本 中、 トリオ キ テマ シ (嘉 )。 トリ ヲキ テマ シ (細) 

の訓が ある。 

こまに しキ J 

首の 意 は、 〔柏 錦〕 あなたの 紐の 片々 が ゆうべの 床の 上に 落ぢて 居りました。 明晚 また 

おいでに なるとお 仰るなら、 それ を 取って 置いて お 待いた しませう。 とい ふので ある。 

女の 心 持に なって 咏ん だ、 民謠 化し. たもので ある。 莊 重に 單 純化す ると いふので なく、 

細かい ところに 目 をつ けて、 謂 はば 人情の 機微 を 穿つ どい ふの がー 面民謠 特徵 でも あるから、 自 

然 細かい 觀察 となる ので ある。 この 歌 は、 古 調で ある だけ、 厭味が なく、 特に 旋頭 歌の 形式と 相俟 


き 五 


ゥて相 當に味 ふことの 出 來る ものである" この 歌が 若し 人 麿 作 だとせば、 人 磨 はさう いふ 心 持に な 

つて 咏ん だもので あらう。. これ は 旣に卷 九 あた， 0 の 短歌のと ころで も 言及んで 置いた 通. 0 である。 

この 歌 は、 失 木 和歌 抄に人 丸 作と して 載り、 下句 『明日の 夜來 むと 言 ひせば 取. 9 おきて まし』 と 

なって ゐる。 

考  — 

【卷十  一 •  二三 五 七〕 

あさ とで  きみ  あ ゆ ひ I ぬ  つゆ はら はやおい  われ  も す 亡 ぬ 

. 朝戶 出の 君が 足 結 を 潤ら す 露 原 早く 起き 出で つ つ 吾 も 裳裾 潤ら さな 

朝 P 出 公 足 結 乎 閏露原 早 起 出 乍 吾 毛 裳 下閏奈 

〇 朝 戸出 アサ トデノ と訓 む。 舊訓 アサ. ト イデ ノ であった の を 代 匠 記 精で 斯く il んだ。 

卷 二十 (sg:o 八) に、 安佐 刀： 乃 可 奈之伎 吾子が あり、 卷十 (一九二  HO に、 朝戶出之„51?之儀^^曲.小兑-.1。 

アサ ト Vr  二  .1 トァ トッケ テヒ トニ シラュ ナ 

卷 4"  一  (二 六 九 二) に、 朝 一い 出 爾甚踐 而人爾 所 知名 等の 例が ある。 朝の 戶 を 開いて 出 一 じる こと、 朝の 

門出の ことで、 此處 は、 男が 朝に な. つて 女の 家から 歸る 趣で ある。 〇 公 足 結 乎 キミ. ガァュ ヒヲと 

*  四 八  一一！ 


*  四 八 四 

訓む。 s-i は挎を 上に まく，^ あげて E る邊で 結ぶ 紐 をい ふので ある。 卷七 2  二 〇) に. 足 結 出 〔者 3 

^がぉぉ^1||爾。 卷 十七 5 に、 和 可 久佐能 安由 比 多豆久 利の 例が あり、 なほ、 書 紀雄略 天皇 

卷に、 ぎ^節^^^^ぎ！：？^^那陀須暮。 皇極 天皇 卷に、 阿 庸比陀 豆矩梨 擧始豆 矩羅符 母が ある。 0 

裳 下閏奈 舊訓 モノ スソヌ レナであった の を、 考で モス ソヌ ラサ ナと 訓ん だ。 

この 朝 いよいよお 歸， 9 になる あなたの 足 結 を 潤ら す 露の 澤山 にある 原よ。 私 も 早く 起き 

.  ぬ 

て あなたと ご 一 しょに 裳の 裾 を 潤ら しませう。 とい ふので ある。 

— ^ . これ は 愛情の 歌で あ， 9、 別れ を 惜しむ 氣持 でも あ.^、 男女の 心 持の 相 交錯し 相 卽し相 依 

らうと する ものが、 この 一首 を 通じて 感じられれば よいので ある。 『君 ひと- 9 にさる 艱難 はかけ じ 

よと な， 9』 (古義) などと 理を 以て 解釋 して ゐる 注釋 書が 多い が、 ここ は あっさりと いふべき で、 そ 

わざ 6 こ  しひ  ヽ ひさめ 

こが 民謠的 和歌の 特色な ので ある。 卷七 (一 〇 丸 さに、 『吾妹 t,^ が 赤 裳の 裾の 染め 濕ぢむ 今日の 露 I 沐 

に 吾 さへ 沾れ な』 と あるの も 同じ やうな 心 持で 歌った 男の 歌で ある。 

. 〇  - 

【卷 十！  ニ|| 二 五. q 


t せむ に" I 叩" を もとな 永く 欲り せむ 生けり とも 吾が 念 ふ 妹に 安く 逢 は 

なくに 

何 « 命 本名 永欲爲 雖生 吾 念 妹 安不相 

#  十ナ クサ ノ  * 力.' モ ワレ： 

〇 何爲 ナ 1 ーセム 一一と 訓む。 どうしょうと いふ 意で、 卷五 (九 0 四) に、 七 種 之 赏毛我 波 

-.  シロ プヤ モク y ネで タマ モ ナニセ ムニ マサ レルタ カラ コニシ カメ ャモ  、 

お。 卷五(-<0ーーー)に、 1母金母玉母奈爾世武爾麻佐鱧留多可良.}^:爾斯迦米夜母。 卷四^四-0に 

が尔化ぉ1ー1^^1燃ー11游痛吾將爲等の例がぁる。 どうして、 何の ためにと いふ 具合に 副詞 的に n 譯も出 

來、 リ巾 女ない 等と ロ譯 する こと も出來 る。 その 邊は 自由で かま はない。 〇 命 本名 イノ チヲ モト ナ 

と訓 む。 我が 命 を 够づら にと いふ 意。 『此 歌の もとな は、 よしな く. 《 と 云に 能 叶へ り』 (童 蒙 抄)。 卷ニ 

-0 一三 S に、 まシ i モモ ぎ^ず 師 银大。 卷三 0 一一 05 に、 樂浪乃 舊都乎 令 見 乍 本名。 卷四 ofso 

に、 船 而 本名 如 此耳戀 者 奈何 將爲 等が ある。 この モト ナは 結句で 結ぶ こと も あり、 用言の 前に 

置く こと も ある。 モト ナは、 語原 的に は、 『本 無』 であるから、 『理由な し』、 『根據 なし』 の 意 (山 田 

む やく  * みぶ、 

氏) であるが、 此 歌の 場合、 口語に 移す ときには、 ただ、 い たづら に、 無益に、 甲斐な く 猥りに 

殘 念に、 おぼつかなく、 などと もい ひ 得る。 ココ P モト ナク とい ふの はこれ から 來てゐ るの モ あら 

八 五 
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う。 〇 永欲爲 ナガ クホ リセ ムと訓 む。 長生し ようとお も はう とい ふ 意。 舊訓 ナガ クホ リセ な。 古 

寫本 中、 ナ. ガ クホ シケム (嘉. 古 )0 ナガ クホ リケム (細 r ナガ クホ リセ バ (祌 )0 代 匠 記 • 考 . 略解 . 

古義 ナガ クホ リセ ム。 童蒙抄 ナガ クホ リス グ。 新考 ナガ クホ リセ シ。 併し、 ここ は 旋頭歌 だから、 

ホ リセ ムと 訓んで 毫も 差 支 はない。 〇 雖生 ィケリ トモと 訓む。 生きて 居る ともの 意。 古寫本 中、 

ィケだ トモ (古)。 ィケ レドモ (祌) と訓ん だの も， ある。 代 匠 記精ィ ケ レドモ (新考 同訓)。 

おれ い たづ  いのち 

一首の 意 は、 可の ために 己 は 徒らに 命 を 長く 欲しよう か。 たと ひ 生きて 居ても 戀 しく 

• おも ふ 妹に 容易に 逢 ふこと が出來 ない の だから。 とい ふ ほどの 意で あらう。 

この 歌 もまた 民謠 風に 出來て 居る こと、 前の 歌と 同樣 である。 現在の 私な どに は、 かう 

いふい ひ 方 は 稍 誇張に 聞こえる が、 當 時の 人々 はかう 感じ、 かく 云 ひ、 それ を順當 として 受納れ て 

ゐ たもの かも 知れない。 この 歌の 中で、 ヤス クァフ とい ふ 語に 特徵が あり 注意して いい。 ヤス クか 

ら 直ぐ アブ に續 けた 例 は 萬 葉に も ほかに 見 當らぬ やうで ある。 卷 二十 sls-o の、 麻 許 等 和 例 多 非 

乃 加里 保 爾夜須 久纖牟 加 母が 稍參考 になる とお も ふ。  . . 


き 五 

釋 


大 

意 


t« 十  一 •  ニー 二 五 九】 

なの^に 吾 は 念 へ ど 人目 多み こ そ 吹く 風に あらば 壤逢 ふべ きも を 

Mm  •  吾雖念 人目 多 社 吹 風 有數數 應相物 

いのち  .1 キ / 予 二す モヒシ キミ 予 H ル 

〇 息 緒 ィ キノ ヲ 一一と 訓む。 命 を かけての 意。 卷四 (六 四 四) に、 氣乃緒 爾念師 ^チ縱 

4- ク r,;-/*、  キミ チ ゾ モト ナイ キノ チニ ォモフ  r   

^^^0  ^1 九 (四 二八 一) に、 君 乎 曾 母 等 奈使吉 能 乎爾念 等が ある。 0 吾雖念 ヮレ ハオ モ へ トと鄭 

む。 蔡訓ヮ レー ーォモ へド。 古寫 本の 多く はヮ レ" ォモ へド。 代 匠記ヮ レ、 V ォモへ ド<  0 人目 多 社 

ヒ トメ ォ ホミコ ソと訓 む。 人 巨が 多い からしての 意。 コ ソは强 めた ので、 係の コソ であるが、 結詞 

ム I- 、 ァラ. ズヒ トメす お ミコス  ヒ キヨ ヂテチ ラム トス レ 

が 無い。 卷七 (ニー： 七 七) に、 齋 不在 人目 多 見 許增。 卷 十四 Q 一 五 七 四) に、 比伎余知^^：^無登：め體 

^1  子 ぎ fsKfbi«。 卷 十一 ハョハ丸ちに、 m お^ 毛 l^a 名 毛 立 者 惜社布 仕 能 高 溢 之燒乍 渡。 卷 十九 S- 

六 3 に、 毛 i< 知遲 良久 波 常乎奈 Ik 許 曾 等の 例が ある。 〇 吹 風. 有 數數. 應相物 フク カゼ-一 • ァラ 

バ シ バ シバ . ァ フべキ モノ ヲ と訓 む。 舊訓 フク カゼ ノ。 新考 シマシ マ。 

 _ 一首の 意 は、 いのち を 懸けて、 卽ち 命が けで 戀 をして 居る の だが、 除， 0 人 HI 力 多 L ため 

に 思 ふやう に 逢 ふこと が出來 ない。 若し この 己が 吹べ 風で でもあるなら、 人目に 觸れ やに 幾度で も 

四 八 七 
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逢 ふこと が出來 るのに。 とい ふので ある。  . 

これ もまた 民謠 風の もので、 感情が 細かくな つて 來てゐ ると 共に、 戀 愛の 情 も、 餘裕ぁ 

る 方嚮に 移. - つつ ある。 『息の緒に 念 ふ』 などと 切實な こと を 云っても 何となく 吞氣に 聞こえる や 

うにな つて、 後世 風に なって 行った ものである。 卷 十一 aig に、 まダ ^4 き， 之ス寸 |g ぎ 1! ィ入 リカき ヒ胪 

ネ ター チ ネノ ハハガ ト ハサ-ハカ ゼト マ 子 サム  7^ 

根 足 乳 根 之 母 我 問 者 風 跡將丰 とい ふの が ある。 なほ、 同卷 0ー£5 に、 タ Mr%tA-is4fili4K ガ 4; 

寐者 不眠 友 君 者 通速爲 とも あり、 同じ やうな 心理に 本づ いた 歌で ある。 

〇  ，，  - 

【卷十  一 •  二三 六 0】 

人の||のぉき：^^|5ぇて{1;^きから*賴^^ひし|^が^ねばーぉしも 

人祖 未通女 兒居 守 山邊柄 朝 朝 通 公 不來哀  、 

ffi 〇 人 fg ヒ トノォ ヤノと 訓む。 人間の 親 だち がと いふ 意で、 下まで 續く。 卷 十二  (三01 

S に、 人 之 子妮戀 .2^ 頭雞。 卷十 Aso 九 5 に、 ^まか ぞぎぎ £ 尔！^ き 此ぞ i 寸； 词 


'ぽ 


ヒ トノォ ヤノ タ子ル r トタナ ヒトゾ n ハ す ヤノ. v*-^ ズ 

じ長耿 のなかに、 人祖 乃 立 流 辭立人 子者祖 名不絕 などと あるの は 造語 上 少しく 參考 になる であらう. - 

〇 未通女 兒居 . 守 山邊柄 ヲ トメ ゴス ュテ. モ 〃ャ マべ カラ。 少女 をば 持って ゐて それ を- つて ゐ 

もろ やま 

ると いふ 意から、 下の モル ャマ につ づけた 序で ある。 その守山のほとカからの意。 守山は^^鳥の三 

ャマ モリス ヱ モル チフ ヤマニ イラ ズ パ ャ マジ  , 

諸 山 (神 南備 山) だら うと 云 はれて ゐる。 卷六 (九 五 0) に、 山守 居 守 云 山爾不 入者不 止。 卷 十三 (1 一三 

モロ ハ ヒトノ モル ャマ モトべ ハ ァシビ 〔+サ キス M ベ ハ ッパキ (屮ナ クウ-:' グハ シャ マゾ ナクコ モ巾ャ マ 

1 ニー) に、 三 諸 者 人 之 守 山本邊 者. 馬 醉木花 開 末 邊方椿 花 開 浦 妙 山 曾 泣 兒守山 等の 例が ある。 ヨリと 

.  ッ.， ョ ョ ミィモ 二 ァ ハム ト タダデ ヮレハ キ ッぃド 

いふ 意味の カラの 例 は、 卷 十一 0 一六 一八) に、 月夜 好 三 妹 二相 跡 直 道 柄 吾 者 雖來。 卷十 (一九 四 五) 

ホトト ギスゥ ノ ハナべ カラ +キ テコェ キヌ  タダ -ーュ カズ n ュ n セデ カー：' ィ C セ マミ や-トメ ゾヮ =p- n シ 

に、 報公^：：！宇能花邊柄^越來。 卷 十三 (三 三 二 0) に、 直 不往此 從互勢 道 柄 石 瀨踏求 曾 吾來。 卷十 

ホト トギス ナキテ スギ 二 シチ カビ カラ アキ カゼ フ キヌ 

七 (一一； 九 S ハ) に、 保 登 等藝： ぬ 奈伎底 须疑爾 之 乎 加 備可良 秋風 吹 奴等が ある。 〇 朝 朝 * 通 公 • 不來哀 

0^ アサ ナ アサ ナ • カヨ ヒシ キミ.、 力 . コ ヌ 、ン カナシ モ。 代 匠 記 精 アサ ナサ ナ。 童 蒙抄 コ ネ バ カナシ 

モ (略解 以. 卜：！ 訓 )o 

ひとのお やの を i め ごす is て あすか  i やま 

一首の 意 は、 〔人祖 未通女 兒居〕 飛鳥の 守 山の 邊 から、 每 朝お 通 ひ 下す つた あなたが こ 

の ごろ 少しもお 見えに ならぬ ので 悲しう ございます。 

V 

この 歌 も民謠 的で、 第一 二 句 あたりの 序詞 も 女の 可憐な 手法で なく、 何となく 男く さい 

えころ が ある。 全 體が朴 質の いい 點も あるが、 前からの 旋 頭歌氣 分で、 一 氣に 作った もので でも あ 
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w 九。 

らう 力 

〇 

【卷 十一 •  二三 六 一】 

た： よし  ゆ  わか くさ  つま  い  あしよ, V ひ 

"B^ なる f つき 檻い かで か 行かむ 若草の 妻が りと 云 へ ば 足莊嚴 せむ 

夭 在 一 棚 橋 何將行 穉草 妻 所 云 足莊嚴 . 

〇 天 在. 一 棚 橋 ァ メナ^ .ヒ トツ タナハ シ と訓ん だ。 天に あると いふ 意で ヒに 係る 枕 

p。 卷七 2  二 七 七) に、 天お 日 賣营原 草莫莉 嫌と あるの もヒ に 係け て 居る 例で ある。 棚 橋 は 板 一 お 

^  , こした 橋で ある。 『あやうき ひとつばし を わた. 9 て ゆく らんこと よ、 いた はしゃと いはむ 力 ごと 

し。 唐ズ賀 ぎ 二 曰。 辭僧 下ノ水 棚チ" 橋 は 河め 上に かけた るが、 棚に 似 たれば、 漢には 水 棚 

とい ひ、 和に はたな はしと いふなるべし』 (代 匠 記 初)。 水 棚と 棚 橋と 同じ か、 もっと 調べる つもりで 

ある。 0 何將行 舊訓 イカ デ ュ クラム。 童蒙抄 イカ デ ュ カム。 イカ 一一 ユカ ム。 考 イカ デ カモュ カム 

各择 イカ デカュ カム。 古義 ナ 一一 カサャ ラム (行 は 障の ss> 新訓 イカ 一一 カュ カム。 〇 稗 草 ワカ クサ ノ 


で ツマに 係る 枕詞で ある。 〇 妻 所 云 ッ マ、 ガリ トイへ バと訓 む。 舊訓ッ マガ リト イノ。 竟 抄ッ マ 

ガリ トイへ- パ。 考 ツマ ガリ トへバ (略解 同訓〕。 略解 宣長訓 ツマ. ガリ トイ ヒテ は、?？ J|i  。と)。 卜 U 

義 ツマ. ガリ トイ ハ、 -ハ。 新訓 ツマ ガイへ ラク。 〇 足莊嚴 舊訓 ァシ ヲゥッ クシ (代：！ MS 同訓)。 鬼 蒙抄 ソ 

コ モウ〃 ハシ" ァシ ョソヒ セン。 考ァュ ヒス ラ， クヲ。 略解 は 考に從 つたが、 宣長說 は莊殿 は結發 め- 

誤で、 ァュ ヒシタ タス。 

  .  あめなる 

一首の 意 は、 〔天 在〕 一 つか かって ゐる危 い 板 橋 をば、 どうして 渡って 行く ことが 出來ょ 

う。 併し 戀し い^のところへ 行く ので ある。 一 つ 足に 仕度 をして 出掛けよう。 とい ふので あ-らう" 

あめなる 

この 歌 は、 天 在と ある けれども、 必す しも 天上の 牽牛 織女に 關係 せしめな くと もい いや 

うで ある。 やはり 謠 風で、 氣が 利いて 相當に 面白い 歌で ある。 新訓 では、 『天なる 一 つ 棚 橋い かに 

あし 上 そ ひ 

か 行かむ。 若草の 妻が 云へ らく 足莊嚴 せよ』 と 訓んで 居る。 旋頭 歌で あるから、 下の句 を 新たに 起 

すの も 一つの 手法で、 かう 訓んで 味っても や は-.^ 相當に 面白い と 思 ふので あるが、 自分 は大 體の感 

じから、 宽蒙抄 に 大分 從 つて 右の やうに 解した のであった。 せ來 この 歌の 解釋 はまち まちであった 

から、 念のため 次に その 諸說を Pi し 置かう とお も ふ。 

代お. おで は、 iiw 調 ど ほ，.^ ァシ ヲゥッ クシ と訓ん だので、 『初 三 句 、ノ 獨木橋 ノ危ヲ イカ デ渡 ルラ ム ト 
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シカチ  二 力  ハァラ 

勞 ヲ思ヒ ャ リテ、 天河  一丁 彥星ノ 渡ダ橋 ヲ引懸 _ァ 云 ナリ。 i 淮南子 云。 若 U 打-一 獨梁ー 不卞爲 人不ょ 

,兢 一一 其容ー 足 莊嚴ト "妻/許 へ 行 道 トテ， 獨梁ヲ 渡 ル足ヲ イタ 、ノ シト云 ナリ。 此" ョ キ男ノ 妻ノ許 へ 

ォゾ レ  • 

li 來ヲ 見^人 ノア ハレビ テョ メ  \ ダ, バ シ』 (代 匠 記 精)。 『天に 在る 一 ッ橋 は、 中々 いかに 共 行かる 

べきに あらね ど、 妻の 居る 處と 云へば、 いで 行かん と 足の よそ ほひ を もす ると 云 意 共 聞 ゆる 也』 (童 

蒙 抄)。 考は イカ デカ 乇ュ カム • フカ クサ, • ッ マガ リ トへバ • ァュ ヒス ラクヲ と訓 むの であるが 

『足 纏 は 下 を 飾 なれば、 步 行に ま、 ならぬ 故に、 一 棚 橋 はえ 渡り かねき なんとい へり。 莊嚴の 下に 

助 字 乎の 字 無 は、 此 人万呂 集の 體 にて、 助 辭は幾 言 も 添て 云 事 也』 (考 )。 略解 は大體 考に據 つて 解い 

たが、 『宣 長說、 莊嚴は 結發の 誤に て、 ツマ、 ガリ ト言 ヒテ、 ァュ ヒシタ タスと 訓む べし。 是は 人の 

うへ を 見て 詠めるな， 5。 道に 一 つ 棚 橋の 有る を、 如何にして 行かん とする に、 人が 妻 許 行く と 言 ひ 

て、 あゆ ひし 出立つ よと なりと 言へ り。 斯くて は穩 かなり』 と 云って ゐる。 また 井上 博士の 新考で 

お >,-.:  ,_t*,:  、一  わ 

は、 『あめなる 弟 棚 機を迎 へに や 行く 若く さの 妻が りと いひて 舟よ そ はく も』 と 直し 『一首の 趣 は 

若き 男 ひ 妻が， 0 行く とい ひて 船よ そ ひする や 見て 牽 牛の 妻迎 船の 故事 を 思 浮べ てサラ バ 織女 ヲ迎へ 

一一 行クナ ラムと いへ るなる べし』 と 解した。 

右の 如く 種々 あるが、 新 考の說 は 除外 するとして、 これ を 天上の 牽牛耩 女に 關聯 せしめたり、 或 


は 第三者が ひとの 錢を客 看す る 趣な ど に 解す るから 面倒になる ので、 こ れは衆 蒙抄で 解した やう に、 

平凡に 素 訌 に 解し、 自分の 事 を咏ん でゐる 趣に 解，、 のが 1 番 確かな 解釋 である。 

〇.  ， ： 

【卷 十一 ニー 三 六 II〕 

や i しろく ぎわく ご  ほ  h  わ  ほ』  . fi  w-^ 

山城の 久 世の 若 子が 欲しと いふ 余 を あ ふさ わに 吾 を 欲しと いふ 山城 

く  V-  . 

の久世 

開 木 代 來货若 子 欲. 云 余 相狹丸 吾 欲 云 開 木 代來背 

わく ご 

〇 開 木 代 • 來背若 子 ャマシ &ノ. クゼ ノ ワク ゴ ガ。 山^の 久 世の 若 子 (靑 年) がで 山 

城久 世邶久 m 川 村 あたりで ある。 類似の 表現 は旣に 前に もあった。 舊訓 クゼ ノ ワカ コガ。 古 寫本コ 

ゼノ フカ コヲ (古. 細： >。 童 蒙抄ァ キキ コル. コセノ フカ コカ。 略解 クゼ ノ フク コガ (古義 訓)。 〇 欲 

云 余 葡 訓ホシ トイ フフ レ。 代 匠 記 ホシ トイ フフ レヲ。 童蒙抄 ホシ トイ フカ リ。 考ホシ トイ フワ レ- 

略解 ホ シ トイ フワ ヲ。 古義 ホシ トイ ファ ヲ。 今 略解 訓に從 つた。 〇 相 狭 丸 ァ フサ ヮ-ー と訓 む。 丸 
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を フと訓 むの は、 輪 •  m を フと訓 むのと 同じ 理で、 曰本紀 の和珥 をば、 古事記に は 丸邇と 書いて あ 

•  サチシ 力 / ハキニ ヌキ すケル ツユ/  'マァ フサ ヮ 二々. レノ ヒトカ モ テ 二  t- カム チ ソ 

るので 分かる。 卷八 (一 五 四 七) に、 棹 四 香 能 芽 二 貫 置 有 露 之 白 珠相佐 和 仁 誰 人 可 毛 手 爾將卷 知 布と 

あるのと 同じく、 お ほけ なく、 柄に なく、 身分 不相應 に、 淺 果敢に、 などと ロ譯 して 好い 場合が あ 

る。 『こ は あは さわと 訓て淡 騷てふ 事と す。 此若 子が、 あはつ けく さわぎて 欲と いふよ とわら ふさ 

ま 也』 (考 )。 

やましろ くぞ  . 

一首の 意 は、 山背の 久世鄉 の 一人の 青年が、 私 を 妻に 欲しい などと いふ。 身の程 も 知ら 

すに、 私 を 妻に 欲しい などと いふ ノ あの 山背の 久 世の 青年が。 とい ふので ある。 

これ も民謠 的な 歌で、 一 人の 娘が ある 青年の 求婚に ついて 調戲 つて 居る 趣の 歌で も、 るか 

レ き. S き 

ら、 その 輕ぃ 調子の ために 民謠 として 成立って 行って 居る ので ある。 また そこに 生々 とした 氣 分が 

流れて 居て、 民謠 としての 價値を も 保って 居る。 代 匠 記 精 撰 本に、 『今 ノ來背 若 子 、ノ 賤シ キヲ嫌 二 ハ 

ァ ラズ。 主 アル 身ヲ 威勢 アル 一一 依- プ舒サ ム トス〃 ヲ嫌フ ナリ』 と あるの は、 少し 考へ 過ぎた 解釋で 

ある。  ！， 

催馬樂 に、 『やましろの 粕の わた，.^ の 瓜つ くり われ を 欲しと いふい かにせ む』 と あ， 9、 古今 集 誹諧 

歌に、 『足 引の 山 田の そほづ おのれ さへ われ を ほしと いふうれ はしき こと』 と あるの も 同じ 趣の 歌 


で、 代 E 記と-折 考で 注意して 居る。 私 は、 古今 以後の 歌まで は 用例 を 引かない 方針で ある 力 先進 

の說で 好い 場合に は それ を 明かに する ために 引く ことにして 居る 

—此處 まで 來て、 『右 十二 首 称 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と あるが、 代 匠 記 初 稿本で、 『人 丸の 集に 出と 

い-へ-る は、 彼 朝臣の 哥 とのみ 定が たき 事、 右よ 注す るが ごとし』 といって 居る。 

〇  - 

【难十  一 ニー 三 六 八】  ， 

きの 倾が ず^れ ぎくば かり 術な き-事 はい まだ 爲 なくに ，， 

垂乳根 乃 母 之 手放 如是 許 ， 無 爲便事 者 未爲國 

以下 は 『以前 二 百 四十 九 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 と 注せられ た 一 群の 歌の 中、 『正述 心緒』 の 部 

である。 類聚 古 集. 古葉 略額聚 砂に は、 この 歌の 下に 人 丸 集と 注して ある。 

1 首の 意 は、 物心が つき、 年 ごろに なって、 母の 手から 放れて 以來、 こんなに 切ない 事 をした こ 

と は 晚、， と いふので、 戀の 切ない さま を 云って ゐ るので ある。 『術な き 事』 を. 代 匠 記 初 稿本に 
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『か 、る せんかたな きこと をば いまだせ ぬな り。 事と は戀 な，^』。 代 匠 記 精 撰 本に、 『力 、 レノ 進返キ 

、ノ マリ タク S ヒヲ バイ マ ダセザ リシ トナ リ』 と 翻して ゐ るの は なかなか 旨い。 こ の 1 首 も民謠 的で 

は あるが、 聲調 は內に 潜む 求心 的に なって 來てゐ る ことに 注意せ ねばならぬ。 

t ゲ y ずハ 6 は、 舊訓ハ ハノテ ソキテ であった。 この 語に つき、 代 匠 記 初 稿本に、 『放の 字 なれば， は 

なれ ともよむべし。 そ きても さか， 9 て はなる 、なり。 常に 親の 手 を はなれて といへ る 心なり。 人と 

なりて、 母の 手 を はなれて よりこの か， たに、 かゝる せんかたな きこと をば いまだせ ぬな， e 。事と は 

一一 ノ ャ ッコガ テ 力 ミオ イシ ハ.， ム ベル コト キサキ ノ ミヤ 二  二  チ -，，  * 1 , / 

戀 なり。 允恭 紀 皇后 曰。 妾 初 自ニ結 髮ー陪 ， 一 於 後 宮- 旣經， 一 多年 母が 手 そき て は 此髮 あきし よ 

りとの たまへ るが ごとし。 第五に 山上 憶 良の、 大伴熊 凝が ためによ まれた る哥 にも、 うち ひさす 宮 

へのば ると たらち しゃ 母が て はなれと いへ り』 と 云って ゐる。 略解で は" "ガテ カレ テと訓 んで居 

る。 なほ 新考に は、 結句 をィ マダァ クナク 一一と 訓み、 『案す るに 爲は 相の 誤なら む。 さらば ィ マダァ 

、ノナ クー 一 とよむ ベ し。 ァ ハナ クー 一 は逢メ ヌ事ョ とな， 9。 卷 四に、 黑髮 に白髮 まじりお ゆるまで かか 

る 機に は ^4 相 爾と あり』 と說 明して ゐる。 .卷 四の 『黑髮 に』 云々 の 歌 もよ いが、 この 歌の 『爲な 

くに』 とい ふ 結句 は、 肉 體に卽 しだ やうな 感じが あって なかなか いい。 これ はこの 儘に して 味 ふべ 

きで ある だら う。  ， 


s 十一 ニー-一穴 九】 

ひと  ぬ  5i ぃ鲁ね  は  み  め  ほ  なげ  ^fc'^-.u> 

人の 寢る 安宿 は寢 ずて 愛しき やし 君が 目 すら を 欲り て 嘆く も も 

• ふに 明けに 

ける かも  ， 

人所寐 味 宿不寐 . 早 敷 八 四 公目尙 欲 嘆械^ 1^ 來 I 

〇 人所寐 略解 宣長訓 ヒトノ ナス。 古義で は 所を衍 とし ヒトノ ヌル を活 した。 〇 味 宿不寐 舊訓 

ク マ ィ モネ ズテ。 童 蒙抄ク マ ィ 、ノ イネ デ。 考ゥ マイ ハ ネ ズテ。 〇 公 目 尚 嘉曆傳 承 本 . 細 川 本等キ 

ミ. カメ ヲ ナホ。 舊飄キ ミガ メヲ スラ。 代 匠 記精キ ミガ メス ラヲ。 童 蒙抄キ ミ ガメヲ ナホ。 〇 欲 嘆 

傳訓. ホ シ ミナ ゲク 力。 童蒙抄 ホリト ナゲキ ヌ。 考ホリ テナ ゲカ ム。 略解 ホリ テナ ゲク モ 等の 諸訓が 

ある。 『目 尙』 は、 『戀 しい 人の 目ヲバ ナホ』 とい ふ 意で、 目と いふ こと を 主として 强調 しその 他の 

こと を 同時に 晴 指す るので ある。 古今 集 以後に はダ 一一 と 似た やうに 使って ゐる。 私 は * この スラを 

『ヲ バ、 ナホ』、 『デモ、 ナホ』 と譯 して 居る。 1 首の 意 は、 このごろ はいろ いろと 思 ひ 亂れて 人の 

ヶ. .;|  ._r、.  1:,  …に—：；：；.：.」 ：： —，.？.：：-」  L—it,,  お.？：  !. , 1., 
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する やうに 安眠 も出來 すに 其懸 しい 人の 目ヲバ ナホ 見たい と 思って 歎いて 居る。 と 言 ふので、 目ス 

ラはセ メ テ 目ダ ケデ モ とい ふよ ，9 も その 戀 しい 目 をと 目 をば 强 める 意が ある 。代 匠 記 精に、 『 セメテ 

見 ル事ダ 一一、 ホシキ ナリ』 と 云 つ て ダ 一一 と 同じに 解し、 大言 海に は、 『指ス モノ ハ重ク 、夫 レー 一 對シタ 

ル物 ハ輕キ ヲ云フ 語』 と 云 ひ、 廣 日本 文典に は ャ ハツ ナホ の 意で、 口語で はデサ へ モと譯 して い い 

と 云って 居 ひ、 中古から はダ 一一と 同じ 意に 使った.. J 注して ゐる。 スラの 用例 を 少しく 次に 抄出す る 

あ； f さゐ もろ と .  ねり むらと  あざむ 

. 言 問 はぬ 木 すら 紫陽花 諸 弟 等が 練の 村 戶に詐 かえけ， (卷 SE  。七 七三) 

斯 くしつつ 遊び 飮 みこ， そ 草木 すら 春 は 生 ひっつ 秋 は 散， 0 ゆく  (卷 六。 九九 五) 

こと こ  い も  せ  ひ とり ご 

言 問 はぬ 木 すら 妹と 兄 あ， 9 とふ をた だ獨 子に あるが 苦し さ (卷 六。 一 〇〇 七) 

春 日 すら 田に 立ち 疲る君 は 哀し も 若草の 耀 無き 君が 田に 立ち 疲る. (卷 七。 ニー  八 五) 

お ほ ぞら  あまの かはぢ 

蒼天 ゆ 通 ふ 吾 すら 汝がゅ ゑに 天漢 路 をな づ みて ぞ來し (卷 十。 二  00 一) 

まろね われ.  . 

旅に すら 紐 解く もの を 事 しげみ 丸寢吾 はす 長き この 夜 を (卷 十。 二三 〇 五： * 

レ は ほ  とほ  ますら を 

石 すら 行き 通るべき 健、 男 も戀 とふ 事 は 後悔い にけ り (卷十  一。 二三 み. IC 

ここ だ  うつつ  いか 

夢の みに 見る すら 幾許 霧 ふ る 吾 は寤に 見て はまして 如何なら む (卷 十一。 二 五 五一 一一： > 

い や ひこ *  こ. さめ  ふ 

伊 夜彥ぉ の れ神 さび 青雲の 棚引く 日す ら霖 そぼ 零る (卷 十六。 三 八 > へ 一一 0 


出で て來し 丈夫 吾 すら 世の中の 常し 無ければ うち 靡き r 卷 十七。 ニー 一九 六 九) 

,  さ 力 り  ますら を  こ 10-  ま を 

あたらしき 身の 壯 すら 丈夫の 語いた はしみ 父母に 啓し 別れて r 卷 十九。 SM  二 一) 

などで、 ヲバ ナホ、 デモ ナホ、 1 ーモ ナホと 翻して いい。 それから、 ダ 1 一は、 デモ (せめて、 やう や 

くに) と譯 し、 サへ は、 マデ、 マ デモ、 マデ 一一と 譯 して 當る やうで ある。 

〇 

【港 十一 こ i 七 0】 

二  しこし  たま ほこ  みら-ゆき s:^ と  こと  つ  ， 

戀ひ 死なば 戀 ひも 死ねと や 玉 梓の 路 行人に 言 も吿げ なく  - 

戀死 戀死耶 玉 梓 路 行人 事吿無 

結：？ 『事 無』 は 原文 『事吿 兼』 であった から、 コ トモ ッケ カネ、 ュ トモ ッゲケ ム、. コ トツ ゲム 

カネ 等と 訓ん でゐ たの を 略解で、 『兼 は 無の 誤に て、 結句 こと も つげな くな らんと 宣長 言へ り』 とい 

ひ、 .w 義もコ トモ ッゲ ナキ とも 訓んで 居る 。校本 萬 葉に 據 るに、 嘉曆傳 承 本に 『無』 とあって コト 

ッケ モナ シと訓 み、 また 京都 大學 本に 兼の 右下に 赭で 『无ィ 本』 とあって 合 點を附 し、 訓の 右に 緒で 
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コ トッケ モナ シ と ある。 

こ ひじに 

1 首の 意 は、 この やうに 苦しい 戀に 惱んで ゐれば 死ぬ だら う。 それ をば 戀 死に 死んでも かま はぬ 

とい ふので も あらう か、 路 を往來 する 人に 言傳 さへ して 吳れ ない。 とい ふ 歌で、 これ は 男が 女に う 

らみ言 を 云って 遣った 趣の 歌で ある。 (或は 女の 歌と しても 解釋 の出來 ない ことがない) 一般 民謠風 

でも あるが、 對咏 的で、 問答 風に 移行し、 所謂 色好み 問答 歌に 移行ん て 行く やうに 見える。 ただ、 

それが 平安朝の ものな どと 違 ひ、 まだまだ、 切實 であり、 心に 直接で あり、 遊びに 浮動す る やうな 

ことが 無い。 その 差別 をせ すに、 萬 葉の 歌 だけに 不満 を 云 ふの は、 同情の 足りない 看 方で ある。 

きィ  k 

お 歌よ、 拾 遣 集に、 人 麿 作と して 下句 『道行く 人に 言傳 もな し』。 柿 本 集に. 『戀 ひも 死ねと 力』 

『道行き 人に 言 偉， f なし』。 六帖 に、 人麿^！るとして 『道行く 人に 言傳 もせぬ』 となって 載って ゐる 

.  〇 

【卷 十一 二 一三 七 一】 

二 ころ  ち *i ァ  ひとい  わ  こ ひ づま  み 

、いに は千遍 おもへ ど 人に 云 はず 吾が 戀妻を 見む よし もが も 


心 千 遍雖念 人不云 . 吾戀躧 兑依鴨 

0 千 遍雖念 舊訓チ へ-一 ォモ へド。 代 匠 記 初 書 入 I 棘 チタ ビォモ へド。 考 チタ ビォモ へド。 『ち 

たび もい はんと 思へ ども 也。 ちへ にと 訓しは 此哥に はかな はす』 (考 )。 略解. 古義 以下 考に從 ふ。 

〇 人不云 . 吾戀激 舊訓 ヒト- ィ" ヌ. ヮ. カコヒ ツマ ヲ。 童 蒙 抄ヒト  一一 、ノ ィ "デ . ヮ ガコフ ツマ ヲ。 

略解 ヒト- ーィ" ズ. フガ コフ ツマ ヲ。 古義 ヒ トー ーィ" ズ • ァガ コフィ モヲ。 〇 見 依 鴨 舊訓ミ レ / ョ 

シ モガ モ。 略解 ミム ヨシ モガ モ。  - 

一首の 意 は、 心に は戀 しくて 戀妻 のこと も 千た び も 思うて 居る が、 それ を 誰に も 云 はすに、 まの 

あた h,2^ たい もの だとい ふので ある。 前の 歌の 如くに、 稍 特殊な 戀 歌で 稍 個性 化して 來て 居る ので 

ある。 第一 二 句の、 『人に 云 はす』 も 强ぃ句 だが、 それから 第 四 句への 續け方 は 自然で、 なかなか 旨い。 

卷 十一 aig に、 タ~ートメ目ァ抓. 軋？ -i-^fK^ii。 卷 十二  に、 將相者 千遍雖 念の 例が ある。 

この 歌よ、 玉 葉 集に、. 題 しらす、 人麿とし 『心にはちへに思へど人にぃはぬゎが戀^^はみる由も 

ぶし』、 六！^ こ、 『ひに は 千 重に 思へ ど 人に 言 はぬ わが 戀妻を 見む 由 もがな』 となって 鬅 つて ゐる 

五 01 
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五 〇 二 

【卷 十一 ニー 一一 一七 一一】  - 

か  二  し  と ほみ 

斯 くばが り戀 ひむ もの とし 知ら ませば 遠く 見つ ベ く ありけ る もの を 

是量 戀物 知者 遠 可 見 有 物 

〇 戀物 舊訓 コ ヒ シキモ ノト。 略解 コヒム モノ. トシ。 古義 コヒム モノ ゾト。 0 遠 可 見 舊訓 ョ ィ 

一一 ミ \バ ク。 童蒙抄 ョソ -ーノ 三 三 テ。 略解 ト ホ ク 三, ベ ク。 古義 ト ホク ミツ ベ ク (新訓 同訓)。 新考ト 

クモヰ 十 A ト ホクモ ヮレハ ケ フ ミ ツルカ モ 

ホクゾ ミミ テ .0. 卷三 (二 四 八) に、 雲居 奈須遠 毛 吾 者 今日 見 鶴 鴨が あり， 遠 はトホ クと訓 むの が 

だが、 ョ ソ 一一 ミ ルの例 は なかなか 多い ので 舊訓 でさう 訓ん だもので あらう。 卷三 (5 一三) に、 

バ マ- ス ュ 3 ゾニ 力 モ ミニ  ム カシコ リヨ：' 二 モミ シカ ヮギモ コノォ クッキ ト ェ へ パ ハ シ キサホ 

婆 明. 日 從外爾 可 聞 見牟。 同卷 (gt 七 四) に、 昔 許 曾 外 爾毛見 之 加 吾妹 子 之 奧槨常 念 者 波 之 吉佐寶 山な 

どが ある。 〇 有 物 舊訓 ァリケ ルモ ノヲ。 童 蒙 抄ァラ マ シ モ \ヲ 、(新 考 同訓 )0 

一首の 意。 この やうに 戀に 心の 惱 むこと， と 知って ゐ たなら ば、 最初から 逢 はすに、 遠く 外に 見て 

ゐた 方が 好かった のに、 逢った ために こんなに 苦しんで 居る。 ， 


機に はこの 心理が ありがち なので、 萬 葉に も、 古今 以後に も 類歌が 多い。 卷 十五 5; セョ 丸： >  に、 可 

久婆可 里 古非牟 等可騸 nli 之 良 末世 婆 伊毛 乎 婆 美受首 f 女流 倍久 安里 家留の 如き 例が ある。 なほ 『かく 

力 クバ カリ n  t ッ ツァラ ズハ  ，  力 

ばかり』.， と. いふ 句 を 用ゐた 例に、 卷ニ  (八 六) の、 加 此許戀 乍 不有者 を はじめ、 卷四 (七 ニニ) に、 如 

クバ カリ nii ッ ツァラ ズ ハ ィハキ ：： モ 十-， マシ モノ チ モノ モハズ シ テ .  ナカ ナカ 二 ダュ トシ ィ ハバカク パカ リイ 年ノチ -ーシ ^  "V 

是許戀 乍 不有者 石木 二 毛 成 益 物 乎 物不思 四手。 同 (六 八 一) に、 中々 爾絕年 云 者 如此許 氣緖爾 四而吾 

將蟻 八方 等が ある。 

この 歌 は、 拾遺 集に、 人 麿 作と して， 第二 句 『戀 ひしき ものと』、 第 四 句 『よそに みるべく』。 ！ i 本 

粜に、 第二 句 『戀 ひしき ものと』、 下句 『よそに 見るべく あらまし もの を』 となって 载 つて ゐる。 

0  .  , 

t 卷十  一 • 二三 七三】 

いつ  二  とき  ゆ ふかた i  こ ひすべ 

何時 はし も戀 ひぬ 時と は あらね ども 夕片 設けて 戀は 術な し 

何時 不戀時 雖不有 夕方 枉 戀無乏 

〇 何時 舊訓ィ ット テモ。 考 イツ ハ トハ。 略解 ィ ッ 、ノ シ モ。 卷 十三 (一一 ニー 三 九) に、 何時 橋 物の 例が 

五 0 三 
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ある。 いつはの 意で 『しも』 は强 めた ので ある。 ■〇 不戀時 . 雖不有 舊訓コ ヒヌト キト" . ァラネ 

ド モ 。 童蒙抄 コヒ ザ〃 トキ ハ. ァラネ ドモ。 〇 タ方ほ • 戀無乏 舊訓 ュ フカ タマ ケテ. コヒ ハスべ 

ナシ。 童 蒙抄コ フ グ-ス ベ ナサ、 又は コ フ ハスべ ナキ。 考 は舊訓 のま ま、 乏は i の 誤と す。 併し 他に 

スぺ テナ ミィ モガ ナノ リツ，.？ ムべキ モノ チ  . 

も卷 十一 (li 四 一) の、 無乏 妹名告 忌-物 矣の 如きが ある。 嘉曆傳 承 本に はュ フサ ル マ、 11 • コヒ 

シキ ハナ シと ある。 

二 首の 意 は、 何時と いって 戀 しない 時 はない けれども、 夕が たになる と 奈何と も爲樣 のない ほど 

に戀 しくな^ 來る。 とい ふ 意で ある。 

この 歌 も民謠 的で あるが、 I 稍 獨咏的 分子 も 交って ゐる。 民謠 的で あるから、 相手に 云って やった 

趣で あらう。 上の句 は 少し 容易で あるが、 『夕 かたまけ て』 と 云って、 直ちに、 『戀 はすべ なし』 と 

結んだ 手法 は 流石に おもしろい。 これ をば、 夕方になる と共に 寐 るの が豫慣 だからと いふ 意味 を餘 

,9 强く 持たせす に 鑑賞す る 方が 好い やうで ある。 ただ 夕方になる とおの づ と戀が 切なく なるとい ふ 

具合に 取れば いいので ある。 『戀 はすべ なし』 とい ふ 表現 は 注意すべき もので.、 萬 葉 集に もう 一 つ 

ヮタ / ソ n ォキチ フ カメ テ ォ フル モノ モト モイ マ nf コヒハ ス べナキ 

の 例、 卷 十一 (二 七 八 一) に、 海底 奧乎深 目 手 生 藻 之 最今社 戀者爲 使 無寸が ある。 もっと 多く 用例が あ 

もさう に 見えて、 この 二 例し か 無い。 


旣に、 代. 記で 注意した. やうに、 卷 十二  0K 七ち に、 何時 奈毛； 小 戀有登 者 雖不有 得 田 k:^. お 1 之繁 

モ "  イツ んシモ 「ヒ乂 トキ ト ハ ァ-マ 木ドモ n /二が ヅキチ ヮザセ n ザ...' マビニ セョト 

母。 卷 十三 三 九) に、 何時 橋 物 不戀時 等者不 有友是 九月 乎、 吾 背 子 之 似 丹爲與 得が あり、 .fn 今に、 

『いつはと は 時 はわ かね ど淑 の夜ぞ もの 思 ふことの かぎ， 0 な， りけ る』、 『いっとても 幾し からす は あ 、 

.ら ね ども 秋の 夕 は あやし かりけ り』 等が ある。 

〇 

【卷十  一 - 二三 七 四】 

か  - こ  わた  ，い のち  し  とし  へ 

k く のみし 戀 ひや 渡らむ たまき はる 命 も 知らず 歲を經 に つ つ 

是耳， 戀度 玉 切 不知 命 歲經 管. 

〇 是耳 舊訓カ クシ ノ ミ。 代 匠 記 精 カク ノ 一-一  シ。 古寫本 カク テノ ミ (嘉 • 細： r 叉 は 力 クシ ノミ。 〇 - 

不知 命 舊訓 イノ チ モシ ラズ。 古 寫本中 イノ チシ ラズモ (嘉 )。 シラ ヌ イノ チシ (細 一訓 )0 イノ チ モシ 

ラ ヌ (祌 )。 〇 歳經管 舊訓ト シ" へ-一 ッッ。 考 トシ ヲへ I ーッッ (略解 • 新考 )o 

一首の 意 は、 この やうに して 果敢なく 私 は 人を戀 しつつ 居る ことで あらう か。 命 も 何も 要らぬ ほ 

五 0五  . 
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どに して、 歲月を 過ごしながら。 とい ふ ほどの 意で あらう。 

. 『命 も 知らす』 の 如くに 痛切に 云って ゐ るので あるが、 稍」 般 化した ごとくに、 物足りなく 感す 

るの は、 此 種の 表現の 特色であって、 實 作者と して は 常に 念頭に 置かねば ならぬ 事柄で ある。 ただ 

萬 葉 調 は 古 調 で 重厚で あ るから、 そのため に 何時も 輕薄 化. す る こと を 救って ゐ るので ある。 

前に もあった やうに、 命が けで 戀 をして ゐ ると 感じて ゐる歌 は 可な. 9 ある。 一 二 句の 如き 言 ひ 方 

力 クノ  -t  ニコ、 ヒャヮ タラ ム アキ ッ ヌニ々 ナ ビクク モノ ス グト C ナシニ 

をした ものと して、 卷四 (六 九 三) に、 如 此耳戀 哉 將度秋 津野爾 多 奈引雲 能 過 跡 者 無二。 卷 十一 (二 五 

ナ グサ モル nna ハナ シニ 力 ウノ ミシ n ヒ ャヮタ ラム ツキ-一 ヒニケ 二  ヮ. タノ ゾ コ オキッ シラ タマヨ シテ ナ £ ツネ 力 ク 

九 六) に、 名 草 漏 心 莫ニ 如是 耳 戀也度 月日 殊。 $3( ニー 三 三) に、 海 之 底奥津 白玉 緣乎無 三 常如此 

ノミャ コ ヒヮ タリ ナム  力 ク ノミシ n ヒ. ン ヮタ レバ タマ キハ ルイ/ チモ ヮレハ チ シケク モナ シ 

耳 也 戀度味 試。 卷九 (一七 六 九) に、 如是 耳 志 戀思渡 者 靈刻命 毛 吾波 惜雲 奈師 等の 例が ある。 

この 歌 は、 續後撰 集に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』 として 载り、 初 句 『かくての み』、 結句 『年 は經 

にけ り』 となつ てゐ る。  - 

〇  / 

【卷十  一 •  二三 七 五】 


われ  の 5 J  ひと  わ  ごと  こ ひ  みら  ゆめ 

1=3：! ゆ 後生れ む 入 は 吾が 如く 戀 する 道に あひこすな 勤- 

吾以、 後 所 生 人 如 我 戀爲道 相 與勿湯 目 

〇 吾以谈 蕩訓ソ ガノチ 一一 。 考 ヮレュ ノチ。 0 所 生 人 舊訓 クマ レム ヒト -モ。 考ゥ マレ ムヒト ハ- 

〇 相 與勿湯 目 舊訓ァ ヒア フナ ュメ。 代 匠 記初ァ ヒ コスナ ュメ。 童. 蒙抄ァ ヒマク ナュメ  。考 ァヒコ 

スナ ュメ、 與は 乞の 誤。 古義 原 字の 儘で ァヒ コ スナュ メ。， 

, 一首の 意 は、 己より 後に 生れる 人々 は、 己の やうに 戀を する 道に 決して 逢って はならぬ ぞ" 鳴 呼 

蟻 は^しい。， とい ふので ある。  ， 

これ も 民謠的 一 般性を 有って 居る が、 稍 獨語的 咏歎を も 交へ てゐる ものである。 倫理的に 響く と 

ころも あるが、 これ は 獨咏的 嗟歎の 餘饗 であって、 作者の 意 園が Ini^ 處 にある ので はない。 斯 く、. 獨 

咏的 反省 的な 言 ひ 方が、 やがて 観念的、 概念的な 歌に 移行す る 傾向 を 有する ものであるが、 この あ 

たりの もの は、 まだまだ 肉體 的で あり、 そこに 强味を 持って ゐる， - 代 匠 記 初 稿本に、 『小社が 阿房 

{«2 賦ー fr 秦 人不. 暇， ー自哀 1 而後 人哀， 之。 後 入哀. 之 而不. ^ 鑑 oz、 亦 使 义 後人 而復哀 * 後人 b 也。 王 右 軍 

蘭" や 記： ぶ。 後 之視. 今、 亦猶ニ今之觀^^昔』 を 引いて ゐ るが、 この 支那の 文 はもつ と 倫理的 敎訓 的で 

五 〇 七 
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ある •  , 

この コス とい ふ 動詞 は 左 行 下 二 段の 動詞で、 卷 十一 (二 七 ニー) に、 言 急 者 中波 余 騰益水 無 河 絕跡云 

コト チア リコ スナ ュメ  ナ チトワ チ ヒトゾ サクナ ル イ子 ヮガ キ-, - ヒトノ ナカ ゴ トキ キコス  ナ ュ / 

事 乎 有 超 名湯 目。 卷四 (六 六 0) に、 汝乎與 吾 乎 人 曾 離 奈流乞 吾お 人 之 中 言 聞 起 「越) 名湯 目 等が あ. o、 

なほ、 卷ニ  2 1 九) に、 須臾 毛 不通 事 無 有 巨 勢 濃 香 毛〕 卷五 (八 二 G に、 烏 梅ぎ^ 奈伊麻 佐 家留期 

等 知 利 須義受 和 我覇能 曾能爾 阿利 己 世 奴 加 毛 等が ある。 

•  〇 

【卷 十一 •  二三 七 六】  # 

ますら を  うつ  ごころ われ  な  よる ひる  こ 

健 男の 現 し 心 も 吾 は 無し 夜晝 とい はず 戀. ひし わたれば 

健 男 現 心 吾 無 夜 晝不云 戀度 

〇 夜 晝不云 舊訓 ヨ^ ヒ グイ" ズ。 古寫本 中、 ョダヒ グイ" ヌ (嘉. 神) の訓も ある。 童 蒙 抄さ产 t 

，トイ r ス。 〇 戀度 舊訓コ ヒシヮ タレ バ 。 童蒙抄 コ. ヒヮタ リッツ。 

しゃう 含  -  • 

1 首の 意 は、 男兒 としての 正氣 もも はや 己に は 無い。 晝 夜の 差別 もな く戀 のしつ つけで あるから 


とい ふので ある。  . 

この 歌 は、 獨り 嫌に 懊惱 して ゐる 趣で あるから、 獨咏的 色調 を 有って ゐ るが、 二 面に は 民^的に 

輕 いところ も 交って ゐ るので、 や は， 0 對他 的に 想へ る 分子 も ある：，., 看做して いいとお も ふ。 一首に 

は 人 麿 本來の 面目で ある 一 種の最が^^ぃが、 併し 何處 かに 重みが 保 たれて ゐて 相當に 味へ る 點もぁ 

る やうに おもへ る。 マス ラヲ とい ふ 語の 語感 も 現在 吾等の 持つ ものよ， 0 も、 もっと 生々 した もので 

あったら しく、 其 等 を も 念頭に 置いて 味 ふ 必要が ある だら う。 ゥッ シゴコ ：！ とい ふ 語 も、 丁寧に 反 

> 覆して 味って いい 語で ある。  . 

ゥ ッシゴ コ 口 について、 代 匠 記に、 『現 心 ハウ ッ、 ノ心 一一 テ、 サダ カナ^ 心 ナリ』 と ある 如く、 現 

心が 無い とい ふの は、 茫然 ir:> て 居る ことと もなる ので ある。 卷 十二  (二 九 六 0) に、 虛蟬之 宇都 志 情 

, * 毛 吾せ 無 妹 乎不相 見而年 之經去 者と いふ 似た 歌が ある。 

この 歌 は 風雅 集に、 題 しらす.、 讀人 しらすと して、 第 四 句 『よる 晝 いはす』 と あり、 また 柿 本 集 

及び 六帖 嫌の 歌の 部に、 第 四 句 『夜晝 わかす』 として 载 つて ゐる。 また 六 帖の鹽 の 歌に、 『あらし ほ 

； >  , V  ,1  あらし を あらし ほ 

のうつ し 心 も 我 はなし よるひる 人を戀 しわ たれば』 と あるの は、 健 男と 荒 潮と 混同した もので あら 

うと 代 "はお 精 撰 本に 言って ゐる。 -失木 和歌 抄に は、 人 丸 作と して、 初 句 『ますら を や』. 第 四 句 『よ 

.  五 0 九 
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る晝 わかす』 となって ゐる" -  ,  . , 

,  . 〇 

【卷十 I  -  ニー 二 七 七】 

なに  いのらつ  わざ も こ  こ  さ 舌  し 

何せむ に命歉 ぎけ む 吾妹 子に 戀 ひざる 前に 死な まし もの を 

何爲 命繼 吾妹 不戀前 死物 

0 何爲 舊訓ナ 一一 セム 一一。 考ナ 一一 スト 力。 0 不戀前 舊訓 コ. ヒ セヌサ キー 一。 略解 コヒ ザ〃 サキ 一一 

(古義. 新考 同訓)。 〇 死物 舊訓シ ナマク モノ ヲ。 代 匠 記初シ ナマシ モノ ヲ。 

一首の 意 は、 なせ 己 は 命 をながら へて 居た ので あらう。 こんなに 苦しむ のなら、 戀 人に 逢 はぬ さ 

きに 死んで しまった 方が 好かった のに。 とい ふので あらう。 

これ も獨咏 的で も あるが、 や は、 り對 者に いって ゐる やうな 點も あり、 强く 命が けの やうに 云って 

居-りながら、 民謠 として 常にうた はれる 程度に なって ゐ るので ある。 これ も 人 麿 作 だとせば、 人 麿 

の發 育史の 道程に かう いふ やうな 狀 態で 歌 を 作った ことがあ ると 考察す ベ きもので あらう。 


ッグ とい ふ 動詞 は、 萬 葉で は、 言 ひつぐ、 語りつ ぐ、 聞きつ ぐ 等の 例が 多，、、 イノ チッグ の 例 は 

アキ ハ ギ ノ  0 タパ ノ モ-ふ ■. トニ ハグ トキ 人 Vr ユカ： ノ チコ ヒム 力,^  /. 

ほかにな いやう である。 卷十 (ニニ 〇 九) に、 秋 芽 子 之 下葉 乃 黄葉 於 花繼時 過去 者 後將戀 鴨。 卷十  一 (二 

了 ハナ ク- ュフケ チ- トフ ト ヌサ二 ォ クニ ヮガ nnhj デハ マタゾ ッ グべキ 

六 二 五) に、 不相 k 夕 卜 乎 問常幣 爾置爾 吾衣 手 者 叉 f 可續が ある。 ナ- ーセム とい ふ 用法 も、 卷 四 (五 

コ い- ： ナム /チ： ナニセ ム ィ ケルヒ /  メコ ツイ モ予 ミマケ ホリス レ  十二 セ ムニ ヒ トメ ヒト n ト； 1 チタ ミワが 

六 ◦) に、 孤 悲死牟 後者 何 爲牟生 日 之 爲社妹 乎 欲 見爲 鱧。 同卷 (七 S:A) に、 奈何 爲 二人目 他言 辭痛吾 

セ ム  シロガ 木 モク ガネモ タマ モ 十. ニセ ムニ 

將爲。 卷五 (八 〇 一一：) に、 銀 母 金 母 玉 母奈爾 世武爾 等が ある。 一首 一首に ついて その 色調 を 玩^す ベ 

鲁 

きで ある。 

. ,  〇  . 

【港 十 I  •  二三 七 八】 

よしゑ やし 來 まさぬ 君 を 何せむ に 厭 はず 吾は戀 ひっつ 居らむ . 

古惠哉 不來座 公 何爲 不厭吾 戀乍 居- 

0 何爲 舊訓ナ 一一 スト 力。 略解 ナ 一一 セム 一一。 〇 不厭吾 舊 訓クト マ ズヮレ ハ。 代 匠 記 精 イト ハ ズ 

ソ につ 新考ァ カズ モヮレ 、ン。 

五 一 一 


一首の 意 は、 も  >  つどう でもお よろしい のです。 どうせ 御いで にならぬ あなたの ことです もの、 そ 

れも厭 はすに 私が 戀を つづけて 0^5 る ことが 出來 ませう か。 そんな こと は出來 ませぬ から。 とい ふの 

である。  .  ( 

これ は、 女が 其 女の 處に來 る ことの 遠退いた 男に 向って 怨を いって 居る 趣の 歌で、 やはり 民謠風 

の ものである。 語調が 念 迫して ゐる ので、 割合に 味 へ る 歌で あり、 『厭 はす』 とい ふ 語 もこ まかくて 

おもしろい 處 である。 新考 訓のァ カズ モは古 調 だが、 代 匠記訓 でも かま はぬ だら う。 『厭 はす』 は、 

モモ トセ 二 ォ イジ タイ. テテ ョ ョ ム トモ t レハ イト ハジ コ ヒハ マス 

いやで はない、， 嫌に はならぬ とい ふ 意で、 卷四 (七 六 5 に、 百年 爾老舌 出 而與余 牟友吾 者 不厭戀 者 益 

友。 卷 十五 (一一 一七 五六) に、 牟 可比爲 51 一  日 毛 於 知 受見之 可 杼母伊 等 波 奴 伊毛 乎 都 奇和多 t 麻且 等の 例 

が ある。 

この ヨシ M ャ シ の 下に コ ヒ ジ を 省いた の だと 新考で 云、 つて 居る？ 卷十 (二三 0 1) に、 忍 〔吉〕 八師 

コヒジ ト スレド ァキカゼノサムクフ.„^ ョ ハ キ E チ シ ゾ ォモソ  ァラ リへパ カミモ ニク t- ス ヨシヱ ャ シ 

不戀登 爲跡金 風 之 塞 吹 夜 者 君 乎 之 曾 念：^ あり、 なほ、 卷 十一 (二 六 五 九) に、 爭 者 神 毛 惡爲縱 咬八師 

ョ リ フル キミ ガ  一丁 ノ カー マナ ク. 二  サ トビ トモ カタ リツ グガ 木 ヨシヱ ャ シ コヒテ モ シ ナム タガナ ナ ラメ ャ 

世 副 流 君 之 惡有莫 君爾。 卷 十二  (二八 七三) に、 里人 毛謂吿 我禰縱 也 思 戀而毛 將死誰 名 將有哉 等が あ 

ヮガモ タル ココ O ハ ヨシヱ キミ ガ マ-一 マ 二 

る" なほ、 卷十 1 (二 五三 七) の、 吾 持留心 者吉惠 公之 隨意 など は、 マ マ ョと いふ 意が よく あら はれて 

居 る 。 此處 の ヨシ M ヤシ も、 ドウ デモ ョィ C ママ ョと いふ 意に 翻して いい 場へ n である。 


【卷十 I  •  二三 七 九】 

み  "か  た 6 とほ  いま  き  ：  を 

見 わたせば 近き わたり を 徘徊り 今や 來 ますと 戀ひ つつ ぞ 居る 

見渡 近 渡 乎 回 今 哉來座 戀居 

0 見渡 傷訓 ミワ タ セバ。 . ^義 ミワ タ シノ。 『打 向 ひ 見渡さる ゝ處を ミワ タシ とい ふなり。 こゝ 

.  ミワ タシニ ィ モラ ハ タダシ コノ カタ 二 ヮレハ タチ -r 

は ミワ タセ バと訓 はわろ し』 (古義)。 卷 十三 (三 二 九九) に、 見渡 爾妹等 者 立志 是方爾 吾 者 立而。 卷卜 一 

(二 s 七 二) に、 見渡 三 室 山 石 i 菅等の 例が ある。 併し、 卷 十七 (三 八 九 0) に、 和 我 勢 古 乎 安 我 松原 欲 

見 度 婆と いふ 例 も あ 6、 ミ ヮ タ セ バ と訓ん で解釋 が出來 るから、 舊 訓に從 つて 置く。 

一首の 意 は、 見 わたせば、 ^ぐ 近くに 見えます のに、 人目 を 避けて 態々 ま はり 道 をして 來られ る 

あの方が、 もうお いでになる だと 待ち こがれて 居り， ます。 『近き あ， たりながら 人目 をよ くと て、 

腿. 0 逬 をして 來る を、 今や 今やと 待つな. o』 (略解 )0 

この 歌 もまた 民謠 凰で、 女が 男 を 待つ 氣持 になって 歌って ゐる。 然 かも 細かい ところに 注意して 


五 1 四 

男の 行動 を敍 して ゐる あたり は、 この 歌 をして 民謠 風に 活かした 點 でも あ."、 民謠の 好い 點 でも あ 

る。 ことに 斯うい ふい ひ あら はし 方は實 際の 寫 生に 本づか なければ 到底 出來 ない と 思 はしめ る 程に 

旨い ところが ある。 タモト ホリの 語に しろ、 當 時の 人に とって は 何でもな いこと だとしても、 散策 

の やうに して ま は， 9  くねった 道を步 いて 来る 趣 を、 ただ タモト ホリの 一 語で あら はすの は 簡潔で 旨 

いとお も ふので ある。 タモト ホリは 集中、 手 回、 他 回、 俳徊 等と も 書いた。 

新考二 * 『案す るに 卷 七に、 視渡 者ち かき 里 廻 をた もと ほり 今ぞ わが こし ひれふり し 野に、 と，^ ふ 

歌 b り。 今の 歌の 渡 ももと 里 廻と あ， 0 しが 上なる 見 度の 度より まぎれて 渡と なれる にあらざる 力 

渡津の あなたに 男の すめる を チカ キ渡 とはい. ふべ からざる 故な り。 されば 初 二 は ミフ タセ ノ チカ キ 

サ トミ ヲ とよむべし』 と 云った。 これ は 參考說 として 記し 置く。 卷 七の 歌 は、 代 匠 記 も旣に 引用し 

たが、 この 歌に 似て ゐ るの は、 やはり-民 謠化 要素が あり 相 通じた もので あらう。 

〇 

【卷 十一 ニニ 二八 0】 

BHgBIHIBBHBIBBIIIBIIHBIIIIBBIIBIBIBHBIIIIBBHIBmn^v^ 


愛しき やし 誰が 障 ふれ かも 玉！； の！！^」 ひ 射れ てお が I- まさぬ 

n 十 敷 誰 障 鴨 玉 梓 路 見遣 公 不來座 

〇 早數哉 舊 訓ハ， シキ ヤシで 誰も 疑はなかった が、 新考で ウレタ キヤ r| 哉 等 Q, お 0 を 提出し. こ。 〇 

誰 障 鴨 舊訓タ ガサ へテ カモ。 古寫 本中タ ガサ フル カモ (細) も あり、 童 蒙抄タ レサ ハツ カモ。 略解 

タ. ガサ フ レカモ (諸 抄從 之)。 〇 路見遺 舊訓 ミチ ソスラ レ テ。 童蒙抄 ミチ ヲヮス レデ。 考ミ. チフス レ 

テ 力 略解 ミ チミ ソス レテ (諸 抄從 之： T 新考 ミチ ハチ カキヲ (不 遠の iloo 

一首の 意 。〔华 敷 哉〕 誰が 邪魔 をす るので せう、 〔玉 拌〕 路を もお 忘れに なった と 見えて、 あの.！ ゾが 

つと もお いでに なり ませ ぬ 。 

この 歌 も、 女の 心 持に なって 咏ん だ民謠 風の もので、 氣が 利いて ゐて なかなか おもしろい。 その 

想像 も 今から 見れば 幼椎 だが、 若い 女性に いはれ ると、 甘美の 聲 と共に カ强 くな つてく るので あ.，、 

ま/  -路 見忘れて』 などの 小 味のと ころも 腑に 落ちて くるので ある。 新 考の訓 は、 この ト.^ の^よ 

力 調に ふさ はしくな いと 思った からの 改訓 であらう が、 女性ら しくい ふに は 却って これが 自然 だと 

も 謂 ふこと が出來 るので ある。 
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ハシ、 ハシキ ヤシと いふ 語 は、 愛と いふ 意味が 明かな ので、 結句の 公に 係る ものと 解して ゐた。 

『ハ シキ ヤシ は 下の 公 を 言 ふな， り』 (略解)。 然るに、 新考 では、 『三 句 十九 言 を 隔てて キミに いひ i; 

くべき にあら す。 おそらく は慨 哉な ど を 誤れる にて ウレタ キヤと よむべき ならむ』 と 云った。 この 

初 句から、 結句に 續 かせる 句法 は、 幾ら 自由に 解しても、 どうかと 思 ふから、 愚案 は、 直ちに- 『誰 

が』 に續 かせた。 戀 敵の 女 を 指して ゐ^ から、 ハシキ ヤシ は を かしい と 思 ふので あるが、 このごろ 

來 なぐな つた 男の，；^ にと つて みれば ハシ キヤ シ となる の だから、 さう いふ 表現 をと つたの かも 知れ 

ない。 一首が 民謠 風で、 『路 見忘れて』 などと 云って ゐ るの だから、 これく らゐの 自由 性が あつたの 

かも 知れない。 また、 直ぐ 人 麿 作と 斷定 が出來 ない ところが あるから である。 卷四 (六 四 0) に、 t 

シケ ヤシ ？ ヂカキ サトチ クモヰ 二 ャ n ヒッッ テ ラム ツキ モ へナ クニ  ハシ キヨシ カク，， く. 7 一 マニン タ 

之 家 也 思 不遠里 乎 雲居 爾也戀 管將居 月毛不 經國。 卷五 (七 九 六) に、 伴 之 伎 與之加 久乃未 可. 3^ 爾， 之 多 

t*J コ； シ ，.1 モ "コ コ <  D  ノ， ス IJ モ -ス ベ i;.! サ 3  ハシキ ヤシ フカ ヌ カゼ ュヱ タマ クシ ケア ケテ サ ネ， ーシ ヮレ 

比 己 之 伊毛 我 己 許呂乃 IS 別 毛 須別那 左。 卷 十一 (二 六 七 0 に、 級 子 八 師不吹 風 故 玉 運 開 而左宿 之 吾 

ゾク ヤシ キ  キミイ モ 

. 其 悔寸 等と あるの は. 直ぐ 公、 妹な どに 續 かぬ 例で も あ 卷 五の 例 は、 初 句から 第 四 句の ィモに 

續 けた 例で ある。 して 見れば、 此處の 歌の ハ シキ ヤシ も 結句の 公に 關聯 せしめても よから うとい ュ 

ことに もなる ので ある。 愚案に 都合の よい 例 は 萬 葉に は 無い やうで ある。  . 


【卷十  一 • 二三 <  一 】 

きみ  めみ  ほ  ふた よ ち とせ  ご 4  わ  こ 

君が：：： を 見 まく 欲り して この 二 夜 千歳の 如 吾が 戀 ふる かも 

公 n 見 欲 是ニ夜 千歳 如 吾戀哉 

〇 公 目 舊訓 キミ ガメ ヲ。 古義 キミ ガメ ノ。 〇 見 欲 舊訓 ミ マクホ リシ テ。 古義 ミ マク ホシケ ミ 。 

〇 吾戀哉 舊 訓ヮガ コ フル カナ。 代 匠 記 初 害 入 離き ヮガ コ フル カモ。 考 ヮガコ フル カモ。 

一首の 意 は、 あなたに お 目に かか. 0 たく、 この 二 夜 はもう 千年 も經 つた やうに 長く 待ち ど ほしく 

お おひ 申して おります。 とい ふので ある。  . 

ふたよ ち と せ 

女の つつまし く 且つ 濃厚な 情緖を 見せて 居る。 『この. 二 夜 千歲の ごと も』 とい ふ あた. 0 の 誇張に、 

廿 えた 語調が あってい い 氣持を 起させる ので、 民謠 としても 成立ち 得る 可能性が あるので ある。 

メヲ ミマク ホルと いふ やうな 表現 は、 このほか にも 可な りあって、 この 下に も 見えて おる。 卷十 

, ヽ •  •  ィ モガ メチ i マクホ リエ ノサザ レふミ シキテ n ヒッッ ァリト ッ ゲコッ  々ビニ ァリ. ，「フ レ八ク レシ イツ. レカ 

二  alio 二 四) の 妹 目 乎見卷 欲！； t 之 小 浪敷而 戀乍有 跡 if 口 乞。 同卷 (三 一 三 六) の、 客 在而戀 者 辛苦 何時 
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す ヤノ 'ョレ 、マ，、 子 クレグ レトヒ トリ ゾヮ ザク， ソィ そガメ テホリ 

モ毛 ュ jKT 之 ず s^。 卷 十三 a 一三 三ち の、 奥浪 來因ノ is 乎 久禮久 禮登獨 曾 我 來妹之 目 乎 欲 等 か 

メ  タ ク. ブ スマ シラギ ヘイ マズキ 

あり、 なほ、 是等は 『妹が 目 を 欲る』 例で あるが、 卷 十五 ニー 一 五八 七) に、 多 久夫須 麻 新羅 邊伊 麻須伎 

iK ガ我 Sh ぞケ 家ず！^^ i-f^i^^ifiA^ ず。 卷 十七 Q 一丸 三 5 に、 ぎぎ？ 1  本 f 爾之奈 婆 夜 須家牟 伎 美 我 目 

ffKk が ナ奈 il^k ぎぎ 甲 k ぎぎが あ， -、 是等 は、 『君が 目 を 欲る』、 卽ち 女が 男の 目 を 欲る 例で あ 

る。  . 

この 歌よ、 六せ こ人藝 作と して 載， 9、 『君 をめ に 見 まく ほし さに この 二 夜 千年の ごとく まこ？ -る 

かな』 となって ゐる。 

.  ノ 

【卷十  一 •  二三 八 二】 

うち^さす IS ず」 を ひん は _ ぎち けど 吾が 念 ふ 公 はた だ 一 人の み 

打 日 刺 宮道人 雖満行 吾 念 公 正 一人  、 

〇 宮道人 舊訓 ミヤ ヂノ ヒト ハ。 嘉曆傳 承 本 ミヤ ヂ 一一 ヒト ハ" 略解 ミ、 ャヂ ヲ匕ト " (考 同訓 )。 校 


本 萬 葉に^ 義初 調と したの は 誤。 0 吾 念 公 ，正 一人 舊訓フ が 寸モフ キミ ハ， . タダ じ トリ / ミ。 A 

寓 本屮、 ヮレ ガオ モフハ • キミ タグ ビト リ (嘉. 細」。 細 井本に は 漢字の 左に ヮ. ガ ォモフ キミ" . タ .v 

ヒ トリノ ミと ある。  - 

5 ち ひ さす  ぉほぢ  との- •  , 

一首の 意 は、 〔打 日 刺〕.；^ へ 通 ふ 大路 をば、 澤 山の 殿が たが 通って 居られる が、 わたくしのお 慕 ひ 

鲁 

申す 方 は、 ただ あなた だけで ございます。 とい ふので ある。 

これ も 女から 男に むかって 云った 趣の 歌で、 そして やがて 民謠 風に なって ゐ るので ある。 都の 少 

女ゃ靑 年な どが 揃って 歌 ひ 且つ 相當 に感應 した 歌の やうに おもへ る。 それだけ 無理が なく 順 當に耿 

はれた 歌で ある。 大きい 往還 を 群集の 步 いて ゐる樣 も 想像 出來る 珍ら しい 歌で、 特に、 『満ち 行け 

ど』 とい ふ 表現 は 注意すべき である。 集中に は、 卷五 九 四) i^、 目前 爾ル在 知 在 人 佐 播爾ぎ m: 播 

ァ レドモ  フヂ ハラ/ミヤ n シ，. 、ミニ ヒト ハシモ ミチ チア レドモ ■ 

阿 鱧 等 母。 卷 十三 (三 ー1三5 に、 藤 原 王 都 志 彌美爾 人 下滿雖 有の 例が ある。 共に 參考 していい。 

この 如き 內 おの 歌が 多く あるら しく 思へ るが 必す しも さう でな く、 卷四 (四 八 五) に、 人多國 爾.^ 

i チ -.r  f- リム-, ノ ェキキ ハ ュケド ヮ！ fn フル キミ-一 シ ァ -1- ネ .;,  シキシ マノ ャ マト ノ クニ  二 ヒ トフ タリ ァリ トシで 〔，、 

滿而^ 村 乃 去來者 行跡 吾 戀流君 爾之不 有 者。 卷 十三 (一一 三 四 丸) に、 式 島 乃^ 跡 乃 土 丹 人 二 有 年 念 者 

難^^ 暖が ある。 また  一二 句に 就いては、 卷 十二  (三 〇 五八) に、 內日刺 宮庭 有 跡 鴨 頭 草 乃 移 情 吾^ 

名 M。 卷 十四 Qm 五ち に、 宇 知日 佐 須美夜 能 和 我 世 波 夜 麻 登 女 乃 此射麻 k 其 登 安 乎和领 .u 須奈等 

、  五 1 九 


五 二 〇 

が ある。  . 

毛 詩鄭風 云。 出 二 其 東門： 有， 女 如 雖ニ 則.？ 雲、 匪 二 我 思 存ー 六帖に は、 『うち ひさす 大宮 

人 は 多 かれ ど わきて 戀る はた だ ひとり ぞも』 と ある。 

、  〇 .  . 

【卷十  一 •  二三 < 三】 

よ  なか  つね か  おも  もと な わす  なほ 二 

. 世の中 は常斯 くの みと 念へ ども 本名 忘れず 猶戀 ひに けり . 

世 中 常 如 雖念 半 手 〔本名〕 不忘 猶戀在 

〇 世 中 舊訓 ョノ ナカ 一一。 古 寫本中 ョノナ カノ  (嘉 • 祌 •  . 細 4)。 代 匠 記 初 ョノナ カノ。 童蒙抄 

ョノ ナカ ハ (考 以下 同訓)。 0 常 如 舊訓 ツネ カク ゾト つ 代； 記 初 ツネ ノモコ 一一、 或は ツネ ノ ゴ ト 

ク ュ。 代 匠 記 精 云、 『如ヲ カク ゾト 、ノ ト 點ゼル 不審 ナリ。 若 如此ナ リケム ヲ此ノ 字ノ落 タルカ。 有 

ノマ、 ナ ラバ、 ツネ ノモコ ロー 一  ト 讀テ、 常ノ 人 ト同ジ サマ ュ思 ヒナ セド ト意 得べ キ 力。 今按如 、ノ 女 

ヲ誤 テ作レ ル歟〕 然ラ" ョノナ カノ ツネ ノヲ ミナ、 或ハヲ トメ ト讀へ シ』。 童 蒙抄、 ツネ カク ノゴ 


トと訓 み， なほ、 『^の もころ にと 讀 める 說も 有。 又 常 かくの みに 共讀 める 說有" 然共意 は 同じき 

事 なれば、 いか 様 共 好む 所に 從ふ べし』。 考 ツネ カク ノ ミト (稀？ igi 贿)。 0 半 手不忘 舊 訓っァ 

ハヮス レズ。 童蒙抄 ハタ フス ラレ ズ 丄考、 同訓、 手 は 多の 誤。 古義 ァレ ハソス レズ、 手 は 吾 者の 

誤 か。 新考 クタ テソ ス レズ、 半 手は哥 手の 誤 か。 新訓 カタ テヮス レズ。 茂 吉案モ トナ フス レズ、 P 

手 は 本名の 誤 か。 モト ナ. ミ ュッッ などと 同じ 用法 か。 〇 猶戀在 舊 訓ナヲ コヒ I 一  ケリ。 代 匠 記 初 

ナヲコ ヒー 一 タリ。 意 蒙抄ナ ホコ ヒー 一 タリ。 考 ナホ ゾコヒ シキ、 在 は 布の 誤。 略解 ナ ホコヒ 1 ーケリ 

(せ義 以下 同訓)。 

一首の 意 は、 址の中 は、 いつも この やう/な もの だと は觀 念して はゐ たが、 それ を 不甲斐な くも 

(もとな) 忘れて しま ふこと が出來 すに、 また こんなに 苦しい 戀 をして おる。 とい ふので ある。 

この 耿は、 槪念 的な やうで あるが、 感慨が 比較的 渗み とほって ゐて、 一般化し 得る 要約 を も備へ 

て W ると ころに 民謠的 效杲を 保持した ものと おもへ る。 外見 は 獨語的 だが、 よく 味へば 相手に 想へ 

てゐ るので ある。 

略解 は大體 考に據 つたが、 『 、ノ タは乂 と 言 ふに 同じ。 世の中 は斯 くと は 思 ひ 明らめて おる とすれ ど、 

^^ふる 方に 引かれて、 叉 終に 忘られす と 言へ.^ -。 半 手の 手 は 多の 草書より 誤れる か。 手 は 言の 下 

五一 二 


五 ニニ 

に 置きて、 タと訓 む 例な し。 桉 する に、 人麻呂 集に 假 字書 無き 例 なれば、 半 手な ど 書くべき いはれ 

無し。 全 誤字な らん』 云々。 鴻奧 氏の 全釋を 見る に、 新 訓に從 ひ、 『新訓 に カタ テ とよん だの は、 一 

方で はの 意と 見た もの か、 二手 をマデ とよんだ のに 對 して、 半 手 は 別に 慣用の 訓 法が あるので はな 

いかと 思 はれる が、 しばらく この 訓 によって 解いて おいた』 と 注して ある。 それから、 私 は、 『半 

手』 を 『本名』 の誤寫 として、 モト ナと訓 ませた が、 『半 手』 は 『兩 手』 或は 『二手』 の反對 で、 半 

手で は、 便りない、 覺 束ない ことになるので、 義訓の 一種と して、 モト ナと訓 ませる と 解しても い 

い。 さう すれば 强 ひて、 誤寫 とせす とも 濟 むので ある。 

〇 .  ： 

【卷 十一 ニー 三 八 四】 

か さ こ  さき  いま  かへ  きわれ  つ  こ  ひと  こ 

我 背 子 は 幸く 坐す と 遍り來 て 我に 吿げ來 む 人 も 来ぬ かも . 

我 勢 古 波 幸 座 遍來 我吿來 人來鴨 

〇 遍來 舊訓カ へ リ. キ テ。 童蒙抄 ユキ カヨ ヒ。 考 タマ クマ モ、 適 喪の 誤" 古義 タビ マ ネク、 來は 


多の 誤。 新考カ ヘリ キテ。 遍は 還。 集中 遍 多數、 ；？！ 多、 兩) 過、 千！ 等と 用な て 居る から、 遍歴して 

還って 來る 意に して、 力へ リキテ と訓ん でも 好いで あらう。 なほ、 字 鏡 集に は ュク、 ヲ"〃 の訓. 《 

ある。 〇 我吿來 - 人來鴨 舊訓ヮ レー ーッゲ コム • ヒト /ク ダカ モ。 童 蒙抄ソ レー 一 ッゲク • ヒト/ 

コン カモ。 考ヮ レー ーッゲ クル. ヒトノ コム カモ。 略解 ヮ レー ーッゲ コム. ヒト ノコ ヌカ 乇。 『不來 ir!J 

有べき を、 不を 略き 書け る 例 集中に 多き こと は、 宣長旣 に 言へ，.^』 お 解〕。 新 考ヮレ 一一 ッゲ ナム . ヒ 

ト ノナキ カモ、 來は 無の 誤。 

一首の 意 は、 私の 夫が 旅に あって 無事で 居られる とい ふこと を、 歸り路 に 立 寄って、 私に if 口げ て 

くれる 人が 來 ないか。 麥て吳 れれば 好い が。 とい ふので、 せ を もる 女の 心 持の 歌で ある。 『是れ 

は 夫の 旅なる を 思 ふ 歌なる ベ し』 (略解) とい ふのに 問せ は あるまい。 

この 歌で、 『遍 來』 が、 學 者に 苦心 を させた が、 此は、 旅先で 夫に 逢った 者が 歸路に 家に 立 寄る 趣 

である。 また、 『來 鴨』 を、 コヌ カモ と訓ん だの は 手腕であった。 かう 訓ん だた めに、 一首が 無理な 

く 解釋が 出来る やうに なり、 留守 もる 女の つ つましい 心情 を も 自然に 理會し 得る やうに なった ので 

ある。 この 歌 は、 人 麿 歌集に あるが、 人 麿の 作で なく、 誰か 女の 作が 截っ たもので は あるまい か， 

若し、 人 磨 歌^の 歌 を、 殆ど 皆 人 麿 作 だと 論す る 說に從 ふと、 この 歌 も 亦 人 麿の 作と なり、 なほ 想 

五 ニー 11 


像 を恣に すれば、 人 麿 代作 說、 人 麿 巡遊 詩人 說 等に 發展 して 行く ので あらう か 

は贊 成しない ので ある。 

.  〇 

-  一 

【卷十  一 - 二三 八 五】 

5 つと せ. *  わ  こ ひ あとな  こ ひ  や， •  -.  f, や. - 

あらたまの 五 年 經れど 吾が 戀の跡 無き 戀は 止ます： S しも 

麁玉 五 年雖經 吾戀 跡無戀 不止浓 . 

〇 吾戀 舊訓ヮ ガコフ 〃。代 匠 記 初 書入繊 X ヮガコ ヒノ。 〇 跡無戀 舊訓 アト ナキ コヒノ  (代 i  • 

同訓)。 『跡 無 惑 ハ驗ノ ナキナ リ。 五年經 テ戀ル 一一 驗ナク 、パ 思ヒャ マ〃 ベ キ事ナ 〃- 一、 猶ャマ ネ , ミ 

ヅ カラ £ シ ブナ リ』 <： 代 匠 記精ヽ 考シ〃 シ ナキコ ヒゾ。 『形跡の 無き こ 、 ろに て 跡と 書し かば、 しるし 

なきと 訓む べし』 os。  0 不止^ 舊訓ャ マヌ アヤ シモ (古義 同訓」。 童 蒙抄ャ マ ヌ アヤ シチ (新考 同訓： *0 

考ャ- マズア ヤシ モ (略解 同訓)。 

一首の 意 は、 の〕 もう 五 年も經 つて 居る が、 甲斐ない 私の 戀が まだ 止まない。 不思議な ことで 


五 二 四 

私 はさう い ふ說に 


すと いふ ので ある^ 

獨 語 的な 歌 だが、 これ もや は.^ 想へ てゐ るので あらう ひ 『怖し も』 は 自嘲の やうで も あり、 それ 

を そのまま、 相手に 持って行って 想へ て 居る とい ふところ も ある。 『あらたまの 五 年』 は 特殊の 用 

法 だが、 卷 十八 (四 一 一三) の 長歌に、 安^^多末能等之能五年之吉多倍乃手枕末^-受がぁり、 家 持の 作 

だから、 或は 人 麿 歌集の 此句 を參考 したの かも 知れない。 ァ ヤシと いふ 語 も 注意して よく、 集中に 

用例が ある。 卷十 ニス 1  一一 0 七 六) に • 、-住 吉之敷 津之浦 乃 名 吿藻之 名 者 吿而之 乎 不相毛 怖。 卷 十八 so 

七 五) に、 安 必意毛 波 受安流 fei ホ伎 乎 安 夜 思 苦 毛 奈氣伎 和 多 流 香 比 登 能 等 布 麻 泥が ある。 其 他 略。 

【卷十  一 •  二三 八 六】 

いはほ  ゆ  と i  ますら を  こ ひ  こと  のら く 

石 すら ほき 通るべき 健 男も戀 とふ 事 は 後悔い にけ り 

石 倚 行應通 、建 男 戀云事 後悔 在  . 

ィメ  ノ ミ -1 .5, 入-!'  n コ タコマ ルヮハ 

0 石 尚 訓ィ" ホス ラ。 代 匠 記 精 ィハヲ スラ。 『尙』 を スラと むこと 萝耳 見尙 幾許 縫 吾 者 

. 五 二 五 
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のお、 用 列が ある。 〇 建 男 舊訓マ ス ラヲモ (諸 注從 之)。 考 タケ ヲ スラ。 〇 戀云事 舊訓コ ヒ テフ コ 

ト ハ 。 童蒙抄 コヒ チフコ ト"。 考コヒ トフ コト ハ。 〇 後悔 在 舊訓ノ チノ クヰ ァリ。 略解 ノ チ クイ 

一一 ケリ。  / 

ますら を 

一首の 意 は、 厳 石 を も 踏み破って 通， 9 得る やうな 能 男で も. 戀と いふ ことに 當 つて はっくつく 後 

悔 する もの だ。 とい ふので ある。 

自分の 戀の 苦しみ をい ふのに、 自分 を 健 男に 見た てて、 心情 を 強めて 表現して 居る。 その 誇張 は 

稍と も すれば 槪念 的に なりが ちで あるが、 この場合 は、 咏 歎が 强 いので 左程に それが 目立たない。 

『戀 とふ 事 は』 とい ふ 一般化した やうな 言 方で もさう である。 これ も 概念的に 陷 り 易く 取， 9 すま 

したやう に受 取られが ちの もの だが、 この場合 は聲 調に よって それ を 救って 居る。 結句の 訓 はさう 

して 見 r-v6 やはり、 『毎い にけ り』 であらう か。 この 『け， *^』 は輕 いやう で 相當の 重みと 落 著と を 得 

して 居る ものである-  - 

マタ ュク トキ 二 テ  オシ ヮケ ティ ハチ  ルァリ  テ- >  //  ^3  . い アマ ゥサ W 

代 匠 記 初 稿本に、 『祌 武紀 云。 更. 少進亦 有， 尾而 披， 1 磐石 1 而出 者。 天皇 問 之 曰 汝ゃ人 對 曰 

臣 是磐排 之 子。 いはを も 踏 さぎて とほるべき ほどの つ はもの も、 謹と いふ ことに は 後の くやみ 

あると な h.。 大敵に むかひても おそれぬ をの この、 戀 といへば かへ ，9 みして く ゆる はこ わかお もし 


ろき ことな り』 と 云って 居る 如く、 此歌 では， 『行き 通る ベ き』 とい ふ 表現が 注意 せらる ベ きで ある。 

ィハト ヮ ルタヂ カラ モ ガモタ ョ ヮキヲ ミナ ニシァ レバ スぺノ シ ラナ ク  ナ * リ 

なほ 槳屮、 卷三 (四 一九) に、 石 戶破手 力 毛 欲得 手弱寸 女 有 者 爲便乃 不知 苦。 卷九 (一七 七 A) に、 名 欲 

ャ マイ ハフ i ナ ラシ キミ ガ n エイ ナパ 

山 右路平 之^ 之 越 去 者 等が ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して 載. 9、 下句 『戀て ふこと は 後の くいあり』 となって ゐる。 

.  〇 

【卷 十一 •  二三 八 七】 

ひく  ひとし  け ふ  ひち とせ  ごと  あ 

れ なば 人知り ぬべ み 今日の 日の 千歳の 如く 在り こせぬ かも 

日 促 人 可 知 今日 如 千歳 有與鴨 

〇 日 促 本 『日 位』 であるが、 古 寫本中 『日 促』 に 作った (西 .神* 京) のが あるので 改めた。 舊 

訓ヒ クレナ バ。 代：^ 記 精、 位 は の 誤。 童 蒙抄ヒ ツギ ナバ。 ヒナ ラベ バ、 位 は 銃の 誤。 『拾 稳抄に 

は 低の 字を誊 けり。 然共、 拾 稳の本 は 理を不 ， 顯』 (童 蒙 抄)。 考 ヒナ ラベ バ、 位 は 絲の誤 (新 考從之 )o 

略解 ヒク レナ バ、 位 は 低の 誤。 『拾德 本に 低に 作る を 善しと す』 (略解)。 『促』 は、 類聚 名義 抄、 字錢 

五二七 
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集に も、 ッヅ マ〃、 セ マ〃、 ミジ カシ、 セメト 〃等の 訓が附 けて あるが、 『日 促』 を夕暮 になる 義に 

取る こと も 全然 不可能で なかるべく、 從 つて、 ヒ クレナ バと訓 する こと もまた 出來る だら うと 思 ふ 

ので ある。 〇 有與鴨 舊訓 ア^ヨ シモ. 、力 モ。 代 ぼ 記 初ァリ コセヌ カモ。 

一首の 意 は、 日暮れに なると、 人目が 却って 多くな， 9、 人の 注意 を ひく やうに なって、 この 二人 

だけの 麟會が 見つかって しま ふだら. う。 それ ゆ ゑ この 樂 しい 今日が、 千年 ほどの 長さに なって 吳れ 

ない もの か。 夕暮 になら すに. いつまでも 日永であって 欲しい もの だ。 とい ふ 意で あらう" 

夕暮 になる と、 人に 知られる とい ふの が腑に 落ちない ので、 諸 先進が 種々 苦心した が、 これ は 男 

が 女の 許に 通 ふの は 大概 夕暮 からで あるから この 女の 許に も 或 男が 通つ， て來 ない とも 限らぬ ので あ 

る。 また 夕暮 から 大勢の 男が 通って 步 くの だから、 却って 見つか， 5 易い の をい ふので あって、 この 

歌は晝 間に 媾會 して 居る 趣に 解す ベ きもので ある。 代 匠 記 精で、 『日 クレナ バ人ノ 知 ラム ト云 コトハ 

上 一一 夕 カク マ ケテ戀 ハスべ ナシ トヨ メグ 如ク、 夕 ハイト .>  心細 ク淚 モモ。 ケ レバ ナリ』 と 云って ゐ 

る。 これ も 一 わた，.^ の解釋 であるが、 かう なれば 作歌の 動機が 不明に なって 來て說 明が つき 難い。 

なほこの 初 句に 就いて 先進が 如何に 苦心した かとい ふ も 1 つの 例 をい はば、 童ー 蒙 抄に、 『：《  くれな ば 

人 可， 知と は 如何に 共哩 り不. 通。 是は 日を繼 たらば 人知. 9 ぬべ しと 云義 にて、 H 位と 書た る は、 天 


手 を 日嗣の 命と 泰ーー# 稱； 日の 御 位に 比し 奉れば、 其 訓義 を 借りて、 日 位の 二字に て、 ひつぎ なば と 

は讀 ませた るな らん かし。 されば、 下に 今日のと 有て、 あす 叉 日 をつ ぎて は、 人の 知 h-^ めむ と 云 

へる 義也。 u の 苺れ なば、 人の 知らん と云義 は、 何共 濟 まざる 義也。 よくく 歌の 意 を考へ 見る ベ 

し。 n 位の 字 を 日つ ぎと 讀 まする 事、 當 集の 義訓の 格 全 相 叶 ふ 也。 若し 又さなくて は、 誤字なら ば 

竝 の 字漱。 然れ ば、 日なら ベば と讀 べし。 當 集に 日なら びと 讀 める 詞、 前に 二 首 迄 有。 尤も 假名 書 

にも あれば、 け ふ あすと H を 並べて、 思 ふ 人と 寄り合 ひ 語ら は、 く、 人知り なんとの 意歟。 何れに も 

あれ、 = くれと 云義 にて は 無き 也』。 もっとも、 古 寫本中 (西. 溫. 細丄ヌ ) の 一訓に、 『日 位 人』 と あ 

ると いふ ことで あるから、 嘗て さう いふ 聯想 を 以て、 この 訓に 想到した 人が あった ものと 見える。 

ヒ ツギ ナバ、 或は ケナ ラベ バ、 ヒナ ラベ バと いへば、 至って 分かりよ くなる が、 歌 は 平凡になる し- 

どう かとお も ふので、  舊 訓に據 つて 解釋 したので あっ^。 

ァ リコ セヌ カモ は、 旣 にあった が、 ァ リコ ス の將然 形から ヌと いふ 打消に つづ き、 力 モに續 いて』 

『さう あって れな いもので あらう か。 さう あって 欲しい もの だ』 とい ふ 意に i 俗 著く ので ある。 集 

ヨシ ヌ ガハ ュクセ ノ ハヤ ミ シャシ クモ ョ ドム コト ナクァ リコ セ スカモ 

巾で は、 卷ニ  (一 1 九) に、 芳野河 逝瀨之 早見 須臾 毛 不通 事 無 有 巨 勢 濃 香 毛 を はじめ、 八 首ば か の 

例が ある。 

.  五 二 九 


so 

〇  . . 

【卷十 I  •  二三 八 八】 

立ちて 坐て たどき も 知らに 思へ ども 妹に 告げねば 間 使 も來ず 

立 座， 態 不知 雖念 妹不吿 間 使不來 

〇 立 座 • 態 不知 舊訓 タチヰ ス〃 • フ ザ モシ ラレ ズ。 童 蒙抄タ チヰス ダ • フ ザ ヲモケ ラズ。 考タ 

チテ ヲ产. タドキ モシ ラズ。 考 別記 タチテ ヰ^. タドキ モシ ラ-。 古義 タチテ ヰ- ァ • タドキ モシ ラ 

ズ 。 新考 タチテ ヰム. タドキ モシ ラー 一 。  - 

一首の 意 は、 立って ゐても 坐って ゐて も、 どう 爲樣 もな く戀 しい 妹の ことば かり 思って ゐ るの だ 

けれども、 それ を 妹に 知らせる ことが 出來 ぬので、 向う から ちっとも 使も來 ない。 何とも 彼と も爲 

様が 無い。 とい ふので あらう。 

この 歌 は、 民謠 的と 謂へば 謂 はれる が、 何となく しんみり として、 浮いた ところが 無くて 好い や 

うにお も ふ。 特に、 『妹に 告げねば 間 使も來 す』 のと ころ は、 素朴 愛すべ きもので ある，" 


タチテ ヰルタ ドキ チシラ -1 ムラ ギ モノ  n  n  口 タュ ヒ トキ ギ ヌノォ モヒミ ダレ テ  タ. t 十 ヰ-す， * 

卷十 (二  0 九 二) に、 立 坐 多 土 伎 乎 不知 村 肝心 不欲解 衣 思 亂而。 卷 十二  (二八 八 七) に、 立 居 田 、 

K キモ シラズ ヮガ nn  ロア マツ ゾラナ リッチ ハ フ メドモ  タゾキ  タヅ キ タドキ 

時 毛 不知 吾 意 天津 空 有 土 者踐辆 とい ふの が ある。 考の 別記に、 鶴寸 跡狀、 田 時 等の 例 歌 を擧げ 

タチ テヰル タドキ モシ ラニ ォモ へドモ ィモ -ーッ ゲネバ マヅ カヒモ n ズ 

て、 『又卷 四 (今 十一) に、 立 座、 態 不知、 雖念、 妹 不告、 間 使 不來、 この 態の 字 もた づきと 訓べ 

き 

き 事、 右の 哥 どもに 合せ 見よ、 立て 居るべき わざ を も 忘れ をれ る 意 を 得て、 態と も 書し 也、 さてた 

づきと もた どきと もい ふ は、 言の 通 ひて 同し 事 也』 云々 と ある。 略解で は、 舊 訓に從 ひ、 タ チヰス 

グ. ヮザ モシ ラエ ズ と訓 み、 『立 居る ベ きわ ざ を も 忘れ をる 意 を 以て 態 を 翁はタ * トキと 訓 みて、 卷 1 

の 別. 冗に 委しく 書かれたり。 され ど 暫く 古訓に 據る』 とこと わった。 

間 使の こと は旣に 注した が、 なほ  一 二 例 を 引けば、 卷 十七 (一 11 丸 六 11) に、 美 知 乎 多 騰保彌 ^使 毛 

ャル ヨシ モナ シ  オノ ガ十 テシミ マ. ゥ カヒモ ャラズ テ ヮレ ハイ ケリト モナ シ 

夜 流 余 之母奈 之。 卷六 (九 so に、 己 名 惜三間 使 裳 不遣而 吾 者 生 友 重 二な どの 例が ある。 

〇  . 

【港 十一 ， 二三 < 九】 

よ  あ  ち；'  あさゆき みま  くる 

ぬば たまの こ の 夜な 明け そ 朱ら ひく 朝 行く 君 を 待た ば 苦し も 

, f  五 11 二 


•  五三 二 

，烏 玉 是夜莫 明 朱 引 朝 行 公 待 苦 

0 待 苦 舊訓 マテ パク グ シモ。 代 匠 記 マ タパ クル シモ。 童蒙抄 • 略解 • 古義 マテ パク〃 シモ。 新 

考ミ ムガ クル シ サ、 待 は 看の 誤と し、 『拾遺 集に、 うばたま のこよ ひな あけ そ あけ ゆかば 朝 ゆく 君 を 

待つ くるしき に i^"" がと ある は當時 はやく 結句に 誤字 ありし 證 とすべき のみ』 と 云った。 

ぬ はた まの  あから ひく 

一 首の 意 は、 〔烏 玉〕 御 一 處 にかう して 居られる 夜が 明けないで くれよ。 〔朱 引〕 朝が 明けて ぉ歸 

-9 になる あなたが、 またお いでになる 夜まで、 お 待す るの はつらう ございます。 とい ふぐら ゐの意 

であらう。  , 

この 歌に は 枕詞が 二つ 用ゐて あり、 うるさい やう だが、 決して さう でな く、 よく 調和が， V れてゐ 

る やうに おもへ る。 單に 意味のう へから のみでな く、 聲調 上から 昧 ふと、 この 歌な ど は 注意して い 

いとお も ふ。 ァ ケソ、 ァ カラ ヒク、 アサ ユタと ァが 三つあって 具合 惡 いやう に 思 ふが、 これ は 吟誦 

して ゐる 間に は 殆ど 氣 付かす に、 理窟 上で 吟味して はじめて 勘定し 得た ほどであった の だから、 其 

處に 不調和が 無かった と考へ ていいで あらう か。 

『あから ひく 朝 行く 君』 まで は. 順當に 行って ゐ るが、 『君 を 待た ば 苦し も』 との 間が、 時間が 餘り 


畏：， ので 誤字 說が 出で て來 るので あるが、 此處 はや は-り 時間 を 含ませても かま はす、 略解で 云 ふ 

ごとく * 『朝に 別れて は 又 來るを 待つ 間の 苦しき な. o』 でい いとお も ふ。 

この 歌 は、 先に 引いた 新 考に言 ふやう に、 拾 遣 集に、 『うばたま のこよ ひな 明け そ あけ a い 

ィ まつ がくる しき 

く 君 を 待つ くるしき に』 と 載り、 人 麿 作と し、 また 柿 本 集に、 『むば たまの 今宵な 明け そ 明け ォけ ズ 

朝 ゆく を 待つ もく るし も』 と 載り、 六帖 に、 『あらたまの この 夜な 明け そ あか 光る あした §  . 

てば 苦し も』 と 載って ゐる。 

〇  -. 

【卷十  一 •  二三 九 0】  ， 

こ ひ  しに  わ  っヒ 1- しこ-へ  . 

戀す るに 死す る ものに あらませば 我が身 は 千遍死 反ら まし 

戀爲 死爲物 有 者 我 身千遍 死 反. 

〇 戀爲 ^調 コヒヲ シテ。 考 コ ヒス グー 一。 古 寫本中 コ ヒ ス  〃一一 S00  0 我 身千遍 傳訓ゾ ガ ミ 力 

チ々 ビ。 .wi お 本 中 ヮ ガ ミ ゾ チタ ビ (嘉 • 細) の訓も ある 。 

.  五 三  一一/ 


五一 一一 四 

一首の 意 は、 若し 人間が 賺 を すれば 死ぬ もの だとせば、 己な ど は 千遍も 死んで は 死に 死んで は 死 

にして 繰 返す こと だら う。 とい ふので ある。 

これ も、 戀の 死ぬ ほど 苦しい とい ふこと から、 自嘲の やうな 氣分 にもな り、 諧謔の やうな 氣分. を 

も 交へ て かう いふ 歌に なった。 戀を すれば 一 々死ぬ とされて は 溜まった もので ない とい ふやうな 氣 

分 も あるので ある。 それ だから 一首の 氣持 はそんな に單 純で はない。  , 

ォモ フニ シシ ニス ルモ/ 二 アラマ セ パ チ タビゾ ヮレ ハシニ 力へ ラマ シ 

卷四 (六 0 一 ID に、 笠 女郎の、 念 西 死 爲物爾 有 麻 世 波 千 遍曾吾 者死變 益と いふの があって この 歌 

に似て 居る。 これ は 代 匠 記 も 童 蒙抄も 略解 も 引き、 略解で は、 『何れ かもと ならん』 と 一 K つてなる が _ 

これ は 笠 女郎が この 歌 を 模倣した もので あらう。 さう 見れば 人 麿 歌集と いふ ものの 存在 も 古く、 家 

持 を 中心とした 歌人 等 は、 人 麿 歌集の 歌 を 尊敬し、 或は 人 麿 作の 歌と 考 へて 模倣し、 學ん だもので 

あつたの かも 知れない。 

この 歌 は、 拾 遣 集に 人 麿 作と して 载 り、 第 四 句 『ちたび ぞ われ は』 と あり、 また 柿 本 集に、 第二 

句 『死ぬ る ものにし』 と ある。 なほ 六帖 に、 『かさの 郞女 はる』 として、 第二 句 『死ぬ る ものにし』 

第 a 句 『ちたび そわれ は』 と あるの が载 つて ゐる。 


【卷十 I • 二三 九 I 】 

ヒ まゆら に 日 6 夕 見し もの を 今日の 朝に 戀 ふべき もの 力 

玉 響 昨夕 見物 今朝 可戀物 

〇 玉 響 訓タ- マ ュ ラ 一一 。 嘉曆傳 承本タ マヒ ビキ。 代 匠 記 一訓 タ マナ ラシ。 古義 は斯る 古語 翻-" し 

として スバ タマノと 訓 じた。 〇 今朝 舊 訓ケフ ノア シタハ であった の を 童蒙抄 でケフ ノア シタ 一一と 

HM レご 、荷 S 全集 本に よる。 校本 萬 葉で はノ。  K 匠 JilSilH こ、 『玉 ュ ラ ハ昏ノ 意 ナリト 云 ヒ來 レドモ 此 歌/意 ヲ 

ナ 广 この 訓を考 が 最初と して ゐる 、 f  rul*il  - 

思フ -ー然 ラズ。 味 ハヒテ 知べ シ。 玲瓏 ヲ ユラ トヨ メパ、 玉 /• 光ノ ユラ く トミ ュ レ/ ヲ人ノ 力.^  ノ.. 

一一 譬へ テョ メ レノ 歟トゾ ォ ボ シ キ。 又 上 一一 手玉 鳴裳ト ョ メリ。 今 響/字 ヲ ユラ トヨ メ レ/ 意^、. 力 タ ケ レ 

バ、 々 マナ ラシ ト讀 べキ 力』 云. <  と 云 ひ、 考に、 『聲を 以て 物の 幽 なる 譬 とす。 仍 てこ ゝも幽 に.^ し 

事な り』 と 云 ひ、 略解 も大體 それ を 踏襲して、 『物に 付けた る 玉の 相 觸れて 鳴る 音な り。 さて 其ーュ H の 

幽かなる を 以て、 少なく 乏しき 事に 取りて 斯く言 ふなり』 と 云って ゐ るが、 古義で は、 『タマ ユラと 


訓來れ ども. さる 詞の あるべく も あらす。 玉の 聲を由 良 良と も 由 良久と もい ふ詞は あれ ども、 そ を 

グ がて 打 まかせて、 玉 由 良と いはむ は、 古語の 格に たがへ り。 M かれ 熟按 に、 こ はもと 烏 玉と あり 

て、 ヌバ タマノに て、 夕に か、 れる 枕詞な， 9 けむ を、 例の 下 上に 玉 烏と 誤り、 さて 烏の 草書 I 後世 

人の、 うる はしく 玉 響と 改寫 て、 たま ゆらと いふ 訓を さへ になせ しなるべし。 然る を、 今まで 註 者 

等^ 舊 本の 誤 をう けて 解來れ ふはい かに ぞゃ。 I あはれ 古書に 眼 を さらす 人の 絕て 久しくな りに け 

る こそ あさまし けれ』 と 云って ゐる。 學 者の 得意と か 喜びと かいふ もの は、 世の 政治家 豪傑な どの 

得意 自慢な どと 違 ふところが あり、 愛すべきで あるから ここに 手抄した。 タマ ユラの 語 は 他に 用例 

の 無い ところ を 見れば 誤寫で 古義の 說が 正しい のか も 知れない。 併し 一 方で は古寫 本が 識く 一  致し 

て 玉 響と 書いて ゐる ところ を 見る と必 すし も誤寫 とは斷 定出來 ない。 さすれば 縱ひ 用語 例 は 無い に 

せよ、 この 1 つの 語 を 尊重したい とも 思 ふ。 さて 尊重して 保存 するとせば、 舊訓の タマ ユラ 一一と い 

ふ 訓をも 取って置きたい とも 思 ふので ある。 また 解釋 も、 『暫 し』 の 意味 も 何 かの 傳 はりで あつたか 

も 知れない から、 童 蒙抄の 『理， 0 不， 通 也』 で 片付けて しま ふわけ にも 行かない。 よって これの 解釋 

を.^^暫し保存して置きたく、 その 語原 的 解 釋は考 の說が 一番い いやう である。 私の 如き も 極めて 恣 

にこの タマ ユラ 一一の 語 を 自分の 歌に 使って ゐる。  - 


一 首の 意 は、 昨日の 夕に かりそめに 一 寸見 ただけ であった が、 もう 今： 《 の 朝に かく も 切に * おす ベ 

きで あらう か。 そんな 箬 はない の だが、 實 際は戀 しいので ある。 とい ふので、 この 結句の 『か』 は 

疑問と 咏歎 と共にして 强 いところ が 好い。 

この 歌 は、 六 帖に人 麿 作と し、 訓 は此處 に訓ん だのと 相違な く、 柿 本 集に、 第二 句 『きの ふの く 

れに』 となり、 風雅 集に 題 しらす、 讀人 しらすと して、 第 四 句 『今日の あした は』 となって ゐる。 

〇 

【« 十 I  •  二三 九 一一】 

み  あ ひ み  こ ひ  こころ  おも 

なかなかに 見 ざり しょり は 相 見て は戀 しき 心まして 念 ほ ゆ 

中中 不 見有從 相 見 戀心 益 念 

0 不 見有從 舊 訓ミ. ザ リシ ヨリ モ (掀！ 1&!S。 考ミザ リシ ヨリ 讀&考 .)。 0 戀心 S 

コ ヒシキ 「一 コ C1 (Mli 略解 • )。 童蒙抄 n フル n コ。 ノ。 考 n ヒモ フコ コ0。 新考 コ ヒシム n コ： ！ 。 

〇 益 念 傳^ マシ テオ モホ ュ。 古義 ィョ ョォ乇 ホュ。 

五三. P 


五三 八 

一首の 意 は、 まことに、 女に 逢はなかった 時よりも、 逢って からの 方が 戀 しい 心が 益々 ひどくな 

つて 來た。 とい ふので、 これ は 男の 歌 だが、 この ロ譯 よりも もっと しんみりと 歌って ゐ るので ある。 

かう いふ 心境の 歌 は旣に 前に もあった。 また 古今 集 以後に は 多くな つて 來て、 拾遺 集の、 『逢 ひ 見 

て の 後の ひに 較 ぶれば 昔 はもの をお も は ざり けり』 (敦 忠^ は 旣に皆 人が 知って 居る とほり であり、 な 

ほ 同 集に は、 『わが 戀は なほ 逢 ひ 見ても 慰ます 彌增 りたる 心地の みして』 *w 人 不知) とい ふの が ある。 

萬 葉の 此歌 など は 集中に あって は 取 立てて 云 ふ 程の もので は 無い. が、 1 たび 古今 集 以下の 集の 歌な 

どと 比較す ると、 その 優れた 點が 明瞭に なって 來 るので ある。 第一、 拾遺の 歌 は 結句が 皆 弱くて 惡 

いの だが、 此は 拾遺 集の みならす、 そのぁたりが 1 般に弱くな^,てゐたものでぁる。 

〇 . 

. 【卷十  一 •  二三 九 111】 

たま ほこ  みち ゆ  ね もころ か  こ ひ  あ 

玉 梓の 道行かず して あらませば 惻隱斯 かる 戀に逢 は ざら む 

玉 梓 道 不行爲 有 者 惻隱此 有 戀不相 


〇 道 不行爲 舊訓ミ チ ヲ ュ -ズ シ。 童 蒙抄ミ チ ュ カズ シ テ。 〇 惻隱此 有 . 戀不相 舊訓、 ン / ビ 一一 

力 力〃. コ ヒー ーァ ハマ シャ。 代 匠 記 シノ ビー 一力 力〃. コヒ 一一 ハァ ハジ ヲ。 童 蒙抄ィ タク モカ 力〃 • 

コ ヒー ーハァ ハジ。 考 ネモコ 0 力 力〃. コヒュ "ァ ハジ (峪解 . 古義 同訓」。 新考 (恻 隱を衍 とす) 力 カルコ ヒ 

1ー ハ. ァハザ ラマ シヲ。 新訓 ネモコ ロカ 力 \  *コ ヒー 一 ァハザ ラム。 

たま ほこの  かた  を り 

一首の 意 は、 〔玉 梓〕 道 を 行かす に 家に 籠って 居ったなら、 あの方に 逢 ふ 機 もな く、 こんなに 切な 

ぃ感 をし なくと も^んだ でせ うに。 ぐら ゐ の 意で あらう。 

代 ぼ 記 初に、 『道 ゆきぶ りに 見 そめて 物お も ひとなる 心に て かくは. よめ，.^』 と あるが、 何が なし 女 

の、 $ 持の やうに 取れる。 併し、 男の 心 持と しても 受取れ ぬ こと はない。 つまり 此 歌が 前の 歌の 述續 

でで もあるなら ば、 やはり 男の 歌と して 解して かま はない。 ただ、 『道行かす して』 云々 の處 は、 衬 

となく 女らしく 閱 こえた ので さう 解した に過ぎない。 

ォホキ ミノ ミ n トカシ n ミモ モシ キ ノ ォホ ミヤ ビトノ タマ ボ n  ノ ミチ 二 モイ.. チズ n フル コノゴ p 

卷六 (九 四 八) に、 天皇 之 御 命 恐 百 礒城之 大宮人 之 玉 样之道 毛 不出戀 比日。 卷 十二  (1K 七 n に、 

t ト ゴトノ ョコ ス子 キキテ タマ ボコノ ミチ 二 モア ハジ ドィへ リシワ ギモ  タマ ボ n ノ ミチ 二 1 キア ヒテ ョ リメ  二 モ ミレパ ヨキ n チ 

人 言 之 讒-^ ^而玉 桦之道 毛 不相常 云 吾妹。 同卷 (二 九 四 六) に、 玉 禅 之 道 爾行相 而外目 耳 毛 見者 吉子乎 

何時 鹿將 待と あるな ど は、 多く は 男の 歌で あるから、 この 歌 も 自由に 聯想して かま はぬ であらう。 

五 111 九 


,  五 四 〇 

〇  . . 

【卷 十一 ニー 三 九 四】 - 

■  II に W わ n が^はな りぬ 玉耀る ほのかに 見えて 去に し 子 故に , 

朝 影 吾 身 成 玉垣 入 風 所見 去 子 故 .，  , •. 

〇 朝 影. 吾 身 成 アサ カゲ  一一 • ヮ. ガミ ハナ リヌ と訓 む。 アサ カゲ とい ふのば のう も 

の 日の 光に うつ. る，；^ 體の 細長い 影 をい ふので、 日中に うつる 影の 短い のと 比較して さう 云った もの 

であらう。 その ひょろひょろ とした 影 は、 恰も 戀に 瘦せ衰 へた 身體 に似て 居る から、 『朝 影になる』 

と. いふ 云 ひ 方 をした もので あらう。 『朝 一一 ハ鏡ヲ 取テ見 レバ 朝 影 トク 云 ヘリ。 謹瘦テ 影ノ如 クー 一成 

V チリ" (代 K 記 精) とい ふの は、 いまだ 本當 でな く、 『朝 影 は』 想衰へ て、 朝日に うつりて 見 ゆる 影の 如 

くになれる を 言 ふ』 ぺ 略解) も 未だ 徹底して.^ ない が、 大體 この 解釋の 方が 好い。 〇 玉垣 入. 風 所見 

タマ 力 ギレ ノ  • ホノ カー 一 ミエ テと訓 む。 舊訓タ マ.、 力 キノ. スキ マー 一 ミエ テ。 古寫本 中、 タマ カキ -i  £. 

古 )0 カケ. ロフノ  (京)。 ホ/ 力 一一， ミ ュ テ (細)。 ォホノ カミュ テ (類)。 考 ミ ヅカ キノ とも 訓む (玉お 一" -.^.tt 


の M>。 略解 カギ ロヒノ  • ホノ カー 一 ミエ テ (isgis ^テフ)。 古義 タ マ 力 ギル • ホノ カー 一 ミエ テ。 『坂 は 

リ  リ  》 マ 力 ギル ，.* マ 力 ギル  ，  れノカ 

力 ギの借 字、. 入 は〃 の 借 字な り。 玉 限、 玉婧 など あるに 同じくて、 風と いはむ 料の 枕詞な， o』r 古. 一」。 

この タ マ カギ〃 の考證 のこと は 旣に評 釋篇卷 之 上に 云った。  ， 

SEP ただ ほんの 一 寸見 たばかりで 行って しまった 女 だのに、 その 女 § ゑに (女の ために) 戀を 

して は、 朝の 光に うつる ひよ ろ 長い 影の やうに、 こんなに 瘦せ衰 へて しまった。 

前の、 『たま ゆらに きの ふの タ見 しもの を』 の 歌と 心 持が 似て 居り、 ただ、 ほのかに：： ふ 

女の ために こんなに 戀に やつれた とい ふ こと を强 調して ゐる ところに この 歌の 特徵が ある。 『玉 か 

ぎる-仄かに 見えて 去に し 子 ゆ ゑに』 と、 女が 1^ かに 見えて その 儘 行って しまった やうに 云って、 毫 

も の 方で 能 働 的に 見ようと しなかった 云 ひ 方 も 亦 この 歌の 特色で ある。 さう いふ 云 ひ 方で あるか 

な マ 力 ギル ホ，， 力-; ダ-; モ ミエ 

ら、 ホノ 力が 利く ので ある。 この 云 ひ 方 は 此の 歌ば かりで なく、 卷ニ 2  10) に、 珠靖 努鬆谷 裳-小 

ヌォ モへパ  タマ 力 ギル ホ/ 力 ユミ ェテヮ カレ ナパ 

見 思 者。 卷八 (一 五一 二 C に、 玉 蜻蜓髮 露 所見 而別去 者 等の 例が ある。 

この 歌 は、 意味の 上で は、 前半 は 感情の 直接的 表現で あらう が、 感慨 は 却って 後半に ある やうに 

おもへ る。 そして 具體 的で あるから、 感慨 を 籠らせる のに は 却ってい いので ある。 さう いふ 種々 の 

點で、 この 歌 は、 すらすらと 歌 はれ、 1 般歌謠 的で ある けれども、 選拔 しなければ ならぬ いいと こ 
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ろの ある 歌 だとい ふこと を 思 はしめ る。 

此歌 は、 卷 十二  a 一一 CX5 に、 觀|ま^-^§|^^1マカき#ノ配^^^1^ま街？^^把"まとなって重出して居 

る。 そして この 方 は、 讀人 不知で あると ころ を 見る と、 人 麿 歌集の 以外に も 人 麿の 作が ひろがって 

ゐ るか、 或は 人 麿 歌集に は 多くの 人 麿 以外の 作者が 混入して ゐ るか、 いづれ かで あり 得る こと を 示 

す もので はないだら うか。 

此歌は 六帖に 載り、 第三 句 『陽炎の』 となって ゐる。  , 

疇 . 

【卷十  一 . ニ= 一九 五】 

^  S I  あ  いも  あめ  つゆ じ も 

行け ど 行け ど 逢 はぬ 妹 ゆ ゑ ひさかたの 天の 露霜に ぬれに ける かも 

行 行 不相妹 故 久方 天 露霜 沽在哉 

0 行 行 舊訓ュ ケド ュ ケド (&隨 纏.)。 代 匠記ュ キ ュ キテ。 『發 句" ュ キ /\テ ト讀ぺ キ 

力。 古詩 云。 行々 重 行々。 但此 古詩 幷 I 一伊 勢 物語-一 ュ キ くテト カケ产 ハ 遠路 ノ意 ナリ。 今 ノ歌ハ 
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夜 ナく行 意 一一 テ詞ハ 同 ジケレ ド意替 レリ。 今 ノ點ハ 雖行雖 行ト書 タラ ム-ー ハ叶フ ズ シ』 (代 5^-.- 精 ：>。 

併し、 此處 は、 『夜な夜な 行く 意』 ではなく、 や は， 9 古詩 或は 伊勢 物語の 用例の 如く、 遠く 步 いて 行 

く； 3- 持と 解したい ので ある。 童 蒙 抄ュケ ュケド 。新考 マテ ドマ テド (待 待 Qi- とす )o  寫本 巾、 ュケ 

ュケド £• 細) の訓も ある。 0 不相妹 故 舊訓ァ "ヌィ モュ， へ。 古寫本 中、 ァハ ヌィモ ユエ CS. 沮)。 

ァソス ィモュ へ (神)。 遠い ところ を かう して 步 いて 行っても 逢 ふことの 出來ぬ 女の ためにの ま Z こ 

れは 女が 故意に 隱 れて逄 はぬ ので はない。 逢 ふ 機會の 無い 、逢 ふ當の 無い とい ふ 意で あらう。 〇 天 

0 .  哉 德訓 アマ ツユ シモ" 一. ヌレ 一一 タル カナ (f 赚 記)。 童 蒙抄ァ メ ツユ シ モュ. ヌレ 一一 タル 

カナ。 考 アマ ツユ シ モー 一 . ヌ レー 一 タ^カ 乇。 略解 ァ メノ ツユ ジモ 一一. スレ 一一 ケ ルカ モ (gi 新)。 露 

霜 はお^ は、 iHf に 露の ことと 解した (玉 勝 間) が、 や は，.^ 寒 露と 解して いいで あらう。 

露霜 (みづ 霜) に 潘 

、 幾度 通って 行つ 

結句の ケ メカ モな 

れ ない。 一而に は 
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人 麿の もの はもつ と 溢く 强く 行って ゐ ると おも ふだら うが、 名の 明かに 記されて ある 人 麿の 作に 至 

るまでの 道程に かう いふ 歌 を も 作って ゐ ると 想 I しても かま はぬ であらう。 それから、 この 歌に M 

何處 かに 哀韻 を聽 くこと が 出来、 それ もまた 人 麿の 聲調 を. 聯想す る こと も出來 ると おも ふ。 ..リ に. 

『ける かも』 で 止めた 歌 數首を 記して 參考 にす る。 .  ， 

武庫 河の み 水酽を 早け み 赤 駒の あ 足ぎ く 齢ち に沾れ にけ るか も S セ。 二 照ーリ . 

ぬば たまの 黑髮山 を 朝 越えて 山 下露に ぬれに ける かも (卷 七。 ニー H 一) 

.- 妹が ため ほ.^. 5^ の 梅 をず^ ると はし I え 枝の 露に ぬれに けノ るか も St 三 一一 一一 一 〇リ 

吾妹 子に 觸 ると はなしに i 霧み 回に 吾が 衣手 は 沾-れ にけ るか も 8 ナ 一一。 三  一 s 

秋 さらば 妹に 見せむ と植 ゑし 萩 露霜 負 ひて 散. -に ける かも St  二  一  二ち 

この 歌よ、 六 帖こ人 麿 作と して、 初 句 『行き ゆけ ど』、 第 四 句 『天の 露霜』 となって ゐる。 又 夫 木 

和歌 抄 にも 人 丸 作と し、 初 句 『いけと—』、 四 五 句 『あまつ ゆし もに ぬれに たる かも』 である。 

〇  - 

【卷十 I  •  二三 九 六】  .  . 


たま さか  わ  み  ひと  い か  上し  も  また ひと め み 

. 邂 返に 吾が 見し 入 を 如何なら む 緣を以 ちて か 亦. 一目 見む 

H- 坂 吾見 人 ， 何 有 依以 亦 一目 見 

0 吾見 人 舊訓 ガ ミ シヒ トハ。 代 匠 記 初 書 入 Ij^ ヮガ ミシヒ トヲ。 〇 依以 醤訓 ヨシ ヲモ >f テ. 

ャ 。 代； iki 記 初 ョ シヲ モチテ 力。 童蒙抄 ョ ス ガヲモ チテ。 

一首の 意。 この あ ひだ は、 たまたま (偶然に) あの 女に 逢った のであった が、 どうい ふ 機 綠を. 設け 

たら、 また 一目 見る ことが 出來 るか 知らん。 また 逢 ひたい もの だ。 

ヨシ は 今なら 機緣 とで もい ふべき 字で、 ュヱ ヨシと も續 けて 居る。 卷六 (九 三五ド に、 兑 财將. ^除 

四ぎ 無 者。 卷五 (八 0 七) に、 宇 豆 都 仁 波 安 布 余 志勿奈 子。 卷 十四 Q 一四 三 0) に、 k 佐 許 求 布 翩波與 志 

奈之爾 許 求 米 可 母 與余志 許 佐 流 良 米。 卷 十八 「四  一一 一二) に、 由 可 11. 登 於 毛 倍 騰與之 母 佐輔奈 之。 卷 

、  ヨシヱ ヤシ ヨシ ハァ ラム ゾ  メ  ニハ， t レド モヨ ル ヨシ モナ シ 

十七 (三 九 七 八) に、 與思惠 夜 之 餘志播 安良 武曾。 卷七 (ニー 一七 二) に、 目 庭雖見 因緣毛 無。 卷 十七 (一一 一九 

六 九) に、 問 使 毛 遣 緣毛奈 美 等の 例が ある。 因、 緣 等の 文字 を當 てて あるが、 理由と か機會 とか. ロ實 

とか 稱々 に n 譯 していい 場合が ある。  - 

ヮ*^ッミノカミノチトメニダマサカニィ n ギム カヒア ヒト ブラ ヒ コト. f リシ 力 パ 

タ マサカの 例 は、 卷九 (一 七 四 〇) に、 海 若 神 之 女 爾邂爾 伊 許 藝趁相 跳 良 比 言 成 之贺婆 云々 とい 
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ふ 浦 島 子の 長歌の 中に ある。 

. 〇  - 

【卷十  一 •  二三 九 七】 

しまし  み  こ ひ  わぎもこ  ひ  け  , , にと げ 

暫く も 見ねば 戀 しき 吾妹 r.}- を 日に日に 来れば 言 の繁 けく  - 

暫 . 不見戀 In 妹 日日 來 事繁 

〇 暫 舊訓 ン バ ラ クモ。 童蒙抄 シ マラ クモ (略解 同訓)。 古義 シマシ ク乇。 〇 吾妹 舊訓 ヮギモ コュ。 

童 蒙 抄フギ モコガ 。考 ヮギモ コハ。 略解 ヮギ モ コ ヲ (古義 同訓)" 〇 事繁 舊訓 コト ノシゲ ケム。 考コ 

ト ノシゲ シモ。 略解 コ トノシ ゲケク (古義 同訓 )0 新考 ヒー 一 ヒー！ キナバ -コト ノシグ ケム。 

わざ 6 こ  • 

一首の 意 は、 ちょっとの 間で も 逢 はない と戀 しくて 溜まらない 吾妹 子で あるが. 毎日 私が やって- 

來る とまた 人の 口が うるさくて 困る。 とい ふので ある。  . 

ことしげし 

『吾妹 子 を』 の 『を』 は、 『なる が』。 『なる もの を』 の 意。 『事 繁』 は、 『言 繁』 で、 人の 口が. う 

ヒ トゴト ハナ ッヌ ノ クサ ノシゲ ク トモ ィモ トワレ トシ タヅ サハ リネパ 

る さいと い ふ 意になる。 卷十 C1 九 一一) に、 人 言 夏野 乃 草 之. 繁 友妹與 吾 携 宿 者と あるの がつ ま 


り、 n うるさい 意で あ. 9、 また、 卷 十二 (三 二 0) に、 人 言 之 繁思有 者お 毛 吾 毛 將ュ絕 常 

と あるの もさう であ， 9、 同卷 (三 10-O の、 空蟬之 人目 繁者夜 干 玉 之 % ^メ isfr 而 おは 人 n の 方 

に 使って ゐる。 何しろ、 この シゲシ とい ふ 用法 はお もしろ い。 

この 歌 も民謠 風の もの かも 知れない が、 實 際の 吟 をお も はしめ る、 『個』 の 作者が いまだ 保^され 

てゐ ると ころに この 歌の 强 味が ある だら う。 また、 言葉の 使 ひ 方 もなかな か.！：： 然 だから、 訓 もこれ 

で 落 著く ものと おもへ る。 舊訓 及び、 新 考の訓 でも 一首の 解釋は 勿論 出來る けれども、 この 場 へ" は、 

コ トノシ ゲケク と現實 的に 打 切った 方が 歌に 強みが 出來 るので ある。 その 點で 略解 訓が 好い と 自分 

はお も ふ。 

〇  . 

【卷十  一 •  二三 九 八】  、 

マーし  X  . さ だ  たの  - きみ  こ.； J しげ 

年き はる 世まで 定めて 恃め たる 君に よりて し 言 の繁 けく 

年 切 及世定 恃 公 依 事繁 

五 S 七 
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〇 年 切 舊訓ト シキ ハ〃。 古寫 本中ト シキ ワ^  (祌) の訓も ある。 童. 蒙抄ネ モ ゴ 0 一一。 考タ マキ ハ 

/.ZSIi^"  タマ キハ ルイノ チ ニム 力 ヒ  々マキ ハル イノ キ モシ ラズ 

^(鶴 瞧^) 略解、 年 は 玉の 誤。 集中の 他の 例 は、 玉 切 命 向 。一四 is;> 。玉 切 不知 命 S 十 

タマ キハ ルイノ チ八ス テツ 

1。 三 一一 七 5。 玉 切 命者棄 (卷 十一 。二 五三 一) 等で、 『年 切』 と あるの は此 一例の みで あ， る。 そこで 誤 

字 說も考 へられた ので ある。 代 匠 記 初に、 『此 年き はると いふ 詞は、 玉き はるいの ち、 玉き はる. S と 

つ V けたる におな じく 心得べ し。 玉き はる 世までと さだめて たのめぬ ると は、 偕老同穴の 心なり』 

と ある 如く、 命の あらむ 限りと いふ 意に 落 著く。 新考は 略解に 從 つた。 〇 及 世定. 恃 舊訓ョ マデ 

サ ダメテ • ク /  メメ  \  。 考ョ マデサ ダメテ • タノ  メタ k  (麟贿 i 古)。 新考 ョノづ アマ デモ. タノ ミ ク 

\  。  0 公 依 • 事繁 舊訓キ ミー 一 ヨリ テ乇. コト ノシゲ ケム。 代 匠 記 キミ 一一 ヨリ テャ • コトノ シゲケ 

ムか。 考 キミ 一一 ヨリ- ァゃ. コト ノシゲ シモ。 略解 キ ミ I 一  ヨリ テシ • コ トノシ ゲケク (^隨 い 新 V 新考 

キミ 一一 ヨリ テバ. コ トシ ゲク トモ。 

一首の 意 は、 命の ある 限、 り、 終世とまで 契って 賴 もしい あなたに お寄り 申した のに、 なせ 世 問の 

口 はかう うる. さいので せう。 或は 世間の 口が うるさくて 困ります。 とい ふぐら ゐの 意で、 サダ メ-ズ 

は 心 を 極めて、 卽ち 契る 意になる。 タノ  メタ〃 は賴 b にした の 意。 キミ 二 ヨリ テシ のシ は助辭 だと 

略解に 云 つて ゐる 如くで あるが、 ヨリ テ からの つ づき は、 『君に 寄って • 而 して • 言の 繁 けく』 とな 


るので あらう。 あなたに 心 も 身 も 寄せた が ためにと いふぐ らゐに 解して いい。 

この 歌 は 前の 歌の 返歌の やうで あるから、 この 前の 歌で、 事 繁をコ トノシ ゲケク と訓ん だなら ば" 

この 耿 でも コトノ シゲケ クと訓 む 方が よく、 其處は 互に 調和の とれる やうに したいの である。 私め 

口 譁はコ トノシ ゲケム の ロ譯の やうに なった が、 これ は 前後の いき ほひで さうな るので、 直譯 にす 

るなら ば、 消 獨立句 的に シゲ ケ クと落 著 かしめ ると ころで あらう か。 

新考 では- 『《且 しく キ ミ 一一 ヨリ テパ コ トシ ゲク トモ とよむ ベ し。 1^;^  ノ 爲ナラ バ ョ シ ャ人ノ  n ガ ゥ , 

サ カー ノウ トモと な. o。 卷 g: なる、 今し はし 名の をし けく も 吾 はなし 妹に よ てばち たびた つと も、 

の 四 五と 同格な. 9』 と ある。 その 方 は 常識的に はすら すらと 行って ゐて 具合 も惡 くな からう が 、ゼ 

すし もさう 常識的で なくと もい い 場合が あるので ある。 

- J の耿 は、 袖中抄 に、 『年 切ョ マテ サ タメ テ タノ  メタル キミ 一一 ヨリ テモ コト ノシケ 、 ム』 として 

载 つて nl5 る。 


五 四 九 
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〇 . 

【卷 十一 •  二 一二 九九】 

あか  はだ  ふね  け  こころ  わ  も  ♦ 

朱ら ひく 膚も 觸れ ずて 寢 たれ ども 異 しき 心 を 我が 念 はなく に 

. 朱 引 秦不經 雖寐 心異 我不念 

0 朱 引 . 秦不經 舊訓ァ カラ ヒク： ハダ モフ レズ テ (I?!™ き I か 略)。 童 蒙抄ァ ケ ュケド 又は ァケュ 

クー 一 . r タ ヲモフ レズ。 觀 、ノ ダ 一一 フレ ズ テ 。 0 心異 • 我不念 舊訓 ココ P 一一  コト  一一 • ヮ ガオ モカ 

ナク- 一。 代 匠 記 精 コ コ ロヲケ  一一 、ノ  • ヮ ガオ モ ハナ クー 一。 童蒙抄 ココ P  I ーコ トニ. ヮ ガオ モ ハナ^。， 

『けしき ひ は 杯 詠め る 意と 同じ』。 考コ コ P 一一  ケシ ク- ヮガ乇 ハナ クー 一。 略解 ココ 口 ヲケ 一一 ハ • フ 

ガモ ハナ クー 一。 古義 ケシ キコ コ P ヲ • ァガモ ハナ クー 一。 新考 ネス レドモ . ケ シキコ コロヲ • ヮガ モ 

"ナク I 一。 古寫本 中、 n  n  0  n トー ーモ. フレ ハオ モハズ (細)。 ココ。 ヲ n トー 一 (P  ： ， . 溫 • )。 

一首の 意 は、 今夜 は 美しい お前の 膚 にも 觸れ すに 獨寐し たが、 それでも 決して 心が はり をす る や 

うな こと はない の だ。 今夜 は 故障が あってつ ひお 前の 處に 行かれす 獨 りで 寐て しまったが、 私の 心 


に 別に か はり は 無い。 とい ふぐら ゐの 歌で あらう か •  、 

この 歌 は、 『心に ことにお も はぬ と は， あはね ども あだし 心 はもたぬ なり。 は * た を ふれて ねても、 

ふれす して ねても、 それが ことなら ぬと いふに は あらす』 (代 匠 記 初) とい ふのに 落 著く ので、 々まり， 

逢はなかった 趣の 歌で ある。 然るに、 童蒙抄 に、 『明け ゆく 迄 も 肌 を も觸れ す、 よそに のみして 寐た 

滅の思 ひ は 解けぬ とても 外心 はう つさぬ との 義也。 けしき 心は钚 詠める 意と 同じ。 扣兄し 俊 

にて 誠の 契り は 遂げ ざれ 共、 仇し 心 は 持たぬ との 赏義を 云た る 歌 也』 と あり、 新考 に、 『女の 許， に は 

行きし かど 故 ありて 獨 宿せし な， o』 と ある。 この 二つの 解 は^し 違 ふが、 鬼に 角 二人が 共に 居て 一 

夜 を 明かす 趣に 解して ゐ るので あるが、 併し 普通の 人情で は それ は を かしい から、 私 は 普通の 人情 

に據 つて この 歌 を 解した ので ある。 ただこの 歌 は 新考の やうに 解しょう とすれば さう も 取れる やう 

なと ころも ある。 一種の 錯覺 心理に 導く やうな ところが あるが、 よく 一首 を 吟味 すれば、 や は.. >  私 

が 解した やうに 平凡に 解すべき もの だとい ふこと が 分かって 來る。 なほ 全釋を 見る に、 や は. 0 私の 

やうに 解し、 新 考の說 を 評して、 『女の 許に 行った ので は あるまい。 さう 見て は 歌 柄が わ， るくなる』 

と 云って ゐ る。 

『あから ひく 將』 とい ふ 語 も、 官能的で 誠. に 生々 とした 好い 語で ある。 薄紅に 透きと ほる やうな 

,  五 五 一 


.  五 五 二 

美しい 膚を 聯想せ しめる が、 『此 あから ひく は、 第 十六に * あかね さす 君と よめる におな じ。 それ は 

紅顔のに ほひ をい ひ、 今 はは だへの 雪の ごとくな るに、 すこし 紅のに ほひ ある をい へ. り。 第 十、 七 

夕の 哥 にも、 あから 引い ろた へ の 子と よめり。 肌 も 紅顔に 相應 してに ほふべ し』 (代 匠 記 初) とい ふ 解 

釋 もな 力な 力 い 

秦を膚 に 借りた について、 代 匠 記 精に、 『古語 拾遺 云。 秦公祖 弓 月 率 二百 二十 縣 民, 而 歸化矣 云々。 

至，， 於 長 谷 朝 倉 朝， 云々。 秦酒公 進 仕 蒙， 寵 iK々。 蠶織貢 調 云々。 自注 云。 所， 貢 紹綿軟 二 於 肌膚 I 故 訓，， 

秦字ー 謂 n 之 波陀？ 力 力 レバ、 秦モ 肌ノ義 ヲ以テ 和訓 セ〃 ナリ』 と あるに よって 明かで ある。 

なほ、 『不 經』 をフ レズ と訓 むに つ き、 新考 に、 『經は フ^、 へズと はたらけば フ レズ を 不經と は 

書く ベ からざる に 似 たれ ど大寶 令に 經本屬 (本屬 一一 フ レテ) 經 本部 (本部 一一 フレョ ) など ある を 見れば、 經 

はいに しへ フル グ、 フレ テ とも. はたらきし なり』 と ある。 

戀 しい 女の 美しい 膚 のこと を 云って、 その 肌の 持主の 女に かう いふ こと を 云 ふの も、 自然に 流露 

して ゐて、 なかなか 佳作 だとお も ふ。 從 つて 人 麿と 關聯 せしめて 考察したい 歌で ある。 なほ、 卷ニ 

十 (四 三 五一) に、 多 比 己 呂母夜 豆 伎 可 佐 織 31 伊 努禮等 母 奈保波 太 佐 牟志供 母爾志 阿良 靡 婆。 同卷 (四 

四 三 一) に、 佐 左 賀波乃 佐 也 久志毛 用 爾奈奈 弁 加 流 去 呂毛爾 麻 世 流 古 侶 賀波太 波 毛と あるな ど は、 や 


は. o お 能 的ない ひ あら はし 方で ある。 

ケシ キココ の 他の 用例に は、 卷 十四 (一一 一四 八 二) に、 安 t 瀰杼毛 家 思 吉己許 呂乎安 我 毛波奈 久爾。 

卷 十五 (11 一 五八 八) に， 之可鹂 15^ 毛異 情 乎 安 我 毛波奈 久爾。 同卷 (三 七 七 五) に、 安波 射 鰻 杼家之 伎 許 己 

呂乎安 我 毛す 奈久爾 などが ある。 

〇  - - 

【巷 十  一 •  二 四 00】 

い か  ここ だはな はだ と ごころ  5  6  S  ゆ ゑ 

いで 如何に 極 太 甚し利 心の 失する まで-念 ふ戀 ふらく の 故. 

何 極太甚 利 心 及 失念 戀故 

0 極太甚 葡訓キ ぐ 、、ハナ" ダ。 童 蒙 抄宗師 案 コ 、タフへ キー 一 (職 J^ff 化：； r サ 1?)。 愚案 イデ ィ グ 

ト . 力 ギラン ィ タク。 考ィ トモ ハナ ハダ。 略解 倉 一長 詞ネ モコ ロゴ 0  - 一 (古義 同訓)。 新考 コ コダク -ーヮ 

ガ 、 極 太 五； 1 の 誤。 新訓 コ コダ ハナ ハダ シ。 〇 及 失念 • 戀故 舊訓ゥ スル マ、 デォ モフ. コフラ クノュ 

ュ 。 ^蒙 抄々 ル師 案- ソ セ ヌル マ、 デ -1 . コヒヮ ブル カラ。 童 蒙抄 愚案 ゥ セ ヌル マ デト. ォモ フコヒ カラ 

,  五 五三 
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考 フスが マ デモ フ • コヒ トフ カラ 11。 略解 ク ス^ マ デモ フ. コフ ラクノ ユエ (古義 同訓)。 新考、 ，故 

は不 相子 故な どの 誤。  .  - - 

一首の 意。 まあ どうして、 こんなに ひどく、 確かな 心 も 失せて しま ふまでに なった のか、 これ は 

みな 戀の ためで ある。 とい ふぐら ゐ の 歌で、 イデ イカ 11 は ウス〃 マ デモ フに 係つ て Ei5 り、 甚シ は甚 

シクの 意で ある。  . 

この 歌 も獨語 的、 反省 的に 感慨 をのべ てゐる ものである。 言葉 は 自由に 使って ゐ るが、 初 句から 

して 前の 歌な どと は 違って ゐ るから、 古鈔本 中には、 コ レバ カリ. イツ ヲカ ギリ-一 • ハナ r タモ. 

トキ シココ &  - ーッ ケォモ フー 一. コフ ラクュ ヱ 等と 訓んだ b、 極太甚 でも 學 者に 種々 難儀 させた 歌で 

あるが、 大體 この 新訓の 訓に據 つて 解釋 が出來 たやう である。  、 

ィ 1 プ イカ 二 ヮガ nn ダ コ フル ヮギモ n ガ. ァ ハジ ト ィ へ；^  n トモ ァ ラナ クニ 

イデ は、 卷 十二  0ヌ 八 九) に、 乞 如何 吾 幾許 戀流 吾妹 子 之 不相跡 言 流 事 毛 有 莫國と あるのに よって 

イデ ヮガ キミ ヒトノ ナカ ゴ トキ キコス  ナュメ  n  n  n 

も 類推，， ：> 得、 なほ、 卷四 (六 六 〇) に、 乞 吾 君 人 之 中 言 聞 起 〔越〕 名湯 目。 卷 十四 Qi 九 六) に、 己許呂 

宇都 久志伊 S 安禮波 伊可奈 などの 例が ある。 『田』 を 『デ』 と訓 むの は、 天 をテ、 文 をモ、 難 をナ- 

車 1 一  .？ 一 

年 を ネと訓 ませる のと 同じ 道理で、 田 を デと訓 ませる ので ある。 集中の 用例 は、 卷 二十 3 三 11 二) に- 

ギ ン 

シ n タへ ノゾ， テ  チリ 力 ヘシ  ャマ ビコ ノ  n タ フルマ .テ 二  ホト トギス 

之 路多倍 能 蘇 田 (袖) 遠 利加敝 之。 卷十 (一九 ョ七) に、 山 彥乃答 響 萬 田 (までに) 霍公鳥。 卷 二十 S 三 一一 一 0) 


に、 氣布 能： ：！ 夜 伊田 si  、(出で て) 麻 可良武 等と おる。  . 

n ゴシ 力 モイ ョノタ カネ/  . 

コ コダ も、 卷三 (11 三 二) に、 極此疑 伊豫 能 高嶺 乃と あるから、 さう 訓み 得る らしい。 コ コダ 待ッ、 

ココダ 戀フ、 ココダ 尊 キ、 ココダ 照〃、 ココダ 悲シ、 コ コダ || ブ などの 用例 も あり、 卷四 (六 五八) 

す モへド モシ ルシ モ ナシト シルモ / テ イカ ニコ n ダクヮ ガコヒ ワタル  イト n n ダ クニ ヮガコ ヒメ ャ モ 

に、 雖念知 僧 裳 無 跡 知 物 乎 奈何 幾許 吾戀 渡。 卷七 (一 三 二八) に、 甚 幾許 吾 將戀也 毛と いふの が ある。 

〇 

、 

【卷十 一 •  二 四 0 一】 

こ  I  こ  し. わざ もこ  わぎへ  かどす  ゆ 

戀ひ 死なば 戀 ひも 死ねと や 我 妹 子が 吾 家の 門 を 過ぎて 行 くらむ 

■ 死 戀死哉 我 妹 吾 家門 過 行  >  , 

ァラ カジノ キミ キマ サム トシ ラマ セ パ 力 ドニ ャ ドニ モ タマ シカ マシチ 

0 門 卷六 (101 三) に、 豫 公來座武跡知麻世婆門爾屋^！；爾毛珠敷益乎とぁる如く、 カド とャド 

と： 刚方 表した の も あるが、 『門に 出で立ち』、 『妹が 門』、 『その 門 を 見に』、 『その 門 ゆかむ』、 『我 門の 

淺 茶が うら は』 等、 『門』 を 特に 云って ゐる 歌の 多 いのは 注意すべき である。 

こ ひじに  こ ひじに 

1 首の 意 は、 戀死 をす るなら 勝手に 戀死 をせ よと いふつ もりで、 おれの 戀 しい 女 は 知らん 薪に お 

3 五 五 
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れの 家の 門 を 素通して 行く の だら うか。 とい ふの だら う。  - 

.  n ヒシ ナパ コヒ モシ. K トャ タマ ボ n  ノ ミチ ユキ ビト ニコ トモ 

『戀ひ 死なば 戀も 死ねと や』 の 句 は、 旣に、 卷 十一 (ニー 一一 七 0) に、 戀死 戀死耶 玉拌路 行人 事 

ソ. ク  コヒシ ナパ コヒ モシ ネト ャホ トト ギス モノ モフ トキ， ニキ ナキ トヨ ム 

吿無。 また 卷 十五 (一一 一七 AO) に、 古 非 之 奈婆古 非 毛 之 輔等也 保 等 登 藝須毛 能 毛布 等 伎 爾伎奈 苦 等余牟 

流と あり、 調子 も 好く、 感情の 切な 句な ので、 或範圍 まで 廣 がった ものと もお も ふ" 

この 歌 は、 男の 歌 だが、 諧 誠が 交って ゐて、 珍ら しく 歌 はれて ゐる。 やはり 民謠 的に ひろがる ベ 

きもので あらう。 つま， 9、 此 歌は眞 に獨咏 歌で、 それほど 痛切な も ならば、 先づ かう いふ こと を 

云 ふまい。 また、 民謠 として ひろがる こと も少 いので あらう。 かう いふ. 種類の 戀歌 は、 切實な こと 

を 云って ゐて も、 相手に むかって いふ、 甘い 要素 を 含んで ゐる ものである。 この種 類の 歌の 輕 妙な 

ものに は、  ■ . 

戀す るに 死す る ものに あらませば 我が身 は 千遍死 反ら まし (卷 十一 。二三 九 〇) 

僞も 似つ きて ぞ爲る 何時よりか 見ぬ 人戀 ふに 人の 死せ し (卷 十一。 二 五 七 二) 

えす  た- - 二 き  やっこ 

面忘れ だ にも 得爲 やと 手 握， 9 て 打て ども こ， 9 す 戀の奴 は (卷十 10  .1 一 五 七 四 >> 

玉 勝 間 逢 はむ とい ふ は 誰なる か 逢へ る畤 さへ 面隱 しする (卷 十二。  二 九 一 六 Y 

綠 兒の爲 こそ 乳母 は 求む といへ 乳 欽めゃ 君が 乳母 求 むらむ (卷 十二  e  二 さ 一 五) 


よ  とら  - 

我 命し 1;IK/ 、欲しけ く 偽 を 好く する 人 を 執 ふば かり を (卷 十二。  二 九 s!o 

等 を あげる ことが 出 來る。 

この 歌 は、 拾遺 集戀 五に、 人 麿と して、 第一 二 句 『こ ひて しね こ ひて しねと や』 と あ， り、 il 本柴 

にも、 第一 二 句 『こひ^,. - てこ ひて しぬ とや』、 結句 『す ざて ゆきぬ る』 として ある。 

〇  , . 

【卷十  一 •  二 四 0 二】 

いも  とほ  み  あや  われ  こ  あよし  な 

妹が あたり 遠く 見 ゆれば 怖し くも 吾 はぞ戀 ふる 逢 ふ 由 を 無み 

妹 常 遠見 者 怖 吾戀. 相 依 無 ， -. 

0 遠見 者 舊訓ト ホク ミュレ バ (龍 報？ i 贿 §  •)。 考 マドホ クミ テ ハ 。 略解 ト ホ クシ ミ レ バ (古義 同 

訓リ。 〇 吾戀 . 相 依 無 舊訓ソ レ ハコ フル 力 • ァ フヨ シヲ ナミ。 代 匠 記 初 書入嫩 I ヮレ r ソコ フル 

(謂 糊、 s^if  T")。 童 蒙抄ソ レ 、ノ コフ レド。 考 ヮレハ コフラ ク • ァ フヨ シナキ -1。 新考ヮ ガ コヒャ ミ 

ヌ .ァ フヨ シナ キー 一。 

五 五 七 


.  五 五八  - 

とほ  、 

一首の 意 は、 女の 家の あた が 遠くの 方に 見える ので、 心 あやしく も 謹し くて ならない。 ただ 女 

に 逢 ふこと が出來 ない ので ある。 そこでな ほ 變に戀 しくて たまらない。 とい ふ 程の 意で ある。 

これ は 態 人の 家が 遙か 向う に 見えて 居る 趣の 歌で、 然し 戀 しいが 逢ふ緣 がない， 手段. 機會 がな 

いと 嗟歎して ゐる ところら しい。 そして、 この 『遠く 見 ゆれば』 の訓 が、 下の 『あやしく も』 に 相 

當せ ぬからと い つ て眞淵 は、 マ ドホク ミ テ 、ノ と訓ん だの だが、 此 處は必 すし もさう 理詰めに 云 はす 

ともい いところ である。 なほ、 ァ ヤシと いふ 語 も旣に 云った。 卷 十八 (四 〇 七 五) に、 安 必意毛 波受安 

^-フ ムキミ チア ヤシク モナ ゲキ ワタル 力 ヒトノ トフ マ- テ  ツル. パミ ノト キア 一 7 ヒギヌ /ァ ヤシク モ n トー 1 

流 良 牟伎美 乎 安 夜 思 苦 毛 奈氣伎 和 多 流 香 比 登 能 等 布 麻 泥。 卷七 (ニー 二 四) に、 橡 解 濯 衣 之 惟 殊 

キ ホシキ n ゾ ュフ べカモ  - 

欲 服 此暮可 聞と いふの が ある。 

この 歌の 眼目 は、 第三、 四 句の、 『あやしく も 吾 はぞ戀 ふる』 とい ふ主觀 句に ある。 『あやしく も』 

は、 『不思議に も』 とい ふ 意が あって、 反省す る氣 持で あるが、 この ころの 用法 は、 ただの 抽象的で 

なく、 もっと 具象的、 肉體 的であった だら うと 考 へる ことが 出來 る。 郎ち、 血の 通って ゐる、 『あや 

しく も』 である こと を 忘れて はならぬ ので ある。  ノ. 


【卷十  一 •  二 四 0 三〕 

たよ くぜ  きょ  か はら  み そぎ  いは  い 6  め 

玉久 世の 淸き河 15§ に 身 政して 齋ふ い のち は 妹が 爲 こそ 

玉久世 淸 河原 身狭爲 齋命 妹爲 

〇 玉久世 攝タ マ クゼ ノ。 代 匠 記 . 考 同訓 だが、 『玉 久世河 ハ何 レノ國 1 一有 トシ ラズ。 若 玉 、ノ ホ 

ム ル詞ニ テ. E 城ノ久 世河ヲ カク 云 へ \ 一一  ャ』 (代" 記 精)。 『久世 は 久志呂 の 事と 揖収 彥 がいひた， o。 

まことに 然ら では 玉の 言 をい ふよし なし』. (考 )。 『和名 抄、 山城 久世郡 久世鄉 見 ゆれば、 玉久 世と 言 

へ る 川の 名 有る か』 『宣長 云、 玉 は. S の 誤に て、 代を脫 し、 淸は 能の 字な らん。 さらば ャ マシ a  ノ、 

クセノ 力 ハラー 一 と訓む ベ しと 言 へ り。 され ど こ こ は 能の 字 を 添 ふ ベ き 書き ざ ま に あらす、 考ふ ベ 

し』 S 解)。 新考タ マキ ヨキ. クゼ ノカ ハラー 一 * 『淸』 は 『久 世』 の 上に あるべき のが 誤った ものと 

した。 なほ 井上 is- 士は、 萬 葉雜話 15^ 十 『玉 久世淸 河原』 (れ -づ气 に 於て、 實地 踏资の 結果 を 記し 

て、 ；冉 び，： H 說を 主張して ゐる。 〇 齋命 . 妹爲 舊訓ィ ノル イノ チモ. ィモ ガタリ ナリ。 代 匠 記精ィ 

ハフ イノ チモ • ィ モガ タメ ナリ。 考ィ ハフ イノ チハ .ィ モガ タメ コソ (古義 同訓)。 略解 ィ ハフ イノ チ 

モ • ィ モガ タメ コソ。 新考ィ ノル イノ チモ. ィ モガ タメ コソ。 新訓ィ ハフ イノ チハ 、ィ モガ タ メナ 

五 五 九 


五六 o 

リ。 

たまく ぜ  み -で ぎ  おれ  « 

一首の 意 は、 玉久 世の 淸ぃ 河原で 御城 をして 身 を 潔め、 己の 命の 長から むこと を 祈る の も、 戀し 

い 女と ー處 居たい ためで ある。 謹し い 女が 居る ためば かりで ある。 とい ふ 意で あらう。 

この 初 句の 『玉久 世』 は、 古來 難解の 句 だが、 どうも、 山城の 久 世に 玉と いふ 文字 を附 けた もの 

で、 タマ クシ、 タマ クシ ゲ、 タマ クシ 口な どからの 聯想で クに繽 けた もので あらう。 童蒙抄 で. 『山 

城の 久 世と 云處を 賞め て 云 ひたる 義钚 無理 押の 說を なせり。 如何に 共 心得難し』 と ある けれども、 

私 はや は， 9 久 世の 河原の やうな 氣 がして ならぬ ので ある。 新 考に山 田 孝 雄 博士の 私信と して- 『新撰 

字 鏡に 灘 (加 波 良久 世 又 和 太 利 世 叉 加 太) と ある 力 、ノ ラとク セとは 二 語に てこ ゝの クセは その 證 とす 

べし。 、 、 、久世 は 河原と 同義に して 水 石 相 交る 處を いふ ものと 考 へらる。 その 石の 淸 きをた とへ て 

玉ク セ とい ひやが て叉キ ョ キ 河原 一一 と 繰返した る ものなら む』 と ある。 若し、 河原と いふ 意味の ク 

セ が、 偶 山城の 久 世と 同音な ので 續け たと 解釋 する ことが 出來れ ばな ほ 妙で あらう。 

結句の、 『妹 爲』 の 舊訓ィ モガ タメ ナリ であるが、 それでも かま はぬ が、 萬 葉で はナリ 止めの 結句 

トキ ッ カゼ フケヒ / ハマ 二 ィ.. テヰ ッッ ァガフ イノ チ ハイ モガ タメ  n ゾ 

は尠 いので あり、 それに、 卷 十二 a 一三 01) に、 時 風 吹 飯 乃 濱爾出 居 乍 贖 命 者 妹之爲 社と ある、 そ 

の 結句の 方が、 ィ モガ タメ ナリ よりも 据 りが 好い。 そこで どちらへ でも 訓め ると ならば、 ィ モガタ 


メコソ と 訓んだ 方が 好い とい ふこと になる だら う。 この種 類の コソ は、 係 助？ 1 で、 結！^ の^ 55 せら 

れ たものと 解釋 して 好い とお も ふ。 終 助詞と いふ 分類の もとに、 結 詞を考 へない 解釋も あるが、 0 

らく 前者と して 說 明し 置く。 - 

：;^ に此處 にナリ 止めの 數首を 書くならば、 卷九 (一 六 八 九) に、 在 衣 邊著而 榜尼杏 人ノ激 過|^航^^ 

ナ， リ 3  (ル クサ チウ マ クヒャ マユ n ェク ナ ル 力 リノ ッカヒ ハヤ ドリス グナ リ  フ "尸， t/  ラ，' ク 

，奈 利。 同卷 2 七 o_o に-春 草 馬咋山 自越來 奈流應 使者 宿過奈 利。 卷十 (一九 四 四) に、 藤浪 之散卷 

チシ. t ホト トギス イマ キノ チカ チ ナキテ n ュナリ  ヌパ タマノ ョ、 ズ ァケス ラシ タマノ/ S  ,ノ  r アサ 

情 «公^„;|今城岳^.嗎而越奈利。 卷 十五 (三 五 九 0 に、 奴 波 多 麻 能 欲 波 安 氣奴良 之 多 麻 能 t 于 i^T 附安佐 

里； ぬ 流 多 豆 奈伎和 多 流奈里 等が あるが、 如斯少 いの だから、 ィ モガ タメ ナソを も 保 ^して S いて 味 

つても 別に かま はない。  、 

この 歌 は、 自分の 命 を 欲する の は、 同時に妹のためでもぁ，.^、 妹が 居る ためで も あり、 妹と 一し 

よに：：^、 ら へたいた めで も ある。 其處に 人情の 自然 さがあって、 相 當に讀 ませる 歌で あり、 同時に 

謠 として 歌 はれても 效杲の ある ものである。 卷十 一 (一一 七 六 四) に、 爲妹 壽 遣在^^薦之念 亂 而應死 

**t  ノ子  n ヒシ ナム ノチ ハナ ニセ ムィケ ルヒノ タメ コ リイ モチ ミ マクホ リスレ 

物 乎。 卷四 (五六 0) に、 孤 悲死牟 後者 何 爲牟生 日 之 爲社妹 乎 欲 見爲禮 とい ふの が ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して 載り、 下句 『祈る いのち も 妹 かためな. 0.』 となって 

ゐる" 

五六 1 


五六 二 

【卷十 I  •  二 四 0 四】 

^ 义 1(>  み.！ ひ  ひと ひ  ほど  わす -  ぉ^- 

田め 依り 見 依りに もの はありな む を 一 曰の 間 も 忘れて 念へ や 

思 依 見 依 物 有 一日 間 忘 念 

〇 思 依 . 見 依 物 • 有 舊訓ォ モフ ヨリ. ミル ヨリ モノ ハ.ァ ダモノ ヲ。 童 蒙抄宗 師案ォ モ フ マ 

マ. ミン モ ママ ナ产. ヒトナ ラバ。 考ォモ フヨ リ • ミ 〃一一 ハァ ケ〃. モノ カラー 一 (見 依 は 見 飽の誤 )o 

古義 ォ モヒ ヨリ. ミヨ リシ モノ ヲ. ナ 一一 スト 力。 新考ォ モへ コソ. ヨリ ネシ モノ ヲ. イカ ナレ 力. 

薪 雷ォ 乇ヒ ヨリ： 、、ヨリ-一 モノ ハ. ァ リナ ムヲ。 今 新 訓に從 つた。 〇 一日 間 • 忘 念 舊訓 ヒトヒ へ 

ダッダ. ヮスレ ノト ォモ フナ。 代 匠 記 精 ヒトヒ ノホド モ. フス レーア ォモ へャ。 童 蒙 抄宗師 案 ヒトヒ ノ 

暇モ フス レ テオ モ ハン。 考ヒト ヒへダ ッヲ. ヮスレ ノト ォモ ハム (^ 賴ぃ ■ 解 •)。 新 訓は代 K 記に 同じ 

1 首の 意 は、 人間 萬 事が 大凡、 外からの 推量に より、 觀察 によって、 その 様子が 分かる もので あ 


らうで はない か。 僕 は縱ひ  一 R だってお 前の こと を 忘れた ことがない の-だ。 大概の 僕の 様子で 分か 

るで はない か。 かう いって、 女からの 怨言 か 何 かに 對 して 答へ た 男の 歌の やうで ある。 或は その 反 

對に 取って 女の 歌と しても 解釋 の出來 ない こと はない。 

右の 解 は、 新 訓の訓 を 本と して、 現代語 譯に くだいて 見た ので あるが、 此歌 は.！ C 來諸學 者に よつ 

て、 窗に恣 に解釋 せられて ゐ るから、 試に 此處 に轉载 して 置かう とお も ふ。 『歌ノ 意 r 人 ノ方ョ 

リ 我心 ヲ量リ 見、 色ヲ 伺カヒ 見^ ヨリ ハゝ 我思ヒ ハ深ク テア レバ、. 一日 ノホ ドモ忘 レテ思 ハム ャト 

ナリ』 (代 精)。 『我 思 ふ 儘に、 見る 事 も 逢 ふ 事 も 儘ならん 人なら ば、 一 口な ど は 忘れて あらん づ 

れど、 思 ふに 儘ならぬ から、 一日の 間 も 忘られぬ と 云の 意と 見る 也』 (童 蒙 抄宗師 案)。 『今 本 見 依と 有 

は理 なし。 飽 字なる ことしる ければ 改め つ。 さてへ だて 、思 ふ 心よりも 常 相 見る には飽 くもの なれ 

ば、 一日 をお きて ゆかんと する を、 妹 はた、； Z 我心の 忘る とか 恨みん とい ふなり。 今 本の 訓の ごとく 

にて は 何の こゝろ ともなし』 (考 )。 『歌 意 は、 心に 思 ひ 目に 見て、 二な く緣 にし 妹なる もの を、 いか 

なれば、 た、.^ 一日 障る こと ありて 隔てた， 9 とも わすれた. e と は 妹が おも はむ や は、 となり』 (古^)〕 

r 案す るに^ 社 依 宿 物 何 有の 誤と して、 ォモへ コソ ヨリ ネシ モノ ヲ イカ ナレカ とよむべき か。 こ は 

試に 言 ふの み』 (新 考)。  -, 

,  五六 三 


五六 四 

こ の 歌 は、 六帖. に载 り、 舊訓と 同じく 『思 ふより. 見る よりもの は ある もの を 一 日へ だつ る 忘る と 

思 ふな』 と ある。. 

〇 

【卷十 I  .  二 四 0 五】 

か V- ほ  ひと  い  こ i にしき ひも と  あ  きみ 

垣穗 なす 人 は 言へ. ども 高麗 錦 紐 解き 開けし 君なら なくに . 

ー廬鳴 人雖云 泊 錦 紐 解 開 公 無 

〇 紐 解 開 - 公 無 舊訓 ヒ モト キア クダ. キミ モナ キカ モ。 童蒙抄 ヒ乇ト キア ク〃. キミ ハ ァラヌ 

-ー 又は セナハ ァラヌ -ー か。 考ヒモ トキ サケシ • キ ミナ ラナ ク ュ。 略解 ヒ モト キア ケシ • キ ミナ ラナ 

ク 一一 (古義. 新考 同訓 )0  . 

し v-  .  こ i にしき 

一首の 意 は、 垣根の やうに 繁 くうる さく 人 はいろ いろと 騒ぎます けれども、 〔粕 錦〕 まだ 紐 を も 解 

あ た 

き 開けない 貴方で はあり ませぬ か。 私と 一 しょに 未だ 一 夜 もお 休に なった ことのない 貴方で ござい 

ますよ。 と 言 ふので， 『粕 錦』 は旣に 述べ たやう に 枕詞 化した 語で ある。 


これ は 女の 歌で、 一 面 は 愛する 男 を 世間に 對 して 辯 護して 居る やうで も あるが、 一 面 は 一 度 も 共 

に寐 たことの ない 戀 しい 男に むかって 怨み 想へ、 いどんで ゐる やうな 歌で も あ 6、 錢歌 として は特 

殊な ものと して、 保存すべく 大切に すべき ものと おも ふし、 また 民謠 としても 相當に 役立つ 性質の 

ものである。 

『かき ほな す。 とかく 人 をい ひへ だつ る を、 かき ほな すと いへ り。 第 四 第 九に 旣に 尺せ， 0 「(代 K 

カキホ  . 

s.?)。 『g- 秀 如と. いふ 也。 さて 垣 は 隔っ譬 也』 『いまだ 紐 解て 相 逢し 君に も あらな き 物 を、 人 は そね 

みて さま < ^に いひへ だてんと する よと 云 也』 (考 )。 『垣秀 如 は、 シゲキ と 言 ふ 意な. o。 隔 つる 意と 

する は惡 ろし。 いまだ 紐 解き 明けて 相ね し 君に も 有らぬ 物 を、 入. はさま ざまに 首ひ驟 ぐよ とな. o』 

(略解)。 大體 略解の 解 釋に從 つてよ い。 

力 キ.^ 十 人 ヒトノ ョ n ゴ トシ ゲキカ モ ァハヌ ヒ マ本ク ッ キノ へ ヌーマ ム  力., T ホ 

卷九 (一七 九 三) に、 お-保 成人 之 横 辭繁香 裳不遭 日數多 月乃經 良武。 同卷 (一八 0 九.」 の畏 歌に、 

ナス ヒトノ トフ トキ チ ヌ チト n ゥナ t テト n  ノ 

成人 之；^ 時 知 = 奴壯士 宇 奈比壯 土 乃 云々。 

此耿 は、 六帖、 統の 部に、 下の句 『紐と き あくる も あらな くに』 として 载. o、 なほ 同、 錦の- 邠 

に、 人麼作 として 第三 句 以下 『からにしき 紐と き あくる 人 もな きかな』、 かき ほの 部に、 人. M 作と し 

て 『5- はなる 人と いへ ども こまに しき 紐と き あくる 君 もな きかな』 となつ て^って ゐる。 

五六 五 


五六. 1 ハ 

,  〇  ， 

【卷十  一 •  二 四 0 六】 

こ ま にしき ひもと  あ  ゆ ふべ  し  い のち こ 

高麗 錦 紐 解き 開けて 夕と も 知らざる 命戀ひ つつか あらむ 

； a 錦 紐 解 開 夕戶 不知 有 命 戀有  ， 

0 タ戸 舊訓 ュ フべ トモ。 童蒙抄 ュ フ ベ ダ ュ 。 考 (戶は 谷の き ュ フ ベ ダ 二  (纏德 義 •)。 略解 補正 

0^ は 友の き ュフべ トモ。 0 不知 有 命 • 戀 有 舊訓 シラザ グイ ノチ. コヒッ ッカァ ラム (難？ 鎮ゃ f 纏か^ 

訓)。 童 蒙 抄シラ レザ产 ミー 一 . コ ヒッッ ゾアル。 考シラ ザ ルイノ チ. コヒッ ツヤ ァ ラムき 舰 の。， 

こ まにしき  あ 

一首の 意 は、 〔高麗 錦〕 紐 を 解き 開けて、 どうして そんな 苦しい 戀 などが 出來 るで せう か。 私の 命 

は 旦夕 を も 知らぬ 果敢ない のです から。 或は、 夕べ を も 待たない この 果敢 i:^ い 命で あるのに、 どう 

-  こ ま にしぎ 

して 〔高麗 錦〕 紐 解き 開けて、 儘ならぬ 戀 など 出來る でせ うか。 と 翻しても いいだら う。 

この 歌 は、 恐らく 前の 歌に 應へ たもので、 前の 歌で 『垣 ほな す 人 は 云へ ども 高麗 錦 紐 解き 開けし 

君なら なくに』 と 女が 云った。 それ は 自分 (女) を も 男 を も 辯 護した やうな 歌 だが、 實は 一 面 は 男に 


對 して 挑んで 居る ので ある。 つま. 9、 私の 處に ちっとも おいでにならす、 一度 も 紐 を 解かれた こと 

が 無いで はあり ませぬ かとい ふので ある。 此歌は それに 對 して 答へ た 趣の 歌 だから、 夕べ も 待てな 

あなた  一， ■  V 

い 命で どうして 貴女の 處へ など 行かれます か、 それに 貴女 はちつ とも： 1; 情して 吳れ ないで はあり 

ませぬ か、 といった ので ある。 語調 は 丁寧で、、 しみじみと 云って るが、 中味に は、 應答歌 特有の 

輕 妙と 諧誠 とが あるので ある。 

然るに、 代 匠 記に、 『紐 解 開 ハ人ヲ 待-一 祝 ヒー アスル 事 ナリ』 とい ひ、 童蒙抄 に、 『待 人 も 可い 來 f^. 

不， 可レ來 哉、 不：' 知に と 云 意 を こめて、 夕 部 も はかられぬ 人の #な るに， 果敢なく も 紐 解き あけて 待 

事 哉と 詠める 意 也』 とい ひ、 小；： 義に、 『紐 解 開 は、 思 ふ 人に あはむ 前兆に、 紐の 解る 事 ある を * そ 

の 前兆に なら ひて、 .0 設けて するなら む』 とい ひ、 全釋 に、 『私ノ 命 、ノ 夕方 マ デ保 ッ トモ ソカ ラナ 

ィ 命.. タ /  -ー、 高 魔 錦 ヲ 解 キ. 開 ケテ、 戀人 一一 逢 フャゥ ナツ モリ デ、 戀ヲシ テヰル トイ フコ ト， ガァ 

ラウカ。 實 一一 ハカ ナイク ヨリ ナイ コト ダ』 と飜 して ゐる。 以上 は 皆獨咏 歌と して 鑑赏 したから さう 

なる ので、 また この 歌の 歌 調が しんみり としたと ころが あるから であらう。 また、 さう いふ 額 歌と 

-  I  .  \  カク ゾ ミヤ ァ ガコヒ チラ ムヌパ タマノ ョル ノヒモ ダニ トキ サケ ズシテ 

して は 卷 十七 (三 九 三 八) に、 可 久能未 也 安 我 故 非 乎 浪牟奴 婆 多 麻 能 欲 流 乃 比 毛 太 爾登士 ：： 佐 氣受之 底 

とい ふの が あり、 やはり 獨咏的 色調の ものである。 併し この 柏 錦， 紐 解 問の 歌 もや はり 民謠 的な の だ 

五六 七 
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から、 f 意識のう ちに 對者 を豫 想す る ことと なる。 そこで 私の 鑑賞した やうな 具合に もな b 得る の 

で、 それが また 民謠 的な 歌の 特徵 でも あ 得る ので ある。  . 

此處の トモ は 誤字で ない とせば、 卷三 (三 一九) の、 山 跡 國乃鎮 十 方 座 神 可 聞。 卷 十一 (二 七 05 の、 

ャ&, タト ぉノ之 i だ モナ 無 Si ヮ ir 酝 などの トモで ある。 若し また、 ぎ 誤と せば、 卷士ー  。一一 二お、 

ケ ぎ if  p。 卷ニ  (一九 八) の、 甿ス日 力 香 ガ1 ァ明ス あ if バ  1S^。 卷 十二  (一一 一二三) の、 

t んメ目 r モ么キ 日 等の グー 一で、 此 等の 例 は、 同じく 時 を 意味す る 言葉に 續 けて ゐ るので、 

いづれ にしても 好い 參考 となる ので ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して 載り、 下句 『しらぬい のち を こひつつ や あらん』 と 

なって ゐる。 ， 

〇 

【卷 十一 •  二 四 0 七】 

jSi かの^ こぎた るる, お 15 し 母 は 問 ふと も 其の 名 は 謂ら じ 


Knie 船 潜 〔潸〕 納 八 占 刺 母雖問 其 名不謂 

〇 百 積 • 船潜納 . 八 占 刺 舊訓 モ モサカ フネ . カヅ キイ グダ • ャゥ ラサ シテ。 代 匠 記 初 モモ サカ 

ノ  . フネ 力 ツキ イク . ャゥ ラサ シ。 代 匠 記 精 フネ カツ キイ レ (考 同訓)。 童 蒙抄宗 師案ヮ ッ ミ ブ ネ • 力 

ゾ キイ だ レバ . ゥ ラサ シ テ (讀. 5 項 5 モ)。 童蒙抄 愚案 モモ ッ フネ • 力. ヅキ モイ レャ • ゥ ラサ シテ" 略 

解 モモ サ カノ . フネ カヅ キイ^だ • ャゥ ラサ シ。 古義 モモ ッ ミノ  * フネ コギ イ^が . ャゥ ラサ シ。 

新 iji- モモ サ カノ  . フネ n ギ ィ,, . ャゥラ ザシ。 新訓 も大體 同訓で ある。 〇 母雖問 . 其 名不謂 i« 

訓ハハ "トフ トモ. ソノナ ハイ ハジ (執 脈 J"〕  .  )0 童蒙抄 ォモ "トフ トモ . ソノナ "ノラ ジ。 略解 、ノ  、ノ 

ハ トフ ト？ ソノ：  ノー フジ 醒 i, 考 .)。  . 

* モサカ モモ サ刀  アサ カノ コホリ  、 

百 積 は Hn 尺の 借 字で、 サ 力と 訓 むは 陸奧 安積 郡 を 以て 證し 得、 また 尺をサ 力と 鋼む は、 天 武紀に 

大分 ^尺と いふ 人名が ある。 尺 は、 漢昔 セキ、 吳音シ ャク、 サクで 通 音で サカ ともなった。 ^巾 

ヮ ガ十ゲ クャサ カノ ナゲキ  ャ サ カノ ナゲ キナゲ ケドモ  升 力 ドノ  ■:: に 

卷 十三 Q 三 七 六) に、 吾 嗟 八 尺 之 嗟。 同卷 (一一 二 11 四 四) に、 八 尺 乃 嘆 嘆 友が あり、 卷 十六に、 尺度 氏が 

モモ サカ 

ある。 さて この 百 尺の 意味 は從 來解釋 に數說 あった。 第一。 『此ハ 舟ノ長 サノぼ 尺ァ, ナリ h  ^^^^ 

>  .  フ レオ ホセ テ  . 

精) で、 應神紀 に、 五 年 冬 十月 科， 1 伊豆 國， 令， 作， 船、 長 十 丈、 船旣成 之、 試 浮 ー1 于^ r 便 輕泛疾 行 
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トツ ヱ  モモ サカ 

如， 馳云々 と ある そ. の 十 丈 は卽百 尺に 當 るので ある。 この 說を契 沖 も， 『長 百 尺ノ義 叶フべ キ歟』 と 

云って 居る。 この 說が 一番 有力 だから 其に 從 つて 好い。 第二 說は、 サカは 解で、 百 積 は 百 解 だから 

百 解つ む 船の 義 である。 顯宗紀 に、 二 年 冬 十月 戊 午朔癸 亥、 宴 一一 群臣 r 是時、 天下 安平、 民 無- 傜 役つ 

ヒトサ 力  サカ 

歲比 登稔、 百姓 殷富、 稻解銀 餞 一文、 牛馬 被， 野。. 欽明紀 に、 十二 年 春 三月 以， 1 麥種 一千 斛， 賜， 一 百 

濟王ー 云々 と あり、 なほ 宋玉賦 に、 海水 深浩、 波浪 廣濶， 非 一一 萬辩舟 1 不， 可， 泛云々 と ある。 それに 據 

サカ 

つた 說 である。 第三 說は、 サカは 尺で あるが、 百 尺 は 帆 檣で、 十 丈の 檣 を 立てる 程の 船. とい ふので 

ある。 文選の 海賦 に、 候 二 勁 風ー揭 一一 百 尺 一と あり、 李 善の 注に 百 尺 帆 檣 也と あるのに 據 つた。 併し 是 

は餘り 文學的 だし、 契 沖 も 云った 如く、 『もろこしの 文 なれば、 猶 これ をゝく べし』 とい ふに 過ぎ， な 

い。 次に 童 蒙 抄の說 であるが、 『愚案 は、 百津 船と 云 ひ、， 只數 多き 船と 云へ る 意と 見る 也』 と ある。 

併し 此は 少し 無理で あらう から 棄 てて かま はぬ。 

船 力. ヅ キイ ダ にっき、 『第 十六 云。 大舟 一一 小船 引 副 カヅク トモ 志 賀ノ荒 雄 一一 潸ァ ハム ャモ。 此" 荒 

アマ  ォホレ  ィ タミ 

雄ト云 海. <ノ 海-一 溺死 ケ ダ コ ト ヲ悼テ ョ メ だ歌ナ レ バ、 潜ト 、ノ 海 一. 一 潜 キ入テ 荒 雄 ヲ求ム ト モ ト云意 

ナリ。 舟ハ其 カヅク 者ノ乘 〃舟 ナリ。 今モ此 一一 准ラへ ナガ ラ潜納 トハ乘 沈ム〃 ナリ。 此ハ男 ヲ深ク 

母-モカ クス 一一 喩フ』 (代 匠 記 精) とい ふ 面倒な 解釋 をし、 『紀 に、 腰な づみ鈴 船 とらせて ふ 如く、 多く 


の 船 子どもが 波に 下 立て 船 を 潜き っゝ 浦へ 入る 也』 (考) とい ひ、 略解 も それに 從 つて ゐ るが、 古^^ 

で、 『こ ゝは カヅク にて は稳 ならぬ ことな.^。 故桉 に、 潸は漕 字の 誤なる べし。 乂納も 柄の 寫誤 にて 

も ある べき か。 もし さらば フ ネ n グゥラ ノと訓 ベ し。 但し 納は舊 のま 、にて、 ィ \  ， にても 通 ゆ e 

ば、 * そはい づ れ にても ある ベ し』 (古義) と 云って ゐる。 

『八 占 刺』 は、 『八 は彌 にて 多くの 占 を 云 ふか。 刺 は 其れ を 指し 顯 はす 占の 詞 なるべし。 心 は 多く 

の 占 かたに 彼男ぞ と、 指し 顯 はした る を 以て、 母 は 問 ふと も、 猶も だし i5 らんと 言 ふな. o』 (略解)。 

ャ ウー！' サシ  ャ タビゥ ラナ ヒ ス  サシ 

『八 占 刺 は、 彌度 占 を 爲るを 云なる べし。 刺 は、 その 卜占の わざす る をい ふ 言なる べし。 その も 

と 何某 何某の 所爲 など、、 さし あら はす 具なる ゆ ゑに、 指と いふ にゃあら む』 (古義) で大體 分かる 

が、 新考 に、 『ャゥ ラザシ は 占な ひて 男の 名 を 指すな り。 サを 濁りて 唱ふ べし。 ャは 反覆の 意に てク 

ラザシ にか ゝれ るな り。 占の みに かゝれ るに あらす』 (新 考〕 と ある。 併し、 今はサ シと淸 んで訓 み、 

上の 序詞 はゥラ (浦 • 占) に 係った ものと 解して おかう。 

ラら  もも さかの ふね こぎい ろる I 一  うら 

一首の 意 は、 Kn 尺の 船 を 漕ぎ 入れる 浦の 〔百 積 船 潜納〕 占 をば 幾遍も 繰返して、 母が 男の 名 

を 名指して 尋ねても、 私 は 決して あなたの 名 を 申しますまい。 とい ふので ある。 

ト；： 卜が 赏 生活 上に 常に 用 ゐられ た 事 は 明かで あるし、 かう いふ 娘 を 問 礼す やうな 場合に も 用ゐた 
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ものら しい。 さう いふ こと を 種々 聯想して 味 ふと この 歌 は なかなか 與 味が あり、 占卜の 如き 大きい 

力に 支配せ られつ つも 戀 人の 名 を 云 はない とい ふ 娘の 剛情な 強み も 理解し 得て おもしろ、 い の である。 

ァ-マ クマ ノス ムチ フャ マノ シ ハセ ャ トセ ズテ トマ トモ ゲナハ ノー フジ  \  ^ 

卷 十一 (二 六 九 六) に、 荒 熊 之 住 云. H 之 師齒迫 山 貴而雖 問汝名 者不吿 とい ふの が あるが、 この 汝と いふ 

の は 女で あらう から、 これ は 男の 歌で ある。 そして この 方 は 責而問 だから、 折襤 的に 轧問 する 趣で 

•  >  %  ノ  i  '  ,  _  クマ 力 キル ィハガ キフチ Z コモ リニ  〈コ ヒテシ スト モナ t- 

ある 力 これな ども なかなか 面白い。 なほ、 卷 十一 (二 七 00) に、 玉蜻 石垣 淵之隱 庭伏以 〔雖〕 死汝 

チノ  ノ」 フジ  >  , 、 .  ミサ ゴヰル ァリゾ 二 オフ ルナ ノリ リノ ヨシ ナハ ノラ ジ ォ ャ ハ シシ トモ ノラ セ 

名羽不 謂。 卷 十二  (II 一 0 七 七) に、 三佐 吳集荒 竊爾生 流 勿 謂 藻 乃吉名 者不吿 父母 者知辆 (If  "。 同 (三 

ヮ タツ ミノ ォキニ ォヒ タル ナヘ/リノ ナ ハ カッテ ノラ ジ n ヒハ シヌ トモ 

0 八 0) に、 海 若 之 奧爾生 有 繩乘乃 名 者 曾 不吿戀 者雖死 等の 例が ある。. 名を吿 るに は、 此處の 歌の 場 

合の やうに 白狀 するとい ふ 意味 も あるし，、 求婚の しるし、 愛 を 受ける しるしと して 名乘 ると、， ふ 場 

合 も ある。 それ 等 はおな じ ナノ  ^でも 前後の 關 係から 區 別して 味 ふこと となる ので ある。 

ゥラ  、 、 »  す ホフ ネノ ッ モ リノ  ，ゥ ラ-!  /ラム ト パ マサシ 二 シリテ ヮ y フタ リ ネ シ 

占 を 咏んた 歌に は、 卷ニ  (一  0 九) に、 大船 之 津守之 占 爾將告 登 波 益爲爾 知而我 二. < 宿 之。 卷 十二 

ヽ ： - -ノ  ュフケ 二 モ ゥラニ モ ノレル n ョヒダ ニキ マサ ヌ キミヲ イット 力 マタム  ムサ， ンヌニ ン ラ 、 力 

0 一六 ニー 一) に、 夕 卜 爾毛占 爾毛吿 有 今夜 谷 不來君 乎 何時 將待。 卷 十四 (三 三 七 s に、 武藏野 爾^ 良敝可 

タ ヤキマ サ，. テニ モノ ラスキ-,、 ガ ナウラ 二 ギ 二 ケ リ  力 ミニ モ 十す ぉセ ゥラ， ヽ 1- セ カメ  t ナ ャト 

多 也 伎 麻 左 S 爾毛乃 良 奴 伎 美 我 名 宇 良 爾低爾 家 里。 卷 十六 al;A 一  一) に、 神 爾毛莫 負 卜 部座龜 Svf 吴燒 

に，  ， . -ヽ -』，  ゥ ラベ チモ ャッノ チマ タモ ウー ウドへ ド キミ IS ァヒ ミム タ ド キシ- フ.. ス モ 

# 同じく 反歌 (三 八 ニー) に、 卜 部 乎 毛 八十 乃 衞毛占 雖問君 乎 相 見 多 時 不知 毛 等が ある。 


〇  . 

【券 十  一 •  二 四 0 八】 

t よ ね か  はな  ひ. 6 とま  いつ  み  お.. 0  わ  み  ， 

眉 根 撥き 嚏 ひ 紐 解け 待 つらむ や 何時か も 見む と 念 ふ 我が君 

屑极削 鼻. ギ ^ 紐 解 待 哉 何時 見 念 吾 君 

〇 紐 解 . 待 哉 葡訓ヒ モト キ • マツ ラム ャ。 代 K 記初ヒ モト ケ. マチ ナン ャか。 童 蒙抄ヒ モト ケ. 

マタ ナム ャ。 考ヒ モト ケ. マタム カモ。 略解 ヒ モト ケ • マテ リャモ (古義 同訓〕。 新 考は葡 訓に從 ひ、 

新訓は ヒ モト ケ. マツ ラム ャ とした。 〇 何時 見 • 念 吾 君 舊訓ィ ッシカ ミント . ォモ フワ. ガ キミ。 

童 蒙抄ィ ッシカ ミマク • ォモ フフ ガセ ヲ。 考 イツ 力 モ ミント. ォモ へ〃 ヮギモ (君 は 妹の 略解 ィ 

ッカ モミ ムト - ォモ へ ^ヮ ギミ。 古義 イツ 力 モミ ムト • ォモ ヒシヮ ギミ。 新考 イツ 力 モミ ムト. ソ 

* カオ モフ キミ (H" 念 君の 課)。 新訓ィ ッカモ ミム ト • ォモ フワ ガ キミ (全釋 同訓)。 

「E5 根 削』 は、 人から 戀 せられる と 眉の 邊が癢 くなる とい ふ 誠で、 卷四 £ さ 一) に、 無 暇人 之 眉 

t チイ タヅ ラニカ カジ メッツ モア 0  y  fv;.. 力 モ  ツキ タチテ * ダミ 力 .^キ/ マョ木 カキケ ナザク n レ-シ キミ 二 ァ へ ルカ モ 

根 乎 徒 令 後 乍 不相妹 可 聞。 卷六 (九九 1 一一) に、 月 立而直 三日月 之 眉 根 搔氣長 戀之君 爾相有 鴨。 卷十 
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メヅ ラシ キキ ミチ ミム ト ゾ ヒ ダリ テノ ユミ トルカ タノ マ ヨネ 力 キッレ  マ ヨネ カキシ タイ 

1 (二 五 七 五) に、 希將見 1?;? 乎 見 常 衣 左手 之 執 弓 方 之 眉 根 搔禮。 卷十  一 (二 六 一 四) 一 書 歌に、 眉 根 搔下伊 

ブカシ ：、 方モへ リシ. ー モガ スガ タチケ フミ ツルカ モ  ： ナヒヒ モト ケ 

布 可 之 美 念 有 之 妹 之 容儀 乎 今日 見 都 流 香 裳な どと あるに 據 つて 分かる。 『募 鳴 紐 解』 も、 人から 思 

はれる とひと， 9 でに 嘴が 出る とい ふので、 これ は 現今まで 續 いて ゐる諺 であり、 紐の 解ける とい ふ 

のも當 時に あって は 盛に 信せられ た 諺であった ので あらう。 卷五 (八 九 二〕 に、 毗之毗 之 爾志可 登 

ァ ラヌヒ ゲカキ 十-テテ  C さめ 

阿良 豊比宜 可 伎 撫而と あるの も 嚏 をしながら 居る 趣で ある。 代 匠 記に、 『募 鳴 ハ <； ノ我ヲ 相思 フ相ナ 

ノ  サメ テヮレ  ラレ ォモ フワ レ ハナ ヒル  レ  シテ  ル n ト 

リ。 詩邶風 云。 寤 言不 レ寐、 願 言 則 嚏。 注 云。 我 甚憂悼 而不， 能， 寐。 汝思， 我心 如， 是。 我 則嚏ビ 

と 云つ でゐ るから、 支那で も 同じ 俗說 があって、 それが はやく も渡來 したの かも 知れない。 詩の 

『言』 は 代 匠 記で は ヮレと 訓んで 居る が、 コ コ 一一と も訓 む。 『待 哉』 は、 待って 居る であらう で、 ラ 

ムに咏 歎の 添 はった もので、 反語で は あるまい。 略解で は マテ リャ モと訓 み、 やはり 反語で なく 解 

して ゐる やうに 思 はれる。  -  •  . 

くさめ 

一 首の 意 は、 人から 戀ひ慕 はれる と 眉が 癢く なったり 嚏が 出たり 衣の 紐が 自然に 解けた，^ すると 

申す ことです。 お 慕 ひ 申す あなたに、 私の 思 ひが 通じて、 何時か はどうして もお 逢 ひ 申したい とお 

も ふ あなたが、 今ごろ は、 眉のと ころ をお 搔 きになった b、 嘴 をな すったり、 著 物の 紐が ひとりで 

に ほ 解けたり して、 私 を 待って おいでで ございませ うか。 とい ふので あらう。 


一 人の 女が 獨カ でかう いふ こと を 云 つて 居る 趣の 歌で あるが、 や は，.^ 對 者を豫 想して ゐる の で、 

感 慕って ゐる 男に むかって かう いふ こと をい つて、 挑み 催して ゐる ものと 解釋 する 方が 一 首が 活躍 

して 來る やうで ある。 

この 歌 は、 六帖 に、 第二 句 『紐と きわた. 9』、 下句 『いつしか 見む と 思 ふわ ざ もこ』 として 载 つて 

ゐる。 

. 〇  • . 

【卷十  一 •  二 四 0 九】 

君に 戀ひ うら ぶれ 居れば 悔しく も 我が 下紐の 結 ふ 手 も 徒に 

君戀 浦經居 悔 我 裏 紐 結 手 徒  ，  ， 

0 君戀 # 訓キ ミ n フト。 童 蒙抄宗 師案キ ミ 一一 コ ヒ (き ト隱 き。 0 悔 舊訓ク ヤシク モ。 

S? ヤシ カモ。 塞 豕抄 愚案 ァ ヤシク モ (|§怪)、 か。 考ァ ヤシク モ (雜 11 か 誤。 )。 略解 同訓 (10 は擔 I 

^)。 〇 我 裏 紐 • 結 手 徒 舊 訓ヮガ ヒタヒ モヲ. ムス ビテタ ダニ  。代 匠 記 初ヮガ シタヒ モノ ュフ テ 
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乇 タ ダ 一一 。 童 蒙 抄宗師 案 フ、 ガシ タヒ， モノ  • ムスべ、 パト ケヌ。 考フガ シタヒ モヲ. ュ ヒ テタュ シモ 

(雌^ 雌 5„f。 フ竭解 V 古義 フガ シタヒ モノ. ュフ テタュ シモ。 新考 シタヒ モト ケテ- ュフ テタュ シモ" 

新訓 ヮガ シタヒ モノ  • ユスティ タヅ ラー 一。 

一首の 意 は、 あなた を戀 して びし くしょげ て 居る と、 悔しい ことに は、 私の 下紐 は 結んでも 結 

ん でも 解けて しまって 駄目です。 恐らく あなた も 私の 事 を 思って ゐて 下さる のでせ うが、 それにし 

て はちつ とも 逢 ふこと が出來 ないで はあり ませぬ か。 とい ふので あらう。 

こ の 歌 は 男の 歌で、 前の 歌の 返歌と 看做せば 右の やうな 解釋 となる ので ある。 また、 『下紐の 結 ふ 

手 も 徒に』 とい ふ 語 は、 やはり 前の 歌の、 『紐 解』 の やうに 解釋 すべき だとせば、 どうして もさうな 

るので ある。 或は、 必す しも 返歌で ない として 獨立 せしめ、 女の 歌と しても いいので ある。 童蒙抄 

に、 『我 下紐の 解けぬ る は 確かに 君が 來 まさん に、 今迄 戀 び をる は 悔しき かもとの 意と 也』 と ある 

の は、 宗師 案の 訓の、 『くやし かも 我した 紐の 結べば 解けぬ』 に本づ いた 解釋 であるが、 なほ、 『若 

しく は怪の 字の 誤字な らん か。 然 らば 宗師 案の 通に て、 怪しく も 我が 下紐の 結べば 解けぬ と讀 みて- 

此歌 聞えん か』 とも 云って 居る。 是等は 皆 女の 歌に なって 居り、 結句の 『徒』 がよく 解釋が 付いて 

居ない のが 不滿. である。 然るに、 代 匠 記 精に， 『今按 下句 ノ點叶 r ス。 ヮガ シタヒ モノ. ュ フープ 乇タ 


♦  * タ -ー ト躋べ シ。 - 古今 集 一一、 思フ トモ 戀ト モア ハム 物ナレ ャ 結手モ タ ュ ク解〃 下紐。 此 下.？  ノ意ト 

シ ル シュフ 

ジ。 度々 トク レド モ其驗 トテ人 モ來ネ バ結手 ノ徒ナ ダヲ 悔シト 云へ リ』 と あり、 『度々 トク レドモ 其 

驗トテ 人モ來 ネバ』 とい ふの は、 『徒』 の 解釋が 好く 出來て 居る。 考.. 略解の 訓で もさうな るの かも 

知れない。 古義 は、 『^を 戀 しく 思 ひて、 恍惚と して 愁ひ 居れば、 あやし や 吾 下紐の、 結ぶ 手 もっか 

ちゝ まで 解る よ、 これ はさ は 思 ふ 人に あはむ と 云、 前兆に てこ そ あらめ、 とな b-』 と 言って ゐ るが 

ミヤ n ベ ニキ； -ハ イェジ チ タ レトケ 力 ヮガ ヒモ/ チノ ュフテ * ユキ モ 

これ は 如何で あらう か。 卷十， 二  (三 一 A 三〕 に， 京師 邊君者 去 之 乎 孰 解 可 言 紐緖乃 結手懈 毛と いふの が 

. あって 參考 となる。 この 歌 も、 ただ 徒らに 紐の み 解けて、 戀人は 遠く 京師に 行った 趣の 歌で ある。 

0  、 

【« 十  一二 一四 I  0】 

とし  は  しきた へ  そで か  こ  わす  おも 

あらたまの 年は果 つれ ど 敷 妙の 袖 交 へ し 子 を 忘れて 念 へ や 

壞之 年 者宽杼 敷 白 之 袖 nvw 子少 忘 而念哉 

0 年者竟 5t 舊訓ト シ パ ク \ レ ノト。 代 匠 記初ト シ" ハツ レド (麵隨 か 古 )0 童 蒙抄ト シ ハ ハツ レド。 
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トシ ハク^ レド。 又は トシ -" ヲ 、ノ ンド。 考 トシ ハ ヲ 、ノ レド。 新考 4 シ 、ノ へ ヌ レド c; 竟は經 の m)。 新訓. 

全 釋は代 匠 記に 從 つた。 〇 铀 易子 少 • 忘 而念哉 舊訓 ソデカ "シ シヲ. ヮスレ テオ モへャ 代 

初ソデ 力へ シコヲ 龍 i 附義 •)。 少 をば ヲと訓 んだ例 は、 卷士 一一 (一一 一二 五八) に、 吾戀 心 

¥テ 少^^ msK ァ不フ ず と あるの も少を ヲと訓 ませて 居る。 其 他、 伯 瀨少國 S; 一一 。三 一一 二  Co 赤土 少 

ぎ k 卷 十一。 ニ六八 一一 一) が あり、 人名に、 朝臣 少足、 少野田 守 朝臣、 尾 張 少咋が ある。 小と 相 通せし め 

た訓 であらう。 

一首の 意 は、 〔1 たお〕 年 はもう 暮れて 行く けれども 〔敷 白 之〕 袖 を. 交 はして 共に 寐た 可哀 いい 子 を 

£ はどうして 忘れよう か。 忘れられない。 とい. ふので ある。 

ォホミ フネ： テテ サ モ- フフ タカシマ/  、 テラス フネ ノテ， _ ゾフ ラビ. 

竟をク ァと訓 むは、 卷七 (二 七 一.) に， 大 御舟 竟而佐 守 布 高 島 之。 卷十 (一 九九 六) に 照 舟 竟^. < 

ャ ぎと あるので 明かで ある。 また、 ト シ " ッと いふ 例 は、 卷十 (一八 四 三) に、 昨日 社 年 者 極 

之 k 春 力 霞 春 日 山 爾速立 爾來と あるが、 此は 舊訓ク レシ 力で あつ たの を 契 沖が 改訓 した。 そして、 

マ, 乂撰 集の 『物お も ふと 過る 月日 も 知らぬ まに 今年 も 今日に 果てぬ とか 聞く』 を參考 歌に した この 

年" ッは 今年 も 暮れる ことで あるが、 妹と 情交 を 結んで から、 一年 經 つても ニ年經 つても いいわけ 

で、 ただ今 年 も歲晚 になった 時の 感慨と 看做して いい。 フス レ テオ 乇へ ャの句 は、 卷ー 2 ハ八) の、 


t ホト モノ ミツノ ハ マナ ルヮス レガヒ ィへナ ル ィモチ ヮスレ テオ モへャ  ナツ；、， ュ クチ V. 力 ， ソ * 

大作 力 笑 綠能演 爾有忘 只 家 爾有妹 乎 忘 而念哉 を はじめ、 卷四 (五 01 一) の. < 磨 作、 -PS 去 小 牡鹿 之 角 

ノジ 力/マ モイ モガ nnd ヲヮス レナす モへャ  * 

乃 束 間 毛 妹 之 心 乎 忘 而念哉 等 その他が ある。 

この 耿は、 分かりよ く 平凡な やうに おも ふが、 內 容が單 純な だけ 單 純化が 途 行せられ て、 しっと 

. ^と 落 付いた ところが ある。 一 首に 枕詞が 二つ もあって 眼 障に ならな いのも 何處 かいい 點が あるか 

ら で あらう か。  ， 

この 歌 は、 六帖 に、 第二 句 『年 は へ ぬれ ど』、 第 四 句 『袖 か へしし を』 として 載って ゐる。 

〇 

【« 十  一. 二 四 一一 1 

市の 袖 を はつ はつ 見し 故に 斯 かる 戀をも 吾 はする かも 

,:: 細 布 袖 小 端 見 柄 如是^^5^". 吾爲鴨 

〇 袖 小 端 • 見 柄 舊訓 ソデヲ ハッカー 一 . ミレ カラー 一。 代 匠 記 初ソデ 、ノグ ハツ 一一。 代 匠 記 精ソ、 デヲ 

ハツ ハツ I 一 。考 ソデヲ ハツ 力 I 一  . ミ テシ カラ。 略解 ソデヲ ハツ ハツ. ミ テ シ カラ。 せ義 ソ デ ヲ パ ッ 
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n  ノヤ マノ モミ ヂ/ シ タノ  C ナヲ t ガ ハツ ハツ 二、.、 テサラ 二  n  ir ンモ 

、ノ ッ . ミ シ 力 ラ 1 ス 新考. 新訓 同訓 )o 卷七 (一 三 〇 六 ：- に、 是山 黄葉 下 花 矣我小 端 見反戀 の 例が あり、 

ャ マノ ハ ニサ， つィヅ ルツ キノ： ッ ハツ ニイ モチゾ ミツル コ t シキマ ギ 二 

なほ、 卷 十一 (二 四 六 一 リに、 山 葉 進出 月 端端 妹 見 鶴 及 鎌が あり、 ^名 書の 例で は、 卷四ミ 〇 

1) に， 波 都 波 都 爾人乎 相 見 而何將 有 何日 ニ箇叉 外ニ將 見が ある。  ， 

しろた へ {^ 

一首の 意 は、 あの 女の 〔白 細 布〕 袖 をば お だ ちょっと 見た ばかりで、 こんなに 深い 戀をも 己 はする 

のか。 とい ふので ある。 

—  しろた へ G 

これ は 男の 獨， 9 嘆息す る 趣の 歌で、 相當 感じの 乘 つて ゐる ものである。 白 細 布 は 枕詞に 使って ゐ 

るが、 若くて 美しい 女の 容子を 暗 指して ゐる やうに おもへ るし、 『袖； 一 を 以て 代表せ しめた 點は、 

『妹が 目 を 欲り』 などと 同じ 技巧に 嵐し、 萬 葉の 歌に、 『袖 交 はす』 とい ふ 語 は なかなか 多い から、 

實際 的に も、 また 美學 的に も、 袖と いふの が 注目 を牽 いた ものであった だら う。 卷 十九 S  二 七 七) に- 

プ.. チタ レナ ィザヮ ガリ ノ  ニゥグ ヒス ノコ ゾ. タヒ チラス ウメ/ハナ ミニ  , 

袖 垂而伊 射 吾 苑爾鷲 乃 木 傳令落 梅花 見爾と ある、 『袖 垂れて』 の 句 も 印象 深き もので あつたので あら 

う。 なほ、 袖 振る。 袖 吹 反す。 袖携 り。 袖 解かへ て 等の 例の ほかに、 卷 十五 (一一 二ハ 0四) に、 妹 我 素 51 

和 可 ^3:1 比 左爾奈 iti 奴 禮杼比 登 比 母 伊毛 乎 和 須禮且 於 毛 倍 也と あるの は 稍 違った 例で ある。 

此歌、 六帖 に、 人 まろ 作と して 入り、 第二 三 句 『袖の かたはし 見る からに』、 結句 『我 はする か 

な』 と ある。 


【卷十  一 •  二 四 I  二】 

我 妹 子に 戀ひ 術な かり 夢に 見む と 吾 は II へど 寐 ねらえな くに 

我 妹 戀無乏 夢見 吾雖念 不所寐  _ 

〇 我 妹. 戀無乏 舊本 『乏』 が 『之』 となって をり、 舊訓 ヮギモ コ 一一. コ ヒ テスべ ナミ。 童蒙抄 

コフ ハスべ ナ ミ (無え)。 考コ ヒ テスべ ナシ (N は 爲の誤 )。 0M コ ヒスべ ナ カリ o^-は爲の課リo 卷 十二  (so. 

ヮギ モ コ  一一 n ヒス ベ ナ カリ  ヮ ガセコ ニコ t スべ十 カリ 

一-一 so の、 吾妹^！^爾鎌爲便名應。 卷 十七 (三 九 七 五) の、 和賀 勢故爾 古非須 弊奈賀 利と ある を證 とした。 

古義で はコ ヒスべ ナ カリで、 『爲』 を 非と し 『乏』 をよ しとした。 古寫本 印本 中、 『之』 が 『乏』 に 

なって ゐる のが (1: 过： 細： 細： 瞬.) あるから、 大體 それでよ い。 卷十 一 0 一三 七三) に、 タ方枉 戀 

ス べナシ  n モリ ヌノ シタュ n フレ. パスべ チ ナミ  ス べチナ ミィ .テ テゾ ユキ シィ へ ノア タリ ミ 二 

無 イビ。 同卷 (二 に、 隱沼從 裹戀者 無乏。 卷 十二 (1 一丸 四 七) の 或 本 歌に、 無 乏出行 家 當 見 

ナ ヅミゾ ヮガ コン n ヒテ スべ ナミ 

と あるので 明かで ある。 なほ、 卷 十三 Qm 五 七) に は、 名 積 序吾來 戀天窮 見と いふの が あるから、 

『イソ)』 乂は、 『1^』 の 文字 を も 使って ゐる。 〇 夢見. 吾雖念 舊 訓ュメ ミム ト • フレ ハオ モへド 。意 


五八 二 

蒙抄 ュメー 了、、 ムト。 ヮレハ ネガへ ド。 考ィメ  二 ミント. ァレ ハオ 乇へ ド。 〇 不所寐 舊訓ィ ネ ラ に 

ナク 一一。 代 匠 記 精 イネ ラ ェナ クー 一。 

1 首の 意 は、 あの 女が 戀 しくて 何とも 爲樣 がない ので、 せめて 夢に でも 見ようと おも ふが、 はて 

は 眠る こと も出來 すに ゐ るの は、 苦しい こと だ。 とい ふので ある。 

これ も 平凡 だが、 自然で 感じの よい 歌で ある。 夢に でも 視 ようとお も ふの だが、 戀に 惱んで る 

のでよ く 眠れない 狀態を 云って 居る ので、 かう いふ こと も單！ J 聯想から のみ 來た 表現で なく、 實際 

の 經驗が 基本と なって ゐる ものと おも ふ。  ♦ 

卷五 (<<◦ ち に、 宇 豆 都 仁 波 ?_-布 余 志 勿 奈子奴 波 多 麻 能 用 流 能 伊 昧仁越 都 伎 提美延 許 1。 卷 十二 

.  ウッツ 二 ハコ ト タエ ニケリ ィメ  ニダ 二 ツギ テ ミ ェ コゾタ 二 ァフマ ギ 二  ゝ. -ノ、 ク ッ ツユ ハ キミ-.  一、 ノ ァハズ ，Jr  メ 

(二 九 五 九) に、 現 者 言 絕有夢 谷嗣而 所見 與直相 左右 二。 卷 十三 (三 二八 〇) に 卯 f 庭 ff?^ 爾波不 相 夢 

谷 相 跡, 見 祉天之 足 夜 子等と あるな ど、 夢の 歌 はな， かな か 多い。 支那の 詩なら ば、 『獨寐 多 遠 念、 • 

寤言撫 空 衿』 などと いふと ころ だが、 和歌 はもつ と 素朴で ある。 

此歌、 玉 葉 集に 人 麿 作と して 载り、 第二 句 『戀 ひて すべな み』、 結句 『いこ そ ねられね』 となって 

罟る。 


【卷十 I  •  二 四 一 三〕 

故 も 無く 吾が 下紐 を 解かしめ つ 人に な 知らせ 直に 逢 ふま V- 

故 無 吾 裏 紐 令 解 人莫知 及 正 逢  • 

〇 故 無 • 吾裏絲 • 令 解 舊訓 ュ へナシ  一一 • ヮガ シタヒ モノ  . トケタ 〃ヲ。 代 K 記 精 ュ へ ナ シ  一一 • 

ヮガ シタヒ 乇ヲ. トケシ メテ。 童蒙抄 ュ H モナ ク？ ヮ.、 力 シタヒ モノ  • トケ ヌル ヲ。 考ュ M ナシ 一一 . 

ヮ ガシタ ヒモヲ . トカシ メテ。 略解 ュ ェ モナ ク • ヮ. ガ シタヒ モゾ - ト ケシム ル。 古義 ユエ モナ ク ， 

ヮガ シタヒ モゾ. イマ トク だ、 令 は 今の 誤 (新 考從 之)。 新訓 ユエ モナ ク . ヮ、 ガシタ ヒモヲ . ト カシメ 

ッ 。 0 人莫知 • 及 正 逢 舊訓ヒ トー ーシ ラス ナ • タグ 一一 ァフマ デ ま)。 略解 ヒ トー 了 シ ラ ュ ナ 

(新考 同^)。 レ " 義 ヒト 一一 ナシ ラセ f 新訓 同訓)。 

1 首の 意。 この やうに 何の 訣 (理由) もな しに 私の 下紐 を 解かせ て しまった (.In: 然に 解けた では あ 

. ^ません か)。 これ は あなたが 私 を 慕って くれる 證據 だとお も ひます が、 まだ 逢っても 居ない のに 彼 


■  -  五八 四 

此 人の 口が うるさい ものです から、 あなたと 直接 逄 ふまで は、 決して 人に 知らせて 貰って は 困り ま 

すよ。 とい ふので、 女が 男に むかって 云って 居る。 、 

當 時の 民間 信仰 を 本と して、 なかなか 細かい こと を 云って ゐ るの を 注意すべき であって、 この 心 

理の 細かい ところ は、 一 つの 小 文章に でもなる ほどで ある。 それ をば、 『わが 下紐 を 解かしめ つ』 と 

云って、 直ちに、 『人に な 知らせ 直に 逢 ふまで』 と續 けたの は なかなか 簡潔で 旨い ところが ある。 尤 

もこの 訓は新 訓に從 つて 旨くな つお ので、 從來 の訓の やうに 連續 句に して は 具合が 惡 いやう である。 

【卷十  一 •  二 四 一四】 

きふる こと 11 めかね て か. で 行けば 山 も 川 を も 知らず 來に けり 

.戀 事 意 追不得 出 行者 山川. 不知 來  -  . 

〇 戀事 舊訓 コフレ ノコ ト。 童 蒙 抄コヒ シサヲ 。古寫 本 中、 コヒ シキヲ とも 訓んで 居る (京. 細 マノ 戀 

し、； い をと いふのと 同じで あらう が、 それ を、 戀 ふること と 云った のが 矢張り 特殊で ある。 〇 意 追 


不得 俗 訓に從 つて ナグサ メカ ネテと 調んだ。 代 匠 記 は 追 は 遣の 誤と し、 考は 進の 誤と して 共に ナ 

グサメ カネ テと訓 じて ゐ るが、 古義 は 追 は 造の 誤と する 說を 踏襲し、 ココ。 ャリ カネと 訓み、 意逍 

雖過不 過 (卷 十二。  二八 四 五)。 酒 飮而情 乎遣爾 (卷 三。 三 四 六)。 於 毛布 度 知 許己呂 也. R 武等 (卷 十七。 三 九九 

i アキ ラメ  nn;i ャ ラ ム ト 

30 見 明 米 情 也 良牟等 (卷 十九。 四 一 八 さな どの 例 を參考 として ゐる。 併し、 萬 葉に は ナグサ ズの例 

も 多い こと、 旣 に評釋 したと ほ.^ であるから、 さう 訓んで 置いた。 〇 山川 ャマ モカ" ヲモ と^む * 

舊訓ャ マ カハ。 童 蒙抄ャ マ 力 ハヲシ モ.。 考ャマ モカつ フモ。 略解 ャ マ モカ ハヲモ (古穀 S 訓 )0 〇 不知 

來 シラズ キー！ ケリ と訓 む。 舊訓 シ ラズ. キー ーケル モノ ヲ。 童蒙抄 シ ラレ ザリケ リ。 考 シ ラ ズ キ 一一 

ケリ (略解. 古^ M 訓)。 

一首の 意 は、 この 嫌の 切ない 思 を 慰め かね 造り かねて 出で て來 たから、 .E を も 川 を もサ： 屮で來 て 

しまった。 とい ふので ある。  ，  . 

内 おは 極めて 平凡 だが、 何 處か眞 率のと ころがあって 具合の いい 歌で ある。 特に、 『山 も 川 を も 知 

らす來 にけ り』 とい ふ 句が 實に 自然で、 現代の 歌人の 心と 雖 毫も これと 速って ゐ ない。 また 調 がの 

びの びと して ゐ るの は、 これが 本 常の 日本語の 調 だからで あらう か。 一首に、 『行けば』。 『來 にけ 

り』 とい ふ 如くに、 矛 厄、 重複の やうな 云 ひ 方 もあって、 さう 變 でな いのは、 却って 餘り たくらみ 
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のない ためで あらう か。 卷ニ  (ニー 二) の、 人 麿 作 長歌の 中に、 山 毛越來 奴の 句が あり、 卷三 (二八 七) 

n  n  ニン テ ィへャ モ ィヅク シラク モノ タ ナビ クャ マテ コェテ キ 二 ケ リ 

に 石 上 卿の、 此間 爲而家 八方 何處 白雲 乃 棚引 山 乎 超 而來ニ 家 里が ある。 石 上 卿の 歌の 結句 は 伸々 と 

して、 比較 上 有益な 歌の 一 つで ある。 

. 〇 ， ： 

〔卷十 丁  二 四 I 五〕  ， 

をと めら  - 二」 ふ ろ やよ  みづ がき  ひさ  とき  おむ  ゥ れ  / 

處女等 を 袖布留 山の 瑞 垣の 久しき 時 ゆ 念 ひけり 吾 は 

處女等 乎 袖 振 山 氷 垣 久時. S 念來 吾等 者 

以下 は 『寄 物陳 思』 の 部で、 これ は、 その 第一に ある 歌で ある。 寄神戀 とい ふ 意味で あらう か。 

〇 處女等 乎 舊訓ヲ トメ ラヲ。 古寫 本中ヲ トメ ラガ (嘉. 類"。 考ヲ トメ ラガ、 乎 は 之の (略解 同說 )o 

古義 ヲ トメ ラヲ、 乎 を 可とす。 〇 久時由 • 念來 吾等 者 舊訓 ヒサ シ キヨ ヨリ. ォモ ヒキヮ レハ。 童 

蒙抄 フリ I 了ショ ヨリ 又は フ. リー 了シ トキ ュ . ォモヒ キヮレ 、ノ。 考 ヒサ シキ トキ ュ . ォ モヒコ シヮレ ハ * 

略解 ヒサ シキ トキ ュ. モヒ コシヮ レハ。 古義 ヒサ シキ トキ ュ . ォモ ヒコシ ァ"。 新考 ヒサ シキ トキ 


ュ. モヒ キッソ レハ。 新^ ヒサ. シキ トキ ュ ，ォモ ヒケリ ソレハ C 

つ 處女等 乎』 とせば、 その 乎 はョに 相似た ものと 看做して いいで あらう。 大和. E 邊邯の li^ 山 を.^ 

振に 賴け しめた。 その 神社の 瑞 垣の 久しい とい ふのから、 久しい 戀と いふのに 續 けた。 

一 首の 意 は、 赏に實 に 久しい まへ からお 前の こと は戀 ひお もうて ゐ たので あ つたよ。 とい ふだけ 

だが、 序の 長いの を用ゐ て、 調べ を ゆるがせながら 一首 を 纏めて ゐる。 

*  k  'i  -  .  N  '  ナ トメ-マ ザ リデ フ，^ お マノ ミ. が キ.， 'ヒサ シ キト キュす モヒ キリ. I ハ 

,、 こ の^は 旣 に評釋 した 卷四 (五 01〕 の、 人 麿 作、 未通女 等 之 袖 振 山 乃 水 垣 之 久時從 憶寸吾 者と 殆 

ど 全く 同じで あるから、 傳は つ てゐ るう ちに 變化 した ものと sa  / る。 

どう 變 化した かとい ふに、 初 句の、 『處女 等 乎』 が卷 四のに は、 『未通女 等 之』 になって 居.^、 『念 

來 吾等 者』 が、 『憶寸 吾 者』 になって 居る。 これに 誤字 を 否定して 考 へれば、 『をと めら を」 として 

味っても、 無现 とはいへ す、 御 心 乎吉野 乃國之 (卷 一。 三 六) などと いふ 具合に 乎 を 解 すれば よく、 た- 

だ 惯 値から  い  へ ば、 眞 淵が、 『未通女 等 之と 有 こそ 常 さまに てよ けれ』 C 考： >. と 云った のに 從 つてよ い。 

.S ん卷 s: の 歌の 方が 一 段と 好い ので ある。 次に、 『念 來』 をォ モ ヒケリ と 新調で 訓ん だが、 この 『來』 

ヮ ガヤ ド ノ クサ サ へ ォ モヒゥ ラザレ ニケリ  -  ュフ n リメ シモ すキ二 

を ケリと 訓む例 は、 卷 十一 0 一四 六 五」 に、 吾屋 之 草 佐 倍 思 浦 乾來。 同卷 0= ハさ 一) に、 夕 凝 霜 置 

來。 卷 十二  (11:  一 n:s に， 旅 登 之 思 者 尙戀來 等の 例で 類推す る ことが 出來 る。 そして、 この 7 おも ひ 
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けり』 とい ふの は、 調べが ゆったり と 感情 を 含ませ 得る けれども、 結句の 『おも ひけり. われ は』 

とい ふ 字餘り は、 奈何 かと 私 かにお も ふ。 これ も、 卷 四の、 『おも ひき. われ は』 の 緊張した のに は 

及ばない やうな 氣 がして ならない ので ある。 『來』 をば、 『寸』 と 同様に 助動詞 『き』 に 用ゐた 例が 

無い とせば、 やはり 新訓ど ほりの ものと して 傳 はって、 この 人 麿 歌集に， 入った もので あらう。 そし 

て 人 麿 歌集と いふ ものに 異本が あって、 その 一 っは卷 四に 採錄 せられ、 一 つ は讀人 不知と して 此返 

に 載って、 左 注を附 せられた もので あらう か。 

. 眞淵 は、 人. M 歌集 を 疑 ふ 側の 人で あるが、 この 歌に つき、 『此哥 は 人 万 呂の哥 の 調 まが ふ 事な し。 

然 れば卷 十三 f に、 柿 本 朝臣 人万呂 とて 载 たる 如く、 こゝも 人万呂 の自哥 など を 家集に 古 哥と書 ま 

じへ て 書し もの 也。 後の 家 持な ど は 各 其 名 を 注せし を、 古 はさ もせ ざり けん。 然 らば 此 人万呂 集と 

いふ 中に、 自哥も 多 かりなん。 心 をつ けて 見るべき 事な り』 (考。 人麻呂 集) と 言って ゐる。 

次に、 寄物陳 思と いふ 題に つき、 契 沖 は、 『是 1 一意 得 置べ キ事 ァリ。 第 七 一一 譬喩 ト表 シテ、 寄 衣 寄 

絲ナド 云 ヘル" 定 テ. 譬ナ リ 。 此卷下 一一 モア リ。 今ハ 譬へモ セョ、 タトへ ズ モアレ、 物-一 スガリ テョ 

メル ヲ 頓聚 ス ダナ リ。 下皆此 -ー 效 フ ベ シ 』 (代 匠 m 精) と 言 つて ゐる。 

この 歌 は、 六 帖 • 拾遺 集 及び 夫 木 和歌 抄に人 麿 作と して 載り、 初 句 『を とめ子が』、 下句 『久し  、 


き 世より おも ひそめて き』 となって 居る。 

【« 十 了  二 四 一 六】 

ちはやぶる 神の 持たせる 命 をば 誰が 爲に かも 長く 欲り せむ 

千 早 振 神 持 在 命 誰爲 長欲爲 

〇 祌持 在. 命 舊訓カ ミノ タ モテル • イノ チヲモ 。代 匠 記、 童蒙抄 同訓。 『神 ノ如ク 幾 久シキ 命 

モガ ナトハ 誰 故-一力 思フ。 君 故  一一 n ソ ト ナリ』 (代 E 記 精 )0 『人の 命 は 限り 有て、 長き も 短き も、 神明 

の 保ち 袷 ひて、 わが 私の 儘に、 伸べ 縮め はならぬ 命 を すら、 長 かれと 乞 願 ふ も、 誰の 爲に こそ、 思 

ふ 人と 畏 くそ ひもし、 又 思 ひの 叶 ふ 迄との 爲 との 意 也』 つ _A 蒙抄 ：}。 考 では、 神禱 在と し、 『命な がゝ 

れと常 は 神に 祈 乞し 也。 今 本に、 神 持 在、 と 有 は、 神の たもてる 命て ふ 事 有べき か は、 -例 なき 一 マ；： な 

り、 仍て改 む， ス考) と 云った。 略解 は、 舊 訓に從 つたが、 『神 ノタ モテル は、 神の み 心の ままなる 命 

と 言 ふ 意 か。 宣長 云、 持 は禱の 誤に て、 神 一一 ィ ノレル ならん と 言へ り』 と 云 ひ、 古義 も 大體宣 長說 
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に從 つたが、 力 ミー 一 イノ レ \  • イノ チヲバ とし、 『壽 命の 長から む 事 を、 神祇に 乞 禱れる をば、 そ も 

誰が 爲の 故にて ある ぞ、 思 ふ 人の 爲 のみの 事に こそ あれ、 となり』 と 言 ひ、 新考 では カミ / タ モーズ 

^  • イノ チヲパ と訓 み、 『案す る にこ ゝ にて は イノ リシと はいふべ くィ ノレ ル とはい ふべ からす。 さ 

れば もとの ま、 にて 又は 持§ 上に 手の 字 を 補 ひて タ モテルと よむべく、 命 は 古義の 如く ィ ノ. チヲ 

パ とよむべし』 と 一 つた。 新調 は、 力 ミノ モタ セル. イノ チヲバ と訓ん だ。 〇 誰 爲- 長欲爲 舊訓 

タガ タメ  二 力" . ナガ ク ホリス ル 童)。 考タ レガ タメ 一一  力. ナガ クホリ セン (略解 同訓 ；}。 古義 

タレガ タメ  I 一力 . ナ 、ガク ホリス,。 新考 タガ タメ  11 カモ . ナガ ク ホリス グ。 新訓タ ガ タメ 一 一 カモ • 

ナガ クホ リセ ム。 今、 新 訓に從 つた。 

ち はやぶ る 

一首の 意 は、 〔千 早 振〕 神様の 持って 居られる やうな 長い 御 命、 その 長い 命 を も 私 は 誰の ために 欲 

しいの か、 みんなお 前と 逢って ゐ おいば かりなの だ。 とい ふので ある。  .■ 

これ は、 恐らく 男の 歌で、 誰の ためとい ふの は 女を對 手と して ゐ るつ， もりな ので あらう か。 また" 

紳ノタ モテル イノ チと 鼠んで、 童蒙抄 などの 解の 如く、 生命 を 支配 するとい ふやう ぉ解釋 しても 意 

. ^の 取れない こと はない が、 此處は 新訓の 如く、. 神 ノモタ セル イノ チと 訓ん で、 平凡に 神 樣の御 命 

の やうに 長い 命と いふ やうに 解す る 方が 素朴で 却ってい いので は あるまい か。 契 沖 は、 タ モテ^に 


從 つたが、 解 は、 『神/如 ク 幾久シ キ命』 とい ふやう にして 居る の は なかなか 確か だとお も ふ。 

シ ヅ タ マキ カズ 二 モ ァラ： <  イノ 手 そ. 力 

モタ セルと 調 ませた 用例 は 他に 萬 葉に 見えない が、 卷四 (六 七 11) に、 倭 文 手 纏數ニ 毛不有 薷持奈 

-In コダ クヮガ n たヮタ マス ラ チノ テニ マキ モ 《 ル トモ/ ゥ -,; V*- 

何 幾許 吾 機 渡と あるの は參考 になる。 叉 『持 在』 と 書いた の は、 大夫乃 手 ニ卷持 在辆之 浦：！ 乎 「お 

ヮ * ッ ミノ テニ マキ モ女ル タマ ュヱニ  ヮ ッ ミノ モ タル シ ラタ マ 

七。 二八 三)。 海神 手 纏 持 在 玉 故 (卷 七。. ニー 一  0 一)。 海神 持 在 白玉 (卷 七。 ニー 一  0  二) 等の 例が ある。 一方 

タ モテル. タモ ッと いふ 語 は 他に 萬 葉に 見當ら ぬから、 この 點か らも モタセ ルの 方が 無理がない と 

思 ふ。 

此耿 は、 拾 遣 集に 人 麿 作と して 入り、 第二 句 以下 『神の たもてる 命 をば たれが ために かなが くと 

思 はむ』 と あ，^、 又！ ii 本 集に、 『神の たもてる 命 を も 誰が ためと あ も ふ 我なら なくに』、 六帖 に、 『神 

のた もた る 命 あらば たがた めと か は 我 は 思 はで』 となって 载 つて ゐる。 - 

〇  . 

【卷 十一 •  二 四 一七〕 

のかみ ふ かむ す y かむ  こ ひ  われ さら  - 

石 上布 留の神 杉 神 さびて 戀をも 我 は 更にす るか も  . 
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石 上 振祌杉 神 成 戀我 更爲鴨 

0 祌 杉. 神 成 舊訓 力，、、 スギ . 力 ミト ナル。 古 寫本中 力，、 V ナレ ャ (^10。 力 ミト ナ\ 

錢 •)。 カミナ ルャ (fi*^) 等の 調が ある。 古點 カミナ レャ。 仙 覺新點 力 ミト ナ〃。 童 蒙 抄宗師 案 力、、、 

ノ ナス。 考カ ミサ ビテ。 『神 左 備てふ 言 は、 神ぶ りした る 事なる を 古き 事に も轉 じいへ り。 其 神 ふ 

りした る を、 卽神 となる て ふよし にて 神 成と は 書た る』。 略解 は 考に從 ひ、 古義 力 ムス ギ • カムサ 

ビ テ (11 い 3。 『力 ム サブ は 神化す る 事 なれば 力 ムサビ テを神 成と 書け るか』 ハ新考リ。 新訓カ ムス ギ. 

力 ムサビ シ。 今、 古義の 訓に從 つた。  • 

いそり A み-. 1 ろの A むすぎ  ふ る 

一首の 意 は、 〔石 上 振； t 杉。 振の 神社に ある 大 杉の 古く 神 さびた やうに〕 神 さびて、 齡が この や 

うにいた く 老いて、 そして またまた 若者の やうに 戀に 惱んで 居る。 とい ふので ある。 

この 歌 は、 寄 神 戀の氣 分 だから、 自然 かう いふ 具合に 聯想が 向く のか も 知れない が、 それにして 

も 珍ら しい 歌で ある。 紅顔の 媚靑 年が 花の 如き 少女と 相交會 する の は 自然で あらう が、 醜 老の身 を 

以て 戀に惱 むの は 苦 銀の 道と いふ こと も出來 る。 ゲ ュ テが 年老いて ミンナ. へ〃 ッソ イブ に 戀愛を 

成 じ、 ュ • ホッ へと 言 ふ 詩に その IE 感を 托し、 なほ 親和力 製作の 動機と なった と 言 はれて 居る が、 西 


洋に は斯の 如き 例 は 多い けれども、 日本 文 學には その 例が 少 いので は あるまい か。 ^葉卷 二  (ニー 九) 

の、 之 嫗爾爲而也如此許戀爾將沈如手童兒の如きは、 少ぃ 中の その 一例で あろ。 さう いふ 意味 

で この 歌 は 一 つの 特徵を 持って ゐる。 さう して、 この 歌の 結句の 『戀を も われ は 更にす るか も』 が 

利いて る。 本來の 抒情詩と して は 上半の 序詞が 邪魔 をす るので あるが、 寧ろ 题咏的 だから 致し方 

*、.  c. ヽ 0 

第三 句 を、 力 ムサビ シと しないで、 力 ムサビ テ としたの は、 形容詞に せす に 副詞句と したので、 

イソ/ 力え フル ノ 力 ムス ギカ ムサビ ナ ヮレャ サ ラサ ラコヒ 二 ァヒニ ケ ル  . 

卷十 (一九二 七) に、 石 上 振 乃 神 杉 神 備而吾 八 更更 戀爾相 爾家流 を も參考 にした。 尤も この 神 備而は 

神備 西と いふ 訓も ある。 

【卷十 一 . 二 四 一八】 

如何なら む 名に 負 ふ 神に 手 向せば 吾が 念 ふ 妹 を 夢に だに 見む 

何 名 ft 神 幣嚮奉 者 吾 念 妹 夢 谷 見 
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0 何 • 名 負 神 舊訓ィ カナ ラム • 力 ミー 一。 古寫本 中、 ナ 一一 ナ  一一 7  S  〕  5 い i§  •  • )。 ィ カナ ラム 

(嘉 • 古) の兩 方が ある。 古點 イカ ナラ ム . 力 ミー 一。 仙覺 新點ナ 一 一 ナ 1 ーノ. 力 ミ 一一 。 代 匠 記初ナ  一一 ノナ 

オフ. 力 ミー 一。 童 蒙抄ィ カナ ラン. ナ 一一 オフ 力 ミー 一。 『如何な らん 名に お ふ 神と 讀事 も、 少 心得難 

けれど、 名 負の 二字、 ならん とは讀 難き 故 かくは 讀む 也』 (童 蒙 抄)。 考ィ カバ カリ. ナ-ー オフ 力 ミニ 

(略解 同訓)。 古義 ィ カナ ラム . ナオへ〃 カミ I 一。 新考ィ カナ ラム. ナヲ オフ 力 ミー 一 C 新訓 同訓 )o 全釋ィ 

カナ ラム • ナ 一一 オフ 力 ミー 一。 今、 全釋の 如く、 童 蒙 抄に從 つて、 ィ カナ ラム • ナ 一一 オフ 力 ミー 一 と訓 

んだ。 〇 幣嚮泰 者 舊訓ヌ サヲモ . タム ケパ 力。 代 匠 記 精 ヌサヲ モ • タム ケ セバ。 童 蒙抄タ ムケセ 

♦、 へ考. 略解. 古義. 新ノ。 

ノ パ考 . 新訓 • 全釋 同訓〉  ,  、 

一 首の 意 は、 何とい ふ 御名 前 を 持って， te5 られる 神 樣に幣 を 捧げて 祈ったら 私の 戀 びと を 夢に でも 

見る ことが 出來る だら うか。 とい ふので ある。 

これ は 寄神戀 であるから、 稍題咏 的に なった が、 實際當 時の 人々 は、 戀の 成就 をば 神に 盛に 願つ 

たもので あった だら う。 そこで この 歌 も、 無理な く 自然に 流露して 居り、 偽る ことの 出來 ない 好い 

ところが やはり 出て 居る ので ある。 『夢に だに 見む』 とい ふやうな 心理の 歌 は、 旣に 前に 引用した 

から 其 處を參 照 するとい い。  - 


『名に 负ふ 神』 とする か、 『名 を 負 ふ 神』 とする かにつ いて、 萬 葉の 用例 を：：^ るに 方 共 ある。. 卷 

キヂ- ーァリ トフ ナニ オフ セ / ャマ  コレ ヤコ， 十-一す" ナ， >  ト， ゥヅ， ンホ 

一 に、 木 路爾有 云 名 二 負 勢 能 山。 卷 十五 (一一 一六 三- 0 に、 巨禮也 己能 名 爾於布 奈流門 能 宇 頭 之 保 

_ 一  i ユキ フル n シト ナニォ ヘル アマ ザ カル t ナ ニシァ レバ 

爾。 卷 十七 (1:0 一  一) に、 美 雪 落 越 登 名 爾於弊 流 安麻 射 可 流 比奈爾 之安禮 婆と あるな ど は、 ナ 一一 オフ 

ゾノ ナチ パ ォホク メ ヌシト ォ ヒ モ チ テ 

の 例で あり、 卷 十八 (四0 九 四) に、 其 名 乎 婆 大來目 主 登 於 比 母 知且と あるの は、 ナヲ オフの 例で ある 

が、 今 は 多い 方の 例に 從 つた。 

また、 『如何なら む 名に 負 ふ 神』 は 字面 ど ほ. 9 に は、 どうい ふ 御名の 神と いふ こと だが、 どうい ふ 

靈驗 あらた かな 神と いふ 意味 も ある だら うから、 眞 淵が イカ パ カリと 訓ん で、 『御し るし 有、 名高き 

神 をい ふ』 (考) と 一ぶ つたの は、 機微 を捉 へて 居る。 ただ その 訓 までに 行かな くと も 好い ので ある。 

此耿 は、 玉 葉 典 及び 夫 木 和歌 抄に人 磨 作と して 载り、 舊訓と 同じく 上句 『いかなら む 神に ぬ さ を 

もた むけば か』 となって 0：5 る。  - 

〇  . 

【卷十 I  ニー 四 一九】 
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あめつち  な  た  いよし われ-あ  や 

天地と いふ 名の 絕ぇ てあらば こそ 汝と 吾と 逢 ふこと 止まめ 

夭 地 言名絕 有 汝吾 相 事 止 ， 

0 汝吾 . 相 事 止 舊訓ナ レー ーフガ ァフ. コ トモ ャ ミナ メ  (掀！ ^糊い 菌 蒙)。 略解 ィ 了ゾ トフ レト. ァ 

フコト ャマメ  (.^If  ^ 很 )o 新考ァ メ ツチ 1 一. フガ ナノ タエ テ. アラバ コソ. ナレ トワレ トノ. -ァフ 

コトャ マ メ。 

此歌は 寄 二 天潘ー もので、 一首の 意 は、 天地と いふ 名が 此 世から 無くなつ たらば、 つまり 天地が 無 

くな つたら ば、 その 時には 汝と 吾との 逢 ふ 時 は 止む だら うが、 さう でない 限り、 天地の つづく かぎ 

り は汝と 吾と 離れる こと は 無い。 とい ふので ある。 

今から 見れば 一種の 思想で、 虚無的と も 謂 ふべき もの だが、 作者 はさう いふ 思想 を 本と して 歌つ 

てゐ るので なく、 その 時の 感じに よって 歌って ゐ るので ある。 それ ゆ ゑ大摑 みの やうに 歌って 居り 

ながら 感動 を讀 者に 傳 へる ことが 出來 る。 また 調べ も强く 且つ 豊かで、 後世の 槪念 的戀愛 歌と は大 

に その 趣 を 異にして 居る ので ある。 ただ 寄， 物陳， 思と いふ ことが 旣に 題咏の 初期と も考へ られる の 

で 同情 も いの だけれ ども、 この 程度なら ば先づ 許せる ので はなから うか。 


新考 では. 『天地 トイ フ名 とい ふこと 穩 ならす。 宜しく ァメ ツチ 一一 ヮ， 力 名ノタ ェ テ とよむべし， - 言 

をフガ とよむ ベ き 事 は卷十 0 一  一 0 五 頁) にいへ り ，o 又 古人が 名の 絕 えむ 事 を 悲しみし は卷 二なる 妹ガ 

名" 千 i.- 一一  ナガ レ ム の處 (三 二 六 頁) にいへ る 如し』 とい ふ說を 立てて ゐる。 此も 一 見識で あるが、 此 

歌よ、 天地 こ 寄せた 歌で、 我 名 を 主と した もので ない とい ふこと を 顧慮す るなら、 折角の^ 士.^ 新 

說 にも 從 ふこと が 出来ない。  . 

〇 

〔卷十  一 •  二 四 二  0〕  . 

れば隨 はま ノじを ぁ隔り 愛し 妹は隔 りたる かも 

月見 國同 山隔 愛 妹 隔有鴨 

〇 月見 . 國 同. 山隔 舊訓ッ キミ レバ. クー 一 ハオ ナジ ク. ャ マへ ダ テ。 古寫本 中、 ツキ ヲ、、 、 バ 

(嘉 )。 ツキ ヲミ レノ (類. 細) 等の 訓が ある。 童 蒙抄宗 師案ッ キミ レバ • ヒ トク 一一 ャ マヲ. クモヰ ナス 

考ッ キミ レバ • ォ ナジ クュ ナリ. ャ マコ ソハ (隔は 許の 誤 )o 略解 ツキ ミ レバ • クー 一 ハオ ナジ ゾ. ャマ 
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へ ナソ。 古義 ツキ ミ レバ . ク 一一 ハオ ャジゾ • ャマ へ ナリ。 新考 ツキ ミレパ • クー 一才 ナジ キヲ. ャマ 

へ ダ テ 。 新訓 ッ キミ レバ . ク 一一 ハオ ナジ ヲ. ャマ へ ナリ。 〇 愛 妹 • 隔有鴨 舊訓ク ッ クシ ィ乇 、ノ  • 

へダテ タルカ モ。 童 蒙抄ゥ ッ クシ ィ乇ヲ . へダテ タ^カ モ (考 同訓」。 略解 ゥ グハ シィ モ. 、力. へナ リタ 

〃力 乇。 古義 ク ッ クシ ィ モガ • へナ リタ〃 カモ (新考 同訓 )o 新訓ク ッ クシ ィモ 、ノ  • へナ リタ ルカ モ。 

今、 新 訓に從 ふ。  . 

さま 

一首の 意 は、 月の 照って 居る 樣を 見れば、 己の 處も 妻の 處も 同じ やうに 照らされて、 同じ 國の內 

であるのに、 其 間に は 山が 聳え 隔てて ゐる もの だから、 可哀ぃ 妻と も隔 つてし まって 居る。 とい ふ 

ので ある。 

この 歌 は、 月光 を咏 じて、 然 かも 月に 照らされた 國を 遠く 望む 趣の 歌で あり、 その 國 原のう ちに 

妻の 家鄕 があって、 山が 聳えて 當方を 隔離した やうな 地勢に なって ゐる ところが よく わかり、、 寄 山 

戀と いふので も、 題咏 くさくない 眞實 性が ある。 特に 細かく 寫 生して ゐる點 はや は..^ 萬 葉 歌人の い 

いところ を あら はして ゐ る證據 ともなる 歌で ある。 

卷 十八 (四 0 七三) に、 古人 云、 都奇 禮婆於 奈自久 爾奈里 夜 麻 許 曾 波 伎 美 我 安多 里 乎敝太 ai 多 里 家 

禮と ある、 『古人 云』 とい ふの は、 或は 此 歌の 傳誦 かも 知れない。 さう すれば、 へナリ でな くへ ダテ 


と訓 むの かも 知れない。 それに 家 持が 答へ たの は (四 0 七 六)、 安之 此奇能 夜 麻 波 奈久毛 我. 都 奇见禮 婆 

於 奈自伎 佐 刀 乎 許 己： KI 敝太底 都と いふので ある。 なほ 卷 十五 (三 六 九- 0 に、 安" M 射 可流此 な-、 b 毛：^ 波 

RTi 鱧 禮杼母 伊毛 肯等保 久波和 可 禮伎爾 家な 外と いふの が あ..^、 また 卷四 (七 六 5 に、 ー隔山 成 物 乎 

ック 3  3  C 力 ドニ ィ. チタ チイ モカ マツ ラム  ナガ ツキ ノ アリア ケノ ツクョ ァ リツ ツモ キミ ガ キ マサ バ ヮレ nt  メ ャ モ 

月夜 好 見門爾 出立 妹可將 待。 卷十 0 一三 00) に、 九月 之 在 明 能 月夜 有 乍 毛 君 之 來座者 吾將戀 八方。 卷 

ックョ ョ ミカ ドニ ィヂタ チア ゥ ラシ テ ュケ. トキ サへャ ィモニ ァハ ザ-マ ム  ァシヒ キノ ャマ， n  ,タ ゲ、 

十二  (llioo 六) に、 月夜 好門爾 出立 足 占爲而 往時 禁八妹 ニ不相 有。 同 (一一 ioo 八) に， 足 引 之 山 乎 木 商 三 

ュフ ヅキチ ットカ キミ チ マツ ガ クル シサ 

基 H: 乎 何時^ 乎 待 之苦沙 など、 月を緣 とした 歌 は 可な り ある。 なほ 代 匠 記で、 文選 謝 希 逸の 月賦 を 

引いて おる。 隔ニ 千里 一 兮共ニ 明月"？ また 虎 李 嶠百詠 を 引いて 居る。 三 五 二八 夜、 千里 與 kjli; 同。 また 

謝 觀白賦 を 引いて ゐる。 夜 登 n 臌 亮之樓 1 月明 二 千里 1  、 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 『月 を みるくに はおな しき 山邊 にて うつくし 妹 は へたて 

たる かも』 とな つて ゐ る。 

〇 

【港 十一 •  二 四 二 一〕 

If- 九九 


六 〇〇 

くみら  いし ふや まな  わ  ま  きみ うまつ まづ 

來る路 は 石 踏む 山の 無く もが も 吾が 待つ 君が 馬 躓く に 

緣路者 石 踏 山 無 鴨 吾 待 公 馬爪盡 

〇 緣路者 舊訓ク 〃ミチ ハ。 代 匠 記 精に、 校本、 緣叉作 繰と し、 『繰ヲ 誤テ緣 一一. 作 レリ。 改 タムべ 

シ。 來ル 一一 借 レリ』 と 云 ひ、 略解で は、 『和名 抄、 緣車 I 絡 X 糸 取 也と あれば、 來 ると 言 ふに 借りて 

書け るか』 と 云つ だが、 古義で は、 マヰリ デと訓 み、 『緣 を來に 借りた るに て 來る道 はの 意と する 說 

レ  アヤ マリ  マ ヰ リヂハ 

は穩 ならす (誤字なる べし。 故考 るに、 緣は絲 扁の衍 て 加 はれる にて、 參 にて 參路 者な ど ありし に 

ミカ ドマ ネリ 

て も あるべき か。 參路と は 朝 參の路 を 云べ し』 と 云 ひ、 新考 では それ を 否定して 舊 訓に從 つたが 

『綠は 旗の 附屬 物な り。 クグと はよ むべ からす』 と 云った。 併し これ は 略解の 說に從 つて 好く、 類 

聚 名義 抄 にも ク〃 の訓が あり (賺 ふ)、 伊呂波 字類抄 ク〃。 1 糸、 亦 作. 繰と あるから、 『來 る』 

に 借りた もので あらう。 なほ 文字 辨證 上卷 に、 『廣韻 一 S に、 緩耀 J 繰 紅 相 音 滩又作 レ換、 と ありて、 本 集 

カケ  hr 

も 和名 抄も 俗に 從 ひたる なれば、 卷六卷 十に 躁を隨 と 作る と 同 法なる な，.^。 劇 かかれば 躁繰 を慘^ 

とかけ る も、 古き 字體 なる を 知るべし』 と あるの を參考 すべきで ある。 〇 石 踏 山 • 無 鴨 舊訓 イシ 

フム ャマモ . ナク モガ モ。 童 蒙抄ィ ハフ ムャ マノ- ナク モガ モ (料？， ife 膽 i 新)" 考 イシ フムャ マノ  • 


ナク乇 ガモ。 この ィハ とい ふか、 イシと いふか、 萬 葉に は兩 方の 例が あるから、 今、 考に從 つた。 

〇 吾 待 公 • 馬爪盡 倦訓ヮ ガマ ツキ ミガ • クマ. クマ ヅ ク モ (代 匠 記 • 考 同訓)。 童 蒙抄 ヮガ マッキ ミ ガ . 

ゥ マツ？ クニ I？ &随 i 新)。  ， 

一 首の 意 は、 向う から 來られ る 途中に 厳 石の ある. H 道が 無ければ よい。 私のお 待して おる お 方の 

乘 つた itT が 躓く と 困ります から。 少しで も 早くお 逢 ひ 申したい のです から。 とい ふ 程の 意で あ、， T う。 

この 歌 も、 民謠 的と いへば いはれ るが、 なほ 女の し をら しい 情緒が 出て 愛すべき 歌で ある。 また 

シホッ ヤマウチ n ェュケ 

當時 男が 女の 許へ 通 ふのに よく 馬に 乘 つたこと が これで も 分かる。 卷三 Q 一六 5 に、 鹽律 m 打 越 去 

パ ヮ ザ，' レル ゥ マゾ ツマ ヅ クイへ コフラ シモ  ィ モガ カド ィ.， ティ リノ カハノ セテ ハヤ ミ ヮザゥ マツ マヅ クイへ モフ ラシ モ 

者 我乘有 馬せ 爪 突 家戀良 霜。 卷七 (一 一九 一) に、 妹 門出 入 乃 河 之 瀨速見 吾 馬 爪 衝家思 良 下と あり- 

旣 にこれ 等の 歌の、 『家戀 ふ』、 『. 家 思 ふ』 の解釋 について、 評 釋篇卷 之 上 三 一 七 頁 以下に 一 たび 引用 

した。 

追記。 武 田祐吉 博士 は、 この 『綠路 者』 を、 『コ" タデ、 ン』 と訓 むべき 試說を 出した。 その コハ. タ 

ャ マシナ ノ  n ハタ ノヤ マ ゥマ (ァレ ドカチ ュヮガ n シナ テオ モヒカ ネ 

は、 M 卷 2gn 一 五) に、 山 科 强田山 馬雖在 步吾來 汝念不 得と ある 强 田で、 木幡の 文字 を 宛てる 山 

城の 地名で ある。 そして、 『s- 禮春官 巾 車に 建 大常十 有 二： と あ. り、 註に 大常九 旗之鲞 H 月 者、 正 fe 

00, 斿則， 船お と あるに 依れば、 綠は、 旗の ひらひらと 飜る 織物の 部分 をい ふ ものと 思 はれる。 I 

S 一 


六。 二 

コ ハタ を 旗の 正 幅な. - とする 義が 成立す るなら ば、 コ ハタの 語義の 解析 は出來 ない が、 この 歌 (f『 

八 『靑 旗の 木 旗) に當 てて^め て 好適なる を覺 える。 さう して 緣をコ ハタと 讀 む傍證 とする こと 力 出 

るなら ば、 更に 好都合で あると 思 ふ』 と 云 はれて 居る。 〈バ 和 十一 年 四月 、  . 

【卷十  一 •  二 四 I 三】 

？^」 ^11 み れる" あは あらね ども 逢 はぬ 日數 多み 戀ひ わたる かも 

_ 石 根 踏 重 成 山 雖不有 不 相日數 戀度鴨 

〇重 成 山 霍カサ ナレ. ヤエ。 古 寫本中 力 サナレ ノヤ マー 一 ii. 古. 細)。 カサ ナレ. ャニ (？ 

西. 文. 矢)。 代 匠 記 力 サナレ ノヤ 二  (略解 同訓)。 童藝 力 サナレ ノヤ マー 一 (考. 新考 同訓)。 古義へ ナ レレ， ャ 

マ 二 緒 j い 全)。 〇 不 相日數 舊訓 ァ、； 匕 アマ タ 。裏 本 中 ァ-ヒ カズ ヲ，？ 古 )。 ァ っスヒ 

ァ マ タ S) 等。 ， 代 匠 記舊 訓に從 ふ (Ii 抄)。 略解 ァ-ヒ マネ ミ SS. 

1 首の 實 X 戀 しい 女と 私との 間に は 厳 石 を 踏む やうな 險 しい 山が あって 隔 つてお る わけで さ 


いのに、 もうだい ぶ 逢 はぬ ので、 戀 しくて ならぬ。 とい ふので ある。 

この 重 成 山 を へ ナレル ャ ァと訓 むこと は、 旣 出の 通りで あるが、 卷四 (七 六 五) の、 一 隔山^ 成 物 

乎。 卷 十七 (四 00 六) の、 伊波 糊 布 美 古 耍弊奈 利 奈婆等 を參考 した もので あらう。 カサ ナダャ マで も 

意味の 取れない こと はない が、 歌 言葉と して はへ ナレ^の 方が 好い やうで ある。 ただ鑑賞^|5?はニっ 

の訓 とも 自. E に 取 入れて 味 ふこと も出來 る。 マネ クは卷 二  (ニハ 七) に、 人 麿 作の、 御言 不御 日月 

メ  7 ネク ナ リヌレ  ァハ ノマ木 クスグ レバ  -t シマ y 

之 數多成 塗が あり、 その他、 卷九 (一七 九 一一) に、 不遇 日 之 數多過 者。 卷 十七 (四 0  ニー) に、 美 之 麻 野 

爾 4 良 奴 R 麻： 補 久都奇 せ 倍 爾家流 等が ある。 この 語 は、 度 重る ことに 用ゐ、 月 H とい ふ 語に 述 給し. 

久 活用の 形容詞で ある。  ， 、 

この 歌 は、 極めて 奇 のない 平凡な ものであるが、 それだけ 自然に こだ はりな く咏 まれて ゐて反 成 

を 持つ こと はない。 訓も 種々 の徑 路を經 てこ こに 至った が、 大體 このく らゐで 鑑賞す る ことが 出來 

ると おも ふ。 

古葉 略 額 聚鈔に は、 この 歌 以下 五 首に ついて、 『人 麿哥五 首』 と 題して ある。 この 歌 は、 和歌 宽蒙 

抄 に!^ つて、 『ィハ ネフ ミカ サナ ルャマ 一一 ァラ ネド モイ ハヌ ヒア マタコ ヒヮ タ^カ モ。 万 十  一二 ァリ 

石 根 蹈トカ ケリ』 と ある。 なほ、 拾遺 集に、 『いはね ふみか さなる 山 はな けれども 逢 はぬ H かす を こ 

六 〇 三 


六 〇 四. 

ひや わたらん』 を 載せ、 坂上郞 女の 歌と して ある。 伊勢 物語に は、 『いはね ふみか さなる 山に あらね 

ども あはぬ 日お ほく こ ひわた るかな』。 柿 本 集に は、 『いはね ふみか さなる 山 はな けれども 逢 はぬ 日 

かす を こ ひわた るかな』 となって ゐる。 言語の 使 ひざ まと 1 首の 聲 調の 變 化を觀 察する のに 好い 例 

である。  . 

【卷十 I  .  二 四 二三〕  1 


みち  しり つ しま やま しまし  きみ  め み  くる 

路の 後深津 島山 暫く も 君が 目 見ねば 苦し かりけ り 

路後 深津 島山 暫 君 目不見 苦 有 

み さ 


〇 路後 舊訓ミ チノ シリ。 諸 書 異訓が 無い。 路の 後、 國の奧 の 意で、 路の 口、 路の 中な どに 銷し 

てゐ る。 應祌紀 に、 大鹪鹩 尊の 御 歌に 膨 知能 之 利 古 破 優 埠等綿 云々 とい ふの が ある。 和名 鈔に、 越 

後 ず 丹き 太： 高？ き 備後1*;-， 筑 後き I ゅヮ？ 知 豊 後.^ ゆ と あるの を 以て 知る ベ 

知 乃 之 利 J^^^知乃之利 タ知乃 之 利 4-^- 知 乃 之 利  乃 之 is^  美 知 乃 之 ま 


n シ ノ  ： 

く、 逸 前， 古， 之ク乃 i. 一一の ミ チノ クチの 例 を 以て 相對 照せ しめて ゐる ことが 分かる。 此處の ミチ ノシリ は、 

知？ q 久知  - 

備マ爻 を 指して る。 〇 深津 島山 フカ ッシ マヤ マで、 和名 鈔に、 備 後に 深 律 g*  が あり、 本 

紀に、 養老 五 年 夏 四月 丙 申、 分 二 備後國 安那 郡 一 置 一一 深津郡 1 云々 と ある。 それで あるから、 この 歌の 

深 は邯の 名でなくて、 當 時の 安那 郡の 中の 地名と 考ふ べきで ある。 代 匠 記 初 稿本に、 『此哥 0 出來 

ける 時 は、 まだ 安那 郡に 屬 せるな り队 |^<武』 と 注して ゐ るの は 用意が 細かい。 深^.； 2m は 今の ：1 山 

は 近 だと 云 はュて 居る の は、 あの. 邊は湊 でもあった から、 歌に 咏 まれる の も 自然で あらう。 〇暫 

范訓シ バラク モ。 代 底 記 初シマ シクモ (1? か Mi 新)。 童 蒙抄シ マラ クモ (S) 。前の 深&. 2 山の- シ 

マから シマ シクモ のシマ に連續 せしめた 序詞で、 卷 十五 (一一 H ハー 1 一 5 に， 筑紫道 能：？ 太 能 於 保 之 麻^ 末 

4?5， 久 tl-i^ ぎ^^ 思 吉^ 毛 乎 於： i^si 伎 奴と あるのに 類似して ゐる。 卷 十五の 方 は、 ォホシ マ、 シマ 

シと績 けて 居る。 

一首の 意 は、 〔み ぎ S やん flMf. が •， しばらく も、 K しの 問で も、 あなたの 御顔 を拜見 しな 

け lv6y.J しう ご ざ います。 とい ふので ある。  - 

この 歌 も 內容が saf 純で 分かりよ い。 特に 地方の 地名 を 入れて、 一昔の 聯合で 績 けて 行って 歌 ひ く 

して ゐ るの はや はり 民謠 的で ある。 『目』 を 以て 代表的と した 官能的 表現の こと は旣に 云った。 平 

.1ハ〇 五 


六 〇 六 

ァギサ ハフ メ  ニハァ ケドモ タヅ ザ ハリト ハレ ヌ： -ト 

凡 だが 可憐な 歌で 吟誦して ゐて 不倫 快で ない。 卷 十二  (二 九 三 四) に、 味 澤相目 者 非不飽 携 不問 事 

毛 苦 勞有來 とい ふの が ある。 この 參考 歌の 初 句、 『味澤 相』 を アデ サ ハフと 訓ん で旣に 解釋し (評釋 

ァ ヂカモ サハ ムレ 

篇上、 六 四 三 頁)、 冠 辭考の 『味鳧 の 多に 群 わたる 意』 と 解した が、 代 匠 記 精に は、 『ヨキ コトノ ォホク 

ヨリ ァフ 心 ナリ』 と あり、 古義で は、 ゥ マサ ハフ と訓 み、 『味 粟田の 義 なる ベ し。 味字ゥ マ と訓る は- 

ゥ マサ ケゥ マイ レ」 ゥ マイ  ァ ハフ  ノ  ァ ハフ 

集中に、 味 酒、 味 飯、 味寢 などい と 多 かり、 粟田 は 神代 紀に 見え、 叉 神武 天皇 大御 歌に も. 阿波 布 

ノ  ァ ハ-ハ タケ 

と ありて、 今 俗に 粟 畠と 云に 同じ』 と 云った。 新訓 はこの 古義の 訓に從 つて 居る。 

〔卷十  一 •  二 四 二 四】 

ひも かがみ のと か  やま  たれ  きみ き  ひ 6  ね 

紐 鏡 能 登 香の 山 は 誰 ゆ ゑ ぞ君來 ませる に 紐 あけず 寐む 

,樣 鏡 能 登 香 山 誰 故 君 來座在 紋 不開寐 

〇 線 鏡 . 能 登 香 山 舊訓ヒ モカ ガミ . ノト 力 ノヤ マ モ。 考 ノト 力 ノヤ マ ハ。 紐 鏡 は卽ち 鏡の 裏に 

紐の 著いて あるの をい ふので、 『上古の 鏡に は 環 有て 紐 を 付た る 也。 § よりて 歌に も 如， 此紐 鏡と は 


詠めり』 (衆 i ズ抄 )。 そして、 勿 解と 能 登 香と 音が 通 ふので 枕詞と なった と 契 沖が 解して ゐる。 或は、 

ノト カノの ト カノ は 『解かぬ』 の 意味と 取った のか も 知れない。 能 登 香 山 は 美 作國、 津山市 近，、 Q 

二子 山の こと だと 地名 辭 書に 云って ある。 そして 同書に は 美 作 名所 菜の * 『吉野 粟井 村、 在 國之來 隅、 

連山 四 合、 ^^疊 嶂、 蜿蜒 起伏、 中 有 一山、 淸秀 奇峭、 聳拔於 衆 山 之 表 者、 爲 二子 山、 兩峰 双^、 

松樹蔽 其嶺、 葱！^ 相對、 怜似孿 生者、 山 有 ニ祠、 其 在 西北 者、 曰 能 登 香 神、 能降膏 雨、 其 在柬南 者、 

曰 n ト風 神、 能^ 2!^ 風、 村民 竹  1^ 崇』 とい ふの を 引用して！^ る。 〇 誰 故. 君來座 在. 級 不開寐 俗訓タ 

ガ ユエ 力. キ ミキ マセル 一一 . ヒ モト カズ ネム。 代 匠 記初ナ 一一 ュへ 力。 ^匠 記 精タ レ ユエ 力。 i 蒙抄 

タ レ ユエ 一一。 略解 タ ガ ュ ェゾ。 古義 タ レ ュ ェゾ。 代 匠 記精ヒ モア ケズ ネム。 童蒙抄 ヒ モト カズ ス 〈。 

一 ； k の 意 は、 〔紐 鏡〕、 紐 を 解くな とい ふ 能 登 香の 山 は 誰 ゆ ゑに さう いぶ 名 を 得た ものです か。 縱ひ、 

紐 解くな とい ふ 名の 出が あっても、 折角お 慕 はしい 貴方が 通って いらした のに 著 物の 下紐 も 解かす 

に- M むと ふこと が出來 ませう か。 とい ふので ある。 略解で は、 『思 ふ 人の 來れる 夜に 衣の 紐 解き 

明けす して 寐んゃ はと 言 ふなり』 と 翻した。 

これ も民謠 的の 風で、 前の 歌に は備 後の 海濱の 地名が 入って 居， 9、 これに は 美 作の 地名が 人って 

居る から、 その 邊で歌 はれた 民謠 ともお も はれる し、 若し これが 人 麿 作と せば、 その 邊を 旅しつつ、 

,  六 〇 七 


六 〇 八 

地名に ちなん で民謠 風の 歌を殘 したと も 取れる。 或は 巡遊 詩人と して 柿 本 族. の 制作と い ふ こと を 

へ 折 口 氏. 高峰 氏) 認容す るなら ば、 複數 人の 作った ものが、 人 麿 歌集の 中に 編入せられ たとい ふこと に 

. もなる。 いづ れ にしても 女性の 歌ら. しい こと は 認容して いい。 

ァ マ ザ カル ヒナ 二 ツキへ ヌ ン カレ ドモ ュ ヒテシ i ーモチ トキ モア ケ ナク 二 

卷 十七 (三 九 四 八) に、 安麻 射 可 流 比 奈爾月 歷奴之 可 鱧 登 毛 由 此底之 紐 乎 登 伎 毛 安氣奈 久爾。 卷 二十 

タカ マト/ ヲパ ナフ キコス アキ カゼ 二 ヒ モト キア ケナタ ダナ ラズ トモ 

(四 1 一九 五) に、 多 可 麻 刀 能 乎 婆 奈布伎 故 酒 秋風 爾此毛 等 伎 安 氣奈多 太 奈良受 等 母が ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 『のと かの 山 (能 登 香、 國未 勘) 題不. 知』. とし、 讀人 不知と して、 『ひ 

も かかみ のと かの 山 もた かゆ へ か 君き ませる と 紐と かす ねん』 と 殆ど 舊訓と 同じに なつ てゐ る。 

〇  - 

【卷十  一 •  二 四 二 五】 

やま しな  こ はた  やま  うま  かち  わ  こな  おも 

山 科の 木 幡の山 を 馬 は あれ ど步ゅ 吾が 來し汝 を 念 ひかね 

山 科 强田山 馬雖在 歩吾來 汝念不 得 

0 山 科 . 强田山 舊訓ャ マシナ ノ、 コ ハタ ノヤ マー 一。 考ャ マシナ ノ  • コ. ハタ ノヤ マヲ。 山 科 は、 j 


和名 鈔に、 山城 國 宇治！^ 山 科；^ I と あると ころで、 强田山 は木幡 山、 神 名 帳に、 山城 圃 宇治 

、多 神社 三 座 云々 と あり、 現在 宇治 村 木 幡で桃 山 丘陵の 東方に なって ゐる。 〇 歩吾來 哲 訓カチ 「リ 

フレタ。 童蒙抄 カチ ヨリ ヮガク (考. 略解 同訓)。 古義 カチ ユア ガコ シ。 カチ ユア ガケ ル。 新考 カチュ 

フガ キッ。 新 訓カチ ュヮガ コシ。 〇 汝念不 得 舊訓ナ レヲォ モヒカ ネ。 童 蒙抄ナ ヲシノ ビ カネ。 考 

ナヲ モヒカ ネテ (略解 . 新考 同訓)。 古義 ナ ヲォ モヒカ ネ (新訓 同訓 )o 

やましな  おれ 

一首の 意 は、 山 科の 木幡の 山道 をば 徒歩で やって 來た。 己 は 馬 を 持って はゐ るが、 お前 を 魁 ふ^ 

ひに 堪へ かねて 徒步で 越えて 來 たので ある ぞ。 とい ュの である。 『木幡 の 山を步 ゆ 吾が 來し』 の 問 

に、 『馬 は あれ ど』 の 句 を 挿入した ものである。 古義で この こと を 注意して、 『强田 山に 馬 は あれ ど 

とつ V けて 聞べ からす』 と 云って 居る。 これ は考が はじめて 『山 ヲ』 と訓み 改めて、 『此 山に； It の 有 

べきよ しなし、 仍て、 山 を、 と訓て 句と して、 馬 はわが もたれ ど、 かちより ぞ來 ると いふに こそ あ 

れ』 と 言った ので、 略解、 占義 とこの 解 を 襲って ゐ るので ある。 

なせ、 『馬 は あれ ど』 とい ふ 句を揷 入した かとい ふに、 『馬 はあり はすれ ども、 草 飼て、 鞍 手 湖， 

着な ど 用意す る 問 得 待す、 汝を思 ふ 思 ひに 堪 かねて、 取 物 もとり あへ す』 (古義) とい ふので あらう。 

代 ぼ 記 初 稿本に、 舊訓 のままで 『馬 を かる まもなく かちより くる は、 切に おも ふゆへ なり』 と ある 

.1ハ〇 九 


六 一 〇 

の を、 『强旧 山に 馬 は あれ ど』 と 解した として、 占義で 批難して ゐる。 併し、 代 匠 記の、 『切に おも 

ふゆへ な， 9』 は、 それに 相違ない から、 この 解 も 保存して いい。 この 歌 は、 素朴で どちら かとい へ 

ばお iti 類似して 居る。 それ を直覺 したため か、 古義で はカチ ユア ガケ〃 などと 訓ん だ。 さ-. つす わ 

f 新# の やうに、 カチ ュフガ キッ. ナヲ、 モ ヒ カネ テと 訓ん でも 味 ふこと が出來 る。 さう いふ 具合に 

古樸 な民謠 的な 歌と して 受取り 得る 歌で あるが、 人 麿 だからと 云って かう いふ 歌 を § に 作らぬ と 

は 限らぬ。 その へんの 考察 は 非常にむ づ かしい が、 ただこの 歌に は 人 麿 流の 習癖 は 先 づ先づ 無い。 

この 歌よ、 拾遺 集 雜戀に 人 麿と して 入り、 『こはだの 里に』、 『かちより ぞくる 君 を ffi^ へば』 となつ 

てゐ る。 なほ 夫 木 和歌 抄に は、 よみ 人 しらすと して、 第 四 句 『かちより ぞを くる』， その他 は 抬遣集 

と 同様で ある。 

〇  . 

〔卷十 I  •  二 四 一-六〕 

遠山に 霞 被き い や 遠に 妹が 目 見ず て 吾は戀 ふる かも . 


遠山 霞 被 益遐 妹 目不見 吾戀 

0 諼被 舊訓 カス ミク ナビ キ， (™ 账麵 m)。 新訓 カス ミカ. ガフリ。 文字の 上から いへば 力 カスリで、 

卷ー 下 rsn 一三 n に、 可ゲ" 古 伎 夜： iK 許 等 加 我布理 などと も あるが、 此處 はや はり タナヒ クの 方が 德當 

ォホ； ： ャ マカス-, -タ ナビ キサ ョ フケテ  . • ヽ ： - , , ,ノ  、  ；；^  ！ ャ. 1 い. t 

ではなから うか。 また、 卷七 (一二 二  5 の、 大葉山 霞 蒙狹夜 深而。 卷 十二  (三 0 一一 三) の 侨麟 U ま 

お 配す Mi? 等の 如く、 『蒙』 をタ ナビ クと訓 ませて ゐ るの をも參 照して いい。 この 後の 歌の 『蒙』 

は、 臀訓 カク ス であった の を、 考でタ ナビ クと 訓ん だ。 〇 益遐 舊訓ィ ャトホ 一一。 代 匠 記 初 窗入マ 

スト ホ- 一。 考マシ トホ- 一。 卷三 (ョ 一一 ID に、 遐代爾 神 左 備將往 行幸 處。 卷九 (一八 0 九) に、 永代 爾 

1-|、ぎ？=.-^^5リ,.1.^ッ&^5とぁる如く、 返 をトホ シと訓 ませて！^ る。 0 妹 目 不見. 吾戀 湾别ィ 

モガ メ ミズ テ. ヮガ コフ〃 カモ (代 匠 S 同訓： T 童 蒙抄ヮ レコフ 〃カモ 。考 ヮガコ フ ラクモ (略解-新 考 向 

50 卜：： 義ィ モガ メ ミネ バ • ァレコ ヒー 一 ケリ。 校本 萬 葉で は 古義の 訓は 採って ゐ ない。 

一首の 意 は、 『遠山に 霞た なびき』 まで は 『いや 遠に』.. に續 ける 序詞で、 遠山に 霞が かかって は 

つき. 0. せす 遠く 遠く 見える、 その 如くに、 益々 遠の いて 妹に も 逢 はすに 居れば、 戀 しくて 爲 方が 無 

い。 とい ふので ある。 

六 一 一 

、 


六 ニー 

これ は 寄， 山 歌で あるから、 かう いふ 序詞 を用ゐ た。 併し その 用 ゐ方は なかなか 旨い。 また、 『妹 

が 目 見す て』 とい ふやうな 云 ひ 方 も、 他の 例に も旣 にある 如く、 『目』 に カ點を 置いた のが 面白い の 

である。 新 訓で初 句をト ホヤ マノと 訓ん だの は、 力 被 とい. ふ 以上 は、 ト ホヤ マが 主格になる ので あ 

るから 主格 を 示す ノに 改めた ので あら >っ か。 こ. の 歌の ィャ トホ 一一に つき、 『これ は あはぬ ほどの、 

、やと まきに たと ふるな.^』 (代 匠 記 初)。 『あはぬ 間の 月日い やと ほくて、 戀 しく 思 ふ 心め さても レょ 

くま さるよ となり』 (古義) 等の 解釋が ある C 時間 的に 久しい とい ふこと を、 トホシ とい ふ 云 ひ 方 

に 注意す べきで ある。 

この は、 夫木秕 歌；^ に 人 丸と して、 初 句 『とほ 山 田』、 結句 『わが こふる かも』 となって ゐる 9 

，\  - 

、 〇 . 

〔卷 十一 •  二 四 二 七】 

iTO のまぎ のしき^ しくし くに 妹が 心に 乘 りに ける かも 

是川 瀨 瀨敷浪 布 布 妹 心 乘在鴨  ， 


〇 是川 倦訓コ ノカ ハノ。 古 寫本コ ノカ 、ノ 一一 (き。 童 蒙 抄クヂ 力 、ノ  ノ。 『；： ij- 川う 訂川 0 事 也" ig; に 

ぅ訂 川と 讀 みて 苦しから す。 和漢 共に 古 來是と 氏 通じたり。 諸家の 記に. ^ 氏の 字 を 用 ゆる 堪に、 ^ 

是の字 を 記せる 事 多し。 橘 氏 是定と 云 事 職 Is- 抄 にも 書かれたり。 其 本 古記 實錄 等に、 橘 氏 公藤 ；5§ 氏 

公 を！ 公と 書た る 事の 每度 有。 然れば 確に 氏と 是と 通じた る 也。 異國の 書に もま、 是有』 抄 ぃ0 

『後世！ を設 てよ むに は、 上な どに 其 地名なくて 此川此 山な どはい はれざる と、 次に 宇治 渡と も あ 

れば、 かの 氏 上を是 上と も 書に 合て、 是川 は卽氏 川と いふならん。 と 荷 ffl うしの 始の說 も 有しが、 

猶 いにしへ かかる 所 多く は r!.- の 地に 向 ひて よめる から は 後の 題詠と は 違へ り。 然れば 宇治に も 何に 

もせよ。 よし 有て この 川と いへ りと せん』 (考 )。 類聚 名義 抄 にも、 和訓 幷 木に も是と 氏と 相 通す る 

こと をい ひ、 古義の 頭注に も それに 及び、 略解 補正 及び 訓義 辨證 にも それ を 論じて 居る。 『=：^ と 氏 

と はもと よ. 0 通用の 文字 なれば、 今 も 通じ かける ものと して、 ゥ デガハ とよむべき 也。 其 通用の 體 

0  0  カキ 

は、 儀 鷉士昏 鱧に、 惟 是三族 之 不虞と ある を、 白 虎 通 宗族に、 惟 氏 三 族 之 不虞と 作、 韓非子 難 三に _ 

腫 柳， k 之 子と ある を、 論 衡非韓 に、 龎 橺"！ ^と 作、 俊 禮觐鳢 に、 大史是 右と ある 注に、 古文 =1^ 爲 ，z 氏 也 

カケ  0  0 

とい ひ、 また これ を 周禮射 人の 注に、 大史氏 右と 作り。 又 漢書 地理 志 下の 注 云、 古字 氏： =: 化： 51。 後漢 

窨李雲 條の注 云、 是與， 氏 古字 通と いへ，^。 これらにて：：！^-氏通用を曉るべし』 (訓義辨誼下卷>。 この ゥ 

六 一 三 


ヂガ 、ノ の訓を 略解 補正に 始まる とする 校本 萬 葉 は 粗略で ある。 

一首の 意 は、 宇治 河の 瀨漱 にしきり に 立ち 續く浪 の 如く I しきりに、 妹の 事が 私の 心に 乘 つてし 

まった。 そして 心 を 離れす 忘れる ことが 出來 ない。 とい ふので ある。 

-  ァプマ ビトノ  /ザ キノ ハコ ノ  二  / 子 二 モ ィ モガ コ n  E1 二 

『心に 乘る』 とい ふ 例 は、 旣に 云った が、 卷ニ  n  00) に、 束 人 之 荷 向 g~ 乃 荷 之 緖爾毛 妹情爾 

乘爾家 留香問 等が ある。 『ヮガ 心 一一 妹、、 力 乘〃』 とすれば 分かり易い。 鬼に 角 一 つの 使用法で ある。 

そして この 卷 二の 用例 は、 稍 譬喩 的で 滑稽が あるが、 この 歌の 方 は 宇治 河の 浪を 序詞と して 配して 

あるので 却って 自然に 聞こえる 點も ある。 上の 序 は シキ浪 から シ クシ ク に連續 せしめた の だけれ ど 

も、 單に その 音の 關係 のみでな く、 . も つ と實 質的な 表象と して の效杲 が ある やうに お も は れ る の で 

ある。 シ クシ クは 頻りに、 ^えす、 切に とい ふ 意で、 これ も 音調 上で その 意味の 效果を 補助して：^ 

ス ミノ エノ キ シ ノ ゥラミ 二  ，：- ク ナミ メジ パシバ .1 モテ ミム 3 ン モがモ 

ると ころが ある。 同じ やうな 例 は、 卷 十一 01 七三 五〕 に、 住 士ロ之 城 師乃浦 箕爾布 浪之數 妹 乎 見 因 欲得 


〔巷 十 I  .  二 四 二八】 

ち はやん 宇治の 渡の はやき 瀨に逢 はず ありと も 後 は 我が 妻 

千 早 人 宇治 度， 速瀨 1^ 相 有 後 我 機 

〇 千 早 人 チ ハヤ ビト で、 宇治に かかる 枕詞で ある。 チ ハヤ ビトは 激速ヅ 〃人と いふ ことで、 ク 

チ ：ャ， マれ 

ヂと いふの も、 r 平穩 ならす、 烈しき こころある 言』 (古義) であるから、 卷 十三 さ 三 三 六 >  に ，s 速蔡 

ゥ デ ノヮ * リ  チ ハヤ ブル ゥデ ノヮ タリ ノタ ギ ッ >セ>  /  、  —  S  ,  -  f  、-  0 

于遲乃 波。 同卷 Q 三 四 0) に， 千 速 振 氏 渡 乃 多 企 濑 乎と 續 けたのと 同じく やはり クチに 續 けた 

卷七 (二  一！ 一九) に、 千 早 人 氏 川 浪乎淸 可 毛の 例が ある。 〇 速 瀬 舊訓 ハヤ キセ 一一。 新考セ ヲ 、ノ ャ ミ。 

0 後我耀 蔡訓ノ チモフ 、ガ ツマ。 童 蒙 抄ノチ ハヮ、 ガ ツマ (歉 稿： sioLI.)。 この 訓を 校本 萬萊は 代：^ 

記 初-稿本 だとして ゐ るが、 契 沖 全集 本に は 全然 その 記载を 見ない。 果して 校本 萬 葉の 使用した 本に 

は ノチ" と あるので あらう か。 また 新考 では、 『略解に は ノチ乇 とよめ わ-』 と 言って ゐ るが、 略解の 

一 訓 にノチ ハ が あるので ある。 私の この 評釋 はさう いふ 考證 方面の 事 は 萬 事 専門家の 書物に 賴、 にう 

としても、 問々^ 上の 如き 不安 を 伴 ふこと を 知って ゐ なければ ならぬ ので ある。 、 

第三 句まで は 序詞で、 瀬が 速い ので 容易に 渡， 5 かねる ごとくに、 今 は 妹に 逢 ひがたく 闲 難して ゐ 

六 一 五 


. ,  六 一 六 

るが、 結局 後 はわが 妻 だとい ふので ある。  ， 

弋匠 fIJ? 精 撰 本に、 『速 瀨ノ如 クナ〃 人 言 一一 障ラ レテ今 コソハ ァハズ トモ 後一 一 モ我妻 一一 セムト ナリ』 

と、 ゾ、 古， も それ こ從 つて ゐ るが、 略解に は、 『はやくと はさきに と 言 ふに 同じ』 とあって、 時の 

早くに 取って ゐる。 つまり、 一首で は、 『早く』 と、 『後 は』 と相對 立せ しめた やうに 取った ので あ 

らう。 併し、 此は 寄， 河 歌 だから、 瀨が 速くて 渡りが たくと いふ 意に とる 方が 無理が 無い ので は あ 

るまい か。 なほ 考 ふべき であるが、 『後 我孃』 とい ふ 句 は 流石に 自然で 且つ 達して 居る。. 新考 では 第 

一二 句 をセヲ 、ノ ャミ と訓ん だから- 『障る 事の あるに 譬へ たるな h,」 と 解して ゐる。 此卷 (二 七 15 に、 ， 

&ノ， フノ ャ ゾ プ ギガ：' ノ ハヤ キ セニタ チェ ヌ n ヒモ ヮレ ハス〃 カモ  タチテ モ キミ ハ ヮスレ カネ ツモ 

乃 だ 十 あだえ 急 膨立チ 得戀 毛吾爲 鴨。 一 云。 立 而毛君 者 忘金津 藻が ある。 

この 歌 は、 六 帖に人 麿と して、 第一 二 句 『ちはやぶる うどの 渡りの』、 結句 『のち も わがつ ま』 と 

t 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して、 結句 『のち も わがつ ま』 と ある。 

〇  , 

〔卷十 I  •  二 四 二 九〕  、  、 


<  は  あこ  い たづ  5ぢ が は  ぜ  6 す， V ぬ 

愛しき やし 逢 はぬ 子 ゆ ゑに 徒ら に 是川 の瀨に 裳裾 潤ら し つ 

门 十 敷 不 相子 故 徒 是川瀨 裳襴潤 

結句の 「裳 欄 洞』 は、 葡訓モ ノス ソヌ ラス。 考ヌ ラシ ヌ。 略解 モ / スソ ヌレヌ (古義^！訓)。 新考 

ス ソ ス ラ シ ッ (新 訓. 全釋 同訓) U これ は 下に ひく 歌の 玉裳沾 津に據 つた ものである。 

一 皆の 意 は、 可哀 いくお もうて 出掛けた が 逢 ふこと が出來 す、 その 娘の ためにた だ 徒らに 著 物 を 

らして しまった。 とい ふので ある。 

この 歌 も： 謠 的に 出 來て 居る。 そして 宇治 河 を 背景と して 歌 はれて 1:15.^ -、 其處に 宇治 河を咏 込ん 

だャ.？.河戀の歌が.數首並んで1^5るが、 同時に 出來た 歌で はなく、 後に 類聚した もので あらう。 一 童 は 

平 だが、 此 は；：^ 謠 風の 歌の 特色で、 誠に 感じ 好く すっきりと 出來 あがって、 〈かに 吟誦に 堪 ふる も 

ので ある。 初 句に、 『はしき やし』 と 云って、 『子 ゆ ゑに』 との 間に、 『逢 はぬ』 を 入れた のな ども、 

g-^LC;;^ るから、 輕^^にならすにしまふ上古歌，1の好ぃ點を示して居る。 

ュケ ドュケ ドア. ハ ヌィ モュヱ ヒサ カタ ノア ノノ ツユ ジモ ニヌ レニ クルカ モ 

旣に. 评釋 した、 卷十 一 (1 一一 一一 九 五) に、 行 行 不相 妹故久 方 天 露霜 沾在 哉が あり， なほ、 同卷 ハー 一 

"シャ V  ：  了  (  キミ ュ ヱイな》 つ ニコ ノカハ ノセニ 々マモ ヌ ラシ ッ 

七 0 五) に、 愛 八 師不相 君 故 徒爾 此川 瀨爾 玉裳沾 律と あるの は 殆ど 此歌 に似て 居， 9、 『子 ゆ ゑに』 

六 1 七 


う u- がよ 

が 『おゆ ゑ』 に、 『是 川の 瀨』 が 『この 川の 瀨』 になって 居， 9、 『裳 襴』 が、 『玉 裳』 になって ゐ るに 

過ぎない。 さう すれば、 古くから. 『是 川』 をば コノ カハと 謂った だら うとい ふ 想像 も 付く し、 六帖 

あ. こりに コ ノカハ として 载 つて ゐる の を も 理解す る ことが 出來る やうに おも ふ。 また、 さう すれば 

結. E- は必 すし もこの 歌の 訓に從 つて、 モス ソヌ ラシ ッと訓 ますに、 略解の 訓に從 つて モノ スソ ヌレ 

ヌと 訓んだ 方が 好い とも 思って ゐる。 また 此歌は 男の 歌で あるのに、 (一一 七 OS の 歌 は 女の 歌に なつ 

てゐ る。 約め ていへば、 この 歌の 方が 一段 優って 居る ところ を考 へる と、 此 歌が 元で (一一. 七 0 五) の 方 

は 傳誦の 間の 變化 であらう。 民謠 風の 歌. に はこれ が あり 勝な 現象 だとい ふこと は 他の 歌の 場合で も 

立證 する ことが 出來 る。 かう いふ 特徵 について は、 土屋 文明 氏の 萬 葉 集 年表 は 細心の 用意 を拂 つて 

居る。 

タ ビネ ガモス ル ァハヌ キミ ユエ  一  クチ 

同じ やうな 表現 は、 卷ニ  (一九 四) の、 旅 宿 鴨 爲留不 相 君 故 は 人 麿 作で あり、 卷三 (王. セニ) の、 立 

ぎ ま 1^ ぼ i-st は 赤 人の 歌で 恐らく 人 麿の 影響が あ， -、 卷 十一。 一 SP.) の、 木 海 之 名 

ダ カノ ゥラニ ヨス ルナ ミオ ト タカキ 力 モア ハヌコ ュヱニ  >  >  5 

髙之浦 爾依浪 音 髙 鳧不 相子 故爾も 古風な 民謠化 歌で あ る 

チシェ ヤシ  コイ 

此歌 は、 袖中抄 第一 一 に、 愛 八師ァ ハヌ 一一 ュへ 一一 イク ッラ ニコ ノカ ハノセ 一一 モス ソヌ ラヒッ タ 


人 麻；；. n として、 下句 『この 川の 瀨に 裳の 裾 濡らす』 となって ゐる。 

〇 

/  ヽ I 

〔卷十 I  •  二 四- 10〕 

が は  みな.：； さかま  ゆ  みづ  かへ  おら そ 

うぢ 川の 水泡 逆卷き 行く 水の こと 反さず ぞ思ひ 始めて し 

是川 水 阿 和 逆 纏 行水 事不反 思始爲 

0 是川 ゥデガ ハと訓 むこと は旣に 前の 歌で 云った。 舊訓コ ノカ 、ノ  ノ (• 脈 考 •)。 童蒙杪 ゥデ. 力 

ハノ。  .ff: 義 n  ノカハ  一一。 0 水 阿 和 逆 纏 舊訓 ミナ ァ フサ 力 マ キ。 拾秘抄 ミナ フサ 力 マ キ (ほ 雞廳、 w)。 

〇 辜不反 • 思始爲 舊訓 コト 力へ サス ソ. ォ モヒソ メテシ (仙 覺新點 }o 古寫 本屮、 コト ハカへ ラシ • 

ヲ乇 ヒソメ テキ (古)。 コト 力へ サフ ナ. ォ乇 ヒソメ タリ (細)。 コト ハカ ハラ シ. ォモ ヒソメ テキ (嘉 、- 

抢秘抄 コト ハカ ヘラ ジ* ォモ ヒソメ タリ。 童蒙抄 ゴト モカへ サジ • ォモ ヒソメ シハ。 考コ. .7 ハカへ 

サジ. モヒソ メタ レバ (略解；！^ 訓) 。、略解 一 訓 は變の 誤) コト" 力 ハラ ジ。 古義 (舊訓 に 從ひ、 コト 力へ サ 

ズゾ. ォモ ヒソメ テシ。 新考 コト 力へ ラズゾ • ォ モヒソ メテシ (新訓 同訓 )0 今窗 訓に從 ふ。 

、  六 一九 


六 二 〇 

次に 諸 解 釋を抄 すると、 『おも ひの 切なる を、 行水の はやき にたと へ て、 ことか へ さす そお も ひそ 

めしとい へり。 ことかへ さぬ は、 思案 をめ ぐらさぬ なり』 (代 匠 記 初)。 『思 初めし 戀路 は、 行水の 歸ら 

ぬ 如く 何程 思 止らん としても 思 ひ 返されぬ との 義也。 事 は 如の 字の 意 也。 ごと、 濁， りて 讀 べき 也』 

(童 蒙 抄)。 『逆 まく 泡 は あとへ 返る を その 如く はせ じと いふなり。 If は 言 也』 (考： *。 『一 たび 思 ひ 初め 

て 言 ひ 出で たれば、 如何なる 事 有-りと も、 言 ひ 返さ じと なり。 事 は 言の 意な り。 また 反 は變の 誤に 

n ト 力へ サズ 

て、 コト ハカ ハラ ジ ならん か』 (略解)。 『事不 反 は、 思案 を めぐらさす、 二念な くと 云 意な り』 (古 翁」。 

『事 は 如な り。 例は卷 八に、 あし ひきの 山 下と よみな く 鹿の 事と もし かも 10 が こころ づま。 卷 十に、 

春され ばまづ なく 鳥のう ぐ ひすの 事 さきだちて 君 をし またむ。 と あり。 ュク水 ノ如ク 返ラズ ゾ思始 

メテシ といへ るな り。 力 ヘラ ズはォ モヒカ ヘス 事ナク とな， o』 (新 考) 等で ある。 卽 ち事不 反の 事 は 

二と  こと  ごと 

事 (代 E 記. 古義)。 言 (考. 略解 ヾ 如 i 蒙抄. 新考 ：- と 三と ほりに 解釋が あるが、 これ は 『事』 說が 正しい。 

こ と  ごと 

言の 說は 弱くて この 歌に 調和せ す、 如の 說の 如く 句 割にして 解す るの は 先づ萬 葉の 聲調を 理解して 

ゐ ない。 それ だから、 解釋 として は 代 匠 記が 一.， 番 よく、 新考は 如の 說で惡 いが、 『ォ モヒカへ ス事ナ 

ク』 と 解して ゐ るの は 正しい。 

一首の 意 は、 宇治川の 流 は 急流で 勢 を 以て 流れて ゆく、 その 如く  0 'の」 Q 助詞) に、 事 を 反す こと は 


無い。 思 ひかへ す こと は 無い。 中絕 する こと は 無い。 斷念 する こと は 無い。 初 一 念で 二念 は 無い と 

いふ ことで、 第三 句まで は 序詞で ある。 

この 歌 は、 ミナ ヮサカ マキと いふ 語が あるので、 『逆』 と 『反』 と照應 して ゐる やうに 解して ゐる 

が、 さう ではない。 其處 まで は 技巧 を 弄して ゐな いこと を 知らねば ならぬ。 此處は 宇治川が い i, に 流 

れる氣 勢 を 云って ゐ るので おる。 この 歌 は 第 四 句が 使 ひざ まが 少し 鍵って ゐ るので 議論 も 出た が、 

右の ごとくに 解釋 すると 相當に おもしろい 歌で あり、 調子も張ってぉ，.：^、 どこか 痛切な 響が あって 

棄 てがたい 歌で ある。 併し 萬 葉に はこの 程度の 歌 は 非常に 多い こと を 思へば 恐る ベ く 敬 ふべ きで は 

ないかと 思 ふので ある。 但し、 『みな わさ かまき ゆく みづ の』 とい ふ 如き 句 は 集中 この 一 例の みで あ 

る こと を も 吾等 は 念頭に 置く 必要が ある だら う。 

この 歌 は、 六帖 第五 『年へ ていふ』 に、 『この 河の みな ゎ禍 まき 行く 水の こと はか へさで 思 ひ 初め 

てき』 と あり、 同じく 『あつら ふ』. に、 人 麿 作と して、 『三輪 川の みな わ 逆卷き I. 竹く 水の こと 返 4 

なよ 思 ひ 初めた h』 と ある。 


【卷十 一 •  二 四 三 I】 - 

かもが よ  のらせ しづ  のら . あ  いも  われ  いま 

鴨^の 後瀨靜 けく 後 も 逢 はむ 妹に は 我 は 今なら ず A> も 

鴨 川 後瀨靜 後 相 妹 者 我 雖不今  ， 

〇 後瀕靜 舊訓 ノチ セシヅ ケミ。 考ノチ セシヅ 力 二。 略解 ノチセ シヅ ケク。 古義 ノチセ シゾケ シ „ 

〇 我 • 雖不今 舊訓ヮ レョ • ケフ ナラズ トモ。 代 匠 記精ヮ レハ. イマ ナラズ トモ。 略解 ヮ ぃョ. ィ 

のち li 

マナ ラズ トモ。 古義 ァレ ハ . イマ ナラズ トモ。 後瀨 とい ふの は、 『先浪 高き 早瀨の 有て さて 後の 瀨 

なれば、 しづけ みとよ め， 9』 (代 匠， 記 初)。 『後 瀨ハ下 瀨ノ意 ナリ。 神代 紀云。 上瀨是 太疾。 下 瀨是太 

ュル シトノ タマ ヒテ c- チ ゾリ ギタ マフ ノニ  > 

弱  便 濯 二 之 中瀨， 也』 (代 匠 記 精) とい ふので 大體 わかる 

第一 一句まで は 後 も 逢 はむ に續 けた 序詞で ある。 縱ひ今 は 逢 はすと も 後に 静かに 逢 ふこと が 出來る 

とい ふので、 ^ 瀨 1^ けく とい ふい ひ 方 は 一種の 寫 生から 來て 且つ 古樸 愛すべく、 古代 歌謠の 枕詞 乃 

至芊詞 の 特色 を發 揮して ゐ， るので ある。 調べ も、 滑に 失せす に、 『妹に は 我 はい まなら すと も』 の 如 


く、  ^つて ゐる やうで 却って 味 ひ を 得て ゐる點 を も 顧慮すべき である。 なほ、 類似した 歌に は. 卷 

ノ ト ザハ/  ノチ ニハァ ハム シマ シクモ ヮ カル トイ へパ カナシ クモ アル 力  -  - 

十九 (snl 七 九) に、 能 登 河 乃 後者 相 牟之麻 之 久母別 等 伊 倍 婆 可 奈之久 母 在 香が あ. -、 新 後 授棠卷 十二 

に、 」 嫌 死なむ 後に 逢 ふ瀨の あるべ くば 猶惜 からぬ 命なら まし』 が ある。 後世 これに 類似の 句 を 持つ 

歌が 堦し たけれ ども、 萬 葉の 歌に 及ばない とお も ふが、 いかがで あらう か。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 よみ 人 しらすと して、 葡訓ど ほり 『のちせ しづけ み』、 『いもに はわれ 

よけ ふなら すと も』 となって ゐる。  . 

-  〇 

【卷十  一 •  二 四 三 二〕 

.言 に 出で て 云 はば ゆゆしみ 山川の 激っ 心 は 塞き あ へ にたり 

言 出 云 忌お 山川 之 當 都心 塞耐在 

々ギッ コ コ 口 ヲ • セキゾ カネ タグ (舊訓 )0 タ ギッコ コ 口ヲ. セキ ゾァへ タル。 セ 力へ. テグ ァ, (や 

Si 記 初 )0 セ 力へ タヴ カモ。 セ V 力へ テゾ ァ〃 (代 Ik: 記 精 )o タ ギッコ コ C1 、ノ  • セキゾ カネ タ产 OS* 抄 )0 タ 

六 二三 


.1 ハニ四 

ギ ッココ ロヲ. セ キアへ テケリ (略解)。 セ 力へ タリ ケリ (古き。 セキ ゾァへ タグ (新 考ヒ セ キアへ  一！ 

ォレ ハタ, K キミ ザ .1 ケシニ ヌ ヒア ヘム 力 モ  カシコ タモト ヒ タマノ 力 モすモ い ァへナ 

タリ (新 訓： r 卷十 010 六 五) に、 織 旗 乎 公之 御衣 爾縫 將堪可 聞。 卷六 (九 六 二) に、 恐 毛 間 賜 鴨 念 不堪 

國。 同卷 (丸 九ち に、 網 手綱 乾 有 沾將堪 香 聞 等が あり、 『堪』 をァ フと訓 んでゐ るから、 此處の 『耐』 

をもァ フと訓 ませた。 代 匠 記 精 撰 本で、 セカ へ タルカ モ と訓ん だの は、 卷七 (一一 iKliD に、 名 毛 伎 世 

ヒ トシ" ヌべミ ャマ. ガハノ タギ ッココ ロチセ 力へ タルカ モ  -  ？  ノ  >  , 

婆 人 可 知見 山川 之 瀧 情 乎 塞 敢而有 鴨と いふの が あるから 其 を參考 した もので あらう。 それ 力ら 

ョ ワタ^ ツキ ニキ ホ ヒアへ ムカモ  オイ ヅクァ ガミケ ダシァ ヘム 力 

卷三 (一一 一 〇 一一) に、 夜 渡 月 爾競敢 六 鴨。 卷 十九 S 三 10) に、 意 伊豆 久安我 未 氣太志 安倍 牟可母 等と， 

カ乇 に續 けた 例が 多い からで あらう。 併し、 『塞耐 在』 だけで、 セカ へ タグ 力 モと訓 むの はどう かと 

思 ふので、 新 訓のセ キア へ 一一 タリに 從 ふこと とした。 新 考のセ キゾァ へ タグの 訓も 緊張して ゐ てよ 

ぃ訓 であるが、 ァフ は係辭 無しに 動詞に 直ぐ 績 けた 例が 多い から、 略解の 訓 から 導かれた 新 訓の訓 

の 方が やはり 穩當の やうで ある。 

ュ ュ シは 憚. 0 ある、 觸り あると いふので、 今で いへば 云って はいけ ない、 大事になる といぶ 意が 

/  モダシ 

ある。 『歌 意 は、 言に 打 出して いはば、 忌憚し からむ とて、 やるせなき 心を强 ておしと どめて 止 

て ありけ りと なり』 (古義) で大體 わかる。 ただ、 『心 は 塞き あへ にたり』 と訓ん だから、 さう いふ 山 

川の 浪の激 つやうな 亂れ 劇しい 戀心も 塞かれた、 發動を 阻まれた と受働 的に いひ あら はして ゐ るの 


である。 

戀愛的 心の 動搖 をば 水の 激流に 象徴せ しめたが、 これ もまた 決して 不自然で はない。 類 想の 歌に、 

ミゴ モリ 二  . ^キゾ キア マリ ハヤ カハノ セ 二 ハ タツ トモ ヒ トニ ィハメ ャ 七 

お. おの 卷七 (ニー 一八 三) の ほか、 同卷 (一三 八 S に、 水隱爾 氣衝餘 nf 川 之 瀨者立 友人 ニ將， 八方が あつ 

て、 共に 參考 になる ものである。 

この 歌よ、 六； W" に 人 麿 作と して、 第二 句 『いはば いみ じみ』、 下句 『たぎつ 心 をせ き 一て かねつる』 

と あ. o、  ；w 本 築に、 第二 句 『いはば ゆかしみ』、 下句、 舊訓 及び 六帖と 同じで ある。 

〇 

【卷十 I  •  二 四 三 三〕 

う、  .す>  ごこ  わ  いのらい も  あ  う *7 

. ^の 上に I 書く 如き 吾が 命 を 妹に 逢 はむ と 祈誓 ひ つるか も 

水上 如數書 吾 命 妹 相 受日鶴 鴨 

〇 如 教書 カズ カク ゴ トキと 訓む。 數書 くと は、 ただ 數字を 書く のでな く、 物の 勘定 を 記す こと 

で、 一つ 二つで も、 一人 二人で も、 一羽 二 羽で；^、 一 東 二 束で も 好い ので ある。 カズの 例 は、 卷四 

六 二 五 


,  六 二 六 

ノ  f タ マト iy ご-一 &  フヌィ / チモテ  タタ ミゴ モカ サ. K アム カス ィメ  ニシミ テム 

a ハ七 二) に、 "倭， 文 手 纏 數ニ毛 不有壽 持。 卷 十二 (一一 丸丸 五) に、 疊薦 重編數 夢西將 見ノ卷 十五 Q 一七 二ち 

に、 tlir 比 Is 能ゲ まず 安良 奴 和 禮由惠 爾於毛 此和夫 良 牟。. 卷 二十 S 四 六。 に、 宇都 世 美 波 加受奈 

吉ぎ などが ある。 0 吾 命 舊訓ヮ ガイ ノチ ヲ。 童 蒙抄フ ガイ ノチ (窮 i-ii  )。 古義 フ ガイ ノチ 

ヲ (新 訓. 全釋 同訓 )。〇 受日鶴 鴨 クケ ヒッ〃 カモ で、 クケヒ は 心を籠めて 神に 誓 を 立てる ことで， 神 

代 紀上卷 に- 『夫 誓約 之 中』 と ある 自注に、 『此云 二 宇 氣譬能 美 難 箇,』 と あるし、 また 『祈 狩』 (于氣 比 

ぎ I:) とい ふ 語 も出來 るに 至った。 狩して 獲た 獸で 吉凶 を 卜する の を 祈 狩と いふので ある。 靈異 記に 

祈禱 (ずがぎ と 見え、 その他 祈の 字を當 てて 居る が、 ただ 祈る のみで はない。 萬 葉の 例 は、 卷 四へ セ 

:,コ ヂテ トホ ミヤ- 1 モガ コノゴ ロハ ゥ ケ ヒ テ ヌレド イノ  二 ミエコ ヌ  ィ メノ、 t チウ ケヒヮ タリ テ トシ/へ 二 

六 七) に、 都 路乎遠 哉 妹 之 此來者 得 飼 飯 而雖宿 夢爾不 所見 來。 卷十 一( 二 ra. 七 九) に， 夢 耳受日 度年經 

ッソ  ァ t ォ モハズ キミ ハ アルラ シ ヌパ タマノ ィメニ モミ ェズゥ ケヒテ ズレド 

乍、 後段に 評釋 して ある)。 同卷 (二 五八 九) に、 不 相思 公 者 在 良 思 黑玉夢 不見受 旱招跡 等 か ある 

一首の 童 は、 水の 上に 幾つ 幾つと 事物の 勘定 を 書いても 直ぐ 消えて 役に立たない、 その やうに 茶 

敢 なく 賴， りない 自分の 命 を も、 戀 しい 妹に 逢 ひたいた めに、 逢 ふまで は 命 を 保ちたい もの だと、 神 

様に 誓願 を 立てた のであった。 とい ふので、 寄ぐ 河戀 である。 『歌 意 は、 水上に、 物の 數を、 一 二 幾 

i と 書付る 如く、 はかなく もろく、 たのみに なりが たき 吾 命 なれ ど、 妹に あはむ 爲に とて、 長から 

むこと を 祈りて、 神に 誓 を 立つ る 哉と なり』 (古義)〕 


淫！^ 經に、 是^^^無常、 念念 不， 住、 猶如ニ 電光 暴 水 幻 炎 r 亦 如 U 畫， 水隨 畫 隨 介 一と あるの を i^. ほ 

記が 引いて、 諸 書が 其に 傚 ひ、 此歌 はこの. 佛 敎の經 典に 本づ いて 出来た やうに 解釋 した ものお 解) 

も ある けれども、 此は 安易に 斯る 結論 を なすこと は 避けたい。 なせ かとい ふに、 水上に 得いたり 螯 

いたり するとい ふ考 は、 如何なる 時代の、 如何なる 種族の 人の 心に も 湧き 得る 過程で、 斯る简 1^ な 

過程が 一 々外！： 文化の 文獻 に賴ら ねばならぬ 害 はない。 阿弗利加 あた， 9 の 土人の 風習、 歌謠 等の 屮 

に 我國の 風習 • 歌謠 等に 非常に 似た ものが あり、 其 を 吾々 は發 聲映畫 によって 明 さまに 經驗 する こ 

とが 出來 るが、 其 を 一々 關聯 せしめて di 者ぶ るの は 大きい 間違で、 これ は、 人 麿の、 『いさよ ふ浪の 

、 

ゆく へ 知らす も』 をば 支那 模做 だな どと 斷，： ^する のと 同じ 徑路 に屬 する ものである。 伊勢 物； 及 ひ 

古今^ 第 十一 に、 『行く 水に 數か くよりも はかなき は 思 はぬ 人 を 思 ふなり けり』 と あるの は、 この 

歌の 校 倣で ある。 この 歌に つき 眞淵 も、 『伊勢 物語に 此言 をと りてい へ る 所に、 法 華經の 文を舉 てい 

へる はっけ 添 也、 彼是 思 ひてい ひし 言に あらす、 數 書と いふから は  一 二の 數を 書て ふ 誰かい は ざら 

ん』 (考) と 言って ゐる。  - 

この 歌 は 反^的な 點に 於て、 また 題咏 的な 傾向に なりつつ ある 點に 於て、 『個』 の 性質 を脫 却し つ 

つ あるが、 それでも なかな か^く カ强 いものが 未だ 殘留 して ゐる のが、 古今 集の 歌と 比較 すれば よ 

六ニセ 
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く 分かる。 萬 葉 集に あって 左程で もない 歌が、 古今 集の 歌と 比較す るに 及んで ュ、 の 光. を增す 思が す 

るので ある。， 

この 歌 は 八 雲御抄 に、 『万 水の 上に かすか ことわ かいの ちい もに あはん とうけ ひつる かな』 として 

載って ゐる。 

0  ....  .. 

〔卷十  一 •  二 四 三 四〕  、 

あ 9 そ こ  ほか  なみ  ほか  われ こ  し 

荒磯 越え 外 ゆく 波の 外 ご ころ 五" は 思 はじ 戀 ひて 死ぬ とも 

, 荒礒越 外 往波乃 外心 吾 者不思 戀 而死辆  1 

〇 荒礒越 . 外 往波乃 • 外心 舊 訓ァラ イソ コュ. ホカ ュクナ ミノ  • ホ カゴコ tl 。 代 匠 記 初 書 入 

f 财 ァリ ソコシ • ホカュ クナ、 、、ノ  • ホカゴ コ 口。 略解 ァリ ソコ ェ • ホカ ュクナ ミノ  • ホカゴ コ 口。 

(は 肩 „ ^傲考 •)。 外心と いふの は、 異心、 異情、 他心で、 ケシ キココ tl に當 る。 卷 十五 (三 五八 八) に、 

異 情 乎 安 我 毛 波 奈久爾 と あるの を參考 とすべ く、 また ホ 力 ゴコ& の 例 は 集中に ほかに 無い やう だ 


から 珍重して いい。 

一首の 意 は、 荒磯に 浪が打 寄せ、 磯 を 越え あふれて 外まで 流れる 光景が あるが、 その M が、。 つま 

.9 外に 心 を 移す やうな あだし 心 は 持ち ませぬ。 縱ひ戀 して 死んでも。 とい ふので あって、 IIIH にい 

あたし ごこ. C 

ふと、 縱ひ 死んでも 他心はありません とい ふので ある。 

この 初 二 句の 序詞 は、 ほかに も 隨分寫 生から 來 たいい 序詞が あるが、 この 序詞 も 空想から 來 すに 

寫 生して ゐ るから、 象徴詩 的な 複雜性 を 有つ やうに なって li;^ る。 ホ カュク I ホカ ゴコ tl とい ふ 一せ の 

關聯 のみでな く、 もっと 意味の 内容 を 織 交せて 複雜 にし 且つ 新鮮に して 居る ので ある。 

i€ 葉 巣の 歌 は、 一寸した かう いふので も棄 てがたい とい ふの は、 作歌 態度 は實賀 的、 寫生的 だか 

ら である。 序の 詞が 皆實 質的で 空 想で 無い とい ふこと は 感歎すべき ものである。 なほ、 M 想の 歌 は、 

アマ グ モノ ョ リア ヒトホ ミア 〔 ズ トモ n トセ， マ クラ Jt- ヮレ マ カメ ャモ 

卷 十一、 二 四 五一) に、 天雲 依 相遠雖 不相異 手枕 吾 纏 哉が あり、 後段で 評釋 する 箬 である。 なほ、 古 

今 集 束 歌に、 『君 をお きて あだし 心 を わが もた ば 末の 松 山浪も 越えな む』 が あり、 『あだし 心』 とい 

ふ抵 § が あるが、 此語は 萬 葉に は 無い やうで ある。 もっとも、 二 四 五一の 『異 手枕』 をァダ タマ クラ 

とも 訓ん でゐ るから、 煩 似の 語が あつたの かも 知れない が、 ァ ダゴコ C1 の 語 は. f;: 今 集 以後 用例が 增 

した ものと 尉 做して い いで あらう。 
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此歌 は、 拾遺 集 議に入 麿 作と して 载， 9、 初 句 『あらいその』、 結句 『戀ひ はしぬ とも』 となって ゐ 

る。 叉 柿 本 集に も 拾遺 集と 同様に 訓 んで载 つて ゐる。 

.  〇 

〔卷十 I  •  二 四 三 五】 

あ ふ み  み  しらなみし  it*  い  な.！ 3 か Z 

淡 海の 海お き つ 白波 知らね ども 妹が りと 云 はば 七日 越え 來む 

. 淡 海 海 奥 白浪 雖 不知 妹 所 云 七日 越來 

P 淡 海 海 舊訓ァ フミノ クミ (pii 童)。 考ァ フミノ ミ (き& 古)。 0 雖 不知 舊訓 シラズ トモ 

(SS か)。 代 匠 記 初シラ ネドモ (s&i 财義 •)。 『知らぬ 處 なり 共、 妹が あ hi と 聞けば、 幾日 をも續 

けて 越え 來んと 也』 (童 蒙 抄)。 『今 按シ ラネド モ ト讀べ キ歟。 イカ 一一 ァラ カラム モ 知 ラネド モナ リ』 

0  0  0  0 

(代 匠 記 精)。 『上 は シラネ ドモと 言 はん 序な り。 その 所 は 知らね ども』 C 略解)。 此處 は、 シラ ナミ シラネ 

ミヨシ ヌノタ ギ/ シ ラナ ミシラ 木ドモ  I 

と 音で 續 けたまでで、 卷三 (三 二 5 の、 見 吉野之 瀧 乃 白浪 雖 不知と 同じ 技巧で ある 代 匠 記の 解 は 

どうか 知らん。 0 妹 所 云. 七日 越來 舊 訓ィモ ガリ トイ、 ノバ. ナヌ カコュ コム (f? ま 解 1-1)。 略解 


宣 長^、 七 Hr は 直の 誤で- ィモ ガリ トイへ バ • タダ 1ー コ ュ キヌ (古義 同訓)。 新訓ィ 乇 ガイへ ラク . ナ 

ヌカコ ュコョ 。今、 舊 訓に從 つた。 - 

あ ふみ  いも ありか  いづこ 

一 首の 意 は、 〔淡 海の 海に 奥つ 白波が 立って 居る I〕。 妹の 在處 は何處 だと 明瞭に は 分からぬ が、 0 

うみ やよ 

しい 妹の 處へ 行く の だとい ふの なら、 七日の あ ひだ も 湖山 を 越えて 來 よう。 とい ふので ある。 

この 歌 は、 上^に 序詞 を 用ゐ、 中味 は 極めて 簡單 であるが、 その 筒淨 ない. ひま はしの 中に 114: 愤こ 

も 力-、 民謠的 歌と して は 素朴 蒼 古で めで.； i いものの 1 つで ある。 民謠 とい へ ば， 動ともすれば 細かく 

氣の 利いた 風に 浮動し がちのと ころ を、 しっとりと 抑へ て 居る 點は 上代 風の 賜物で、 可憐、 愛すべ 

き 歌で ある。 これ は、 題に すれば 寄， 海戀 だが、 これ は 恐らく 題咏の 歌で はないで あらう。 七 = と 

いった， の は、 卷十 (一九 一七」 に、 七日 四 零 者 七夜 不來 哉と ある 如く、 幾日で もとい ふ 意で ある。 

古義で は、 略解の 宣畏 訓に從 つて、 『歌 意 は、 未だ 道 を ふみ 知らね ども 妹が 許と いへば、 心す、 み 

て、 とにかく たどる 問 もな く、 山 を も 坂 を も 直 越に 越 來.. ぬるよ となり』 (古義) と 解して n;^ る。 こ 

の 解で も 味 はへ ない こと はなく、 卷 十四 (i 五六) に、 不 II 能： 處乃 i 夜 等 保 奈我伎 夜 麻 治 乎 毛 伊 母 我 

理^ 倍 ^ 氣爾餘 婆受吉 奴と いふの も あるく らゐ であるが、 舊訓の 儘の 方が もっとも 風で^ ひが ある。 

新訓 の、 『妹が 云へ らく 七日 越え 來ょ』 は、 面白さう であるが、 聲 調が 分裂して しまって、 歌の 愤値 
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が 一 段と 下る ことと なる。 前の 旋頭 歌の 中に、 『玉の 如 照りた る 君を內 へと せ』 (二三 五 二) とい ふ 

のがあった が、 短歌の 場合に はさう 簡單に は 行かない。 

結句 を 『越え 來む』 と訓ん だが、 『越え 行かむ』 とい ふのと 同じ 氣 持に 解して よく、 上代に よ、 

『來』 と 『行』 と餘， 9 こまかく 分化せ しめす に 使った 例 も あるので ある。 例へば、 卷ー (七 〇) こ、 

マ ひ ニハ- +-;11； テ カ>.^,ラ，ム --,  ョプコ ドリ キサノ ナカヤマ ョビゾ n ュナ ジ 

倭僦者 鳴而歟 來良武 (來ら む) 呼 兒鳥象 乃 中 山 呼 曾越奈 流が ある。 .  • 

この 歌 は 夫 木 和 抄に人 丸 作と して 载り、 『あ， ふみの 海に 沖津 白浪 しらすと も 妹 か  -9 とまよ、 よ 

ぬか こえな む』 となって ゐる。 

、 

〇 

【卷十  一 •  二 四 三 六〕 

お ほふね  か とり5 みい.；：' ゥ  n  ^  ひこ  03  d  6 

大船の 香 取の 海に 綻 おろし 如何なる 人 か 物ぎ は ざら む 

大船 香 取 海 慍下 何 有人 物 不念有 

I かとり のうみ 

, 『香 取 海』 は、 代 匠 記 精 撰 本に、 『香 取 ハ近江 一一 モ下總 -ー モァレド-此前？！^淡海海トョメ^-中-ー有 


* カシ マノ 力 トリノ ゥラ 

レ バ， 第 七 一一 高. ：2 之 香 取 乃浦ト ョメダ ト同ジ ク近江 ナリ。 仙覺 モ此義 ナリ』 とい ふので 大體近 江と 

考 へても いいが、 これ も 序 歌の 形式に 用ゐ、 民謠 的で あるから、 下 總の香 取の 海と しても 毫も や； -支 

ない とも 思 ふけれ ども、 やはり 近 江の ー處 とした 方が よい。 卷七 (一一 七 二) に、 何處 可舟乘 爲家ホ 51 

島 之 芥取乃 浦從己 藝出來 船と ある 『香 取の 浦』 と同處 であらう。 和名 鈔に、 高 嶋郡高 島鄉、 太 加 之 

- .  -  •  . ^ヅ クー 一力 ヮレ ハヤ ドラム タカシ マノ 力 チヌノ ハラ 二 コノヒ クレ. f バ  rHi  ^  ^ 

末と ある 處で 卷三 (二 七 五) の、 何 處吾將 -裙 高 島 乃 勝 野原 爾 此日暮 者。 卷 十一 (二 七 1) の、 4< 御舟 

ハ テナ サ モ- フフ タカシ マノ  i チノ カチヌ ノナ ギサシ す モホュ 

i 而佐守 布 高 島 之 三： Is^ 勝 * 之 奈伎佐 思 所 念 等、 皆 同處と 見て よい。 

1 首の 意 は、 こんなに 自分 は戀 にお しんで 居る けれども 世の中の 人 は 誰でも 苦しまな いもの は あ 

るまい。 といって 自ら 慰める 氣 持の 歌で ある。 ， 

1 首の 都 11 は 大きく 赏 厚で、 上の句の 序 もこせ こせせ す. 斗觸 りしない やうに 音 を 運んで ゐる とこ 

ろ、 巧 を 2^ せす に 巧な 歌で ある。 古義で 結句 を モノ モハザ ラムと 七 音に 訓ん だが、 これ は 字餘， 0 八 

音の 方が いいだら う。 かう いふ 歌になる と 人 麿 作と も 直ぐ 斷定 する ことが 出來 す、 普通の 讃 人不. 知 

とせば 耿が 上等で あるから、 當 時の 人々 は總 じて 力量が あつたと も 解すべく、 或は 人 磨が かう いふ 

一般 向の 歌 を 作った の だと も 解し 得る ので ある。 人 麿 作 だとせば、 人 麿 は その 邊を往 反して ゐ ねこ 

とに なり、 人麼 生活 史上の 參考 にすべき 歌で ある。  . 

•  六 三 三 
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『慍』 . は 『碇』 の 借 字で、 人 麿 歌集に 借 字の ある こと は、 總 論のと ころで も 論じて 置いた。 この 

ァ フミノ， - ォキ n グフネ ニイ カリオ a シ テサメ テキ itf コト マツ ヮレゾ  ォ ホフ，， K  ノ タ ユタ フ， ゥ， i じ メカ- 「す-口 シ. 「力- 厂 

下 (二 四 四 〇) に. 近 江 海 奥 滂船重 下 藏 公之 事 待 吾 序。 (二 七三- 0 に、 大船 乃 絕多經 海 術 重石 下 何 如 

t* 、力 モヮダ n  -  li- マム 

爲鴨 吾戀將 止が あり、 - 類似の 歌と 看做す ことが 出來 る。 さう すれば、 人 麿 歌集 以外に も かう いふ 歌 

が收錄 せられて ゐ たこと が 分かる ので ある。 

この 歌 は 夫 木 和歌 抄に 採られて ゐる。 六帖 では 今 引いた 類似 歌 (1 一七 三 AV の 方 を 採， り、 第 四 句 『い 

かにして かも』 となって ゐる。  . 

•  〇 

〔卷十  一 •  二 四 三 七〕 

おき  も  かく  なみ  いほへ なみ ち へ  こ 

沖つ 藻 を 隱さふ 浪の五 百 重浪千 重し くしく に戀 ひわた るか も 

奥 藻 隱障浪 五 百重浪 千 重 敷 敷 戀度鴨 

〇 千 重 敷 敷 舊訓チ ヘシ キシキ 1 一。 代 匠 記 初 書 入 赚絲 チ へ ュ シ ク シ ク。 童 蒙抄チ へ シ クシ クュ 

へ考 • 略解 . 古義 • 新て  , 

> -考 • 新 訓 . 全釋 同訓」  \ 


首の 意 は、 〔奥つ 藻 を 隱さふ 浪の五 百重粮 I〕 千 重に も 繁く戀 をし 賴け てお る。 赏に絕 えまな，、 

^く 籠って、 とい ふ 意 も ある だら う。 

この 歌のお もしろ いのは、 上の 序詞で、 これ は單 に、 『千 重し くしく』 と 言 ふためで ある けれども * 

よく 吟味す ると， 『沖つ 藻 を隱さ ふ？ i^』 と いふ 如きで も 誠に 手の 入った もので、 ii! 生から 來て、 純 

化 も 能く； 付 はれ、 その 祌經の 細かい ところ は 寧ろ 近代的であって 近代 人の 容易に 云 ひ 得ない 表 はし 

方で ある。 浪が 幾重に も 幾重に も 立ち寄せ て來 て、 生えて 居る 海藻が 見えなくなる 趣 だから、 その 

寫^ も それに 伴 ふ 情調 もなかな か複雜 なので 現代の 吾等で も 到底 及び難い ところ を 遂行して 居る か 

.1 サ キミ / ァリリ 二 ヨス ル 1 ホ へ ナミな- チテモ ヰテモ ！： ゾし」 ヘル 

ら、 吾等 は その 點を學 ぶべき である。 卷四 「五六 A) に、 三 椅廻之 荒 礒爾緣 五 Kn 重^ 立 毛お 毛 我 念 流 

古 iK は 似た 歌で、 それ は 天平 二 年大伴 旅人が 京に 還る 時に、 筑前掾 門 部 連 石 足が 餞した 歌で ある。 

イサナ トリ ハマべ チ キヨミ ゥチ ナビ キォ フル タマ モ 二 アサ ナ ギニチ へ ナミ ョセ ュフナ ギニ. 1 ホへ ナミ ョルへ ッ 十 ミノ 

卷六 (丸 II 二) に、 ^魚 取， m 逸 乎 淸三打 靡 生 玉藻 爾朝名 寸ニ千 重 娘 緣夕菜 寸ニ五 百 重 波闪邊 5i 粮之 

ィ. T シ クシ クニ ツキ 二 ケ 二 ヒ ビニ ミルト モイ マノ ミー 一 アキ *u フメ ャ モシ ラ ナミ/ ィ サキ 乂グレ ルス ミノ エノ ハマ  \ 

益 敷布 附=- 二 m コ  一：：！ 日雖見 今： 斗 二 秋 足！ HI 八方 四 良 名 美 乃 五十 開囘 有住吉 能^と いふの は、 ^と： がと 

の關 係を敍 して：；； 5 て參考 となる。 して 見れば、 『沖つ 藻』 と 云っても、 そんなに 深い 處の 沖合で はな 

く、 やはり 観察の 對象 となり 得る、 岸 近いと ころからの 寫 生に 本づ いたに 相違ない。 

六 一一 一 五 


〔卷十  一 •  二 四 三 八】 

ひと ごと  しま  わざ も つなで ひ  うみ  まさ  ふい  おも 

人 言 は 暫しぞ 吾妹 繩 手引く 海 ゆ 益り て 深く しそ 念 ふ 

人事 暫 吾妹 繩 手引 從. 海 益 深 念 

0 人事 ， 暫 吾妹 舊 訓ヒト ゴ トハ. シ バ ラク フギモ lE^I 一 蒙)。 略解 ヒトゴ トハ. シマ シゾソ 

ギ モ 。 同宣 長訓、 暫は繁 の 誤で、 ヒトゴ トノ. シゲケ キ ヮ ギ モ (古義 從之) 或は シゲキ ヮギモ コ。 新考 

ヒト ゴトヲ • シゲ ミ トフ ギモ 或は シ ゲ ミト ィ乇 ヲ。 〇 從海益 . 深 念 舊訓ク ミヨ リマ シ テ . フ カク 

シゾォ 乇フ。 古義 クミ ュ マサ リ す。 童蒙抄 フカ クゾォ モフ。 考 フカ クシ ォモ ホュ。 古義 フカ クシ ゾ 

モ フ 。 新訓 フカ クシ ォ乇 フヲ。 全釋 フカ クシ ゾォ モフ。  . 

一首の 意 は、 二人の 仲 はいろ いろと 人の 嗜 がうる さいが、 それ も暫 らくの うちだ、 戀 人よ、 それ 

よりも 私 は 綱手 を 引いて 船 漕ぐ 海に も增 して 深く お前の こと を 思って S5 るの だ、 だから さう 氣を 採 

ますに 居て 吳れ。 とい ふので ある。 


この 歌 は對咏 歌と して、 對話 風に 咏ん でゐ るから、 幾らか 小 きざみに なって おる。 それにして， <p、 

第二 句に、 『暫 しぞ』 と 云った から、 新 訓の訓 の やうに 結句 を 『念 ふ を』 と訓 むと せば、 『を』 がう 

る さい やうで も ある。 そこで、 舊訓ど ほりに、 『深く しぞ念 ふ』 と据 ゑて しまった 方が 却ってい いや 

うに 思った ので ある。  . 

綱手の 用例 は、 萬 葉で は、 歌で はこの 一首の み。 あと は卷 十八 ハ丁四 0.1 ハニ) の 左 注に. 『右 件 

歌^ 御船 以ニ 綱手 ー诉， 江 遊 宴 之 n 作 也。 傳誦之 人 田邊史 福麿是 也』 と ある 中に ある。 .fc 今：^ 以下に 

は、 『みちの く は いづく は あれ ど 墜啬の 浦 こぐ 舟の 綱手 悲し も』 を はじめ 用例 は 多い。 綱の 用例なら 

ば、 萬 葉に も 稍 多く、 卷 十四 (一一 ニー 一八 0) に、 佐 吉多萬 能 律爾乎 流布 綱 乃 可 是乎伊 多 美 都奈波 タノ， 由 登 毛 

(f?」s) 許护- ぎ多延 曾禰。 卷 十五 §ハ丑 六) に、 安伎波疑爾爾保敝流和我母奴鱧奴等母伎^！^！^^^布綱能 

都六ポ之§|1.|1且婆(5^^§)等がぁる。 ， 

〇 • 

【卷十 I  •  二 四 三 九〕 
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.  2 八 

あ ふ み  み  しま や- おく  わ  も  いも、 こと  しび 

淡 海の 海お きつ 島山 奥まけ て 吾が 念 ふ 妹に 言 の繁 けく 

淡 海 奥 島山 奥 儲 吾 念 妹 事繁 

〇 淡 海 舊訓ァ フ ミ ノウ ミ。 代 匠 記 精、 海の 一 字脫か 叉はァ フ ミ / か。 童 蒙抄、 海の 一 字 略， か 又 

はァ ハウ ミノ。 考、 海の 二 字脫 ならば ァ フミノ ミ 。 〇 奧儲 • 吾 念 妹 . 蓽繁 舊訓ォ キマケ テ • ヮ. 力 

ォモ フィモ 一一 . コト ノシゲ ケム。 考ォ クマ ケテ (諸 書從之 ；}。 代 匠 記 初 書 入 纖鉢ヮ ガモフ ィモ 一一 (新訓 同 

訓)。 童 蒙 抄フ、 ガ モ フィモ ガ(歸?^^!|訓、 )。 新考ヮ ガモフ ィ モヲ。 童 蒙抄コ ト ゾシゲ レ〃。 考コト 

.  お ぎつ し 1 

ノシゲ シモ。 略解 コト ノシ ゲケク (古義 以下 同訓 ；}。 奧島は 湖の 中の 島で、 延喜 式、 近 江 國蒲生 郡 奥 律 

島 神社 S 神 と ある 今の 沖の 島で ある。 神社 は、 新抄 格勅符 に、 大同 元年 神 封 ー戶を 充てられ、 三代 

實錄 に、 貞觀 元年 授 位の 事が ある。 ォ クマ ケテ は、 ォ クマ へテ とい ふのに 同じく、 奥深く、 心 深く- 

ュ フサ レバ ャ ド ァケ マケテ ヮレ マタム イノ 二 ァ ヒ-、 二 コ，1 ト 

大切に 藏す とい ふこと となる。 マケテ は、 卷四 (七 s 四) に、 暮 去者屋 u; 開設 而吾將 待 夢 爾相見 ニ將來 

フ ヒトチ  キヌ タツ ヮギ モウラ マケチ ヮガタ メタ タパ 

云此登 乎。 卷七 (ニー 七 八) に、 衣 裁 吾妹 裏 儲 吾爲裁 者な どの マケテ であらう か。 卷 十一 0 一七 二八) の、 

ァ フミ ノ  i ォキッ シ マヤ マオ クマ へ テ ヮ ガモフ ィ モガ n トノシ ケケク 

淡 海 之 海奧津 島山 奧間經 而我念 妹 之 言 繁苦は 殆ど 全く この 歌と 同じで あるが、 此歌 (li ー亍 几) の 方が 

ナ ガト ナル ォキッ 力 リシ マオ クマ へ テ ヮガ モフ キミ ハ テ トセ 二 モガ モ 

原 歌の やうに 思へ る。 なほ、 卷六 (一 0 二 S に、 長 門 有 奥 借 奥 眞經而 吾 念 君 者 千 歲爾毛 我 毛。 同 


ォ クマ へ テ ヮレチ すモ ヘル ヮザセ コ 〔 チ トセ .ー ホ トセ ァリ n セ ヌ 力 ぶ- 

(io 二 五) に、 奧眞經 而吾乎 念 流 吾^子 者 千年 五 百 歲有巨 勢 奴 香 聞 等が あって、 ォ クマ へテ め. 川 法 を 

知る ことが 出來 る。 

あ ふみの みおき しまやま , な  しん 

一首の 意 は、 〔淡 海 奥つ 山； I〕 奧 ふかく 心に しま ふやう にして、 心から 愛して る S 分の，^、  < 

こと を 彼此 人が 云って， 町 一し いこと である。 とい ふので ある。 

寄， 海 嫌で 中味 は 平凡 だが、 奥まけ てと いふ やうな 語が あって、 詮議 すれば 種々 學 ぶべ き點が ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 第三 句 以下 『おき まけて わか 思 ふ 妹 かこと-のしけ けん』 となって ゐる。 

〇 . ： .  , 

•  二 

〔卷十  一 . 二 四 四 0〕 

あ ふ み  み  .5 ね いかり  やさ  み こと ほ  わ. れ 

近 江の 海お きこぐ 船に 碇 おろし 藏 めて 君が 言 待つ 吾ぞ 

近 江 海 奧榜船 重 下 藏 公之 事 待 吾 序 

〇 蔵 公之 堪訓カ クシ テキ ミガ。 古寫 本中シ ノビ テと 訓ん だのが あるの！^  (文. w:.al=-. 矢). 略 

解 補正で シ ノ ビ テ と^んだ。 童 蒙抄カ クシ テ。 考」 訓シ ター 一 モ。 新考マ モリ テ。 新 訓ヲサ メテ" 卷 

六 三 九 


六 四 〇 

り J  r」 ナ- ム クラ- ン， 、マ  ィ へ 二 アリシ ヒッニ ザ ゥサシ チサ メテシ 

九 C 一七 10) に、 i 將藏倉 無 之 fm。 卷 十六 (一一 一八 ニハ) に、 家 爾有之 櫃爾鐵 刺 藏而師 とい ふ 例が ある。 

其 上の 處 まで 序詞 だから、 ォ & シ 11 ヲサメ -ズの 似た 音で 續け たもの かも 知れない。. 

Jsr  を さ 

一首の 意 は、 〔近 江の 海の、 沖 を榜ぐ 船に 碇を おろし、 I〕 心を藏 めて、 辛抱して、 心靜 かに あ 

なた の 返事 を 待って 居ます ぞ。 とい ふので ある。 - 

これ も 寄， 海 謹で、 一首が 民謠的 色調 を^び て 居る。 それから、 『^^ぉろし』 まで は 音調 上の 序で 

も あらう が、 軍に 音の みの 連續 でな く、 意味 合の 上から も不卽 不離の 裏に 連續 せしめて 居る。 その 

具合 は、 前の 歌の， 『碇 おろしい かなる 人 か 物 念 は ざら む』 2 miH ハ) などの 序 は單に 音の みで 績 けた 

やう だが、 この 方 はもつ と 意味が 入って 來て 居る。 

ヲ サメテ とい ふ 語 もなかな か 好い 語で あるから、 之 を 現代的に 生かす 場合に はどうなる だら うか 

とい ふこと に 留意して 學 ぶべき である。 また 結句の、 ヮレゾ とい ふゾで 止めた のは强 めた ほかに 何 

か を 促して ゐ るので あらう。  1  . 

この 歌の、 『近 江 海』 に 就いて、 眞淵 は、 『寄 物陳 思て ふ 中に、 近 江 海と 書た，. y。 是は、 和 銅 六 年 

五月 詔して、 諸國 郡. 鄉の名 好 字 を 用よ と 有し 時より、 淡 海 を 近 江に 改めし な， 9。 人 万 呂は和 銅 元年 

の 比、 藤 原 宮の時 身 まか-り しかば、 その後の 人の 筆なる 事是 にて 明らけ し』 (歸鉢^^ き 輔呂) と 云つな 


この 材料が 极據 となって、 人 麿 歌集 は 人 麿 歿後、 後人の 手に よって 恣に 作られた やう な^じ を も 起 

させる 趣の 說も 出た ので あるが、 近時 石 井庄司 氏の 硏究 によって、 同じ 人 磨 歌^でも. 『近 江』 と i% 

いたの は 唯 この 1 つのみ で、 他 は、、 『淡 海縣』 (卷 七。 一二 八 七)。 『淡 海 海』 (卷十 一 。 二 四 三 w)。 『淡 海， 

01 卷。 二 snn 九)。 『淡 海 海』 (同 卷。 二 3四 五) とおる 如く、. いづ れ も、， 『淡 海』 である。 そこで： hi^ 氏 は、 

『たと へ 和 銅 六 年 五月から 公に 近 江と いふ 字面が 用 ひられた にしても、 それよ.. 以前に も 私に は 近 

江と いふ 字面が. 用 ひられて ゐた かも 知れない』。 『まして 人 麻 呂棠巾 大部分 淡 海と あり、 僅かに 一 つ 

の 例し かないので あるから、 此の 文字 使用法の 點 から 云っても、 人 麻 呂集を 以て 和 銅 六 年 以後と 斷 

定 する ことが 出來 ない ばかりでなく、 それより ももつ. と 卜：： く 飛 藤 原^ 代にまで 溯っても 何 ^-不< 口 

现な ことで はない と 思？ に. (人 麻 S 集考) と 結論した のに 私も從 ふので ある。 萵 市連黑 人！： 旅 歌 八^ 屮、 

tf 前 松 手： il 行者 近 江 海 八十 之湊喊 fl 佐 波 二 鳴 (一一 七三) にも * 『近 江』 と 書して ある。 歌 以外の 詞！^ リに 

は、 巾 大兄 近 江 御宇 天皇と か、 柿 本 朝臣 人 麻 呂從， 一 近 江 ー上來 等と あるの は 和 銅 六 年 以後の 書. 冗 だら 

うと 推論す る ことが 出來 ると も 思 ふが、 黑 人の 歌 は、 年表で は 大寶ニ 年の 筒處に 配列して ゐ るから、 

或は 編 i: 時の 资 料に 旣に、 『近 江 海』 と 記して あった もので あらう か。 なほ 考ふ ベ きで ある。 - 

此歌 は、 六 帖に载 .y. 『近 江の 海 沖 こぐ 船の 碇 おろし 忍びし 君が 言 まつ 我- となって ゐる。 

,  六 四 1 


一  六 四 二 

ノ  0  - -  - 

一 

〔卷十 I  •  二 四 四 I 】 

、隱 沼の 下ゅ戀 ふれば すべ を 無み 妹が 名吿 りつ 忌む ベ きもの を 

隱沼 從 裏戀^ 無乏 妹名吿 忌物矣  . 

〇 隱沼 ♦ 從裏戀 者 舊訓 カク レ ヌノ. シタ 一一 コフ" バ。 代 匠 記 精 コ モリ ヌノ  • シタ ュコフ レバ (諸 

睿從之 3。 〇 無乏 舊訓 スべヲ ナミ。 考で乏 は爲の 誤と したが、 此 儘で いいこと を 旣に 云った。 〇 妹 

名吿 • 忌物矣 舊訓ィ モガ ナツ ゲッ • ュ ュシキ モノ ヲ。 代 匠 記精ィ モガ ナノ リツ • ィ ムべキ 乇ノヲ 

(請 • )。 童 蒙抄ィ モガ ナノ ラン • イミ ジキモ /ヲ。 考ィ モガ ナノ リツ • ュ ュシキ モノ ヲ S 考 

同訓)。  , 

一首の 意 は、 〔隱 沼〕 心の 下に 奥深く 潜めて、 ただ 戀 しく 思って ゐる ばかりで は、 苦しくて 何と 

も 致 方がない ので、 つ ひに 妹の 名 をば 云って しまった。 妹の 名 を 云って はいけ なかった の だのに、 

しまった こと をした。 とい ふので ある。  ， 


これ.は^^,沼懸でぁらぅ。 この 歌 も 分か、 りょく、 結句の、 『忌むべき も G を』 も、 感情が 龍って ぬ 

n モリ ヌノ シタニ コフ レバ アキ々 ラズ ヒ トニ カ*^リッィムべキモ/チ 

て. いい。 卷十 10 一七 一 九) に、 隱沼 乃下爾 戀者飽 不足 人 爾語都 可 忌 物 乎と いふの があって、 この 歌に 

非 《：e に 好く 似て ゐ るが、 能く 味 ふと、 この 歌の 方が 餘程 s  く、  (二 七 一九) の 方 は、 分かりよ く 通俗化 

して ゐる點 から 推して この 歌 (一 i 四 一) の 方が 原 歌 だら うとい ふこと が 分かる。 特に、， fj.- ゆ h とい 

つたの は、 『纖 ふる』 に つづく ので、 心が 動いて 行く さまで あるから、 ュ を用ゐ たので ある。 それ を 

下附 としたの ではつ まらぬ ので ある。 『すべ を 無み』 とい ふから 痛切 だが、 『飽き 足らす』 では 極め 

て 通俗で ある。 この 歌が 原 歌 だとせば、 人 麿 歌集の 歌 は、 縱ひ 全部 人 麿の 作で なくと も、 い：： く旣に 

ォモフ 二 シァ マリ 二 シり パスべ チ小 

相 常に ん せられて ゐ たとい ふこと が 分かる。 なほ、 卷 十二  0 一丸 s: 七) に-念 西 餘西鹿 齒爲便 乎 無 

i ヮレハ ィ t テ キイ ムべキ モノ  tS 

美 吾 者 五十 日 手 寸應忌 鬼 尾と いふの が ある。  • 

和歌 宽蒙抄 に は (二 七 一九) の、 『カク レヌ ノシタ 1 一 コフ レバ アキ タラス ヒト- 一力 タリ ツイ ムべ キモ 

ゾヲ』 とい ふの を载 せて ゐる。 (校本 萬 葉で はこれ を (二 七 一九) の處に 載せす にこの (二 四 四」) の處に 

出して ゐる. 一。 六帖 もや は. 0 『かくれぬ の 下に 戀 ふれば 飽 たらす 人に 語. 0 つ いむて ふ もの を』 と (二 

七； 九) の 方 を 採って ゐる。  、 

.  .Kil 一一 一 


.  六 四 四 

.  〇 

【卷十 I .  二 四 四 二〕 

.i^ ほ つちと  つ  よなかつ  こ ひ  - 

大地 も 採らば 逢き めど 世の中に 盡 きせぬ もの は戀 にし ありけ り 

大土 採雖盡 世 中 盡不 得物 戀在 

0 採雖盡 舊訓卜 レ バ ッ ク レド 略)。 古義 トラ バ ツキ メド (新訓 同訓 リ。 0 盡不 得物 • 戀在 

舊訓 ツキ セヌ モノ"  • コ ヒー ーザリ ケリ。 代 匠 記精ッ クシェ ヌ モノハ コヒ ニザリ ケ〃。 童蒙抄 ッ キ 

セヌ モノ"  •  n ヒー 一 ゾァリ ケル。 考 ツキ セヌ モノ" . コヒ- 一 シァ リケリ (t 屬 I 衞考 • )。 古義 ッ キ ュ 

ス モノ ハ.コ ヒー 一 シァリ ケリ。  、 

だいら  つち  ！ 

一首の 意 は、 この 大地の. 土 も、 採らば 盡 きる 期 は あらう けれども、 この 世の中に 盡 きない もの は、 

噫、 戀と いふ ものであった。 とい ふので ある。 

この 歌 は、 極く 槪括 的に 歌 はれて ゐ るが、 單に 思想 歌と いふ やうな もので なく、 個人の 貰感 によ 

つて 咏. まれた、 『個』 の 響が あるた めに、 この 一首に 强味 を與 へて 居る。 代 匠 記に は、 最 勝王經 (II 


|"ト_) 如來 ff 品揭を 引いて ゐる。 『一切 大地 土 可， 知 U 其塵數 r 無， 有 二能算 知， 釋迦之 ST 迷 js- 

ナ レ ド此 意ト 同ジ。 ^不 得物、 此ヲ ツキ セヌ モノ" ト點ゼ 〃や 叶 ハズ。 ッ クシ エス モノ ハ ト ベ シ J 

と 云って ゐる。 代 匠 記で は、 この 佛 典の ことが 眼中に ある もの だから、 ッ クシェ ヌ モノ ハ と^まう 

とした。^ し、 ここ は ツキ セス モノ やと 素直に、 悟りめ かすに 訓む べきと ころで ある。 また、 

によれば、 この 歌 は.： f も佛 典な どの 影饗 を必耍 として 居ない。 もはや 當 時の 歌人の 力量 を以 つてし 

て、 そんな 補助 は 要らなかった のみなら す， これ は 謹 歌で ある。 謹 歌 は縱ひ 寄， 土戀 で、 やや^ 咏： 

だとい つても、 それでも 作らう とする 時には 戀の實 驗を甚 本と して c;^ る。 それ を 見 免して ばなら ぬ 

ので ある。  - 

ォホッ *- チ ホノ  ホト フミ...' チテ ヰテ ュクへ モ シ-プ V 

なほ、 『大地』 の 用例 は、 卷 十三 (一一 ニニ 四 5 に、 大地 乎 太 〔火〕 徳跡立 而居而 去 方 毛 不知が ある。 法 華 

經； 1^^ ゆ 品 竹：？ 十一に、 若以 n 大地， 置-足 甲 上， 昇 二 於 梵天 一 亦 未爲誰 云々。 金 光明 最勝 ：土 經に、 充満 於 

.ki 云々。 大品 般若 經に、 大地 六 種 震動 云々。 見 大地 株 杌棘荆 山陵 溝坑穢 惡之處 云々。 若 動 大地 若 

• 放^;=-明云々 とぁるし、 支那 文學 では、 -商 子に、 乘， 一 其衰， 大地 侵 削 云々。 溫子 • 昇の 韓陵 山寺 碑 中に、 

髙天銷 一一 於猛 炭, 大地 倫， 一 於 積 水 1 云々。 そこで、 この 歌の、 『大地 も』 云々 は 大陸 文 學的發 想と 解 せら 

れる倾 向が あつたの だが： 日本語で も、 大王、 大椅、 大坂、 大藏、 大島、 大海、 大舟、 大 大 
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大路、 大橋、 大沼、 大鷹 \大 殿、 大满 等の 用例が あるし、 卷 十三の 歌の、 『大地 を 炎と 踏み』 は、 雠 

典の 影響ら しく も あるが、 よく 味 ふと、 上に、 『大 舟のお も ひ 憑み て』 があって、 それと 照應 して ゐ 

。るので ある。 また、 後に 出て 來る、 『ぬば 玉の 間 あけつ つ 貫け る緖 も』 云々 の！^ など は なかなか 細か 

ぃ發 想で あるから、 『大地 も』 云々 の發 想ぐ らゐの 程度 を 以て 直ぐ 大陸 文學の 影響 だと は 云 ひ 難いの 

である。  -, 

此歌 は、 和歌 童蒙抄 に、 『ォホ ツチ モト レ ハック テフ ョノ ナカ 一一 ツキ セヌ モノ" コヒ ニソ ァリケ 

ル』 として 载 つて ゐる。 . 

〇 

【卷十 I  •  二 四 四兰】 

こもり ど  さは いづみ  いは ね  とほ  おも  わ  こ 

.隱 處の澤 泉なる 石 根 を も 通して ぞ念ふ 吾が 戀 ふらく は 

隱處 澤泉在 石 根 通念 吾戀者 

初 句 舊訓コ モリ ヅノ と訓 む。 宣長 は處は 泉の 誤なら むと いひ、 處 ならば ドと訓 むの が 普通 だと 云 


つて：； 5 る。 i^ra:^ は ト ホシ テオで フ。 古 寫本ィ ハ ノネ モカ ョヒ テオ モフ (細) と訓ん だの-も あり. 

考 では 力 ョ ヒ テゾモ フと訓 み、 略解で はト ホシテ ゾォモ フ と訓ん だ。 澤 r 水 は澤に く  で、 『こも ，o 

づ はかくれ たる 所な. 9。 かくれた る澤に 水の わき 出る いはね なり』 (代 匠 記 初) で大體 わかる。 ^澤に 

5g き 出る C 水が 厳 を 通して 出て くる ごとくに わが 妹 を 念. ふ 一 念 もまた 徹して ゐ るぐ らゐの 意で ある。 

上句の ハ. 詞は赏 際の 自然 寫 生で なかなか いい。 『澤 il^』 とい ふ 語 も、 造語 法の 點 からい へば、 非 

常に 爲 めになる 例で ある。. かう いふ 造語が 多い ので 萬 葉の 歌 はいつ も 新鮮で あり、 十：： 今 集 以後 は、 

語 が 却って 贫；； I になって 衰 へて 行った と解釋 していいだ らう。 ここに 『澤』 の 入った 歌 を參考 の 

ために 書くならば、 卷 十四 Q 一四 六 二： に、 安志 比 奇乃夜 末 佐 波 妣登乃 (山澤 人の) 比 登 佐 波爾。 卷十 (一八 

キミが*  メ や ，- な ノサ ；： 二 ヱ グ ッ ムト ュキゲ ノ ミ.：^  二 モ ノ ス リ ズ レ ヌ  力 ハチ ドリス ムサ C  ノへニ 々ッ キリ， 

ョ九) に、 爲！！ 山 m 之 澤惠具 探 跡 雪 消 之水爾 裳裾 所沾。 卷 十一 (二 六 八 0) に、 河 千鳥 住 澤上爾 立 霧 之 等 

コ モリ ヅノ サ： 'な f 十 ル ィ 〔ネ 二 モ トホシ テオ モフ キミ ユア ハマ クハ 

此卷， (二 七 九 四) に、 隱 5^ 之 澤立見 爾有石 根 從毛達 而念君 爾相卷 者が あるが、 この 人 磨 歌 紫の 歌と 殆 

ど！： 一  である。 恐らく 人 麿 歌集の 歌の 異傳 であらう が、 却って 惡く なって ゐ るのに 注意せ ねばなら 

ぬ。 特に、 『澤 いづみ』 が、， 『澤 たづみ』 になって ゐる 如き は變 化の 蓊し いこと を 示して ゐる。 

,  .1 ハ四七 
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【卷十  一 •  二 四 四 四】 

しらま ゆみい-てべ  やまとき は  いのち  こ  を 

白檀 弓 石邊の 山の 常 磐な 命 なれ や も戀ひ つつ 居らむ 

白檀 石邊山 常 石 有 命 哉 戀乍居  - 

しらま ゆみ  い  い そ 

O.B 檀 . 石邊山 シ ラマ ユミ. ィ ソ. ベ ノ ャ マ ノと訓 む。 白檀 は此處 では 射に 懸け、 同一 11 曰の 石に 續 

まゆみの き  しらま ゆみ  シラ マ ユミ イマ ハル ヤマニ 

けた。 この 枕詞 は檀 木で 作った 弓で 白眞 弓の 名 を 得た。 そして、 白檀 弓 今春 山爾 (卷 十。 一 九 二三. リ。 

シラ マユミ ヒ タノ ホゾ エノ  い， てべ の やま  . 

白檀 斐太乃 細 江 之 (卷 十一 一。 一二 〇 丸一 一) 等で、 ハダ 或は ヒク のヒに 懸けた。 石邊山 は、 『石 邊山ハ 近江ノ 

郡 一一 ァ 〃由 彼 國ノ者 申 シキ。 前後 一一 近江ヲ ョ メ 〃歌 多ケ レ バ然ダ ベ キ 一一 ャ。 佐々 木 承禎ノ 陪臣 

一一 磯部 某 ト聞ュ シ モ 彼國ノ 住人 一 一 テ此石 邊ヲ以 テ氏ト セ〃 一一 ャ。 山 ハ何レ ノ山モ 動 ナキ中 一一 分テ石 

邊^ ト云名 一一 ョ リテ常 石有ト ハツ V ケ タリ』 (代 匠 記 精) と ある。 〇 命 哉 . 戀乍居 イノ チナ レャ乇 . 

コヒ ッッヲ ラム と訓 む。 舊訓ィ ノ チナラ バ ャ。 童蒙抄 イノ チヲ モガ ナ。 考 イノ チモ、 ガ モト。 略解 ィ 

/チナ レャモ (古義 同訓 r 新考ィ ノチ 一一 モガ モ。 『四 五の 間に サ ラ バ 心 ナガ ク とい ふ こと を 挿み て 聞 


くべ し』 C 新 考)。 此處の ャモは 反語で、 イノ チナ ラム ャハの 意に 解すべき であって. 卷 十八、 2： 一 一八) 

ト，^ フ- レバ n ヒシケ レャモ  ォホ 11 力 -; ココ a ッ クシ テ すで ソ-: 'ム り/ 

に 年 = ^終鹂 婆 Tn 非 之 家禮夜 母が あ- 0 ヽ その他 、卷 十九 (四 一 六 四) に、 於 保 呂可爾 情雜而 念良卞 其 

子 ま 母が あり、 卜：： ぎ 斯迦米 夜 母。 和 禮故飛 米 夜 母。 安波 射 良 米 也 母の 如き 普通の 反 華の ャモは 

人の：！；" く 知る ところで ある。 

- - - , しら SS み いそべの やまの いのち 

一首の 意。 〔白檀 石邊山 I〕 いつまでも 變ら すに ある 私の 命で あらう か、 いや 決して さう ではな 

い。 それ だのに かう. い ふ 果敢ない 戀 をして G:^ ら ねばならぬ のか、 悲しく 惱 ましい 限で ある。 

イノ チナー ツバ ャ 

『命 哉ハ 願フ詞 一一 ハァ ラズ。 命 一一 テ有タ ラバ ャナ リ。 トキ ハナ ル命 一一 テダ 一一 ァラ バ 遂  一一 、ノ 

ァ ラム ト心長 ク憑 テ戀ッ 、 モ 有べ キヲ、 我 モ人モ 、ノ カナ キ 命ナ レ バ イト V 心ノィ ラ レ. テ 戀 シ キ意ナ 

リ』 (代 iiMS 精)。 『心 は、 いつまでもながら ふべき 命なら ねば、 命の 限り 謹 ひっつの み：； 5 らんと 言 ふな 

,0』 (略解)。 『歌 意 は、 常 石に、 いつも か はらぬ.： f^- 命に てあらむ や は、 常な き 現， は、 明 n: さへ もた 

のみが たきな、 ら ひなれば、 心 長く おも ひの どめて、 た、：^ に 思つつ のみ をるべき ことか はと、 心 いら 

れ して、 懸 しく 思 ふよし な. o』 (古義)。 

この 歌 は、 代 ぼ 記に 寄， 石戀 とし、 古義に 寄， 山戀 として あるが、 前者の 說に從 ふべき であらう。 

上半に 序詞 を 置く^ 用 手段に 出た もので、 やはり 民謠 風の 歌で ある。 第 四 句で、 『命 なれ や も』 と 1^ 

. i  r!,  ......  .f.  r,r  .ilfe^  」 
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つて 直ぐ- 『戀 ひっつ をら む』 と 止めた から、 現代の 人に も 直ぐ 腑に 落ちない の だが、 反語と いふ こ 

とが 分かれば 理解が つくので、 心 いらだつ とい ふ 意 は、 この 結句 も 反語になる からで ある。 

この 歌 は、 六帖 山の 部に、 『白眞 弓い る さの 山の 常 磐なる 命 か あやな 戀 ひて や あらむ』 と あり、 家 

持 集に-、 『白眞 弓い つもの 山の 常 磐なる 命 か あやな 戀 ひっつ あらむ』 と あり、 夫 木 和歌 抄 山の 部に、 

人 丸 作と して、 『しらま ゆみい そへの 山の 常 磐なる いのち も かも ゃ戀 ひっつ をら む』、 よみ 人 しらす 

として、 『しらま 弓 いつはの やまの 常 磐なる いふり あやなよ 戀っ つや へん』 と ある。 

〇 

【卷十  一 •  二 四 四 五〕 

あ 二 み  み しづ  しら たま し  こ ひ  いま  よさ 

淡 海の 海 沈 著く 白玉 知らず して 戀せ しょり は今ぞ 盆れ る 

淡 海 海 沈 白玉 不知 從戀者 今 益 

シラ タマ • シラ ズと續 けんため の 序で、 淡 海の 海に 沈んで 居る 白玉の 知れない やうに、. ただ 知ら 

すに ほのかに 戀 した 頃に 較べれば、 現在 は 益々 切實 になって ゐる、 益々 戀 しいと いふので、 この 歌 


はく！？ よく  しんじゅ 

も戀 歌と してお もしろ い。 白玉 は、 石の 白玉で も眞珠 でも 色白い ので さう 名 づけて いふ。 異珠は 和 

名鈔 に、 珠、 白 虎 通 云 海 出 ニ明珠 -gig 郝牆と あり、 纏 注に. 『古所 云 之 良 多 麻、 盖ル M 珠 非-白玉- 

也』 と ある 如く、 この場合 も眞珠 のこと であらう。 卷六 一一 一一 一一) に、 緩珠。 卷七 (ニー 三 二) に、 龃 玉- 

キノ クニ  ノ  (マ ニョケ トフ ァハビ タマ  カ，^キトルトィファハビタマ 

卷 十三 (一一 ilii 一八) に、 木 國之激 因云鳆 玉。 卷 十八 (四 lol) に、 可 都 伎 等 流 登 伊 布 安波 妣多. 滅 等の 例 

あは しらたま 

が ある。 そして、 鋭 眞珠は 淡 海の 海に 產し たか どうかと いふに、 これ は 『海』 といった から、 その 

綠で、 『白玉』 と 云った の だら うと 思 ふが、 若し、 實物 考證が 必要ならば、 これ は カラス ガヒの 真珠 

であらう。 具珠 は、 力 キガヒ (牡蠣)、 アコ ャガヒ 等から もとれる が、 カラス. ガヒ から もとれる。 力 

ラス ガヒ は、 タ ガヒ、 タン ガヒ、 ド ブガ ヒ、 ヌ マガ ヒ、 ゴゥッ ゥガヒ 等と もい ふ。 新撰 字 鋭に、 

S 本草 和名に、 ：^^, 一名 含漿、 一名 唇、 一名 海月、 一名 含珠輔 鋒、 iij 本朝 食鑑 に、 蚱 iffj  0 

解l^=ic肉不：，佳、 但爲二 民間 之 食， 也、 凡 本邦 之 人知. S 有 n 瘦蛤淺 蜊之珠 ^ 而采爲 珠， 誤，， 于藥 然 

未. 知 二  ^珠 之责： 是 不一 一類 多 一之 故 乎。 この 蛙 は 琵琶湖 嚎を 以て 著名と して ゐ るから、 古から 名の あ 

つた もので あらう。 コ ヒニシ ヨリ ハ (考 )o コヒ ツルヨ リカ (略解」。 シラザ リシ トキ ヨリ コヒハ _  、新 * う； 

等 の^が ある。 『今 益』 は、 舊本， 『令 益』 と 誤って ゐ たの を 代 匠 記で 指摘した。 古 寫本は ほとんど 

『今』 となって ゐる (|:|. 丄 ま. 神 *).0 童 蒙抄で 『それ 共 知らで 名のみ 閒 きて 鍵 ひせし 人の、 それと 
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知り あ ひて 愈 思 ひの まさると 也』 と 解し、 新考 に、 『三 四 を 略解 古義に シ ラズ シ テコヒ ツルヨ リハと 

よめり。 右の 如くよ まば 今ゾ マ サ い ルは 何が 益る とかせむ。 今ゾ マ サ レ 〃とい はむ に は その 益る も 

の を 云 はざる ベ からざる にあ もす や。 宜しく 從の 上に 時の 字 を 補 ひて シラザ リシ 時 ヨリ コ ヒ ハ とよ 

むべ し。 さて シラザ リシ は 噂 一一 聞 キテ未 顏ヲ見 ザ リシ ：0 いふ 事に て 此歌は 未 逢 始め ぬ さきの 歌な 

,9』 と 云って ゐる。 改訓 はいかが と 思 ふが、 未 逢 戀說は 一 說 であらう か。 なほこの 歌の 條で代 匠. 冗 

精 撰 本に、 『第一 第三 一一 人 丸 ノ近江 一一 テノ 歌、 近江ョ リ歸リ 上 ラダ 、時 ノ歌ァ レバ、 近 江 守ノ屬 (お 

ナド 一一 テ彼國 一一 有テ 見聞 一一 任テ シ ダサ レ タル 一一 ャ』 と 云 つて ゐ るの は、 人 麿と 近 江との 關係 まで を 

も 想像した ことが 分かって 典 味 あるので ある。 卷七 a 11 一 一. 七) に、 あ！ ^"g.s"f?flyir}l。  (ニー 二 八」 こ、 

底 淸沈有 玉 乎 欲 見。 (一一 一二 さに、 大海， 之が あ- ぎ. s。  (ニー！ 110) に、 お」 ギ i ンき ISST きュギ 卷 

二十 ass に、 豆 久志奈 流 i5^,£ ず 等 sllfuivKtfr。 卷六 (ー〇 一. 0 に、 m^^^^s^^^^ 

お 編。 これ は旣 に評釋 したが、 卷七 m 一一 OS に、 SIT^-S^mi?  211九なに、料^ァ£タを1^ 

ヒト 二 シラ ュナ 

ゾ所 まタ ^ifly 力 ある それた 力ら、 この 歌 も、 單にシ ラタ マから シラズ と 同音で 篌け， このみで なく、 

シヅク . シ ラタ マと いって、 表象 的に 戀人を 聯想せ しめる，， /ころがあって おもしろ いので あらう。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して 載って ゐる。 


【卷十 ！  .  二 四 四 六】 

しら たま  i  も  いま  .0  たま  し  とき 

白玉 を 纏き てぞ 持た る 今より は 吾が 玉に せむ 知れる 時 だに  • 

白玉 纒持 從今 吾玉爲 知 時 谷  ， 

〇 纏 持 . 從今 舊訓 マキ テモタ レバ • イマ ヨリ ハ。 古寫本 マキ モチシ ヨリ. イマ， ダ 一一 モ, いお. 細く 

マキ テモタ レバ. イマ ョソハ 8 . 類 i  • 西-矢 • 京 ：}0 童蒙抄 マキ テ乇タ ナン。 略解 マキ テゾモ タル 

(iii 新)。 新考テ 一一 マキ モチ テ。 『從， 今』 は、 流布本 『從， 令』 に 作って あつたが、 古 寫木屮 『今』 

に 作って ゐる (I 卢錢： 颜*祌.) のが あるので 改めた。 代 匠 記 初で 旣に其 を 指摘した。 0 吾 玉爲. 知 

時 谷 舊訓 ソガタ マー 一 セム. シ^ト キダー ーモ。 童 蒙抄シ レル トキ ダ 一一 (赫： 綱麵 Eigr 新考シ レ タノ チ 

ダニ。  .  . 

一首の 意 は、 今まで 持つ ことが 出來 なかった 白玉 をば 今 自分の 手に 纏いて 持って 居る。 ああ 今 か 

ら はこれ を 自分の 玉に しょう。 未來 のこと は 分からぬ が、 せめて 斯うして 相 知り 相應じ 得た 時機の 

六 五 三 


.  六 3 

問 だけで も。.. とい ふので、 やう やく 得た 玉の 如 女 を 喜んで、 せめて この 現在 だけで も、 獨 卜：： して 

樂ま うとい ふ 感慨 を 漏らした ものである。 

『此知 は 妹 を 相 知 也。 妹に はじめて あ ふ 事 は 得て、 その 母な どに まだ しらねば 末 はしらね ど、 今 

相 知 時 を だに 吾 ものと 思 ひ 定めん と 也』 (考 )。 卷七 (一 三 一二 C に， 照 左 豆 我 手 爾纏古 須玉毛 欲得 其 緒ギタ 

力へ テヮガ タマ 二 セ ム  シラ タマ ハ チ ダェシ ニキ トキ キシ ュ M  二：'  ノチ マ ヌ キヮガ タマ-一 セム 

替而 吾玉爾 將爲。 卷 十六 (三 八 15 に、 眞珠者 緖絕爲 爾伎登 聞 之 故爾其 緒復貫 吾玉爾 將爲。 同卷 (三 八 

ム ラサ キノ コ ガ タノ ゥ ミニ 力 ヅク トリ タマ カヅ キイ ヂパ ヮガ タマ 二 セ ム 

七 0) に、 紫 乃 粉 滷乃海 爾潜鳥 珠潜出 者 吾 玉 爾將爲 とい ふの が ある。 

寄， 玉戀 で、 これ は 一首が 『玉』 でー贯 して、 下の句に も、 妹と いふ やうな 語が 無い。 これ は 玉 

などと いへば 旣に戀 人 を 象徴し 得る からで あらう。 ただ、 『知れる 時』 といって、 人間と 玉と 不卽不 

離の あ ひだに その 表現 を完 うして ゐる。 民謠 風の 歌 だが、 溢い ところがあって 調子 もまた 張って 居 

る 0 

〇  ， . 

【卷十  一 •  二 四 四 七】 


しらたまて  i  わす  おも  いつ  ぞは 

白玉 を 手に 纏き しょり 忘れ じと 念 ひし こ と は 何時か 畢らむ 

白玉 從手纒 不忘 念 何畢 

0 不忘 . 念 . 何畢 舊訓フ ス レジ ト. ォ モヒシ コトハ • イツ カャ, - べキ。 代 匠 記初番 入 餓 鉢ヮス 

ラエ ズ。 考ォモ フココ ロハ。 略解 宣長訓 (念の 下に 心の 字脫) ォ モ フココ 口、 ン (II か 新)。 代 K 記 初 書 入ィ 

ッカヲ ハラム。 代 ぼ 記精ィ ッカヲ へ ナム。 童 蒙抄ィ ッカ ハツべ キ。 略解 宣長 訓ィ ッカカ ハラン、 ^ 

は 異の誤 新)。 

一首の 意 は、 白玉 をば 自分の 手に 纏き 持って、 それ を 忘れまい と 思った こと は 何時に なったら ば 

を は 9 

終になる ことか， 何時に なったら 忘れて しま ふこと か。 決して 忘れて しま ふこと は 無い ぞ。 この美 

しい 女 を 手に入れてから は、 もはや 永久に 忘れない よ。 とい ふので ある。 

寄， 玉戀 で、 前の 歌と 同工異曲である。 下の句 は、 廻， りく どい こと を 云って ぬるが、 その 云 ひ 方、 

語 まが なかなか おもしろい。 諸注釋 書の 異訓 について、 吟味 すれば 皆 相當に 有益 だから、 共に 鑑赏 

して かま はぬ。 例へば、 考の、 『忘れ じ. V 思 ふ 心 は 何時か 止むべき』 でも、 相當に 好い 聲調 である。 

また 宣 長の 訓 にしても、 『これ も 女 を 我 手に入た る をた とへ たり。 思 ふ 女 を 我 手に入た る 其 日より 末 

六 五 五 


六 五六 ， 

遂に 忘れ じと 堅く 思 ひ 定めし 心の、 い つか は變る ベ き』 (古義) として 昧 ふこと が出來 るので ある。 

〇 

C 卷十 I  •  二 四 四 八】 

たま  あ ひだ あ  .a  を  くく  のち あ 

ぬば 玉 の 間 開け つ つ 貫け る緖も 縛りよ すれば 後 逢 ふ もの を 

烏 玉 間 開 乍 貫 緒 縛 依 後 相 物 

〇 烏 玉 • 間 開 乍 舊訓 ヌ バタ マノ. ヒマシ フミ ッッ。 代 匠 記 精 ヌ X タマノ. ァヒ ダァケ ッッ。 童 

蒙抄 ヌバ タマノ. ョハァ ケナ、 ガラ。 考 (烏 は. H の 誤) シ ラタ マヲ . ァヒダ ォ/^ ッッ。 略解 シ ラタ マヲ. 

ァ ヒダァ ケッッ (新考 同訓)。 古義 シラ タマ ノ  . ァヒ ダァケ ッッ。 新訓 ヌバ タマノ. ァヒ ダァケ ッッ。 

〇 貫 緒 • 縛 依 • 後 相 物 舊訓 ヒ モノ ヲノ. ムス ビテシ ヨリ •  / チア フ モノ 力。 代 匠 記 精 ヌケル ヲモ. 

ムスべ バ ヨリ テ •  ノ チア フ モノ ヲ。 童蒙抄 タマノ ヲノ  . マツ ヒ ヨリ ナン - ノチ モア フ トモ。 考ヌケ 

^ヲモ • クク y ヨス レバ .ノ チア フ モノ ヲ (珊 f 枯^い 新 )0 

この 烏 玉 を 眞淵は 白玉の 誤と したが、 代 匠 記. に旣に J- 烏 玉 r 第 十五 云、 奴 波 多 麻 能、 伊毛 我 保 


倍久 安良 奈久 爾、 和 我 許呂母 且 乎 奴 鱧 nii 伊可爾 勢牟。 此奴 波 多麻ハ 妹ヲホ メムト テオ ケリ * 常ノ 

黑キ トツ. -、 ク ^ 一一  "替 レリ。 今モ唯 白玉 ト云ハ ム ャゥ. 一一 聞ュル "黑 キ玉ノ クル 、ノ シキ 方ヲ取 テ云ナ 

シ』 と 云った のに 從 つて 好い。 つまり 此處は 射 干の 黑 玉からの 聯想で、 本來の 意味 を應 用した 

ものと 做して 好い。 特に 妹に 續 けた 例が あれば その 聯想 も 助ける であらう" 玉と 玉との 問 を あけ 

つつ 緒に 赏く 趣で ある。  • .  、 

一首の 意 は、 射 干 玉の 玉と 玉との 間 を 明け ひろげつつ、 緒 を 通す ときに 玉と 玉と が 離れる けれど 

も、 また そ の^を 純って 寄せる と、 離れた 玉と 玉と が 二た び 相 逢 ふので あるのに。 私と 汝とは 今 は 

離れさせられて！^ る。 しかし また 逢瀨が 無い とい ふこと もないで あらう。 とい ふ 意 を 含ませて ゐる 

寄つ 玉戀 で" 民謠 風の 細かい 味の 歌で あり、 若い 青年 男女の 間に は 心地好く 吟誦 せられて 好い 歌で 

あるし、 射： 十 玉 は 枕詞に なって しまったが、 實用 にも 用 ゐられ たと 想像し 得れば、 この歌の^^趣が 

却ってな つかしい ものである。  ， 

タマ/チノ ク ク リヨ セ ッッス ヱ ッヒニ ユキ ハ ワカ レズ ォ ナジ チ ユア ラム 

參考 歌と して は、 卷 十一 (一一 七 九 〇) に、 玉 緒 之 久栗緣 乍 末 終 去 者不別 同緖將 有と ある は 額 似の 歌 

々マ， ひ/ ァヒ ダモォ カズ ：、 マク ホリヮ ガモフ ィモハ ィへ トホク ァリテ  カタ イト +チ 

であり、 なほ、 同 0 一七 九 一 1 一) の. 玉 緖之間 毛 不置欲 見 吾 思 妹 者 家 遠在而 や、 同 (二 七 九 一) の、 片絲用 

W キなル な.' ノ.  > チ 3 リミ ：- ダレ ャ シ 」 厶 い-卜/ シ ルべク 

赏有玉 之 絡 乎 弱 亂哉爲 南 人 之 可 知な ど は參考 になる 歌で ある。 

. I  六 五 七 


六 五八 

；^; ^よ 础中抄 に、 『烏 珠ノ ヒ マヲ ヮケッ 、 ヌキシ ヲノム スヒ テショ リノ チア フ物 力』 として |« つて 

ゐ る。  , . 

〇  / 

【卷十  一 •  二 四 四 九】 

かぐや ま ， 、も ゐ  . ^ほほ  あ ひ み  -*  のユ ^ 

香具 山に 雲居た なびき 懲 しく 相 見し 子 らを後 精 ひむ かも 

香 山 爾. 雲 位桁曳 於 保 保思久 相 見 子等 乎 後 戀牟鴨 

香具 山に 雲が 棚引いて 朦朧と なって ゐる。 その やうに おぼろに ほのかに 1 寸 見た 女に 後々 まで も 

-  くも ゐ 

こんなに 戀 をす るので あらう かと 歎息した 歌で、 戀の 痛切な こと を 云って ゐ るので ある。 雲居 は單 

に 雲の ことで、 子ら は單數 で 愛情 を 示す ラ である。 童蒙抄 に、 『お ほゝ しく、 おぼろ-^ に、 確かに 

あらね 共、 あ ひ 見し 女を戀 ひんかと 也。 かも は 歎きた る 意。 さだかに も 見ぬ 人 を 後々 迄 かく 戀 ひん 

事 かもと 云 意 也』 と 解して ゐ るの は 要領 を 得て 居る。 また、 『香具 山に 雲居た なびき』 と 固有名詞 を 

持って 來て 序詞と したの など も、 常に 親しんで ゐた 香具 山 を 持って 來 たので、 ただ 漠然とした 聯想 


でない ので あらう し、 萬 葉の 歌の 序詞の いい 點は 其處 にある ので ある。 若し 問題に すれば、 『しく』。 

『ら を』。 『かも』 の處の 調子の ゆるみで でも あらう か。 .  、  • 

,  ハ ル ガス ミヤ マ 二  >- ナビ キォ ホホシ 4; ィモチ ァヒ ミナ.' チ コヒ ムカモ 

卷十 (一九 0 九) に、 春霞 山 棚引 欝 妹 乎 相 見 後 戀毳と あるの も 類似して ゐる で、 或は 人鹰歌 

集からの 變 化した もので でも あらう か。 なほ 同卷 (一九二 一) に、 不明 公 乎 相 見 而菅根 乃 長 养日乎 孤 

J, ヮ *t ルカ モ 

悲渡 鴨が ある。  - 

〇  . 

〔卷十 I  •  二 四 五 0】 

く  6 よ  わ た  つき お，. に は  あ ひみこ  み 

雲間より さ 渡る 月の S しく 相 見し 子ら を 見む よし もが も 

雲間 從 狹徑月 乃 於 保 保思久 相 見 子等 乎 見 因 鴨 

結句 は、 葡訓ミ グ ヨシ モガ モ であった の を 略解で ミ ム ヨシ モガ モ と訓ん だ。 雲間 を わたる 月 だか 

ら 光が 淸 明で なく ぼんやりして 居る。 その やうに ほの かに かりそめに 見た 女 を もっと 親しく 見た い 

もの だとい ふので、 童蒙抄 に、 『仄かに 見し 女 を 又 さだかに 見る 由 もがな と 也』 といって ゐる" 前に 

六 五 九 


六 六 〇 

『相 見し』 とい ひ、 又 結句に、 『見む よし もが も』 とい ふの は、 前の 歌の 結句に 較べ て 拙劣の やうに 

もお も ふが、 ここら は 極めて 自由に 樂に 作って 居る ので ある。 前の 歌で は、 香具 山の 霞 をい ひ、 こ 

の 歌で は 朧な月 を 云って ゐる。 序詞と して は、 前の 歌の 方が 通常で、 この 歌の 方が 珍ら しいの は、 

『さ 渡る 月の』 と績 けたと ころに あるので 注意すべき だが、 此も寫 生 だからい いので、 ただ 粉本に 

賴る やうに なると 生命が 消失す るので ある。  , 

〇  .  . 

【卷十 一 •  二 四 五 一】  ■ 

あま ぐ も  よ  あ  とほ  あ  こと た まくら  われ ま 

天雲の 依り 合 ひ 遠み 逢 はずと も異 手枕 を 吾 纏 かめ や も 

夭 雲 ま 相 遠， 雖不相 與 手枕 吾纒哉 

〇 異 手枕 • 吾纆哉 舊 訓ァダ シ タマ クラ. ヮレ" マ カメ ャ C 古寫本 中、 コ トクマク ラヲ、 嘉 • 領. 

細^ ァタシ タマ クラ 西. 矢 丄尕. ？ヒ と兩方 ある。 童 蒙抄フ レ マ カメ ャモ (新考 同訓)。 考ヮ レ つ マ 

タメ ャ。 又は ァ レマ カム カモ (略解 同訓 r  . ^義 ァレマ カノ ャモ〕 新訓 コト タマ クラ ヲ. フレマ カメ ャ 


乇。 

一：^ の 意 は、 〔遙 かに 棚び いて 見える 天の 雲が、 互に 遠く離れて 居て、 いつ An ふと も兒. えぬ。， 

かの 雲の やうに お前と 私と も 遠く離れて 逢 はすに 居る けれども、 ほかの 女の手 枕 を 私 は 纏 かう や 

央 して そんな こと はしない。 この 世に 愛する の はお 身ば か -0 だとい ふ 意に 落 著， く。 

寄 JIS で、 序詞 も * 天空の 雲の 有様 を寫 生して この 句 を 得て 居る。 天空に 互に 遠く 離れつつ 棚び 

、てゐ る 雲の 趣で、 動いて 居る 雲な どの 趣で はない やうで ある。 先進の 解の 中で は、 『天雲の 如く 隔 

た. 0 て 寄 合 ひ i きを 言 ふ』 (略解)。 『ヨリ ァヒは 雲と 雲と ゆき 合 ふ 事なら む』 (新 考) とい ふの は當っ 

て，： C る やうで ある。 然るに、 『天の 雲と 國 土と、 はるかに 離れ 隔 りて、 依 合 事の 遠き よしのつ *、 け 

なるべし』。 『天と 也と. の ごとく、 離れ 隔 りて 遠くて、 体 相 事 は 協 はす』 S きと あるの は 奈何 か 疑 

ァ. 'ノキ モヨ J テ r- レコゾ  ァ メ，.  ノ.！ r' 

はしい。 若し 天と地と 合 ふこと ならば、 卷ー (五 〇〕 に、 天地 毛 緣而有 許 I。 卷ニ ハー 六 七) に 天地 

卷六 二  。四 ち に、 ァぇッ き^" ぉ會 力- s。 卷 十一 C 一七 A40 に、 天地 之 依 相 極 玉 緒 之 不絕. >e 

アマ グ モノ  IT リア ヒトホ ミ 

ォ は Ml, 田 リル. ぎと ある やうに、 天と地と 二つと も 書いて ある。 然るに、 この 歌 は、 『天雲 依 相 遠』 

-  アマ ダモノ リクへ ノキ で；； 

である， ハら、 l^g 同志の 合 ふこと と 解すべき ものと おも ふ。 卷三 (ョー 〇) に、 天雲. 乃 曾 久敝能 極 

，，、 -r、 、  アマ グモ ノリ キへ ノキ ハミ ヮガモ ヘル キ E ドヮ. 力；^ ヒ 

fes  (五 55 に、 ァ H^ir 乃 遠 k ノ 乃^。 卷 十九 C 四 二 四 40 に、 天雲 能 曾 伎 敝能伎 波 美 吾 念 有 伎 美 爾將ゅ H 

.1 ハ. 一 ハー 


.  六 六 二 

チカ クナ リス 

近 成 奴の 例が あり， 枕詞 化して 非常に 遠い 氣 持に 使って なる から * この歌の場合^,^幾らか枕詞化、 

象徵 化して 居る と 看ても よく、 特に 序詞 だから、 さう 解釋 していい ので あるが、 若し 寫象， こして 儉 

討す る 場 A 口に は、 天空に 棚引いて ゐる 遠い 雲 同志と 解して いいので あらう。 

異 手枕 も、 コ トと訓 むか、 ァダ シと訓 むか、 鑑賞の 場合に は、 兩方共 味って いいが、 コト タマ ク 

ラと いふ 語 は 特殊で お. もしろ いから これ は 是非 尊重した いので ある。 民謠 風の 愛すべく、 平易な 歌 

の 一種で ある。 

〇 

【卷十 I  .  二 四 五 二】 

しろ  た  こころ や  み  を  た：；，； あ 

雲 だに も 著く し發 たば 意 遣り 見つ つ し 居らむ 直に 逢 ふまでに 

雲 谷 灼發 意 追 見乍爲 〔居：！ 及 直 相 

〇 意 追 • 見乍爲 舊訓ナ グ サメ 一一. ミツ ツモ シ テム。 古寫本 ココロ ヤシ . 力 タミ-一 セマ シ (類 一)。 

コ コロナ〃. カタ ミニ セマシ (慕)。 ナグサ メテ. ヰ ツル ムシ テス (類-こ。 童蒙抄 ォモヒ ャソ. ミツ ッ 


モシ テン。 考ナグ サメム . ミゾ ッシヲ ラム、 追 は 進の 誤、 爲は 居の 謀。 略解 ナグサ メ-ー  ：、、 ッゾ シ 

ヲ ラム。 古義 コ n  & ャリ. ミツ ッシヲ ラム、 拾德 本に 從 つて 意 とす。 新 考ナグ サメ  一一  • ミ ッッヲ 

ラム ヲ。 新訓 コ コロ ャリ. ミツ ツモ ヰ テム。 

コ 。 ャ ルと訓 むか、 ナグ サム ルと訓 むかに ついては、 旣 に評釋 したが、 卷 十七 (1 一一え 九 一) に、 許 

己い：！ 也 良武 等が あり、 なほ 卷三 (三 四 六) に、 酒 飮而情 乎 遣爾が あるから、 コ コ " ャリ とい ふ 語 も 確 

*  n フル n ト  イデ ュケ バヤ マ モカ ハ 1- そ 

W である。 そこで、 前に ナグ サメ カネ テと訓 んだ卷 十一 (二 四 一四〕 の、 戀事意 追 不得出 行者 山 川 

不知 來を も、 コ コ ロャリ カネと 訓ん でもい いと 思 ふ。 此も 舊訓は ナグサ メカ ネテ であった。 そこで 

此處も 字 を 改めす に、 コ コ ャ リと訓 ませる ことと なった ので ある。 遣 も 追 も義は 同じ 處に落 著く 

n モ リノ ミチ レバ ィ， マ セミナ グ サム ト ィ，， t タチ キケバ キ ナ， r- 、グー： 'シ 

ので ある。 併し、 卷八， (一四 七 九) に、 隱耳居 者 欝悒奈 具 左武登 出立 聞者來 鳴日晚 とい ふ 家 持の 歌 も 

あるから * 兩 方の 語が あるの だが、 此處は コ コ ャリと 訓んで いいたら う。 第 四 句 は、 新 訓に從 つ 

て ミツ ツモ ヰ テムと 記した ので あつたが、 考へ 直して、 考の 訓に從 ふこと にした。 その 方が 調べが 

力 I 

一首の 意。 雲で も { 仝に 著しく 大きく 立って 吳れ るなら ば、 せめて 其 をば 戀人 のつ もりに して 見つ 

こころやり 

つ 心 を 慰めて 居よう か。 直接 逢 ふことの 出來 るまで は。 それ をせ めても の 悲しい 心 遣に しょう。 
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寄 戀 だが. この 雲を議 人に なぞらへ る 心理の 歌 は、 旣に 前に も 幾つかあった。 人 麿の 死んだ 時、 

依羅娘 子の 歌 もさう であるし、 卷 十四 (三 五 一 五) の、 阿 我 於 毛 乃 和 須禮牟 之 太 波 久爾す 布 利 禰附多 都 

久毛乎 見 都 追 之努波 西な ども さう であり、 ュ、の4^^-くの歌にも類似のものが数首載っ て居る。 宋 玉の、 

高 唐賦の 序に、 妾， 在 n 巫 山 之 陽 高 丘 之蛆： 且爲二 朝 雲： 暮爲 一， 行 雨， と ある。 

- ゥチ ナビ ク ハ ル トモ シルク ゥグ ヒス ハ 

シルクと いふ 語 も 注意して 好く、 卷 二十 (四 四 九 五) に、 打 奈婢久 波 流 等 毛 之 流久宇 具此須 波が あり、 

タケル ノォホ キミ  .1 マキ ナルヲ ムレ ガウべ ニクモ ダニ モシ ル /クシ タ. 

なほ、 齊明紀 に、 建 王 を 悼みた まふ 御 歌に、 伊 磨 紀那屢 乎 武例我 禹杯爾 倶謨娜 尼 母 旨 瘻倶之 多 

多 婆那爾 柯那皚 柯武が ある。 

. 〇  ， 

【卷十 I  •  二 四 五三】 

はろ やなぎ かづら き やま  た  くも  た  ゐ  si  • おも 

春 楊 葛 城 山に 發っ 雲の 立ちても 坐ても 妹 をし ぞ念ふ  ノ 

春 楊 葛 山 發雲 立 座 妹 念 

かづら  づら舌 

寄， 雲戀 であらう。 春 柳 を 置く から、 同音の 葛 城 山に 係け た 枕詞と し、 雲が 立つ とい ふこと と. 立 


ちて， ft ゐ てもと 續 けて 序詞と した。 一首の 內容 は、 『立ちても 坐ても 妹 をし ぞ念 ふ』 だけで ある。 そ 

れ だから、 一首の 中に 枕詞と 序詞と が あるので ただ 調子で 蓮んで ゐる點 も あるが、 何 かいい 調子で 

讀者を 引いて ゆく ところに 特色が ある。 カヅラ キヤ マ -ー タック モノ あた b の 聲調を 味 ふべき である。 

初 句、 舊訓ハ 〃ャ ナギ。 仙覺 ァヲャ ギノ。 代 匠 記精ハ グャ ナギ。 結句、 舊訓 ィモヲ シゾォ モフ。 代 

匠 記精ィ モ ヲシゾ モフ。 童 蒙抄ィ モ ヲシォ モフ。 略解 ィ モヲシ ォモホ ュ。 

この 歌 は、 拾遺 集に、 よみ 人 しらすと して、 『あし ひきの かつらぎ 山に ゐる 雲の 立ちても 居ても せ . 

を こそ 思へ』 と あ. o、 柿 本 集に、 『あ を やぎの 葛 城 山に ゐる 雲の 立ても ゐても 君 を こ. そ 思へ』 と ある。 

なほ 夫 木 和歌 抄に は、 よみ. < しらすと し、 初 句 『あ を やぎの』、 他 は 本文の 訓 と同樣 である。 

,  〇  - 

【港 十  一 •  二 四 五 四】 

かすが やまく もゐ  とほ  い へ  おも  きみ  おも 

春 日 山 雲居が くりて 遠け ども 家 は 思 はず 君 をし ぞ念ふ . 

• 春 日 山 雲座隱 雖遠 家不念 公 念 

六 六 五 
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やはり、 寄 X 雲戀 で、 第二 句 舊訓ク モヰ カク レ テ。 代 匠 記初ク モヰ カク シテ。 略解 ク モヰ カクソ テ。 

第三 句舊訓 トホケ レド。 代 匠 記 精 トホケ ドモ。 結句 は舊訓 キミ ヲシ ゾォモ フ。 代 匠 記 精 キミ ヲシゾ 

乇 フ。 童 蒙抄ィ へ ハオ モ "デ. キミ ヲシォ モフ。 略解 キ ミヲ シォモ ホュ。 第二 句まで は 序で ある。 

春 日 山 は 雲に 隱れて 遠くに 見える、 その 遠い 如くに 遠く 家 を 離れて 來て 居る けれども、 家の こと を 

、  きみ 

思 はすに 汝の こと を 念って ゐ ると いふので、 公 は 女 を さして 云 つて ゐる。 略 に， 『是 e はまこ 左る 

人の、 旅に て 女に 逢 ひて 詠めるな る べし。 女 を 指して 君と 詠める も少 からす』 IK々。 新考 に、 『家 は 

家なる 妻な， 9。 キミと いへ る は他鄕 にて 相 知りし 女な り。 公と かける は 借 字な. o』 云々。 この 女 は 

近くに ゐて、 相 逢って ゐる心 持で あるから、 序詞 も 利く し、 『遠け ども』 も 利く ので はなから うか。 

この 歌 は、 拾遺 集に、 人 麿 作と して 載り、 『春 日 山 雲居が くれて 遠 けれど 家 は 思 はす 君 を こそお も 

へ 』 となって ゐる。 

〇 

【卷 十一 ニー 四 五 五〕 


* わ  ゆ. a い  56 たかや 》 みね あさ ！*<;■  t  , . 

我が 故に 云 はれし 妹 は 高山の 岑の 朝霧 過き にけ む 力 も 

我 故 所 云 妹 高山 之 岑 朝霧 過 兼 鴨 

たか やま  みね 

T 首の 意 は、 私との 間柄に ついて 彼此 云 はれた あの 女 は、 高山の 嶺に かかる 朝霧が 動き 消え ゆく 

やうに、 w えて Isy^ なくなって しまったの であらう か。 あれき りで、 深く 嫦會 する こ ともなく 果 

敢 なく 過ぎて しまった。 私の こと は 忘れて しまった。 情ない ことで ある。 とい ふので あらう。 

ァスカ ガ ハカ ハョ ドサ ラズ タツ キリ ノォモ ヒス グべキ n ヒ 二 マ、 ラ- +ク！ 13  ：  I ヽ,、 し：, ノ  -、 力い ノ, パ ILrK ひ，. - 

卷三 (三 二 五) に、 明日 香 河川 余 藤 不去立 霧 乃 念應過 孤悲爾 不有國 卷四 (ナ九 一一 一) に 如 此^戀 益 

Si 截 ぎ！^ ま V 奈^ ぎグ ぎす « 一一 一 などの 例が ある。 『我 故人 一一 ト カク 云" レシ 妹"、 ソレー ーゥム 

ジテ 高山 ノ 朝霧 ノ暗過 \ 如ク、 我 ヲ思フ 心 ヲ過シ ャリテ モ忘ケ ム カノ 意 ナリ』 (代 匠 記 精リ。 『霧の 暗れ 

i, マく 如くに 事 1 ぎに けんかと、 おぼつかなく 思 ふな，.^』 (略解) とい ふ 文 f が ある 

寄， 霧戀 で、 やはり 民謠 風の もので * 輕 妙の 味 ひ を 持たせた ものである。 ただ 何となく 愛情が 籠つ 

て 「おり、 その 烕淸 が充實 して ひと 事で ないやう に感 せしめる ところが ある。 また 序詞と しての 譬 喻- 

『高山の 岑の 朝霧』 でも、 實 際の 寫 生で あるから、 誤魔化が なくして 尋常 人の 感情 を 自然に 其處に 

いて 亍く 手際 を 具へ て 居る。 また、 『我が ゆ ゑに 云 はれし』 とい ふ 句 も 簡潔で 實に 旨い ものである 

,  .1 ハ六モ 
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ケ マス ゲ / ミナ ラス n トチ ヮ レニ ョ セ ィ ハレ シ キミ ハ タレ ト カヌ ラム  チミ ナヘ 

が、 卷四 (五六 四) に、 山 菅乃實 不成事 乎 吾 爾所依 言 禮師君 者 與孰可 宿 良牟。 卷十 2 九 0 五) に、 姬部 

シ サ キヌ 二 す フシ シラ ッッジ シ- マス コ トモ チイ C レシ ヮガセ  ォ ホョソ ノヮ. せハ ォモ ハジ ヮレュ ヱニヒ トニ 「，タ クイ；； レシ モ "ノ 

思 唉野爾 生白 管自 不知 事 以所言 之 吾 背。 卷 十一 (一一 五三 五) に、 凡 乃 行者 不念言 故人 爾事痛 所 云 物 

乎と いふ 例が ある。 この 云 ひ 方は當 時み 人々 の 口から 自然に 出た ものと 思 ふが 實に 旨い。 

大體 右の 如くで あるが、 新考 に、 第一 一句 を、 ィ ハル〃 ィモ" と訓 み、 結句 を イブ セケ ムカモ と訓 

んで. 『過 を悒の 誤と して イブ セケム カモ とよむべし』 と 云った が、 これ は 原文の 儘で 好い。 また、 

童蒙抄 では、 『歌の 意 は、 我 故に 無き 名 を も 云 ひ 立てられし 人の 有りし が、 今 は 最早 その 無實も 晴れ 

ぬらん かと、 人 を勞. 0 て 詠める 意と 聞 ゆる 也』 と 解した の は、 『朝霧の 過ぐ』 から 來て 1^5 て、 常識的 

に は 順當の やう だが、 歌の 鑑賞と して はどう か 知らん。 また、 鴻奥 氏の 全釋に は、 『高山 ノ峯ノ 朝霧 

ゾ消ェ 〃ャ クー 一死 ン デシ マッタ ダラウ カナ ァ。 ド クデ ァ ラク。 心配 ナ コ トダ』 と 解した。 これ は ス 

グ をば、 卷ニ  (一一 〇 七) の 、黄葉 乃 過 伊 去 等な どに 本づ く解釋 であり.、 若し この 解 f; が 認容 出來 ると、 

非常に 哀れ If い 歌に な.^ さう であるが、 この 解に すると、 歌 柄が 近代的に な， 9、 人 麿の 長歌ぐ らゐ 

の內容 だと 調和が 取れる とお も ふけれ ども、 短歌 だと、 『わが ゆ ゑ. にい はれし 妹』 と 死去との 調和が 

どうなる か。 また この 歌 は、， 寄 ，霧 戀 とい， ふ 一 種の 民謠 歌で あるから、 此處は 平凡に 普通の 戀愛 情調 

の 歌と して 解釋 する 方が いいと 思 ふので ある。  t 


この 歌 は、 央木 和歌 抄に、 よみ 人知ら すと して 載って やる (fl に 『』 われ)。 

〇  • 

【卷十 I  •  二 四 五六〕  • 

くろかみ や i  やま すげ  こさめ ふ 

ぬば たまの 髮山 の 山 草 に 小雨 零り しきしく しく 忍 ほ ゆ 

烏 玉 黑髮山 山 草 小雨 零 敷 益益 所思  . 

. 山 草』 を」：： くャ マ ス ゲと 訓んで ゐ るの を 契 沖 も. 『山 草 ハ點 ノヤ ク 意得ガ タ キ 一一 似タ レ ド、 ヲ バ 

ナヲ 草花 トカ ケル類 一一 例スべ シ』 とい ひ、 眞淵 も、 『山 jiDf と 書し も 事の 樣山菅 也』 とい ひ、 雅澄 は、 

『山 草 は. E 菅の 誤なる べし』 と 云った。 結句 舊訓 マス マス ゾォ 乇フ。 嘉曆傳 承 本 マス マス ォモ ホュ。 

代-に 記 精 其に 同じ" 童 蒙抄， ィ ャマ シゾォ モフ。 考シ クシ クオモ ホュ。 『益 を も かくい ひ 下して は、 

しくと 訓 べし』 (考) と 云って ゐる (I 贿 il^)。 新考フ リシ ケ 、パ. マス マス ォモ ホュ。 この 歌 は 第 g: 

句まで が 序で、 結句 だけが 一 首の 內容の やうな 觀が ある。 併し 從來 からい ふ 寄 ヒ雨戀 とい ふ 種 額の 

もの だから フ リシ キ. シ クシ クと いふ 同音の 連續 ばか でな ズ、 やはり 意味の 上の 融合 も あり、 1 
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種の 象徵 とも 看做す ことが 出來 るので ある。 考で、 『いと 繁き. - のの 上に * 小雨の ふりしき るに しほ 

れ なびけ る は、 いよ 、繁 りつ、 くきて 見 ゆる を譬へ て、 及々 思 ふとい へ h ノ- と解釋 して ゐる やうに 

意味め うへの 融合が あるので ある。 この 歌 は、 古風で 東歌の やうな ところ も ある。 人 麿 歌集 中の 歌 

が 東歌の 中に も 入って 居る ので あるから、 人 麿 歌集 は 人 麿の 歌 だけで ない とい ふ 一 つの 證據 になつ 

てゐる g だが、 かう いふのに なると 限界が はっきり せす、 いづれ にも 解釋 が出來 るので ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 山の 題に、 『うばたまの くろかみ 山の やまく さの こさめ ふ， 9 しきます ます 

か ® ふ』、 同菅の 題に、 『うばたまの くろかみ 山の 山 管に こさめ ふ、 りしき ますます ぞ思 ふ』 と あ， 9 

共に よみ 人知ら すと して ある。 

【卷十  一 •  二 四 五 七〕 

-ei  こ さめ ふ  こ  もと  とき どき X  ：  ふ- f  ひ ほ 

おきらに.^ 雨降りし く 木の下に 時時 依り 來 わが 念 ふ 人 

大野 小雨 被 敷 木本 時依來 我 念 人 


や は.^、 寄. 雨戀 であらう。 初 句 舊訓ォ ホ ノ ラ/。 代 匠 記精ォ ホ ノラ-一 3 童 蒙抄ォ ホ野  一一 。 乂は ヒ 

口 キ野 -ー 。 古義 ォ ホ ヌ ラ 一一 。 第 四 句 舊訓ト キト ョソコ ョ。 童蒙抄 ヨリ ヨリ キマ セ。 又は ョル 3 ル キ 

マセ： 考ト キト モヨ リコ。 略解 ト キド キヨ リコ (古義 同訓)" 新訓ト キト ヨリ コ ョ" 新考 フ リシ ケ バ . 

コノ モト ヲ， タノ ミ テョ リコ。  -  - 

一首の 意。 これ も 第三 句まで は 序で あるが、 中味 は 『時々 寄， り來 わがぶ ふ 人』 だけな ので ある。 

大野に 雨が 降る と 旅人な どが 木 下に 雨 を 避ける。 それ を捉 へて 木 下に 寄りく る やうに、 吾に 寄.^ こ 

とい ふので、 寄物戀 歌の 1 種 だから 前の 歌同樣 意味のう へ の 融合が あるので ある。 それから この 歌 

の 、『人』 は 女の ことで、 妹、 吾妹な どと 同じ 意味に 歸 著す るの たが、 第三 人稱 らしく ヒト といって 

ゐ るので、 なかなか いい 結句で ある。 一時 新派 歌人 等が 戀人 のこと を ヒトと 使って 流行した ことが 

あった。  * 

. 〇 

【港 十一 - 二 四 五八〕 

六 七 一 


六 七 二 

朝 霜の 消な ば 消ぬ ベ く 念 ひつ つ， いかに 此夜を 明し なむ か. も 

朝 霜 消 消 念 乍 何此夜 明 鴨 

舊訓ケ ナバケ ナマク • ォモ ヒッッ • イカ デコノ ョヲ。 考ケナ バケナ マシ。 略解 ケ ナ バ ケ ヌ ベ ク 。 

童 蒙抄ィ 力 一一 コノ ョヲ。 略解 宣長訓 マツ-一 コノ ョヲ。 古義 マ ッ 一一 コ ノ ョ ヲ . ァ 力 シ ッ ^5- 力 モ 。 新考 

マツ 一一 コノョ ノ* ァケ 一一 ケ ルカ モ。 

. , - '  あさし もの  *  いのち 

一首の 意。 朝の 霜の 消える やうに、 〔朝 霜〕 心 も 消え入る ばかりに、 命 も 無くなる ばか、 りに、 戀ひ 

思 ひっつ、 どうして 今夜 を 明かさう か。 明かし かねる ことで ある。 

寄， 霜戀 で、 分かりよ い 自然な 歌で ある。 萬 人 共通の 心理で、 萬 人 共通の 言 ひぶ， 9 であるから、 心 

を 安んじて 吟誦し、 民謠 化せし める ことが 出來 る。 そして この 歌の やうな 分かり 好い もので も、 古 

今 以後の 歌な どに 較べれば、 重厚に 響いて 棄 てがたい ので ある。 

この ケナバ ケ ヌ ベ クは句 調が 好い ので、 慣用 例と して 數首 ある。 卷ニ  (一 九九) の、 露霜 之 消 者 消 

"P ク-ュ ひ. ノ  g"Ji,.i,iL  ,  ,  ■ ミチ-一 ァ t テ H マジシ カラ- 1 フル ユキノ ケ ナパ ケ J* 力 -ー 

倍 久去鳥 乃 相 競 端 爾は人 麿 作の 長歌に あるし、 卷四 (六 二 5 に、 道 相 而^ 之 柄 爾零雪 乃 消 者 消 香 二 

アキ ハ ギ ノ エダ モ ト テテ 二 フル ツユ ノ ケ ナパ ケヌ トモ イロ  二 1.,  ーメ ャ モ 

戀云 吾妹。 卷八 2 五 九 五) に、 秋 芽 子 乃 枝毛 十 尾 二 降 露 乃 消 者 雖消色 出目 八方。 卷 十三 六 六) に、 


アサ ツユ ノ ケナ， パ ケ ヌべク コマ. - フクモ シルク モアへ ルュ モリ ヅ マカモ 

朝露 之^ 者 可 消戀久 毛知久 毛 相 隱都麻 鴨と いふ 例が ある。 

ィへ 二 ユキ ティカ 二 カァザ セムマ クラ ヅクッ マヤ サヅシ クオモ ホュ 

イカ 一一 は、 卷五 (七 九 五) の、 伊 弊 爾由伎 而伊可 爾可阿 我 世 武靡久 良 豆 久都摩 夜： id 夫 斯久於 母 保. W 

ベ シモ  ■ 

倍 斯^な どと 同じく、 奈何にから、 どうしょうと いふのに 落 著く 言 ひ 方で ある。 それ だから イカ、 デ 

と訓 むのと！： 一に 歸す るの だが、 イカ 一一の 方が 用例 も 多く、 調べが 好い。 

こ の 歌 は、 本 集に 载り、 『朝 霜の 消えみ 消えす み 思へ どもい かで か 今宵 明かしつ るか も』 となつ 

てゐ る。  . 

〇  、 

〔卷十  一 •  二 四 五 九】 

わ^せ こ  はま  かぜ  はや  はや こと ま  あ 

Ifjuw 子が 濱 ゆく 風の いや 急に 急 事 益 じて 逢 はず かも あらむ 

吾^::{:„-^^ 濱行風 彌急 急 事 益 不相有  • 

〇 濱行風 舊訓 ハマ ュクカ ゼ ノ。 古義、 行 は 吹の 誤で 、ノ マ フク カゼ ノ  C 新考 同訓 )o 〇 急 事 益 . 不相 

有 P 訓 ハヤ n トマ シテ. ァ r ズャァ ラム (Ilii 童)。 考" ヤコ ト ナサ バ • マシア r ザ ラン。 略解 

. ,  六 七三 


六 七 四 

ハヤ コト ナサ パ • ィャァ 、ンザ ラム。 古義、 事の 下に 成の 脫 とし、 ハヤ コト ナサ バ. ィャ ァハ、 ザ ラム。 

新考、 急を衍 とし、 吿を補 ひ、 コ トツ グ レバ 力. ィャァ 、ノザ ラム。 新訓 、ノヤ ゴ トマ シテ。 ァ" ズ 力 

モア ラム。  / 

一首の 意。 わが 背 子よ ノ濱を 通り 過ぐ る 風の 如くに 疾く、 性急に 餘り事 をお 急ぎに なって、 とう 

とうお 逢 ひする ことが 出來 なくなる ので は ございま せんか。 

寄， 風戀 で， 女の 歌の 趣で ある" 濱風を 持って 來 たの は、 や は-り 實 際の 寫 生で おもしろい。 これ は 

ヮギモ n チ 

ただの 空想で は 決して 出來 ない 業で ある こと を 知らねば ならない。 卷ー (.Ji 一一) 長 皇子の、 吾妹 子 乎 

ハヤ：， ハマ カゼ ャ マト ナ ルヮレ マッツ バキフ カザル ナ ュメ  はや +* や こと ま 

卑見 濱風倭 有 吾 松 椿 不吹有 勿 勤の 濱風も 早に つづけて ゐる。 『いや 急に 急 事 益して』 は、 類音で 

はやこと 

續 けて 調子 を 取って 居る が、， 簡潔で 誠に 旨い。 また、 急 事と いふ 語 も 集中 この 語 一 つ だが、 尊重す 

はやし ほ はやな み はやら  • 

ベく、 奔潮、 奔波、 迅風 などの 例と 共に 味って いい。 

代 匠 記で は、 『濱" 物ノ 障ナケ レバ、 風ノ トク 吹 過 ルヲ、 頻 一一 物ヲ云 ヒォ コスル -ー譬 へテ、 サ ルカ 

ラ言 ヲ食テ ァ" ズャ" アルべ キ。 來テ， 相 ヌ ベ シ ト女ノ 歌 二 男ノ 言ヲ憑 ム ナリ』 (精〕。 『おも ひの 切な 

る よしをし きりに いひお こせつれば、 あはす や は 有べき とい ふなり』 (初)。 童蒙抄 に、 『さはる 事の 

い； や增 して 夫婦と な， りし 間 も 無き に、 逢 ふ 事の 障り 出來 たる を 歎きた る 歌と 聞 ゆる 也』。 略解に、 


『• 吾が せこ は 事 を 急ぎ 給へ ど、 急がば 中中に いよよ 事 成る ベ からす。 今し ばし 時 を 待ち 給へ と 女，" 

詠めるな， o-。 卷 十二、 を ふの 下草 早なら ば 妹が 下紐 解か ざら まし を』 云々 と ある。  - 

〇 

〔港 十 I  •  二 四 六 0】 

とほ づ i  ふ c,- さ  み  し， 3  つき  おも  くも  たな • ひ 

遠 妹の 振 仰け 見つ っ傯 ぶら むこ の 月の 面に 雲な 棚引き 

遠 妹 振 仰 見 是 月面 雲 勿 棚引 

〇 速 妹 . 振 仰 見 舊訓 トホヅ マノ  . フ リサ ケ ミツ ッ。 代 匠 記精ト ホ キイ モ。 『今 按、 遠妹ヲ 遠審 

ト 義訓 セ \ ハ然〃 ベ ケ レド、 妹ヲィ モノ 外 一一、 何ト モ 義訓 セ ル例、 集中 ュナケ レ \, 字ノ マ、 一一 ト 

ホ キイ モト 讀べキ 力』 (代 匠 記 精)。 併し 集中に は、 卷 十四 (一一 五三) の、 可 是乃等 能 登 抱 吉和伎 母 贺士： ： 

西斯 伎ぎ 多 母 登か久 太!： 麻 欲 比 伎爾家 利の ほか、 多く は トホヅ マの 例が 多く、 卷四 (五三 5 に、 遠 

> マノ  nr- 一  ァ -r+ バ タマ ボ n  ノ ミチ チ * ドホミ  アサ ヅクヒ ムカヒ ノヤ マ-一 ツキ タ- アリミ ュト マチ- モチ： タル A^T-JJ-; ッ ぺ；； 5.^ ハ、 ム ，■ 

繙此問 不在 者 玉 捽之道 乎 多 遠見。 卷七 a  二 九 5 に、 朝 月日 向 山 月 立 所見 遠 妻 持 在 人 看 乍！^ 等 

と あるから、 暫く 舊訓 に從 ふこと とした。 

.  六 七 五、 


.  六 七 六 

一首の 意。 遠くに 居る 妻が 月 をば 仰ぎ見て、 私の こと を 思 ひ 出して 居る だら う、 この 今夜の 月に 

雲が 懸 るな。  . 

寄：' 月戀 であつ て、 極く 平易で 分か りょく、 素直な 歌で ある。 今まで はいろ いろと 議^ を覺官 的に 

あら はした のがあった が、 この 歌 は、 もっと 標渺 としたと ころが あり、 もっと 詩的で ある〕 萬 葉に 

は簟際 かくの 如き 歌 も あるので、 かう いふ 歌 は、 萬 葉末 期から、 平安朝 和歌の 前驅 をな し 得る もの 

- ； ： /-/  » ヮガセ n ガ フ リサ ケミ ッ ツナ ゲ クラム キヨ キック ョ 二 ク モナ タ ナビ キ 

てあつた。 この 卷 U 一六 六 九) の 吾 背 子 之 振 放 見 乍 將嘆淸 月夜 爾雲 莫. 田 名 引 は、 形態 も 中味 も 類似 

して ゐて 女の 歌 Q 趣に なって 居る。 

0  • 

【卷十  一 •  二 四 六 I〕 

やま S  つき  み  こ ひ 

山の端に さし 出づる 月の はつ はつに 妹をぞ 見つ る戀 しきまでに 

山 葉 • 追 〔諮 出 月 端端 妹 見 m 及戀 

結句 {^、 『及 戀』 の訓 は、 舊訓コ ヒシキ マ デ  一一 C 略解 宣長訓 は 及 は 後の 誤と して ノ チコ ヒ ムカモ と 


^み、 薩も贊 成し、 >c 義も贊 成して：^ る。 第二 句の、 『追 出 月』 は、 舊訓サ シィヅ ルッキ/。 考も 

同訓 だが 追 は 進の 誤と した。 略解 宣長 訓、 追 は 照の-誤で テ リイ ヅ〃。 新考 では 元の ままで、 ャ マ 

ハヲ. ォ フミ カヅ キ ノと訓 み、 『ミ 力 ヅキの 漢字 は础 (音 ヒ) なる を 二字に 割きて 出 月と かけるな り』 

と 注して 1:^5 る。 金澤 文庫本に は 追が 進に なって ゐて、 考の說 の證據 とする ことが 出來 る。 

一首の 意 は、 山の端に 月が 出かかった。 その はつ はつの 光の 如くに、 はじめて 見ても ぅ錢 しくな 

つたと いふ 歌で ある。 寄， 月戀 である。 

結句の、 『戀 しきまでに』 をば 諸 先進が 疑って、 ノ チコ ヒム カモ とも 訓み、 『香具. H に雲ゐ たなび 

ノ チコ ヒ ムカモ  _ 

きお ぼ ほしく 相 見し 子ら を 後戀牟 鴨』 8 十一。 二 四 四 九) を例證 とした 程で あるが、 この 『戀 しきまで 

に』 の 句 は なかなか 棄て 難い 訓 だとお も ふ。 代 匠 記 初 稿本に、 『山のはにまだ半輪ばか，.^さし出る月 

によ そへ て、 見す も あらす 見 もせぬ ほどなる は、 中々 の 物お も ひとなれば、 こ ひしき までにと はい 

へ， o』 と解釋 したの は 要領 を 得て 居る。 かう 解 すれば、 『戀 しきまでに』 の訓を 活かして 味 ふこと が 

出來 る。 然るに、 古義で は、 略解 宣長 訓のノ チコ ヒム カモを 採用して おる から、 『歌 意 は、 見す も あ 

らす見 もせぬ ばかり、 ほのかに 妹が 容貌 をぞ 見つ る、 鳴 呼 さても、 今より 後戀 しく 思 はむかと なり』 

と 解して ゐる。 ノ チコ ヒムヵ モの訓 は、 古 調で 箏ろ 自然で 且つ 當然 であるが， 作歌 實驗の 修練 上 か 

.i ハ七七 


六 七 八 


らも. 『戀 しきまでに』 の訓を 保存して 蘆きたい ので ある。 

ュ M カヨ ヒソフ ィャ トコ ョマギ  .f ヌガャ ギ 

『及』 を マ デと訓 ませた 例 は、 卷三 ニー 六 一) に、 往來乍 益 及 常世。 卷九 二. S つ) に、 及 七日。 卷 

十 (二  00 九) に、 J^lliw 同卷 C 一八 六 一り に、 光 及爾。 卷ニ  aic に、 及 萬 代な どに よって 明かで あ 


る 


この 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して、 第 四 句 『君 をぞ 見つ る』 と あり、 叉 柿 本 集に 载り、 流布本 第- 

JH- 『さし 入る 月の』 と ある。.  ノ 


〇 

C 卷十 I  •  二 四 六 二〕 

わぎ 6 こ  われ おも  か." つみて  い ,  つき ^>J3  み， . ， ここ I 

我 妹 子し 吾 を 念 はばま そ 鏡 照り 出づる 月の 影に 見え 來ぉ  - 

我 妹， 吾 矣念者 眞鏡 照 出 影 所見 來 

初 句 舊訓ヮ .ギ モ コ 、、力 。 古 寫本中 フギ モコシ (類」。 ヮガ ィモ ガ (嘉 )。 ヮ ガ モ コ.. 、力 ( 3 等で あ る - 略 

解 ヮギモ n シ (I 赚 ^5 考 •)。 第二 句 童^ 抄ヮ レヲシ タ-ノ バ。 第 四 句 新考テ ル 三 力. ヅ キノ。 


一首の 意。 遠くに 隔 つて ゐる戀 びと よ。 若し 私 を 思 ひ 慕って くれる のなら、 この 淸く 照り わたる 

月の 中に、 彷彿と して 見えて 來ぃ。 とい ふので ある。 

寄， 月戀 で、 『ま そかが み 照り 出づる 月の かげ』 とい ふ 句 は、 なかなか 優れた 表現で ある。 テリ f 

ヅ^ とい ふ 表 はし 方 も 好い と 思って 他に 例 を 求めた が 集中に は 無かった。 さすれば これ も 尊重す ベ 

きで、 淸ぃ 月が、 空に のぼって 照， 9 まさる 趣、 或は 山な どから 出づる 趣、 何 かさう いふ、 『あら はる 

る』 趣と して 解して いいで あらう。  - 

この あたりに、 月に 關聯 した 戀 歌が 幾つか あるが、 この 歌 も 前の 歌 同樣、 なかなか 纖 細な 感情 を 

歌って ゐる。 支那の 詩に は旣 にかう いふ 情緒が 歌 はれて 居り、 平安朝 以後に はもつ と 多くなる だら 

うとお も ふが、 もっと 上代に は 無かった ものである" 人 麿 作と して は 稍 時代が 新し 過ぎる やう-に 思 

はれる けれども、 人 麿は縱 横に 變化を 試み、 餘り 苦吟せ すに 自由に 民謠 風の 歌 を 作った とせば、 こ 

の 歌 を も 人 麿に 結 付けても 別に かま はぬ とお も ふ。 そして、 この 歌の 聲 調の 細み、 哀 11 について 一 

フ リサ ケテ ミカ ヅ キミ レバ ヒ トメ ミ シ ヒトノ  7 ョヒキ ォモホ ユ^カ モ 

顧を拂 つても 好い ので は あるまい か。 卷六 (九九 四) の、 振 仰而若 月見 者 一 目 見 之 人 之 眉 引 所 念 町 聞 

も 同じ やうな 聯想の 歌で あるが、 不思議に もこの (二  BH ハ 1C の 歌 ほどの 餘 響 を聽き 得ざる はどう.：， ふ 

ためで あらう か。  .  、 

,  六 七 九 


六 八。 

【卷 十一 •  二 四 六 一二】 

あまて  つき  かく  なに  5-6  しぬ 

ひさかたの 天 光る 月の 隱 りなば 何に なぞへ て 妹を傯 ばむ 

- 久方 天 光 月 隱去 何 名 副 妹 

き 

〇 月 . 隱去 舊訓ッ キノ  . カク レナ バ。 略解 ッ キモ. カク レイ ヌ。 古義 ッ キモ . カク fi ヒヌ。 新 

考ッ キノ  • カク リナ バ (新訓 同訓)。 〇 何 名 副 舊訓ナ  一一 ノソ へテ。 代 匠 記初ナ 一一 一一 ナゾ へ テ。 〇 妹傯 

舊訓ィ モヲシ ノ バム。 考 ィ乇ヲ シタ" ム。 略解 ィ モ ヲシヌ バ ム 。 

一首の 意" 折角 見つつ 妹を傯 んでゐ た； この 淸ぃ 月が 沈んで 行ったならば、 何に なぞらへ て 妹 を 

傲ば うか。 なぞらへ、 たぐへ む もの はないで はない か。 • 

あまて 

これ は、 寄， 月戀 で、 戀 して ゐる女 を、 『天 光る 月』 に 見立て、 それと 融合して ゐる氣 持 は、 前の 

歌 (二 四 六 二) と 同じく、 單に 抒情詩 的 だと 謂 ふ のみでな く、 その 戀 人の 顏容 から 擧 止に 至る まで 彷彿 

として 見える 如き 感じの する 歌で ある。 この 歌 は 女 を 月に 關聯 せしめお ので あるが、 集中に は、 男 


i ェ ズ ト モ *. レ nt ザ ラメ ャ マノ ハ 二  サ 3 プ ッ寺 

をば に關聯 せしめた 歌 も 幾つか ある。 卷三 (一一 一九 一一 一) の、 不 所見 十 方 孰 不戀有 米 山 之 末 爾射狭 夜歷月 

乎 外 爾見而 思 香、 卷十 一( 二 六 七三) の、 烏 玉 乃 夜 渡 月 之 移 去 者 更哉妹 爾吾戀 將居等 は 女との 關聯で 

アキノ ョノ ツキ 力 モ キ i ハク モガ ク リシ マ シ クミ 木 -ハ ココダ コ ホシキ  モネ ノヒ- 一 X- ギニー 

f, 卷十 1 三 九 丸) の、 秋 夜 之 月 疑 意 君 者雲隱 須臾 不 見者 幾許 戀敷。 卷 十二  atioo 五) の、 十五 日出 

シ ッ キノ タカ ダカ 二 キ-, -チ イマ セ ナナ 二子 力 ォモ ハム 

之：^ 乃 高 髙爾君 乎座而 何物 乎 加 將念等 は 男との 關聯 である。 

ヮ ガヤ ド 一一 マキシ 十 ，チシコ イツ シカモ ハ 4-  二  ナ 

なほ、 ナ ゾへテ シヌブ 歌の  一二 を 引くなら、 卷八 (一四 四 八り に、 吾 屋外 爾蒔 之權麥 何時 毛 花 爾.^ 奈 

武名 蘇經乍 見武。 卷 二十 C 四 四 五 一) に、 宇流波之.|安ぎ毛布伎美波奈且之故我波奈爾奈曾倍：1!|^1|<鱧籽 

安 可 奴 香 母な どが ある。 

此歌 は、 和歌 童蒙抄 に、 『ヒサ カタ ノア マテ〃 ツキ ノカ クレナ ハナー 一 、ョソ へ ティモ ヲシノ ハム』 

として 载 つて ゐる。 又、 拾 遣 集に 人 麿 作と して、 『ひさ かた C あまて る 月 も かくれ 行く 何に よそ へ て 

お を 忍ばむ』 と あり、 夫 木 和歌 抄に. <  丸 として、 『ひさかたの あまて る 月 Q いり ゆかば なにに な そ へ 

てい も をし の はん』 と ある。 
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【卷十  一 •  二 四 六 四】 

みか づき  さや  み  くも がく  みほ  こ  ごろ 

若 月の 淸 にも 見えず 雲 隱り見 まく ぞ 欲しき うたて 此の頃 

若 月 淸不見 雲隱 見 欲 宇多 手 比日 

〇 清不見 • 雲隱 舊訓サ ャ 力 -ー ミ ュ ズ ノク モガ クレ。 代 匠 記 初 書 入 1^ サャ 力-了、、  H ヌト。 童 蒙 

抄サャ 力-一 ミ VT デ。 考サ ヤー 一 モミ H ヌ。 略解 サ ャ 一一 モ ミ H ズ. クモ ガ クソ (^Mli 崎考 . )0  0 見 欲 . 宇 

多 手 比日 舊訓ミ マ クゾ ホ シキ. ク タタ コノゴ C1 。 管 見 クタ テ コ ノゴ。 (載？ まや?. き 襄贿^ 古)。 『クタ 

ヮ ガヤ ド ノ ケ モ モノ シタニ ックョ サ シシタ 

テ 、ノ 第 十 一一 モ注セ シ 如ク、 ウタ 、 ナソ』 C 代 匠 記 精)。 卷十 (一 八 八 九) に、 吾 屋前之 毛 桃 之下爾 月夜 指 下 

ナヤ マシ モウ タ テコノ ゴロ  ゥ *t テ ケニ コ n  ロォホ ふ- ンコト ハカ リヨ クセ ヮガセ n アベル トキ ダニ 

心 苦 菟循頃 者。 卷 十二  (一一え 四 丸-に、 得田價 異心 欝悒事 計 吉爲吾 兄 子 相 有 時 谷 等が ある ノ 

一首の 意。 三日月が 雲に 隱れて 行って さやかに はっきりと 見えな くな. つた？ 見たい とお も ふ。 そ 

の 心が このごろ 特に 切實 である。 『妹に 逢 ひ 難き につけて、 あやにく に 見 まく 欲し さの しきる を、 

三： n 月の さやに も 見えす、 見え 隱れ する に譬 ふ。 クタ テは 物の 重り 過ぎた る 事 を 言 ふ 言に て、 旣に 


言へ り。 ここ はうた て 此頃見 まく ぞ ほしき と 心得べ し』 (略解)。 

寄. 月！ i は 以上 五 首 つづいて ゐる。 當 時の 人 は、 三日月に 心を牽 かれ、 それ を 見て、 戀んを 聯想し、 

, 美しい 女の 眉に 譬へ、 なかなか 細かい 感情 を 投入して ゐ るの は 大に與 ある ことで ある。 

この 歌 は、 拾遺 集に 人 麿 作と して 載.^、 第二 三 句 『さやかに 見えす 雲が くれ』 と あり、 柿 本 奥に、 

(さやかに みえす)  、 ,  1 

第二 三 句 『さやけ くも あらす 雲が くれ』 として 载 つて ゐる。 

C 卷十  一 •  二 四 六 五】 

わが せこ  Z  こ  を  わ  やど  くさ  おも  うら が  、 

我^ 子に 吾が 戀ひ 居れば 吾が 屋戶の 草 さ へ 思 ひ 末枯れに けり 

我 背兒爾 吾 戀居者 吾 屋戶之 草 佐 倍 思 浦乾來  • 

〇 思 . 浦乾來 舊訓ォ モヒ . クラ カレ 一一 ケリ (諸 書從 之、 童蒙抄 モ， ヒー 一 . ゥラ カレ-一 ケリ。 新考 ォ 

をつ と 

乇ヒグ ササへ • クラ ガレー 一 ケリ。 一首の 意 は、 私 ぼ 夫を戀 しく 待ち 慕うて 居る と、 自 1;^ の 家の 庭 草 

さへ も 思 ひ 惱んで うら 枯れて しまった。 とい ふので、 寄， 草戀の 歌で ある。 代 匠 記 初 稿本に、 わが 
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せこ を わが こひつつ をれば、 草 さへ 我、 4- を 知て、 ともに なげく やうに、 ぅらがる 、 とな，.：^? とい ひ- 

略解に、 『わがお も ひ 有 時 は、 見る 物 聞 物 も、 さる かたに おも はる、 也。 卷三、 眞 木の はの しな ふ 

せの 山し ぬば すて わが 越え くれば 木の葉 知け む』 と あるの を 共に 參考 していい。 實 際此處 は、 『さ 

るかた にお も はる、 也』 ぐら ゐに 解釋 して、 『草 さ へ 我心 を 知て』 とまで 瞭然と 云 はぬ 方が いいやう 

である。 この、 『草』 について 後に 記す やうに 說が あるが、 ただ 庭の 草で、 晚秋 になって うら 枯れ 

たと ころと 大様に 解して いい。 額 田 王の 歌に、 『君 待つ と 吾が 戀ひ 居れば わが 屋戶の 簾う ごかし 秋 

の 風 吹く』 (浦 f?_zg ハハ) とい ふの が あり、 大 に似て 居る。 そして 此歌 は、 女が 男 を 戀 ふる 歌 だから 

人 麿 自身の 作で は あるまい とい ふこと I になり、 縱ひ人 麿が 民謠 風に 作った の だと 想像しても、 額 田 

王の 歌を眞 似た やうな 姿に なって 居る。 

この 歌で、 『わが.』 とい ふの を 繰返して ゐ るの は、 餘， 9 意識して やった ので はなから うと 解釋 した 

いので あるが、 或は， 『我 ト云字 ハ ヮザ トタ、 ミ テョ メ 〃ナ リ』 (代 匠 記 精) とい ふ 如く、 故意に 疊んで 

用ゐ たの だとす ると 具合が 惡ぃ。 日本語の 味 ひの 能く 分からぬ 外國 人な どが 日本の 詩歌 を 云々 する 

ときに、 先づ かう いふ 頭韻な どにば かり 氣を 取られて 讚美す るの は 未だ 不徹底 だから 1^ ある。 ただ 

この 歌 は、 全體 がしつと りと 沈潜して 歌 ひ 了せ. てゐ るの がいいの であって、 『わが』 を 繰返して ゐる 


ために 特にい いので はない ので ある。 それから この 歌 は、 『わが 背 子に わが 戀ひ 居れば S と、 獨咏的 

に 云って ゐ るの も、 つつまし く 聞こえる 所^で あるが、 同時に 民謠 風に 一般化す る 懷，； 1: が あると も 

いふ ことが 出來 る。 それから、 『わが 货子 にわが 戀ふ』 と、 『に』 で績 けて ゐ るの も、 他の 多くの 同 

じ 例と 共に 注意す べきで、 特に、 女の 場合に 興味が 多い ので ある。 これ は 萬 葉で は 女と 雖，， 、必 すし 

も t 乂，： ^ば か.^ ではない とい ふこと を 示して ゐ るので ある。 萬 葉 に 於いて は、 『に戀 ふ』 と績 けた ^<1: 

•  -.  —  、  、-  tr.  コマ ツル ヮガコ n  口 カラ ョソノ ミニ ミツ ツヤ キ ミチ ni- ヮ タリ ナム  なチベ 

か大商 分で 』 を戀 ふ』. の 例 は、 高麗 劎己 之：： 京迹故 外耳 見 乍 哉 君乎戀 渡奈牟 (卷 十一 一。 二 九 八 三  >。 多 知 波 

奈乃之 多 布 久可是 乃 可 具 波 志 伎都久 I 能 夜 麻 乎 古比須 安良 米 可 毛 (卷 二十。 四 II 一七 一) など 少數に 過ぎ 

ない が、 この 『に』、 『を』 の 相違に ついては なほ 考察して 見たい と 思って ゐる。 

代 K 記 精 撰 本に、 『第 十 一一 思草ト ョ メル 一一 付 テ注セ シ如ク * 陰 草 ヲ思草 ト云意 -ー テ、 草サ へ 思 草 一一 

ゥ ラカル 

テ 末枯ト ナリ』 とい ひ、 新考 では、 『第 四 句 を從來 字の ま、 にて クサ サへ ォモヒ とよみ たれ ど、 ォモ 

ヒ ゥラガ ル ルと いふ 語 あるべ くも あらす。 叉 さる 語 あ り とも 半より 割きて 二 句に 分屬 せし むべ きに 

あ、， T す。 おそ. く は 傳寫の 際に 思の 字 をお とし、 後に そ を 補 ふとて 第三 句の 下に 入る ベ きを 誤り て 

第 四 句の 次に 入れた るに こそ。 されば ヮ. ガヤ ドノ ォ乇ヒ グササ へ クラ ガレー ーケリ とよむべし。 思 草 

はは やく 卷十 (二 一  七 八 頁) に 見えたり。 我思ノ ミナ ラズ 思ト ィフ 名ヲ負 へ ル草サ へ となり』 と 云つ 
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て 居る。 この 句 割の こと は、 他に も 例の 無い こと は 無い。 また 思 ひ草說 について は、 童蒙抄 に、 『草 

の 秋 過て 稍 うら 枯れる 折の 氣色を 見て、 よそへ て 詠める なるべし。 尾花が 本の 思 ひ 草も此 草の 事な 

る ベ し 怀云說 は 不ぃ可 足 41。 思 ひ うら 枯れと 云 詞は續 かぬ 詞也』 と 論じて 居る。 もっとも 童 蒙抄で 

は モヒニ クラ ガレー 一 ケ リと訓 んでゐ るから、 其 を も 顧慮し つ っ此 說を讀 むべ きで あるが、 そして、 

『思 ひう ら枯 る』 とい ふ詞は 無い などと いふ 說 はどう かとお も ふが、 思. ひ 草 を 否定して ゐる こと は 

注意して. いい。 

此歌 は、 拾遺 集に 人 麿 作と して 載..^、 初 句 『わが 背 子 を』 と あ， 9、 柿 本 集に も- 『わが 背 子 を』 と 

して 出て ゐる。 叉 六帖に は、 本文と 同じ 訓で载 つたが、 笠 女郎 作の 如くに して ある。 

追記。 橋 本進吉 博士 は、 「上代に 於け る 波 行 上 一段 活用に 就いて」 (國 語. 國文 第一 卷第 ー號、 昭和 六 年 十月) に 於いて、 平 

安 朝 時代の 上 1 段 活用 『乾る』 は、 奈良朝 時代に は 上 二 段に 活用した もので あちう。 從 つてとの 『浦 乾來』 もゥ ラブ レ 一一 

ケ リと訓 むべ きで あちう と 言つ て 居る。 

〔卷十  一 •  二 四 六 六】 


^，- i^i- に^^ li ふ 空言 をい かなりと いひて をし 待た む 

朝 茅 原 小酑印 空 事 何 在 云 公 待 

〇 朝 茅 原. 小 野 印 舊訓 アサ ヂ パラ -ヲ ノー ーシメ ュフ。 代 匠 記 精 アサ デフ ノ。 古義 アサ ヂ 、ノ ーフ 

ヲ ヌ ， 一 シ. ノ ュ ヒ - 新考 アサ デ ハラ. ヲヌ ュシメ ュフ。 〇 空 事 • 何 在 云 • 公 待 蔡 訓ソラ ゴトヲ • ィ 

カナリ トイ ヒテ. キミ ヲバ マタム。 童 蒙 抄宗師 案 ムナゴ トモ. イツ ナリ トイ ハバ. キミ ヲシ マタム" 

考 ソラゴ トフ. イカ ァ. リ トイ ヒテ. キミ ヲシ マタム。 略解 ソラ ゴトヲ . ィ カナリ トイ ヒ- ゾ. キミ ヲ 

バ マタム。 せ義 ムナゴ トヲ. ィ カナリ トイ ヒテ • キミ ヲシマ タム (新 劃 同訓」。 新考ム ナゴト ヲ.. -カ 

一一 ィヒテ 力 • キミ ヲハ マタム 

. ^茅-なの II： も 花な き 野に し 標め繩 結っても 無駄で あるから、 空に 懸けて 序と して ゐる。 本卷 Q ーセ五 5 

、？- っーノ  じィ '  ,  アサ ヂ ハラチ. ヌ 一一 シ メュフ ムナゴ トモ ァ， ハ 

に、 0^§$ss0f 卷士 ー(ーーー0§.に、淺茅原小野爾標結書毛將 

がぎ ^ぎ t_ きな どの 類例が ある。 ムナゴ トは此 等の 例に も あるが、 なほ 卷 二十 S 四 六 5 に、 

.  t.riT.k タク-  ごと きょ ごん  ， 

|^^リぎ酽ぃし^^ォ於ず^_^-^ナ奈^|:母於夜ノ乃名多.都奈とぃふのがぁ，-、 クソ 一一 一 ほ、 虛 言の ことて ある 

•  *  むぶ  むな ごと  きょ ごん 

1 首の 意 は、 花の 無い 淺茅 原に i 結 ふやうな 無益な 空しい こと I の、 空言、 卽 虚言 をば どう，^ ふ 
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具合 に 云って 僞 y 內容 をば どう 1> 

ふ p., うこ 4^ へて、 どんな 噓を衝 いて、 人 を 欺きつつ あなた をお 

待ち 申し ませう。 とい ふので ある。  ， 

『i 仝 一 m をい かな，.^ とい ひて』 のと ころ は、 現代人に は 一寸 理會に 面倒な やう だが、 『空言 をい ひ 

て』 の 間に、 『如何な りと』 を附加 すれば 分かり易い。 卷 十五 (三 六 八き に， 伊波 多 野 爾夜杼 里 須流伎 

SK^t き 等 かぎ 丑 良 等 和 鱧 乎 等 婆 波 伊可爾 伊波 牟と ある イカ 一一 で、 種々 の 色調の 差 ある 用例が ある" 

ァシヒ キ ノ ャマ ヨリ ィヅル ツキ マット ヒ トニ ハ ィヒテ ィモ マツ ヮレチ  . 

一 首全體 からい へ ば、 卷 十二  (1110011) の、 足 日 木 乃 從山出 流 月 待 登 人 爾波言 而妹待 吾 乎に 似て 居る ハ 

これ は 寄， 草戀 とい ふので あらう が、 それ は 後に 分類した ので、 作る ときには そんな 意圆 がな ぐて 

自由に 作った もので あらう。 

こ の 歌 は、 六帖 に、 『あさお ふの をのの しるしの 空言 をい かな， 9 とい ひて 君 をば 待た む』 として 载 

K 夫 木 和歌 抄に、 『あさち はら をのに しめ ゆ ふ 空 ことにい かなりと いひて 君 を まつらん』 として 蜇 

つ て ゐる。 

〇 


〔« 十 I  .  二 四 六 七】 

^ の をの i:3..ilsI4 口 の 後に とふ 妹が いのち を 我.^ らめゃ も 

路邊 ^深 百合 之 後 云 妹 命 我 知 

〇 後 云 ^訓 ノチ ュ テフ。 童 蒙 抄ノチ トイ へ バ。 考 ノチモ チフ。 略解 ノチ 一一 チフ。 同官 一長 訓 ユリ 

一一 チ フ r^E; 噺)。 『宣 長說。 古言に i の 事 を ゆりと 言へ りと 聞 ゆ。 こ ゝ の 歌も卽 ゆ，. -を 後と 言 ふ 事 

の 序と せる は、 後 を ゆりと いふ 故 也と 有り』 (略解 )o 新 訓 ユリ ュ トフ。 〇 妹 命 傷訓ィ モガ ミコ トヲ 

であった の を、. 代- 記 精で ィモ. ガ イノ チヲ と訓ん だ。 〇 我 知 舊訓ヮ レ 、ノ シ ラメ ャ。 童 蒙抄ヮ レ ン 

シリ ナン。 義ァ レシ ラメ ャモ。 新考ヮ レシ ラメ ャモ。 校本 萬 葉 集に は、 第三 句 を 童 蒙抄に 『ノチ 

ト ュフ』 又は 『ノチ 一一 ィフ』 として あるが、 荷 田 全集 所 收の童 蒙 抄を檢 する に、 その やうに は訓ん 

でゐ ない 如くで ある。. 『後と いふ 共 後に ち ふ共讀 め. る は、 意 同じ かるべし』 と は 言って をり、 萬 葉 

^総索引の 諸 訓說篇 もこ. れ によって ノチ トイ フ。 ノチ 一一 チフ の訓を あげて ゐ るが、 前からの 文章の 

具合で は、 .必 すし もさう いふ 訓 として 示した と は 思へ ない 處が ある。 此處 にあげた 『ノチ トイへ 

バ』。 『ソ レ 、ノ シリ ナン』 などと いふ 訓も、 『又 道の ベ の 草深 ゆ-' のの ちと 云へば 妹の みこと は 我れ 

,  、  .一 ハ八九 
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は 知りなん とも 讀 みて、 草深 ゆり は 草の 中に.^ きて、 顯れ 知られぬ 隱れ たる もの なれ ど、 後に 逄は 

んと 云へば 我が物と 知られた. 0 と 云 意に て、 我 は 知らなん と讀 める 意に も 聞 ゆる 也』 と 言 ひ、 『幾 筋 

にも 聞く 人の 心に よりて 難， 決』。 『簡略に 書た る 歌 は 如, 此聞惑 ひ ある 也』 とも 云って 決定して ゐな 

いので あるが、 觅に角 童蒙抄 以前に は 『ノチ トイ へ バ』。 『ヮ レ 、ノ シリ ナン』 とい ふ訓は 見當ら ない 

やうで あるから、 此處 にあげた ので ある。 

S り ，&_ ゅ9  のち 

一 首の 意 は、 〔路 のべ の 草深い ところに く 百 合 の I〕 後に、 卽ち 後に、 幾ら も 逢へ ると 妹 はいふけ 

い 6 いのち  ^ 

れ ども、 その 妹の 命 だとい つて、 誠に 計り 難く、 當に はならぬ。 いつ どうなる とい ふこと は 自分 も 

知る こと は出來 ようか。 それ ゆ ゑ 益々 逄 ひたいの である。 『 一 首の 意 は、 後日 逢" ムト 妹" 云へ ド 

人 ノ 壽 、ノ 恃ミガ タケ レ \ 妹 ガソレ 迄 生 キ テア ラム ャ我ハ 知 ラジ、 サテ サテ心 モト ナキ事 カナと いへ 

るな り』 (新考 )o  / 

この 歌 は、 寄， 草戀 で、 後と いふ こと をい ひたいので、 『路 のべの 草深 百合の』 を 序詞と したので 

あるが、 今と なっても さう 厭味に 聞こえない ところが 好い ので、 其 は 古 調 だからで ある。 一首 は 1 

般 向の 民謠調 である。 略解で、 『後に と は 言へ ど、 其 妹が 命の ほど は、 我 は 知らす と 戲れて 言へ る • 

也』 と 云った が、 此歌は 戲れて 居る ので はない。 併し、 或る人に さう 聞こえる の は、 二人 だけで 問 - 


答して ゐる やうであって、 さう 聞こえ チ、 一般 向のと ころが あるた めの 矛盾から 來 るので はなから 

うか。 っま.h^切賞なことを：K つ てゐて、 さう 響かない 點が あるの かも 知れない。 

t ギモ n  t- ィ へノ、 カキッ ノサ ユリ パナュ リ トイへ^ ハ イナ トフ-一二 ル  * サュ 

卷八 (一 五 0 三) に、 吾妹 兄 之 家 乃 垣 內乃佐 由 理花由 理登云 者 不欲云 二 似。 卷 十八 「S5A 七) に ：i^.w 

ぎぎが 小^ず ず^^ 牟 i5f  米 且 伎。 同卷 1 きに， 佐 由 利 花 由 利 母 安波 無 等 奈具佐 無 流 等の 

例が ある。  . • 

此歌 は六帖 に、 『道の ベ の 草深 百合の 後に て. がみ こと を 我 は 知らめ や』 として 載って ゐる。 

〔卷十  一 •  二 四 六 八】 

,1- なと あし  まじ  くさ  し り くさ  ひと  し  わ *  したお も J 

湖^に 交れる 草の 知 草の 人み な 知り ぬ 吾が 下田ぬ 

ま 湖〕 交 在 草 知 草 人 皆 知 吾 裏 念 ■ 

〇 朝 葦 傅訓 ミナト ァシ 一一。 拾 穗抄シ ホア シと訓 み， 六帖 にも さう ある。 宽蒙抄 は 『潮』 は 『湖- J 

の 誤と した。 古 〔Br 本 中 『湖』 になって ゐる もの も あり ハ 類. 古べ 恐らく 其が 正しいで あらう。 代11^.『^^. 
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精で も、 卷十 四 a 一一 ss 五) の、 美 奈刀能 也 安之 我 奈可那 流 多 麻 古 須氣を 引いて、 ミナト ァシ y 罰を認 

めた。 川 n などに 生えて ゐる 葦の ことで あらう。 〇 人 皆 知 舊訓ヒ トミ ナシリ ヌ C 新考ヒ トミ ナシ 

リツ。 〇 吾 裏 念 舊 訓フガ シタォ モヒ。 童 蒙 抄ヮ、 ガ ダタモ ヒモ。 考ヮ、 ガ シタモ ヒノ。 今舊訓 に從っ 

た。 知 草 は 從來藺 のこと だら うと 云 はれ、 白 井 博士 は 三角 藺だ らうと 考證 して 居る。 和名 妙に、 玉 

キ  サ ギノシ リサ シ 

篇云、 藺似 莞而細 堅、 宜. 爲：， 席、 和名 爲、 辨色立 成 云、 鷺 尻 刺 云々 と ある。 

この 『知ぎ の』 まで は 序詞で、 『知りぬ』 へ續 いて 居る。 人が 皆、 私の この 戀の心 持 を 知って しま 

つた。 とい ふので ある。 

寄， 草戀 だから、 知 草に 寄せて、 聯想で 序詞 を 作った ものであるが、 實 際の 寫 生から 來て 1  おり、 

その 寫生 も、 『みなと 葦に 交れる 草の』 云々 と 云って、 細かく 且つ 確かで ある。 後世の 吾等 は、 此等 

の 句 を單に 聯想の みの 序詞と 取らす に、 その 寫生 力に ついて 學ぶ ところがなければ ならぬ。 なほ、 

ミナト ノ アシノ ゥラ ハチ タレ カタ チリ シ 

ミナトに 關 した 用例 を擧げ ると、 旣 出の 卷七 (一二 八 八) の、 水門 葦 末葉 誰 手 折。 卷 十四 (一一 ョ四 ち の- 

|< 奈刀能 也 安之 我 奈可那 流 多 麻 古須氣 等が あ-る。 この 歌 は 前述の や"， -に初 句 『潮 あしに』 とし、 ム 

麿 作と して、 六帖に 載った。 


【港 十  一 •  二 四 六 九】  ， 

やま ら さ  しらつゆ  こころ ふか  わ  こ  や <  = 

山萵？^^ の 白露お もみ うらぶ るる 心 を 深み 吾が 戀ひ 止ます 

萵宜 白露 重 浦經 心 深 吾 戀不止 

0 甫陛 . 、ぃ荣 . 吾 該下止 舊訓ゥ ラブレ テ • コ コロ 一一  フ カク. ヮ， 力 コヒャ マス。 代 匠 記 精ゥ ラ ズ 

ルだ •  n コ P ヲ フカ ミ • ヮガ コ ヒャ マズ (lii 财義 •)。 童 蒙抄ゥ ラブ レ r コ コ n 一一  フ カク. ヮガコ 

ヒャ マヌ。 考 ゥ ラ ブ ル . コ コ 口 ヲ フカ ミ ♦ ヮ. ガ コヒャ マス。 新考 ゥ ラフ ルル • ココ ローニ 一  クリ- 

フ ガ  コフラ クハ。  ゥ ラブ 产は下 二 段 活用で、 卷五 (八 七 七〕 に、 比 等 母 禰能宇 良 夫 膿 遠 留爾。 卷七 (一 

ァ キヤ マノ モミ ヂァ ハ レ トウ ラブレ テ  I  / 

EG 九) に、 秋 山 黄葉 坷怜浦 觸而が ある。 

一首の 意。 f ^i21 の 花に 白露が しげく 置いて、 その 重みで 花が しなって ゐる、 その 心 持に、 私の 

心， fei^ ノぇ うら ぶれ、 そのし をれ る 心が 深いので、 私の 悲は 止むべく もない。 『白露お もみ』 まで は 

序詞で ある。 寄. 草戀 であらう から、 ャマ チサ は 山に 生えて 居る チサの ことで あらう。 ュゴの 木て 
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は あるまい。  , 

『山ち さの 秋 ける 花の、 露に しなへ たる を、 我がし なへ うらぶ るるに 取れり。 其 うらぶ るる 心 

の 深ければ、 吾が 戀の 止む 由 無しと 言 ふなるべし。 され ど 下よ くも 調 はす。 心 深 は 誤字なる べしと 

宣長 言へ， 9』 (略解)。 『吾戀 しく 思 ふ 事の 止 時な し。 なみ-/ \ -の思 ひなら ば、 息 間 も あるべき に、 と 

の 謂な り』 (古き。 なるほど 下の句の 方に、 幾らか 流通 を缺 くやうな と. ころも あるが、 大體 この 儘で 

味って いいだら う。 

此歌は 六帖に 入り、 第三 四 句 『うら ぶれて こころに 深き』 となって ぬる。 - 

〇  - 

【卷十  一 •  二 四 七 0】 

みなと  はこ すげ  * みこ  あ  、 > 

湖に さね 延ふ 小菅 しぬ びず て 君に 戀 ひつ つ 在りが てぬ 力 も 

潮 〔湖」 核 延子菅 不竊隱 公戀乍 有 不勝鴨 

〇 潮 • 1^ 延子菅 - 不竊隱 舊訓 ミナト 一一. ネ ハフ コス ゲノ. シ ノビ ズ テ 。 古 寫本中 シ ホノエ 一一。 


ミナト 一一め 兩訓が あ.^. 潮 は 湖に 作った のが ある ハ類. 古)。 代 一に 記 初 稿本 サネ ハフ コス ゲと訓 み、 ^ 

撰 本で 核 は 根に 通す とし ネ 、ノ フコ スゲノ と舊訓 にか へった。 考 ミナト -ー . サネ 、ノ フ コ スゲ • シ ヌ バ 

ズ テ。 略解 宣長訓 (S ま 1。 ) 、ニスコ スゲノ • ネ モ コ： (Mi 新)。 

サは發 語で サネ 、ノ フは サ根延 ふとい ふ 意で ある。 『菅の 葉の しな へ 靡く を、 シ ノ ブ に 言 ひ 懸けし 

のみ。 上に ききつ が ベの しな ひねむ 君に しぬ ベ はと 續 けたる 如し。 心 は 忍ばす 顯れて だに おに 戀 

ば や。 かく 忍び 隱 して まふれば 堪へ 難しと 言 ふならん と 翁 は 一 K れき。 され ど穩 かなら す。 S 長 は 核 

は 根の 誤。 サ：^ の 下の 不は 之の 誤に て、 ネ ハフ コス ゲノ、 ネ モコ& 一一な らんと 言へ り』 へ 略解 ヾ 新考も 

その 宣長 說に據 つた。 

； 首の 意。 湖の 岸に 生えて さ 根延ふ 子菅の 根の 顯 はれる 如く I 忍び 隱 さう と^じても 隱し 了せ す 

に、 あなた を戀 して 居ります ので、 苦しくて 泳 へられ ませぬ。 

代-に si 精に、 『 ミ ナト 二 浪バ， フ 菅ハ浪 一一 洗、 ノ レテ根 ノ顯、 ノ ルレ バ 、 シ ノビ ズテ トイ ヘリ。 シ ノバ ザ 

〃故  一一、 ？^^ヲ戀フ ル心ノ サテ有 一一 タ へ ヌ ト ナリ』 に 大體從 つて 好い。 考 (略解) の も、 略解 一長 說も 

稍 解釋に 不満が ある。 宣長解 は 常識的に は 改良した が、 歌が 却って 平板に なって しまった。 

この 歌 は、 六帖に 入り、 第 1 二 句 『しほの 根に 根ざす 小^の』 となって ゐる。 

六 九 五 


六 九 六 

〇  . 

【卷十 I  •  二 四 七 I 】 

やま しろ  いづみ  こ すげ  い 6  こころ  わ  も 

山城 の 泉の 小菅 おしなみ に 妹が 心 を 吾が 念 はなく に 

山 代 泉小菅 凡浪 妹 心 吾不念  、 

〇 妹 心 舊訓ィ モガ ココ 。ヲ。 略解 ィ モガ ココ ti ハ。 古義 ィ 乇 ヲココ 0 一 一。 〇 吾不念 舊訓ヮ レ 

ハオ モ r ス。 拾 穗抄ヮ ガオ モ ハナ ク -ー 。 代 匠 記 • 考 等は舊 訓に從 ひ、 童蒙抄 . 略解 は拾穗 抄に從 ひ、 

古義 ァガ乇 ハナ クニ。 新考フ ガモ ハナ クー 一。 

山城の 泉 は 地名で、 和名 鈔の相 樂郡水 泉 I 豆鄉、 卽ち 今の 木津村 • 加 茂 村 *髖 原 村の 地で ある。 ■ 

泉 川に 沿うた 地 だから、 その 名 を 得た もので、 川の 名から 出 來た邑 の 名の 一 例で ある。 私の 「鴨 山 

考」 では、 『石 河邑』 とい ふ邑の 名から、 逆に 『石 河』 とい ふ 川の 名 を 類推して 行った が、 その 場合 

と 同じで ある 。 

第二 句まで は、 おしなみ に續く 序で、 靡き 寄る さま を 云って 居る。 代 匠 記 初 稿本に、 『押 靡に な. *y。 


す、 きおし なみ ふれる. orfi とよめ るが ごとし。 それ をな みに おも はぬ になして いへ り』 とい ひ、 同 

精 撰 本に， 『押 臃ト. ぶ 一一 並々 一一 ハ思 ハヌ ト 云事ヲ ゾ へ タリ』 といって ゐ るので 解釋は 充分で ある。 

なみ 

これ， ^寄. 草戀 だから、 小营を 持って 來、 おしなみ、 卽ち 『凡』 を 持って 來 たので ある。 こ. は 前 

の 歌な どと 同樣、 その 寫 生から 來て、 續け 具合が 巧な ので ある。 . 

この 歌 は 夫 木 和歌 抄に. < 丸 作と し、 結句 『我お も はなく に』 と ある。 

〇  . 

【巷 十 I  •  二 四 七 二】 

み.； た  みむろ やま いはほ すげ  われ かた も ひ  1 云、 三 諸の 

見渡しの 三 室の 山の 石 穗菅ね もころ 吾 は 片思ぞ する 广 り I 

.兑 渡 三 室 山 石穗菅 惻隱 吾." 片念爲 ^、お 1^1 

〇 見渡 . 三 室 山 • 石穗菅 舊訓ミ ヮタセ バ • ミム 0  ノヤ マノ. ィハ ホス ゲ。 代 匠 記 精 ミラ タ シ ノ 

歟。 略解 ゥマ づケノ  (古義 從 之)。 略解 は、 ミワ タシノ と 一 應訓ん でから、 解釋 のと ころで 美酒の 誤と 

して ゥ マサ ケノ の訓を 出して ゐる。 校本 萬 葉で ゥ マサ ケノを 古義， に 始まる としたの は 誤で ある。 〇 

六 A 七 


.  六 九 八 

側隱吾 • 片念爲 舊訓シ ノビ テヮレ カタ ォ モヒヲ ス〃。 古 寫本中 シ ノビ ュヮレ "(纏い i  •• お •  )9 

シ/ ビ テヮレ "(西. 文 • 溫 • 矢 )o カタ ォ乇 ヒス 产 (古 • 細 • 京)。 カタ ォモ ヒ ゾス产 (神) カタ ォモ ヒヲ 

ス〃 (西. 文. 溫. 類. 矢) が ある。 代 匠 記 精力 タ乇 ヒヲ ス〃。 童蒙抄 カタ モ ヒゾス 〃。考 ネモコ t: ヮレ 

、ノ  - カタ モ ヒス ル乇。 略解 ネ モコ P フレ め. カク モヒゾ ス〃。 古義 ネ モコ， ti ァ レ". カク モヒ ゾス 

ル。  i  . 

『見渡しの 三 室の. 5』 は.. すっと 向う に 見える 三 室 山と いふので、 『此 作者 ノ家 ヨリ 近ク 見渡 サ , 

、三 室 山 一一 ャ』 (代 匠 記 精) と ある。 三 室 山 は 三輪 山で あらう か。 卷 十三 Q 三 三 E0 に、 水門 成 海 毛廣之 

{ヮ タシ ノシマ モナ タカシ  i ヮタシ ニイ モラ ハ タタ シ  フル ャ マユ タ ダニ ミ ヮ タス.： ヤコに.：^ イエ * 

見渡 島 名高 之。 同 (三 1 一九 丸) に、 見渡 爾妹等 者 立志。 卷九 (一七 八 八) に、 振 山從直 見 渡 京 二食 寐 

*■ ズ コ フル トホカ ラナ クニ  、  0  ry  I 

不宿戀 流 一!^ 不有爾 などの 例が ある。 ィ" ホス ゲと は、 『石 穗菅 トハ岩 一一 生 テ引ガ タキ 1 ナリ 第三 

ォクャ マノ ィハ 

譬喩 歌 一一 石 根 コ ゴ シ ミ 菅根ヲ ヒキハ カタ ミト、 ョメ 〃意 ナリ』 C 代 匠 記 精： >o 卷三 さ 一九 七) の、 奥山 之 磐 

本菅 乎と いふな どと 相 通 ふか。 ここまで は 下の ネモ コ 0 に續く 序詞で、 『根』 と、 『ね もころ』 と 同 

音で ある。 

みわたしの み むろの やまの いはほ すげ .  ,  -.  •  -  I  . 

一首の 意 U  〔見渡. 三 室 山. 石穗营 划〕。 ね も ごろに、 心の底から つくつ くと ^^はたた片翅を 

して 居る ので、 誠に 果敢ない 境涯で ある。 


これ も 寄 レ草戀 で 片戀の 苦しい 心の さま を 想へ て 居る ので あるが それ をば 序詞 を 以て 賴 けて、 

心 持 を 暗 指し 補充して 1^ るので ある。 内容が 甚だ 乏しく、 ただ 言語の 遊戯の やうに おも はれる やう 

な點も あるが、 かう して 天然 界の實 際 を 持って 來れ ば、 必す しも 空でなくて 實質が 生じて 來る とい 

ふこと が 分かる。 

第三 句 は考の 訓に據 つた もの だが、 舊 訓に從 つて シ \ ビ テと訓 むと せば" 『見渡 シ ノ 三 室. E ヲ バ 女 

ノ家 ノ近キ  一一 .0 へ 、 石穗菅 ヲバ我 手 二 入 ラヌ、 ッラキ 人 ーー譬 へテ、 ャガ テ 其 菅根ヲ 借 テ シ ノ ビ 一一 吾 

ハ 引得ス 片思プ スル トヨ メル ナリ』 (代 匠 記 精) とい ふこと にもなら うか。 代 匠 記の は、 序詞の 意味 を 

も 念屮に 入れての 解釋 であるから、 稍混亂 したが、 ただの 音の みの 連續 でない ことに 氣の 付いた 點 

は間逮 つて ゐ ない。 併し 此處 はや はり ネモ コ & と訓ん で解釋 すべきと ころで あらう。 つま. 0 石秘蒼 

の 根と 惻隱 のネと 同音に したので ある。 然し、 シ ノビ テ とする 方で は、 『忍び も， しな ひも 同じ 詞也。 

I 忍びて は、 隱れて 現れぬ の 意と、 しな ひ弱り ての 意と 也』 (童 蒙抄) とい ふやう に解釋 する こと も 出 

來 るの. である。 .恍 し 今 は 前說の やうに して 解いて 置いた。 . 

此歌、 六帖に 入り、 「見渡せば 三 室の 山の 2};^ ほ菅 しのびに われ は片 思ひぞ する』 となって ゐる。 ま 

た、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と し、 『見 わたせば みむろの 山の いは こすげし のびに 我 はかた 思 ひする』 

.  .1 ハ 九九 
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と ある。 

0 

【卷十 I  •  二 四 七三】 

すが  ね  ね もころ きみ  むす  わ  ひ- 6  を  と  ひと 

菅の 根の 惻隱 君が 結びて し 我が 紐の 緒 は 解く 人 あら じ  - 

菅根 惻隱君 結爲 我 紐 緒 解 人不有 

〇 惻隱君 • 結爲 舊 訓シ- ノビ 一一 キ ミ 、、力 • ムス ビ テ シ。 童 蒙抄シ ノビ テキ ミ ガ. ムス ビタル。 考ネ 

キコ； 1 キミ-力. ムス ビテシ へ は I い 新)。 略解 ネ モコ 口 キミ. ガ. ムス ビタル。 新考ネ モコ 0 キミ-. 力. ム 

ス バ シ シ 。 〇 我 紐 緒 - 解 人不有 舊訓ヮ ガヒ モノ ヲヲ. トク ヒトァ ラメ ャ。 代 匠 記精ト クヒ トハァ 

1 フ ジ (難, i 古)。 考 トク ヒトァ ラジ。 新考ヮ ガヒ モノ ヲバ . トク ヒトァ ラジ (新訓 同訓)。  • 

ね  •  タカ ャ マノ 

蟹の 根の 根から ネモ コ 口 の ネに績 けた 枕詞で ある こと は旣に 云った。 卷 二十 (四 四 五 四し に、 高. E 乃 

ィハホ 二 オフ ルス ガ ノネ ノネ モ n,  ロゴ P  二 フリオ クシ-フユ キ  ァ シヒキ ノヤ 7  ニォ t タル スガ ノネ/ 

伊波 保 爾於布 流 須我乃 根 能纖母 許呂其 呂爾布 里於久 白雪。 卷四 (五八 0) に、 足 引 乃 山 爾生有 菅根乃 

.* モ 「口；、 マ クホ シキ キミ 力 モ 

慰 見卷 欲？ 1;^ 可 聞と いふので 分かる。 此處で 結んで 吳れ た、 『君』 は、 『妹』 であらう から、 女の こ . 


と を 『君』 といって ゐる ことが 分かる。 普通なら ば、 卷 二十 (5 一二 一 m) の、 兒良我 牟須敝 流 比 毛等久 

ナュメ  (マ カゼ 二， ィモザ ムス ビシヒ モフキ 力 ヘス  いも  こら 

奈由 米。 人 麿 作、 卷三 (二 五一) の、 演風爾 妹 之 結 紐 吹 返の 如く、 妹 又は 兒等 などと 云って 居る。 或 

は卷 十五 (一二 七 一七) の、 多婢爾 且 毛 母 奈久波 也^ 登 和 伎 毛 故 我 牟須此 思 比 毛 波 奈禮爾 家 流 香^の 如く、 

吾妹 子と 云って ゐる。 

i  すがの ねの ねんご 

一首の 意。 〔菅 根〕 懇ろに、 心を籠めて あなたが 結んで 吳れ たこの 衣の 紐 をば、 解く 人 は ある ま 

トク ヒト ハァ I マジ  ク 

い。 あだし 女に は 決して 解かしめ ない。 『解 人不有 は、 君 をお きて 他に 解 人 は あら じと なり』 (古義〕。 

寄， 草戀 で、 極めて 普通の 歌で あるが、 それでも 何處 かに 旨い ところがあって 棄 てがた いのは 萬 

ァシ / ネノ ネモコ p モヒ テム スビテ シ タマノ チ トイ (パ ヒトト カメ ャ モ 

葉の 歌で ある。 卷七 (ニニ Im) に、 葦 根 之 懸 念 而結義 之 玉 緖云者 人將解 八方と いふの も 額 想の 歌 

で、 民謠 風に して ひろがつ たもので あらう。 

【卷十 I  •  二 四 七 四】 

やま すけ  みだ  こ ひ  せ  あい 6  としへ 

山 菅 の 亂れ戀 のみ 爲 しめつつ 逢 はぬ 妹 かも 年は經 につつ 

七 01 


七 。二 

山菅 亂戀耳 ■ 令爲乍 不相妹 鴨 年經乍 

第三 句、 『令爲 乍』 は、 舊訓 セサセ ッ 、 。 代 E 記 初 書 人 (校本 萬 葉) セ シメッ 、 。 略解 セ シメッ 、。古 

義も 同じ。 山 菅のは 枕詞で、 亂れ にかけ てゐ る。 『亂 れ戀』 とい ふ 語 は おもしろい あら はし 方と お 

も ふが、 新考 では、 『亂 と戀と をお きかへ て コヒミ ダレ ノミ とよむべし』 と 云った。 これ は 吾等に は 

どちらで もい いが、 新 考のは 常識 だから ひょっとせば 原作 はさう であった かも 知れない。 ただ ミグ 

レ コ ヒと いふ 語 を 尊重して 取って置き たいので ある。 かくば か b- 苦しませて、 戀 のために 心 を亂さ 

しめつつ、 それでも 逢って くれないと いふ 氣持 であるから、 や は..^ 戀を 下に 置いた 方が いいで は あ 

るまい か。  . 

ミ ダレ n ヒと いふ 熟語 は 集中 これ だけら しくお もしろ いが- 『葦 垣の 思 ひ亂れ て』 (無れ ーニ。ー 

とか、 『f^ 薦の念 ひ亂れ て』 (崎 グーへ 七 一 S 力) とか、 『山 菅の念 ひ亂れ て』 C 卷. H 一。 三 一一 05 とか- 『菅の 根 

の 念 ひ亂れ て』 (卷 四。 六 七 九) とかい ふ 例 は 集中に 多い。 第三 句 は、 ただ 『せしめつつ』 のみで ある 

が、 これ も. 調べ を 伸ばした 一つの 例で、 後世の 歌の 調べの やうに だらだらと 弛ませす に、 かく 伸び 

伸びと 調べ るの もまた 萬 葉 調の 1 つの 特色 だとい ふこと を 知るべき である。 


この 歌 は、 六帖に 入，.^、 下句 『せ させつ つい はぬ 妹 かも 年 は へ つつ も』 となって ゐる。 

〇  ， 

【卷 十一 •  二 四 七 五】 

わ  やど  のき  し！ i  くさお  こ ひわ すれぐ さ み  いま  お 

我が 屋戶の 軒の 子 太 草 生 ひたれ ど 戀忘草 見る に 未だ 生 ひず 

我屋戶 甍子太 草 雖生 戀忘草 見 未 生 . 

〇 雖生 舊訓ォ フレ ドモ。 古寫 本に は シゲレ ドモ。 オフ レドモ の ニ訓が ある。 代 匠 記 オフ レドモ 

(考. 略解 S 訓リ。 童 蒙 抄ォヒ タレ ド (IP 嚷考 •)。  0 見 未 生 舊 訓ミレ ドマ ダォ ヒズ。 代 匠 記 初.^ n 入 S 

本 萬 菜) ミ  〃一 L マダォ ヒズ。 代 匠 記 精に 『見 ハミ 产 一一 トヨ ム ベ シ』。 童 蒙抄ミ レ ドモォ ヒズ。 考ミ レ ド 

f  . 、ダォ ヒズ (M 贿.^ 古)。 新考 ミ 0 一  イマ ダォヒ ズ (新訓 同訓 )0 

-甍ぞ 太ず』 は、 屋根の 上な どに 生える 羊齒に 形の 似た もので、 植物 學 上の 厳密な 草で なくと も 

かま はない。 細かい 葉の 羊齒 類の 一 種と 看做して いい。 代 匠 記 初に、 『軒の した 草 はしの ふ 草な り。 

g 此哥 は、 人 を こ ひしの ふ 心 はい やまされ ども、 わすれむ とすれ どわすれぬ を、 ふたつの 草の 名に 
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-  七 。四 

もたせて いへ るな り』 と あり， 代 匠 記 精に、 『甍ノ 下草 、ノ 陰 草 ナリ。 此 一一 依 テ六帖 -ー モ 下草 ノ歌ト セ 

リ。 俗 二 モア マ シダ リノ 落ル ヨリ 內ヲ、 軒ノ 下トゾ 申ス。 第 十ノ思 草ノ下 一一 注セシ 如ク、 陰 草ヲ思 

草 ト云ナ ルべケ レバ、 思ヒ" マサ レド 忘ル、 事 ハナ キヲ、 ニッノ 草ノ名 一一 ョセ テョ メル 

和名 集 云。 蘇 敬 本草 注 云、 屋遊 |g 碰 1。 屋瓦ノ 上 靑苔衣 也。 又 云。 本草 云、 垣 衣 一 备烏菲 

クァ レバ、 垣 衣 ハ築墻 一一 生〃 ヲ 云べ ケ レド、 本草 二 垣 衣ノ下 一一 生 古 垣墻或 屋上 ト云 ヒ、 

ト讀" 常 ノ事ナ レバ、 甍子太 草 r シ ノブ-一 テ、 人ヲシ ノブ 心ハ マ サンド 忘ル、 事" 出 

〃一一 ャト 思フ人 アルべ ケ レド、 初 一一 六 帖ヲ引 テ證ス 产ガ 如シ』 と あるが、 今し ばらく 羊齒 草の 意に 

とって 置く。 

し だ くさ  .cf-e ぐ さ 

一首の 意。 私の 家の 軒のと ころに 羊齒草 (しのぶ 草) が 生えた けれども、 戀を 忘れる とい ふ 忘 草、 

くわん ざ. ゥ 

卽ち萱 草 は 何處を 見ても 未だ 生えて 居らん。 . 

これ も、 寄， 草 謹で、 民謠 的な 歌の 輕快を 示して ゐる。 一方 はシダ といっても、 シ ノブと いふ 名 

も旣 にあった かも 知れない。 さう すれば 代 匠 記で 解說 した ごとく、 一方 はシ ノブで、 一方 は ヮスル 

だから 對立 する ことと なり、 忘れられない 戀 を象徵 する ことと なる ので ある。 民謠 風の 萬 人 向の 歌 

の 面白さ はかう いふ 特徵を 皆 持って ゐ るので あるから、 直ちに 棄 てて しま はすに 味 ふ 方が 好い。 


营草 をヮス レグサ とい ふの は、 和名 鈔に、 諼草、 萱草、 一名、 忘 憂、 和 須禮久 佐と あ.，、 萬萊卷 

十二  ハ 5 に、 萱草垣毛|^.ぉ雖殖有^^ノ之ぎ^^2率^^ずとぃふのがぁる。 

此^ は、 袖 中抄第 十五に、 『ワカ ャトノ  、キノ 下草 オフ レ トモコ ヒ ヮスレ 草ミレ トォヒ セス』 とし 

て载 り、 六帖 に、 人 麿 作、 『わがや どの 軒の 下草 生 ふれ ども 戀忘草 見れ どま だ 生 ひす』 として 載って 

ゐる。 

.  〇 

【卷 十一 •  二 四 七 六】  1 

打つ 田に も 稗は數 多に ありと い へ ど擇ら えし 我ぞ慰 ひとり {ぼ る 

打 W 稗數多 雖有 擇爲 我. 夜 一人 宿 

G 打 田 . 稗數多 • 雖有 舊訓ク ッタ -ーモ . ヒ H ハ カズ アマ タ. ァリ トイへ ド。 代 1丘，吒 ： H  " アマ 

ターニ  乂は ヒェハ カズ アマ タ。 童 蒙抄ヒ ェ "アマ ター 一 . ァリヌ レド。 考ヒェ ハ アマ ター 一 . ァリ トイ 

へ ー (新訓 s 齓義. ) 亲考ゥ ッ ター 一". ヒ H ハコ コダ クァリ トイへ ド。 打 田 は、 打ち か へ して 稻を 

.  七 〇 五 


. 七 〇 六 

ゑる 田の 意で、 稗 は 食用 植物で あるが、 稻と 較べれば 寧ろ 救荒 植. 物と いへ るから、 この 歌の 場合に 

は、 邪魔物と 看做され、 自分 を 稗と 看做して 卑下して 居る ので ある。 〇 擇爲我 • 夜 一人 宿 舊訓ェ 

ラレ シヮ レヲ. ョルヒ トリ ヌル。 代 匠 記 初 エラ レシ ヮレ ゾ。 童蒙抄 エラ レシ ヮ レゾ. ョヲヒ トリ ヌ 

Z 考ュ ラレー 了シヮ レゾ. ョルヒ トリ ヌグ。 略解 エラ ュシフ レゾ. ョルヒ トリ ヌル (财 5 か 飾 5!?""T 

新考 エラ シシヮ レゾ. ョヲヒ トリ ヌル，。 

一 首の 意。 打ち 鋤返して 稻を栽 ゑる 田に でも 稗が 維って 澤山 あると いふから、 さう 稗 だからと 謂 

つて 除け ものにし なくと もい いとお も ふの だが、 擇ら れて棄 てられる。 その やうに 私 も擇ら れて棄 

てら. れた. から、 夜 も 寂しく も獨 りで 寢て 居る。 除け者に された 私に は 女が 誰 一 人來 ない。 

これ は 寄. 草戀 でも、 稗の こと を 主にして 歌って ゐ るから、 靑年 農夫の 心 持で 極めて 野趣に 満ちて 

ゐる。 それ のみでな く、 稗を擇 ると いふ 農業 上の 作業 を寫 生して 來て、 戀 愛と 結 付けた もので、 民 

ミヅテ ォホ ミア ゲニ クネ マキ ヒ ェ テオ ホ t 

謠、 勞働 歌と しても 特殊で おもしろい ものである。 卷 十二  (二 九九 九) に、 水 乎 多 上 爾種薛 此耍乎 多 

擇擢之 業 曾吾獨 宿と いふの が あるが、 內容が 甚だ 似て 居る から、 民謠 風の 歌 はかう して 姿を少 しづ 

っ變 しつつ 流 障す る，^ のと もお もへ る。  ノ 


【卷十  一 •  二 四 七 七】  , 

•  な  やます-け  きみ  むす  あ 

あし ひきの 名に お ふ 山 貧お しふせ て 君し 結ばば 逢 は ざらめ や も 

n 止 引 名 负山菅 押 伏 公 結 不相有 哉 

〇 名 負山菅 - 押 伏 晳訓ナ 一一 オフ ャ マス ゲ. オシ フ セテ。 略解 宣 長說， 『宣長 は 名 負 は必ゃ 誤字な 

る ベ し。 押 は 根の 誤に て、 ネモコ ロー 一  ならん と 言 へ り。 猶考ふ ベ し』。 古義 ャ マ ノヤ マス ゲ- ネモ 

コ" 一一。 〇 公 結 . 不相有 哉 舊訓キ ミ シ ムス バ バ -ァ、 ンズァ ラメ ャ。 童 蒙抄キ - 一一 ガムス バ バ 。 考キ 

ミ シ ムス ババ. ァハザ ラメ カモ。 略解 キ ミ シ ムス バ バ • ァ "ザ ラメ ャモ (Mi 鶴 *  •  Y 草 を 結ぶ の 

は、 誓 ふことの ほかに、 逢 ふことの 出來る こと、 事の 成る こと、 無事なる こと 等の 民間 信仰が あつ 

たもので ある。 

やま すげ やぶらん 

一首の 意。 山と いふ 名のつ いて 居る 山菅 (薮 蘭の 類) をば 押し 伏せて 無理に 結ぶ とい ふなら ば、 お 

^s^-ひもぃたしませぅ。 お 逢 ひしない こと もないで せう。 

.  七 0 七 


七 〇 八  . 

この 歌 は、 寄い 草戀卽 ち. S 菅を 聯想と しおもの だが、 『山菅 押し 伏せて』 とい ふ 首 ひ 方に 特徴が あ - 

る。 無理に 力 を用ゐ て、 强ひ てと いふ 氣 持が あるので、 代 匠 記 初 稿本に、 『おし ふせて 君し むすばば 

と は、 かの 山菅 のな びく を も、 なびかぬ を もい はす、 おし ふせて むすぶ ごとく、 まことに おも ふ 心 

のせち にて、 理非 をい はす 我に あはむ とお も ふ ほどなら ば、 我 あは ざらめ やとな り』 と ある 通， 0 で 

ある。 新考 に、 『案す るに ァ シヒキ ノは名 一一 ォ フを 隔て 、山 奢に かかり 叉 名 一一 ォ フ は實ナ 产チフ 名 

一一 オフと いふべ きを 略せるな り。 替 一 首の 意 は、 實ガ ナル トイ フ名 一一 負へ ルメデ タキ 山菅ナ レ \ ソ 

レヲ押 伏セ結 ビーズ 祝ヒ タ マ 、ノ バ再逢 r ザラ ムャ r 必逢 フ事ァ ルべ シ といへ るなら む』 と あるの は、 

ヮガセ コ シ トゲム トイ ハパ ヒト ゴトハ シゲ クァリ トモ ィ， テテ ァ ハマ シ テ 

少し 穿ち 過ぎた かも 知れない。 卷四 (五三九) に、 吾 背 子 師遂常 云 者 人事 者 繁有登 毛 出 而相麻 志 呼と 

あるの も 同じ やうな 心理の 歌で、 女性の 靡いて ゆく 甘美の 經路を あら はして ゐる。 

草木 を 結ぶ 例 は旣に 引用した とお も ふが、 なほ  一二 をい ふなら、 卷 1 二  0) に、 君 之齒母 吾代 毛 

シレャ .1 ハシ ロノ チ カノ クサ ネ チイ ザ ムス ビ テナ  V- ハシ ロノ ハマ マツ ガ ェ ヲ ヒ キム スビ マサ キク アラバ マ タカ ヘリ.： ム 

所 知 哉 磐れ 乃 岡 之 草根 乎 去 來結手 名。 卷ニ  (一四 一) に、 磐 白 乃 濱松之 枝 乎 引 結 眞幸有 者 亦 還見武 

タマ キハ ルイノ チハ シラズ マツ ガ ェヲ ムス ブ n n ロハ ナガ クトゾ ォモフ 

卷六 (10 四 三) に、 靈剋壽 者 不知 松 之 枝 結 情 者 長 等 曾 念な どが ある。 ノ 


【卷十  一 •  二 四 七 八】 

あきが し はう ろ わ か は ベ  しぬ  ひとしぬ  きみた：，， 

秋 柏 潤 和 川 邊の條 のめの 人に 忍べ ば 君に 堪へ なく 

秋 柏 潤 和川邊 細 竹 目 人 不顏面 公 無 勝 

あきが しょ 力ろ や  しののめ  あ ひみ  まさ  ウル ャ 

この 歌 舊訓、 秋 柏. -潤和 川べ の 細 竹 目に 人 も 相 見し 君に 勝ら じ。 考 の訓。 秋 柏澗和 川べ の シ ヌノメ 

ノヒト 1 了 シヌべ \ キ ミ 一一 タへ ナク。 略解が それに 據り、 又 第二 句をゥ ル ワカ" ベ ノ と訓ん だ。 新考 

はヒ 4r  一丁 シヌ ベ ドと 調んだ。 なほ 諸訓を あげれば、 代 匠 記 は、 下句 を ヒト  一一 、ノア ハジ キ ミ 一一 マサ ナ 

ク (初)。 キミ 一一 マス ナシ (精) などと も訓 み、 童 蒙 抄宗師 案 『うる やか はべの しののめ にしの. ひての 

みぞき み を まく 也』。 新訓 『しぬのめに人には逢はじ！！^；-にたへなく』 等で ある。 初 句 は 枕詞 だが 說 

が あ，， .、 契 沖 は 朝 柏.. の 誤 だら うと も 云って ゐ るが、 說 未定で ある。 契 沖が、 朝 柏 云々 と 云った の は- 

アサ ザシハ ウ^ヤ カハべ ノシヌ ノメノ シヌ ビテヌ レバ ィメニ ミエ ケリ 

こ の卷 (二 七 五 a) に、 朝 柏 問 八 河 邊之小 竹 之 服 笑 思 而宿者 夢 所見 來と いふ 歌の あるの を參考 したので 

あった だら うか。 それほど この 二つの 歌が 類似して ゐる。 代 匠 記に は、 『秋 ノ柏ハ 夜霧 朝露 ュ ヌ \  、 

.  七 〇 九 
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意 一一 閏和川 トツ V ク』 とい ひ、 新考 では、 『カシ ハは 食物 を 盛る 料なる 木 葉 をい ふ。 さて 秋の 木 紫 又 

朝つ みたる 木 葉 は 露に うる ひたれば 秋ガ シ ハ ク ダヮ 川邊ノ また 朝ガ シ" クダ、 ノ 河邊ノ とい へるな 

り』 といって ゐる。 澗和川 は 代 匠 記に、 『何 レノ國 一一 有 ト-云 事ヲ知 ラズ』 と 注し、 略解で は、 『打 ま 

かせで 言 はば 畿內 にあるべし』 とい ひ、 新考 では、 播磨明 石 郡 伊川谷 村 大字 潤 和 だら うかと 云って 

ゐる。 この 歌 は、 シ ヌノメ のシヌ ブと 同音で 續 けた 序 歌で ある。 內容 は、 『人に しぬ ベ ば 君に たへ 

± ぱ.^  、 

なく』 にあ..^、 人目 を 忍び 憚り 遠慮し 隱れ てゐる もの だから、 しじゅうお 逢す る わけに ゆかす に 

君に 對 する 思 ひに 堪へ がたいと いふので ある。  . 

この 歌 はさう いふ 簡單な 歌 だが、 代 匠 記な どで、 『人不 顔面 ト. ハ、 君ナラ ヌ 人ヲバ 細目 一一 モ見 シト 

ナリ』 等と 解釋 し、 童蒙抄 など も 面倒な こと をい ひ、 新考 で、 『ヒト ュシヌ ベ -ドキ ミ 一一 タ へ ナク とよ 

みて 餘人 一一 對シ テハ 堪忍べ ドモ君 一一 向へ \ 堪忍 バ レ ヌ事ョ とい ふ 意と すべし』 と 解釋し てゐ るの は 

甚だ まづ い。 ここ は 平凡に、 『さて 人目 をし のぶ 故に、 公に 逢が た く） -て思 ひに 堪 ざる 也』 (考) 。『人 

目 をし のび かく るれば、 あ ふことの ならぬ 故に、 公を戀 しく 思 ふ 心の た へられす、 さりと て ほに 出 

む も、 さすがに おもはゆげ なれば、 いかにと もせむ かたなき もの を、 と 云なる べし』 (古義) などの 解 

'f  きみ 

懌の 方が いいやう である。 なほ、 この 歌 は 男の 歌 か 女の 歌 かとい ふに やはり 女の^で あらう。 公と 


書いて あるの は 男の こと を 指した ので あらう。 寄， 草戀 で、 序詞 は 例の 如くに 寫 生から 來て居 6、 

ぼハ體 的で なかなか 好い。 下の句 は、 調が 伸び： め々 として ゐる點 が 好く、 『君に』 と 云って、 ^?1ぐ 『逃 

へな く』 と績 けて 止めた の は 切實で 好い。 此處 でも やはり、 『君に』 と 『に』 を 用ゐて 居る。 

この 歌 は 袖中抄 に、 5- アキ 力 シハヌ 〃ワカ ハ へノ 細 竹 目人モ ァヒ ミズ ッ マナ キカチ 1ー 』 として 裁つ 

てゐ る。 また 六帖に は、 第 四の 『雜の 思』 に、 『あさ 柏ぬ る や 川べ のしの のめに 人 も あ ひ あはす きみ 

なし かちに』 と 載り、 第五の 『くれ ど あはす』 に 人 麿 作と して、 『あき 柏ぬ る や 川べ のしの のめに. 人 

も あ ひみす つまな しかち に』 と载 つて ゐる。 

【卷十 I  •  二 四 七 九】 

か .づ 。  あ  いめ  5 け  とし  へ 

さね S のち も 逢 はむ と 夢の みに 祈誓 ひわたりて 年は經 につ つ 

核お 後 相 夢 耳 受日度 年經乍 

參 

〇 夢 耳 褒訓 ュメ  I 一  ノミ。 代 匠 記 精 ュメノ ミヲ。 考 ィメヲ ノミ。 古義 ィメノ 三 ュ 。 新考 (4- は 5- の 
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S シ タノ ミ 一一 。 〇 受日度 舊訓ゥ ケヒゾ ワタル。 考ク ケヒ フタ リテ。 

一首の 意。 今 は 逢へ ないから 後の 機 會に逢 はう。 そこで 今 は 夢に だけな りと 逄ひ たいと 神様に 祈 

りながら、 實際は 逢 ふこと が 叶 はすに 歲 月が 經 つてし まった。 この 1 首 は、 『さね 葛の ち も 逢 はむ と。 

年は經 につつ』 が 主で、 その 間に、 『夢の みに 祈誓 ひわた b て』 を揷 入した ものと せば 理會し 易い。 

私 は 以上の やうに 解釋 したが、 古義の 解釋は 少し 違 ふから 參考 のた め 記し 置く。 『今 こそ あれ、 後 

に は あはむ と、 神に 誓 ひて、 た，. - 夢に 見る ばかりにて、 其 をた のみに 思 ひつ ゝ、 年月 を經 度れ ども、 

つ ひに あ ふ 事 もな し、 となり』 (古義： *。 

サ ナカ ヅラ ノチモ ァ C ムトナ グ サム ル ココ ロチ モチテ ミ テモチ トコ ゥチ ハラ ヒゥ ッッ ニハキ ミニ ハ ァハズ ィメ ニダ ユア フ 

卷 十三 (三亍 へ 0) に、 左 奈葛後 毛 相 得 名 草 武類心 乎 持 而三袖 持 床 打 拂卯管 庭 君 爾波不 相 夢 谷 相 

跡 所見 社 天 之 足 夜于。 卷 十二  (一一- < 八 0) に、 得 管 二 毛 今 見 牡鹿 夢 耳 手本 纏 宿 登 見者 辛苦 毛。 卷 十五 

(三 四 七 1) に、 思 麻 良久 波 漏 都 追 母 安良 牟 乎が 米 能お 爾母 登奈 iss 追 安乎纖 思奈久 流。 卷四 C 七 さ 1 リ 

ィメニ ダニ ミ ェムト ヮレハ ホドケ ド モア ハズ シ ォモへ パクべ ミ ェザラ ム  ウッツ ニト ォモ ヒテシ 力 モイ メ 

に、 夢 爾谷將 所見 常 吾 者 保 杼毛友 不相志 思 者諾不 所見 武。 卷 十九 一三 七〕 に、 寤爾等 念 S 之 可 毛 夢 

ノ ミニ タ モト マ キヌ ト ミル ハスべ ナ シ  ミヤ n ヂチ トホ ミヤ ィ モガ コノゴ ロハ ゥ ケヒテ ヌレ 

耳爾 手本 卷寢等 見者 須便奈 之な どの 例が あ， 5、 卷四 (七 六 七) に、 都 路乎遠 哉 妹 之 比 來者得 飼 飯而雖 

宿 夢爾不 所見 來が あって、 類似して ゐる。 家 持の 此歌は 或は 人 麿 歌集の 影響で あらう か。 

この 歌 も 寄 X 草戀 で、 男の 歌で もよ く 女の 歌で もよ いが、 先づ 男の 歌と して 好いで あらう か。 人 


サ ネカヅ 一 マノ チモ ァ ハム ト ォホソ ネノ ォモ t タノ ミテ 

臍 作、 卷ニ  (一一  0 七) の、 狹根葛 後 毛 將相等 大船 之 思 憑而を はじめ、 類例が あるが、 この 例 も、 ^ 

は 人 麿の 工夫に なった もので はなから うかと おも はしめ る點が ある。 併し、 この 歌 は樂に 作って あ 

るから、 同じ 人麼 作と 想像しても、 民謠 的に 作った もので、 精神を引きし^；^ったものではなぃ。 そ 

こに：？！；. 別が あるので ある。 

ゥケヒ 

此耿 は、， 袖 屮抄： ^一 一十に、 『サネ カツ ラ後 1 ーァ ハム トュメ  一一  ノ ミ受 日ソ フタ〃 トシ ハへ 一一 ッ、』 と 

して^って lis る。 

〇  ， 

【卷十  一 •  二 四 <0】 

.5 ち C ひ t レ 

みに  ベ  いに し  はな  ひとみな し  わ  こ ひ づま  或本耿 云、 著ろ く 人. S り 

路の邊 の 壸師の 花の いちじろ く 人 皆 知りぬ 我が 戀妻は 〔^ リ f  P おへば 

S 壹師花 灼然 人 皆 知 我戀握 而 Si 抓 知 

〇 我戀媸 葡訓ヮ が コヒヅ マハ。 童 蒙抄フ ガオ モ ヒヅ マ。 古義 ァガ コフ〃 ツマ。 古寫本 中、 ヮガ 

コヒッ マト (贿： 怖. 古 •)。 古寫 本の 訓の 『と』 は、 戀妻 だとい ふこと を。 戀妻 として。 などの^：！味 
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になる の だら うが、 此處 は. 『は』 の 方が 頓當 である だら う。 新考 では、 じ トミ ナシリ ッ. ヮ ガコモ 

いちし 

リヅ マと 名詞 止と したが、 多くの 古寫本 も、 『戀 嫿』 であるから、 コ モリの 訓は 出て 來 ない。 壹師は 

白 井光 太郞 博士 は チシャ の 木 だら うと 云った。 一名 H ゴ、 口 クロ 木、 ヅサ、 デナ ィ等 ともい ふ。 ェ 

ゴ の 木 だとす ると 齊墩果 科の 落葉 小 喬木で 挽 物 細工な どに もす る ものである" 併し、 この 歌 は 寄：' 草 

戀 らしい から、 さう すれば、 何 かの 草で あらう。 そこで. 羊 蹄 菜 だら うとい ふ說が ある。 ギ シギシ 

はシブ クサと もい ひ、 蓼 科 羊 蹄屬の 草本で 春 五月 頃 花が 開く ものである。 代 匠 記で は、 ォ ホシ卽 ち、 

和名 鈔の 本草 云、 大黄 一名 黄 良 卿が 於 だら うと 云って ゐる。 秦 科の 藥用 植物で 大羊 蹄と も 云 ふ。 ギ 

シギシ と 同 科で ある。 

イチ シと イチ ジ. ロクと イチ シが 同音 だから 序詞と した もので、 我が 議妻 のこと は 人が 皆 知つ， てし 

まった。 折角 隱 して 置いた のに、 とい ふ 意で、 かう いふ 云 ひ 方 をす るの はや はり 民謠 的で 誰の 心に 

も 通す る 流 傳性を 持って ゐる。 『いちじろ く』 も 萬 葉に 多：； 語 だが、 これ も當 時の 人の 語感が 分か 

イチ ジロク ヒトノ  -シル べクナ ゲキセ メャモ  シ ラナ；、 ノ. 1 

つて 面白い。 卷 十二  (三 〇 一二) に、 市 白 久人之 可 知 歎 爲米也 母。 卷 十七 (三 九 三 五) に、 志 良 奈美能 伊 

知 之 路久伊 泥 奴 比 登乃師 流倍久 等の 例が ある。 

『或 本 歌 云』 は 歌の 次に、 同じ 大 さで 書いて あるの を、 便利の ために 小文字に 書いて 置いた。 古 


寫本 中、 小文字で 書いた の も ある (類. 古. 祌) からで ある。 これ は 以前に 出た の も同樣 である。 

〇 

【卷十  一 . 二 四 八 I 】 

大野に たどき も 知ら 一に 標繩結 ひ て 在り ぞ かねつる 吾が こふら く は 

大^ 跡狀 不知 印 結 有不得 吾眷 

〇 大野 . 跡狀 不知 舊訓ォ ホ ノラ ノ  -- アト カタ シ ラ ズ 。 童蒙抄 ヒ tl キノー 一  . ソコト モシ レズ。 考 

ォホ ノラ ノ  - タヅ キ モシ ラズ。 略解 ォホ ノラ  一一 • タヅ キ モシ ラズ。 古義 ォホヌ ラー 一 • タ ヅ キ乇 シース 

ズ r 新考！ 1 訓)。 新訓ォ ホス 一一 . タドキ モシ ラー 一。 〇 有不得 • 吾眷 舊訓ァ リ トモ H  メャ. ヮガカ ヘリ 

ミ ム 。 古. jsi 本ァリ トモ ュズャ (被： M. 細 •)。 代 一 記 初 アリカ ネヌ レ 、パ • ヮ. ガ力へ リミ シ。 代 ぼ 記 精 

ァリ トモ ェメ ャ. ヮレカ ヘリ ミム。 アリシ カヌ レバ • フ. ガカ ヘリ ミシ。 童 蒙抄 ァリ ハエ ズ トモ • ソ 

レカ ヘリ ミム。 考ァ リガ テマ シャ • ヮガカ ヘリ ミバ。 略解 ァ リガ テマ シモ • ヮガカ ヘリ ミパ。 略解 

i:;-;::^ 訓 (存 は戀の ァリゾ カネ ッ〃. ヮ、 ガコフ ラタ"。 古義 (眷は 戀と迎 W) ァリゾ カネ ツル. ァ ガコフ 


七 一 丄ハ 

1 フク ハ。 新考 ァ リガ テナ クモ • ヮガ コ フラ クハ。 新訓 ァリ乇 カネ ッッ -ヮガ 力 ヘリ ミシ。 

あてど  しめ 

一首の 意 は、 大野に 當所 もな く とりとめ なく 標を 結った ごとくに、 もうどうした らいい か 分から 

ない、 わが 戀の 有樣 は。 とい ふぐら ゐの意 か。 『とりとめ もな き 大野の 原に、 標繩ゅ ひま はした る 

ごとく、 無益なる 戀を爲 はじめて. わが こふる こと は、 あるに も あられぬ ことにな， りぬ るよ』 (古義 リ。 

初句ォ ホ ヌ 一一 と 四 音に する よ. 0 も、 ォ ホヌラ 一一 と訓 めば 調 をな す。 古寫 本の 訓を 尊重して 五 音に 

した。 卷 十二 (二 九 四 一) の、 跡 狀毛我 者を參 照して、 考. 新訓の 訓に從 つて、 タ ドキモ シラ 一一と した。 

宣 長が フガ コフ- ラク" と訓ん だのに 從 つて、 古義の 解 を も 引用して 解釋 したので あるが、 もとの 儘 

で、 眷をカ へ リ ミ 〃と訓 み、 ァリ トモ ェメヤ • フガカ ヘリ ミム とせば、 『大野 一一 跡 狀知ラ ；ス 結シメ 

ノ 如ク、 我 思 ヒモハ カナ キ事ト "知 ナガ ラ、 サテモ 有力 ヌ レバ 猶其野 ヲ 立歸リ 見〃 如 ク戀シ キ心ノ 

立 力 へ ^ナ リ』 (代 匠 記 精) とい ふぐら ゐ になる ので あらう か。 或は へ 大野 ノ原中 一一 トリ トメ モナ ク標 

繩 ヲ張ッ タヤ ゥナ 甲斐 ナイ 約束 ヲシ タノ デ、 不安心 デジ ッ トシ テ居 レナ イノ デ、 私 ハ又女 ノト コ P 

へ 行ッテ 見タ』 (全 釋) となる ので あらう か。 代 匠 記 や 新 訓のカ へ リ ミ シ よりも、 考のカ へ リ 三 バ の 

方が 調べが 好い から、 力 ヘリ ミルと 訓 まば、 それにしたい。 力へ リミシ では 過ぎて 据 ゑる ことが 

出來 ぬ。  、  . 


I 


卷 十一 (二 五 0 一) に- サ ilfli^ 券 浦經" 眞鏡床 重 不去夢 所見 與が あり、 此は 後に 評釋 する 答で あるが、 

券よ^ おお (文. 細.？ ヒ には恭 になって 居，.^、 卷 十一 (一一 六 三 ほ) に、 里 遠 戀和備 爾 家 里 M へ 十 鋭 而影不 

お i^lks^i^ と あるのに 雅 澄が 目を附 けて、， それから 類推して、 卷 をコフ と訓ん だので ある。 そして、 

『牝. ，m と 合せて、 戀.. 字 を 書べき 所に、 通用た. る を 知べ し。 もし は眷み 慕ふ義 もて 眷る にや』 (古き と 

云った の は、 大に 注意すべき 言說 である。 眷は 顧と 共に 思 ひ 慕 ふ 意が あり、 『哀悲 卷戀不 M 敢違距 一』 

030、  想 二 平素 一』 (潘 岳) と あるの が其證 である。 又、 卷は睹 にも 作る。 睹 には戀 ふる 意が あつ 

て、 . ^經 み、 『stea 裏 顧』 は、 眷審と 同じで ある。 さう して 見れば、 眷をコ フラク "と P ん だの は 

蕃訓で 且つ 正訓であって、 路解宜 長說の やうに、 必す しも、 『戀』 の 誤と しなく ともい い。 ただこれ 

を腐覺 こ據 つて ヮガ コフ ラク" と訓 まう とした 宣 長の 神經を 尊敬せ ねばならない。 

；  〇 , 

【卷十 I  •  二 四 八 二】  - 

-, こ ..„-  たまも  な. ひ こころ は、、  ) - ) 

ポ 底に 生 ふる 玉藻のう ち 靡き 心 は 依り て眷 ふるこ のころ 

、  七 一 七 


水底 生 玉藻 打 靡 心 依 戀 比日 

0 戀 比日 寬永本 は 比！^, 此 になって ゐ るの を、 古寫本 (義： 西 •) によって 改めた。 舊訓 

コ n  。ヲョ セテ. コ フル n  ノゴ。 (■ 脈：" か醫讓 . 考 •)。 新考 n  r: ュ ヨリ テ。 新訓 n コ d  " ョ リク。 

ゥチ ナビ キ n  n  ロハ ヨリ テ 

卷 十三 (三 二 六 六) に、 打 靡 情 者 因而と あるから、 調 も それで 好い やうで ある。 

一首の 意。 水の 底に 生えて ゐる 玉藻が 靡きよ る やうに P うち 靡き 心が 寄って 行って 戀に斷 えす 

惱んで 居る け ふこの ごろよ。 

寄， 草 謹で、 人 麿の 長歌に も 幾つか 同じ やうな 表現が あつたが、 人 麿の 歌を讀 んで來 てこの 歌に 

至れば 誠に 平凡に 聞こえる。 併し この 歌 も 人 麿の 作と せば、 同一人の 力量で も、 心の 構へ 方に よつ 

て、 その 聲調 も變 つてく る實 例と して、 鑑賞 上 大切な 材料の 一 つと なる ので ある。 . 

, 此歌は 拾遺 集に 人 麿 作と して 入り、 下句 『心 をよ せて 戀 ふるころ かな』 となって ゐる。 また 六帖 

にも 人 麿 作と し、 柿本集にも入，.^、 共に 下句 『心 をよ せて 戀 ふるこの ごろ』 である。 


【卷十  一 •  二 四 八 一二】 

しきた へ  こん. r さ か  たまも  なび  ぬ  わ  ま 

敷 妙の 衣手 離れで 玉藻な す 靡き か 寢らむ 吾 を 待ちが てに 

敷拷之 衣手 離而 玉藻 成 靡 可宿濫 和 乎 待難爾 

i$ 三 句、 葡訓タ マ モナ ル であるが、 古 寫本中 旣にタ マ モ ナスと 訓ん だのが ある (西. 細 溫) ひ 略 

解に， 『シキ タへノ 枕詞。 衣手 カレ テは、 我が 袖 を 離れて と 言 ふ 意な り。 妹が 我 を 待ち兼ねて、 玉藻 

の 如く 靡き 伏せる らんと なり』 で、 一首の 意味が 分かる。 

これ も 寄：， 草錢 であらう。 この 歌 は、 女が 自分 を 待 かねて、 獨り. で寐る 時の 容チ をお も ひやって、 

それに 一 種の！ i 愛 的 快 慼を烕 じつつ 咏 んでゐ るので ある。 これ は 人 麿の 長歌に 挽歌の 時の 表現に 似 

たやうな ものが あった。 その 官能的な ところで 一 種の 戀 歌になる ので ある。 それから、 ナビ キヌ ル 

といつ て も 共に 寢る ときに も 使 ふし、 衣 を 敷いて なよなよと 獨 りで 寐る と きに も 使 ふ。 また、 『衣手 

かれて』 とい. ふ 言 ひ 方 も、 自分の 衣手 離れで、 男が 離れて 居る 趣に 使って 居り、 やはり 注意して い 

シキ タへノ コロ モギカ レテヮ チマ ット アルラ ムコ ラ ：； ォ t カゲ -I ミュ 

いとお も ふ 表現で ある。 本卷 (二 六 0 七) に、 敷 細 之 衣手 可 禮天吾 乎 待 登在濫 子等 者 面影 爾見と あるの 

は、 や は コ p モデ カレ テの 語が 入って ゐる のみなら す、 その 姿が 大に 好く 似て ゐる。 おも ふに、 

七 一 九 


七 二  o 

人 麿 歌集の 歌の 異傳 であらう か。 それとも 民謠 風に 吟誦せ られつつ、 改作 模倣せられ たもので あら 

う 力 

〇  - 

【卷 十一 ニー 四 八 四】 

きみ こ  かたみ  わ が ふた り 5  まっき ，み ま  ^ 

君 来ず は 形見に せむ と 我 二人 植 ゑし 松の木 君 を 待ち 出で む 

君 不來者 形見 爲等 我 二人 植松木 君 乎 待出牟 

0 我 二人 舊 訓フレ フ タリ。 童蒙抄 ヮガフ タリ (麟喃か 新 )0 古義 力 タミ 一一 セ ョト. ァ トフ タリ。 0 

君 乎 待出牟 舊訓キ ミヲマ チイ デム。 考 キミ ヲ マチ テナ。 略解 宣長 訓キ ミ ヲ マ チデネ 新)。 

かたみ 

一首の 意" あなたが お出でにならぬ 時に、 あなたの 形見と して あなたと 思って 眺めて なませ うと 

ま つ 

話 合って、 二人で 植 ゑた 松の 樹 です。 この 松の 樹は、 待と いふ 名のつ いて ゐる樣 であるから この 

寂しい 私に 同感して、 いつまでも あなた を 待って くれる で ございませう。  ， 

マチ カ木テ ゥチ へ ハイ ラジ 

マチ. ィ、 デムと いふ 表 はし 方が 注意せられ るが、 つまり、 卷 十一 (二 六 八 八) に， 待不得 內者不 入の 


如くに、 待って 家から 外へ 出る やうな 能 働 的な 氣持を あら はすので ある。 同卷 (1K05 に-高 巾爾 

タカべ サワな リ々. 力 ダカ 二 ヮザ マッキ. t チ マ チイ， テム 力 モ 

髙部左 渡 高高 爾余 待 公 乎 待 將出可 聞と ある、 マ チ イデ ム と 同じ 用法で ある。 

寄. 木戀 であるが、 必 すし も題咏 臭の ない ところが よく、 自然に こだ はりな く 運ばれて ゐる。 松の 

ャ ッと いふ 音 は 待に 通す るので、 昔から こんな ことが 男女 間に 行 はれて ゐ たので あ つた だら う。 卷 

ト ホッヒ トマ ッノ シタデ ェ ノ ボラ シテ クニ-く ァ ゾバシ 

十三 Q:l 一三 四) の、 遠 人 待 之 下道 湯 登 之而國 見所 遊 は、 松の ことで あるが、 待に 共通せ しめて ゐる 

の を 兌て わかる ので ある。 

nt シ ケ パ 力 ^！' ミ 二 セ. ムト ヮ ガヤ ド 二 ゥヱシ フヂ ナミ ィ マサキ 二 ケ リ 

參考 歌と して、 卷八 (一四 七 一) の， 戀之家 婆 形見 爾將爲 跡吾屋 UI^ 爾殖之 藤浪今 開爾家 里。 卷 十六 (コ一 

#  ノ キノ ョ ノ カタ ミニ セ ム ト オイ ビトヲ ォク リシ タルマ モ チカへ リコ シ 

七 九 一〕 長歌の、 後 之 世 之堅監 將爲迹 老人 夹送爲 享持 還來等 をし るし 置く。 、 

〇  . 一  . 

【赛十  一 •  二 四 八 五】 

ふ  み  われ  そまつえ  かく 

W 扳 るが 兑 ゆべき かぎり 吾 は あれ ど 其の 松が 枝に 隱 りたり けり 

袖搣 可 見限 吾雖有 其 松 枝 隱在 

七 二  I 


舊訓 ソ デフ〃 ヲ. ミグべ キカ ギリ。 代 匠 記 精 ソ デ フ ラ バ 。 略解 ソ デ フ〃 ガ • ミ ュべキ 力 ギリ。 舊 

訓 カク レ タリ ケリ。 古義 カク リタ〃 ラム。 新考 カク リタ〃 ラシ。 新訓 カク リタ リケ リ。 

一首の 意。 妹の 袖 振る のが 見える 限り は 私 は 別 を 惜しむ の だが、 あの 松の 枝が 邪魔 をして 見えな 

くな つた。 鳴呼殘 念な こと だ。 

代 匠 記に、 『その 松 かえ は、 上の 哥 によめ る 松 を させ， 5』 (初)、 略解に、 『男の 歌な り。 妹と 別る る 

時、 妹が 袖 ふる を 言 ふ。 其 松、 ガュは 上の 歌に 言へ る 松 を 言 ふ』 と ある を 顧慮 すれば、 此歌は 前の 

歌に 應 へた 趣に なって 居る ので あるが、 必 すし.； さう 卽 せしめす に 味 ふこと も 出來る ものである。 

ヮ ガイ/チノ マ タケ ム. 力 ギリ ヮスレ ノヤ ィャ t- 一 ケニハ ォモヒ マス トモ 

力 ギリの 例 は、 卷四 (五 九 五) に、 吾 命 之 將全幸 限 忘 目 八 彌日異 者 念 益 十 方。 卷 二十 s 四 四 一) に、 

多 知 之 奈布伎 美 我 須我多 乎 和 須禮受 波 與能可 藝里爾 夜 故 非 和 多里奈 無。 卷五 (八 八 一) に、 加 久ぎ未 也 

I, 吉豆伎 遠良牟 阿良 多 麻 能 吉倍由 久等志 乃 可 伎利斯 良受提 等が あ 旣 に評釋 した、 卷 十の 人麿耿 

. 集の 歌 ハー 八 九 じ の 例 も ある。 


【港 十  一 •  二 四 八 六】 

ち ぬ  み  はま ベ  こ まつね ふ. J-  わ  こ  ひと  こ  ， 

血 沼の 海の 濱邊の 小 松 根深め て 吾が 戀 ひわた る 人の 子 ゆ ゑに 

珍 海 濱邊小 松 根深 吾戀度 人 子 

『人 f 妮』 の 妮を考 では 故に 改めた。 併し 淸水 濱臣 の考證 があって (f 德 I 針)、 妮は 妬の 訛で、 ま 

た 遊 仙^の、 『無情 明月 故臨ン ls-』 を、 『あおきな き ありあけ づきの みぞね たま しげに まどに いる』 と 

訓 んでゐ たにつ いて、 『いにしへ は 故. 妬 通じ 用 ひし ものと 見 ゆ。 されば 互に 相 通 はして、 は ゑと い 

ふに も 妬の 字 を 用 ひしなる べし』 と 云った が、 木 村 博士の 訓義 辨證 £ に は、 im 臣の にも 贊 成せす し 

て、 f 屮 癍手鑑 の妒、 ^. 妮。 一 切 經音義 の、 嫉妮、 嫉始を 引いて、 妮は 妬の 俗體 だとし、 『詩 小虽 序の 

謹に、 以. 色 日. 妨、 また 玉篇に i^M^ 賴、 妬 5 と あれば、 人妻の 我お も ふま、 ならぬ を、 ねたく お 

ぼ ゆる 意 を もて、 かける 文字なる べし。 さるに よりて、 人 子妮、 また 人妻 妮と ある 所に かぎりて、 

た V に ゆ ゑと いふべき 所に 用ゐ たる はなき 也』 と 云って ゐる。 卷 十一 (二三 六 五.) に- せ：： 道 爾扣之 人妻 

ユエ 二  ヒト ノコ ュヱ ニコ t ヮ々 ルカ モ  ヒトヅ マユ ヱニヮ レコヒ ニケリ 

妮、 卷 十二  (三 0 一七) に、 人 之 子妮戀 渡靑頭 鶴。 同 (三 〇 九 三) に、 人 審妮爾 吾 戀ニ來 が ある。 

1 首の 意 は、 茅 滓の 海の 濱 べに 生えて 居る 松の 樹の 根の 深い ごとく^ 心 を 深く、 心の底から、 

七 二三 


七 二 四 

ひとづま 

私は斷 えす 戀 をして 來てゐ る。 あの人 妻に。 とい ふので ある。 

寄 レ木戀 だが、 茅濘の 海卽ち 今の 大阪の 南から 驟 市に 至る 海の 邊を 咏んで 居る から、 あの 邊の 經驗 

を 念 中に 置いて、.. 民謠 風に 咏ん だもので ある。 人妻であって、 戀の 未だ 成就し ない 趣で あるから、 

『妮』 の 文字 を 使った ことに 理 會が附 くわけで ある。 卷ニ  ニー ニー) に、. 大船 之 泊 流 登 麻 里 能 絕多日 

一一 モ /モヒ ャセヌ ヒトノ コ ュヱニ  ゥ ナパ ラノ ミチ 二  ノレ レャヮ ガコヒ テラ ムォ ホフ ネノ ユタ 二 アルラ ムヒト ノコ ュ 三 二 

二 物 念瘦奴 人能兒 故爾。 卷 十一 (二三 六 七) に、 海原 乃 路爾乘 哉 吾 戀居大 舟 之 由 多爾將 有人 兒由 惠爾。 

あと は、 旣 出の 卷 十二  (三 01 七) のが ある。 この 固有名詞から 推して、 茅 停 海 をお も ひ 浮べ 得る 大和 

地方の 民謠 として 役立った もの かも 知れす、 その 頃の 人々 は 人 麿 作と 看做して ゐ たもので あった だ 

らう か。 何の 苦 もな く 自由に 一 首を爲 上げて ゐる ことこの あたりの 全體の 歌同樣 である。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 下句 『われ 戀 ひわた る ひとのこ ゆへ き』 となって ゐる。 

【卷十 I  .  二 四 八 六、 或 本敢】 

ら .0  -1, ，r  しミ ひ  こ まつね もころ こ  ひと  こ 

血 沼の 海の 潮干の 小 松 懇に戀 ひや わたらむ 人の 兒ゅ ゑに 


血 沼 之 海 之 塩 千 能 小 松 根 母 己呂爾 戀屋度 人兒 故爾 

この 歌 は 前の 歌と 大同小異で、 潮干に なると 根が あら はれる から、 根と ネモ. コ n と 同 昔で 總 けた 

.^のでぁる。 コ マツ は、 語感が、 現在 謂 ふ稚ぃ 松と いふので なしに、 もっと 大きい ので もい ふやう 

であって、 コは 愛憐の ための 接頭語で あらう か。. 卷ー (ニリ の、 小 松 下 乃 草 乎^ 核。 卷ニ  (一四 六) 

の、 おか ぞ 宇 齔ぞ； K タ i ケ win モ聞。 卷四 リの、 ま ャ扎ハ M^sp 酽？ -嘆 鴨。 卷十 011  一二  5 の、 

マ 年 ムクノ  t ハラ モ イマ ダクモ ヰネパ コ マツ ガ ゥレュァヮュ.^-寸ガ仏  I -  J-  f  ？  S  -"  -  )  ^  0 

卷向之 檜 原毛 未 雲居 者 子 松 之 末 由沫雪 流な どの 例 を 見て 悟る へ きて ある 

〇 

【卷十  一 •  二 四 八 七】 

お^化の^ ¥ かおの， f ぞ は^がず ふ 嫩に逢 はず 止みな む 

平 山 子 松 末 有 廉叙波 我 思 妹 不相止 者 

0 平 山. 子 松 末 • 有廉叙 波 流布本、 『小 松 未』 は、 古寫 本に よって 『小 松 末』 に 改めた。 舊， ナ 

,  七 二 五- 


七 二 六  . 

ラャ マノ. コ マツ、 ガ ウレ .1 了 ァレコ ソハ。 代 匠 記 精 コ マツ. ガウ レノ. クレム ゾハ。 〇 我 思 妹 • -不相 

止 者 舊 訓ヮガ ォ モフィ モー 一 • ァ r ズャ ミナ メ。 代 匠 記 精フガ モ フィモ 二 . ァ" デャミ ナム。 义は 

フ ガモフ ィ モガ • ァ ハデャ メ-テ フ 。 考-ァ 、ノ デ ャミ ナノ、 者 は嘗の 誤。 略解 フ ガオ モフ ィモ- 一： ァぐ 

ズャミ ナム。 古義 ァ ガモフ ィ モー 一. ァハ ズャミ ナム。 新考 ヮ ガモフ ィモ  一一 • ァハ ズャミ ナム。 

第二 句まで は、 クレム ゾに續 く 序で、 奈 良の 山の 松の木の 末 (梢) から 同音の ウレ ムゾ に. つづけた。 

ヮ タツ ミノ ォキニ モチ ユキ テハ ナット モウ レム ゾ コレガ ョミザ ヘリ ナム 

クレム ゾは、 卷三 (ョニ 七) に、 海 若 之 奧爾持 行 而雖放 宇 禮牟曾 此之將 死 還 生と ある クレ ムゾと 同じ 

く、 契 沖に 從 つて、 いかん ぞ。 何ぞ。 どうして。 とい ふ 意味に 解して いいだら う。 有廉と 字. © その 

まま 訓ん だもので、 『者』 は、 助 語で 添へ た。 咏 歎の 分子 も 含まって ゐ るので あらう。 『ィ， 、ッ. レモ 

ゾと 言ふ詞 にて、 イカ ムゾと 言 ふに 同じ』 (略解 3 と あるが 語原 はい また 不明で ある。 慨哉. 宇禮豆 

クウ レフ ウレ ハシ  ゥ ラフ 

^ . 忡仲 • 吁矣 などの ク レ か、 若しくは 卜 合な どの クラと この 感動詞と 何 かの 關聯 はないで あらう 

力  - 

なら やまの こ まつが 5 れの 

一首の 意 は、 〔平 山 • 子 松 末 I〕 どうして、 この 私の 戀 しくお も ふ 女に 逢 はすに しま は. うか。. 何 

としても 逢って やる とい ふので ある。 

寄， 木戀 で， ウレ ムゾは 語原 は縱ひ 不明で も、 感動詞、 間投詞の やうな 強いと ころが その 語氣 のう 


ちに 成 じ 得る から、 結句の 語氣 も、 『あはで 止みな め』。 『あはで やまめ や』。 『あはす はやま じ』. の 

やうに 强ぃ ものの やうで ある。 『いかん ぞ 我が 思 ふ 妹に 逢 はすして 止みなん やと 言 ふの みに て、 上 

ニ句は^：^なり』 (略解)。 

\ 

〇 

【卷十  一 •  二 四 八 八】 

いそ  ラへ  た  むろの き こころ  なに  ふ.？^  おも  ，i-  fc 

磯の 上に 立てる 囘香樹 心いた く 何に めて 甲，？ ひ 始めけ む 

礒上 立 回 香 瀧 〔樹〕 心哀 何 深 目 念始 

〇 礒上 傅訓ィ ソ ノウへ 一一。 古寫 本中ィ ソ ノカミ (古) と訓ん だの も ある。 〇 立 回 香！^ 舊 訓タチ 

マフ タキノ。 古 寫本中 タ チマ ヒ タキ" (嘉 )。 クチ マフ タキ ッ (古ゝ タ 、チ マ ヒ タキ ッ (類) 等の 一 m か 

あつたが、 代 匠 記で、 タテ〃 ワカ マ ッと說 み、 『前後 木 一一 寄タ 〃歌ノ 中 一一、 瀧 ヲョメ 〃歌 有べ カラ ザ 

レ * ハ 、 今按瀧 ハ櫳- ーテ、 タテ^ ワカ マツ ト讀べ シ 。 其 故 、ノ 玉篇 云、 蕖 5 細、 切、 亦髓醒 力、 レバ 直 ト同ジ 

ク餹、 ^ノ^ナ リ。 ； K 屮 一一 高 圓ヲ髙 松 ト書タ レ バ櫳ヲ 松 一一 借コ ト惟 シブべ カラ ズ』 iKA と： h つた 力 
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考 では、 『今 本樹を 瀧に 誤たり。 卷 十四 if ；。 磯上、 根蔓室 木、 見 之 人 乎、 又 吾 もこ か、 みし 辆浦 之、 

天 木香樹 者、 常世 有 跡、 これ を 回 香と もい ふべ し』 といって、 ム " ノ キと訓 み、 爾來諳 書 其に 從ふ 

•  ヮギモ n ガミシ トモ ノウ ラ / ム ロノ キハ 

やうに なった。 この 眞 淵の 引いた 例 歌 は、 卷三 (S5 六) の、 吾妹 子 之 見 師辆浦 之 天 木 香樹者 云々 を 

いふので ある。 それから、 心 哀 になせ 績け たかと いふに、 考に 、『荒磯の 上に 根 も あら はに 立た る 

を 見る に、 あやうく 心痛 を もて 我 戀に譬 へし 也』 と 云って ゐ るので 見當 がっく。 『何に』 はド クシ 

テ、 何 ゆ ゑに ぐら ゐの 意で ある。 どうして こんなに 戀 心が 深くな つたので あらう とい ふので ある。 

室の 木 は 松 杉 科の 常綠 喬木で 杜松 とも 天 木香樹 とも 書く。 〇 心哀 舊訓. コ コ ィ タクで あつたの を- 

トヨ クニ/キクノ ハマ マツ. K モコ ロニ 

古義で ネモ コ C1 - 一と 訓み、 『心哀 は、 十二に、 豊國聞 濱松心 喪 云々 (略解に、 春 海 云 喪 は哀の 

誤なる べし。 字書に、 哀誠 也と あれば、 心 衷を義 もて ネ モコ C1 I 一  と訓べ しとい へ りと 見えたり) と 

ある を 合 考 るに、 共に 心哀 にて ネモコ ロー 一なる べし』 と 云った、。 〇 何 深 目 舊訓ナ  一一 ノ フカ メテ。 

代 匠 記 精ナ 一一 -ー フカ メテ。 校本 萬 葉所收 の古寫 本皆ナ 一一 - 一と ある。 

一首 は、 なせ こんなに 心 を 痛めて 深く あの人 を 思 ひそめた ので あらう。 とい ふだけ の 歌 だが、 寄 

レ木戀 で、 いろいろ 工夫した もの だから、 後世の 學 者に 難儀 を かけた が、 諸學 者の 骨折で 釋 然とす る 

むろの き  -  、 …一 f 

やうに なった。 そして、 この 歌 は， 『礒の 上に 立てる 囘 香樹』 が、 危く おぼつかな いとい ふので 、も 


哀に總 けたと ころに、 稍 抽象的な 理論が あって、 そのために 解釋が 面倒に なった のであった。 

【港 十 I  -  二 四 八 九】 

橘の 下に 我が 立ち 下 枝 取り成ら む や 君と 問 ひし 子ら はも 

橘 本 我 立 下 枝 取 成 哉 君 問 子等  ， 

〇 我 立 ^訓ゾ レ クチ。 新 考ソガ タチ。 〇 成 哉 君 舊 訓ナリ ヌャキ ミト (諸 書從之 ；}。 考ナ ラン ャキ 

ミト (fl に. 赚围 -•)。  . 

\ 全 粋： 同 1 ) 

この 歌 も 寄，' 木戀 だから、 上^ は 序詞と 看做すべき だが、 例によって 寫 生から 來てゐ るから、 必. す 

しも 序と せす に、 意味 を 持たせて 解釋 する こと も出來 る。 卽ち、 橘の 木の下に 立って、 下 枝 を 取-り、 

愛する 女が そのと き、 この 橘の 實 のなる やうに、 私 どもの 願が かなへ るで せう か、 不安で な， 0 ませ 

ぬ、 などと 問うた こと もあった が、 それ も 今 はすべ て 過去の ことにな つてし まうた、 と 追， の |« を 

咏んで 居る ので ある。 『子ら』 は單數 である。 代 匠 記 初 稿本に、 『橘の もとに われ 立。 是は 橘の 實の 

.  ,  七 二 九 
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な. o ぬ やとい ふ を、 戀の 成就す るに よそへ たるな， 9。 我 立 は 女の， 身の 我な、 り。 下 枝と り は、 下 枝 を 

取て しめすな り。 思 ふことの かな ひて 相 見し 時に、 今 こそ は 成 たれと いひし 女の、 後 は あ ひみぬ を、 

いづら やと 尋て よめる 心なり。 とひし はい ひしな り』 と解釋 し、 考に、 『今、 君が 方、 吾 方と もに 障 

多 かれ ど、 かくても 末 は 成なん やと 問たり し 妹 は、 遂になら すな. 5 て、 はなれて 後お も ひ 出て、 ゆ 

かしむ さま 也， 5 と 解. 釋 して ゐ るので、 大體が 分かり、 一首の 中に、 會 話の 口調まで 入れて 自在な 歌 

である。 また、 『本に わが 立ち』、 『成らむ や 君と』 のと ころ は、 謂 ゆる 句 割で あるが、 此も 間々 ある 

ことで、 却って 古樸 である やうに 響く ことがある。 

此歌 は大體 右の 如くで あるが、 新考 に、 『從來 相思の 男女が 對立 せる 趣に 心得た る は 誤な り。 我と 

い へ る は 男子 卽 作者に て、 君，.^ い へ るは媒 なり。 對立 せる は 若き 男と 老いた る 女卽媒 とな-.^。 四 

五の 意 は成ラ ムャ イカ-一 トフ ガ媒 一一 問 クタ 其 本尊 樣ハ ドウ シ タラ ク とい へ るな り。 媒 よりい まだ 答 

の 無き をお ぼっかな みたるな り。 卷 七に、 むかつ をに たてる 桃の 樹 成らむ やと 人ぞ ささめ きしな が 

こころゆめ。 とい ふ 歌 あり。 一首の 意 も 初 二の 格 も 今と 異なれ どナ ラム ャの意 は 相 同じ』 と 解 釋.， > 

て 居る が、 此は 少しく 面倒で、 惡 ぃ解釋 であらう。 


〇  .  、 

【卷十 I  •  二 四 九 0】 

あま C6  はね  と  たづ  4 み  t 

天雲に 奨 うちつけて 飛ぶ 鶴の たづ たづし かも 君し 坐 さね は 

夭 雲爾. 翼 打附而 飛 鶴 乃 多 頭 多 頭 思 鴨 君 不座者 

結句 舊訓/ キ ミ シ マサ ネ バ ま, 瞧 . Y 古 寫本中 キ ミ ガマ サネ バ §。 キミ シ マサ ヌ 、ノ  §0 代 匠 記 

睛キ 三 キ マサ ネ バ (新考 Si 訓ヽ 童 蒙抄キ ミ イマ サネ バ (新訓 同訓)。 代 匠 記 精に 云。 『六帖  一一 ，ノ キミ キマ 

サネ 、ノ ト ァリ。 然レ ハ今ノ 本 若 不ノ下 一一 來ハ 字ノ 落タ〃 歟』。 『飛ぶ 鶴の』 から、 同音の タヅ タヅ シ 

に續 けた 序詞で、 天雲に 翼 を 打ち 附 ける、 卽ち 高く 飛翔す る 形容で あるから、 ただ 同音で 績 けて、 

そこに 特別の 意味 は 無い。 タヅ タヅ シは、 おぼつかない、 たよりない、 はかない 意に 落 著く。 

あまぐもに は：： うちつけて とぶ たづの Jfc"  »  、三、. 

一首の 意 は、 〔天雲 爾翼打 附而飛 鶴 乃 I〕 たづ たづし く、 およりない よりどころない 心 持で Ci5 り 

ます。 嫌し い あなたと 御 一し よで ない ものです から。 私 ひと.^ だもので すから。 

々サカ ェ /  .1 リエ 二 アサ ル ァシ タヅ ノ アナ タ ヅ タヅ シ トモ 十シニ シテ  . ， ヽ， ：、 ：ゝノ  , タ，. 

卷四 (五 七 五) に、 草 香 江 之 入江 二 求 食 蘆 鶴 乃 痛 多 豆 多 頭 思 友 無二 指 天 卷 十五 (三 亡 一六) に 多 
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^£^-^^£^5^5^1|&.ぎぎ^ぎ？！4多頭多頭志"比511.リ里^奴禮婆とぁるのも同じゃぅな發想で同じ 

やうな 表現で ある。  . 

寄， 鳥戀 で、 序詞 を前驅 せしめて 一 首 を 纏める 手段 は旣に 常套の やうで あるが、 この 一 首の 歌 調に 

は、 緊 まって 大柄のと ころが ある。 樂に、 苦 溢せ すに 作って ゐ るので あるが、 それでも、 古今 集の" 

『白雲に 羽う ちか はし 飛ぶ 應 のかげ さへ 見 ゆる 秋の 夜の 月』 よりも 重く て^い。 想像 すれば こ f な 

ども 或は 人 麿の 自由な 生活 時期に 作った もの かも 知れない し、 そして 其 頃の 人々 も 此歌を 或は 人 麿 

作と 思って ゐ たもの かも 知れない。 さう すれば、 右に 引いた 卷 四の 旅人の 歌 も、 卷 十五の 歌 も、 こ 

の 人 麿 歌集の 歌から 影響 を 受けた ものと 想像す る こと も 亦 可能で ある 

この 歌 は 六 帖に载 り、 結句 『君來 まさねば』 である。 

〇 . 

【卷 十- ニー 四 九 一】 . 

に 警ひ寐 ね ぬ 朝 明に 鴛鴦の ここ ゆわた る は 妹が 使 か 


妹戀 不寐朝 明 男爲鳥 從是此 度 妹 使 

0 妹戀 . 不窓朝 明 舊訓ィ モ n フト. イネ ヌ アサ ケ 一一。 童 蒙抄ィ モー ーコヒ (I や f 麵ト .  Y 〇 從 

是此度 . 妹 使 舊訓 コ コ -ー ワタル .ィ モガ ッカヒ 力。 代 匠 記 ココ 一一 ワタル ハ。 乂 はココ 1 丁シソ タレ 

05^ 象抄 同訓 ；}。 考、 此は 飛の 誤で トビ フタ〃。 略解、 考に從 つて コ ュ トビ フタ レ/  r 新考 同訓)。 古義 コ ョ 

トビ ソ タ〃。 新訓 ココュ ヮタ〃 ハ。 ココ は此 とも 是 とも 書いて ゐ るから、 是此 二字で コ コ と訓 ませ 

たものと 着 做して、 新訓の 如く ココュ ワタル ハ と訓ん でい い。 結句、 考ィ モガ ッカじ 一一。 他 は盡く 

舊 訓に從 つた。  ， 

一 首の 意 は、 妹を戀 しく 思うて 一 晚ぢ ゆう 眠らなかった 曉に鴛 驚の 飛んで 居る の は あ r- は 妹から 

の 使で あらう か。 とい ふので、 鴛鸯は 雌雄の 睦 じい 鳥で あるから 聯想が 直ぐ そこに 向い. こので、 お 

も.5^::1分の こと を 思うて 一 晚 眠らな か つた だら うとい ふ 意 を. 含めて ゐる らしい ので ある。 

窨 紀牵德 天皇 卷の 野中 川原 史满の 歌に、 耶麻鵝 播爾烏 志 賦拖都 威ぎ 陀虡 t お供 陀虞 4 胗 ijl^l^^,!- 

g 柯威 Mis 武が あ. 9、 萬 葉卷ー 一十 五 1 1 ) に、 テ 乎-ざ 扣須牟 i^sK ガ我 ノ乃ど Ik ケ家 J^iAM 女お ぎ 乃 yt- 

毛 左 伎 爾家流 可 母が ある。 なほ 鳥 を 使と した 歌 は、 古事記 允恭 天皇 條、 輕 太子の 御 歌に、 i: ぎが 5k 
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ずぎ 都 加 比？^ 豆 |具 泥 能 岐許延 牟登岐 波 和 賀那斗 波 佐 泥と いふ のが あ.^、 萬 葉卷八 2 六 一 四) に、 

+ ザ ッ キノ ゾノ" ッカ リノ ッカヒ 二 モ ォモフ nnrt ハ キコェ コ ヌカモ  ァ マ トブャ カリ チ ッ>  力 t  二 ェ テ， シ， 

九月 之 其 始應乃 使 爾毛念 心 ^<?可閉來.^鴨。 卷 十五 Q 一六 七 六) に、 安麻 等 夫 也 可 里 乎 都 可 比爾衣 3i 之 

力 モナ ラノに ヤコ ニコ トツ ゲャ ラム  力 リガ ネ ハツ カヒニ コム トサヮ グラム アキ 力， は 

可母奈 良能 彌夜古 爾許登 都礙夜 良武。 卷 十七 (三 九 五三) に、 應我禰 波 都 可 此爾許 牟等佐 和 久良武 秋風 

左 無 美 曾 乃 可 波 能倍爾 とい ふの が ある。  . 

この 歌 は、 寄い 鳥戀 であらう が、 一面に は附會 して 作った やうな ところ も あり、 また 鴛 驚と いふ 爲 

の， 生 質からの 聯想に よって 空想に よって 作った やうな ところ も あるが、 それにしても 一 首全體 とし 

て は 實際感 が 滲出で て 居り、 同時に 何 か象徵 詩的な に ほひの する、 可憐な 歌 だとい ふこと が 出來る 

そして、 結句 は、 『妹が ：！^ か』 と訓ん だのに 從ふ ベく、 考の訓 の、 『妹が 使に』 では、 結句の 力が 餘 

. 程减 却す る やうに おも ふ。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 『いも こふと いねす 朝け の をし 鳥の これより わたる 妹 かつ 

かひ か』 と ある。 


【5«十  一 •  二 四 九 一一】 

おも  あ t  に ほど. 9 あぬ  C  ひ み- *■ - 

念 ふに し餘 りに しかば？^ 鳥の 足沾 らし 來しを 人 見け む 力 も 一 

念 餘者 丹穗鳥 足沾來 人 見 鴨 

0!w 占來 舊 訓ァシ ヌレク ルヲ。 古寫本 中、 ァシ ヌレク グヲ (祌 )o ァシ ヌダク \ヲ(^ヽ ァシヌ 

レイ〃 ヲ (京) 等の. 訓が ある。 考ァヌ ラシ コ ショ。 略解 ァヌ ラシ コ シヲ。 略解 官； 長訓. (沾 は腦 の魏) ァ 

ナヤ ミコ シ ヲ (新 考從 之)。 古義 ァ シヌレ コシヲ (新 蘭 同訓)。 

此歌 は、 寄：， 鳥戀 だから、 『鳩 鳥の』 とい ふ 枕詞の 格 を 使った の だら うが、 そのほか は、 一 百 葉 ど ほ 

. ^に 解 釋が 出來る やうで ある。 

お前の 戀 しさに 思ひ餘 つて、 足 を 濡らして 難儀し £ つて 來 たの を、 人が 見た であらう か、 見つ 

かった か、 どうも 不安 だとい ふので あらう。 

考で、 『川 を かち 渡りし がわろ きを 愧 ていふ』 と 云った が、 これ は愧づ るので はなく、 『人 モカ、 

〃氣 シトャ 見トガ ムラ ムト ナリ』 (代 匠 記 精) とい ふ 方が 穩當 である。 また、 この 『足沾 らし』 は- 

アマ/ ガノ  r シ 

r リ ヲ渡リ 野原 ノ 露ヲヮ ケナド シテ』 (代 匠 記 精) 足 を 漲らす ことで ある。 卷十 2  0 七 一) の、 天 足 
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* レワ タリ  —  モヌ ラサ ズ. マ ズキ マセト 

沾渡 は、 川 を 渡って 足の 濡れる ことで あ- 9、 卷九 (一七 六 BD の、 裳 不令濕 不息來 益 常 もさう であり、. 

ハヤ クオ キイ.， テツ ッヮ レモ モ スゾヌ ラサ ナ 

卷 十一 (ニー I 一 五 七) の、 早 起 出 乍 吾 毛 裳 下閏奈 は、 朝の 草 露に 濡れる ことで ある。 

ォモ フニ シ アマ リニ シカ パス ペチ ナミ ヮレハ ィ ヒテギ ィ ムべキ モノ ヲ 

なほ、 卷 十二  01 丸 四 七) の、 念 西 餘西鹿 齒爲便 乎 無 美 吾 者 五十 日 手寸應 忌^ 尾の 左 注に、 柿 本朝 

二 ホ トリノ 十 ヅ サ ヒ コシテ じ rf. ケ ムカモ 

臣人麿 歌集 云、 爾保鳥 之 奈津柴 比 來乎人 見 鴨と ある。 少しづつ 化して 偉 はって ゐる ことが 分か 

る C  -， 

, 〇  , 

【« 十  一 •  二 四 九-一】 

た；； "や i みね ゆ  しし  と4 お ft ぞ で ■ ふ  >  わす  ^6 

高山の 岑 行く 鹿 猪の 友 を 多み 袖 振らず 來っ 忘る と 念 ふな 

一 

高山 岑行完 友 衆 袖 不振 來 忘 念 勿 

〇 岑行完 . 友 衆 舊訓 ミネ ュ クシ シノ  • トモ ォ ホミ。 古 寫本中 ミ ネュ クシ カノ  SS . 教. 80 ミ ネ 

ュ クシ シノ  (耐： チ^  二。 トモ ヲォ ホミ (嘉 ：>。 トモ ヲ、 ホミ §。 考 トモ ヲォ ホミ。 代 匠 記 初 稿本 

で 『£ 今 行^』， と あるの を、 『完 は宍に 作る へし』 と 言 ひ、 童 蒙抄. 考. 以下 『5n 打宍』 と 改めた が、 


文字 辨證 M に據 るに、 これ は完の 儘で よい やうで ある。 文字 辨證 では、 倭名鈔 に、 肉の 字 を』： 冗に 作 

る v々。 新撰 字 鏡に、 肉 I 細反完 I。 類聚 名義 抄に、 完シ シ。 { 六 3 俗。 天台 六十 卷昔義 に、 完シシ 等 

ソ ジ、 ノ ムナグ 二 

と あるの を^ 據 とし、 なほ 本書 紀卷 二に、 膂完之 空國。 卷ニ 十五に、 衣^ 足 ニ以朽 完。 卷ニ 十九 

に、 有人 云 得， 一 麟角於 葛 城 山； 角 本 二 枝 而未合 、 有， 完々 上 有， 毛。 太 神宮 儀式 帳に、 ぶ兀乎 多氣止 云。 

靈3^;記卷下に、 瞰， 完爲， 效 などと あるの 引いて、 『按 に、 宍は 肉の 俗字 なれば、 これより 韓 じて完 

と はかけ るな り。 完全の 完と は源委 同じから す。 混す る ことな かれ』 と 云った。 萬 葉 築の 例 は、 旣 

エペ ヤシニャ ドル シシ ャモ  シシ マツ ヮガセ  シジ クシ p 

に評釋 した、 卷七 (ニー 九 11) の、 江 林 次 完也 物… 完待我 背。 卷九 (一八 〇6 の、 完 ^SI。 卷 十三 

1 ェ シシノ ユキ モ  シシ マット  ヮガ シシハ  . 

(三 三 の、 所 射完乃 行文。 卷 十六 (三 八 八 五) の、 完待 跡… 吾完 者な どで ある。 〇 袖 不振 來 i« 節 

ソ デフ リコ ヌヲ。 嘉曆傳 承本ソ デ フラズ キヌ。 考ソ デ フ ラ デ 〔キ ヌ 〕。 略解 ソ デ フラズ キヌ。 新考 ソ • 

* テ フラズ キッ。 

一首の 意 は、 〔高山. 岑 行完。 I〕  (連の 人々) が 多かった ために、 振.^ たい 袖 を も 振らす に、 その 

！ i 別れて 來て しま ひました。 どうぞ あ. なた を 忘れて ゐ ると は 思 ひ 下さるな。 とい ふので ある。 

寄：，, ：戀 で、 序詞 は、 山間 生活に よく 經驗 する、 鹿な どの 群れて 步く 有様から、 自分の 連れの 人々 

の 多い ことに i け、 その 人々 に 遠慮し、 または 二人の 間の 謹の 氣附 かれる こと を 虞れ て、 別離の 徴 
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の 袖 振る こと をし ない 心 持 を あら はした 歌で、 山間 住民の 間な どに 歌 はれ 得る 民謠の おもかげ を備 

へた ものの やうに 思へ る 歌で ある。 

卷 十四 (11 一四 二八) に、 安太 多 良 か瀰爾 布須、 思 之 能 安里 都 都 毛 安 禮波伊 多 良 牟綱度 奈佐利 曾禰。 同 

〈三 五三 一) に、 伊 母 乎 許 曾 安比 美 爾許思 可 麻 欲 婢吉能 與許夜 麻 敝呂能 思 之奈須 於母敝 流な どと あるの 

も、 鹿 猪 を 聯想の 中に 置く 歌で、 戀 愛の 心 を 織り ませた 民謠 風の 歌で ある。 

此歌 は、 六帖に 入り、 『高山の 嶺 行く 鹿の 友 を 多み 袖 振， 5 こぬ を 忘る と 思 ふな』 となって ゐる。 又、 

夫 木 和歌 抄には 人 丸 作と し、 『鹿のと もお ほみ 袖 ふりこむ を わする と 思 ふな』 と ある。 

〇 

【卷 十一 •  二 四 九 四】  • 

お ほ ふね  ま かぢ しじぬ  こ  ほど  ここ だく こ ひ  とし  いか 

大船に 眞楫繁 貫き 榜ぐ間 も 極 太戀し 年に あらば 如何に  、 

大船 眞 檝繁拔 榜間 極太戀 年 在 如何 

0 榜間 舊 訓コグ ホドヲ (童 蒙抄 . 考 同訓 リ。 代 匠 記 コグ ホド乇 (纏瞎 i 贿考 じ。 古義 コグマ ダ -ー 。 『間』 


クサ マ クラ タビ ナルホ ドニ サ ホ カハ It アサ 力 ( c- タリ  ィへュ イデ 

をホ ドと訓 ませた 例 は、 卷三 (四 六 0) に、 草枕 客 有 間 爾佐保 河 乎 朝 川 渡。 卷九 (一七 四 0) に、 從 家出 

r  I トセ ノ ホ ドニ カキモ ナク  、Ja^5 

而三歲 之 問 爾墻毛 無 等が ある。 〇 極太戀 . 年 在 如何 舊訓ィ タクナ コヒソ • トシ-一 アル イカ  一一 (1， 

之)。 代-彼 記 初 イタ クコ ヒナ バ 又は イタ クコフ 〃ヲ • トシ-一 アラバ イカ-一。 代 匠 記 精ィ タク コフ〃 

ヲ. トシ 二 アラバ イカ 一一。 イタ クシ コ ヒバ • トシ 一一 アラバ イカ 一一。 考ィ タクナ コヒソ . トシフ ラバ 

ィ 力  一一 (S 瞻懼" "、こ,)。 略解 ネ モ コロコ ヒシ. トシ 一一 アラバ イカ 一一 (古義 同訓，)。 新考 コ コダ クコヒ シ、 • 

トシ 1 ーァ ラ バ イカ-一 (新訓 同訓)。 

ィ ヂ イカ- 1  fin ダ ハナ ハダ シ  nn ダクヮ ザコヒ ワタル 

前の 歌つ， 一 §yo) の 時に も、 伊田 何 極 太 甚 と訓む 例が あつたから それに 傚った。 幾許 吾 戀渡等 

の 例 は旣に その 時に 引用して 置いた。 トシ 一一 ァ〃 と は、 一年の 長さ を經 過す る ことで、 卷十 (二  OI 一一 

トシ ユア リナ イマ 力 マクラム ヌバ な. マノ ョ ギリ ゴモ リニ トホヅ マノ テチ  ト シニア リテヒ トヨ ィモニ 

五) に、 年 有 而今 香 將卷烏 玉 之 夜霧 隱 遠 妻 手 乎。 卷 十五 (三 六 五 七) に、 等之爾 安里 且比等 欲 伊母爾 

ァフヒ n ボシ モヮレ 二 マナ リ テオ モフ ラメ ャモ  ョク ワタル ヒト： トシ 二 モア リ トフ チイ ッノ マ ニゾモ 

安 布 此故保 思 母 和 禮爾麻 佐 里 且 於 毛布 良 米 也 母。 卷四 (五三 一一) に、 好 渡 人 者 年 母 有 云 乎 何時間 f 毛 

t ガ n ヒニ ケ^  サ. ホ ザハノ  n イシ フ ミワ タリ ヌ パ タマノ クロ マ ノ クル ョ ハ トシ-一 モア ラヌカ 

吾 嫌 附來。 同卷 (五一 一 五〕 に、 狹德河 乃 小石 踐渡夜 干 玉 之 黑馬之 來夜者 年 爾母有 糠な どと あるの を參 

考 とすべ きで ある。 大體、 『 一 とせの あ ひだ』 を 意味す ると 考へ ていい。 

一首の 意 は、 大船に 檝 (權) を澤 山に 爲 立てて 漕ぐ 間で も、 こんなに ひどく 妹が 戀 しいの だから、 

これが 一 ケ年も 逢へ ない ので あるの なら、 どんなに か戀 しいので あらう か。 とい ふので ある。 

七三 九 
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寄. 船戀 だが、 さう いふ 題に よって 作った のでな く、 船 を 漕いで 居る 間と 云って、 その時の僅か^:?' 

の を 示して 居る ので ある。 また、 牽牛. 織女の ことと 關聯 せしめて、 一 ケ年を 待たねば ならぬ 待 遠 

しさ を 示した やうで も あるが、 必す しも そこまで は解釋 しなく ともい いやう であろ。、 『本 は譬 へに 

あらで、 海路の 旅より 歸る 程の 事と 見 ゆ。 妹が もとへ 歸り來 る 程 だに 斯く戀 しければ、 障.^ 有りて 

一年 も あらば、 いかに 有らん と 言 ふなり』 (略解) とい ふので 大體 分かる が、 さほどに 實 際の 旅の 時 

の 歌と もせす 味 ふ 方が 好い。 童蒙抄 に、 『諸 抄の說 は、 七夕の 年に 一 度 逢 ふ 事の 如くなら ばいかに せ 

ん。 大船に 眞梶繁 くぬ きて 漕ぐ 如き 涉 取らぬ 事 を 甚くな 餘り 歎き びそ。. 年に 一 夜の 七夕の 如くな 

らば、 いか" にぞと 諫めた る 歌と 釋 したれ ど 愚意 未」 浴。 何と ぞ 別意の 聞 樣 見様に よりて 讀樣 有べ し。 

尙追而 可， 加， 案 也』 とい ひ、 考に、 『又 二の 星の 年の 渡 をい ふとす る は ゆく りなく 此 一句に いふべ 

くもなし』 と 云って ゐる。 なほ、 舊訓の 如く、 ィ タクナ コ ヒ ソと いふなら ば * 代 匠 記の 如く、 『大船 

一一 櫓ヲ多 ク立テ 、 漕ゲド モ、 浪風ノ 障 一一 進 ミ難キ 如ク、 君ガ許 一一 トク ユカ バヤ ト思フ 事ハ切 ナレド 

モ、 人目. ヲシ ノブ 程 アル ヲ暫ノ 程 心 ヲ取延 テ待テ 痛クナ 戀ソ。 暫ノ 程ヲ待 カネ テ痛ク 戀ク、 若事ノ 

障 一一 依テ ァハヌ 事 一年 モア ラバ 如何 一一 セムト 力 思フト ナリ』 となる ので あらう。 併し、 それにして 

も訓 と解釋 とに しっく、 りせ ぬ點 があった ので、 代 匠 記 精 撰 本で、 コグ ホド モ-ィ タク コフ- ダヲ. ト 


シ li アラバ イカ 一一。 又は イタ クシ コヒ \  - トシ 一一 アラバ イカ 一一 等と 改訓 したので あった。 そして そ 

の、、， -の勻 ナサよ 下-しかった ので、. 第 四 句 を ココダ クコヒ シ とせば 現今の 訓 になる ので 契 沖の 鑑識 

の 力量 を 示す ものである。  . 

諸學 者が いろいろ 苦心した 歌 だが、 現今の やうに 訓み、 右の 如くに 解釋 すれば 何でもない 歌な の 

である。 そして 平易で 自然で 無理の ない 歌で ある。 それ ゆ ゑ、 萬 葉の 歌 も、 餘り 面倒に 鍋み、 面倒 

に解釋 する ときには、 そこに 何 かの 無理が あって、 正訓 正解で ない 場合が 多い ので は あるまい か。 

〇  、 

【卷十  一 •  二 四 九 五】  、 

, きの^が 菱ふ蠶 の繭隱 りこ もれる 妹 を 見む よし もが も 

足 母 養子 眉隱 隱在妹 見 依 鴨，' . 

〇 足 常 タラ チネ ノと訓 む。 『常』 をば チネに 借. -て 居る。 『足 常ハ、 ットチ ト通ジ テ常ノ 字ハ带 
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レ リ』 (代 匠 記 精)。 然るに 井上 博士 は、 『こ 、 に 足 常と かける について 從來常 を チネに 借れるな. 0 とい 

へ れど おそらく は然ら じ。 タラ チネを 訛りて タラ ツネと もい ひし かば やがて 足 常と かける ならむ』 

(新 考) とい ふ說を 出した。 參考 すべき 說と おも ふ。 特に 關 東から 東北に かけて ッに 訛った の を 顧慮 

すれば、 この 說 もなかな か 興味が 深い。 〇 母 養子 舊訓ハ 、ノ  ノ カフ コ ノ  (代 匠 記 同訓)。 童 蒙抄カ r 、力 

カフ コ ノ  (請^^？纏か^讓.)。 古寫 本中ォ ヤノ カフ コノ  (嘉 .類. 細) が ある。 0 眉隱 舊訓 マユ ゴ モリ 

古義 マョゴ モリ ili 新)。 0見依 鴨 舊訓ミ ル ヨシ モ -ガ , 薩 ISO 略解：、 ム ョ シ 

モガ モ (醉 蒲？)。 -  , 

一首の 意 は、 第三 句まで、 卽ち、 母の 飼って ゐる蠶 が 繭の 中に 隱 つて ゐる やうに 隱る こと、 それ 

を 序詞と した。 こもり 隱れて ゐる女 をば 見る 方法が 無い もの だら うか。 見たい ものである。 とい ふ 

ので ある。 

この 序詞 は 誠に 巧で、 田舍の 生業と、 そこに 働いて ゐる 男女 等 も 彷彿と あら はれて 來て氣 持の い 

いもので ある。 從 つて その 下の、 『こもれる 妹 を 見む よし もが も』 とい ふ 句 も、 底 接で 抒情詩と して 

も 古樸 である。 代 匠 記 精 撰 本に、. 『母 、ノ 我 母 一一 ハ ァ ラズ、 妹ガ母 ナソ。 露ヲ モ母ガ カヒ、 娘ヲ モ母ノ 

ソダッ レバ、 蠶/ 繭 一一 コ モレル 如ク 深キ閨 一一 養ナ ハレ タル 妹ヲ モ見ル モガ ナ 卜、. ユカ； y サ ヲョメ 


〃ナ リ』 と解釋 して ゐ るが、 かう まで 接近せ しめす に、 序詞 は 序詞と して、 もっと 一般的な 技法 だ 

と， 思って かま はない。 いづれ にしても、 民謠 風な 歌の 上乘 なる もので、 東歌な どと 共に 愛誦すべき 

ものである。 

和名 鈔に、 籠1||她§。須虫吐.絲也。 說文 云、 雷 §^蠶 衣 也。 萬葉卷 十二  (二 九九 r に、 lif ぎ： 

ガ カフ n  ノ マ ョゴモ リイ ブ  セ is モ アル 力 ィモ- マ ァハズ テ 

我 養蚕 乃 屑隱馬 #t 蜂 音 石 花 蜘蠏荒 鹿 異母 二 不相而 が あ.^、 非常によ く 似て 居る。 また、 卷 十三 (ilill 

々ラチ ネ / ハハガ ゥフコ ノ マ ョゴ モリ ィキ. ツキ ヮ タリ" ガ コ フル ココ 口 ノウ チヲ ヒ トニ ィフ モノ  二 シァー フネ パ 

五 0 の 長歌に も、 帶乳根 笑 母 之 養蚕 之 眉 隱氣衝 渡吾戀 心 中 少人丹 言 物 西不有 者と いふの が 

ある。 

右の 卷 十二  (二 九九 一) の 歌の 方が、 第二 句 『おやの かふ この』 として、 拾 造 集、 柿 本 集 及び 六帖 

第二， と 第五に 載って ゐる。 拾遺 集で は 人 麿 作。 称 本 葉 一本、 結句 『；_ にあ はすて. r 六帖 第二、， 作 

者い へのお とくろ まろ、 結句 『妹に まかせて』。 六帖 第五 作者 不明。 

【卷十  一 •  二 四 九 六】  " ~ 
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くま びと ぬかが み ゆ  しめ ゆ ふし  われ わす  - -マ、 , 

肥 人の 額髮結 へ る染 木綿の 染めて しこ ころ 我 忘れめ や. 1,  一 I や 亡， r 

肥 人 額 髮結在 染 木綿 染心 我 忘 哉 fcr 八 g 

〇 肥 人 舊訓 コマ • ヒトノ 。古寫 本 中コ. ェ ヒトノ (細. リ。 コヒ ヒトノ (祌) とい ふ訓も ある。 八 雲御抄 

ハダ ヒト ノ。 拾 德抄ゥ マヒ トノ。 代 匠記ゥ マヒ トノ。 童 蒙抄コ マビ トノ、 ゥ マビト / 、 力 ラビ トノ、 

r ダビ トノ。 考 コマ ヒトノ 、粕 人の 誤" 略解 ク マビ にノ。 古義 ゥマビ トノ。 古義で は 平 田 篤 si の 肥 

とい ふ訓を 否定して 居る。 吉田東 伍 氏 大日 本 地名 辭書 では クマ ビト と訓 み、 熊 人で、 求 磨の 國人 

の義 とし、 肥國 を本據 としたから 熊 人と 同義と したと いひ、 喜 田. 吉氏 (捐 Jj^ ョ 一一) もや は， 9 同訓で、 

玖 磨 郡 を本據 として 住んだ 族で、 熊 襲 も 熊. < 襲 人の 合稱 だとし、 井上 氏の 新考も その 說に從 つた。 

また 春 日 政治 氏 は、 肥 濃 を コ マ ャギ とい.. ふ 古訓が あるので、 肥 は コマ 力 1 一 又は コ マヤ 力-一 と 訓んだ 

證 となり、 從 つて 肥 人をコ マビト と訓， じ 得る とい ふ說 をた てた (Igg 化)。 然るに 武田 氏の 新 解で、 

岩 橋 小彌太 氏の 說に據 つて ヒヒ トと訓 み、 新訓 も同樣 である。 播磨國 風土記に、 日向 國肥人 朝戶君 

の 名が 見え、 大寶令 集 解に 肥 人 を 夷人 雜 類の 一とし、 本朝 書籍 目 錄に肥 人 書、 薩人 書と いふの が あ 

り、 この 歌の 次に も、 隼 人の 歌が あるから、. 大和民族と は 別で 九州 南部に 住んで ゐ たもので あった 


だら うか。 私の 評 釋の訓 は 先づ新 訓に據 つて 訓を 立てる 方針で あるから、 初め ヒビト と訓ん だので 

あつたが、 W 考 の後ク マ ビトと 改めた。 そして、 『仙覺 が 古點に コ ェ ビトと ありし を、 コ マ ビ トと改 

めた るはク マ ビ トの轉 訛なる コ マ ビト とい ふ 語が 其 世に はな ほ 殘れ， 9 し爲 ならむ』 (新 考) の 言に うな 

づ いたのであった。 〇 額 髮結在 • 染 木綿 • 染 心 舊訓 ヒタヒ カミュへ 产. ソメコ ノズ. ソメ シココ 

口 ヲ。 代 ぼ 記初ソ メュフ (？  )o 童 蒙 抄ソメ ュフノ  • ソミ シココ 0 ヲ。 略解 ソ メュフ ノ. ソメシ n コ 

n  、ノ  。 い：： 義 ヌカ ガミュ ヘル. シメ ュフノ  • シ ミー 丁シコ コ C1 。 新考 ヌカ ガミ ュへグ • ソメュ フノ  *ン 

メテシ n コ e  (又 シメテ シココ 0  )o 新訓 ヌカ ガミュ ヘル. シメ ュフノ  . シメ テシコ コ B  。 

，カザ ミ  ハ  ヌ カカミ  ヒタヒ 

額髮 は、 和名 鈔に、 唐 韻 云、 譬 額前髮 也。 俗 云、 奴 加 加 美と ある。 和名 鈔に額 を此太 比と 訓 じて 

ゐ るが、 また、 蔽髮。 釋名 云、 蔽ニ髮 前 ー爲， 飾、 和名 比 多 飛と あるので、 移った の だら うと 雅澄は 

シ メュフ  ヌカ 力、 t 

云って ゐる。 染 木綿 は、 『古今 集に、 濃紫 わが もと ゆ ひとよめ る ごとく、 染 たる 木綿 もて、 額 髮をゅ 

ミナ ノ  タカ クロ キ 力..， 二 マユ フモ チア ザ ネュヒ *< リ  、 

ひしなら む。 木綿 もて 髮を 結し こと は、 十三に、 蜷 腸香黑 髮丹眞 木綿 持 阿 邪 尼 結垂 云々 と あり。 

さて こ I まで は、 染 心と いはむ ための 序な り』 (古義) と あり、 なほ、 喜 田 氏の、 『木綿に て. 頭 を 飾 

ろ 風 は、 い：： く 九州 地方の 住民に 存す。 魏 志に 倭人の 俗 を 記した る 中に、 木緜を 以て 招 頭す とい ふ も 

の Hli! に當 る。 今 も 繭 隅 地方に この 風 あり』 (！^史地理) とぃふ文に據って理會することが出來る。 

七 四 五 
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くまび と  そ  ゆ ふ  し  し 

一首の 意 は、 肥 人の 額の 前髮に 結って 居る 染めた 木綿の 前。 その 染みた 色の 如くに、 深く 染み込 

.  ひ びと  ？"  .  • 、 

んだ この 戀心 は、 どうして 私 は 忘れる ことが 出來 ようか。 ^底 忘れられない。 『一 云』 の 句 も、 忘 

れる こ！， J が出來 ようか。 とい ふので 殆ど 意味が 同じで ある。  .  , 

この 歌 は、 寄 二 木綿 ー戀 とい ふ 意味で 作った のか、 或は 寄 二 肥 人， 戀と いふ 意味で 作った のか いづれ 

かで あらう。 恐らく、 九州 地方、 九州 北部の 大和民族 などの 間に 言 はれて ゐ たもの を 材料と して 作 

つた か、 或は 人 麿と は無關 係に 九州 地方の 民謠 が此處 に流傳 せられた もので あらう。 併し、 民謠は 

種々 工夫して 珍ら しい 材料、 序詞に しても 心の 働いた 聯想 を 以て 作って ゐ るから、 この場合 も、 珍 

趣向の 序詞と して 大和 地方に 行 はれた 歌と 解釋 する こと も 亦 可能で ある。 

抒情詩と して は 材料 本位の もの だから 取た てて いふ 程の 歌で はない が、 歷 史上の 资料 となると こ 

ろから 珍ら し がられる 歌で ある。  - 

この 肥 人に 就て は、 學 者が 種々 苦勞 したから、 參考 のために 少しく 抄 記しよう。 『肥 人ヲコ マビ 

n マ ヒト • 

ト ト點ゼ , 、ノ 高麗 人ノ 意歟。 肥ヲ コマ トヨ メ. ル意ィ マ ダ 知ラズ 。 今 彼 國ノ人 ヲ見ル 1 一， イタ タフツ 

、カナ ルマ、 デ肥タ 〃ガ 多ケレ パサ〃 意 一一 ャ。 古點 一一 コュ ヒト、 ョメ〃  ハー 向義ナ シ 。 今按ゥ マ ヒ ト 

ノ ト 義訓 ス ベ キ歟。 鳥 獸カ肉 モ肥タ ゾ /.、 ノ ゥ マ キ理 ナリ』 (代 匠 記 精 }。 『此 うま 人と 云 事說々 有りて  一 ^ 


し 難し。 日本 紀 にて はよ き 人、 高貴の 人 をう ま 人と 讀ま せたり。. 一 本に は、 肌 人と も 有。 =- 疋 によ- ら 

せ 崎 ふて か、 八 雲 御抄に は、 はだ 人と 讀 ませられたり。 諸 抄の說 は、 から 人と 云義 にて、. 唐人 は 三 

^"國 共に 肉食に 飽きて、 其 形象 身體 太りて 肥えた る もの 故、 古よ b 鳥獸の 肥えた る は^に 味 能き 

故、 る處の 體を義 にと りて、 肥 人と 書け と云說 也。 假名 本に は、 こま 人と 讀ま せたり。 高麗の 

人 は 額に 髮 結る 故、 ひた ひ髮 ゆへ ると 讀め るとの 說も 有，.^ て、 いかに 共 決し 難し。 古事記 景行卷 = - 

本武 尊の 御 事に も、 當ニ此 之 時， k 御 髮結. 額 也。 如， 此 あれば、 日本 紀 にて は 高貴の 人 をう ま 人と 籟 

ませた るに 引合せて 見れば、 上古 は 高貴の 人なら では 額. 髮は 結ば ざり しか』 (童 蒙抄 )o 

こ の 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して、 『き へ 人の ひた ひ 髮ゅふ あり そ 海の ゆ ふそみ 心 我 忘れめ や』 とな 

つて ゐる。 

〇 

【港 十  一 •  二 四 九 七】 

i や びと  な  お  よ こも  ， わなの  つまた の- 

维 人の 名に 負 ふ 夜聲， いちじろ く 吾が 名は吿 りつ 妻と 恃 ませ 

^  七 四 七 
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早 人 名 負 夜 音 灼然 吾 名 謂 續恃 

•  、 

〇 早 人 卽ち で、 九州 南部 (大 隅薩摩 等) に 住んで ゐた 種族で、 喜 田 氏の 隼人考 は、 唐 書 傻國傳 

に、 『有 下 邪 古. 波 邪. 多 尼 三 小 王 上』 と あるの は、 日本 紀の夜 句 人. 隼 人. 多-職人に 相當 する から、 

波 邪 は 九州 南部の 地名で あるが、 その 名義 は 不明 だと 云って 居る。 或はす ぐれて 敏捷く 猛 力き ゆ ゑ 

だとい ふ說 紀通釋 等) も ある。 神代 紀下、 海 宮の條 に、 『一 云、 狗 人請哀 、之、 弟 還 出 一一 酒. 現" 則潮自 

ホ.、 セ.^  ミか .*• 

息、 於， 是兄 知，， -弟有 キイ It; 遂以 伏-, 事 其 弟： 娃以、 火 酢^ 命 苗裔 諸 車 人 等、 至， 今不. 離 天皇 《^ 墙 

.ノ 之- 代 二 ^ク％,1| ィ i 事 者 也』。 欽明紀 に、 『元年 三月、 蝦夷 隼. 人 1 剋 率い 衆 歸 附』。 天武紀 に、 『十一 

年 秋 七月 壬 辰朔甲 午、 隼 人 多^ 貢 n 方 物： 是日、 大隅ノ 阜人與 n 阿多 阜人： 相 撲於 朝廷： 大隅隼 人 勝 

之』 云. <  と あり、 大嘗會 式に 、『十一 月 卯 日 平明 云々。 隼 人 司 率 U 隼 人-分立-左右 ハ 朝 集 堂 前 待い 開レ門 

乃發， 聲』 とも あ， -、 隼 人 司 に、 今來 単人發 一一 吠聲 一三 節と か、 今來隼 人爲レ 吠と が、 隼 人發ぃ 吠、 但 

近 幸不， 吠と か、 凡 今來隼 人、 令- rK 衣" 習" 吹、 左 發-, 本聲： 右發  >1末^ 聲： 惣大聲 十遍、 小聲 一遍、 訖 一 

人 更發， 細聲ニ 一遍と かいふ 記錄の ある を 見れば、 隼 人 は 夜に 宮門を 護り、 犬の 吠聲の 如き 聲を 立て 

たこと が 分 A る。. 勇猛で 且つ 言語 も 違 ふところから 特別の 音聲の 習練 卽ち 犬の 眞伯 をせ しめた もの 


ガ  ノマ モリ ヒト 

の 如くで ある。 古事記に も、 爲 n 汝命之 ® 夜 守護 人 一と ある。 その 聲が 特有で 大きい から、 イチ ジ 

クに績 けて 序詞と なした。 明瞭に、 はっきり ととい ふ 意味で ある。 〇 吾 名 謂. 邇恃 傷 訓ヮ， 力 ナフ 

ィ ハジ. ッ マト タノ マム。 拾 稳抄ヮ ガ ナヲィ ヒテ。 代 匠 記フ、 ガナ ヲィヒ え。 童蒙抄 ヮ ガナヲ ノリ テ- 

考ヮ. ガナ ハイ、 ノム . ッ マト タノ マバ。 略解、 宣長說 により 吾 は 君の 誤で キミ ガ ナノ ラセ. ツマ トタ 

ノ マム。 古義 ァガ ナハノ リツ • ッ マト タノ マセ (新 i 訓： >0 新考 キミ ガ ナノ ラバ • ッ マト タノ マム。 

今大體 古義の 訓に從 つた。 

はやび と  £ 

ー酋の 意 は、 阜人 等が 評判の、 夜警の、 犬の 吠聲に 似た 大きい 聲の 如く  I、 はっきりと、 明らか 

に 私の 名 をお 知らせ 致しました。 かう 名告 まで 申 あげた 以上 は、 どうぞお 心の ままに 私 をば 妻に な 

すって 下さい まし。 とい ふので ある。 

名 を if:: る こと は、 求婚の しるしで も あり、 婚を 受付け る しるしで も あるから さう いふ 言 方 をした 

ので ある。 タノ ムと は、 お 心 を 安んじて、 御意の 儘に とい ふ 意が あるから さう ロ譯 した。 卷ニ  2 

ォホ フネ ノォモ JJ タハ ミテ  ィ モモ ヮ レモ チトセ/ ゴ トク タノ ミ タリ ケル  シキ タへノ  nil モ， テ 

六 七) に、 大船 之 思 憑而。 卷三 S 七 S に、 妹 毛 吾 毛 如 千歲憑 有來。 卷四 (五 SI 六〕 に、 敷 細 乃 衣手 

力へ ナ オノ ヅ マト タノ メル ョじ  . 

^跡遞 有 今夜 等 の 例が ある。 

この 歌 は、 寄， 戀の つもり か、 さもな くば 寄 一 1 車 人 1 戀と いふので あらう が、 いづれ にしても 女 

七 四 九 
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の 心の 趣で 歌つ. て 居る。 前の 歌が 男の 趣で、 寄 二 肥 人ー戀 なら、 この 歌 は 女の 趣で、 答 歌と して、 寄 一一 

隼 人ー戀 とい ふこと になる だら う。 民謠 的の 歌 だから、 人 麿が 女の つもりに なって 作っても かま は 

す、 また 誰が 作った ともなく 行 はれて ゐ たもの が 人 麿 歌集の 中に 入れられ たと 解釋 しても いい。 略 

解 宣長說 だと、 キミ、 ガ ナノ ラセ . ッ マト タノ マ ムと いふの だから、 男の 歌の 趣になる ので あ， 9、 上 

半の 序詞 は 寧ろ 男性的 だから さう おも ひ ついた ので あらう。 また 童 蒙 抄に、 『いちじる く 我 名 を あら 

はし、 名のりて おも ふ 女に 知らせ 告げて、 妻と 賴 まんとの 義也』 と あるの も 男の 歌の 趣に 解して 居 

る。 また 新考 では、 『女の 歌に て、 癒と かける は 夫の 借 字な り。 "ツキ リト何 ノ某ト 名 ノリ タマ ハバ 

我 夫 ト賴ミ 奉 ラムと いへ るな. o」 と あ. るの は、 また 別樣 の解釋 となる ので あるが、 やはり 女の 歌と 

して、 古義の 說に從 ふの が 一番 自然の やうで ある。 

この 歌 は、 六 帖に人 麿 作と して 載り、 『いちじる く 我が 中絕 えば 妻と 賴ま む』 となって ゐる。 

*| 記。 柴 生田稔 君^ 說 では、 ヮガナ ハノ リツ • ッ マト タノ マセと 謂んだ. H で、 纏 を 夫の 借 字と して、 男の 欺と 見る こと も出來 

るので はないだら うかと 云 ふので ある。 卽ち、 男が、 さあ この やうに 自分 ははつ きりと 名 を 告げた の だから、 自分 を 夫と た 

. のみな さいと、 女に 向って 一 百 ふ 趣に する ので ある。 また 宣 長が 吾 を 君の 誤と し、 略解が キミ ガ ナノ ラセ. ツマ ト タノ マムと 

改訓 したの は、 或は 新 考說の やうに ッ マ を 夫と して、 女の 欲と 見た のではなかった ちう か。 とい ふこと である。 


【卷十  一 •  二 四 九 八】 

つろ ぎた ち もろ は  と  あし • ふ  しに  し  きみ  よ 

劍刀 諸刃の 利きに 足踏みて 死にし 死なむ 君に 依りて は 

,劍 刀 諸刃 利 足 踏 死 死 公 依 

ッルギ*^チミ 二 ゾへネ 本 ぺ  ヅルギ 4- チ 

〇 劍刀 ッ V ギタ チと訓 む。 先に 評釋 した 人 麿の 長歌に、 劎刀於 身 副 不寐者 (卷 一一。 一 九 £)。 劎刀 

身 二 副 寐愤牟 (卷 11 。ニー  七) 等と あつたの は、 枕詞と しての 用例で あるが、 此 處は實 質的の 名詞に 用 

ゐら れてゐ る。 〇 諸刃 利 モ ロハ， N トキ 一一と 訓む。 -兩 刃の 鋭利な のにと いふ 意で、 萬 葉に 於いて 

もろは  ツル ギ々 チモ ロハ ノ ゥへニ  /  と 

『諸刃』 は、 他に 卷 十一 (二 六 三 六) に、 劎刀 諸刃 之 於 荷と いふ 一 例が あるの みで あり、 『利し』 は 他 

に 用例が な， ぃ詞 である。 〇 足 踏 舊訓ァ シヲフ ミ。 古寫 本に はノ ボリ クチと いふ 訓も ある。 童蒙抄 

アシフ ミ テ (諸 注從 之)。 古事記 允恭 天皇の 條に、 那都久 佐 能 阿比 泥 能 波 麻 能 加 岐加此 爾阿斯 布 麻-; ^那。 

难卷 十二  (ョ 0 五 七) に、 淺茅原 茅 生 丹 足 踏。 卷 十四 (三 三 九九) に、 可 里 婆 輔附安 思 布 麻之奈 f 等の 

用例が あ る 。 〇 死 死 舊訓 シ -1 、モシ ナム。 古 寫本中 シ-ー 、ヲシ ナム (嘉 • 類 )0 シ 一一 シ モシ ナム (古： >。 
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諸 注 大方 舊訓 によって ゐる。 童 蒙 抄シ. ヌト モシ ナン。 新考シ ナパ シヌ トモ。 新訓シ 一一 ュシシ ナム。 

右の 諸 訓は萬 葉で 他に 同じ 用例が 見當ら ないやう であるが、 先に 諸刃の 例に も 引いた 卷 十一 (二 六 三 

シ 二 力 モシ ナム 

六) に、 所 殺鴨將 死と あるの は參考 になる と 思 ふ。 〇 公 依 舊訓 キミ 一一 ョ リナ"。 古寫 本で は、 細 井 

本に キミ 一一 ヨリ テ ムと ある 外 は、 キミ 一一 ョソテ 、ノ  巧 西 •) が 大部分で、 諸 注 も 之に 從っ 

てゐ る。 ヨリ テハ は 依ってな らばの 意で、 . 文， 法的に は 『依りて』 に 係 助詞の 『は』 が附 いた 形と 見 

るべき であらう。 新 訓でテ "と 澄んだ が テバと 濁って 訓 んでゐ るの が 普通で ある。 卷四 (五 五 七) に、 

ォ ホフ 本チ n ギノ スス ミニ ィハニ フ リカ ヘラ， ハカへ レイモ-一 ヨリ テ ハ 

大船 乎 榜乃進 爾磐爾 觸覆者 覆 妹 爾因而 者と あるの は、 この 歌と 同じく 結句に 用 ゐられ た 例で あり 

ィ モニ ヨリ テ ハチ タビ タツ ト モ  ィモニ ヨリ テハ シヌビ カネ ッ モ  ヮガモ ヘル イマ 二 ヨリ テ f ヽ- 

其 他、 妹 丹 因 者 千 遍立十 方 (卷 『七三 二)。 妹 依 者 忍 金津毛 ハ卷 十一 。一一 五 九 0〕。 吾 念 有 妹 爾緣而 者 (卷 

ヮガモ ヘル キ. i 一  ヨリ テハ 

十三。 三 二八 四)。 吾 念 有 君 爾依者 (卷士 二。 三 二八 六) 等の 用例が ある。 、 

つろ ぎ たら 

一首の 意 は、 劎 刀の 兩 刃の 銳 いの を 足に 踏んで 死に も 致し ませう、 貴方の 爲 ならば。 とい ふので 

女の 歌の心 持で ある。  - 

上句の 言 ひ 方が 變 つて ゐ るのに 注意され るが、 それだけ 表面的に 誇張した ところがあって、 心 持 

は 割合に 一般 向で あ、 る。 そして 何 か 本當に 女の 作らし くない 感じが ある。 參考 になる 歌と して は、 

前に も 引いた 卷四 (五 五 七) の、 『大船 を榜 ぎの 進みに 磐に 觸り 覆らば 覆れ 妹に 依りて は』 を 擧げる こ 


ツル ギ タチモ o ハ ノ ゥへニ ユキ フ リナ シ 二 力 モシ 十ム 「ヒッ ？丫 -r- ズ ハ 

とが 出來 る。 乂卷 十一 0H ハー 一 He に、 劎刀 諸刃 之 於 荷 行 觸而所 殺 鴨 將死戀 管不有 者と あるの は、 

恐らく この 人 磨 歌 紫の 歌の 異傳 であらう。 二 首 を 比較す ると、 やはり 他の 場合と 同様に、 この 人 

麼歌棠 の 歌の 方が 特殊 的で 原型 的で ある。 六 帖には OH ハー 一二 ハ) の 歌の 方 を 載せて ゐる。 

〇  - , 

【卷十  一 •  二 四 九九】 

わ f  6 こ  こ  わた  つろ ぎた ち な  を  お 6 

我 妹 子に 戀 ひし 渡れば 劍刀 名の 惜しけ くも 念 ひかね つも 

我 妹 戀度 劎刀 名惜 念不得 

〇 名惜 • 念不得 舊訓ナ ノヲシ ケクモ • ォモ ホュヌ カモ。 古寫 本中ヲ モ ホュヌ カナ (古) の 訓もぁ 

る 。 代： 記 初ナ ノ ヲシケ サモ. ォ モヒカ ネ ツモ。 代 匠 記精ナ ノヲシ ケクモ *ォ モヒカ ネ ツモ l(s 纏 

Ili 新)。 童 蒙抄ォ モ ホ ュ ヌ ナソ。 考ォモ ホュヌ カモ。 舊本 『劎 刃』 は 古 寫本中 (P: 滅： に 

『劍 刀』 に 作る。 童^ 抄 でも、 『刀』 の 誤と した。 『劎 刀』 はナに 懸かる 枕詞で、 ナ は古來 刃， の ある 

十グ  -  カタ ハ  ，  カナ +* 

物 を 云 ひしなる ベく、 語原 は 藩の 意で あらう か。 片刃の 劎を カタ ナと いふの も その 意で、 漸* 鉈な 
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どの ナ もさう であらう とい ふ說 (雅 澄、 枕詞 解) に從 つて 置く。 或は ナは 『精 好』 の義 だとい ふ說 も" 

ツル ギタ チ ナノ チシ ケクモ ヮレハ ナン キミ 二 ァハズ テ トシノ 

『名』 の. 義 だとい ふ說も あるが 覺 束ない。 卷四 (六 一六) に、 劎 太刀 名 惜雲吾 者 無 君 爾不相 而年之 

へ ス レ，、  ツル ギタチ ナノ テシ ケク モヮレ ハナ シ n  ノゴ 口/ マノ コヒノ シゲキ 二 

經去禮 卷 十二  (一一 丸 As に、 劎 太刀 名 惜毛吾 者 無比 來之 間戀 之繁爾 とい ふの が ある。 

一首の 意 は、 私の 女に 戀 して 間斷 なく 思 ひわ たれば、 もはや 嗜が 立って 彼此い はれる ことな ど は 

かまって 居られぬ。 とい ふので ある。 

寄 レ劎戀 であらう が、 さう いふ 題 を 設けて 作った ので はなく、 枕詞 は 自然に さうな つた もので あら 

う。 名 を I 曰し むは 今い ふ 名譽を 重ん するな どと いふ 程の 道 德的觀 念までに は 行って ゐな いが、 さう 

いふ 意味 も 無論 含まって ゐる。 名が 惜しい とい ふこと を 思 はない とい ふので ある。 略解に、 『ォ モヒ 

カハョ ド ノ ョ ドマ ム ココリォモヒカ本^^ モ 

カネ ッは、 ォモ ヒアへ ヌ なり』 と 云って ゐる。 卷 十二  (一一 一  01 九) に、 河 余杼能 不通 牟心 思 兼 都 母。 

卷 1 一十 (SS 七 九) に、 安佐 欲 此爾編 能 之 奈氣婆 夜 伎 多 知能 刀 其 己 呂毛安 禮波於 母 此加爾 都 毛と い ふ 

のが ある。  - 

取. 9 たてて いふ ほどの 歌で はない が、 表現 も 確かで 自在で ある。 卷 十二、 卷 四の 類似の 歌 は、 こ 

の 歌に 本づ くやう にお も はれ、 そして この 歌の 方が 一番よ いやう である。 さう いふ 點で 或は この 歌 

は、 その ころから 人 麿と 關 係が ある やうに して 尊重 せられて ゐ たもので あつたか も 知れない。 


【卷十 I  •  二 soo】 

あさ  ひ むか  つ  f  ぐし ふ  £ こ  r ひ 

朝づく 日向 ふ黃楊 櫛舊り ぬれ ど 何し か ff^ が 見る にき かざらむ 

朝 月 R 向 黄楊 櫛 雖舊 何然公 見不飽  . 

0 見不飽 舊訓ミ レ ドア カレ ヌ。 代 匠 記 初 書 入 纖鉢 ミ レノー ーァ カレ ヌ (贿酵 )。 略解 ミ , -ーァ カザ ラ 

ム (Mi; 意 蒙抄ィ ッ シカキ ミ ハ. ミレ ドア 力 レズ。 ァ. サヅ クヒ は、 朝の 太陽、 卽 朝日で、 に々 よ 

朝起きて 朝日に， M ふので、. ム カフの 枕詞と した。 卷七 a 一一 九 S リ の、 i がク ヒ日ムカ％ャ1- ーッ 月キタ_ お^だ も 同じ 

用法で ある。 次に、 ム カフ. ッ ゲグシ は、 黄楊 (柘 植、 本 つげ) から 作った 節" i などこ^ 等が 朝々 

t 力 

相 ふので、 やはり ム カフに 績け たもの らしく、 御 食 向な どと 同じ 心理から 來た 語で あらう か。 

『朝に^ Iffi に. II： ふ 意に て 斯く續 けたり』 (略解). とい ふのに 大體從 つてよ い。 『古り』 とい はむ がた め 

の 序詞に した。  .  ，  . 

1 首の 意 は、 朝々 に 向 ひ 取 .9 差す 黄楊の 櫛の いつしか 古びて しまった やうに，、 お a の 巾 ももう 
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古くな つて、 あなた も だいぶお 年 を 召した けれども、 どうして 心が は， が 致し ませう。 はじめてお 

逢 ひした 時の やうな 心 持で いつまでもお 慕 はしい ので ございます。 とい ふので ある。 何し かで 係つ 

て、 ざら むで 結んで 居る。 大體 右の やうな 意味 だが、 『歌 意 は、 朝な， （- とりて 向へ さす 黄楊 櫛の、 

もてなら して ふるびた る 如くに、 年經て ふるめ きたる 君 なれば、 いと はる、 方 も あるべき に、 さら 

にさ やうの 心 露 思 はれす、 なにし かいつ もめ づ らしく、 あく 世な く、 かくば かりうる はしく 思 はる 

らむ、 とな， 5』 (古義) とい ふ 古義の 解を此 に轉载 して 置く。 

これ は 寄， 櫛戀 で、 私 は 女の 歌の つもりで 解し、 卽ち 『公』 は 男になる ので ある。 序の 詞の、 黄楊 

の 衞云々 とい ふの は、 第一に 女性的の 觀察 だから、 さう 解す るの は 自然の やうで ある。 ただ、 女が 

男に 向って、 『見る に飽 かざらむ』 と 云 ふの はどう かと 思 ふ 向 も あるで あらう が、 本卷 (二三 八 一) に旣 

キ； -ガメ チミ マクホ リシ テ  ァヒミ テハ ォ モカ クサ ルル モノ 

に、 公 目 見 欲 云々 と ある 等 を參考 すれば 理會 が出來 るし、 同卷 (二 五 五 四) に、 對面者 面 隱流物 

カラ 二 ツギ テ -t マクノ ホシキ キミ ガモ 

柄 爾繼而 見 卷能欲 公毳も 女の 歌で、 『公』 は 男な の だから、 これ も 亦參考 になる ので ある。 この 一 

首 は、 古い 戀の 趣で、 前に も 老人の 戀の 歌が あつたが、 これ も 年と つた 仲の 戀 でめ づ らしい ので あ 

ハシキ ャ シ ォキナ ノ ウタ 二 オボ ホ シキコ n  ノノ  n ラャ 力 マケテ テ ラム 

る。 卷 十六 (三 七 九 5 に、 端 寸八爲 老夫之 歌 丹 大欲 寸九兒 等 哉 蚊 間 毛而將 居と あるの は、 稍 趣が 違 ふ 

ハッセ ガハ： ャミ ハヤ セ チ ムス ビア ゲテ ァ カズ ャ ィ モト トヒシ 

が、 翁と いふ 點 では 似て 居る、。 なほ 卷 十一 0 一七 0 六) の、 泊 湍川速 見 早 湍乎結 上 而不飽 八 妹 登問師 


，  6 ッッニ モイ メニモ ヮレハ モ： ザリキ フリ * リキ -i:  n 

が 羽 k とい ふの も參考 となる であらう。 また、 本卷 0 一六 〇 コに、 現 毛 夢 毛 吾 者 不思寸 振 有 公. 附此 

nilf  f と ある おは 『SI 力た る 君』 で、 また、 その 次 2 六 01 一) の、 黑 髮白髮 左右 跡 結 大王 

，コ； It トツ チイ マト カメ ャモ  1. .  *、  、 

心 1 乎 今 解 目 八方 もまた 願盧 していい 歌で ある 

この 歌 は、 六 帖に人 麿 作と し、 下句 『な るれ ども 何ぞも 君が いや 珍ら しき』 となって ゐる。 

、  〇 

【卷十  一 •  二 五 0  I】 

さとと i  --  かがみと こ  さ  S めみ 

mii み戀ひ うら ぶれぬ ま そ 鏡 床の へ 去らず 夢に 見え こそ 

m 遠 眷浦經 眞鏡 床 重不去 夢 所見 與 

0 里逮 . 眷浦經 蔡 訓サト ト ホミ. ゥ ラブレ-一 ケリ。 童 蒙抄サ トトホ ミ • シ タヒク ラブレ 考、 

せよ 吾の 3^。  ^解 も 同様で サトト ホミ • ヮレゥ ラブレ ヌ。 古義 コ ヒ クラブ レヌ (新考 同訓)。 これ は 古 

サト トホ if-  C ヮ 

義の訓 が. しいので、 卷をコ ヒと訓 する こと は旣に 上に 說 いた。 また、 下の (二 六 三 四) に、 里 遠戀和 

備附家 具 十 鋭 面影 不去 夢 所見 社と あるの を 以て その 傍證 とする こ とも 出來 る。 ゥ ラブレ 一一 ケリ 

, 七 五 七 
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とする の も、 稍 調が 間が 伸びて 具合 も惡 いで あらう か。 〇 床重不 去. 夢 所見 與 舊訓ュ カノへ サラ 

ズ • ュメ- 一  ハミ H ョ。 代 匠 記精ト コ ノへサ ラズ. ュメ 一一  ミエコ ソ。  , 

一首の 意 は、 妹と 自分との 間 はこん なに 隔 つて ゐて逢 ふこと も出來 す、 日每戀 に苦惱 して ゐる。 

せめて 夢に でも 見えて 床の 邊 去らす 居て 欲しい もの だ。 とい ふので ある。 

うらなげ  5 らさひ  ら  うら ふれ 

ゥ ラプ产 は、 心 歎、 心 寂な どの 心で、 心 觸の義 だから、 悲しき 事に 心が 觸れ て、 思 ひ 萎へ る、 思 

ホ レボレ  ウレ カナシ 

ひ， 詫ぶ、 おも ひな やむ ことと なる。 古義に、 『戀 しく 思 ふ 心の 恍惚と して 愁ひ憐 むに 堪が たければ. 

いかで 每 夜々々 の 吾 夢に 入來て 相宿す と 見えよ かし』 と 解した の は、 少し 美文 的に なり 過ぎた やう 

だが、 散文に せば 必す これく らゐの 長さになる 害で ある。 

この 歌 は 寄， 鏡戀 だが、 それよりも、 『床のへ 去らす』 の 句に お. ^ しろ 味が ある。 この 句 は卷五 (九 

シキタ へ/ ト n  ノへ サラ ズタテ レドモ  * 

〇 四) に、 敷 多 倍 乃 登 許能邊 佐良受 立禮杼 毛と あり、 この 次の (二 五 〇1ID の 歌に あり、 卷 十二  0 一九 五 七) 

イマ ヨリ ハ n フ トモ ィモニ ァハメ ャ モト コノへ サラズ ィ メニミ ェ n ゾ 

の、 從今者 雖戀妹 爾將相 哉 母床邊 不離 夢 所見 乞に 見えて ゐる。 この 卷 十二の 歌 は、 恐らく 人 麿 歌 

集の この 歌が 流傳の 際に 變 化した もので あら ラか。 

六帖 は、 卷 十一 (一二 ハ三 5 の 『戀 ひわび にけ り』 の 歌の 方 を 採り、 結句 『夢に こそ 見め』 となって 

ゐる。 又、 猿 丸大夫 集に、 『ほどと ほみ 戀 ひわび にけ， 9 ます 鏡面 影 さらに 今 は 見え こす  1 とい ふの 


I 


が ある。 < 

〇 

【« 十 I  •  二 五 0 二】 

かがみて  と  6  あさな さな み  きみ  ち 

- ま そ 鏡 手に 取り持ちて 朝 朝見れ ども 君は飽 くこ ともなし 

露 鏡 手取以 朝 朝 雖見君 飽事無 

結句、 奮訓 キミ ヲ • ァクコ トモ ナシ。 古寫本 に は キミ ガァ クコト ノナキ と訓ん だの が あ る • 古)。 

赂解 キミ 、ノ  . ァク n トモ ナシ (^麵 &考 •)。 『ま そ 鏡 手に とり 持ちて』 まで は 朝 朝に 緩く 序詞で ある" 

ま そかが みて に とりもちて. P 

一 首の 意。 〔眞鏡 手取以 I〕 每朝 毎朝お 逢 ひしても あなた は 見飽き 申す とい ふこと は ございませ 

ん。 いつまでもお 慕 はしく お逢いた したいので ございます。 

これ は 寄. 鏡戀 で、 女性の 語氣が 直ぐに 分かる。 これ も 人 麿と 關係 ありと せば、 人 麿の 親しんだ 女 

の 作 か、 或は 人 磨が 女の つも，. >  になって 民謠 風に 作った もので あらう。 寄. 鏡で あるから、 おの づ 

と題咏 的な 作歌 能. f 度になる ことと なる。 この 卷 0 一六 三 三： * に， 眞十鏡 手 取 持 手 朝 旦將見 時 禁屋戀 之 
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將繁 は、 度々 いつ * たが、 恐らく この 歌の 異傳か 模倣 歌で あらう。 なほこの 卷 0 一六 五一) の、 人 

ビ タク ャ ノス シテ ァレド オノ ガ クマ n ゾ トコ メ ヅ ラシ キ  ムカ r.  ノ  V 

火 焼 屋之酊 四手 雖有己 妻 許 增常目 頰次吉 など も參考 になる だら う。 或は 此は、 この 前の、 『向 黄楊 

櫛 雖舊』 の處に 置いて 味って いい。  , 

此歌 は、 拾遺 集 戀に人 麿 作と して 載り、 初 句 『ます かがみ』、 結句 『君に あくとき ぞ なき』 となつ 

てゐ る。 柿 本 集に も 同様で ある。 六 帖には (三 ハーき 一 D の 方が 人 麿 作と して 載って ゐる。 

〇 

【卷十  一 •  二 五 0 三】 

ゆ ふ  と 二  さ  つげ まくら  なれ  ぬし ま 

夕され ば 床のへ 去らぬ 黄楊 枕 いつしか 汝が主 待ちが たき  . 

夕 去 床 重不去 黄楊 枕 射然汝 主 待 固 

〇 床 重不去 舊訓ュ カノへ サラ ヌ。 代 匠 記精ト コノ へサラ ヌ。 童 蒙抄ト コ / へ サ ラズ。 0 射 然汝. 

主 待 固 舊訓ィ ッシ カナ レガ. ヌシ マチ. ガ タシ。 代 匠 記精ィ ッ シ 力、 射の 下に 津脫 か。 童 蒙抄ヌ シ 

マチ ガ タミ。 考ナ 一一 シ カナ レガ -ヌシ マチ ガタ シ、 射 は 何の 誤。 咯解ナ -シ カナ レガ. ヌシ マチ ガ 


タ キ い 新)。 新訓ィ ッシカ キミ ヲ . マテ バ ク. ぐ シモ。 こ の 新 訓の訓 は、 結^の 『待 固』 が、 ：fn 寫 

^  (嘉 • 頻 • 古) に、 『待 闲』 に 作り、 なほ イリ テ モキ ミヲ. マツ ソク〃 シキ (嘉 )o サレ トモ キミ ノ  . 

マツ ソク〃 シキ (古) と 訓んで ゐる， の に その 根據を 置いて ゐる。 『汝 主』 を キミと 訓ん だの は 一 工夫 

であらう。 今、 イツ シ カナ レガ. スシ マチ ガ タキの 訓に從 つた。 

つ *J  ぬし  い つ 

一首の 意。 夕が たになる と 床の 邊 去らぬ 黄楊の 枕よ、 汝の 主で ある 私の 戀 しい 君 を、 何時に か汝 

は 待ち 難く したの か、 待ち ¥ 斐 のない やうに なった のか。 この 枕との 問答 體 のうちに、 戀 人の SK に. 

むかって、 どうして 御いで にならぬ のです かと 想へ る 意が 含まれて ゐる。 ナレ ガヌシ などと いふ 小 

きざみの 名詞 はどう かと もお も ふが、 卷五 (八 八 二) の、 阿 我^ 斯能美 多 麻。 卷 十八 (3  ニー 三〕 の、 奴 

之 能 等 能度爾 など を參考 すれば、 必す しも 無理 過ぎる とい ふこと はない やうで ある。 

次に、 新 訓に從 ふとす ると、 『夕され ば 床のへ 去らぬ 黄楊 枕』 まで は 序で、 寐. のィ から イツ シ 力に 

賴 けた ものと し、 一首の 意 は、 いっから か 斯うして あなた を 待つ やうに なって、 苦し さに 堪 へませ 

ぬ。 とい ふやう になる。 この 方 は內容 が翠純 だから、 從 つて 無理 も^い。 古 寫 本の、 『困』 字と、 キ 

ミヲ マツ ゾク〃 シキ の訓と を參考 尊重 するとせば、 この 解 釋をも 保存して 置きたい ので ある。 

卷五 (八 五 九) に、 波 i 佐 禮婆和 伎 霸能佐 刀 能 加 波 度 爾波阿 由 故 佐 婆 斯留士 口 美 麻 知 我 Hi 爾。 卷十 (二 
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オノ ザ ツマ トモ シム n ラ C ハテム ッ ノア リフ マキ テ 木ム キミ マチ ガテニ 

00 四) に、 己欐乏 子等 者 竟津荒 礒卷而 寐君待 難な どが ある。 和名 鈔で 枕を說 明して、 承， 頭 木 也 

と 云って ゐる 如く、 黄楊枕は！^^^楊で造った木枕で、 上品の 部に 屬し たもので あった だら う。 

いと - もき み を まつ， てく ろしき ィ 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 『タ されば ゆかの へさらぬ つげ 枕 いつしか なれる ぬし ま 

ちかた し』 となって ゐ る。 

V 〇 

【卷十  一 •  二 五 0 四】 

とき ざぬ  こ  みだ  5 きまな ご， r  われ 

解 衣の 戀ひ、 亂れ つ っ浮沙 浮きても 吾 はあり わたる かも 

解 衣 戀亂乍 浮沙 生 〔浮〕 吾 有 度 鴨 

宽永 流布本 は、 『浮沙 • 生 吾 • 戀度 鴨』 で、 ゥキテ ノミ. マナ ゴナ スフ ガ-コ ヒヮ. タグ カ乇 と訓ん 

でゐ るが、 『戀』 の 字 は 古寫本 (嘉) に 『有』 になって ゐる。 また、 古葉 略 類聚 鈔 にも 『有』 が ある。 

マサ ゴ ナス ゥキ 

また、 『沙』 は 同 鈔には 『涉』 となって ゐる。 代 匠 記 精 撰 本で も舊訓 ど-はりに 訓み、 『纖沙 成 浮テノ 

ミ吾戀 度ト云 ナリ』 と 云った。 童 蒙抄ゥ キー 一 ノミ〕 考、 浮沙 生を萍 浮、 戀を 在と し、 ゥ キク サノ. 


ゥキテ モヮレ 、ノ  • ァリ ワタル カモ と 訳 み 『六帖 に此哥 を、 ときき ぬの 思 ひ亂れ てうき くさの 浮ても 

吾 は あ-り わたる かもと 有、 nli- ぞ 古へ 字の 正しき 時に 訓し ものし るければ、 今 右の 如く あらためつ』 

と 云った。 略解 これに 從 つた。 古義 ゥキ クサ ノ  ，ゥ キテモ (浮 草 -浮) ァ レ". コヒソ 々ルカ モ。 新 

考ゥ キジ マノ. ゥ キテモ ：浮洲 • 浮) ヮレハ *コ ヒフ タルカ モ。 新訓ゥ キ マチ ゴ • ゥ キテモ (浮沙 • 

浮) ソレ 、ノ  • ァリソ タルカ モ。 若し 誤字 說を 否定 するとせば、 新訓の 如くに ゥキ マ ナゴ となる ので 

シホ、 t テパ ミナ ヮ ユウ カプ マナ ゴ -1 モ ヮレハ ナ リシ 力 n ヒハ 

あらう が、 クキ マナ ゴと いふ 語の 類例 は、 卷 十一 (二 七三 四) に、 塩 滿者水 沫爾浮 細 砂 裳 吾 者 生 鹿戀者 

シ ナズテ  ャホ カュク C ヤノ マ + ゴモ 

不死 而と あるから、 さう 不道理で はない。 なほ マナ ゴの例 は、 卷四 (五 九 六) に、 八 百日 往濱 之沙毛 

"ゲコ ヒニ アニマ サラジ 力 ォキ ッシマ モリ  タ マツ シ マイ マノ ゥラミ ノ マナ ゴ 二 モニホ ヒテュ カナ. 1 モ〃 フ リケム 

H-t 戀ニ 不益 ¥奧 島守。 卷九 (I 七 九 丸) に、 玉 津島礒 之 裏 未 之 眞名仁 文 爾保此 去 名 妹 觸險。 卷 十四 

サ ガム ヂノョ P ギノハ マノ マナ ゴ ナス コラハ カナシ クオモ ハル ルカ モ  トキ ギ m 

(llil 一； 七 二) に、 相 校 治 乃余呂 伎能 波 麻 乃 麻 奈胡奈 須兒良 波 可 奈之久 於 毛 波 流留可 毛が ある。 解 衣は亂 

れる もの だから、 下の 『亂 れつつ』 に續 けて ゐる。 ， 

とき y ぬ  みな わ  まな ご  .V ら  - 

一首の 意 は、 解 衣の 亂れ てゐる やうに 戀ひ 亂れ、 水沫に 浮ぶ 細 砂の やうに 浮いて、 心 も- になつ 

て、 ！ i しつづけて i5 る。 とい ふので あらう。 

ィモテ す キテ） n  n 口： 'ラナ リッチ ハ フ メドモ 

,讣 も 心 も 浮いて ゐ ると いふ 言 方 は、 卷 十一 (ニ五 四 I) に、 妹 乎 置 而心空 在 土 者 蹈^。 卷十 四 (一 一一 3 

1 一 五) に、 伊 之 布 麻 受蘇良 由 登 伎 奴 與奈我 己 許 呂能醴 と あるのに よって 知り 得る。 何となく、 ふら ふ 
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5 ぎく さ  うき 

らして、 茫乎 となる 狀態 である。 それ ゆ ゑ、 浮 草と いふ 言 方で もい いやう であるが、 それよ も 浮 

まな ご 

沙の 方が 特殊 的で おもしろ いから それ を 主にして 解釋 した。 また、 『戀 ひわた るか も』、 『有り わたる 

かも』、 いづれ でも 解釋し 得る が、 今 は、 嘉曆傳 承 本に 據る ことと した。 この 歌 は、 寄.. 1^ 戀. で、 寄 

レ沙戀 ではぶ い。 

力 モド リ ノア：' ブコノ ィケニ  n ノハ ォチテ ゥ カベ^ nn  3 ヮザモ ハナ ク-ー  ゥ 力べ ~  n  n  n 

卷四 (七 二) に、 鴨 鳥 之 遊 此池爾 木 葉 落而浮 心 吾 不念國 が あり、 『浮 心』 について、 『まめ まめ 

しからぬ あだし 心 也。 浮 虛の心 也』 (拾 镍抄 )。 r. ク 力べ \  ,、 浮虛 一一 テ實 ナキナ リ』 (代 匠 記 精)。 『うき 

たる 心』 (略解) 等と 解して 居る から、 この (二 五 0 四) の 歌の、 『浮きても』 云々 の 心 持と 違 ふ 用例で あ 

アサ 力 ャマカ ゲサへ ミュル ャ マノ ヰノ アサ キコ コロテ ヮガモ ハナ クニ 

る。 寧ろ、 卷 十六 0 一一 七) に、 安積 香 山 影 副 所見 山 井 之 淺心乎 吾 念 莫國の 『淺き 心』 に 通 ふごと き 

意 ゆで ある。 萬 葉の 歌人 はかう いふと ころ は 比較的 自由に 言葉 を 使った もの かも 知れない。 

この 歌 は、 六帖 に、 『浮く さ』 の 題で、 人 麿 作と し、 『とき 衣の 思 ひ 亂れて 浮き草の 浮きても 我 は 

あり わたる かな』 となって ゐる。 


〔港 十 I  .  二 五 0 五〕 

あづさ ゆみ ひ  ゆ も  か  こ ひ  あ 

梓弓 引きて 縱 さず あらませば 期 かる 戀には 遇 は ざ ら まし を . 

梓弓 引不許 有 者 此有戀 不相 

あづさ ゆみ  ゆる 

一首の 意 は、 梓弓 を 引く手 を ゆるめす き 心 を 許さす に、 身 を 許さす に 居ったならば 今ごろ 欺 

ん なに^しい 戀に逢 はすに 濟ん だもの を。 とい ふので、 『許す』 とい ふ 語から 見れば、 女の 歌で あら 

うか。 若しも、 貴方に 從 はなかったら 今ごろ こんなに 苦します に濟ん だのです。 とい ふので あるが 

表面 は 悔いて ゐて も、 親しい 男に かう して 言 寄って ゐ るので ある。 そこに 民謠的 特質が 存じて 居る- 

先進の 解に は、 『ひきて ゆるさす と は.' 弓 をた もちて はなたぬ を 云 也。 それ を 君に 逢 事 を ゆるして な 

まじ ゐに 逢初ての ち戀 のうきめ にあ ふ を 歎く 心 成べ し』 (拾 穗抄 )。 『はじめ 戀 せじと おも ひし まゝ の 

ひなら ば、 かゝる 物お も ひ はせ じ もの をと 悔る、 ひな h -』 (代 匠 記 初)。 『はじめう け 引し を 侮て 詠める 女 

の 歌 也，： (略解)。 

ァヅサ ユミ ヒキテ ュルサ K マス ラテャ n ヒ トフ モノ チ.； "ヌビ 力 木 テム 

この 歌 は 寄 V 弓戀 で、 なほ、 卷 十二  (一一 九 八 七) に、 梓弓 引 而不縱 大夫哉 戀云物 乎 忍不得 牟は頓 似の 

歌 だが、 男らしい 歌で ある。 もっとも 民謠 は、 男 だか 女 だか 分からな いやうな の もあって かま はぬ 
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易 合 も あるから、 此處の 歌 (二 五 〇 五) も、 ュ ルス を、 『手 を ゆるめす』、 『油斷 をせ す』 とい ふやう に 

して 男の 歌と しても 鑑賞し 得る ものである。  ■ 

ィ， 

なま、 ュ产ス は、 『放つ』、 『手 離す』 とい ふやうな 意味に も 用ゐら れてゐ る。 卷四 (六 四 四) に、 今 

、ヮ、 ヮ ビゾシ ニゲル ，1 キノ チ -ー ォ モヒシ キ-. -テ ュルサ クオモへ. パ  , 、 -ン 。タ、 へノ， は 一 ノヮ- ゆ 1 レハ， チ -^*； ド； J- すモ i- 

% 吾 羽 和 備曾四 二 結 類 氣乃緒 爾念師 君 乎 縱左久 思 者。 卷 十二  (一一 一一  仝 一) に 白妙 之衲之 5^ 渚 雖惜超 

など は その 例で ある。 また、 この ュ ルスと いふ 語 は、 ュルブ に 通じ、 卷 十七 sol 五) 

に、 情 流布 許 等 奈久。 卷 十二  (二 九 八 六) に、 梓弓 引見 縱 見が あ.^、  (二 九 八 七) の 『縱』 をもュ 

ル ブと訓 ませても 居る ので ある。 

〇 . 

【卷十  一 •  二 五 0 六】  • 

こと だま やそ らまた ゆ ふけと  >  うら まさ. 0  少 1 . ： -  ,  、 

言靈 の 八十の 衢に夕 占 問 ふ 占 正に 吿る 妹に 逢 はむ よし  / 

事靈 八十 衢 夕 占 問 占 正 謂 妹 相 依 

n ト ダマ  一  n ト ダマ ノサキ ハフ クニ. r 

〇 蓽靈 コ トダ マノと 訓む。 卽 ち言靈 で、 卷五 (，< 九 3 に、 言靈 能佐吉 播布國 等。 卷 十三 (一一 三 五 


四) に、 事 靈之所 佐 國叙異 福在與 其な どと も ある。 その 言語の 靈 によ. 9 て 占 をす るので ある。 0 八 

十衢 ャソノ チマ タ 一一と 訓む。 道が 諸方へ 相 通す る 辻、 四 辻の ことで ある。 〇 タ占問 ュフケ トフ 

  ュ フ ケ 卜 ヒ.. 1 シ. 7- 一 マ&チ 

と P む。 夕方、 往來の 人々 の 言葉で 亩凶 を判斷 する ことで ある。 卷三 (四 二 0) に、 夕 衢占問 石 卜以 

テ J  、•  •  •、，  » ック 3  二 ハ 力 ドニ ィ.. テタチ ュフケ トヒ  ュフケ トフ ヮザ リ， テニ す クシ-マ ツユ ヲ 

而。 卷四 (七三 六) に、 月夜 爾波 門爾 出立 夕 占 問。 卷十 1 (二 六 八 六) に、 夜 卜 問 吾 袖爾置 白露 乎。 卷十 

ィ ッ キマ サム ト ュ フ ケ ォキテ ィハヒ ワタル 二  ャソノ キ マ 一  ュフケ 二 モウラ ニモ 

三 (一二 |ー|ー！ 三) に、 何時 來座登 大夕卜 置丽齋 度 爾。 卷 十六 (三 八 一 1) に、 八十 乃 衢爾夕 占爾宅 卜爾毛 

竹 問な どと あるに 據 つて 知る ことが 出來 る。 吉凶 を判斷 する 占に は、 種々 の 方法が あつたが、 此處 

は ュフケ のと ころで ある。 〇 占 正 謂 . 妹 相 依 舊訓ゥ ーフ マサ ユイへ . ィ モー 一 ァヒョ ラム。 童 蒙抄ゥ 

ラマ サ  一一 ノ レ. ィ モー ーァヒ ヨ^ト。 考ゥラ マサ 一一 ィへ • ィ モー ーァ ハム ヨシ。. 略解 ゥ ラ マサ  一一 ノレ • 

f モー ーァ ハム ヨシ (古義 同訓)。 新考 マサ ウラー 一 ノレ • ィモ ユア ハム トキ .0 新 訓ゥラ マサ  一一 ノル. ィモ 

) 0  .  イチ ジ P クヮガ ナハノ リッツ マト タノ マセ 

、ノア ヒョ ラム 。『謂』 をノ ルと P んた例 は、 卷十  一 (二 四 九 七) に、 灼 然吾名 謂 孃恃。 卷 十一 C ーヒ 

- ,  ナハ ノリ テ シチ  n フレド モア フヨ シチ ナミ 

四 七) に、 名 者 謂手師 乎が あり、 『相』 を ァフと 訓む例 は、 卷ニ  (ニー  0) に、 戀友相 因 乎 無 見 を はじ 

， 3  31  t トニ シ ラエ ズ ミム ヨシ モガ モ 

め 多い。 『依』 をョ シと訓 む 例 は、 卷七 (一三 00) に、 人 不知 見 依 鴨 等が ある。 

1 首. の 意 は、 夕方 人の 往來の 繁き衞 の 四 辻に 來て、 道 ゆく 人々 の 言葉の 靈驗 によって、 占の 判斷 

をして 直った ところが、 その 占が 正しく 云った。 今夜 はいよ いよ 妹に 逢 ふこと が 出 來るぞ と、 さう 
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云った とい ふので ある。 ヨシ は 『逢 ひ 得る 由』、 『逢 ひ 得る 機緣』 と.^ ふのに 落 著く。 卷 十一 2 三 九 

ィ カナ ラム ヨシ テモ チテカ マ々 ヒ トメ ミム  ィモ： pnEl モデ キム ヨシ モガ モ 

六) に、 何 有 依 以亦ー 目 見。 卷 十七 (一一 一九 四 五) に、 妹 之 衣 袖 伎 牟餘之 母 我 毛と いふの が ある 

ri^ 歌よ、 拾遺 集戀三 二人 麿 作と して 載り、 『まさして ふや そのち またに 夕け とふ うら まさにせ よ 

妹に 逢 ふべ く』 となって ゐる。 又、 柿 本 集に も 拾 遣 集のと ほ， 5 に载 つて ゐる。 

【卷十  一 •  二 五 0 七】 

たま ,^ こ  みら ゆき 5 ら  いも  あ  われ  の 

玉 梓の 路往 占に うらなへば 妹に 逢 はむ と 我に 吿 りつる 

玉 梓 路往占 々相 妹 逢 我 謂. 

Q 玉槔 タマ ボコ ノで 道に 懸る 枕詞で ある。 長 流の 燭明抄 に は、 仙 覺の說 として、 道に いでたつ 

時には、 鉢 を 先立てて 道 しるべと する 心から 績 けたと いひ、 或は 玉祥 は旗样 で、 や は， 0- 道 しるべの 

ためだと した。 契 沖 は、.. 道の 直ぐなる を 鉢の 直きに 譬 へたの だとした。 眞淵は 玉 稗の 身 卽ちミ から- 

鑌 けたと したが、 宣長は 玉 祥には 古へ は 知と 稱 へた 柄が あつたの であらう、 それに 美と いふ 美稱を 


附 けて ミチと し、 道に 續け たもの だら うとし、 雅澄は 古事記の 天ノ兹 槍と あるの を參考 とし， HI 祥と 

いふの は 一種の 样で、 玉 样之圓 とい ふ 意から、 道に 懸けた としたが、 最も 初期の、 仙覺 あた 6 の, 說 

が 一番 素直で はなから うか。 〇 路往占 ミチ ユキ クラ-一と 訓む。 道 を往來 する 人の 言葉に よって 吉 

凶 を判斷 する ので、 卽ち 辻占の 本で ある。 占 を やる の は 多く は 夕べから 夜で あらう から、 前の 歌に 

ある 夕 占と 同じ ものと 看做して いい。 〇 我 謂 舊訓ヮ レー ーィヒ ツル。 童 蒙抄ヮ レ -ーノ リツ〃。 

ちまた  ゆきき  ことだま  .  み うら つじ. r ら 

一首の 意 は、 今、 衢に來 て、 往來の 人の 言靈 によって 判斷 をす る. ^{1 の、 路往占 (辻占) をして 見た 

ところが、 戀 しい 女に 逢へ ると 出た ぞ。 とい ふので ある。 

これ は 寄. い：： 戀と いふの だが、 さう いふ 譬 よりも もっと 自然な 動機に よつ て 作られた も ので あら 

う。 『妹に 逢 はむ と、 われに 吿 りつる』 とい ふ、 特に 結句 は 率直で いい。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 によみ 人 しらすと して 載り、 結句 『われに いひつ る』 となって ゐる。 

. 〇  .  一 

【卷 十一 •  二 五 0 八】 
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七 七 〇 

すめろぎ  . ？-み  み.？' ど  かしこ  さもら  とき  あ  き 

皇祖の 祌の 御門 を懼 みと 侍從ふ 時に 逢 へる 君 かも 

皇祖 乃 神 御門 乎 懼見等 侍 從時爾 相 流 公 鴨 

以上で、 寄， 物 陳.， 思と いふ 部が 終って、 『問答』 とい ふ 見出で 九 首 載って ゐる" その 始の 歌で ある- 

次の 歌の 後に 『右二 首』 と 注して ある。 〇 皇祖 乃 ス メ  口 ギ ノと訓 む。 皇祖 は、 旣 に解釋 した 如く- 

皇祖 神. 皇 神祖. 皇御祖 などと も 書き、 御祖の 天皇 を 申 奉る ので あるが、 轉 じて 皇祖から 今上の 天 

皇 まで を 兼ねて 申 奉る ことにな つた。 此處は 現 天皇 を 申 奉る ので ある。 〇 侍 從時爾 舊 訓サフ ラフ 

イツ シ カモ n/ 

トキ-一。 略解 サ モ ラフト キー 一。 紀に は、 侍、 候の 字を當 て、 萬 葉 集で も、 卷三 01 一八- <) に、 何時^ 此 

"夜が ァ l^iffi &。 卷 ースズ 5 に、 おきぎ. k£^i 化ぞ 同卷 (一九な に、 鶴 成 伊波 比 廻雖侍 

iii モ 母- if 比 J^l: ぎ。 卷七 (1 一七 1) に、 お^ 舟 Isf 佐 守 布髙島 乃。 卷 二十 S 一一 一丸 6 に、 佐 毛 良 布 等 和 

我 乎 流 等伎爾 等の 例が ある。 

一首の 意 は、 天皇 さまの 御所の 御門 を 謹み 長んで 御 仕へ 申 上げて 居ります 時に、 おも ひも よらす 

あなた さまに 御 目に. かかった のです。 けれども 場所 がらで も ございま すから 何と も 申 上げ る こ と さ 

へ出來 ませんで した。 とい ふので あらう。  . 


これ は 一寸 3^ ると、 警衞の 舍 人な どが、 宮中に 出入す る 女 {RI などに 向って いふ やうに^ こえる が- 

能く 吟味して、 次の 答 歌 をも參 照す ると、 宮中に 仕へ てゐる 女官な どが 計らす も戀 しい 男に 逢った 

趣と する 方が 好い やうで ある。 『此 ハ衞 門府ノ 屬官ナ ドノ 番 一一 當リテ 祇候ス 〃時、 女ヲ見 テョ メル 

歟。 乂 別ノ官 人ナ〃 力。 御門 ノ 出入 ノ 制禁ヲ 恐 レテ、 アル 時-一 詮ナク 只 見 タル 由-一 ャ』 (代^ 精」。 

『男の 御門 を 謹み 守る 時に、 思 ふ 女の そこ を 通りて 見し 也。』 (考 )。 『戀 ふる 男の 朝廷に iS: ふ 時に、 

故 有. 0 て 女の 見し なり 。此ァ へ 〃は 唯 だ 相 見た るな り。 たまたま 見る も 時 こそ あれ。 斯 かる 時に し 

て 斐無 きを 女の 数くな. o』 (略解)。 略解に 至って、 女が 歎く とい ふやう に 明瞭に 言った が、 それで 

さ ら  ■  * 

ふの は 男 だとして ゐる。 然るに、 井上 博士 は、 『サモ ラフ 時-一は いづく にも あるべし たた ァ 

ャ-ー クニ 役目 デ詰メ テ居产 時. 一一 となり。 さて さもら へ る は 作者な り。 從來 男の さもら へ る を 女が 見 

てよ めるな 6 とせる は 無理な り。 女が 役目に て 詰め 居る 時に 男の 過ぐ る を 見かけて よめるな り。 御 

門が 御言の 誤寫 なること を 悟れば 無理なる 解 釋を耍 せざる なり』 (新 考) と 云った が、 この 解 釋の方 

みかどみ こと  ，  » 

が 好い。 3： し、 御門 を 御言の 誤 だとす るの は 稍 放恣で あらう か 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄 によみ  しらすと して 载り、 『すめらぎの』、 『さ ふら ふとき に』 となって 

ゐろ。 

七 七 一 


七 七 二 

【卷 十一 ニー so 九】 

かがみみ  S  たま かぎ  いは がき ぶら  こも  つま 

まそ缭 見と も 言 はめ や 玉耀る 石垣 淵の 隱 りたる 妻 

眞祖鏡 雖見言 哉 玉 限 石垣 淵乃隱 而在欐  ， 

〇 玉 限 舊訓 タマ キハ〃 。考、 玉蜻と 改め、 略解 カギ。 ヒノ。 古義 タマ 力 ギダ。 〇 隱 而在嫿 舊 

訓 カク レ タル ツマ。 略解 カク レタ〃 ィモ (考も 同訓 か)。 古義 コモ リタ ルツ マ. (Igi 新)。 語 釋は旣 に 皆 

濟ん だものの みで ある。 

ま そ がみ  たま かぎろ いはが き 

. 一 首の 意 は、 〔眞祖 鏡〕 たと ひ 見て 戀 しくお もっても、. 決して 二人の 仲 は 口外し ない。 〔玉 限. 石垣 

ぶちの」，' 

淵 I〕 內證に 秘めて 大切に して ある 妻で ある。 それ ゆ ゑ 心 を 安らかに 持てよ とい ふ 意の 含まれて ゐ 

る 返答 歌で ある。  • 

前の 歌に は 序詞な どがない が、 この 歌に は 枕詞が ニケ 所に も ある。 それでも、 『見と も 言 はめ や』 

とい ひ、 『隱 りたる 妻』 といって、 實際的 寫生を おろそか にして は 居ない。 また、 枕詞の 多 いのは そ 


れ だけ 骨折って 對手 によく 思 はれよう とする 意圖が あると、 善意に 解釋 する こと-も 出來. る けれども、 

二つ 較べ れば 前の 女の 歌の 方が 滋味が ある やうで ある。 

後世 は、 『見る とも』 とい ふが、 この頃 は 『見と も』 と 云 ひし こと、 後世の 『見 るら む』 を 『見ら 

む』 と 云った のと 同じで ある。 卷 二十 (SS 八 一) に、 都 良 都 良 爾美等 母 安 加 米 也。 同卷 (四 W0 三) に、 

之 婆 之 婆 美 等 母 安 加 無 伎彌加 毛が あるの が其證 である。 本 居 宣長も 古 調に して、 『見と も 飽かめ や 

天の 香具 山』 とい ふ 歌 を 作った ことがある。 

此歌 は、 袖 中抄第 十に、 『マスカ、 ミ ミツ トイ" メャタ マキ、 ジ 〃石垣 淵ノ カク レタ ルツ マ』 とし 

て 救って ゐる。 叉 六帖の 第三と 第五と に 載り、 第五の は 袖 中抄と 同じに 訓み、 第三の は 初 句 『山 高 

み』、 他 は 袖 中抄と 同じで ある。 

,  〇  ， 

【卷 十" •  二 五一 0】 

あかご i  あ が， はや  く  6 ゐ  かく  ゆ  $  i  わぎも 

赤 駒の 足 後 速けば， 雲居に も 隱り往 かむ ぞ袖卷 け 吾妹 

七七ミ 


七 七 四 

赤 駒 之 足 我 枳速者 雲居 爾毛 隱往序 袖卷 吾妹  ， 

以下 三 首 を 一 括して 『右三 首』 と 注して ある。 0 足 我 枳速者 舊訓 ァガキ ハヤ クバ。 考ァ、 ガキ 、ノ 

ャ ケバ 。 〇 隱往序 . 铀卷 吾妹 舊訓 カク レ ユカ ムゾ. ソ デマ クヮギ 乇。 略解 ソデ マ カム ヮギ モ。 同 

宣 長訓、 卷は擧 の 誤。 ソ デフ レフ ギモ。 古義 力 クリ ユカ ムゾ. ソ デフレ ヮギモ (新考 同訓)。 新訓 力 ク 

リ ユカ ムゾ •， ソ デマ ケフ ギモ。 

リ， チマ ク  ゾメ アマ クソ， チマ ク  ， 

袖卷 とい ふこと は. 袖 纏， 袖 枕と いふ ことで、 或は 袖 交へ、 袖 さし 交 ふな どと も 通じ、 共に 寢る 

-,  0  i  --  * シ ロタへ ノリ， テマ ゅァゲ テシシ マツ ヮザセ  シ ロタへ ノ ソギ マキホ サム ヒ今モ ァ ラナ 

ことで ある。 卷七 ニニ 九 二) に、 白 栲袖纏 上 完待我 背。 卷十 (三 一三 一) に、 白妙 之 袖纏將 干.^ 毛不有 

君と あるの は、 卷 くこと で 少し 意味が 違 ふが、 卷 十二  (一一. 二 七) の、 浦 觸而可 例 西 袖.^ 叉 あ 過 戀 

ィ^-；-ダリレ コム 力 モ マク  まき か ± 

以 ® 今 可 聞の 卷は 恰も この 歌の 場合と 同じな ので、 マ クは纏 交す 意な ので ある。 略 で、 宣長說 

として、 古事記に 羽擧 を" フリと 訓んで 居る から、 此處も 卷は擧 の 誤で ソ デフレ だら うとい ひ、 古 

義. 新 考等も それに 從 つて ゐる。 ソ デフレ は 卽ち袖 振れで、 別離 を 惜しめと いふ ことにな つて 解釋 

の出來 ない こと はない が、 折角、 ソ デマ ケ とあって、 寧ろ、 袖 を 纏 交へ て寐 ると いふ 方が 直接 だか 

ら、 その 方に して 解釋 すべきで ある。 


あ 力 ごよ  あがき  ， 、ほ  、へ 

一首の 意 は、 私の 乘る赤 駒の 足 搔卽ち 足の 運び、 驅步は 非常に 速い から、 忽ちに 雲お 遙 かにお 前 

と隔 つてし まふ だら う、 それ ゆ ゑ 今の in しの 間で も 袖 を 纏 交 はせ。 戀 しい 女よ。 とい ふので、 別離 

のまへ、 旅立つ まへの 交情 を あら はして ゐる 歌で ある。 

ァテゴ マノ ァ ガキヲ ハヤ ミク モキ ニゾ ィ モガ ァ * リチ スギテ キニケ レ 

"ii の 人 麿の 歌. 卷ニ  (ニー H ハ) の、 靑駒之 足 搔乎速 雲居 曾 妹之當 1^ 過 而來計 類と この 歌と に 聲調上 

額 似の 點が あるので、 この 歌 も 或は 人 麿の 作 だら うと 想像し 得る ところが ある。 特に 卷 二の 歌の 結 

ァ タリハ カク リキ ニケ ル  ' 

句 は 1 云 當者隱 來計留 と あるから， なほ 類似して 居る ことと なる ので ある。 なほ、 卷七 (二 

•  /  • ムコガ ハノ？ -チチ ハヤ ミカ ァカゴ マノ ァガク なや チニヌ レニ ケ ルカ モ  ナヮ タリ ノチ n  二 

四 一) に 武庫 河水 尾 急 嘉赤駒 足 何久激 沾祁流 鴨。 卷 十四 (三 五 四 0) に、 左 和 多 里 能 手 2： 儿财 山 

伎 安比 安. 故 麻 我 安 我 伎 乎 波 夜 美 許 等 登す 受伎 奴。 卷 十七 (四 0 ニニ) に、 宇が w\ 河 泊 和 多^ 漸於 5lf 美 

許 乃 安 我 litT 乃 安 我 枳乃美 豆 爾伎奴 奴 鱧爾家 里と いふの が ある。 當 時の 實 生活 を 背景と して、 その 心 

の述び 方、 ものの 言 ひ 方 を 味 へば なかなか 棄て 難いと ころが ある。 

(あが J 

この ii- は 六；^ に， 『わが こまの あしがき 早く は 雲居に も隱れ ゆかむ ぞ袖 まく わぎも』 として 截っ 

て ゐる。  •  . 


七 七 五 


七 七. K 

、  〇  < 

【卷十  一. 二 五一 一】  一 

こもりく  とよ はっせ ぢ  とこ なめ  かしこ みち  こ 

隱ロ の 豐泊瀨 道 は 常 滑の 恐き 道ぞ戀 ふらく は ゆめ ， 

隱ロ乃 豐泊瀨 道 者 常 滑 乃 恐 道 曾 戀由眼 

舊本 『常 濟』 と あ. 9、 代 匠 記で は、 『常 滑』 の 誤と したが、 古寫 本の 多く は 『常 滑』 に 作って ゐる。 

『戀 由 眼』 は舊 訓に從 つたが、 古寫本 中、 コヒョ ルナ. ュメ  C 嘉. き の訓も ある。 考 (赚獄 f_ ま、 とぼ) ァ 

カシテ ヲュケ C 略解 同訓 r 古義 (續 謝^ ヒ ナガ コ n  n ュメ。 新考 (f 謝 5!^") ォ n タレ ノナ ュメ 等の 諸訓が 

とこな め 

ある。 常 滑 は 前に も抄 したが、 從來は 水中の 石で 苔な どのた めに 滑らかに なって ゐ るの を 云 ふと 解 

した。 契 沖が、 『なめらかなる 川 中の 石な り』 と 云って ゐ るの は 卽 ちそれ である。 然るに 井上 博士 は- 

『トコ ナメは 川瀬の 飛石な り』 とい ふ說を 出し、 人爲 的に 作.^ 敷いた 石と した。 おも ふに、 平凡に 

道 又は 川原の 滑らかなる 石 道と 解して い いこと は 前言した ごとくで ある。 滑べ る ほど 滑らか だから 

さう いふので、 形容の 詞 から 名詞に なった ものである。 さて 結句の、 『戀 ふらく は ゆめ』 であるが、 


これ は 順 直に 來 ない 訓 である けれども、 略解で 代 匠 記の 說を參 照しながら、 『= ^字の 誤り 有る ベ 

し。 試みに 言 はは、 初瀨道 は川瀨 滑らかに て、 かしこければ、 しひて 渡りな ば危 ふからん。 我 を 

ふとなら ば、 ゆめ 渡る 事な かれと 云へ るに や。 され ど穩 かなら す』 とい ふの が 稍稳當 であらう か。 

つま. o、 あぶない 道 だから、 私 を 思 ひた まふなら ば、 その あぶない 道 はおいで になるな、 とい ふの 

であらう か。 女が 男の 身の上 を 案じて 云った やうな 歌で ある。 考 では、 これ は 前の 歌と 閥 係が 無く. 

問答 歌で ない とし、 『こ は 右の 答に は あらす、 同じ 夜の 歌と もい は、. - いひ てん』 と 云った。 古義 は 

ナガ ココ。 ュ メと訓 み、 卷七 (一 三 五六) の 人 曾 耳 言 爲汝情 勤を證 として ゐる。 また これ は 女から 男 

を汝と 呼ぶ 例と し、 『汝の 心を愼 みて、 ゆめ ゆめ あやまち 爲賜 ふこと なかれと、 男の 發 ていぬ るに い 

ひやる 女の 歌に て， 卽 右の 歌に 答へ たるな り』 と解釋 して 1^5 る。 新考 では、 『勿忠 由 眼の 誤と して ォ 

コ タル ナュメ とよむ ベ し。 汕斷 ス ナ となり』 といって ゐる。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 讀. < 不知と して、 ここに 訓ん だと ほりに 载 つて ゐる。 


七 七 七 


七 七 八 

【卷十 一 •  二 五一 二】 

5 ま ざけ  み もろ  やま  た  つき  み  ほ  きみ  ラま  おと 

味 酒の 三 諸の 山に 立つ 月の 見が 欲し 君が 馬の 音ぞ する 

味 酒 之 三毛 侣 乃山爾 立 月 之 見 我欲 君 我 馬 之 足音 〔馬 之 音〕 曾爲 

たつつ き  、 

『立 月』 は、 前に もあった が、 出づる 月で、 出た ばか， 9 ぐら ゐの氣 持で あらう か。 考で、 『照 月に 

用 ひしな らん』 とい ひ、 略解に， 『光の 字 を 立に 誤れる にや。 テ ルツ キノと 有るべし』 と 云って ゐる 

たつつ き  ， 

が 立 月と いふ 語 を 保存して それ を先づ 吟味した いので ある。 この 歌 は、 略解で、 『是れ は 男の 來 たる 

を、 馬の足 音に て 知りて 悅ぶ なり』 といって ゐ るので 大體盡 きて 居る。 つまり 女が 男に 向って いふ.. 

問答 歌な ので あるから、 かう いふ 女み 歌 も 人 麿 歌集に 入って ゐ るので あるが、 これ も 前言の 如く：！ 1^ 

樣 によって は、 人 麿 自身が 一 人で 問答 歌の 體 にして 作った， 0 も解釋 する ことが 出來 る。 併し この 想 

像 は 少し 放恣で ある だら う。 考に、 『右の 三 首 も、 定かなる 贈答に も あらぬ を かく 出し、 又 右 五 首 は- 

同じ 人 まろ 歌集 とても 一本と 見 ゆ。 然れ ば、 此に 書し に は 落し を、 一本 もて 後に 加へ し哥 な. お 


も ふに ここ は此 一本に 亂れ たり けん』 と 云って ゐる。 つまり 旣に 前言した が、 眞淵も 人 磨 歌 築 は 1 

本のみ ではなかった と考 へて ゐ るので ある。 この 歌も棄 てがたい 味 を 持って ゐる。 - 

訓。 初 句 奮訓， ソマ サ カノ。 考 (g ^ぼの) クマ ザケヲ (略解 同 P? 古義 ゥ、 マサ ケノ  (脑 圆 15》 K 

句 哲訓ミ ガ ホキソ ガウ マノ ァ ノオト ゾ スル。 代 匠 記 初 (旋頭 歌と し) ミ、 ガホシ キ • キミ. ガウ マノ. ァ 

, オト ゾ スル。 童蒙抄 ミ ガホシ キミ ガ • ゥ マ /アジオ トゾス ル。 考ミガ ホル キ 三 、、力 . ゥ マノ アト ゾ 

スレ /。略解 ミガ ホシ キミ ガ. ゥ マノ アト ゾス ル (J^ 喊 I 新) 等の 諸訓が ある。 結句が- 流布本 は- 『馬 之 

足 一！ せ爲』 であるが、 今新訓 になら ひ、 嘉曆傳 承 本に、 『馬 音 曾爲』 になって ゐ るのに 從 つて ゥ マノ 

オト ゾス〃 と訓ん だ。 、 

〇 

【卷 十一 ニー 五一 三】  , 

な ろ かみ  しま  IX  くも  あめ  ふ  きみ  とま 

雷神の 暫し 動み てさし 曇り 雨の 零ら ば や 君が 留らむ 

雷神 小 動 刺 雲 雨零耶 君將留 
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〇 雷神 舊訓ナ グカ ミノ。 類聚 古 集 ナ\ 力 ミヲ。 〇 小 動 シマシ トヨ ミ テと訓 む。 古寫 本に 旣に 

シ バ シ トヨミ テ (妓： rai*)。 トヨ マス バ カリ §。 シ バ シクゴ キ テ 細リ 等の 訓 があった。 舊 

訓シ バ シト ョ ミテ を、 略解 宣長說 に 小 は 光の 誤に てヒ カリ トヨ ミテ ならん と 云った。 〇 剌雲 舊訓 

サ シクモ ：^。 童 蒙抄サ スク モノ。 〇. 雨零耶 舊 訓に從 つて ァメ ノフラ バ ャと訓 む。 古寫 本に ァ メ モ 

プ ラナム (嘉 • 類. 細) の訓が ある。 童蒙抄 ァメ ノフリ テャ。 考 ァメフ リナ バヤ 叉はァ メモ フラン ャ。 

略解 ァ メモ フレ ャモ。 古義. 新考等 略解に 從 つた。 〇 君將留 舊訓キ ミ ャ トマ ラム。 古寫 本に、 キ 

ミト マル ベ ク (嘉 )o キミ ヲト ド メム (類 • 細)。 キ ミ ガト マラム (溫 . 京) 等の 訓がぁ る 。 代 ー陀記 キ ミ "ガ 卜 

マラム。 童蒙抄 キ ミ ガト マラン。 考 キミ ガト マラム。 キミ ヲト ドメ ム。 略解 キミ ヲト ドメ ム 

訓 )o 以上の 諸訓を 時々 參考 して 味って かま はない。 但し 萬 葉に はシ バ シ とい ふ假 字書の 例がない か 

ら、 シ バ シ トヨ ミ 一 ァはシ マシ トヨ ミ テと改 むべ きで あらう。 卷 十五 (三 七 八 五) に、 保 登 等藝須 安比 太 

之 麻 思 於 家。 卷 十八 (四 〇 一一 三) に， 奈吳乃 宇 美 爾布禰 之 麻 之 可 勢が あり、 また シマ シクの 用例 も ある。 

私の 如き も 宣長訓 の ヒ カリ トヨ ミ テ に 與味を 感じさう 訓んで 味った こと も ある。 現に 古義 も それに 

從 つて ゐ るから、 古義の 訓に據 つて 書きく だした 萬 葉 集の みを讀 めば、 自然 さう 訓 むこと となる の 

である。 併し、 この 『小』 字 は 古 寫本盡 くさう であり、 代 匠 記 注に、 『校本、 小 或 作少』 と あるの み 


でぁ.^^、 また シマシ トヨミ テと 訓んだ 方が 自然で. <P あり、 ヒ カリ トヨミ テは屮 々好い が、 寧ろ 近代 

的戚覺 だから、 今囘は 從來の 訓に從 つて 置いた。 

1 首の 意 は、 暫 しも 雷が 鳴って 天が 曇り 雨が 降るなら おが 行って しま はす. 1& 處に 留まつ て： 卜さ 

る だら う。 さう して もら ひたいと いふので ある。 降らば やの ャは 係辭 で留ら むの ラムに 係る ので、 

願$1^の バ ャ ではない と解釋 すべ きで ある。 こ の 歌 は 女が 男に 向って 云った 趣に して ある。 

第 四句ァ メモ フレ ャモ と訓 する 說は， 『フ レャ モはフ レカシ の 意な り』 (略解 リ。 『雨 もがな 降れ かし 

の 意な. o』 C 古義) の ごとくに 解して ゐ るので あるから. これ も 一 つの 解釋 方法と して、 取って 味って 

かま はない。 厳密な 意味の 訓詁 學と 作歌 實 行の 鑑賞との 差別 はこ こに も 存じて 居る。 作歌 稽古の た 

め の 鑑賞 は 時に 極めて 自由に いろいろの 場合 を 採用し 取捨して かま はぬ し、 訓鈷舉 の 方 では 其 を 許 

さない。 此歌 は、 第二 句 を、 シマシ トヨミ テと訓 むにせよ、 ヒ カリ トヨミ テと訓 むにせよ、 93 雨 を 

配して 氣持を 出して ゐる點 は、 特殊で も あり、 誠に 得が たい 好い ところが ある。 そして 都會 的、 殿 

上 的 情調で なく、 田^ 的、 民衆的 情調で ある。 

アマ グモ ニチ カク t カリ テ ナ〃 力 ミノ ミ レバ カジ n シぇ 木 バ 

ヒ カリ トコ ミーアと 訓ん で參考 になる 例 は、 卷七 (ニー 一六 九) に、 天雲 近 光 而饗神 之 見者 恐不 見者 

力 +シモ  X, ルカ ミノ ヒカル .t:- 一 フノナ ザ ッ キノ  ヒカル 力 i 十リハ タ チト メ テ タヅ サヒ 

悲毛。 卷 十三 Q 三 三 一一) に、 露 震 之 日 香 〔流〕 天 之 九月 之。 卷 十九 (m 一三 六) に、 光 神 鳴 波 多 娘 嬸携手 
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等が ある。  ■ 

この 歌 は、 拾遺 集戀 三に、 人 麿 作と して、 『なる 神の しばし うごきて 空く も， 9 雨 も ふらな む 君と 

まるべく』。 柿 本 集に、 『鳴 神の しばし は 空に さしく もり 雨 も ふらな む 君と まるべく』。 六帖 に、 人 

まろ 作と して、 『曠神 をと よます ばかり さしく も b 雨 も ふらな む 君 をと どめむ』 となって ゐる。 

〇 

【卷十 丁  二 五一 四】 

なろ かみ  しま  と よ  ふ  われ  とま  いも  とど 

雷神の 暫し 動み て 零らず とも 吾 は 留らむ 妹し 留めば 

雷神 小 動 雖不零 吾將留 妹留者  , • 

こ れは 男の 氣持 になって 右の 歌に 答へ て 居る ので ある。 暫し 雷が 鳴って 雨が 降るなら と 云 ふ^れ 

\  おれ 

ども、 そんな わけで はない、 お前 さへ ゐょ といって 留めて 吳れ るなら 己 はいつ まで も 居ようと いふ 

ので ある。 『右二 首』 と 左 注が ある。 

戀愛的 問答 は 相手 を豫 想す るので 孤獨 なやうな こと を 云っても 實際 はさう ではなく、 問答の 要素 


が 籠って ゐ るので ある。 さて あからさまに 問答と なると、 聯想が 奔放に なり、 廿く 機知 I" を 弄しが ち 

になって、 互に その 機智に 快感 をお ぼ ゆるの が 常で、 後世の 戀愛 問答 歌が 皆 それで ある。 業 平 あた 

b で旣 にさう であるが、 萬 葉の この あた. 9 の 問答 歌 は 流石に 浮泛 でなくて しっと， 0 として ゐる。 こ 

れ 等の 歌 は 人 麿 調と は 限らぬ けれども、 ひょっとせば 人 麿 も かう いふ 男女の. つも..^ になって 作歌し 

て见 たの かも 知れない。 一般的に は 民 謠的歌 を 人 麿 或は 編輯 者が 採錄 したと 解釋 していい が、 時に 

はさう いふ 想像 をしても 別に 邪魔に はならぬ。 

〇 

【巷 十 一-一一 五一 五】 

しき た へ  まくら. T-VJ  X  い  おも  ひと  のち  あ 

布 細 布の 枕 動きて 夜も寐 ねず 思 ふ 人に は 後 も 逢 はむ もの 

布 細 布 枕 動 夜不寐 思 人 後 相 物 

〇 夜不寐 • 思 人 • 後 相 物 舊訓 ョ〃 モネ ズ • ォ モフヒ トー ーハ . ノチ モア ハム モ。 代 匠 記精ノ チ モ 

ァフ モノ ヲ。 童 蒙抄 ョ モイ ネズ • ォモ フヒト I  一  、ノ  •  ノ チア フ モノ 力。 考ィヲ モネ ズ .ォ モフヒ トー 一 
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\  . マタ モア ハム カモ。 略解 ョヲ モネ ズ .ォ モフヒ トー 一 、ノ  . マ タ乇ァ ハム カモ。 古義 ョィ モ. ネス. 

ォ モフヒ トー 一 、ノ  .  ノ チア フ モノ ヲ。 新考 ョ产 モネ ズ • ォ モフヒ トー 一 、ノ  •  ノ チア ハム モノ ヲ。 新訓 ョ 

モイ ネズ . ォ モフヒ トニ  、ノ  •  ノ チ乇ァ ハム モノ。 

• 『枕 動く』 と は、 幾度 も寢 返り を 打つ、 冁轉 反側す る ことで、 そのために 安眠 出來 す、 枕 動く と 

いふので あって、 おもしろい 表 はし 方で ある。 用例 は 二つば かりで あるから、 この 人 麿 歌集の 歌が 

始 であるか も 知れない。 古今 集 十 一 に、 『宵々 に 枕 定めむ かた もな しいかに 寐し夜 か 夢に 見えけ む』。 

後 撰 集 十 一 に、 『夕され ば 我 身の みこ そ 悲し けれ 何れの かたに 枕 さだめむ』 と あるの も、 同じ やうな 

表 はし 方で あるが 稍纖 細に なって ゐる。  . . 、 

一首の 意 は、 私 は每夜 每夜寢 がへ， 5 のみして ゐて、 枕 動いて 眠れす に戀に 惱んで 居る の だが、 か 

うして 思 ひつ づけて 居れば、 屹度 思 ふ 人に 逢 ふこと が 出來る ものです。 かう 識 念の やうな こと をい 

つて、 斷定 して 置いて 對 者に 想へ、 うながして ゐ るので ある。 . . 

ツキ クサ ノ 

この. 歌で は 結句の、 『後 も 逢 はむ もの』 とい ふの が 注意すべき 句で、 卷 十一 (二 七 五六) に、 月 草 之 

力 リナ ルイノ チナ ルヒト チイ 力 二 シリテ 力 /チモ ァ ハム トフ  ミヤ コマ-テオ クリマ チ 

借 有 命 在 人 乎 何 知 而鹿後 毛將相 云な ど參考 になる。 また、 卷五 (八 七 六) に、 美 夜 故 摩 提意久 利 摩 遠 

志且 等比 可 弊 流 母 能が あ， 9、 その他 は、 モノ ヲ。 モノ 力。 モ / ゾ。 モノ 力. モ。 モノ ナ. リ などと いつ 


. - -  -、 ラ」. ノモフ n ョ t ハヤ モア ケ« カチ  IT  .  \ 

てゐる 例が 多い。 il に、 SUTrt^l- 所 ェ寢物 念 此夕急 明 鴨と あるの は こ 

の 歌の 異傳 であらう か。  ， 

六帖に は、 『しきた へ の 枕 動きて い ねられす 物 思 ふ 今宵 はや 明けむ かも』 1 10 の 歌の 方 力 

載って ゐ る。  - 


〇 

S 十一 • 一一 五一 六】  お 

しきた へ の1らきしひ《^ーー£^ へ ゃ^lハの枕には苔生ひたらむ 

敷 細 布 枕 入 事 問 哉 其 枕 苔 生負爲 

0 枕 人. 事 問 哉 舊訓マ クラ セシヒ ト- コトト へャ。 考マ クラ セバ ヒト. コトト へャ。 略解 マク 

. コトト へ ャ (古義 同訓)。 新考マ クラ キシ ヒト. カレ ヌレャ 。新訓 マ クラ キシ ヒト. コ 

へャ。 〇 苔資爲 舊 訓コケ ムシ 一一 タリ。 代 匠記 初コケ ォヒヲ セリ。 童 藝コケ ムシ 一一 ケリ。 考 

コケォ ヒー 一 タリ (略解 同訓)。 裏コケ ムシ 一一 タリ 。新 考コケ ムシ 一一 タレへ 新 訓コケ ォ匕タ ラム 今、 
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新 訓に從 ふ。 . 

マ クラ キは、 加 行 四 段に 活用 じたので、 卷五 (八 一 〇) の、 比 等 能 此射乃 倍 和 我 麼久； ：15{ 可武。 卷十 

九 (四 二 ハー 一一) の、 妹 之 袖 和 鱧 枕可牟 などが 其 例で ある。  • 

一首の 意 は、 女が 前の 男の 歌に 答へ たもので、 あなた は、 枕 動きて 眠れない などと おっしゃ いま 

しきた への  かた  _ 

すが、 私と 一度 〔敷 細 布〕 枕 を 交 はされ たお 方なら、 つづいて 御 たづね 下す つたら い. かがです か。 も 

う あの 枕に は、 あなたが 餘，. ^おいでにならぬ ものです から、 今ごろ は 苔で も 蒸して ゐ るで せうよ。 

とい ふので ある。 前の 歌と あはせ て 『右二 首』 と 左 注が ある。 

ことと 

『事 問 哉』 は、 言 問へ や。 訪ね 給へ よ。 とい ふので、 トへ とい ふ 命令法に ャを 添へ たもので ある。 

ュ ヘル ヒ モト カム ヒト ホ；， シキタ へ， ヮびコ マクぅ 二 コ ケォヒ ニケリ 

この 下 (二 六 三 0) に、 結 紐 解 日 遠 敷 細 吾木 枕 蘿生來 などと あるの も參考 となるべく、 この 卷十 

一 の、 寄， 物陳， 思のう ちに は、 人 麿 歌集の 歌と 甚だ 似た のが 多く、 そして 槪ね人 麿 歌集の 歌よりも 

劣って 居る。 

この 歌 は、 風雅 集戀 五と、 夫 木 和歌 抄 とに、 人 麿 作と して 载， 9、 第二 句 『枕せ し 人』、 結句 『苔 生 

ひに けり』 となつ てゐ る。  - 

『右二 首』 の 注に 次いで 『以前 一 百 四十 九 首 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出』 とい ふ 注が 此處に 記されて 


〇 

【卷十 I  •  二 六 三 四】 

さ i  i ほ  こ  わ  かがみお も かげ さ  いめ  み 

里 遠み 戀ひ 佗びに けり ま そ 鏡面 影 去らず 夢に s< え こ そ 

里 遠 戀和備 爾家里 眞十鏡 面影 不去 夢 所見 社 ■ 

サトト ホミコ ヒゥラ .フ レヌ マ：' カガミ トコ ノ-へ サラズ .1 メ二ミ ェ コソ 

前の (二 五 01) に、 里 遠 眷浦經 眞鏡床 重 不去夢 所見 與と あるのと 殆ど 同じで、 恐らく この 歌 は そ 

の異傳 であらう か。 左 注に、 『右一 首、 上 見，， 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌 中 1 也。 但以 一-句句 相換， 故 載 U 於 鼓」 

と ある も. ので ある。 六帖 等に 出て ゐる こと は 前の 歌の 處 であげ た。 

【卷十 I  •  二八 0 八】 
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まよ 1 ^  ** な  ひも とま  いつ  ここ >  -れ 

眉^ 操き 嘴 ひ 紐 解け 待てり や も n: 暗 かも 見む と 戀ひ來 し 吾 を ， 

眉根搔 鼻 火 紐 解 待 八方 何時 毛 將見跡 戀來吾 乎  . 

マ ヨネ 力 キハ十 t  t モト ケ マツ ラム ャ イツ 力 モミ ムト ォモ フワ ガ キミ  、  9 

この 歌 は、 前 (二 四 0 八) の、 眉 根 削 鼻 鳴 紐 解 待 哉 何時 見 念 吾 君と 甚だ 類^して 居. り 左 注に 

『右上-一見.； 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌中ハ 但以， 一問 答 故 ー累载 一一 於玆 一也』 と ある もので、 この 歌に 答へ たもの 

ケ フ ナ レ.； ハナ ヒ ハ  >ヒ シ マョカ ュ ォ モヒシ n ト： キミ 二 シァ" ケリ _  ,  0  . 

は、 今日 有 者 鼻 之 鼻 之 火 眉 可 由 見 思 之 言 者 君 西在來 (二. 八 •〇 九) とい ふの て ある 


萬 葉集卷 十一 一所 出 歌 


〇 

【卷 十二  •  二八 四 I】  ， 

^1.- ぞが賴 けの ¥i  く卑 すてん 力 日の 間 を戀ひ 暮らす かも 

我 背 子 之 朝 明 形 吉不見 今日 間 戀暮鴨 

卷 十二 『い： 八-相 I 來醫 之 下』 の 初め ほ、 『正述 心緒』 とい ふ 題で 十 首、 次いで 5 物 陳思』 の 

題で 十三 首の 歌が、 『右二 十 春 柿 本 朝臣 人 麻 呂之 歌集 出』 と 左 注されて 載って ゐる。 その 『正述 、も 

緒』 第一 首で ある。 卷 十一、 卷 十二と もに、 人 磨 謹 出の 歌が 初めに 別にして 載せ て あぶ 力く 

の 如くに、 先. つ 第二 に 人 麿 歌集 出の 歌を载 せ、 その 次から 古歌 集の ものな あの 他の 讀くタ の i 

を 載せる 傾向が ある やうに 思 はれる。 左 注 は 編輯の 時 i も 後に 加へ たものと も考へ 得る が 7 ぶ 
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にしても 人 麿 歌集に 對 して 編輯 者の 持して ゐた 態度 二 種 尊重の 態度) の 一 端 をう かが ふこと が出來 

る やうに ® はれる ので ある。 

この 歌の 訓は 舊訓の 儘で、 只 アサ ァケノ を アサ ケノ とした。 一首の 意 は、 一夜 交歡 して、 曉 はや 

く 男が 立 去る とき、 よくも 見す に 男を歸 したが、 それが 殘 念で 1 日お ゆう 戀 ひくら すと いふので あ 

る 0 

『あさけ のす がた』 といった のが 誠に 好く、 男の 貌、 樣 子等 を も 含めた スガタ とい ふので 含蓄が 

あり、 『能く』 もなかな か 效果が ある。 『今日の あ ひだ を』 とい ふ 伸ばした 云 ひ 方 も、 萬 葉で なけれ 

ば出來 ない もので あらう か。  .  \ 

： . ヽ •  i  アサ ト デ ノ キミ ガス ガタチ 3 クミ ズ テナ ザキ "ルビ テ n ヒャ クラ サム  ヌ ？  i" マ， 

卷十 (一九二 五) に、 朝 戶出之 君 之 儀 乎 曲 不見而 長 春 日 乎 戀八九 良 三。 卷 十二  (三 00 ちに、 野^ 玉 

3 ワタル ッ キノ サャケ クバ ョ クミ テ マシテ キ；、 ガ スガタ テ 

夜 渡 月 之 淸者吉 見 而申尾 君 之 光儀 乎と、. ふ 例が あり、 『よく 見る』 とい ふ 表現 は此處 にも ある。 

„  C  , -ヽ：  -/  アサ ガラス ハヤ ク ナナ キソ ヮガセ コ ガ アサ ケ ノ スャ * ミ レバ カナシ モ 

なほ 卷 十二  (三 〇 九 五) に は、 朝 烏 早勿嗚 吾 背 子 之 且開之 容儀 見者 悲毛 とい ふ 歌 も ある 。 


〔卷 十二. 二八 四 二】 

こ- j. ろ  のん  6  あらたよ  ひと 上お  いめみ 

我が、.^ と 望みし 念 へ ば 新 夜の 一 夜も闕 ちず 夢に し 見 ゆる 

我心 等 望 使 念 新 夜 一 夜不落 夢見 

〇 ザ 心 等 • 望 使 念 傷 訓ヮガ ココ 0 ト. ノゾ ミオ モへ パ。 代 匠 記 初ノゾ ミ シォモ へバ。 同 人 

0, 使は衍 か。 代 匠 記 精ノゾ ミシモ へバ。 考、 望 使 は 無 便の 誤、 スべ ナクモ へパ。 略解 は 俱訓及 

考の說 の 他に 或 人の 說 として、 使の 下、 美の 字脫 として ヮガ ココ P  • トモ シミモ へ バと. 訓ん だ。 古 

義、 我心 等 は 我等 心、 望 使 は 氣附の 誤と し、 ァ ガココ 口. ィキ ヅキモ へ バ。 新 考ヮガ ココ" ト. ノ 

ゾミシ モ へ 力。 今、 代 K 記 精の 訓に從 つて、 ノ ゾミシ モ へ バと訓 めば、 自分の 心から、 戀 人に 逢 ひ 

たいと 切りに 望んで 居れば、 とい ふこと になる。 使をシ とい ふ 助 語 (助詞) に 使った 例 はない が、 

助動詞の 場合の、 卷ニ  C 一九 九) に、 神宮 爾裝束 奉 而遣便 御門 之：^?^ と ある、 『便』 は、 古寫本 (I* 

li**) に 『使』 と あるのに 從 つて、 訂 して シ と訓ん で 置いた が、 人 麿 歌集の 歌 だから、 助詞と し 

て 『使』 と 使った と 解 釋出來 ないで あらう か。 支那の 熟語の、 ぎ.：^、  IT あなどが あるので、 或る 拍 

子に その シ昔 を^り たと も考 へられる。 尤も、 この. 表現 は餘. 0 旨くない から、 考 或は 古義に；^ へれ 
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ば 好く、 『わが 心から せんすべ 無く 思へば』 (略解) となる の だが、 さう 簡單に は 行かない。 〇 新 夜 

舊訓ァ タラ ョ ノ。. 考、 新 玉の 誤と し、 ァラ タマノ。 古義 ァ ラタ ョノ。 『抑.' 新 夜と は、 世の 事 を 新 

ョ  リ  リア ラタ  ノ  イマ サラ ニネ メ ャ ヮガセ コ ァ -マタ マ ノ ヒ トヨ 

世と いふと 同 例に て、 經易經 易 新 まる 夜と 云 ことなり。 此 下に、 今更 將寢哉 吾 背 子 荒 田 麻 之 全 夜 

モ ォ チズ ィメニ ミエコ ソ  ノ  ァ ラタ ョ 

毛 不落夢 所見 欲と ある は、 彼 處に云 如く、 麻 は 夜 字の 誤、 荒 田 夜に て、 今と 全ラ 同じ』 (古義) と ある 

の を參考 にして いい。 次ぎ 次ぎに 來る 夜、 卽ち每 夜と いふ ことになる。 〇 夢見 舊訓ュ メ  -ー  ミ ェ ケ 

リ。 古寫本 中、 ュメー 了、、 ュトソ (神)。 考、 夢 一一 シ ミュて 略解 ィ メ 一一  シ ミ ュ 产 (J 關ぃ 新)。 新 訓ィメ 

一一 ミュ コソ。 夢見 與と 元曆 校本に よって 補充した ので ある。 元曆 校本に は此 歌と 次の 歌と を 一 所に 

書いて 居る。 無訓。 今 暫く 元の 儘に し、 考 (略解) の 訓に從 つた。，' 

1 首の 意 は、 私自身の 心から、 お 逢 ひしたい お 逢 ひしたい と 念じて 居れば、 每夜、 一度 も 欠かさ 

すに、 戀 しい 貴方が 夢に 見えて まゐ， 9 ます。 とい ふぐら ゐの 意で ある。 

この 歌 は、 恐らく 女の 心 持 を 歌った もので あらう か。 この、 『等』 の 助詞 は、 稍 難解 だが、 コ コ 

P ト シーア。 ココ CI カラぐ らゐに 解せば、 一首 は 自然に 解釋の 出來る 歌で ある。 卷 1 ( 五 C) の、 新 代 

ト ィヅ ミノ カハニ モ チコ セル マ キノ ツマ .テ チ  シ n  ノミ タテ トイ ヂ タツ- ヮレハ 

登 泉 乃 河 爾持越 流 眞木乃 都 麻 手 乎。 卷 二十 (四ョ 七 11 一) の、 之 許 乃 美 多 且 等 伊 堡多都 和 例 波。 卷ニ  01 

•  、/  ,  . ノ ミ ォ モト ツギ キ タル  ォゃヒ ッッヌ レバ 力 モト ナ 

二 〇) の 神 乃 御 面 跡 次 來等を 記して 置く。 なほ、 卷 十五 (三 七三 A) に、 於 毛 比 都 追 奴 禮婆可 毛等奈 


-  尸 ご V  -- ン I しい  すモフ -;' ム：' ト 十い ャヌ バタ マノ ョゴ ト-ー キ：、 ガイ メ 

^審ぞ 麻 等 欲 毛 意知 伊 米 肾之見 由^。 卷十 一 21- 六 九 y に、 將念其 人 有 哉 A 玉 之 毎夜お 之 襖 

-ン レ  ミリ-フユ クッキ ノ. JJ カリニ タダヒ トメ  了 ヒミシ t トノ ィメ  二，： ぃュル  i  \ 

}^}^|。 卷 g:c さ 〇) に、 三 空 去月 之 光二 直 一目 相 三 師人之 夢 西 所見な どか ある 力ら イノ-了 ビ、、 

ュ 〃とい ふ 結句 は 相 當の落 著 を 有って ゐる ものである。 

若し 新 訓に從 つて、 イノ 一一  ミエ コ ソと訓 むと せば、 これ も 同じ 結句の 歌が 幾つか ある。 卷五 (へ 0 

40 に、 ？ flz^saty^^ ぎ i4 ぞぎぎ か.^^^^ ぎ i.ii&^^is<K2-。 卷 十三 Q 三 一一 さに、 

^お 乃^お^ お i 崎 i 爾が k ま。 併し この 歌の 場合 は、 イノ 一一  シ ミ ュルの 方が 却って 好い。 

このお 葉卷 十二の 歌に つき、 略解 は 考の文 を 踏襲して、 『目錄 にさ 今 相 聞往來 歌敏之 卜と^,. -。  ^ 

十一の 卷と 同じ 卷 なる を、 歌の 數 多ければ 上下と 分て るな り。 上の 卷に 出で たる 歌の、 此卷に W び 

戴れ る も たまたま あり。 はた 上の 卷に相 聞に 入れた る を、 此卷に は 旅に 入れ、 又は 勝 答に 載せた る 

も 有り。 HIi- れらは 其 撰 とられし もとの 集 どもに 二様に 有りし か、 叉は傳 への 異なるな どに. H りて、 

そのままに 採 b 集めし 物なる べし』 と 云って ゐる。 萬 葉の 編輯に 使った 材料 は 一本の みで なく、 異- 

本が 幾つかあった ものと 看るべく、  それ 等 を 皆 尊重した から  一 ぐら ゐの差 ある 額 歌 を も收錄 した 

ものと 解 禅して 好い。 ゆ ゑに 卷十 1 と卷 十二との 編輯 者が 別人であった とい ふ說も ある けれども、 

その 說の^ 據も いまだ 積極的と いふ わけに は 行かない。  • 
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〇 

【卷 十二. 二八 四 三】 

3 つく  £  も  いも  ひと  ゆ  みて  ま 

愛しと 我が 念 ふ 妹 を 人み なの 行く ごと 見め や 手に 纏かず して 

與愛 我 念 妹 人 皆 如 去見耶 手 不纒爲 、 

〇 與愛 舊 訓ゥッ クシ ト。 代 匠 記初コ ソハ シク。 代 匠 記 精、 『發句 ハ若愛 與ヲ倒 一一 寫セ ルカ』。 略 

解ゥ 〃ハ シト。 〇 我 念 妹 舊 訓ヮガ ォ モフィ モヲ。 代 匠 記 精ヮ、 ガ モフィ モヲ。 〇 人 皆 舊訓モ ト ミ 

ナ ノ  。 童蒙抄 ヒ トミ ナノ。 〇 如 去見耶 舊訓ィ マユ キミ〃 ャ。 代 匠 記 初 モシ ュ キミ〃 ャ。 童蒙抄 モ 

シ ユキ ミン ャ。 考ュク ナス ミル ャ。 略解 ュクゴ トミ メャ (纏^ 新 )0 

一首の 意 は、 愛し 愛しと わが 思 ふ 妹 をば、 一般 他人の ごとくに、 ただ よそよそしく 客觀 的に 見過 

ぐし 得よう か。 手に も 纏かないで。 とい ふので ある。 略解に は- 『思 ふ 妹が 道行く を 見て、 忍べ る 中 

故に、 大 よそ 人の 道 ゆく を 見る 如くして 在む と 歎く 也』 と 解して 居る。 

かう いふ 場合の ゥッ クシと いふ 語な ども、 ただの 形容と い. ふよりも、 もっと 肉體 的の 接近 をお も 


はしめ る 程の 力 を 持って 響いて 來る やうで ある。 また、 『人 皆の 行く ごと 見め や， 「とい ふ 如き 發想 は、 

戀愛 心の 複雜な 動きの 1 つで、 現代人の 表現と して 考 へても 毫も 古く は 無い。 のみなら す、 現代人 

に は、 『手に 纏 かすして』 の ごとくに 能 働 的に は 云へ ない。 若し 云 ひ 得る としても、 現代人に は、 

『手に 纏 かすして』 では .fa いから、 他の 語 を用ゐ ると すると、 卑しくな つた， 0 して 具合が 惡ぃ。 .S 

ち、 萬 葉 歌人に は 及び難い とい ふこと になる ので ある。 

代 1^ 記で、 、第 四 句 を、 モシ ユキ ミ 〃ャ と訓 み、 『如 、ノ 今按モ シ ト讀べ キ歟。 手玉 ヲ手 一一 卷如ク 我 妻 

ト 乇定メ ヌ 程ナレ バ、 皆人ノ モ シ行テ 見テ思 ヒ懸云 ヒ 入ナド ャセム ト心モ トナク 思フ意 ナリ』 (精 撰 

本) と 云って ゐる。 若し かう 訓む とせば、 聲 調が 詰まって しま ふので ある。 それに 較べる と、 略解 

の訓 の、 ュクゴ トミ メ ャは强 くて ゆった， 0 として 居る。 初 句の 『愛』 字、 萬 葉に は、 宇都 久之、 宇 

流 波之兩 方の 例が あるが、 今舊 訓に從 つて クッ ク シ とした。 ゥック シ 一-一。 ゥ〃 、ノ シ ミ とい ふ訓 もま 

た 可能で ある。 
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【卷 十二.  二八 四 四】 

こ  ころ  い  ね  しき たへ  た まくら  ね  ほ 

此の頃の 寢 の寢ら えぬ は 敷 細 布の 手枕 まきて 寢 まく 欲れ こ そ 

比日 寢 之不寢 敷 細 布 手枕 纒 寢欲 

〇 寢 之不寢 葡訓ィ ノネ ラレ ヌ- 一。 代 匠 記精ィ ノネ ラュヌ 一一。 略解 イノ ネラ H ヌハ。 〇 寢欲 舊 

訓ネマ クホシ ケム。 童 蒙抄ネ マホ シトォ モフ。 叉 ネマク ホリス ル。 考ネマ クシ ホシ モ。 咯解ネ マ ク 

ホ レコソ (新考 同訓)。 古義 ネ マクホ リコ ソ。 此處の コ ソ は 願望の コ ソ (連用 言に 續く) でな く、 欲レ *r 

ゴ ソナレ とい ふ 場合で あるから、 ホレコ ソと訓 むべき である。 

r  ^  9  1  しきた へ の  たま くら ま 

一 t の 意 は この ころ 每晚 眠られな いのは、 〔敷 細 布〕 女の手 枕 を 纏いて (枕に して) 寢 たいとば か 

-9 思って ゐ るせ ゐ であらう。 戀 しい 女と 一 しょなら こんなに 夜 も 眠れない こと は あるまい とい ふ 意 

. ^よ， 0 も、 寧ろ 直接に 戀 しい 女の手 枕 纏きたい とい ふ 意 を 含ませて ゐ るの だが、 かう いふ 言 ひ 方 を 

して 居る ので ある。 ホ リコ ソと訓 めば、 寢た いもので あると いふ 直接 願望の 意になる ので あらう か。 


し A しそれ では 上からの 續 きが わるい 

この 歌 は、 無理が なく 筋 も 通って ゐる けれども、 取え てて いふ ほどの もので はなく  fi 

入. M の 手 を 待つ まで も 無い とお も ふ 程度の 歌で ある 


〇 

【卷十 ラー 一八 四 五】  . t なほこ  ， 

ひ i る やと ill りして ま# り 過ぐ せど 過ぎず 猶戀 ひに けり ， 

忘 哉 語 意 遣 雖過不 過 猶戀 

〇 忘 哉 霍ソス レメャ 。代 一 i 初 フス レノ ャト。 忘が 裏 本 (元. 西. 神) に 忌に 作って t から 拾 

徳抄 では ュュ シクャ と訓ん だ。 〇 語. 意 遣 舊訓 モノ ガタリ シテ. ココ P ャリ。 略解 リー f 遣 は 

追の 誤と し、 ，ガタリ シテ. ナグ サメテ (新考 同訓)。 〇 雖過不 過 .1 霍 スグレ ドス ギザう 

ヲ コじシ クテ。 代 匠記 精 スグセ ドス ギザ ナホ コヒ 一一 ケリ。 童蒙抄 スグセ ドス ギズ- ナホ ゾコ ヒシ 

^ へ . 略解. 古ャ 
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一首の 意。 戀 しい 女の こと も かう すれば 忘れる だら うとお もって、 種々 世間話な ど をして 氣を紛 

はさう とする けれども、 それ も出來 すに、 またまた 苦しい 戀 をした のであった。 童 蒙 抄. 考の訓 に 

從 へば、 まだまだ 戀 しくて ならぬ。 とい ふこと になる。 

この 『物語して』 は、 女と 共に 寢 物語な ど をす るので なくて、 知， 9 人な どと 共に 世間の 物語 をす 

る ことで ある。 『ものがた b. する は、 友た ちな どと かた， て、 心 を や， 0 て 見るな， 9』 (代 匠 記 初)。 『思 

ふ 人の 事 を 忘る. る やと、 外人と 物語り を もし 心 を やりす ぐせ 共、 中々 や， 9 過ごされす、 猶戀 しさの 

彌 ますとの 歌と 聞 ゆる 也』 (童 蒙抄 )。 『人々 と 種々 の ものがた-^ して、 おも ひ を やり 過すな， o。 …し 

か まぎれて 思 ひ を やれ ど、 え や， 9 過す こと は あらで、 かに かくに まだ 戀 しきな り』 (考 )。 

〇 

【卷 十一： 二八 四 六】 

上る  ねやす  しろた へ  ころも ぬ  ただ  あ 

夜 も寢ず 安く も あらず 白 細 布の 衣 は 脫がじ 直に 逢 ふまで 

夜不寢 安不有 白 細 布 衣不脫 及 直 相 


〇 夜不寢 • 安不有 iffi 訓ョル モネ ズ. ヤス ク モア ラズ (械账 古義 二。 童 蒙抄ョ モイ ネズ。 ？ 

モネ ジ • ヤス ク モア ラジ。 略解 ョル モネ ジ. ヤス ク モア ラ ジ 。 新考 ョヲネ ズテ. ヤス ク モア ラ ズ 。 

〇 衣不脫 . 及 直 相 傷訓コ „i モヌ， カジ. タグ-一 ァフマ デ (献瞭 §i 考 • )。 童 蒙抄タ V  - 「ァフ マ 、デ " 0 

古義 タダ- ーァフ マ デ -ー 。 新考 コロモ ハヌガ ジ • タダ 一一 ァフマ デ (新訓 同訓)。 

一首の 意 は、 今 は 戀ゅゑ 夜 も碌々 ねむらす、 - 心 も 常に 惱 ましぐ 不安で 平靜 でない。 このう \ は 

！-ろ たへの 

〔白 細 布〕 着物 も脫 がすに 丸寢 して ゐ よう。 直接 戀 しき 人に 逢 ふまで は。 とい ふので ある。 

こ， れは、 SR の獨咏 的な 歌 だとしても 理會 が出來 るから さう したが、 女の 獨咏 としても 解釋 の出來 

ない こと はない。 i 蒙抄 では それ ゆ ゑ >  『獨 わ-ぬれば いねが てに 心 も 安き 事な く、 相 見し 夜の 衣も乂 

逢 ふ 迄 は， ぬがで、 まろ 寢を せんと 貞節の 意 を 兼て 逢 はぬ 事 を 歎け る 歌 也』 と解釋 して ゐ るので ある。 

際 かう 解釋 して.. 《 無理の ない もので、 鑑賞 者は必 すし も 一 方に 極めな くと もい い。 一 首の 聲 剥に 

は 小休止、 例へば、 ねす。 あらす。 ぬが じ。 あ ふまで、 とい ふ 具合で あるから、 稍 脆い 弱味が 暴. お 

せられて ゐる。 若し 人 麿 作 だとせば、 骨折らす 樂々 と民謠 風の 歌 作家の やうな 態度で、 人形師が 澤 

山の 人形 を 並べ て 置いて 繪具を 塗る やうな 態度で 出來 たもの の 1 つで も あらう か。 

七 九九 


.  .  ..  八 〇〇 

【卷 十二.  二八 四 七】 

のち  あ  わ  こ.  いもい  こ  あ ひ-た i, しへ，  ) 

後 も 逢 はむ 吾に な戀 ひそと 妹 は 言 へど 戀 ふる 間に 年は經 につつ 

後 相 吾莫戀 妹雖云 戀間 年經乍  、 

0 後 相 . 吾莫戀 舊 訓ノチ 一一 ァ ハム . ヮレ ヲコフ ナト。 代 匠 記精ノ チ モア ハム。 考 フヲナ コヒソ 

ト 。 古義 ノチ 一一 ァ、 ジム. ァヲ ナコヒ ソト。 新考 ノチ モアつ ム. ヮ 一一 ナコヒ ソト。 新訓 /チ モア、 ノム. 

フレー ーナコ ヒト。 新考の 訓に從 はう と 思 ふ。 . 

一. 首の 意。 いづれ 後日に 逢 ひませ う、 ですから そんなに 責 付きな さるな、 いらいら なさるな 力 

う 妹 は 慰める やうな こと を 云 ふけれ ども、 實は その 妹 を 今日 か 今日 かと 待ち 焦れて ゐる うちに 歲月 

が經 つてし まった のです。 

この 歌 も、 前の、 『物語， 9 して 心遣り』 などと 同じく、 小 きざみで 且つ 聲 調が 稍 脆弱に なって ゐ る- 

第二 句 は、 それでも ヮ 一一 ナ コヒソ トと訓 めば 幾分 伸び 得る からさう したが、 それでも いまだ 緊密に 


な 6 得ない ところが ある。 極めて 一 般 的な 平凡な もので あらう。 

.  サ 木カヅ 11- ノキモ ァ ハム ト す 小 "本メ 

『後 も あはむ』 とい ふ 表現 は、 萬 葉に は 可な り 多く、 卷ニ  (二  0 七) に、 狹根葛 後 毛 將相等 大船 之 

矛 Jj ヒタ /ミナ  /チセ ャ マノ チモ ァ ハム ト ォモへ コゾ  アリア リテ /チモ ァ ハム ト コト/ ミ 子 

忠 0 而。 卷四 (七三 丸) に、 後 湍山後 毛 將相常 念 社。 卷 十二  (三 1  一 3 に、 在 有 而後 毛 將相登 言 iHt 乎。 

サ ナカ ヅラ ノチモ ァ ハムト  -  I  ノ に.， I  * 

卷 十三 (三 一 KO) に、 左 奈葛後 毛 相 得と あるな ど、 皆 『モ』 とい ふ 助詞 を 使って ゐる。 これ 上の 

強味が あって 感情の 自然 を 移し 得る ためで あらう。 また、 『ナ』 とい ふ 禁止の 助詞に も、 卷四 2 ハ三 一) 

ナ チ n ゾォモ ペナ nt ソ ヮギモ  サ キク アラバ ゾチニ モア ハム ナ n じゾ ヮギモ  •  ： . 

の、 汝乎社 念莫戀 吾妹。 卷十 (一八 九 五) の、 幸 命 在 後 湘莫戀吾妹などがぁってぃっれも^？^ノ考と 

ナオ モヒト キミ ハ ィへド モア ハム ト キイ ッ ト シリテ り ヮガ コヒ， サ ラム 

なる。 なほ、 卷ニ  (一 四 0) に、 勿 念 跡 君 者 雖言相 時 何時 跡知而 加吾不 戀有牟 とい ふ 依羅娘 子の 歌 か 

あった。 

〇 

【卷 十二  •  二八 四 八】 

I  5 つつ  . 

ただ *  あ. 》 うべ  い？  4* に ， ひ"  >  1 >  t-w  r  . 或本跌 云、 現に はう ベ 

直に 逢 はず 在る は諾 なり 夢に だに 何し か 人の 言 の繁 けむ も r なく！： ど さへ 

a 不相 有諾 夢 谷 何人 事繁 『相 , 
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八 。ニー 

〇 有諾 舊訓ァ 〃ハコ トハリ 。代 匠 記 初ァ〃 ハクべ ナリ。 〇 何人 舊訓ィ カナ y ヒトノ 。代 匠 記 

初ナ 一一 シカヒ トー 一と も訓 む。 ， 略解ナ -了シ 力 ヒトノ  (古義 同訓)。 新考ナ 一一 カモヒ トノ。 或 本 歌 曰、 『諾 

毛不 相』 は、 舊訓ゥ ベ モア ハ ズ テ。 代 匠 記精ゥ ベ モア" ナク  - 

うべ な 

一 首の 意。 直接に 戀 しい 人に 逢 ふことの 出來 ない とい ふこと は 致 方がない として 諾ひ 諦め もし 

よう。 夢に でもせ めて 逢 はう とい ふのに、 なせ こんなに 夢の 中で も 人の 口が うるさい ので あらう 

或 本の 歌の 方 は、 この 覺 めて 居る 現 實で逢 はれない とい ふの は爲 方ない として の 意 

この 歌 も 寧ろ 民謠的 だが、 稍 心 を ひねって 言 ひ 方が 細かくな つて 居る。 夢 裏にあって もな ほ薩 n 

がうる さいと いふ やうな 表現 は、 一面から いへば 進化で も あらう が、 一首と しての 短歌から いふと、 

央 して 進步 ではない。 特に、 逢 はす。 在る は諾 なわ.。 だに。 人の。 繁 けむと いふ やうに、 小休止の 

如き 趣が あって、 決して 好き 聲 調と は 謂へ ない。 卷十 一 から 卷 十二に 移る と、 特に この 聲 調の 小き 

ざみ が 目立つ やうで ある。 それでも、 古今 集の、 『すみの 江の 岸に よる 浪 よる さへ や 夢の かよ ひ路人 

*  £ び  ， 

目よ くらむ』。 『うつつに はさ もで そ あらめ 夢に さへ 人め を もる と 見る が柁 しさ』 と あるな どに 較、 ベ 

れば、 まだまだ 素朴で いいと ころが ある。 比較 參改 して 悟るべき である。  . 

. 『1 に 逢 はむ』 とい ふやうな 表現 は、 卷ニ  0 三 五) の、 直 相 者相不 勝。 卷十 (二 〇 三 一) の、 士 n 哉 


雖， 不直 等の ほか、 なほ 他に あ.^、 旣に 抄出した 箬 である。 

〇 

【巷 十二.  二八 四 九】 

いめ  みつ  そで ほ  ひなわれ  こ 

ぬば たまの その 夢に だに 見え 繼 げや 袖 乾す 日 無く 吾は戀 ふる を 

烏 玉 彼 夢 見繼哉 袖 乾 日 無 吾戀矣 

〇 彼 夢 . 見繼哉 舊訓ソ ノョ ノュメ  一丁 ミツギ、 ャ。 代 匠 記精ソ ノュメ 一一  ダ ュ • ミ ェ ッゲャ (II わ 

メ  f  )。 童蒙抄 ソナタ ノ イノ-一  • ミュッ グャ。 考ソ ノュメ ヲスラ • ミツ ガム ャ。 略解 宣長訓 ョ〃 ノ 

ィメ 一一  ヲ。 古義 ョ产ノ イノ 1ー ヲ. ミュッ グャ。 新考 ソノ ョノィ メズ.、》 ュッ ゲャ。 〇 吾戀笑 葡訓 

ヮガ n フラ クヲ (w^i: 随歸抄 .)。 古義 ァレ ハコ フレ ノヲ (き？ -き啼 ff)o 夢 ニダ 一一と 代 匠 記で 訓ん だの 

は、 他の 歌の 訓に、 夢 谷と いふの が あるから であらう。 宣 長が ョ グノ イノと 訓ん だの は、 夜 夢と 

直した ので ある。 そこで いづれ 直す のなら、 夢 谷と する 方が 無難で ある。 特に 古寫 木の 多くが、 彼 

をソ ノと訓 んでゐ るからで ある。  . 

八 〇 三 


八 〇 四 . 

一首の 意 は、 〔？sr の 夢に でも、 せめて あなたのお 姿が 見え 續け てくだ さい。 わず し は淚で 

濡れた 由 を 乾かす ひ まもなく、 每日戀 に 泣いて 居ります 。吾 戀矣の ヲはョ に 通ふ咏 歎の 助詞で、 

そこで 据 最てゐ る。 それで 餘響を 保た せて、 支那の 矣字を 加へ て あるので ある。 もっとも、 矣^ 

0f^p(.h 直の チ乎と 同じ やうに も 使って ゐ るが、 t の は、 卷九 (一八。 四) の、 心 所 

燈管悲 悽別焉 などの 焉に词 じいの か。 

この 歌 も、 戀淚の 歌で、 戀淚 のこと は旣に 一言 を 費した 笞 である。 かう いふ 表現 は 萬 葉に は 寧ろ 

少ぃ 方で あるが、 幾つか 拾 ふこと が出來 る。 卷ニ (一七 八) の、 f 泉 流 淚 tltt 鶴。 ^一  U ダ) 

の、 y4 磨 林 など は、 誇張で も 直接 性が あるが、 卷三 奠 S の、 衣 袖 不干嘆 乍 吾泣淚 

ジ f 一び r ニォ lY  ィモ-ーラーヮガナクナミダシキタへノコマクラトホっテ^-サ，.^:;.^.^。 、ミー 

？ ャき r 居觀 ま， だから、 卷ナ 一 (一一 S 丸) の、 妹！ 哭涕敷 妙 木 枕 通而袖 I 沾 羊 

ニ0 一丸 i の、 i-ss 籠 ダ slTif レ i 一 化 f ぎ は漸々 に纖巧 に な つ て 行く 徑路 が 見え、 

卷四 (五。 七) の、 がき ク 久グ久 ぎ, j 一つ 曾 pf. ぎケ 家ぎ f 醫 になる. と、 厘で も 技巧が 細かく 

なって、 後世ぶ りの 序幕 をな して 居る 觀が ある。 さう 觀て くると この 一首 (一一 A 四 丸) など も、 その 經 

過 中に. 見出される 一 標本と 謂 ふこし も 出来る わけで ある  , 

，1 の 歌 は、 家 持 集に， 『むば 玉の 夜の 夢に は 見 ゆらむ や 袖 干る 間な く 我し 戀 ふれば』 として 載って 


ゐる。 

〇 - 

【卷 十二  -  二八 五 0】 

現に は 直に 逢 はなく 夢に だに 逢 ふと 見え こそ 我が 戀 ふらく に 

現 直不相 夢 谷 相見與 • 我戀國  , 

〇 現 . 直不相 舊訓ゥ ッ ツー ーハ. タダ 一一 モア r ス。 代 匠 記精ク ッッ コソ. タダ 一一 ァハザ ラメ。 古 

義ゥ ッ ッ -ー 、ノ  • タグ-一 ァ 、ノ ナク。 〇 相見與 舊訓ァ フト ハミ H ョ。 代 匠 記ァフ ト ミエコ ソ。 童蒙抄 

アン トミ ェ コセ。 略解で は與は 乞の 誤と して ァ フト ミエ コソ と訓ん だが、 與は コ ソ の訓例 ある こと 

旣に 云った 如くで ある。  • 

一首の 意。 ごの 現 實には 直接 逢 ふこと が出來 ない。 せめて 夢の 中に でも 逢 ふやう に 見えて くれよ- 

はか ほ. どまでに 戀に惱 んでゐ るに。 とい ふので ある。 

『現に は 直に 逢 はなく』 とい ふやうな 表 はし 方 は、 慣用され てゐ るう ちに 自然と 平凡 化する ので" 

.  八 0 五 


.  八 〇 六 

かかる 場合に 緊密の 聲 調で その 平凡 化 を 救 ふの だが、 それが 大衆 向な 民謠 化に よって 益々 輕ぃ 方に 

導かれて 行って しま ふので ある。 類似の 句 を 有って ゐる 歌が、 古歌 集、 讀人 不知の ものに も あるの 

を 見れば、 特に この 歌 を 人 麿 作と 考 へす とも 好い やうな 氣持 がして 居る。  、 

卷五 (八 0 七) に、 宇 fn:i 都 仁 波 安 布 余 志 勿 奈子奴 波 多 麻 能 用 流 能 伊 眛仁越 都 伎 提美延 許 曾。 卷 十一 

ウッツ 二 ハァフ ヨシ モナ シィメ  ニダ 二 マナ クミ ニキ..、 コヒ ニシヌ ベジ  - *  rj 

(二 五 四 四) に、 寤者相 緣毛無 夢 谷間 無 見 君 戀爾可 死な どが ある。 又 後に 拾遺 集と 貫 之 集に 『現に は 

逢 ふこと かたし 玉の緒の 夜は絕 えせす 夢に 見えな む』 (fK5 た) とい ふの が ある。 

-  〇  • 

【卷 十二.  二八 五一】 

ひと み  うへ むす  ひと み  したひも  こ  ひ  お， ほ 

人の 見る 表 を 結びて 人の 見ぬ 裏 紐 あけて 戀 ふる 日 ぞ 多き 

. 人 所見 表 結 人不見 裏 紐^ 戀日太 

以下 は 『寄 物陳 思』 とい ふ 部類で、 卷十 一 に旣 にあった やうな 歌が 此處 に收錄 せられて おる。 こ 

れは その 第一 首で ある。 


〇 人 所見 . 表 結 蔡訓ヒ トメ-一  ハ • ゥへモ ムス ビテ。 拾 穗抄ク へヲ ムス ビ- ァ。 意 蒙抄ァ ラ ノー 一-  ノ. 

ゥへ "ムス ビテ。 考ヒ トミ レバ. クへヲ ムス ビテ (纏贿 か _ 古)。 新考ヒ トノミ レノ. ゥへ "ムス ビテ。 新 

訓ヒト ユミ ュ〃. ゥへヲ ムス ビ テ。 0 人不見 . 裏 紐 開 舊訓シ ノビ-一 ハ. シタヒ モト ケテ。 代 K 記 

初 シタヒ モト キテ。 代 匠 記精シ タヒ モア ケテ。 考ヒ トミ ネバ • シタヒ モト キテ。 略解 ヒ ト ミネ ノ • 

シタヒ モア ケテ (古義 同訓 )o 新考 ヒト ノミヌ - シタヒ モア ケテ 同 e、 

一首の 意。 人の 見る (人 がら 見える) 衣服の 表の 帶の紐 は 堅く 結んでも、 人の 見ない (人 かに， 見え 

ない) W まの 紐 をば 解いて、 逢 ふに」 との 出來 る古徵 にして、 日毎に 戀 しお 待して 居， - ます。 

下紐 を 解き あける と、 逢 ふことの 出來 る前徵 でも あり、 また その 咒 にもな つた もので、 民間 信仰 

として 盛に 行 はれた ものであった から、 この 歌の やうな のが 殘 つて ゐ るので ある。 卷 十一の 方に も" 

『，あ 根 かき i ひ 紐と け』 云々 とい ふ、 動作の こまかい 歌が あつたが、 この 歌 も 動作が なかなか こま 

いい。 に、 『人の 見る』、 『人の 見ぬ』 と對立 させた あたり、 つまり 舊訓 の、 『人目に は-』 と "しの 

びに は』 と對 立せ しめて ゐる あた.^ は、 寧ろ 後世ぶ りと 謂っても いい 程で、 この あたりの 歌 は 卷 

十一の ものよりも 稍 劣り、 通俗化 せられて ゐ るので ある。  . 

八 〇 七 
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【卷 十二  ニ1< 五 二】 

ひと ごと  しげ  i き. わざ もこ  きぬ.  した  ^ 

入 言の 繁 かる 時に 吾妹 子し 衣に ありせ は 下に 著 まし を 

人 言 繁時 吾妹 衣 有 裏服矣 

〇 繁時 。 吾妹 • 衣 有 舊訓 シゲレ 〃トキ 一一 . フギモ コガ. コ 0 モナ リセ パ。 代 匠 記 初 シゲ カ^ト 

キ 一一。 代 匠 記精シ ゲケキ トキ 一一。 童蒙抄 シゲキ トキ 一一 ハ。 新 考シゲ 力〃 トキ ヲ。 古義 ヮギモ コシ。 

代 匠 記 精キ ヌ 一一 ァ リセ \  。 

一首の 意 は、. かう した 二人の 仲に ついて、 彼此と 人の 曙の うるさい 時に、 戀し 妹が 若し 著 物で 

あったら、 ~ ： 知れぬ やうに 下の 方に 著よう もの を、 下 著に して 隱 さう もの を。 とい ふぐら ゐの意 

味で ある。  . 

これ も民謠 的な 歌 だから、 氣の 利いた やうに 聯想 を活 澄に して かう いふ 表現 を 採って ゐる。 また 

キヌ ナ ラバ ヌグ トキ 

寄 レ衣戀 だから、 意識して かう いふ 手法 を敢 てした 點も あるで あらう。 卷ニ (一 五 〇) に、 衣 有 者脫時 


そ ナタリ 〃 コ ヒムキ i ゾ ギゾ / ョ ィ メニミ ェ ツル  カク ノ ミニ ァリケ ル キミ 子 キヌ ナ ラ * ハ シタ 二 モキ ム V  ""七へ 

毛 無： き戀； i; せ 伎 賊乃夜 夢 所見 鶴。 卷 十二  (二 九 六 g に， 如是 耳 在家 流 君 乎 衣 爾有者 下毛將 跡 吾 念 

リケル  •  すホョ ソニヮ レシ すモ ハバシ *-  ニキ テ + レニ  ，.>  ¥  -  / 

有 家 招と いふの があって 大 に似て 居り、 なほ 卷七 (ニニ  ニー) に、 凡 爾吾之 念 者 下 服 而糠爾 師衣乎 

ト リナ キ メャモ  クレナ ヰノ コ ゾメ/ キヌ テ シタ ニキ バ ヒトノ ミラ ク ニニ ホヒ ィ.. テム カモ 

取 而將著 八方。 卷 十一 (一ズ 二八) に、 紅 之 深 染乃衣 乎 下 著者 人 之 見 久爾仁 寶比將 出 鴨な どの 例が あ 

ヒト ゴトノ シゲキ コノゴ ロタ マナ ラバ- テ 二 マキ モチテ コヒ ザラ マシテ 

る。 叉、 卷三 (四 II 一六) に、 人 言之繁 比日 玉 有 者 手 爾卷以 而不戀 有益 雄の 如き もの も ある。 

『繁 時』 は、 代 匠 5^ 初 稿本に、 『しけ かる 時と よむべき 歟』 と 言った の を、 精 撰 本で 『シゲ 、キト 

キ 一一 ト證 へキ 力』 と 改め、 以 來シゲ ケキ トキ 一一 と訓ん だが、 新考で 『シ ゲケ キ とい ふ辭は 無ければ 

シゲ カルト キヲ とよむべし』 と 言 ひ、 遠 藤 嘉甚氏 も シ ゲカ产 トキ 一一と 訓む 方が 好い とした (識 |雜 

お)。 これ は、 形容詞の 連用形の ケク (ュ タケク、 サャ ケク、 ハル ケク、 ノド ケク、 等) の 場合 は、 

『氣 ク』 乙 額) の 假名 を 用ゐ、 形容詞の 語幹に ケ クの附 いた もの-: ョ ケク、 ホシ ケク、 キヨ ケク、 サ 

ムケク 等) は- 『家 ク』 i ク 』 (甲額) の 假名 を 用 ゐて區 別して ゐ る 。 (J^siss お、？  IIS ま S -?， 

モ ミヂ バニ オクシ ラ ツユ ノ  ニホヒ 二 モ ィギジ ト ォ モへパ コトノ シゲケ ク ケク 

卷十 (三|ー0 七) の、 於 黄葉 置 白露 之 色 葉 二 毛 不出跡 念 者 事 之 繁家ロ は 家 口と 甲 類の 假名 を 用 ゐてゐ る 

から、 形 《介- II の 連用 段で はない ことが 分かる。 從 つて、 シ ゲケシ とい ふの も、 シ ゲケキ とい ふの も 

無い ことが 分^る。 そ，」 で この場合 も、 シゲケ キと云 ふので はない と說 明す るので ある" また、 卷 

ツキ 力 ヘア キミ ヲ バ "、ム トォモ へカモ t モ 力へ ズ シ. テ コヒ ノシ ゲケム 

十二  (！ 一二三 一) の、 月 2^, 而；！ 5； 乎 婆 見 登 念 鴨 日 毛 不易 爲而謹 之 重の 結句 はノ舊 訓シゲ ケキ。 新 考シゲ 
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ケク であるが、 古義が シ ゲケム と訓ん だ。 聲 調の 上から もシゲ ケム がー 番 自然で ある やうで ある。 

假名 遣のう へから はシゲ ケク、 シ ゲケム いづれ でも 好い ことと なる。 

孤悲 之家久 (卷 十七。 四 00 六) は 甲 類の 家 を 使って あるから、 形容詞の 連用 段の ケク でない ことが 

分かり、 我 例 乞 能 米 登 須臾 毛 余 家久波 奈之爾 (卷 五。 九 0 四)。 安志 家 口 毛 與家久 母 牟登 (同) でも 皆 

『家』 とい ふ 甲 類の 假名 を 使って ゐる。 さう いふ 狀態 にある こと、 さう いふ 事と いふ 意で あるが、 

佐 夜 氣吉、 左 夜 氣久、 佐 夜 氣久、 由多氣 伎、 波流氣 fN- 等 は 皆 乙 類の 『氣』 の 假名 を用ゐ て、 形容詞 

ョ ラム トモ へ ルハ マノ サ. ャ ケ ク 

連用 段の ケク である" そして、 將依念 有濱之 淨奚久 (卷 七。 ニー 三 九) の 『奚』 は 甲 類で あるから、 同 

じ 音に 見えても、 左 夜氣久 とは區 別すべき である。 もともと この 淨奚 久をサ ャケク では 結句と して 

不自然な ので、 考 では 久は 左の 誤で サャケ サと訓 み、 字音 辨證 では 久にキ の 音 ありと して サャ ケキ 

と訓ん だが、 これ は 橋 本 博士の 說 によれば、 キヨ ケク と改 むべき である (IMS^ 棚威脾 ig)。 また、 前に 

云った 孤悲之 家久は 甲頻の 假名で あるが、 同じ 意味の、 多能 之氣久 (卷 十八。 四 0 九 四) も 甲 類の 假名で 

あるべき だのに、 乙 類の 氣久 になって ゐ るの は、 元曆 校本に は、 多 之 氣久と あるから、 これ はタシ 

ケ シと いふ 形容詞が あるので (旺 t ポ Aife)、 タノ シケク の 場合で は あるまい とい ふ 論が あるので ある。 


【卷 十二-二八 五三 1 . 

i  •  i  をち  ひと へ ごろ も ひとりき  -K 

• 眞珠 つく 遠 をし かねてお も ふに ぞ 一 重 衣 を 一 入 著て 寢る 

眞珠服 遠 兼 念 一 重 衣 一 人服寢 

〇 眞珠 服. 遠 兼 流布本、 『眞珠 眼』 になって ゐ たが、 古 寫本冲 (古) に 『服』 となって 居る のが あ 

るから それ こ 改めた。 舊訓 シ ラタ マモ. メ 一一  ャトホ ケム" 童蒙抄 シラ タマノ  • マ ド ホサク カー 一 考、 

a  (服) は W の 誤で. マ タ マック. ヲチヲ シ カネ テ。 略解 は 考に從 ひ、 なほ 『宣長 云、 遠の K: 近の 字脫 

た h,.。 ヲチ コ チカ ネテと 有るべし とい へり。 卷四、 ま 玉つ く 彼此 兼 手と 有れば、 此說 によるべし H 

ト门^; 我、 UK^^O  とし、 マ タマ ヅク • ヲ チコ チカ ネテ (新考 同訓)。 新訓 マタ マック. ヲ チヲシ カネ テ 

〇 念. I 重 衣 • 一人 服寢 傳訓 ォモヒ ッッ. ヒト へゴ "モヲ • ヒ トリ キテ ヌ.^ 童蒙抄 モフヒ トト. 

力 サネシ キヌ ヲ。 考ォ モホへ バ 。 略解 ォ モへ レバ。 ヒ トリ キ テネヌ (古義 同訓)。 新考ォ モ フー ーゾ (新 

訓： S 劇」" 
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ャタ マック  チ  チチ  ，  .  . 

眞珠服 は、 眞玉を 付ける 緒と いふので、 遠に 績 けたの だから、 考 では 附の 誤と したが、 古義で は. 

ックヲ 

附は 字形が 遠い から. 非で ある、 類聚 抄に從 つて 服が いいとし、 『眞珠 を服緖 とか かれる 枕詞な り。 服 

ヌック  マ タマ ッ クチ チノ スガ ハラワ. レ カラ ズ ヒトノ カラマ クテシ キス ガ ハラ 

は 貫き 服る よしなり』 と 云った。 卷七 (二！ 一四 一) に、 眞珠付 越 能菅原 吾不莉 人之莉 卷惜菅 原と ある 

マ タ マツ クチ チコ チカ ネテ ムス ビ ツル ヮガ シタヒ モノ ト クル ヒ ァ ラメ ャ- 

の は、 ヲ チと續 けて 居り、 卷 十二  (二 九 七三) に、 眞玉就 越 乞 兼 而結鶴 言下 紐 之 所 解 日 有 米 也。 卷四 

マ タ マツ クチ チコ チカ 本 テ ィヒハ ィ へ ド 了ヒテ ノチ コリ クイ 二 ハ ァリト ィ へ 

(六 七 四) に、 眞玉付 彼此 兼 手言齒 五十 Inx せ 相 而後 社 悔ニ破 有 跡 五十 戶と ある はヲチ コ チと 使って 居る。 

チチ コ チカ 木テ 

そこで 略解の 宣長說 では、 遠近 兼 だら うと 云った ので ある。 卷 四の 歌 は 恐らく、 この 歌 を 模倣した 

ので あらう から、 原 歌 は 遠 乞 か 遠近 かであった のか も 知れぬ けれども、 現在の 古寫 本に 一 つも その 

證 がない から、 しばらく 考に從 つて ヲチ ヲシ (遠 をし) と訓ん でお ぐ。 シは 添へ 强 めた 助詞に 過ぎな- 

い。  遠い 先の 事 をば とい ふ 意味で あらう。  ヲ チコ チ といへば、 遠い 近い、 あちらこちら、 かなた こ 

なた とい ふこと になり、 『こなた かなた を 兼て、 とりつお きっして 思 ふが 故に』 (古義) とい ふ 具合に 

なる。 そこで、 斯く 訓んで 鑑賞す る こと も 亦 可能で ある。  - 

かた  ま たまつ く をち  .  とほ さき 

一首の 意。 あの方に お 逢 ひした いのは 山々 です けれど、 〔眞珠 服〕 遠の 方まで、 つまり、 遠い 先の. 

ことまで、 後々 のことまで 考 へます と、 今 急に. 無理 をして お 逢 ひしても いけませんから、 我慢して 

寂しく 一重の 衣 をた だ獨り 著て 寢て 居ります。 . 


寄， 衣戀の 歌で、 獨，9 寢 する こと を、 一重 衣 を 一人 著て 寐る。 とい ふ 具合に 調子をとって 表^して 

居る。 この 歌で 特殊な の は、 『遠 をし かねて 思 ふに ぞ』 とい ふ 句に あるので、 散文で あら はす やうな 

心理 描 寫 をして 居り、 なかなか 微細で ある。 そして、 卷 十二 (一一 丸 七三) に、 越 乞兼而 とい ふやうな も 

1^ チ コ チ 力 ネ テ 

のが あり、 卷四 (六 七 四) に、 彼此 兼 手 も あり、 ヲ チコ チ とい ふの は ほかに も 用例が 多い から. 通の 

のち 

用語であった ことが 分かる。 それ を 旨く 適切に 使って ゐ るの を 學 ぶべき である。 ヲチを 後の 意に 使 

つた 例 をな ほ 一 ついへば、 卷十五(ーーー七ニ六)に、 己能許呂波古非都追母安良牟多麻久^！氣安^^且乎知 

欲 利： 玳辨奈 可 流 倍 思と いふの が ある。  . 

〇 

【卷 十二.  二八 五 四】 

しろた へ  わ  ti  を  た  i  こ ひ むす  あ  ひ 

由 細 布の 我が 紐の 緒の 絶えぬ 間に 戀 結びせ む 逢 はむ 日までに 

.CI 細 布 我 紐 緒 不絕 間. 戀結爲 及 相 日 

，ン 口な へ/  シ ロタへ/ ヒモチ モト カズ ヒト へュフ オビ 

『白 細 布』 は、 此處は 紐に 懸る 枕詞に 使って 居る。 卷九 (一八 00) に、 白 細 乃 紐 緒 毛！^ 解 一 重結帶 


吵； 、べュ t  シ；： タへノ キミ ザ シ タヒモ ワレサ へ -1 ケ フ ムス ビ テナ ァ ハム ヒ ノ  .1^メ 

矣ー 二重 結。 卷 十二 (三 了 八 一) に、 白 細 之 之 下紐 吾 左倍爾 今日 結而 名將. 相 日 之爲と あるの がその 例で 

萬 葉で も 用例 は少ぃ 方で ある。 『戀 結』 は、 戀の 成就と 戀の 變らぬ やうに 堅め 結ぶ ので、 神に も 祈 

り禁 ともなつ たもので あらう。 草木 を 結ぶ のに 何 かさう いふ 民間 信仰が あった。 卷 二十 (四 三 三 四) 

に、 兒良我 牟須敝 流 比 毛 等 久奈由 米と あるの もさう いふ 意味が ある。 

しろた への 

一首の 意。 紐の 切れる の は 緣が絕 える 兆 だから、 〔白 細 布〕 紐の 緖の 切れない. 先き に、 よく 結び 堅 

. .  こ ひむ すび 

めて、 變らぬ やうに 戀結 をしょう。 今度 逢 ふ 日まで は。 

、 寄 レ紐戀 だから. かつ 歌った もの だが、 民間 信仰の 實際 は、 現代な どよりも まだまだ 强 かった であ 

らうから、 その 實際 をば 直ぐ 抒情詩と して 歌って ゐる ところに 强 味が あるので ある。 また、 その 一 

般 民間 信仰、 禁％ を 材料と して ゐ るから、 民謠 として ひろが h 得る 特徵 もお のづ から 其處に 具備せ 

ら れてゐ ると いふ ことになる。 併し、 歌と しての 價値 は、 戀 結と いふ 名詞が 珍ら しいの みで、 取り 

たてて いふ ほどの 歌で はない とお も ふ。 


【港 十二  •  二八 五 五】 

新 懇の今 作る 路 さやかに も 聞きて ける かも 妹が 上の こと を 

新 治 今作路 淸 聞 鴨 妹 於事矣  ノ 

0 新 治 . 令作路 舊訓 一一 じ" リノ. ィ マック レノ ミチ (抓. 難？ &||じ。 略解 ィ マック グ ミ チノ。 新 

考 一一 ヒ. パリ-一 . イマ" ぐ，、 チノ。  0 清 舊訓サ ャ ケクモ (I 概 li 考 •)。 管 見サャ 力-一 モ (gf  i 譜卿 i)o 

〇 聞 鴨 • 妹 於事矣 舊訓キ コ ュケ カモ -ィモ ガウへ ノコ ト。 童 蒙抄ィ モガへ ノコ トヲ。 考 キキテ 

ケ ルカ モ . ィ乇カ へノ コト、 又は ィ モガ マサカ ヲ。 略解 キ キニケ ルカ 乇 • ィ乇 ガウへ ノコ トヲ 鶸 

同訓)。 新考キ キテケ 严カモ • ィモ ガウへ ノコ トヲ (新訓 同訓 )o 今、 新 訓に傚 つた。 

1 首の 意。 目下 開墾して 新に 道路 を 作つ で 居る がその 道路が. 新ら しく 淸 けき ごとくに ，淸 かに、 

明らかに、 はっきりと、 妹が 日常の 身の上の こと を 聞いた。 變，. ^なく 私 を 愛して ゐて くれる とい ふ 

意が 績 くやう である。 『女の 身上の 平安 かる ありさま を、 たしかにき ゝて歡 ベる にや』 (古義)。 

此は、 寄 X 路戀 であるから、 上半 をば 新開 通の 道路 を 以て 序詞と したが、 新しく 開 驚した 道路の 化：； i 

鮮 流通の 淸と いふ 語音 を、 『淸 かに 聞く』 と績 けたと ころ は、 意圖 しないで 妙 境に 達して ゐる。 そし 
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ていろ いろ 複雜 な戀 人に 關 する 氣 分を簡 單に統 一して、 ただ、 『淸 かに も 聞きて ける かも 妹が 上の こ 

と を』 であら はして ゐ るの は 誠に 旨い。 無論 民謠 的な 歌 だが、 素朴で 新鮮で 象徵 的で 愛誦に 堪 へた 

る 歌で ある。 これまで すっと 平凡な 歌 を 評 釋し來 て この 歌に 逢 著した の は 大きい 喜びであった。 

シ ナヌヂ ハイ マノ ハリ： 、チ  二  V- パリ ノト .-: / アマ：、 モ アキ カゼ 二 シラ 

卷 十四 (一一 一三 九九) に、 信 濃 道 者 伊 麻 能 波 里 美 知。 卷九 (一七 五 七) に、 新 治 乃 鳥 羽 能 淡 海 毛 秋風 爾白 

ナミ タチヌ  ス …/エノ キシテ タ 二 ハリ マキシ イネ ノ  ァヌナ ユカ ムトハ リシ 

浪立 奴。 卷十 (ニー 一四 四) に、 住 吉之岸 乎田爾 懇蒔稻 乃。 卷 十四 (一一 i 四 七) に、 安 努奈由 可 武等波 里 之 

Sk 知な どが あり、 卷 九の 例 は 枕詞で、 日本 紀景 行卷 に、 珥此齋 利 莬玖波 塢須擬 S の 例と 同じ だが、 

二  5J マリ  二 ヒバ リツ クル 

これ も 新 遂ック ではなく、 新墾 作から 來 たもので あらう。 ィ マック〃 とい ふ 例 は、 卷六 (10 三 七) に- 

^1ロ」久邇か王都者。 卷八 2 六 ヨーリに、 今 造 久通能 京爾。 また 卷七 2  二 九 六) の、 人 麿 歌集の 歌に ひ 

ィ マツ クル マ ダラ ノコ ロモ  . 

今 造 斑 衣服と あるか. ら、 この 歌で も、 ィ マツ クル ミチと 訓んで 味って いいとお も ふ。 併し 井上 博 

士の、 『新 塾に 今墾る 道の』 とい ふ 訓も古 調で 棄 てがたく、 作歌 上の 稽古と して 萬 葉 を 鑑賞す る 場合 

に は、 必 すし-も 一例に 執せ すと も 好い。 これ は 私の 持論の 一つで ある。 

ァシヒ キノ ヤマダ ツ クル コヒ ギズ トモ シメ ダニ ハへョ 

ッ クルの 語の 參考 となる 例 は、 卷十 (三 二 さに、 足 曳之山 田 佃 子不秀 友繩谷 延與。 卷八 (二 ハー 一 5 

ヮギモ コ ガ ナリト ッ クレル アキノ タノ  ミ チノへ チカ クイ ハカ マ ヘック レル" カチ 

に、 吾妹 兒之業 跡 造 有 秋 田。 卷九 (一八 01) に、 道 邊近磐 構 作 家矣 などが ある。 なほ、 卷 二十 

〈四 四 七 四) に- 武良等 里 乃 安佐 太 知 伊 爾之伎 美 我 宇 倍 波 左 夜 加 爾伎吉 都 於 毛 比 之 其 等久と あるの は、 . 


此の 歌の 影饗 であらう か。 さすれば 與味 もまた 深い。  * 

二 ヰ ハリイ マツ ウル！ チ 

この 歌は釋 U 本紀卷 第二 十四。 和歌 童蒙抄 第三に 載った。 『新 治 今 作路』 (釋 H 本紀 )。 『一一 ヰハ リノ 

ィ マック ルミ チサ ャケク ソキコ エケ ルカ モイ 乇 カクへ ノコ ト』 (和 敬 童 蒙 抄)。 

.  〇 

〔卷， 十  一丁  二八 五六】 

やま しろ  いは た  69  こころお そ  た むけ  いも  あ  がた 

山城の 石 田の 社に 心 鈍く 手 向し たれ や 妹に 逢 ひ 難き 

山 代 石 田 社 心 鈍 手 向爲在 妹 相 難 

〇 手 向爲在 蕩訓タ ムケシ タ レ \  。 童 蒙抄タ ムケ シケレ バ 。 略解 タム ケ シ タレ ャ。 山 代 石 田 社 は 

今の 宇治 邯船醐 村に 赏る とい はれて ゐる。 卷九 (一七 三 0) に、 山 品 之 石 田 乃 小 野 之 母 蘇 原 見 乍 哉 公之 

ャマヂ n ユウ ム  ャ マシナ ノィハ タノ モリ 二 タム ケセ パケダ シヮギ モニタ ダニ ァ、 ノ ムカモ  、 ャ， 

山道 越 良武。 同 (一七 11 二) に、 山 科 乃 石 田 社 爾布靡 越 者 蓋 吾妹 爾直相 鴨。 卷 十三 (11 三 三 六) に 山 

シ ナノ ィいタ ノ モ リノ ス メ ガ ミニ ヌ サ トリム ケテ ヮレハ n ェ ュクァ フサ 力 ャマヲ  >  »  } - . 

科 之 石 田 之 森 之； ぬ- fer 神 爾奴左 取 向 而吾者 越 往相坂 山 遠と あるの がそれ で、 延喜 式の 久世郡 石 田 神社 

は 別で あるが、 この 久世も 歌に 出て 來る こと 旣に卷 九の 時に 注解 を 加へ て 置いた。 ココ P ォソク は- 

- 八 一 七 


八 一 八 

づ コ0 一一  ブク、 心睐 かに、 不熱心に とい ふこと で、 卷 ニニ  二 5 の、 吾 乎 還 利 於 曾 能 風流 士。 卷九 (一 

七 四 一) の、 己 之 心柄 於 曾也是 君な ど、 鈍、 遲、 愚な どと 相 通 ふ 語で ある。 この場合 は ォソク と 形容 

詞に 活用せ しめて ゐる。 

やましろ いはた 

一首の 意。 山 代の 石 田の神に 幣物 を 供へ て戀 人に 逢 ふやう に 祈った が、 まだ 熱心が 足らなかった 

せゐ で、 逢へ ない ので あらう か。 タレ ャは 疑問の 係で、 ガ タキで 結んで ゐる。 さもなければ 今ごろ 

は逄 へる 害で あるのに とい ふ 意 を 含ませて ゐる。 

寄， 神戀 で、 これ は 前卷の 歌に もあった やうな 內容 だが、 『心 鈍く』 とい ふやう に 稍 細かく 言 ひ あ 

ら はして ゐる。 そこ は 巧 過ぎる といへば 云 はれる が、 この 歌 は 割合に 素直に 行って ゐて 好い。 

この 歌 は、 六帖 に、 第 四 句 『手 向 t て ぞ』。 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と して、 第 四 句 『たむ けした 

れば』 となって 载 つて ゐる。  ， 

〇  . 

【卷 十二.  二八 五 七】  ♦ 


普の 极 のね もこ ろごろ に 照る H にも 乾め や 吾が 袖 妹に 逢 はずして 

昔 根 之 側 隱惻隱 照 日 乾 哉 吾 袖 於 妹 不相爲 

〇 惻 隱惻隱 • 照 日 . 乾 哉 吾 袖 舊訓 シ ノビ シ ノビ-一 . テラス ヒー 一 . ホス ャヮガ ソ、 デ。 代 匠 記精テ 

レルヒ 11。 考ネモ n  ロゴ e 一一  .テ レルヒ モ。 略解 ネ モコ ロゴ ロー 一  . テルヒ1ーモ.ヒメャヮ，カソデ 

古義 • 新 考.>^。 

すがの ねの 

一首の 意 は、 〔管 根 之〕 ね も ごろに、 遍く、 強く 照る 日光に も、 淚で 濡れた 私の 袖 は 乾く か、 いや 

決して 乾く こと はない。 戀 しい 妹に 逢へ ない の だからして。 とい ふ ほどの 意で ある。  、 

ミナ ヅ キノ ッ チサへ サケナ テル ヒ 二 モ ヮ ガリ， テヒ メ ャ キ. t 一一  ァハズ シ テ 

寄：' n 嫌で、 卷十 (一 九九 五) に、 六月 之 地 副 割 而照日 爾毛吾 袖 將乾哉 於 君不相 四手。 卷 十二  (ヨ 00 四) 

ヒサ 力 タノ アマ ッミ リラ 二 テレル ヒノ ウセ ナム. JJ  ヮザ n ヒャ マノ 

に、 久堅之 天 水 虛爾照 日 將失日 社 吾戀止 目と あるな ども 皆 寄， 日 戀 の 歌で ある。 

この 歌で 注意すべき は、 ネモ ゴロから テグに 績 けたのに あるので、 ネモ ゴロと いへば、： i^;; 逸ォモ 

フ とか ミ〃 とか コフ とか ム スブ とか タノ ム とかに 續 けて ゐ るが、 此處は その 心 持 を 取って 用ゐ たや 

うにお もふ^ 卷 十四 Qm 10) に， 伊香保 呂能蘇 此乃波 里 波 良爾毛 己呂爾 於久乎 奈加獼 曾. M 左 可 思 余 

加 婆。 卷 二十 (四 四 五 5 に- 高山 乃 伊波 保 爾於布 流 須我乃 根 能. 鹂母許 呂其呂 爾布里 於 だ 白雪と あるの 

八 一九  ， 


八 二。 

も 普通の 用法と 違って ゐる。 『ね もころ ごろに 照る 日』 とか、 『ね もころ ごろに 降りお く 白雪』 とい 

ふこと は、 自然 も 人間 も 1 しょの やうに 融け 合った 表現で、 古代 詩歌の なつかしい ところで ある。 

〇  、 

【卷 十一 了  二八 五八】 

いも  こ  い  あした ふ  かぜ. いも  ふ  われ  <  ふ 

妹に 戀ひ寢 ねぬ 朝に 吹く 風の 妹に し觸 らば 吾 さ へ に觸れ 

妹戀 不寢朝 吹 風 妹經者 吾共經 

〇 不寢朝 • 吹 風 舊訓ィ ネヌ ァシタ I 一  . フ. ク カゼ ノ。 古義 イネ ヌ アサ ケ 一一。 略解 フ ク カゼ シ (古義 

E 訓)。 〇 妹經者 • 吾共經 舊訓ィ モー ーフ レナ バ. ヮレ トフ レナ ム。 古義 ィ モー 了シフ ラ バ 。 略解 補正 

ィ モー ーフ リナ- パ。 童蒙抄 フレー ーモフ レョ。 考ァ 一一 乇フ レナ モ。 略解 フ ガム. ター 一 フレネ。 古義 ァ ガム 

ター 一 フレ。 略解 補正 ヮ レサへ 一一 フレ。 新考ヮ レー ーサへ フレ。 

一首の 意。 妹を戀 しく 思うても、 逢 ふこと も出來 す、 獨寐 した 寂しい 朝に、 吹いて 來る 風が 若し 

も 妹の 膚に觸 れて來 たのなら ば、 この 己に も 觸れ. て 吳れ。  - 


寄， 風 縫で、 赏は心 を 働かせて 輕 妙に 作って ゐ るので あるが， せ 能 的に 言って ゐ. る だけ、 衆、 朴で^ 

味が 無い。 先づ この 近處の 歌の 中で は 感心して いい ものである。 この 「觸 れ』 とい ふの が、 直接で 

官能的 だからい いとお も ふので ある。 略解で ヮガ ムタ I ーフレ ネ と訓ん だの は 如何にもむ づ. かしく 詰 

屈で、 いくら 萬 葉 調で も そんなに むづ かしい もので はない。 共をサ へと 訓 ませた 例 は、 卷七 (一 0 九 

ヮギモ n ガ ァカモ ノス？/ ヒヅチ ナム ケ フ ノ  n サメニ ワレサへ ヌ レ ナ  ハ-ー フノチ ャ 二  n サ メフリ 

〇) に、 吾妹 子 之 赤 裳裾 之 將染塑 今日 之 霡霈爾 吾 共所沾 名。 卷 十一 0 一六 八ヨ) に、 赤土 少屋爾 f 成髹審 

床 共 所沾と あるの が其證 で、 また さう 訓む 方が 第一 調子が いい。 人 麿なら、 恐らく ソ ガム タ- ーフレ 

ネ などと いはす に、 かう 作る であらう。 

(  タ マツ シ マイ リノ ゥラ ；- ノ マナ ゴ 二 モニホ ヒテ ユカ ナイ モ ガフリ ケム  アサ * ザ.. -ヮ レ 

卷九 (一七 九九) の、 玉 津岛磙 之 裏 未 之 眞名仁 文 爾保此 去 名 妹 觸險。 卷 十一 (一一 五 七 0 の、 朝 宿髮吾 

ハ ケ.^ ラジゥックシキキミガ タマ ク -r マリナ シ モノ チ  ヮギモ n  二 フルト ハ + シニ ァリリ i 一一  ヮザ nc モノ ゾ〔 ヌ い ケ ルカ 

者不梳 愛 之 手枕 觸義之 鬼 尾。 卷 十二  (三 一六 一一 一) の、 吾妹 兒爾觸 者 無二 荒 磺囘爾 吾衣 手^ 所沾 可 

母 等 は、 フ ルの 例で ある。 

タマ ダレ ノチ ス ノ ス ゲ キ 二 イリ カヨ ヒコ ネ タラ チ ネ ノ ハハガ ト ハサ パ カゼ ト マ 子 サム 

卷 十一 (二  H 六 四」 に、 玉 垂小簾 之 寸鷄吉 仁 入 通 來根足 乳 * 之 母 我 問 者 風跡將 申。 卷 二十 (四 一一！ 五三) 

ィへ カゼ ハ t  二  t  二 フケド ヮギモ n ガイへ ゴ トモ チテ クル X- トモ ナシ  カゼ テ 

に、 伊 倍加 娃波此 爾比爾 布 氣等和 伎 母 古 賀伊倍 其 登母遲 且 久流比 等母奈 之。 卷四 (四 八 九) に、 風 乎 

ダ 二  ，"ル ハ ト モシ カゼ チ ダニ- 1 ム トシ マ タパ ナニカ ナゲ カム 

太 •  附議 流 波 乏之風 小 谷 將來登 時 待 者 何香將 嘆と ； S ふの が ある。 

八 ニー 


【卷 十二  •  二八 五 九】 

飛鳥 河 高 河 避かし 越え 來しを まこ と 今夜 は 明けず 行かめ や 

飛鳥 河 高 河 避 紫 ■ 越來 信 今夜 不明 行 哉 - 

〇 高 河 避 紫 • 越來 . 舊訓 タカ、 ガ ハト ホシ. コュ テク グ。 考 タカ ガ 、ノ ョ カシ。 代 匠 記精コ ュク！ -バ。 

童蒙抄 コ ュテ キヌ。 考コ H テ コシ。 略解 コ ュ テキ ッ。 古義 コュコ シヲ。 新 考ナヅ サヒコ ュテ • キク 

レ〃 ヲ。 0 信 今夜 • 不明 行 哉 舊訓ッ 力 ヒ ハコ ョヒ. ァケズ ユカ メャ。 代 匠 記 精 マコト コョヒ 力。 

童 蒙 抄サネ モコョ ヒノ。 古義 マコト コョ ヒヲ。 童 蒙抄ァ ケュ カザレ ャ。 古義 ァケ ズャ ラメ ャ。 新考 

ネズテ ユカ メャ。 

一首の 意。 飛鳥 川に 雨が 降って 增 水した から、 高 河と いふ。 その 水の 出た 猜鳥川 を 徒渉し 得ない 

から、 それ を 避けて 難儀して やう やく 戀 しい 妹のと ころに 來 たの だから、 實に 夜の 明けない うちな 

ど は 歸られ ない。 あぶない 道 だから。 とい ふ 意と、 ー處に 居る 時 を 惜しむ とい ふ 意と 兩方 とも 含ん 


でゐ る。 

電 

これ は 寄. 川 戀で. 男の 身に なって 解した。 これ は、 上の句の 高 河 云々 とい ふのと、 結句 をば ァケ 

ズ ュ カメ ャと 訓ん だた めで ある。 然るに 古義で、 『男の 歌と する は 宜しから す。 自 避る こと を、 沖 

て 避 之と いはむ は、 古格に 非す』 と 云った。 卽ち 古義で は、 結句 をァ ケズャ ラメ ャと 訓ん だから、 

女の 歌と して、 『彼 飛鳥 川の 高 河 を 避て、 廻り 道 を爲賜 ひつ ゝ、 辛うじて 越來 座つ るから は、 まこと 

に 夜 を 明 さすして は、 その 危き道 を 夜 ごめ に はかへ し 申さ じ。 今夜 は 寬に相 語て 行 賜へ、 といへ る 

女の 歌な り』 と解釋 して ゐる。  -  - 

もっとも、 この 解 釋の本 は、 『勞シ テ來タ 产使ナ レバ、 明 テ後歸 レョト 留ムル 意 ナリ』 (代 Ksr}。 

『右の 如く 道 をめ ぐり つ ゝ 遠ければ、 かへ さは 明ぬべし。 明ば 人 やし， 9 なんな ど、 女の くさぐさ 思 

ふ 也 ，5  (考) と旣 にある の だが、 この 古義の やうな 解釋 によって もこの  一 I は 自然に 鑑赏 する ことが 

出來 る。 上 を 新 考^ 如く、 南 川 柴避越 . 來 として、 ナ ヅサヒ コ H テ. キタレ ルヲ などと 訓め わば 全 

く 男の 歌になる が、 女の 歌と しても、 あはれ 深くて いい 歌で ある。 卷 十一 0 一六 八 七) に、 撄麻乃 や 

プ ノ シ * クサ ツユ シァ レバ ァカシ テ ィ ュケハ (ハ シル トモ 

原 之 T 草 露 有 者 令 明 而射去 母者雖 知と いふの が あり、 女の 歌で あるから、 この 歌 を理會 する 參考 

ァカ トキ トヨ ザ-マス + ケド ,>ノ 

となる し そのほか 女が 男と 別 を 惜しむ 歌 は その他に も あり、 卷七 (ニー 六 三) の、 曉跡 夜烏 雖^ 此 

.  八 ニー  一 一 


八 二 四 

山上 之 木末 之 於 者 未 靜之 も、 略解で は、 『男の 別れむ とする 時 女の 詠める 歌なる ベ し』 と 云った が、 

ナ グサメ テ n ョヒ ハ ネ. 一 ムァス ヨリ 

或は 男の 歌と しても 解し 得る 歌で ある。 卷九 2 七 一一 6 の 石 河 卿の 歌に. 名 草 目 而今 夜 者 寐南從 明日 

、 n ヒ カモュ カム n ュ ワカ レナ-、  n ョヒノ ハヤ クァケ 十 パスべ テナ ミア キノ モモヨ ヲチガ ヒ ツル ナモ 

波 戀鴨行 武從此 間 別 者。 卷四 (五 四 5 の 笠 金 村の 歌に、 今夜 之 早 開 者 爲便乎 無 三秋 百夜 乎 願 鶴 鴨な 

どと あるの は、 明かに 男が 女と 別 を 惜しんで ゐる 例で ある。 

〇 

【卷 十二.  二八 六 0】 

や つりが は みなそこた - 5  みづっ  に、.  1^  或 本^ 曰、 水 

. 八 釣 河水 底絕 えず 行く 水の 續 ぎて ぞ戀 ふるこの 年来 を i も f へせず 

八 釣 河 水底 不絕 行水 續戀 是比歳 M 棘 職卵絕 . 

八 釣 河 は 飛鳥の 八 釣 山の 近く を 流れて 飛鳥 河に そそぐ 河で あらう。 結句 舊訓コ ノト シゴ 0 ハ 。略 

解コノ トシ ゴロ ヲ。 

一首の 意 は、 八 釣 河の 水底 を絕 えす 流れ 行く 水の！！ 絕 えす つづきて 妹 をば 戀 して 來た。 この 年來 

を。 とい ふので ある。 一本の 方 は 水 尾で あるから、 水脈、 水流の 深いと ころで、 つまり 水底と いふ 


のと. 同意に 落 著く ので ある。 卷十 (一 八 六 一) に- 能 登 河 之 水底 幷爾光 及爾。 卷七 (一 一 0 八) に、 泊瀨川 

ナザ^ かミ プノ セチ ハヤ ミ  C ッセガ ハミ チシ タエ ズパヮ レワ スレ メャ 

流 水 足 之湍乎 早。 卷九 (一七 七 0) に * 泊瀨 河水 尾 之 不斷者 吾 忘禮米 也と いふの が あ. る。 

寄 レ河戀 で、 八 釣 河と いふ 固有名詞が 入って ゐる。 この 歌の 制作 動機 は、 自ら 獨咏 的に かう 作った 

もので も あり 得る し、 民謠 的に、 その あたり の經驗 からかう いふ 固有名詞 を 入れた とも 解櫸 

みな， てこ 

する ことが 出來 る。 一首 は、 ありふれた ものと 謂 ふこと も 出來る 歌で あるが、 『水底 絕 えす 行く 水』 

といって * 『水底』 とい ふ 語 を 入れた のな ども、 後世ぶ りの 歌よ，.^ も實 質的で おもしろ い。 

- 〇  ， 

【5- 二  •  二八 六 I】 

い • で 5 へお  こまつな  を  ひとし  こ 

磯の 上に 生 ふる 小 松の 名 を 惜しみ 人に 知らえず 戀 ひわた るか も 

礒上 生 小 松 名惜 人 不知 戀渡鴨 

『確の 上に 生 ふる 小 松』 と は、 さう いふ 實景 の寫 生で あるが、. それから、 『名』 に續 けて 序詞と し 

てゐ る。 その 解釋は 來 まちまちで 1 定 して ゐ ない。 『小 松 ハ子松 トモ カケ ル所ァ レ ベ 子 IF カタ 

.  八 二 五 


八 二 六 

. .  ィハ ホニォ フルマ ッガネ ノキミ ガコ, IB 

メ 一一  名 ヲ惜ム ト云意 一一 カク ハツ，、 ケ タリ。 下, 一 至 テ巖爾 生 松 賜 之 君 心 者ナド モ ョ メリ』 (代 匠 記 精)。 

『大 なる 巖 上に 一 つ 生た る 松 は、 顯 はに 目に 立 ものなる を、 名に 顯 はるる 譬 とせり』 (考 )。 『中 山 ii- 

水、 石の 上に 生た る 松 は、 根の 多くから みて あれば、 小 松の 根と いふべき を、 禰と奈 と 音 通へば、 

名と 云へ， 0 と說， o』 (古き。 『按 する に、 巖の 上に 松の 生 ひたる はめ づら しければ、 其 松に 附 けたる 

名 ありし によりて 名の 序と せるなら む』 (新 考)。 古義の 說 無難 か。 

一首の 意 は、 『名の 立つ 事 を 厭ひ惜 みて、 人に も 語り 云 はす、 心に のみ 戀渡 るとの 義也』 (童 蒙抄) 

で、 噂され、 評判され る こと を 恐れ、 二人の みで 祕 かに 戀 したい 心 持 を 云って ゐ るので ある。 寄.， 松 

戀 であらう か。  ，  - 

古義の 說は 右の 如くで あるが、 童蒙抄 でも、 その 一考の 中に、 『小 松の 音と 云處 をと りて かく 詠め 

る もの か』 とも ある。 音 は 卽ちネ で 根で あもう。 第 四 句 舊訓ヒ ト 一一 シ ラ レズ。 童 蒙抄ヒ ト -1 シ ラ セ 

ズ 。 略解 ヒ トー 了 ゾラ ュズ。 

この 歌 は、 續後撰 集戀ー に 人 麿 作と して， 『礎の 上に 生た る 芦の なを 惜しみ 人に 知られで 戀 ひっつ 

ぞ ふる』 となって ゐる。 六帖 に、 『岩の 上に 立てる 小 松の 名 を 惜しみ 言に は 出です 戀 ひっつ ぞ經る J 

と あるの は、 次の 或 本の 歌の 方 を 採った ので あらう。 


【港 十二  •  二八 六 一 或 本 歌】 " 

獻のヒ に^て る^お I の^を |5 しみ ひんに は 云 はず 戀ひ わたる かも 

K 上爾 立 小 松 名惜 人 爾者不 云 戀渡鴨 

tトニシラ^^ズ t トニ ハ イノ ズ 

これ は、 第一 二 句が、 まゥ お T 小 k ッと JtM ゥ * タ おおと 違 ひ、 第 四 句が、 人 不知と， ひ 不云 

と 違って ゐ るので ある。 これに 據 ると、 f いふの は 直接 小 松に つづかな く ともよく; テ立コ tv ら 『名 

の 立つ" とい ふのに つづいて ゐて、 解釋上 毫も 困難 を烕 せしめない。 そこで、 原 歌 は 立 小 松 1 あつ 

ジ ニン』 1  ヮガセ n  -ー  タダ ユア C パ コリ. -ナ 〔- »» y  0  >5 

，しごら うと 想像す る こと も出來 るので ある。 卷 十一 (一一 五一 i) に、 吾 背 子 爾直相 者 社名 洛 立米 卷 

一) に、 is^us がが Hii ぎお などが あるから である。 

.  0  ノ 

【《 十二-二八 六 一一】 


八 二八 

やま が は  みづ かげ  お  やま. すげ  や  いも 

山河の 水 陰に 生 ふる 山 草の 止まず も 妹が おも ほ ゆる かも  ， 

山河 水 陰 生 山 草， 不止妹 所 念 鴨 

〇 水 陰 生 舊訓 ミカ ゲ 一一 オフ〃。 考ミゴ モリ オフ〃。 略解 ミ ヅカゲ 一一 オフ ル。 古義 ミコ モリー ーォ 

- フル。 〇 山 草 舊訓ャ マス ゲノ。 神 田 本 ヤマタ サノ。 -. 

やまが は  こも  やま すげ  Jt- 

一首の 意 は、 第三 句まで は 序詞で、 山河の 水が 隱り 流れる そのと ころに 生えて 居る 山菅の I、 や 

ます、 斷 えす、 常に 戀 しい 妹 を 思うて 居る。 絕 えす 妹が 戀 しい。 とい ふので ある。 寄, 草戀 で、 『水 

陰 生 ト、 ノ、 シノ ビー 一思 フ 譬ナ リ 』 (代 匠 記 精) と ある。 

この 歌の、 『山 菅』 は、 山に 生えて 居る 菅の ことで、 麥門冬 (リュウ ノ ヒゲ、 ャ ブラン) のこと では 

みづ かげ  め ますげ 

ない。 私 は、 山菅の 生えて ゐる ところ を廣 見た が、 そのたび 每に、 『山河の 水 陰に 生 ふる 山 草の』 の 

句の 寫生 力に 驚歎した ものである。 この 感じ は 今でも 毫も 變り はない。 

この 歌 は、 袖 中抄第 十六に、 此處 の訓と 同様に 訓んで 載って ゐる。 

附記。 前に も 注意した 如く、 佐 伯 梅 友 氏の 研究に 據れ ば、 こ Q 欲の 第 四 五.？ は 『止まず も 妹 は 思 ほ ゆる かも』 とい ふこと 

となる。  . 


【卷 十二. 二八 六 三】 

たが は a 

あさ はぬ  r  かむ うら すが ね  たれ  われ i>  或本耿 云、 誰 葉 野 

淺葉 野に 立つ る 神 占の 菅の 根の ね もころ 誰 ゆ ゑ吾戀 ひざ ら む に f な ひたる 

淺葉野 立 神 古 〔占〕 菅根 惻隱誰 故 吾 不戀誠 淋^ iJ 鋪 

〇 立祌古 ニ官根 i 訓 タツ ミワ コ ス ゲネ。 代 匠 記 精、 古 は 占の 誤、 タツ カム ゥラノ  • スガ ノネ ノ- 

考、 神 古は紳 有の 誤、 タチ シナヒ タル • ス、 ガ ノネ ノ。 古義、 神の 下に 左の 字脫、 タチ カム サブ〃 . 

ス ガ ノネ ノ  r 新考 同訓 )0 〇 惻隱誰 故 • 吾不戀 舊訓 カク レテ タレ ュ へ-一力 ハ • ヮ ガコヒ ザ ラム。 代 匠 

, 記 精 シ ノビ テ タレ ュュ . ソ ガコヒ ザ ラム。 考 ネモコ 0 タレ ユエ . ァガコ ハナ クー 一 (略解 同訓 )o 古義 ネ 

乇コ ：！ タレ ュュ. ァガコ ヒナ クー 一。 新訓ネ モコ& タレ ュュ .フ レコヒ ザ ラム。 或 本 歌 云、 〇 誰 葉 野 

爾 • 立志 奈比垂 舊訓 タカ" ノー 一  • タチ シナヒ タル。 代 匠 記 初 力 は淸音 。 『竹 葉 野と いふなる ベ し』 

童 蒙抄タ レハ ノー 一. タチ シナヒ タル。 

クレ + ヰ ノア サハ / ヌ ラ 二 カル クサ/ ッ "ノ ァヒ グモヮ チヮス -フ. <ナ 

淺葉野 は 未詳で あるが、 卷十 1 (二 七 六 三) に、 紅 之 淺葉乃 野良 爾莉草 乃 束 之：^ 毛 吾 忘^ 菜と ある 


.  ,  八 三 〇 

,  アサ ハ  アサ ハ 

所と 同所 か。 和名 鈔に、 武藏國 入 間 郡 麻 羽が あり、 また、 遠 江 國佐野 郡に 麻 葉庄が あると 云 はれて 

ゐる。 續後撰 集に、 『紅の あさ はの 野ら の 露の 上に わが 敷袖ぞ 人な とがめ そ』 と あるの は卷十 一 の 歌 

の 模倣で ある。 

ニノ  フ トマ 二 チ ゥ ラフ 

神 古 は 神 占の 誤 だとい ふ 代 匠 記の 說に從 ふ。 『神 占トハ 神代 紀云、 時 天神 以 U 太 占 一而 卜 合 之。 力 

、 レ バ 神 モ 占ナ ヒ 給へ バ 云 ベ シ 。 又 神 一一 依テ占 ナヘ バ 云 ベ シ 。 又 占 スナ ハチ 彻ガ タキ 事ナ レ バ 神 占 

ト 云べ シ』 (代 匠 S 精) と あるが、 これ は、 神に 幣を 捧げつつ 神の 御靈 によって 判斷 をしても らふ 神 占 

ス i ノエ-一 イツ ク、， フ リガ カム ゴトト  _  1  ノ.、 

なので ある。 卷 十九 (gn 一四 三) の、 住吉爾 伊都 久祝之 神 言 等と いふのと 同じで あらう どうして 

菅浪 につ づけた かとい ふに、 『菅は 神の めで 給 ふ 草な， 9。 城の 具に も 用、 また 山菅 占と て、 管の 葉 

にて うらな ひする も、 神のより たま ふ 草なる ゆへ な，^。 杉を祌 杉な どい ふごと くに、 神 小菅と はよ 

ミワ n スゲ  3  * 

めるな り』 (代 匠 記 初)。 これ は 神 古菅と 訓ん での 解で あるが、 大 に參考 となる ので ある。 山 菅占は 

ァシヒ キノ ナニ オフ ャ マス ゲ オシ フセ テキ ミシ ムス パパ ァハザ ラメ ャモ  、  ？ 

旣に 注した、 卷 十一 (二 四 七 七) の  >  足 引 名 負 山菅押 伏 公 結 不相有 哉な ど をい ふので あらう か 兎 

に 角、 『神 占の 菅の 根の』 の餐き は、 さう 解釋 する より 今のところ 途は 無い やうで ある。 

かむ 5 ら  すげ  ね  しん 

一首の 意。 淺葉 野で 神 占 を 立つ るに 用 ゐる菅 の その 根の § ね も ごろに、 心から 私 は 誰かに 對 して 

|g をせ すに cia ら -T- ます か。 それ は 居られない。 そして その 唯一 の 戀人は あなたな のです。 或 本の 方 


は、 誰 葉 野 は淺葉 野の 轉寫の 際の 變化 であらう。 『立し な ひたる』 は、 Kl^ にか かるので、 論 こ- 

しな  す- T- 

でも 解釋 の出來 ない こと はなく， 萎 ひなびいて ゐる菅 となる ので、 下の句 は 同じで ある。 

併し、 神 占と いふから 特殊で おもしろぐな. K? が、 立ちし な ひたる では 平凡に なって おもしろくな 

い。 傳 誦される あ ひだに、 大衆 向に 通俗化 されて ゆく 徑路 はこの あたりに も 看取す る ことが 出来る 

ので ある。  、 

この 歌 は 寄 J 官戀 である。 そして 相當に 重厚な 點 があって、 素 通せし めない もの を 持って ゐる。 こ 

の 歌 は、 新千载 集に 人 麿 作と し、 『淺羽野に立っみゎ小菅根深めて誰故にかは吾が戀ひ^,:;らむ』とし 

アサ ハ ノ 

て 栽り ， ^歌. 望 蒙； 『淺葉 野 -ー タ ッ神 古菅 子 カク レテ タレ ュ へ -ー カハ. フカ コ じサ ラム』 として 選 

出せられ てゐ るし、 また 新 拾遺 集に は、 『春雨に 降り 變り 行く あさ は 野に たつみ ゎ小菅 色 も 難 面， な 

. し』 と ある 如く、 本 歌 取に 用ゐ られ、 ミワ コ スゲと 舊訓ど ほりの 訓に據 つて 眞 似せられて ゐる。 な 

ほ 失 木 和歌 抄雜 十菅 に、 人 丸 作と して、 『あさ はのに たつ 三輪 小菅根 遥れて たれ ゆ ゑに か は 我 こ ひ 

さらん』 と あり、 同書 雜四 野に、 よみ 人 しらすと し P 、『たかはのに たちし な ひたる みわこす け 誰 故 

にか はわ ひ戀 さらん』 と ある。 後者 は 或 本の 方の 俥で、 上に (たが はの、 誰 葉、 大和) と 注して ある。 

『右二 十三 首 楠 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 出』 とい ふ 注が 此處に 記されて 居る。 

. 八 11 二 


.  八 三 二 

〇 - 

【卷 十二  二 I 九 四 七】  ノ 

おも  , "ま  t-.PHrlnl (>| に ほ と ゥ  こ  ひとみ 

思 ふに し餘 りに しかば mlsM 場 鳥の な づさひ 來しを 人 見け むか も 

. 念 西 餘 西鹿齒 it 翻 ^ 人 爾保鳥 之 奈津柴 比來乎 人 見 鴨 

-、 

ォモ フニ シ アマ リニ シカ パスべ ヲ ナミ ヮレ： ィ ヒ テキ ィ ムべキ モノ チ 

此歌 は、 念 西 餘西鹿 齒爲便 乎 無 美 吾 者 五十 日 手 寸應忌 鬼 尾 (二 九 四 七) とい ふの の、 左 注に、 『蹄 

本 朝臣 人 麿 歌集 云、 爾保鳥 之 奈津柴 比 來乎人 見 鴨』 と あるので、 此處に 出した。 その 人. 麿 歌集の 歌 

ォモ フニ シ アマ リニ シ カバ 二 ホ トリノ ァヌ ラシ n シテヒ .r ミケ ムカモ 

とい ふの は、 旣に卷 十一 (一 H 丸一 一) で解釋 した 如く、 念 餘 者 丹 穗鳥足 沾來人 見 鴨と いふので、 

奈津 柴比來 乎と いふので はない。 併し 斯く 記載され てゐ るの だから、 さうな つて ゐる人 麿 歌集の 1 

本 もあった ものと 看るべく、 人 麿 歌集 は 唯一 つの ものでなかった ことが 分かる ので ある。 

また、 卷十 一 の 方 は、 『念餘 者』 と 文字 を 尠く誊 いて ゐ るのに、 卷 十二の 此處の は、 『念 西餘西 鹿齒』 

と 書いて ゐる。 また. 卷十 一 の 方 は、 『足 沾來』 と 文字 を少く 書いて 居る のに、 卷 十二の 方 は、 『奈津 

柴比來 乎』 の 如く、 助詞まで を も 書記して ある。 この 人 麿 歌集の 歌の 書き方 は 夙く 契 沖 • 眞 淵 等 も 


Ig&J した もので、 公式 的に 除外例 無しと は 行かぬ が、 概して 文字 を紗く 書いて ゐ るの たから 卷十 

二の もの は その 流俾の 間 に變 化して しまって、 人 麿 歌集の 歌で なくなつ たものと 解釋 すべ きで ある。 

〇 ， - ノ  . 

【卷 十二-三 0 六 三】 

あさ；： 'よら をぬ  しめ ゆ  むな ごと  あ  き  •  な， ソ！ 《 

^茅 1^ 小 野に 標結ふ 空言 も 逢 はむ と 聞 こ せ戀の 慰に 

淺茅原 小 野 爾標結 空言 毛 將相跡 令聞 戀之 名種爾 

この 歌の 左 注に、 『又 見ュ二 怖 本 朝臣 人 麿 歌 紫 一 然落 句少異 耳』 と あるが、 これ は、 卷 十一 (一 H 六 

アサ ヂ ひ 7 チ ヌニシ メュフ ムナゴ トチ， イカ ナリ トイ ヒ テキ ミチ シ マタム  3  ノ  ノ-  、  1 1 ) r  -、、 『ヽ 

六) の、 ^茅-股 小 野 印 空 事 何 在 云 公 待 をい ふので ある これにしても 卷 十一 の 方 は 野 

印』 と 書いて ゐ るのに、 卷 十二の 方 は、 『小 野爾標 結』 と 書いて ゐる。 これ は 異傳本 だとい ふこと が 

アサ ヂ ゥ フカ リシ メ サシテ ムナゴ トモ ョセテ シ キミ ガ n トチ ム， 、  -  V  -I- 

分かる。 なほ、 卷 十二  (二 七 五 五) に、 淺茅原 刈 標刺而 空 事 文 所 緣之君 之 辭鴛驚 將待か あり 大 に似て 

ゐ るが、 一方 は、 『公 待』 であるのに、 一方 は、 『君 之辭 鴛鴦 將待』 と 書いて 居る。 . 

今 試に、 キミ ヲシ マタムと いふ 結句 を檢 する に、 『吉美 遠 志 麻 多武』 (卷 五。 八 六 0)。 『君 乎 之將待 J 
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8 十。 一 さ 一一 五)。 『！^；；乎之將待』 (卷十一。 ニ五ー亍0。 『君 乎思將 待』 8  二。  二 六 八お。 『君 乎志將 待』 

(卷 十一。 二 七 五 九)。 『君 乎思將 待』 (卷士 一。 三 0 四 一一 一)。 『伎 美 乎 思 麻 多武』 (卷十 三 四 丸一 一一 或 本 敬)。 『 

乎 之 麻 多武』 (卷 十七。 三 九 四 一) などで あり、 そのほか、 『君 乎者將 待』 (き 一。 八 七 •  A 九)。 『公 乎 者 

〔待〕』 (卷 八。」 四 五一 ID などが あるが、 これ を、 『公 待』 と 比較 すれば その 特色が 分かる ので ある。 

もっとも 人 麿 歌集の 歌で. <  『ilE;^^IJ』 (卷十。 丁 八 一三)。 『明日 者來牟 等』 (卷 十。 一八 一七)。 『ぎ 

I- ヒ比 ず^ぎ』 (卷 十。 一 10 一四)。 『^お^? 3§J«』 (卷 十一。 三 一一 七 五)。 『多 頭 多 頭 思 鴨』 8 十二  ニ四九〇) など 

と 書いた の も あるが、 一般から 看て 特色が あるので ある。 

〇 

【卷 十二  ニニ  一二 七】 

1^1  ひ 曰 のお f の邊の 若歷木 吾が 久 ならば. t 戀 ひむ かも 

度會 大河 邊 若歷木 - 吾久 在 者 妹戀鴨 

この 歌 以下 四 首 は、 『羈旅 發思』 とい ふ 部類の 初めに あ h^、 『右 四 首 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 出』 と 左 注 


して ある。 〇 若 歷木. 舊訓ヮ カク ヌギ。 考 ワカ. ヒサ ギ とも 訓す。 〇 吾久 在 者 舊訓ヮ レ ヒサ-一 ァラ 

パ。 代 匠 記 精ソガ ヒサ ナ ラバ。 

度會大 1^ は、 伊勢 度會 郡の 五十鈴川 のこと である。 歷木は クヌギ であるの が 普通で、 も墩 記に、 

1^ 坂 王 騰；； 坐麼 木？ 景行 天皇せ に、 有-二 老夫 1 曰 是樹歷 木 也。 仁德天 皇紀に、 忽生 ニ兩歷 木-狭， 路而 

末 合。 新撰 字 鏡に 櫪. 機、 久奴 木。 和名 鈔に、 本草 云、， 擧樹、 抓 奴 日本 紀 私記 云、 歷木。 镜注 和名 

^聚鈔 に、 歷木俗 作. 櫪と ある。 そして ヒ サギは 萬 葉で は久 木と 書いて ゐ るから、 歷木 は舊訓 の. 如く 

に クヌギ とい ふわけ であるが、 さう すれば、 下の ヒサと いふ 音に 續き にくい。 そこで 眞淵は ヒサ ギ 

と訓ん だの だが、 歷木を クヌギ とする こと を 知らなかった 者が、 歷 年、， 歷劫 などの 字から ヒサ シに 

f::>o て、. 歷木を ヒサ ギと した もので はなから うか。 併し、 ヒサ ギ… ヒサと 績 けたので なくて、 ワカ 

ヒサ ギ… ヮ. ガと績 けたと せば、 歷木を クヌギ と 訓んで 差 支ない。 眞淵は ヒサ ギ とも 訓 んでゐ るが、 

それでも、 『是は 若 を 吾に 重ねた る 序な り』 (考) と 云って 居り、 略解 も 其に 從 つて 居る から、 はじめ 

考 • 新 訓に據 つて ヒサ ギ訓を 採用して. 見た が、 再考のう へ ク ヌギの 訓に從 ふこと とした。 

/  ヮガ ヒサ  カサネ 

然るに、 畏も之 を ヒサ ギと訓 む 方に 贊 成して 居り、 『此 上句 は、 吾久と 詞を疊 む 料の 序 なれば 

ス JJivIT  シレ  コレ  000  ミ  ワカ  t ガ 

歷木 は、 ふ 比 や： 岐 なること 著ければ なり o( 本に は此を も、 クヌギ と 罰 たれ ど、 さて は 若と 吾と、 詞の 
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カサ  t サョシ  ヒサ  ムネ  ^  -UJ  T  J  &r , 

疊 なる のみに て、 久に緣 なし。 此哥は久と云こと主たるを思ふべし)』 (^^f;f!f)。 雅澄も それ を 踏襲 

し、 『凡て 草木 鳥獸 などの 名の 字 は、 古 は 人の 心々 に 充て 書 たれば、 泥むべき にあら す。 又歷 木と , 

チ  ヒサ キ  クヌキ 

書る は、 岡 部 氏 も 云し 如く、 歷. 年の 義に 取て、 久木を かく かける にて、 いは ゆる (久 奴岐を 云〕 歷 

木に は拘 はらす とも ありぬべし。 故 今 は 右の 說 どもに よりて、 ワカ ヒサ キと訓 つ。 なほ 此木 共の 事 

フ  ワカ クヌキ  カヌコ  ヒサ 

品物 解に 委く釋 たる を 見て 考 べし。 (或 人 は、 若歷木 は、 我不， 來と 云に 通 はせ て、 下に 久しくとう 

力  t サギ 

けた， o、 久しく 吾不， 來 者の 意な り、 とい へ れど おぼつかなし)』 (古義) と 云って 居る。 久木 (楸ー は、 

クヌギ 

萬 葉に 例 は あるが、 歷 木の 例 は 無い。 また、 此 處の歷 木の ほかに、 小歷木 (卷 四。 五 二 九) があって シ 

バと訓 ませて 居る。 さう いふ 點で、 若し ヒサ ギと訓 み 得れば 都合 は 好い ので ある。 

わかく. 9- き £_ 

一首の 意 は、 度會の 大河の ほと，.^ に 生えて 居る 若 歷木则 わが 旅 も 久しくな つて、 歸，. > が おそくな 

るなら、 家に 留守して ゐる 妻が 嘸 かし 戀ひ 嘆く ことで あらう。 とい ふので ある。 『わが 旅の 日數の 

久しくな りなば、 家なる 妹が いかに か 吾を戀 しく 思 はむ、 さても いと ほし や、 とな. 0.』 (古義： >。 卷 

十三 (一一 三 五三) に、 荒 礒ぁ有 毛 見 登。 卷 十五 (一一 一七 四 一) に、 安里 伎 奴 能 安里 nil 能知爾 毛と あるの はァ 

リとァ リに續 けた。  , 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 よみ 人 しらすと し、 第三 句 以下 『わかく ぬき 我久 にあら ばい もこ ひめ 


や も』 として 載って ゐる。 

〇 

【卷 十二  ニニ-二八〕 

吾；^ 子 を 夢に 見え 來と 大和 路の 度瀨 ごとに 手 向 吾が する 

. 吾妹 子 夢見 來 倭路 度瀨別 手 向吾爲 

〇 度瀬别 傷 訓ヮタ 〃セゴ トー 一。 童蒙抄 フタ リセ ゴト 一一。 〇 手 向吾爲 舊訓 タム ケフ レス〃。 童 

蒙抄タ ムケヮ ガス ル。 .K! 義 タム ケ ゾァガ ス ル。 フギ 乇 コ ヲのヲ は、 ョに通 ふ 助詞で あるが、 古寫本 

に は ヮギ乇 コガ (元 • 西 • 細)。 ヮギモ コ 、ノ  (類) となって ゐる。 

一首の 意。 遠く 旅 を やって 來 たが、 わが 家に 殘 つて ゐる 妻よ、 夢に 見えて 來 いと、 大和へ 行く 道 

の 川の 渡瀨 侮に、 道祖神に 幣を ささげて 願った。 

これ も 稱旅發 思で あるから、、 大和の 人の 趣で なく、 他國の 人の 歌の 趣で、 大和へ 向って 旅して ゐ 

ャ マト ヂ ノ シ マノ ゥラミ 二 ヨス ルナ ミア t ダ モナ タ 

る 旅人の 趣で ある。 そして 萬 葉の 用例に 據 ると、 卷四 (五 五一) の、 山 跡 道 之 島 乃 浦 廻爾緣 浪間無 
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J ヮザコ ヒマク 〔  ャ マト ヂパ ク モガ ク リタ リシ カレ ドモヮ ザ フル リギチ ナメシ トモ フナ  ャ マト ヂ く 

牟 吾戀卷 者。 卷六 (九 六 六) の、 倭 道 者 雲隱有 雖然余 振袖 乎 無 禮登母 布 奈ノ同 (九 六 七) の、 日本 道 乃 

キビ ノコ ジ マラス ギテ ユカ.. ハツ クシ ノコ ジ マオ モホェ ムカモ  >  ,  *  * 

吉備 乃兒島 乎過而 行者 筑紫乃 子 島 所 念 香 裳な どで、 大和へ 向 ふ 道筋に なって ゐる この 歌 も 大和 

へ 旅して 來る 道筋の 川の 渡瀨の 趣で あらう。  . 

この 歌 も、 稍 一般的で、 戀歌 であるから、 一面 は民謠 的で も あるが、 何か聲 調に 好い ところが あ 

つて 心を牽 かれて ゐた 歌で ある。 そして、 若し これが 人 麿の 歌で でもあるなら、 何 か 石 見あたり か 

ら上來 する 時め 途上の 歌で でも あらう かな どと 空想した こと もあった が、 人麿晚 年の 歌と は、 いか 

にしても 違 ふ點が あり、 石 見から 上來の 時の 短歌と、 これ を 較べれば、 この 歌の 方が や は， 9 輕ぃ。 

それ を 現在で も 私 は 注意して 居る が、 人 麿の 上來の 時の 歌 は、 あれき りで、 途中の 歌が 無い ので、 

この 歌な ど を その 一つに 擬し たこと など もあった ので ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に人 丸 作と し、 第 四 句 『渡る せこと に』 となって ゐる。 

. . 〇  . 

【卷 十二  ニニ： 「九】 


櫻 花^き かも 散る と 見る までに 誰か も此 所に 見えて 散り ゆく 

櫻 花 開 哉 散 及 見 誰此所 見 散 行 

舊訓サ クラ バナ咬 キテャ 散ルト 見〃 マ、 デ 一一 誰 カ此所 一一 テ散リ ュめヲ 見ム。 略解 サキ カモ チ ルト。 

略解 タ レカ モココ -ー • ミュテ チリ ュク。 今 略解に 從 つた。 古寫 本中タ レカ ハコ コ 一一. ミエ テ チリ ュ 

ク (細)。 略解に * 『櫻 の^きて 散る 如くに、 うる はしみ 相 見し 程 も 無く、 離 去 を 悲しみて 詠めるな る 

べし。 誰か もと 言へ る は、 實は 一人 を 指す なれ ど、 よそ 事の やうに 言 ふ も 歌の 常な， 9』 と解釋 して 

ゐる。  * 

この 歌 は、 樱 花を咏 みこんで ゐる のがめ づ らしく、 それ も戀 歌に 關聯 せしめて、 直ぐ 散る 樱の花 

の 特徴 を捉へ たの も 珍ら しく、 『見えて 散り ゆく』 といった あら はし 方に も 特色が あって、 棄 がたい 

歌の 1 つで ある。 第一 、 調べ が 『かも』 と、 『散る』 と を 繰返して 極めて 節奏 的に して 居る。 これと 

ヤマタ カミ r リ クル ユキ チ ウメノ： 十 チリ カモ クルト ォモヒ ツルカ モ 

同じ やうな 歌 調の 歌 は、 卷十 (一八 四 一) に、 山 高 三 零 來雪乎 梅花 落 鴨 來跡念 鶴 鴨が あり、 第 四 句、 

1 に は、 開 ^クム i 济跡 となって ゐ るから、 此 歌の 句と 同じで ある。 かう いふ 歌 調 類似の 徑路 等に つい 

て 種々 調^す るの も 好い 爲 事の 1 つで あると おも ふ。 
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【卷 十二  • 三 一 三 0】 

とよ く-一  きく  はま まつ  いた  なに  si あ ひ >  e 

豐^の 企^の 濱松こ こ ろ哀く 何し か 妹に 相 言 ひ 始めし 

豐州 聞濱松 心哀 何 妹 相云始 

舊 本の 『心 喪』。 『相 之始』 を 古寫本 (元 • 類) によ. り 改めた。 舊訓コ コ e ユモ. ナ -ート ティ モガ. ァ 

ヒ シソメ ケム。 神 田 本 コ コ イク ク。 代 匠 記 精 ココ ロイ タク. ナ 1 了シ カイ モー 一 • ァヒ ィヒソ メケム 

(古義 從 之)。 童蒙抄 コ n  ti クク • イカ ナ产ィ モガ . ァヒ シソメ ケム。 略解に 云、 『元曆 本、 喪 を哀に 

之 を 云に 乍る。 さらば 松 は 待の 借 字に て、 コ コ" イタ ク、 ナ 1 了シ カイ 乇 一一、 ァヒ ィヒソ メケム と f 

むべ し。 され ど 些か 穩 かなら す。 翁 は 心 喪 は 不遠， などの 字の 誤に て、 之 は 見の 誤なる べし。 キクノ 

濱松、 トホ カラ ズ、 ナ  一丁 シ カイ 乇ヲ、 ァ ヒミソ メケム と訓 むべ し。 心は濱 松を遙 かに 見る 由に て 

不 遠と 續 けたる かと 言 はれき。 宣長は 心 喪の 字 は 誤に て、 ネ モコ。 一一と 有るべき 所な りと 言へ り。 

表 海 云、 喪は衷 の， 誤 か。 字書に 衷は誠 也と 有れば、 心 衷を義 もて ネモ コ と訓 むべ しと 言へ り』 (略 


解)。 新考ァ ヒ ィヒソ メシ。 なほ 新考 では 第三 句 を宣長 訓のネ モコ "一一 に從 ひ、 卷十 一 の、 『磯の 上に- 

立てる むろの 木心哀 など か 深めて おも ひそめけ む』 (yIMi ま噺) の 『心 哀』 をネモ コ ti 一一 と 訓んだ 

の を 例^と してぬ る。 これ は 古 範が旣 に 顧慮し、 先に (二  八) の解釋 では， この Q 二三 0) の 歌と 刚 

方 を、 赛海 說に從 つて ネモ コ 。 一一 と訓ん だが、 この 歌の 處 では、 ココ。 ィ タク の訓 をも存 して、 ニー 

樣の解 释 を 試みて ゐる。 企^ は璺 前の 西北 端に ある。 瀨戶內 海の 西口で あるから 此處の 歌が 他に も 

ある。 その 徵の 松が 潮風に なやむ 如き 氣配を 見て^って 『心 哀』 と 云った とせば コ コ p イダ ク とい 

つても いいとお も ふので ある。 卷十 1 (二 四 八 八) の 『心 哀』 はや は ，o コ コ 口 ィ タクと 訓んで 置いた し、 

卷三 (四 六 七) の 『情 哀』. ， をもコ コ ロイ タクと 訓 むこと 旣に 云った とほり である。 

『いたき 心』、 『心いた き』 とい ふ 用語 も、 直接で 實 質的で よい。 卷 二十 (四 四 八 三) に、 家 持 作、 宇 

タリ ユタ トキ ミル ゴト- 一 n  n  口 イタ クム 力 シノヒ トシオ モホュ ^カモ  アキ ト 

. 都 里 由 久時見 其 登爾！ llli 己 呂伊多 久牟可 之 能 此等之 於 毛 保 由 流 加 毛。 同卷 (四 三 〇 七) に， 家 持 作、 秋 等 

伊 婆 許已呂 <|3 ぎ 多 伎 宇多 31 家 爾花爾 奈蘇倍 且 見 麻 久保里 香 聞 等が ある。 卷ー 1 2§) の 語 者 心 贫 

痛と いふの など も、 簡潔で 強い 句で ある。 

この 歌 は、 失 木 和耿抄 によみ 人 しらすと し、 第三 句 以下 『心に もな にと てい もに あ ひし そめ けん』. 

と ある。 ナ, ート ティモ 一一 の訓は 多くの 萬 葉古寫 本に もあった。 
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萬 葉集卷 十三 所 出 歌 


〇  、 

【卷 十三 ニニ 二 五三】 

あし はら  みづ ほ  くに  かむ  こと あげ  くに  し £i  , こと あげ  H 

葦原の 水 穗の國 は 神ながら 言擧 せぬ 國 然れ ども 言擧ぞ 吾が 

こと さき  ま さき  ま  つつみ  さき  いま  あり そ なみ 

する 言 幸く 眞 福く 坐せ と 恙なく 福く 坐 さば 荒磯 浪 ありて 

み  ももへ なみち へ なみ  こと あげ  われ 

も 見む と 百 重 波 千重浪 にしき 言擧 する 吾 

葦原 水 穗國者 神在隨 事擧 不爲國 雖然 辭擧 叙吾爲 言 幸 眞 

福 座 跡 恙無 福 座 者 荒礒浪 有 毛 見 登 百 重 波 千 重 浪爾敷 言 

上爲吾 ， 


1^ 『相 聞』 の 部に 載り、 柿 本 朝臣 人 麿 歌集 歌 曰と あり、 類聚 古 集に は 本文の 下に 小さく 人 

磨哥 一 首と ある。 

〇 葦原 . 水 穗國者 ァシ ハラ ノ  . ミヅ ホノ クー 一 ハ。 日本 國の總 名で、 高 天の原から 見れ 

ば 一 而に萆 の 茂って ゐる やうに 見えた から ァ シ ハラ ノと いひ、 ミヅ はミヅ ミヅ しの 意。 稻秘 がみの 

つて 榮 える 貌 である。 卷ニ (一六 七) に、 葦原 乃 水 穗之國 乎 天地 之 依 相 之 極が ある。 この 日本の 國は、 

こ の國 は元來 とい ふ 意が ある。 

ことあげ 

〇 神在隨 • 事擧 不爲國 カム ナガ ラ • コトァ ゲセヌ クー 一 神で ある 儘に、 神 さながらに、 言擧を 

せぬ、 卽ち 彼此と 煩し いこと を 言 はぬ 國と いふ 意。 舊訓カ ミノ マ 一一。 代 匠 記 初 書 入碰鮮 カム ナガ ラ。 

〇 雖然 • 辭擧 叙吾爲 シ カレ ドモ • コ トァゲ ゾヮガ ス 产。 併し 吾 は言擧 をす る。 今の 言 ひざまで 

云へば、 吾 は 強調して 云 はう、 言葉に 出して 大に祝 はう とい ふぐら ゐの 意で、 卷六 (丸 七 一一) に、 千 

ョ " づノィ クサ J- リ トモコ ト ァゲセ ズ トリ テ キヌべ キチ トコ トゾ ォモフ  力 クシ アラバ コト ァゲセ ズト モト 

乃：. 4 奈利友 言 擧不爲 取 而可來 男 常 曾 念。 卷 十八 (四 二 1B0 に、 可久之 安良 波 許 登 安 氣世受 杼母登 

思 ま 佐可延 巾と いふ 例が ある。 

〇 言 幸 • 眞福座 跡 コトサ キク. マサキ クマ セ トと訓 む。 言靈 にも 幸が あ. り、 ために あなた も 幸 

こと  i  こと 

に 御 無事で おいでく ださいと いふ 意で、 言サ キク 眞サ キクと 類音で 續 けて 居る。 この 句から 前の 言 
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擧ぞ わがす るに 關聯 して ゐる。 

〇 恙無 . ！ 1 座 者 ッッ ミナ ク. サ キクイ マサ バ と訓 む。 舊訓ッ ッ ガナク であった の を 代 K 記 精で 

さう 訓ん だ。 障りな く、 無事で 御いで になるな らばと いふ 意。 卷五 (八 九 四) に、 都 都 美無久 佐伎久 

伊 麻 志 rlti。 卷 二十 (四 四 0 八) に、 多 比 良 氣久於 夜 波 伊 麻 佐 綱 都 都 美 奈久都 麻 波 麻 多 世 iir が ある。 

〇 荒礒浪 • 有 毛 見 登 ァリソ ナミ. ァ リテ乇 ミム トと訓 む。 荒磯の 浪 のァリ から、 ァリテ と續け 

た 枕詞で ある。 『有ながら へて、 久しく 相 見む とて』 (古義) とい ふ 意で、 卷 十四 (三 m 一八) に、 安里 

都 都 毛 安 鱧 波 伊 多良牟 とい ふ 例が ある。 

もも へ 

〇 百 重 波 • 千 重 浪爾敷 . 言上 爲吾 モモへ ナミ. チへ ナミ-了 シキ. ゴト ァゲス ダフ レ。 百 重の 浪 

しき  しき 

が 立ち、 千 重の 浪が 立つ ごとく、 頻， 0 に (敷)、 言葉に 出して 御 祝 を するとい ふ 意。 訓 では、 代 匠 記 

. 初の 書 入 離 S では、 百の 上に 五脫と あり、 略解で も それ を 認め、 『ィホ へ 浪チへ 浪と言 ふが 例な り』 

. と 云って ゐる。 考 では 爾敷は 敷爾 だとし、 チへ ナミ シ キー 一。 古義、 言上 叙吾爲 とし コト ァゲ ゾァガ 

ヒ  1 トヒ 二 ハチへ ナミ シキニ ォ モへド モナ ゾ "/タマノ テ 二 マキ ガ タキ  ォキ ツモ テ 

ス〃。 卷三 (四 o_ 九) に、 一 日 爾波千 重浪敷 爾雖念 奈何 其 玉 之 手ニ卷 難寸。 卷 十一 (二 四 三 七) に、 奧藻 

カク サフ ナミ ノィホ へ ナ ミチ へ シ クシ クニ コヒ ワタル カモ  コ np 二 ハチ へ シ クシ クニオ モ へドモ 

隱障浪 五 百 重 浪千重 敷 敷戀度 鴨。 同卷 (二 五 五 二) に、 情 者 千 遍敷及 雖 念が あ， o、 同卷 (二 五 九 六) 

，_  ォキッ ナミ シキテ ノ ミヤ モ n ヒヮタ リナ ム  モモへ ナ. <  n コ 口！； モ へドタ ダニ ァハヌ カモ 

め 或 本 歌に 奧津浪 敷而耳 八方 戀度 奈牟。 卷四 (四 九 六) の 人 麿 作に、 百 重 成 心 者雖念 直不相 鴨。 卷 


寅 


.  モモへ +スコ n  D シ モへパ イト モス ぺ + シ 

十二  (1 一九 0 二) に、 百重成情 之念^|<?甚爲便無とぃふ例がぁる。 

： ち 

- この 葦原の 水 秘國、 卽ち 日本の 國は、 神 さながらに、 神た る 儘に、 元々 彼此 琰 たい 事 は 

み たま 

言 はぬ 國だ。 併し 私 はこの 際、 あなたが 言葉の 神 靈で御 無事で ある やうに と、 言葉に 出して 御 祝 申 

す。 そして あなたが 御 無事で 御いで になるならば、 〔荒 礒粮〕 あり 永ら へて 久しく 御 逢しょう と： rs 

へ なみ ち へ なみに しき  ) 

ま-波. 千 重浪爾 敷〕 しき.^ に、 幾遍 でも 心から 言葉で 出して 祝福す る。 

この 歌 は、 知人が 旅立つ 時に 祝って 送る 歌の やうに 思へ る。 そして、 句句 緊密で あ， るの 

みならす、 枕詞 を 自在に 驅 使して、 內容を 細々 しく 云 はない ところが 却って 象徴的に も感 せしめて 

ことあげ  こと  われ 

居る。 『言 擧ぞ 吾が する』。 『言 あげす る 吾』 とい ふ. のが 眼目 だから、 それ を かくの 如く 二度 も 繰 返 

す やうに して、 その 間にある 句 も、 繰返しが あって、 流動的で 且つ 莊重 である。 これな ど は 恐らく 

人 麿 的と 感じて 差 支ない もので あらう。 卷 十三に は、 こまごま しくて、 長歌で も 民謠 風、 或は 後世 

風を慼 せしめる ものが 多い が、 かう いふの も雜. つて 居る ので ある。 

アキ ッシマ 一 ャ マト ノ クニ ハ  カム 力 ラト  コト ァゲセ ヌ ク-ー シ カレ ドモ ヮレハ n ト ァゲス  ァメッ チノ 

この 前の 歌 (一一 三 五 0) の、 蜻 島、 倭之國 者、 神 柄 跡、 言擧不 爲國、 雖 然、 吾 者 事 上爲、 天地 之、 

お 、ナ ハダ ヮ 1>  すモフ nnii シラズ ャ  ュク カゲノ  ツキ モ へ ュケパ  タマ 力 ギル ヒ モカ サ十リ すモへ カモ 

神 毛甚、 吾 念、 心 不知 哉、 往影 乃、 月 文經往 者、 玉 限、 日 文累、 念 II； 鴨 一 K 々とい ふ 長歌 も、 m 厚 

で 相當に 骨折って ゐ るが、 この 歌よりも 細かく 言って ゐる。 そこに 差別が ある 訣 である。 なほ、 こ 
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れ まで 評釋 して 來た人 麿 歌集で は、 はじめて 長歌に 逢った の だが、 あれほど 長歌に 於て 力量 を 示し 

た 人 麿が、 その他の 場合で 長歌 を 作らない とせば、 不思議の やうで あるが、 人 麿の 長歌 は、 實際的 

の 動機に 本づ いた 場合が 多く、 獻歌 とか 頌歌と かいふ 場合に 作った のが 多かった とも 解釋し 得る が、 

それ も當に はならない。 そして、 長歌 を 多く 集めた 卷 十三に、 『柿 本 朝臣 人 麿 歌集 歌 曰』 と あるの は 

典 味の ある ことで、 署名の 明かな、 人 麿の 長歌 も かう いふ 歌と 共に、 人 麿 歌集と いふ ものの 中に 集 

めら れてゐ たもので あつたの かも 知れない。 そして 事實の 明かな もの だけ を 前に 出し、 かう い. ふ 歌 

は その 儘に なって ゐ たの かも 知れない。 なほ 考ふ べきで ある。  ， 

.  〇  ， 

【卷 十三 ニニ 二 五 四】 

しき しま  やま と  /、に  こと だま  たす  くに  さき 

敷 島 の 日本の 國 は言靈 の 佐く る 國ぞま 福く ありこ そ 

志 貴 島 倭國者 事靈之 所 佐國叙 眞福 在與具 〔其〕 - 

これ は 前の 長歌の 反歌で ある。 結句 原文 は、 『在與 具』 で、 ァレョ クと訓 んでゐ たの を、 考で與 は 


乞の 誤と して ァリ n ソと訓 み、 略解 補正で 與 其の 誤と して ァリ n ソ と訓ん だ。 新考 . 新訓與 其の 誤 

とした。 

一首の 意 は、 敷.！：；？ の U. 本の 國は、 言葉の 神靈が 人々 に 幸 を與へ 助ける 國 であるから 私が 言 擧 する 

のに もさう いふ 靈 妙の 力が こもって ゐる、 よって どうぞ 幸 を 得て 無事であって 欲しい。 とい. ふので 

ある。  . 

前の 畏耿の 繰返しの 觀を呈 する 歌 だが、 『言霊の 佐く る 國ぞ』 と 云って 變 化せし めて Dig るから、 そ 

の邊の 技巧 を 吟^す る こと は なかなか 有益で ある。 國ゾ。 ァ リコ ソ のところの頻1^;1;にっ いて 奈何に 

批 Jtk すべき か。  •  - 

.  〇  . 

あ を やま  さみ  つつじ はな  に ほえ をと め 

靑山を ふり 放け 見れば 躑躅 花 香 少女 

吾に 依す とふ 吾 をぞも 汝に 依す とふ. 
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物 八 ふ はず 路 行きな む も 

さくら はな  さか. K を とめ  な 

樱花 盛 少女 汝をぞ も 


意 


き 5 
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八 四 八 

^  ^  »  ^6  としゃと せき  かみ  す 

汝 はいかに 念 ふや 念へ こそ 歳の 八 年 を 切る 髮の よち こ を 過ぐ 

たち はな  ほつ えす  か は  した  なが  な  こころよ 

り 橘の 末 枝 を 過ぐ り この 川の 下に も 長く 汝が心 待て 

物不念 路行去 裳 靑山乎 振 酒 見者. 都 追 慈 花 爾太 遙越賫 作樂 

花 佐 可 遙越賣 汝乎叙 母 吾 爾依云 吾 乎 叙 物 汝爾依 云 汝者如 

何 念 也. 念 社， 歳 八 年 乎 斬髮 與知子 乎 過 橘 之 末 枝 乎 須具里 

此川之 下 母 長久 汝心待 . .  . 

『問答』 の 部に 載， 9、 『柿 本 朝臣 人 麿 之 集 歌』 とい ふ 題が ある。 ， 

〇 物不念 . 路行去 裳 モノ モハ ズ. ミチ ユキ ナム モ。 何も 物 思す る ことなく 路を 行く で 

あらう のに。 此處の ナム は 連用 段に 續く 推量の ナムで、 卷五 (A 仝 C の、 和 何 余； ぬ 疑 奈牟。 卷 十五 

ニー  H ハ丸 きの、 毛 美 知 葉 能 知 里奈牟 山爾。 卷 二十 S 四 四 一) の、 與 ぎ可藝 爾夜 故が 和 多 奈無 等の 例 

と 同じい。 モは咏 歎の 助詞で、 そこで 意味 も强 まり ヲに通 ふところが ある。 ム から 續 けた 例 を聲調 

, i  .  ■ .  >  、 ，  ヮザ nir ン ナパ タガナ ナ ラム モ  ャ マ-一力 ネムモ 

上の 參考に 書けば 卷 十二  (一一 二  0 五) に、 吾戀 死者 誰 名將有 裳。 卷 十四 (一 S 四 二) に、 夜麻爾 加， 确牟毛 

夜 杼里波 奈之爾 が ある。  二.  • 


〇 靑山乎 . 振 酒 見者 ァヲャ マヲ. フ リサ ケミレ バ。 泰山の 靑 くな つたの を 遠く 眺 むれば の 意 

丁ラャ マ. S  f ネノ シ.， フク モ  ァ チヤ マテ ョコ ギル ク モノ  T  + ャマ トシ V ト 

卷三， (n 一七 40 に、 靑. E 之嶺乃 白雲。 卷四 (六- <-<) に、 青山 乎 横^ 雲 之。 卷七 (ニー 八 九) に、 齊山等 茂 

ャ マべ ニゥ マヤ スメ キミ  ャ マト ノア ヲカグ ャ マ 

山邊； Si! 安 君 等が あり、 なほ、 卷ー (五一 一) に、 日本 乃靑 香具 山の 例が ある。 古義で は" ルャ、 と訓 

んだ。  .  •  , 

〇 都 追 慈 花 . 爾太 遙越賫 ッッ ジバナ • 一一  ホュヲ トメ。 1 躅 花の やうに 美しい 少女と いふ 意で、 

前の 1:^ 歌 (n:  一二  0 五.) に は 『番 未通女』 となって ゐる から、 1 ーホ ヘル ヲ トメ 或は 一一 ホヒヲ トメ  (古義) と 

調んだ が、 此處は 也 行の ェ になって 居る。 考 では 遙は逕 の 誤 だら うとして 一一 ホ へ ル と訓ん だの は 一 

考 であった が、 宣 長が 田 中道 麿に 答 へ たのに は、 『一一 ホ ュ"、 トー 一力 クー 一 イブ カシ』 と 云 つて 1:^5 る。 

.  ハル ハナ ノ  ニホェ サ カエテ アキノ：  ノ  -- ホ ヒヽニ テレル 

い；： 義 では 一一 ホュ でよ いとした。 卷 十九 (四 一一 一 一) に、 泰花乃 爾太耍 盛 而秋葉 之爾保 比爾照 有と ある 如 

く、 波 行に も 也 行に も 活用せ しめて ゐる。 これ は 萎をシ ナヘと も シナュ とも 活招 せしめて ほる のと 

同様で あらう か。 遙は吳 音に H の 音が あるから 必す しも 誤字と せす ともよく、  愛 少女な どと は 直 

接關係 はない が、 言語 學的 にで なしに 關聯 せしめる ことが 出來 る。 太 を ホと訓 むの は、 卜；： 事 記 下に. 

問 人 穴 太部ぞ (^i 卿 ii^MS)。 書 紀繼體 天皇 卷に、 男太迹 天皇。 天武 天皇 卷に、 迹太 川の 例が ある。 

こ の 『太』 を ホ と訓 ませる の は、 ォホ を 略して ホと いふので ある。 『太』 をォホ と 訓んだ 例 は、 『太 
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宰』 をォ ホミコ トモ チ、 『太 宮處』 をォホ ミヤ ド コ 口 と 訓んだ 例で 分かる。 こ れは 『大』 のォホ を 略 

して ホと訓 むのと 同じく、 古事記 上に、 ^ガ^-ぎ刖 (gts^gisii)" 續紀 第三 十九 IS に、 

スクリ 

村 主の 例が ある。 なほ、 『凡』 の ォホを ホと訓 むの も 同様で、 『凡 津子』 は ォホの 例、 卷七 (一三 三 三) 

の、 佐 保 山 乎 於 凡 爾見之 鹿 跡 はホの 例で ある。 ッッジ は 前の 長歌に は、 茵 花と 書き、 卷三 (四 四 三) 

ッ ッジパ ナニホ ヘル キミ ガ  ；、 ホ ノ ウー マ：、 / シ ラック ジ £ レド モ サブ シ 

にも 茵 花香 君 之の 例が あり、 卷三 (四 三 5 に、 美 保 乃 浦 廻 之 白 管 仕 見 十 方 不怜。 卷十 (一九 0 五) 

チミ ナベ シ サ キヌ 二 オフ クシ ラ ッッジ シラヌ コ トモ チ  一一 ッッジ ノ  ニホ 〔二 トキノ サ クラ バナサ キ ナム トキ 二 

に 姬部思 咬野爾 生白 管自 不知 事以。 卷六 (九 七 一) に、 丹 管 士乃將 薰時能 櫻花將 開時爾 等の 例が あ 

る。 春の 躑躅と 櫻と を 共に して 歌って 居る。 

〇 作樂花 • 佐 可 遙越賣 テク ラバ ナ. サ カュヲ トメ。 樱 花の 如く 盛え に ほふ 少女の 意で、 前に 引 

二 ホ ェ サ カエテ 

いた 爾太耍 盛而と ある 如/、、  いた 花の 美しい さま を 斯う 形容して ゐ るので ある。 卷ニ  (一九 九：) に、 

ュ， フ 1 ハ サ カュル トキ 二，'  J  ハル ャ マノ シ ナ ヒ サ カエテ ァ キヤ マノ イロナ ッ カシキ 

木 花乃榮 f 爾。 卷 十三 Q 三 三 el) に、 泰山 之 四 名 比 盛 而秋山 之 色 名 付思吉 などの 例が ある。 次 

ハル サ メノシ クシ ク フル 二 タカ マド ノヤ マノ サ クラ： ィ カニア レ ラム 

に 櫻 花の 例 は、 卷八 (一四 四 ◦) に、 春雨 乃 敷布 零 爾高圓 山 能 S? 何 如 有 良武。 卷 十六 (三 七 八 七) に、 

ィ.ー^ ガ-ナ _JI カケタ ルサ クラ ハナ サカパ ツネ ニヤ コ ヒ ムイヤ トシノ ハ 二  サク ラバ 十 イマ ゾサ カリ トヒト ハイ/ ド ヮレハ +4 プ ン 

妹 之 名 爾繋有 櫻 花 開 者 常 哉 將戀彌 年 之 羽爾。 卷 十八 (四 0 七 四し に、 櫻 花や 曾 盛 等 雖人云 我 佐 夫 之 

モ； t  ：メ： ト： シ. 了い フネ ，い  ァシヒ キ ノ ャ マカヒ テラス サク ラバ ナ n  ノ ハル サメニ チリ ュ カムお モ  i 

毛 伎 美 止 之 不在 者。 卷十 (一八 六 四) に、 足 日 木 之 山間 照 櫻 花是 春雨 爾散去 鴨。 同 (ー<  七 5 に、 見 

ウタ セバ カス ガ ノヌ ベニ ガス， ti,- チサ キニホ ヘル ハ サク ラバ ナカ モ 

渡 者 春 日 之 野 邊爾霞 立 開 艷 者 櫻 花 鴨と あるな ど、 櫻 花の 歌 は 三十 七 首ば かり ある。 そして 樱の 


歌 は 古いと ころに は 無い やうで、 ただ 『花』。 『恭 花』 とい ふうちに 入って おる ので はない かとお も 

はれる。 

〇 汝乎叙 母 - 吾 爾依云 . 吾 乎 叙 物 • 汝爾依 云 ナヲゾ モ • ァ-ー ヨス トフ. ァヲ ゾモ. ナ 一一 ヨス ト 

フ 0 奪訓ナ レ ヲゾモ • ヮレ 1 一 ヨルト ィフ • ヮレ ヲゾモ • ナレ 一一 ョ， ル トイ フ。 者ヮレ -ー ヨス トフ。 ナ 

レー 一 ヨス トフ。 古義 ナヲ ソモ. ァニ ヨス チフ 云々。 モ は咏 歎の 助詞で、 汝 をぞモ 依す とふ、 ！^！：：をぞ 

乇依 すと ふとなる。 ヨス は 佐 行 四； 段に 活掛 し、 寄せる 意で、 汝と吾 を 相^ら せる。 相 近 よらせ さと 

いふので、 ^三者が 二人 を 近寄らせる ことで ある。 お前 を 私に 近づけて くれる とい ふ。 また 私 もお 

前に 近づけて くれる とい ふとい ふ 意。 卷九 (一六 七 九) に、 城 國 爾不 止將： 來赛社 妻 依 來西尼 審常言 

長柄。 卷 十四 (三 SI 五 5 に、 爾波爾 多 都 安佐 提古夫 須麻許 余 比 太 爾都麻 余 之 許 西 綱 安佐 提古夫 一？ ^ 麻。 

カツ シ カノ マ マノ テ n ナチ マ n トカ モヮレ -ー ヨス トフ ママ ノテ n ナチ  - 1 I  ^/ 

同 (三 三 八 四) に、 可 都 思 加 能 麻 末 能 手 兒奈乎 麻 許 登 加 聞 和 鱧 爾余 须等布 麻 末 乃 氏 胡奈乎 同つ 一 

に、 奈流 世が 爾木 都， 能 余 貌奈須 (1:1::)  i 等 能 伎 提可奈 思 家 世 呂爾比 等 佐 敝余： ぬ 母 8 す も、 なほ、 卷 

ゥシ マド/ ナ ミノ シぉ. t- ヰ シマ トヨミ ョサェ シ ぺ キミ ユア ハズカ モア-" ム  ム十 一一 トモ 3 

十一 (I 一七 ョ 一) の、 牛 窓 之 浪乃鹽 左 猪 島 響 所 依 之 (？^ 君爾不 相鴨將 有。 同 (二 七 五 ちの、 空 事 文 所. 

k 之 ($ い」) 君之辭 鴛將 待。 卷 十四 (一一 ョ 七- <) の、 等 保 斯等布 故 奈乃思 良 細 爾阿抱 太 毛 安波 乃敝思 

太 毛 祭 爾己竹 與佐禮 (依され) などの 場合 も 同じで あらう-か。 新考 では 今の 俗語の トリ モ ッ こと だと 

.  . 八 五 一 


.  - 八 五 二 

云って ゐる。  • 

〇 汝者 如何 念 也 . 念 社 . 歲八年 乎 ナ ハイカー 一 モ フャ. ォモ へ コソ . トシ ノヤ トセ ヲ。 お前 は ど 

う 思 ふか。 以上 は 問で 以下 は 答の 趣で ある。 つまり、 問答 體で 連續 して ゐ ない。 おっしゃる とほ， 0 

私 もさう 思って 居. 0 ます。 さう 思って 居れば こそ、 八 年の 間 (長い 年月の 間) をば、 とい ふ 意になる 

この 長歌 は、 問 は 男で 答 は 女の 趣で あるから、 二つ をー處 にした やうな 歌で ある。 この こと は 後述 

する。. 

〇 斩髮， 與知子 乎 過 キル 力 ミノ  . ョ チコ. ヲ スグ リと訓 む。 まだ 童 幼 だから、 髮を 切って 居る 振 

わけが み 

分髮 の、 同年輩の 兒 ども 等よりも， すっと 大きくな つて、 つまり、 もっと 女らしくな つてと いふ 意 

になる。 卷五 (八 0 四) に、 余 知 古 良 等 手 多 豆 佐 波利提 阿蘇 比家武 とい ふ 例が ある。 同 齡兒卽 ち齡っ 

兒の意 だとい はれて ゐる。 流布本、 與和兒 になって ゐ るが、 古寫本 (|:§： 錢 ：5|.) に、 『與 知兒. 5と 

あるのに 從 つた。  ，  ， 

〇 橘 之 . 末 枝 乎 須具里 タチバ ナノ- ホ ツユ ヲス グ リと訓 む。 橘の 末 枝 を 過ぎての 意、 末 枝まで 

は スグリ とい ふためで ある。 この スグリ とい ふ 活用 は 珍ら しいので、 スグル とい ふ 四 段の 動詞が あ 

ると 都合が 好い の だが、 私 はい まだ それ を 知らない。 この あたり 先輩の 敎を乞 ふべき である。 苦 通 


はスギ を延言 にして スグリ としたと 解して 居る。 ヨギ、 ョ ギリと 同じで あらう か。 

〇 此川之 - 下 母 長久 . 汝心待 コノ カハノ  • シタ 一一 モナ ガク • ナガコ コ ：1 マテ と訓 む。 IT ノカハ 

ノは 枕詞で シタに 緒く が、 それが また ナ、、 カクへ 關聯 して ゐる。 あなたの 心 をば 待って nwb ます。 と 

いふ 意で、 念へ コ ソで懸 つて、 待テで 結んで 居る。 卷四 (五 九 八) に、 水 濑河下 從吾瘦 月日 異。 卷十 

一 (二 七 一九) に、 隱沼乃 下 爾緣乾 等の 例が ある。 シタは 川の 水底と いふ 意と 心と いふ 意と に 通じて！^ 

る。 

Esa  物 EH ことなく  (讀 Iwiw ば)、 路を 行かう とお もって！^ るに、 向ぅの靑ぃ^^.^を遠く 

見れば、 ^鍋の 花が きに ほうて ゐる、 また 楼の花 も 咬き さかって 居る、 恰も その 花のに ほふ やう 

を とめ  — 

な 美しい 少女が 居る ではない か。 そして、 その美し い 少女よ、 お前 をば 私に 近^せて くれる とい ふ 

し、 また 私 をば お前に 近づけて： jK れる とい ふこと であるが、 ー體 お前 はどうお も ふ。 (§.;:.g" 如 |"き)。 

私 もさう おも ひます。 さう 思へば こそ、 この 長い 八 年の 間 を、 振分髮でぁる穉ぃ同^^！^の童女等ょり 

たち. tl なの ほつ 大 を  この か はの したに も 

もす つと 大きくな り、 〔橘 之 末 枝 乎〕 時 A 經 つて、. 〔此川 之 下 母〕 川の 水の 長く 流れる 如く、 心 長く 

い つまで も あなたと 御 一 しょに なられる こと をお 待して 居ります。 

この 歌 は、 これまでの 入 磨の 長歌と は 違って、 もっと 素朴で 且つ 古風に 饗く 歌で ある。 

八 五 三 


八 五 四 

そして 一首の 中に、 內容が 相 交錯して、 常識的に は 渾沌と した ものが あるが、 それが 却って 素朴に 

. 響かせる 點 であるか も 知れない。 試に 云 はむ に、 『物 念 はす 路 行きな む も』 は、 道を來 つつ ある 趣 だ 

が、 相 聞の 情調 を 旣に漂 はせ て 居る。 そんなら、 相 聞の 歌 的に 進行す るかと， いふに、 『靑. E を ふ..^ さ 

つ つ じ はな に ほ大 をと め 

け 見れば』 と 云って 稍敍景 的に なって ゐる。 然 らば それで 進行す るかと いふに、 『躑踢 花. 香 少女、 

さ、 らさ か. スを とめ 

櫻ば な、 盛 少女』 といって、 春 山の 4 化から 突如と して、 美麗な 少女 を 現出せ しめて ゐる。 その あ ひ 

だの 聯結 は、 常識的な 聯想に 據ら すに、 朦朧. として 居り、 不合理の やうであって、 詩的に は 極めて 

自然で あり、 極めて 緊密な ので ある。 語を換へてぃへ！：^.、 單 純化の 極、 象徴詩の 域に 到達して ゐる 

ので ある。 

そして、 其處 から、 直ちに * 『汝 をぞ も、 吾に 依す とふ、 吾をぞ も、 汝に 依す とふ、 汝 はいかに A ふ 

ふや』 と 云って、 男が 少女に 問 掛けて 居る 趣に 歌って ゐる。 これな ども 常識的に 批評 すれば 餘り突 

如 だとい ふこと にもなる の だが、 そこが 韻文と して、 特に 古 調 韻文の 何ともい はれぬ いい 特色 だと 

いふ こと も 言 ひ 得る ので ある。 さて、 さう いって、 なほ 突如と して、 『念へ こそ』 といって ゐる。 此 

は 女が 男の 問に 答へ る 語で ある。 この 問答 體の 長歌 は、 貧窮 問答な どに も 見え、 岛子 などの 長い 

.-ft のに は 少しづつ 見えて ゐ るが、 この 歌の 場合の やうに 直接で 且つ 著しくない。 『念へ こそ、 歲の 


八 年 を …… 汝が心 待て』 と 云って 結んで ゐる。 誠に 古樸 にして 隨淨 極り なきもので ある" 

そして 此 4- 歌 は、 よく 讀ん でみ ると、 民謠 的の もので、 いつのまにか 傳 誦せられつつ 來っ たやう 

でも あり、 或は、 都會 的と 謂 はむ より は 寧ろ 地方 的のに ほひが ある。 よって、 人 麿の $ ^の 歌と ある 

けれども、 人 磨の 作で は あるまい とい ふ 結論に 今のところ 愚見 は 傾いて おる" 

モ- ^  ズ 

次に この 歌で 問題になる の は、 この 歌の 直ぐ 前に、 『問答』 とい ふ 見出しで (三 三 0 五) の 物不念 

！. LI キ ナム t  ァ, ャ マチ  フ リサ ケミレ ぐ  ッッ ジバナ 二 ホヒチ ト メ  サ クラ， ハナ サカェ ザ トメ  十 ひゾモ  ァ-ー ヨス. つ 了-  ^ 

道行 去 毛、 *  山 乎、 振 放 見者、 茵 花、 香 未通女、 櫻 花、 盛 未通女、 汝乎曾 母、 吾 刊依云 吾.^ 

そ 毛が、 ナ汝^ や だ ト^ おお、 ぎぎに^. i-i, や t がパ S とい ふ 長歌が あり、 反歌 (三ーーー0 六) の- 

一 ぎ^ 3モ%^： ァぇ i か^ だォか tij があって、 次に so 七〕 の、 然有 社、 歲乃 A 歲. T  00 

か、 sink ぞ^ i、".w つ & -ik  Si: 能、 下 文 長、 汝情 待と いふ 長歌が あり、 その 反歌 ハ io 

5 に、 i^iiMS^ モ母 SjJ す. wit ャ寒 者 都不止 あとい ふの があって、 その 次に、 『柿 本 朝臣 人 麿 之 

^耿 h として この 長歌が 載って ゐ るので ある。 

そこで これ を 比較して 見れば、 人 麿 歌集の この 長歌と いふの は、 大體に 於て、 (三 三 0 五) と (1  一一 一一 ：o 

七) の t:^ 歌と を 介 併した 如くに 出來て 居る。 そこで、 異淵 など は、 人 磨 歌集の 方 を 否定して、 種々 誤 

字 を.. 引し- 『汝者 如何 念 也。 此六字 は 右 を 上の 歌ぞ とも 知らぬ 人の こ 、をよ まんと て 加し ものな り 

八 五 五 


八 五 六 

0. 是 より は 上の 女の 答し 歌な り。 かく 二 首の 間の 句 落た る をよ せで、 一首と したる 此卷に 多し- 

皆 歌て ふ もの を しらぬ もの 、わざな. o』 とい ひ、 頭注に も、 『人 麻呂 歌集の 中に も、 いかなる 亂本有 

て こ こ に 注し けん。 是を强 て 一 首と して 解ん とする 人 有 は い ふに たらす』 と 云 つ て 居る。 また.、 眞 

Hi は、 前の (三 三 0 五) の 長歌の 條で、 (一一 一三 〇 六) の 反歌に つき、 『今 本 こ、 に反哥 とて 擧し哥 は、 此長 

哥の 意に あらす、 且こ、 の 問答の 長哥 は、 古代の よき 哥 な，.^。 かの 短哥 は、 古哥 にも あらす してつ 

たなし、 叉古哥 に反哥 なき こと も旣 にい ふが 如し。 こ、 はいと 亂れ たる を、 古 哥の意 を もしらぬ も 

の 咬 合すと て、 こ、 につけし ことしる ければ 除つ』 とい ひ、 (三 三 〇 八) の 歌に ついても、 『こ は 右の 

哥 (三 三 0 六) の轉 せし にて 別哥 にあらざる なり』 と 評して 居る。 この 反歌の 後ぶ b だとい ふ 論 は 略解 

も 踏襲し おが、 古義で は、 『推當 なり。 何處か 後め きたる』 と駁 して 居る。 

先輩の 言 は 右の 如くで あるが、 この (三 三 0 五〕 あたりの 長歌 を、 『古代の よき 歌な ，9』 と眞 淵が 評 

したの は 流石に おもしろい。 併し、 人 麿 歌集の 方が 原で、 それ を 二 首に 作， 9 直して、 反歌な どを附 

加した もの だら うと は 眞淵も 想到し 得なかった。 反歌 をば 後ぶ り だと 論斷 した 眞 淵が、 一首の 長歌 

を 常識的に 一 一 つに 分離した のみなら す， 『 荒 山 も 人し 依 すれば よそる とぞ いふ』 ぶ どと いふ 恣な增 補 

をした もの だとい ふこと に 氣が附 かなかった ので ある。  . 


ここで 結論 をい. へば、 この 人 麿の 集の 歌と いふ 長歌 は、 人 麿 作で は あるまい。 寧ろ 人 麿 以前の 

誦 歌で、 地方 的の 色彩 を 有って ゐる。 そして この 歌が 原作で、， その 前の 二 首と その 反歌と は、 誰か 

が氣を 利かして 分離し 坩 補した もので あらう。 さう であるから、 人 麿 歌集の 歌 は 皆、 人 麿 作. だと 論 

斷 する 說 も妄說 である 1 證 となる 歌で ある。 


J 


八 五 七 


、  八 五八 

萬 葉集卷 十四 所 出 歌 ， ，• ， 


〇  . 

【卷 十四 •  一二 四 I 七】 

力みつ if, 力 ふならぬ まお ほ ゐぐさ  み  いま  まさ 

上 毛 野 伊奈 良の 沼の 大藺 草よ そに 見し よは 今 こそ 勝れ 

可 美都氣 奴， 伊奈 良能 奴 麻 能 於 保 爲具左 舆曾爾 見 之 欲 波 伊 麻 許 . 

曾 麻左禮 ii 擁 I き-  - 

伊奈 良の 沼 は 所在 不明で ある。 上野 邑樂 郡、 板 倉 沼が あり、 • 沼の 西に 板 倉 村が あって、 今 岩 田、 

籾 谷 を 合せて 伊奈 良 村と 改めた が、 それ は 萬 葉の この 伊奈 良の 沼 は 板 倉の 沼 だら うとい ふ說 に本づ 

いた ものであるお ||贿1^)。 『於 保爲具 左』 は、 卽 ち大藺 あで、 和名 鈔に、 唐 韻 云、 堯歸 II 云、 


.Ev ー以爲 u 席 者 也と ある。 太 蘭と もい ふ莎草 科の 多年 生 草本で ある。 

一 首の 意 は、 ど 野國の 伊奈 良の 沼に 生えて ゐ る大藺 草の 有様が 細 遠く離れて？^ るよ， 9 も 近くで！^ 

た 方が い * い。 お前 もよ そでば か. 9 見て 戀 して ゐ たが、 逢って 目の あたり 見る と、 今の 方が まだまだ 

よい。 もっと 美しくて もっと 可哀 いい。 とい ふぐら ゐの 意味で あらう。 

この 歌 は、 人 麿 歌集に あつたと いふから、 恐らく 卷 十一 あたりに 交って ゐて * 『凡. 見者』 などと あ 

つて、 ォホヰ ォ ホー 一と 績 けたの を、 ョソ 一一と 訓ん で、 卷 十四で 書 直して、 與曾爾 とした もの かも 

, 邡れ ない。 此は 空想 だが、 さう いふ こと も あり 得て、 決して 不自然で はなく、 卷七 (ニー 一三 三) に、： Hi 

I-  V  ,* チォ. U  二  i シ. 7 ド  す ホロお 二  ォ ホロ カニヮ レシ ォモ, パ 

. 保 山 乎 於 附見之 鹿 跡と ある ほか、 ル爾 s.p。 一三 二  00 凡 吾 之 念 者 8 十一。 二 五六- 0 などと あ 

. るから、 A 磨 歌集ので あったら、 もっと 簡潔に 書いた かも 知れない。 

この 想像 はかう いふ こと を 意味す る。 この 歌 は、 東歌の 聲調 とちが ふ點 があって、 寧ろ 寄， 何戀歌 

に似て Ci5 る。 そこで、 『古への 歌集 は、 歌 を傳へ 得る ま ゝに書 集れば、 東歌 も 何も 交るべき なり』 と 

M 、淵の 云って ほる の は、 この 歌を柬 歌と 看て、 それが 人 麿 歌集の 方に 紛れ込ん だとし、 童蒙抄 でも 

後人 傍注^と して ゐ るの は 同 論で あるが、 愚案 は その 反對 で、 寄. 何戀 を、 上野の 地名が あるた めに 

束 耿の屮 に 集め、 書き方. も替 へて 統一した ので はなから うか。 これ はな ほ 年代の ことに も關聯 して 

へ 五 九 
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ゐる ことと なる。 つまり 東歌の 編輯 は、 卷 十一 あた， 9 の 資料と なった 人 麿 歌集の 編輯よりも 後れた 

だら うとい ふこと にもなる ので ある。 また、 人 麿 歌集の 中に 東歌 も 混入して 居る とい ふので なく、 

人 麿 歌集の 歌が 東歌の 方まで 流傳 せられた とい ふ ことに もなる ので ある。  . 

この 歌、 は 六帖に は、 . 初 句 『かんつ けの』 と あり、 大藺 草の 部に 入れて、 人 まろと して ゐる。 夫 木 

和歌 抄に は、 沼の 部に 入れよ み. <  しらすに なって ゐる。  - . 

, 〇 

【卷 十四. 三 四 四 一】 

ど ほ  く  6 みみ  いもへ-  0  あゆ  二. y 

ま 遠くの 雲居に 見 ゆる 妹が 家に い つか 到らむ 步め あが 駒  . 

麻 等 保久能 久毛爲 爾見由 流 伊毛 我敝爾 伊都 可 伊 多 良武. 安由 賨 . 

安 我 古 麻 i  , 

この 歌の 左 注に， 『柿 本 朝臣 人 麿 歌集 曰、 等 保久之 s、 又 曰、 安由 賣久路 古 麻，』 と ある ものである。 

ノ  k  、  • トホ" ァリテ クモヰ 二 ミ ュル ィ モガ. 1 へ 二 ハヤ クイ タラ ムァ ュメク 0  n マ 

これ は 卷七 ニニ 七 一) に 遠有而 雲居 爾 所見 妹 家 爾早將 至步黑 駒と ある ものである。 


これにしても 『いっかい たらむ』 よりも、 『早くい たらむ』 の 方が 直接で 且つ c: 然 である。 結^ 

の、 『あゆめ 吾が 駒』 よ i、 『步 め黑 駒』 の 方が、 寫 生的實 質的で 直接に 感じに うつたへ て 作って 

ゐる。 特に 初 句の、 『遠く ありて』 は 寧ろ 人 麿 的 だと もい へ るが、 『まど ほくの』 の 方 は それよ， 0 も 

稍 劣る ので ある。 それ を、 左 注の、 『とほ^ -て』 としたの は、 一本の 人 麿 歌集に 據っ たもの かも 知 

れ ぬが、 これ も、 - 『とほく ありて』 の 句よりも 劣る。 斯 くの 如くで あるから、 人 麿 歌集の 歌で さへ^ 

通わに も 流 傅せられ、 且つ 東歌の 中にまで 攙 入せられ てゐ ると いふ ことが 分かる ので ある。 

〇 

【卷 十四 ニニ 四 +-0】  V 

は み  ら とせい  いな  あれし か 6  きみ i 

相 見て は 千年 や 去ぬ る 否 を かも 我 や 然思ふ 君 待ちが てに 

, 安比 見^ 波 千 等 世 夜 伊 奴 流 伊奈 乎 加 母 安 禮也思 加 毛布 伎 美 末 

知 我 S 爾  . 、、 

この 歌の 左 注に、 『柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 出 也』 と あるが、 この 歌 は、 卷 十一 (二 五 11 一な の、 相. il- 者 r 
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トセ ャ ィ ヌル N> ナチ カモ ヮレャ シ カモフ キミ マチ ザ テ-ー  ： . . , I  -  -  *w  ： 

歲八去 流 否 乎 鴨 我 哉 然念待 君 難爾と 全く 同じで ある。 然か もこの 卷 十一 の 歌に は 人 麿 歌集 出と い 

ァレ 

ふ 左 注の 無い ものである。 

それにつ き、 代 匠 記 精 撰 本に、 『第 十一 一一 人 麿 歌集 歌 百 四十 九 首ヲ載 畢テ、 正述 二心 緒-歌 中 一一 ァ 

ル ヲ、. 今 カク 注セ ラレ タル ハ 不審 ナリ。 ッ ラ， 按ズ , 一一 、 彼卷 一一 パ 他 本 ュ ョノ ツネ ノ歌 ノ屮 一一 入 

レ タグ 一一 依テ 載セ、 今 " 人 丸 集 一一 東歌 ト注セ ラレ タグ 一一 依 テ此處 一一 モ载グ 故 一一、 後人 一一 兩卷ノ 相違 

ヲ疑ガ "シ メジ ト テ注セ ラル、 ナリ』 とい ひ、 眞淵 は、 『今 は. 其卷四 (卷 十一り に 有 は、 後に 人 まろ 集 

よ， 0 亂れ 入し ならん。 依て かしこ は 除て 人万呂 集へ いふべ き 事な り。 哥詞も 東風に て卷四 (卷 十一) 

に 入べ からねば、 かたん \ 疑 ひなし、 是を 以て 思 ふに、 卷四 (卷 十一) より 六 (卷十 S までの 間に 重り 

載し 哥は、 皆 他より 亂れ 入し もの 也。 よく 考 へて かう がへ 除べ し』 とい ふの は、 眞淵 はこの 歌 を、 

東歌が 原 歌で、 それが 人 麿 歌集の 中に 亂れ 入った の だと 考 へて ゐる。 併し、 これ は、 卷 十一の 方が 

原 歌で あらう。 そして 人 麿 歌集の 歌で はないで あらう。 この 左 注 は 間違 か、 或は 人 麿 歌集の 一本に 

據っ たか。 井上 博士 は、 『卷 十一に よれば、 人麻呂 歌集 所 出に あらす、 そ は ともあれ、 此歌を 東歌の 

中に 入れた るに よ..：.' て 思へば、 イナ ヲカモ とい ふ辭 は、 柬 語なら むか』 (新 考) と 云って ゐる。 

約め ていへば、 この 歌 は、 人 麿 歌集の 歌で はなから うが、 人 麿 歌集の 歌の 流轉 した 有様 を 傍 看す 


るのに 好资 料で ある。 

なほ 六帖に は， 『あ ひ 見て は 千 歲ゃ經 ぬるい なを かの 我 やし か 思 ふ 君 待ち兼ねて』 と あり、 作者 を 

ことわって ゐ ない。 

〇 

【港 十四 • 三 四 八 一】 

r ね  しづ  い/  いも  ものい  き  おも  ぐる 

あり 衣の さ ゑ さ ゑ鎭み 家の 妹に 物言 はず 來 にて 思 ひ 苦し も 

. 安利 伎 奴 乃 佐 惠佐惠 之 豆 美 伊敝能 伊母爾 毛 乃 伊波 受伎爾 氏 於 

\ ^比 具 流 之 母 . 

この 歌の 左 注に、 『柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 ノ中出 見 k 上已詮 也』 と ある もので、 卷四 (五 〇 三) に 人 磨 作 

として 出て ゐる、 * きお かぎ Si サ左 Ie も 家 ^爾 物ィ 不語 來而 思金津 裳と いふの が卽 ちそれ である。 

填 SE よ、 『卷六 (卷 十四) なる は國 風な り。 こ ゝは此 卿の きかれ たるま ゝに あげられ たるな めり さ 

れ V- いさ ゝか、 言 も てにをは もた がへ る は in 風と 見す ぐすべし』 (考) と 云った。 これ は、 具 淵の 考 

、 八 六 三 
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では、 東歌の 此歌 (三 八 一) が 原 歌で、 それが 助詞 等が 少し 變 化して、 稍都會 風に なって、 卷 四の 方 

になった の だら うとい ふので あるが、 これ も、 『物 云 はす 來て』 の 方が、 『物 云 はす 來 にて』 よりも 

一首の 調和 上 大切で ある。 また、 結句の、 『思 ひかね つも』 の 方が、 『思 ひぐ るし も』 よりも 自然で 

且つ 上等で ある。 よって 愚見で は、 卷 四の 方が 原 歌で、 卷 十四の 方が その 異傳 であらう。 また、 こ 

の 左 注 を 信す る， とせば、 卷 四の 人 麿 作の 歌の 原本 は、 家 持な ど を 中心として 見た 人 麿 歌集で、 卷十 

四の 左 注の 人 麿 歌集と 別であって もい いわけで ある。 人 麿 歌集 出と いふ 左 注の 書き方 も 幾と ほりに 

もな つて ゐ るの を 顧慮 すれば、 同一人が 連續 的に 記入した と 見る よ，. y も、 同一人が 時々、 異時 的に— 

記入した か、 別な 人が 數 本の 人 麿 歌集に 據 つて 記入した か、 種々 の 場合 を考 へる ことが 出來 る。 ま 

た 愚見で は、 卷 四の 歌 を 東歌の 材料と して 揃へ ると きに、 假名 書きに 直した もの だとお も ふので あ 

气 


〇 

【卷 十四 • 三 四 九 0】 


0^ おは り. M むま さか こそ 人目 を 多み 汝を 間にお けれ 

安 都忤. E 突 須惠波 余 里禰牟 麻 左 可 許 曾 比 等 目 乎 於 保 美 奈乎波 

忠爾 於家禮 

あづさ ゆみ 、  si、  ：  -  > 

この 歌の 左 注に、 『柿 本 朝臣 人麻呂 歌集 出 也』 と ある ものである。 梓. 弓 は スュ に^けん 枕 一.. て 

s^i? とい ふに よ. 9 て 理會が 出來る 。-卷 一二  (一一 ニハ 5 に、 大夫ノ 之 弓 上 振起が あり、 卷九 (一 七三 凸に 梓 

^5ぉかぉ^;:|。 卷 十二 さ 二 四 九) に、 ァぁサ fiK お fil;k.i:。 卷 十四 aim 八 40 に、 安 豆 左 由 美 須惠爾 多 麻 

おが n 等が ある。 .ぼサ 左 ykk^、 今 現在 はとい ふ 意。 眞&^ は、. 目前の 轉 だとい はれて ゐる。 まの あ 

ごり、 差當 つて、 などと 翻し 得る。 卷 十八 (四 0 八 八) に、 伊 末 能 麻 左 可 母 宇 流 t 之 美 須醴。 卷 十四 

01  一 310) に、 ぎ， 毛? oil 爾於久 乎 奈加禰 曾 麻 左 可 思 余 加 婆と いふの が ある。  . . 

一 首の 有』 ュ、 fi さ ゆ n ？〕 すゑ は 相 寄って 一 しょに 寢 ませう。 けれど 今 さし 當 つて は餘 b 人目が 多い も 

のです から、 それまで はお 前さん をば 家の 端の 方に 寐 かします よ。 

これ は 女が 訪ねて 來た 男に むかって いふ 趣の 歌で、 田園 生活 を 背景と した 民謠 的な 歌で ある。 こ 

の 歌よ、 人藉 乍と 像す るよりも、 寧ろ 東歌 的 だから、 東歌の 方 を 原 歌と 考 へる こと も出來 るが、 

八 六， 五 
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ァヅサ ユミ スヱハ シ シラズ シ カレ ドモマ サカハ キミ 二 ヨリ ニシ モノ チ 

卷 十二 (二 九 A 五) に、 梓弓 末者師 不知 雖 然 眞坂者 君 爾緣西 物 乎と いふの が あるが、 そ れに 類似して 

居る。 さすれば、 この 歌 も、 必す しも 東歌が 原 歌 だと は 請へ ない ところが ある。 ゆ ゑに、 『柿 本 朝臣 

人麻呂 歌集 出 也』 と あるの は、 何 か據り どころ があった と 看做すべく、 その 左 注 者の 參考 した 人 麿 

歌集に はこの 歌が 載って ゐ たと 看做して いいで あらう。 かう いふ 點 でも 人 麿 歌集に 數 本あった だら 

>フ と 想像す る こと も 出來る 0 

ハシ にっき、 眞 淵の 考に は、 『汝を 端の 方に おけれ な，.^。 つまど ひに 來し 男に 心 は よれ ど、 まだ 奥 

へ 入すべき ほどなら ねば、 端の 簀子 などに をら する をい ふなり』 と あるが、 井上 博士の 新考に は、 

『ド チラ ッ カズ』 と 解し、 同卷 (三 四 0 八) の、 爾比多 夜 麻 輔爾波 都 可 奈那和 爾余 曾 利 波 之 奈流兒 良師 

安 夜 爾可奈 思 母 を 例と して ゐる。 實際 この 歌 は、 さう 解釋 して 意味が. 分かる。 これ はまた、 卷ニ 2 

ュク トリノ ァラヅ フハシ 二  シヌ ピッツ ァリ クル  ハ シ 二 

九九) の、 去 鳥 乃 相 競 端爾。 卷 十九 S1 六 5 の、. 之 努比都 追有爭 〔來〕 波之爾 などと 同 語原で、 ァ ヒダ. 

ァ ラソフ 

はし ** 

から 來た ものと せば、 家の 內の 端の 間の 意味と はちが ふが、 ハシ 一一 ォク をば、. 誰に も 知れぬ やうに、 

* トツ チッ カズに、 不關 係の やうに、 不得要領に、 とい ふやう にも 解釋 の出來 ない こと はない。 


補遺 


卷九 は、 維 歌と 題し、 泊瀨 朝倉宮 御宇 天皇 御製 歌 一首、 鬧本宮 御宇 天皇 幸 紀伊國 時 歌 二 首が あつ 

て、 その 次に、 大寳 元年 辛 丑 冬 十月 太 上天 皇大行 天皇 幸 紀伊國 時 歌 十三 首が あり、 後人 歌 二 首が あ. 

り， 獻忍壁 皇子 歌 一首、 その他が 續 いて、 獻弓削 皇子 歌 一 首 (一七 0 九) の 次に、 『右 柿 本 朝臣 人麻呂 

之 歌粲所 出』 とい ふ 左 注が あるが、 この 評釋に は、 獻忍壁 皇子 歌 一首 (一六 二) から、 人 麿 歌集 所 出 

と 解して さう したので あるが、 武田 博士の 說 鎮 M の》 では、 大寶 元年の 歌から と解釋 して ぬる * 

博士 云。 『大賓 元年の 歌 十三 首、 及び 後れた る 人の 歌 二 首 を も、 人 麻 呂集所 出の 歌と 爲 すべきで は 

あるまい か。 さて 進んで 卷ー の大寶 元年の 題詞 ある 歌 を も、 人 麻 呂集所 出と 考 ふる 傾向に 進みたい 

と 思 ふので ある。 人麻呂 歌集に は、 題詞の 明記の ある もの も あ b.、 その. 中 作者の 知らる るを卷 一に 

出し、 結 松 を 詠める は緣 にっきて 卷 二に 载せ、 更に 作者の 署名 無き を卷 九に 出して、 その  一二に 他 

の资 料に よる 案文 を附 したので はなから うか』 云々。 今 博士の 說に從 つて、 以下の 評 釋を增 補す る 

八. I ハ七 
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ことと する，  ... 

〇  . 

【卷九 • 一  六 六 七】 

f-t:  ^'^'fta-  ^iw おき ベ  しらたま * よ  ： おき  しらなみ 

妹が ため 我 玉 求む 沖邊 なる 白玉 寄せ 來 沖つ 白浪 

爲妹 我 王 〔玉〕 求 於 伎邊有 白玉 依來 於岐都 白浪 

『大寳 元年 辛 丑 冬 十月 太 上天 皇大行 天皇 幸 一一 紀伊國 一時 歌 十三 首』 とい ふ 題詞の ある 十三 首 中の は 

じめ の 歌で ある。 なほこの 歌の 左 注に、 『右一 首 上 見 旣畢、 但歌辭 小換、 年代 相違、 因以 累载』 と あ 

る ものである。 

萬 葉卷ー S?;H^) に、 大寳 元年 辛 丑 秋 九月 太 上 天皇 幸 n 于紀 伊國 一時 歌と あるのと 同時の 歌と 考へ 

ら れてゐ る。 文武 紀に、 大寶 元年 九月 丁亥 天皇 幸ニ紀 伊國： 冬 十月 丁 未車駕 至， 一武 漏 溫泉ー 戊 午車駕 

自一 一紀 伊一 至と ある。 この 中の 『天皇』 は 『太 上 天皇』 だら うかと 契 沖が 考へ てゐ る。 叉 九月と ある 

は 途中 を 意味し、 十月と ある は 旣に紀 伊に 到達せられ てからの こと を 意味す る だら うと 云って ゐる。 


また、 太 上 天皇 は 持統、 大行 天皇 は 文武で あるから、 契 沖 は、 『太 上天 皇大行 天皇と ある は、 元 明 天 

皇の御 治世の 時、 これ をし るすと て、 持統 天皇 を 太 上 天皇と いひ、 文武天皇.^ぃまだをくり^^奉ら 

ぬ 程 なれば、 大行 天皇と 申に や。 しからば 持統と 文武 と共にみ ゆきせ させた まへ ろ を、 紀には 行幸 

を かみし るして 御幸 を もらし、 此 集に は 御幸 をのみ しるして、 行幸 を もらせり と 意 得べき にや』 

(代 匠紀 初) とも 云って ゐる。 

『我 王』 は、 多くの 古寫本 『我 玉』 に 作る。 舊訓ヮ レ タマ モトム。 類聚 古 集ヮガ タマ ヒ フ。 

一 首の 意。 大和に 殘 して 來た 妻の ために 我 は 玉 (美しい 小石 , 貝の 類) を 捜し求めて ゐる。 沖に 立 

つて ゐる 白浪よ、 沖の 方に ある 白玉 をぼ濱 べに 寄せて 吳れ。 それ を ひろって 家づ とに しょう。 

ィ モガ タメ ヮレ タマ ヒリ フすキ ベ 十ル タマヨ セ七 チコ ォキッ シ- マ+ミ 

この 歌の 左 注に ある 如く、 この 歌 は、 (一六 六 五) の、 爲妹吾 玉 拾 奧邊有 玉 綠持來 奥津白 狼と いふ 

のと 少異 あるの みで ある。 そして この (一六 六 五) の 歌の 題詞 は、 『崗 本宮 御宇 天皇 幸 ニ紀伊 11 一時 歌』 

と あり、 舒明 天皇 か、 齊明 天皇で あるが、 さう すれば 人 麿よりも 時代が もっと 上る わけで あるが、 

或は、 大资 元年の 行幸の 時の は、 この 古歌 を おぼえて ゐて それ を 記した のか も 知れない。 或は この 

歌が 入 麿が 作つ. たもの だとす ると、 崗本宮 御宇 天皇 云々 とい ふ 題 詞は誤 だとい ふこと になる の だが- 

歌枘 から 云って、 (二ハ 六 五〕 の 方が 優れて ゐ るから、 大寶 元年の 方が 寧ろ 第二次 的 だら うと 推察 せら 

.  八 六 九 
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^>  つて、 人窨 作で はないだら うとい ふこと になる ので ある。 

六帖 こよ、 『われ 玉 拾 ふ 沖べ なる 白玉 ゐ てこ』 と、 (一 六 六 五) とこ の 歌と どっちつ かすの やうに な 

つて をり、 文武 天皇の 御 歌と して ゐる。  . 

【卷 九- 一六 六 八】 


かへ *: 


しら さき  さき  あ  3  *H  3  <  <  ^  りノ  ；  a  . 

白 崎 は 幸く 在り 待て 大船に 眞楫繁 貫き また 反り 見む 

白 崎 〔埼〕 者 幸 在 待 大船 爾 眞梶繁 貫 又將顧 - 

『崎』 は、 古寫 本の 多く、 『培』 になって ゐる。 代 匠 記 精 撰 本で も、 『埼』 を 善い とした。 『幸 在 

待』 は 舊訓サ キク アリマ テ。 古寫 本中サ チア リト テモ (壬)。 サ チア リト マテ (腫〕 *  )。 『又將 顧』 

は 舊きマ タカ ヘリ ミム。 古寫 本の 中、 マ タカ ヘリ コム (類) が ある。 白 崎 は、 紀 伊日 高 郡 衣奈 浦の 東 

南に 衣奈 八幡が あり、 その 神社の 緣 起に 白 崎が ある。 現在 は 白 崎村大 引に 屬す。 名所 圖會に 云。 

『白^5&ょ>大引浦の西北に在り、 雪の 色 を 奪 ひて 海原に さし W でた る眞 白の 巖 むら はし も、 二十 丈に 


も あま. o て 高く  え』 云々。 卽ち、 石灰岩で 白い から 白 崎と いふので ある。 

一首の 意。 この 白 崎 は 變らす 無事で 待って ゐ て吳れ よ。 大きな 船に 澤 山の 櫂を爲 立てて、 もう 一 

度 たづね て來 よう。 

i- キク アリマ テ  ササナ ミノ シガノ 力 ラサ キサキ タァレ ドすホ ミヤ ビト， マ 

『幸 在 待』 とい ふやうな 言 方 は、 卷ー (ョ 0) に、 人 麿 作、 樂浪之 思 賀乃辛 綺雖幸 有 大宮人 之 船 麻 

知 兼淨が ある。 樂々 と 作って ゐる けれども、 輕 浮に 陷ら すに、 落 著 かせて ゐる點 が 好い。 そして、 

白 崎と いふ 岬 は 石灰岩から 成る 白い 岬で あるから、 さう いふ 寫象を も 注意して 鑑賞 すれば、 『大船. 爾 

具 根 繁贳』 云々 とい ふ、 稍 誇張した 言 方 も 自然に 聞こえる し、 また、 大和の 山國 から 紀 伊の 海に 來 

て 驚歎して ゐる 心境 をもう かが ふこと が出來 て、 さう 容易に 素通りの 出來 ない 歌で ある。 

こ の 歌 は、 六帖 に、 『白 崎に 行幸 かく あらば 大 舟に 眞， 楫 しげぬ き 又 返. 9 みむ』 として 载 つて ゐ る。 

•  〇 

【港 九 . I 六 六 九】 

み な ベ  うら しほ  み  か しま  つ り  あま  frt  力 (  C 

.ニ一 名 部の 浦 潮な 満ち そね 鹿 島なる 釣す る 海ムを 見て 歸り來 む 

八 七 1 


八 七 二 

三 名 部 乃 浦 塩莫满 鹿 島 在 釣爲 海人 乎 見 變來六 

一 二 句 は、 古寫本 中、 ミツ ナヘ ノウ ラシ マミ ツナ (藍)。 ミナへ ノウ ラシ ホ ミツ ナ (教 )0 ミツ ナヘ 

ノウ ラシ ホミ ツナ (古- 祌)。 ミナへ ノ クラシ ホ ナミ チソ ネ (西)。 ミナへ ノ クラシ ホ/ ミチ ソ ネ (ffi) 等 

の訓が ある。 流布本 舊訓 ミナ へ ノ クラシ ホ ナミ チソ。 仙覺 新點ミ ナヘ ノ クラシ ホナ ミチ ソネ。 

『二 名 部 乃 浦 は、 和名 鈔に紀 伊 國日高 郡 南部と あり、 現在の 南部 町の 海岸で ある。 鹿 島 は 南部 町の 

沖に ある 小島で あるが、 現在で は、 潮干の 時で も 徒渉 は出來 ない。 ただ 大寶 元年 ごろ はもつ と淺か 

つたの かも 知. れ ない。 歌 柄から 見れば 徒渉が 出來 たやう でも ある。 併し 小舟で 渡る と 解しても 差 支 

はない。  ♦ 

みなべ  かし i  あま 

一首の 意。 三 名 部の 浦に 潮が 滿ち すに 吳れ、 私 は 向う に 見える 鹿 島で 釣して ゐる 海人の 有様 を 見 

て歸っ て來 ようとお も ふ。 

大和から 旅して 來 たの だから、 海濱の 生活が 萬 事め づ らしく、 從 つて、 『潮な 満ち そね』 とい ふ 一 

句で も、 ただ 上の空で 云って ゐ るのと は 違って、 活々 として ゐ るの は、 心が 自然に 其處に 動いて ゐ 

るが ためで ある。 『見て かへ b 來む』 の 句で もまた さう である。 海人 は 一 部落 をな して 住んで 居た 


もので あらう が、 鹿 島の 海人 もまた 一の 特殊 生業の もので、 旅人に よっても 興 深かった もので あつ 

ただら う。 

この 歌 は、 六帖 に、 第一 二 句 『みつな へ の 浦潮滿 つな』 として 載って ゐる。 

. 0 

【港 九 • 一  六 七 0】 

つ さ  こ  r  われ  ゆ ら  さき っゥ  あ i  み  力へ  = 

朝 びら き榜ぎ 出で て 我 は 湯 羅め崎 釣す る 海人 を 見て 歸り來 む 

朝 開 榜出而 我 者 湯羅前 釣爲 海人 乎 見 變將來 

古寫本 中の 訓に は、 アサ ホラ ケ (^，任 • 類 •)。 アサ ヒラケ (古 )o コ キイ テシ フレヲ (is。 コ. キテ、 

ワレス 古. 祌)。 ユラ ノウラー 一 (類)。 ミー 一力 ヘリ コム (I. 類 •) などが あり、 略解 は 第二 句 をコギ デ-グ 

ヮ レ 、ノ と訓ん だ。 

『^開』 は、 朝に 港 を^ 出す る ことで ある。 『開き』 とい ふ 表現 は 面白く、 心が 男 ましく 寒の 成 

る こと を附に 示す 語で ある。 延喜 式に、 遣唐使 開 二 船 居 一 祭と あるの も 相 通す る 心 持で あらう。 卷三 

, 八 七  一一！ 
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ョノ ナガ チ ナ 二  二  ト ヘム アサ ビラ キ n ギィ ニシ フ本ノ アト ナキゴ トシ  アサ ビラ キ n ギデ チタ 

(三 五一) に、 世間 乎 何物 爾將譬 旦開榜 去 師船之 跡 無 如。 卷 十五 (三 W 九 五) に、 安佐 妣良 伎許藝 且天久 

鱧 婆。 卷 十七 (四 0 二 九) に、 珠洲能宇美爾安佐比良伎之底許藝久禮婆奈！^波麻能宇^^ぎ都奇底理爾家 

里。 卷 十八 so 六 五) に、 安佐 妣良伎 伊里 江 許 具 奈流可 治 能 於 登 乃。 卷 二十 (四 四 〇 八) に、 安佐 婢良 

伎 和 波 己藝堡 奴等 等の 例が ある。 

ェ ラ ノサキ  ユラ  ィ モガ タメ 

『湯羅 前』 は、 紀 伊日 高 郡 由 良港の 西に ある W で、 今の 神 谷 崎で ある。 卷七 (一 ニニ 〇) に "爲妹 

タザ チ t リフト キノ クニ ノ ュ ラ ノ ミ サキニ コ / ヒ クラシ ッ 

玉 乎 拾 跡 木 國之湯 等 乃 三 崎 二 此日鞍 四 通と いふの が ある。 

ゆ ら  さき  あ i 

一 首の 意。 この 朝に 船 を榜ぎ 出して 湯羅の 崎で 釣 をして ゐる 海人 を 見て 歸 つて 來 よう。 

出來た 歌の 結果から 見れば、 取 立てて いふ ほどの 歌で はない が、 前の 歌 同樣、 山國の 人の 旅情に 

同情し つ つ 味へ ば 相當の 歌で、 厭味な く 自然に 響く ところが いいので ある。 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 よみびと しらすと して、 第 1 二 句 『朝 ぼらけ こぎ 出て われ は』 となつ 


【港 九 •  I 六 七 I 】 

ゆ ら  さき しほ ひ  しら かみ  い そ  うら みあ  こ  とよ  一 

湯 羅の崎 潮 千に けらし 白 神の 磯の 浦 囘を敢 へ て ^ ぎ 動む 

湯 羅乃前 塩 乾 爾祁良 志 白 神 之 礒浦箕 乎 敢而榜 動 

ウー ソミヲ を、 古寫 本屮、 クラ ミー 一 (類. 壬. 古) と訓ん だ. の も ある。 『白 神 之礒』 は、 今の 紀伊有 田 

： f  vi  f よ ら  しら かみ  シ ラカミ 

郡 田 栖^ 村 大字 栖" おに ある。 その 栖原山 は 一 に 白 上 山と もい ふ。 大日 本 地名 辭 書に、 『白 上。 栖原山 

の 一 名に して、 碳をも 白 神 磯と 呼べ， i> とぞ』 と ある。 

二 首の 意。 湯 維の 崎の あたりの 海 は 潮が 干いた と 見える。 多くの 船が いま 遙 かの 白 神の 磯に 近い 

と 上 

浦の 邊を 威勢 づ いて 榜ぎ 響んで ゐる。 

これ は 客観的 歌に 聞こえる が、 その 船と いふの は、 海人の 船で あるか、 或は 大和から 來て、 潮干 

狩な ど をした 船 をい ふの か。 これ は 恐らく は 海人 等の 威勢の 好い 船 を 見て、 典 を 以て 咏ん だもので 

あらう とお も ふ。 なほ 此の 歌で は、 『敢 へて』 とい ふ 副詞 は 注意すべき であるが、 敢は、 說 文に 進取 

也。 廣 韻に 犯 也と もあって、 押切って などの 意味で ある。 波 行 下 二 段に 活用す る。 卷三 (一一 ズ 5 に" 

f.. サ. -ドヨ ァゝテ nv-v- ムニ、  t シ r ケシ  .1 マコ ゾ ハフ ナ ダナ ゥチ テアへ テ コギ， テ 

率 5- 等 安倍 而榜出 牟爾波 i 之 頭 氣師。 卷 十七 (一一 一丸 五六) に、 伊 麻 許 曾 婆 敷 奈太那 宇 知 底 安倍 底 許藝泥 

.  .  八 七 五 
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米。 卷 十五 Q= ハ 九九) に， 安 伎 左 禮婆於 久都由 之毛爾 安倍 受 之；！！。 卷 十九 S 一三 8 に、 甲 だ だぎ ぎぎ 

伊豆 久安我 未 氣太志 安倍 牟可母 等の 例が ある。 この 歌で は、 『敢へ て榜 ぎと よむ』 の 結句 はや はり 旨 

くて 適切で ある。  ' . 

この 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 よみ 人不へ 知と し、 結句 『あへ てこ lit. いよむ』 と ある。 

〇  . . 

【卷 九- 一六 七 一一】 

くろ うし がた しほ ひラら  たまもす そ  ゆ  >  一  つ ** 

黑牛潟 潮干の 浦 を くれな ゐの玉 裳裾び き 行く は 誰が 妻 

. 黑牛方 塩 干 乃 浦 乎 紅 玉裙 須蘇延 往者誰 妻 

黑牛潟 は 紀伊國 海草 郡黑江 町に 當る。 もとは 名 草 郡に あった。 大日 本 地名 辭 書に、 『黑 江の 海 を 萬 

葉 集 久漏牛 潟に 充 つる 說は 信なる べし』 と ある。 

一 首の 意 は、 黑牛 潟の 潮の 干た 浦 をば 赤い 裳の 裾 を 引きながら 行く の は 誰の 妻で あらう か。 

この 『妻』 は、 行幸に 從 つて 來た 女官な どであった か、 その 土地の 若い 女 等 を 云った もので あつ 


たか。 新考に は、 『おそらく は 土地の人の 妻なら む』 と あるが、 童 蒙抄に は、 『御幸の 供奉の 官女の 

海 づらを 行 通 ふ を 見て よめる 也』 と あるし、 考 にも、 『供奉の 女房 を さしい ふ』。 略解に も、 『供奉 

の 女房 を 指せるな らん』 と ある。 童蒙抄 に、 『昔 は 尊卑の 差別な く、 女 はすべ て 赤き 裳と 云 もの を 着 

たる 也』 と あるから、 土地の 女の ことで も かま はぬ が、 これ は 供奉の 女に ついていった ものの やう 

である。  ， 

t-B ゥシノ  i クレナ ヰ-一 ホ フ モ モシ キ ノ ォホ ミヤ ビ トシ アサ リ ス ラ シモ. - . II ヽ - » 1 一- ド il_rT-_J 

卷七 (ニニ 八) に、 黑牛乃 海 紅 丹 穗經百 礒城乃 大宮人 四 朝 入 爲良霜 卷九 (一七 九 八) に 古家 丹 妹 

トヮガ i シヌ バタ マノ ク & ウジが タ チミ レバ サ， フシ モ  . 

等 吾見 黑玉之 久漏牛 方 乎 見 佐 府下と いふ 歌が ある 

〇 ，  . 

【港 九 • 一六 七三】 

ケぜ なし はま しらなみ  ここ  よ く. - み， ひ"： s、  ，  • 1 云、 ここ 

風 莫の濱 の 白浪い たづら に 此處に 寄り 來る 見る 人 無しに に り^も 

風莫乃 濱之 白浪 徒 於 斯依久 流 見 人 無 II、 來舰 

左 注に、 『右一 首、 出 上 臣憶良 類聚 歌 林 曰、 長 忌 寸意吉 麻呂應 詔作此 歌』 と ある ものである。 

ん七七 


,  八 七 八 

〇 風莫乃 舊訓 カザ ナ ギメ。 古寫本 中、 カゼ ナギノ  (藍) の訓も ある。 考 カザ ナ ミノ。 或は カザ ハ 

ヤノ。 略解、 『風 莫の訓 さだか ならす。 莫は 早の 字 か、 暴の 誤に て、 カザ ハ ャか。 卷七、 風 早の みほ 

のうら ま を こぐ 舟の、 と 詠めり。 ミホ は紀 伊な り』 と ある。. 古義 も大體 それに 據り、 新考も それに 

據 つたが、 新訓は カゼ ナシ ノと訓 み、 また 全釋 でも カゼ ナシに 據，. ^、 紀路 歌枕 抄の、 西牟 婁郡瀨 

鉛 山村の 綱 不知 だとし、 その、 『山陰の 入江に て 難 風の 時 も、 此 浦へ 漕 入 ぬれば、 船の 碇も おろさす 

綱に も 及ばす、 此 故に 名 付と もい ふ。 海深き 故の 名と もい ふとて、 此所 風， なぎた る 浦 なれば、 風莫 

濱 とも 云 ふ』 を 引用して ゐる。  . 

一首の 意 は、 風 莫の濱 に 寄せて ゐる 白浪 は 誰 見る 人 もなくて 空しく 寄せて ゐる こと だ。 とい ふの 

である。 

タカ マ ドノ ヌ ベノア キハ ギ イタ.： M マニサ キカ チル ラム ミル t トナシ -ー  n ゾ サ. キシ ヒサ ギ イマ サタ 

卷ニ  (ニー-二) に、 高 圓之野 邊秋芽 子 徒 開香將 散見 人 無爾。 卷十 (丁へ さ 一一) に、 去年 之 久木今 開 

ィ タヅ-フニ ツチ ニヤ ォチム ミル ヒトナ シニ  ァホ ャ マノ サ クラ ノ ハナ ハ ケフモ カモ チリ ミ. タル ラム ミル ヒト ナシニ 

徒 土 哉 將墮昂 人名 四 二。 同卷 (一 A 六 七) に、 阿保 山 之 佐 宿 木 花 者 今日 毛 鴨 散 亂 見 人 無二。 卷十 

五 (一一 一七 七 九) に、 和我夜度乃波^11-多知婆奈波伊多都良1知利可須具良牟見流此等奈思爾。 かう いふ 歌 

があって、 花の ことに 關 して 歌って ゐ るが、 此歌 は、 寂しい 海濱の 白浪の 氣持を 歌って ゐる。 大和 

から 旅して、 この 海の 浪の いふに 云 はれぬ 寂しい 音 を 感じた のであった だら う。 そこが 大に おもし 


ち 、 o 

若し 憶 £^ の 頓聚歌 林に ある 如く、 長 忌 寸意吉 麻呂の 歌で、 應詔 作歌 だとす ると、 孤獨 的な 観相よ 

り ももつ と 明朗の 氣 分になる の だが、 それでも その 根 調 をな す もの は 寂しい、 惜しまれる やうな 氣 

分で あらう か。 

〇 

【卷 九. 一六 七 四】 

我 北：： 子が 使來 むかと 出立の こ の 松！^ 小 を 今日 か 過ぎな む 

我 背兒我 使 將來歟 跡 出立 之 此 松原 乎 今日 香 過 南 

0 出立 之 舊訓 イデ タチシ 。代； 記 初 イデ タ、 シ。 童蒙抄 イデ タ、 シ。 イデ タ チノ。 イデ タチ シ- 

いづれ とも 決し 難いが、 イデ タチシ に 傾いて ゐる。 考、 出立 之 は 出立 且の 誤。 略解 イデ タ チノ。 古 

義 も！： 訓。 この. 『出立の 松原』 は 地名で あらう。 『今 按、 讀出タ ルャゥ ヲ思フ 一一、 唯 名- モ ナキ 松原 

ヲ、 待ト云 一一 云懸ム ト ノ 三  一一 、ノ ァ ラジ、 濱邊 一一 出立 ノ 松原 ト 云所ノ 有テ、 ソレヲ 云 ハム トテ イロへ 
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タ^-一  ャァ ラム。 住吉ノ 出見ノ  fg、 大律ノ 打 出 ノ濱ナ ド云名 ヲ思フ 一一 、 出立 ノ 松原 ァラ バ 海邊ナ グ 

fvl ふ 手  オボ， フ木/ ォモヒ タノ；， テ ィ v" タチ 

ぺ シ』 (代 匠 記 精) と ある の に從 つて 好い。 然るに 古義に は、 『出立 は、 十三に、 大舟乃 思 恃 而 出立 

/キ ヨキ 十 ギサニ  ィ， テタチ  ヮ- ンリ， -マ  ノ 

之 淸瀲爾 とよめ る 出立に 同じ。 走 出な どい へる 額と は いささか 異にて、 これ は 其 地の 體 勢の 海演な 

どに 自 出立た る 如く 見 ゆる を 云るな り』 と 云って 普通名詞に 取扱って ゐ るが、 此 は元來 はさう いふ 

地の 體 勢からの 名であった だら うが、 その 頃 は旣に 固有名詞 になって ゐ たもので あらう。 新考 も、 

『出立の 松原 は 地名な り。 無論 海中へ 出立てる 松原 なれば さる 名 を 負へ るな り』 とい ひ、 全釋 にも- 

『紀 伊國 西牟婁 郡田邊 町の 海岸の 松原で、 古く かの 附近 を 出立 莊 といった とい ふこと である。 £ 卷 

キ ノ クニ/ ム ロノ エノべ 二 チ トセ 二 サ ハル n ト. f ク ヨロ ヅョ 二 カク モ ァ ラム ト ォホ マネ/ ォモじ タノ；， テ ィ， チタ チノ キョキナ^\■サニ 

. 十三に、 紀伊國 之 室 之 江邊爾 千年 爾障事 無 萬世爾 如是 將有登 大舟乃 思 恃 而 出立 之淸 激 爾 (三 一一 1 

01 一) と あるの も 同所で ある』 と あるから、 其に 從 つてい い。 

をつ i  .Jr いでたち まつ はら 

一 首の 意。 私の 夫からの 使が 來 るかと 出で て 待つ I 出立の 松原 をば 今日 過ぎて 行って しま ふこと 

か。 名殘 惜しい ことで ある。  . 

この 歌 も、 『今日 か 過ぎな む』. いふ 結句が 好い ので、 名殘を 惜しむ 感慨が この 結句に 籠め られて 

ゐる。 序詞 は 女の 言葉の やうに なって ゐ るが、 この頃の 序詞 は必 すし も 寫實で 行かす に、 心 持で 行 

つて ゐ るから、 この 歌 も 男の 作と して 考 へても 毫も 差 支 はない わけで ある。 


ま 


この 歌 は、 六帖に 松の 歌の 處に 出し、 第三 四 句 『出立し 此松 がえ を』 となって ゐる。 

【« 九 • 一六 七 五】  I 

..t し. C  さか  こ  しろた へ  わ  ころもで  ^ 

藤. S のみ 坂 を 越 ゆと 白妙の 我が 衣手 は沽れ にけ るか も 

藤 由 之 三 坂 乎 越 跡 白栲之 我 衣手 者 所 沽香裳 

i^, ョ坂 は、 紀伊 海草 郡 內海町 大字 藤 白に あ、 り、 その 南に 東西に わたる 山 を 越える 坂が 藤 白の 坂で 

ある。 宣長 (玉 勝 間) など もさ、. っ考 へて ゐる。 大日 本 地名 辭書 は、 日 高 郡 岩 代演に あると 云って、 『按 

に 藤 白 は の認 ならむ』 と 云って ゐ るの は、 卷ニ  の、 有 間 皇子 自傷結 n 松 枝 一 歌に、 『磐 白 

乃^ 5_ム 之 枝 乎』 云々 と あるから、 其 處と同 一 處 だと 考へ たので あらう。 併し、 齊明天 皇紀に は、 『四 

年 十一 月 庚 {-a; 遣，， 一 丹 比 小 澤.. 連 國襲絞 二 有 間 皇子 於 藤 白 坂-』 と 明記して あるの だから、 これ は 『潜， 口』 

と別處 でも かま はぬ ので ある。 

1 首の 意。 藤 白の 坂 を 越える と 〔白拷 之〕 わが 衣が 淚に 濡れた。 有 間 皇子の 御 事 を 追懐しつつ。 と 
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いふくら ゐの 意で あらう。. 『四十 餘年ノ 前、 有 間 皇子 此坂 一一 テ絞 ラレ 給 ヒケ产 ヲ慟ミ テ泣意 ナリ』 

(代 匠 記 精) と ある 如くで あらう。  . 

極めて 分かり 好く 歌って ゐる けれども、 身に 沁みる ものが あって 棄 てがたい。 また、 『み 坂 を 越 ゆ 

と』 で 下に 績け、 有 間 皇子の こと はちつ とも 云って ゐ ないで 暗默 のうちに それ を 悟らせる とい ふ單 

純化 も 行 はれて 居り、 その 技法 は、 藤 白の 坂と いへば ひと，.^ でに 有 間 皇子の こと は 聯想 せられる 程 

に 一般化して ゐ たものと 見える ので ある。 

この 歌 は、 よみ 人知ら すと して、 續 古今 集 及び 夫 木 和歌 抄に 載って ゐる。 續 古今 結句 『ぬれに け 

るかな』。  - 

、  〇 

【卷九 • 一六 七 六】 

せ  やま  もみち とこし  かみ を か  やま  もみ S  け ふ  ち 

背の 山に 黃葉常 敷く 神 岳の 山の 黄葉 は 今日 か 散 るら む 

勢 能山爾 黄葉 常 敷 神 岳 之 山 黄葉 者 今日 散濫 


o 常 敷 is! 訓 トコ シク。 童 蒙 抄シキ シク。 略解 宣長訓 チリ シク (I 讀ハ 新)。 〇 祌岳之 舊訓 ミソャ 

マ ノ。 代 iiM 記 初 カミヲ カノ。 古 寫本中 カミラ カノ  (藍. 壬. 類. 古. 祌)。 結句、 舊訓ケ フカ チ〃 テム。 

考ィ マ モチぞ フン。 日 は 目の 誤。 勢 能 山 は、 紀 川の 岸に ある 背 山. 妹 山の背. E で、 卷ー ュ 11 五) に， 此 

ャ n  ノ ャマ トニ シ テ ハ ヮ ガコ フル キヂニ ァリ トフ ナ 二 すフセ / ャマ  力 i チカ  カム ナ ビ ャ f  ィゅ ゾチ /IV 力 

也是能 倭 爾^ 手 者我戀 流木 路爾有 云 名 二 負 勢 能 山が ある。 神 岳 は、 飛鳥の 神 南 備山卽 ち 谱 iS で 

力 ミチ 刀ノ ャ マノ モミ ヂ ヲ ケフモ 力 モト ヒ *f マ ハマ シ ァスモ 力 モメシ タマ ハマ -ン 

ある。 卷ニ  (一 五 九) に、 神 岳 乃 山 之 黄葉 乎 今日 毛 鴨 問 給 麻 思 明日 毛 鴨 召 賜 萬 旨 云々 と あるのと 同 

じで ある。 

一首の 意 は、 いま 紀の國 の 背の 山で 紅葉が 頻に 散って ゐ るが、 鄕 里の 飛鳥の 神 岳の 山の 紅葉 は 今 

日 あたりや はり 散る で- らう か。 とい ふので ある。 

眼前の 光贵 から、 家鄉の 山に 聯想が つながつ たの だが パ言葉 ど ほ...' では、 山の 紅葉の 散る ことお 

云って ゐ るが、 家 鄉にゐ る 妻の ことな どもお のづ から 含まって ゐる 心境で あらう か。 . 

〇  . 

【赛九 • 一  穴 七 七】 
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やま と  きこ  お ほ： ぬ  たかは か  し  いほり 

大和に は 聞え も ゆく か大我 野の 竹 葉 t 刈り 敷き 廬 せりと は 

山 跡 庭 聞往歟 大我野 之 竹葉莉 敷， 廬爲有 跡 者 

大我野 は、 紀伊 伊都 郡 橋 本 町の 東 家 *巿 脇 あたりの 野に 當る。 大日 本 地名 辭 書に、 『相 賀。 庄 名に 

トウ ケ  す ホガノ 

して 今 橋 本 村紀見 村に 當る" -. 相 馬驛は 大字 東 家 市 脇に 在りし なり』。 『大我 野。 相賀 野に 同じ。 古今 

の轉 訛な， 9』 と ある。  - 

一 首の 意。 大我 野の 竹の 葉 を莉り 敷いて 假盧を 作りつ つ わびしく 宿る ありさまが 家鄉の 大和まで 

知れて. Q るの か 知らん。 この 難儀の さま は 分かるまい。 とい ふので あらう。  .， 

代 匠 記 精に、 『竹 葉 I 刈 敷" 今 按小竹 葉トカ キテサ 、 ハナ リケ ムヲ、 小ノ 字/落 タルー ーャ。 竹 葉" 少 

似ッカ ハ シ カラ デ感ス クナク オボ ュ 严 ナリ』 と あるし、 新考 にも、 『官本 竹の 上 小 の 字 ある をよ し 

とす』 と あるが、 校本 萬 葉を檢 する， に、 『小 竹 葉』 となって ゐる古 寫本は 無い やう だから、 『竹 葉』 

として.^ ひたい。 また 『竹 葉』 といっても 味へ ぬ ことなく、 却って 常套を 破って おもしろ いとお も 

ふ。 

これ は 大和の 家鄉 つまり 妻 あた b を 念 中に もって 咏 んでゐ るので、 簡潔のう ちに 豊かな 情味が あ 


うう？ がたい。 i え も ゆく か』 は 疑問が 秦 が-願望の 意が 含まって ゐる。 そして 『聞 

え も i く か』 のと ころ I 調と、 『大我 野の 竹 葉』 あた.^ の ー甚に 現代 歌人の 及ば S. がな にらう 

かこの 歌 は、 夫 木 和歌 抄に、 よみ. 人 しらす として 载 つて ゐる。 I 句 『お ほが のの』。 


〇  ， 

【卷九* 一六 七 八】  さ-へ 

• 鮫の gQI„」s の ち £ り麟 けし 坂の 上に ぞ ある 

木 岡 之 昔 弓 雄 之 響 矢 用 鹿 取 靡 坂 上爾曾 安留 

oga 之 観き？；， (i か？)。 童 11 ーシサ r ノ。 古義 パパ"；： に 

新 r..!  , カム カシ。 0 響 矢 用. 秦靡 霞 力 ブラ？. シ カトリ ナビ ク。？ レノ。 ャ？ 略解 

一  7 こ，。 i5st>\ カトリ ナメシ (略解)。 古義 カトリ ナビ ケ、 -ー 

ナリヤ モテ。 竟蒙 抄シカ カリフ セシ 考シカ ナノ  -fc  'tit 

已/ i 卞ガ HMS- 弓 トモ 讀タ レバ、 昔 能 射手 ヲ出シ ケノ故 一一 昔 弓 雄 

昔-り 雄よ、 『古歌 一一 アサ モヨ ヒ紀ノ 關守カ I^TIS^nx  餾ノ 

1/ ハ i 
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ハ云 欺』 (代 匠 記 精)。 響 矢 は、 和名， 鈔に 鳴箭、 漢書 音義 云、 鳴鏑 如， 一 今 之嗚箭 一也。 日本 紀；！ ^記 云、 八 

ャッ メカ フラ  十 リカ.. フ ラ  ァヅサ ユミ ャッ 《  .; サ ミ 

目 鏑夜豆 女 加 布 良と あり、 新撰 字 鏡に 鏑奈利 加 夫 良と あ >o、 卷 十六 0  一一  A 八 五) に、 梓弓 八 多 婆佐彌 

比 米 加 夫 良 八 多 婆佐彌 云々 と ある。 

なり かぶらや  \ 

一省の 意。 いにしへ に ゐた紀 伊國の 名高い 弓の 名手が、 鳴 鏑矢 を 以て 多くの 鹿 を 射 止. めた とい ふ 

その 坂の 上に 立って 私 等が 居る。 

旅 を すれば、 種々 の傳說 だの、 舊跡緣 起 だの を 聞かせられ るが、 それ を 短歌に 咏 みこ なすこと は 

なかなかむ づ かしい ものであるが、 この 歌が それ を 苦 もな く 成し遂げて ゐる。 そして いろいろの 主 

さか < 

觀語を 使 はすに、 『坂の 上に ぞ ある』 で 結んで ゐ るが 實に 旨い ものである。 その上に、 『紀の 國の昔 

弓 雄の 響 矢 用ち 鹿 獲り 靡け し』 とい ふ 如き 事 實內容 を 並べて 來て、 その 結末 はどうな るかと 思って 

ゐ ると、 『坂の 上に ぞ ある』 で 結んだ の は、 古歌の 好きと ころ を遣慽 なく 發 揮して ゐる。 

從 來の說 は、 『鹿 取靡シ 、ノ 此坂上 マサ-一 ソ ノ 處ナ. - ノト 云 意 ナリ』 (代 匠 S 精ヾ 『坂ノ 上 ぞ卽チ i 處なる 

となり』 (古 8。 『結句 は コ コゾソ ノ 坂上ナ だとな (新 考) など.， とい ふ 具合に 解した のが 多い が、 

童蒙抄 では、 『歌の 意 は 昔 狩人の 鹿 を 狩 伏せし と 云 坂の 上に、 今 宿. 0 して 居る との 歌 也』 と 言って ゐ 

る。 


〇 

【卷九 •  I 六 七 九】  つ i 

V  、：  ？  かよ  つま もりつ ま よこ  つ i  S  ： 』 一 云、 妻た ま はな 

紀の隊 に 止まず 通 はむ 都 麻の 社 妻 依し 来せね 妻と 養 ひなから も i とい ひながら 

城國爾 不止將 往来 妻 社 妻 依 來西尼 妻 常 言 長柄 一 wli 爾 

『右一 首 或 云 坂 上 总寸人 長 作』 とい ふ 左 注が ある。 『妻 瓧』 は、 舊訓ッ マ モ コ ソ。 代 匠 記 初 番人 滅| 

ッ マノ モリ。 竟 蒙少ッ マ モリ。 ツマ/モリ。 ツマ ヤシ 口。 考ィ モモコ ソ。 『ッ マノ モリ は、 神お 帳、 

紀伊名 草 邯都麻 沐此賣 神社と ありて、 和名 抄、 同 郡 津麻鄉 有り、 そこ を 詠めるな. -』 へ 略解 弋 今の 海 

草 郡 西 山柬村 大字 平 尾 字 若 林に 當る。 然るに 萬 葉 地理 研究 紀伊篇 では、 今の 伊都 邶橋本 町 字 妻の 地 

だと 考 へて ゐる。 

『^依 來西 尼』 は、 藿訓ッ マョ リコ サネ であるの を 略解で ッ マ ヨシコ セネと 訓んだ 西をセ と- W 

んご列 は、 卷.： '2 九 一八) に、. セ TOf 留 武。 卷 十四 Q  一  に、 許 余 比 太 爾都麻 余 之 許西禰 等が あ 

る。 妻 を 寄せて くれよ とい ふ 意。 妻 常  1  一一 口 長柄 は、 妻と いふ 名で あるから は、 妻と いふ 名 そのままに 
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妻と いふ 名 さながら にの 意で、 神在隨 のナ. ガラに 同じ だと 說 かれて ある。 

つま  もり  >  9  ) 

一首の 意 は、 紀 伊の 國 にし じゅう 通^て 來 よう。 妻の 社の 神よ、 妻と いふ 名で ある 力ら は その 

名 ど ほり、 私のお も ふ 妻 を 寄せ 下されよ。 とい ふので ある。 一に 云 ふの、 燸賜爾 毛 は、 略解に、 『按 

する こ爾は 南の 誤に て、. ツマ タマ ハ ナモ ならん か。 然 らば 妻 を 賜へ と 神に 乞 ふ 意なる べし』 と 云つ 

て 居 ，9、 古義 も それに 從 つたが、 字音 辨證 では 爾の 儘で ナと訓 み 得る こと を證 して ゐる。 また 新考 

では、 『卷 十九に もィ ュ キ； S カナ モを 鳴爾 毛と 書け り』 と 云って 補充して 居る。 

この 歌 は 現代の 吾等に は、 聯想から. 來た輕 い 樂な氣 持で 歌って ゐる やうに おもへ るが、 作者 本人 

はもつ と眞 面目に なって 妻 社の 神に 希って ゐ るの かも 知れない 

〇  ノ 

【卷 九. I 六 八 o】 

颱^ょし^へ1|:く|^が蒙.^^^ゅらむ今ぃぞ、雨な零りそね I  、 . 

朝裳吉 木 方 往君我 信 土 山 越濫 今日 曾 雨 莫零根 


【卷九 二 六 〈二 

おく  ゐ  わ  こ  を  しら くも  たな， ひ  やま  け ふ  こ 

後れ 居て 五：： が戀ひ 居れば 白雲の 棚引く 山 を 今日 か 越 ゆらむ 

後 而 . 吾 戀居者 白雲 棚引 山 乎 今日 香越濫 

おくれた も ひとの 

右二 首に、 『後 人 歌 二 首』 とい ふ 題詞が ある。 後人 は卽 ち、 大和に殘って留守してゐる人の^!:^ 

で、 妻ら しい 口吻の 歌で ある。 信 土 山 は 大和から 紀 伊へ 行く 境に ある 眞土山 (叉 打 山) である。 この 

山 は^ 葉に 七 八首咏 まれて ゐる。 二 首と も、 分かりよ い、 技巧の ない 歌で、 從駕の 人の の 作った 

歌が 一 處に 記された もので あらう。 - 

初めの 歌 は、 袖中抄 に、 第一 二 句 『アサ モ ヨキ カタ ュク礼 ミカ』 として 载. o、 夫 木 和歌 抄に、 よ 

みび としら すと し、 初 句 『あさ もよ ひ』 として 載って ゐる。 次の 歌 は、 拾遺 集 及び 金 葉 =1^ に、 よみ 

人知ら すと し、 結句 『今日 や 越 ゆらん』 として 载 つて ゐる。 
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• 〇  . 

【卷 九. 一七 I 五】 

ささ なみ  ひ ら やまかぜ  うみ ふ  つり  あま  そで  み 

樂浪の 比 良 山風の 海 吹けば 釣す る 海人の 袂か へる 見 ゆ 

樂波之 平 山風 之 海 吹 者 釣爲 海人 之 袂變 所見 

この 歌に は、 『槐本 歌 一 首』 とい ふ 題が あって、 槐本 は、 從來ュ 一一 スノモ トと訓 み、 童 蒙抄に 『え 

にす もと 上-氏 なるべし』 と 云 ひ、 古義に、 『人名なる べし』 と 云った の を、 井上 博士 は、 『案す る 

迄 もな く 槐本は 柿 本の 誤に て 柿 本人 麿の 氏の み を かけるな り』 C 新考) とい ひ パ森本 治吉氏 (襲。 集^ 駄 . 

I；； 相 fflj 和) は、 この 儘で 力 キノ モトと 訓ん だ。 それから， 2 七 一一 五) の 歌の 處の左 注に、 『右 柿 本朝 

臣人 麻呂之 歌集 出』 と ある、 その 『右』 の範圍 をば、 石 井 庄司氏 (M 随 Mr 考。 國隨 調敝か lii^Kii) に 

據 つて、 この (一七！ 五) から 始まる やうに 解釋 して、 ここに 載せる ことにした。 

古寫本 中、 ササナ ミヤ ヒラャ マ カゼ ノ  (類)。 ササ ナミ ャヒラ ノヤ マ カゼ (壬. 古〕。 ソ. デカ ヘリ ミ ュ 

(祌) 等の 訓が ある。  - 


樂波は 近 江の 地名で、 常套 的に 用 ゐられ て旣に 枕詞の 傾向に なって 居る ものである。 

ささな ri*-  ひらやよ 

一首の 意 は、 近江樂波の地にぁる比^^山の山風が湖水に吹きぉろして來ると、 釣して Ci5 る 漁師の 

袖の 飜る のが 見える とい ふので、 小舟に 乘 つて 釣して 居る 漁夫の 趣で あらう。  • 

この 歌 は 句々 が 緊密で 且つ 重厚で あるのに 加へ て、 寫 生の 手腕が なかなか 確實 である。 『比 良 山 

風のう み 吹けば』 とい ふ 句な ども、 後世なら ば もっと 長く して 弛む ところで あるのに、 斯く滴 潔に 

緊密に して 居る の は 上代 言語の 特色で も ある。 ただこ の 歌 は 餘り樂 々と 明快に 歌って 陰 凝の 少 ぃ點 

が ある。 この 歌 は 近 江湖 水 を 題材と して ゐ るし、 また 歌 調に も 人 麿 的な ところが あるから、 人 麿 作 

と 看做しても 敢て 不思議で ない ともお も ふが、 それにしても 以上の 如き 不満の あるの は、 比 蛟的早 

期 に^する 歌の ため か、 或は人間的背景の^^ぃ卽事の歌のためでぁる の かも知れなぃ。 

この-歌 は、 新 古今 集雜 下に 題 しらす、 讀人 不知と して 載り、 また、 和歌 童蒙杪 第三に も 載.^、 共 

に 初 句サザ ナミ ャ になって をり、 なほ 和歌 童蒙抄 では、 第二 句 『ヒラ ノヤ マ カゼ』 となって ゐる。 

又 六帖に は、 第三 句 『打 吹けば』 とし、 夫 木 和歌 抄には 第二 句 『ひらの やま かせ』 として 載，.^、 共 

に 作者 不明に なって ゐる。  ，  ， 

此： ^で 森 本 氏の 槐本を 力 キノ モトと 訓んだ 理由 を 記す と、 論據は 二つになる。 一 つ は、 卷 十七の 
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『山 柿の 門』 が、 佐 佐 木 博士， 說の 如く、 山上 憶 良と 柿 本人 麿であるなら ば、 此處 の、 槐本、 山上と 

並べて あるの は、 『山 柿』 と 同じく 人 麿と 憶 良で あらう。 そして、 槐本、 山上、 春 日、 高 市、 春日藏 

は、 それぞれ 人 麿 • 憶 良 .，老 . 黑 人と 藤 原 京 奈良京 時代の 著名 作家 を 年代の 順序に 略記した もので 

あらう。 さう 考 へたので、 槐本を 力 キノ モ ト と訓ん だ。 第二の 根據 は、 槐本は 柿 本の 書き か へ と 思 

はれる 事。 卽ち大 伴 旅人 を卷五 (八 0 九) の 歌の 次に 『大伴 淡 等』 と 記し、 山 部 赤 人を卷 十七 (一一 一丸 一 

五) の 歌の 題詞、 細 井本. 流布本に は、 『山 部 宿禱赤 人』 と あるが、 それより 古い 西本願寺 本， 溫故 

堂 本 . 神 田 本 • 大矢本 . 京大 本に は 『山 部 宿綑明 人』 と ある。 これらの 書き かへ を 以て 見れば、 『槐 

本』 も、 『柿 本』 の 書き かへ と 思 はれる。 思 ふに、 『淡』 と 『旅』、 『明』 と 『赤』 との 音の 相似よ， り 

起った 書き か へで あるから、 ここ も 『槐』 と 『柿』 との 昔の 相似が もたらした 書き か へ であらう。 

そして 以上 は、 新 考の說 と、 澤潟 博士の 『樂 浪』 の 用字 法 を論據 とした 上の 立論 だとい ふので ある。 

森 本 氏の この 意見 は、 ァ ララ ギ 昭和 四 年 十一 月號の 「萬 葉 作家 考證」 にも 載って ゐる。 - 


【卷九 • 一七 一六〕 

5^1の^8松の木の手向草幾代までにか年は經ぬらむ 

A 那彌之 濱松之 木 乃 手酬草 幾 世 左右 ニ箇 年 薄 is 濫， 

m--. 『山上 歌 一 首』 と あ. 5、 左 注に、 『右 一首 或 云 河 島 皇子 御作 歌』 と ある 歌で ある。 そして、 

シーフ 十 ミノ い ママ" が ェ 

この 歌 は、 卷ー (三 四) に、 『幸 于紀伊 國時川 島 皇子 御作 歌 或 云 山上 惊良 作』 と 題して、 『白浪 乃 滚松之 枝 

^5^? ^お^が だが 一-一 i 貝 年 か i 去 is 1 云 年 者 I 計^』 と ある ものであるから、 若し、 作者 を、 『ル上 

二 ク 

歌』 を 主にして 考 へれば、 山上 憶 良の 歌 だとい ふこと になる。 卷ー のこの sg- の 左 注に 『日本 紀曰 

朱 鳥 四 年 庚 {3； 秋 九月 天皇 幸-一紀 伊國- 也』 と あるので、 その 時の 憶 良の 歌と して は 不合理 だとす る 論 

者 も あるが、 憶 良が 齊明 天皇の 六 年に 生れた とせば、 この 歌 を 作った 時には 三十 ー歲 になって おる 

害で、 人 麿よりも 年長者で ある。 ただ 歌人と しての 生活 は 人 麿 ほどで 無かった と考へ ていいが、 『.^^ 

云 山上；^ 3 良 作』 とい ふ 言 偉があった ところから 推考しても、 憶 良 作 を 否定し 去る ことが 出來 ない の 

である。 私 は 寧ろ 卷ー (一一 一 S) の 題 を 主として 考へ るから、 川 島 皇子の 歌と して 味 ふこと に 傾いて.^ 

るが、  >  は 入 磨 歌集の こと を 云って ゐ るの だから、 1 言す るので ある。 約め ていへば、 朱 鳥 四 年. E 
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ち 持統四 年に 憶 良が 紀 伊で この 歌 を 作っても 別に 不思議で はない とい ふこと になり、 また、 憶 良の 

歌人 生活が 人 麿に 接觸 して ゐる こと も敢て 不合理で ない ことが 分かって 興味 ふかいの である。 

一 首の 意 は、 白浪の 寄せて ゐる 海邊の 松の木に 布帛を 掛けて 旅の 無事なら むこと を 希って 神 を 祭 

つた、 その 手 向 草が いまだに 殘 つて ゐ るが、 この 布 帛を手 向けてから 幾何の 歲 月を經 たこと であら 

うか。 とい ふので、 松の木の 繁 つて ゐ るのに 手 向の なごり を 見つつ 古へ を 傯んだ 歌で あらう。 

第二 句の 『濱松 之 木』 は、 考で 『濱松 之 本』 の 誤と し、 略解 も それに 從ひ、 古義で は、 卷ー の 如 

く、 『濱松 之 枝』 とすべき こと を 云って ゐ るが、 この 歌 は 恐らく、 人 麿 歌集に は、 『濱松 之 木』 と あ 

つた もので あらう。 ただ、 『濱松 之 枝』 の 方が 自然で 無理が ないから、 原作 はさう であった だら うと 

推察 せられる。 

この 歌 (卷ー の 歌) は、 古今 六帖 にも 新 古今に も 夫 木 和歌 抄 にも 載って ゐる。 この、 『白浪の 濱』 

は、 『 鷲 之 春』 (卷 十。 I 八 四 五) などと 同じく、 『の』 で績 ける 格で あるが、 後世 俳句の 方で 『の』 で 

績 ける 法 を 行って ゐ るの も、 別途に 發 達した 同類の 『の』 だと 謂って いい。 井上 博士 は 之 を 准枕辭 

の 中に 入れて 考 へて ゐる。  . 


【« 九. 一七 一七】 

、-. ~  3  C  5,  ころもで ぬ  ほこな 

iT 一^の もお ちず 小 網 刺す に 衣手 濕れぬ 干す 兒は 無しに. 

三 河 之 淵 瀨物不 落 左 提剌爾 衣手 湖 〔潮〕 千兒 波無爾 

『91^ 日 歌 一首』 とい ふ 題が ある。 諸注釋 書が、 春 日 藏首老 の 作 だら うと 云 ふ。 『老ナ レ/、 减シ。 次 

ノ次 一一 有  一一 ：5J^ ゼ バ日ノ 下 一一 藏ノ字 ヲ落セ 产カ』 (代 匠 記 精)。 

〇 三 河 之 舊訓 ミツカ ハノ  (諸 書 同訓 )o 新 考ャ マガ" ノ。 〇 淵 瀨物不 落-左 提剌爾 舊訓フ チセモ 

ォチヌ . サデ サシ， 一。 代 匠 記精フ チ セモォ チズ. サ デサス 一一。 〇 衣手 湖 舊訓コ 口 モデヌ レヌ。 代 

匠 記 精で、 『湖 ハ沾 ヲ誤レ レノナ 〃ベ シ』 - >  云った が、 古 葛 本 中、 『潮』 (頻 *古. 神) となって ゐる のが 

あるから. 義訓で ヌレノ と訓ん だもので あらう か。 三 河 は、 『三 河ハ ヒ ェ /山 ノ柬坂 本 ユア リト カャ』 

(代 5^ 記 精) と あるが 未だ 審. でない。 新考 では、 これ を 普通名詞 として、 ャ マガ" ノ とした 力 やはり 

问 有名 ，ぉ として 解釋 する 方が 歌 柄が よくなる やうで ある。 
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みっか. 1  さ で 

一首の 意 は、 三 河の 淵 も 瀨も殘 らす小 網 を 用 ゐて魚 捕 をした ので、 この やうに 著 物が 濡れて しま 

つた。 乾して 吳れる 女 (妻) も 居ない のに。 とい ふ 歌で ある。 

民謠 らしく 歌って ゐ るが、 三 河が 固有名詞で、 近 江の 河 だとす ると、 京からの 旅な ども 聯想 せら 

れ、 實 際の 吟で 却ってお もしろ いので ある。 六 帖には 、川の 歌と して、 『みつ 河の 淵瀨も 知らす さほ 

さして か， 0 の 衣 を ほす 人 もな し』 となって 居る。 

【卷九 二 七 一八】  . 

あと も  こ  ゆ. ふね  たか しま  あ ど  みなと は  ゝ 

率 ひ て榜ぎ 行く 船 は 高 島の 阿 渡の 港に 泊て にけ むか も 

足 利 思 代 榜行舟 薄 高 島 之 足 速 之 水門 爾 極爾濫 〔監〕 鴨 

たけち の • 

『高 市 歌 一 首』 とい ふ 題が ある。 諸注釋 書、 髙市黑 人の 作と して ゐる。 『足 利 思 代』 は、 舊訓ァ 

シリ ヲバ。 代 匠 記 初 書 入 ァ トモ ヒテ。 『高 島 之 • 足 速 之 水門』 は、 近 江 高 島 郡 安曇で、 古の 安 

曇 川の 河口で ある。 ァ トモ ヒテは 相率ゐ ての 意。 卷ニ  (一 九九) に、 安 騰毛比 賜と あって 旣に 解釋し 


た。 『極 爾濫 鴨』 の 『濫』 を 古寫本 (類. 古. 祌) によって 『監』 に 改めた。 

1 首の 意 は、 幾 艘の舟 を も 相 率 ゐて榜 いで 行った あの 舟 はもう 高 島の 阿 渡の 港に 著いた ころで あ 

らう。 とい ふので ある。 

淡々 として ゐて 厭味が なく、 然 かも 情と 景とを 相 調和せ しめて ゐ るから、 黑 人の 歌と して 異議の 

ない ところで あらう。 『阿 渡の 港に 泊て にけ むか も』 に は 感慨が ある。 そして その 感慨の 細かい の 

もまた 黑 人の 特色と 謂って いい。 

この 歌 は、 六帖 に、 作者 を 高 市の 皇子と し、 初 句 『あしり して』、 結句 『よ， 9 にけ るかな』 として 

載って ゐる。 又 夫 木 和歌 抄湊の 部に、 初 句 『あし h をば』 として、 同 蘆の 部に 『あしとみ てこぎ 行 

ii=- はたかし まの あと まの 道に つきに けんか も』 として 载 り、 共に よみ 人 しらすに なって ゐる。 

.  〇  ， 

【港 九 •  I 七 一九】 

て  つ  >  も  かく  しま  わ  ふね は  と ic し 

照る 月 を 雷な 隱 しそ 島 かげに 吾が 船 泊て む 泊 知らず も 
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照 月 遠- 雲莫隱 島陰 爾 吾 船將極 留 不知 毛 

『春 日藏歌 一首』 とい ふ 題が あり、 左 注に、 『右一 首、 或 本 云 小 辯 作 也。 或 記 姓氏、 無記名 字、 

或偁 名號、 不偁 姓氏、 然依 古記 便以次 載、 凡 如 此類下 皆 效焉』 と ある 歌で ある。， この 長い 注が あつ 

て、 それ. から、 『元 仁 歌 三 首』。 『緒 歌 一首』 等と 續 いて ゐ る。. この 歌の 下に、 小 辯 歌 一首と して、 

タカシ マノ ァ トノ ミナト チコ ギス ギテ シホッ ス ガウ ライマ 力 n グラム -,,  、、、.£  、 、-、 ) 

髙島之 足 利 湖 乎 榜過而 塩 津菅浦 今 香將榜 ( 一 七三 四〕 とい ふの が あるから 小 辯と いふ もの も その あ 

たりに 旅して 作歌して 居る ことが 分かる。 

この 歌の 意。 照る 月 を 雲が 隱 して くれるな。 島 かげに この 舟 を 碇泊 させようと おも ふが、 よい 碇 

泊處が 分からない。 

樂に 平淡に 歌って ゐ るが、 實 際の 吟咏 だとい ふ氣を 起させる ところの ある 歌で、 ただ 一般化 させ 

シマカ ゲニヮ ガフ木 ハテム  トマ リシ ラズモ 

る民謠 的な 歌と 違って ゐる。 それ は、 『島陰 爾 吾船將 極』 と 云って、 『留 不知 毛』 と 止めた ところに 

ォホ バヤ マカス ミタ ナビ キサ ョ フケテ ヮ ガフネ ハテム ト マ 

その 要素が あるので ある。 この 歌の 下の 方、 卷九 (一 七三 一一) に、 母 山 霞 棚引 左 夜 深 而吾舟 將泊等 萬 

リ シ ラ ズ モ 

里 不知 母と あるのと 甚だ 好く 似て ゐる。 かう いふ 實 際の 場合が 多かった ので、 自然に その 表現 を も 

模 傲せられ るに 至った もので あらう。 


この 歌 は、 六帖 及び 續 千載 集に、 作者 不明で、 第 四 句 『わが 舟よ せむ』 として 載. -、 家持棠 に、 

第 §: 句 『わが 舟と めむ』 として 載って ゐる。 なほ、 『照 月 を 雲な 隔て そ 夜 舟 こぐ 我 もよ るべ き 島隱れ 

なし』 へ缓お 親) の やうな 模倣 歌 も 作られて ゐる。 


以上で、 人 麿 歌集 出の 歌と 考 へられて ゐる歌 をば 皆評釋 してし まった 箬 であるが、 考で、 (、一七 二 

五) の 歌の 左 注 『右 柿 本 朝臣 人 麻呂之 歌集 出』 をば、 『登 筑波山 詠 月 云々 以下の 十四 首 人万呂 の哥 

なる 事旣 にい ふが ごとし』 と解釋 して ゐる。 さすれば、 

登 筑波山 詠 月 一首  . ， 

アマ/ (ラ  ク モナ キヨ t  二  ヌバ タマノ  ョ ワタル ッ キノ  イラ マ クチ シモ 

【一七 ニー】 天 原 雲 無夕爾 烏 玉 乃 宵 度 月 乃 入 卷慘毛 ， 

幸芳野 離宮 時 歌 二 首 

* や/ ゥへノ  ミフ 木，. t- マユ  アキ ッ ベニ  キ ナキヮ*^ ル ハ  タレ ヨブ コ ドリ 

【一七 一三】 瀧 上 乃 三 船山從 秋津邊 來鳴度 者 誰 喚兒鳥 

ォ, k な ^ チ  屮ザ ルル ミヅノ ィハニ マリ  ョ ド メ ル ョ ド 二  ツキ ノカ ゲミ ュ 

【一七 一四】 落 多藝知 流水 之 磐觸 與杼賫 類 與杼爾 月影 所見 
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右三 首 作者未詳 

以上の 三 首 も 人 麿 歌集 中に 含まる ことと へ ：- るが、 (一七 15 の 次の 左 注に、 『右三 首 作者未詳』 と 

あるのに よっても、 人 麻呂之 歌集 出と は 解釋し 難く、 一般の 注釋書 も、 さう は 考察して ゐ ないから、 

評釋 外の 歌と 看做した が、 芳野歌 二 首に は なかなか 好い ところがあって 棄 てがたい。 
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ふ し 

さ で 

よ ひ 


し ろ 

き よ 

さ よ 

力 す 


き ま 


さ 


力 


す 

ね 


き 君と をら 


る 


に 人の し る ら く 

ひとり 力ね、 む 

る JJ;^ を まちかね 

まし もの を 

九 六 九 


あ ひ 

あ ひ 

む は 

た の 

み つ 

雲 ま 

月 を 

あ ま 

あ は 

ゆ き 

や ま 

み ち 


み 

力 

み 


て 

ゝ 

も 


し 


の よ 


こ ぬ 


な の 


や 

あ 


さ 

1 一 

な 


サ 

を 


ナ 

そ 

お 


もへ はくろ 


も ゆ 


の 

し 


あ 

あ 


す 

へ 


と に 


や ま 


やしく もい も 


ら ね-と. もとし 


あから 

になり 


力 

ま 


た 


て 

V7 

ろ 


あ さ. 

は ま 

み ま 

ひ み 

う つ 


ことた 

ほかに 

の 雨 

れ と 

も き 


ま 

月 


し こ らー 


こ ^ 

く そ 

に そ 

の 露 

あ ゆ 

み を 


す 

し 


して あ！ 

と お 


て 

ら 


ま 

力 

る 


わ 

ゆ 


九 七 〇 

た る 

か な 

る し 

の 

力 

ナ 


ズ 


な 


さ 

る 


れ 

ろ 


ひ 

あ 


る 


も 


力 


ね 


九 
七 


岩 

ね 
ふ 
み 
か 
さ 
な 
る 

山 

に は 
あな 
ら け 
ねれ 

と 
も 
あ 
は 
ぬ 
ひ 

あ 力 > 

ます 

た を 

し へ 

ひた 

わて 
す こつ 
る る 
カリ J' 

もな 
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たまさか にわかみ し 人 はいか なれ やい かにして かも まため に はみ， む 

やよ.  iJ は  いか X せんいと はす 

よしゑ やしき まさぬ きみ をな にす とかう とます われ は戀っ 、 をらん 
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き  (ママ) 
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まく さかる あら 野 は あれと ゑす きさる きみか 、 たみの あとよ， 9 そこし 

海 

つくしに くた る 時 海路に てよ める 
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しまの みやみ か-^ のい けの はなちと b ひとめに こ ひていけ にす ます 

た  >- てす 


髙市 皇子 城 上 繽宮時  、、 

万葉集 云 件 一 首 檜 偎母王 怨泣澤 神 鉢 之哥也 

なくさ はの も. り にみ わす ゑい ゝ のれと も わ I かお ほきみ はたか ひ しられぬ 

三十 三 首 


き 立春 

^花 

天， 


髮 

ぬ 衣 鳥 


夏 

露 


阿 不知 花 


松 

天皇 

祈 

弓 ，. 


秋 田 

浪 

皇子 

懷， 舊 

is 鳥 


九 八 九 


冬す きて 恭しき ぬれ は 年月 は あらたまれ とも 人 はふり. ゆく 

花 

懼 逢 

すみよし のさと を こし か ははる はなの ましめ つらし みきみ にあ へ るか も 

詠 花 

は に 

うちな ひき 春 さり くれは やまの やの ひさきの すゑの さき ゆく みれ は- 

詠 花 

の  おくに まもな き 

か はつな くよ しの 、河の たきのう へ にあせ みの はな そ さきて あたなる 


九 
九 


，  みたる 

はな はけ ふ も かもち り まか ふらむ みる 人な しに 


いにしと きさきし ひさき はい まさきぬ  つ  し 

とそ さきし ひさきい まさく いた つらに へ ち こや をち むみる 人な く 

た > - 

詠 花 

あほ やまの さねき 

•  を ん 

うく ひすの こった 

夏 阿 不知 花  ' 

わき もこに あ ふちの はな はちり すきぬ いま さける こと あ とかむ きく 


の 

なを ゑいす 

梅 

ふえた のう. つろ へ はさ くらの はなのと きかた まきぬ 


-  榛を ゑいす. 

おも ふ こ の ころもに すらむ に ほひ さよし まの はに そら あきた ゝ すと も 

*^ 田- 

も 

わき もこ か あかむ ぬらして うへ した を かりて を さめむ くらな しの はま 


九九 二 


天の 海 i 


天 


0 デ  / 

もな v3S たち nr の ふね ほしの はやしに こき かくされぬ 


月 


詠 月 


さ 夜 ふけて いて こむ 月 をた かや まの 峯 のしら くも かくして むか も 

譬瑜哥 

わか やとの け も 、 のした にっきよ さしした こ 、 ろよ しうた てこの ころ 

久, か たの あまて る 月の かくれな はなに、 よそへ てい も をし の はん 

雲 

詠 雲  ， 

足 引の やま 川の せの なるな へ に ゆつ きかたけ に 雲た ちわ， たる 

つき ゆみた かく 


詠 雲 

あなし か はか はなみた ちぬ まき も/、 の ゆつ き 

なから ふる いも かいの ち はあく まてに 袖 ふり 

ことにの みあ ひぬ とい ひし くらはしの 峯 のし 

万葉集 云 弓 削 皇子 遊 吉野時 御 か 

. 件 哥出人 麿 之哥集 

みよし 野の みふねの 山に たつ 雲の つねに あらむ とわ かお も はなく に 


こ V7 

け て 

雲た 


/りこ 


に 雲た てるら し 

雲 か ゝ る まて 

ゆた ひに けり 

春皇奉 和哥但 


かせ  こし を  めむ とて 

わき もこ か あか ものす その そみ ぬれ はけ ふの 


を 


こさめに われと ぬらすな 


そて に をく つゆお ほみ いかにせ 

ゆ ふけと ふわ か ころもて に をく 露 をき みに み 

煙  . 


むと か 

せむ ととれ はけえ っト 


九九 三 


九九 四 


詠 煙 


良 


かすかの にけ ふりた つみ ゆ を とめこし はるの 、を はきつ みて 

山  ' . 


るら し 

にらし も 


0 山 

みむ その やその やまなみ にこな かて を まき もく 山 はっきて しょら む 

、や ま  . 

. ^神の をとの みきく まき もく の ひ はらの やま を 

とまり ゐてか つらき やま をみ わたせ はみ ゆき そ 

いわみ の國 にあ， 0 て なくなりぬ へ 

いも やまの いはね しまけ る われ を かもしら すて 

なつの さう ふ を ゑいす 

ますら をのいて たちむか. ふしの 、 めに かな ひやま； i 


け ふ. み つ 

れる また 

きとき に 

いも かま 

つ こ 


る 


な 

く て 

、をらん 


かすかの 、あさち かう へ にお も ふとち あそ ふけ ふ を はわ すられめ や も 

河  ノ，  . 

詠 河  、  . 

まき もく の あなしの か はに ゆく 水の た ゆる ことなく また か へ みん 

むは 玉の 夜 さり くれは まき もく の か は をと たかし も あらし かもと き 

就 所發思 

まき もく の やまへ ときみ て ゆく 水の みな はの ことしよ ひと われら は 

あまの 河 わたるせ ことのみ ちくら の. こ 、ろ もき み を ゆき 、ませと や 

いにしへ のさ かしき 人の あそ ひけんよ しの 、 か はらみれ とあかぬ かも 

くたら か は 河 瀬 をせ はみ わかこ まの あしの そこに も ぬれた くる かも 

九九 五 


九九 丄ハ 


みれ とあか 

みぬ ほとの 

さゝ 波, 0> 'し 

し 

みに ゆかむ 

しら 波 はた 

藻 

たち はきの 

夕され はか 


よし野 やま 

ぬ よし野の 河 

戀 しみよ しの 


ら  一 

力の 力く さき. 


にみ ゆきす 

のと こなめ 

け ふみれ は 


さち あれと 

> \ よお. ま 


ると きの 

にた ゆると 

むへ もい ひ 


きな くまた か へ 

け， 0 'やま 河き よ 


こ 

. み む， 


み 


みや 人の みね はま さらす 


おきつ しらまの はま ひさしな みに やつして くちはて ぬまに 


てと ころもに かさな- ti;- す あかし もす まも をの か うら 


た ふさの すゑ 

ち をと すな，. o- 


にかけ むか 

かっき ひ め 


お ほ み 

き はも 


や 


力 


人の たまも かるらん 

りに いつるな るへ し 


あっさ 弓い そ へ のこ 松た か 世に かよろ すよ かねてた ね を まき けん 

幸 紀伊國 見 結 松 

盤 代  みつる 

のちみ むと きみかむ すへ るい わしろ のこ まつ か うれ を またもみ むか も 

いにしへ の ふるき おきなの いは ひつ ゝぅ へしこ 松 はこけ むしに けり 

葉  、 

. 詠 葉 

にし  * 

ゆく か はの すき ゆく ひとの たおら す はう らふれ たてる み わの ひ はら は 

詠 葉  ， 

いにしへ にあ hs けむ 人 も わかこと かみ わの ひ はらに かさし おりけ む • 


藺 


上野 國哥 


九九 七 


.  九九 八 

こ 

かむ つけの いならの ぬまのお ほひく さよ そに みしよ はい まこ そまされ 

天皇 遊 雷 岳 之 時 

すへ らき はかみ にし ませ は あまく まの いかつち う へ にい ほ， 9 する かも 

万葉集 或 本 云 獻忍壁 皇子 也 其哥曰 主神 座 者雲隱 伊加 山耳宮 座 

吉野 行幸のと きよめる や 

やま 河 もよりて つ かふる かみな からた きっか ふちに ふなて する かも 

問 答 

す へらき のかみ のみ かと を かしこみ とさ ふらと きに みつるき v6 かも 

皇子 

長 皇子 遊 藤 路池之 時  ， 

久 かたの そら ゆく 月 をぁゐ にさし わかお ほきみ はか さに なしたり 

お ほきみ のかみ にし ませ は あきのた つ あらや まなかに うみ をな かめ も 

,  攀 


あめのます 

や、 まろ か 


ことの 

わかお 

獻舍， 

おやの 


の 

の 


： か 

み 


ま 


むと きお ほ 


力まに く 力 


き お 

よ M 


のみ-し かはい ま そくやし き 

み と も お な し と そ お も ふ 


子 

ちの ことに あら はとし の をな かくた のみす きめ や 


たらち ねの 

むはた まの いも かくろ かみこよ ひも やわ かなき とこに な ひきてぬ らん 


しきし まの やまとのくに はこと たまの たすくる くに そま さち あれ また 

懷舊 

近 江 

さゝ なみの しかの 

あ ふ 


荒 

の 


み 

こ 


や こ をす くると き 

も む 

た る 


む 

あ 


の あ れ」 


し 

み 


の 人に またむ あはめ や も 

て 

九九 九 


-  一 000 

.  み  し 

さ ゝ 波のお ほつ の宮 はなの みして かすみた な ひき ひやき も，.^ - なむ 

ふるき こと を いす  - 

t^- な もの は あたらし きょに みな ひとは ふ， 9 ぬるの みそよ ろし かりけ る 

あ ふみの あれた る宮 をす きし 時 

さ  >  なみの しかの からさき さち あれと もお ほみ や 人の ふね まちかねつ 

あ ふみのう み ゆ ふなみ ちと， 0 なかな け はこ 、 ろ もしらぬ にいに しへ おも ほ ゆ 

,  寄 衣 

いまぬ へ る またら ころも はめに つくと われに おむ ほ ゆいまた きね とも 

* 寄 衣  - 

はなに はむ 人 はいふ ともおり つかむ. わか はた もの 、 しろ あさころ も 

きみかた めう きぬの いけに， ひしと ると わか そめた もと ぬれに ける かな 


石 見の 國 よりめ を わ 

高 角 

いはみ. の やた かつ の やまの こ のま 

万葉集、 或 本 反哥曰 

いわみ なる たか-つの 山の この 

弓 


かれての ほる ときに 

より わか ふる そて をい もみ つらむ トも 


つらむ か 

まより わか そて よる をい もみけむ かも 


あっさ 弓す 

こ か 


未 勘國哥 

ゑ はよ b ねむ まさか こそ ひとめ をお ほみ なを はしに をけ む 


わかせ 


へ を 

いし ひたの みて あし 引 


獻泊瀨 部 皇女 

易 


の 


み の  -る 

やます け か さ を とらて きに けり 


しきた へ の そて かへ しきみ たま たれ 


うちの すませ. る  しゃ 

の こすの をす きて または あはむ かも 


00.^ 


V  loo 二 

玉 - 

寄 玉 

かし もた る  ，  はう ちめ くリ 

わたつ 海の てに まきした るた まゆ へ にい そのうら わに あさ h- する かも 

寄 玉 

む 

わたつみの もた る しらたま みま ほしみ ちか へ りつけ つ あさ. 0 する あま 

寄 玉  ， 

とほよ のうみ に 舟 をう けて しらたま とらむ 人に しらすな 

いそな かに ある しら 玉 を 人に しらせて みるよ しも かも 

あま はっくと も わたつ うみこ 、 ろ を へ て はみ ると いはな ぐに 


あ ち 

を ち 

あ さ 


むら 0 

こちの 

りする 

道 , 

みやこち はわれ もし. 0- たり そのみち はと をく も あらす としの ふるまて 


いせのく に 、 みゆき するとき 京に と ゝ めら れて 

み.  わき も 

あらの 海に ふなのり すらむ おとめ こか あ 

こち かせに よせむな みたか あま を ふね ゆ 

いせのく にゝ みゆきし 給へ 

ちしの うらに 

しほ さゐ にい つら このし まに こく 舟に い 

むこ のうら のと まり は あるら しいさ. 0 め 

万葉集 、 遣 新羅 使 當所誦 詠 之 中 

むこのう みの はまよ く あらしい さ， 0 する あまの つ， 0 ふねな みのうへ ゆみ ゆ 

哥雖 相似 一 句 墨仍不 载件哥 同事 也 

宮 鳥 

('詠 鳥， 

あさ ゐて にきな く はこと， 9 なれたに もき みに こふれ はとき を へ すなく 

1 00111 


かむ のす そに しほみ つらむ か 

ひ 

と. 0 そわ ふ る. さ を さけ のし ま 

ると き. jl^ にと、 ま， 0 て 

もぬ るら むか あらきし ま へ を 

か あまの つ.^ 舟 波 まよ み ゆ 


1 0〇 四 

奴 衣 鳥 

よから む やよ からし やと そぬ ゑと， 0 のうら ひれ をれ は 、 るけ かしむ 

旋頭哥 _ 

白雪の つねし く 冬 はすき にけ らし も はるかす みたな ひくのへ のうく ひす 鳴 も 

•  も  の 

春 日なる みかさの やまに 月む いてぬ かもさき やまに さける さくらの はな もみ 

ゆへ く 

はる ひすら たにた ちつから 君 は あはれ やわ かくさの つまな きゝ みかたに たち 

つかる  . . 

なつ かけの ね やの したに てころ もた つ いもうら ふれて わかた めた  > はや、 お 

ほ， き にたら 

かの を かに 草 かる わら はしかな かり そ ありつ ゝも きみ 

せ ん 


かき まさむ みま 


さ 


き， り/、 すわ かゆ かのうへ になき つ ゝ もとな を きゐつ ゝ きみに こふる にい も 

ねかね ぬに 

しのす 、 き ほに はさきい てぬ 戀 そわれす るかけ ろ ふの た 、ひとめ のみ ゝ し 人 

ゆへ に  . 

(書 キク ル字 ヲ削リ テ消 セリ) 

あられ ふると ほつ にある あと か はやな きか， < ^つと もまた もお ふて ふ あと か 

はやな き 

ち- 

うら ひさす みやち にあ へ りし ひとつ まゆ ゑに たまの をのお も ひみ たれて ぬる 

よこ そお ほき  . - 

あっさ 弓 ひきつへ にあるな の，^ その はなつ むまて にあ さ ゝらめ や もな のり そ 

の はな 

ます か 、 みし かとお も ふい もに あ へ るか もた まの をのた へ たる 戀 のしけ きこ 

の此 

1 〇〇 五 


1 〇〇 六 

あさつ くひむ かひの 山に つきたて るみ ゆと をつ ま を もたらむ 人 はみ つ、 しの 

は せ  ， 

. うら ひさす かやち を ゆく とわ かむ はやれぬ たまの をのお むひみ たれて 家に あ、 

もまし を  ， 

きみかた めて つから おれる ころむ きませ よはる さら はいかに やい かにす りて 

はよ けむ 

よしたての くらはし 河の はしの はし はむ みさかり にわか わたした るいし の は 

. し はも  ... 

よしたて の くらはし やまに たてる しらむ みま ほしみ わかす るな へ にたてる し 

.ら 雲  . 

っ歟.  . 

はした ての くらはし 河の か はの しへ すけ われ かりて かさに む あます か はの し 

一 

づけ f こ 


あ をみ つらよ さみ. のはらの ひとに あ へ るかむ はし はし はる あ ふ み の 力た に お. 

のかたり レっ 

なみと なる あしのす ゑ は を たれ かたお りし わかせ こか ふるら む て み むと われ 

そた をり し.  • 

あ- ら 

かきこし にいぬ よ ひこして とかりす るき み を やまの はらに やまへ にむ まやす 

めきみ 

も 

水 そこにお きのた まむ のなかて わ その はない もと あれと こ ゝ にか あると なの， 

り そ の 花 

. み.  も  ， 

すみよし のいて あの はまの し はな かり そね をと めら か あかむ の.！？ そ を^れ て 

ゆらむ みむ 

いけのへ の をく さかした のしの なかり そね それ をた にきみ かかた みに みっし 

の はむ 

1 〇〇 七 


.  1〇〇 八 

,  こ 

よ. jS こ ゑ をき かまし もの を ゆ ふかけ になく ひくら しこ 、 はく の^こ，^ にき 

とあかぬ-かも 

.  .  已 上 百 五 首 

都合 百 六十 五 首 

. 惣 上中下 合 七 百 六十 三首歟 • 

本 云 .  ， 

建 長 五 年 五月 八日 以繳 前槐 

御 本書 寫 校合 畢 . 


系統。 お內^ 21 書 察 御藏の 「柿 本人 麿 集」 は、 もと 桂せ〕 家の 御舊藏 であって、 江戶 時代. の ^文 

がら 元祿 .s^ にかけ て、 卽ち靈 元 天皇の 御代、 公卿に 書寫 せしめられた ものら しく、 同一人の^ 

である。 第二 葉に 『宽 元三 年 八月 云々 f 卷 末に 『建 長 五 年 五月 云々、 日 孝』 の舊奧 害が あり 

書名は題箋をS^Qす、-表紙左上部に墨誊されてゐるが、 高貴の 御 方の 御 筆と 拜 察せられる。 、 

體裁。 紙 丄袭紙 は 共に 薄手 i 水引 鳥の 子 紙で、 何れに も 木版で 藍色の 「笆 港葉紛 模様」 を 

つて あろ。 

級 糸 は n 害 祭に 於て 修理 を 加 へられた ものら しく、 白 紹糸を 用 ゐら仆 てぬるが、 蔡態を 知る 

こと は出來 ない。 

.  1 〇〇 九 


外題 は 墨痕 鮮に、 しかも 雄渾に、 各 文字 方 八 分 位の 大きさで， 「_t 本人 麿 集」 と 記され、 「人 麿」 

の 二字に は 右 肩に 朱 線 を 施して あるが、 これ も 同時代の ものと 思 はれる。 

. 御 本の 大きさ は 縱八寸 • 横五寸 五分の 美 濃 判で、 横 一尺 一寸. 縱八寸 の 鳥の 子 紙 を、 第 一 に 

は 十 枚 • 第二に は 九 枚 • 第三に は 十 枚 . 第 四に は 十一 枚. 第五に は 十四 枚 重ねた もの を、 各 中 

央 から 縱に， 二つ 折に し、 之 を 各 一 つ 宛の 括と し、 前記の 括 を 五つ 合せて、 俗に 云 ふ 蝶 綴 (大和 

綴) にして 居る。 それで あるから 御 本 全 體の紙 數を數 へる 時 は 百 八 枚になる べき 處で あるが、、 

最初の 一 枚 は 見返に、 最後の 一 枚 は 裏 見返に して 居る ため、 都合 百 六 枚に なって 居る。 

また 內容は 上 • 中 . 下の 三卷 よりな り、 上 卷は春 部 • 夏 部 • 秋 部 . 冬 部、 中 卷は戀 部、 下卷 

は 行旅 部 丄及傷 部. 維 部に 分かれて 居る。 

表紙. 見返 を 除き、 紙 數百六 枚の 中 墨 付 は 百 二 枚、 一枚 は 大體十 行 を 普通と し、 一行の 字 詰 

は 目次 . 歌題 • 歌に よって 一 定 して 居ない が、 歌で あれば、 十四 字から 十七 字 位に なって 居る 

遊 ひ 紙 は 初葉 一 枚奧は 三枚で ある。  ， 


索 
引 


、 索引 は 事項索引と 歌 句 索引と に 分かち、 歷 史的 假名 遣に よる 五十 昔 順に 配列した。 但し 事項索引に 於い 

て は檢索 上の 便宜の ため、 小範 固に 限り 必ずしも 五十音 によらない 筒處も ある。  - 

, 直 項 索引 は 語句. 入 名 • 地名. 書名の 索引 を 兼ね、 人名 • 書 名筝は 比較的 重 l§i- なる 111; のみ を 擧げて 簡略 

に從 つた。  ， 

、 事項索引に 於いて は、 語句 は 平 假名 を 以て 出し、 下に 漢字 を； ぼした。 書名に は 「 」 を附 し、 地名に は 

平 假名の 傍訓 を附 した。 人名の 難讀の ものに も 同様に 平 假名の 傍訓 を 施した が、 其 他の 傍訓に は片 假名 を 

用ゐ た。 

、 歌 句 索引 は 本書に 評釋 した 人麼 歌集の 長短 歌 及び 旋頭 歌の 各 句 を 出し- 1 云 • 或 云 等の 歌 句 をも舉 げた。 

伍し 本文に 引用 さ れ た 人 li: 歌集 以外 の もの は 之 を 略して ゐる。 
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ふるやま 

Is  wo? 

ホ 

ほか ごころ (外心)  六-一 < 

ほしの はやし (星 林)  .：：3〈 


ほす (T)    =ー^5<  あかち ひく 

あぶり ほす：：.  Is  あきが し は. 

鞦川  一一 ま  あさ づ くひ 

ほろ (欲)  あし ひきの 

め を ほる  W 一七  あづさ ゆみ 

r  あめなる… _ 

マ 

あられ、.！ リ< 

祭 向  5  ぁリ そな み 

あなし 

卷向 S  足の 川：：  M0 ふ 一  一一 あ をみ づら - 

^向の 川  •  七 M  いな S めの- 

卷 向の 扮 Ig の 山  六 八  いめび との- 

まく  Q") .  .  いもが て を- 

う らまく  IIS  いもら がり. 

おくまく   SK  うちた を リ. 

まく  (總)  -  うち ひさす 

そで まく：：  ま B  か、 きこ ゆる. 

ま く ら (枕)  かすみた つ. 

まくらう ごく  • 犬3  この か はの. 

ことた まくら  六 六 一一  こらが て を. 

つげ まくら  づ 一  ころもで の. 

まくらく：，  七 八 六  ころもで を. 

枕 へお  さつ ひとの. 


さひづ らふ  ；  二 0; 

しらと り-の   一一 S; 一 

しらま ゆみ  六 ほ<^ 

しろた への  〈二 11! 

たく ひれの…  一一 S な 

たちのし り  -  1st 一 

たま かぎる  -. つ-   一 sfl. 一 

たまの をの  /-.it  1-SC 

たま ぼ こ Q  ••  

ち はやび と  SH!^ 

つま ごも  一 0   Ml.: 

つるぎた ち  〈  

なる かみの  六  < ：ん 

ぬえ どり の   一一 Hem! 

はし、 だて Q  一 一 ii< 一 

はるく さ を  一 ー<1^； 

はる やなぎ：：  六^^ー 

ひも かがみ  六 2C_ 

ふゆごもり   一一 SQ 一 

また ま つく："   < 一 や 

まつが へ り  一一 ーー11 一一 

みつぐ りの  きせ 


みけむ か ふ…：  ……   一一 A:J 

みなの わた  .，   一二 一 

やま すげ の  さ 一一 

まけな がく  •  ras 

正 岡 子規  -  ニー 七 

まさか  <2 

ま， で (虞 袖)  Is 

また まつく (枕詞)  < 一 一一 

まだらの ころも r 斑 衣)  ，，：•  S 

まつ (待) 

まち いづ  ，•  さ 一 0 

かたま つ  二  ^*ー ーズ 

. きみ まちがて に  -  .0 

まつ (松) 

まつが へ り (枕 訶) …： -   一一 ニー 一一 

こまつ  S  一一  *3! やさ ー予<ーー_1！ 

まづ かひ (間 使)  ：   一一 HK.H! 一一 一一 

まつち やま 

信 土 山  <<.^ 

まど ふ (惑)   一一 一 5 

まな ご (砂) 

うき まな ご  SS1I 

まに まに (隨)  .ー 一一 0 


まねし (数多)  六 01 一一 

まもる (候)   一一 0 六 

まよ 05) 

まよね かく  Is 一 一一 

まよ (鏘)  七 g 一 

「^ 葉考」 (a; 淵) 

人 ^欲 》 論….  一 M 

フレル 〈*1 レ .P キヱズ n リタ ル 

路波太 列 可 加 造 有の 訓  二八ん 

囘 微 の訓.  さ < 

「1« 葉 集 ビ (由 S 流) 

人 麼耿染 論：：.  一玉 

「1^ 紫 鬼 訓義 辨證」 (木 村正辭 ：> 

の,  3? 一一 一一 一 

「萬 葉 a 皆 見」 (畏 流〕 

»  * チ t1 ノ ゴロ 

んナ 多. 手 比：； 1 の凯  六  <11 

水 無 河 C 訓  1ーー<3} 

rjw 葉 古^」 (雅 泣) 

干 各の 訓  一八 0 

^ の訓： •  ±セ 

完の^  Is 

船 潜 絶の 節：：  Its 

1 二更 地名 說  一一 sa 


渡 代の 訓   :0* 

「萬 葉 集 新 解」 (武田 祐吉) 

マヅ * "ヘリ 

松 反の 解  .:: 一息 

麻 呂等言 八 子の 訓  - 一一 一八 

「萬 葉 集 新考」 (井上通泰) 

今 木 乃 撮の 解  

潤 和 川の 考  ，じ|0 

祌依 板の 解  ：：：01_- 

T-n ダク コヒシ 

極 太 戀の訓  __ール 

與 具は與 其の 誤 i  1!： お II 

, 高 屋の說  一 ー<1 

玉 久世淸 河 • ぬの 解  Is ん 

「萬 葉 拾 穗抄」 (季 吟) 

P* "ォモ ハナ ク-ー 

吾 不 念の 節  六ル六 

「萬 葉 集鈔」 (長 流) 

人 麿 馱集論  < 

「萬 葉 集 全釋」 (鴻巢 盛廣) 

咋 山の 說明  人 m 

「萬 葉 集 代 匠 記」 (契 沖) 

あから ひく 腐の 解  1 一一 

うち ひさす の 解  ..: so 

通雖 光の 訓及解  ,:. 四 £c 

二 七 


入 餐％ 集 論  ル 

結 手 徒の 訓  Ifrnc 

「萬 葉 集 年表」 (土屋 文明)  •••：• 六 一 < 

- riaj 葉 集の， ||赏 及び 其 批評」 (島 木 赤彥) 

「1:- 月 の 欲の 評  ；  六 七 

南 淵 山の 歜の評  一一ん 一一 一 

「萬 葉 集 文字 辨證 K 木 村 正辭) 

完の訓  さ 一七 

「萬 葉 集 略解」 〔千 ii) 

事告 兼の 訓 (宣 長) …：  ••  化 

時者雖 過の 訓(宣 長) …： I  一一 七 四 

0  # の訓 (宣 長)  に  …… . ±nl 

吾 忘 の訓 (宣 長)  一九 七 

フレル c>- レ 力 キヱノ n リ タル 

落 波 太 列 可 削 遣 有の 訓  "  夭.^ 

r  is? 葉 集 略解 補正」 (木 村 正辭) 

靑山 葉の 訓  S 八 

「ず r 葉 新 採 百 首 解」 (眞 淵). 

や ti 具 山 立春の 欲の 評  逢 3 

人 麿 缺集論   一 S 

「萬 葉 染色 考」 (辰 巳 • 上 村) 

紅の 考…  一七 〈 

i, 萬 葉 地理 考 A 璺既 八十 代) 


\ 

二八 


E 掠の 入江の 說明  一一 さ 

「萬 葉 童 蒙抄」 (信 名) 

飽足 爾の訓 (春 滿)  •  一一 一ん I 

夢 人の 說 (春 滿)  1 一六 一一 

是と 氏と 通用の 說  六 一一 一一 

ヮギ モコト 

吾妹 子の 訓  な 一 

「萬 葉 大和 志考」 (奧野 £2) 

細 川の 考…"   一一^ 

みかづき (三日月).  六<ー 一一 

みけむ かふ (枕詞)  一 ー< 七 

みこと (命) 

いものみ こと   一一 5 

みだる (亂) 

みだれ こ ひ  さ 一一 

おも ひみ だれて  ePK 

みち (道) 

みちの しり  -  さ B 

みちゆき うら  .-  •  七 六 九 

み ク (滿) 

ひとみつ  り  t_n 九 


一二  M   s 

みづ かげ (水^)  〈一一 < 

み つぐり の (枕^)  1  一二 七 

水秘 の^   S 

水 無 河  •  一一 一八 七 

みなと (水門)  1WM 

み なと あし  -  六 ルー 

阿 渡の みなと  八 

みなの わた (枕 M)   一一 二 

.A なぶら や i 

南^ 山  ノ  ーー< 九 

三 名 部の 浦  八 七 一一 

みな わ (水泡) ：  ： ：…   一 00 

三 諸  七 0 

み ゆ rno    一 s.w.s 

みる (兑) 

み つ つし ぬば む  4- 了 ーー九 

みとも  5? き 一 

みむ  ゾ.： S 

みる ひとな しに  <七< 

みわたし  六ル八 

•A わ やま 

三輪お  ：  一三 s 

一一 一輪の 椅 W  0 一 


み を (水脈)  3 

むすぶ (結)  さ 八 

こ ひむ すび  へ 一 3 

U つ B か は 

六 田の 河  一； 九 八 

むな ごと (空 一 百)  六0? 

む ろ Q ) 

に ひむろ  E? 七 

室の 木  七：； 八 

め (目)  E 凡？ 

め を ほる  Ml セ 

モ 

もとな  fKHK さ 一一 

もとむ (求)  -! 六< 

本 居宣長 

あし ひきのの 說 (古事記 傳)  ：忠 

T1 トモ ヅゲ ナク 

事吿 兼の 訓 (略解 ；}  ,   S ん九 

時者雖 過の 訓 (略解)  •  一一 七 a 


二 九 


吾 眷 の ii (略解)  七 Iw 

吾 忘 の 謂 (略解)  …：  一 ル七 

ものがたり (物語」  V」  七 ル< 

もも (百)  . 

もも さか  M 六ル 

ももへ なみ  ：  <ES 

もり (社) 

石 田の 社  〈一七 

都 酼の社  八 〈七 

森 本治吉 

云 子 鹿 丹の 訓   一一 一 SW 

槐 本と 讀む說  < ルー 

人 IS 歌集の 旋頭跌  一一 一九 

人 麿 歌集 論  一一 一一 

森 山 汀 川  一一な 一 

もる (守)  lis- 

もる や. i 

守 山  El<^^ 

もろは (諸刃)  に  七5 

丈武 天皇 

「懷虱 藻 I の 御製 詩 …  は < 

ャ 


一一 一 〇 

や (係 助詞)   一二 m 

や も  し   一一 S 

矢  • ， 

響 矢   <《 

やうら (八 占)  リ  Ifrn 

やしろ QM) 

久 世の 社  IB? 

安の 渡  V.   g 一一 一 

や ちほし Gi 、ム 

八 千 戈 神   一一 PHC 

ャヅ n 

奴  ニ予ー！ 一  110 

や つり？ 《 は  - 

八 釣 河  り  <  一一 a 

やどり (宿) …… リ  一一 S 丁 ーー< 六 

*• ナギ  > 

楊 (柳) 

か はやな ぎ  一 さ 

. しだ リ やなぎ  一一 一 さ 

はる やなぎ (枕詞).  六 さ 

矢 野の 神 山  Ml 

やま (山) 

あ を やま  <8ル 

はる やま  1  一一 一一 _i 

朝 妻 山  ：  一一 s 

石邊仏 山  £〈 


ffi  ？ 矢 や 守》 ^*  二  * 南き 信き 振る" 人 g 能 * 多た M~  n* 佐 *    ^-Jki 昨 s  mt 妹 s 今 t 

山 輪 わ 諸^ a 《土 * 向 ひ 爲、: 登と A" 岛 レビ J 比ひ坂ム幡；^*^?'し"ぉ お-？; 背 * 木 * 
おた の ； 山山 山山 Ui   ： 山 香 力' の 山山 资め 山の 山 ； ： のの 
；祌 ；'； ； ： ： ； ； ；の 山； ； 山.； 山； ； ；山橄 

； 山；；；；；；；.； 山；；；；；；；；；；； 


や ましな 

： 一一 一 1 一一 一一 山 科の 木 幡の山  さん 

…： <<  山城の 右田  <14 

：  << 一一 一. やま すげ (山菅 • 麥門 冬)  ル< 二八ん 人 1!< 

： 1KM  やま すげ の (枕詞)  さ 11 

： 一一 一一 八 山 田 孝 雄 

： S  コ ス の說  1M< 

： ーー璧  玉久 世の 說  M さ 

…： ル S  梂手折 Q 說  壬 一一 I 

： 八 <11ー  山 苣  .rs. 

：  一 51 一一  やまに すむ ひと (仙人) ：  一一 一七 

： 二 七 m やまとお (大和 路)  <s 

： さ 七 「大和 萬 葉 地理 研究」 (辰 巳 利 文) 

： 1 化  痛 足 河の 考  き 

： S  由稱 嶽の考  W ル 

や. * ぶき 

M 丁 六 <  山吹の 瀬  一一 < 七 

：  <<ル  やる (遣) 

： 夭 九  こころ やる  六. S 

…： さ ュ 

： 霧 

ゆ (助； C-  s.gB 

： es 一  ゆく  (行)  一一 1< 

si 九  に ほひに ゆく…：  BOI 


一一 一 一 


弓 削 皇子  SIMUX 

ゆつ き (五 百槻)  七 1 一一 

ゆつ き.；, たけ 

由槻襟 …… ：  •.   s*w ね 

ゆ ふ (夕) 

ゆ ふけ  リ  七 P? 

ゆ ふづっ  •  一一  §1 

ュ 7  « 

木綿 

-染 木綿.：.  七 s- 

ゆみ を (弓 雄).  《M 

ゆゆし (忌)  ：： さ5 

湯 羅の崎  OS 

ゆり (後)  穴 ケ六九 1 

ゅリ (百合)  ；• 六 九 1 

ゆるす (許)  ま W. さ、 六 

ゆ ゑに (故)  1W 了 六 一八 

よく  (避)  S 六 

よご ゑ (夜 聲)  ゼ S 八 

依 糊の 原  1きー. 

よし (緣)  SW.WM 

よしゑ やし  If! ニー 


吉田東 伍 (地名 辭書) 

飽 浦の 考  

クマ ピト 

肥 人の 訓  

髙 屋の考  

能 登 香 山の 考  

矢 野の 祌 山の 考.、 ：： 

よす (寄)  

よち こ (齡兒 •)  

よなか (一一 一更)  

よの ひと (世人) ：… 

よ ひさらず (夜不 去) 

よる (依) 

よりあ ひ  

こ ころよ る  - 

と をよ る  - 

フ 

わく ご (若 子)  

p- ス レグサ 

萱草  

わたくし だ (私 田) ： 

わたつみ (海神) ：： 

ぉ^ら ひ お ほか は 

度會 の大柯  


わたり (渡) 

わたりで  50 

安の 波  一一 ーせーー 

わたる (波)  1^ ル 

あり わたろ  ISS 

つき わたる  一一. M 

わら は (童)  Kill 

ォホヰ グサ 

大   <HK 

井上！^ 

今 木 乃- M の 解 (新 考)  1SS 

^和 川の 考 (新 考)  so 

祌依枨 9 解 (新 考)  gM 

农 背の 社の 考 ……  -.  1M1 

極 太 懋の訓 (新 考)  W ル 

與^ は與 其の 誤字 說 (新 考)  ，ー 一一 さ 一 

^:^:^!の^(新考)  --  1ー<  一 

玉 久世條 河^の 解 (新 考)  mm 九 


X 


30^   <lk 

ヲ * 

を (格 助詞)  、  〈ル 

を (間投 助詞)  35 や 〈03 

を ざ かり (壯 時)  ISO 

をさむ (蔵)  ：  so 

雲  塞 

をち (遠)  八 S 

をち こち  -  … 一八^ 

をと め (少女) 

さかえ をと め：：  八き 

に ほえ をと め  0 

折：： 信 夫 

人 麼耿染 論  fill 


ぽん .？A-r5 


あきはぎ の  

,  あきはち りけ リ 

あがき はやけば  ：  七 さ！  あきまち がた し 

あかご まの  -.  リ  七 S  あきまつ われ は 

あかしな むか も  六 さ . あきやまに …… 

あ かづく までに  E 一； W  あきやまの …… 

あかぬ か はか も  一一ん <  あく うらの …… 

あかね さし  IP? 一一  あく こ ともなし 

あから ひく   一一  P5*s  丁  WMO  あくた しっく も 

あきが し は  きん  あけず ゆかめ や 

あきかぜに  1 一六 HH 一； 九 や SOW  あげてし はた も 

あきされば  あけぬ とも  

あきたつ まつと  一一 一 さ  あけ はあくと も 

あきたら ね ども  EK  あけ まく をし き 

あきたり に   一 あけ ゆきに けリ 

あき. の ぬ の  EM  あさかげ に  

あきのよ は  .SS  あさけ のす がた 

あきはぎ さきぬ  EOI  あさし もの  


あさ； リ はら：  .一(0? 人 11  一 HI 

あさ づ くひ  ：i  一七 一 .SSH- 

あさ づ まの   一 S.K 

あさ づま やまに  ,.   一一 SSI 

あさつゆに  eg 一一 一 

あさとでの  •.  ra< 一一 一 

あさなあさな  ei< 八 

あさな さな  ^M^^ 

あさ はぬ に  <  一一 か 

あさ びら き，.  I  ： 卜-  八お 一一 

あさ もよ し  〈<< 

あさゆく きみ を  爱ー 

あしのうら は を  一 mm 

あしはらの  〈き 一 

あし ひきの  W 六 •§ 六 E 六 0. さお 

あし ふみて  七 ml 

あしよ そ ひせむ  E ル 0 

あすかが は  < 一 一一 一 

あすとい はば.  三 0 

あすの よし  四<1 

あす はきな むと   一一 SS- 

あそびけ む  一 15 一一 


あそびし いそ を  1 一一 一一 ゼ 

あたらよ を： に  一一 ep? 

ぁぢ むらの  •   一 〈一一 f 

あづさ ゆみ   一一 K. ま WAS 

あど か はなみ は   一 50 

あど か はやな ぎ  一六 〈 

あとな きこ ひ は  M 一一 ET 

あどの みなとに  〈ル六 

あと も ひて  八ん 六 

あなしが は  MO 

あなし の. か は ゆ  七 一一 

あによ すと ふ  <s 七 

あぬ ちし こし を  七 一一 一 玉 

あは こふる かも  六10 

あは ざら まし \  "  •  

あは ざらめ や も  •   一二 〈• させ 

あはず ありと も  六 m 

あはず かも あらむ  S 一一 一 

あはず とも  ： § 

あはず やみな む  -  七 一一 W 

あはぬ いも かも  七 01 

あはぬ いも ゆ ゑ  一  I 


i 


あはぬ こ ゆ ゑに  5 七 

あはぬ ひまね み  さ 一一 

あは ほしがたぬ  W 七 

あはむ とお も へ ど  E 一一 0 

あはむ ときこせ   <11  一 《! 

あはむ とも ふよ  Enul 

あはむ ひまつ に ：… •  -  一  1, ん？ 

あはむ ひまでに  •   <ー11- 

あ ひい ひそめし   〈30 

あびきす る  <S 

あひこすな ゆめ  き 七 

あ ひだ あけ つ つ  st< 

あ ひみし こら を  上ハ W ル 
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